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231.有 偈 篇


23S.1.第一 諸天相應


23第一 葦 品


23S.1.1. 瀑流1


23S.1.2.解脫3


23S.1.3.引導者5


23S.1.4.時乃過去6


23S.1.5.幾何斷7


23S.1.6.不眠11


23S.1.7.不了知14


23S.1.8.迷亂16


23S.1.9.慢之欲17


23S.1.10.住森林19


23第二 歡喜園品


23S.1.11.歡喜園20


23S.1.12.歡喜21


23S.1.13.無有如子者23


23S.1.14.剎帝利24


23S.1.15.大林鳴(寂靜身)25 26


23S.1.16.睡眼、懶惰27


23S.1.17.難為(龜)29


23S.1.18.慚31


23S.1.19.茅屋33


23S.1.20.三彌提34


23第三 劍 品


23S.1.21. 第一 依劍39


23S.1.22. 第二 觸40


23S.1.23. 第三 纏 縺42


23S.1.24. 第四 制止心44


23S.1.25. 第五 阿羅漢46


23S.1.26. 第六 光明49


23S.1.27. 第七 流50 51


23S.1.28. 第八 大富53


23S.1.29. 第九 四輪54


23S.1.30. 第十 麋鹿之縛59


23第四  沙睹羅巴天群品61


23S.1.31. 第一 與善人為伴62


23S.1.32. 第二 慳貪65


23S.1.33. 第三 善哉68


23S.1.34. 第四 非然73


23S.1.35. 第五 嫌責天80 81


23S.1.36. 第六 信82


23S.1.37. 第七 會84


23S.1.38. 第八 岩石之破片86


23S.1.39. 第九 雲天公主(其一)93


23S.1.40. 第十 雲天公主(其二)


23第五 燃燒品


23S.1.41. 第一 正在燒95


23S.1.42. 第二 以與何96


23S.1.43. 第三 食97


23S.1.44. 第四 一根98


23S.1.45. 第五 完人99


23S.1.46. 第六 天女100


23S.1.47. 第七 植林101


23S.1.48. 第八 祇園102


23S.1.49. 第九 慳貪104


23S.1.50. 第十 陶師106 107


23第六 老品


23S.1.51. 第一 老111


23S.1.52. 第二 依不老112


23S.1.53. 第三 友114


23S.1.54. 第四 支持115


23S.1. 55. 第五 生因116(一)


23S.1.56. 第六 生因117(二)


23S.1.57. 第七 生因118(三)


23S.1.58. 第八 非道119


23S.1.59. 第九 伴120


23S.1.60. 第十 詩121


23第七勝品122


23S.1.61. 第一 名123


23S.1.62. 第二 心125


23S.1.63. 第三 渴愛126


23S.1.64. 第四 結127


23S.1.65. 第五 縛129


23S.1.66. 第六 窘迫130


23S.1.67. 第七 為繼131 132


23S.1.68. 第八 禁閉133


23S.1.70. 第十 世間135


23第八 斷品


23S.1.71. 第一 殺139


23S.1.72. 第二 車141


23S.1.73. 第三 富142


23S.1.74. 第四 雨144


23S.1.76. 第六 不老150


23S.1.77. 第七 主152


23S.1.78. 第八 欲愛153


23S.1.79. 第九 食糧154


23S.1.80. 第十 光炎155


23S.1.81. 第十一 無諍156


23S.2.第二 天子相應


23第一  迦葉品


23S.2.1. 第一 迦葉品1(其一)


23S.2.2. 第二 迦葉7(其二)


23S.2.3. 第三 摩怯9


23S.2.4. 第四 摩揭陀11


23S.2.5. 第五 陀摩利13


23S.2.6. 第六 迦摩陀15


23S.2.7. 第七 般闍羅旃陀16


23S.2.8. 第八 多耶那19


23S.2.9. 第九 月天子22


23S.2.10. 第十 日天子


23第二 給孤獨品


23S.2.11. 第十一 月自在23


23S.2.12. 第二 毘紐24


23S.2.13. 第三 提伽羅低27


23S.2.14. 第四 難陀那天子29


23S.2.15. 第五 稱檀30


23S.2. 16. 第六 須達多32


23S.2.17. 第七 須梵34


23S.2.18. 第八 覺陀37


23S.2.19. 第九 優多羅39


23S.2.20. 第十 給孤獨41


23第三 種種外道品


23S.2.21. 第一 濕婆43


23S.2.22. 第二 差摩45


23S.2.23. 第三 世理46


23S.2.24. 第四 陶師48


23S.2.25. 第五 姜睹50


23S.2.26. 第六 赤馬51


23S.2.27. 第七 難陀53


23S.2.28. 第八 難提毘舍羅55


23S.2.29. 第九 須尸摩57


23S.2.30. 種種之外道師59


23S.3.第三 拘薩羅相應


23第一  拘薩羅品


23S.3.1. 幼少1


23S.3.2. 第二 人6


23S.3.3. 第三 王7


23S.3.4. 第四 愛者8


23S.3.5. 第五 自護9


23S.3.6. 第六 少數10


23S.3.7. 裁斷14


23S.3.8. 第八末利16


23S.3.9. 第九 供犧17


23S.3.10. 第十 縛19


23第二 拘薩羅品


23S.3.11. 第一 結髮行者20


23S.3.12. 第二 五王26


23S.3.13. 第三 大食29


23S.3.14. 第四 於戰之二語30(其一)


23S.3.15. 於戰之二語34(其二)


23S.3.16. 第六 公主36


23S.3.17. 第七 不放逸37(其一)


23S.3.18. 第八 不放逸39(其二)


23S.3.19. 第九 無子41(其一)


23S.3.20. 第十 無子45(其二)


23第三 拘薩羅品


23S.3.21. 第一 人46


23S.3.22. 第二 祖母53


23S.3.23. 世間56


23S.3.24. 第四 弓術57


23S.3.25. 第五 山之比喻58


23S.4.第四 惡魔相應


23第一  惡魔品


23S.4.1. 第一 苦業1


23S.4.2. 第二 象6


23S.4.3. 第三 淨9


23S.4.4. 第四 係蹄11(其一)


23S.4.5. 係蹄  12(其二)


23S.4.6. 第六 蛇13


23S.4.7. 第七 睡眠15


23S.4.8. 第八 歡喜19


23S.4.9. 第九 壽命21(其一)


23S.4.10. 第十 壽命22(其二)


23第二  惡魔品


23S.4.11. 第一 巖23


23S.4.12. 第二 獅子25


23S.4.13. 第三 巖石之破片27


23S.4.14. 第四 非相應32


23S.4.15. 第五 意36


23S.4.16. 第六 缽37


23S.4.17. 第七 處38


23S.4.18. 第八 團食39


23S.4.19. 第九 農夫42


23S.4.20. 第十 統治44


23第三 惡魔品


23S.4.21. 第一 多數46


23S.4.22. 第二 三彌提48


23S.4.23. 第三 瞿低迦49


23S.4.24. 第四 七年52


23S.4.25. 第五 魔女56


23S.5.第五 比丘尼相應


23S.5.1. 第一  阿羅毘迦


23S.5.2. 第二 蘇摩6


23S.5.3. 第三 瞿曇彌9


23S.5.4. 第四 毘闍耶10


23S.5.5. 第五 蓮華色12


23S.5.6. 第六 遮羅16


23S.5.7. 第七 優波遮羅19


23S.5.8. 第八 尸須波遮羅20


23S.5.9. 第九 世羅22


23S.5.10. 第十 金剛23


23S.6.第六 梵天相應


23第一  梵天品


23S.6.1. 第一 勸請1


23S.6.2. 第二 恭敬7


23S.6.3. 第三 梵天10


23S.6.4. 第四 婆迦梵天18


23S.6.5. 第五 他見(某梵天)26


23S.6.6. 第六 放逸27


23S.6.7. 第七 瞿迦利迦31


23S.6.8. 第八 低沙迦33


23S.6.9. 第九 都頭梵天34


23S.6.10. 第十 瞿迦利迦40


23第二 梵天品42


23S.6.11. 常童子


23S.6.12. 第二 提婆達多44


23S.6.13. 第三 閻陀迦頻陀45


23S.6.14. 第四 阿盧那越提50


23S.6.15. 第五 般涅槃51


23S.7.第七 婆羅門相應


23第一  阿羅漢品


23S.7.1. 第一 陀然闍仁1


23S.7.2. 第二 讒謗3


23S.7.3. 第三 阿修羅王5


23S.7.4. 第四 毘蘭耆迦6


23S.7.5. 第五 不害7


23S.7.6. 第六 縈髻8


23S.7.7. 第七 淨者9


23S.7.8. 第八 拜火11


23S.7.9. 第九 孫陀利迦12


23S.7.10. 第十 婆富提低18


23第二 優婆塞品


23S.7.11. 第一 耕田21


23S.7.12. 第二 優陀耶25


23S.7.13. 第三 提婆比多26


23S.7.14. 第四 大富者27


23S.7.15. 第五 憍傲28


23S.7.16. 第六 違義29


23S.7.17. 第七 木匠31


23S.7.18. 第八 採薪33


23S.7.19. 第九 孝養38


23S.7.20. 第十 乞食40


23S.7.21. 第十一 參伽羅婆44


23S.7.22. 第十二 庫摩都薩邑46


23S.8.第八 婆耆沙長老相應


23S.8.1. 第一 出離1


23S.8.2. 第二 不快3


23S.8.3. 第三 輕蔑溫和者12


23S.8.4. 第四 阿難15


23S.8.5. 第五 善說19


23S.8.6. 第六 舍利弗20


23S.8.7. 第七 自恣21


23S.8.8. 第八 千以上22


23S.8.9. 第九 憍陳如27


23S.8.10. 第十 目犍連28


23S.8.11. 第十一 伽伽羅池30


23S.8.12. 第十二 婆耆沙31


23S.9.第九 森林相應


23S.9.1. 第一 遠離1


23S.9.2. 第二 看護5


23S.9.3. 迦葉(獵夫)8


23S.9.4. 第四 多數(遊)方者10


23S.9.5. 第五 阿難11


23S.9.6. 第六 阿那律13


23S.9.7. 第七 那伽達多14


23S.9.8. 第八 家婦17


23S.9.9. 第九 跋耆子(毘舍離)20


23S.9.10. 第十 誦經(法)22


23S.9.11. 第十一 不正思惟(思惟)24


23S.9.12. 第十二 中午(鳴動)25


23S.9.13. 第十三 不制御根(多比丘)26


23S.9.14. 第十四 紅蓮(白蓮)27


23S.10.第十 夜叉相應


23S.10.1. 第一 因陀迦1


23S.10.2. 第二 釋羅3


23S.10.3. 第三 針毛4


23S.10.4. 第四 摩尼跋陀6


23S.10.5. 第五 左奴8


23S.10.6. 第六 夜叉童子13


23S.10.7. 第七 富那婆數14


23S.10.8. 第八 須達多17


23S.10.9. 第九 叔迦羅21(一)


23S.10.10. 第十 叔迦羅23(二)


23S.10.11. 第十一 毘羅24


23S.10.12. 第十二 阿羅毘25


S.11.23第十一 帝釋相應


23第一  帝釋品


23S.11.1. 第一 須毘羅1


23S.11.2. 第二 須師摩3


23S.11.3. 第三 旗尖4


23S.11.4. 第四 吠波質底(忍辱)5


23S.11.5. 第五 善語之勝利6


23S.11.6. 第六 鳥巢7


23S.11.7. 第七 無譎詐8


23S.11.8. 第八 毘留奢那阿修羅王14


23S.11.9. 第九 森林聖者(香)17


23S.11.10. 第十 海邊聖者(參婆羅)20


23第二帝釋品


23S.11.11. 第一 諸天(禁戒足)(一)21


23S.11.12. 第二 諸天(二)23


23S.11.13. 第三 諸天3.30


23S.11.14. 第四 貧人31


23S.11.15. 第五 樂32


23S.11.16. 第六 供犧者34


23S.11.17. 第七 禮敬35


23S.11.18. 第八 帝釋之禮敬(一)37


23S.11.19. 第九 帝釋之禮敬(二)38


23S.11.20. 第十 帝釋之禮敬(三)39


23第三 帝釋品


23S.11.21. 第一 役41


23S.11.22. 第二 醜陋43


23S.11.23. 第三 幻術44


23S.11.24. 第四 罪過(無忿)45


23S.11.25. 第五 無忿(無害)46


232.因 緣 篇


23S.12.第一 因緣相應


23第一  佛陀品


23S.12.1. 第一 法說1


23S.12.2. 第二 分別2


23S.12.3. 第三 道跡3


23S.12.4. 第四 毘婆尸4


23S.12.5. 第五 尸棄5


23S.12.6.第六毘舍浮


23S.12.7.第七拘留孫


23S.12.8.第八拘那舍


23S.12.9.第九迦葉


23S.12.10.第十大釋迦牟尼瞿曇6


23第二 食品


23S.12.11. 第一 食7


23S.12.12. 第二 破群那8


23S.12.13. 第三 沙門婆羅門(1)9


23S.12.14. 第四 沙門婆羅門(2)


23S.12.15. 第五 迦旃延10


23S.12.16. 第六 說法者13


23S.12.17. 第七 阿支羅16


23S.12.18. 第八 玷牟留17


23S.12.19. 第九 愚與賢18


23S.12.20. 第十 緣20


23第三 十力品


23S.12.21. 第一 十力(1)21


23S.12.22. 第二 十力(2)22


23S.12.23. 第三 緣


23S.12.24. 第四 異學


23S.12.25. 第五 浮彌25


23S.12.26. 第六 優波摩那


23S.12.27. 第七 緣


23S.12.28. 第八 比丘28


23S.12.29. 第九 沙門婆羅門(1)29


23S.12.30. 第十 沙門婆羅門(2)


23第四 伽拉羅剎利品


23S.12.31. 第一 生者31


23S.12.32. 第二 伽拉羅38


23S.12.33. 第三 智事(1)40


23S.12.34. 第四 智事(2)43


23S.12.35. 第五 無明緣(1)44


23S.12.36. 第六 無明緣(2)


23S.12.37. 第七 非汝之物46


23S.12.38. 第八思(1)47


23S.12.39. 第九 思(2)


23S.12.40. 第十 思(3)


23第五 家主品


23S.12.41. 第一 五畏罪(1)


23S.12.42. 第二 五畏罪(2)


23S.12.43. 第三 苦


23S.12.44. 第四 世間


23S.12.45. 第五 那提迦


23S.12.46. 第六 異51


23S.12.47. 第七 聲聞


23S.12.48. 第八 順世派


23S.12.49. 第九 聖弟子(1)54


23S.12.50. 第十 聖弟子(2)


23第六 樹品


23S.12.51. 第一 思量55


23S.12.52. 第二 取56


23S.12.53. 第三 結(1)57


23S.12.54. 第四 結(2)58


23S.12.55. 第五 大樹(1)59


23S.12.56. 第六 大樹(二)


23S.12.57. 第七 幼樹60


23S.12.58. 第八 名色


23S.12.59. 第九 識


23S.12.60. 第十 因62


23第七 大品


23S.12.61. 第一 無聞(1)63


23S.12.62. 第二 無聞(2)


23S.12.63. 第三 子肉64


23S.12.64. 第四 有貪66


23S.12.65. 第五 城邑67


23S.12.66. 第六 觸69


23S.12.67. 第七 蘆束73


23S.12.68. 第八 憍賞彌74


23S.12.69. 第九 膨脹


23S.12.70. 第十 須尸摩75


23第八 沙門婆羅門品79


23S.12.71. 第一 沙門婆羅門義


23S.12.7二~八0. 第二~第十 不知(1)


23S.12.81. 第十一 不知(2)


23第九 中略品


23S.12.82. 第一 師


23S.12.83. 第二 學80


23S.12.84. 第三 瑜伽


23S.12.85. 第四 欲


23S.12.86. 第五 努力


23S.12.87. 第六 不退轉。


23S.12.88. 第七 熱誠


23S.12.89. 第八 精進


23S.12.90. 第十 不拔


23S.12.91. 第十一 正念


23S.12.92. 第十二 正心


23S.12.93. 第十三 不放逸


23S.13.第二 現觀相應1


23S.13.1. 第一 爪尖


23S.13.2. 第二 蓮池2


23S.13.3. 第三 合流水(1)


23S.13.4. 第四 合流水(2)


23S.13.5. 第五 地(1)


23S.13.6. 第六 地(2)


23S.13.7. 第七 海(1)


23S.13.8. 第八 海(2)


23S.13.9. 第九 山喻(1)


23S.13.10. 第十 山喻(2)


23S.13.11. 第十一 山喻(3)


23S.14.第三 界 相 應


23第一  種種品


23S.14.1. 第一 界1


23S.14.2. 第二 觸2


23S.14.3. 第三 非此3


23S.14.4. 第四 受(1)


23S.14.5. 第五 受(2)


23S.14.6. 第六 界


23S.14.7. 第七 想6


23S.14.8. 第八 非此7


23S.14.9. 第九 觸(1)


23S.14.10. 第十 觸(2)


23第二 無慚愧品


23S.14.11. 第一 此等之七8


23S.14.12. 第二 有因9


23S.14.13. 第三 磚瓦之家11


23S.14.14. 第四 劣意志12


23S.14.15. 第五 業


23S.14.16. 第六 有偈


23S.14.17. 第七 不信


23S.14.18. 第八 不信之根本五


23S.14.19. 第九 無慚之根本四


23S.14.20. 無愧之根本三


23S.14.21. 第十一 依少聞二15


23S.14.22. 第十二 懈怠


23第三 業 道 品


23S.14.23. 第一 不寂靜


23S.14.24. 第二 惡戒


23S.14.25. 第三 五學處


23S.14.26. 第四 七業道


23S.14.27. 第五 十業道


23S.14.28. 第六 八支


23S.14.29. 第七 十支


23第四 隨 喜 品


23S.14.30. 第一 四


23S.14.31. 第二 前


23S.14.32. 第三 [我]所行


23S.14.33. 若無此


23S.14.34. 第五 苦


23S.14.35. 第六 隨喜


23S.14.36. 第七 生起


23S.14.37. 第八 沙門婆羅門(1)


23S.14.38. 沙門婆羅門(2)


23S.14.39. 沙門婆羅門(3)


23S.15.第四 無始相應


23第一  薪草品


23S.15.1. 薪草1


23S.15.2. 第二 地3


23S.15.3. 第三 淚4


23S.15.4. 第四 乳5


23S.15.5. 第五 山6


23S.15.6. 第六 芥子7


23S.15.7. 第七 聲聞9


23S.15.8. 第八 恒河10


23S.15.9. 第九 杖11


23S.15.10. 第十 人12


23第二 苦 惱 等 品


23S.15.11. 第一 苦惱13


23S.15.12. 第二 安樂14


23S.15.13. 第三 約三十15


23S.15.14. 第四 母16


23S.15.15. 第五 父


23S.15.16. 第六 兄弟


23S.15.17. 第七 姊妹


23S.15.18. 第八 子


23S.15.19. 第九 女兒


23S.15.20. 第十 毘富羅山17


23S.16.第五 迦 葉 相 應


23S.16.第一 滿足


23S.16.第二無愧


23S.16.第三 月喻1


23S.16.第四 入在家2


23S.16.第五 老4


23S.16.第六 教誡(1)5


23S.16.第七 教誡(2)6


23S.16.第八 教誡(3)


23S.16.第九 定與勝智8


23S.16.第十 止住處10


23S.16.第十一 衣12


23S.16.第十二 死後15


23S.17.第六 利得與供養相應


23第一  誡品


23S.17.1. 第一 可怖


23S.17.2. 第二 鉤針


23S.17.3. 第三 龜


23S.17.4. 第四 長毛


23S.17.5. 第五 糞蟲1


23S.17.6. 第六 雷電


23S.17.7. 第七 含毒2


23S.17.8. 第八 豺3


23S.17.9. 第九 毘嵐風4


23S.17.10. 第十 偈頌經5


23第二 誡 缽 品


23S.17.11. 第一缽(1)6


23S.17.12. 第二 缽(2)


23S.17.13～二0. 第三～第十 金環--地方之美人


23S.17.13. 第三 為欲得黃金之環……


23S.17.14. 第四 為欲得上百之黃金環……


23S.17.15. 第五 為欲得自然金之環……


23S.17.16. 第六 為欲得上百之自然金之環……


23S.17.17. 第七 為欲得充滿黃金之地……


23S.17.18. 第八 為欲得些細利益……


23S.17.19. 第九 為欲得命……


23S.17.20.  第十 「為欲得地方之美人、正心不說妄語……。」


23第三 度量品


23S.17.21. 第一 女


23S.17.22. 第二 美人


23S.17.23. 第三 子7


23S.17.24. 第四 一女8


23S.17.25. 第五 沙門婆羅門(1)


23S.17.26. 第六 沙門婆羅門(2)


23S.17.27. 第七 沙門婆羅門(3)


23S.17.28. 第八 皮9


23S.17.29. 第九 紐


23S.17.30. 第十 比丘10


23第四 妄語品


23S.17.31. 第一 割截


23S.17.32. 第二 根


23S.17.33. 第三 法


23S.17.34. 第四 白


23S.17.35. 第五 離去11


23S.17.36. 第六 車13


23S.17.37. 第七 母


23S.17.38~43. 第八 父、第九 兄弟、第十 姊妹、第十一 子、第十二 女、第十三 妻


23S.17.38. 為父……


23S.17.39. 為兄弟……


23S.17.40. 為姊妹……


23S.17.41. 為子……


23S.17.42. 為女……


23S.17.43.


23S.18.第七 羅睺羅相應1


23第一 界品


23S.18.1. 第一 眼


23S.18.2. 第二 色


23S.18.3. 第三 識


23S.18.4. 第四 觸


23S.18.5. 第五 受


23S.18.6. 第六 想


23S.18.7. 第七 思


23S.18.8. 第八 愛


23S.18.9. 第九 界


23S.18.10. 第十 蘊


23第二 界蘊品


23S.18.11. 第一 眼


23S.18.12~30. 第二~第十


23S.18.12. 第二 色


23S.18.13. 第三 識


23S.18.14. 第四 觸


23S.18.15. 第五 受


23S.18.16. 第六 想


23S.18.17. 第七 思


23S.18.18. 第八 愛


23S.18.19. 第九 界


23S.18.20. 第十 蘊


23S.18.21. 第十一 使6


23S.18.22. 第十二 遠離7


23S.19.第八 勒叉那相應


23第一  惡業品


23S.19.1. 第一 鎖骨1


23S.19.2. 第二 屠牛者3


23S.19.3. 第三 一塊與捕鳥者


23S.19.4. 第四 無皮膚之屠羊者4


23S.19.5. 第五 刀之屠豬者5


23S.19.6. 第六 刃之獵師6


23S.19.7. 第十 矢之裁


23S.19.8. 第八 針之調師


23S.19.9. 第九 間諜


23S.19.10. 第十 腐敗之判官8


23第二 惡業品


23S.19.11. 第一 沈陷於坑之不義者9


23S.19.12. 第二 噉糞之邪惡婆羅門10


23S.19.13. 第二 剝皮膚女~姦婦11


23S.19.14. 第四 醜女卜占女12


23S.19.15. 第五 炙女曾投夥伴於炭火13


23S.19.16. 第六 斷頭司獄14


23S.19.17. 第七 比丘15


23S.19.18. 第八 比丘尼


23S.19.19. 第九 式又摩那


23S.19.20. 第十 沙彌


23S.19.21. 第十一 沙彌尼


23S.20.第九 譬喻相應


23S.20.1. 第一 棟


23S.20.2. 第二 指端1


23S.20.3. 第三 家2


23S.20.4. 第四 釜3


23S.20.5. 第五 刃4


23S.20.6. 第六 弓術師5


23S.20.7. 第七 鼓輻6


23S.20.8. 第八 槁7


23S.20.9. 第九 象8


23S.20.10. 第十 貓9


23S.20.11. 第十一 豺(1)11


23S.20.12. 第十二 豺(2)


23S.21.第十 比丘相應


23S.21.1. 第一 拘離多1


23S.21.2. 第二 優波低沙


23S.21.3. 第三 甕3


23S.21.4. 第四 年少4


23S.21.5. 第五 善生5


23S.21.6. 第六 拔提


23S.21.7. 第七 毘舍佉6


23S.21.8. 第八 難陀7


23S.21.9. 第九 低沙8


23S.21.10. 第十 名為長老9


23S.21.11. 第十一 劫賓那


23S.21.12. 第十二 僚友


233.犍 度 篇


23S.22.第一 蘊相應


23第一 根本五十經


23第一 那拘羅父品


23S.22.1.第一那拘羅父1


23S.22.2. 第二 天現1


23S.22.3. 第三 訶梨(一)1


23S.22.4. 第四 訶梨(二)1


23S.22.5. 第五 三昧1


23S.22.6. 第六 宴默


23S.22.7. 第七 取著恐懼(一)1


23S.22.8. 第八 取著恐懼(二)1


23S.22.9. 第九 過去未來現在(一)1


23S.22.10. 第十 過去未來現在(二)


23S.22.11. 第十一 過去未來現在(三)


23第二 無常品


23S.22.12. 第一 無常1


23S.22.13. 第二 苦


23S.22.14. 第三 無我


23S.22.15. 第四 無常者1(一)


23S.22.16. 第五 無常者(二)


23S.22.17. 第六 無常者(三)


23S.22.18. 第七 因1(一)


23S.22.19. 第八 因(二)1


23S.22.20. 第九 因(三)


23S.22.21. 第十 阿難1


23第三 重 擔 品


23S.22.22. 第一 重擔1


23S.22.23. 第二 徧智1


23S.22.24. 第三 徧智1(證知)


23S.22.25. 第四 欲貪1


23S.22.26. 第五 味1(一)


23S.22.27. 第六 味(二)


23S.22.28. 味(三)


23S.22.29. 第八 歡喜1


23S.22.30. 第九 生1


23S.22.31. 第十  痛根1


23S.22.32. 第十一 壞法1


23第四 非汝所應法品


23S.22.33. 第一 非汝應法1(一)


23S.22.34. 第二 非汝所應法(二)


23S.22.35. 第三 比丘1(一)


23第一章


23第二章


23S.22.36. 比丘(二)1


23S.22.37. 第五 阿難1(一)


23S.22.38. 第六 阿難(二)


23S.22.39. 第七 隨法(一)1


23S.22.40. 第八 隨法(1)


23S.22.41. 第九 隨法(三)


23第五 自 洲 品


23S.22.43. 第一 自洲1


23S.22.44. 第二 道1


23S.22.45. 第三 無常1(一)


23S.22.46. 第四 無常1(二)


23S.22.47. 第五 觀見1


23S.22.48. 第六 蘊1


23S.22.49. 輸屢那(一)1


23S.22.50. 第八 輸屢那(二)1


23S.22.51. 第九 喜盡1(一)


23S.22.52. 第十 喜盡1(二)


23第二 中五十經


23第一 封滯品


23S.22.53. 第一 封滯1


23S.22.54. 第二 種子1


23S.22.55. 第三 優陀那1


23S.22.56. 取轉1


23S.22.57. 第五 七處1


23S.22.58. 第六 等覺者1


23S.22.59. 五群比丘1


23S.22.60. 第八 摩訶利1


23S.22.61. 第九 熾然1


23S.22.62. 第十 言路


23第二 阿羅漢品


23S.22.63. 第一 取1


23S.22.64. 第二 思


23S.22.65. 第三 歡喜


23S.22.66. 第四 無常1


23S.22.67. 第五 苦


23S.22.68. 第六 無我1


23S.22.69. 非自所應1


23S.22.70. 第八 止住所染1


23S.22.71. 第九 羅陀1


23S.22.72. 第十 修羅陀1


23第三 所 食 品


23S.22.73. 第一 味1


23S.22.74. 第二 集(一)1


23S.22.75. 第三 集(二)


23S.22.76. 第四 阿羅漢1(一)


23S.22.77. 第五 阿羅漢(二)


23S.22.78. 第六 師子(一)1


23S.22.79. 第七 師子(二)1


23S.22.80. 第八 乞食1


23S.22.81. 波陀聚落1


23S.22.82. 第十 滿月1


23第四 長 老 品


23S.22.83. 第一 阿難1


23S.22.84. 第二 低舍1


23S.22.85. 第三 焰摩迦1


23S.22.86. 第四 阿菟羅度1


23S.22.87. 第五 跋迦梨1


23S.22.88. 阿濕波誓1


23S.22.89. 差摩1


23S.22.90. 第八 闡陀1


23S.22.91. 第九 羅睺羅(一)1


23S.22.92. 羅睺羅(二)


23第五 華 品


23S.22.93. 第一 河流1


23S.22.94. 第二 華(增長)1


23S.22.95. 第三 泡沫1


23S.22.96. 第四 牛糞1


23S.22.97. 第五 指尖1


23S.22.98. 第六 清淨(海)1


23S.22.99. 第七 繫繩(一)1


23S.22.100. 第八 繫繩(二)1


23S.22.101. 第九 手斧之柄(船舶)1


23S.22.102. 第十 無常性(想)3


23第三 後五十經


23第一 邊品


23S.22.103. 第一 邊5


23S.22.104. 第二 苦


23S.22.105. 第三 有身1


23S.22.106. 第四 所徧知1


23S.22.107. 第五 沙門(一)1


23S.22.108. 第八 沙門(二)


23S.22.109. 第七 預流


23S.22.110. 第八 阿羅漢


23S.22.111. 第九 欲貪(一)


23S.22.112. 第十 欲貪(二)


23第二 說法品


23S.22.113. 第一 無明(比丘)1


23S.22.114. 第二 明(比丘)


23S.22.115. 第三 說法者(一)1


23S.22.116. 第四 說法者(二)1


23S.22.117. 第五 縛1


23S.22.118. 第六 解脫(一)1


23S.22.119. 第七 解脫(二)1


23S.22.120. 第八 結1


23S.22.121. 第九 取1


23S.22.122. 第十 戒1


23S.22.123. 第十一 有聞1


23S.22.124. 第十二 劫波(一)1


23S.22.125. 第十三 劫波(二)1


23第三 無明品


23S.22.126. 第一 集法(一)1


23S.22.127. 第二 集法(二)


23S.22.128. 第三 集法(三)


23S.22.129. 第四 味(一)


23S.22.130. 第五 味(二)


23S.22.131. 第六 集(一)


23S.22.132. 第七 築(二)


23S.22.133. 第八 拘絺羅(一)


23S.22.134. 第九 拘絺羅(二)


23S.22.135. 第十 拘絺羅(三)


23第四 煻 煨 品


23S.22.136. 第一 煻煨1


23S.22.137. 第二 無常(一)1


23S.22.138. 第三 無常(二)


23S.22.139. 第四 無常(三)


23S.22.140~142. 第六~第七 苦(一~三)


23S.22.143~145. 第八~第十 無我(一~三)


23S.22.146. 第十一 善男子苦(一)1


23S.22.147. 第十二 善男子苦(二)


23S.22.148. 第十三 善男子苦(三)


23第五 見 品


23S.22.149. 第一 內1


23S.22.150. 第二 我所1


23S.22.151. 第三 我1


23S.22.152. 第四 無我所1


23S.22.153. 第五 邪見


23S.22.154. 第六 有身


23S.22.155. 第七 我


23S.22.156. 第八 現貪(一)


23S.22.157. 第九 現貪(二)


23S.22.158. 第十 阿難1


23S.23.第二 羅陀相應


23第一 初品


23S.23.1. 第一 魔1


23S.23.2. 第二 眾生1


23S.23.3. 第三 有綱1


23S.23.4. 第四 所徧知1


23S.23.5. 第五 沙門(一)


23S.23.6. 第六 沙門(二)


23S.23.7. 第七 預流


23S.23.8. 第八 阿羅漢


23S.23.9. 第九 欲貪(一)1


23S.23.10. 第十 欲貪(二)


23第二 品


23S.23.11. 第一 魔1


23S.23.12. 第二 魔法1


23S.23.13. 第三 無常(一)


23S.23.15. 第五 苦(一)


23S.23.16. 第六 苦(二)


23S.23.17. 第七 無我1(一)


23S.23.18. 第八 無我(二)


23S.23.20. 第十 壞法1


23S.23.21. 第十一 集


23S.23.22. 第十二 滅法


23第三 所 問 品


23S.23.23. 第一 魔1


23S.23.24. 第二 魔法1


23S.23.25~26. 第三~四 無常1(1~二)


23S.23.27~28. 第五~六 苦(一~二)


23S.23.29~30. 第七~八 無我(一~二)


23S.23.31~32. 第九~十 盡~壞


23S.23.33. 第十一 集


23S.23.34. 第十二 滅法


23第四 侍 坐 品


23S.23.35. 第一 魔


23S.23.36. 第二 魔法


23S.23.37~38. 第三~四 無常(一~二)


23S.23.39~40. 第五~六 苦(一~二)


23S.23.41~42. 第十~八 無我(一~二)


23S.23.43~45. 第九~十一 盡~壞~集


23S.23.46. 第十二 滅法


23S.24.第三 見相應


23第一 預流品


23S.24.1. 第一 風1


23S.24.2. 第二 我所1


23S.24.3. 第三 我1


23S.24.4. 第四 無我所1


23S.24.5. 第五 無1


23S.24.6. 第六 作1


23S.24.7. 第七 因1


23S.24.8. 第八 (大)見1


23S.24.9. 世間常1


23S.24.10. 世間無常


23S.24.11. 有邊


23S.24.12. 無邊


23S.24.13. 命即身


23S.24.14. 命身異


23S.24.15. 如來有


23S.24.16. 如來無


23S.24.17. 如來有無


23S.24.18. 如來非有非無


23第二 重說品


23第一章


23S.24.19. 第一 風


23S.24.30~三5. 第二~十七


23S.24.36. 第十八 非有非無


23第 二 章


23S.24.37. 第十九 有色我1


23S.24.38. 第二0 無色我


23S.24.39. 第二十一 有色無色


23S.24.40. 第二十二 非有色非無色


23S.24.41. 第二十三一 向樂


23S.24.42. 第二十四 一向苦


23S.24.43. 第二十五 樂苦


23S.24.44. 第二十六 非苦非樂


23第 三 章


23S.24.45. 第一風


23S.24.4六~六9. 第二~二五


23S.24.70. 第二六 [非苦非樂]


23第 四 章


23S.24.71. 第一 [風]


23S.24.7二~九5. 第二~二五


23S.24.96. 第二十六 [非苦非樂]


23S.25.第四 入 相 應


23S.25.第一 眼


23S.25.第二 色


23S.25.第三 識


23S.25.第四 觸


23S.25.第五 受


23S.25.第六 想


23S.25.第七 思


23S.25.第八 愛


23S.25.第九 界


23S.25.第十 蘊


23S.26.第五 生 相 應


23S.26.第一 眼1


23S.26.第二 色


23S.26.第三 識


23S.26.第四 觸


23S.26.第五 受


23S.26.第六 想


23S.26.第七 思


23S.26.第八 愛


23S.26.第九 界


23S.26.第十 蘊


23S.27.第六 煩惱相應


23S.27.第一 眼


23S.27.第二 色


23S.27.第三 識


23S.27.第四 觸


23S.27.第五 受


23S.27.第六 想


23S.27.第七 思


23S.27.第八 愛


23S.27.第九 界


23S.27.第十 蘊


23S.28.第七 舍利弗相應


23S.28.第一 離


23S.28.第二 無尋


23S.28.第三 喜


23S.28.第四 捨


23S.28.第五 虛空


23S.28.第六 識


23S.28.第八 有想


23S.28.第九 滅


23S.28.第十 淨口1


23S.29.第八 龍相應


23S.29. 1. 第一 品類1


23S.29.2. 第二 妙勝


23S.29.3. 第三 布薩(一)


23S.29.4. 第四 布薩(二)


23S.29.5. 第五 布薩(三)


23S.29.6. 第六 布薩(四)


23S.29.7. 第七 聞(一)


23S.29.8. 第八 聞(二)


23S.29.9. 第九 聞(三)


23S.29.10. 第十 聞(四)


23S.29.11~二0. 第十一 布施利益(一)


23S.29.21~五0. 第十二~十四 布施利益(二~四)


23S.30.第九 金翅鳥相應


23S.30.1. 第一 品類1


23S.30.2. 第二 取1


23S.30.3. 第三 善惡業(一)


23S.30.7~一6. 第七 布施利益(一)


23S.30.17~四6. 第八~十 布施利益(二~四)


23S.31.第十 乾達婆相應


23S.31. 1. 第一 品類


23S.31.2. 第二 善行


23S.31.3. 第三 施者(一)


23S.31.13~二2. 第十三 布施利益(一)


23S.31.2三~一一2. 第十四~二十三 布施利益(二~一0)


23S.32.第十一 雲相應


23S.32.1. 第一 說示1


23S.32.2. 第二 善行


23S.32.3~二2. 第三 布施利益(一)


23S.32.2三~五2. 第四~七 布施利益(二~五)


23S.32.53. 第八 寒


23S.32.54. 第九 熱


23S.32.55. 第十 闇


23S.32.56. 第十一 風


23S.33.第十二 婆磋種相應


23S.33.1. 第一 無知(一)1


23S.33.第二 無知(二)


23S.33.第三 無知(三)


23S.33.第四 無知(四)


23S.33.第五 無知(五)


23S.33. 2. 第六~十 無見(一~五)


23S.33.3. 第十一~十五 不現觀(一~五)


23S.33.4. 第十六~二十 不了悟(一~五)


23S.33.5. 第二十一~二十五 不通達(一~五)


23S.33.6. 第二十六~三十 不等觀(一~五)


23S.33.7. 第三十一~三十五 不隨觀(一~五)


23S.33.8. 第三十六~四十 不近觀(一~五)


23S.33.9. 第四十一~四十五 不等察(一~五)


23S.33.10. 第四十六~五0 不近察(一~五)


23S.33.11. 第五十一 不現見(一)


23S.33.第五十二~五十四 不現見(二~四)


23S.33.第五十五 不現見(五)


23S.34.第十三 禪定相應


23S.34.第一 三 昧~等至1


23S.34.第二 止住


23S.34.第三 出起


23S.34.第四 安樂1


23S.34.第五 所緣


23S.34.第六 行境


23S.34.第七 引發


23S.34.第八 恭敬[作]


23S.34.第九 常作


23S.34.第十 隨應


23S.34.第十一 等至~止住


23S.34.第十二 等至~出起


23S.34.第十三 等至~安樂


23S.34.第十四 等至~所緣


23S.34.第十五 等至~行境


23S.34.第十八 等至~常作


23S.34.第十九 等至~隨應


23S.34.第二十 止住~出起


23S.34.第二十一~二十七 止住~安樂1


23S.34.第二八 出起~安樂


23S.34.第二十九~三十四 出起


23S.34.第三十五 安樂~所緣


23S.34.(第三十六)


23S.34.(第三十七)


23S.34.(第三十八)


23S.34.(第三十九)


23S.34.(第四十)


23S.34.第四十一 所緣~行境


23S.34.第四十二~四十五 所緣


23S.34.第四十六 行境~引發


23S.34.第五十 引發~[恭敬]


23S.34.第五十一~五十二 [引發]


23S.34.(第五十一)


23S.34.(第五十二)


23S.34.第五十三 恭敬作~常作


23S.34.第五十四 恭敬作~隨應作


23S.34.第五十五 常作~隨應作


234.六 處 篇


23S.35.第一 六處相應


23第一 根本五十[經]品


23S.35.1. 第一 無常(一)內


23S.35.2. 第二 苦(一)內


23S.35.3. 第三 無我(一)內


23S.35.4. 第四 無常(二)外


23S.35.5. 第五 苦(二)外


23S.35.6. 第六 無我(二)外


23S.35.7. 第七 無常(三)內


23S.35.8. 第八 苦(三)內


23S.35.9. 第九 無我(三)內


23S.35.10. 第十 無常(四)外


23S.35.11. 第十一 苦(四)外


23S.35.12. 第十二 無我(四)外


23第二 雙雙品


23S.35.13. 第一 由於正覺(一)


23S.35.14. 第二 由於正覺(二)


23S.35.15. 第三 由於甘味(一)


23S.35.16. 第四 由於甘味(二)


23S.35.17. 第五 若無者(一)


23S.35.18. 第六 若無者(二)


23S.35.19. 第七 因歡悅(一)


23S.35.20. 第八 因歡悅(二)


23S.35.21. 第九 因生起(一)


23S.35.22. 第十 因生起(二)


23第三 一切品


23S.35.23. 第一 一切


23S.35.24. 第二 捨棄(一)


23S.35.25. 第三 捨棄(二)


23S.35.26. 第四 曉了(一)


23S.35.27. 第五 曉了(二)


23S.35.28. 第六 燃燒


23S.35.29. 第七 盲闇


23S.35.30. 第八 適宜


23S.35.31. 第九 有驗(一)


23S.35.32. 第十 有驗(二)


23第四 生法品


23S.35.33. 第一 生


23S.35.34. 第二 老


23S.35.35. 第三 病


23S.35.36. 第四 死


23S.35.37. 第五 憂


23S.35.38. 第六 污穢


23S.35.39. 第七 破壞


23S.35.40. 第八 消亡


23S.35.41. 第九 生起


23S.35.42. 第十 滅盡


23第五 無常品


23S.35.43. 第一 無常


23S.35.44. 第二 苦


23S.35.45. 第三 無我


23S.35.46. 第四 應所了解


23S.35.47. 第五 應所知悉


23S.35.48. 第六 應所捨棄


23S.35.49. 第七 應所實證


23S.35.50. 第八 應所知解而曉了


23S.35.51. 第九 所累


23S.35.52. 第十 所壓


23第二 五十[經]品


23第一 無明品


23S.35.53. 第一 無明


23S.35.54. 第二 繫縛(一)


23S.35.55. 第三 繫縛(二)


23S.35.56、57. 第四、第五 諸漏(一~二)


23S.35.58、59. 第六、第七 隨眠(一~二)


23S.35.60. 第八 曉了


23S.35.61. 第九 了悟(一)


23S.35.62. 第十 了悟(二)


23第二 鹿網品


23S.35.63. 第一 鹿網(一)1


23S.35.64. 第二 鹿網(二)


23S.35.65. 第三 三彌離提(一)


23S.35.66. 第四 三彌離提(二)


23S.35.67. 第五 三彌離提(三)


23S.35.68. 第六 三彌離提(四)


23S.35.69. 第七 優波先那


23S.35.70. 優波婆那


23S.35.71. 第九 六觸處(一)


23S.35.72. 第十六 觸處(二)


23S.35.73. 第十一六 觸處(三)


23第三 病品


23S.35.74. 第一 病(一)


23S.35.75. 第二 病(二)


23S.35.76. 第三 羅陀(一)


23S.35.77. 第四 羅陀(二)


23S.35.78. 第五 羅陀(三)


23S.35.79. 第六 無明(一)


23S.35.80. 第七 無明(二)


23S.35.81. 第八 比丘


23S.35.82. 第九 世間


23S.35.83. 第十 頗勒具那


23第四 闡陀品


23S.35.84. 第一 敗壞1


23S.35.85. 第二 空


23S.35.86. 第三 簡約


23S.35.87. 第四 闡陀


23S.35.88. 第五 富樓那


23S.35.89. 第六 婆醯迦


23S.35.90. 第七 動著(一)


23S.35.91. 第八 動著(二)


23S.35.92. 第九 二法(一)


23S.35.93. 第十二 法(二)


23第五 棄捨品1


23S.35.94. 第一 所攝取(一)


23S.35.95. 第二 所攝取(二)


23S.35.96. 第三 退


23S.35.97. 第四 不放逸住者


23S.35.98. 第五 攝護


23S.35.99. 第六 三昧


23S.35.100. 第七 獨想


23S.35.101. 第八 非汝等有(一)


23S.35.102. 第九 非汝等有(二)


23S.35.103. 第十 優陀羅


23第三 五十[經]品


23第一 安穩者品


23S.35.104. 第一 安穩者


23S.35.105. 第二 執取


23S.35.106. 第三 苦


23S.35.107. 第四 世間


23S.35.108. 第五 勝


23S.35.109. 第六 繫縛


23S.35.110. 第七 執取


23S.35.111. 第八 了知(一)


23S.35.112. 第九 了知(二)1


23S.35.113. 第十 侍聞


23第二 世間欲類品


23S.35.114. 第一 魔索(一)


23S.35.115. 第二 魔索(二)


23S.35.116. 第三 世間欲類(一)


23S.35.117. 第四 世間欲類(二)


23S.35.118. 第五 帝釋


23S.35.119. 第六 五結乾闥婆子


23S.35.120. 第七 舍利弗


23S.35.121. 第八 羅睺羅


23S.35.122. 第九 繫縛


23S.35.123. 第十 取執


23第三 居士品


23S.35.124. 第一 毘舍離


23S.35.125. 第二 發提


23S.35.126. 第三 那爛陀


23S.35.127. 第四 婆羅陀闍


23S.35.128. 第五 須那


23S.35.129. 第六 瞿史羅


23S.35.130. 第七 訶梨提迦尼


23S.35.131. 第八 那拘羅父


23S.35.132. 第九 魯醯遮


23S.35.133. 第十 毘紐迦旃延婆羅門尼


23第四 提婆陀訶品


23S.35.134. 第一 提婆陀訶


23S.35.135. 第二 執著


23S.35.136. 第三 不執著


23S.35.137. 第四 惡意者(一)


23S.35.138. 第五 惡意者(一)


23S.35.139. 第六 內因(一)


23S.35.140. 第十 內因(二)


23S.35.141. 第八 內因(三)


23S.35.142. 第九 外因(一)


23S.35.143. 第十 外因(二)


23S.35.144. 第十一 外因(三)


23第五 新舊品


23S.35.145. 第一 業


23S.35.146. 第二 有驗(一)


23S.35.147. 第三 有驗(二)


23S.35.148. 第四 有驗(三)


23S.35.149. 第五 有驗(四)


23S.35.150. 第六 內住


23S.35.151. 第七 何功德


23S.35.152. 第八 有因由耶？


23S.35.153. 第九 諸根


23S.35.154. 第十 說法者


23第四 五十[經]品


23第一 喜悅消盡品


23S.35.155. 第一 喜悅消盡品(一)


23S.35.156. 第二 喜悅消患(二)


23S.35.157. 第三 喜悅消盡(三)


23S.35.158. 第四 喜悅消盡(四)


23S.35.159. 第五 耆婆菴羅林(一)


23S.35.160. 第六 耆婆菴羅林(二)


23S.35.161. 第七 拘瑟他迦(一)


23S.35.162. 第八 拘瑟他迦(二)


23S.35.163. 第九 拘瑟他迦(三)


23S.35.164. 第十 邪見


23S.35.165. 第十一 己身見


23S.35.166. 第十二 我


23第二 六十乃至廣說[品]1


23S.35.167. 第一 欲念(一八經)(一)


23S.35.第二 欲念(二)


23S.35.第三欲念(三)


23S.35.168. 第四、五、六 欲念(四、五、六)


23S.35.169. 第七、八、九 欲念(七、八、九)


23S.35.170. 第十、十一、十二 欲念(一0、一一、一二)


23S.35.171. 第十三、十四、十五 欲念(一三、一四、一五)


23S.35.172. 第十六、十七、十八 欲念(一六、一七、一八)


23S.35.173. 第十九 過去(九經)(一)


23第廿 過去(二)


23第廿一 過去(三)


23S.35.174. 第廿三~廿四 過去(四~六)


23S.35.175. 第廿五~廿七 過去(七~九)


23S.35.176. 第廿八~卅0 過去(一0~一二)


23S.35.177. 第卅一~卅二 過去(一三~一五)


23S.35.178. 第卅四~卅六 過去(一六~一八)


23S.35.179. 第卅七 凡無常者(一八經)(一)


23第卅八 凡無常者(二)


23第卅九 凡無常者(三)


23S.35.180. 第四十~四十二 凡無常者(四~六)


23S.35.181. 第四十三~四十五 凡無常者(七~九)


23S.35.182. 第四十六~四十八 凡無常者(一0~一二)


23S.35.183. 第四十九~五十一 凡無我者(一三~一五)


23S.35.184. 第五十二~五十四 凡無我者(一六~一八)


23S.35.185. 第五十五 內(三經)(一)


23第五十六 內(二)


23第五十七 內(三)


23S.35.186. 第五十八 外(三經)(一)


23第五十九 外(二)


23第六十 外(三)


23第三 海品


23S.35.187. 第一 海(一)


23S.35.188. 第二 海(二)


23S.35.189. 第三 漁夫


23S.35.190. 第四 乳樹


23S.35.191. 第五 拘絺羅


23S.35.192. 第六 迦摩浮


23S.35.193. 第七 優陀夷


23S.35.194. 第八 燃燒


23S.35.195. 第九 手足喻(一)


23S.35.196. 第一0 手足喻(二)


23第四 毒蛇品


23S.35.197. 第一 毒蛇


23S.35.198. 第二 喜樂


23S.35.199. 第三 龜


23S.35.200. 第四 木塊(一)


23S.35.201. 第五 木塊(二)


23S.35.202. 第六 漏泄


23S.35.203. 第七 苦法


23S.35.204. 第八 緊叔迦1


23S.35.205. 第九 琵琶


23S.35.206. 第十 六生物


23S.35.207. 第十一 麥把


23S.36.第二 受相應


23第一 有偈品


23S.36.1. 第一 三昧


23S.36.2. 第二 樂


23S.36.3. 第三 捨棄


23S.36.4. 第四 嶮崖


23S.36.5. 第五 當見


23S.36.6. 第六 箭


23S.36.7. 第七 疾病(一)


23S.36.8. 第八 疾病(二)


23S.36.9. 第九 無常


23S.36.10. 第十 以觸為根本者


23第二 獨坐品


23S.36.11. 第一 獨坐


23S.36.12. 第二 虛空(一)


23S.36.13. 第三 虛空(二)


23S.36.14. 第四 客舍


23S.36.15. 第五 止息1(一)


23S.36.16. 第六 止息(二)


23S.36.17. 第七 八支(一)


23S.36.18. 第八 八支(1)


23S.36.19. 第九1 般奢康伽


23S.36.20. 第十 比丘


23第三 百八理品


23S.36.21. 第一 尸婆


23S.36.22. 第二 百八


23S.36.23. 第三 比丘


23S.36.24. 第四 宿智


23S.36.25. 第五 比丘


23S.36.26. 第六 沙門婆羅門(一)


23S.36.27.第七 沙門婆羅門(二)


23S.36.28. 第八 沙門婆羅門(三)


23S.36.29. 第九 清淨之無食樂


23S.37.第三 女人相應


23第一 中略品 第一


23S.37.1. 第一 可意不可意


23S.37. 2. 第二 可意不可意


23S.37.3. 第三 特殊


23S.37.4. 第四 三法


23S.37.5. 第一 有忿


23S.37.6. 第二 有恨


23S.37.7. 第三 有嫉


23S.37.8. 第四 有慳


23S.37.9. 第五 犯行


23S.37.10. 第六 戒劣


23S.37.11. 第七 寡聞


23S.37.12. 第八 懈怠


23S.37.13. 第九 忘念


23S.37.14. 第十 五禁


23第二 中略品 第二


23S.37.[阿那律 二 白分]


23S.37.15. 第一 無忿


23S.37.16. 第二 無恨


23S.37.17. 第三 無嫉


23S.37.18. 第四 無慳


23S.37.19. 第五 無犯行


23S.37.20. 第六 持戒


23S.37.21. 第七 多聞


23S.37.22. 第八 精進


23S.37.23. 第九 有念


23S.37.24. 第十 五戒


23第三 第三品


23S.37.25. 第一 無所畏


23S.37.26. 第二 抑制


23S.37.27. 第三 克服


23S.37.28. 第四 單一


23S.37.29. 第五 部分


23S.37.30. 第六 放逐


23S.37.31. 第七 因


23S.37.32. 第八 位處


23S.37.33. 第九 無所畏


23S.37.34. 第十 增長


23S.38.第四 閻浮車相應


23S.38.第一 涅槃


23S.38.第二 阿羅漢果


23S.38.第三 法語者


23S.38.第四 何在


23S.38.第五 安息1


23S.38.第六 最上安息1


23S.38.第七 受


23S.38.第八 漏


23S.38.第九 無明


23S.38.第十 愛


23S.38.第十一 瀑流


23S.38.第十二 取


23S.38.第十三 有


23S.38.第十四 苦


23S.38.第十五 己身


23S.38.第十六 難為


23S.39.第五 沙門出家相應


23S.39.第一 涅槃


23S.39.第二～第十五


23S.39.第十六 難為


23S.40.第六 目犍連相應


23S.40.第一 有尋


23S.40.第二 無尋


23S.40.第三 樂


23S.40.第四 捨


23S.40.第五 虛空


23S.40.第六 識


23S.40.第七 無所有


23S.40.第八 非非想


23S.40.第九 無相


23S.40.第十 帝釋


23第十一 旃檀天子


23S.40. [第十2.1 須夜摩天


23S.40.[第十3. 刪兜率陀(兜率)天


23S.40.[第十4. 善化樂天


23S.40.[第十5. 婆舍拔提天


23S.41.第十 質多相應


23S.41.第一 繫縛


23S.41.第二 隸犀達多(一)


23S.41.第三 隸犀達多(二)


23S.41.第四 摩訶迦


23S.41.第五 迦摩浮(一)


23S.41.第六 迦摩浮(二)


23S.41.第七 牛達多


23S.41.第八 尼乾陀


23S.41.第九 裸形


23S.41.第十 見病


23S.42.第八 聚落主相應


23S.42.第一 暴惡


23S.42.第二 布吒


23S.42.第三 戰士


23S.42.第四 象


23S.42.第五 馬


23S.42.第六 西地[方]人(死歿者)


23S.42.第七 說教


23S.42.第八 螺貝


23S.42.第九 家


23S.42.第一0 頂髻


23S.42.第一一 驢姓


23S.42.第一二 王髮


23S.42.第一三 波羅牢(可意)


23S.43.第九 無為相應


23第一 品


23S.43.1. 第一 身


23S.43.2. 第二 止觀


23S.43.3. 第三 有尋


23S.43.4. 第四 空


23S.43.5. 第五 念處


23S.43.6. 第六 正勤


23S.43.7. 第七 如意足


23S.43.8. 第八 根


23S.43.9. 第九 力


23S.43.10. 第十 覺支


23S.43.11. 第十一 道


23第二品


23S.43.12. 第一 無為


23S.43.13. 第二 終極(下無)1


23S.43.14. 第三 無漏(無流)


23S.43.15. 第四 真諦


23S.43.16. 第五 彼岸


23S.43.17. 第六 巧妙(聽細)


23S.43.18. 第七 極難見(難見)


23S.43.19. 第八 不老(無壞)


23S.43.20. 第九 堅牢(無爭)


23S.43.21. 第十 照見(無失)


23S.43.22. 第十一 無譬


23S.43.23. 第十二 無戲論


23S.43.24. 第十三 寂靜


23S.43.25. 第十四 甘露


23S.43.26. 第十五 極妙


23S.43.27. 第十六 安泰(止)


23S.43.28. 第十七 安穩(安)


23S.43.29. 第十八 愛盡


23S.43.31. 第二0 稀有(未曾有)


23S.43.32. 第二一 無災(無枉)


23S.43.33. 第二二 無災法(無災)


23S.43.34. 第二三 涅槃


23S.43.35. 第二四 無損


23S.43.36. 第二五 離欲


23S.43.37. 第二六 清淨(淨)


23S.43.38. 第二七 解脫


23S.43.39. 第二八 非住


23S.43.40. 第二九 燈明(洲)


23S.43.41. 第三十 窟宅


23S.43.42. 第三一 庇護


23S.43.43. 第三二 歸依


23S.43.44. 第三三 到彼岸(能度)


23S.44.第十 無記說相應


23S.44.第一 讖摩長老尼


23S.44.第二 阿菟羅陀


23S.44.第三 舍利弗-拘絺羅 第一(住者)


23S.44.第四 舍利弗-拘絺羅 第二(生起)


23S.44.第五 舍利弗-拘絺羅 第三(愛情)


23S.44.第六 舍利弗-拘絺羅 第四(喜悅)


23S.44.第七 目犍連(處)


23S.44.第八 婆蹉(繫縛)


23S.44.第九 論議堂


23S.44.第十 阿難(我是有)


235.大 篇


23S.45.第一 道相應


23第一 無明品


23S.45.1. 第一 無明1


23S.45.2. 第二 半1


23S.45.3. 第三 舍利弗


23S.45.4. 第四 婆羅門1


23S.45.5. 第五 何義1


23S.45.6. 第六 一比丘(一)


23S.45.7. 第七 一比丘(二)1


23S.45.8. 第八 分別1


23S.45.9. 第九 芒1


23S.45.10. 第十 難提


23第二 住品


23S.45.11. 第一 住(一)


23S.45.12. 第二 住(二)


23S.45.13. 第三 有學1


23S.45.14. 第四 生起(一)1


23S.45.15. 第五 生起(二)1


23S.45.16. 第六 清淨(一)1


23S.45.17. 第七 清淨(二)1


23S.45.18. 第八 雞林精舍(一)


23S.45.19. 第九 雞林精舍(二)


23S.45.20. 第十 雞林精舍(三)


23第三 邪性品


23S.45.21. 第一 邪性1


23S.45.22. 第二 不善法


23S.45.23. 第三 道(一)1


23S.45.24. 第四 道(二)1


23S.45.25. 第五 不善士(一)


23S.45.26. 第六 不善士(二)


23S.45.27. 第七 瓶


23S.45.28. 第八 定


23S.45.29. 第九 受1


23S.45.30. 第十 鬱低迦1


23第四 行品


23S.45.31. 第一 行


23S.45.32. 第二 行者


23S.45.33. 第三 失


23S.45.34. 第四 到彼岸


23S.45.35. 第五 沙門法(一)1


23S.45.36. 第六 沙門法(二)1


23S.45.37. 第七 婆羅門法(一)1


23S.45.38. 第八 婆羅門法(二)1


23S.45.39. 第九 梵行(一)1


23S.45.40. 第十 梵行(二)1


23S.45.41. 第一 遠離2


23S.45.42. 第二 結


23S.45.43. 第三 隨眠


23S.45.44. 第四 行路


23S.45.45. 第五 漏盡


23S.45.46. 第六 明解脫


23S.45.47. 第十 智


23S.45.48. 第八 無取


23一 遠離依止


23S.45.49. 第一 善友(一)


23S.45.50 ] 第二 戒(一)


23S.45.51. 第三 志欲(一)


23S.45.52. 第四 我(一)


23S.45.53. 第五 見(一)


23S.45.54. 第六 不放逸(一)


23S.45.55. 第七 如理(一)


23二 貪欲調伏


23S.45.56.第八善友(二)


23S.45.57. 第九 戒(二)


23S.45.58. 第十 志欲(二)


23S.45.59. 第十一 我(二)


23S.45.60. 第十二 見(二)


23S.45.61. 第十三 不放逸(二)


23S.45.62. 第十四 如理(二)


23一 法廣說(一)


23一 遠離依止


23S.45.63.第一善友(一)


23S.45.64. 第二 戒(一)


23S.45.65. 第三 志欲(一)


23S.45.66. 第四 我(一)


23S.45.67. 第五 見(一)


23S.45.68. 第六 不放逸(一)


23S.45.69. 第七 如理


23二 貪欲之調伏


23S.45.70. 第八 善友(二)


23S.45.71. 第九 戒(二)


23S.45.72. 第十 志欲(二)


23S.45.73. 第十一 我(二)


23S.45.74. 第十二 見(二)


23S.45.75. 第十三 不放逸(二)


23S.45.76. 第十四 如理(二)


23一  遠離依止


23S.45.77. 第一 善友(一)


23S.45.78. 第二 戒(一)


23S.45.79. 第三 志欲(一)


23S.45.80 ] 第四 我(一)


23S.45.81. 第五 見(一)


23S.45.82. 第六 不放逸(一)


23S.45.83. 第七 如理(一)


23二 貪欲之調伏


23S.45.84. 第一 善友(二)


23S.45.85. 第二 戒(二)


23S.45.86. 第三 志欲(二)


23S.45.87. 第四 我(二)


23S.45.88. 第五 見(二)


23S.45.89. 第六 不放逸(三)


23S.45.90. 第七 如理(二)


23一 遠離依止


23S.45.91. 第一 東(一)


23S.45.92. 第二 東(二)


23S.45.93. 第三 東(三)


23S.45.94. 第四 東(四)


23S.45.95. 第五 東(五)


23S.45.96. 第六 東(六)


23S.45.97. 第七 海(一)


23S.45.98. 第八 海(二)


23S.45.99. 第九 海(三)


23S.45.100 ] 第十 海(四)


23S.45.101. 第十一 海(五)


23S.45.102. 第十二 海(六)


23二 貪欲調伏


23S.45.10三~一08. 第一~六 東(一~六)


23S.45.10九~一一4. 第七~十二 海(一~六)


23三 不死究竟


23S.45.115~一二0. 第一~六 東(一~六)


23S.45.12一~一二6. 第七~十二 海(一~六)


23四 趣向涅槃


23S.45.12七~一三2. 第一~六 東(一~六)


23S.45.13三~一三8. 第七~十二 海(一~六)


23第五 不放逸品


23S.45.139. 第一 如來


23S.45.一 遠離[依止]


23S.45.二 貪欲之調伏


23S.45.三 不死(究竟)


23S.45.四 涅槃(趣向)


23S.45.140. 第二 足跡(一~四)


23S.45.141. 第三 屋頂(一~四)


23S.45.142. 第四 根[香](一~四)


23S.45.143. 第五 核(香)(一~四)


23S.45.144. 第六 夏生花(一~四)


23S.45.145. 第七 王(一~四)


23S.45.146. 第八 月(一~四)


23S.45.147. 第九 日(一~四)


23S.45.148. 第十 衣(一~四)


23第六 力所作品


23S.45.149. 第一 力


23S.45.150. 第二 種子


23S.45.151. 第三 龍


23S.45.152. 第四 樹


23S.45.153. 第五 瓶


23S.45.154. 第六 芒1


23S.45.155. 第七 虛空


23S.45.156. 第八 雲(一)


23S.45.157. 第九 雲(二)


23S.45.158. 第十 船舶1


23S.45.159. 第十一 客


23S.45.160. 第十二 河1


23第七 尋覓品


23S.45.161. 第一 尋覓


23(第一 證知)


23(第二 徧知)


23(第三 徧盡)


23(第四 斷)


23S.45.162. 第二 次第(慢)(一~四)1


23S.45.163. 第三 漏(一~四)


23S.45.164. 第四 有(一~四)


23S.45.165. 第五 苦(一~四)


23S.45.166. 第六 礙(一~四)


23S.45.167. 第七 垢(一七四)


23S.45.168. 第八 搖(一~四)


23S.45.169. 第九 受(一~四)


23S.45.170. 第十 渴愛(一~四)


23※ S.45.170. 第十一 渴愛(一~四)


23第八 瀑流品


23S.45.171. 第一 瀑流


23S.45.172. 第二 軛


23S.45.173. 第三 取


23S.45.174. 第四 繫


23S.45.175. 第五 隨眠


23S.45.176. 六 妙欲


23S.45.177. 第七 蓋


23S.45.178. 第八 蘊


23S.45.179. 第九 下分(結)


23S.45.180. 第十 上分(結)


23S.46.第二 覺支相應


23第一 山品


23S.46. 1. 第一 雪山


23S.46. 2. 第二 身1


23S.46. 3. 第三 戒1


23S.46. 4. 第四 轉1


23S.46. 5. 第五 比丘1


23S.46. 6. 第六 昆達利


23S.46. 7. 第七 屋頂


23S.46. 8. 第八 優波摩1


23S.46. 9. 第九 生(一)


23S.46. 10. 第十 生(二)1


23第二 病品


23S.46. 11. 第一 生類


23S.46. 12. 第二 日輪喻(一)


23S.46. 13. 第三 日輪喻(二)


23S.46. 14. 第四 病(一)


23S.46. 15. 第五 病(二)


23S.46. 16. 第六 病(三)1


23S.46. 17. 第七 到彼岸


23S.46. 18. 第八 失


23S.46. 19. 第九 聖


23S.46. 20. 第十 厭患


23第三 優陀夷品


23S.46. 21. 第一 覺


23S.46. 22. 第二 說1


23S.46. 23. 第三 處1


23S.46. 24. 第四 非如理1


23S.46. 25. 第五 不損


23S.46. 26. 第六 盡


23S.46. 27. 滅


23S.46. 28. 第八 決擇


23S.46. 29. 第九 一法


23S.46. 30. 第十 優陀夷


23第四 蓋品


23S.46. 31. 第一 善(一)


23S.46. 32. 第二 善(二)


23S.46. 33. 第三 煩惱(一)1


23S.46. 34. 第四 煩惱(二)1


23S.46. 35. 第五 如理(一)


23S.46. 36. 第六 如理(二)


23S.46. 37. 第七 增長1


23S.46. 38. 第八 障蓋1


23S.46. 39. 第九 樹1


23S.46. 40. 第十 蓋1


23第五 轉輪品


23S.46. 41. 第一1 類


23S.46. 42. 第二 轉輪1


23S.46. 43. 第三 魔


23S.46. 44. 第四 愚癡


23S.46. 45. 第五 有慧


23S.46. 46. 第六 貧窮


23S.46. 47. 第七 不貧


23S.46. 48. 第八 日輪


23S.46. 49. 第九 支分(一)


23S.46. 50. 第十 支分(二)


23第六 覺支總攝品


23S.46. 51. 第一 食1


23一 蓋食


23二 覺支食


23三 蓋之不食


23四 覺支之不食


23S.46. 52. 第二 理趣1


23一 五成為十


23二 七為十四


23S.46. 53. 第三 火1


23二 時


23三 非時


23四 時


23S.46. 54. 第四 慈1


23S.46. 55. 第五 傷歌邏1


23S.46. 56. 第六 無畏1


23第七 入出息品


23S.46. 57. 第一 骨1


23一  大果大功德


23二 或者


23三 大義利


23四 大安穩


23五 大厭背


23六 樂住


23S.46. 58. 第二 噉(一~六)1


23S.46. 59. 第三 青瘀(一~六)1


23S.46. 60. 第四 壞(一~六)1


23S.46. 61. 第五 膨脹(一~六)1


23S.46. 62. 第六 慈(一~六)1


23S.46. 63. 第七 悲(一~六)


23S.46. 64. 第八 喜(一~六)


23S.46. 65. 第九 捨(一~六)


23S.46. 66. 第十 入出息(一~六)1


23第八 滅品


23S.46. 67. 第一 不淨(一~六)1


23S.46. 68. 第 死(一~六)1


23S.46. 69. 第三 違逆(一~六)1


23S.46. 70. 第四 不可樂(一~六)1


23S.46. 71. 第五 無常(一~六)1


23S.46. 72. 第六 苦(一~六)1


23S.46. 73. 第七 無我(一~六)1


23S.46. 74. 第八 斷(一~六)1


23S.46. 75. 第九 離貪(一~六)1


23S.46. 76. 第十 滅1


23一 大果大功德


23二 或者


23三~六 大義利、安穩、厭背、樂住


23第九 恆河廣說(遠離)1


23S.46. 77. 第一


23S.46. 7八~八8. 第二~十二


23第一0 不放逸品(遠離)1


23S.46. 8九~九8. 第一~十


23第一一 力所作品(遠離)1


23S.46. 9九~一00) 第一~一二2


23第一二 尋覓品(遠離)1


23S.46. 10一~一一0.第一~一二2


23第一三 瀑流品(遠離)1


23S.46. 11一~一一9.第一~九


23S.46. 120. 第十 上分[結]


23第一四 恆河廣說(調伏欲貪)1


23S.46. 121.第一


23S.46. 12二~一三2.第二~一二


23第一五 不放逸品(調伏欲貪)1


23S.46. 13三~一四2.第一~一0


23第一六 力所作品(調伏欲貪)1


23S.46. 14三~一五4.第一~一二


23第一七 尋覓品(調伏欲貪)1


23S.46. 15五~一六5.第一~一一


23第一八 瀑流品(調伏欲貪)1


23S.46. 16六~一七4.第一~九2


23S.46. 175. 第十 上分結


23S.47.第三 念處相應


23第一 菴羅品


23S.47. 1. 第一 菴羅1


232. 第二 正念1


23S.47.3. 第三 比丘1


234. 第四 薩羅1


23S.47.5. 第五 善聚1


23S.47.8. 第八 廚士1


23S.47.9. 第九 病1


23S.47.10. 第十 比丘尼1


23第二 那羅犍陀品


23S.47.11. 第一 大丈夫1


23S.47.12. 第二 那羅犍陀1


23S.47.13. 第三 純陀1


23S.47.14. 第四 支羅1


23S.47.15. 第五 婆醯迦1


23S.47.16. 第六 鬱低迦1


23S.47.17. 第七 聖1


23S.47.18. 第八 梵天王1


2319. 第九 私伽陀1


2320. 第十 國土1


23第三 戒住品


23S.47.21. 第一 戒1


23S.47.22. 第二 住1


23S.47.23. 第三 損滅1


23S.47.24. 第四 清淨1


23S.47.25. 第五 婆羅門


23S.47.26. 第六 一分1


23S.47.27. 第七 悉皆(全分)


23S.47.28. 第八 世界


23S.47.29. 第九 仁利阿荼


23S.47.30. 第十 摩那提那1


23第四 未聞品1


23S.47.31. 第一 未聞


23S.47.32. 第二 離貪1


23S.47.33. 第三 失1


23S.47.35. 第五 正念


23S.47.36. 第六 開悟


23S.47.37. 第七 欲


23S.47.38. 第八 徧知


23S.47.39. 第九 修習1


23S.47.40. 第十 分別


23第五 不死品


23S.47.41. 第一 不死1


23S.47.42. 第二 集起1


23S.47.43. 第三 道1


23S.47.44. 第四 正念1


23S.47.45. 第五 善1


23S.47.46. 第六 波羅提木叉


23S.47.47. 第七 惡行1


23S.47.48. 第八 友


23S.47.49. 第九 受


23S.47.50. 第十 漏


23第六 恆河廣說1


23S.47.5一~六2.第一~十二


23第七 不放逸品1


23S.47.6三~七2.第一~十


23第八 力所作品1


23S.47.7三~八2.第一~十


23第九 尋覓品1


23S.47.8三~九3.第一~十一


23第十 瀑流品1


23※9三~一0三)第一~九


23第十 上分結


23S.48.第四 根相應


23第一 清淨品


23S.48. 1. 第一 清淨1


23S.48. 2. 第二 預流1(一)


23S.48. 3. 第三 預流1(二)


23S.48. 4. 第四 阿羅漢1(一)


23S.48. 5. 第五 阿羅漢1(二)


23S.48. 6. 第六 沙門婆羅門1(一)


23S.48. 7. 第七 沙門婆羅門1(二)


23S.48. 8. 第八 應觀1


23S.48. 9. 第九 分別1(一)


23S.48. 10. 第十 分別1(二)


23第二 軟 弱 品


23S.48. 11. 第一 獲得


23S.48. 12. 第二 略說1(一)


23S.48. 13. 第三 略說1(一)


23S.48. 14. 第四 略說1(三)


23S.48. 15. 第五 廣說(一)


23S.48. 16. 第六 廣說(二)


23S.48. 17. 第七 廣說(三)


23S.48. 18. 第八 向1


23S.48. 19. 第九 寂靜


23S.48. 20. 第十 漏盡1


23第三 六根品


23S.48.21. 第一 後有1


23S.48. 22. 第二 命


23S.48. 23. 第三 知1


23S.48. 24. 第四 一種1


23S.48.25. 第五 清淨


23S.48. 26. 第六 預流


23S.48.27. 第七 阿羅漢(一)


23S.48.28. 第八 阿羅漢(二)


23S.48.29. 第九 沙門婆羅門(一)


23S.48. 30. 第十 沙門婆羅門(二)


23第四 樂根品


23S.48. 31. 第一 清淨


23S.48. 33. 第二 阿羅漢


23S.48. 34. 第四 沙門婆羅門(一)


23S.48. 35. 第五 沙門婆羅門(二)


23S.48. 36. 第六 廣說(一)


23S.48. 37. 第七 廣說(二)


23S.48. 38. 第八 廣說(三)


23S.48. 39. 第九 鑽木1


23S.48. 40. 第十 生


23第五 老品


23S.48. 41. 第一 老


23S.48. 42. 第二 溫那巴婆羅門


23S.48. 43. 第三 沙祇城


23S.48. 44. 第四 東河


23S.48. 46. 第六 東園(二)


23S.48. 47. 第七 東園(三)


23S.48. 48. 第八 東園(四)


23S.48. 49. 第九 賓頭盧


23S.48. 50. 第十 信


23第六 拘薩羅


23S.48. 51. 第一 拘薩羅


23S.48. 52. 第二 末羅1


23S.48. 53. 第三 有學


23S.48. 54. 第四 足跡


23S.48. 55. 第五 核


23S.48. 56. 第六 依止


23S.48. 57. 第七 梵天


23S.48. 58. 第八 須迦羅迦陀


23S.48. 59. 第九 生(一)


23S.48. 60. 第十 生(二)


23第七 覺分品


23S.48. 61. 第一 結


23S.48. 62. 第二 隨眠


23S.48. 63. 第三 徧知


23S.48. 64. 第四 漏盡


23S.48. 65. 第五 果(一)1


23S.48. 66. 第六 果(二)


23S.48. 67. 第七 樹(一)


23S.48. 68. 第八 樹(二)


23S.48. 69. 第九 樹(三)


23S.48. 70. 第十 樹(四)


23第八 恆河廣說(遠離依止)


23S.48. 71. 第一 遠離


23S.48. 7二~八2. 第二~十二


23第九 不放逸品(遠離依止)


23S.48. 8三~九2. 第一~十


23第十 力所作品(遠離依止)


23S.48. 9三~一04. 第一~十二


23第十一 尋覓品1(遠離依止)


23S.48. 10五~一一7. 第一~十二


23第十二 瀑流品(遠離依止)


23S.48. 118~一二7. 第一~九


23S.48. 128. 第十 上分結


23第十三 恆河廣說(貪欲調伏)


23S.48. 129. 第一


23S.48. 130~一四0. 第二~十二


23第十四 不放逸品(貪欲調伏)


23S.48. 14一~一五0. 第一~十


23第十五 力所作品(貪欲調伏)


23S.48. 15一~一六2. 第一~十二


23第十六 尋覓品(貪欲調伏)


23S.48. 16三~一七5.第一~十二


23第十七 瀑流品(貪欲調伏)


23S.48. 17六~一八4. 第一~九


23S.48. 185. 第十 上分結


23S.49.第五 正勤相應


23第一 恆河廣說


23S.49. 1~一2. 第一~一二


23第二 不放逸品


23S.49. 13~二2.第一~十


23第三 力所作品


23S.49. 2三~三4.第一~十二


23第四 尋覓品


23S.49. 3五~四4. 第一~十


23第五 瀑流品


23S.49. 4五~五3. 第一~十


23S.49. 54. 第十 上分結


23S.50.第六 力相應


23第一 恆河廣說(遠離依止)


23S.50. 1. 第一


23S.50. 2~一2. 第二~十二


23第二 不放逸品(遠離依止)


23S.50. 13~二2. 第一~十


23第三 力[所作]品(遠離依止)


23S.50. 2三~三4. 第一~十二


23第四 尋覓品(遠離依止)


23S.50. 3五~四6. 第一~十二


23第五 瀑流品(遠離依止)


23S.50. 4七~五5. 第一~九


23S.50. 56. 第十 上分結


23第六 恆河廣說(貪欲調伏)


23S.50. 57. 第一


23S.50. 5八~六8. 第二~十二


23第七 不放逸品(貪欲調伏)


23S.50. 6九~七8. 第一~十


23第八 力(所作)品(貪欲調伏)


23S.50. 7九~九0. 第一~十二


23第九 尋覓品(貪欲調伏)


23S.50. 9一~一00. 第一~十


23第十 瀑流品(貪欲調伏)


23S.50. 10一~一09. 第一~九


23S.50. 110. 第十 上分(結)


23S.51.第七 神足相應


23第一 遮婆羅品


23S.51. 1. 第一 此岸1


23S.51. 2. 第二 失


23S.51.S.51. 3. 第三 聖


23S.51. 4. 第四 厭患


23S.51. 5. 第五 一分


23S.51. 6. 第六 全分


23S.51. 7. 第七 比丘


23S.51. 8. 第八 佛


23S.51. 9. 第九 智


23S.51. 10. 第十 塔


23第二 [鹿母]殿震動品


23S.51. 11. 第一 前


23S.51. 12. 第二 大果


23S.51. 13. 第三 欲


23S.51. 14. 第四 目犍連


23S.51. 16. 第六 沙門婆羅門(一)


23S.51. 17. 第七 沙門婆羅門(二)


23S.51. 18. 第八 比丘


23S.51. 19. 第九 說示


23S.51. 20. 第十 分別


23第三 鐵丸品


23S.51.21. 第一 道


23S.51. 22. 第二 鐵丸


23S.51. 23. 第三 比丘


23S.51. 24. 第四 清淨


23S.51. 25. 第五 果(一)


23S.51. 26. 第六 果(二)


23S.51. 27. 第十 阿難(一)


23S.51. 28. 第八 阿難(二)


23S.51. 29. 第九 比丘(一)


23S.51. 30. 第十 比丘(二)


23S.51. 31. 第十一 目犍連1


23S.51. 32. 第十二 如來


23第四 恆河廣說


2333. 第一


23S.51. 3四~四4. 第二~十二


23第五 不放逸品


23S.51. 4五~五4. 第一~十


23第六 力所作品


235五~六6. 第一~十二


23第七 尋覓品


23S.51. 6七~七6. 第一~十


23第八 瀑流品


23S.51. 77. 第一 瀑流


23S.51. 7八~八5. 第二~九


23S.51. 86. 第十 上分結


23S.52.第八 阿那律相應


23第一 獨一品


23S.52. 1. 第一 獨一1(一)


23S.52. 2. 第二 獨一1(二)


23S.52. 3. 第三 手成浴池1


23S.52. 4. 第四 坎它契1(一)


23S.52. 5. 第五 坎它契1(二)


23S.52. 6. 第六 坎它契1(三)


23S.52. 7. 第七 愛盡


23S.52. 8. 第八 松林精舍1


23S.52. 9. 第九 一切


23S.52. 10. 第十 重患1


23第二品


23S.52. 11. 第一 千1


23S.52. 12. 第二 神變


23S.52. 13. 第三 天耳界


23S.52. 14. 第四 心


23S.52. 15. 第五 處


23S.52. 16. 第六 業


23S.52. 17. 第七 道


23S.52. 18. 第八 世間


23S.52. 19. 第九 種種勝解


23S.52. 20. 第十 根


23S.52. 21. 第十一 靜慮


23S.52. 22. 第十二 明(一)


23S.52. 23. 第十三 明(二)


23S.52.24. 第十四 明(三)


23S.53.第九 靜慮相應


23第一 恆河廣說


23S.53. 1. 第一 初清淨


23S.53. 2~一2. 第二~十二


23第二 不放逸品


23S.53. 13~二2. 第一~十


23第三 力所作品


23S.53. 2三~三4. 第一~十二


23第四 尋覓品


23S.53. 3五~四4. 第一~十


23第五 瀑流品


23S.53. 45. 第一


23S.53. 4六~五3. 第二~九


23S.53. 54. 第十 上分結


23S.54.第十 入出息相應


23第一 一法品


23S.54.1. 第一 一法1


23S.54. 2. 第二 覺支1


23S.54. 3. 第三 清淨1


23S.54. 4. 第四 果(一)


23S.54. 5. 第五 果(二)


23S.54. 6. 第六 阿梨瑟吒1


23S.54. 7. 第七 罽賓那1


23S.54. 8. 第八 燈1


23S.54. 9. 第九 毘舍離1


23S.54. 10. 第十 金毘羅1


23第二品


23S.54. 11. 第一 一奢能伽羅1


23S.54. 12. 第二 盧夷強耆1


23S.54. 13. 第三 阿難1(一)


23S.54. 14. 第四 阿難(二)


23S.54. 15. 第五 比丘(一)


23S.54. 16. 第六 比丘(二)


23S.54. 17. 第七 結


23S.54. 18. 第八 隨眠


23S.54. 19. 第九 行路1


23S.54. 20. 第十 漏盡


23S.55.第十一 預流相應


23第一 鞞紐多羅品


23S.55. 1. 第一 王1


23S.55. 2. 第二 預流1


23S.55. 3. 第三 長壽1


23S.55. 4. 第四 舍利弗1(一)


23S.55. 5. 第五 舍利弗1(二)


23S.55. 6. 第六1 工匠


23S.55. 7. 第七 鞞紐多羅1


23S.55. 8. 第八 繁耆迦精舍1(一)


23S.55. 9. 第九 繁耆迦精舍1(二)


23S.55. 10. 第十 繁耆迦精舍1(三)


23第二 千品(王園品)


23S.55. 11. 第一 千


23S.55. 12. 第二 婆羅門1


23S.55. 13. 第三 阿難


23S.55. 14. 第四 惡趣(一)


23S.55. 15. 第五 惡趣(二)


23S.55. 16. 第六 朋友1(一)


23S.55. 17. 第七 朋友1(二)


23S.55. 18. 第八 天上遊行1(一)


23S.55. 19. 第九 天上遊行1(二)


23S.55. 20. 第十 天上遊行1(三)


23第三 百手品


23S.55. 21. 第一 摩訶男1(一)


23S.55. 22. 第二 摩訶男(二)


23S.55. 23. 第三 沙陀1


23S.55. 24. 第四 百手1(一)


23S.55. 25. 第五 百手1(二)


23S.55. 26. 第六 破戒1(一)


23S.55. 27. 第七 破戒1(二)


23S.55. 28. 第八 怨讎1


23S.55. 29. 第九 怖畏1


23S.55. 30. 第十 離車1


23第四 福德潤澤品


23S.55. 31. 第一 潤澤1(一)


2332. 第二 潤澤(二)1


23S.55. 33. 第三 潤澤1(三)


23S.55. 34. 第四 天道1(一)


23S.55. 35. 第五 天道1(二)


23S.55. 36. 第六 朋輩1


23S.55. 37. 第七 摩訶男1


23S.55. 38. 第八 雨1


23S.55. 39. 第九 沙陀1


23S.55. 40. 第十 難提1


23第五 有偈福德潤澤品


23S.55.41. 第一 潤澤1(一)


23S.55. 42. 第二 潤澤1(二)


23S.55. 43. 第三 潤澤(三)


23S.55. 44. 第四 大寶1(一)


23S.55. 45. 第五 大寶1(二)


23S.55. 47. 第七 難提1


23S.55. 48. 第八 跋提1


23S.55. 49. 第九 摩訶男1


23S.55. 50. 第十 支1


23第六 有慧品


23S.55. 51. 第一 有偈


23S.55. 52. 第二 雨安居


23S.55. 53. 第三 達摩提那1


23S.55. 54. 第四 疾病1


23S.55. 55. 第五 果1(一)


23S.55. 56. 第六 果(二)


23S.55. 57. 第七 果(三)


23S.55. 58. 第八 果(四)


23S.55. 59. 第九 獲得


23S.55. 60. 第十 增長


23S.55. 61. 第十一 廣大


23第七 大慧品


23S.55. 62. 第一 大


23S.55. 63. 第二 廣


23S.55. 64. 第三 廣大


23S.55. 65. 第四 深


23S.55. 66. 第五 無等


23S.55. 67. 第六 宏慧


23S.55. 68. 第七 多多


23S.55. 69. 第八 迅


23S.55. 70. 第九 輕


23S.55. 71. 第十 捷


23S.55. 72. 第十一 速


23S.55. 73. 第十二 利


23S.55. 74. 第十三 決擇


23S.56.第十二 諦相應


23第一 定品


23S.56. 1. 第一 定1


23S.56. 2. 第二 宴默1


23S.56. 3. 第三 善男子1(一)


23S.56. 4. 第四 善男子1(二)
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        相應部經典二 雲庵 譯

      本卷為因緣篇(Nidana-vagga)，此由最初開始是因緣相應(Nidsana-

    samyutta)而得名，有因緣相應、現觀相應、界相應、無始相應、迦葉相應、

    利得與供養相應、羅睺羅相應、勒叉那相應、譬喻相應、比丘相應等之十相應。

    第一因緣相應是由佛陀品、食品、十力品、伽拉羅剎利品、家主品、樹品、大

    品、沙門婆羅門品、中略品等之九品九十三經而成的。於佛陀品，乃說明緣起

    法及支分的意義，和過去上佛之樹下靜觀的內容。於第二食品，對於四食以說

    緣起，如實知緣起者，為真沙門婆羅門，並述說法比丘、苦之自作他作、愚與

    賢之分別、緣起、緣生之法。於第三十力品，對於五蘊說緣起、關于佛弟子問

    答緣起法、明示苦樂之自他作、沙門婆羅門之真義。於第四伽拉羅剎利品，由

    知緣起而得知、見，說明四十四智、二智、七十七智並緣起法。於第五家主品，

    目次              一

    相應部經典二，二

    以靜五畏罪而具足四預流支，及說明苦、集、滅之三、世間與苦、集、滅、中

    道說乃緣起法。於第六樹品，由大樹幼樹之譬喻愛增長，及阿難說緣起法之甚

    深。第七大品是無聞凡夫不生厭意，如何觀四食而斷，說緣起法是古德的發見，

    問答佛弟子之間的緣起說，並明盜法人之須尸摩的教化。於第八沙門婆羅門品，

    對於各緣起支不知集、滅，道者，說非真沙門婆羅門。於第九中略品，不知一

    一之各支，說應求師，精進而不放逸。

    第二現觀相應，由十一經而成的，以種種譬喻，說明到達現觀者，有大利益。

    第三界相應，由種種品、第二品、業道品、第四品之四品三十九經而成的，以

    緣十八界、六界、界而生觸、受、愛，七界、三覺之因，由界之上下而有思想、

    語言之上下，同傾向者則互相和合，四大及其味、患、出離、四界生起與滅，

    以如實知其味、患、出離，說明如實知集、滅、道者，才真是沙門婆羅門。

    第四無始相應，是由兩品二十經而成的，依種種譬喻，無由知生死之本際，以

    及劫之長久、有情久遠之流轉輪迴，並說應出離於生死。

    第五迦葉相應，由十三經而成的。迦葉善滿足於施與，入他家如月光之柔和，

    不著、不染，乞食而不必期待，稱讚滿足為比丘之模範，迦葉雖得世尊之淮許

    教誡諸比丘，但著重糞掃衣、乞食生活之頭陀二義。佛令迦葉說法，說現在之

    比丘，難為領受。迦葉向佛說明其所以，詣世尊於教團，特別重視迦葉。

    第六利得與供養相應，由四品四十三經而成的。以明名聞利養之可怖和障礙。

    第七羅睺羅相應，由兩品二十二經而成的，佛對羅睺羅，說明五根、五境、五

    識、觸、受、想、思、愛、界、蘊之無常、苦、無我。

    第八勒叉那相應、由兩品二十一經而成的，依種種譬喻，以述其本生之故事。

    第九譬喻相應，由十二經而成的，不善法以無明為本，由人間歿而生人界者少，

    修慈心解脫者，不為非人所惱及說明放逸者則退轉。

    第十比丘相應，由十二經而成，說聖默然之意義、目犍連之神通力、少年比丘

    之善解脫、善生比丘之讚歎、誡難陀比丘對衣食之奢侈、訓誨低年比丘、說於

    長老比丘心之自由獨尊之一住、並讚歎劫賓那比丘及其同伴之神力。
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， 相應部經典三， 雲庵 譯

         本卷稱為蘊篇(Khandavagga)攝十三相應。此名稱由第一蘊相應而來的，

       繼此之羅陀相應，見相應(及婆磋種相應)，可見皆集五蘊經而成的。

       第一蘊相應，乃佔本卷之大部份，由一百五十八經而成的。分為根本五十經[其

       實是五十二經]、中五十經、後五十經[其實是五十六經]，凡對五蘊而集成之

       經，含有教理上極重要的資料。

       根本五十經，中五十經，後五十經，各分為五品。

       第二羅陀相應，是對佛弟子羅陀說法，皆是五蘊的教說。由四品四十六經而成。

       初品之第四經乃至第十經，有和前面的蘊相應中之經同一內容，且第三品、第

       四品、第四品是第二品的重述。

       第三見相應亦同是五蘊經的集成，以破種種異見是應注意的。由二品九十六經

       目 次        一

       相應部經典二                二

       而成，第二品是以初品之內容四次重述。

       第四入相應，從五蘊、十二處、十八界等之種種角度，應知諸法無常而實踐，

       由十經而成。

       第五生相應及第六煩惱相應，俱類同於前之入相應，亦由各十經而成。

       第七舍利弗相應，十經之中，前九經是說舍利弗之禪定，最後一經，是述食法

       之插語。

       第八龍相應(五十經)，第九金翅鳥相應(四十六經)、第十乾達婆相應(一百

       十二經)，不管那一相應，都略略同樣之次序，以說龍、金翅鳥、乾達婆受生之

       因緣。

       第十一雲相應，前牛亦和前三相應同樣。後半之五十三經乃至第五十七經，是

       自然現象的說明。

       第十二婆磋種相應，是答異學出家者之間，世間多存異見，是對五蘊，不領悟

       苦、集、滅、道故。攝五十五經。

       第十三禪定相應，由五十五經而成，說修定者之種種相，說明方法，完全是用

       阿毘達磨的方法。

       犍 度 篇

第一   蘊相應………………………………………………………………………………一
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    二一 阿難……………………………………………………………………………三五

  第三 重擔品……………………………………………………………………………三六

    二二 重擔……………………………………………………………………………三六

    二三 徧智……………………………………………………………………………三八

    二四 徧知(證知)……………………………………………………………………三九

    二五 欲貪……………………………………………………………………………四0

    二六 味(一)…………………………………………………………………………四一

    二七 味(二)…………………………………………………………………………四二

    二八 味(三)…………………………………………………………………………四三

    二九 歡喜……………………………………………………………………………四五

    三0  生………………………………………………………………………………四六

    三一 痛根……………………………………………………………………………四七

    三二 壞法……………………………………………………………………………四八

  第四 非汝所應法品……………………………………………………………………五0
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    三六 比丘(二)………………………………………………………………………五四
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    三九 隨法(一)………………………………………………………………………五九

    四0  隨法(二)………………………………………………………………………五九

    四一 隨法(三)………………………………………………………………………六0

    四二 隨法(四)………………………………………………………………………六0

  第五 自洲品……………………………………………………………………………六一

    四三 自洲……………………………………………………………………………六一

    四四 道………………………………………………………………………………六四

    四五 無常(一)………………………………………………………………………六五

    四六 無常(二)………………………………………………………………………六六

    四七 觀見……………………………………………………………………………六七

    四八 蘊………………………………………………………………………………六九

    四九 輸屢那(一)……………………………………………………………………七0

    五0  輸屢那(二)……………………………………………………………………七三

    五一 喜盡(一)………………………………………………………………………七五

    五二 喜盡(二)………………………………………………………………………七六

第二 中五十經……………………………………………………………………………七八

  第一 封滯品……………………………………………………………………………七八

    五三 封滯……………………………………………………………………………七八

    五四 種子……………………………………………………………………………七九

    五五 優陀那…………………………………………………………………………八二

    五六 取轉……………………………………………………………………………八六

    五七 七處……………………………………………………………………………九0

    五八 等覺者…………………………………………………………………………九五

    五九 五群比丘………………………………………………………………………九七

    六0  摩訶利………………………………………………………………………一0 0

    六一 熾然…………………………………………………………………………一0 三

    六二 言路…………………………………………………………………………一0 四

  第二 阿羅漢品………………………………………………………………………一0 七

    六三 取……………………………………………………………………………一0 七

    六四 思……………………………………………………………………………一0 九

    六五 歡喜…………………………………………………………………………一一0

    六六 無常…………………………………………………………………………一一一

    六七 苦……………………………………………………………………………一一二

    六八 無我…………………………………………………………………………一一三

    六九 非自所應……………………………………………………………………一一四

    七0  所染止住……………………………………………………………………一一五

    七一 羅陀…………………………………………………………………………一一七

    七二 修羅陀………………………………………………………………………一一八

  第三 所食品…………………………………………………………………………一二0

    七三 味……………………………………………………………………………一二0

    七四 集(一)………………………………………………………………………一二一

    七五 集(二)………………………………………………………………………一二二

    七六 阿羅漢(一)…………………………………………………………………一二二

    七七 阿羅漢(二)…………………………………………………………………一二六

    七八 師子(一)……………………………………………………………………一二六

    七九 師子(二)……………………………………………………………………一二九

    八0  乞食…………………………………………………………………………一三五

    八一 波陀聚落……………………………………………………………………一四0

    八二 滿月…………………………………………………………………………一四六

  第四 長老品…………………………………………………………………………一五三

    八三 阿難…………………………………………………………………………一五三
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    八五 焰摩迦………………………………………………………………………一五九
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    八七 跋迦梨………………………………………………………………………一七一

    八八 阿濕波誓……………………………………………………………………一七八

    八九 差摩…………………………………………………………………………一八二

    九0  闡陀…………………………………………………………………………一八八

    九一 羅睺羅(一)…………………………………………………………………一九二

    九二 羅睺羅(二)…………………………………………………………………一九三

  第五 華品……………………………………………………………………………一九四

    九三 河流…………………………………………………………………………一九四

    九四 華(增長)……………………………………………………………………一九六

    九五 泡沫…………………………………………………………………………一九八

    九六 牛糞…………………………………………………………………………二0 三

    九七 指尖…………………………………………………………………………二0 八

    九八 清淨(海)……………………………………………………………………二一0

    九九 繫繩(一)……………………………………………………………………二一一

    一00 繫繩(二)……………………………………………………………………二一三
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，相 應 部 經 典 四        雲庵 譯

      譯相應部第四卷，此六處篇中含括：六處相應二百0七經，受相應二九經，

    女人相應三四經，閻浮車相應一六經，沙門出家相應一六經，目犍連相應一一

    經，質多相應一0經等七相應三百二十三經。各相應一一所示名稱項目，是佛、

    或上座佛弟子之說而集成的經典，如前三卷之諸天相應，拘薩羅相應等。

      六處相應謂二百0七經，是相應部經典中，含括最多的經典。此乃由於眼、

    耳、鼻、舌、身、意之六根，色、聲、香、味、觸、法之六境，說明此兩者所

    有的一切關係而集成的。以簡單要約的來明示此眾多的教說集，似甚困難，但

    主要先對上面之六根、六境，說其無常、苦、無我之特質，以說示認為我、我

    有、吾我之迷執。說由此教理派生種種教理及修行之方法。

      六根、六境(此等之一切)非汝等所有，常捨棄之，捨棄者為汝等之利益。

    一切為貪、瞋、癡三毒火所燒，陷於生、老、病、死、憂、悲、苦惱，然，以

    此為快樂、可愛者，是歡喜苦，苦由此而生。

      佛陀於菩薩時，不如實知此等內外之六處之甘味、患難、出離，於其間不宣

    示為覺者，而後尋求此等，覺悟成為佛陀。寡聞之凡夫，不知此等內外六處之

    無常、苦、無我，如此者為多聞聖弟子、為明智者。佛弟子知悉捨離六根、六

    境之苦，於世尊之處修梵行，遠離其他為獨住者，精進專心，不放逸而住。

      受相應  受有三種，苦、樂、非苦非樂受 (而說二種三種乃至百八種受，又

    說樂受有十種。)如虛空中，東西南北，有塵無塵，大小寒熱，以起種種之風，

    猶如種種人，由四方來宿客舍，其人亦起苦、樂、非苦非樂等種種之受。由樂

    受棄染欲隨眠，由苦受棄瞋恚隨眠，由非苦非樂受棄無明隨眠。

      感受三受，凡夫聖弟子皆是同樣。兩者之不同，凡夫宛然為二箭所剌，觸身、

    、心二種受，傷泣而憂悲，尚存住於上面之三睡眠。聖弟子雖如被一箭所刺，觸

    苦受而不傷泣憂悲，不存住於三睡眠。感三受而離繫。

      受是由膽汁、粘液等十種之發生因而生。三受之生起是緣觸之生起，受之滅

    盡是緣處之滅盡。八正道是達受滅之道，受滅即涅槃。

      女人相應 於女人而不美麗、無財、無德、懶惰、不得兒之五種缺點，男人

    即喜歡(男人有此五缺點，女人亦不喜歡。)女人有嫁他家，有經水而懷孕、

    出產、奉事男子等，五種特殊的苦痛。女人若早上，心俱慳貪之垢，午時心俱

    嫉妒之垢，晚上心俱染欲之垢而住家者，死後必墮地獄。不信、無慚、無愧、

    劣智，而忿、恨、嫉、慳、犯行、劣戒、寡聞、懈怠、忘念又破戒之女人誰皆

    會墮地獄(反此之女人即上生天界。)女人若有美麗、財、親族、兒、戒德等

    五種力，即無怖畏心，以制夫、克夫。但男子唯一之力謂主權克女人。完俱上

    記五力之女人，以圓滿各部分，若其中缺一者，親族即放逐彼女。有戒德之女

    人當生天界。生適當之家，嫁適當之家，以獨占丈夫、得兒、能克服丈夫，此

    五事不修善根之女人，即難獲得。守不殺生等之五戒的女人，於家無怖畏而住。

    增長信、戒、聞、施、慧之五德者，得身之極甚殊勝。

      閻浮車相應 姜普伽陀伽之對舍利弗問：涅槃、阿羅漢果、法語者、何在、

    安息、最上安息、無明、愛、暴流、取、有、苦、己身、難為等十六件事。以

    記其所答。

      沙門出家相應 此亦沙慢陀伽普行沙門，對舍利弗問涅槃乃至難為等十六件

    事，記其所答。

      目犍連相應 於此目犍連長老，為諸比丘說有尋、無尋、樂、捨、虛空、識、

    無所有：非非想、無相。更為帝釋天並眾多之天子等說歸依三寶之功德及死後

    生天界，而且有十種德，勝其他之天人。

      質多相應 眾多之諸比丘，曾議論繫縛與繫縛之法不得決定，說質多居士緣

    六根之六境，所起之欲染才是繫縛。質多居士，供養長老比丘等，質問種種界、

    世界常住無常等諸見不能答，說隸犀達多十八種界，說此等諸見，由有身見而

    生。以下質多居士和迦摩浮及隸犀達多等之間，問答有關世尊所說之人身，一

    偈及身、語、心三行、慈悲喜捨之四無量心。其次出現尼乾陀、裸形迦葉，最

    後質多居士得病而死。
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，相應部經典五                雲庵 譯

       聚落主相應 唯標題聚落主，非唯一人，乃網羅著多種樣的人。得名為暴惡

    及柔和，是捨三毒與不捨三毒之由(一)。歡樂歌舞伎者的人，以否定死後生喜

    笑天的古傳說，而說當墮入地獄(二)。否定於戰場被敵所殺之戰士生俱所樂天

    之古傳說，而言墮入同名之地獄(三)。乘象、乘馬師之古傳說亦同樣(四、五)。

    西部地方之婆羅門，令死者昇天，言佛如何？說十惡之人墮地獄，十善之人界

    天上(六)。佛之說法，由人而廣略不同，是由人之根機有上中下(七)。說尼

    乾子，凡多所住者，即多隨其所引導是妄言(八)。於饑饉之時，以非難佛之遊

    行地方。不聞為施佛食而滅家，說有多家財是由布施之功德(九)。沙門得受金

    銀否？佛否定受，不要故答以不受(一0)。有關問苦之生滅，見他之苦難，自

    感為苦惱是由於貪欲、欲為苦本(一一)。佛否定苦行生活，以避棄樂、苦之兩

    極，說依法不用暴力而求財，自樂亦分與其他而行善業(一二)。言佛知幻故是

    幻士，說知十惡事及其果報，未必是十惡者之旨(一三)。無為相應 全篇含攝

    千九百八十經，而此唯說無為即達涅槃道。生起此多數之經，有涅槃之終極、

    無漏、真諦、彼岸、及至到彼岸等的四十四種異名，於此，到達止觀、六種三

    昧、三十七助道品之道者，是止，是觀，乃至正念、正定也。

    無記說相應 全篇僅由十一經而成的，如來死後存在或不存在？存在亦不存

    在？非存在亦非不存在？世間是常、無常？身與命是同、異。對此十問題，佛

    不曾記說，說不釋答之旨。
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	凡，例

一、本藏經參考日本大正新修大藏經刊行會出版之日譯本，並參照Pali Text Society

    原本，及暹羅本，加以譯出。

一、日譯本與原巴利文之精義略有出入者，今皆觀瀾而索源，以巴利聖典為主，抉其奧

    論，不當者刪之，未備者補之。

一、日譯本於經文行端，標有P．T．S．對照碼，以示原刊行本之頁數，裨便互相對

    照。今仍沿襲採用，並以阿拉伯數字標出。以便查原文出處。

一、經文中[]內之辭句，乃為補足行文之語氣及助讀者瞭解而加添。

一、經文中有……或…乃至…者，依原本之省略。[……]成[…乃至…]則

    是日本譯者權宜上之省略。

一、凡義理深頤之辭彙或四直譯而辭理不順者，皆於其下以(……)作簡單夾註。

一、人名、地名等專有名訶之音譯，盡量採用漢譯阿含中已有者。然漢譯阿含經主要是

    依梵文翻譯，故其譯音，並不完全能符合巴利語。

一、術語、名相等之採用，大抵援拈漢譯阿含藏之習慣用語。庶幾辭趣一揆，文歸雅飾。

一、目次中對經文之說明乃日本譯者之述作。今亦譯出給讀者，容易把握經文之內容。

         相應部總說

    在《薩曼它巴薩迪卡》之二十七頁，有：「相應尼柯耶者，是涵括在天相應等暴流

    經等七十七百六十一經者是。」其《善見律毘婆婆》(大正藏二四、七六七頁a)之

    譯，實即相當於此。在《阿它薩里尼》之二十五頁，也有與此完全相同之古傳說。

    依據於此，吾人之所瞭解者；錫蘭上座部所傳之巴利文相應部，在註釋家佛音之時

    代，亦即西元五世紀，已具備與現存經文完全相同之法典。由此當可證實，此一法

    典之現存形狀，當可上溯到較此更以前之相當時代。然而，縱屬如此，則當今現存

    之形狀，究為何時所完成？而其以前的形狀又屬何等模樣？實則並非簡易之問題。

    現存漢譯《雜阿含》之五十卷(大正藏二、一)原本即屬於有部宗之所傳承，應是

    明顯之事實。但在世親之《俱舍論》所引用之《雜阿含》，其與現存漢譯之《雜阿含》

    經文，則相互頗為一致。如再上溯至龍樹之《智度論》所引用之《雜阿含》，亦與現

    存之漢譯《雜阿含》相一致之情形看來，龍樹所引用之《雜阿含》，乃是有部系之《雜

        相應部總說， 一

        相應部經典一，二

    阿含》，而有部系之《雜阿含》即如龍樹所引用者，即已具備相當之法典形狀，而錫

    蘭上座部系之巴利文相應部，亦於龍樹時代即已採取頗為近似於現存形狀之經文，

    當屬可以想像之事實。

    一 智度論二八 大正二五、二六六a  波梨國四十比丘 雜二三、一九 大正二、

       二四ob  四十比丘 s.15.13.Timsamatta

    二 智度論三一 大正二五、二八七 第一義空經 雜一三、三四 大正二、九二

       c  第一義空經 s.無

    三 智度論三一 大正二三、二八八a  雜阿含大空經 雜一二、一五 大正二、

       八四。 有 s.無

    四 智度論 三 大正二五、九九a 盧提迦經 雜三五、五 大正二、二五二

       a補縷低迦經 s.無

    五 智度論五 大正二五、九九a  說處作莫拘羅山 雜六、一0 大正二、三九

       b摩拘羅山 s.23.1作為Savatthi

    六 十住論一 大正二六、二三a  法印經 雜三、三一 大正二、二0a 有 s.無

        如再上溯至《婆沙論》所引用之《雜阿含》，甚至也有相同之敘述。如此一來，

    則四部《阿含》都可以上溯至西曆紀元前之相當遙遠時代，即已以近似現存之形狀，

    原原本本地傳承於世。想來必是在所謂第一結集時，與法及律之原始形狀所結集。

    而時代演變下來，經典之數量呈現急遽之增長。其最初、最原始者，即如長部、中

    部之所顯示，乃猶未加添法相組織及分別思辨之部分，是乃最為生動、切實之教誡

    式之經典群，然後再就與其內容相應之部分，分門別系加以分類，而組織成相應部

    (雜阿含)。此外，就法數性質之分類，則另作一群，加以分類而予編輯，是即增支

    部，同樣地再加上分別思辨，並且又與法相性質之所組織之長經，而以中部之形式，

    予以歸納。吾人認為這五部四阿含之編纂，是在分派以前，就以佛教教團中之尊貴

    資產之形式，之為所傳承。後來則在分派之同時，則又添加了部派色彩，才演變成

    各部各種阿含之內容編纂形式。儘管或有學者，認為在五部四阿含之編纂以前，亦

    有九部經、十二分經之編輯，蓋為就其母體完成之後，才歸納為五部四阿含者，但

    亦須作與此相反之考量，是即五部四阿含在編輯成五部四阿含形狀之後(其原本並

        相應部總說， 三

        相應部經典一，四

    未如現狀之完整，而且亦非如此龐大之形式)，在教團之內，尤其是分派後之教團，

    對於具有教義權威之聖典，因為生起批判，為了決定教權之範圍資格，我們認為才

    有九經、十二分經之成立。

    在五部四阿經中，因有前述之事實，其相應部(雜阿含)與增支部當是最為原

    始之風貌。後世佛弟子諷誦起來，宛如面對佛陀般親和祥藹氣氛之感受。增一阿含，

    是後世演化過程中最為激烈者，因而必須將之作除外之處理。尤其是相應部，其對

    佛陀之態度，恰如《論語》中，學生們面對孔夫子之處境，從而認為它是佛教之一

    大母體，當亦不為過。

    相應部是涵括五品五十六種相應之七十七百六十二經。因在各部相應之各卷之

    卷首，各自有其解說，讀者可自行參閱，在此僅述列其名目以供參考。
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        針對上列這些有部所傳之漢譯《雜阿含經》，其原始形狀經過翻譯之後，在中國便

    有了非常凌散之情況，後來經過姊崎、椎尾以及呂澂各位先進之致力於恢復原形之

    盡心竭力，在其組織架構上，即如《瑜伽帥地論》八五(大正藏三十、七七二頁c)

    及《有部雜事》九(大正藏二四、四0七頁b)所明示，如果把《瑜伽師地論》加

    以大致之區別，可以分別為：能說分、所說分、所為說分三部分；再就內容來分析，

    可以分別為：蘊界處相應、緣起食諦相應、念住正斷神足根力覺支、道支入出息念、

    學證淨等相應。依八眾說眾相應等之四分。其《有部雜事》，雖列有：蘊品、處界品、

    緣起品、聲聞品、佛品、聖道品所排列，但在其後面，以「若經與伽他相應者」之

    注記，或係在其後之傳承中有所脫漏或予省略，雖然不盡明瞭其事實，但卻相信必

    是偈品。不論是在《瑜伽師地論》或《有部雜事》，容或僅列舉其要目，但其內容目

    次，則卻並非以順序來加以舉列。

    另在漢譯中，錄有別譯《雜阿含》二十卷(大正藏二、三七四頁)，與僅涵括二

    十七經之《雜含經》(大正藏二、四九三頁)。而後者則是失譯，但卻作為是西元二

    二二～二八0年之間之吳代所譯出，在《出三藏記集》卷三所列舉之二十五經，大

    致上乃此經典之一卷之內容所構成，於此，當依姊崎博士所研究之成果，即可得以

    明瞭。或許是四阿含中之別行經亦未可知，但究屬何一宗派？則不盡明瞭。再就「雜」

        相應部總說， 九

        相應部經典一，一0

    而言，除了具有相應於其他之「雜」意義之外，也是「雜碎」，亦即微細之意。於其

    前者雖亦列在失譯之中，一般相信，可能是秦代所譯出，因為經中雜有「秦言」之

    字句，當可證實。俱舍稽古之法幢，雖依此而認為是飲光部所傳承之雜阿含，但其

    證據卻並非充分恰當，其臆測之成分較為濃厚，故而不能照本依式採用，但又不能

    直謂並非飲光部之法典。

， 目   次

，相應部經典一  元亨寺 通妙 譯

    本卷，全部每一經都有偈，故稱為有偈篇，由諸天相應、天子相應、拘薩羅相

    應、惡魔相應、比丘尼相應、梵天相應、婆羅門相應、婆耆沙長老相應、森相

    應、夜叉相應、帝釋相應之十一相應而成的。

    一、諸天相應分為八品，諸天時常來訪佛陀及佛弟子，記錄其聽法及質問。總

    集佛陀和諸天之問答及偈，收為有偈篇。

    二、天子相應分為三品，雖如同前者，但知其個人之名時，稱為天子，不然則

    稱為天。

    三、拘薩羅相應亦分三品，記錄拘薩羅國波斯匿王之各種聞法及關於王之事件。

    四、惡魔相應亦分為三品，記述惡魔常出現佛陀及佛弟子之處，惡魔是欲世間

    之世間方面、佛陀是離欲世間之出世間的代表，這頗令人興趣深長。

    目次            一

    相應部經典一，二

    五、比丘尼相應，特別記錄比丘尼受惡魔的誘惑，敘述女修行者的心事，是一

    種好記錄。

    六、梵天相應唯兩品，在佛陀當時之最高天神的梵天，知佛教內，如何看待此

    (諸天)，是最好資料。以對照後面之第十一帝釋相應，即很有意思。

    七、婆羅門相應亦分兩品，知當時有名之婆羅門歸依佛之感情的資料，以示當

    時傳統宗教之生存和新興之真宗教的關係。

    八、婆耆沙長老相應，是佛陀教團中唯一的詩人，婆耆沙感興對自己的修行及

    仰望佛陀高足弟子的威容，以記述其感興。

    九、森相應，本是佛弟子之日間的森林生活，說於其森林寂寞的靜思中，起不

    善思而天神來勸誡。

    一0、夜叉相應，以顯示當時所信仰的下級神和佛教的關係。

    一一、帝釋相應分為三品，可對照信仰佛教之天帝釋的如法及阿修羅的不如法。

    於鼓勵修行者，和前之梵天相應，以示當時之一般信仰佛教的關係，並可知道

    當時有趣的傳說。




▲Top回目錄
 ▼.I.1.(漢譯本頁碼)  I,1. (巴利本頁碼)  相 應 部 經 典 一
 歸命彼世尊   應供等覺者
1.有 偈 篇

S.1.第一 諸天相應

第一 葦 品

S.1.1.(如何度)瀑流

▲《雜阿含1267經》，《別譯雜阿含180經》
    一 如是我聞，爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二 爾時，有天神於黎明放其殊勝妙光，徧照祇園，詣世尊處。詣已，敬禮世尊，

▼.I.2.

    立於一面。

    三 立一面已，彼天神白世尊曰：「友！卿如何度瀑流耶？」[世尊曰：]：「友！我不

    住不求以度瀑流。」「友！卿如何不住不求以度瀑流耶？」[世尊曰：]：「友！我住時

    沈，求時溺。友！我如是不住不求以度瀑流。」

“‘Yadakhvaham, avuso, santitthami tadassu samsidami yadakhvaham, avuso, ayuhami tadassu nibbuyhami.   Evam khvaham, avuso, appatittham anayuham oghamatarin’”ti.(友！我住時沈沒(samsidami)，求時飄浮(nibbuyhami)。友！我如是不住(appatittham)、不努力(anayuham =a-vayamanto)以度瀑流。) 
    四 「不住與不求        度世間執著

         涅槃婆羅門        久久我見知」

    五 彼天神作如是言得大師嘉賞、認證，天神知得大師、認證，敬禮世尊右繞而去。

I,2.

S.1.2.(如何)解脫

▲《雜阿含1268經》，《別譯雜阿含179經》
    一  [爾時世尊]……舍衛城……

    二  時有天神於黎明放其殊勝妙光，徧照祇園。詣世尊之處，詣已，禮敬世尊立於

    一面。

    三  立於一面之天神白世尊：「友！卿知眾生之解脫
、令解脫、遠離耶？」世尊曰：

    「友！我知眾生之解脫，令解脫、遠離。」[天神曰：]「友！卿如何知眾生之解脫、

    令解脫、遠離耶？」

▼.I.3.

  四  [世尊：]有喜之滅盡，亦盡想與識，

         受滅皆寂靜，友我之如是，

         知眾生解脫，令解脫遠離。

S.1.3.引導者

▲《雜阿含1001經》，《別譯雜阿含138經》，S.2.19.
    一  立於一面之天神，於世尊面前，而唱偈曰：

         生導死壽短，導老無庇獲

         觀死此恐怖，齎樂積功德

    二  [世尊：] 生導死壽短，導老無庇獲

         觀死此恐怖，棄欲希寂靜

I,3.

S.1.4.時乃過去(時光流逝)

▲《別譯雜阿含139經》
    一  立於一面之天神，於世尊面前，而唱偈曰：

         時過日夜移，青春棄我等

         觀死此恐怖，齎樂積功德

    二  [世尊：]時過日夜移，青春棄我等

▼.I.4.  觀死此恐怖，棄欲希寂靜

S.1.5.幾何斷

▲《雜阿含1002、1312經》，《別譯雜阿含140、311經》
    一  立於一面之天神，於世尊面前，而唱偈曰：

         幾斷幾何棄，且更修幾何

         超越幾何結，稱度瀑流僧

    二  [世尊：]五斷與五棄
 
        上修五無漏

         超越五種結，稱渡瀑流僧

S.1.6.不眠

▲《雜阿含1003經》，《別譯雜阿含141經》
    一  立於一面之天神，於世尊前，而唱偈曰：

         他醒幾何眠，他眠幾何醒

         染塵依幾何，依幾何得清

    二  [世尊：]他醒於五眠
，他眠於五醒

         染塵依於五
，依五而得清

I,4.       

S.1.7.不了知(法,入異教)

▲《雜阿含579經》，《別譯雜阿含164經》
    一  立於一面之天神，於世尊前，而唱偈曰：

         因法
不了知，引入於異教，

         此人眠不醒，今正彼醒時，

    二  [世尊：]因以了知法，不入於異教，

        彼等正證知，以平行不平。

S.1.8.迷亂(法,入異教)

▲《雜阿含580經》，《別譯雜阿含165經》
    一  立於一面之天神，於世尊前，而唱偈曰：

         以迷於法故，引入於異教，

         深眠彼不醒，今正彼醒時，

    二  [世尊：]因以不迷法，不入於異教，

         彼等正證知，以平行不平。

 S.1.9.慢之欲

▲《雜阿含996經》，《別譯雜阿含133經》
    一  立於一面之天神，於世尊前，而唱偈曰：

▼.I.6.
         欲慢無調順，不靜心無寂，

         獨林住放逸，無越死魔岸，

    二  [世尊：]去慢心寂靜，智慧悉解縛
，

         獨住不放逸，可度死魔岸。

I,5.

S.1.10.住森林

▲《雜阿含995經》，《別譯雜阿含132經》
    一  立於一面之天神，於世尊面前，而唱偈曰：

         住於森林者，寂靜清淨行，

         日唯取一食，如何悅顏色，

    二  [世尊：] 不悲過去事，未來勿憧憬，

         若持身現在，顏色即朗悅，

         憧憬於未來，悲於過去事，

         諸愚之為此，如割綠葦萎。
本句S.1.10.作：“ Atitam  nanusocanti,  nappajappanti  nagatam; Paccuppannena yapenti,  tena  vanno  pasidati”. Anagatappajappaya,  atitassanusocana; Etena  bala  sussanti,  nalova  harito  luto”ti.(不悲過去事，不懇求未來；持續於現在，顏色即明淨；懇求於未來，悲於過去事；諸愚之枯萎，如割綠葦萎(如已被切割的綠蘆葦)。) 參考M.131.Bhaddekarattasuttam：「勿追想過去，勿希望未來。過去已過去，未來還未來。內觀當下法，了了不動搖。今日應熱心，誰知明日死？與死亡大軍，無討價還價。熱心如是住，日夜不懈怠。牟尼聖者說：他是一賢者。」(Atitam nanvagameyya, nappatikavkhe anagatam; Yadatitam pahinam tam, appattabca anagatam.  “Paccuppannabca yo dhammam, tattha tattha vipassati; Asamhiram asamkuppam, tam vidva manubruhaye.  “Ajjeva kiccamatappam , ko jabba maranam suve;  Na hi no savgaram tena, mahasenena maccuna.  “Evam viharim atapim, ahorattamatanditam; Tam ve bhaddekarattoti, santo acikkhate muni.)

     此醞陀南：

         導解脫瀑流，時過斷幾何

         不眠不了知，迷亂與慢欲

         第十謂林住，依此有品名

▲Top回目錄
第二 歡喜園品

 S.1.11.歡喜園

▲《雜阿含576經》，《別譯雜阿含161經》，《增壹阿含31.9經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  於此，世尊以「比丘等！」言諸比丘：「世尊！」彼等諸比丘奉答世尊。世尊如是

    宣說：「諸比丘！昔有屬於三十三天之天神，於歡喜園、為天女群侍隨圍繞，給與五

    欲具足，爾時唱此偈曰：

         享譽三三天，天神之住家，

         如非見此園，不知此快樂，

“Na  te  sukham  pajananti,  ye  na  passanti  nandanam. Avasam  naradevanam,  tidasanam  yasassinan”ti.(不知此快樂，若不見歡喜園；天神之住家，享譽三三天(因為有眾多隨從)。)

  I,6. 三  諸比丘！如是說已，有天神以偈答彼天神曰：

▼.I.8.

         汝為愚癡者，不知如來語，

         諸行實無常，乃是生滅性，

         生者必有滅，寂此正悅樂。


“Na  tvam  bale  pajanasi,  yatha  arahatam vaco; Anicca sabbasavkhara, uppadavayadhammino. Uppajjitva  nirujjhanti,  tesam  vupasamo  sukho”ti.(汝即是愚者，不知羅漢語--一切行無常，乃是生滅法，生者必有滅，寂靜正是樂。)

S.1.12.歡喜

▲《雜阿含1004經》，《別譯雜阿含142經》，cf. 《經集》Sn.33-34
    一  立於一面之天神，於世尊面前，而唱偈曰：

         有子依子喜，牛主依牛喜，

         人喜依四依
，無依即無喜。

    二  [世尊：] 有子依子悲，牛主依牛悲，

         人悲依於依，無依即無悲。

S.1.12.作：“Socati puttehi  puttima, goma gohi  tatheva  socati. Upadhihi narassa socana, na hi so socati yo  nirupadhi”ti.(有子為子憂，有牛為牛憂，執著人之憂，無執著無憂。)
S.1.13.(可愛)無有如子者

▲《雜阿含1006經》，《別譯雜阿含232經》
    一  立於一面之天神，於世尊前，而唱偈曰：

         可愛莫若子，致富莫若牛，

         光明莫若陽，海為最上湖。

    二  [世尊：]可愛莫若己，致富莫若穀，

         光明莫若慧，雨為最上湖。

S.1.14.剎帝利(兩足尊)

《雜阿含1007經》，《別譯雜阿含233經》
    一  [天神：] 剎利兩足尊， 四足牡牛勝，

                妻中貴姓勝1，子中長子勝。
【巴】khattiyo dvipadam settho, balivaddo catuppadam,

kumari settha bhariyanam, yo ca puttanam pubbajo ti. (S.1.2.4； I,p.6)2
【意】兩足動物中剎利種最尊，四足動物中(軛)牛最上；妻子當中少女最優，兒子當中長子最勝。(蔡奇林)

1. 日譯：「妻の中貴姓の姬勝れ」(妻子當中貴族的女孩最殊勝)。原文kumari 指未婚少女、處女，沒有譯文中的「貴姓」之意，「貴姓」是日譯者添上的，但卻轉移了原文中「少女」這一焦點意義。

2. 巴利本出處，由於各相應編輯方式不一，因此出處格式也不統一。本文中第一相應，二三四相應，第五相應，及第十二相應以下，各有不同的出處格式，參文末「引文出處格式說明」第二項以下。

3.「兩足動物」(dvipada)，主要指人類。
    二  [世尊：]正覺兩足尊，良駿四足勝，

               柔順為賢妻，孝順子最勝。

  I,7.       

S.1.15.大林鳴
(寂靜身)

《雜阿含1335經》，《別譯雜阿含355經》，S.9.12.

    一  [天神：]麗日正盛時， 鳥停不飛動，

               以鳴於大林，恐怖以襲我。

    二  [世尊：]麗日正盛時，鳥停不飛動，

               於是大林鳴
，其樂現於我。

【巴】thite majjhantike kale, sannisinnesu pakkhisu,

sanate va maharabbam, tam bhayam patibhati man ti. (S.1.2.5； I,p.7)
【意】正當中午時分，成群的鳥兒停住休息；廣大的森林(沙沙)作響，我感覺到(萬分)恐怖。

     1. 譯文易被誤為鳥兒於大林中鳴叫。

明法比丘：站立於午時，群鳥皆棲息；大森林作響，令我感恐怖。

(森林中有各種聲音，不一定是「沙沙」聲。)
S.1.16.睡眠、懶惰(打呵欠)

▲《雜阿含598經》，《別譯雜阿含175經》
    一  [天神：]沈睡懶欠呿*，飽食氣塞臉

         為是諸人眾
，聖道不顯現

     【巴】nidda tandi vijambhika, arati bhattasammado,etena nappakasati, ariyamaggo idha paninan ti. (S.1.2.6； I,p.7)

【意】昏沉、倦怠、伸懶腰打呵欠 (鬱悶)不樂、吃(太)飽無精打采，

因為這個緣故，這些人聖道不能顯現。

(*欠呿=打呵欠。原文 “vijambhika” 意指「伸懶腰打呵欠」一事，見高明道，〈「頻申欠呿」略考〉。Bhikkhu Bodhi譯作“lazy stretching” (伸懶腰)，見氏著 The Connected Discourses of the Buddha, p.96.)

明法比丘：昏沉、倦怠、打呵欠，不樂、飽食、有睡意，那麼不顯現聖道，不這樣瞭若指掌。vijambhika：【陰】打呵欠，古譯作︰欠呿ㄑㄩ(欠：倦時張口舒氣。呿：張口)。Pani：【陽】手、手掌。

▼.I.10.

    二  [世尊：]睡眠惰欠呿，過食阻塞氣

         精進以拂此，聖道即自清

S.1.17.難為(龜)

▲《雜阿含600經》，《別譯雜阿含174經》
    一  [天神：] 無智沙門行，難為並難忍，

                愚者墮障礙，於此人最多，

                若不制伏心，幾日沙門行，

                思念之為囚，步步當沈溺。

【巴】dukkaram duttitikkhabca, avyattena ca samabbam …

pade pade visideyya, savkappanam vasanugo.  (S.1.2.7；I,p.7)

【意】無智之人對於沙門行*是難以實行、難以忍耐的 ……

若被心思意念所主宰控制，步步都會沉陷。
(*「沙門行」(samabba)，或譯作「沙門法」，指「八正道」，如《相應部．道相應．35經》：“Katamabca bhikkhave samabbam ？ Ayam eva ariyo atthavgiko maggo.”(比丘們！什麼是沙門行呢？就是這聖八支道。) (S V 25,5-6))
    二  [世尊：]如龜以已殼，藏頭尾手足，

               比丘攝意念，無著無害他，

               以離於煩惱
，誰亦不得貶。

【巴】samodaham bhikkhu manovitakke,  anissito abbam ahethayano,

parinibbuto na upavadeyya kabci ti. (S.1.2.7； I,p.7)

【意】比丘收攝意念，沒有執著、不惱害他人，

完全息滅了煩惱(般涅槃)，他不會嫌責任何人。
S.1.18.慚(制止、減少(惡))

▲《雜阿含578經》，《別譯雜阿含163經》
    一  [天神：]誰於此世間，有慚止惡者，

               如鞭影駿馬，彼悟離非難
。

    二  [世尊：]有慚制止惡，常行正念少，

               達苦之邊際，以平行不平。

  I,8.

S.1.19.茅屋(有否)

▲《雜阿含584經》，《別譯雜阿含168經》
    一  [天神：]卿有茅屋否，如何無有巢，

               如何無繼系，如何脫繫縛。

【巴】kacci te kutika natthi, kacci natthi kulavaka,

kacci santanaka natthi, kacci mutto’si bandhana ti. (S.1.2.9； I,p.8)

【意】你是不是沒有茅屋？你是不是沒有巢穴？1
你是不是沒有藤蔓？你是不是解脫了繫縛？

， (1.“kulavaka” 原指「鳥巢」，此處譯作「巢穴」。2. “santanaka” 是從sam + √tan (伸展)派生來的名詞，其動詞為santati (意為「持續、延續」)；此詞在其下的經文中喻指「兒子」。此處譯作「藤蔓」，這是在「延伸、延續」的本意下，搭配周圍語境的「茅屋、鳥巢」等而取的形象喻詞。漢譯文之「繼系」是採自日譯本「繼の系」(延長、延續的線)的譯詞。)
    二  [世尊：]我實無茅屋，於我實無巢，

         我實無繼系，我實脫繫縛。

    三  [天神：]何謂汝茅屋，何謂汝之巢，

         何謂汝繼系，何知汝繫縛。

【巴】kin taham kutikam brumi, kin te brumi kulavakam,
kin te santanakam brumi, kin taham brumi bandhanan ti. (S.1.2.9；I,p.8)

【意】你認為我說的茅屋是什麼？你認為我說的巢穴是什麼？

你認為我說的藤蔓是什麼？你認為我說的繫縛是什麼？
    四  [世尊：]汝以母謂屋，以妻謂巢窟

         言子為繼系，我云渴愛縛

    五  [天神：]善哉卿無屋，善哉無巢窟

         善哉無繼系，善哉卿脫縛

S.1.20.(具壽)三彌提(行乞不享樂)

▲《雜阿含1078經》，《別譯雜阿含17經》
    一  如是我聞，爾時，世尊住王舍城溫泉精舍。

▼.I.12.二  爾時，尊者三彌提，為洗浴身體，黎明即起，來至溫泉。溫泉洗身已，起身著

    一衣，站立以待身乾。

    三  爾時，有天神於夜將曉，以其勝光徧照溫泉林，而往詣尊者處，詣已立於空中，

    以偈告尊者三彌提曰：

        [天神：]比丘不享樂，精進以行乞

         比丘行享樂，享樂勿行乞

         青春盛壯時，勿為徒空費

  I,9.     [尊者：]汝時我不知
         為時無隱顯

         如是之故我，行乞不享樂

         時之以捨我，是即為畏怖

    四  爾時，天神降立於地上，言尊者三彌提曰：

        「比丘！汝具青少年壯，膚美髮黑，摒棄人生最盛期之欲樂而出家。比丘！享樂

    人之五欲！勿捨現實[樂]，勿逐時要之物。」

    五 「友！我捨現實樂，不逐時要物。友！何以故，世尊宣說「時要之欲樂，不安苦

    多，於此有大禍。此[聖]法乃現實，非隔時，得言來看，--可導[涅槃]，智者

    應自證知
。」

    六 「比丘！如何世尊宣說：「時要之欲樂，苦多不安，於此有大禍，此[聖]法是

    現實，非隔時，得言來看，可導[涅槃]，智者應自證知耶？」

    七 「友！我乃出家未久，是新[學]人初參者，不能廣說此法與律，彼世尊，應供，

    正等覺者，今[住]溫泉精舍，此義詣問彼世尊，尚請汝如世尊所說受持。」

    八 「比丘！彼世尊有大威力，為諸天所圍繞、我等不易親近。比丘！汝若以此義詣

    問世尊，我等為聽法應得親近。」

    九  尊者三彌提答其天神：「友！唯諾。」即詣世尊住處，詣已，禮敬世尊坐於一面。

I,10.    坐於一面之尊者三彌提，敬自世尊曰：

    一0  「世尊！我為洗浴身體，黎明即起，去至溫泉。於溫泉洗身已，起身出著一衣，

    站立以待身乾。世尊，爾時有天神、於夜將曉，以其勝光徧照溫泉林，來立於空中，

    以偈語我曰：

         比丘不享樂，精進以行乞

▼.I.14.

         比丘行享樂，享樂勿行乞

         青春盛壯時，勿為徒空費

    一一  世尊！如是言已，我以偈答天神曰：

         汝時我不知，為時無隱顯

         如是之故我，行乞不享樂

         摒捨時之我，是即為恐怖

    一二  世尊！爾時，天神降立於地上，以此言我曰：，

        「比丘！汝具青少年壯，膚美髮黑，勿樂人生最盛期之欲樂而出家。比丘！享樂

    人之欲！勿捨現實[樂]，勿逐時要物。」

    一三  世尊！如是言已，我如是言天神曰：「友！我捨現實[樂]，不逐時要物。友！

    我捨時要物，以逐現實[樂]。友！何以故，世尊宣說：「時要之欲樂，不安苦多，

    於此有大禍。此[聖]法乃現實，不隔時，得言來看，可導[涅槃]，智者應自證知。」

 I,11. 一四  世尊！言已！天神如是言我曰：「比丘！如何世尊宣說：「樂欲是時要之物，

    不安苦多，於此有大禍。此[聖]法是現實、非隔時，得言來看，可導[涅槃]，智

    者應自證知」耶？」

    一五  世尊！如是言已，我語天神曰：「友！我出家未久，是新[學]人初參者，不

    能廣說此法與律，彼世尊，應供，正等覺者，[今]住溫泉精舍，此義詣問彼世尊，

    尚請汝如世尊所說受持。」

    一六  世尊！如是說已，天神語我曰：「比丘！彼世尊有大威力，為諸天所圍繞，我

    等不易親近。比丘！汝若以此義諸問世尊，我等為聽法應得親近。」世尊！其天神之

    語，若為真實，其天神當不遠。」

    一七  如是言已，天神語尊者三彌提曰：「比丘！問！比丘等！問！我來矣！」

    一八  爾時世尊以偈語天神曰：

         知名表面者
，唯執是顯名

         不知名真義，死魔繫縛去

         了知名真義
，不思語說者

         其人不如此，依此人無罪

         如果汝夜叉，知如是人言

▼.I.16.  一九 「不然！世尊，我不知所略說之意義。善哉！世尊，得請說世尊所略說者令我

    能得廣知其義耶！」

I,12.   二0       我勝等或劣，人思依此爭

         此等三種別，若心不動者

         其人無勝劣，如果汝夜叉

         知如是人言

    三一 「不然！世尊，我不知世尊所略說之義。善哉！世尊，得請說世尊所略說者，

    令我能得廣知其義耶！」

    二二，拂思勿行慢
         斷世名色愛

         不動絕結縛，無欲之彼者

         後世於天界，於所有住處

         雖求人天跡，亦無有所得

         如果汝夜叉，知如是人言

    二三 世尊，我如是知世尊廣宣所略說之意義。

         於所有世界，依語與心身

         勿為惡業行，離欲正念心

         無有伴利者，即無受痛苦

         此嗢陀南：

         歡喜園歡喜，無有如子者

         剎利大林鳴，睡眠懶作難

         慚與第九屋，十云三彌提

I,13.

第三 劍 品

S.1.21.依劍((如)矛(刺,如頭燃))

▲《雜阿含586經》，《別譯雜阿含170經》，S.2.16.
    一  舍衛城因緣。

    二  立於一面之天神，於世尊前，唱此偈曰：

        [天神：] 如依劍所觸，猶燃頭髮時

▼.I.18.

        比丘捨欲貪，正念於出家

    三  [世尊：] 猶如觸於劍，猶燃頭髮時

        捨身見比丘，正念於出家

“Sattiya viya omattho, dayhamanova matthake;
 
Kamaragappahanaya, sato bhikkhu paribbaje”ti.
 
“Sattiya viya omattho, dayhamanova matthake;
 
Sakkayaditthippahanaya, sato bhikkhu paribbaje”ti.
猶如劍所刺，猶如頭頂燃，比丘具正念，出家斷欲染。

猶如劍所刺，猶如頭頂燃，比丘具正念，出家斷身見。

S.1.22.觸(犯無觸者)

▲《雜阿含1275經》，《別譯雜阿含273經》，*偈--《法句經》Dhp.v.125.  《經集》Sn.v.662.
    一  [天神：] 不觸者無觸
，觸故應有觸

        故無污惡者，於觸故而觸

    二  [世尊：] 清淨無污惡，以污無垢者

        其惡返愚人，如同於逆風

        撒布微細塵

S.1.23.(內外之)纏縺

▲《雜阿含599經》，《別譯雜阿含173經》
    一  [天神：]  內外之纏縺，人人纏纏縺

        奉敬向瞿曇，誰離此纏縺

    二  [世尊：] 住戒智慧人，修心及智慧

        熱誠慎比丘，彼離此纏縺

        遠離貪與瞋，乃至於無明

        漏盡阿羅漢，解脫此纏縺

        消滅名與色，障想及色想

        無所殘餘者，此總斷纏縺

 I,14.

 S.1.24.(從哪裡)制止心(,從那裡心不苦)

▲《雜阿含1281經》，《別譯雜阿含279經》
    一  [天神：] 心所制止者，不行心苦事
        若總制止心，心脫一切苦

    二  [世尊：] 非總制止心，非制自制心

        正於起惡處，應制此之心

“Yato  yato  mano  nivaraye,  na  dukkhameti  nam  tato  tato.從哪裡心制止，從那裡心不苦。

S.1.25.阿羅漢(依慣例說‘我’)

▲《雜阿含581經》，《別譯雜阿含166經》
    一  [天神：] 完了應所為，漏盡最後身

        阿羅漢比丘，猶言如我語

        人人語我物
，應如是言乎

    二  [世尊：] 完了應所為，漏盡最後身

▼.I.20.

        阿羅漢比丘，猶言如我語

        人人語我物，雖然如是言

        世稱巧知者，唯依慣例稱

    三  [天神：] 完了應所為，漏盡最後身

        阿羅漢比丘，彼依於我慢

        猶言如我語，人人語我物

    四  [世尊：] 皆捨我慢鎖，盡除不存在

        超謬想賢者
，猶言如我語

 I,15.    人人語我物，此世巧稱呼

        唯依慣例稱

S.1.26.(世有多少)光明

▲《雜阿含1310經》，《別譯雜阿含309經》，S.2.4.
    一  [天神：] 世有幾何光，普照此世間

        我等問世尊，如何可得知

    二  [世尊：] 世有四種光，此無第五光

        於晝太陽光，於夜月普照

        時有日夜火，彼此皆遍照

        正覺最勝火，此為無上光

S.1.27.流
(何處不流)

▲《雜阿含601經》，《別譯雜阿含176經》
    一  [天神：] 流何處不流，渦於何處止

        名色何處滅，無有餘殘留

    二  [世尊：] 地水與火風，四大之滅處

        由此流不流
，於此止渦流

        於此滅名色，無有餘殘留

 S.1.28.大富(互相覬覦,貪得無厭)

▲《雜阿含589經》，《別譯雜阿含183經》
    一 
 [天神：] 有大富大財，領國剎帝利

        勿飽於愛欲，互為貪嫉妒

        此等嫉妒性，隨有流中流

        誰於世無嫉，以捨貪渴愛

▼.I.22.

    二  [世尊：] 捨家以出家，財子可愛捨

        以捨貪與瞋，以及離無明

        漏盡阿羅漢，彼等於此世

        成為無嫉者

I,16.

S.1.29.四輪(九門,不淨)

▲《雜阿含588經》，《別譯雜阿含172經》，S.2.28.
    一  [天神：] 四輪
九門孔
       污穢滿貪欲

        乃是不淨性        大雄從如何

        有此之出口

    二  [世尊：] 以斷惡欲貪，乃至繩與綱

        拔除渴愛根，如是有出口

Catucakkanti catu-iriyapatham. Iriyapatho hi idha cakkanti adhippeto.  Navadvaranti navahi vanamukhehi navadvaram. 四輪：四威儀路；‘威儀路’在此是輪的意謂。九門：九個瘡口（兩眼、兩耳、兩鼻孔、口、大小便道。）

S.1.30.麋鹿之縛(羚羊(悠悠不因欲望分心))

▲《雜阿含602經》，《別譯雜阿含177經》
    一  [天神：] 如麋鹿之縛，悠悠而柔順

        食少不貪味，猶如獅子象

        雄雄之獨行，不欲於愛欲

        我等來請問，脫苦應如何

    二  [世尊：]  世間有五欲
，意示為第六

        於此離欲愛，如是苦解脫

        此嗢陀南：

        依劍之所觸，制止心纏縺

        阿羅漢光明，流乃至大富

        第九於四輪，麋鹿縛第十

第四  沙睹羅巴天群品

S.1.31.與善人為伴

▲《雜阿含1287經》，《別譯雜阿含285經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，甚多沙睹羅巴天群、其勝光徧照祇園。於黎明往詣世尊處，詣已禮敬世

▼.I.24.    尊，立於一面。

 I,17. 三  立於一面之一天神，於世尊前，而唱此偈曰：

        唯與善人坐，唯與善人交

“Sabbhireva samasetha, sabbhi kubbetha santhavam;唯與品德高尚的人結交 (唯)與品德高尚的人相識。

        知善人
正法
      為善不為惡

    四  爾時，其他天神，於世尊前，亦唱此偈曰：．

        唯與善人坐，唯與善人交

        知善之正法，依他不能得

        而得之智慧

    五  爾時，其他之天神，於世尊前，亦唱此偈曰：

        唯與善人坐，唯與善人交

        知善之正法，悲中無有悲

    六  爾時，其他之天神，於世尊前，亦唱此偈曰：

        唯與善人坐，唯與善人交

        知善之正法，輝耀親族中

    七  爾時，其他之天神，於世尊前，亦唱此偈曰：．

        唯與善人坐，唯與善人交

        知善之正法，人人行善趣

    八  爾時，其他之天神，於世尊前，亦唱此偈曰：

        唯與善人坐，唯與善人交

        知善之正法，人人有幸福

    九  爾時，其他之天神，以此向世尊曰：「世尊！誰之[偈]為善說耶？」[世尊曰：]

    依汝等各各之善說。然則，亦聞我偈：

 I,18.   唯與善人坐，唯與善人交

        知善之正法，當脫一切苦

S.1.32.(依)慳貪(放逸)

▲《雜阿含1288經》，《別譯雜阿含286經》
    一  爾時世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時甚多沙睹羅巴天神等，其勝光徧照祇園。於黎明往詣世尊處，詣已禮敬世

    尊，立於一面。

▼.I.26.

    三  立於一面之一天神，於世尊前，唱此偈曰：．

        依慳貪放逸，如是不布施

        因明知其果，由欲功德者

        而行於布施

    四  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此偈曰：．

        慳貪畏布施，畏彼不施與

        慳貪所恐怖，乃是飢與渴

        愚人此世後，必然以觸此

        是故滅慳貪
，布施勝垢穢

        功德實人人，後世之淺渡

    五  爾時，其他之天神，於世尊前唱此偈曰：

        善導曠野旅，分與貧困者

        滅中有不滅，此為永久法

        有人與貧困，或人富不與

        施與貧困者，功德計千倍

 I,19. 六  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此偈曰：．

        難與而與之，難為而為者

        不善人難憒，從善人法難

        是故善與惡，後世趣所具

        惡人行地獄，善人趣天堂

    七  爾時，其他之天神，以此向世尊曰：「世尊！誰之偈為善說耶？」[世尊曰：]

    依汝等各各皆善說，然則，以聞我偈：

        雖以拾落穗，為生與養妻

        貧困以行施，是行善業法

        雖千之供犧，百千之供犧

        斯施猶不值，十六分之一

    八  爾時，其他之天神，向世尊說此偈曰：

        如何豐供犧，不值於正施

▼.I.28.

        千之供犧者，百千之供犧

        此犧何不值，十六分之一

    九  爾時，世尊以偈語其天神曰：

        或人之錯誤，立施於三業

        傷殺又惱施，淚污殺害施

        不值於正施，雖此千供犧

        百千之供犧，斯施猶不值

        十六分之一

 I,20.

S.1.33.善哉(布施)

    一  [爾時世尊]住舍衛城……

    二  爾時，沙睹羅巴天神等，其勝光徧照祇園。黎明往詣世尊住處。詣已禮敬世尊，

    立於一面。

    三  立於一面之天神，於世尊前，唱此歡喜偈曰：

        友!善哉布施，慳貪與放逸

        如是不行施，由知以明果

        欲為功德者，而行於布施

    四  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此歡喜偈
曰：

        善哉行布施，善哉貧困施

        或人貧亦施，或富不好施

        貧困之施與，功德計千倍

    五  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此歡喜偈曰：

        善哉行布施，貧困施善哉

        依信施亦善，布施戰同謂

        如少數善人，以勝於多數

        若貧依信施，利他人安樂

    六  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此歡喜偈曰：

        友善哉布施，貧困施善哉

I,21.     依信施亦善，如法施亦善

▼.I.30.   精進於如法，以得布施者

        以越夜摩界，衛多羅尼川

        而往於天界

    七  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此歡喜偈曰：．

        善哉行布施，貧困施善哉

        依信施亦善，如法施亦善

        辨別施亦善
         辨別之施者

        善逝所讚歎，此世值供養

        行施有大果，猶善田蒔種

    八  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此歡喜偈曰：，

        善哉行布施，貧困施亦善

        依信施亦善，如法施亦善

        辨別施亦善，自制於有生

        不害有生者，善哉求生活

        懼人之責難，以致不為惡

        如是讚懼者，責不懼勇者

        善人懼責難，以不為惡事

    九  爾時，其他之天神，以此向世尊曰：「世尊！誰之偈為善說耶？」[世尊曰：]

    依汝等各各皆善說，然則，且聞我[歡喜偈：]

I,22.     依信之布施，被受種種譽

        法句
施尤勝         其以前之世

        過去世善人，有智慧諸人

        皆行於涅槃

S.1.34.非然

▲《雜阿含1286經》，《別譯雜阿含284經》，*1偈--A.6.63.；*2偈--《法句經》Dhp.v.221.
    一  爾時，世尊，住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，甚多沙睹羅巴天神等，其勝光徧照祇園、於黎明往詣世尊住處。詣已禮

    敬世尊，立於一面，

    三  立於一面之天神，於世尊前，唱此偈曰：

▼.I.32.  人人中愛欲，乃非是常住

        於此有愛樂，人人被繫縛

        於此以放逸，而無作歸來

        人人死魔領，如是不歸來

        禍從欲望生，苦惱從欲生

        以調伏欲望，是則禍調伏

        若已調伏禍
，則調伏苦惱

        世之諸對象，乃非是愛欲

        於貪之思念
，此人之愛欲

        於世諸對象，依舊猶留存

        於此之賢者，乃調伏欲望

        離忿及捨慢，超越一切縛

        不執著名色，斯人無何物

        亦無陷入苦，除念不行慢

        於此斷名色，乃至於渴愛

        斷結離煩惱，乃至無欲心

        斯人此世後，於人與天界

        及一切住處，無須求其跡

    四 (尊者摩加拉奢如是問：
)

        此世及後世，若天與人共

        不見解脫人，以敬仰禮拜

        拜無上利行
         亦讚彼等否

    五 (世尊呼摩加拉奢尊者，而予回答：)

        比丘若禮拜，如是解脫人

        亦應讚彼等，若知法離疑

        比丘彼等亦，超越結縛人

S.1.35.嫌責天
(自己現這樣,實際是別樣)

▲《雜阿含1277經》，《別譯雜阿含275經》
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

▼.I.34.二  爾時，甚多嫌責天神等，其勝光徧照祇園，於黎明往詣世尊住處，詣已，立於

    空中。

 I,24. 三  立於空中之一天神，於世尊前，唱此偈曰：

        非如有自己，異而誇示人

Abbatha  santamattanam,  abbatha yo pavedaye(自己現這樣,實際是別樣)

        如賭博詐術，其人所受用

        皆依於偷盜，以語之所行

        勿語虛無為，雖語不為者

        賢者以知此

    四  [世尊：] 唯語此道跡，只是於聽聞

        不能隨之行，此道跡堅固

        賢者依道跡，以修於禪定

        解脫魔之縛，賢者知世法

        如不云不作，賢者依智慧

        而入於涅槃，以度世執著

    五  爾時，彼天神等，下來立於地上，頭面頂禮世尊足，向世尊言：「世尊！是我

    等之罪、是我等之過。恰如愚者、迷者不善者，我等想：可如是責難世尊否？願

    世尊饒恕我等之罪，為未來不[再]犯。」

    六  時，世尊微笑。

    七  時，彼天神等，更怒而昇空。

    八  一天神於世尊前，唱此偈曰：

        我等以謝罪，而不受饒恕

        內蓄恚怒重，其人更結怨

        若無有罪過，豈有此過失

        怨恚若不靜，於此何有善

        誰無有罪過，誰無有過失

        誰不隨失念，誰賢常正念

I,25. 九  [世尊：] 憐愍諸有情，於如來覺者

        無有諸罪過，亦無有過失

▼.I.36.   失念佛不墮，彼賢常正念

        雖然以謝罪，不得受寬恕

        內蓄恚怒重，其人更結怨

        若我不喜恚，即納汝罪過

S.1.36.信(為伴侶)

▲《雜阿含1286經》，《別譯雜阿含284經》
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，甚多沙睹羅巴天神等，其勝光徧照祇園，黎明往詣世尊處。詣已，禮敬

    世尊，立於一面。

    三  立於一面之一天神，於世尊前，喝此偈曰：

        信仰人之侶
，若人不無信

        而在於此世，有譽及稱讚

        死後生天界

    四  [天神：]  捨慢離忿恨，超越一切縛

        不執名色者，無何所結縛

        魯鈍無智慧，人人耽放逸

S.1.36.：
“Pamadamanuyubjanti  bala  dummedhino  jana;
( 諸愚隨致力放逸，此諸人是惡慧…修禪不放逸，已達最上樂) 致力：即努力、精進(DhA.v.23.：yubjatiti ghatati vayamati.)
        如護最勝富，賢守不放逸

        莫耽於放逸，莫交愛欲樂

        禪思不放逸，以達最勝樂

 I,26.

 S.1.37.會

▲《雜阿含1192經》，《別譯雜阿含105經》，D.20. Mahasamayasuttam大會經
    一  如是我聞。爾時，世尊與諸阿羅漢之五百比丘，共住於釋迦族迦毘羅城之大林。

    十世界之多數諸天，亦為謁見世尊及比丘眾而會集。

    二  爾時，四淨居之諸天如是思念：[今]世尊與諸阿羅漢之五百比丘共住於釋迦

    族迦毘羅城之大林，十世界之多數諸天，為謁見世尊及比丘眾而會集。我等亦詣世

    尊之處。詣已，於世尊前，各唱其偈。

    三  如是彼等諸天，恰如有力人之伸屈臂腕，屈伸臂腕，如是沒於淨居天，現於世

    尊處。

    四  爾時，彼等諸天，禮敬世尊，立於一面，立於一面之一天神，於世尊前唱偈曰：

        林中大集會，天眾共會集

▼.I.38.

        見無敗僧伽，我等亦來赴

        此法之集會

    五  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此偈曰：

        於此比丘等，自心靜且直

        如御執手綱*，賢者守諸根

(*「手綱」rasmi，韁繩)

I,27. 六  爾時，其他之天神，於世尊前，唱此偈曰：

        割柱碎閂銓
         除柵離貪欲

        有眼者清淨，不污於遊行

        善調若幼象

    七  爾時，其他之天神，唱此偈曰：

        誰歸命於佛，不墮於惡趣

        此人以捨身，應滿於天集

S.1.38.岩石破片(世尊傷足)

▲《雜阿含1289經》，《別譯雜阿含287經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城摩達屈支之鹿野苑。

    二  爾時，世尊之足，為岩石破片所傷。世尊甚感痛楚
；身之所受非常強烈，心中

    頗有不快。世尊以正心正念之忍耐，而不為之所惱。

    三  時，世尊將僧伽梨疊為四重，正心正念，兩足相疊，以作右脅師子臥。

    四  時，七百沙睹羅巴天神等，夜中往詣世尊處，其勝光徧照摩達屈支。詣已，禮

    敬世尊，立於一面。

    五  立於一面之一天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

I,28.    「沙門瞿曇實是龍象
。不為所生起之強烈苦痛，不愉之身苦所惱，正心正念

    得堪忍，是為依其龍象之性。」

    六  時，其他之天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

        「沙門瞿曇實是師子，不為所生起之強烈苦痛，不愉之身苦所惱，正心正念得

    堪忍，是依其師子之性。」

    七  時，其他之天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

        「沙門瞿曇實是良駿。不為所生起之強烈苦痛，不愉之身苦所惱，正心正念得

    堪忍，是依其良駿之性。」

▼.I.40.八  時，其他之天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

        「沙門瞿曇實是牡牛，不為所生起之強烈苦痛，不愉之身苦所惱，正心正念得

    堪忍，是依其牡牛之性。」

    九  時，其他之天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

        「沙門瞿曇實是忍耐強牛，不為所生起之強烈苦痛，不愉之身苦所惱，正心正

    念得堪忍，是依其忍耐強牛之性。」

    一0  時，其他之天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

        「沙門瞿曇是調馴，不為所生起之強烈苦痛，不愉之身苦所惱，正心正念得堪

    忍，是依此調馴之性。」

    一一  時，其他之天神，於世尊前，發此歡喜語曰：

        「善修三昧與見解脫心，不躍上，不沈下，於有行
發而非抑。其行制伏煩惱

    ，如是人中之龍象，人中之師子，人中之良駿，人中之牡牛，人中之忍耐強牛，

    人中之調馴者，有人若想侵害是人中之調順者，彼何以非無智耶？」

I,29.    人於百歲間
         學習五吠陀

        精修嚴苦行，婆羅門行人

        彼等之心行，乃非正解脫

        彼等其性劣，不得達彼岸

        渴愛之所囚，禁戒之所縛

        百年雖強烈，以修嚴苦行

        彼等之心行，乃非正解脫

        彼等其性劣，不得達彼岸

        於此不調馴，憍慢與愛欲

        不使心靜者，不得有寂默

        雖獨住森林，亦行於放逸

        於死魔領域，不得度彼岸

        以捨憍慢行，令心善寂靜

        諸行皆清淨，由是得解脫

        單獨住森林，不行於放逸

▼.I.42.  渡脫死魔域，可到達彼岸

S.1.39.雲天公主(：謗聖法墮叫喚地獄)(1)

▲《雜阿含1274經》，《別譯雜阿含272經》
    一  如是我聞，爾時，世尊住毘舍離之大重閣講堂。

    二  時，雲天之紅蓮公主，其勝光徧照大林。於黎明往詣世尊處，詣已，禮敬世尊，

    立於一面。

    三  立於一面彼雲天之紅蓮公主，於世尊前，唱此偈曰：

        住毘舍離林，眾生之上首

I,30.    無上正覺者，我雲天公主

        紅蓮恭禮奉，有眼者之證

        此法我先聞，我今眼當知

        善逝牟尼說，不論任何人

        以謗此聖法，閑蕩之愚人

        墮叫喚地獄，長劫受痛苦

        不論任何者，寂靜與忍辱

        近此聖法人，以捨此身時

        應滿天之集

S.1.40.雲天公主(不作諸惡)(2)

▲《雜阿含1273經》，《別譯雜阿含271經》
    一  如是我聞，爾時，世尊住毘舍離之大林重閣講堂。

    二  時，雲天公主小紅蓮
，於黎明時其勝光徧照大林。詣世尊處，詣已，禮敬世

        尊，立於一面。

    三  立於一面之雲天公主小紅蓮，於世尊前，唱此偈曰：

        色鮮之電光，我雲天公主

        紅蓮來至此，禮敬佛與法

        奉說有益偈，如此之聖法

I,31.     種種之方法，雖以如何多

        於分別而說，只要我有心

        略說此意義，即使身口意

        而在於此世，不作一切惡

▼.I.44.  以離於愛欲，於正心正念

        不受無利益，之一切苦惱

，此嗢陀南：

        與善人相處，慳貪與善哉

        否則嫌責天，信會岩破片

        以及雙雲天，紅蓮之公主

第五 燃燒品

S.1.41.正在燒(布施搬出)

    一  如是我聞，爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，有天神於黎明時，其勝光徧照祇園，往詣世尊處。詣已，禮敬世尊立於一

        面。

    三  立於一面之天神、於世尊前，唱此偈曰：

    四，由火燄燃家，搬出諸物品

        惟只於此家，是善不為燒

        如是於此世，老死火熾燒

        布施而搬出，施者為搬出

        施乃得樂果，不施無此果

I,32.    依盜王者奪，被火燒消滅

        如是富此身，死時無不捨

        賢者以知此，享富且善施

        從力用且施，行天無難責

S.1.42.以與何

▲《雜阿含998經》，《別譯雜阿含135經》
    一  [天神：] 與何與力耶，與何美貌耶

        與何安樂耶，與何與眼耶

        與何一切耶，問之對我說

▼.I.46.二  [世尊：] 與食物與力，與衣與美貌

        與車乘與樂，與燈明與眼

        與住處人者，是為與一切

        教與正法者，是與不死人

S.1.43.食(為樂)

▲《雜阿含999經》，《別譯雜阿含136經》，S.2.23.
    一  [天神：] 不論天及人，皆以食為樂

        時有不喜食，夜叉實何者

    二  [世尊：] 以信清淨心，行施食之人

        此世及後世，皆可得其食

        是故調伏慳，善施克眼垢

        功德即人人，後世航渡頭

S.1.44.一根(是無明)

    一  [天神：] 僅此有一根無明       亦復有二面斷常

        亦有三種垢三毒       復有五地場五欲

， [其本]十二渦(十二處)、大海(不滿足)

        有地窖地獄聖者得超越。

I,33.

S.1.45.完人(見到深奧)

    一  [天神：] 其名無有缺，而於見秘義

        若以施智慧，不著愛欲家

        知一切賢者，以行於聖道

        即得見大聖

S.1.46.天女(眾圍遶,如服侍毘舍脂眾)

▲《雜阿含587經》，《別譯雜阿含171經》
    一  [天神：] 天女所侍者，如事吸血鬼

        此名愚癡林，如何得出口

    二  [世尊：]  此道稱真直，此地稱無怖

        車稱無轢聲，具足斯法輪

        慚為依靠臺，正念是帷帳

        以法我稱御，正見是先行

▼.I.48.   如是乘車人，是女或是男

        依於此車乘，到達於涅槃

S.1.47.植林

▲《雜阿含997經》，《別譯雜阿含134經》
    一  [天神：] 任何人功德，日夜常增長

        具戒止住法，誰亦往天界

    二  [世尊：] 植園以植林，以是作橋梁

        以掘飲水井，作水小屋者

        其人之功德，日夜必增長

        法住戒具足，是人行天界

S.1.48.祇園(聖僧住處)

▲《雜阿含593經》，《別譯雜阿含187經》，S.2.20.  M.143. Anathapindikovadasuttam 教給孤獨經
    一  [天神：] 此乃彼祇園，聖僧伽住處

I,34.     法王請住此，思之我生喜

        善意智明戒
        法定及正命

依此人清淨，又依氏姓富

非得於清淨，是故賢智者

(“Kammam  vijja  ca  dhammo  ca,  silam  jivitamuttamam； 

 
Etena  macca  sujjhanti,  na  gottena  dhanena  va.
Vism.3.作：業與明及正法，戒與最上活命，人依此等清淨，不由姓與財淨。
《中部》M.143./III,262；《相應部》S.1.48./I,34.；S.2.20./I,55.；《雜阿含》593經（大正2.158c）。)
        以思自己利，並思擇正法

        如是其清淨，依於戒智慧

        乃至於寂靜，猶如舍利弗

        比丘到彼岸，應當是最勝

S.1.49.慳貪(生地獄.畜生.夜摩.貧窮家)

    一  [天神：] 此世有慳貪，吝嗇不與施

        詈退求乞者，雖是他人施

        亦為阻礙者，其人此世後

        結果應如何，來此問世尊

        我等於如何，應以知此耶

    二  [世尊：] 此世有慳貪，吝嗇不與施

        詈退求乞者，雖是他人與

        亦為阻礙者，此人人乃生

▼.I.50.  於地獄畜生，夜摩之世界

        雖即來人界，當生貧窮家

        於此難獲得，衣食遊享樂

        彼等愚人望，難獲浮世樂

        此世有此果，未來墮惡道

    三  [天神：] 我等知是說，更另問瞿曇

        此世得人身，慈深離慳貪

        歡喜信世尊，深敬法與僧

        此人此世後，結果有如何

        今來問世尊，我等應何知

    四  [世尊：] 此世得人身，慈深離慳貪

        歡喜信世尊，深敬法與僧

I,35.     此諸人之生，光輝徧天界

        若使來人間，當生富貴家

        於此則易獲，衣食遊享樂

        未來他所蓄
，自由樂享用

        此世有此果，未來生天界

S.1.50.陶師
(:七比丘生無煩天)

▲《雜阿含595經》，《別譯雜阿含189經》，S.2.24.
    一  [陶師：] 比丘解脫有七人       而上生達無煩天

                欲貪瞋恚滅無餘       並超世間之愛著

    二  [世尊：] 難超死魔之領域       誰是超越泥地者

                此世捨此人身後       亦離天軛者是誰
？

三 [陶師：] 優波迦.波羅犍陀       弗久左底為第三

               跋提耶.犍陀提婆       婆睺羅祇.頻祇耶

               此等諸人捨人身       亦是離於天軛人

    四  [世尊：] 逃惡魔係蹄，言之何微妙

                彼等知誰法，斷除有結縛

▼.I.52.五 [陶師：] 無外世尊法，無外世尊教

                 彼等知其法，斷除有結縛

                 於此名與色，滅盡無有餘

                 此世知其法，彼斷有結縛

    六  [世尊：] 知難復悟難，汝言深奧語

                汝知何人法，以語如是言

    七  [陶師：] 昔世我陶師，於耶發鄰加

I,36.             街村作陶壺，以事父與母

                迦葉如來世，乃為優婆塞

                遠離於淫欲，無欲修梵行

                我本同鄉者，前為卿之友

                然而我正是，解脫七比丘

                貪瞋滅無餘，知超世愛者

    八  [世尊：] 跋伽婆如汝，所語有如是

                汝前為陶師，於耶發鄰加

                街村作陶壺，遠離於淫欲

                無欲修梵行，我乃同鄉者

                以前實我友

    九         積此高修習，最後身二人

               邂逅昔故友，真實乃如是

        此嗢陀南

        燃燒及與何，一根及完人

        天女植林園，慳貪是陶師

第六 老品

S.1.51.老(來善何物)

▲《雜阿含1015經》，《別譯雜阿含242經》
▼.I.54.一  [天神：] 老時善何物，何者善安住

                  何者為人寶，何者盜不奪

    二  [世尊：] 老時戒最善，信仰善住處

                智慧乃人寶，功德盜不奪

S.1.52.依不老

▲《雜阿含1291經》，《別譯雜阿含289經》
    一  [天神：] 何物不老善，何者善基礎

        何者為人寶，何者盜不搬

I,37. 二  [世尊：] 戒善老平安，信仰善基礎

        智慧乃人寶，功德盜不搬

S.1.53.(何為旅人)友

▲《雜阿含1000經》，《別譯雜阿含137經》
    一  [天神：] 何為旅人友，何為自家友

        何為肇事友，何為未來友

    二  [世尊：] 商主遊人友，母為自家友

        朋友事起時，屢次皆為友

        自作功德者，乃為未來友

S.1.54.(何者人)宅地
▲《雜阿含1005經》，《別譯雜阿含231經》
    一  [天神：] 何者人支持，此世最上友

         生物依大地，何精以育此

    二  [世尊：] 子乃人支持，妻為最上友

        生物依大地，雨精以育此

S.1.55.(何物人)生因(1)

▲《雜阿含1018經》，《別譯雜阿含245經》
    一  [天神：] 何物以生人，人何奔迴走

        何者墮輪迴，何者人大畏

    一  [世尊：] 渴愛以生人，人心奔迴走

        眾生墮輪迴，苦惱人最畏

S.1.56.(何物人)生因(2)

▲《雜阿含1016經》，《別譯雜阿含243經》
    一  [天神：] 何物以生人，人何奔迴走

        何者墮輪迴，依何不解脫

▼.I.56.

    二  [世尊：] 渴愛以生人，人心奔迴走

        眾生墮輪迴，依苦不解脫

I,38.

S.1.57.生因(3)

▲《雜阿含1017經》，《別譯雜阿含244經》
    一  [天神：] 何物以生人，人何奔迴走

        何者墮輪迴，何者人依怙

    二  [世尊：] 渴愛以生人，人心奔迴走

         眾生墮輪迴，業為人依怙

S.1.58.(何者為)非道

▲《雜阿含1019經》，《別譯雜阿含246經》
    一  [天神：]  何者謂非道，何者盡日夜

        何為梵行垢，無水何沐浴

    二  [世尊：] 貪欲謂非道，青春盡日夜

        女為梵行垢，於此人執著

        苦行與梵行，為無水沐浴

S.1.59.(何者老來)伴

▲《雜阿含1014經》，《別譯雜阿含241經》
    一  [天神：] 何老為人伴，又以何教人

        又愛樂何物，人脫眾苦惱

    二  [世尊：] 信為人之伴，智慧以教人

        愛樂涅樂者，人脫眾苦惱

S.1.60.詩人(浸淫於偈頌)

▲《雜阿含1021經》，《別譯雜阿含248經》
    一  [天神：] 何物偈頌因，何為其標記

        偈頌依何物，何物偈住家

    二  [世尊：] 韻為偈頌因，文字其標記

        偈頌依題名，詩人此住家

        此嗢陀南

        依老不老友，支持三生因

        非道以及伴，此依詩人滿

▼.I.58.   I,39.   

第七勝品

S.1.61.名(為勝一切)

▲《雜阿含1020經》，《別譯雜阿含247經》
    一  [天神：] 何者勝一切
        無有勝此者

        以何之一法，一切所從屬

    二  [世尊：] 名為勝一切，無有勝名者

        以名之一法，一切所從屬

S.1.62.(依)心(導世間)

▲《雜阿含1009經》，《別譯雜阿含236經》，《增支部》A.4.186. Ummagga(導管)，《中阿含172經》心經(前分)，

《佛說意經》(大1.901下)
    一  [天神：] 世間依何導，依何物所惱

        以何之一法，一切所從屬

    二  [世尊：] 世間依心導，依心之所惱

        以心之一法，一切所從屬

S.1.63.渴愛(導世間)

        世間依何導，依何物所惱

        以何之一法，一切所從屬

    二  [世尊：] 世間依愛導，依渴愛所惱

        渴愛之一法，一切所從屬

S.1.64.(何物世間)結

▲《雜阿含1010經》，《別譯雜阿含237經》
    一  [天神：] 世間依何縛，世步是何物

        離卻何物者，是名為涅槃

    二  [世尊：] 世間依喜縛，尋求世步腳

        離卻愛欲者，是名為涅槃

S.1.65.(何物世間)縛

    一  [天神：] 世依何物縛，世步是何物

        離卻何物者，是斷一切縛

 I,40. 二  [世尊：] 世間依喜縛，尋求世腳步

        離卻渴愛者，是斷一切縛

S.1.66.窘迫

    一  [天神：] 世何所窘迫，依何為覆蓋

▼.I.60.

        為鎗之所貫，依何常灼燻

    二  [世尊：]  世間死窘迫，依老為覆蓋

        依愛投鎗串，依欲常灼燻

S.1.67.(以何物世間)為繼
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    一  [天神：] 世間依何繼，依何為覆蓋

        世間何禁閉，何物上安立

    二  [世尊：] 世依渴愛繼，依衰老為覆

        為死所禁閉，世立苦惱上

S.1.68.(以何物世間)禁閉

▲《雜阿含1011經》，《別譯雜阿含238經》
    一  [天神：] 世為何禁閉，安立何物上

        世間依何繼，依何為覆蓋

    二  [世尊：] 世為死閉禁，世立苦惱上

        世依渴愛繼，依衰老為覆

S.1.69.(以何物世間)欲望

    一  [天神：] 世依何所縛，依何伏解脫

        依離卻何物，以斷一切縛

    二  [世尊：] 世依欲望縛，伏欲得解脫

        依離於欲望，以斷一切縛

I,41.

S.1.70.(以何物生)世間

▲《雜阿含1008經》，《別譯雜阿含234-235經》，S.1.74.
    一  [天神：] 何生世間生
        和合何物上

        世間依
何物      依何世間苦

    二  [世尊：] 六
生世間生        和合於六上

        依六而執著        於六世間苦

        此嗢陀南

        名心與渴愛，是為結與縛

        窘迫繼禁閉，欲世等為十

▼.I.62. 

第八 斷品

S.1.71.殺(忿樂寢臥)

▲《雜阿含1285經》，《別譯雜阿含283經》，S.11.21.
    一  立於一面之天神，以偈向世尊曰：

        殺何樂寢臥，殺何而不悲

        殺害何一法，瞿曇卿稱讚

    二  [世尊：] 殺忿樂寢臥，殺忿為不悲

        諸天以毒根，而為最上蜜

        聖讚忿殺害，殺而不悲傷

S.1.72.(何物)車(標誌)

▲《雜阿含1022經》，《別譯雜阿含249經》
    一  [天神：] 何物車相標，何為火相標

        何為王相標，何為婦相標

I,42. 二  [世尊：] 幡乃車相標，煙乃火相標

        王乃國相標，夫乃婦相標

S.1.73.富

▲《雜阿含1013經》，《別譯雜阿含240經》
    一  [天神：]  人於此世間，何為最勝富

        善修何種事，能帶來安樂

        何物之果實，其味為最上

        如何之生活，為生活最勝

    二  [世尊：]  信在此世間，乃人最勝富

        若修諸善法，帶來安與樂

        真實乃果實，是最上美味

        智慧之生活，謂生活最勝

S.1.74.雨(乃降最上)

▲《雜阿含1008經》，《別譯雜阿含234-235經》，S.1.70.
    一  [天神：] 何物生最上         何物降最上

        運步何最上        語者何最上

    二  [他神：] 種子生最上
        雨乃降最上

        牝牛步最上        子語中最勝

 ▼.I.64.

    三  [世尊：] 明
乃生最上       無明降最上

        僧伽步為最       佛陀語為最

S.1.75.(信.柔.辨.慷慨,不)恐怖
▲《雜阿含596經》，《別譯雜阿含181經》，S.2.17.
    一  [天神：] 道實種種說，何多恐此世

        具大智慧者，瞿曇我請問

        以立於何者，人不恐此世

    二  [世尊：] 正確語與意，以身不為惡

        若於富裕家
        有信.有柔和

        善辨.仁慈深，立此之四法

        此世不恐怖

I,43.

S.1.76.(何老何)不老

    一  [天神：] 何老何不老，何者云非道

        何者障礙法，何者盡日夜

        何者穢梵行，何者無水浴

        世有幾多穴，心意不停滯

        我等來問佛，我等以何知

    二  [世尊：] 色體乃衰老，人姓氏不老

        貪欲云非道，慳貪障礙法

        青春盡日夜，女人穢梵行

        人人執著此

        苦行與梵行，乃無水沐浴

        世有六孔穴，心不得滯此

        懶惰與放逸，不勤不抑制

        耽睡眠怠慢，應離此一切

S.1.77.(自在為世間)主

▲《雜阿含1292經》，《別譯雜阿含290經》
    一  [天神：] 何為世間主，何為最上器

        何為劍之銹，此世何作獄

        何物拒持離，何者好持離

▼.I.66.  何者屢屢來，賢者得歡喜

    二  [世尊：] 勢力世間主，女人最上器

        忿為世劍銹，盜賊於此世

        以作苦地獄，盜賊拒持離

        沙門好持離，沙門屢屢來

        賢者乃歡喜

I,44.

S.1.78.(何者不與)欲愛

    一  [天神：]  追求利益者，以何不得與

        人何不施捨，應放何之善

        不應放何惡

    二  [世尊：] 人追求利益，不以與自己

        自己不施捨，應放善良語

        不得放惡語

S.1.79.食糧

▲《雜阿含1292經》，《別譯雜阿含290經》
    一  [天神：] 何者包粒食，何為富住家

        何者令人苦，何者世難捨

        猶如鳥縛蹄，凡人何物縛

    二  [世尊：] 信仰包糧食，吉祥富住家

        欲望令人苦，世捨欲望難

        猶如縛蹄鳥，凡人欲望縛

S.1.80.(何者世間)光炎

    一  [天神：] 於世何光炎，於世何不眠

        何為共同者
，何為威儀路

        猶如母養子，何者養怠慢

        亦養精進者，以何者之精

        以養於地上，倚著之生物

    二  [世尊：] 智慧世光炎，正念世不眠

        牛乃共事者，畦乃威儀路

▼.I.68.

        猶如母養子，雨養怠慢者

        亦養精進人，乃以雨之精

        養育於地上，倚著之生物

S.1.81.(此世誰)無諍

    一  [天神：] 此世誰無諍
        誰生活不滅

        誰遍知欲望，常為自由人

        如是立己道，父母兄弟禮

I,45.     其生雖卑賤，以受剎帝利

        所尊敬者誰

    二  [世尊：] 沙門
世無諍，沙門生不滅

        沙門知欲望，常為自由人

        沙門立己道，父母兄弟禮

        其生雖卑賤，剎帝利尊敬

        此嗢陀南

        殺之車與富，雨怖與不老

        主欲愛糧食，光炎及無諍

S.1.第一 諸天相應 註

1 《雜阿含1267經》卷四八．一(大正藏二．三四八b)，《別譯雜阿含180經》
    2 世間執著(loke visattikam)執著於世間，是指渴愛。但亦有被解釋為有關毒(visa)(visava)之意義(Atthasalini p.364)。

    3 《雜阿含1268經》卷四八．二(大正藏二．三四八b)，《別譯雜阿含178經》
    4 解脫(nimnkkha)是道。令解脫(Pamokkha)是果。遠離(viveka)是涅槃。關於令解脫之譯，則依梵漢辭典。

    5 《雜阿含1001經》卷三六．九(大正藏二．二六二b)，《別譯雜阿含138經》
    6《別譯雜阿含139經》卷八．八(大正藏二．四二七b)

    7 《雜阿含1002、1312經》卷三六．一O(大正藏二．二六二c)，《別譯雜阿含140、311經》
    8 五是五蓋。

    9 五是五(上分)結。

    1O 五是五無漏根。

    11 《雜阿含1003經》卷三六．一一(大正藏二．二六二)，《別譯雜阿含141經》
    12 五是五蓋。

    13 五是五無漏根。

    14 《雜阿含579經》卷二二．四(大正藏二．一五四a)，《別譯雜阿含164經》
    15 法，是指四諦法。

    16 《雜阿含580經》卷二二．五(大正藏二．一五四b)，《別譯雜阿含1165經》
    17 《雜阿含996經》卷三六．四(大正藏二．二六一a)，《別譯雜阿含133經》
    18 原文為sucetaso(持善心)。其註釋於去慢屬戒，靜心屬定，而此sucetaso，則配屬於慧，以此解釋，今則譯為智慧明。

    19 《雜阿含995經》卷三六．三(大正藏二．二六0c)，《別譯雜阿含132經》
    20 《雜阿含576經》卷二二．一(大正藏二．一五三c)，《別譯雜阿含161經》，《增壹阿含31.9經》

    21 《雜阿含1004經》卷三六．一二(大正藏二．二六三a)，《別譯雜阿含142經》
    22 依(upadhi)則有四種依：欲依、五蘊依、五欲依、行依等如註釋，一般指人之所依著。

    23 《雜阿含1006經》卷三六．一四(大正藏二．二六三b)，《別譯雜阿含232經》
    24 《雜阿含1007經》卷三六．一五(大正藏二．二六三b)，《別譯雜阿含233經》
    25 《雜阿含1335經》卷五O．一一(大正藏二．三六八b) ，《別譯雜阿含335經》

    26 大林之鳴sakamano讀為，sanamano而譯。

    27 《雜阿含598經》卷二二．二三(大正藏二.一六0a) ，《別譯雜阿含175經》

    28 眾人paninam=sattanam.
    29 《雜阿含600經》二二．二五(大正藏二．一六0b) ，《別譯雜阿含174經》

    30 離煩惱parinibbuto=kilesaparinibbanena parinibbuto.

    31 《雜阿含578經》卷二二．三(大正藏二．一五四a) ，《別譯雜阿含163經》

    32 離非難而悟nindam appabodhati=garaham apaharanto bujjhati.

    33 《雜阿含584經》卷二二．九(大正藏二．一五五b) ，《別譯雜阿含168經》

    34 《雜阿含1078經》卷三八．一七(大正藏二．二八一c) ，《別譯雜阿含17經》

    35 於此「時」有二種解釋：其初時是死時，故云不知死時，云無是處；其後之時，則修行時，故云畏怖空費。

    36 顯人、天、獸名之本體，不外於五蘊。無有實體，以起執著者，即是被惡魔所囚拘。

    37 了知(parinna)即遍知。在此分為知遍知(bata-parinna)、度遍知(tirana-paribba)、斷遍知(pahana-paribba)等三種。

    38 思念(savkha)在註釋，則標出三種savkha。於此pabbatti即施設義，今則譯為思念。

    39 《雜阿含586經》卷二二．一一(大正藏二．一五五c) ，《別譯雜阿含171經》

    40 《雜阿含1275經》卷四八．九(大正藏二．三五0c)，《別譯雜阿含273經》，S.2.16.
    41 於此觸有二義：前者之觸是指造業：後者之觸是指得其業果，應見為此意義(註釋)。

    42 《雜阿含599經》卷二二．二四(大正藏二．一六0b) ，《別譯雜阿含173經》

    43 於此之修心者，即指修定。

    44 《雜阿含1281經》卷四八．一五(大正藏二．三五二c) ，《別譯雜阿含279經》

    45 天神乃言各方面制止其心，世尊對此布施心，持戒心不予制止，宣示須制止惡心。(註釋)。

    46 《雜阿含581經》卷二二．六--七(大正藏二．一五四b) ，《別譯雜阿含166經》

    47 原文mammam vadanti應譯為「眾人皆語我」，但在註釋，則釋為屬格，故從之。英譯亦同。

    48 底本yamatam應讀為yammatam。錯誤之思考，即謬想。

    49 《雜阿含1310經》卷四九．一七(大正藏二．三六0b) ，《別譯雜阿含309經》

    50 《雜阿含601經》卷二二．二六(大正藏二．一六0c) ，《別譯雜阿含176經》

    51 流sara=samsara-sara輪迴之流。

    52 由此，其流乃不流ato nivattanti=nibbanato na pavattanti。

    53 《雜阿含589經》卷二二．一四(大正藏二．一三六b) ，《別譯雜阿含183經》

    54 《雜阿含588經》卷二二．一三(大正藏二．一五六a) ，《別譯雜阿含172經》

    55 四車輪者，即是四威儀(註釋)

    56 九種門孔navadvara=nava vanamukha.

    57 污穢充滿punnam=asuci-puram。

    58 在底本有nandim應讀作naddhim。

    59 《雜阿含602經》卷二二．二七(大正藏二．一六一a) ，《別譯雜阿含177經》

    60 原文pabcakamaguna乃五欲德。生起五欲之功能。

    61 Satullapa-kayika=satam dhammam samadanavasrna ullapetva sagge nibbata善人，即執持佛陀之法而語以生天界之諸天。在註釋中，出於此一因緣者，有七百商人乘船遇水難，持五戒者生於忉利天，今來至世尊處。

    62 《雜阿含1287經》卷四八．二一(大正藏二．三五四c) ，《別譯雜阿含285經》

    63 善人「佛陀等善人」之意義。

    64 正法(saddhamma)為五戒、十戒、四念處等之正法。

    65 《雜阿含1288經》卷四八．二二(大正藏二．三五四c) ，《別譯雜阿含286經》

    66 evam者，解釋作：與名譽施、與得達施、與樂施等如是之施。

    67 正(sama)者，乃對九之「誤」(visama)。可譯為正與誤。

    68 無有相當於此經。

    69 歡喜偈(udana)如油之漏篩，水之漏網，歡喜充滿於懷而不外露，是為歡喜偈。

    70 Vetarani入地獄前應渡之河川。譯作撓撈河、灰河等。

    71 辨別(viceyya)喻辨別受施者之如何。

    72 法句(dhammapada)稱為止觀或稱作涅槃者，法之(dhamma kotthasa)部分者(Jataka.III. p.472)而一向稱為三十七道分者(同)。今註釋為涅槃之法句。

    73 《雜阿含1286經》四八．二0(大正藏二．三五四b) ，《別譯雜阿含284經》

    74 禍(agha)Pabcakkhandha dukkha註釋為(五蘊之苦)。

    75 思念之貪(savkapparaga=savkappita raga)在此所舉非事之愛欲(vatthu kama)，乃煩惱之愛欲(kilesa kama)，故註有此語。

    76 無任何物(akibcana)在此註釋為raga kibcanadi virahitam(遠離貪等煩惱)之意。

    77 Mogharaja Bavari之弟子，與其他十五人俱奉師命見佛，北上遇佛而歸依佛。今於座上而請問此事。

    78 利行人行大眾利益之人。

    79 法者指四諦之法。

    80 《雜阿含1277經》卷四八．一一(大正藏二．三五一a) ，《別譯雜阿含275經》

    81 嫌責天(Ujjhanasabbika)此天群乃對世尊之四依受用，懷有不平而來責。世尊命其樹下石上而住、托缽、著糞掃衣、用腐床藥，而責自違背此，嫌責天之譯語，乃依《雜阿含經》之用語。

    82 《雜阿含1284經》卷四八．二0(大正藏二．三五四b) ，《別譯雜阿含284經》

    83 原文為dutiya乃第二自己之意。

    84 《雜阿含1192經》卷四四．一五(大正藏二．三二三a) ，《別譯雜阿含105經》

    85 橫柱=貪欲。閂銓=瞋恚。柵門=愚癡。

    86 《雜阿含1289經》卷四八．二三(大正藏二．三五五a) ，《別譯雜阿含287經》

    87 在底本雖作bhusa可讀作bhusa。

    88 以下一、龍象(naga)喻依有balavantatthena力之義：二、獅子(siha)喻依asantasanatthena 無有恐怖之義：三、良駿(ajaniya)喻依bhatta-paricariyatthena karana karana-jananena了知御者所作義：四、牡牛(nisabha)喻依appatisamatthena無可比擬義，而牡牛者尚有：usabha (百牡牛之最勝)vasabha(千牡牛之最勝)nisabha(百千牡牛之最勝)等三種，此乃依最後者。五、忍耐強之牛(dhorayha)喻依dhuravahanatthena負重運載義。

    89 於有行法，為非抑制na sasankharaniggayha=na sappayogena niggayha(於有加行，非抑制)。

    90 於底本之caritavatam讀作varitavatam。

    91 於底本之pabcavedasatam讀為pabca veda vassa satam。

    92 五吠陀 指四吠陀與第五之Itihasa(傳說)，在漢譯作五百歲讀誦吠陀。

    93 《雜阿含1274經》卷四八．八(大正藏二．三五0a) ，《別譯雜阿含272經》

    94 小紅蓮(Culla-kokanada)前者乃紅蓮之妹。

    95 《雜阿含經》卷四八．七(大正藏二．三四九c)
    96 《雜阿含998經》卷三六．六(大正藏二．二六一b) ，《別譯雜阿含135經》

    97 《雜阿含999經》卷三六．七(大正藏二．二六一C) ，《別譯雜阿含136經》

    98 以歌頌渴愛者，同本無此。

    99 同本無此。

    100 《雜阿含587經》卷二二．一二(大正藏二．一五六a) ，《別譯雜阿含171經》

    101 《雜阿含997經》卷三六．五(大正藏二．二六一a) ，《別譯雜阿含134經》

    102 《雜阿含593經》卷二二．一八(大正藏二．一五八c) ，《別譯雜阿含187經》

    103 善意kammam=magga-cetana(道思)、智明vijja=magga-pabba(道慧)、法定dhammo=samadhi-pakkhika dhamma(定分之法。)

    104 同本無此。

    105 生於他化自在天。

    106 《雜阿含595經》卷二二．二0(大正藏二．一五九b) ，《別譯雜阿含189經》

    107 陶師世尊之前生於迦葉佛世，為Jotipala陶師之友，為陶師所導引而歸依佛，見事跡經典。

    108 無煩天Aviha

    109 天之軛(dibbayoga)註釋作五上分結。

    110 涅槃之境。此語出上之第二十三經。

    111 《雜阿含1015經》卷三六．二三(大正藏二．二六五b) ，《別譯雜阿含1242經》

    112 《雜阿含1291經》卷四八．二五(大正藏二．三五五c) ，《別譯雜阿含289經》

    113 底本之hariyan讀為ahariyan。

    114 《雜阿含1000經》卷三六．八(大正藏二．二六二b) ，《別譯雜阿含137經》

    115 《雜阿含1005經》卷三六．一三(大正藏二．二六三a) ，《別譯雜阿含231經》

    116 《雜阿含1018經》卷三六．二六(大正藏二．二六五c) ，《別譯雜阿含245經》

    117 《雜阿含1016經》卷二六．二四(大正藏二．二六五b) ，《別譯雜阿含243經》

    118 《雜阿含1017經》卷三六．二五(大正藏二．二六五c) ，《別譯雜阿含244經》

    119 《雜阿含1019經》卷三六．二七(大正藏二．二六六a) ，《別譯雜阿含246經》

    120 《雜阿含1014經》卷三六．二二(大正藏二．二六五a) ，《別譯雜阿含241經》

    121 《雜阿含1021經》卷三六．二九(大正藏二．二六六b) ，《別譯雜阿含248經》

    122 底本之Addha-vagga在註釋為Anva-vagga。乃由第一經之anvabhavi,anvagu，所採取之品名。

        採取anvabhavi之勝名為品名。

    123 《雜阿含1020經》卷三六．二八(大正藏二．二六六a) ，《別譯雜阿含247經》

    124 在底本為addhabhavi依註釋讀為anvabhavi。在註釋上，此語解釋為abhibhavati(殊勝、優異)及anupatati(於上落)之兩義，均謂：凡物無不有名，無名者，亦稱無名，故名勝一切，乃從屬一切之義。

    125 《雜阿含1009經》卷三六．一七(大正藏二．二六四a) ，《別譯雜阿含236經》

    126 同本無此。

    127 《雜阿含1010經》卷三六．一八(大正藏二．二六四b) ，《別譯雜阿含237經》

    128 vicrana=caranapada.

    129 同本無此。

    130 同本無此。

    131 繼續addito=ullangito

    132 同本無此。

    133 《雜阿含1011經》卷三六‧一九 (大正藏二．二六四b) ，《別譯雜阿含238經》

    134 同本無此。

    135 《雜阿含1008經》卷三六．一六(大正藏二．二六四a) ，《別譯雜阿含235經》

    136 於何物之生kismim=kismim uppanne

    137 依upadaya=agamma, paticca

    138 六者，註為六內處。

    139 《雜阿含1285經》卷四八．一0(大正藏二．三五四a) ，《別譯雜阿含283經》

    140 伴忿之快感，喻於蜜。

    141 《雜阿含1022經》卷三六．三0(大正藏二．二六六b) ，《別譯雜阿含249經》

    142 《雜阿含1013經》卷三六．二二(大正藏二．二六四c) ，《別譯雜阿含240經》

    143 sadutaram=madhurataram
    144 《雜阿含1008經》卷三六．一六(大正藏二．二六三c) ，《別譯雜阿含234-235經》

    145 以天神上偈問佛，其餘之天神從旁以此偈作答。先前之天神則以：「我非問汝」而更問佛。

    146 為了者不語雙親不利之語，故所語為最上。

    147 明(vijja)此指智慧。

    148 《雜阿含596經》卷二二．二一(大正藏二．一五九c) ，《別譯雜阿含181經》

    149 原文bahvannapanam gharam(多飲食之家)。在註釋作：如須達給孤獨長者之家。

    150 《雜阿含596經》卷三六十二八(大正藏二．二六六a) ，《別譯雜阿含246經》

    151 如佛陀之姓、名。

    152 《雜阿含1019經》卷四八．二六(大正藏二．三五六a) ，《別譯雜阿含290經》

    153 同本無此。

    154 《雜阿含1292經》卷四八．二六(大正藏二．三五六d) ，《別譯雜阿含290經》

    155 同本無此。

    156 同本無此。

    157 無諍arana=nikkilesa無煩惱。

    158 沙門samana=khinasava.samana指無漏之沙門。
  ▲Top回目錄
▼.I.83.  I,46.

S.2.第二 天子相應

第一  迦葉品

S.2.1.迦葉(天子問比丘法)(1)

▲《雜阿含1317-1318經》，《別譯雜阿含316-317經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

        其時，迦葉天子
於黎明，其勝光徧照祇園，往詣世尊處。詣已，禮敬世尊，

    立於一面。

        立於一面之迦葉天子，向世尊謂曰：「世尊
請以比丘之教，開示比丘及我等。」

    二  「迦葉！善哉！然則當為汝說能起之事。」

    三，以修說微妙
，以修沙門行

        獨住於一座，靜心以修法

    四  迦葉天子作如是言，請大師嘉賞。迦葉天子知受大師之嘉賞，禮敬世尊，右繞

    而形沒於其處。

▼.I.84.

S.2.2.迦葉(天子:比丘應禪思)(2)

《雜阿含1317-1318經》，《別譯雜阿含316-317經》，S.2.14.
    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  立於一面之迦葉天子，於世尊前，唱此偈曰：

        比丘若禪思       以得心解脫

        知世之興廢       心善不執著

        若望心得達8     不能得其果

     【巴】bhikkhu siya jhayi vimuttacitto, akavkhe ce
 hadayassanupattim,

lokassa batva udayabbayab ca, sucetaso asito tadanisamso ti. (S.2.2.3.3； I,p.52)

【意】比丘應該禪思，具足心解脫！ －－如果他想達到內心成就的話。
洞知了世間的生滅，賢善的心沒有執著，這就是他獲得的利益成就。
I,47.

S.2.3.摩佉(天子:殺何樂寢臥)

《雜阿含1309經》，《別譯雜阿含308經》
    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  時，摩佉天子於黎明往詣世尊處。其勝光徧祇園，詣已，禮敬世尊，立於一面。

    三  立於一面之摩怯天子，向世尊唱偈曰：

        殺何樂寢臥10         殺何而不悲

        殺害何一法，瞿曇卿稱讚

    四  [世尊：] 殺忿樂寢臥，殺忿而不悲

        諸天以毒根，忿為最上蜜

        聖讚此忿殺，殺之不悲傷

S.2.4.摩揭陀(天子:世有幾多光)

《雜阿含1310經》，《別譯雜阿含309經》，S.1.26
    一  立於一面之摩揭陀天子，向世尊唱偈曰：

        世有幾多光
         徧照此世間

        我等問世尊，如何得知此

    二  [世尊：] 世有四種光，此無第五光

        晝乃太陽輝，夜乃月光照

        時火於日夜，彼此相徧照

        正覺最勝火，此為無上光

S.2.5.陀摩利(天子:精進勿倦怠)

雜阿含1310經》，《別譯雜阿含309經》，S.1.26
    一  [爾時，世尊]在舍衛城……

    二  時，陀摩利天子於黎明，其勝光徧照祇園，往詣世尊處。詣已，禮敬世尊，立

    於一面。

    三  立於一面之陀摩利天子，於世尊前，唱此偈曰：

▼.I.86.   精進勿倦怠，以捨離愛欲

        依此不欲有，婆羅門所行

    四  (世尊曰：陀摩利！)

I,48.     此婆羅門者，無有之所行

        婆羅門應作，一切終已辦

        人不得足基，四肢雖勤動

        亦為流所衝，得立土足基

        彼到於彼岸，不為流所動

        天子陀摩利，此乃諸漏盡

        賢善於禪思，以喻婆羅門

        彼達生老終，以立於彼岸

        不為所流逝

S.2.6.迦摩陀(天子)(難知足.難靜)

雜阿含1313經》，《別譯雜阿含312經》
    一  立於一面之迦摩陀天子，以此白世尊曰：

    二  「世尊，是者難為。世尊，是甚難。」

    (世尊曰：迦摩陀！)

        難為彼等為，有學而依戒

        寂靜又確立，於出家之人

        致安樂知足

    三  「世尊！知足甚難得。」

    (世尊曰：迦摩陀！)

        難得彼等得，樂心寂靜人

        其心日或夜，悅樂於修習

    四  「世尊！心實難靜。」

    (世尊曰：迦摩陀！)

        難靜彼等靜，諸根寂靜樂

        彼破死魔網，迦摩陀天子

        為聖者所行

▼.I.88.

    五  「世尊！此道嶮難行。」

        [世尊：] 雖嶮雖難行，迦摩陀天子

        聖者乃樂行，非聖於嶮道

        彼等頭倒下，聖者之道平

        不分嶮與平，聖者乃樂行

S.2.7.般闍羅旃陀(天子:緊繃已空)

《雜阿含1305經》，《別譯雜阿含304經》
    一  立於一面之般闍羅旃陀天子，於世尊前，唱此偈曰：

        有大智慧人，障中知餘地

        無有所著者，無比之聖者

        佛陀知禪定

    二  (世尊曰：般闍羅旃陀！)

        彼等於障中
         知到涅槃法

        以得正念人
         善正心寂靜

I,49.

S.2.8.多耶那(天子:婆羅門斷流)

    一  時，原本是外道師之多耶那天子
，於黎明其勝光徧照祇園，往詣世尊處。

    詣已，禮敬世尊，立於一面。

    二  立於一面之多耶那天子，於世尊前，唱此偈曰：

        婆羅門斷流，精進滅愛欲

        牟尼未離欲，不入於禪定

        欲作應作者，精進而行此

        出家若疏漫，愈益散塵垢

        不為勝惡行，行惡後受苦

        行善者為勝，行善無有苦

        宛如握惡草，因之手受傷

        沙門生活惡，因之入奈落

        疏漫所作業，污染於禁戒

        懷疑於梵行，無有隨大果

    三  多耶那天子作此言已，禮敬、右繞世尊，體形沒於此處。

▼.I.90.四  時，世尊其夜過後，呼[集]比丘等。

    五  「諸比丘！此夜名為多耶那，本是外道師之天子，於黎明時，其勝光徧照祇園。

    詣佛處，詣已，禮敬世尊、立於一面。立於一面[之天子]，於佛前唱此偈曰：

        婆羅門斷流，精進滅愛欲

        牟尼未離欲，不入於禪定

I,50.    欲作應作者，精進而行此

        出家若疏漫，愈益散塵垢

        不為勝惡行，行惡後受苦

        行善者為勝，行善無有苦

        宛如握惡草，因之手受傷

        沙門生活惡，因之入奈落

        疏漫所作業，污染於禁戒

        懷疑於梵行，無有隨大果

    六  諸比丘！多耶那天子作此言已，禮敬、圍繞世尊，形體沒於其處。諸比丘！應

    暗[誦]多耶那偈。諸比丘！多耶那偈具足利義，屬最初之梵行。」

S.2.9.月天子(被羅睺捕,憶念世尊)

《雜阿含583經》，《別譯雜阿含167經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。

    二  其時，月天子被阿修羅王羅睺所捕。月天子乃憶念世尊，而唱此偈曰：

        佛陀大雄者，我歸依於卿

        卿障皆解脫，我今落障礙

        然則從此我，置於歸依處

    三  時，世尊關於月天子，以偈向阿修羅王羅睺曰：

        月天子今乃，歸依於如來

        應供正覺者，羅睺以放月

        諸佛憐世間

    四  時，阿修羅王羅睺以放月天子，有所顧慮，而詣阿修羅王吠波質底。詣已，恐

    怖，毛髮豎立，立於一面，阿修羅王吠波質底，對於立於一面之阿修羅王羅睺說偈

    曰：
▼.I.92.

        羅睺何恐怖，為放月者乎

        汝今懼顫來，懼何而立此

    五  [羅睺：] 我懼佛陀偈，若我不放月

        我頭割為七，不得生安樂

I,51.

S.2.10.日天子(被羅睺捕,憶念世尊)

    一  其時，阿修羅王羅睺又捕日天子，日天子憶念佛陀，其時唱此偈曰：

        佛陀大雄者，我歸依於卿

        卿障皆解脫，我今落障礙

        然則從此我，置於歸依處

    二  時，世尊關於日天子，以偈向阿修羅王羅睺曰：

        日天子今乃，歸依於如來

        應供正覺者，羅睺以放日

        佛陀憐世間，彼耀默闇中

        徧照而周圓，熾燃炎熱火

        羅睺不得吞，彼之飛空行

        羅睺以放我，弟子日天子

    三  時，阿修羅王羅睺以放日天子，即顫慄而詣阿修羅王吠波質底。詣已，恐怖，

    毛髮豎立，而立於一面。阿修羅王吠波質底對立於一面之阿修羅王羅睺語偈曰：

        羅睺何怖懼，為放日者乎

        汝今懼顫來，何恐而立此

    四  [羅睺：] 我畏佛陀偈，若我不放日

        我頭割為七，不得生安樂

        此嗢陀南：

        迦葉與摩怯，摩揭陀摩利

        以及迦摩陀，般闍羅旃陀

        乃至多耶那，月日等為十

▼.I.94.

第二 給孤獨品

S.2.11.月自在(天子:善巧入禪定)

《雜阿含1303經》，《別譯雜阿含302經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城：

I,52.    時，月自在天子於黎明，其勝光徧照祇園，往詣世尊處。詣已，禮敬世尊，立

    於一面。

    二  立於一面之月自在天子，於世尊前，唱此偈曰：

        善巧心集中，正念入禪定

        猶如無蚊患，樹叢中走獸

        可以平安行，不為於放逸

        以離諍煩惱，而入禪定人

        猶如破網魚，可以平安行

S.2.12.毘紐(天子:學不放逸)

《雜阿含經》卷四九．一一(大正藏二.三五八b)
    一  立於一面之毘紐天子，於世尊前，唱此偈曰：

        奉侍於善逝
         順從瞿曇教

        學不放逸人，實是幸福焉

    二  [世尊呼曰：毘紐！]

        從我所說教
         學句入禪定

        始終不放逸，不入死魔領

S.2.13.提伽羅低(天子:知世之生滅,心善不執著)

《雜阿含經》卷四九．八(大正藏二.三五八a)
    一  如是我聞，爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  時，提伽羅低天子於黎明往詣世尊處。其勝光徧照竹林，詣已，禮敬世尊，立

    於一面。

    三  立於一面之提伽羅低天子，於世尊前，唱此偈曰：

        比丘若禪思
         以得心解脫

        知世之興廢，心善不執著

        若望心得達，不能得其果


“Bhikkhu siya jhayi vimuttacitto,  akavkhe ce hadayassanupattim.  Lokassa batva  udayabbayabca,  sucetaso anissito tadanisamso”ti.
S.2.14.難陀那(天子:何等持戒者)

《雜阿含597經》，《別譯雜阿含182經》
▼.I.96.

    一  立於一面之難陀那天子，向世尊唱偈曰：

        大智之瞿曇，無有蓋覆事

        奉問於世尊，大雄智見者

        何等持戒者，何等智慧者

        何等超苦人，諸天崇何人

【巴】katham vidham silavantam vadanti,  katham vidham pabbavantam vadanti,

katham vidham dukkham aticca iriyati,  katham vidham devata pujayanti ti.  (S.2.2.4.1； I,p.53)
【意】怎樣的人說為具戒者？怎樣的人說為具慧者？

怎樣的人超越了苦迫？怎樣的人得到天神的尊敬？
    二  [世尊：] 具戒有智慧，勤修於心意

        寂靜而禪樂，正念捨諸愁

        諸漏皆盡已，最後身之人

        如是之行人，稱為持戒者

        如是之行人，稱為智慧者

        如是超苦人，是人諸天敬

S.2.15.稱檀(天子:何人不深沈)

《雜阿含1316經》，《別譯雜阿含315經》
    一  立於一面之栴檀天子，向世尊唱偈曰：

        日夜不惰怠，無有立足基

        亦無攀著處，以何超瀑流

        何人不深沈

    二  [世尊：] 常於戒具足，智慧善靜心

        精進不撓人，渡難超瀑流

        遠離於欲想，越色之繫縛

        已盡喜貪人
         是為不深沈

S.2.16.須達多(天子:如矛刺.頭燃)

《雜阿含586經》，《別譯雜阿含170經》，S.1.21
    一  立於一面之須達多天子，於世尊前，唱此偈曰：．

        猶如觸於劍
         猶如髮燃時

        比丘捨欲貪，正念於出家

【巴】sattiya viya omattho, dayhamano va matthake,

kamaragappahanaya, sato bhikkhu paribbaje ti.  (S.2.2.6.1； I,p.53)

【意】就像遭到利劍砍殺，就像是頭頂燃火；
為了斷捨欲貪，比丘應具足正念，遊方修行！
    二  [世尊：] 猶如觸於劍，猶如髮燃時

        捨身見比丘，正念於出家

S.2.17.須梵(天子:此心常怖畏)

《雜阿含596經》，《別譯雜阿含181經》，S.1.75
    一  立於一面之須梵天子
，向世尊唱偈曰：

▼.I.98.

        此心常怖畏，此意常顫慄

        起時甚恐懼，不起亦恐懼

        若有免畏道，願請以指教

    二  [世尊：]  菩提分之外，勤修行
之外

        制諸根之外，一切放棄外

        我不得窺見，眾生之平安

S.2.18.覺陀(天子:汝不悲不喜?)

《雜阿含585經》，《別譯雜阿含169經》
    一  如是我聞，爾時，世尊，住沙計多安闍那林之鹿野苑。

        時，覺陀天子於黎明，其勝光徧照安闍那林，往詣世尊處。詣已，禮敬世尊，

    立於一面。

    二  立於一面之覺陀天子，向世尊言此曰：「比丘！汝歡喜否？」[世尊曰：]：「友！

    得到何耶？」天子曰：「比丘，然而悲否？」[世尊曰：]「友！失落何耶？」[天子曰：]

    「比丘！然而汝亦不喜，亦不悲乎？」[世尊曰：]「友！唯然！。」

    三  [天子：] 比丘汝不悲，汝亦不歡喜

        唯獨寂寞坐，不足思不著* 

【巴】kacci tvam anigho bhikkhu, kacci** nandi na vijjati,
kacci tam ekam asinam, arati nabhikirati ti. (S.2.2.8.3； I,p.54)

【意】比丘啊！你難道沒有憂傷？你難道沒有歡喜？

你一人獨坐，難道不會感到不樂？

(*日譯：「足らはぬ思ひに捕はれざるや」(不會被不足之思所束縛嗎？) 又，原譯文中疑問副詞kacci沒有譯出。
**“kacci” 原作 “atho”，今依Somaratne《相應部》新版改。)
    四  [世尊：] 夜叉我不悲，亦無有歡喜

        唯獨寂靜坐，無著思不足*

【巴】anigho ve aham yakkha, atho nandi na vijjati,

atho mam ekam asinam, arati nabhikirati ti. (S.2.2.8.4； I,p.54)

【意】夜叉啊！我沒有憂傷，也沒有歡喜；

我一人獨坐，不會感到不樂！

(日譯：「足らはぬ思ひに捕はるることなし」(不會被不足之思所束縛！)
    五  [天子：] 比丘何不悲，如何亦不喜

        唯獨寂寞坐，不足思不著

    六  [世尊：] 有悲者有喜，有喜者有悲

        比丘無喜悲，如是友當知

    七  [天子：] 無喜亦無悲，超愛世比丘

        涅槃婆羅門，實久我所見

S.2.19.優多羅(天子:生導死壽短)

《雜阿含1001經》，《別譯雜阿含138經》，S.1.3.
    一  王舍城因緣。

        立於一面之優多羅天子，於世尊前，唱此偈曰：．

I,55. 二，生導死壽短
         老導無庇護

        觀死此恐懼，齎樂積功德

【巴】upaniyati jivitam appam ayu, jarupanitassa na santi tana,

etam bhayam marane pekkhamano, pubbani kayiratha sukhavahani ti. (S.2.2.9.2； I,p.55)

【意】生命終會結束，壽命極短；及到老年，沒有任何庇護。

看到了死亡的這種恐懼，應該(及時)行善！它們(善行)將會帶來(生命的)安樂！
▼.I.100.

    三  [世尊：] 生導死壽短，老導無庇護

        觀死此恐怖，棄欲希寂靜

S.2.20.給孤獨(天子:清淨不由姓與財)

《雜阿含593經》，S.1.48.  《別譯雜阿含187經》，M.143 Anathapindikovadasuttam 教給孤獨經(後分)，《增壹阿含51.8經》後分
    一  立於一面之給孤獨天子，於世尊前，唱此偈曰：

        此乃彼祇園，聖僧伽住處

        法王請住此，思念我生喜

        善意智法定，以及戒正命

        依此人清淨，又依姓氏富

        非得於清淨  

Vism.3.作：業與明及正法，戒與最上活命，人依此等清淨，不由姓與財淨。
《中部》M.143./III,262；《相應部》S.1.48./I,34.；S.2.20./I,55.；《雜阿含》593經（大正2.158c）。)
         是故賢智者

        以思自己利，並思擇正法

        如是其清淨，依於戒智慧

        乃至於寂靜，猶如舍利弗

        比丘到彼岸，應當是最勝

    二  給孤獨天子言此已、敬禮、右繞世尊、體形沒於其處。

    三  時，世尊於其夜過後，集比丘等：

    四  「諸比丘！此夜有一天子，其勝光徧照祇園，於黎明詣我住處。詣已，禮敬我而

    立於一面，比丘等！立於一面其天子、於我面前，唱此偈曰：

        此乃彼祇園，聖僧伽住處

        法王請住此，思念我生喜

        善意智法定，以及戒正命

        依此人清淨，又依姓氏富

 I,56.     非得於清淨，是故賢智者

        以思自己利，並思擇正法

        如是其清淨，依於戒智慧

        乃至於寂靜，猶如舍利弗

        比丘到彼岸，應當是最勝

    五  比丘等！其天子作此語已，敬禮、右繞於我，體形沒於其處。

    六  如是語已，尊者阿難，以此告世尊曰：「世尊，或許彼[天子]，乃給孤獨天子。

 ▼.I.102.

    給孤獨長者，信樂於尊者舍利弗。」

    七  「善哉！善哉阿難！只要依尋求終可得，即依汝可使得。阿難！其實乃給孤獨天

    子。」

        此嗢陀南：

        月自在毘紐，及提伽羅低

        乃至難陀那，栴檀須達多

        須梵與覺陀，第九優多羅

        第十給孤獨

註:此四偈，出諸天相應第五品第八經。
第三 種種外道品

S.2.21.濕婆(天子:唯與好品德者結交.相識)

《雜阿含1302經》，《別譯雜阿含301經》
    一  如是我聞，爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。時濕婆天子於黎明，其勝光徧

    照祇園，往詣世尊處，詣已，禮敬世尊，立於一面。

    二  立於一面之濕婆天子，於世尊前，唱此偈曰：

        只與善人坐
         只與善人交

        知善人正法，為善不為惡

        只與善人坐，只與善人交

        知善人正法，依他不能得

        而得之智慧，只與善人坐

        只與善人交，知善人正法

        悲中無有悲，只與善人坐

        只與善人交，知善人正法

I,57.     輝耀親族中，只與善人坐

        只與善人交，知善人正法

        人人行善趣，只與善人坐

        只與善人交，知善人正法

▼.I.104.

        人人有幸福

    三  時世尊以偈答濕婆天子曰：

        只與善人坐，只與善人交

        知善人正法，可脫一切苦

S.2.22.差摩(天子:愚人行為如自敵)

《雜阿含1276經》，《別譯雜阿含274經》
    一  立於一面之差摩天子，於世尊前，唱此偈曰：

        魯鈍無智慧，行為如自敵

        以作諸惡業，以結苦痛果

        不行其善業，終為而苦惱

        咽鳴淚哭泣，以受其苦果

        若行其善業，行訖無苦惱

        歡喜心意樂，以受其樂果

        為於自己知，智者及賢者

        而作行準備，如是不若彼

        車力者之思，勇猛精進之

        宛如車力者，離於平大道

        入於不平路，毀軸如沈思

        如是法不進，從於不法故

        怠者到魔口，如毀軸沈思

S.2.23.世理(天子:天.人以食為樂)

《雜阿含999經》，《別譯雜阿含136經》，S.1.43
    一  立於一面之世理天子，向世尊唱此偈曰：

        不論天及人
         皆以食為樂

        時有不喜食，夜叉實何者

    二  [世尊：] 信仰清淨心，行施食之人

        此世及後世，皆可得其食

        是故調伏慳，善施即勝垢

        功德乃人人，後世渡津頭

I,58. 三  [天子曰：]「世尊！希有，得未曾有。」實是世尊之善說：

▼.I.108.

        信仰清淨心，行施食之人

        此世及後世，皆可得其食

        是故調伏慳，善施克服垢

        功德乃人人，後世渡津頭

    四  世尊，昔我是施者、施主，布施之讚歎者，名為世理王。世尊！我於四門，施

    與沙門、婆羅門、可憐之人眾、旅行者、無宿之人等、求乞者。

    五  時，世尊！妃妾等來言我曰：「陛下之行施與，我等不行施與，我等亦依陛下

    得行施與之功德者，即何善焉？」

        世尊！我如是思之：我是施者、施主、施之讚歎者。我對於言「我等亦應行布

    施」者，當作如何說耶？世尊！如是我於第一門以與妃妾等，於此妃妾等行布施，

    超越我之施與。

    六  時，世尊！侍者之剎帝利等，來言我曰：「陛下之施與，妃妾等之施與，我等

    不施與，我等亦依陛下得行施與之功德者，即何善焉？」

        世尊！我如是思之：我是施者、施主、施之讚歎者。對於言「我等亦行布施」

    者，當如何說耶？世尊！如是我於第二門，以與侍者之剎帝利等，彼等於此行布施，

    超越我之施與。

I,59. 七  時，世尊！軍隊來說我……[乃至]……世尊！如是我於第三門與軍隊，與彼

    等於此行布施，超越我之施與。

    八  時，世尊！婆羅門家主等來言我……[乃至]……世尊！如是我於第四門，與

    婆羅門家主等，彼等於此行布施、超越我之施與。

    九  世尊！時，人人來說我曰：「今陛下任何皆不施與。」

        世尊！如是言云，我即向彼眾人曰：「然則，從城外諸州所收益之中，一半納

    於宮庭，一半施與沙門、婆羅門、可憐之人眾、旅行者、無宿之人、求乞者等。」

    一0  世尊，於是我如是長久所行之功德，如是長久所行之善，未達某終極。有此

    諸功德，此諸功德之果，此諸之間當於天界[其無終極。]

    一一  世尊！希有、是最勝。此依世尊實是善說：

        信仰清淨心，行施食之人

        此世及後世，皆可得其食

▼.I.108.

        是故調伏慳，善施克服垢

        功德乃人人，後世渡津頭

I,60.

S.2.24.陶師(天子:七比丘生無煩天)

《雜阿含595經》，《別譯雜阿含189經》，S.1.50.
    一  立於一面之陶師天子，於世尊前，唱此偈曰：

        比丘解脫有七人
         得上生於無煩天

        欲貪瞋恚滅無餘，並超世間之愛著

        難超死魔之領域，誰是超越泥地者

        此世捨此人身後，亦離天軛者是誰

        優波迦波羅犍陀，弗久左底為第三

        跋提耶犍陀捉婆，婆睺羅祇頻祇耶

        此等諸人捨人身         亦是離卻天軛人

    二  [世尊：] 逃惡魔係蹄，言之何微妙

        彼等知誰法，斷除有結縛

    三  [陶師：] 無外世尊法，無外世尊教

        彼等知其法，斷除有結縛

        於此名與色，滅盡無有餘

        此世知其法，彼斷有結縛

    四  [世尊：] 知難悟又難，汝言深奧語

        汝知何人法，以語如是語

    五  [陶師：] 昔世我陶師，於耶發鄰加

        行村作陶壺，以事父與母

        迦葉如來世，乃為優婆塞

        遠離於淫欲，無欲修梵行

        我本同鄉者，前為卿之友

        然而我正是，解脫七比丘

        貪瞋滅無餘，知超世愛著

    六  [世尊：] 跋伽婆如汝，之語有如是

        汝前為陶師，於耶發鄰加

  ▼.I.110.

        街村作陶壺，遠離於淫欲

        無欲修梵行，我乃同鄉者

        以前實我友

    七，積此高修習，最後身二人

        邂逅昔故友，真實如是者

I,61.

S.2.25.姜睹(天子:往昔比丘乞食無求心)

《雜阿含1343經》，《別譯雜阿含363經》，S.9.13
    一  如是我聞。爾時，眾多比丘等，住於拘薩羅國雪山側之森林小屋。掉舉而高慢、

    多辯饒舌、忘念、不正知、心不安靜、散亂、不制伏諸根。

    二  時，姜睹天子，於其布薩十五日，詣其比丘等[處]，詣已，向比丘等言偈曰：

        往昔彼瞿曇，弟子比丘等

        而住於安樂，乞食無求心

        無求之心住，知世之無常

        彼等苦惱盡，今之比丘等

        惡向於自己，如村長於村

        心奪他家富，食餐而寢臥

        僧伽無合掌，此有人禮我

        被棄無主人，宛如於死屍

        對放逸之人，我乃以語彼

        住不放逸者，我乃行歸依

S.2.26.赤馬(天子:到世界邊)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城…。

    二  立於一面之赤馬天子，向世尊言此曰：「世尊！於此不生[何物]、不衰、不死、

    無生起之處，步行之而知、或見、或得到彼世界之邊極耶？」

【巴】ekam antam thito kho Rohitasso devaputto Bhagavantam etad avoca ：“Yattha nu kho bhante na jayati na jiyati na miyati na cavati na uppajjati, sakkaznu kho so bhante gamanena lokassa anto batum va datthum va papunitum va ？”ti. (S.2.3.6.2；I,p.61)
【意】赤馬天子站到一邊之後，向世尊說道：「大德！那世界的盡頭－－也就是不生、不老、不死、沒有滅歿、沒有轉生之處，能否靠著行走的辦法，而知道、見到、達到呢？」
    三  [世尊曰：]「友！我不語於此不生[何物]，不衰、不死、不沒、步行之即得

    知、得見、得到達不生起彼世界之邊極。」

【巴】“ ‘yattha kho avuso na jayati na jiyati na miyati na cavati na uppajjati, naham tam gamanena lokassa antam bateyyam va dattheyyam va patteyyan’ti vadami”ti. (S.2.3.6.3； I,p.61)

【意】 [世尊回答道：]「朋友！我不說那世界的盡頭－－也就是不生、不老、不死、沒有滅歿、沒有轉生之處，可以靠著行走的辦法，而知道、見到、達到！」
    四  [天子曰：]「世尊！希有、得未曾有。世尊！此實是由世尊所語：「友！我不

    語於此不生[何物]，不衰、不死、不沒、步行之即得知、得見、得到達不生起彼世

    界之邊極。」

▼.I.112.

I,62. 五  世尊！我往昔名為赤馬仙人，普奢之子，而有飛行於空中之神通。世尊！我有

    如是迅速之力：譬如精巧練習、熟練，取弓於輕矢，其[速力]如以超越射透多羅

    樹之葉蔭。

    六  世尊！斯我一足之幅度，有如由東海至西海之廣。於我起如是願：我於步行，

    得到世界之邊極。

    七  世尊！我具有如是速力，於如是足幅，於飯食之外，大小便之外，睡以治疲勞

    外，行我壽命百歲之間，未達世界之邊極，中途而死。

    八  世尊！希有，得未曾有也。世尊！此實是由世尊所語：「我不語於此不生[何

    物]，不衰、不死、不沒，步行而得知、得見、得到達不生起彼世界之邊極。」」

    九  [世尊曰：]友！我非說不達世界之邊極而成苦惱之邊極。友！我說示：於此

    一尋之有想有意之身體上、到達世界與世界之果、世界之滅與世界之滅道。

        步行於世界，不得達邊極

        不達世邊極，不以脫苦惱

        是故實賢者，及世間解者

        達世界邊極，終以成梵行

        惡之澄靜者，知世之邊極

        此世及後世，無有所求者

註: 52 在底本雖作bhave應讀為have
S.2.27.難陀(天子:時光日夜移)

別譯《雜阿含經》卷八．八(大正藏二.四二七b)
    一  立於一面之難陀天子，於世尊前，唱此偈曰：

        時過日夜移
         青春棄我等

        觀死此恐怖，齍樂積功德

    二  [世尊：] 時過日夜移，青春棄我等

 I,63.  觀死此恐怖，棄欲希寂靜

S.2.28.難提毘舍羅(天子:四輪.九門不淨)

《雜阿含588經》，《別譯雜阿含172經》，S.1.29
    一  立於一面之難提毘舍羅天子，向世尊語偈曰：

        四輪九門孔
         污穢滿貪欲

        乃是不淨性，大雄從如何

        有此之出口

▼.I.114.

    二  [世尊：] 以斷惡欲貪，乃至繩與網

        拔棄渴愛根，如是有出口

S.2.29.須尸摩(天子,讚歎尊者舍利弗)

《雜阿含1306經》，《別譯雜阿含305經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，尊者阿難往詣世尊處，禮敬世尊坐於一面。世尊對坐於一面之阿難宣說：

    「阿難！汝亦喜舍利弗否？」

    三  [阿難曰：]「世尊！不愚、不污、不迷亂、不亂心者，有誰不喜歡尊者舍利弗

    者！世尊！尊者舍利弗是賢者。世尊！尊者舍利弗是大慧。世尊！尊者舍利弗是廣

    慧。世尊！。尊者舍利弗是速慧。世尊！尊者舍利弗是迅慧。世尊！尊者舍利弗是

    銳慧。世尊！尊者舍利弗是貫通慧。世尊！尊者舍利弗是小欲。世尊！尊者舍利弗

    是知足。世尊！尊者舍利弗是遠離。世尊！尊者舍利弗是不共住。世尊！尊者舍利

    弗是精進。世尊！尊者舍利弗是辯者。世尊！尊者舍利弗是聽忠言之人。世尊！尊

    者舍利弗忠告者。世尊！尊者舍利弗是惡之責難者。世尊！不愚、不污、不迷亂、

    不亂心者，有誰不喜歡尊者舍利弗者！」

I,64. 四  [世尊曰：]「阿難！確實如是，阿難！確實如是。阿難！不愚、不污、不迷亂、

    不亂心者，有誰有不喜歡舍利弗者！阿難！舍利弗是賢者、是大慧、廣慧、速慧、

    迅慧、銳慧、貫通慧、小欲、知足、遠離、不共住、精進、辯者、聽忠言者、忠告

    者、惡之責難者。」

    五  時，須尸摩天子於讚歎彼尊者舍利弗之德時，為天子大眾所圍繞而詣世尊處。

    詣已，禮敬世尊、立於一面。

    六  立於一面之須尸摩天子，以此告世尊曰：「世尊！不愚、不污、不迷亂、不亂心

    者，有誰不喜歡尊者舍利弗者！尊者舍利弗是賢者…乃至…惡之責難者也、不

    愚、不污、不迷亂、不亂心者，有誰不喜歡尊者舍利弗者！」

I,65.七  時，須尸摩天之天子眾，於讚歎尊者舍利之德時，以生喜悅、歡喜而顯其勝色

    光。
( (S.2.29./I,65.) vanne bhabbamane attamana pamudita pitisomanassajata uccavaca vannanibha upadamseti.顯現增強光色)《雜阿含1306經》作︰「身光增明，清淨照耀。」
八  譬喻清淨而好性質，八角善磨之吠琉璃珠置於黃毛布上，其光之輝照。如是須

    尸摩天子之天事眾，讚歎尊者舍利弗之德時，生喜悅、歡喜而顯其勝色光。

    九  譬喻由精巧金工師，以作巧妙之閻浮河金之頸飾，置於黃毛布之上，以輝耀其

 ▼.I.116.

    光。如是須尸摩天子之天子眾…乃至…顯……。

    一0  譬如夜將曉，明星輝照之光……[乃至]……

    一一  譬如秋季太陽昇於澄雲之空，以拂虛空所有之暗，以輝耀其光。如是須尸摩

    天子之天子眾，於讚歎尊者舍利弗之德時，以顯其勝色光。

    一二  時，須尸摩天子關於尊者舍利弗，於世尊前，唱此偈曰：

        無忿而小欲，柔和而調順

        擔師譽聖者，知舍利弗智

    一三  時，世尊關於尊者舍利弗，以偈答須尸摩天子曰：

        無忿而小欲，柔和而調順

        善調之庸人，如待薪資金

        用以待死時，舍利弗智者

        為世所皆知

S.2.30.種種之外道師(天子)

《雜阿含1308經》，《別譯雜阿含307經》
    一  如是我聞。爾時世尊住王舍城竹林栗鼠養餌處。

I,66. 二  時，眾多之種種外道弟子之天子等，阿舍摩、舍波利、任迦、阿考吒迦、吠坦

    婆利、摩納婆伽彌耶，於黎明往詣世尊處，其勝光徧照竹林。詣已，禮敬世尊，立

    於一面。

    三  立於一面之阿舍摩天子，關於富蘭那迦葉，於世尊前，唱此偈曰：．

        世間之割殺，以及害與奪

        迦葉謂非惡，不見自功德

        彼述實自信，相應為師尊

    四  時舍波利天子，關於末伽梨瞿舍羅，於世尊前，唱此偈曰：

        苦行與厭離，以善自制伏

        與人語止爭，離於有罪語

        平等於語實，何以彼如是

        不為其惡耶

註: 61 依於厭離jigucchaya=papa-jigucchanena
    五  時，任迦天子，關於尼乾陀若提子，於世尊前，唱此偈曰：

        厭離巧比丘
         制御四種身

▼.I.118.

        開顯彼見聞
         彼何無罪過

    六  時，阿考吒迦天子，關於種種之外道師，於世尊前，唱此偈曰：

        據陀迦栴延，乃至尼乾陀

        又此末迦梨，以及富蘭那

        為人人之師，達沙門果人

        如何於彼等，遠離善人焉

    七  時，吠坦婆利天子，以偈答阿考吒迦天子曰：

        號吼卑野干
         畢竟是野干

        不管於如何，難等於獅子

        裸形而妄語，以為眾之師

        疑訝之行為，難等於善人

I,67. 八  時，惡魔波旬，隨從吠坦婆利天子而入，於世尊前，唱此偈曰：．

        苦行與厭離，守遠離生活

        物質入於心
         以樂喜天界

        不導人他界
         彼等正教誨

    九  時，世尊知此惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

        此世及彼世，不管任何色

        光顯輝中空，此等皆是實

        那牟尼所讚，如對魚於餌

        因為是不殺，而可令投棄

    一0  時，摩納婆伽彌耶天子，關於世尊，於世尊前，唱此偈曰：

        王舍城諸山，尾布羅最勝

        雪山之諸山，白山為最勝

        行於空中者，太陽為最勝

        海為水中勝，月為星中勝

        世界及天界，云佛是第一

        此嗢陀南：

▼.I.120.

        濕婆與差摩，世理並陶師

        姜睹及赤馬，難提毘舍羅

        難陀須尸摩，種種外道師

        此等共為十

   S.2.第二 天子相應 註

    1 《雜阿含1317-8經》卷四九．二四(大正藏2.261c)

    2 不知其名時，稱為devata，已知其名時，稱為devaputta。

    3 此大子於佛昇三十三天說示「對法」時，曾聽閒。今來述其自督。

    4 四諦、十論事、三十七菩提分、四善語。

    5 行原文為upasana三十八業道。

    6 八等至。

    7 《雜阿含經》卷四九．二五(大正藏二.三六一c)

    8 心之得達hadayassanuppattim=arahattam。

    9 《雜阿含經》卷四九．一六(大正藏二.三六0b)

    10 同諸天相應71經之偈。

    11 《雜阿含經》卷四九．一七(大正藏二.三六0b)

    12 同諸天相應[二十六]經之偈。

    13 《雜阿含經》卷四九．一八(大正藏二.三六0c)

    14 婆羅門者，為今之阿羅漢。

    15 《雜阿含經》卷四九．二0(大正藏二.二六一a)

    16 《雜阿含經》卷四九．一二(大正藏二.三五八b)

    17 天子於障礙中讚嘆入覺者之禪定。佛陀宣示：豈可唯知禪定焉，更應知達涅槃之道。

    18 得paccaladdhamsu。

    19 此經偈，見於Dhammapada vv.313,314,311,312：Thera-G.v.277

    20 此多耶那天子，原為外道之師，信仰業論而作種種善，後生天上，如今來詣佛，歌頌讚偈。

▼.I.122.

    21 禪定ekattam=jhanam。

    22 《雜阿含經》卷二二．八(大正藏二.一五五3)

    23 《雜阿含經》卷四九．一0 (大正藏二.三五八b)經名原文為Candimaso今用《雜阿含》之譯語

    24 《雜阿含經》卷四九．一一(大正藏二.三五八b)

    25 侍payirupasiya=payirupasitva 學sikkhare=sikkhanti。

    26 所教化satthipade=anusatthipade。

    27 《雜阿含經》卷四九．八(大正藏二.三五八a)

    28 此偈出於天子相應第一品第一經

    29 《雜阿含經》卷二二‧二二(大正藏二.一六0a)

    30 《雜阿含經》卷四九．二二(大正藏二.三六一b)

    31 在底本雖作nandibhava(喜有、喜於有)，但在錫蘭版及註釋，則作nandiraga。漢譯又作喜貪，

       因此今取nandiraga。

    32 《雜阿含經》卷二二‧一一(大正藏二.一五五c)

    33 此二偈出諸天相應第三品第一經。

    34 《雜阿含經》卷二二．二一(大正藏二.一五九c)

    35 此天子在忉利天之難陀林晝度樹下，與天女等嬉戲，天女攀至樹上，散花歌頌。當其善業盡時，即於彼處沒而墮地獄。天子受此衝擊，來至世尊處請益。

    36 修行tapasa。

    37 《雜阿含經》卷二二．一0(大正二藏．一五五b)

    38 arati nabhikirati=ukkanthika nabhibhavati。

    39 《雜阿含經》卷三六．九(大正藏二.二六二b)

    40 此二偈，出諸天相應第一品第三經。

    41 《雜阿含經》卷二二．一八(大正藏二.一五八b)

    42 此四偈，出諸天相應第五品第八經。

    43 《雜阿含經》卷四九．九(大正藏二.三五八a)

    44 此七偈，出諸天相應第四品第一經。

    45 《雜阿含經》卷四八．一0(大正藏二.三五0c)

  ▼.I.124.

    46 《雜阿含經》卷三六．七(一大正藏二.二六一c)

    47 此等數偈，出諸天相應第五品第三經。

    48 《雜阿含經》卷二二．二0(大正藏二.一五九b)

    49 此等數偈，出諸天相應第五品第十經。

    50 《雜阿含經》卷五0．一九(大正藏二.三七0a)

    51 《雜阿含經》卷四九．一四(大正藏二.三五九a)

    52 在底本雖作bhave應讀為have。

    53 別譯《雜阿含經》卷八．八(大正藏二.四二七b)

    54 此偈出諸天相應第一品第四經。

    55 《雜阿含經》卷二二．一三(大正藏二.一五六a)

    56 此偈出諸天相應第三品第九經。

    57 《雜阿含經》卷四九．一三(大正藏二.三五八。)

    58 原文uccavacam panitam-uccam hinam=avacam，今勝劣二字相重疊，而特用勝字 (註釋)。

    59 《雜阿含經》卷四九．一五(大正藏二.三五九b)

    60 亦害、亦奪(hatajanisu) hata=pothanesu Janisu=dhanajanisu。

    61 依於厭離jigucchaya=papa-jigucchanena。

    62 厭離者jegucchi=tapena papa-Jigucchako。

    63 四種之制御其身(catuyama-susamvuta)一、sabba-vari-varito hoti=varita-sabba-udako,

       patikhitta-sabba-sitodako(不受用一切水)；二、sabba-vari-yutto=sabbena papa-varanera

       yutto(從於遠離一切惡)；三、sabba-vari-dhuto=sabbena papa-varanena dhuta-papa(以遠

       離一切惡為己任)；四、sabba-vari-phuttho=sabbena papa varapena phuttho(達於遠離一切

       惡)。

    64 dittham sutab ca acikkham=dittham dittham me’ti,sutam sutam me’ti acikkhanto, na

       niguhanto(依我所見，依我所聞，開顯而不隱匿。)

    65 底本之sagaravenapi讀為saharavenapi。

    66 底本之kutthako讀為kotthuko。

    67 守遠離生活palayam pavivekiyam =pavivckam palayanta。

 ▼.I.126.

    68 注心於物質rupe nivittha=tanhaditthihi rupe patitthita。

    69 眾人matiya=macca。
▲Top回目錄
I,68.

S.3.第三 拘薩羅相應

第一  拘薩羅品

S.3.1.年少(四不可輕)

《雜阿含1226經》，《別譯雜阿含53經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，拘薩羅之波斯匿王詣世尊處。詣已，與世尊交談敬重之見面禮，而坐於一

    面。

    三  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，白世尊曰：「世尊！瞿曇曾宣示證悟無上之正等

    覺否？」

    四  「大王！有正確言說證悟無上正等覺者，即是我。大王！我是證悟無上之正等

    覺。」

    五  「瞿曇！有僧伽、有群[眾]、為群[眾]之師、有名、有名聲，為救濟者
、

    有受甚多人認定為善人之沙門婆羅門。猶如富蘭那迦葉、末伽梨瞿舍羅、尼乾陀若

▼.I.128.
    提子、刪闍耶吠羅底子、迦據陀迦旃延、阿耆多翅舍飲婆羅門等。問彼等曾宣示證

    悟無上正等覺否？未曾宣示證悟無上之正等覺。何況尊者瞿曇，其生年青少，出家

    又日淺！」

I,69. 六  「大王！年少不可輕。年少不可輕有四種；何為四種耶？大王！年少不可輕，剎    帝利是年少不可輕。大王！年少不可輕，蛇是年少不可輕。大王！年少不可輕，火    是年少不可輕。大王！年少不可輕，比丘是年少不可輕視。

        大王！年少不可輕，此四種者是年少之不可輕視者。」

    七  世尊宣說此已、善逝更宣示曰：

        善生而有譽，具足尊貴姓

        如是剎帝利，生年青少人

        勿以輕低視，勿以藐視他

        得彼剎帝位，成為人王時

        忿怒而強烈，有加於王罰

        是故守己命，以避遭繩罰

        於村或森林，在此見蛇時

        以為是幼少，勿輕勿藐視

        或高或低貌，持炎蛇彷徨

        若愚男女近，即直受彼咬

        是故守己命，以避遭傷害

        餌食甚多貪，熾燃火黑煙

        雖然是細小，勿輕勿藐視

        只要得柴薪
，其火大炎出

        若愚男女近，當即遭燃燒

        是故守己命，以避受火害

        火燒於森林，火盡成黑炭

        日夜以過後，於此出草萌

        持戒之比丘，若以戒炎燒

        其人無生子，不富於子孫

註: 3 為善人之被肯定 sadhu sammato=santo sappurisa ti evam sammato
   ▼.I.130.

        無子無相續，彼等切斷芽

I,70.    不如多羅樹，是故賢智人

        自己以見利，小蛇與細火

        有譽剎帝利，具戒之比丘

        以善於正行

    八  如是語已，拘薩羅國之波斯匿王白尊曰：「世尊！是最勝，世尊，是最勝。世尊！

    譬喻倒者立起，覆者顯現，迷者教示道，如有眼者見諸色，如暗中揭明燈，如是世

    尊說種種法。世尊！我歸依佛，及歸依法與僧。世尊，容受我從今日，終生歸依為

    優婆塞。」

S.3.2.人(中幾何法苦惱)

《雜阿含1065經》、《別譯雜阿含4經》、《如是語經》Iti.3.1.1.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  時，拘薩羅國之波斯匿王詣於世尊處。詣已，禮敬世尊坐於一面。

    三  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王白世尊曰：「世尊！於人中生幾何法，即成為人之

    不利、苦惱及不安住耶？」

    四  「大王！三法生於人中，即成為人之不利、苦惱與不安住。」三者為何？大王！貪

    生於人中，即成為人之不利、苦惱與不安住。大王！瞋生於人中，即成為人之不利、

    苦惱與不安住。大王！癡生於人中，即成為人之不利、苦惱與不安住者。

    五  [世尊，宣說此已…乃至…]

        貪與瞋及癡，生此惡心已

        以為自傷害，如持倒竹實

S.3.2./ I,70.作：「人有貪、瞋、癡的惡心，他們變成有傷害的，如完全結果的竹。」


“Lobho doso ca moho ca, purisam papacetasam; 

 
Himsanti attasambhuta, tacasaramva samphalan”ti.  
I,71.

S.3.3.王(有否能免老死)

《雜阿含1240經》，《別譯雜阿含67經》，《增壹阿含26.6經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王白世尊曰：「世尊！於有生者中，有能免老死者

    否？」

    三  大王！任何生物亦不能免老死。

    四  大王！雖有大財富。有大富、有大受用、甚多金銀、甚多資財、甚多財穀之家

    主，因有生故，亦不能免老死。

    五  大王！雖有大財之婆羅門，有大財富，有大富、有大受用、甚多金銀，甚多資

▼.I.132.

    財、甚多財穀之家主，因有生故，亦不能免老死。

    六  大王！漏盡之應供者，行盡梵行，所作已辦，已捨重擔，達自利，盡有縛，依

    正智而解脫之比丘之身體，亦是破壞之法，應捨之法。」

    七  [世尊宣說此已…乃至…」

        王車美亦壞，身體邁向老

        正法永不老，善人所語善

S.3.4.愛者(行惡行非自愛)

《雜阿含1228經》，《別譯雜阿含55經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王白世尊曰：「世尊，我於此獨坐靜觀，生如是思

    念：自我為何人所受者，不為何人所受者乎？世尊，我生如是思念。

I,72. 三  任何人皆依身以行惡行、依語以行惡行、依意以行惡行。此等諸人乃非愛自我

    者。假若彼等雖云：「我等乃自我之愛者。」但彼等卻非自我之愛者。不論如何，非

    愛者所以為非愛者，乃彼等之自所作為。是故彼等非自我之愛者。

【巴】ye kho keci kayena duccaritam caranti, vacaya duccaritam caranti, manasa duccaritam caranti, tesam appiyo atta. kibcapi te evam vadeyyum ： “piyo no atta”ti, atha kho tesam appiyo atta. tam kissa hetu ？ yam hi appiyo appiyassa kareyya, tam te attana va attano karonti. tasma tesam appiyo atta. (S.3.1.4.3； I,p.71)
【意】凡是行身惡行、行語惡行、行意惡行的人，他們都不愛護自己。就算他們說：「我們愛護自己！」可是他們依舊不(算)愛護自己。為什麼？因為他們自己對自己的所作所為，正同仇敵對仇敵的作為一般無二。因此他們並不愛護自己。
    四  任何人皆依身以行善行、依語以行善行、依意以行善行、此等之諸人乃自我之

    愛者。假若彼等雖云：「我等乃非自我之愛者。」但彼等卻是自我之愛者。不論如何，

    受者所以為愛者，乃彼等之自所作為。是故彼等乃自我之愛者。

【巴】ye ca kho keci kayena sucaritam karonti, vacaya sucaritam caranti, manasa sucaritam caranti, tesam piyo atta. kibcapi te evam vadeyyum ： “appiyo no atta”ti, atha kho tesam piyo atta. tam kissa hetu ？ yam hi piyo piyassa kareyya, tam te attana va attano karonti. tasma tesam piyo atta ti. (S.3.1.4.4； I,p.72)
【意】凡是行身善行、行語善行、行意善行的人，他們都是愛護自己。就算他們說：「我們不愛護自己！」可是他們依舊是愛護自己。為什麼？因為他們自己對自己的所作所為，正同親愛者對親愛者的作為一般無二。因此他們是愛護自己。
    五  「大王！如是，大王！如是。」任何人依身、語、意以行惡行，此諸人乃非自我之

    愛者。任何人依身、語、意以行善行，此諸人乃自我之愛者。

    六  [世尊於此宣說已…乃至…」

        知自可愛者，勿自連結惡

        以行惡行人，難得於安樂

        所囚於死魔，以捨生命者

        有何是彼物，彼行前取何

        功德惡之二，是人此世作

        此為彼身物，彼行而取此

        如添影之形，此二從隨彼

        是故以行善，為善積未來

        功德於後世，乃人渡津頭

 ▼.I.134.

S.3.5.(行惡行非)自護

《雜阿含1229經》，《別譯雜阿含56經》
    一  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，白世尊曰：

    二  「世尊！我獨坐靜觀生如是念：何人乃護自我；何人不護自我耶？世尊！我如

    是思念：

I,73. 三  任何人依身以行惡行、依語以行惡行、依意以行惡行者，其人即是不護自我。

    彼等如何受象軍之善護、馬軍之善護、車軍之善護、步軍之善護、但不護彼等之自

    我。何以故，此等外在之守護，此等非為內在之守護。是故非守護彼等之自我。

    四  任何人依身以行善行、依語以行善行、依意以行善行者，其人乃護自我者。彼

    等雖云無任何象軍之守護、無馬軍之守護、無車軍之守護、無步軍之守護、但有守

    護彼等之自我。何以故？此等乃內在之守護，此等非外在之守護。是故乃守護彼等

    之自我。

    五  「大王！如是，大王！如是。任何人依身、語、意以行惡行者，其人不護自我。

    任何人依身、語、意以行善行者，其人乃護自我。」

    六  [世尊宣說此已…乃至…]

        善哉自制身，善哉自制語

        善哉自制意，善哉制一切

        自制知恥者，云為守護人

S.3.6.少數(巨富不迷醉.不溺.不耽欲)

《雜阿含1229經》，《別譯雜阿含56經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，白世尊曰：「世尊！我獨坐靜觀，生如是思念：

    於此世得巨大之富而不迷醉、不溺、不耽於欲樂、不誤於諸人中者，甚少。於此世

I,74. 得巨大之富而迷醉、溺、耽於欲樂、誤於諸人中者，甚多。」

    三  「大王！如是，大王！如是。於此世得巨大之富而不迷醉、不溺、不耽於欲樂、

    不誤於諸人中者，甚少。於此世得巨大之富而迷醉、溺、耽於欲樂、誤於諸人中者，

    甚多。」

    四  [世尊宣說此已…乃至…]

        富迷於欲樂，貪欲以奪心

        不覺於道外
         如鹿被縛蹄

▼.I.136.

        彼等後苦澀
         其果即是惡

S.3.7.裁斷(賢相將顯露)

《雜阿含1231經》，《別譯雜阿含57經》

    一  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王白世尊曰：

    二  「世尊！我坐於裁判之座，見有大富、有大財大產、甚多資財、甚多財穀之剎帝

    利、婆羅門、家主等，自知為欲樂，依於欲樂，欲樂之故而語妄語。故我生如是思

    念：「我今有充分裁斷，今當依裁斷以顯賢面
。」

    三  「大王！有大富，有大財大產，甚多金銀，甚多資財，甚多財穀之剎帝利、婆羅

    門、家主等，自知為欲樂，依於欲樂，欲樂之故而語妄語，彼等應長時之不利苦惱。」

    四  [世尊宣說此已…乃至…]

        富迷於欲樂，貪欲以奪心

        不知於道外，如魚被網羅

        彼等後苦澀，其果即是惡

I,75.

S.3.8.第八末利(夫人:無人比我更可愛)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  又，爾時，拘薩羅之波斯匿王與末利夫人，具在高樓之上。

    三  時，拘薩羅之波斯匿王言末利夫人曰：「末利！可有其他之何人比汝更可愛

    耶*？」

【巴】atha kho raja Pasenadi Kosalo Mallikam devim etad avoca ：
“atthi nu kho te Mallike koc’ abbo attana piyataro ?”ti. (S.3.1.8.3； I,p.75)

【意】那時，拘薩羅國波斯匿王對末利夫人說道：

「末利！是否有其他任何人，妳喜愛他多過喜愛妳自己？」

(*此處是問末利夫人心中「主觀」意念「最喜愛誰」的問題，而譯文所傳達的卻是問比較偏於「客觀」認知的「誰最可愛」的問題。)
    四  「大王！無有其他之何人比我更可愛者。大王！有其他之何人比汝自己更可愛

    耶？」

    五  「末利！無有其他之何人，比我更可愛者。」

    六  時，拘薩羅國之波斯匿王，走下高樓詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，白世尊曰：

    七  「世尊！我於此與末利夫人於高樓上，以此言末利夫人：「末利！可有其他之何

    人比汝更可愛耶？」世尊！如是言已，末利夫人以此言我曰：「大王！無有其他之

    何人，比我更可愛者。大王！可有其他之何人，比王我更可愛耶？」世尊！如是言

    已，以此我對末利夫人曰：「末利！無有其他之何人，比我自己更可愛者。」」

    八  時，世尊了知此義，其時，唱此偈曰：

         思雖往一切，不達於比己

▼.I.138.

        更為可愛者，其他之諸人

        亦是可愛己，是故為自愛

        勿以傷害他

S.3.9.(拘薩羅王)供犧

《雜阿含1234經》，《別譯雜阿含61經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

I,76. 二  爾時，又作備辦大供犧拘薩羅國之波斯匿王。有：五百牡牛、五百牝犢、五百

    山羊、五百隻羊，為供犧，而受縛於柱。

    三  又有王之奴隸、僕人、男傭人，彼等亦害怕刑罰，恐怖戰抖，一面為作準備而

    一面哭泣流淚。

    四  時，甚多比丘等晨早，著衣持缽，入舍衛城行乞。於舍衛城行乞食已，收放缽

    後，而詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之彼等諸比丘，白世尊曰：

    五  「世尊！此拘薩羅國之波斯匿王、有備辦大供犧：五百牡牛、五百牝犢、五百山

    羊、五百隻羊，均為供犧而繁縛於柱。又王之奴隸、僕人、男傭人等，彼等害怕刑

    罰，恐怖戰抖，一面哭泣流淚一面為作準備。」

    六  時，世尊了知此義，於此時唱偈曰：

        馬犧人供犧，投擲之棒賽

        勝利者之飲，而無有障礙

        此等之供犧，事多無大果

        山羊及羊牛，種種加殺害

        如此之供犧，大聖不行為

        事少常行此，山羊及羊牛

        於此不殺害，而於此供犧

        以行正道者，大聖亦行之

        賢者行此供，此供有大果

        以行此行者，有善而無空

        偉大之供犧，諸天之賞讚

註:18 縛於柱 thunam upanitani=thunaya baddhani
S.3.10.(拘薩羅王)繫縛(多人)

《雜阿含1235經》，《別譯雜阿含62經》，《法句經》Dhp. 345-346.  J.201
    一  又，其時，拘薩羅國之波斯匿王，捕縛甚多人。有者以繩、有者以網、有者以

▼.I.140.

    鎖[縛之]。

I,77. 二  時，甚多比丘等，於晨早，著衣持缽，入舍衛城行乞。舍衛城行乞食已，收放

    缽後，詣世尊處。詣而禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼等諸比丘，白世尊曰：「世尊！彼拘薩羅國之波斯匿王，捕縛甚多

    人：有者以繩、有者以網、有者以鎖[縛之]。

    四  時，世尊了知此義，於其時誦此偈曰：

        (鐵繩以及木    或以葦之網

賢者不云縛  (以心為迷醉

寶玉及珠環    又心繫妻子

賢者云強縛  (牽引於此人

雖緩亦難離  (無欲捨欲樂

斷此而出家
 
【巴】( na tam dalham(結實的) bandhanam(縛) ahu dhira, yad ayasam(鐵製的) darujam pabbajab ca.

(sarattaratta manikundalesu,  puttesu daresu ca ya apekkha, etam dalham bandhanam ahu dhira.

(oharinam sithilam(寬鬆的)duppamubcam,

(etam pi chetvana paribbajanti, anapekkhino kamasukham pahaya ti. (S.3.1.10.3； I,p.77) 

【意】(鐵索、木枷、及草繩，智者不說那是堅牢的束縛。

(迷戀於寶珠、耳環，希求著妻子、兒子，智者說這才是堅牢的束縛。

(它引人墮落，雖似鬆緩卻難以解脫。

((對此，智者)沒有希求，捨棄欲樂，斷除了它，出家修行。
     此嗢陀南：

        幼少人及王，愛者並自護

        少數與裁斷，末利供與縛

第二 拘薩羅品

S.3.11.結髮行者(是阿羅漢耶？)

《雜阿含1148經》，《別譯雜阿含71經》，《自說經》Ud.6.2.
    一  爾時，世尊住舍衛城東園鹿子母講堂。

    二  又，其時將日暮世尊從獨坐靜觀(patisallana)起座，出而坐於門外之小屋。時，拘薩羅國之

    波斯匿王詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

I,78. 三  其時有七名結髮行者，七名尼乾陀徒，七名裸行者，七名一衣者，七人名遊行

    者等，其腋下毛或身毛均長，爪亦長持遊方者之用具，通過離世尊不遠之處。

    四  時，拘薩羅國之波斯匿王，即從座起立，著上衣、偏袒一肩、右膝著地、向七

    名結髮行者，七名尼乾陀徒，七名裸行者，七名一衣者，七名遊方者合掌，三次稱

    呼其名：「尊者！我乃拘薩羅國之波斯匿王，尊者！我乃拘薩羅國之波斯匿王。」

▼.I.142.

    五  時，拘薩羅國之波斯匿王，離開彼等七名結髮行者，七名尼乾陀徒，七名裸行

    者，七名一衣者，七名遊行者去後，直詣世尊之處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    六  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，白世尊曰：「世尊！此等之諸人，於此世間，為

    阿羅漢，或具足阿羅漢之諸人中耶？」

    七  「大王！此等諸人是阿羅漢耶？為具足阿羅漢道者耶？即如王者之在家受用欲

    樂，住於子嗣之障礙中，即使用迦尸國之栴檀
，用華鬘、香、塗料，貯蓄金銀者

    亦不易知。

    八  大王！彼之戒依於共住而且非短時，依長時而非不思惟、依思惟而非無智、應

    依有智慧而得知。

【巴】samvasena kho maharaja silam veditabbam. tam ca kho dighena addhuna na itaram, manasikarota no amanasikarota, pabbavata no duppabbena. (S.3.1.11.8；I,p.78)

【意】大王！(他的)戒行必須共住才能得知，並且須經長時而非短時，要思惟(觀察)而非不思惟，要用智慧(去分辨)而非憑著淺智劣慧(所能得知)。
    九  大王！彼之清淨是依於共語
，而且非短時，依長時而非不思惟，依思惟而非

    無智，應依有智慧而得知。

    一0  大王！彼之確立
，於不幸之時，而且非短時，依長時而非不思惟，依思惟

    而非無智，應依有智慧而得知。

I,79. 一一  大王！彼之智慧，依共同商量，而且非短時，依長時而非不思惟，依思惟而

    非無智，應依有智慧而得知。」

S.3.11.說，用智慧，長時間：1.共住(samvasena)，知其戒行(silam)；2.共事(samvoharena)，知其純淨(soceyyam)；3.於不幸時(apadasu)，知其能力(thamo)；4.交談(sakacchaya)，知其智慧(pabba)。四種辨識法，然後知道他是不是阿羅漢。

    一二  「世尊！誠然希有。世尊！誠然未曾有。世尊，此事確實是依世尊之所說。「大

    王！此事即使在家受用欲樂…乃至…貯蓄金銀亦不易知…乃至…。」

    一三  世尊！此等我密訪、訪察者
之諸人，於訪察各國歸來。最初依彼等之所察

    訪，於後我來作結論。

    一四  世尊，如今彼等為去其塵垢，沐浴塗以香料，剃除鬚髮，穿著白衣，為五欲

    所纏繞，所具者足樂。」

    一五  時，世尊了知此義，於此時唱偈曰：

        (色貌之於人，實是不易知

        即刻見勿信
         (善制者其相

        非為制御人，此世普橫行

【巴】(na vannarupena naro sujano, na vissase ittaradassanena；
(susabbatanam hi viyabjanena, asabbata lokam imam caranti. (S.3.1.11.15； I,p.79)

【意】(人是不容易從容貌外表而分辨了解的 (僅僅)短暫接觸，不應(貿然)相信；

(因為許多人假扮修行人的樣子 (其實並)非修行人 (卻)在世間到處遊行！
        如似是而非，泥土之耳環

        渡金銅半錢，人人裝飾美

        內懷於不淨，外面美橫行

S.3.11.作：“Na vannarupena naro sujano, na vissase ittaradassanena. Susabbatanabhi viyabjanena, asabbata lokamimam caranti. Patirupako mattikakundalova, lohaddhamasova suvannachanno. Caranti loke parivarachanna, anto asuddha bahi sobhamana”ti.(不容易從容貌了解人，不要立即相信；形同完全抑制者，實非抑制者，在世間遊行；似是而實非，塗泥半個銅錢，好像金耳環(suvannakundalapatirupako)；在世間遊行隨員伴隨，內(心)懷著不淨，外表看起來很美。)

《別譯雜阿含71經》說：不以見色貌　　而可觀察知　若卒見人時　　不可即便信

　相貌似羅漢　　實不攝諸根　形貌種種行　　都不可分別

　如似塗耳鐺　　亦復如塗錢　愚者謂是金　　其內實是銅

　如是諸人等　　癡闇無所知　外相似賢善　　內心實毒惡

　行時多將從　　表於賢勝者(<<阿含部T2>>p.399.2)

▼.I.144.

S.3.12.五王(波斯匿王問何欲第一)

《雜阿含1149經》，《別譯雜阿含72經》，《增壹阿含33.1經》

註27: 當時 yato=yada
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。

    二  其時，波斯匿王初為五王，為五欲所圍纏，充分享受快樂。彼於此間生起如是

    言語：「何為欲愛之第一？」

I,80. 三  時，或有人作如是說：「色是欲愛之第一。」或作如是說：「聲是愛之第一。」或

    作如是說：「香是欲愛之第一。」或作如是說：「味是欲愛之第一。」或作如是說：「觸

    是欲愛之第一。」當時彼等諸王，互相皆不能承服。

    四  時，拘薩羅國之波斯匿王，以此謂彼等諸王曰：「友！請過來，我等何不往詣世

    尊處，請問此義。如世尊為我等所說，應予各自受持。」

    五  彼等五王答拘薩羅國之波斯匿王：「友！誠然。」

    六  時彼等五王，以波斯匿王為先導，往詣世尊之處，詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    七  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，以此語白世尊：「世尊！於此我等五王，為五欲

    所纏，充分享受快樂。我等之間生出如此言語：「何為欲愛之第一耶？」或亦有人

    作如是說：「色是愛欲之第一。」或作如是說：「聲是欲愛之第一。」或作如是說：

    「香是欲愛之第一。」或作如是說：「味是欲愛之第一。」或作如是說：「觸是欲

    愛之第一。」世尊！何為欲愛之第一耶？」

    八  「大王！我說限以人心
所好之程度，為欲愛之第一。大王！此等諸色，或為心

    之所好者，或為心之所不好者。有人或依色而歡喜，若能滿足所思，則更希望求其

    他更殊勝微妙之色。於彼而言，則其色乃無上之最殊勝。

    九  大王！此等之聲…乃至…香…乃至…味…乃至…此等之觸，或為

I,81. 心所好者，或為心所不好者。有人或依觸而歡喜，若得滿足所思，則不再希望其他

    更殊勝微妙之觸。於彼而言，其觸乃無上之最殊勝。」

    一0  爾時，亦有栴檀庵伽梨迦優婆塞坐其會座。時栴檀庵伽梨迦優婆塞即從座而

    起，偏袒一肩，合掌向世尊，以此謂世尊曰：「世尊！思我則不顯。善逝！思我則不

    顯。」

    一一  世尊曰：「栴檀庵伽梨迦！顯此。」

    一二  時，栴檀胺庵梨迦優婆基於世尊座前，當場以相應之偈讚歎之：

        芳香赤蓮華，晨開香不去

▼.I.146.

        見鴦耆羅光，映空如太陽

    一三  時，彼等五王，向栴檀庵伽梨迦優婆塞五件僧伽梨請穿著。

    一四  時，栴檀庵伽梨迦優婆塞，即以此五件僧伽梨奉獻世尊。

S.3.13.大食(食知量,少苦.長壽)

《雜阿含1150經》，《別譯雜阿含73經》，DhpA.v.204.
    一  [爾時，世尊]在舍衛城……。其時拘薩羅國之波斯匿王常食一陀那
之飯食。

    二  時，拘薩羅之波斯匿王食後，就大息而詣世尊[處]。詣已，禮敬世尊，坐於其

    傍。

    三  時，世尊知拘薩羅國波斯匿王飯食已訖，曾作大息，其時而唱此偈曰：

        以常持正念，取食知量人

        則少有其苦，遲老得壽長

 I,82. 四  爾時，善見摩納立於拘薩羅國波斯匿王之後。

    五  時，拘薩羅國波斯匿王呼善見摩納：「善見！汝在我食時，於世尊前暗唱此偈！

    我常日日施百錢與汝。」

    六  善見摩納答覆拘薩羅國之波斯匿王曰：「大王！承教。」則暗[誦]在世尊前之

    偈，於拘薩羅國之波斯匿王食時即歌此偈：

        以常持正念，取食知量人

        則少有其苦，遲老得壽長

    七  時，拘薩羅國之波斯匿王，即漸次滿足於一陀那量之飯食。

    八  如是拘薩羅國之波斯匿王，即較以往身體康健，以手撫其身體，當時發此歡喜

    語：「世尊實以二利哀憐我：是現在之利與未來之利。」

註: 31 盡大息 mahassasi=mahantehi assasehi assasati

    32 早餐時五十分錢(kahapana)，晚餐時五十分錢之百錢(註釋)
 S.3.14.(摩揭陀對拘薩羅)於戰之二語

《雜阿含1236經》，《別譯雜阿含63經》 (1)

    一  [爾時，世尊]在舍衛城……。

        時，摩揭陀國韋提希子阿闍世王，整備四軍，針對拘薩羅國之波斯匿王，攻入

    其迦尸國。

    二  拘薩羅國之波斯匿王，聞摩揭陀國之韋提希子阿闍世王整備四軍，攻入我迦尸

    國。

    三  時，拘薩羅國波斯匿王，整備四軍，迎戰摩揭陀國韋提希子阿闍世王於迦尸國。

 I,83.四  時，摩揭陀國韋提希子阿闍世與拘薩羅國之波斯匿王生戰事。依其戰鬥，摩揭

▼.I.148.

    陀國韋提希子阿闍世王，攻破拘薩羅國之波斯匿王。拘薩羅國之波斯匿王，則逃歸

    首都之舍衛城。

    五  時，眾多比丘，朝晨著衣持缽，入舍衛城行乞。舍衛城行乞飯食後置缽，往詣

    世尊處。詣已，敬禮世尊而坐於一面，坐於一面之詣比丘等。以此事白世尊曰：

    六  「世尊！如今，摩揭陀國韋提希子阿闍世王與拘薩羅國之波斯匿王挑起戰事。依

    其戰鬥，摩揭陀國韋提希子阿闍世王，攻破拘薩羅國之波斯匿王。拘薩羅國之波斯

    匿王，逃歸首都之舍衛城。」

    七  「諸比丘！摩揭陀國韋提希子阿闍世王，有惡友、惡朋、惡伴。諸比丘！拘薩羅

    國之波斯匿王，有善友、善朋、善伴。諸比丘！但拘薩羅國之波斯匿王，今夜為敗

    者，應是苦眠。」

    八  [世尊，說此…乃至…]

        勝利以生怨，敗者苦難寢

        只有捨勝敗，平靜樂安眠

S.3.15.於戰之二語

《雜阿含1237經》，《別譯雜阿含64經》，cf.《雜阿含726經》 (2)

I,84. 九  時，摩揭陀國韋提子阿闍世王，整備四軍，針對拘薩羅國之波斯匿王[戰]，攻

    入其迦尸國。

    一0  拘薩羅國之波斯匿王，聞摩揭陀國韋提希子阿闍世王，整備四軍，攻入我迦

    尸國。

    一一  時，拘薩羅國之波斯匿王，整備四軍，於迦尸國，迎戰摩揭陀國之韋提希子

    阿闍世王。

    一二  如是摩揭國之韋提希子阿闍世王，與拘薩羅國之波斯匿王挑起戰事。於此戰

    鬥，拘薩羅國之波斯匿王，攻破摩揭陀國之韋提希子阿闍世王，生擒彼[王]。

    一三  時，拘薩羅國之波斯匿王，如是思念：「如摩揭國之韋提希子阿闍世王，雖無

    害，但謂害我，乃我之甥。我寧奪摩揭陀國之韋提希子阿闍世王所有之象軍、馬軍、

    車軍、步軍、以逐放彼。」

    一四  時，拘薩羅國之波斯匿王，奪摩揭陀國之韋提希子阿闍世王所有之象軍、馬

    軍、車軍、步軍而逐放彼。

    一五  時，眾多比丘，晨早著衣持缽，入舍衛城，於舍衛城乞食，食已置缽，往詣

▼.I.150.

    世尊處。詣已，禮敬世尊，而坐於一面；坐於一面之諸比丘等，以此事白世尊曰：

I,85. 一六  「世尊！如今，摩揭陀國之韋提希子阿闍世王，整備四軍，針對拘薩羅國之波

    斯匿王，攻入其迦尸國。世尊！拘薩羅國之波斯匿王，聞悉亦以整備四軍迎戰。於

    此交戰，拘薩羅國之波斯匿王，攻破摩揭陀國之韋提希子阿闍世王，生擒彼王。世

    尊！如是拘薩羅國之波斯匿王，如是思念：「如摩揭國之韋提希子阿闍世王，雖無

    害，但謂害我，乃我之甥，我寧奪彼王之四軍，以逐放彼王。」世尊，如是拘薩羅

    國之波斯匿王，奪得摩揭陀國之韋提希子阿闍世王之四軍，以逐放彼王。」

    一七  時，世尊得知此義，其時，唱此偈曰：

        人為己利時，即以掠奪他

        他之被奪時，彼亦為所奪

        愚者惡不實，雖思為當然

        惡之成實時，即受於苦惱

        若以殺他人，即得殺己者

        若以勝他人，即得勝己者

        以譏他人者，即得誹己者

        以惱他人者，即得惱己者

        如是業輪轉，奪人當被奪

I,86.

S.3.16.末利夫人(生公主)

    一  舍衛城因緣。

    二  時，拘薩羅國之波斯若王，往詣世尊處，詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  時，有一人，坐近拘薩羅國之波斯匿王，進而耳語於拘薩羅國波斯匿王告曰：

    「王！末利夫人生王女。」

    四  如是云時，拘薩羅國之波斯匿王不喜。

    五  時，世尊，知拘薩羅國波斯匿王之不喜，於是唱偈曰：．

        人主或婦人，勝比於男子

        有智慧全戒，敬姑及事夫

        以生其子者，英雄地上主

        實如賢妻子，亦教導王國

▼.I.152.

S.3.17.不放逸(得現在利.未來利)

《雜阿含1239經》，《別譯雜阿含66經》，《中阿含141經》喻經》，大正No.765《本事經》，S.45.141-148.(1)

    一  [爾時，世尊]在舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王以此白世尊曰：「世尊！現世之利與未來之利，可

    有取得兩利之一法耶？」

    三  「大王！有取得現在與未來之利為一法者。」

    四  「世尊！有取得現在之利與未來之利為一法者，何耶？」

I,87. 五  「大王！取得現在之利與未來之利為一法者，是不放逸。大王！譬喻任何步行獸

    之足跡，皆入於象之足跡。即云象之足跡，其大為第一。大王！如是現在之利與未

    來之利，以此二利取之為一法。」

    六  世尊宣說此…乃至…

        生命與無病，美貌生天界

        日日於願望，以生高貴家

        賢者行功德，稱讚不放逸

        賢者不放逸，現法之益利

        乃至未來利，若得此二利

        依於得此義
         英雄謂賢者

S.3.18.不放逸(半梵行.全梵行)

《雜阿含1238經》，《別譯雜阿含65經》 (2)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王以此白世尊曰：「世尊！我於獨坐靜觀以生思

    念：「依世尊之善說法，而與善友、善朋、善伴交；非與惡友、惡朋、惡伴交。」」

    三  「大王！如是，大王！如是。大王！依我善說法，而與善友、善朋、善伴交；非

    與惡友、惡朋、惡伴交。

    四  大王！爾時，我住釋迦族邑。

    五  大王！時，阿難比丘詣我處。詣已，禮敬於我坐於一面，大王！坐於一面之阿

    難比丘謂我曰：「世尊！此善友、善朋，善伴即梵行之一半。」

I,88. 六  大王！我如是言已、以此謂阿難比丘曰：「阿難！不然。阿難！不然。阿難！

    此善友、善朋、善伴，乃是梵行之全部。阿難！有善友、善朋、善伴之比丘，得以

    期待於修行八支聖道，屢修八支聖道。

▼.I.154.

    七  阿難！如何有善友、善朋、善伴之比丘，屢修八支聖道耶？

    八  阿難！此比丘依遠離，依離貪，依滅，以修正見，捨離[煩惱]及轉向[涅槃]。

    依遠離，依離貪，依滅，以修正思[…乃至…]正語[…乃至…]正業[……

    乃至……]正命[…乃至…]正精進[…乃至…]正念[…乃至…]

    正定，而捨離及轉向。阿難！如是有善友、善朋、善伴之比丘，以修行八支聖道，

    屢修八支聖道。

    九  阿難！依此應知有善友、善朋、善伴，乃梵行之全部。

    一0  阿難！不論如何，依以我為善友，生法之眾生，依生而解脫。老法之眾生，

    依老而解脫，病法之眾生，依病而解脫，死法之眾生，依死而解脫，愁悲苦惱悶之

    眾生，依愁悲苦惱悶而解脫。阿難！依此應知有善友、善朋、善伴，乃梵行之全部。」

    【巴】mamam hi Ananda kalyana-mittam agamma jatidhamma satta jatiya parimuccanti, jaradhamma satta jaraya parimuccanti, vyadhidhamma satta vyadhiya parimuccanti, maranadhamma satta maranena parimuccanti, soka-parideva-dukkha-domanass-upayasa-dhamma satta soka-parideva-dukkha-domanass-upayasehi parimuccanti. (S.3.2.8.10； I,p.88)

【意】阿難！以我作為善友，則具有「生」的性質的眾生，從「生」解脫；具有「老」的性質的眾生，從「老」解脫；具有「病」的性質的眾生，從「病」解脫；具有「死」的性質的眾生，從「死」解脫；具有「憂、悲、苦、惱、愁悶」的性質的眾生，從「憂、悲、苦、惱、愁悶」解脫。
(此處“jati-dhamma”(生-法)、“jaradhamma”(老-法)、“vyadhidhamma”(病-法)、“maranadhamma”(死-法)等等 “A-dhamma”(~法)的用法比較特別，值得稍作討論。

(a)首先，“A-dhamma”(~法)此處解作是「有財釋」複合詞(bahubbihi)，修飾satta (眾生)。其中的「法」不是「東西、事物，現象、狀態」(things, states)之意，而是「(具有)性質 (依循)慣力 (受制於)軌則；必會~」之意(參PED, p.336b, being subject to, of the natural property of, destined to be, under the law of )。「生法(老法、病法等等)的眾生」，意指由於不斷造煩惱之業，而「具有」生老病死的「性質」，或在生老病死的「慣力」驅動下的眾生。(但這樣的性質或慣力還是「有因有緣的」，只要斷盡煩惱就可從中解脫。)

  (b)對於眾生之「具有生、老、病、死的性質」一事，《相應部．六入相應．33-42經》說，一切都具有「生」(老、病、死、憂、惱、盡、壞、集、滅)的性質。怎樣是「一切」都具有「生」(老等)的性質呢？經文舉出眼、色、眼識、眼觸、從眼觸之緣所生的受－－苦受、樂受、不苦不樂受，耳、聲、 … ，意、法 …等等。也就是整個「生命活動」的全部，都具有、都離不開遷異壞滅的境況。(S IV 26-28) 其次，《中部．26經．聖求經》也說到所謂「非聖求」(anariya pariyesana，世俗的、不崇高、非神聖的追求)：有人自己具有「生」(老、病、死、憂、惱)的性質，卻還追求那些同樣具有「生」(老等)性質的事物。哪些東西是具有「生」(老等)性質的事物呢？就是妻、兒，僕、婢，牛、羊、雞、豕、象、馬、驢，金、銀等等。這裡是以世人一般生活中具體的事物作例，顯示怎樣是具有「生」(老等)性質的事物。(M I 161-62)

  (c) 這種“A-dhamma”(「~法」)的有財釋用法及意義，也可以通過經典中互相解釋的文句得到進一步的了解。例如，《中部．130經．天使經》說到，有五種「天使」(devaduta)－－嬰兒、老人、病人、盜賊罪犯、以及死者。這五種上天的使者向人們顯示生、老、病、死的生命軌則(或必然性質)，以及造惡受報的因果規律。其中閻摩王(Yamo raja)審問墮地獄者：當你見到那些「天使」，你難道沒有想過：「我也是具有「生」(老等)性質，我不能超越「生」(老等)。」嗎？你難道不會想：「嗯！我應該行身善行，行語善行，行意善行！」嗎？(M III 179-82)其中標線部分，原文為：Aham pi kho ’mhi jatidhammo, jatim anatito. 這兩句可視為「互釋文」：“jati-dhammo”(「生-法」，具有「生」的性質)意即“jatim anatito”(不能超越於「生」)。(d) 類似的「互釋文」例如，《相應部．憍薩羅相應》Ayyaka (祖母)一經(S I 96-97)。波斯匿王的祖母過世，他很傷心，往見佛陀。佛安慰他，並向他開示：“Sabbe satta maharaja maranadhamma maranapariyosana maranam anatita ti”(大王！一切眾生都具有「死」的性質，都終究會死亡，都無法超越死亡！)這裡有三句互釋的文句：“marana-dhamma” (「死-法」，具有「死」的性質)意即“marana-pariyosana” (終究會死亡)，意即“maranam anatita” (無法超越死亡)。同經下文的偈頌又說到：“Sabbe satta marissanti”(一切眾生都「必將」死亡！)，此句也可視為上三句的互釋文，這裡用“marissanti”即“marati”(死亡)一詞的未來式，表達「自然律」(law of nature，必然~，必將~)。(參拙著《實用巴利語文法》(上冊)，頁10-3，第(2)項。)這樣，“A-dhamma”(「~法」)的意思可理解為，「具有A的性質」、或「受到A的軌範、限制，必然會A，不能超越A」之意。)

一一  大王！是故，王不能不如是學。我應容有善友、善朋、善伴。大王！不能不

I,89. 如是學。大王！欲有善友、善朋、善伴者，不能不依此一法而住，即於善法不放逸。

    一二  大王！王依不放逸、住不放逸者，王之後宮亦應如是思念：「王依不放逸，

    住不放逸，我等亦應依不放逸、住不放逸。」

    一三  大王！王依不放逸、住不放逸者，剎帝利之侍臣等應如是思念：「王依不放

    逸、住不放逸；我等亦應依不放逸、住不放逸。」

    一四  大王！王依不放逸、住不放逸者，國民亦應如是思念：「王依不放逸、住不

    放逸；我等亦應依不放逸、住不放逸。」

    一五  大王！王依不放逸、住不放逸者，當亦護自己，亦護後宮，亦護庫藏。」

    一六  [世尊宣說…乃至…]

        繼續負願望，欲待至大富

        賢者行功德，以讚不放逸

        賢者不放逸，以得二種利

        現世之益利，以及未來利

        依得於此義，英雄謂賢者

 註:40 煩惱之捨離與涅槃之迴轉 vossagga-parinami=kilesa-pariccaga,nibbana-pakkhandan
S.3.19.(八百萬金巨富長者)無子

《雜阿含1232經》，《別譯雜阿含59經》，《增壹阿含23.4經》 (1)

    一  舍衛城因緣。

    二  時，拘薩羅國之波斯匿王，日中
往詣世尊處。詣已，禮敬世尊，於一面坐。

▼.I.156.

    世尊謂於一面坐之拘薩羅國波斯匿王曰：「大王！王此日中從何處來耶？」

    三  「世尊！於今舍衛城之長者家主死。彼無子，我來接收其財產。世尊！其金即有

    八百萬金、銀當更不待言。世尊！[如是巨富]之長者家主，以如是受用所食：混

    糠之酸粥；如是受用所衣：唯縫合三片之大麻粗布；如是用車乘；老舊朽車又持木

I,90. 葉之蓋傘。」

    四  「大王！如是。大王！如是。大王！卑
人乍得巨大之富，不令自樂、不令喜、

    不令父母樂、喜，不令妻子樂、喜，不令下男、下僕樂、喜。不令朋友樂、喜。對

    沙門、婆羅門、昇上界、導上界、轉生天界亦不行布施。彼之財富，不如是正當受

    用，則被王沒收、被盜賊奪、被火燒、被水流、被不喜愛之相續者奪取。大王！無

    如是正當受用之富，當是無用之破滅行。

    五  大王！譬喻有池於無人之境，其水澄潔清冷，甘美澄白，岸亦甚善。但無人[行]

    樂，亦無人取水、故無人飲、浴、則是無何所用。大王！如是無正當受用之水，即

    是無用之消滅。如是卑人得富，不令自己、父母、妻子、下僕依此而樂、喜。如是

    無正當受用之富，是無用之破滅行。

    六  大王！善人得巨大之富，令自己樂、喜；令父母樂、喜：令妻子樂、喜；令下

    男下僕樂、喜；令朋友樂、喜。對沙門、婆羅門、昇上界、導上界、有樂果、轉生

    天

I,91. 界者行布施。彼之財富，有如是正當受用。不被王沒收、不被盜賊奪、不被火燒、

    不被水流、不被不喜愛之相續者奪取。大王！如是正當受用之富，則無破滅。

    七  大王！譬喻近村，或邑有蓮池。其水澄潔清冷，甘美澄白，岸甚善而有人行樂、

    其水眾人取去、或飲、或浴以供人用。大王！如是正當受用之水，有用而不行滅。

    如善人得巨大之富，令自己…乃至…朋友樂、喜，…乃至…如是正當受用

    之富，有用而無破滅行。」

    八  [世尊如是宣說…乃至…]

        如無人山野清水
         無人飲用自行滅

        若猶卑人得富者，不自用亦不與他

        英雄識者以得富，自用並供其他事

        彼牛王養親族群，無被非難行天界

 ▼.I.158.

S.3.20.(八百萬金巨富長者)無子

《雜阿含1233經》，《別譯雜阿含60經》，《增壹阿含23.4經》 (2)

    一  時，拘薩羅國之波斯匿王，日中詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面，對一

    面坐之拘薩羅國波斯匿王，世尊問曰：「大王！王日中從何而來耶？」

    二  「世尊，於今舍衛城之長者家主死。彼無子，我來接收其財產。世尊，其金即有

    千萬金，銀當更不待言。世尊！[如是巨富]之長者家主，以如是受用所食：為混

    糠之酸粥；如是受用求：為縫合三片之大麻粗布。如是受用車：老舊朽車又持用木

I,92. 葉之蓋傘。」

    三  「大王！如是，大王！如是。大王！往昔其長者家主，令供食於多伽羅尸棄辟支

    佛之行乞。令「供食於沙門」即從座起而去，來反後悔於「此食不如予下僕為勝。」

    又為財產而奪兄弟一子之生命。

    四  大王！其長者家主、依令施食多伽羅尸棄辟支佛行乞之業果，七返生天界，七

    返之餘業，七返於此舍衛城，置長者之位。

    五  大王！此長者家主、依施後反悔「此食不如予下僕為勝」之業果，其心不傾向

    於善食之受用，不傾向於善衣之受用，不傾向於善車乘之受用。不傾向五欲之善受

    用。

    六  大王！其長者家主，依由為財產而殺兄弟之子其業果，得多年、多百年、多千

    年、多百千年受苦於地獄。依其餘業，當七返無子，其財富則被沒入王庫。大王！

    其長者家主，乃舊功德盡已，不積新功德。大王！其長者今日被煮於大叫喚地獄。

    七  「世尊！長者家主即如是生於大叫喚地獄。」

I,93. 八  「大王！長者家主如是生於大叫喚地獄。」

        穀物富金銀，如何為所有，奴下男傭人，及他從屬者，

        悉皆不隨行，一切皆離去，依於身之行，以及口意行，

        唯此彼身物，即隨之而行，一切皆依業，如影之隨形，

        然則行善事，積善為末來，功德是後世，眾人渡津場。

▼.I.160.

        此嗢陀南：

        結髮之行者，以及於五王

        擊戰故事二，姬二不放逸

        無子二故事，依此云一品

第三 拘薩羅品

S.3.21.人(由闇入闇等)

《雜阿含1146經》，《別譯雜阿含69經》，《增壹阿含26.5經》，A.4.85
    一  [爾時，世尊]在舍衛城……

    二  時，拘薩羅國之波斯匿王，往詣世尊處。詣已，禮敬世尊，於一面坐，世尊謂

    於一面坐之拘薩羅國波斯匿王曰：「大王！世間有四種人。」

    三  「四種者何耶？」「乃：由闇入闇，由闇入明，由明入闇，由明入明者是。」

    四  大王！如何之為由闇入闇耶？大王！今有人生卑賤家、生於旃陀羅家、作竹籠

    家、獵夫家、作皮家
、清潔夫家，貧窮而缺乏飲食，生計困難，難得衣食、醜陋

I,94.
，畸軀而駝背
，多病、獨眼、曲手、跛足、半身不遂，不得飲食、衣服、車乘、

    華鬘、香、塗香、寢床、住居、燈光。彼身為惡行、語為惡行、意為惡行。彼為此

    身、語、意之惡行，身體毀壞死後，墮於苦處、惡處、地獄。大王！譬喻人由闇入

    闇，由闇入闇，即由血暗
入血暗。大王！我說譬喻此人。大王！如是等人是由闇

    入闇。

    五  大王！如何之人是由闇入明耶？大王！如今有人生卑賤、旃陀羅家、作竹籠家、

    獵夫家、皮匠家、清潔夫家，貧窮而缺乏飲食，生計困難，難得衣食，醜陋奇而駝

    背、多病、獨眼、曲手、跛足、半身不遂，不得飲食、衣服、車乘、華鬘、香、塗

    香、寢床、住居、燈光。彼身行善行，口行善行、意行善行。彼於身語意善行。身

    體毀壞死後，生善趣天界。大王！譬喻有人由地乘輿，由輿移乘馬背，由馬背移乘

    象，由象肩移登高樓。大王！正如我以此人為喻。大王！如是之人是由闇入明。

    六  大王！如何之為人由明入闇耶？大王！於今有人生高貴家。生大富剎帝利家、

I,95. 大富婆羅門家、大富家主之家、富而有大財、大產、多金銀、多資財、多財穀之家。

▼.I.162.

    彼等美貌、見好、似樂見蓮葉其最上美色之皮膚。得飲食、衣服、車乘、華鬘、香、

    塗香、寢床、住居、明燈。彼身為惡行、口為惡行、意為惡行。彼者身、口、意為

    惡行、身體毀壞死後，墮惡趣、苦處、地獄。大王！譬喻人由高樓下至象肩、由象

    肩下至馬背，由馬背下至輿，由輿下至地面，由地面降入於闇[處]。大王！我說譬

    喻此人，大王！如是之人，是由明入暗。

    七  大王！如何之人為由明入明耶？大王！於今有人生高貴家，生大富剎帝利家、

    大富婆羅門家、大富家主之家、富而有大財、大產、多金銀、多資財、多財穀之家。

    得飲食、衣服、車乘、華鬘、香、塗香、寢床、住居、明燈。彼之身為善行、口為

    善行、意為善行。彼者身、口、意為善行，身體毀壞死後，生善趣、天界。大王！

    譬喻有人，由輿移至馬背、由馬背移至象肩、由象肩移至高樓。大王！我說譬喻比

    人，大王！如是之人，是由明入明。

I,96. 八  大王！世有如此4種之]眾人。」

    九  [世尊如此宣說…乃至…]

        貧者無信仰，心卑而吝惜

        慳嗇有惡思，邪見無敬心

        嘲罵乞食者，沙門婆羅門

        惱不為人思
         妨與乞食者

        如是人死後，往恐懼地獄

        此由闇入闇，貧窮有信仰

        無有卑吝心，行施思崇高

        心靜不混亂
        對他乞食者

        沙門婆羅門，從座立敬禮

        平安行修身，乞食不妨食

        如是人死後，生於忉利天

        此由闇入明，雖富無信仰

        心卑心吝惜，慳嗇有惡思

        邪見無敬心，嘲罵乞食者

        沙門婆羅門，惱不為人思

▼.I.164.

        妨與乞食者，如是人死後

        往恐懼地獄，此由明入闇

        富貴有信仰，無有卑吝心

        行施思崇高，心靜不混亂

        對他乞食者，沙門婆羅門

        從座立敬禮，平安行修身

        對於乞食者，不妨與之食

        如是人死後，生於忉利天

        此由明入明

S.3.22.太后(崩,眾生乃終當必死)

譯雜《雜阿含1227經》，《別阿含54經》，《增壹阿含26.7經》，大正No.122《佛說波斯匿王太后崩塵土坌身經》
I,97. 一  舍衛城因緣。

    二  世尊謂於一面坐之拘薩羅國波斯匿王曰：「大王！王日中從何處來耶？」

    三  「世尊！我老祖母
年百二十歲死矣。

    四  世尊！我祖母於我，是所思慕者。世尊，若我依於象寶，得令祖母不死者，我

    當予象寶不令祖母死。若我依馬寶，得令祖母不死者，我當予馬寶不令祖母死。得

    依善村或國，得令祖母不死者，我當予善村或國令祖母不死。」

    五  「大王！一切眾生乃死法。終當必死，無得超越於死者。」

    六  「世尊！希有。世尊，未曾有。此一切眾乃死法，終當必死，無能得超死者實是

    善說。」

    七  「大王！如是，大王！如是。一切眾生乃死法。終當必死，無得超越於死者。大

    王！譬喻作壺之任何所作之土器。或燒或不燒者，悉是破壞之法，終必破壞，無有

    免破壞者，如是一切眾生為死法，終當必死，無得超死者。」

    八  [世尊此宣說…乃至…]

        眾生皆必死，生者無不死

        應如依其業，隨行功罪果

        依惡墮地獄，功德生天界

        然者行善事，積善為未來

        功德實眾人，後世渡津場

▼.I.166.  I,98.

S.3.23.世間(幾法生苦惱)

《雜阿含經》卷三八．四(大正藏2.276c)
    一  [爾時，世尊]在舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王白世尊曰：「世尊！世間有幾種法生，為不利苦惱

    不安住耶？」

    三  「大王！世間有三法生，為不利苦惱不安住。

    四  三者何耶？大王！於世間貪生，為不利苦惱不安住。大王！於世間瞋生，為不

    利苦惱不安住。大王！於世間癡生，為不利苦惱不安住。

    五  大王！此等三法，生於世間，為不利苦惱不安住。」

    六  [世尊此宣說…乃至…」

        貪瞋以及癡
         此惡心生人

        害人如竹類，生之即傾倒

S.3.24.弓術(勇士)

《雜阿含1145經》，《別譯雜阿含68經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  坐於一面之拘薩羅國波斯匿王，以此白世尊曰：「世尊！布施應於何處為之

    耶？」

    三  「大王！應於心之信樂處為作之。」

    四  「世尊！於何處行施，有大果耶？」

    五  「大王！布施應於何處為？與何處行施有大果者，有別也。大王！施於持戒者有

    大果；於惡戒者則不然。大王！誠然！今我問王，王之意云何耶？

    六  大王！王之意如何耶？於此王興起戰爭，其戰激烈。時，有不學，不熟習、不

I,99. 慣、不練、恐懼症而戰慄、恐怖、逃亡之剎帝利青年來，王扶持其人，如是其人有

    用耶？」

    七  「世尊！不，我不扶持其人，其人無有用。」

    八  「時，有不學[…乃至…]逃亡之婆羅門青年[……]毘舍之青年[……]

    首陀羅之青年來…乃至…不，我不扶持其人，其人無有用。」

    九  「大王！王之意云何耶？於此王興起戰爭，其戰激烈。時，有有學、熟習、慣、

    練、無恐懼症、不戰慄、不恐怖、不逃亡之剎帝利青年來，王扶持其人，如是其人

    有用耶？」

▼.I.168.

    一0  「世尊，我扶持其人，如是之人為有用。」

    一一  「時，有有學[…乃至…]不逃亡之婆羅門青年[……]毘舍之青年[……]

    首陀羅之青年來…乃至…王扶持此人，如是之人有用耶？」

    一二  「世尊！我扶持此人，如是之人有用。」

    一三  「大王！如是任何家族，從其家族，無家而出家，以離五支並具五支者，施彼

    有大果。

    一四  如何為離五支耶？為離愛欲、離瞋、離惛眠、離掉悔、離疑、此謂離五支。

I,100. 一五  如何為具五支耶？為具無學戒蘊、具無學定蘊、具無學慧蘊、具無學解脫蘊、

    具無學解脫知見蘊，此謂具五支。

    一六  施如是離五支、具五支者有大果。」

    一七  世尊宣說於此…乃至…師其時唱偈曰：

        王為戰生貴，不扶持怯者

        善選巧弓術，勇氣力青年

        如是之智者，其生雖卑劣

        忍辱有慈悲，善供聖跡人

        善住多聞者，欣樂作小屋

        無水林設池，嶮處與設道

        食物飲堅食，衣服及住居

        以信樂之心，善施直心人

        如受電華鬘，轟百鳥冠雲

        雨降於大地，高低皆潤濕

        有信而多聞，賢者以集富

        食物及飲料，惠於乞食者

        心喜而播散，言予之予之

        此乃彼之轟，如天之降雨

        廣大功德水，以注眾人上

S.3.25.山之比喻(老死壓王,唯法行.正行.善業.功德外,無何所為)

《雜阿含1247經》，《別譯雜阿含70經》
    一  舍衛城因緣。

 ▼.I.170.

    二  [世尊]謂於一面坐之拘薩羅國波斯匿王曰：「大王！王從何處來耶？」

    三  「世尊！沉醉於主權之憍、耽於愛欲貪、得國家保全，征服廣大領土、剎帝利之

    灌頂王、有諸王事，我忙碌
於此等事。」

I,101.四  「大王！王之意如何耶？於此可信、可賴者從東方來，彼詣王處，作如是言曰：

    「大王！請知我從東方來。於彼見如虛空之大山，而壓碎一切生物，大王！請作應

    作之事。」

    五  時，有可信、可賴之第二人，由西方…乃至…第三人由北方…乃至…

    第四人由南方來，彼詣王處，作如是言曰：「大王！請知我從南方來，於彼見如虛

    空之大山壓碎一切生物。大王！諸作應作之事。」大王！如是大恐怖，已至人類滅

    盡之可怕，人身更難再受。於王應作何事耶？」

    六  「世尊！如是大恐怖，已至人類滅盡之可怕，人身更難再受者；唯為法行、正行、

    善業、功德業之外、無何所為焉！」

    七  「大王！我說王，我告於王：老死壓在王之上，如老死壓在王頭上，應何所為

    耶？」

    八  「世尊！如老死壓在我上：應為法行、正行、善業、功德業之外，無何所為焉！

    九  世尊！沉醉主權之憍，耽愛欲之貪，得國家之保全，征服廣大之領土，剎帝利

    種之灌頂王、有象軍戰。然而，世尊！此等象軍戰，亦於老死之壓來，無防老死之

    方法
與餘地。

I,102. 一0  世尊！沈醉於主權之憍…乃至…剎帝利之灌頂王有馬軍戰[……]車軍

    戰[……]步軍戰。然而此步軍戰，亦於老死之壓來，無防[老死]之方法與餘地。

    一一  世尊！王宮有善咒之大臣，彼等得以咒語破來攻之敵。然而，世尊！咒戰之

    壓來，無防老死之方法與餘地。

    一二  又，世尊！於此王宮，有布滿地階
又布滿上階莫大之黃金。我等依此財寶，

    可說服攻來之敵，然而此財寶之戰，無防老死壓來之方法與餘地。

    一三  世尊！老死壓來我頭上時；唯為法行、正行、善業、功德業之外，無何所為

    焉！」

    一四  「大王！實者如是，大王！實者如是。老死壓來王之上，唯為法行、正行、善

    業、功德業之外，無何所為焉！」

 ▼.I.172.

    一五  世尊此宣說…乃至…師唱此偈曰：

        穿空大岩山，猶四方迫來

        老死之強迫，臨眾人頭上

        剎帝婆羅門，毘舍首陀羅

        乃至旃陀羅，下水清掃人

        任何人難免，一切皆被迫

        象軍無餘地，車軍及步軍

        亦為無餘地，咒術亦無濟

        富亦無術勝，故賢為己思

        佛法及僧伽，以植於信仰

        身口以至心，如法之行人

        此世承讚譽，未來生天界

        此之嗢陀南：

        人祖母世間，弓術佛勝說

        譬喻廣大山，拘薩品第五

    第三 拘薩羅相應 註

    1 《雜阿含經》卷四六．五(大正藏二，三三四c)

    2 救濟者 titthakara註釋為laddhikara(作見解者)

    3 為善人之被肯定 sadhu sammato=santo sappurisa ti evam sammato

    4 薪 upadana譯之。

    5 於子孫云云 dayada vindare dhanam=tassa dayada pi dhanam na vindanti

    6 《雜阿含1065經》卷三八．四(大正藏2.276c)

    7 《雜阿含經》卷四六．一九(大正藏2.339c)

    8 《雜阿含經》卷四八．七(大正藏2.335c)

    9 《雜阿含經》卷四六．八(大正藏2.336a)

▼.I.174.

    10 《雜阿含經》卷四六．九(大正藏2.336b)

    11 於道之外 atisaram=atikkamam
    12 係蹄 kutam=pasam
    13 彼等之後 pacchasam=paccha tcsam

    14 《雜阿含經》卷四六．一0(大正藏2.336c)

    15 賢面(bhadramukho)幾謂我良友之意。指國王之將軍Bandhula。此將軍後來專司裁判。

       請閱《印度佛教個有名詞辭典》之Bandhula之下。

    16 同本無此。

    17 《雜阿含經》卷四六．一三(大正藏2.338a)

    18 縛於柱 thunam upanitani=thunaya baddhani

    19 《雜阿含經》卷四六．一四(大正藏2.338b)

    20 《雜阿含經》卷四二．四(大正藏2.305c)

    21 迦尸國之栴檀 kasika-candanam=sanha-candanam
    22 說 samvoharena=kathanena

    23 確立 thamo=banathamo人若不確立慧，生遇不幸時，不知所為，恰如直入無門戶之家屋，故

       云喻其狼狽。

    24 偵察者 ocaraka=hettha caraka(人背囊而行)。

    25 立即得見 ittara-dassanena=lahuka-dassanena(依輕易得見)。

    26 《雜阿含經》卷四二．五(大正藏2.306a)

    27 當時 yato=yada
    28 心情愉悅之程度 manapa-pariyantam=manapa-nipphattikam, manapa-kotikam
    29 《雜阿含經》卷四二．六(大正藏2.306c)

    30 donapaka 陀那乃量度名稱，此云一陀那量之飯食。

    31 盡大息 mahassasi=mahantehi assasehi assasati

    32 早餐時五十分錢(kahapana)，晚餐時五十分錢之百錢(註釋)。

▼.I.176.

    33 《雜阿含經》卷四六．一五(大正藏2.338b)

    34 《雜阿含經》卷四六．一六(大正藏2.338c)

    35 當然之子 thanam=karanam
    36 同本無此。

    37 《雜阿含經》卷四六．一八(大正藏2.339b)

    38 得 abhisamaya=patilabha
    39 《雜阿含經》卷四六．一七(大正藏2.339a)

    40 煩惱之捨離與涅槃之迴轉 vossagga-parinami=kilesa-pariccaga,nibbana-pakkhandana

    41 《雜阿含經》卷四六．一一(大正藏2.337a)

    42 日中 divadivassa=divasassa diva,majjhantika samaya

    43 卑賤之人 asappuriso=lamakapuriso

    44 底本之 udakam vasitam讀為udakam va sitam
    45 《雜阿含經》卷四六．一二(大正藏2.337b)

    46 《雜阿含經》卷四二．二(大正藏2.304b)

    47 在註釋中有 rathakarakula=cammakarakula

    48 怪軀 duddasiko=vijatamatuya pi amanapadassano

    49 駝背 okotimako=lakuntako

    50 血暗(lohitamala)視一切物，皆見紅色。

    51 Natthiko Natthi可解釋為人，今na-atthiko，解作(不思作為)。

    52 心不混亂 abyagga-manaso=ekagga-citto

    53 《雜阿含經》卷四六．六(大正藏2.335b)

    54 原文 Jinna vuddha mahallika addhagata vayo anuppatta之邁向衰老(jarajinna)年

       事增長(vayo vuddha)老大(jati-mahallika)渡過漫長生涯(addham cirakalam atik-

       kanta)達於人生最後時期(pacchima-vayam sampatta)雖有五辭之敘列，但頗難為譯，

       故此只簡易作「老」。

    55 《雜阿含經》卷三八．四(大正藏2.276c)

    56 此偈出相應第一品第二經。

▼.I.178.

    57 《雜阿含經》卷四二．一(大正藏2.304a)

    58 《雜阿含經》卷四二．三(大正藏2.305b)

    59 忙碌 ussukkam=vyaparam(職務、從事)。

    60 手段 gati=nibbatti餘地visayo=okaso

    61 滿於地階 bhumigatam=mahalohakumbhiyo puretva bhumiyam thapitam(裝入大銅

       壺置於地上者)，布滿上階者vehasattham=cammapasmbake puretva tula savghatadisu       laggetva ceva niyyuhadisu ca puretva thapitam(裝入皮袋掛於天上之棋木或

       梁，留在上樓者。)

▲Top回目錄
I,103.

S.4.第四 惡魔相應

第一  惡魔品

S.4.1.(脫離無益之)苦業

《雜阿含1094經》
    一  如是我聞。爾時，世尊初成正覺時，住優留毘羅林之尼連禪河邊，阿闍波羅尼

    俱律陀樹下。

    二  時，世尊獨坐靜觀，而作如是思念：「我今實已脫離彼苦行
。善哉！我今實已

    脫離彼無利益之苦行。善哉！證得堅毅、正念、菩提。」

    三  爾時，惡魔波旬，知世尊心之所念，而來詣世尊處。詣已，以偈白世尊曰：

        若無離苦行，清淨青年眾

        躊躇離淨道，不淨思為淨

    四  爾時，世尊知是惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

        不死等苦行
，知無一切利       

(近年國內對於巴利三藏已有部分的「新譯」出現，大多是研究生論文。筆者曾有簡要介紹，參拙撰，〈巴利學研究紀要：1995-2001〉，4.3節，頁255-56。此外，關於「惡魔相應」，2002年有一篇譯註，即黃慧禎的《相應部．魔相應》譯註與研究》，台灣師範大學國文研究所碩士論文。這篇譯註(以下略稱《魔新譯》)，基本採用文言語體傳譯(參雜了少數白話)。在以下相關地方，也略引其部分譯文，稍作討論。)

▼.I.180.

        如陸舟驢舵
，一切無護益

        修戒及定慧
，此乃菩提道

        我達無上淨，破壞者汝敗

    五  爾時，惡魔波旬苦惱而曰：「世尊已知我，善逝已知我。」即萎身沒於彼處。

S.4.2.(波旬化作大)象

《雜阿含1093經》，《別譯雜阿含32經》
    一  如是我聞。爾時，世尊初成正覺時，住優留毘羅林之尼連禪河邊，阿闍波羅尼

    俱律陀樹下。

I,104. 二  爾時，世尊闍夜坐於露地，雨絲霏霏而下降。

    三  爾時，惡魔波旬欲令世尊生起恐怖毛髮豎立，乃化作大象王，來詣世尊前。

    四  彼頭實如大黑岩
，其牙如淨銀，其鼻如大鋤柄。

    五  時，世尊知此惡魔波旬，而以偈言惡魔波旬曰：

        作淨不淨相，汝之輪迴長

        波旬汝可去，破壞者汝敗

    六  時，惡魔波旬苦惱而曰：「世尊已知我，善逝已知我。」即萎身沒於其處。

註: 8 alam te tena=alam tuyham etena,mara vihims'akara-dassana-vyaparena(此等惡魔害之所

      行者，應已充分。)

S.4.3.(波旬化作淨不)淨(相)

《雜阿含1093經》，《別譯雜阿含32經》
    一  [爾時，世尊]住優留毘羅林……

    二  爾時，世尊闍夜坐於露地，雨絲霏霏下降。

    三  時，惡魔波旬欲令世尊生起恐怖，毛髮豎立，來詣世尊坐處。

    四  詣已，於世尊之近處，以顯或高或下之種種淨、不淨形相。

    五  時，世尊知是惡魔波旬，以偈言惡魔波旬曰：

        作淨不淨相，汝之輪迴長

        波旬汝可去，破壞者汝敗

        依身語及意，人人善調魔

        無行惡魔配，非惡魔弟子

    六  時，惡魔波旬…乃至…苦惱萎身於其處。

I,105.

S.4.4.係蹄(惡魔的陷阱)

《雜阿含1096經》(1)

    一  如是我聞。爾時，世尊住波羅奈仙人墮處鹿野苑。於此，世尊呼諸比丘：「諸比

    丘！」彼等諸比丘亦奉答世尊：「唯然，世尊！」

▼.I.182.

    二  世尊乃宣說：「諸比丘！我依正思惟，我依正精進，實證到達無上解脫。諸比丘！

    汝等亦依正思惟、正精進、亦實證到達無上解脫。」

    三  時，惡魔波旬，來詣世尊處。詣已，以偈言世尊曰：

        汝為天與人，惡魔係蹄縛

        汝縛惡魔繩，沙門難逃我

    四  [世尊：] 我脫天與人，惡魔係蹄縛

        我解惡魔縛，破壞者汝敗

    五  時，惡魔波旬…乃至…形體沒於其處。

S.4.5.係蹄(惡魔的陷阱)

《雜阿含1096經》 (1)

    一  爾時，世尊住波羅捺仙人墮處鹿野苑。於此世尊呼「諸比丘！」彼等諸比丘：「唯

    然！世尊！」以奉答世尊。

    二  世尊曰：「諸比丘！我解脫天、人等所有之係蹄。諸比丘！汝等亦解脫天、人等

    所有之係蹄。諸比丘！為眾人之利益、幸福以憐憫世間。為人天之利益、幸福以遊

I,106. 方！二人勿走一條路。諸比丘！說其初善、中善、終善之文與義之法。說一切圓滿

    清淨之梵行。有眾生生來不少塵垢，不聞法亦得令滅，彼等應是知解法者。諸比丘！

    我亦為說法，而詣優留毘羅將軍村。」

【漢】世尊曰：「諸比丘！我解脫天、人等所有之係蹄。…… 有眾生生來不少塵垢，不聞法亦得令滅，彼等應是知解法者。……」(CS.4：5.2； I,pp.182-83)
【巴】Bhagava etad avoca ： “ mutto’ham bhikkhave sabbapasehi ye dibba ye ca manusa. … santi satta apparajakkha-jatika, assavanata dhammassa parihayanti, bhavissanti dhammassa abbataro …”. (S.4.1.5.2； I,p.105)

【意】世尊說：「比丘們！我已經解脫了人、天所有的繫縛。…… 有的眾生塵垢稀少，若不聽法便會退墮，他們將能了悟於法。」
    三  時，惡魔波旬詣世尊前。詣已，以偈言世尊曰：

        汝為天與人，惡魔係蹄縛

        汝縛惡魔繩，沙門難逃我

    四  [世尊：] 我脫天與人，惡魔係蹄縛

        我解惡魔縛，破壞者汝敗

S.4.6.(波旬化作大)蛇

《雜阿含1089經》，《別譯雜阿含28經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  爾時，世尊，闇夜中坐於露地，雨絲霏霏下降。

    三  時，惡魔波旬欲使世尊生起恐怖，毛髮豎立，化作大蛇王相。來詣世尊前。

    四  其軀體大如木舟，其頭如酒屋之箕，其兩眼如拘薩羅國之銅缽，其口如雷鳴，

    出電光。吐舌，其呼吸聲如鐵工之火具音。

    五  時，世尊知是惡魔波旬，以偈語惡魔波旬曰：

▼.I.184.

        空舍自制御，勝哉彼牟尼

        於此行放棄，如是相應彼

I,107.    野獸之往來，蚊虻毒蛇多

        充滿諸恐怖，大聖行空舍

        無有損一毛，虛空裂地震

        生者皆恐嚇，縱向於胸位

        投擲利猛槍，諸佛不被護

    六  時，惡魔波旬：「世尊已知我，善逝已知我。」即形體沒其處。

S.4.7.(惡魔:何故)睡眠

《雜阿含1087經》，《別譯雜阿含26經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  爾時，世尊，其當夜多作露地經行後，將曉，洗足入室。盤腿起思惟於正念、

    正心時，而作師子臥。

    三  時，惡魔波旬來詣世尊前。詣已，以偈語世尊曰：

        何故睡眠耶，睡眠為何故

        今何如眠死
         空舍為眠乎

        日已高上昇，何以睡眠乎

    四  [世尊：] 破愛貪著網，何處均無惑

        一切有依盡
         覺者於睡眠

        惡魔汝何為

S.4.8.(有子依子)歡喜

    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，惡魔波旬來詣世尊前。詣已，向世尊唱此偈曰：

I,108.   有子依子喜20??        牛主依牛喜

        人喜依所依，無依則無喜

    三  [世尊：] 有子依子悲，牛主依牛悲

        人喜悲所依，無依則無悲

    四  時，惡魔波旬：「世尊已知我！善逝已知我。」形體即沒於其處。

S.4.9.(人)壽(實甚短)

《雜阿含1084經》，《別譯雜阿含23經》 (1)

▼.I.186.

    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  於此，世尊呼諸比丘：「諸比丘！」彼諸比丘以「唯然！世尊！」奉答世尊。

    三  世尊曰：「諸比丘！此人壽命短，不可不行於未來，不可不為善，不可不行梵行，

    生者無不死。諸比丘！則長壽者，亦少多於百歲。」

【巴】Bhagava etad avoca ： “appam idam bhikkhave manussanam ayu, gamaniyo samparayo, kattabbam kusalam, caritabbam brahmacariyam, natthi jatassa amaranam. yo bhikkhave ciram jivati, so vassasatam appam va bhiyo”ti. (S.4.1.9.3； I,p.108)
【意】世尊說：「比丘們！人的壽命短少 (很快)就會去到(往生)來世。應當行善！應當行梵行！沒有生而不死的。比丘們！活得久的，就是百歲，或者(比百歲)稍多。
    四  時，惡魔波旬，詣世尊前。詣已，以偈白世尊曰：

        人壽實甚長，善人莫輕此

        如飽乳赤子，死即豈不來

【巴】digham ayu manussanam, na nam hile suporiso,careyya khiramatto va, n’atthi maccussa agamo ti. (S.4.1.9.4； I,p.108)

【意】(惡魔：)人的壽命極長，善人可別小看它！像個吃奶的小孩(無憂地)過活吧！死亡還不會到來。*

(*此段經文，《魔新譯》作：「人之壽命甚長，善人不以為苦惱。如飽食乳汁(之赤子)揮舞，無死之到來。」(頁43) 其中「不以為苦惱」(“na nam hile”)之譯有兩個問題，一是詞義方面，一是語氣方面，其中關鍵詞hile此處並非「苦惱」之義，也不是「直說」(indicative)語氣；它是hileti 的「願望式」(optative)，表示魔「勸誘」的口氣，而意思則是「輕視、小看」，因此“na nam hile”意思應是：「不要小看它！」。其次，「如飽食乳汁(之赤子)揮舞」( “careyya khiramatto va”)一句也一樣，詞義及語氣都有問題，其中關鍵詞careyya並沒有「揮舞」之義，也不是「直說」語氣；此詞是carati (行走，修行，運行，生活)的願望式，同樣表達魔「勸誘」的口氣，意思可取「生活、過活」，因此“careyya khiramatto va” 意思應是：「像個吃奶的小孩(無憂地)過活吧！」。此句是表達魔勸人不必急於修行，因為日子還長，死亡還不會到來，只要像個吃奶的小孩，無憂地過活就夠了！)
    五  [世尊：] 人壽實甚短，善人應輕此

        如人遇燃髮，死者豈不來

    六  時，惡魔波旬…乃至…沒於其處。

S.4.10.壽命

《雜阿含1085經》，《別譯雜阿含24經》 (2)

    一  [爾時，世尊]住王舍城……

        時，世尊曰：「諸比丘！人類壽命短。不可不行未來，不可不為善，不可不行梵

    行，生者無不死。諸比丘！則長壽者，亦少多於百歲。」

    二  時，惡魔波旬來，詣世尊前。詣已，以偈白世尊曰：

I,109.   日夜猶未逝，壽命亦未盡

        如輪軸迴轉，人命亦輪逝

    三  [世尊：] 日夜之過逝，壽命亦將盡

        如小河水竭，人壽命亦滅

    四  時，惡魔波旬苦惱以：「世尊已知我！善逝已知我。」而萎身隱沒於其處。

        此嗢陀南：

        苦業之與象，淨係蹄等二

        蛇睡眠歡喜，壽命又為二

第二  惡魔品

 S.4.11.(惡魔碎大石)巖

《雜阿含1088經》，《別譯雜阿含27經》
▼.I.188.

    一  爾時，世尊住王舍城靈鷲山。

    二  爾時，世尊闇夜中坐於露地。雨絲霏霏下降。

    三  時，惡魔波旬欲令生恐怖，毛髮豎立。以詣世處。詣已，於世尊不遠之處，以

    碎大石巖。

    四  時，世尊知是惡魔波旬，以偈謂惡魔波旬曰：

        猶如靈鷲山，雖震動一切

        正解脫佛陀，絲毫不動搖

    五  時，惡魔波旬苦惱以：「世尊已知我，善逝已知我。」而萎身沒形於其處。

S.4.12.(無畏)獅子(吼)

《雜阿含1101經》
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。其時，世尊為大會眾所圍繞而說法。

I,110. 二  時，惡魔波旬作如是思惟：「此沙門瞿曇，為大會眾所圍繞而說法、我寧
可昏

    昧諸人眼目，以往詣沙門瞿曇。」

    三  時，惡魔波旬詣世尊處。詣已，以偈言世尊曰：

        任何大眾前，敢如是無畏

        作師子吼耶，此處角力士

        乃汝之敵手，既勝汝曾思

    四  [世尊：]  大雄眾會前，歡善依無畏

        如來得十力，超離世愛著

    五  時，惡魔波旬苦惱以：「世尊已知我。善逝已知我。」萎身沒形於其處。

S.4.13.巖石之破片(世尊傷足)

《雜阿含1090經》，《別譯雜阿含29經》
    一  如是我聞。爾時世尊住王舍城摩達屈闍之鹿野苑。

    二  爾時，世尊其足被石片所傷。世尊足痛、銳、烈，苦痛不快。世尊正念正心，

    以克服、忍耐。

    三  時，惡魔波旬來詣世尊處。詣已，以偈言世尊曰：．

        懶惰於寢眠，耽著作詩耶

        汝為事不多
         獨自離市里

        住何寢意臥

【巴】mandiya nu sesi udahu kaveyya-matto, attha nu te sampacura na santi,

eko vivitte sayanasanamhi,  niddamukho kim idam soppaseva ti. (S.4.2.3.3； I,p.110)

【意】你是因著懶惰而臥睡？還是耽溺於作詩？你不是有很多事(要做)？

怎麼一個人在遠離(人群)的居止處，滿臉睡意的在那兒睡覺？
    四  [世尊：] 非依懶惰臥，亦非作詩臥

▼.I.190.

        離愁我事了，獨自離市里

        我哀憐一切，有情以為臥

        以箭貫串胸
         心臟逆猛烈

I,111.     受傷亦在眠，我為無傷者

        何故不成眠，覺之無躊躇

        眼之無恐怖，日夜無悔苦

        不見逆世間，憐諸有情臥

    五  時，惡魔波旬苦惱以：「世尊已知我，善逝已知我。」而萎身隱形沒於其處。

 S.4.14.(教他於汝)非相應

《雜阿含1097經》
    一  爾時，世尊住拘薩羅國，名一葦村
之婆羅門村。爾時，世尊受在家大眾所圍

    繞而說法。

    二  時，惡魔波旬作如是思惟：「今沙門瞿曇受在家大眾所圍繞而說法，我寧可昏昧

    諸人眼目，以詣沙門瞿曇。」

    三  時，惡魔波旬詣世尊處。詣已，以偈言世尊曰：

        所謂以教他，於汝不相應

        若為行此者，勿(→不)為貪瞋
縛

    四  [世尊：] 依利益哀憐，正覺者教他

        如來實解脫，如是貪瞋者

    五  時，惡魔波旬…乃至…隱形沒於其處。

S.4.15.意(念馳騁轉,虛空設陷阱)

《雜阿含1086經》，《別譯雜阿含25經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，惡魔波旬來詣世尊處。詣已，以偈言世尊曰：

        意之馳騁轉，虛空掛係蹄

        我係蹄縛汝，沙門未脫我

    三  [世尊：] 色聲香味觸，是等五境樂

        於此我不欲，破壞者汝敗

    四  時，惡魔波旬…乃至…隱形沒於其處。

Pasa,【陽】pasaka,【中】陷阱(snare)，誘惑，彈弓，鈕扣洞。

I,112.

S.4.16.(惡魔化作牡牛,近)缽

《雜阿含1102經》
▼.I.192.

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。爾時，世尊以五取蘊為諸比丘說法、教示、獎

    勵，令歡喜。彼等諸比丘，理解、思惟、注心、傾耳，諦聽於法。

    二  時，惡魔波旬作如是思惟：「今沙門瞿曇，以五取蘊，為諸比丘說法、教示、獎

    勵，令歡喜。彼等諸比丘、理解，思惟、注心、傾耳，諦聽於法。我寧可為昏昧彼

    等眼，以詣沙門瞿曇。」

    三  爾時為[晾乾]眾多諸缽，而置於露地。

    四  時，惡魔波旬化作牡牛之形，以近其缽。

    五  時，一比丘語於另一比丘曰：「比丘！比丘！此牡牛將破此缽！」

    六  如是言時，世尊言此比丘曰：「比丘！此非牡牛。此為昏昧汝等眼目之惡魔波

    旬。」

    七  時，世尊知是惡魔波旬，以偈告惡魔波旬曰：

        色受乃至想，識行等非我

        亦非是我所，於此離貪著

        離貪心平安，以超諸結縛

        何處求此人，魔軍尋不得

    八  惡魔波旬…乃至…隱形沒於其處。

S.4.17.(世尊說六觸)處

《雜阿含1103經》
    一  爾時，世尊住毘舍離大林重閣講堂。

I,113. 二  爾時，世尊以六觸處為諸比丘說法、教示、獎勵，令歡喜。彼等諸比丘，理解、

    思惟、注心、傾耳，諦聽於法。

    三  時，惡魔波旬作如是思惟：「此沙門瞿曇以六觸處、為諸比丘說法、教示、獎勵，

    令歡喜。彼等諸比丘，理解、思惟，注心、傾耳，諦聽於法。我寧可昏昧彼等眼目、

    以詣沙門瞿曇。

    四  時，惡魔波旬來詣世尊處。詣已，於世尊之不遠處，號大恐怖聲，如大地破裂。

    五  時，一比丘謂於另一比丘曰：「比丘！比丘！此大地會破裂。」

    六  如是語時，世尊告彼比丘曰：「比丘！此非大地之破裂、此乃惡魔波旬為來昏昧

    汝等眼目。」

    七  時，世尊知是惡魔波旬，以偈告惡魔波旬曰：

▼.I.194.

        色聲香及味，觸等一切法

        乃世恐怖餌，迷亂諸世人

        佛弟子正念，超越恐怖餌

        超脫惡魔領，光輝如太陽

    八  時，惡魔波旬…乃至…隱形沒於其處。

S.4.18.團食(世尊乞食空缽還)

▲《雜阿含1095經》，《法句經》Dhp.v.200.
    一  爾時，世尊住摩揭陀國，名五葦村之婆羅門村
。

I,114.二  其時，五葦婆羅門村，青年男女等
，舉行互換禮物式典。

    三  時，世尊清晨，持缽，著衣入五葦婆羅門村乞食。

    四  時，五葦村婆羅門家主等，為惡魔波旬所執取：「沙門瞿曇不予得食。」

    五  時，世尊入(村)乞食時，清洗其缽而歸。

【巴】tena kho pana samayena Pabcasaleyyaka brahmanagahapatika Marena papimata anvavittha bhavanti ： “ma samano Gotamo pindam alattha !”ti. atha kho Bhagava yatha dhotena pattena Pabcasalam brahmanagamam pindaya pavisi, tatha dhotena pattena patikkami. (S.4.2.8.4-5； I,p.114)

【意】那時，般闍娑羅村的婆羅門和長者們，被惡魔波旬上了身(心想)：「讓沙門瞿曇乞不到食物吧！」
那時，世尊進入般闍娑羅婆羅門村乞食，空缽而回。
    六  時，惡魔波旬來詣世尊處。詣已，白世尊曰：「沙門！得食耶？不得耶？」

    七  「如我之不得食，豈非汝波旬之所為？」

    八  「然則！世尊！再入五葦婆羅門村，如得食，應是我為！」

【巴】“tena hi bhante Bhagava dutiyam pi Pabcasalam brahmanagamam pindaya pavisatu. tatha’ham karissami, yatha Bhagava pindam lacchati”ti. (S.4.18./I,114)

【意】(惡魔：)「那麼，請世尊再入般闍娑羅婆羅門村乞食，我將讓您得到食物！」*

(*此句《魔新譯》作：「然則，世尊，汝再入五葦婆羅門村，若得食，應是我所為。」(頁81)與元亨寺之譯一樣，譯作條件句及假設語氣。這是誤解了 “tatha …, yatha ...” (如此 …，以便 … )句構的意義，以及karissami未來式表「意願、意志」(將會~)的用法。)
        侵犯於如來，惡魔生不德

        波旬惡不實，汝如何思惟

【巴】apubbam pasavi Maro, asajja nam
 Tathagatam,

kin nu mabbasi papima, na me papam vipaccati. (S.4.18./ I,114)

【意】(世尊：) 惡魔作了不善之行－－因為侵犯了如來。

波旬！你難道認為：「我(造)的惡業不會成熟。」？
        即無有所得，我等亦樂住

        猶如光音天，我等喜為食

    九  時惡魔波旬…乃至…隱形沒於其處。

 S.4.19.(惡魔化作)農夫

    一  舍衛城因緣。爾時，世尊[對諸比丘]說涅槃法、教示、獎勵、令歡喜。彼等

    諸比丘，理解、思惟、注心、傾耳諦聽於法。

I,115. 二  時，惡魔波旬生是思惟：「今沙門瞿曇說涅槃法、教示、獎勵，令歡喜。彼等諸

    比丘，理解、思惟、全心、傾耳，諦聽於法。我寧可昏昧彼等眼目，以詣沙門瞿曇。」

    三  時惡魔波旬化作農夫，肩扛大鋤，持趕牛棒，散髮，衣大麻粗布，足塗泥漿而

    詣世尊處。詣已，白言世尊曰：．

    四  「沙門！見牡牛否？」

    五  「波旬！牡牛於汝有何用？」

▼.I.196.

    六  「沙門！眼是我有，色是我有。眼觸之識處是我有。沙門！去往何處汝能脫我否？

    沙門！耳是我有，聲是我有，…乃至…沙門！鼻是我有，聲是我有，……乃至

    ……沙門！舌是我有，味是我有，…乃至…沙門！身是我有，觸是我有，……

    乃至……沙門！意是我有！法是我有，意觸之識處是我有。沙門！去往何處能脫我

    否？」

    七  「波旬！眼是汝有，色是汝有，眼觸之識處是汝有。波旬！無眼、無色、無眼觸

    之識處者，則非汝之行處。

    八  波旬！耳是汝有，聲是汝有，……[乃至]……。

    九  波旬！鼻是汝有，香是汝有，……[乃至]……。

I,116. 一0  波旬！舌是汝有，味是汝有，……[乃至]……。

    一一  波旬！意是汝有，法是汝有，意觸之識處是汝有。波旬！無意、無法，無意

    觸之識處，則非汝之行處。」

    一二  [惡魔：]此去我有者
       是云此有我

         若汝意於此         沙門未脫我

    一三  [世尊：]不去此有我         不云此是我

         惡魔如是知         汝不見我道

    一四  時，惡魔波旬…乃至…隱形沒於其處。

S.4.20.(惡魔:世尊自為)統治

▲《雜阿含1098經》
    一  爾時，世尊住拘薩羅國，雪山森林小屋。

    二  時，世尊獨作靜觀，作如是思念：「能不殺、不害、不勝、不令勝、不悲、不念

    悲、以行如法，不行[非法]否？」

    三  時，惡魔波旬知世尊之所念，來詣世尊處，白世尊曰：「世尊！世尊自為統治。

    善逝不自殺，不害、不勝、不令勝，不悲、不令悲、行如法統治。」

    四  「波旬！汝見於何者，如是云我：「世尊自行統治…乃至…如法統治。」」

    五  「世尊！世尊修、習四如意足，無如乘用之車、無立處，常行、慣行圓滿。若世

    尊，欲以雪山山王為金，應予決心
令山為金。」

I,117. 六  [世尊：] 光耀之金山，即有倍黃金

        難滿一人欲，知是人正行

▼.I.198.

        見苦原因者，如何傾愛欲

        依知世結縛，眾人學解脫

    七  時，惡魔波旬苦惱以：「世尊已知我！善逝已知我。」萎身隱形沒於其處。

        此嗢陀南：

        巖獅巖破片，非是相應意

        缽處及團食，農夫統治十

第三 惡魔品

S.4.21.多數(比丘不放逸)

▲《雜阿含1099經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住釋迦族之尸羅越底。

    二  爾時，眾多比丘住於世尊不遠之處，不放逸、虔誠、精進。

    三  時，惡魔波旬化作一老婆羅門相，結髮，著羚羊背皮衣。背曲如垂木，咽睺呴

    呴響鳴，執鬱曇缽羅樹杖，來詣諸比丘處。詣已，謂諸比丘曰：「諸大德！盛壯髮黑、

    其是青春為人生之第一期，未味愛欲而出家。諸大德！先享受人之愛欲！勿放棄現

    前以追隔時者。」

    四  「婆羅門！我等非放棄現前以追隔時者。婆羅門！我等乃放棄隔時者，以追遂現

    前者。婆羅門！愛欲
為隔時物，多苦，多惱，因禍亦越強烈，此法乃現前物而非

    隔時，世尊宣說：可謂來見者，即導向涅槃，識者應各所應知。」

I,118. 五  如是言已。惡魔波旬乃垂頭卷舌，現三皺於額頭，抱杖而去。

    六  時，彼等諸比丘詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面：一面生已之彼等諸比

    丘，以此白世尊：

    七  「世尊！於此我等住離世尊不遠，不放逸、虔誠、精進。時，世尊！有一老婆羅

    門，結髮著羚羊背皮衣，背曲如垂木，咽睺之呼吸，呴呴響鳴，執鬱曇缽羅樹杖，

    詣我等住處。詣已，以此白我等曰：「諸大德！盛壯髮黑，具足青春，為人生第一

    期，末味愛欲而出家。諸大德！先享受人之愛欲！勿棄現前以追隔時物。」

    八  世尊，作如是言已。我等即謂婆羅門：「婆羅門！我等非棄現前以追隔時。婆

▼.I.200.

    羅門！我等乃放棄隔時以追現前。婆羅門！愛欲是隔時物，多苦、多惱，因禍亦越

    強烈，此法於現前，非隔時。世尊宣說，可謂來見者，即導向涅槃，識者應各所應

    知。」

    九  世尊！作如是言已。彼婆羅門即垂頭卷舌，現三皺於額頭，抱杖而去。」

    一0  「諸比丘！此非婆羅門。此乃惡魔波旬，為來昏昧汝等之眼目。」

    一一  時，世尊了知此義，是時即唱此偈曰：

        若人見苦因，如何傾愛欲

        知依世結縛，人應學解此

I,119.

S.4.22.(惡魔作大恐怖聲干擾具壽)三彌提

▲《雜阿含1100經》
    一  爾時，世尊住釋迦族之尸羅越底。

    二  時，尊者三彌提住離世尊不遠，不放逸、虔誠、精進。

    三  時，尊者三彌提，於獨坐靜觀，作如是思念：「我師乃應供者、正等覺者，我實

    得大利益。我如是於善說之律與法出家。我實得大利益。我之同梵行者、乃諸善人

    之持戒者。我實得大利益。」

    四  時，惡魔波旬知尊者三彌提心之所念，來詣尊者三彌提住處。詣已，於尊者三

    彌提之不遠處，作大恐怖聲，宛如大地破裂。

    五  時，尊者三彌提詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面；坐一面已，尊者三

    彌提以此告世尊曰：

    六  「世尊！我於獨坐靜觀，作如是思念：「我師乃應供者、正等覺者，我實得大利

    益！我於善說之律與法出家，我實得大利益。我同梵行者，諸善人之持戒者，我實

    得大利益。」世尊！[此時]於離我不遠處，作大恐怖聲，宛如大地破裂。」

    七  「三彌提！此非大地之破裂，此乃惡魔波旬為求昏昧汝等眼目者。三彌提！汝於

    此行不放逸，虔誠、精進而住！」

I,120.八  「唯然！世尊。」尊者三彌提奉答世尊，禮敬世尊右遶而去。

    九  復次，尊者三彌提，不放逸、虔誠、精進而住。復次，尊者三彌提於獨坐靜觀、

    作如是思念：「我師乃應供者、正等覺者…乃至…諸善人之持戒者，我實得大利

    益。」復次，惡魔波旬知尊者心所思念…乃至…宛如大地破裂。

    一0  時，尊者三彌提，如此乃惡魔波旬，以偈語惡魔波旬曰：

▼.I.202.

        我依於信仰，由家而出家

        正念與智慧，於我眼目醒

        我心乃澄靜，若隨所意欲

        將為何狀態，令我無恐怖

    一一  時，惡魔波旬苦惱以：「三彌提比丘已知我。」萎身隱沒於其處。

S.4.23.(具壽)瞿低迦(六次退轉時解脫)

▲《雜阿含1091經》，《別譯雜阿含30經》，《出曜經》T4.no.212.p.647.1)、《增壹阿含26.10經》(T2.642.2)，cf. DhpA.I,431 (Godhikattheraparinibbānavatthu)，cf. Dhp.v.57，cf. Sn.v.449.  S.22.87./III,119.  Sk(E): Enomoto 1994, no.1091 (Uv 33.59c)
    一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  爾時，尊者瞿低迦住伊師耆利山麓之黑曜巖。

    三  時，尊者瞿低迦不放逸、虔誠、精進而住，得一時之心解脫。時，尊者瞿低迦

    退轉其一時之心解脫。

    四  復次，尊者瞿低迦不放逸、虔誠、精進而住。得一時之心解脫。尊者瞿低迦又

    退轉其一時之心解脫。

I,121. 五~八  三次……[乃至]……四次……[乃至]……五次……[乃至]……六次，

    尊者瞿低迦不放逸、虔誠、精進而住，得一時之心解脫。尊者瞿低迦六次退轉其一

    時之心解脫。

    九  尊者瞿低迦七次不放逸、虔誠、精進而住，得一時之心解脫。

     一時
，尊者瞿低迦作如是思念：「我至六次退轉一時之心解脫，我寧可將執劍！」

    一一  時，惡魔波旬知尊者瞿低迦心之所念，詣於世尊處。詣已以偈語世尊：

        輝耀神通譽，大雄大智慧

        離諸怖畏者，禮奉卿足下

        大雄之勝死，卿弟子想死

        以死是期望，光明主止此

        世尊喜於教，卿之弟子者

        如何未達證，有學而為死

    一二  其時，尊者瞿低迦執劍。

    一三  時，世尊知是惡魔波旬，以偈語惡魔波旬曰：

        不欲於此生，大雄乃如是

        拔除渴愛根，瞿低迦涅槃

▼.I.204.

    一四  時，世尊呼諸比丘：「諸比丘！我等今往伊師耆利山麓之黑曜巖，良家之子瞿

    低迦於彼執劍。」

    一五  「然唯！世尊。」彼等諸比丘應諾世尊。

    一六  時，世尊與眾多比丘俱，到伊師耆利山麓之黑曜巖。世尊由遠處見尊者瞿低

    迦，於床上抱肩
仰臥。

I,122. 一七  其時，又見矇朧如煙霧，行往東方、行往西方、行往南方、行往北方、行於

    上方、行往下方，行往四維。

    一八  時，世尊呼諸比丘曰：「諸比丘！汝等見矇朧如煙者，行往東方、行往西方、

    行往南方、行往北方、行往上方、行往下方、行往四維者否？」

    「世尊！誠如所說。」

    一九  「諸比丘！此惡魔波旬，以求良家子瞿低迦之識。「良家子瞿低迦之識，住何

    處耶？」然則！諸比丘！良家子瞿低迦之識已般涅槃而無住處。」

    二0  時，惡魔波旬取耶慮瓦樹之黃色箜篌來詣世尊處！詣已，以偈白世尊曰：

        我求於上下，乃至於四維

        四方及八方，不見瞿低迦

        往於何處耶

    二一 [世尊：]志堅英雄者，常樂於禪思

        日夜從於道，無願於此生

        打破死魔軍，不行於再生

        拔除渴愛根，瞿低迦涅槃

    二二         破敗於彼悲，小脅落箜篌

        悲愴之夜叉，以沒於此處

S.4.24.(惡魔跟蹤世尊)七年

▲《雜阿含246經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住優留毘羅之尼連禪河邊，阿闍波羅尼俱律陀樹下。

    二  其時，惡魔波旬跟蹤世尊七年，以求空隙，而無所得。

123 三  時，惡魔波旬來詣世尊處。詣已，以偈語世尊曰：

        悲侵沈思林，求復得失富

        犯罪村人中，何故不與交

▼.I.206.

        汝非我友人

    四  [世尊：] 掘除諸悲根，無罪復無悲

        我耽於禪思，捨諸生存欲

        放逸之親族，諸漏盡禪思

    五  [惡魔：] 諸人語我者，我者語諸人

        若汝意於此，沙門未脫我

    六  [世尊：] 諸人語非我，語非我諸人

        惡魔知如是，汝不知我道

    七  [惡魔：] 汝若至不死，證得菩提道

        離去汝獨行
         何以教他人

    八  [世尊：] 望到彼岸者，問我不死國

        問我之彼等，說無餘涅槃

    九  [惡魔：] 「世尊！猶如離村邑不遠處有池，蟹住於此。世尊！時眾多之童男童

    女，出由村邑，以到其池。到已由水中舉蟹置於陸上。世尊！若蟹豎立其剪，彼童

    男童女，即以木片、小石予破斷。如是世尊。蟹皆破斷其足剪，不能再入於池。世

I,124.尊亦如是，以前任何彎曲
、歪斜、歪曲、皆由世尊所破斷，伺其間隙之我等，不

    得再近至世尊。」

    一0  時，惡魔波旬於世尊前，氣餒
而唱偈曰：

        鳥飛於空中，見石似凝膏

        於此為獲得，軟甘之等食

        於此不得食，飛空以離去

        如襲石之鳥，氣餒離瞿曇

    一一  時，惡魔波旬於世尊前，氣餒以唱偈，離座而去。於離世尊不遠，趺坐於地

    上、默然、悄然、落肩、氣餒、困惱，以杖搔地而坐。

S.4.25.魔女

▲《雜阿含1092經》，《別譯雜阿含31經》
    一  時，渴愛、不快、貪欲之三魔女，來至惡魔波旬處，至已，以偈語惡魔波旬曰：

        何故父不樂，為因何人悲

        我等從其人，以貪欲係蹄

 ▼.I.208.

        如縛森林象，用以牽繫來

        應置汝手下

    二  [惡魔：] 以貪欲誘惑，世間阿羅漢

        善逝者不易，彼出魔領域

        是故我甚悲

    三  時，渴愛、不快、貪欲之三魔女，來詣世尊處。詣已，以此白世尊曰：「沙門！

    奉事卿足下。」然則得盡煩惱依，卻於無上解脫之世尊，不為一顧。

    四  時，渴愛、不快、貪欲之三魔女，退於一面，其如是思惟：「諸之興趣各異，我

    等各化作一百童女相。」

I,125. 五  時，渴愛、不快、貪欲三魔女，各化作一百童女相，以詣世尊前。詣已，白世

    尊曰：「沙門！奉事卿足下。」然而得盡煩惱依則於無上解脫之世尊，不為一顧。

    六~一一  時，渴愛、不快、貪欲三魔女，退於一面、具如是思惟：「諸人興趣各異。

    我等各化作，未生子之百人女，」……[乃至]……「化作生一次子之百人女，」

    [乃至]……「化作生二次子之百人女。」……[乃至]……「化作中年之百人女，」

    ……[乃至]……「化作高年之百人女。」時，三魔女各化作高年女百人，來詣世尊

    前。詣已，白世尊曰：「沙門！奉事卿足下。」然而盡煩惱之依，於無上解脫之世尊，

    不為一顧。

    一二  時，渴愛、不快、貪愛三魔女、退於一面、以言此曰：「我等父之所言，確是

    真實。

        以貪欲誘惑，世間阿羅漢

        善逝者不易，彼出魔領域

        是故我甚悲

    一三  我等依此攻擊末離欲之沙門婆羅門者，令破其心臟，口吐熱血，亂心狂氣，

I,126. 猶如割青葦乾、萎、枯、應令之乾、萎、枯。」

    一四  時，渴愛、不快、貪欲三魔女，來詣世尊處。詣已，立於一面。

    一五  立一面之魔女渴愛以偈言世尊曰：．

        悲侵沈思林，求復得失富

        犯罪村人中，何故不與交

▼.I.210.
        汝非我友人

    一六 [世尊：]破可愛樂軍，獨坐得勝義

        禪思心寂靜，安樂於菩提

        是故我不與，諸人之交往

        於我無友人

    一七  時，魔女不快以偈白世尊曰：

        比丘住多修，以度五瀑流

        於此度第六
         如何多禪思

        外界之欲想，其人不能得

    一八 [世尊：]身安心解脫
，以離作三業

        正念無貪著
         了知法無尋

        禪思不憶怒，亦不為懶惰

        比丘住多修，以度五暴流

        亦度於第六，如是多禪思

        外界之欲想，其人不能得

I,127. 一九  時，魔女貪欲，於世尊處，以唱此寂靜偈曰：

        彼斷除渴愛，以率群眾行

        眾多有情行，此無貪欲者

        令眾斷魔掌，導死王彼岸

    二0，如來大雄者，依法王導眾

        於法之所導，於所了解者

        我等何所嫉

    二一  惡魔波旬，見渴愛、不快貪欲三魔女從遠而來，見已以偈曰：

        愚人以蓮莖，想破碎大山

        以爪掘山巖，以齒嚙硬鐵

        以頭撞大巖，大渦探足地

        以代自捶胸，今厭瞿曇來

    二二         愛不快貪欲，雖是光輝來

▼.I.212.

        猶捲風神之，柔毛與落葉

        大師退彼等

        此嗢陀南：

        多數三彌提，瞿低迦七年

        魔女五魔經，依佛大師說

註:63 由魔王之手云云 acchejja=Maccurajassa hatthato acchinditva。

    第四 惡魔相應 註
    1 《雜阿含經》卷三九．一四(大正藏2.287c)

    2 苦行(dukkara-karikaya)指六年之苦行(註釋)

    3 不死。底本之aparam讀為amaram

    4 如陸舟之驢舵piyarittam va dhammani-aranne thale piy’arittam viya。

    5 於戒含：正詣、正業、正命；於定含：正精進、正念、正定；於慧含：正見、正思，此謂八正道；

      次句之菩提道，為八正道。

    6 《雜阿含經》卷三九．一三(大正藏2.287c)

    7 黑巖anttthako mani=kalako pasano

    8 alam te tena=alam tuyham etena,mara vihims'akara-dassana-vyaparena(此等惡魔害之所

      行者，應已充分。)

    9 《雜阿含經》卷三九．一三(大正藏2.287c)

    10 弟子。在底本作paccagu；註釋為baddhagu。

    11 《雜阿含經》卷三九．一六(大正藏2.288a)

    12 《雜阿含經》卷三九．一六(大正藏2.288a)

    13 《雜阿含經》卷三九．九(大正藏2.285b)

    14 依upadhi=khandha-upadhi五蘊即指此身體，佛謂恐怖而逃入洞穴，但猶不能保護此身。(註釋)

    15 《雜阿含經》卷三九．七(大正藏2.285a)

    16 如死dubbhayo讀為dubbhago=mato viya

▼.I.214.
    17 盡一切有依sabba-upadhnam paririkkhaya=sabbesam khandha-kilesa-abhisan khara-

       kama-guna-bhedanam upadhinam paririkkhaya(蘊、煩惱行、欲德、一切依之盡。)

    18 覺者。底本之Budho讀為Buddho

    19 《雜阿含經》卷三六．一二(大正藏2.263a)

    20 此偈出諸天相應第二品第二經。

    21 《雜阿含經》卷三九．四(大正藏2.284b)

    22 《雜阿含經》卷三九．五(大正藏2.284c)

    23 《雜阿含經》卷三九．八(大正藏2.285b)

    24 惡魔立於山頂投石，巖與巖相撞擊而碎。

    25 《雜阿含經》卷三九．二一(大正藏2.289c)

    26 vicakkhukammaya=parisaya panna-cakkhum vinasetu-kamvataya(欲滅會眾之慧眼)

    27 《雜阿含經》卷三九．一0(大正藏2.285c)

    28 註釋：沈緬於思考，想應說法。

    29 sampacura=bahavo
    30 為煩惱箭所傷之眾生。

    31 意指：如或有眾人於獅子道等傍徨怖畏，而我卻不躊躇。(註釋)

    32 《雜阿含經》卷三九．一七(大正藏2.288b)

    33 一葦Ekasala

    34 貪與瞋anurodha-virodha=raga-patigha

    35 繫縛sajjittha=laggittha

    36 《雜阿含經》卷三九．六(大正藏2.284c)

    37 《雜阿含經》卷三九．二二(大正藏2.290a)

    38 《雜阿含經》卷三九．二三(大正藏2.190a)

    39 《雜阿含經》卷三九．一五(大正藏2.288a)

    40 五葦Pancasala

    41 良家子弟，男、女各自相聚，歡敘致意，並贈物與子女同事之祭儀。

    42 同本無此。

▼.I.216.
    43 yam vadanti mamam ti(以之謂我有)。te vadanti mamam ti(彼等謂我有)。

    44 《雜阿含經》卷三九．一八(大正藏2.288c)

    45 決心 adhimucceyya=cinteyya

    46 《雜阿含經》卷三九．一九(大正藏2.289a)

    47 在底本vutta之前，漏脫kama一詞。

    48 《雜阿含經》卷三九．二0(大正藏2.289b)

    49 《雜阿含經》卷三九．一一(大正藏2.286a)

    50一時。底本之samadhikam讀為samayikam。於心志集中之剎那剎那，由所對之法解脫，又註解為境。此世俗之三摩底，名為一時之心解脫。譯作：所謂時解脫者，即指此。

    51 抱肩vivatta-kkhandha=parivatta-kkhandha。仰臥semanam=uttanam hutva sayitam

       hoti。如斯即稱作：頭向北，面向西之師子臥。

    52 《雜阿含經》卷九．二一(大正藏2.59a)

    53 離去！pehi在註釋，如一本讀為apehi，解釋作apayahi。

    54 彎曲者。底本之sukayikani讀為visukayikani。歪曲visevitani=viruddha sevitani，扭彎

      (vipphanditani)此指或如象王，或如蛇王惡魔之變形。

    55 氣餒 nibbejaniya=ukkanthiniya

    56 《雜阿含經》卷三九．一二(大正藏2.286b)

    57 失落 cittam nu讀為vittam nu。

    58 眼耳鼻舌身五門之煩惱瀑流。

    59 第六意門之煩惱瀑流。

    60 遠離三業之為作asankharano=tayo kammabhisankhare anabhisankharonto(不行於三業之

       行)。

    61 不貪著 anoko=analayo。

    62 底本之gana-sangha-vari讀為gana-sangha-cari。

    63 由魔王之手云云 acchejja=Maccurajassa hatthato acchinditva。

▲Top回目錄
· .218.  I,128.

S.5.第五 比丘尼相應

S.5.1.阿羅毘迦(比丘尼:世間有出離)

《雜阿含1198經》，《別譯雜阿含214經》，《長老尼偈》Thig. 57-59
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，阿羅毘迦
比丘尼清晨，若衣持缽，入舍衛城乞食。於舍衛城乞食後，收

    缽，入於暗林以求遠離。

    三  時，惡魔波旬欲令阿羅毘迦比丘尼生恐怖，毛髮豎立，以捨遠離，而詣阿羅毘

    迦比丘尼之處，詣已以偈語阿羅毘迦比丘尼曰：

        世間無由出
，遠離欲何為

        還味諸欲樂，勿至後成悔

    四  時，阿羅毘迦比丘尼作如是思惟：「語此偈是誰？人耶非人耶？」

    五  時阿羅毘迦比丘尼作如是思惟：「此惡魔波旬，令我起毛髮豎立之恐怖，欲使去

    遠離，而唱偈。」

    六  時，阿羅毘迦比丘尼知是惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

        世間有出離，依智我自達

        放逸惡波旬，汝不知其道

        欲樂如劍鎗，諸蘊斷頭臺

        汝云味欲樂，於我非為樂

I,129. 七  時，惡魔波旬苦惱以「阿羅毘迦比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

 S.5.2.蘇摩(比丘尼:女形復何障)

《雜阿含1199經》，《別譯雜阿含215經》，《長老尼偈》Thig. 60-62
    一  舍衛城因緣。時，蘇摩比丘尼清晨，著衣持缽，入舍衛城乞食。

    二  於舍衛城乞食後，收缽，為日住
來至暗林。入暗林已，於樹下為日住而坐。

    三  時，惡魔波旬欲令蘇摩比丘尼生恐怖，毛髮豎立，以棄禪定，而詣蘇摩比丘尼

    處。詣已，以偈語蘇摩比丘尼曰：

        聖者所至處，是處甚難至

        非女二指智
，能待至彼處

    四  時，蘇摩比丘尼，生如是思惟：「是語此偈者，誰耶？人耶非人耶？」

    五  時，蘇摩比丘尼生如是思惟：「此惡魔波旬欲令我生恐怖，毛髮豎立以棄禪定而

▼.I.220.

    唱此偈。」

    六  時，蘇摩比丘尼，知是惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

        心入於寂靜，女形復何障

        智慧已顯現，即見無上法

        我若思男女，思此為何物

        心感於如是，即應惡魔語

【巴】(Soma bhikkhuni ：)
itthibhavo kim kayira, cittamhi susamahite,

banamhi vattamanamhi, samma dhammam
 vipassato.

yassa nuna siya evam, itthaham puriso ti va,

kibci va pana asmi ti, tam maro vattum arahati ti. (S.5.2.6； I,p.129)

【意】(蘇摩比丘尼：)
身為女人又怎樣！－－只要她的心善入禪定，她的智慧生起，對於法能正確地觀察。

假如有人這樣想：「我是女人。」或「我是男人。」或「我是某個什麼。」－－這樣的人，惡魔(你)該當向他說去！
    七  時，惡魔波旬苦惱以：「蘇摩比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

S.5.3.瞿曇彌(比丘尼:喪子日已過)

《雜阿含1200經》，《別譯雜阿含216經》
    一  舍衛城因緣。時，吉離舍瞿曇彌比丘尼，清晨著衣持缽，入舍衛城乞食。

I,130.二  於舍衛城乞食後，收缽，為日住以至暗林。至暗林已，於樹下為日住而坐。

    三  時，惡魔波旬欲令吉離舍瞿曇彌比丘尼生恐怖，毛髮豎立，以棄禪定，而詣吉

    離舍瞿曇彌比丘尼處。詣已，以偈語吉離舍瞿曇彌比丘尼曰：

        汝何喪其子，涕泣而獨憂

        獨入坐暗林，為求男子否

    四  時，吉離舍瞿曇彌比丘尼，生如是思惟：「語此偈者是人？非人耶？」

    五  時，吉離舍瞿曇彌比丘尼，生如是思惟：「此惡魔波旬欲令我生恐怖，毛髮豎立，

    以棄禪定，而語此偈。」

    六  時，吉離舍瞿曇彌比丘尼，知是惡魔波旬，以偈答曰：

        喪子日已過，亦無男子想

        我不復悲泣，無煩汝顧為

        以捨浮世樂，破一切闇冥

        及破死魔軍，我住盡諸漏

S.5.4.毘闍耶(比丘尼:五樂非我須)

《雜阿含1200經》，《別譯雜阿含216經》
    一  舍衛城因緣。時，毘闍耶比丘尼於舍衛城乞食，食後收缽，為日住而坐於樹下。

    二  時，惡魔波旬欲令毘闍耶比丘尼，生恐怖，毛髮豎立，以棄禪定，而詣毘闍耶

    比丘尼處，詣已語偈曰：

I,131.    汝今美年經，我亦是年少

▼.I.220.

        貴女來此處，共受五種樂

    三  時，毘闍耶比丘尼作如是思惟：「語此偈者是人？非人耶？」

    四  時，毘闍耶比丘尼，生如是思惟：「此惡魔波旬…乃至…語偈。」

    五  時，毘闍耶比丘尼，知是惡魔波旬，以偈答曰：．

        以意樂色聲，香味觸五法

        我悉還與汝，此等非我須

        危脆易破碎，對此污穢身

        我唯恥厭惡，拔除愛欲根

        上色界眾生，行無色眾生

        此眾善獲得
         我悉除迷闇

    六  時，惡魔波旬苦惱以：「毘闍耶比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

 S.5.5.蓮華色(比丘尼:我實不怖汝)

《雜阿含1201經》，《別譯雜阿含217經》，《長老尼偈》Thig. 230-233
    一  舍衛城因緣，時，蓮華色比丘尼，清晨入舍衛城乞食…乃至…立於開美華

    之沙羅樹下。

    二  時，惡魔波旬欲令蓮華色比丘尼，生恐怖，毛髮豎立，以棄禪定，而詣蓮華色

    比丘尼處。

    三  詣已，以偈語蓮華色比丘尼曰：

        上下開美華，來沙羅樹下

        汝唯一人立，汝美無倫比

        愚人之汝心14
         不懼惡者否

I,132. 四  時，蓮華色比丘尼，生如是思惟：「語此偈者是人？非人耶？」

    五  時，蓮華色比丘尼生如是思惟：「此惡魔波旬…乃至…語偈。」

    六  時，蓮華色比丘尼知是惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

        心惡如汝者，百千來於此

        不動我一毛，我一不怖汝

        [惡魔：] 我於此沒形
         入汝之腹中

        或立汝眉間，汝不得見我

        [比丘尼] 我心得自在，善修如意足

▼.I.224.

        解脫諸結縛，我實不怖汝

    七  時，惡魔波旬苦惱以：「蓮華色比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

註: 13 supupphitaggam=aggato patthaya sutthu pupphitam
S.5.6.遮羅(比丘尼:生即見苦惱)

《雜阿含1205經》，《別譯雜阿含221經》
    一  舍衛城因緣。時，遮羅比丘尼清晨入舍衛城乞食…乃至…為日住而坐樹下。

    二  時，惡魔波旬詣遮羅比丘尼處。詣已，謂遮羅比丘尼曰：「比丘尼！汝不喜者

    何？」「友！我不喜生！」「何故不喜生？」「生者乃受用樂欲。」「誰以此教汝？「比丘

    尼！不喜生！」」

    三  [比丘尼] 有生者有死，生即見苦惱

        縛殺其他禍，是故不樂生

        佛陀施說法，以導超此生

        捨離一切苦，我入於真實

I,133.   上色界眾生，往無色眾生

        是故不知滅，以是為再來

    四  時，惡魔波旬苦惱以：「遮羅比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

 S.5.7.優波遮羅(比丘尼:世間一切燃)

《雜阿含1205經》，《別譯雜阿含221經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。

    二  時，優波遮羅比丘尼清晨入舍衛乞食…乃至…為日住坐於樹下。惡魔波旬

    如是謂優波遮羅比丘尼曰：「比丘尼！汝欲生於何處？」

    三  「友！我不欲生於何處！」

    四  [惡魔：] 三三炎摩天，或是兜率天

        或是化樂天，他化自在天

        願心以向此，當得受此樂

    五  [比丘尼] 三三炎摩天，或是兜率天

        或是化樂天，他化自在天

        此等愛欲縛，再行魔領域

        世間一切燃，世間一切煙

        世間悉吐炎，世間悉震動

        不震不動處，凡常人不到

▼.I.226.

        非惡魔行處，於此我心樂

    六  時，惡魔波旬…乃至…苦惱萎身，隱沒其身形。

S.5.8.尸須波遮羅(比丘尼:異見諸纏縛)

《雜阿含1207經》，《別譯雜阿含223經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。時尸須波遮羅比丘尼，清晨入舍衛城乞食……

    乃至……為日住坐於樹下。

    二  時，惡魔波旬詣尸須波遮羅比丘尼處。詣已，謂尸須波遮羅比丘尼曰：「比丘尼！

    汝喜誰之教見
？」

    三  「友！我不喜任何人之教見！」

    四  [惡魔：] 汝依誰圓頂，成如此尼耶

        不喜教見者，是如何之愚

    五  [比丘尼] 佛外之教見，異見諸纏縛

        我不喜此法，正法彼不知

        生於釋種家，證悟無比人

        總服拂惡魔，何處無不破

        無執悉解脫，有眼見一切

        滅盡一切業，解脫盡諸依

        我師彼世尊，其教我歡喜

    六  時，惡魔波旬…乃至…隱沒其身形。

 S.5.9.世羅(比丘尼:此身依因生)

《雜阿含1203經》，《別譯雜阿含219經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。時，世羅比丘尼清晨，入舍衛城乞食……乃至

    ……為日住坐於樹下。

    二  時，惡魔波旬欲令世羅比丘尼生恐怖…乃至…以偈語世羅比丘尼曰：

        誰作此身體，作者於何處

        何處生身體，何處身體滅

    三  時，世羅比丘尼生如是思惟：「唱此偈者是人？非人耶？」

    四  時，世羅比丘尼，生如是思惟：「此惡魔波旬欲令我生恐怖，毛髮豎立，以棄禪

    定，而唱此偈！」

    五  時，世羅比丘尼知是惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

▼.I.228.

        此身非自作，亦非於他作

        依於因而生，依於因而滅

        猶如諸種子，移植於田園

        地味及溫味，依二萌芽出

        是五蘊四大，及此等六處

        依於因而生，因壞即消滅

    六  時，惡魔波旬苦惱以：「世羅比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

 S.5.10.金剛(比丘尼:眾生不可得)

《雜阿含1202經》，《別譯雜阿含218經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……。時，金剛比丘尼清晨，著衣持缽，入舍衛城乞

I,135. 食，於舍衛城乞食後，收缽為日住而至暗林。入暗林已，為日住坐於樹下。

    二  時，惡魔波旬欲令金剛比丘尼生恐怖，毛髮豎立，以棄禪定，而詣金剛比丘尼

    處。詣已，以偈謂金剛比丘尼曰：

        誰作此眾生，作者於何處

        何處生眾生，何處眾生滅

    三  時，金剛比丘尼生如是思惟：「唱此偈者是人？非人耶？」

    四  時，金剛比丘尼生如是思惟：「此惡魔波旬欲令我生恐怖，毛髮豎立，以棄禪定，

    而唱此偈。」

    五  時，金剛比丘尼知是惡魔波旬，以偈答惡魔波旬曰：

        汝何言眾生，汝行於魔見

        此唯聚諸行，眾生不可得

        猶如諸支集，而起車之名

        因於有五蘊，而有眾生名

        有起是苦惱，停滅且苦惱

        苦惱外不生，苦惱外不滅

    六  時，惡魔波旬苦惱以：「金剛比丘尼已知我。」萎身隱沒其身形。

        此嗢陀南：

        由阿羅毘迦，蘇摩瞿曇彌

▼.I.230.
        與具毘闍耶，蓮華色遮羅

        至優波遮羅，尸須波遮羅

        世羅及金剛，依是成為十

    第五 比丘尼相應 註
    1 《雜阿含經》卷四五．一(大正藏2.225c)

    2 阿羅毘(Alavi)生之比丘尼。

    3 出離(nissarana)者，此指涅槃。

    4 道足(pada)導向涅槃足與涅槃之道足。

    5 khandhasam adhkuttana=khandha tesam adhkuttana-gandika
    6 《雜阿含經》卷四五．二(大正藏2.326a)

    7 日住者，指日中飯後入禪之謂。

    8 二指之智慧者，佛音解釋為婦人以二指取線，而予割斷。《長老尼偈》之註者解釋為：婦女自幼小即看顧於米，以二指探試米之熟與未熟。

    9 《雜阿含經》卷四五．三(大正藏2.326b)

    10 《雜阿含經》卷四五．七(大正藏2.327yadantaram ekapindapatam bhubjami)

    11 八種之世間得達。今則心不為彼等所執，而謂之解脫。

    12 《雜阿含經》卷四五．四(大正藏2.326c)

    13 supupphitaggam=aggato patthaya sutthu pupphitam
    14 此句之前，尚有idhagata tadisika bhaveyyum一句，應將混入其次之《蓮華色偈》之第二句。

       然註釋者許此句，而解釋為：「如汝來此之不具知己或友誼，而彼等亦然。」今如可除去

    15 依漢譯，此作為惡魔之偈。

    16 《雜阿含經》卷四五．八(大正藏2.328a)

    17 pariklesam=abbam pi nanappakaram upaddavam
    18 最勝真實之涅槃。

    19 《雜阿含經》卷四五．九(大正藏2.328b)

▼.I.232.
    20 《雜阿含經》卷四五．一0(大正藏2.328c)

    21 教見pasanda一語，出自pasa係蹄之語。此義即人類心中懷有異學異見之係蹄，指佛教以外之異見。

    22 《雜阿含經》卷四五．六(大正藏2.327b)

    23 《雜阿含經》卷四五．五(大正藏2.327a)

▲Top回目錄
I,136.

S.6.第六 梵天相應

第一  梵天品

S.6.1.勸請(佛轉法輪)

《增壹阿含19.1經》(大正藏2.593a)

    一  如是我聞。爾時，世尊住優留毘羅尼連禪河邊之阿闍波羅尼俱律陀樹下。時，

    已成等正覺。

    二  時，世尊獨坐禪思，而起此思惟。

    三  依我所證得此法，甚深難見、難悟。寂靜微妙，超越思念之領域。深妙唯賢者

    始知。又，此諸人等樂阿賴耶
，喜阿賴耶，跳躍阿賴耶。諸人依於樂阿賴耶，喜

    阿賴耶，跳躍阿賴耶，而難見此理。此理者，即所謂依緣、緣起是。此理亦難見。

    此理者，即一切行之止靜，一切依之捨離、愛盡、離、滅、涅槃是。我若說法，諸

    人難了解我所說者，我是應所疲勞而煩擾。

    四  又，此以前未曾有聞之偈，世尊顯示：

▼.I.234.
        艱難我所證，今此實難說，敗於欲瞋者，難得悟此法。

        逆世之常流，微妙而甚深，微細極難見，貪欲之所污。

        闇蘊所蔽者，不得見此法。

I,137. 五  世尊作如是思惟，即躊躇不說法。

    六  時，梵天
沙巷婆提，猶如有力者之伸屈腕，或屈伸腕頃，如是沒於梵天界，

    現於世尊之前。

    八  時，梵天沙巷婆提偏袒一肩、右膝著地，合掌禮敬，如是白世尊曰：

    九  「世尊！請說法，善逝！請說法，[世間]有不少眾生，為眼塵所蔽。彼等不得

    聞法而衰退。[世間]應有法之了解者。」

    一0  梵天沙巷婆提白此言已，更唱此言：

        於摩揭陀國，不淨法垢穢

        依此心思惟，開此甘露門

        依無垢之心，今聞悟此法

        上立山頂巖，如見周諸眾

        賢者全眼者，卿起慈悲心

        立法城宮樓，以觀沈悲慘

        生老敗諸眾，請起立英雄

        戰立勝利者，無債商隊主

        請遊此世間，請世尊說法

        必有知解者

I,138. 一一  時，世尊知梵天之勸請，對眾生起哀憐，以佛眼觀世間。

    一二  世尊依佛眼觀世間，見眾生眼有蔽多、蔽少，有利根者、鈍根者，有善相者、

    惡相者，有易教者、難教者，其中或有眾人見來世罪之怖畏而住。

    一三  猶如於蓮池之青蓮華、黃蓮華、白蓮華。有青蓮華、黃蓮華、白蓮華、生於

    水中、長於水中、不出水面，沈育於水中。有青蓮華、黃蓮華、白蓮華，生於水中、

    長於水中，出立於水，不為水所濕。如是世尊，依眼觀世間，見眾生眼有蔽多、蔽

▼.I.236.
    少，有利根者、鈍根者，有善相者、惡相者，有易教者、難教者，其中或有諸眾見

    來世罪之怖畏而住。

    一四  見已，以偈答梵天沙巷婆提：

        為於彼等眾，開啟甘露門

        有耳之眾人，捨離其他信

        梵天我思惑，不說微妙法

    一五  時，梵天沙巷婆提，願我說法，世尊許允，而禮敬世尊，右繞，於此沒其身

    形。

註: 5 指到達涅槃之聖道。

S.6.2.恭敬(無恭敬生活是苦惱)

《雜阿含1188經》，《別譯雜阿含110經》，A.4.21
    一  如是我聞。爾時，世尊住優留毘羅林，尼連禪河邊，阿闍波羅尼俱律陀樹下。

    時已成等正覺。

I,139. 二  爾時，世尊獨坐靜觀，生如是思惟：「無所尊敬、恭敬之生活，是苦惱。我如何

    尊敬婆羅門而予近住耶？」

    三  時，世尊生如是思惟：「為成就未滿之戒蘊，應尊敬其他沙門、婆羅門而予近住。

    但我於天界、魔界、梵天界所含之世界。於沙門、婆羅門、人、天所含之眾中，不

    見如我成就戒者，以尊敬其他沙門、婆羅門而住。

    四~七  為成就未滿之定蘊……[乃至]……未滿之慧蘊…乃至…未滿之解脫

    蘊…乃至…未滿之解脫知見蘊，應尊敬其他沙門、婆羅門而近住。但我於天界、

    魔界、梵天界所含之世界。於沙門，婆羅門、人、天所含之眾中，不見如我成就解

    脫知見者，以尊敬其他沙門、婆羅門而近住。

    八  我寧可對我所悟之法，尊敬此法而予近住。」

    九  時，梵天沙巷婆提於心，知世尊心之思惟，猶如男子力士之伸屈腕、屈伸腕頃，

    沒於梵天界，現於世尊前。

    一0  時，梵天沙巷婆提，偏袒一肩、含掌禮世尊，如是白世尊曰：

I,140. 一一  「世尊！如是，善逝！如是。世尊！過去之應供、正覺者、世尊亦恭敬、尊重、

    親近法而住。未來之應供、正覺者、世尊亦恭敬、尊重、親近法而住。今之應供、

    正覺者、世尊亦恭敬、尊重、親近法而住。」

    一二  梵天沙巷婆提說此已。又作此曰：

▼.I.238.
        過去正覺者，未來之諸佛

        今之正覺者，滅眾生憂惱

        悉皆敬正法，而住今亦住

        又未來亦住，此諸佛法然

        故願自己利，以望偉大者

        憶念佛之教
，不無敬正法

S.6.3.(具壽)梵天

《雜阿含99經》，《別譯雜阿含265經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  其時，又有婆羅門女之子梵天，於世尊處出家而無家。

    三  時，尊者梵天單獨隱棲，不放逸、虔誠、精進而住、不久此良家之子，當為由

    家於無家而出家，於現法成就其無上梵行，自知、實證、證入而住。「知生已盡，梵

    行已立，所作已辦，不受後有。」尊者梵天，成阿羅漢。

    四  時，尊者梵天清晨，著衣持缽，於舍衛城乞食，於舍衛城戶戶乞食，近至母家。

I,141. 五  其時，尊者梵天之母婆羅門女，常以供牲供梵天。

    六  時，梵天沙巷婆提生如是思念：「此尊者梵天之母婆羅門女，常以供牲供梵天，

    我當往警覺。」

    七  時，梵天沙巷婆提，猶如力士之伸屈腕、屈伸腕，沒形於梵天界，現身於尊者

    梵天之母家。

    八  時，梵天沙巷婆提立於空中，對尊者梵天之母婆羅門女唱偈曰：

        婆羅門女者，汝常為供食

        因此離梵天，婆羅門女者

“Dure ito brahmani brahmaloko, yassahutim pagganhasi niccam. 

 
Netadiso brahmani brahmabhakkho, kim jappasi brahmapatham ajanam.
婆羅門女!離此很遠的梵天，你常為供食，婆羅門女!梵天不吃你的食物，為什麼喃喃地不知梵天之道?
        此非梵天食，不知梵天道

        而汝何牢騷，婆羅門女者

        汝梵天比丘，已至無依著11

        以達勝天境12
         已無所有處

        無養之比丘13
         今乞入汝家

        相應於供養，積修達聖道

        堪為人天供，除惡無穢污

▼.I.240.
        乞食清威儀，彼亦無前後

        寂靜絕瞋煙，無悶亦無欲

        於弱於強者
         無用於暴力

        令彼以得汝，第一之供養

        無煩惱魔襲
         心靜無欲污

        如調順象行，戒行善圓滿

        心解脫比丘，令彼以得汝

I,142.    第一之供養，婆羅門女者

        今汝超瀑流，以見牟尼佛

        對彼信不動，相應於供養

        以行是功德，未來得安樂

    九，婆羅門女今，已超越瀑流

        以見於聖者，以持不動信

        相應於供養，以行是功德

        未來得安樂

 S.6.4.婆迦梵天(生惡見:此是常)

《雜阿含1195經》，《別譯雜阿含108經》，J.405
    一  如是我聞。爾時世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，又有婆迦梵天，生如是惡見：「此是常，此是恆常。此是常住，此是完全，

    此是不變之法。何以故，此不衰、不老、不萎、不滅、不生故。由此以上無有其他

    之出離。」

    三  時，世尊知婆迦梵天心中之所念，猶如力士之伸屈腕、屈伸腕、沒形於祇園、

    現身於梵天界。

    四  婆迦梵天、見世尊從遠而來。見已，以此白世尊曰：

        「友！來！友！善來耶！友！久違！何以來此耶？友！此是常，此是恆常，此是

    常住，此是完全，此是不變之法。何以故，此是不衰、不老、不萎、不滅、不生故。

    由此以上無有其他之出離。」

    五  如是言已，世尊告此婆迦梵天曰：「婆迦梵天乃被無明所困惑。婆迦梵天乃被無

    明所困惑。何以故？以無常者言常，以非恆常者言恆常，以非常住者言常住。以非

▼.I.242.
I,143. 完全者言完全，以變易之法言不變易之法。以衰、老、萎、滅、生者言不衰、不老、

    不萎、不滅、不生。由此以上有其他之出離，以言由此以上無有其他之出離故。」

    六  [婆迦：] 我等七十二
         依於功德業

        為世統治者，超越生與老

        以生此梵天，是為最後生

        我乃通吠陀，是故諸眾人

        尊崇稱讚我

    七  [世尊：] 此生壽是短，婆迦思為長

        我知梵天壽，百年或億年

    八  [婆迦：] 世尊以為我，是無邊見者

        云越老死悲，如何以語我

        善行古禁戒
         我願欲知此

    九  [世尊：] 汝苦於渴古
         炎熱於煩惱

        予水於諸眾，此乃汝古之

        善行及禁戒，如是我記憶

        如眠之醒覺，放救耶尼河

        兩岸囚眾人，令脫捕虜者

        此乃汝古之，善根及禁戒

        如是我記憶，如眠之醒覺

        於恆伽河流
         憐愍諸眾人

        舟被狂龍打，此乃汝古之

        善根及禁戒，如是我記憶

I,144.     如眠之醒覺，古我汝弟子

        名呼為劫波，聖智汝認我

        此乃汝古之，善根及禁戒

        如是我記憶，如眠之覺醒

    一0  [婆迦：]汝實知我壽，又亦知其他

        佛陀如是在，若實如是在

▼.I.244.
        汝光輝威力，照耀於梵界

 S.6.5.他見(Abbatara ditthi) (Abbatarabrahma某梵天)

《雜阿含1196經》，《別譯雜阿含109經》
    一  舍衛城因緣。

    二  其時，有梵天生如是惡見。「無有可來此之沙門、婆羅門。」

    三  時，世尊知彼梵天之所念，猶如力士，伸屈腕、屈伸腕，沒形於祇園，現身於

    梵天界。

    四  時，世尊趺坐於此梵天頭上之虛空，入於火定。

    五  時，尊者大目犍連生如是思惟：「今世尊在何處耶？」

    六  大目犍連依超人清淨之天眼，見世尊趺坐於梵天頭上之虛空，入於火定。見已，

    如力士之伸屈腕、屈伸腕，沒形於祇園，現身於梵天界。

    七  時，尊者大目犍連，從東方低於世尊在梵天頭上之虛空趺坐，入於火定。

I,145. 八  時，尊者大迦葉生如是思惟：「世尊今住何處耶？」尊者大迦葉依超人清淨之天

    眼，見世尊趺坐於梵天頭上之虛空，入於火定。見已，猶如力士之伸屈腕、屈伸腕，

    沒形於祇園，現身於梵天界。如是尊者大迦葉，從南方低於世尊，於梵天頭上之虛

    空趺坐，入於火定。

    九  時，尊者大劫賓那，坐如是思惟：「世尊今住何處耶？」尊者大劫賓那……[乃

    至]……如是尊者大劫賓那，從西方低於世尊，於梵天頭上之虛空趺坐，入於火定。

    一0  時，尊者阿那律……[乃至]……如是尊者阿那律從北方低於世尊，於梵天

    頭上之虛空趺坐，入於火定。

    一一  時，尊者大目犍連，以偈語梵天曰：

        友汝今亦猶，前之所持見

        勝梵界之光，見其明光耶

    一二 [梵天：]友我於今日，嘗不持是見

        勝梵界之光，以見其明光

        如何我今日，得云常住恆

    一三  如是，世尊為令梵天界之驚異，猶如力士之伸屈腕、屈伸腕，沒形於梵天界，

    現身於祇園。

    一四  時，有梵天呼其他梵眾天：「友！來！汝詣尊者大目犍連。如是語尊者大目犍

▼.I.246.
    連：「友！目犍連！世尊之弟子中，其他有如目犍連、迦葉、劫賓那、阿那律之大

I,146. 神通、大威力耶？」

    一五  「友！唯然！」其梵眾天答覆梵天，而詣尊者大目犍連處。

    一六  詣已，以此語大目犍連曰：「友目犍連！世尊之弟子中，其他有如目犍連、迦

    葉、劫賓那、阿那律之大神通、大威力耶？」

    一七  時，尊者大目犍連，以偈語梵天眾曰：

        三明達神通，巧妙知他心

        漏盡阿羅漢，佛陀弟子中

        其數有眾多

    一八  時，梵眾天歡喜於尊者大目犍連之所說，往詣彼大梵天。詣已，以此語梵天

    曰：「友！尊者大目犍連，如是曰：

        三明達神通，巧妙知他心

        漏盡阿羅漢，佛陀弟子中

        其數有眾多

    一九  彼梵眾天如是云已，梵天歡喜於梵眾天之所說。

 S.6.6.放逸(Pamadam)(or Brahmaloka梵世間(化身二千))

《雜阿含1194經》，《別譯雜阿含107經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，世尊又往日住坐獨坐。

    三  時，辟支梵天之須梵與辟支梵天之淨居，往詣世尊之處。詣已，各立於門邊。

    四  時，辟支梵天須梵，以此謂辟支梵天淨居曰：「友！今不應侍奉世尊。世尊在行

    日住之獨坐。彼處繁榮有梵天界，梵天於此住於放逸住。友！我等詣彼梵天。詣已，

    令驚惑彼梵天。」

I,147. 五  「友！唯然。」辟支梵天淨居回答辟支梵天須梵。

    六  時，辟支梵天須梵與辟支梵天淨居，猶如力士之伸屈腕、屈仲腕，沒形於世尊

    前，現身彼世界。

    七  彼梵天見彼等梵天從遠而來。見已，以此謂彼等梵天曰：「友！卿等從何處來

    耶？」

    八  「友！我等從彼世尊、應供、正等覺者之處來。友！卿亦能往侍奉世尊、應供、

▼.I.248.
    正等覺者實為善。」

    九  彼言已，其梵天不諾彼言，即化為千度形，以此謂辟支梵天須梵曰：「友！卿兄

    我如是之神通威力否？」

    一0  「友！我見卿如是神通威力。」

    一一  「友！我有如是之神通威力，如何往侍奉其他沙門或婆羅門耶？」

    一二  時，辟支梵天須梵
，化為二千度形，以此謂其梵天曰：「友！卿見如是神通威

    力否？」

    一三  「友！我見卿如是神通威力。」

    一四  「友！彼世尊比卿與我具更大神通威力。友！往侍奉彼世尊、應供、正等覺者

    為善！」

    一五  時，彼梵天以偈謂辟支梵天須梵曰：

I,148.     我宮殿有三，百列金翅烏

        四百列白鳥，五百虎彫刻

        梵天此宮殿，赫赫耀北方

    一六 [須梵：]如何汝宮殿，赫耀於北方

        賢者常見色，諍亂與動亂

        故不樂於色

    一七  時，辟支梵天須梵與辟支梵天淨居，為驚惑此梵天，於此沒其身形。

    一八  如是其梵天，於其他之時，為侍奉世尊、應供、正等覺者而去。

 S.6.7.瞿迦利迦(比丘)(Kokalika) 

▲《雜阿含1193經》，《別譯雜阿含106經》，一卷本《雜阿含5經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  時，世尊又行日住之獨坐。

    三  時，辟支梵天須梵與辟支梵天淨居詣世尊處。詣已，各立門邊。

    四  時，辟支梵天須梵，對瞿迦利比丘，於世尊前唱此偈曰：

I,149.   以量不可量
         此誰知分別

        以量不可量，我思無智者

        唯有為混亂

S.6.8.低沙迦(Tissako)( or 卡答摩搭卡低沙Katamodakatissa)

▲《雜阿含1193經》，《別譯雜阿含106經》，一卷本《雜阿含5經》
▼.I.250.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  時，世尊行日住之獨坐。

    三  時，辟支梵天須梵與辟支梵天淨居詣世尊處。詣已，各立門邊。

    四  時，辟支梵天淨居，對迦達摩達迦低沙迦比丘，於世尊前唱此偈曰：

        以量不可量，此誰知分別

        以量不可量，我思無智者

        唯有為混亂

 S.6.9.都頭梵天(勸瞿迦利迦勿謗舍利弗．目犍連)

▲《雜阿含1193經》，《別譯雜阿含106經》，一卷本《雜阿含5經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  時、瞿迦利迦比丘生病而痛苦，其病嚴重。

    三  時，辟支梵天都頭
於夜更以其勝光輝耀祇園，詣瞿迦利迦比丘處。

    四  詣已，立於空中，以此語瞿迦利迦比丘曰：「瞿迦利迦比丘！以信樂舍利弗與目

    犍連！舍利弗與目犍連是穩和者
。」

    五  「友！汝誰耶？」

    六  「我乃辟支梵天都頭是。」

    七  「友！汝莫非依世尊記別為不還者耶？此時何故還來此耶？汝見犯過誤，看！」

    八  [都頭：] 人之出生時，斧實生口中

        愚人語於惡，其斧斬自己

S.6.9./I,149.(=S.6.10./I,152., Sn.657, A.V,174.)︰“Purisassa hi jatassa, kuthari jayate mukhe; Yaya chindati attanam, balo dubbhasitam bhanam.(當人出生時，斧在口中生，愚人說惡語，以斧斬自己。)

        以讚應責者，以責應讚者

        依口重惡運，依惡不得樂

        博奕為致富，失己猶不運

        污心於善逝，不運更增大

        企惡於口意，貶責聖人者

        於百千垓年
         三十六垓年

        五秭年地獄
         墮之受痛苦

S.6.10.瞿迦利迦(謗舍利弗.目犍連)

▲《雜阿含1278經》，《別譯雜阿含276經》，《增壹阿含21.5經》，《經集》Sn.3.10.  A.10.89.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

I,150. 二  時，瞿迦利迦詣世尊處。詣已禮敬世尊，於一面坐。

▼.I.252.
    三  一面坐之瞿迦利迦比丘白世尊曰：「世尊！舍利弗與目犍連是惡欲者。是受惡欲

    所支配者。」

    四  言已。世尊以此告瞿迦利迦比丘曰：「瞿迦利迦！勿作如是言；瞿迦利迦！勿作

    如是言。瞿迦利迦！勿作如是言。瞿迦利迦，應信樂舍利弗與目犍連。舍利弗與目

    犍連是穩和者。」

    五~六  復次……[乃至]……

    七  瞿迦利迦三度告世尊曰：「世尊，舍利弗與目犍連是惡欲者，是受惡欲所支配

    者。」

    八  世尊三度告瞿迦利迦曰：「瞿迦利迦！勿作如是言，瞿迦利迦！勿作如是言。瞿

    迦利迦！應信樂舍利弗與目犍連，舍利弗與目犍連是穩和者。」

    九  時，瞿迦利迦比丘，即從坐起，禮敬世尊，右繞而去。

    一0  瞿迦利迦比丘去後不久，全身生如芥子粒之瘡。芥子粒即漸成豆粒；豆粒成

    如大豆，大豆成如棗核大，棗核而成如棗大，棗而成如阿摩羅果大，阿摩羅果而成

    如未熟之橡果大，成如未熟之橡果大，於此破裂流出膿血。

I,151. 一一  時，瞿迦利迦比丘，於此病而死。死矣之瞿迦利迦比丘，因對舍利弗與目犍

    連敵意，而墮紅蓮地獄。

    一二  時，梵天沙巷婆提於黎明更以其勝光，輝耀全園，詣於世尊處。詣已，禮敬

    世尊，立於一面。

    一三  立於一面之梵天沙巷婆提，以此白世尊曰：「世尊！瞿迦利迦比丘死矣。因對

    舍利弗與目犍連懷敵意，死墮紅蓮地獄。」

    一四  梵天沙巷婆提，作此言已，禮敬世尊，右繞沒形於此。

    一五  時，世尊於當夜過後，呼諸比丘曰：「諸比丘！此夜梵天沙巷婆提，於黎明以

    其勝光，輝耀全祇園，詣我處。詣已，禮我立於一面。諸比丘！立於一面之梵天沙

    巷婆提告我曰：「世尊！瞿迦利迦比丘死矣。因對舍利弗與目犍連懷敵意，死而墮

    入紅蓮地獄。」諸比丘！梵天沙巷婆提作此言已，禮敬我，右繞，於此沒其身形。」

    一六  如是言已，有比丘以此白世尊曰：「世尊！紅蓮地獄之壽量有幾何耶？」

    一七  「比丘！紅蓮地獄之壽量甚長。難數為幾年、幾百年、幾千年、幾百千年。」

I,152. 一八  「世尊，可譬喻說之耶？」

▼.I.254.
    一九  世尊曰：「比丘！得如是說：譬喻此拘薩羅國有二十加厘菜種子，各過百年

    41，取一粒菜種子，且以此方法，於拘薩羅國取盡二十加厘菜種子，亦不盡阿浮陀

    地獄之壽量。諸比丘！二十阿浮陀地獄為一尼羅浮陀地獄。二十尼羅浮陀地獄為一

    阿婆婆地獄。二十阿婆婆地獄為一阿吒吒地獄。二十阿吒吒地獄為一阿訶訶地獄。

    二十阿訶訶地獄為一水蓮地獄。二十水蓮地獄為一青睡蓮地獄。二十青睡蓮地獄為

    一青蓮地獄。二十青蓮地獄為一白蓮地獄。二十白蓮地獄為一紅蓮地獄。比丘！瞿

    迦利迦比丘對舍利弗與目犍連懷敵意，墮此紅蓮地獄。」

    二0  世尊如是說已。善逝又唱此偈曰：．

        人之出生時，斧實生口中

        …乃至…(同前經之偈。)

I,153.   此嗢陀南：

        勸請及恭敬，梵婆迦梵天

        他邪見放逸，與瞿迦利迦

        乃至低沙迦，都頭梵天及

        他瞿迦利迦

註: 41 底本之vassasatassa vassasahassa讀為vassasatassa vassasatassa

第二 梵天品

 S.6.11.常童子(贊師已,請師嘉賞)

▲《雜阿含1190經》，《別譯雜阿含103經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城葉毘尼河邊。

    二  時，梵天常童子
，於黎明光輝照葉毘尼河邊，以詣世尊處。詣已禮敬世尊，

    立於一面。

    三  立一面之梵天常童子，於世尊處唱此偈曰：

        氏姓人中尊，殊勝剎帝利

        明行具足者，人天中殊勝

    四  梵天常童子言已，請師嘉賞。

    五  時、梵天常童子、知依師受嘉賞，禮敬世尊，右繞而去。

▼.I.256.
S.6.12.提婆達多(惡人名譽殺)

    一  爾時，世尊於提婆達多離去不久，住王舍城靈鷲山。

    二  時，梵天沙巷婆提於黎明時，輝耀全靈鷲出，以詣世尊處。詣而禮敬世尊，立

    於一面。

I,154. 二  立一面之梵天沙巷婆提，對提婆達多於世尊處唱此偈曰：

        芭薩竹及葦，生果實則萎

        如驢生子死，惡人名譽殺

S.6.13.闇陀迦頻陀(村,梵天:千人入預流)

▲《雜阿含1191經》，《別譯雜阿含104經》
    一  爾時，世尊住摩揭陀國之闇陀頻陀。

    二  爾時，世尊於夜闇中坐於露地，天降雨。

    三  時，梵天沙巷婆提於黎明時，輝耀全闇陀迦頻陀，以詣世尊處。詣已，禮敬世

    尊，立於一面。

    四  立於一面之梵天沙巷婆提，於世尊處，唱此偈曰：

        住於離市里，遊方猶離縛

        若有心不樂，應護於諸根

        正念住僧伽，家家行乞時

        護根謹正念，住於離市里

        無懼得解脫，回憶懼毒蛇

        電光鳴天雷，於夜闇比丘

        獨坐離恐怖，我眼實當見

        非是傳所聞
，在於一法教

        以脫千人死
，有當五百多

        於百之十倍，於其十倍數

        皆悉入預流，超畜生趣者

        此外之諸人，對於得功德

        我心難堪數，恐人云妄語

I,155.

S.6.14.阿盧那越提(王都,住尸棄世尊)

《增壹阿含37.2經》，《大寶積經》密跡金剛力士會(大正11.56c)，cf. S.56.46. Andhakara
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城。

▼.I.258.
    二  時，世尊呼諸比丘：「諸比丘！」

    三  「唯然！世尊。」彼等諸比丘應答世尊。

    四  世尊如此宣說：

    五  「諸比丘！昔有阿盧那越提王。其王有阿盧那越提之都。尸棄世尊、應供、正等

    覺者，住其阿盧那越提王都。

    六  諸比丘！又，尸棄世尊，應供、正等覺者，有一對上首弟子：名為阿毘浮、參

    跋婆。

    七  時，諸比丘！尸棄世尊呼阿毘浮比丘：「來！婆羅門！至於食時，到某梵天界。」

    八  「唯然！世尊！」阿毘浮比丘奉答尸棄世尊。

    九  時，諸比丘！尸棄世尊與阿毘浮比丘，猶如力士之伸屈腕、屈伸腕，沒於阿盧

    那越提王都，現身於梵天界。

    一0  時，諸比丘！尸棄如來呼毘浮比丘：「婆羅門！而此梵天、梵輔天、梵眾天

    說法語。」

    一一  「唯然！世尊！」阿毘浮比丘奉答尸棄世尊、向梵天、梵輔天、梵眾天、說

    法語、教誠、勉勵，令其歡喜。

I,156. 一二  爾時，諸比丘！梵天與梵輔天及梵眾天相說細語、還復牢騷說愚癡：「實希

    有，未得曾有，如何弟子於師前說法耶？」

    一三  時，諸比丘！尸棄世尊呼阿毘浮比丘曰：「婆羅門！梵天與梵輔天及梵眾天，

    牢騷說細語、云愚癡：「實希有，得未曾有，何以弟子於師前說法耶？」婆羅門！是

    故汝越更警醒於梵天與梵輔及梵眾天。」

    一四  「唯然！世尊。」諸比丘！阿毘浮比丘奉答尸棄世尊，以現身說法，不現身

    說法，現下半身說法，現上半身說法。

    一五  於此，諸比丘！梵天與梵輔天及梵眾天起希有，得未曾有心：「沙門之大神

    通大威力，實是希有，實是未曾有。」

    一六  時，阿毘浮比丘以此白尸棄世尊曰：「世尊！知我於比丘僧伽中，如立於梵

    天界，依用音聲，令得聞於千世界。」

    一七  「婆羅門！汝應立梵天界，令千世界聞汝音聲之時。」

    一八  諸比丘！「唯然！世尊。」阿毘浮比丘奉答尸棄世尊，立於梵天界，以唱此

▼.I.260.
    偈曰
：
        精勤及勉勵，從順佛陀教

        拂敗惡魔軍，如象破葦屋

I,157.   此法與戒律，住不放逸者

        棄生死輪迴，應盡苦邊際

    一九  諸比丘！時，尸棄世尊與阿毘浮比丘，警醒梵天與梵輔天及梵眾天。猶如力

    士之伸屈腕、屈伸腕。沒形於梵天界，現身於阿盧那越提。

    二0  諸比丘！時尸棄世尊呼諸比丘曰：「諸比丘！汝等聞阿毘浮比丘立於梵天唱

    此偈否？」

    二一  「世尊！我等聞阿毘浮比丘，立於梵天界之所唱此偈。」

    二二~二三  「諸比丘！汝等聞阿毘浮比丘，立梵天界唱如何偈耶？」「世尊！我等

    如是聞：

        精勤及勉勵，從順佛陀教

        拂敗惡魔軍，如象破葦屋

        此法與戒律，住不放逸者

        棄生死輪迴，應盡苦邊際

    二四  世尊！我等聞如是偈。」

    二五  「善哉！善哉！諸比丘！汝等聞阿毘浮比丘，立梵天界唱，善哉！」」

    二六  世尊宣說已。彼等諸比丘！歡喜世尊之所說。

S.6.15.(世尊於俱尸那羅沙羅雙樹間)般涅槃

▲《雜阿含1197經》，《別譯雜阿含110經》，D.16./II,156.
    一  爾時，世尊於俱尸那羅末羅族之恕跋單沙羅林
，沙羅
雙樹間，入涅槃時。

I,158.二  時，世尊呼諸比丘曰：「諸比丘！我今語汝等。精勤不放逸！諸行乃生滅之法。」

    此是如來最後之言教。

    三  時，世尊入於第一禪，由第一禪起，入第二禪。由第二禪起，入第三禪。由第

    三禪起，入第四禪。由第四禪起，入虛空無邊處定。由虛空無邊處定起，入識無邊

    處定。由識無邊處起，入無所有處定。由無所有處定起，入非想非非想處定。

    四  由非想非非想定起，入無所有處定。由無所有處定起，入識無邊處定。由識無

    邊定起，入虛空無邊處定。由虛空無邊處定起，入第四禪。由第四禪起，入第三禪。

▼.I.262.
    由第三禪起，入第二禪。由第二禪起，入第一禪。

        由第一禪起，入第二禪。由第二禪起，入第三禪。由第三禪起，入第四禪。由

    第四禪之等無間，世尊入於涅槃。

    五  世尊入涅槃耶！於其入涅槃時，梵天沙巷婆提即唱此偈曰：

        世間諸有情，遲早捨身此

        世間無比者，如來得力者

        正覺者大師，已入於涅槃

    六  世尊入涅槃耶！於其入涅槃時，天帝釋即唱此偈曰：

        諸行實無常，是為生滅性

        生者必有滅，以寂滅為樂

    七  世尊入涅槃耶！於其入涅槃時，尊者阿難唱此偈曰：

        其時我恐怖，我毛髮豎立

        一切勝相具，覺者入涅槃

I,159. 八  世尊入涅槃耶！於其入涅槃時，尊者阿那律唱此偈曰：

        出息入息無，心確立於定

        無欲污寂靜，有眼者涅槃

        無著心寬廣，堪於死苦惱

        如燈之消逝，是心之辭脫

        此嗢陀南：

        梵天常童子，與提婆達多

        闇陀迦頻陀，阿盧那越提

        依於般涅槃，說梵天五經

註: 55 santim arabbha解釋為其有無餘涅槃之義。

    第六 梵天相應 註

    1 《增壹阿含19.1經》(大正藏2.593a)

    2 原文alaya，音譯作阿賴耶，有住家、欲望等義。今指五欲。眾生耽樂(alliyati)於五欲，故註釋

▼.I.264.
      稱阿賴耶。

    3 brahma sahampati原本為世尊之弟子，名Sahaka，初修禪定，生於一劫壽之梵天，名為梵天沙

      巷婆提。

    4 六師外道之事。

    5 指到達涅槃之聖道。

    6 於以前之個己信仰，遠離！摒棄。

    7 《雜阿含經》卷四四．一一(大正藏2.321c)

    8 原文mahattam abhikahkhata註釋為期望於大之狀態。

    9 原文saram buddhanasasanam註釋為：憶念佛陀之教。

    10 《雜阿含經》卷四．一二(大正藏2.27b)

    11 原文nirupadhiko註釋作：悉離於煩惱、行與欲等之依。

    12 註釋為：到達於梵天以上之聖境。

    13 謂無有妻子。

    14 如依vedagu字義，乃達於四吠陀之意。今作依於聖道而達於苦邊。(註釋)

    15 後者，指過去事；前者，指未來事。意謂：於過去未來之諸蘊無欲。(註釋)

    16 弱者(tasa)，指凡夫；強者(thavaro)，指漏盡者。七有學，雖末稱作tasa，但亦非thavaro。

       (註釋)

    17 原文visenibhuto註釋作銷除煩惱之魔軍。

    18 《雜阿含經》卷四四．一八(大正藏2.324b)

    19 七十二人者，或係指梵天界之諸天數。

    20 讀為tasma.

    21 vatasila vattam(禁戒與[善]行)(註釋)

    22 婆迦梵天。前生住恆伽河岸為一出家眾，曾依神通解救五百商隊之渴苦。

    23 在耶尼河岸，村民受到群盜之劫掠，依神通曾予解救。

    24 恆伽河上流之一家族與下流之一家族相交往，並順流泛舟遊覽。千蓋牙卡龍王興怒此，乃分水作二分以覆其舟。婆迦以神通化加魯它島，破龍王救助眾人。上述三則故事出自南傳藏三二、三三五頁(婆迦梵梵大本生故事)。

    25 古昔名婆迦凱沙瓦，釋尊於其弟子稱劫波，認弟子其正智，進薦凱沙瓦弟子於國王，其此善根。出

▼.I.266.
       自南傳藏三一、五四五頁(凱沙瓦行者本生故事)。

    26 《雜阿含經》卷四四．一九(大正藏2.324c)

    27 《雜阿含經》卷四四．一七(大正藏2.323c)

    28 paccekabrahma同於辟支佛，獨有梵位，非如梵眾天、梵輔天之孤獨梵天。

    29 此宮殿在梵天座落處之北方，故稱輝耀北方。(註釋)

    30 動亂(pavedhitam)，謂為寒暑等所擾。

    31 《雜阿含經》卷四四．一六(大正藏2.323b)

    32 無可度量是漏盡者。漏盡者如斯之戒行定等不可度量。不能了知、分別其不可量度之漏盡者。瞿迦利迦計量此漏盡者，只有混亂而已。

    33 《雜阿含經》卷四四．一六(大正藏2.323b)

    34 同於前經。

    35 都頭梵天原為瞿迦利迦比丘之師，今見比丘貶毀舍利弗、目犍連而得罪，而未警告。

    36 穩和。原文pesala註釋為piya-sila。

    37 二句作一句。

    38 垓(nirabbuda)是將零再加三十六之數。

    39 秭(abbuda)是將零附加五十六之數。Jataka 111,P.360參閱《梵漢辭典》二0七頁。

    40 《雜阿含經》卷四八．一二(大正藏2.351b)

    41 底本之vassasatassa vassasahassa讀為vassasatassa vassasatassa.

    42 《雜阿含經》卷四四．一三(大正藏2.322b)

    43 五髻童子修靜慮生梵界。常以童子形遊方，故稱常童子。

    44 《雜阿含經》卷三八．三(大正藏2.276b)

    45 《雜阿含經》卷四四．一四(大正藏2.322c)

    46 原文jatu me dittham註釋為ekamsena maya dittham.

    47 na itiha ititham ti並非如斯之言傳而來。

    48 原語ekasmim brahmacariyasmim在註解中解釋作ekaya dhammadesanaya(作於一種教法)

    49 原語maccuhayinam註釋作marana pariccaginam khinasavanam(脫死漏盡者)

    50 此經偈只在增一阿含37.2經 (大正藏2.708c)

▼.I.268.
    51 《雜阿含經》卷四四．二0(大正藏2.325b)

    52 此末羅族之沙羅囿園之沙羅行樹，乃迎向東方而排列，而向北方迴轉，故稱Upavattana。

    53 沙羅雙樹者，乃兩棵沙羅樹，其根幹枝葉皆如縫合而盤錯在一起。

    54 得力者balappatto=dasavidhahana balappatto證得十力之士。

    55 santim arabbha解釋為其有無餘涅槃之義。

▲Top回目錄
I,160.

S.7.第七 婆羅門相應

第一  阿羅漢品

 S.7.1.陀然闍仁(夫:殺何物樂寢)

▲《雜阿含1158經》，《別譯雜阿含81經》，S.11.21.
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  其時，有婆羅墮婆闍姓之婆羅門妻，名陀然闍仁，信樂佛、法、僧。

    三  時，陀然闍仁，將近於運食與婆羅墮婆闍姓之婆羅門，發三次之歡喜語：「歸命

    彼世尊、應供、正等覺者…乃至…歸命彼世尊、應供、正等覺者。」

    四  如是言已，婆羅墮婆闍姓之婆羅門，以此謂陀然闍仁曰：「此賣女不論何時、常

    語彼禿頭沙門之功德。賣女！今我應論破汝師。」

    五  「否也！婆羅門！包含世界於天界、魔界、梵天界，包含沙門、婆羅門人天之眾

    中，不見得能論破我彼世尊、應供、正等覺者。然則，汝婆羅門！去！去即當自知。」

    六  時，婆羅墮婆闍之婆羅門、忿怒不喜而詣世尊處。詣已，與世尊相致問交談而

▼.I.270.
    坐一面。

I,161. 七  坐一面之婆羅墮婆闍姓婆羅門，以偈言世尊曰：

        殺何物樂寢
，殺何物不悲

        殺害何一法，瞿曇卿讚歎

    八  S.7.[世尊：] 殺忿是樂寢         殺忿無有悲

        婆羅門毒根，以為最上蜜

        忿怒之殺害，聖者是讚賞

        如是之殺法，其殺無有悲

    九  如是言已，婆羅墮婆闍姓之婆羅門，以此白世尊曰：「瞿曇！是最勝。瞿曇是最

    勝。瞿曇！猶如令倒者起，覆者顯露，示迷者以道，如有眼者得見物形，如闇中之

    燈明，如是瞿曇請調種種法。我歸命世尊瞿曇、法、僧伽。我得於世尊瞿曇之處出

    家及具足戒！」

    一0  婆羅墮婆闍姓之婆羅門，得於世尊之處出家及具足戒。

    一一  得具足戒不久，尊者婆羅墮婆闍，單獨隱棲，不放逸、虔誠、精勤而住，彼

    正是良家之子，為成就無上梵行，由家[出]無家而出家，於現法得入自知自證。

    「知生已盡，梵行已立，所作已辦，不受後有。」

    一二  於此婆羅墮婆闍，成為一阿羅漢。

S.7.2.讒謗(婆羅墮婆闍婆羅門讒謗世尊)

▲《雜阿含1152-1153經》，《別譯雜阿含75經》
    一  爾時，世尊住舍衛城竹林栗鼠養餌所。

    二  讒謗婆羅墮婆闍婆羅門，聞婆羅墮婆闍婆羅門於沙門瞿曇之處，由家[出]無

    家而出家。

I,162. 三  忿怒不喜，來詣世尊處。詣已，以激烈惡語讒謗、非難世尊。

    四  作如是言已，世尊於此告讒謗婆羅墮婆闍婆羅門曰：「婆羅門！汝如何思惟耶？

    有朋友親戚骨肉者、客等來造訪汝否？」

    五  「唯然，瞿曇！時常有朋友親戚骨肉者、客等來造訪我。」

    六  「婆羅門！汝如何思惟耶？汝予與彼等堅食、軟食及美食否？」

    七  「唯然，瞿曇！我時常與彼等堅食、軟食及美食。」

    八  「婆羅門！若彼等不受者，則將成為誰之物耶？」

▼.I.272.
    九  「瞿曇！若彼等不受者，彼等食物當屬我者。」

    一0 「婆羅門！如是汝讒謗不應讒謗我，誹謗不應誹謗我，非難不應非難我。我不

    受汝之此等。婆羅門！彼則是汝之物。讒謗返還其讒謗者，誹謗返還其誹謗者，非

    難返還其非難者。婆羅門！此謂[主客]共食
、共來往。我不與汝共食、共來往。

    婆羅門！此是汝物。婆羅門！此是汝物。」

    一一  「王與王臣今如是知尊者瞿曇：「沙門瞿曇是應供者，然瞿曇亦將怒。」」

    一二 [世尊：]無忿自調御，是為正生活

        有正智解脫，寂靜如是人

        忿由何處起，以忿還忿者

        更為是惡事，不以忿還忿

        戰得二勝利，知他之所忿

        靜己正念人，自及他兩方

        皆行於利益，彼乃自與他

        兩方之醫師，於法無知者

        以此為愚人

I,163. 一三  如是言已，讒謗婆羅墮婆闍婆羅門如是白世尊曰：「世尊！是最勝。……乃至

    ……我今歸依世尊瞿曇、法、僧伽。願於世尊瞿曇座下出家得具足戒。」

    一四  讒謗婆羅墮婆闍婆羅門，得於世尊之處出家及具足戒。

    一五  又，尊者讒謗婆羅墮婆闍婆羅門得具足戒不久，單獨隱棲，不放逸、虔誠、

    精勤而住。彼正是良家之子，為成就梵行，由家[出]無家而出家，於現法得入自

    知、自證。「知生已盡，梵行已立，所作已辦，不受後有。」

    一六  又，此婆羅墮婆闍婆羅門，為一阿羅漢。

S.7.3.阿修羅王(讒謗世尊,世尊默然)

▲《雜阿含1151經》，《別譯雜阿含74經》，一卷本《雜阿含25經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  阿修羅王婆羅墮婆闍婆羅門，聞婆羅墮婆闍姓之婆羅門，於沙門瞿曇之處，由    家[出]無家而出家。

    三  忿怒不喜，來詣世尊處。詣已，以激烈不善之語，讒謗、誹謗世尊。

    四  如是言已，世尊默然。

▼.I.274.
    五  時，阿修羅王婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「沙門！汝勝利！沙門！汝勝

    利。」

    六  [世尊：] 口出粗惡語，愚者以為勝

        然實勝利者，乃知堪忍人

        以忿還忿者，更為是惡事

        不以忿還忿，戰得二勝利

        知他之所忿，靜己正念人

        自及他兩方，皆行於利益

        彼乃自及他，兩方之醫師

        於法無知者，以此為愚人

I,164. 七  如是言已，阿修羅王婆羅墮婆闍婆羅門，以此言世尊曰：「世尊！是最勝者，世

    尊！是最勝者…乃至…」

    八  又，此尊者婆羅墮婆闍婆羅門，成為一阿羅漢。

S.7.4.毘蘭耆迦(逆風揚塵,還著愚人)

▲《雜阿含1154經》，《別譯雜阿含77經》
    一  爾時，世尊住舍衛城竹林栗鼠養餌所。

    二  毘蘭耆迦婆羅墮婆闍婆羅門，聞婆羅墮婆闍姓之婆羅門，於沙門瞿曇座前，由

    家[出]無家而出家。

    三  忿怒不喜，來詣世尊處。詣已，默然而立一面。

    四  時，世尊知毘蘭耆迦婆羅墮婆闍婆羅門心之所念，以偈告毘蘭耆迦婆羅墮婆闍

    婆羅門曰：

        清淨無穢惡，以污無垢人

        惡還其愚人，逆風撒細塵

    五  如是言已，毘蘭耆迦婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「世尊！是最勝者。世

    尊！是最勝者。我今歸依世尊瞿曇、法、僧伽。願於世尊處得出家及具足戒。」

    乃至……「知生已盡，梵行已立，所作已辦，不受後有。」

    六  又此婆羅墮婆闍婆羅門，成為一阿羅漢。

 S.7.5.不害(身語意不害,名實相符)

▲《雜阿含1156經》，《別譯雜阿含79經》，一卷本《雜阿含26經》
    一  舍衛城因緣。

▼.I.276.
I,165. 二  時，不害婆羅墮婆闍婆羅門，來詣世尊處。詣而與世尊互相致問，坐於一面。

    三  坐一面之不害婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「瞿曇！我是不害。瞿曇！我

    是不害。」

    四  [世尊：] 若如其名者，汝實為不害

        然而不害於，身口以及心

        以不害他者，始名實不害

    五  如是言已，不害婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「瞿曇！是最勝者……乃至

    六  又此婆羅墮婆闍，成為一阿羅漢。

 S.7.6.縈髻(誰解此纏縺?)

▲《雜阿含經》1186-7經，《別譯雜阿含100經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，縈髻婆羅墮婆闍婆羅門，來詣世尊處。詣而與世尊互相致問，坐於一面。

    三  坐一面之縈髻婆羅墮婆闍婆羅門，以偈白世尊曰：

        內外之纏縺，人人迷此纏

        奉問於瞿曇，誰解此纏縺?

    四  [世尊：]  智慧人住戒，以修心智慧

        熱心深慎者，彼應離纏縺

        以離於貪著，乃至瞋無明

        漏盡阿羅漢，解脫於纏縺

        名之以及色，障礙及色想

        無餘盡消滅，此悉斷纏縺

    五  如是言已，縈髻婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「世尊！是最勝者。……乃

    至……」

    六  又其婆羅墮婆闍，成為一阿羅漢。

 S.7.7.淨者(婆羅門,唸咒內不淨)

▲《雜阿含1160經》，《別譯雜阿含83經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

I,166.二  時，淨者婆羅墮婆闍婆羅門，詣世尊處。詣而與世尊互相致問，坐於一面。

    三  坐一面之淨者婆羅墮婆闍婆羅門，於世尊處，語此偈曰：

▼.I.278.
        雖持戒苦行，世間之如何

        婆羅門不清，明行具足者

        唯此是清淨，其外無淨者

    四  [世尊：] 雖多唱馱咒，埃滿內不淨

        外依於欺瞞，非生婆羅門

        譬如剎帝利，婆羅門毘舍

        首陀旃陀羅，下水清掃人

        精勤而不撓，常勇猛精進

        達最勝清淨，知此婆羅門

    五  如是言已，淨者婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「世尊！是最勝者……乃至

    ……」

    六  又，此婆羅墮婆闍，成為一阿羅漢。

 S.7.8.拜火(婆羅門,明行足受乳飯)

▲《雜阿含1161經》，《別譯雜阿含84經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  時，其拜火婆羅墮婆闍婆羅門，行火供，煮酪米飯，為拜火供犧。

    三  時，世尊清晨，著衣持缽，入王舍城乞食。於王舍城家家乞食，至拜火婆羅墮

    婆闍婆羅門家。至而立於一面。

    四  拜火婆羅墮婆闍婆羅門，見世尊乞食，以偈白世尊曰：

        三明等具足，生高有多聞

        明行具足者，受食我乳飯

“Tihi vijjahi sampanno, jatima sutava bahu；Vijjacaranasampanno, somam bhubjeyya payasan”ti.(三明具足，一生多聞，明行具足的人，我受食乳飯。)

    五 [世尊：]   雖多唱馱咒，埃滿內不淨

        外蔽於欺瞞，非生婆羅門

“Bahumpi palapam jappam, na jacca hoti brahmano； Antokasambu samkilittho, kuhanaparivarito.(雖多喃喃唸，內滿污.不淨，外蔽於欺瞞，非生婆羅門。)

        以知於宿命，見天界惡趣

I,167.   及達生之滅，聖者力成滿

        有此三明人，三明婆羅門

        明行具足者，我受食乳飯

    六  「尊者瞿曇且受此食！尊者是婆羅門。」

    七  [世尊：] 我唱此偈者，非為得食者

▼.I.280.
        婆羅門於此，知見者非法

        諸佛之唱偈，以斥其代價

        婆羅門法住，是為生活道

        漏盡悔行靜，完全大聖者

        依事奉飲食，是為功德田

    八  如是言已，拜火婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「世尊！是最勝者……乃至

    ……」

    九  又，此婆羅墮婆闍，成為一阿羅漢。

 S.7.9.孫陀利迦(婆羅門,問出生)

▲《雜阿含1186-1187經》，《別譯雜阿含100經》
    一  爾時，世尊住拘薩羅之孫陀利迦河邊。

    二  時，又有孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，於孫陀利迦河邊行火供，作拜火供犧。

    三  時，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門行火供，以完成拜火供犧、立座、回顧四週：

    「誰應受食我此剩餚供物耶？」

    四  時，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，見世尊包頭坐於樹下。見已，以手持剩餚供

    物，右手執水瓶，以趣近世尊。

    五  時，世尊聞孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門之足音，摘去頭包。

I,168.六  時，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門：「此人禿頭，此人禿頭者。」從此欲折迴。

    七  然則，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，又生如是思念：「婆羅門亦有禿頭者，我寧

    詣而以問其生。」

    八  時，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，來詣世尊處。詣而以此白世尊曰：「尊者之生

    者何？」

    九  [世尊：] 勿以問出生，唯問其行為

        微木亦生火，雖然生為卑

        智慧有駿敏
，止惡有慚愧

        是為聖者生，依真所調順

        以具悉調順，到達於聖道

        成就梵行人，帶來供犧牲

        呼報出食事
，是人值供養

▼.I.282.

        以給於供犧

    一0  [婆羅門]於我此供犧，善為於供養

        今見如師者，以前未見故

        我剩餚供犧，他眾受為食

        尊者瞿曇受，尊者婆羅門

    一一 [世尊：]我唱此偈者，非為以得食

        婆羅門於此，知見者非法

        諸佛之唱偈，以斥其代價

        婆羅門法住，是為生活道

        漏盡悔行靜，完全大聖者

        依事奉飲食，是為功德田

    一二 「尊瞿曇！然則我此剩餚供犧，應與何人耶？」

I,169.一三 「婆羅門！我如來與如來弟子外，即包含世界，天界、魔界、梵天界，包含沙

    門婆羅門人天之眾中，不見食此剩餚供犧能消化者。婆羅門！是故汝從此剩餚供犧，

    捨於無草處，或沉於無蟲之水中。」

    一四  時，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，從此剩餚供犧，沉於無蟲之水中。

    一五  時，其剩餚供犧，沉於水中時，唧唧出聲，生煙出炎。喻於日中太陽所熱之

    鐵板投入水中，唧唧出聲，生煙出炎。

    一六  時，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，驚恐、毛髮豎立，來詣世尊處。詣而立於

    一面。

    一七  世尊以偈言於立一面之孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門曰：

        婆羅門事火，勿思得清淨

        智云此外事，依外求清淨

        依是不得淨，婆羅門我止

        事火而內燃，依常火常靜

        我是阿羅漢，常行於梵行

        婆羅門汝慢，是名為重擔

        忿煙妄語灰，舌即是木杓
▼.I.284.
        心供犧火處，善以自調順

        始為是人火，婆羅門有戒

        渡津法之湖，澄清無染污

        常為善人讚，聖者來此浴

        體清渡彼岸，真實與正法

        自制是梵行，婆羅門依此

        中道得最勝，直心者歸命

        我謂此等人，為隨法行者

I,170.一八  如是言已，孫陀利迦婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「世尊！是最勝者

    …乃至…」

    一九  又，此婆羅墮婆闍婆羅門，成為一阿羅漢。

註: 18 真sacca=saccavadi 法dhamma=ditthi,sankappa,vayama,sati-Samadhi 自制Samyamo=

       kammanta,ajiva於上述中涵括八正道。

    19 brahmapatti，讀為brahmuppatti，setthi-uppatti(生最勝者)解之。

 S.7.10.婆富提低(沙門最安樂)

▲《雜阿含1179經》，《別譯雜阿含93經》
    一  爾時，世尊住拘薩羅國之繁茂森林。

    二  時，婆羅墮婆闍姓婆羅門有十四頭牛，去處不明。

    三  時，婆羅墮婆闍姓婆羅門，尋牛至森林。至而見世尊，趺坐身正直，樹立正念，

    坐於繁茂森林。

    四  見已詣世尊處，詣而於世尊前白此偈曰：

        於此沙門失，十四頭之牛

        至今尋六日，如無有不得

        然而此沙門，是為最安樂

        於此沙門撒，菜種於菜田

        收穫之最惡，非一莖二莖

        然而此沙門，是為最安樂

        於此沙門之，穀倉盡而空

        鼠盛於其中，無有如踴躍

        然而此沙門，是為最安樂

        於此沙門敷，蓆之盡七月

        如未滿蚤虱，然而此沙門

▼.I.286.
        是為最安樂，於此沙門有

        一兒及二兒，亦有女七人

        非如成寡婦，然而此沙門

        是為最安樂，於此沙門末

        蹴褐色黑白，斑點婦眠足

        然而此沙門，是為最安樂

        於此沙門無，朝等取欠債

        還還以立責，然而此沙門

        是為最安樂

    五  [世尊：] 婆羅門於我，失牛十四頭

        至今尋六日，如無有不得

        然而婆羅門，我為最安樂

        婆羅門於我，撒菜種於田

        收穫之最惡，非一莖二莖

I,171.    然而婆羅門，我為最安樂

        婆羅門於我，穀倉盡而空

        鼠盛於其中，無有如踴躍

        然而婆羅門，我為最安樂

        婆羅門於我，敷蓆盡七月

        床非滿蚤虱，然而婆羅門

        我為最安樂，婆羅門於我

        有一兒二兒，亦有女七人

        非如成寡婦，然而婆羅門

        我為最安樂，婆羅門於我

        無蹴褐黑白，斑點婦眠足

        然而婆羅門，我為最安樂

        婆羅門於我，無有朝來等

        迫取於欠債，還還以立責

▼.I.288.

        然而婆羅門，我為最安樂

    六  如是言已，婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「瞿曇！是最勝者，瞿曇！是最

    勝者。瞿曇！猶如起倒者，顯覆者，示道於迷者，如有眼者，得見物見形，如暗揭

    燈明。如是尊者瞿曇種種說法。我今歸依世尊、法、僧伽。願於尊者瞿曇之處，得

    出家及具足戒。」

    七  婆羅墮婆闍婆羅門，得具足戒不久，單獨隱棲，不放逸，虔誠、精勤不久，良

    家之子，成就清淨梵行，由家[出]無家而出家，入於自知自證。「知生已盡，梵行

    已立，所作已辦，不受後有。」

    八  又尊者婆羅墮婆闍，成為一阿羅漢。

        此嗢陀南：

        陀然闍仁及，讒謗阿修羅

        與毘蘭耆迦，不害及縈髻

        淨者與拜火，與孫陀利迦

        及婆富提低，依此為十經

I,172.

第二 優婆塞品

S.7.11.耕田(婆羅門,你我應耕食)

▲《雜阿含98經》，《別譯雜阿含264經》，《經集》Sn.1.4.  一卷本《雜阿含1經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住摩揭陀國南山一葦婆羅門村。

    二  時，又有耕田婆羅墮婆闍婆羅門，於播種時，裝五百犁具。

    三  時，世尊清晨著衣持缽，到耕田婆羅墮婆闍婆羅門之農作場。

    四  時，耕田婆羅墮婆闍婆羅門，為分配食物與予於諸人。

    五  時，世尊到分配食物處，而立一面。

    六  耕田婆羅墮婆闍婆羅門，見世尊為乞食而立。見而言世尊曰：「沙門！我乃耕

    種。耕種而食。沙門！汝亦須耕種，耕種而得食。」

    七  「婆羅門！我亦耕種。耕種而食。」

    八  「然則！我等未見尊瞿曇之軛、鋤、犁、鑱、刺棒、牡牛。而且尊者瞿曇作如是

▼.I.290.
    言：「婆羅門！我亦耕種、耕種而食。」

    九  時，耕田婆羅墮婆闍婆羅門，以偈白世尊曰：

        汝自云農夫，我不見汝耕，我問農夫語，何知我等耕

    一0  [世尊：]信仰是種子，鍛鍊是甘雨，智慧軛為鋤，慚乃為其柄，

        定為是其繩，正念我犁鑱，乃至為刺棒，守身及守語，

        以知食之量，以信免割草，

I,173.   樂道我休息，精進乃我負，

        重荷立牡牛，瑜伽運安穩，行而無有歸，行前亦無悲，

        如是我耕耘，不死是果實，以為此耕耘，我悉脫苦惱。」

    一一 「尊者瞿曇且請受食。尊者瞿曇農夫。瞿曇之耕耘，乃為不死果。」

    一二 [世尊：]唱偈非為食，婆羅門有此

        知見者非法，諸佛之唱偈，

        責斥等價值，婆羅門住法，

        唯此生活道，諸漏悉皆盡，

        後悔之行靜，完滿大聖者，

        以事奉飲食，為求功德田。

    一三  如是言已，耕田婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「瞿曇！是最勝者。瞿曇！

    是最勝者。瞿曇！喻倒者起，覆者露。示道於迷者，如暗中揭燈明，有眼者得見諸

    形。如是尊者瞿曇說種種法。我今歸依世尊、法、僧伽。願尊者瞿曇，納受我今日

    以後，終生歸依為優婆塞。」

註: 22 原語tapo今稱諸根之制御。

    23 原語mano今指禪定。

    24 註解為soraccam=sundare nibbane ratatta soraccam樂善涅槃。

Sn.1-4. Kasibharadvajasuttam耕者婆羅豆婆遮︰如是我聞：一時，佛在魔羯陀國.愛卡拿臘村中，時值播種季節，耕者婆羅豆婆遮的五百個犁都套上了軛。是日清晨，世尊著衣持缽，至耕者婆羅豆婆遮婆羅門處。此時，耕者婆羅豆婆遮婆羅門，正在分發食物。世尊至矣，佇立一旁。耕者婆羅豆婆遮婆羅門，見世尊乞食，說道：「我自耕自食。沙門！你也應該自耕自食。」「婆羅門啊！我亦自耕自食。」「然而我們未見世尊喬達摩的軛、犁、犁頭、刺棒和耕牛。」世尊喬達摩重複說道：「我自耕自食。」之後，耕者婆羅豆婆遮婆羅門，以偈頌對世尊說道：你自稱為耕者，然而我們未見你耕種。請你敘述耕種之事，讓我們知道你如何耕種。

77. 「信仰是種子，苦行是雨水，智慧是我的軛和犁，謙遜是犁鈀，我以心為軛繩，正念是我的犁頭和刺棒。」

78. 我謹言慎行，飲食有節，我已如實語為鐮刀，以柔順為卸軛。

79. 精進是我忍辱負重的牛，運載我（使我）精進不退，直至無憂悲苦惱之處。
80. 「如此耕種，結出無生之果；如此耕種者，免除所有苦難。」


此時，耕者婆羅豆婆遮婆羅門，用大銅碟子盛滿牛奶粥，供養世尊，說道：「請世尊喬達摩食用牛奶粥，世尊的確是位耕者，因為世尊喬達摩的耕種結出無生之果。」
81. 我不吃由吟誦偈頌而獲得的食物，婆羅門啊！這對智者而言是不如法的。諸佛不接受由吟誦偈頌而獲得的食物。婆羅門啊！只要正法住世，這是他們的生活規約。

82. 你應該以其他的飲食供養已破除煩惱，屏除惡習，證得圓滿正覺的覺者，因為這是求福者的福田。

「那麼，喬達摩啊！我這牛奶粥要給誰呢！」「婆羅門啊！在天界、魔界和梵界中，在沙門、婆羅門、天（人）和人中，除了如來和如來的弟子，我未見有人能喝了牛奶粥而能消化的，所以，婆羅門啊！你把牛奶粥倒在無草的地方，或是倒在無生命的水中。」

於是，耕者婆羅豆婆遮婆羅門，把牛奶粥倒在無生命的水中。倒入水中的牛奶粥嘶嘶作響，冒出濃煙。的確，被曬了一整天的犁頭扔進水裡，就會嘶嘶作響，冒出濃煙，這倒在水中的牛奶粥亦復如是。

耕者婆羅豆婆遮婆羅門，寒毛直豎，顫抖著往世尊處，向世尊行觸足禮，然後向世尊說道：「善哉！喬達摩！善哉！喬達摩！正如扶正傾倒的東西，亦如揭示伏藏之物，給迷路者指路，在黑暗中帶來油燈，讓有眼者能視物，世尊喬達摩如是以各種方式說法。我要皈依世尊喬達摩，規依法，皈依比丘僧團。我要在世尊喬達摩前出家，我要受具足戒。」於是耕者婆羅豆婆遮婆羅門，即在世尊前出家，並受了具足戒。

在受具足戒後不久，尊者婆羅豆婆遮婆羅門，獨自過隱居生活，戒慎靜慮。不久，於此世間，親證梵行的無上目標。諸善男子離家出家，即為此目標。他自知：我生已盡，梵行已立，所作已辦，不受後有。此時，尊者婆羅豆婆遮婆羅門，成為阿羅漢中的一位。

 S.7.12.優陀耶(婆羅門,勿屢屢來)

▲《雜阿含1157經》，《別譯雜阿含80經》
    一  舍衛國因緣。

    二  時，世尊清晨，著衣持缽，到優陀耶婆羅門之住家。

▼.I.292.
    三  時，優陀耶婆羅門，以白飯盛滿世尊之缽。

    四  第二次世尊清晨著衣持缽，到優陀耶婆羅門家，…乃至…

I,174. 五  第三次優陀耶婆羅門，以白飯盛滿世尊之缽，而言曰：「甚煩！沙門瞿曇勿屢

    次、屢次來。」

    六  [世尊：] 屢屢播種子，屢屢降天雨

        屢屢耕農田，屢屢穀類實

        屢屢乞食食，屢施施主食

        屢屢施主施，屢屢行天界

        屢屢榨牛乳，屢求犢母牛

        屢屢疲勞苦，愚者屢入胎

        屢屢於生死，屢屢送墓場
(S.7.12./I,174.)“Punappunabceva vapanti bijam, punappunam vassati devaraja. Punappunam khettam kasanti kassaka, punappunam dhabbamupeti rattham. “Punappunam yacaka yacayanti, punappunam danapati dadanti.
Punappunam danapati daditva, punappunam saggamupenti thanam. “Punappunam khiranika duhanti, punappunam vaccho upeti mataram. Punappunam kilamati phandati ca, punappunam gabbhamupeti mando. “Punappunam jayati miyati ca, punappunam sivathikam haranti. Maggabca laddha apunabbhavaya, na punappunam jayati bhuripabbo”ti .
S.7.12./I,174.：「屢屢(punappuna一再)播種子，屢屢天公雨，屢屢農耕田，屢屢穀收成，屢屢乞討食，屢屢施主施屢屢施主施，屢屢近天界(sagga-m-upenti thanam近天界停留)，屢屢擠牛乳，屢屢犢近母，屢屢勞累作，屢屢愚入胎，屢屢生又死，屢屢送墓場，得道不再生；廣慧不屢屢(na punappunam jayati bhuripabbo)。」

    七  如是言已，優陀耶婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者…乃至…

    願尊者瞿曇容納我，從今日以後，終生歸依為優婆塞。」

 S.7.13.提婆比多(婆羅門:何欲何求?)

▲《雜阿含1181經》，《別譯雜阿含95經》，*偈--Dhp.v.423.
    一  舍衛城因緣。

    二  時，世尊，患感冒，尊者優波婆那，為世尊之侍者。

    三  時，世尊呼尊者優波婆那曰：「優波婆那，為我取溫水來。」

    四  「唯然！世尊。」尊者優波婆那奉答世尊，即著衣持缽，到提婆比多婆羅門家，

    默然立於一面。

    五  提婆比多婆羅門，見尊者優波婆那，默然立一面，以偈白尊者優波婆那曰：

I,175.    尊者默然立，禿頭僧伽梨

        何欲及何求，為乞何而來

    六 [優波婆那]阿羅漢善逝，聖者患感冒

        若有溫水者，婆羅門與佛

        供養應供人，尊崇可尊人

        敬於可敬人，我願齎予彼

    七  時，提婆比多婆羅門，施一擔溫水、一瓶糖蜜予尊者優波婆那。

    八  時，尊者優波婆那返詣世尊處，詣而奉世尊溫水沐浴。融糖蜜於溫水以奉世尊。

▼.I.294.
    九  如是世尊，其病痊癒。

    一0  時，提婆比多婆羅門，來詣世尊處。詣而與世尊相致問候交談，坐於一面。

    一一  坐於一面之提婆比多婆羅門，以偈白世尊曰：

        應布施何處，施何有大果，何處於供養，其施果榮盛

    一二 [世尊：]若了知宿命，見天界惡趣

        達生之滅盡，滿通力聖者，應布施於此，施此有大果

        如是而供果，其施果榮盛

    一三 如是言已，提婆比多婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者……乃至

    ……願受納我，從今日以後，歸依為優婆塞。」

 S.7.14.大富者(為四子與其妻逐出)

▲《雜阿含96經》，《別譯雜阿含262經》，DhpA.v.324.
I,176.一  舍衛城因緣。

    二  時，有大富婆羅門，裝作衰萎貧窮，來詣世尊處。詣而與世尊互相致問，坐於

    一面。

    三  世尊對坐一面之大富婆羅門曰：「婆羅門！汝何故裝作衰萎貧窮而來？」

    四  「尊者瞿曇！我有四子。彼等與其妻等共謀，將我逐出。」

    五  「婆羅門！若然，汝須暗記此偈，當彼等集聚會堂，時子輩等之在座時唱之：

        我素喜其生，我希其生長  彼等與妻謀，逐我如豚犬

        雖非喜賢者，亦呼我為父  唯子夜叉形，捨去我年老

        如老哀弱馬，不予飲食物  我乃此子父，雖身為長者

        但乞他家食，有此不孝子  不如我拐杖，可拂逐猛牛

        亦可逐猛犬，暗中能導我  在於深溪時，並作定足基

▼.I.296.
        依此拐杖力，倒而又得起。

    六  時，此大富婆羅門，在世尊處暗記此偈，待眾等集聚會堂，子輩在座時而唱。

I,177.七  時，其子等即將大富婆羅門領歸家中，予沐浴，各予穿著一夾衣。

    八  時，大富婆羅門，持一夾衣，來詣世尊處。詣而與世尊相致問交談，坐於一面。

    九  坐一面其大富婆羅問，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！我等婆羅門，求我等之師，

    受納酬謝。願尊者瞿曇，我師受納之報謝。」

    一0  世尊哀憐而納受。

    一一 時，其大富婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者…乃至…願尊

    者瞿曇從今日以後受我歸依為優婆塞。」

 S.7.15.憍傲(婆羅門:應向誰謙讓)

▲《雜阿含92經》，《別譯雜阿含258經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，名為憍傲之婆羅門住舍衛城。彼不敬母、不敬父、不敬師亦不敬長者。

    三  時，世尊為大眾所圍繞而說法。

    四  時，憍傲婆羅門作如是思念：「此沙門瞿曇為大眾圍繞而說法。我今諸沙門瞿曇

    處。若沙門瞿曇語我者，我即亦語彼。若沙門瞿曇不語我者，我即亦不語彼。」

    五  時，憍傲婆羅門詣世尊處。詣而默然立於一面。

    六  時，世尊不言彼。

    七  時，憍傲婆羅門，以此沙門瞿曇無何所知而欲歸。

I,178.八  時，世尊知憍傲婆羅門心之所念，以偈告憍傲婆羅門曰：

        婆羅門勿慢  若為此來者   婆羅門來者  即善達其用

    九  時，憍傲婆羅門：「沙門瞿曇知我心。」即於立處，投身垂頭於世尊之足，禮吻

    世尊之足，以手自指，並自呼報其名曰：「尊者瞿曇！我名憍傲者，尊者瞿曇！我名

    憍傲者。」

    一0 時，大眾起未曾有之心，「實乃希有！實乃未曾有。此憍傲婆羅門，不敬母、

    不敬父、不敬師，亦不敬長者，且對沙門瞿曇行如是最勝五體投地之禮敬。」

    一一 時，世尊以此言憍傲婆羅門曰：「婆羅門！可起立，以坐自座，汝心已信樂我。」

    一二 時，憍傲婆羅門，就坐自座，以偈白世尊曰：

▼.I.298.
        應向誰謙讓  應對誰尊奉   應予敬重誰  並予善供誰

    一三 [世尊：]對於母及父   乃至年長兄  第四乃師長   應該行謙讓

        應尊此等人  且敬此等者  予供此等人   是為善供養

        清涼阿羅漢  作了漏盡者  對此諸善眾   行無上禮敬

        憍慢與強傲  應當皆捨去

    一四  如是言已，憍傲婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者…乃至…

    願尊者瞿曇從今日以後，受我終生歸依為優婆塞。」

I,179.

 S.7.16.反對(婆羅門,對世尊唱反調)

▲《雜阿含1155經》，《別譯雜阿含78經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，名喚違義之婆羅門住舍衛城。

    三  時，違義婆羅門如是思念：「我今詣沙門瞿曇處。其沙門瞿曇之所說，即皆反對

    而述。」

    四  時，世尊於露地經行。

    五  時，違義婆羅門詣世尊處，順世尊之經行，而自經行，以此白世尊曰：「沙門！

    說法。」

    六  [世尊：] 心污瞋恚多，何亦好反對

        如是善說法，亦甚難得知

        唯有滅瞋恚，除去無信樂

        心之障礙者，始知善說法

    七  如是言已，違義婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者…乃至…願

    尊者瞿曇從今日以後，受我終生歸依為優婆塞。」

註: 30 違義 原語Paccanikasata為經常喜歡唱反調之人，今從漢譯成語。

S.7.17.木匠(婆羅門:瞿曇何為而樂)

▲《雜阿含1182經》，《別譯雜阿含96經》
    一  爾時，世尊住拘薩羅國之森林。

    二  其時，木匠婆羅墮婆闍婆羅門，亦因事入此森林。

▼.I.300.
    三  木匠婆羅墮婆闍婆羅門，見世尊於沙羅樹下趺坐，身正直，樹立正念而坐。

    四  見而如是思念：「我為來此森林工作而快樂。此沙門瞿曇，何為而樂耶？」

I,180.五  時，木匠婆羅墮婆闍婆羅門詣世尊之處。詣而以偈白世尊曰：

        比丘汝於此，沙羅樹森林

        以為何事耶，唯獨於森林

        瞿曇有何樂

    六  [世尊：] 我獨在森林，以行所應行

        一切森或叢
         皆是我所斷

        然我於森林，無有煩惱繫

        亦無刺所刺，獨樂拂不滿

    七  如是言已，木匠婆羅墮婆闍婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者……

    乃至……願尊者瞿曇從今日以後，受我終生歸依做優婆塞。」

 S.7.18.採薪(婆羅門:何故獨於林)

▲《雜阿含1183經》，《別譯雜阿含97經》
    一  爾時，世尊住拘薩羅國之森林。

    二  其時，有婆羅墮闍姓婆羅門之眾多弟子，為採薪而來至此森林。

    三  至而見世尊於林中結跏趺坐，身正直，樹立正念而坐。見而來到彼婆羅墮婆闍

    婆羅門處。

    四  到已，以此告婆羅墮婆闍婆羅門曰：「尊師！請知！彼森林有一沙門結跏跌坐，

    身正直，樹立正念而坐。」

    五  時婆羅墮婆闍婆羅門，與彼其青年等，俱到森林。見世尊在森林中結跏趺坐，

    身正直，樹立正念而坐。見已，詣世尊之處，以偈白世尊曰：

        深森有多怖，獨入於空林

        心不動實美，甚美之比丘

        汝是在禪思，無能歌此者

        亦無能言語，獨聖者依林

I,181.   心喜獨住林，我見實希有

        我思念乃此，願生於無上

        三天世界主，為作同伴者

▼.I.302.
        何故獨於林，尊者修苦行

        為達於梵否

    六  [世尊：] 凡夫種種著，愛欲或歡喜

        生自無知根，一切我斷除

        我無貪無欲，亦不與接近

        有諸清淨見，到達於無上

        吉祥之正覺，婆羅門我獨

        於無畏禪思

    七  如是言已，婆羅墮婆闍姓婆羅門，以此白世尊曰：尊者瞿曇！是最勝者……乃

    至……願尊者瞿曇從今日以後，受我終生歸依為優婆塞。」

 S.7.19.孝養母者(婆羅門:如法求食.孝養)

▲《雜阿含88經》，《別譯雜阿含88經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，孝養婆羅門來詣世尊處。詣已，與世尊互相致問，坐於一面，

    三  一面坐之孝養婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！我於如法求食。如法求食以

    養父母。尊者瞿曇！我如是行，是以應為而為耶？」

I,182. 四  「婆羅門！汝確實如是行應所行。婆羅門！如法求食以養父母者，乃生甚多功

    德。

        若人以如法，孝養父母者

        依法於父母，因此而行為

        賢者於此世，當以讚歎彼

        彼至於死後，又生於天界

    五  如是言已，孝養婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇，是最勝者…乃至…願

    世尊從今日以後，受我終生歸依為優婆塞。」

註: 39 如按文字作釋，當為「養母」。

 S.7.20.乞食(婆羅門:你我皆乞食)

▲《雜阿含97經》，《別譯雜阿含263經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時乞食婆羅門，來詣世尊之處。詣而與世尊互相致問，坐於一面。

    三  一面坐之乞食婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！我亦乞食者。尊者亦乞食

    者。於此則無何差異。」

▼.I.304.
    四  [世尊：] 唯作乞他食，並非是比丘

        執持惡臭法
         並非是比丘

        功德.惡捨去
         依智慧於世

        以修梵行者，是名為比丘
Dhp.vv.266-267.：Na tena bhikkhu hoti, yavata bhikkhate pare;　vissam dhammam samadaya, bhikkhu hoti na tavata. Yo’dha pubbab ca papab ca,　bahetva brahmacariyava,　savkhaya loke carati, sa ve “bhikkhu”ti vuccati.(一直向他乞，不即是比丘。拿起整部法，亦不為比丘。排斥善與惡，修於梵行者，以智住此世，彼實名比丘。) DhA：Savkhayati banena.(顯露：以智。)
    五  如是言已，乞食婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者…乃至…願

    尊者瞿曇從今日以後，受我終生歸依做優婆塞。」

 S.7.21.參伽羅婆(婆羅門:洗滌惡業)

    一  舍衛城因緣。

    二  時，名喚參伽羅婆婆羅門住舍衛城。是水淨行者，依水求得清淨
，朝夕入水，

    行沐浴行。

    三  時尊者阿難，清晨著衣持缽，入舍衛城乞食。於舍衛城乞食後，收缽而來詣世

    尊處，詣而禮敬世尊，坐於一面。

I,183.四  坐一面尊者阿難，以此白世尊曰：「世尊！於此名喚參伽羅婆婆羅門住舍衛城。

    是水淨行者，依水求得清淨，朝夕入水，行沐浴行。世尊，願垂哀憐，到參伽羅婆

    婆羅門家。」

    五  世尊，許允此而默然。

    六  時，世尊清晨，著衣持缽，到參伽羅婆婆羅門家，即坐於所設之座。

    七  時參伽羅婆婆羅門，近詣世尊前，與世尊互相致問，坐於一面。

    八  世尊以此告一面坐之參伽羅婆婆羅門曰：「婆羅門！汝為水淨行者，依水求得清

    淨，朝夕入水，行沐浴行，真實否？」

    九  「尊者瞿曇！是真實。」

    一0 「婆羅門！汝見有如何利益，為水淨行者，依水求得清淨，朝夕入水，行沐浴

    行耶？」

    一一 「尊者瞿曇！我於此日間所為之惡業，依夕時沐浴洗落，夜間所為之惡業，依

    清晨沐浴將之洗落。尊者瞿曇！我見此利益故，為水淨行者，依水求得清淨，朝夕

    入水，行沐浴行。」

    一二 [世尊：]婆羅門戒律，渡津之法湖

         澄清無污穢，常受善人讚

▼.I.306.
        聖者浴其處，體淨渡彼岸

    一三 如是已言，參伽羅婆婆羅門，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者……乃至

    ……願尊者瞿曇從今日以後，受我終生歸依為優婆塞。」

I,184.

 S.7.22.庫摩都薩邑(婆羅門,無善人處非集會)

▲《雜阿含1180經》，《別譯雜阿含94經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住釋迦族之庫摩都薩邑。

    二  時，世尊清晨，著衣持缽，入庫摩都薩乞食。

    三  其時，庫摩都薩邑之婆羅門與家主等，因事而集聚於集會堂。雨綿綿下降。

    四  時，世尊來到其集會堂。

    五  庫摩都薩婆羅門與家主等，見世尊從遠而來。

    六  見而言曰：「彼禿頭沙門等是誰耶？彼等何以不知集會法耶
？」

    七  時世尊以偈謂語庫摩都應婆羅門家主等曰：

        無善人之處，並非是集會

        語不如法者，並非是善人

        若以滅貪欲，瞋恚與愚癡

        能語於如法，始稱為善人

    八  如是言已，庫摩都薩婆羅門家主等，以此白世尊曰：「尊者瞿曇！是最勝者……

    乃至……願尊者霍曇從今日以後，受我等終生歸依為優婆塞。」

        此嗢陀南：

        耕田優陀耶，並提婆比多

        大富婆羅門，憍傲與違義

        木匠及採薪，孝養並乞食

        及參伽羅婆，庫摩都薩等

        總合為十二

    第七 婆羅門相應 註

    1 《雜阿含經》卷四二、一四(大正藏二、三0八b)

▼.I.308.
    2 此偈出自(諸天相應)第七十一經。

    3 《雜阿含經》卷四二、八--九(大正藏二、三0七a)

    4 sambhunjati=ekato bhunjati之共食，作vitiharati=katassa patikayam karoti之返還者。

    5 《雜阿含經》卷四二、七(大正藏二、三0六c)

    6 《雜阿含經》卷四二、一0一大正藏二、三0七b)

    7 《雜阿含經》卷四二、一二(大正藏二、三0七c)

    8 《雜阿含經》卷四四、九--一0(大正藏二、三二一b)

    9 《雜阿含經》卷四二、一六(大正藏二、三0九b)

    10 明 vijja=tayo veda 行 carana=gotta-carana

    11 《雜阿含經》卷四二、一七(大正藏二、三0九c)

    12 《雜阿含經》卷四四、七(大正藏二、三二0b)

    13 原語ajaniyo乃駿馬之義。今在註釋中解為karana-akarapa-jananako (作不作了知人)

    14 vedantagu原為達於吠陀之支分義，今為達於聖道之智義。

    15 kalena=kalo bhante nitthitam bhattam(尊者！告知飯菜已準備妥當。)

    16 依於常火，依一切智之火而燃燒。

    17 重擔(kharibharo)穀物之數量，將之負肩背而一步一步行走時，其重量直如重壓大地。關於汝

       生慢心，於人眾起嫉垢而墮獄。

    18 真sacca=saccavadi 法dhamma=ditthi,sankappa,vayama,sati-Samadhi 自制Samyamo=

       kammanta,ajiva於上述中涵括八正道。

    19 brahmapatti，讀為brahmuppatti，setthi-uppatti(生最勝者)解之。

    20 《雜阿含經》卷四四、二(大正藏二、三一八b)

    21 《雜阿含經》卷四、一一(大正藏二、二七a)

    22 原語tapo今稱諸根之制御。

    23 原語mano今指禪定。

    24 註解為soraccam=sundare nibbane ratatta soraccam樂善涅槃。

    25 《雜阿含經》卷四二、一三(大正藏二、三0八a)

▼.I.310.
    26 《雜阿含經》卷四四、四(大正藏二、三一九b)

    27 《雜阿含經》卷四、九(大正藏二、二六b)

    28 《雜阿含經》卷四、五(大正藏二、二三c)

    29 《雜阿含經》卷四二、一一(大正藏二、三0七c)

    30 違義 原語Paccanikasata為經常喜歡唱反調之人，今從漢譯成語。

    31 《雜阿含經》卷四四、五(大正藏二、三一九c)

    32 原語visukam且作樹叢之譯。

    33 《雜阿含經》卷四四、六(大正藏二、三一九c)

    34 底本之sucarurupam讀作sundararupam註釋為atisundararupam。

    35 此處之tidivam乃指梵天界。梵天界乃由梵天，梵輔天，梵眾天三者所成立故。

    36 欲kankha=tanha。

    37 不接近於anupayo=anupagamano。

    38 《雜阿含經》卷四、一(大正藏二、二二b)

    39 如按文字作釋，當為「養母」。

    40 《雜阿含經》卷四、一0(大正藏二、二六c)

    41 底本之visam dhamman讀作vissamd。註為duggandham akusaladhammam(惡臭不善法)

    42 修功德期求生天界之俗人之境界。超越此境之比丘，則捨棄此類功德。

    43 sankhaya=nanena

    44 同本缺。

    45 pacceti=icchati, pattheti

    46 《雜阿含經》卷四四、三(大正藏二、三一九a)

    47 集會之法，謂眾人集會時，進入其殿堂，大眾須振作精神，不可從正門入，須從邊門進入。今則世尊為教化大眾降雨以作進入殿堂之口實，特從正門進入。

▲Top回目錄
▼.I.312.  I,185.

S.8.第八 婆耆沙長老相應

 S.8.1.出離(見女人,生不快)

▲《雜阿含1215經》，《別譯雜阿含250經》，《長老偈》Thag.1209.-1213.
    一  如是我聞。爾時，尊者婆耆沙與乃師尊者尼俱律陀劫波，共住於阿臘毘之阿伽

    羅婆奢提耶。

    二  其時，尊者婆耆沙乃出家不久之新比丘，被留作精舍之看守人。

    三  其時眾多婦人為參觀精舍，裝飾打扮而來阿蘭若。

    四  時尊者婆耆沙，見彼等婦人而生不快，貪欲污其心。

    五  時尊者婆耆沙如是思念：「我心生不快，貪欲污我心，對我實是其悲痛。別人

    無從滅我心之不快而令愉悅。我自滅我心之不快、令生愉快。」

    六  時，尊者婆耆沙，自滅自己之不快而生愉悅，其時以唱此偈曰：

        由家而無家，於我之出離

        實是從黑闇，無法之思起

        然其生世高，以習強弓法

        不知於退屈，千人弓術者

        一時周放矢，多比於其數

        婦女子等來，不能亂我心

        我強立於法，我一度於彼

I,186.  日種之佛陀，所說導涅槃

        依此以開導，我心樂於此

        如是我居住，波旬來則來

        惡魔我亦應，揚拂之令汝

        不能尋覓出，我所行之道

 S.8.2.不快(污染心)

▲《雜阿含1213經》，《別譯雜阿含229經》，《長老偈》Thag.1214.-1218.
    一  爾時…乃至…

    二  尊者婆耆沙與乃師尼俱律陀劫波，共住於阿臘毘之阿伽羅婆奢提耶。

    三  其時，尊者尼俱律陀劫波，從乞食歸，食後而入室
，至夕夜，或至翌日早

    皆不出戶門。

▼.I.314.
    四  其時尊者婆耆沙生不快，貪欲污其心。

    五  時婆耆沙生如是思念：「我心生不快，貪欲污我心。對我甚實悲痛。別人無從滅

    我心之不快而生愉悅，我須自滅我之不快，而令生愉悅。

    六  時，尊者婆耆沙，自滅自己之不快，令生愉悅。其時唱此等偈曰：

        思快不快者，捨諸著家念

        不欲住何處
         離欲之住處

        無有欲之思，此則是比丘

        地載空所覆，世間諸一切

        悉是無常老，有智悟此住

        人見聞觸思，皆悉依執著

        除此依欲念，無污無染者

I,187.   是云為牟尼，凡常者易陷

        六十之依著
         不法之覺想

        此等不行往，任何之部類

        不語惡語者，此則是比丘

        有天稟之資，長夜心寂靜

        無欺無欲念，賢達寂靜道

        牟尼依涅槃
         以滅除煩惱

        待般涅槃時

 S.8.3.輕蔑溫和者(昏醉於慢道)

▲《雜阿含1216經》，《別譯雜阿含251經》，《長老偈》Thag.1219.-1222.
    一  爾時，尊者婆耆沙與乃師尊者尼俱律陀劫波，共住於阿臘毘之阿伽羅婆奢提

    [廟]。

    二  其時，尊者婆耆沙以誇自己之頓才，輕蔑其他溫和比丘等。

    三  時，尊者婆耆沙生如是思念：「以誇自己之頓才，輕蔑其他溫和比丘等。對我真

    是甚悲痛。」

    四  如是尊者婆耆沙，自己省悔，其時唱此偈曰：

        捨慢瞿曇徒，無餘離慢道

        昏醉於慢道，悔之焉不久

▼.I.316.
        覆覆於慢行，人人墮地獄

        慢墮地獄者，長夜於悲痛

        道之勝利者，正行者比丘

        何時皆不悲，以受譽安樂

        彼實法樂者，於世不固陋

I,188.    精進離蓋障，清拂無餘慢

        依智慧滅盡
         煩惱寂靜者

 S.8.4.(具壽)阿難(說不淨想,令滅欲火)

▲《雜阿含1214經》，《別譯雜阿含230經》，《增壹阿含35.9經》
    一  爾時，尊者阿難住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，尊者阿難，清晨著衣持缽，尊者婆耆沙為隨侍入舍衛城乞食。

    三  其時，尊者婆耆沙生不快，貪欲污其心。

    四  時，尊者婆耆沙以偈白阿難曰：

        我為貪欲燒，我乃心炎燃

        瞿曼哀憐我，請說消火法

    五  [阿難：] 依於顛倒想，汝心之炎燃

        以呼起貪欲，令止見淨相

        見諸行無常
         苦惱非自己

        消滅大貪火，勿為屢次燒

        集心於一點，令其住靜寂

        依於不淨想，令修自己心

        有於身念住
         以滿厭惡情

        習修於無相，消滅慢隨眠

        依其慢現觀
        得行於寂靜

 S.8.5.善說(.法說.愛說.真說)

▲《雜阿含1218經》，《別譯雜阿含253經》，《長老偈》Thag.1227-1230經，《經集》Sn.3.3.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  於此，世尊呼諸比丘：「諸比丘！」

    三  「唯然，世尊！」，彼等諸比丘奉答世尊。

    四  世尊以此宣說：「諸比丘！四支具足之語，乃善說而非惡說。無罪垢，不令識者

▼.I.318.
    非難。四支者何？

    五  諸比丘！於此語善說而非惡說。語法而非不法。語愛語而非非愛語。語真實而

I,189. 非虛假。諸比丘！此四支具足之語，乃善說而非惡說。無罪垢，不令識者非難。」

    六  世尊以此宣說，善逝以此宣說，又作如是言曰：

        為善人所云，第一語於美

        第二語如法，勿語不如法

        第三語優美，勿以語粗獷

        第四語真實，勿以語虛偽

    七  時尊者婆耆沙，即從座起，一肩著衣，合掌禮拜世尊，以此白世尊曰：「世尊！

    我湧思念！善逝！我湧思念！」

    八  世尊曰：「婆耆沙！請調。」

    九  時尊者婆耆沙白世尊，以適當之偈予奉讚：

        人以語其語，勿令自己苦

        亦無害他語，此為語善語

        人語善故事，其語以快耳

        不語他人惡，此則云善美

        真實甘露語，此乃從古法

        以請真義法，善人悉確立

        佛陀所說語，達涅槃安穩

        以至盡苦邊，此實無上語

S.8.6.(讚具壽)舍利弗

▲《雜阿含1210經》，《別譯雜阿含226經》，《長老偈》Thag.1231.-1233.
    一  爾時，尊者舍利弗住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  其時，尊者舍利弗以和藹語、明了、無濁聲，使明知意義之法語、教示、利益、

    鼓勵諸比丘。彼等諸比丘，深切注意，虔誠，心意集中，傾耳聞法。

I,190. 三  時尊者婆耆沙生如是思念：「此尊者舍利弗，以和藹之語，明了、無濁聲，使明

    知意義之法語，教示、利益、鼓勵諸比丘。彼等諸比丘，深切注意，虔誠，心意集

    中，傾耳聞法。我今向尊者舍利弗，應以適當之偈讚歎。」

    四  時，尊者婆耆沙則從座起，一肩著衣，合掌禮尊者舍利弗，以此稱尊者舍利弗：

▼.I.320.
    「吾友舍利弗！我湧思念！吾友舍利弗！我湧思念。」

    五  「吾友婆耆沙！請說。」

    六  時，尊者婆耆沙以適當之偈，向尊者舍利弗讚歎曰：

        智慧深而賢，巧分道非道

        大智舍利弗，說法諸比丘

        略說又廣說，如舍利鳥聲

        無濁妙辯湧，其聲猶如蜜

        快樂耳爽美，說而心躍歡

        注意以傾耳，比丘等聽聞

S.8.7.(讚)自恣

▲《雜阿含1212經》，《別譯雜阿含228經》，《長老偈》Thag.1234.-1237.  《中阿含121經》請請經》，

《增壹阿含32.5經》，大正N0. 61《佛說受新歲經》，大正N0.62《佛說新歲經》，大正N0.63《佛說解夏經》
    一  爾時，世尊與五百比丘眾共住舍衛城東園鹿子母講堂。皆是阿羅漢。

    二  其時，世尊是日布薩自恣之日，為比丘眾所圍繞，坐於露地。

    三  時，世尊默然，還視比丘眾，言諸比丘：

    四  諸比丘！我今自恣。汝等對我身語，有否云何非難耶？」

I,191. 五  如是言已。尊者舍利弗即從座起，一肩著衣，合掌禮世尊，以此白曰：「否也！

    世尊。我等於世尊之身上，不見有可非議者。世尊！世尊令未生之道生，令知未知

    之道，說未說之法。道之知者，是道之了者，道之巧者。今弟子等順從道，而後能

    其有道者。世尊！我亦向世尊自恣。世尊！我之身語，有否云何可非難耶？」

    六  「否也。舍利弗！我對汝之身語，亦無何可非難。舍利弗！汝是賢者、大智者、

    廣智者、捷智者、銳智者，貫通智者。舍利弗！猶如轉輪王之長子，以正轉父王所

    轉之車輪。舍利弗！如是汝正轉我所轉之無上法輪。」

    七  「世尊！若於我身語，皆無可非難者，此五百比丘眾之身語，尚有何可予非難

    耶？」

    八  「舍利弗！此五百比丘之身語，我無可非難。舍利弗！此五百比丘中，有六十比

    丘是三明者，六十比丘是六通者，六十比丘是俱解脫者，其他是慧解脫者。」

    九  時，尊者婆耆沙即從座起，一肩著衣，合掌禮世尊，以此白世尊曰：

    一0  「世尊！我湧思念。善逝，我湧思念！」

    一一  世尊曰：「婆耆沙，請說。」

▼.I.322.
    一二  時，尊者婆耆沙，以適當之偈，向世尊讚歎曰：

        今乃十五夜，為眾之清淨

        五百比丘集，無污斷結縛

        無後有聖者，猶如轉輪王

I,192.   大臣等圍繞，譬如限大海

        惠徧此大地，如是戰勝者

        無上商隊主，三明滅死魔

        弟子等敬禮，此等世尊子

        於此不曾弄，無用之辯者

        拔去渴愛箭，敬禮日種佛

S.8.8.千以上(比丘離塵垢)

▲《雜阿含1219經》，《長老偈》Thag.1238.-1245.
    一  爾時，世尊與千二百五十人比丘，俱住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  其時，世尊依導引涅槃23之法語，教示、利益、鼓勵諸比丘。彼等諸比丘，深

    切注意，虔誠、心意集中、傾耳聞法。

    三  時，尊者婆耆沙如是思念：「今世尊依導引涅槃之法語，教示、利益、鼓勵諸比

    丘。彼等諸比丘，深切注意，虔誠、心意集中，傾耳聞法。我今以適當之偈，向世

    尊讚歎。」

    四  時，尊者婆耆沙即從座起，一肩著衣，合掌禮敬世尊，以此白世尊曰：「世尊！

    我湧思念，善逝！我湧思念。」

    五  世尊曰：「婆耆沙，請說。」

    六  時，尊者婆耆沙，以適當之偈，向世尊讚歎曰：

        千以上比丘，以離塵垢法

        何處均無怖，禮敬說涅槃

        應供善逝尊，正覺者所說

        無有垢穢法，彼等比丘聞

        比丘眾圍繞，實正覺者光

        世尊實龍象，第七之聖者

        猶如大雨降，弟子等受潤

▼.I.324.
I,193.     為奉見我師，從日住出來

          弟子之一人，我是婆耆沙

        禮敬大雄足

    七  「婆耆沙！此等偈乃汝以前所作耶？或汝立即憶起者耶？」

    八  「世尊！此等偈非以前之作，乃我當今立即所現。」

    九  「然則，婆耆沙！既非以前所作者，即更再多說。」

    一0  「唯然！世尊！」尊者婆耆沙奉答世尊，即說更多偈讚世尊：

        勝惡魔邪路，行破諸障礙

        結縛切斷者，分別說清法

        我等度瀑流，說示種種道

        於所說不死，我等法見者

        樹立不運去，貫串光作者

        過一切見處
         以見於涅槃

        自知並自證，其最上之法

        我等說十處
        於所善說法

        知法之學者，無放逸餘地

        依此世尊法，常在不放逸

        禮敬而修學

 S.8.9.(讚具壽)憍陳如

▲《雜阿含1209經》，《別譯雜阿含225經》，《長老偈》Thag.1246.-1248.
    一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  時，尊者阿若憍陳如，其久始詣世尊處。詣而五體投地於世尊足，以口接吻世

I,194.尊之足，手磨而呼自名曰：「世尊！我是憍陳如；善逝！我是憍陳如。」

    三  時，尊者婆耆沙如是思念：「此尊者阿若憍陳如，其久始詣世尊處，詣而五體投

    地於世尊之足，以口接吻世尊之足，手磨自呼名曰：「世尊！我是憍陳如；善逝！

    我是憍陳如。」今尊者阿若憍陳如，於世尊面前，我以適當之偈讚歎。」

    四  時，尊者婆耆沙，即從座起，一肩著衣，合掌禮世尊，以此白世尊曰：「世尊！

    我湧思念；善逝，我湧思念。」

    五  世尊曰：「婆耆沙！請說。」

▼.I.326.
    六  時，尊者婆耆沙對尊者阿若憍陳如，於世尊面前，以適當之偈讚曰：

        上座憍陳如，隨順佛所證

        虔誠出離者，屢屢快樂於

        遠離之樂住，行如師之教

        弟子之所達，學於不放逸

        一切以達此，有具大威力

        到達於三明，巧於他心智

        法嗣憍陳如，今頭禮師足

 S.8.10.(讚具壽)目犍連

▲《雜阿含1211經》，《別譯雜阿含227經》，《長老偈》Thag.1249-1251
    一  爾時，世尊與五百比丘眾，俱住王舍城伊師耆利山側黑曜巖，皆是阿羅漢。時，

    尊者大目犍連，以驗彼等之心，解脫而無億波提
。

    二  時，尊者婆耆沙作如是思念：「今世尊與五百比丘眾，俱住王舍城伊師耆利山側

    黑曜巖，皆是阿羅漢。尊者大目犍連，以驗彼等之心，悉解脫而無億波提。今尊者

    大目犍連於世尊之面前，我以適當之偈讚歎。」

I,195. 三  時，尊者婆耆沙，即從座起，一肩著衣，合掌禮世尊，以此白世尊曰：「世尊！

    我湧思念；善逝！我湧思念。」

    四  世尊曰：「婆耆沙！請說。」

    五  時，尊者婆耆沙對尊者大目犍連，於世尊面前，以適當之偈讚曰：

        達苦惱彼岸，坐山側聖者

        勝死達三明，弟子等禮敬

        大神力目連，驗他諸人心

        彼等心解脫，知無有餘依

        達苦惱彼岸，具足一切支

        成滿種種相，彼禮敬瞿曇

 S.8.11.伽伽羅池(讚世尊)

▲《雜阿含1208經》，《別譯雜阿含224經》，《長老偈》Thag.1252.
    一  爾時，世尊住瞻波伽伽羅之蓮池岸邊。有五百比丘眾，七百優婆塞，七百優婆

    夷，數千之諸天俱，世尊依其光顏，依其名聲，光輝勝越彼等。

    二  時，尊者婆耆沙作如是思念：「今世尊住瞻波伽伽羅之蓮池岸邊。有五百比丘

▼.I.328.
    眾，七百優婆塞，七百優婆夷，數千之諸天俱。世尊依其光顏，依其名聲，光輝勝

    越彼等。今於世尊面前，我以適當之偈讚歎。」

    三  時，尊者婆耆沙即從座起，一肩著衣，合掌禮世尊，以此白世尊曰：「世尊！我

    湧思念；善逝！我湧思念。」

    四  世尊曰：「婆耆沙！請說。」

    五  時，尊者婆耆沙於世尊面前，以適當之偈讚曰：

I,196.    如無雲空月，無雲太陽耀

        鴦耆羅牟尼，榮光耀世界

“Cando yatha vigatavalahake nabhe, virocati vigatamalova bhanuma. Evampi avgirasa tvam mahamuni, atirocasi yasasa sabbalokan”ti.(月出雲翳朗天空，無垢太陽遍照耀，鴦耆羅沙大牟尼，絢麗光耀眾世界。) Avgirasa,【陽】輝煌者，佛陀。
 S.8.12.(具壽)婆耆沙(解脫後自述)

▲《雜阿含1217經》，《別譯雜阿含252經》，《長老偈》Thag.1253-1262
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  其時，尊者婆耆沙，得阿羅漢果不久，耽味於解脫樂，其時，唱此偈曰：

        我昔耽作詩，村莊市里遊

        時見正覺者，我於生正信

        佛陀為我說，蘊處界等法

        我聞如是法，無家而出家

        實於聖者見，入其道之道

        比丘比丘尼，利益成正覺

        我來於佛前，實是善來者

        到達於三明，遂行如佛教

        我得清天眼，以知於宿命

        得三明神通，巧知於他心

        此嗢陀南：

        出離與不快，輕蔑溫和者

        阿難與善說，舍利弗自恣

        千人之以上，憍陳如目連

        及伽伽羅池，依於婆耆沙

        總數為十二

▼.I.330.
    第八 婆耆沙長老相應 註

    1 《雜阿含經》卷四五、一八(大正藏2.331b)

    2 師今不在故我不能止。

    3 《雜阿含經》卷四五、一六(大正藏2.330c)

    4 如斯之人，到達viharagaruko屋室。

    5 直至翌晨托缽時，猶在室中。

    6 vanatha=kilesamahavana(煩惱大林)

    7 底本之anato讀作arati=tapharati rahito

    8 mutatta=visnnanattabhava

    9 依upadhi=khandha-kilesa-abhisankhara諸蘊、煩惱行之諸依。

    10 底本之satthitarita讀作satthi nissita。註釋為執著於六境之凡常不如法覺。其六境之一一各有十

       覺。

    11 paticca在註釋中則解釋為nibbanam paticca。

    12 《雜阿含經》卷四五、一九(大正藏2.331c)。

    13 vijjayantakaro=vijjaya kilesa-antakaro

    14 samitavi=ragadnam samitataya samitavi

    15 《雜阿含經》卷四五、一七(大正藏2.331c)

    16 原文parato passa如依字義為見他，在註釋則作見無常解。

    17 sati kayagata身念住，乃觀身不淨。

    18 現觀於慢。乃現觀於慢之捨離。(註釋)

    19 《雜阿含經》卷四五、二一(大正藏2.332a)

    20 《雜阿含經》卷四五、一三(大正藏2.329b)

    21 《雜阿含經》卷四五、一五(大正藏2.330a)

    22 《雜阿含經》卷四五、二二(大正藏2.332b)

    23 原文nibbanapatisamyutta乃與涅槃相關之義。

▼.I.332.
    24 在底本雖作asitam，在註釋中則讀作anissitam。漢譯亦作清白之法，今譯作無所著之清白法。

    25 依註示，見處者，乃指識處之四識住，七識住，亦指我人之輪迴。

    26 在註中，解釋其五之第一法，說示五群之首，五群之法，其意義則不甚明瞭。在英譯中，則讀作dassa-tthanam。

    27 《雜阿含經》卷四五、一二(大正藏2.329b)

    28 《雜阿含經》卷四五、一四(大正藏2.329c)

    29 億波提(upadhi)指成為再有者。依著。

    30 《雜阿含經》卷四五、一一(大正藏2.329a)

    31 《雜阿含經》卷四五、二0(大正藏2.331c)

    32 原文niyamagataddasa=niyamagata c’eva niyamadasa ti ca(決定得入、決定得見)。

▲Top回目錄
I,197.

S.9.第九 森林相應

S.9.1.遠離(卻游走貪欲)

▲《雜阿含1333經》，《別譯雜阿含353經》
    一  如是我聞。爾時，有比丘住拘薩羅國之茂林。

    二  其時，彼比丘，去往日住(abbatarasmim vanasande某叢林)，至住家，起惡不善之思。

    三  時，住彼森林之天神，憐憫彼比丘，欲警覺此比丘，令思有益，而接近此比丘。

    四  近而以偈語此比丘曰：

        入森求遠離，汝心走外界

        對人與滅欲，離貪欲心安

        除不快正念，我等讚善人

        地獄塵難除
，勿運渴愛塵

        如鳥浴沙泥，挺身羽塵落

▼.I.334.
        如是之比丘，於正念正勤

        拂落沾身塵

    五  時，彼比丘受天神所警策而起驚惺。

註: 4 原文duruttam0在錫蘭本作duttaro其意義則不甚明瞭。
S.9.2.看護(比丘當醒起)

▲《雜阿含1332經》，《別譯雜阿含352經》
    一  爾時，有比丘住拘薩羅國之茂林。

I,198.二  其時，彼比丘
去往日住而睡眠。

    三  時，住於林中之一天神，憐憫比丘，欲警覺彼比丘，令思有益，以詣比丘之處。

    四  詣已以偈語彼此丘曰：

        比丘當醒起，何故而睡臥

        睡眼有何益，有病毒箭射

        煩惱人何眠，依信而出家

        身為無家者，始增養其信

        勿陷睡眠域

    五  [比丘：] 樂欲無常滅
，癡漢迷醉此

        以解脫結縛，出家無所著

        眠之何故責，解脫滅貪欲

        以超過無明，其智已清淨

        如是之出家，何故受見責

        依明破無明，以滅盡諸漏

        無憂亦無悶，如是之出定

        何故受見責，精進而不撓

        冀望於涅槃，常勇猛精進

        如是之出家，何故受見責

 S.9.3.(具壽)迦葉種(教誡無智無心獵人)

▲《雜阿含1339經》，《別譯雜阿含359經》
    一  爾時，尊者迦葉住拘薩羅國之茂林。

    二  其時，尊者迦葉去往日住，教誡一獵夫。

    三  時住彼林中有一天神，憐憫尊者迦葉，欲警覺尊者迦葉，令思有益，來至尊者

    迦葉處。

▼.I.336.
    四  到已，而以偈語尊者迦葉曰：

        往山嶮獵師，無智無心者

        非為教誡時，我見如癡漢

        彼聞亦不悟，連見亦不見

        雖然與語法，愚者不悟義

I,199.    迦葉猶如與，十指之光明

        彼不見物形，因無眼可見

    五  時，尊迦葉，依其天神之警覺而驚起。

S.9.4.多數(比丘遊方去,天神不樂)

▲《雜阿含1331經》，《別譯雜阿含351經》
    一  爾時，眾多比丘住拘薩羅國之茂林。

    二  時彼等諸比丘，渡過雨期三月，之後而外出遊方。

    三  時，住彼林中有一天神，不見彼等諸比丘，而心生悲，其時以唱此偈曰：

        多見空居座，我今心不樂

        多聞美說者，瞿曇弟子等

        已從何處去

    四  如是言已，其他之天神，以偈語其天神曰：

        或者磨揭陀，或者拘薩羅

        或者往跋耆，如無係蹄鹿

        比丘等無家，而能自在住

本句：S.9.4./III,199.作：“Magadham gata Kosalam gata, ekacciya pana  Vajjibhumiya.  
Maga viya asavgacarino, aniketa viharanti bhikkhavo”ti.(來去摩揭陀，來去拘薩羅，又去跋耆地(Spk：vajjiratthabhimukha)，如鹿無執著，眾比丘無家，處處去遊化。) 本句：S.9.4./III,199.作：“Magadham gata Kosalam gata, ekacciya pana  Vajjibhumiya.  
Maga viya asavgacarino, aniketa viharanti bhikkhavo”ti.(來去摩揭陀，來去拘薩羅，又去跋耆地(Spk：vajjiratthabhimukha)，如鹿無執著，眾比丘無家，處處去遊化。)

S.9.5.(具壽)阿難(雜談在家事)

    一  爾時，尊者阿難住拘薩羅國之茂林。

    二  其時，尊者阿難多說在家
諸事而住。

    三  時住彼林中一天神，憐憫尊者阿難，欲警覺尊者阿難，令思有益。來至阿難之

    處說偈曰：

        入樹下居住，潛心於涅槃

        瞿曇禪思之，勿為於放逸

I,200.   以行於雜談，與汝有何用

    四  時，尊者阿難受天神之警覺而驚起。

▼.I.338.
 S.9.6.(具壽)阿那律(故二:不見歡喜園,不知快樂事)

▲《雜阿含1336經》，《別譯雜阿含356經》
    一  爾時，尊者阿那律住拘薩羅國之茂林。

    二  時，尊者阿那律俗家之妻，為三十三天天神之闍利仁，來詣尊者阿那律處。

    三  詣已以偈語阿那律曰：

        請卿來此住，具一切愛欲，以發起志願，生於忉利天，

        而嘗天妃擁，圍繞耀光輝。

    四  [阿那律] 滯著有身見，天女等之禍，天女之所得，人人亦成禍。

    五  [闍利仁] 為世所稱讚，忉利天住家，不見歡喜園，非知快樂事。

    六  [阿那律] 愚者汝不知，佛之所宣說，一切行無常，皆為生滅性。

        生者而又滅，此等之寂靜，始是真快樂，闍利仁天界。

        我無受住家，越過此輪迴，從今無他生。

 S.9.7.(具壽)那伽達多(與在家人交,將落魔領域)

▲《雜阿含1342經》，《別譯雜阿含362經》
    一  爾時，尊者那伽達多住拘薩羅國之茂林。

    二  其時，尊者那伽達多於清晨，趁早入村，過午後則遲歸林中。

    三  時，住彼林中一天神，憐憫尊者那伽達多，欲警覺尊者那伽達多，令思有益，

    來到尊者那伽達多處。

I,201. 四  到已，以偈語尊者那伽達多曰：

        那伽達多友，汝過早入村，日遲始歸林，與在家人交。

        同以為苦樂，我那伽達多，惟恐過大膽，與在家人交。

        力強之死王，將落惡魔領。

▼.I.340.
    五  時，尊者那伽達多，依天神之警覺而驚起。

註: 15 底本之akale pavissa讀作akale pavissasi

    16 將suppagabbham作如斯之譯。
 S.9.8.家婦(私議汝與妾)

▲《雜阿含1344經》，《別譯雜阿含364經》
    一  爾時，一比丘住拘薩羅國之茂林。

    二  其時，有一比丘多住於在家。

    三  時，彼林住一天神，憐憫其比丘、欲警覺其比丘，令思有益，到其家中化作家

    婦，到其比丘處。

    四  到已，以偈告彼比丘曰：

        河之岸或者，市門之閑場，集會堂等地，街頭或市集，

        私議汝與妾，原來為何故。

    五  [比丘：]  世多不快語，苦行者堪忍，不因此焦心，不因此痛苦。

        如風怖林鹿19
，其聲亦驚人，若謂輕其心，修行不成就。

註: 18 一比丘乞食進入街市。有一家庭婦女見其相好端嚴而邀請入中，供食餐畢聆聽法語益增信仰而發心布施。比丘依之精進而得阿羅漢果。為感念此家庭之恩義，而只此家行托缽。天神不知其所證悟，而歌頌警覺之偈。
 S.9.9.跋耆王子(比丘:獨夜誰比我們受罪) 

▲《雜阿含1340經》，《別譯雜阿含360經》
    一  爾時，有跋耆子比丘，住毘舍離之茂林。

    二  時，毘舍離整夜行祭事。

I,202.三  時，其比丘聞毘舍離器樂、聲樂之騷音而嘆息
，其時以唱偈曰：

        
如棄林木材，我等獨住森

        實則如是夜，誰比我等辛 (受罪) Papiya,【形】有罪的。
    四  時，彼林住一天神，憐憫此比丘，欲警覺此比丘，令思有益，來到此比丘之處。

    五  到已，以偈語此比丘曰：

        若棄林木材，汝雖獨住森

        眾多人羨汝，猶如墮獄者

        羨慕生天者

    六  時，此比丘受其天神之警覺而起驚。

 S.9.10.(比丘不勤)誦經(法)

▲《雜阿含1337經》，《別譯雜阿含357經》
    一  爾時，有比丘住拘薩羅國之茂林。

▼.I.342.
    二  其時，此比丘，以往甚勤誦經，今則不勤
，默然而坐。

    三  時，住彼林中天神，不得復聞此比丘之法，來到比丘之處。

    四  到已，而以偈語此比丘曰：

        比丘汝何故，今交諸比丘，不誦法句耶？ 人聞得歡喜，現在得稱讚。

    五  [比丘：] 依離欲至果，前望於法句，

I,203.    今依離至果，見聞思何物，依智慧捨棄，善人是為教。

 S.9.11.(林住比丘)不正思惟(不善尋)

▲《雜阿含1334經》，《別譯雜阿含354經》
    一  爾時，有比丘住拘薩羅國之茂林。

    二  時，彼比丘去往日住，起惡不善覺，即欲覺、瞋覺、害覺。

    三  時，住其林中一天神，憐憫此比丘，欲警覺此比丘，令思有益，來到此比丘之

        處。

    四  到已，以偈語比丘曰：

        汝依不正思，醉不善覺想

        捨不正思惟，以為正思惟

        對於師法僧，勿從戒退轉

        汝斯達歡喜，無疑得喜樂

        從此歡喜多，應盡諸苦惱

    五  時，此比丘依天神之警覺而起驚。

S.9.12.中午(大林聲響生恐怖)

▲《雜阿含1335經》，《別譯雜阿含355經》，S.1.15.
    一  爾時，比丘住拘薩羅國之茂林。

    二  時，住其林一天神，來到比丘之處。

    三  到已，走近此比丘，以言偈曰：

        在日之炎盛，鳥停枝不動

        大林聲鳴放，恐怖以襲我

    四  [比丘：] 在日之炎盛，鳥停枝不動

▼.I.344.
        大林聲鳴放，我滿其快樂

S.9.13.(多比丘)不制御根

▲《雜阿含1343經》，《別譯雜阿含363經》，S.2.25.
I,204. 一  爾時，眾多比丘住拘薩羅國之茂林。掉舉、心亂、輕騷、絮叨而多無聊語、妄

    念不正知、心不靜、散亂、諸根不制御。

    二  時，住其林之天神，憐憫此比丘等，欲警覺彼等諸比丘，令思有益，來到此比

    丘等處。

    三  到已，而以偈語彼等諸比丘曰：

        往昔瞿曇之，弟子比丘等

        安樂而其住，心無求乞食

        心無求而住，知世之無常

        彼等苦惱盡，如今比丘等

        以惡向自己，如村長於村

        心為他富奪，餐食而寢臥

        於僧不合掌，此有人禮我

        然而被遺棄，無主之人眾

        猶如諸死屍，我對放逸者

        其眾人以語，於不住放逸

        人人我歸依

    四  時，彼等諸比丘依天神之警覺而起驚。

 S.9.14.紅蓮(比丘盜香)

▲《雜阿含1338經》，《別譯雜阿含358經》
    一  爾時，一比丘住拘薩羅國之茂林。

    二  時，此比丘食後收缽，入於蓮池，以嗅紅蓮之香。

    三  時，住彼林一天神，憐憫此比丘，欲警覺此比丘，令思有益。來到比丘處。

    四  到已，以偈語其比丘曰：

        此水所生花，不予汝嗅聞

        此亦一盜者，汝盜香花人

    五  [比丘：] 不取又不折，離而嗅蓮香

        如何汝云我，是花香盜人

▼.I.346.
        以掘其根頭，或餐其蓮莖

        如是行暴人，何故汝不云

I,205.六  [天神：] 如下婢污衣，不淨粗暴人

        我不言此語，云汝則相應

        無有罪污穢，常求清淨人

        惡如毛毫端，見猶天雲大

    七  [比丘：] 夜叉我知汝，又以哀憐我

        以如是見時，夜叉又語我

    八  [天神：] 我非靠汝生，亦非指為惡

        比丘汝自己，不得為不知

        如何去善趣

    九  時，此比丘依天神之警覺，而起驚。

     此嗢陀南

        遠離與看護，迦葉與多數

        阿難阿那律，及那伽達多

        家婦跋耆子，毘舍離誦經

        不正思午日，及不制御根

        紅蓮等十四

註: 28 在註中作akippa-kammanto者，乃aparisuddha-kammato不淨業之意；如為akahina-

       kammanto者，kakkhala-kammamt。則作荒弛行業之意解。
    第九 森林相應 註

    1 《雜阿含經》卷五0．九(大正藏2.三六八a)

    2 底本之sarayamase讀作sarayamamase。我等記憶在心。在註中讀作sadayamase。

    3 原文patalaraj0在註中作appatitthatthena patala-sankhato kilesa raj0(依無支持義，稱作地

      獄之煩惱垢。)

    4 原文duruttam0在錫蘭本作duttaro其意義則不甚明瞭。

    5 《雜阿含經》卷五0、八(大正藏2.三六七c)

▼.I.348.
    6 此比丘雖是漏盡者，自遠地乞食歸疲倦而入眠。

    7 此偈以下，究為天神偈或比丘偈，不得而知。在註釋亦謂不明其所以，其第四句，出有兩種解釋。

    8 《雜阿含經》卷五0、一五(大正藏2.三六九b)

    9 為喚起獵師之注意，乃舉十指以神通放光明。

    10 《雜阿含經》卷五0、七(大正藏2.三六七c)

    11 《雜阿含經》卷五0、一七(大正藏2.三六九c)

    12 依註所示：此乃釋尊滅後，阿難告別大迦葉，懷持世尊之衣缽，來至拘薩羅國入林中，將欲思惟悟證。且於出而乞時，人人見得阿難，皆聞世尊之入滅，而以之詢問並信感悲泣。阿難則忙於開示法要予安慰。天神則誡勉勿太關切在家俗事。長老偈，一一九偈之註，以此偈作跋耆子(Vajjiputta)之偈。

    13 《雜阿含經》卷五0、一二(大正藏2.三六八c)

    14 《雜阿含經》卷五0、一八(大正藏2.三六九c)

    15 底本之akale pavissa讀作akale pavissasi

    16 將suppagabbham作如斯之譯。

    17 《雜阿含經》卷五0、二0(大正藏2.三七0b)

    18 一比丘乞食進入街市。有一家庭婦女見其相好端嚴而邀請入中，供食餐畢聆聽法語益增信仰而發心布施。比丘依之精進而得阿羅漢果。為感念此家庭之恩義，而只此家行托缽。天神不知其所證悟，而歌頌警覺之偈。

    19 vatamiga為風所吹動之樹葉，鹿聞其音而生怖。

    20 《雜阿含經》卷五0、一六(大正藏2.三六九c)

    21 聽得世間之騷動音聲，慨嘆生起於浮世之心。

    22 《雜阿含經》卷五0、一三(大正藏2.三六八c)

    23 此比丘以前常時誦經，於五蘊起觀而得應果。既然已得，自認即不再須誦經，從而耽樂於得果之樂。

    24 《雜阿含經》卷五0、一0(大正藏2.三六八b)

    25 《雜阿含經》卷五0、一一(大正藏2.三六八b)

    26 《雜阿含經》卷五0、一九(大正藏2.三七0a)

▼.I.350.
    27 《雜阿含經》卷五0、一四(大正藏2.三六九a)

    28 在註中作akippa-kammanto者，乃aparisuddha-kammato不淨業之意；如為akahina-

       kammanto者，kakkhala-kammamt。則作荒弛行業之意解。

▲Top回目錄
I,206.

S.10.第十 夜叉相應

 S.10.1.因陀迦(夜叉:骨與肉何處來)

▲《雜阿含1300經》，《別譯雜阿含298經》
    一  爾時，世尊住王舍城，因陀峰山，因陀夜叉之住處。

    二  時，因陀迦夜叉來詣世尊處。詣而以偈白世尊曰：

        諸佛說此色非命，然則如何命在身

        此骨與肉何處來
，如何此生住母胎

    三  [世尊：]  初有迦羅邏，由此迦羅邏

        而有阿部曇，由此阿部曇

        由生宍肉生，宍肉生堅肉

        由堅肢節生，生髮及毛爪

        如是母以取，飲料及食物

        住於母胎者，依此而生長

S.10.2.釋羅(夜叉:你不善教化他人)

▲《雜阿含577經》，《別譯雜阿含162經》
▼.I.352.
    一  爾時，世尊住王舍城靈鷲山。

    二  時，名釋羅夜叉，來詣世尊處。詣已以偈白世尊曰：

        卿離一切縛，解脫之沙門

        教化其他者，非卿之所為

    三  [世尊：] 釋羅與眾交，無論之形態

        非相應智人，唯傾心同情

        以是寂靜心，雖教化於他

        亦不為所縛，唯同情愛憐

I,207.

S.10.3.針毛(夜叉:貪瞋何因生)

▲《雜阿含1324經》，《別譯雜阿含323經》，《經集》Sn.2.5.
    一  爾時，世尊住伽耶之石床，針毛夜叉之住處。

    二  時，怯羅夜叉與針毛夜叉路過世尊近處。

    三  時，怯羅夜叉告針毛夜叉曰：「此是沙門。」

    四  「不！此非沙門，是小沙門。至少知彼是沙門耶！小沙門耶！[暫]為小沙門。」

    五  時，針毛夜叉來詣世尊處。詣已，以身碰世尊。

    六  時，世尊將身閃避。

    七  時，針毛夜叉，以此白世尊：「沙門！恐怖我耶？」

    八  「不！友！我非恐怖，然而，與汝相觸，總非善事。」

    九  「沙門！我問汝，汝若不能說明，汝當亂心，當破汝之心臟，取汝之兩腳，投諸

    恆河之彼岸。」

    一0 「不！友！我於包括天界、魔界、梵天界之世界，於沙門、婆羅門人天之眾中，

    不見我心亂、破我心臟，取兩腳投諸恆河彼岸者。然而，友！欲者先問。」

    一一         貪欲與瞋恚，以何為因起

        快不快恐怖，又從何因生

        猶如童子等
，放其縛足鳥

        心想何處起

    一二  [世尊：]貪欲與瞋恚，當由渴愛起

        快不快恐怖，悉由自己生

        猶如童子等，放其縛足鳥

▼.I.354.
        心想由此起，身從渴愛生

        尼俱律陀樹，其幹由根生

        凡夫著愛欲，知徧林蔓草

208     知其生因者，則以滅此因

        諦聽之夜叉，彼等前來渡

        難渡渡瀑流，無有受再生

 S.10.4.摩尼跋陀(夜叉:正念人幸福)

▲《雜阿含1319經》，《別譯雜阿含318經》
    一  爾時，世尊住摩揭陀國，摩尼摩羅迦制底之摩尼跋陀夜叉住處。

    二  時，摩尼跋陀夜叉來詣世尊處。詣己，於世尊處說此偈曰：

        常於正念人幸福，以持正念得安樂

        正念明日猶言祥，彼解脫一切憤怒

    三  [世尊：] 常於正念人幸福，以持正念得安樂

        正念明日猶吉祥，然彼不解一切怒

        是心日夜樂不害，以慈悲一切有情

        於彼無有任何怒

註: 7 此偈，只於緬甸本才有。

 S.10.5.左奴(女,為夜叉所魅惑)

▲《雜阿含1325經》，《別譯雜阿含324經》
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時有優婆夷名左奴之子，為夜叉所魅惑。

    三  時，優婆夷嘆息，而唱此等偈曰：

        我常聞如是，阿羅漢宣說

        我常聞如是，阿羅漢宣說

        然則今日我，見夜叉魅弄

        左奴為何事，十四十五日

        半月第八日，得神變分日

        奉持八齋戒，以住於布薩

I,209.   以行於梵行，夜叉不能魅

        我聞羅漢說，然我今日見

        夜叉魅左奴，此乃為何事

▼.I.356.
    四  [夜叉：] 十四十五日，半月第八日

        得神變分日，奉持八齋戒

        以住於布應，以住梵行者

        夜叉不能魅，我聞羅漢說

        左奴若醒覺，以此可語汝

        此乃夜叉語，不分公與私

        勿行任何惡，若作惡業者

        又若為欲為，如鳥躍上逃

        難逃汝苦惱

    五  [左奴：] 人皆哭死人，生別時亦哭

        我活活於此，母何故泣我

    六  [優婆夷] 人皆泣子死，生別時亦哭

        然一度離欲，而且又歸來

        亦以哭其子，其生亦似死

        子汝出燼炎，願不再墮燼

        愛子出地獄，希不再入獄

        逃離為幸福，誰此語我等

        盛火出家貨，汝欲再燒耶

註: 9 虔誠之優婆夷，令其幼子左奴出家。左奴為沙彌精勤於諷誦經典，並云以此諷誦經卷功德與父母。

      但其現生父母雖不能知，其前生之母乃一夜叉女，得受此功德。夜叉女因此得受諸天愛敬。後來左奴及長大並不喜悅為沙門，乃往生母處訴心意。彼夜叉女一者曾救挽其名譽；一者曾為遮上左奴之還俗，於是左奴倒地吹泡。

10 此偈僅只緬甸本才有，或許係不必要者。

    11 得神變分之日。謂在初八日前後，或十四日之前日，或安居後之自恣之日，特別是云守持齋戒之日。

       能於此日守齋戒者，可得神變，故稱得神變分日。

    12 在底本中脫漏此二句，茲依暹羅本補充。
 S.10.6.夜叉童子(行善戒脫鬼胎)

▲《雜阿含1321經》，《別譯雜阿含320經》
    一  爾時，尊者阿那律住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，尊者阿那律，黎明即起，以誦法句。

    三  時，夜叉童母之夜叉女，如是告其子曰：

        美哉迦羅汝，勿騷作音聲

        比丘誦法句，我若知法句

        以如是行者，乃我等利益

        切勿殺生物，知而勿妄語

        自己行善戒，我等脫鬼胎

 S.10.7.富那婆數(子夫雖可愛,不能脫苦惱)

▲《雜阿含1322經》，《別譯雜阿含321經》
▼.I.358.
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

I,210. 二  其時，世尊就有關涅槃，說法教示、利益、鼓勵比丘等。彼等諸比丘、深切注

    意虔誠、心意集中、傾耳諦聽。

    三  時，富那婆藪母之夜叉女，以言告其子等：

        靜默鬱多羅，富那婆當默

        我暫聞思惟，無上佛師教

        世尊說涅槃，解脫諸結縛

        我甚愛此法，世我子可愛

        世我夫可愛，然而求此法16

        有勝過此等，子夫雖可愛

        不能脫苦惱，聽聞正法者

        令人解苦惱，於世敗此惱

        迷之於老死，為解脫老死

        證悟於正法，我願聞此法

        富那婆當默

    四 [富那婆藪]母我乃不語，靜默鬱多羅

        傾耳於法者，聞法為快樂

        因不知正法，母我迷苦惱

        此乃與迷於，人天光輝者

        最後身佛陀，有眼今說法

    五  [夜叉女] 善哉如是語，我子寢我懷

        我子乃賢哉，我子今愛樂

        無上佛所說，無染淨白法

        子富那婆藪，我今日心安

        解脫於輪迥，以見於聖諦

        我子鬱多羅，汝亦聞於我

註: 傍晚，世尊坐在香殿陽台上說法。夜叉女之鬱多羅抱腰牽引富那婆藪之手在便所及塵埃等處尋找食物。來至香殿之後，聽到有人集聚之聲昔，心想或許是宴會，而欣悅走近，忽然間聽到世尊說法之

       聲音。諸天雖知有夜叉之走近，卻未予驅止而此夜叉則恰如餓鬼。

    16 maggana=patthana。
 S.10.8.須達多(長者拜見世尊)

▲《雜阿含592經》，《別譯雜阿含186經》
    一  爾時，世尊住王舍城之寒林。

▼.I.360.
    二  其時，給孤獨長者，有事到王舍城。

    三  給孤獨長者聞「佛實出現於世。」欲往拜見世尊。

I,211. 四  時，給孤獨長者作如是思惟：「今日欲往拜見世尊，時已過遲。明日適時當始往

    拜見世尊。」則念佛而臥。其夜曾三度以為天亮而起身。

    五  時，給孤獨長者來到墓地之門
，諸天剛開其門
。

    六  時，給孤獨長者走出市鎮，當離去時，光滅而暗，恐怖戰慄，毛髮豎立。長者

    就此欲退返。

    七  時，尸婆迦夜叉來現其形，只令聞聲：

        百象與百馬，又百之驢車

        百千之女亦，裝摩尼耳環

        於此行一步，不值十六一

        行進之長者，行進之長者

        行進始能近，退避當用腳

    八  時，給孤獨長者，暗滅光現、毛髮豎立之恐怖戰慄亦靜止。

    九  二度…乃至…

    一0 給孤獨長者，三度光滅而暗，恐怖戰慄，毛髮豎立。長者又欲從此而退返。

    三度尸婆迦夜叉不現其形，只令聞其聲…乃至…

I,212. 一一  時，給孤獨長者，暗滅光現，毛髮豎立之恐怖戰慄亦靜止。

    一二  時，給孤獨長者，來詣寒林於世尊住處。

    一三  其時，世尊於夜曉起身，在露地經行。

    一四  世尊見給孤獨長者從遠而來，見已下經行處，即坐所設座，坐已，世尊以此

    言給孤獨長者曰：「來！須達多。」

    一五  時，給孤獨長者：「世尊按名呼我。」於此，即於世尊足下，五體投地而白曰：

    「世尊！輕安而眠耶？」

    一六 [世尊：]煩惱火悉消，婆羅門安眠

        不著於愛欲，清涼無所依

        斷一切執著，調伏心苦惱

        寂靜輕安寢，是達心寂靜

S.10.8./I,212.：“Sabbada ve sukham seti, brahmano parinibbuto; Yo na limpati kamesu, sitibhuto nirupadhi. Sabba  asattiyo chetva, vineyya hadaye daram; Upasanto sukham seti, santim pappuyya cetasa”ti.((隨處得安眠，婆羅門全滅。不沾染愛欲，清涼無執著，斷一切牽掛，調伏心焦慮，寂靜快樂眠，獲得心寂靜。)

▼.I.362.
S.10.9.(夜叉呼籲親近)叔迦羅(比丘尼)(1)

▲《雜阿含1327經》，《別譯雜阿含327經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  其時，叔迦羅比丘尼，為被大眾圍繞而說法。

    三  時，集叔迦羅比丘尼之信樂夜叉，於王舍城從此街至彼街，從此路至彼路，以

    說此偈曰：

        王舍城人眾，為何而居耶

        猶如於甘酒，或醉於臥倒

        以侍叔迦羅，比丘尼所說

        甘露之道足，無混濁甘液

        於此飲至再22
         飲之不為飽

        思智慧人飲，如渴旅人雨

 S.10.10.(夜叉呼籲親近)叔迦羅(比丘尼)(2)

▲《雜阿含1327經》，《別譯雜阿含327經》
I,213.一  爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  其時，有優婆塞施食於叔迦羅比丘尼。

    三  時，叔迦羅比丘尼之信樂夜叉，於王舍城從此街至彼街，從此路至彼路，以唱

    此偈曰：

        悉解脫結縛，施食叔迦羅

        實賢優婆塞，彼得多功德

 S.10.11.(夜叉呼籲親近)毘羅(比丘尼) 

▲《雜阿含1328經》，《別譯雜阿含326經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  其時，有優婆塞施衣於毘羅比丘尼。

    三  時，毘羅比丘尼之信樂夜叉，於王舍城從此街至彼街，從此路至彼路，以唱此

    偈曰：

        脫一切縛軛，施衣予毘羅

        實賢優婆塞，彼得多功德

 S.10.12.第十二阿羅毘(夜叉四度呼世尊進出)

▲《雜阿含1328經》，《別譯雜阿含326經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住阿羅毘之阿羅婆迦夜叉住居。

    二  時，阿羅婆迦夜叉、白世尊曰：「沙門！出去。」「是！友，」世尊便出去。「沙門！

▼.I.364.
    進來。」「是！友，」世尊便進來。

I,214. 三  再度[……乃至]……
    四  阿羅婆迦夜叉，如此三度白世尊：「沙門！出去，」……[乃至]……「是！友！」

    世尊便進來。

    五  阿羅婆迦夜叉，四度白世尊：「沙門！出去。」

    六  「不！友，我不應出去，由汝所欲為。」

    七  「沙門！我且問汝，汝若不能答我者36，我以汝心亂，破汝心臟，取汝兩腳，投

    諸恆伽河之彼岸。」

    八  「不！友！我於包括天界，魔界，梵天界之世界，於含括沙門、婆羅門、人天之

    眾中，不見以我心亂，破我心臟，取我兩腳、投諸恆伽河之彼岸者。然而汝若欲問

    則問。」

    九  [夜叉：] 於此世間人，何為最勝富

        以善修何物，齎得以安樂

        何物味最上，云何之生活

        為最勝生活

    一0 [世尊：] 此世信最富，修善最安樂

        真實最上味，智慧之生活

        謂最勝生活

    一一 [夜叉：]如何渡瀑流，如何渡大海

        如何超苦惱，如何為清淨

    一二 [世尊：]依信渡瀑流，不逸渡大海

        精進超苦惱，依智慧清淨

    一三 [夜叉：]如何得智慧，如何以得富

        如何以得譽，如何而結友

        此世行彼世，如何得不悲

    一四 [世尊：]以信阿羅漢，聞達涅槃法

        不逸分別者，當得於智慧

        如實堪重荷，精進者得富

▼.I.366.
        語真實得譽，布施友不離

        是為由此世，無悲往彼世27

        求居亦信仰，真實與調順

        堅實與捨離，其此四法者

        死而無有悲，此世往彼世

        亦無有悲事，有疑問其他

        沙門婆羅門，真實與調順

        堪忍與捨離，此世有勝者

    一五 [夜叉：] 今何問其他，沙門婆羅門

        我已於今日，得知未來利

        佛實為於我，來於阿羅毘

        我今施其人，知有大果事

        我今致禮敬，正覺法善性

        由村以至村，遊方邑至邑

        此嗢陀南：

        田陀迦與釋羅         針毛摩尼跋陀

        左奴童子夜叉         那婆藪須達多

        有二之叔迦羅         毘羅與阿羅毘

註: 26 vyaharissasi底本脫落vya

    27 此二句，僅只緬甸本有，應予省略。
    第一0 夜叉相應 註

    1 《雜阿含經》卷四九、七(大正藏2.三五七c)

    2 骨(atthi)中所含者有三百肉片，肉(Yakavinda)中所含者有九百肉片。

    3 《雜阿含經》卷二二、二(大正藏2.一五三c)

    4 《雜阿含經》卷四九、三一(大正藏2.三六三b)

    5 童子，繫縛鳥足放之，鳥乍飛又落，惡心於心中生起，旋又歸於心。

    6 《雜阿含經》卷四九、二六(大正藏2.三六二a)

▼.I.368.
    7 此偈，只於緬甸不才有。

    8 《雜阿含經》卷五0、一(大正藏2.三六四a)

    9 虔誠之優婆夷，令其幼子左奴出家。左奴為沙彌精勤於諷誦經典，並云以此諷誦經卷功德與父母。

      但其現生父母雖不能知，其前生之母乃一夜叉女，得受此功德。夜叉女因此得受諸天愛敬。後來左奴及長大並不喜悅為沙門，乃往生母處訴心意。彼夜叉女一者曾救挽其名譽；一者曾為遮上左奴之還俗，於是左奴倒地吹泡。

    10 此偈僅只緬甸本才有，或許係不必要者。

    11 得神變分之日。謂在初八日前後，或十四日之前日，或安居後之自恣之日，特別是云守持齋戒之日。

       能於此日守齋戒者，可得神變，故稱得神變分日。

    12 在底本中脫漏此二句，茲依暹羅本補充。

    13 《雜阿含經》卷四九、二八(大正藏2.三六二c)

    14 《雜阿含經》卷四九、二九(大正藏2.三六二c)

    15 傍晚，世尊坐在香殿陽台上說法。夜叉女之鬱多羅抱腰牽引富那婆藪之手在便所及塵埃等處尋找食物。來至香殿之後，聽到有人集聚之聲昔，心想或許是宴會，而欣悅走近，忽然間聽到世尊說法之

       聲音。諸天雖知有夜叉之走近，卻未予驅止而此夜叉則恰如餓鬼。

    16 maggana=patthana。

    17 《雜阿含經》卷二二、一七(大正藏2.一五七b)

    18 通往墓地之城門，走過此城門，便有通往墓地之道路。

    19 amanussa非人。

    20 底本之assasari-ratha,讀為assatari-ratha。

    21 《雜阿含經》卷五0．三(大正藏2.三六五a)

    22 原文appativaniyam佛音解釋為：雖一直飲用，卻不覺得飽(Punappunam bhunjantana na-

       ruccati)。護法則提出不還果解之。《長老偈註》六十一頁。

    23 《雜阿含經》卷五0．三(大正藏2.三六五a)

    24 《雜阿含經》卷五0．四(大正藏2.二六五b)

    25 《雜阿含經》卷二二．二八(大正藏2.一六一a)

    26 vyaharissasi底本脫落vya

    27 此二句，僅只緬甸本有，應予省略。

▲Top回目錄
▼.I.370.   I,216.

S.11.第十一 帝釋相應

第一  帝釋品

 S.11.1.須毘羅(天子迎討阿修羅)

▲《雜阿含1114經》，《別譯雜阿含43經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  世尊於此言諸比丘：「諸比丘！」彼等諸比丘奉答世尊：「唯然！世尊！」

    三  世尊以此宣說：

    四  「諸比丘！遠昔阿修羅攻擊諸天。諸比丘！時天帝釋呼須毘羅天子：「愛子須毘

    羅！今此等阿修羅攻擊諸天。愛子須毘羅！汝往迎討阿修羅！」諸比丘！須毘羅天子

    奉答天帝釋：「唯然！尊者」而耽於放逸。

    五  諸比丘！……再度[乃至]

    六  諸比丘！天帝釋三度呼須毘羅天子：「愛子須毘羅！此等阿修羅，今攻擊諸天。

    愛子須毘羅！汝往迎討阿修羅。」諸比丘！「唯然！尊命」須毘羅天子奉答天帝釋，而

    耽於放逸。

I,217. 七  諸比丘！時天帝釋，以偈語須毘羅天子：

        無勵無勤勉，達安樂處者

        須毘羅前往，我亦往其處

    八 [須毘羅]  懶惰無勤勉，不為所應為

        一切愛欲繁，示其最勝處

    九 [帝釋：]  懶惰無勤勵，得無限樂者

        須毘羅去往，我亦往其處

    一0 [須毘羅] 我天主帝釋，無作悲絕望

        得安樂道者，示其最勝道

    一一 1帝釋]若是無所作，決無有老者

        此實涅槃道，須毘羅去往

        我亦往其處

    一二 諸比丘！其實天帝釋，自生功德果報，以統理忉利天，應是勤勉精進之稱讚

▼.I.372.
    者。諸比丘！汝等於此，於此善說之法與律出家。未達者為達，未到者為到，未實

    現者為實現而勤勉、奮勵、精進者，汝等能顯耀此事。」

 S.11.2.須師摩(天子迎討阿修羅)

《雜阿含1114經》，《別譯雜阿含43經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  世尊於此，言諸比丘：「諸比丘！」彼等諸比丘奉答世尊：「唯然！世尊。」

    三  世尊以此宣說：

    四  「諸比丘！遠昔阿修羅攻擊諸天。諸比丘！時天帝釋呼須師摩天子：「愛子須師

    摩！此等阿修羅，今攻擊諸天，愛子須師摩！汝往迎討阿修羅。」須師摩天子奉答天

    帝釋：「唯然！尊者。」而耽於放逸。

I,218.五  諸比丘！再度……[乃至]……

六 諸比丘！天帝釋三度呼須師摩天子：「愛子

    須師摩！此等阿修羅，今攻擊諸天。愛子須師摩！汝往迎討阿修羅。」諸比丘！須師

    摩天子奉答天帝釋：「唯然！尊者。」而耽於放逸。

    七  諸比丘！時天帝釋，以偈語須師摩天子：

        無勵無勤勉，達安樂處者

        須師摩去往，我亦往其處

    八 [須師摩]  懶惰無勤勵，不為所應為

        一切愛欲繁，示其最勝處

    九 [帝釋：]  懶惰無勤勵，得無限樂者

        須師摩去往，我亦往其處

    一0 [須師摩] 我天主帝釋，無作悲絕望

        得安樂道者，示其最勝道

    一一 [帝釋：]若是無所作，決無有老者

        此實涅槃道，須師摩去往

        我亦往其處

    一二 諸比丘！其實天帝釋，自生功德果報，以統理忉利天，應是努力精進之稱讚

    者。諸比丘！汝等於此，於此善說之法與律出家，未達者為達，未到者為到，未實

    現者為實現而努力、奮勵、精進者，汝等能顯耀此事。」

 S.11.3.(看)旗尖(除戰慄)

▲《雜阿含981經》，《增壹阿含24.1經》
▼.I.374.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  其時，世尊言諸比丘：「諸比丘！」諸比丘奉答世尊：「唯然！世尊。」

    三  世尊以此宣說：

I,219. 四 「諸比丘！遠昔天與阿修羅挑起戰爭。

    五  諸比丘！時天帝釋呼忉利諸天。「友！若赴天部之戰，起毛髮豎立之恐怖、戰慄

    者，汝等當看我旗尖！汝等若看我旗尖者，起毛髮豎立之恐怖、戰慄當可去除。

    六  汝等若不看我旗尖者，則看波闍波提天王之旗尖。汝等若看波闍波提天王之旗

    尖者，起毛髮豎立之恐怖、戰慄當可去除。

    七  汝等若不看波闍波提天王之旗尖者，則看婆羅那天王之旗尖……[乃至]

    八  汝等若不看婆樓那天王之旗尖者，則看伊舍那天王之旗尖。汝等若看伊舍那天

    王之旗尖者，起毛髮豎立之恐怖、戰慄當可去除。

    九  諸比丘！若看天帝釋之旗尖、波闍波提天王之旗尖、婆樓那天王之旗尖、伊舍

    那天王者，或可去除；或未可去除其起毛髮豎立之恐怖、戰慄。

    一0 何以故？天帝釋未離貪、未離瞋、未離癡、有膽怯病而戰慄、恐怖，是逃避

    者。

    一一  諸比丘！我亦語如是：「汝等或往森林，或於樹下，或入空屋而起毛髮豎立之

    恐怖、戰慄者，其時當念我！彼世尊是應供、等正覺、明行足、善逝、世間解、無

    上師、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

    一二  諸比丘！汝等若憶念我者，當可去除其起毛髮豎立之恐怖、戰慄。

I,220. 一三  若不憶念我者，則以憶念法，法乃由世尊之所善說者。有現在果報、不隔時，

    當得云來見者，導引於涅槃者，是有識之士之各自所當知。

    一四  諸比丘！汝等若憶念法者，當可去除其起毛髮豎立之恐怖、戰慄。

    一五  若不憶念法者，則憶念僧伽。世尊之弟子僧伽乃善行者。世尊之弟子僧伽乃

    真正行者。世尊之弟子僧伽乃正道行者。世尊之弟子僧伽乃可尊教之修行者。即四

    雙八輩是。此世尊之弟子僧伽值得供養、值得尊敬、值得布施、值得合掌禮拜、是

    世間無上福田。

    一六  諸比丘，若憶念僧伽者，當可去除其起毛髮豎立之恐怖、戰慄。

    一七  何以故？諸比丘！如來、應供、等正覺者，乃離貪、離瞋、離癡、無膽怯、

▼.I.376.
    無戰慄、無恐怖、無逃避者。

    一八  世尊如此宣說。善逝說已、師更宣說次偈曰：

        林中或樹下，孤寂場所時

        諸比丘思念，正等正覺者

        汝等無恐怖，若是世間主

        人中之牛王，不憶念佛者

        則憶念善說，導引涅槃法

        不憶念善說，導於涅槃法

        則憶念僧伽，無上之福田

        如是佛法僧，若以憶念者

        比丘等恐怖，汝等當無有

        毛髮之豎立

 S.11.4.吠波質底(阿修羅王敗)

▲《雜阿含1110經》，《別譯雜阿含39經》，《增壹阿含34.8經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園：

    二  世尊宣說於此：

I,221.三 「諸比丘！遠昔有天與阿修羅之戰。

    四  時，諸比丘！吠波質底阿修羅王呼阿修羅：「友！若諸天與阿修羅激戰時，阿

    修羅勝，天敗者，當以五縛其綑縛天帝釋之頸，捉來阿修羅城我處。」

    五  諸比丘！天帝釋亦呼忉利天之諸天：「友！天與阿修羅激戰時，天勝，阿修羅

    敗者，皆以五縛縛其吠波質底阿修羅王之頸，捉來正法殿我處。」

    六  諸比丘！其戰，天勝，阿修羅敗也。

    七  諸比丘！時忉利諸天，以五縛縛吠波質底阿修羅王之頸，捉來正法殿之天帝釋

    處。

    八  諸比丘！於此以五縛縛吠波質底阿修羅王之頸、入正法殿而又走出，並以激烈

    之惡語誹謗天帝釋。

    九  諸比丘！時御者摩多利，以偈語天帝釋曰：

        聞吠波質底，當面激惡語

        帝釋摩怯婆，忍乃恐怖耶

▼.I.378.
        或力不足故

    一0  [帝釋：]忍吠波質底，非慮力不足

        如我之識者，何與愚者競

    一一 [摩多利]然若不止者，愚者益招猛

        是故重刑罰，智者止愚人

    一二 [帝釋：]於我之思惟，以上禁愚者

        以知其他怒，寂靜於正念

    一三 [摩多利]婆沙婆此忍，我見為過失

        愚人恐怖我，以為是忍他

        如使牛逃者，必愈益猛追

        愚人益增長

I,222. 一四 [帝釋：]以忍為恐畏，欲思則令思

        己利勝者中，無有勝忍辱

        有力忍無力，此云最勝忍

        無力人常忍，謂無力之力

        其力愚人力，有力護於法

        無須要反駁，忿者還與忿

        更是為惡事，忿者不還忿

        激戰得二度，最大之勝利

        知他之忿怒，正念靜己人

        自己以及他，雙方之醫師

        唯無知法者，其人為愚者

    一五  諸比丘！天帝釋自生功德果報，統理忉利之諸天，猶為忍辱、柔和之稱讚者。

    一六  諸比丘！就此汝等於如是善說法與律出家，忍辱而柔和者，則能輝耀此事。」

 S.11.5.(帝釋)善語之勝利

▲《雜阿含1109經》，《別譯雜阿含38經》
    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！遠昔天與阿修羅激戰。

    三  時，諸比丘！吠波質底阿修羅，以此謂天帝釋曰：「諸天王！善語致勝利！」

▼.I.380.
    [吠波質底！善語致勝利！」」

    四  諸比丘！時天與阿修羅，於其會眾應知誰是善語、惡語者。

    五  諸比丘！時吠波質底阿修羅王，以此謂天帝釋：「帝釋！唱偈！」

    六  諸比丘！如是言已，天帝釋以此謂吠波質底阿修羅王：「吠波質底！汝往昔於

    此是天。吠波質底！請說偈！」

I,223.七  諸比丘！如是言已，吠波質底阿修羅王，以說此偈：

        若不止禁者，愚人益招猛

        是故重刑罰，智者止愚人

    八  諸比丘！吠波質底阿修羅王語此偈時，阿修羅歡呼，諸天則默然。

    九  諸比丘！其時吠波質底阿修羅王，以此謂天帝釋：「帝釋！唱偈！」

    一0 諸比丘！如是言已，天帝釋唱此偈：

        於我之思惟，以止禁愚者

        以知其他怒，寂靜於正念

    一一  諸比丘！天帝釋唱此偈時，諸天歡呼，阿修羅默然。

    一二  諸比丘！時天帝釋以此謂吠波質底阿修羅曰：「吠波質底！唱偈！」

        婆婆婆此忍，我見為過失

        愚人恐怖我，以為是忍他

        如使牛逃者，必增益猛追

        愚人益增長

    一三  諸比丘！又吠波質底阿修羅王唱此偈時，阿修羅歡呼，諸天默然。

    一四  諸比丘！時吠波質底阿修羅王，以此謂天帝釋：「帝釋！唱偈！」

    一五  諸比丘！如是言已，天帝釋唱此偈：

        以忍為怖畏，欲思則令思

        己利勝者中，無有勝忍辱

        有力忍無力，此云最勝忍

        無力人常忍，謂無力之力

        其力愚人力，有力護於法

        無須要反駁，忿者還與忿

▼.I.382.
        更是為惡事，忿者不還忿

        激戰得二度，最大之勝利

        知他之忿怒，正念靜己人

I,224.     自己以及他，雙方之醫師

        唯無知法者，其人為愚者

    一六  諸比丘！天帝釋唱此偈時，諸天歡呼，阿修羅默然。

    一七  諸比丘！諸天與阿修羅之會眾，於此謂曰：

    一八 「吠波質底阿修羅王所語之偈語，屬於力、劍、爭、不和與激戰。」

    一九 「天帝釋之偈語、非屬力、劍、爭、不和、激戰。勝利在於天帝釋之有善語。」

    二0  諸比丘！勝利在於天帝釋之致善語。」

S.11.6.鳥巢(諸天戰敗)

▲《雜阿含1222經》，《別譯雜阿含49經》
    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！遠昔天與阿修羅之激戰。

    三  諸比丘！於其戰阿修羅勝，而諸天敗。

    四  諸比丘！戰敗之諸天向北逃走，阿修羅隨後追逐。

    五  諸比丘！時天帝以偈告御者摩多利。

        摩多利辛巴利，車轅避鳥之巢

        唯無此等鳥巢，喜奪命於修羅

    六  御者摩多利答天帝釋：「唯然！尊者。」則以繫千頭駿馬之車輛回頭反馳。

I,225. 七  諸比丘！時阿修羅如是思惟：「天帝釋今以繫千頭駿馬返車輛回頭反馳。諸天

    則再戰阿修羅，」恐怖而入阿修羅宮殿。

    八  諸比丘！如是天帝釋依法乃有勝利。

 S.11.7.(帝釋:即使對敵也)無譎詐

▲《雜阿含1120經》，《別譯雜阿含48經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！遠昔天帝釋，獨居靜坐，而如是起心念：「我即使對敵，亦不譎詐。」

    三  諸比丘！時吠波質底阿修羅王知天帝釋心之所念，來到天帝釋處。

    四  諸比丘！天帝釋見吠波質底阿修羅王從遠而來。以此言吠波質底阿修羅王：「吠

    波質底站住！汝已被捕。」

▼.I.384.
    五  「友！勿捨以前汝心之所念。」

    六  「吠波質底！我不譎詐，可得對汝明誓
。」

    七 [吠波質底]以言虛妄者，必定有惡報。

        誹謗於聖者    必定有惡報

        於友不實者
   必定有惡報

        不知恩惠者12 
 定有惡報

        舍脂缽底汝13
  詐者有惡報

 S.11.8.(帝釋與)毘留奢那阿修羅王

▲《雜阿含1119經》，《別譯雜阿含50經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，世尊日中入室靜觀。

    三  時，天帝釋與毘留奢那阿修羅王詣世尊之處。詣已，各依門之兩側而立
。

    四  時，毘留奢那阿修羅王，於世尊前說此偈曰：

        至達其利止
        人不無勉勵

        輝耀達其利         毘留奢那語

I,226. 五 [帝釋：]  至達其利止         人不無勉勵

        輝耀達其利         無勝忍辱者

    六 [毘留奢]  眾生應其分，各依必要來

        如美味合飯，悉足樂人人

        輝耀達其利，毘留奢那語

    七 [帝釋：]  眾生應其分，各依必生來

        如美味合飯，悉足樂人人

        輝耀達其利，無勝忍辱者

 S.11.9.森林聖者(體臭,諸天不厭)

▲《雜阿含1115經》，《別譯雜阿含44經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！遠昔甚多聖者，持戒而其優美性質，集森木之葉葺小屋而住。

    三  諸比丘！時，天帝釋
與吠波質底阿修羅王，來到持戒而其優美性質之聖者處。

    四  諸比丘！時吠波質底阿修羅王，穿革履背劍，持傘，從正門而入小屋，冒犯侮

    冒犯侮蔑其聖者等。

▼.I.386.
    五  諸比丘！時天帝釋脫革履，令他人持劍，收傘由側門入，立於彼等持戒善性之

    聖者等下方，合掌禮敬而立。

    六  諸比丘！時彼等持戒善性之聖者等，以偈語天帝釋：

        長修聖者香
         身出風吹行

        千眼者此去，此聖者之香

        天王為不淨

    七  [帝釋：]  長修聖者香，身出風吹行

I,227.    如種種花編，頭上之花鬘

        大德我等乃，愛此等之香

        此無厭諸天

 S.11.10.海邊聖者(善有善報,惡有惡報)

▲《雜阿含1115經》，《別譯雜阿含44經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！遠昔持戒具優美性質之甚多聖者，集海岸之木葉葺小屋而住。

    三  諸比丘！其時天與阿修羅又行激戰。

    四  諸比丘！時其持戒善性之聖者等生思念：「諸天如法阿修羅不如法。我等從阿

    修起恐怖亦不知。我寧可到參婆羅阿修羅王，乞無畏之施。」

    五  諸比丘！時彼等持戒善性聖者等，猶如力士之伸屈腕、屈伸腕，沒於海邊小屋，

    現於參婆羅阿修羅王之前。

    六  諸比丘！時彼等持戒善性聖者等，以偈語參婆羅阿修羅王：

        我等聖者至，參婆羅之處

        以乞無畏施，汝等若欲者

        怖畏或無畏，何者悉可與

    七  [參婆羅] 以事天帝釋，污聖無無畏

        以求乞無畏，我只與怖畏

    八  [聖者等] 我等乞無畏，而與汝怖畏

        我等以還汝，汝有無盡恐

        如播植種子，如收割果實

        為善有善果，行惡有惡果

▼.I.388.
        種子時播植，汝應受果報

    九  諸比丘！時彼等持戒善性之聖者等，詛咒參婆羅阿修羅王，猶如力士之伸屈腕，

    沒於參婆羅阿修羅王之前，現於海岸小屋。

I,228. 一0  諸比丘！時參婆羅阿修羅王，為其持戒善性之聖者等所詛咒，其夜三度被襲

    而醒。」

        此嗢陀南：

        須毘羅須師摩       旗尖吠波質底

        與善語之勝利       及鳥巢無譎詐

        毘留奢那修羅       及森林聖者等

        並海聖者等是

第二帝釋品

 S.11.11.天(帝釋七誓約)(1)

▲《雜阿含1104經》，《別譯雜阿含33經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城……

    二  「諸比丘！天帝釋為人時，以完滿執持七禁戒足。依此執持之天帝釋乃得天帝釋

    之地位。

    三  何為七禁戒足耶？

    四  應終生孝養父母。應終生尊敬家之長老。應終生語柔和。應終生不誹謗。終生

    心離慳貪之垢而住家。有意寬、仁而常布施
、喜施捨、從乞求者、樂施分配。應

    終生語真實。應終生無忿恨，若忿起則速制伏。

    五  諸比丘！天帝釋以前為人時，完滿執持此七禁戒足。依此執持，天帝釋得天帝

    釋之地位。」

    六  [世尊宣說已…乃至…師更說此偈。]

        孝養父母者，奉事於家長

▼.I.390.
        以語柔和語，遠離於讒謗

        捨離於慳貪，語真實制忿

        協利之諸天，呼彼為善人

I,229.

S.11.12.天(帝釋天王七名字因緣)(2)

▲《雜阿含1106經》，《別譯雜阿含35經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  於此，世尊以此告諸比丘：

    三  「諸比丘！天帝釋以前為人時，名為摩怯儒兒童，是故今稱摩怯婆
。

    四  諸比丘！天帝釋以前為人時，施與各街市，是故稱富蘭陀羅
。

    五  諸比丘！天帝釋以前為人時，恭敬而與施，故稱釋羅
。

    六  諸比丘！天帝釋以前為人時，以與住處
，故稱婆娑婆
。

    七  諸比丘！天帝釋以前為人時，一剎那間
能思慮千事，故稱千眼者
。

    八  諸比丘！天帝釋稱須闍者，乃有阿修羅女之妻，故稱須闍之夫
。

    九  諸比丘！天帝釋乃統治三十三天之主權者，故稱為天王
。

    一0~一二 [同前經之二--五。]

I,230.

 S.11.13.天(3)(摩訶梨:世尊曾否見帝釋)
▲《雜阿含1105經》，《別譯雜阿含34經》，一卷本《雜阿含21經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住毘離大林重閣講堂。

    二  時，離車人之摩訶梨，來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐一面之離車人摩訶梨、以此白世尊曰：「世尊！世尊曾見天帝釋否？」

    四  「摩訶梨！我曾見天帝釋。」

    五  「世尊！彼非似天帝釋者？世尊，天帝釋是難見者。」

    六  「摩訶梨！我知帝釋，又依執持其法而為天帝釋，並知帝釋之因、法。」

I,231. 七~一八 [同前經三--一2.

 S.11.14.貧人(信法律等,死後生忉利天容光煥發)

▲《雜阿含1223經》，《別譯雜阿含51經》
    一  爾時，世尊住舍衛城竹林栗鼠養餌所。

    二  其時，世尊言諸比丘：「諸比丘！」

    二  彼等比丘奉答世尊：「唯然，世尊！」

    四  世尊以此宣說：

    五  「諸比丘！此王舍城有可憐之貧困者窮人。

▼.I.392.
    六  彼於如來所說之法與律，執持信，執持戒，執持聞，執持捨，執持慧。

    七  彼如是於如來所說之法與律，執持信，執持戒，執時聞，執持捨，執持慧，死

I,232. 後生忉利天為伴之善趣、天界。彼之容貌榮光，超越其他諸天。」

    八  諸比丘！因此忉利之諸天謂譏嫌、愚癡，而作細言：「實希有，實未曾有。此

    天子以前為人時，可憐貧困窮苦，死後生忉利天為伴之善趣、天界、其容貌榮光，

    超越其他諸天。」

    九  諸比丘！時，天帝釋呼忉利諸天：「友！汝等勿譏嫌此天子。此天子以前為人

    時，於如來所說之法與律，執持信，執持戒，執時聞，執持捨，執持慧。彼依如來

    所說之法與律，執持信，執持戒、執持聞，執持捨，執持慧，死後生忉利天為伴之

    善趣、天界，其容貌與榮光，超越其他之諸天。」

    一0  諸比丘！時天帝釋寬恕忉利諸天，此時唱彼等偈：

        如來於不動，有堅實信仰

        愛樂於聖者，其戒甚善美

        僧伽有信樂，其見若正直

        稱彼不貧窮，其人活不虛

        然憶念佛教，賢者應隨從

        信戒法知見

S.11.14./I,231.(A.4.52./II,57.)： “Yassa saddha Tathagate, acala suppatitthita;  Silabca yassa kalyanam, ariyakantam pasamsitam. Savghe pasado yassatthi, ujubhutabca dassanam; Adaliddoti tam ahu, amogham tassa jivitam. Tasma saddhabca silabca, pasadam dhammadassanam; Anuyubjetha medhavi, saram Buddhana sasanan”ti. (如來不動信，已完全確立；受持善良戒，符合聖讚嘆。於僧伽淨信，其知見正直，人說他不貧，活命不空過，具有信與戒，淨信於見法，熱誠明智者，遵循佛教誨。)

S.11.15.樂(帝釋:何處有樂土)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  時，天帝釋來詣世尊處，詣已，禮敬世尊立於一面。

    三  立一面之天帝釋，以此白世尊曰：「世尊！何處有樂土？」

I,233. 四  [世尊：] 園林幽美虛
         作美麗蓮池

        為人所樂者，不值十六一

        鄉村或森林，何處濕乾地

        阿羅漢所住，此悉愛樂土

S.11.16.供犧者(積來生功德,施僧有大果)

▲《雜阿含1224-1225經》，《別譯雜阿含52經》
    一  爾時，世尊住王舍城靈鷲山。

    二  時，天帝釋來詣世尊處，詣已，禮敬世尊立於一面。

▼.I.394.
    三  立一面之天帝釋，以偈白世尊曰：

        人人供犧牲，人人求功德

        積來生功德，何施有大果

    四  [世尊：]  四道咸具足，建立於四果

        而直其正見，僧具慧戒定

        人人供犧性，人人求功德

        積來生功德，施僧有大果

S.11.17.禮敬(帝釋與梵天立於世尊門側)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  時，世尊日中入室靜觀。

    三  時，天帝釋與梵天與沙巷婆提來詣世尊處，詣已，各立於門側。

    四  時，天帝釋於世尊處，唱此偈曰：

        挺立起英雄，戰鬥勝利者

        放下重負人，無債人行世

        卿心善解脫，如十五夜月

I,234. 五  「天王
！不應如是禮敬如來。天王！不應如是禮敬如來。」

        挺立起英雄，戰鬥勝利者

        商隊之主人，無債人行世

        世尊請說法，應有了解者

S.11.18.帝釋之禮敬(具戒出家者.梵行在家人)(1)

▲《雜阿含1112經》，《別譯雜阿含41經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  於此世尊宣說：

    三  諸比丘，遠昔天帝釋呼御者摩多利：「摩多利！準備千頭駿馬之車！我將往園林

    觀賞美景。」

    四  諸比丘！御者摩多利答天帝釋：「唯然！尊者。」牽繫千頭駿馬之車，以告知天

    帝釋：「尊者！千頭駿馬車已備齊，誦知今時。」

    五  諸比丘！時天帝釋走下勝利殿，合掌拜四方。

    六  諸比丘！時御者摩多利，以偈語天帝釋：

▼.I.396.
    七，三明之人眾，地上剎帝利

        及四大天王，有譽忉利等

        諸天悉禮汝，時帝汝之禮

        夜叉初是誰

    八  [帝釋：] 三明之人眾，地上剎帝利

        及四大天王，有譽忉利等

        諸天悉禮我，我今以禮敬

        具戒心長靜，正真出家者

        勤修梵行人，於家修功德

        具戒優婆塞，如法養妻者

        摩多利如是，我乃作禮敬

    九  [摩利多] 帝釋汝禮人，實世最勝者

        婆娑婆如禮，我亦應禮敬

    一0，是語須闍夫，天王摩怯婆

        以禮敬四方，最先乘其車

I,235.

 S.11.19.帝釋之禮敬(漏盡阿羅漢)(2)

▲《雜阿含1111經》，《別譯雜阿含40經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  「諸比丘！遠昔天帝釋呼御者摩多利：「摩多利！牽繫千頭駿馬車！我將往囿園

    觀賞美景。」

    三  諸比丘！御者摩多利答天帝釋：「唯然！尊者。」牽繫千頭駿馬車，以告知天帝

    釋：「尊者，千頭駿馬已備齊，尊者，請知今時。」

    四  諸比丘！時天帝釋走下勝利殿，合掌禮世尊。

    五  諸比丘！時御者摩多利，以偈諸天帝釋：

        婆娑婆天人，悉皆禮敬汝

        帝釋汝之禮，夜叉是誰耶

    六  [帝釋：]  今天於此界，正等正覺者

        崇高心之師，摩多利我禮

        貪瞋乃無明，無餘悉滅盡

▼.I.398.
        漏盡阿羅漢，摩多利我禮

        貪瞋調伏已，以超於無明

        還滅樂有學，不逸修習者

        摩多利我禮

    七  [摩多利] 帝釋汝禮人，實世最勝者

        婆娑婆所禮，我亦奉禮敬

        是語須闍夫，天王摩怯婆

        以敬禮世尊，最先乘其車

S.11.20.帝釋之禮敬(比丘眾)(3)

▲《雜阿含1113經》，《別譯雜阿含42經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  於此，世尊宣說：

I,236. 三  「諸比丘！遠昔天帝釋呼御者摩多利：「摩多利！牽繫千頭駿馬車，我將往囿園

    觀賞美景。]

    四  御摩多利答天帝釋：「唯然！尊者。」牽繫千頭駿馬車，以告知天帝釋：「尊者！

    千頭駿馬車備齊。尊者！請知今時。」

    五  諸比丘！時天帝釋走下勝利殿，合掌以禮比丘眾。

    七  諸比丘！時御者摩多利，以偈語天帝釋：

        持污穢身體，沉淪於屍中

        為飢渴痛苦，此人可尊敬

        婆娑婆出家，等有何可羨

        語聖者等行，我欲聞汝言

    八  [帝釋：] 摩多利我羨，此出家人眾

        彼等從村出，悉除無欲望

        小屋無何藏，無瓶又無鍋

        所望物備他，此以養育身

        賢善語正語，默然正遊方

        諸天修羅戰，摩多利凡夫

        又是相鬥爭，戰中有不戰

▼.I.400.
        自我持武器，中者在靜寂

        執著者之中，在於不執著

        摩多利我乃，禮敬於彼等

    九  [摩多利] 帝釋汝禮人，實世最勝者

        婆娑婆汝禮，我亦當禮敬

    一0，是語須闍夫，天王摩怯婆

        語禮比丘僧，最先乘其車

        此嗢陀南：

        諸天五三度，貧人及所樂

        供犧者禮敬，帝釋之禮敬

註: 40 sumantitamantino說示應諷誦之經、應行頭陀，應吞飲之甘露等善語。
I,237.

第三 帝釋品

 S.11.21.殺(忿最樂寢)

▲《雜阿含1116經》，《別譯雜阿含45經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  時，天帝釋來詣世尊處，詣已，禮敬世尊立於一面。

    三  立一面之天帝釋，以偈語世尊曰：

        殺何物樂眠
         殺何物不悲

        殺害何一法，瞿曇卿讚耶

    四  [世尊：] 殺忿最樂眠，殺忿無有悲

        婆娑婆毒根，以為最上蜜

        殺忿聖者讚，殺此而無悲

S.11.22.醜陋(小夜叉,坐帝釋之座)

▲《雜阿含1107經》，《別譯雜阿含36經》，《增壹阿含45.5經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  於此，世尊宣說：

▼.I.402.
    三  「諸比丘！遠昔有醜陋矮小一夜叉，坐於天帝釋之座。」

    四  「諸比丘！其時，忉利之諸天，以譏嫌、愚癡，而作細語曰：「實希有，實未曾

    有。此醜陋矮小夜叉，坐天帝釋之座。」」

    五  諸比丘！忉利諸天，因譏嫌、愚癡而作細語，其夜叉成為美麗、美觀而宏偉。

    六  諸比丘！時，忉利之諸天到天帝釋處。到已，以此言天帝釋：

I,238. 七  「尊者！醜陋矮小一夜叉，坐汝之座，是故忉利之諸天，實希有，實未曾有，

    此醜陋矮小一夜叉，坐天帝釋之座。語譏嫌、細言。尊者！因忉利之諸天譏嫌、愚

    癡而作細語，其夜叉則成為美麗，美觀而宏偉。尊者！彼或許是食忿夜叉耶？」

    八  諸比丘！時天帝釋來到食忿夜叉處，到已，一肩著衣，右膝著地，合掌禮其食

    忿夜叉，三度自報其名，「尊者！我乃天帝釋，尊者！我乃天帝釋。」

    九  諸比丘！天帝釋自報其名，其夜叉則成醜陋而矮小。成為醜陋短小，則遂沒其

    形。

    一0  諸比丘！時，天帝釋則坐自座，以寬恕忉利之諸天，其時而唱此偈曰：

        我心不易害，不為情波奪

        我長不知怒，於我不起忿

        不言激忿諸，語無不如法

        以思自己利，常以抑自己

S.11.23.(參婆羅)幻術(墮地獄)

▲《雜阿含1118經》，《別譯雜阿含47經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  世尊，以此宣說：

    三  諸比丘！遠昔吠波質底阿修羅王患病，其苦痛烈。

    四  諸比丘！時，天帝釋為探望其病，來到吠波質底阿修羅王處。

    五  諸比丘！吠波質底阿修羅王，見天帝釋從遠方而來，以此語天帝釋：「請醫我！

    天王！」

I,239. 六  「吠波質底！教我參婆羅之幻術。」

    七  「友！我與諸阿修羅敘談。」

    八  諸比丘！時吠波質底阿修羅王，與諸阿修羅敘談：「我以參婆羅之幻術，教天

    帝釋耶？」

▼.I.404.
    九  「不！勿以參婆羅之幻術教天帝釋。」

    一0  諸比丘！時吠波質底阿修羅王，以偈語天帝釋：

        摩怯婆帝釋，須闍夫天王

        幻術導地獄，因此參婆羅

        百年墮地獄

 S.11.24.罪過(謝罪當接受)

▲《雜阿含1108經》，《別譯雜阿含37經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城祇樹給孤獨園……

    二  其時，又有二比丘爭議。一比丘犯罪，另比丘以彼比丘當謝罪，彼比丘不許諾，

    因而起爭議。

    三  時，甚多比丘來詣世尊處，禮敬世尊坐於一面，以此事白世尊：

    四  「世尊！二比丘起爭；一比丘犯罪，另比丘以彼比丘當謝罪，彼比丘不許諾。」

    五  「諸比丘！於罪不見為罪之比丘，不許諾此如法以謝罪之比丘，兩者俱為愚者。」

    六  諸比丘！於罪見為罪之比丘，如法以謝罪，比丘許諾於此，此兩具賢者。

    七  諸比丘！遠昔天帝釋於正法殿，寬恕忉利諸天，其說此偈曰：

I,240.     勿往忿領域，友情勿荒老

        勿以譏不譏，勿云離間語

        如山倒擠人，忿擠於惡者
 S.11.25.無忿(勿勝於忿恨,勿以忿還忿)

▲《雜阿含1108經》，《別譯雜阿含37經》
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  於此世尊言諸比丘，並對諸比丘宣說。

    三  諸比丘！遠昔天帝釋於正法殿，寬恕忉利諸天，其時說此偈曰：

        勿勝於忿恨，勿以忿還忿

        無忿無有害，常住聖者中

        如山倒擠人，忿擠於惡者

        此嗢陀南：

        殺醜陋幻術，無忿於罪過

        以無忿無害，諸天及天子

▼.I.406.
        王魔比丘尼，梵天婆羅門

        森林婆耆沙，夜叉婆娑婆

    第十一 帝釋相應 註

    1 《雜阿含經》卷四0、一二(大正藏2.294a)

    2 tam me Sakka varam disam=Sakkadevasettha tam me varam uttamam thanam okasam

      disam acikkha kathehi(為我說其最勝地點)

    3 同本闕如。

    4 《雜阿含經》卷三五、一二(大正藏2.255a)

    5 《雜阿含經》卷四0、七(大正藏2.292b)

    6 《雜阿含經》卷四0、六(大正藏2.291c)

    7 《雜阿含經》卷四六、一(大正藏2.333b)

    8 《雜阿含經》卷四0、一八(大正藏2.296c)

    9 sapassu=mayi adunbbhattaya sapatham karohi(我誓不質詢譎詐。)

    10 在註中作如瞿迦利比丘(Kokalika)。

    11 如有關於Mahakapi-jataka者。

    12 如提婆達多。

    13 Sujampati Suja之夫之意義，乃帝釋天之稱名。Suja乃波質底阿修羅王之妹。

    14 《雜阿含經》卷四0、一七(大正藏2.296b)

    15 註作恰如看守門尸之人。

    16 利(attha)註為應作之事(kicca)。

    17 《雜阿含經》卷四0、一二(大正藏二.二九四c)

    18 天帝釋之妻須闍，如係吠波質底阿修羅王之妹，則成為親戚。因時而一起作戰，時而一起遊步。

    19 ciradikkhitanam=cira samadinna vatanam(長時執持禁戒)

    20 《雜阿含經》卷四0、一二(大正藏2.295a)

    21 《雜阿含經》卷四0、一(大正藏2.290b)

▼.I.408.
    22 payata-papi為行布施，洗手清淨。

    23 《雜阿含經》卷四0、三(大正藏2.290c)

    24 摩怯婆(Maghava)乃屬於摩怯(Magha)者之義。

    25 purindada原為城市之破壞者之意義，今則轉化為街市之主施者義。

    26 由Sakkaccam至Sakka。

    27 婆娑婆(Vasava)擁有住處者。

    28 千眼者Sahassakkho

    29 天之王Devanam indo

    30 《雜阿含經》卷四0、二(大正藏2.390c)

    31 《雜阿含經》卷四六、二(大正藏2.333c)

    32 同本無此。

    33 cetya=cetiya=cittikatatthena cetyam veditabbo(為各種顏色所裝飾之美麗。)

    34 《雜阿含經》卷四六、三(大正藏2.344a)

    35 同本無此。

    36 乃梵天沙杭巴提之語。

    37 《雜阿含經》卷四0、八(大正藏2.239a)

    38 《雜阿含經》卷四0、一0(大正藏2.239b)

    39 《雜阿含經》卷四0、一一(大正藏2.239c)

    40 sumantitamantino說示應諷誦之經、應行頭陀，應吞飲之甘露等善語。

    41 《雜阿含經》卷四0、一四(大正藏2.295b)

    42 此二偈，出諸天相應七十一經。

    43 《雜阿含經》卷四0、四(大正藏2.291a)

    44 《雜阿含經》卷四0、一六(大正藏2.296a)

    45 《雜阿含經》卷四0、五(大正藏2.291b)

    46 《雜阿含經》卷四0、四(大正藏2.291a)
▼  ▼ ▼ ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼
，

▼. II.1.(漢譯本頁碼)
II,1. (巴利本頁碼)，相  應  部  經  典  二

 歸命彼世尊        應供等覺者

▲Top回目錄
2.因 緣 篇

S.12.第一 因緣相應

第一  佛陀品

 S.12.1.(緣起)法說

《雜阿含298經》，《增壹阿含49.5經》，No.124《緣起經》
▲Top回目錄
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，世尊言諸比丘：「諸比丘！」彼等諸比丘應答世尊曰：「大德！」世尊乃如

▼. II.2.
    是曰：「諸比丘！[我]為汝等說緣起。汝等諦聽，當善思念。我當宣說。」彼等諸

    比丘奉答世尊曰：「大德！唯然。」

    三  世尊如是宣說：「諸比丘！緣起者何耶？諸比丘！緣無明有行，緣行有識，緣識

    有名色，緣名色有六處，緣六處有觸，緣觸有受，緣受有愛，緣愛有取，緣取有有，

    緣有有生，緣生有老死、愁、悲、苦、憂、惱。如是，此乃全苦蘊之集。諸比丘！

    此謂生起。

    四  由無明之無餘、離貪滅，有行滅。由行滅，有識滅。由識滅，有名色滅。由名

 II,2.色滅，有六處滅。由六處滅，有觸滅。由觸滅，有受滅。由受滅，有愛滅。由愛滅，

    有取滅。由取滅，有有滅。由有滅，有生滅。由生滅，有老死、愁、悲、苦、憂、

    惱等滅。如是全苦蘊之滅。」

    五  世尊說此已，彼諸比丘而歡喜、隨喜，世尊之所說。

S.12.2.分別(說緣起)

《雜阿含298經》，《增壹阿含49.5經》，No.124《緣起經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  [爾時，世尊宣說曰：]「諸比丘！我為汝等分別說緣起，汝等諦聽，當善思念。

    我則宣說。」彼等諸比丘答曰：大德！唯然。」

    三  世尊以此宣說曰：

        「諸比丘！何為緣起？諸比丘！緣無明有行，緣行有識，緣識有名色，緣名色有

    六處，緣六處有觸，緣觸有受，緣受有愛，緣愛有取，緣取有有，緣有有生，緣生

    有老死、愁、悲、苦、憂、惱。如是全苦蘊之集。

    四  諸比丘！何為老死？於各種眾生之類，各種眾生之老衰、衰耄、朽敗、白髮、

    皺皮、壽命之頹敗、諸根之耄熟，以此謂之老。於各種眾生之部類，各種眾生之歿、

 II,3.滅、破壞、死、破滅、諸蘊之破壞，遺骸之放棄，此謂之死。如是此老與死，諸比

    丘！以此謂之老死。

    五  諸比丘！何為生？於各種眾生之類，各種眾生之出生、出產、降生、誕生、諸

    蘊之顯現，諸處之獲得，諸比丘！以此謂之生。

    六  諸比丘！何為有？諸比丘！此等有三有：欲有、色有、無色有是。諸比丘！以

    此謂之有。

    七  諸比丘！何為取？諸比丘！此等有四取：欲取、見取、戒禁取、我語取。諸比

▼. II.4.
    丘！以此謂之取。

    八  諸比丘！何為愛？諸比丘！此等有六愛身：色愛、聲愛、香愛、味愛、觸愛、

    法愛，諸比丘！以此謂之愛。

    九  諸比丘！何為受？諸比丘！此等有六受身：眼觸所生之受，耳觸所生之受，鼻

    觸所生之受，舌觸所生之受，身觸所生之受，意觸所生之受是，諸比丘！以此謂之

    受。

    一0  諸比丘！何為觸？諸比丘！有六觸身：眼觸、耳觸、鼻觸、舌觸、身觸、意

    觸是，諸比丘！以此謂之觸。

    一一  諸比丘！何為六處？[諸比丘！此等有六處：]眼處、耳處、鼻處、舌處、

    身處、意處，諸比丘！以此謂之六處。

    一二  諸比丘！何為名色？[諸比丘！]受、想、思、觸、作意、以此謂之名；四

II,4. 大種及四大種所造之色，以此謂之色。如是此名與此色，謂之名色。

    一三  諸比丘！何為識？諸比丘！此等有六識身：眼識、耳識、鼻識、舌識、身識、

    意識是。諸比丘！以此謂之識。

    一四  諸比丘！何為行？諸比丘！此等有三行：身行、口行、心行是。諸比丘！以

    此謂之行。

    一五  諸比丘！何為無明？諸比丘！無知於苦，無知於苦集，無知於苦滅，無知於

    趣苦滅之道，諸比丘！以此謂之無明。

    一六  諸比丘！如是緣無明而有行，緣行而有識……如是全苦蘊之集。因無明之無

    餘、離貪滅，故行滅。因行滅，故識滅……。如是全苦蘊之滅。」

 S.12.3.(邪道跡與正)道跡

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  [爾時，世尊以此宣說：]「諸比丘！[我]為汝等，說
邪道跡與正道跡。[汝

    等]諦聽，當善思念。我則宣說。」彼等諸比丘答世尊曰：「大德！唯然。」世尊以此

    宣說：

    三  「諸比丘！所謂邪道跡者何耶？諸比丘！緣無明而有行，緣行而有識……如斯是

    全苦蘊之集。諸比丘！以此謂邪道跡。

 II,5. 四  諸比丘！所謂正道跡者何耶？因無明之無餘、離貪滅，故行滅，因行滅故識滅

▼. II.6.
    ……如斯是全苦蘊之滅。諸比丘！以此謂正道跡。」

 S.12.4.毘婆尸(菩薩,正念思維)

《雜阿含366經》
    一  [爾時。世尊]住舍衛城。

    二  [爾時。世尊以此宣說：]「諸比丘！毘婆尸世尊、應供、正等覺者正覺之前，

    尚未成正覺，為菩薩時，於正念而思念：「此世間實陷於苦；生、老、衰、歿、再

    生，然又不知出離此苦，不知老死之[出離]。何時能知此苦之[出離]，老死之出

    離耶？」

    三  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「何故有老死？緣何有老死耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有生故有老死，緣生故有老死。」

    四  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「何故有生？緣何有生耶？」諸比丘！

    爾時毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有有故有生，緣有而有生。」

    五  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故而有有？緣何而有有耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有取故而有有，緣取而有有。」

    六  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有取？緣何而有取耶？」諸比

II,6. 丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思維與慧生知解：「有愛故而有取，緣愛而有取。」

    七  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有愛？緣何而有愛耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有受故而有愛，緣受而有愛。」

    八  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有受？緣何而有受耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有觸故而有受，緣觸而有受。」

    九  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有觸？緣何而有觸耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有六處故有觸，緣六處而有觸。」

    一0 諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有六處？緣何而有六處耶？」

    諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有名色故有六處，緣名色而有

    六處。」

    一一  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有名色？緣何而有名色耶？」

    諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有識故有名色，緣識而有名色。」

    一二  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有識？緣何而有識耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有行故有識，緣行而有識。」

▼. II.8.
II,7. 一三  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「有何故有行？緣何而有行耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「有無明故有行、緣無明而有行。」

    一四  如是，緣無明有行、緣行而有識……如是此是全苦蘊之集。

    一五  諸比丘！「是集、是集，」於是毘婆尸菩薩聞前所未聞之法，眼生、智生、慧

    生、明生、光生。

    一六  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無老死？何滅而老死滅耶？」

    諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無生故無老死，生滅乃老死滅。」

    一七  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無生？何滅乃生滅耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無有故無生、有滅乃生滅。」

    一八  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無有？何滅乃有滅耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無取故無有，取滅乃有滅。」

    一九  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無取？何滅乃取滅耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無愛故無取，受滅乃取滅。」

II,8. 二0  諸比丘！爾時毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無愛？何滅乃愛滅耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無受故無愛，受滅乃愛滅。」

    二一  諸比丘！爾時毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無受？何滅乃受滅耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無觸故無受，觸滅乃受滅。」

    二二  諸比丘！爾時毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無觸？何滅乃觸滅耶？」諸比

    丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無六處故無觸，六處滅乃觸滅。」

    二三  諸比丘！爾時毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無六處？何滅乃六處滅耶？」

    諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無名色故無六處，名色滅乃六

    處滅。」

    二四  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無名色？何滅乃名色滅耶？」

    諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無識故無名色，識滅乃名色滅。」

    二五  諸比丘！爾時，毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無識？何滅乃識滅耶？」諸

    比丘！爾時，毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無行故無識，行滅乃識滅。」

 II,9. 二六  諸比丘！爾時毘婆尸菩薩生是思念：「無何故無行？何滅乃行滅耶？」諸比

▼. II.10.
    丘！爾時毘婆尸菩薩以正思惟與慧生知解：「無無明故無行，無明滅乃行滅。」

    二七  如是，此無明滅乃行滅，行滅乃識滅……如是此全苦蘊滅。

    二八  諸比丘！「是滅也、是滅也，」於是毘婆尸菩薩聞前所未聞之法，眼生、智

    生、慧生、明生、光生。」

        七佛之昭說，亦復如是。

 S.12.5.尸棄(菩薩,正念思維)

《雜阿含366經》
        諸比丘！尸棄世尊、應供、正等覺者[正覺前，未成正覺，為菩薩時]，……

S.12.6.第六毘舍浮(菩薩,正念思維)

《雜阿含366經》
        諸比丘！毘舍浮世尊、應供、正等覺者[正覺前，未成正覺，為菩薩時]，……

 S.12.7.第七拘留孫(菩薩,正念思維)

《雜阿含366經》
        諸比丘！拘留孫世尊、應供、正等覺者[正覺前，未成正覺，為菩薩時]，……

S.12.8.第八拘那舍(菩薩,正念思維)

《雜阿含366經》
        諸比丘！拘那舍世尊、應供、正等覺者[正覺前，未成正覺，為菩薩時]，……

 S.12.9.第九迦葉(菩薩,正念思維)

《雜阿含366經》
        諸比丘！迦葉世尊、應共、正等覺者[正覺前，未成正覺，為菩薩時]，……

 S.12.10.第十大釋迦牟尼瞿曇(菩薩,正念思維)

《雜阿含285經》，S.12.53-54.
II,10.       一

    二  諸比丘！我於正覺前，末成正覺，為菩薩時，正念以生是思念：「此世間實陷

    於苦：生、老、衰、歿、再生，然又不知此苦之出離，不知老死之[出離]。何時能

    知此苦之出離、老死之出離耶？」

    三  諸比丘！爾時，我生是思念：「何有故有老死？緣何而有老死耶？」。諸比丘！

    爾時，我以正思惟與慧生知解：「有生故有老死，緣生而有老死。」

    四~一三 諸比丘！爾時，我生是念：「何有故有生？有有、取、愛、受、觸、六

    處、名色、識、行，緣何而有行耶？」諸比丘！爾時，我以正思惟與慧生知解：「有

    無明故有行，緣無明乃有行。」

    一四  如是，緣此無明而有行，緣行而有識……如是此是全苦蘊之集。

    一五  諸比丘！「是集、是集」，我聞前所未聞之法，眼生、智生、慧生、明生、光

    生。

▼. II.12.
，二

    一六  諸比丘！爾時，我生是思念：「無何故無老死，何滅乃老死滅耶？」諸比丘！

    爾時，我以正思惟與慧生知解：「無生故無老死，生滅乃老死滅。」

    一七~二六諸比丘！爾時，我作如是思念：「無何故無生，無有、取、愛、受、

II,11. 觸、六處、名色、識、行，何滅乃行滅耶？」諸比丘！爾時，我以正思惟與慧生知

    解：「無無明故無行，無明滅乃行滅。」

    二七  如是，此無明滅乃行滅，行滅乃識滅……如是此是全苦蘊滅。

    二八  諸比丘！「是滅也、是滅，」於是毘婆尸菩薩未聞前所未聞之法，眼生、智

    生、慧生、明生、光生。」

         於此頌曰：

         法說及分別         道跡毘婆尸

         尸棄毘舍浮         拘留孫那含

         迦葉大釋迦         牟尼尊瞿曇

第二 食品

 S.12.11.食(搏食,觸食,意思食,識食)

《雜阿含371經》，《增壹阿含29.4經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有此等四食，使有情或眾生存住，攝受為生。

        四食者何？或麤、或細之搏食，二是觸食，三是意思食，四是識食。諸比丘！

    此等四食使有情或眾生存住，攝受為生。

    三  諸比丘！此等四食，以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？此等四食

II,12.乃以愛為因、以愛為集、以愛為生、以愛為起。

    四  諸比丘！此愛以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？愛乃以受為因、

    以受為集、以受為生、以受為起。

    五  諸比丘！此受以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？受乃以觸為因、

    以觸為集、以觸為生、以觸為起。

▼. II.14.
    六  諸比丘！此觸以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？觸乃以六處為因、

    以六處為集、以六處為生、以六處為起。

    七  諸比丘！此六處以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？六處乃以名色

    為因、以名色為集、以名色為生、以名色為起。

    八  諸比丘！此名色以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？名色乃以識為

    因、以識為集、以識為生、以識為起。

    九  諸比丘！此識以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？識乃以行為因、

    以行為集、以行為生、以行為起。

    一0 諸比丘！此行以何為因、以何為集、以何為生、以何為起耶？行乃以無明為

    因、以無明為集、以無明為生、以無明為起。

    一一  諸比丘！如是，緣無明而有行，緣行而有識……如是，此是全苦蘊之集。

    一二  無明之無餘，離貪滅、乃行滅，行滅乃識滅……如是，此是全苦蘊滅。」

S.12.12.(具壽)破群那(何故有識食)

《雜阿含372經》
    一  爾時，世尊住舍衛城。[爾時世尊曰：]

II,13. 二  「諸比丘！有此等四食，使友情或眾生存住，攝受為生。四食者何耶？若麤若細

    之搏食，二是觸食，三是意思食，四是識食。諸比丘！此等四食，使有情或眾生存

    住，攝受為生。」

    三  如是說時，尊者牟犁破群那，以此白世尊曰：「大德！誰食識食耶？」

        世尊曰：「[如是]之問乃不正。我[未言眾生或人]「食」。我若言「食」者，則

    「大德！誰食耶？」之問為正。然我不如是言，是故，對不如是言之我唯應問：「大

    德！何故有識食耶？」此為正問。然者其正答：「識食為未來之再有、再生之緣，

    因有識故有六處、緣六處而有觸。」

    四  「大德！誰者是觸耶？」

        世尊曰：「如是之問乃非正。我未言「觸」，我若言「觸」者，則「大德！誰觸耶？」

    之問為正。然我不如是言；是故，對未如是言之我，唯應問：「大德！緣何有觸耶？」

    此乃正問。然其正答：「緣六處有觸，緣觸有受」。」

    五  「大德！誰者感之耶？」

        世尊曰：「如是之問乃非正。我未言「感」，我若言「感」者，則：「大德！誰者感

▼. II.16.
    之耶？」之問為正。然我不如是言，是故，對不如是言之我，唯應問：「大德！緣

    何有受耶？」此乃正問。然其正答：「緣觸而有受，緣受而有愛」。」

    六  「大德！誰者渴之耶？」

II,14.     世尊曰：「如是之問乃非正。我未言「渴」，我若言「渴」者，則：「大德！誰者是

    渴之耶？」之問乃正。然我不如是言，是故，對不如是言之我，唯應問：「大德！

    緣何有愛耶？」此乃正問。然其正答：「緣受有愛，緣愛有取」。」

    七  「大德！誰者取著耶？」

        世尊曰：「如是之問乃非正。我未言「取著」，我若言「取著」者，則：「大德！誰

    者是取著耶？」之問乃正。然我不如是言，是故，對不如是言之我，唯應問：「大

    德！緣何有取耶？」此乃正問。然其正答：「緣愛而有取，緣取而有有」。……

        如是此是全苦蘊之集。

    八  破群那！六觸處之無餘，離貪滅者乃觸滅，觸滅乃受滅，受滅乃愛滅，受滅乃

    取滅，取滅乃有滅，有滅乃生滅，生滅乃老死、愁、悲、苦憂、惱之滅。

    如是，此是全苦蘊之滅。」

 S.12.13.沙門婆羅門(1)

《雜阿含372經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [世尊曰：]「諸比丘！任何沙門、婆羅門，彼等不知老死、不知老死之集、不

II,15.知老死之滅、不知老死滅之道跡、不知生……不知有、不知取、愛、受、觸、六處、

    名色、識、行、不知行之集、不知行之滅、不知行滅之道跡。諸比丘！彼等沙門、

    婆羅門者，即於沙門而非正沙門，於婆羅門而非正婆羅門。又彼尊者等，對沙門之

    義、或對婆羅門之義，於現在為非自知者，為非住入實證者。

    三  諸比丘！任何沙門、婆羅門，彼等知老死、知老死之集、知老死之滅、知老死

    滅之道跡、知生、有、取、愛、受、觸、六處、名色、識、行、知行之集、知行之

    滅、知行滅之道跡。諸比丘！彼等沙門、婆羅門，於沙門為正沙門、於婆羅門為正

    婆羅門。彼尊者等，對沙門之義，與婆羅門之義，於現在為自知者，為住入實證者。」

 S.12.14.(不知老死等法,非正)沙門婆羅門(2)

《雜阿含352、353經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！任何沙門、婆羅門，彼等不知此等法、不知此等

▼. II.18.
    法之集、不知此等法之滅、不知趣此等法之道跡。[彼等沙門、婆羅門，於沙門非正

    沙門，於婆羅門非正婆羅門……。]

    三  不知如何法？不知如何法之集？不知如何法之滅？不知如何法滅之道跡？

    四  不知老死、不知老死之集、不知老死之滅、不知老死滅之道跡、不知生……有、

    取、愛、受、觸、六處、名色、識、行。不知此等之諸法、不知此等諸法之集、不

II,16. 知此等諸法之滅、不知此等諸法滅之道跡。

    五  諸比丘！彼等沙門、婆羅門，於沙門為非正沙門、於婆羅門為非正婆羅門。彼

    尊者等，亦對沙門之義，或婆羅門之義，於現法不能自知、不能住入實證。

    六  諸比丘！雖是何之沙門、婆羅門，如此等之法、知此等法之集、知此等法之滅、

    知此等法滅之道跡。彼等沙門、婆羅門，[於沙門為正沙門、於婆羅門為正婆羅門

    ……。]

    七  知如何法？知如何法之集？知如何法之滅？知如何趣法滅之道跡？

    八  知老死、知老死之集、知老死之滅、知趣老死滅之道跡……生、有、取、愛、

    受、觸、六處、名色、識、行、知行之集、知行之滅、知趣行滅之道跡、知此等之

    諸法、如此等諸法之柴、知此等諸法之滅、知趣此等諸法滅之道跡。

    九  諸比丘！唯彼等沙門、婆羅門，於沙門為正沙門，於婆羅門為正婆羅門；彼尊

    者等亦對沙門之義、婆羅門之義，於現在自知，住入實證。」

 S.12.15.(具壽)迦旃延(此世間非斷非常)

《雜阿含301經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,17.二  爾時，尊者迦旃延來詣世尊處。詣已，禮拜世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之尊者迦旃延，白世尊曰：「大德！所謂正見、正見，大德！正見者何

    耶？」

    四  「迦旃延！此世間多依止於有與無之兩[極端]。」

    五  迦旃延！依正慧以如實觀世間之集者、則此世間為非無者。迦旃延！依正慧以

    如實觀世間之滅者，則此世間為非有者。

【巴】lokasamudayam kho Kaccayana yathabhutam sammappabbaya passato ya loke natthita sa na hoti. lokanirodham kho Kaccayana yathabhutam sammappabbaya passato ya loke atthita sa na hoti. (S II 17) *

【意】迦旃延！當一個人以正確的智慧如實見到世間的集起時，他對世間就不會抱持「無見」；當一個人以正確的智慧如實見到世間的息滅時，他對世間就不會抱持「有見」。

(*巴利本第十二相應以下只標冊號、頁號，至於相應號、經號、段號，因與漢譯本同，故從略。詳參文末「引文出處格式說明」第五項。)

    六  迦旃延！此世間多為方便
所囚、計、取著。聖弟子計使、取著於此心之依處，

    不囚於「予是我，」
無著、無住，苦生則見生，苦滅則見滅，不惑不疑，無緣他

    事，是彼智生。迦旃延！如是乃正見。

【巴】upayupadanabhinivesavinibandho* khvayam Kaccayana loko yebhuyyena. tabcayam upayupadanam cetaso adhitthanam abhinivesanusayam na upeti na upadiyati nadhitthati “atta me”** ti. “dukkham eva uppajjamanam uppajjati, dukkham nirujjhamanam nirujjhati”ti na kavkhati na vicikicchati aparapaccaya banam evassa ettha hoti. ettavata kho Kaccana sammaditthi hoti. (S II 17)

【意】迦旃延！世人大多被執著、執取、計執所束縛，若他的內心沒有執著、執取、住著、以及計執的隨眠－－也就是不執著於「(這是)我的自我」，則他對於「生起時，只是苦生起；息滅時，只是苦息滅」這內容便能無疑、無惑，不靠他人的因緣，而有這樣的智慧。迦旃延！這樣就是正見。

(*“upay-”原作 “upay-”，今依CSCD版改。下同。

**“atta me” 原作 “atta na me”，今依CSCD版改。)
▼. II.20.
    七  迦旃延！說「一切為有，」此乃一極端。說「一切為無，」此乃第二極端。

    迦旃延！如來離此等之兩端，而依中道說法。

    八  緣無明而有行、緣行而有識……如是為全苦蘊之集。

        因無明之無餘，離貪滅乃行滅，行滅乃識滅……如是則是全苦蘊之滅。

II,18.

 S.12.16.說法者(為厭離老死.離貪.滅)

《雜阿含363-365經》，《雜阿含26-27經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，一比丘來詣世尊處。詣已，禮拜世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘白世尊言：「大德！所謂說法者、說法者。說法者是何耶？」

    四  [世尊曰：]「若比丘，為厭離老死、為離貪、為滅而說法者，彼得謂是說法比

    丘。

    五  若比丘，為厭離老死、為離貪、為滅而行，彼得謂是行法
隨順法之比丘。

    六  若比丘
，有厭離老死、離貪、滅、無取著解脫者，彼得謂是達現法涅槃之比

    丘。

    七  若比丘，為生[厭離、離貪、滅]；若比丘，為有……，若比丘，為取……，若

    比丘為愛……受、觸、六處、名色、識、行、無明之厭離、為離貪、為滅而說法者，

    彼得謂是說法比丘。」

    八  若比丘為厭離無明、為離貪、為滅而行，彼得謂是行法隨順法之比丘。

    九  若比丘，有厭離無明、離貪、滅、無取著，解脫者，得謂是現法涅槃之比丘。」

S.12.17.阿支羅(迦葉,苦是自作他作?) 

《雜阿含302經》，No.499《佛為阿支羅迦葉自化作苦經》
    一  如是我聞。爾時世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    二  一時，世尊清晨，著衣持缽，入王舍城行乞。

    三  阿支羅迦葉，見世尊從遠處來，見已而走近世尊，近而與世尊俱相致問及交談、

    可記憶之語，而立於一面。

    四  立於一面之阿支羅迦葉，白世尊言：「我等向尊者瞿曇以問瑣事，若蒙尊者瞿曇

    允諾，請答所問。」

        「迦葉！今乃非問之時，我等即將行入聚落。」

    五  阿支羅迦葉，再白世尊言：「我等向尊者瞿曇以問瑣事，若尊者瞿曇允諾、請

▼. II.22.
    答所問。」

        「迦葉，今乃非問之時，我等將行入聚落。」

    六  阿支羅迦葉三度如是曰：……非問之時，我等將行入聚落。

        如是說時，阿支羅迦葉向世尊如是言：「非多，我等唯欲向尊者瞿曇稍問而已。」

        「迦葉！汝欲問者、即問之。」

    七  「瞿曇！苦是自作耶？如何？」

        世尊曰：「迦葉！並不然！」

    八  「瞿曇！苦是他作耶？如何？」

        世尊曰：「迦葉！並不然！」

    九  「瞿曇！苦是自作而他作耶？」

        世尊曰：「迦葉！並不然！」

II,20. 一0  「瞿曇！苦非自作、非他作、是無因生耶？如何？」

        世尊曰：「迦葉！並不然！」

    一一  「瞿曇！苦是無耶？如何？」

        世尊曰：「迦葉！苦非無，迦葉！苦是有。」

    一二  「然則，尊者瞿曇，不知苦，不見苦耶？」

        「迦葉！我非不知苦，非不見苦：迦葉！我知苦；迦葉！我見苦。」

    一三  「「瞿曇！苦是自作耶？如何？」之問，沙門答云：「迦葉，不然。」「瞿曇！

    苦是他作耶？」如何？之問，沙門答云：「迦葉！並不然。」「瞿曇！苦是自作而他

    作耶？如何？」之間，沙門答云：「迦葉！並不然。」「瞿曇！苦是非自作、非他作、

    無因生耶？如何？」之問，沙門答云：「迦葉！並不然。」「瞿曇！苦是無，如何？」

    之問，沙門答云：「迦葉！苦非無、苦是有。」「然則，尊者瞿曇乃不知苦、不見苦

    耶？」之問，沙門答云：「迦葉！我非不知苦；迦葉！我非不見苦；迦葉！我知苦；

    迦葉！我見苦。」大德！世尊請以苦示我。大德！世尊請以苦說示於我。」

    一四  「迦葉！如作者與受者是同一，汝先以苦是自作者，如是之所說者，是墮於常

    見者。

        迦葉！如作者與受者是相異，於受重壓者苦是他作者，如是之所說者，是墮於

▼. II.24.
    斷見者。

    一五  迦葉！如來說：離此等兩極端之法。緣無明而有行，緣行而有識……如是則

II,21. 為全苦蘊之集。由無明之無餘、離貪滅，乃行滅，由行滅乃識滅……如是則是全苦

    蘊之滅。」

    一六  如是說時，阿支羅迦葉白世尊言：「大德！最殊勝；大德！最殊勝；大德！譬

    如能使倒者復起……如暗中持來燈火，有眼之士可以見物，世尊為說種種法。大德！

    我歸依世尊！歸依法與僧伽。大德！唯我欲於世尊之處出家，得具足戒。」

    一七  「迦葉！曾為異學者，願於此法與律出家，欲受具足戒者，得經四月之別住試

    練後，欲作比丘，方可出家，使受具足戒成為比丘。雖然，我亦知人之有差別。」

    一八  「大德！若曾為異學者，若願於此法與律出家，而欲受具足戒者，須四月別住，

    經四月別住之試練後，欲作比丘者，可使出家，使受具足戒成為比丘，則我願別住

    四年，經四年別住之試練後，出家為比丘，使受具足戒成為比丘。」

    一九  如是，阿支羅迦葉於世尊之處得出家，受具足戒。

         四

    二0  尊者迦葉，受具足戒不久、獨退居、不放逸、精勤、住於專注，不久以正良

II,22. 家之子，出家而為無家，對無上之究竟梵行，於現法自知，入住實證，如生已盡，

    梵行已成，應作已作，更不來此再生。

    二一  如是，尊者迦葉，成為一阿羅漢。

 S.12.18.(遊方者)玷牟留(苦是自作他作?) 

《雜阿含303經》
    一  [爾時世尊]住舍衛城。

    二  爾時，遊方者玷牟留來詣世尊處。詣已，與世尊俱相致問及交談可記憶之語，

    而坐於一面。

    三  坐於一面之遊方者玷牟留，白世尊言：「瞿曇！苦樂是自作耶？如何？」

        世尊曰：「玷牟留！並不然。」

    四  「瞿曇！苦樂是他作耶？如何？」

        世尊曰：「玷牟留！並不然。」

    五  「瞿曇！苦樂是自作而他作耶？如何？」

▼. II.26.
        世尊曰：「玷牟留！並不然。」

    六  「瞿曇！苦樂乃非自作、非他作、是無因生耶？如何？」

        世尊曰：「玷牟留！並不然。」

    七  「瞿曇！苦樂是無耶？如何？」

    八  「玷牟留！苦樂是非無；玷牟留！苦樂是有。」

        「然則，尊者瞿曇不知、不見苦樂耶？」

    九  「玷牟留！我非不知、不見苦樂；玷牟留！我知苦樂；玷牟留！我見苦樂。」

II,23. 一0  「「瞿曇！苦樂是自作耶？如何？」之問，沙門云：「玷牟留！並不然。」「瞿

    曇！苦樂是自作、他作耶？如何？」之問，沙門云：「玷牟留！並不然。」「瞿曇！

    苦樂是非自作、非他作、是無因生耶？如何？」之問，沙門云：「玷牟留！並不然。」

    「瞿曇！苦樂是無耶？如何？」之問，沙門云：「玷牟留！苦樂是非無；玷牟留！

    苦樂是有。」「然則大德！瞿曇是不知苦樂、不見苦樂耶？」之問，沙門云：「玷牟

    留！我非不知苦樂、不見苦樂。玷牟留！我知、見苦樂。」「尊者瞿曇！請為我說示

    苦樂；尊者瞿曇！請為我說示苦樂。」

    一一  如「受與感者是同一。」玷牟留！如汝先所云：「苦樂是自作，」我不如是言。

    一二  如「受與感者是相異。」玷牟留！如受重壓者：「苦樂是他作。」我不如是言。

    一三  玷牟留！離此等之兩極端，如來依中道說法。

        緣無明而有行，緣行而有識……如是則為全苦蘊之集。由無明無餘、離貪滅，

    乃行滅，由行滅乃識滅……如是此是全苦蘊滅。」

    一四  如是言時，遊方者玷牟留白世尊言：「瞿曇！是最殊勝……我歸依世尊，歸依

    法與比丘僧。大德！請攝受我，今日以後，終身歸依為優婆塞。」

 S.12.19.愚與賢(之差別)

《雜阿含294經》 
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  世尊曰：「諸比丘！被無明所覆、渴愛所繫之愚夫，生如是之身，依此身
與外

II,24. 之名色，如是依此二者，有觸、六觸處。愚夫於此等之﹝六﹞，若依其一，經驗所觸

    之苦樂。

    三  諸比丘！有被無明所覆、渴愛所繫之賢者，生如是之身，依此身與外之名色，

    依如是此二者，有觸、六觸處。賢者對此等之﹝六﹞、若依其一，經驗所觸之苦樂。

▼. II.28.
    四  諸比丘！然而，賢者與愚者有如何之差別？其差別、差異如何耶？」

    五  「大德！對我等，法乃以世尊為根，以世尊為導者，以世尊為所依。善哉！大德！

    請述此等語之意義，諸比丘聞世尊之語已，當受持奉行。」

    六  「諸比丘！再當諦聽，當善思念，我則為說。」

        彼諸比丘答世尊曰：「大德！唯然。」

    七  世尊曰：諸比丘！唯愚夫被無明所覆、渴愛所繫以生此身。在愚夫不斷無明、

    不盡渴愛。所以者何？諸比丘！愚夫不行梵行，實乃不行苦之滅。然而，愚夫身壞

    命終後，還再生身；彼生身故，則不得解脫生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱，所

    以找說由苦不能解脫。

    八  諸比丘！唯賢者，被無明所覆、渴愛所繫以生此身。然而，有賢者斷彼無明、

    盡其渴愛。所以者何？諸比丘！賢者行梵行，實乃行苦之滅。然而，賢者身壞[命

II,25. 終後]，不再生身。彼不生身故，則解脫生、老死、愁、悲、苦、憂，惱。所以我說

    由苦而解脫也。

    九  諸比丘！賢者與愚者有此之別、有此差異、有此差別。此即梵行住者。」

 S.12.20.緣(起及緣生法)

▲《雜阿含296經》
 一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  世尊曰：「諸比丘！我為汝等說緣起及緣生之法，汝等諦聽，當善思念，我則為

    說」。

        彼諸比丘奉答世尊曰：「大德！唯然。」世尊曰：

    三  「諸比丘！何為緣起耶？諸比丘！緣生而有老死。如來出世，或如來不出世，此

    事之決定、法定性、法已確立，即是相依性。如來證於此，知於此。證於此、知於

    此，而予以教示宣佈，詳說、開顯，分別以明示，然而即謂：「汝等，且看！」

    四  諸比丘！緣生而有老死。諸比丘！緣有而有生。諸比丘！緣取而有有。諸比丘！

    緣愛而有取。諸比丘！緣受而有愛。諸比丘！緣觸而有受。諸比丘！緣六處而有觸。

    諸比丘！緣名色而有六處。諸比丘！緣識而有名色。諸比丘！緣行而有識。諸比丘！

    緣無明而有行。如來出世、或不出世，此事之決定、法定性、法已確立，即相依性。

II,26. 如來證知。此已證知而予以教示宣佈，詳說、開顯、分別以明示，然而即謂「汝等，

    且看！」

▼. II.30.
    五  諸比丘！緣無明而有行。諸比丘！於此有如不虛妄性、不異如性、相依性者，

    諸比丘！此謂之緣起。

    六  諸比丘！何為緣生之法耶？諸比丘！老死是無常、有為、緣生、滅盡之法，敗

    壞之法，離貪之法，滅法。

    七  諸比丘！生是無常、有為、緣生、滅盡之法、敗壞之法、離貪之法、滅法。

    八  諸比丘！有是無常、有為、緣生、滅盡之法、敗壞之法、離貪之法、滅法。

    九~一六 諸比丘！取為……諸比丘！愛為……諸比丘！受為……諸比丘！觸是

    ……諸比丘！六處是……諸比丘！名色是……諸比丘！識是……諸比丘！行是……

    一七  諸比丘！無明是無常、有為、緣生、滅盡之法、離貪之法、滅法。諸比丘！

    此等謂之緣生法。

    一八  諸比丘！聖弟子對此緣起及緣生之法，以正慧如實善見故，彼憶起宿世，即：

    「我於過去世有耶？我於過去世無耶？何故於過去世有耶？於過去如何有耶？於過

    去世如何有耶？如何而有耶？」

    一九  [彼聖弟子，]馳思未來：即：「我於未來世有耶？於未來世無耶？何故於

II,27. 未來世有耶？如何於未來世有耶？我於未來世何有？如何而有之耶？」

    二0  [又聖弟子]，於今之現世就已有惑。即：「有我耶？無我耶？何故有我耶？

    如何有我耶？此眾生來自何處耶？彼將赴何處耶？」不知其理。

    二一  所以者何？諸比丘！聖弟子如實對此緣起及此等緣生之法，以正慧善見故。」

         此頌曰：

         食與破群那        沙門婆羅門

         迦旃延法說        支羅玷牟留

         對愚之賢者        第十則為緣

第三 十力品

 S.12.21.(如來)十力(1)

▲《增壹阿含46.3經》
▼. II.32.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  世尊宣曰：「諸比丘！如來具足十力，具足四無所畏，示知牛王之事，於眾中作

    獅子吼，轉梵輪，濟度眾生。

 II,28.   [所謂]：色如是如是，色之集如是如是，色之滅如是如是；受如是如是，受之

    集如是如是，受之滅如是如是；想如是如是，想之集如是如是，想之滅如是如是；

    行如是如是，行之集如是如是，行之滅如是如是；識如是如是，識之集如是如是，

    識之滅如是如是。

        此有時即彼有，此生時即彼生。此無時即彼無，此滅時即彼滅。

    三  即緣無明有行，緣行有識……如是此是全苦蘊之集。

    四  依無明之無餘，依離貪滅乃行滅，依行滅乃識滅……如是此為全苦蘊之滅。」

 S.12.22.(如來)十力(2)

《雜阿含348經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二~四  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！如來具足十力……如是此是全苦蘊之滅。

    五  諸比丘！如是，由我善說於法，明確開顯說示斷紐。

    六  諸比丘！如是，由我善說，明確開顯說示斷紐之法，使良家之子，依信而出家

    具足修行精進，又於身體皮膚與腱與骨，殘餘，血肉枯竭，依人之勇猛、人之精進、

    人之精勤，應達未達者，則不捨離精進。

II,29. 七  諸比丘！所以者何？懈怠者住於苦，被惡不善法所覆，使大利衰微。諸比丘！

    精勤者住於樂，遠離惡不善法，使大利滿足。

    八  諸比丘！依劣則無能達於第一者。諸比丘！依第一則能達第一。諸比丘！師現

    前即以此梵行為第一者。諸比丘！為使未達者能達，未得者能得，未實證者能實證，

    實當應精勤。

    九  如是，此我等之出家不為空，有果，有果報。依此我等受用衣服、飲食、臥具、

    病藥資具。此等雖為卑下之物，然於我等為大果、大利。

    一0  諸比丘！汝等即當如是學。諸比丘！唯依觀於自利、行不放逸具足。諸比丘！

    唯依觀於他利，行不放逸具足。諸比丘！唯依觀於俱利、行不放逸具足。」

 S.12.23.緣(滅智之緣等)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.34.
    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！我依知、見說漏之滅盡，非不知、不見而說。

    三  諸比丘！如何知、如何見為漏之滅盡耶？色如是如是，色之集如是如是，色之

    滅如是如是；受如是如是……想如是如是；行如是如是；識如是如是，識之集如是

    如是，識之滅如是如是。諸比丘！如是知、如是見，為漏之滅盡。

II,30. 四  諸比丘！滅盡之時，我說於滅之智為有緣而非無緣。

    五  諸比丘！何為滅智之緣耶？當謂「是解脫。」諸比丘！我說解脫是有緣而非無

    緣。

    六  諸比丘！何為解脫之緣耶？當謂「是離貪。」諸比丘！我說離貪是有緣而非無

    緣。

    七  諸比丘！何為離貪之緣耶？當謂「是厭離。」諸比丘！我說厭離是有緣而非無

    緣。

    八  諸比丘！何為厭離之緣耶？當謂「是如實知見。」諸比丘！我說如實知見是有

    緣而非無緣。

    九  諸比丘！何為如實知見之緣耶？當謂「是三摩地。」諸比丘！我說三摩地是有

    緣而非無緣。

    一0 諸比丘！何為三摩地之緣耶？當謂「是樂。」諸比丘！我說樂是有緣而非無

    後。

    一一  諸比丘！何為樂之緣耶？當謂「是輕安。」諸比丘！我說經安是有緣而非無

    緣。

    一二  諸比丘！何為經安之緣耶？當謂「是喜。」諸比丘！我說喜是有緣而非無緣。

    一三  諸比丘！何為喜之緣耶？當謂「是悅。」諸比丘！我說悅是有緣而非無緣。

    一四  諸比丘！何為悅之緣耶？當謂「是信。」諸比丘！我說信是有緣而非無緣。

II,31. 一五  諸比丘！何為信之緣耶？當謂「是苦。」諸比丘！我說苦是有緣而非無緣。

    一六  諸比丘！何為苦之緣耶？當謂「是生。」諸比丘！我說生是有緣而非無緣。

    一七  諸比丘！何為生之緣耶？當謂「是有。」諸比丘！我說有是有緣而非無緣。

    一八  諸比丘！何為有之緣耶？當謂「是取。」諸比丘！我說取是有緣而非無緣。

    一九  諸比丘！何為取之緣耶？當謂「是愛。」諸比丘！我說愛是有緣而非無緣。

    二0~二五  諸比丘！何為愛之緣耶？當謂「是受。」……當謂「是觸」……當謂

▼. II.36.
    「是六處。」……當謂「是名。」……當謂「是識。」……當謂「是行。」諸比丘！

    我說行是有緣而非無緣。

    二六  諸比丘！何為行之緣耶？當謂：「是無明。」

        諸比丘！如是緣無明而有行，緣行而有識，緣識而有名色，緣名色而有六處，

    緣六處而有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，緣愛而有取，緣取而有有，緣有而有生，

    緣生而有苦，緣苦而有信，緣信而有悅，緣悅而有喜，緣喜而有輕安，緣輕安而有

    樂，緣樂而有三摩地，緣三摩地而有如實知見，緣如實知見而有厭離，緣厭離而有

II,32. 離貪，緣離貪而有解脫，緣解脫於滅有智。

    二七  諸比丘！譬如天降雨於山頂，落大粒時，其水轉向低處、充滿山側之洞穴、

    罅、隙、壑，充滿山側之洞穴、罅、隙、壑，更充滿小池，充滿小池更充滿大池，

    充滿大池更充滿小河，充滿小河更充滿大河，充滿大河，繼而充之於海，大海。

    二八  諸比丘！同於此者，緣無明而有行，緣行而有識，緣識而有名色，緣名色而

    有六處，緣六處而有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，緣愛而有取，緣取而有有，緣

    有而有生，緣生而有苦，緣苦而有信，緣信而有悅，緣悅而有喜，緣喜而有輕安，

    緣輕安而有樂，緣樂而有三摩地，緣三摩地而有如實知見，緣如實知見而有厭離，

    緣厭離而有離貪，緣離貪而有解脫，緣解脫而有滅智。」

 S.12.24.異學(苦是自作他作)

《雜阿含343經》
    一  [爾時，世尊]住王舍城竹林。

，一

    二  爾時，尊者舍利弗清晨著衣、持缽，入王舍城乞食。

    三  時，尊者舍利弗生此思念：「至王舍城乞食，為時尚早，我寧往詣異學遊方者之

    園。」

II,33. 四  爾時，尊者舍利弗則行近異學遊方者之園。近彼等異學遊方者，與之相互致問，

    交談可記憶之語後，坐於一面。

        向坐於一面之尊者舍利弗，彼等異學遊方者作如是言曰：

    五  「友，舍利弗！有業論者沙門、婆羅門說示：「苦是自作。」友，舍利弗！又有

    業論者沙門、婆羅門說示：「苦是他作。」友，舍利弗！又有業論者沙門、婆羅門

    說示：「苦是自作、亦他作。」友，舍利弗！又有業論者沙門、婆羅門說示：「苦

▼. II.38.
    非自作、亦非他作、乃無因生也。」

    六  「友，舍利弗！於此沙門瞿曇是如何說？作如何語耶？若我等答沙門瞿曇之所

    說，應如何說示耶？我等不可依無實而對沙門瞿曇有所毀謗。我等將說示法隨順法，

    任何
說隨順說之同學將不住於難詰處。」

    七  「友！世尊云：苦乃由緣生。依何而成耶？依觸而成。唯世尊作如是之所說，對

    世尊，無以無實而予謗毀，我等說示法隨順法，任何人之同學說隨順說者，不住於

    難詰處。」

    八  「友！然而，業論者說示：「苦是自作。」沙門、婆羅門亦云：「緣觸而有苦。」

    業論者說示：「苦是他作。」沙門、婆羅門亦云：「緣觸而有苦。」又業論者說示：

    「苦是自作、他作。」沙門、婆羅門亦云：「緣觸而有苦。」又業論者說示：「苦

II,34. 非自作非他作、是無因生。」沙門、婆羅門亦云：「緣觸而有苦也。」」

    九  「友！業論者說示：「苦為自作。」沙門、婆羅門，實者「不依24觸而得經驗，」

    彼不知此理。又業論者說示：「苦是他作。」沙門、婆羅門，實者「不依觸而得經

    驗，」彼不知此。又業論者說示：「苦是自作亦他作，」沙門、婆羅門，實者「不

    依觸而得經驗，」彼不知此。又業論者說示：「苦非自作亦非他作，乃無因生，」

    沙門婆羅門，實者「不依觸而得經驗，」彼不知此理。」

，二

    一0   尊者阿難聞尊者舍利弗與彼等異學遊方者之論議。

    一一  爾時，尊者阿難至王舍城乞食，由乞食還，食後來詣世尊處。詣已，禮敬世

    尊，坐於一面。

        坐於一面之尊者阿難，悉將尊者舍利弗與彼等異學遊方者之論議，以告世尊。

    一二  「善哉！善哉！阿難！如舍利弗之正當說示，予說示。阿難！「苦是緣生，」

    此乃我之所告。緣何如是耶？是依觸。如是乃我所說者。無以無實謗我，任何人之

    同學說隨順說者、不住於難詰處。

    一三  然則阿難！業論者沙門、婆羅門說示：「苦是自作」亦云：「緣觸而有苦」．

II,35. 業論者沙門、婆羅說示：「苦是非自作、非他作、為無因生。」亦云：「緣觸而有苦」。

    一四  然則阿難！業論者之沙門、婆羅門說示：「苦是自作，」實者「不依於觸而

    無苦之經驗，」彼不知於此處。……業論者之沙門婆羅門說示：「苦非自作、非他

▼. II.40.
    作、乃無因生，」實者「不依於觸而不得經驗，」彼實不知於此處。

    一五  阿難！爾時，我住王舍城竹林栗鼠養餌所。

    一六  阿難！爾時，我清晨著衣、持缽，入王舍城乞食。

    一七  阿難！當時我生是思念：「行至王舍城乞食，為時尚早，我何不先詣異學遊方

    者之園。」

    一八  阿難！爾時，我來異學遊方者之園。至已，與彼等異學遊方者俱相致問、交

    談問候，可記憶之語後，坐於一面。

        阿難！彼等異學遊方者，對坐於一面之我作如是言曰：

    一九  「友，瞿曇！業論者之沙門、婆羅門有說示：「苦為自作。」友，瞿曇！業論

    者之沙門、婆羅門有說示：「苦為他作。」友，瞿曇！又業論者之沙門、婆羅門有

    說示：「苦是自作、他作。」友，瞿曇！又業論者之沙門、婆羅門有說示：「苦非

    自作、亦非他作、乃無因生。」

    二0  於此尊者瞿曇作如何說？作如何語耶？若我等答尊者瞿曇之所說，應如何說

II,36. 示耶？不可或有無實、毀謗尊者瞿曇。我等說示法隨順法。任何人之同學說隨順說

    者，不住於難詰處。

    二一  阿難！如是云耶？我對彼等異學遊方者作如是言：「友！我說：「苦是由緣

    生。緣何而成耶？是緣觸。如是唯我之所說，無以無實謗我，說示法隨順法，任何

    人之同學說隨順說者，則不住於難詰處。」」

    二二  然則友！業論者之沙門、婆羅門說示：「苦為自作」亦云：「緣觸
而有苦」

    ……業論者之沙門婆羅門說示：「苦為非自作、非他作、無因生。」亦云：「緣觸

    而有苦。」

    二三  友！業論者之沙門婆羅門說示：「苦是為自作、」「不依於觸、不得經驗，」

    彼實不知於此處。……業論者之沙門、婆羅門說示：「苦是非自作、非他作、無因

    生，」「不依於觸，即不得經驗，」彼實不知於此處。

    二四  「大德！是稀有！大德！是未曾有！實於一句之中不能道盡一切之義。大德！

    若對此義予詳說，將更見甚深、深遠者。」

    二五  「然者，阿難！於此，汝為顯示之！」

▼. II.42.
    二六  「大德！若向我如是問：「友，阿難！老死之因是如何？集是如何？生是如

    何？起是如何？」我對如是問，則如是說示：「友！老死乃以生為因、以生為集、

    以生為生、以生為起也。」大德！我對如是為問，則作如是說。」

II,37. 二七  「大德！若對我作如是問：「友！阿難！生之因是如何？集是如何？生是如

    何？起是如何？」大德！我對如是問，則如是說示：「友！生乃以有為因、以有為

    集、以有為生、以有為起也。」大德！我對如是問則為如是說。」

    二八  「大德！若對我作如是問：「友！阿難！有之因是如何？集是如何？生是如

    何？起是如何？」大德！我對如是問，則如是說示：「友！有乃以取為因、以取為

    集、以取為生、以取為起。」大德！我對如是問，則作如是說。」

    二九~三一 「大德！若對我作如是問：「友！取之因是如何？……友！愛之因是如

    何？……友！受之因是如何？……」大德！若對我如是問：「友！阿難！觸之因是

    如何？集是如何？生是如何？起是如何？」大德！我對如是問，則作如是說示：

    「友！觸以六處為因、以六處為集、以六處為生、以六處為起。」「友！由六觸處之

    無餘，依離貪滅，乃觸滅，觸滅乃受滅，受滅乃愛滅，受滅乃取滅，取滅乃有滅，

    有滅乃生滅，生滅乃老死、愁、悲、苦、憂、惱滅。如是乃全苦蘊之滅。」大德！

    我對如是問，則作如是說。」

 S.12.25.(具壽)浮彌(苦是自作他作)

《雜阿含343經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

，一

    二  爾時，尊者浮彌於日暮自宴坐起，來詣尊者舍利弗之處。詣已，與尊者舍利弗

II,38. 俱相致問，交談問候及可記憶之語後，坐於一面。

    坐於一面之尊者浮彌，向尊者舍利弗作如是言：

    三  「友！舍利弗！業論者之沙門、婆羅門有說示：「苦樂是自作。」友！舍利弗！

    又業論者之沙門、婆羅門有說示：「苦樂是他作。」友！舍利弗！又業論者之沙門、

    婆羅門有說示：「苦樂是自作而他作。」友！舍利弗！又業論者之沙門、婆羅門有

    說示：「苦樂是非自作，非他作，乃無因生。」

    四  友！舍利弗！於此世尊作如何說？作如何語耶？若我等應答世尊之所說，則應

    如何說示耶？不應以無實誹謗世尊。我等說示法隨順法。任何人之同學說隨順說者，

▼. II.44.
    不往於難詰處。」

    五  「友！世尊說：「苦樂是緣生。」依何而生耶？依觸乃有苦樂，如是世尊之所說，

    因無以無實，不可謗世尊，說示法隨順法，任何人之同學說隨順說者，則不住於難

    詰處。

    六  然則，友！彼等業論者之沙門、婆羅門說示：「苦樂是自作」；亦云：「緣觸乃

    有苦樂。」……彼等業論者之沙門、婆羅門說示：「苦樂為非自作、非他作、為無

    因生，」亦云：「緣觸乃有苦樂。」

II,39. 七  友！彼業論者之沙門、婆羅門說示：「苦樂為自作」，「不依觸無有經驗」彼實

    不知此處……彼等業論者之沙門、婆羅門說示：「苦樂為非自作、非他作、無因生，」

    「不依觸無經驗，」彼實不知此處。

，二

    八  時，尊者阿難，聞尊者舍利弗與尊者浮彌之此論議。

    九  爾時，尊者阿難來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    坐於一方之阿難，將尊者舍利弗與尊者浮彌之論議，悉奉白世尊。

    一0  「苦哉，善哉！阿難！說示如舍利弗者是正說示。阿難！是即：「苦樂是緣生，」

    是我所說。「緣何如是？是緣觸也。」如是乃我所說者，無有無實謗我，任何人之同

    學說隨順說者，不住於難詰處。

    一一  然則阿難！彼等業論者之沙門、婆羅門說示：「苦樂是自作，」亦云：「緣

    觸有苦樂，」……業論者之沙門婆羅門說示：「苦樂是非自作、非他作、無因生了」

    亦云：「緣觸而有苦樂。」

    一二  若然，阿難！彼等業論者之沙門、婆羅門說示：「苦樂是自作，」「不依觸、

    無苦樂經驗，」彼實不知此處。……彼等業論者之沙門婆羅門說示：「苦樂是非自

    作、亦非他作、是無因生」；「不依觸、無苦樂經驗」彼實不知此處。

II,40. 一三  阿難！於身以身思為因，生內之苦樂。阿難！於語以語思為因，生內之苦樂。

    阿難！於意以意思為因，生內之苦樂。

    一四  阿難！緣無明，以自身行，緣此生內之苦樂。阿難！緣無明，以為他身行，

    緣此生內之苦樂。阿難！正心為身行，緣此生內之苦樂。阿難！非正心為身行，緣

    此生內之苦樂。

▼. II.46.
    一五  阿難！為自語行，緣此而生內之苦樂。阿難！為他語行，緣此而生內之苦樂。

    一六  阿難！正心……阿難、非正心為語行，緣此而生內之苦樂。

    一七  阿難！為自意行，緣此而生內苦樂。阿難！為他意行，緣此而生內之苦樂。

    一八  阿難！正心……阿難！非正心，為意行，緣此而生苦樂。

    一九  阿難！於此等諸法，不生無明。阿難！由無明之無餘、離貪、滅，無有其身

    緣此而生內之苦樂。無有其語緣此而生內之苦樂。無有其意緣此而生內之苦樂。緣

II,41. 此而生內之苦樂，無其田(無生起之餘地)、無其事、無其理、無其論事。

 S.12.26.(具壽)優波摩那(苦是自作他作)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，尊者優波摩那來詣世尊之處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

        坐於一面之尊者優波摩那，向世尊作是言曰：

    三  「大德！有沙門、婆羅門說示：苦是自作。大德！又有沙門、婆羅門說示苦是

    他作。大德！又有沙門、婆羅門說示苦是自作亦他作。大德！又有沙門、婆羅門說

    示苦是非自作、非他作、無因生。

    四  大德！於此，世尊是作如何說？如何語耶？若我等答世尊之所說，應如何說示

    耶？不可無實謗世尊。我等說示法隨順法。任何人之同學說隨順說者，將不住於難

    詰處。

    五  「優波摩那！我說：「苦是緣生。」「依何而成耶？依觸而有苦。」如是是我所

    說，無有因無實謗我，說示法隨順法，任何人之同學說隨順說者，則不住於難詰處。

    六  然則優波摩那！彼等沙門、婆羅門說示：「苦是自作，」亦云：「緣觸有苦」

    ……彼等沙門婆羅門說示：苦是非自作、非他作、是無因生，」亦云：「緣觸而有

    苦」。

II,42. 七  然則優波摩那！沙門、婆羅門說示：「苦是自作，」「不依觸、無得經驗，」彼

    實不知此處。……沙門婆羅門說示：「苦是非自作、非他作、無因生，」「不依觸無

    得經驗，」彼實不知此處。

 S.12.27.緣(知緣起緣滅,入法流)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]：「諸比丘！緣無明而有行，緣行而有識，……如是，此為全

▼. II.48.
    苦蘊之集。」

    三  諸比丘！何為老死耶？於各種眾生之類，各種眾生之老衰、衰耄、朽敗、白髮、

    皺皮、壽命之頹敗、諸根之耄熟，此謂之老。於各種眾生之部類，各種眾生之歿、

    滅、破壞、死、破滅、諸蘊之破壞、遺骸之放棄，此謂之死。如是此之老與此之死，

    諸比丘！此謂之老死。

    四  由生之集，而有老死之生起。由生滅，而有老死滅，唯此八支聖道，是趣老死

    滅之道跡。即正見、正思、正語、正業、正命、正精進、正念、正定。

    五  諸比丘！生者何耶？
……

    六  諸比丘！有者何耶？……

    七  諸比丘！取者何耶？……

II,43. 八  諸比丘！愛者何耶？……

    九  諸比丘！受者何耶？……

    一0 諸比丘！觸者何耶？……

    一一  諸比丘！六處者何耶？……

    一二  諸比丘！名色者何耶？……

    一三  諸比丘！識者何耶？……

    一四  諸比丘！行者何耶？諸比丘！有此等三行：[即]身行、語行、心行。諸比

    丘！此等謂之行。

    由無明之集，而有行之生起；由無明之滅，而有行之滅。唯此八支聖道，乃趣行滅

    之道跡。即正見……正定。

    一五  諸比丘！聖弟子知如是之緣，知如是之緣起，知如是之緣滅，知趣如是緣滅

    之道跡。諸比丘！此等聖弟子謂達見
，亦云達見，謂達此正法，謂見此正法，謂

    具足學智，謂具足學明，謂入於法流，謂聖明達慧，亦謂建立不死之扉。

 S.12.28.比丘(知老死.集.滅.滅之道跡,入法流)

《雜阿含355經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，世尊曰：

    三  「諸比丘！此處有比丘，如老死、知老死之集、知老死之滅、知趣老死滅之道跡。

    ……

▼. II.50.
    四  知生，……

    五  知有，……

    六  知取，……

II,44.七  知愛，……

    八  知受，……

    九  知觸，……

    一0 知六處，……

    一一  知名色，……

    一二  知識，……

    一三  知行，知行之集、知行之滅、知趣行滅之道跡。

    一四  諸比丘！老死者何耶？於各種眾生之類，各種眾生之老衰、衰耄、朽敗、白

    髮、皺皮、壽命之頹敗、諸根之耄熟，此謂之老。於各種眾生之部類，各種眾生之

    歿、滅、破壞、死、破滅、諸蘊之破壞、遺骸之放棄，此謂之死。如是此之老與此

    之死，諸比丘！此謂之老死。

    一五  由生之集，而有老死之生起，由生之滅，而有老死之滅。唯此八支聖道，乃

    趣老死滅之道跡。即：正見……正定。

    一六~二四 諸比丘！生者何耶？……諸比丘！有者何耶？……諸比丘！取者何

    耶？……諸比丘！愛者何耶？受、觸、六處、名色、識者何耶？……

    二五  諸比丘！行者何耶？諸比丘！有此等之三行。即：身行、語行、心行是。諸

    比丘！此等謂之行。

        由無明之集，而有行之生起，由無明之滅、而有行之滅。唯此八支聖道，乃趣

    行滅之道跡。即：正見……正定是。

    二六  諸比丘！有比丘，知如是之老死、知如是老死之集、知如是老死之滅、知如

    是趣老死滅之道跡。

    二七~三六 知如是生……有、取、愛、受、觸、六處、名色、識、行，知行之集、

II,45. 知行之滅、知如是趣行滅之道跡。

    三七  諸比丘！對此，比丘謂之達見，亦云達見、達此正法、見此正法、具足學明、

    入於法流、聖明達慧，建立不死之扉。

▼. II.52.
 S.12.29.沙門婆羅門(知老死.集.滅.滅之道跡) (1)

《雜阿含353、354經》，S.12.71-81.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

         一

    二~一二 [爾時，世尊曰：]「諸比丘！如何沙門或婆羅門，不知老死、不知老死

    之集、不知老死之滅、不知趣老死滅之道跡。……不知是生……有、取、愛、受、

    觸、六處、名色、識、不知行，不知行之集、不知行之滅、不知趣行滅之道跡。

    一三  諸比丘！不知此等之彼等沙門或婆羅門，於沙門非正沙門、於婆羅門非正婆

    羅門。又彼尊者等對沙門之義，或婆羅門之義，於現法自知，非入實證而住者。

，二

    一四～二四 諸比丘！如何沙門、或婆羅門，知老死、知老死之集、知老死之滅、

    知趣老死滅之道跡、知生……有、取、愛、受、觸、六處、名色、識、行，知行之

 46 集、知行之滅、知趣行滅之道跡。

    二五  諸比丘！知此等之彼等沙門或婆羅門，於沙門是正沙門，於婆羅門是正婆羅

    門。彼尊者等對沙門之義、與婆羅門之義、於現法得自知入實證而住者。

S.12.30.沙門婆羅門(知老死.集.滅.滅之道跡) (2)

《雜阿含353、354經》，S.12.71-81
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二~三  爾時，[世尊宣曰：]「諸比丘！如何沙門或婆羅門，不知老死、不知老死

    之集、不知老死之滅、不知趣老死滅之道跡，彼等實不知住於超脫老死之處。

    四~一二 不知生……有、取、愛、受、觸、六處、名色、識……

    一三  不知行、不知行之集、不知行之滅、不知趣行滅之道跡，彼等實不知住於超

    越老死之處。

    一四  諸比丘！如何沙門或婆羅門，
知老死、知老死之集、知老死之滅、知趣老

    死滅之道跡者，則知住於超越老死之處。

    一五~二三 知生……有、取、愛、受、觸、六處、名色、識……

    二四  知行、知行之集、知行之滅、知趣行滅之道跡處。」

II,47.    此頌曰：

         二之十力緣，異學與浮彌

▼. II.54.
         及優波摩那，緣與比丘二

         沙門婆羅門

第四 伽拉羅剎利品

 S.12.31.生者(釋波羅延那(經)阿逸多之所問)

▲《雜阿含345經》，《經集》Sn. v.1038.
    一  爾時，世尊住舍衛城。

，一

    二  爾時，世尊告尊者舍利弗曰：此乃
波羅延那(經)阿逸多之所問中言：

         對法追究者

         有學及凡夫

         問此等威儀

         請友以說示

        舍利弗！以此略說之事，應依廣說解明其義。

        如是說時，尊者舍利弗默然。

    三  世尊再向尊者舍利弗說……尊者舍利弗，再默然。

    四  世尊三度向尊者舍利弗曰：「舍利弗、波羅延那(經)阿逸多之所問中言：

         對法追究者

         有學及凡夫

         問此等威儀

         請友以說示

II,48.     友！舍利弗！以此所略說之事，應依廣說，解明其義。」尊者舍利弗三度默然。

，二

    五  「舍利弗！
視此為不
生者耶？
舍利弗！視此為生者耶？」

    六  「大德！以正慧如實見之「此乃生者，」以正慧如實見之「此乃生者，」生者以

    行厭離、離貪、滅。」「以正慧如實見之，彼乃食生耶？以正慧見之。」「彼乃食生。

    則行食生之厭離、離貪、滅。」「因彼食滅，生者乃滅法，如實依正慧見之耶？因彼

    之食滅，生者乃滅法，如實依正慧見，則行滅法之厭離、離貪、滅。大德！是如是

▼. II.56.
    學。」

    七  「大德！究法者為何耶？大德！此生者以如實正慧見。此乃生者依如實正慧見生

    者有厭離、離貪、滅、無取著、解脫。依如實智慧見，彼食乃生。依如實智慧見之，

    彼食乃生者，則有食生之厭離、離貪、滅、無取著、解脫。彼依如實正慧見之食之

    滅，生者是滅法，依如實正慧見彼食之滅，生者乃滅法者。則有滅法之厭離、離貪、

II,49. 滅、無取著、解脫。大德！如是為法之追究者。

    八  大德！如是波羅延那(經)阿逸多之所問中曰：

        對法追究者

        有學及凡夫

        問此等威儀

        請友以說示

        大德！我以此所略說，依如是廣說，以知是義。」

    九  「舍利弗！善哉，善哉！舍利弗！依如實正慧見之此為生者、依如實正慧見，此

    為生者，生者則行厭離、離貪、滅。

        依如實正慧見，彼食生。依如實正慧見，彼食生者，則行食生厭離、離貪、滅。

        依如實正慧見，由食之滅，生者是滅法。依如實正慧見，依彼食滅、生者乃滅

    法者。則行滅法厭離、離貪、滅。舍利弗！是如是學。

    一0   舍利弗！究法者何耶？舍利弗！依如實智慧見之，此乃生者。依如實正慧見，

    此乃生者，生者則有厭離、離貪、滅、無取著、解脫。

        依如實正慧見之，彼為食生。依如實正慧見之，彼為食生者，則有食生之厭離、

    離貪、滅、無取著、解脫。

        如實依正慧見之，依彼食之滅，生者乃滅法。依如實正慧見之，依彼之食滅，

II,50. 生者乃滅法者，則有滅法之厭離、離貪、滅、無取著、解脫。

        舍利弗！如是乃究法者。

    一一  舍利弗！如是為波羅延那(經)阿逸多之所問中言：

        法之追究者

        有學及凡夫

▼. II.58.
        問此等威儀

        請友以說示

        舍利弗！以此略說，依如是廣說，是義即可明。」

 S.12.32.伽拉羅(比丘,具壽舍利弗:可與世尊乃至七日問答)

▲《雜阿含345經》，《中阿含23經》智經，《經集》Sn. v.1038.；梵 Tripathi
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，伽拉羅剎利比丘，走近尊者舍利弗。近已，與尊者舍利弗俱相致問、交

    談問候可記憶之語後，坐於一面。

    三  坐於一面之伽拉羅剎利比丘，向尊者舍利弗作如是言：

        「友！舍利弗！牟犁破群那比丘已捨戒還俗矣。」

        「我想，彼尊者乃於此法與律中，是不得安慰。」

    四  「然，尊者舍利弗於此法與律中得安慰否？」

        「友！我於此法與律中，是無惑。」

    五  「友！於當來之事，又云何耶？」

        「友、我於當來之事，是無疑者。」

    六  爾時，伽拉羅剎利比丘則從座起，來詣世尊座之處。詣已，禮敬世尊，坐於一

    面。

II,51. 七  坐於一面之伽拉羅剎利比丘，向世尊作如是言：「大德！尊者舍利弗自說：「得

    智，知生已盡，梵行已立，應作已辦，不再有生。」」

    八  爾時，世尊告一比丘曰：「來，比丘！汝以我語告舍利弗：「友！舍利弗！師喚

    汝。」」

    九  「大德！唯然！」彼比丘奉答世尊，詣尊者舍利弗之處。詣已，向舍利弗曰：「友！

    舍利弗！師喚汝。」

    一0  「友！唯然！」尊者舍利弗答彼比丘，來詣世尊之處。詣已，禮敬世尊，坐於

    一面。

，二

    一一  世尊對坐於一面之尊者舍利弗曰：「舍利弗！汝自說：「得智，如生已盡，梵

    行已立，應作已辦，不再有生。」此事真實耶？」

▼. II.60.
        「大德！勿以此等之句，以此等之文謂非義。」

    一二  「舍利弗！良家之子應依如何法門以記智耶？時而可如是記說耶？」

    一三  「大德！我亦不如是說。大德！此等之句，不依此等之文說義。」

    一四  「舍利弗！若對汝作如是問：「友！舍利弗！云何知，云何見，而稱說：「我，

    自得智，知生已盡，梵行已立，應作已辦，不再有生耶？」舍利弗！汝如是被問，

    如何作答耶？」

    一五  「大德！若如是問我：「友！舍利弗如何知、如何見、自得智、稱說知生已盡、

II,52. 梵行已立、所作已辦、不再有生。」大德！如是問我，應如是答：

    一六  「友！生乃有因，依其因滅，於其因盡，則知生已盡。於
因之盡，知生已

    盡，而「知：生已盡，梵行已立，應作已辦，更不有生。」

        大德！如是之問，我則如是作答」。

    一七  「舍利弗！若再以如是問汝：「友！舍利弗！生又由何因、何集，依何而生，

    以何為本耶？」舍利弗！如是問汝，如何作答耶？」

    一八  「大德！若如是問我：「友！舍利弗！生又以何為因……以何為本耶？」大

    德！如是問我，應如是作答：「友！生為有因、為有集、依有而生、以有為本。」

    大德！對如是問，我如是作答。」

    一九  「舍利弗！若又如是問汝：「友！舍利弗！有又以何為因、以何為集、依何而

    生、以何為本耶？」舍利弗！如是問汝，如何作答耶？」

    二0  「大德！若如是問我：「友！舍利弗！有又以何為因……以何為本耶？」大

    德！如是問，我如是作答：「友！有以取為因、以取為集、依取而生、以取為本。」

    大德！如是問，我如是作答。」

    二一  「舍利弗！若又如是問汝：「友！取以何為因……？」

    二二~二三 「舍利弗！若如是問汝：「友！愛又以何為因、以何為集、依何而生，

    以何為本耶？」舍利弗！如是問，汝如何作答耶？」

II,53. 二四  「大德！若如是問我：「友！舍利弗！又愛以何為因、以何為集、依何而生，

    以何為本耶？」大德！如是問，我如作是答：「友！愛以受為因、以受為集、依受

    而生、以受為本也。」大德！如是問，我如是作答。」

    二五  「舍利弗！若又如是問汝：「友！舍利弗！如何知、如何見時，汝無樂著於受

▼. II.62.
    耶？」舍利弗！如是問，汝如何作答耶？」

    二六  「大德！若如是問我：「友！如何知，如何見時，汝無樂著於受耶？」大德！

    如是問，我如是作答。」

    二七  「友！此等有三受。三受者何耶？樂受、苦受、不苦不樂受是。友！此等之

    三受是無常。如是無常苦時，而不樂著於受。」

        大德！如是問，我如是作答。

    二八  「善哉，善哉！舍利弗！舍利弗！此法門亦略得作答，即：如何所受皆是苦。」

    二九  「舍利弗！若又如是問汝：「友！舍利弗！如何自稱得解脫智，知生已盡，梵

    行已立，應作已作，更不再有生耶？」舍利弗！對如是問，汝如何作答耶？」

    三0  「大德！若如是問我：「友！舍利弗！如何自稱得解脫智，知生己盡，梵行已

    立，應作已作，更不來此生耶？」大德！對如是問，我如是作答：

II,54. 三一  「友！我於內解脫，依一切取滅，住於正念。住正念故，諸漏不隨增，我不

    認我。」

        大德！對如是問，我如是作答。」

    三二  「舍利弗！善哉！善哉！舍利弗！此為略說此義之法門。依沙門所云之諸漏，

    於彼等諸漏，我無惑，我已盡無疑。」

    二三  世尊說已，即從座起，入室。

，三

    三四  尊者舍利弗，於世尊離去未久、向諸比丘曰：

    三五  「友！我先前尚未經驗時，世尊起初問我，時我是愚昧。友！世尊初問於我予

    隨喜耶？友！我作是念：

    三六  「世尊！若一日，以異文、異方便之義問我，我亦一日，以異文、異方便之

    義，奉答世尊。

    三七  世尊！若一夜以異文、異方便之義問我，我亦一夜以異文、異方便之義，奉

    答世尊。

    三八  世尊若一日一夜，以異文、異方便之義問我，我亦一日一夜，以異文、異方

    便之義，奉答世尊。

II,55. 三九  世尊若二日二夜，以此義問我，我亦二日二夜，以此義奉答世尊。

▼. II.64.
    四0   世尊若三日三夜，以此義問我，我亦三日三夜，以此義奉答世尊。

    四一  世尊若四日四夜，以此義問我，我亦四日四夜，以此義奉答世尊。

    四二  世尊若五日五夜，以此義問我，我亦五日五夜，以此義奉答世尊。

    四三  世尊若六日六夜，以此義問我，我亦六日六夜，以此義奉答世尊。

    四四  世尊若七日七夜，以此義問我，我亦七日七夜，以此義奉答世尊。」」

，四

    四五  爾時，伽拉羅剎利比丘，即從座起，走近世尊。近已，禮敬世尊，坐於一面。

    四六  坐於一面之伽拉羅剎利比丘，向世尊作如是言：

        「大德！尊者舍利弗，作如是之獅子吼：「友！我先尚未經驗時，世尊初問於我，

    時我愚昧。友！世尊初問於我，予隨喜耶？友！我作如是念：世尊若一日，以異文、

    異方便之義問我，我亦一日，以異文、異方便之義，奉答世尊。世尊若一夜……一

II,56. 日一夜……世尊若二日二夜……三、四、五、六、七日七夜，以異文、異方便之義

    問我，我亦七日七夜，以異文、異方便之義，奉答世尊。」」

    四七  「比丘！是故，舍利弗是善達法界。彼善達法界故，我若一日以異文、異方便

    之義，以此義問舍利弗，舍利弗亦一日以異文、異方便之義答我。我又一夜，以異

    文、異方便義問舍利弗，舍利弗亦一夜，亦此義答我。我若一日一夜，將此義問舍

    利弗，舍利弗亦一日一夜，以此義答我。我若二日二夜，以此義問舍利弗，舍利弗

    亦二日二夜，以此義答我。若我三日三夜，以此義問舍利弗，舍利弗亦三日三夜，

    以此義答我。我若四日四夜，以此義問舍利弗，舍利弗亦四日四夜，以此義答我。

    我若五日五夜，以此義問舍利弗，舍利弗亦五日五夜，以此義答我。我若六日六夜，

    以此義問舍利弗，舍利弗亦六日六夜，以此義答我。我若七日七夜，以異文、異方

    便之義問舍利弗，舍利亦七日七夜，以異文、異方便之義答我。」

S.12.33.(四十四)智事(老死智.集智.滅智.趣滅之道跡智)(1)

《雜阿含356經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，世尊曰：「諸比丘！我說四十四智事，汝等諦聽，善思念，我當宣說。」

        「大德！唯然。」彼等諸比丘奉答世尊。

    三  世尊曰：「諸比丘！四十四智事為何耶？

II,57. 四  老死智、老死集智、老死滅智、趣老死滅之道跡智。

▼. II.66.
    五  生智、生集智、生滅智、趣生滅之道跡智。

    六  有智、有集智、有滅智、趣有滅之道跡智。

    七  取智、取集智、取滅智、趣取滅之道跡智。

    八  愛智、愛集智、愛滅智、越愛滅之道跡智。

    九  受智、受集智、受滅智、極受滅之道跡智。

    一0   觸智、[觸集智]……

    一一  六處智……

    一二  名色智……

    一三  識智……

    一四  行智、行集智、行滅智、趣行滅之道跡智。

        諸比丘！此等是謂四十四智事。

    一五  諸比丘！老死者何耶？於各種眾生之類、各種眾生之老衰、衰耄、朽敗、白

    髮、皺皮、壽命之頹敗、諸根之耄熟，此謂之老。於各種眾生之類、各種眾生之歿、

    滅、破壞、死、破滅、諸蘊之破壞、遺骸之放棄，此謂之死。如是，此之老與此之

    死，諸比丘！此謂之老死。

    一六  生集之故，有老死集，生滅之故，有老死滅。此八支聖道乃趣老死滅之道跡。

    即：正見……正定。

    一七  諸比丘！聖弟子知如是之老死、知如是老死之集、知如是老死之滅、知如是

II,58. 趣老死滅之道跡。

    一八  此乃彼之法智。彼由此等見
、知，達於不時、依沒入法
，導向過去、未

    來之道。

    一九  於過去，如何沙門或婆羅門，知老死、知老死之集、知老死滅、知趣老死滅

    之道跡耶？一切彼等，如我今者之知如是、如是耶？

    二0  於未來、雖如何沙門或婆羅門，知老死、知老死之集、知老死之滅、知趣老

    死滅之道跡耶？一切彼等，如我今者之知如是、如是耶？此為彼之類智。

    二一  諸比丘！聖弟子、有此等清淨、純淨二智，即：法智與類智是。諸比丘！對

    此，聖弟子亦得謂之：達於現，達於見，亦達於正法，亦見此正法，亦具足學智、

    亦具足學明、亦入於法流、亦聖明達慧，建立不死之扉。

▼. II.68.
    二二  諸比丘！生為何耶？各種眾生之……

    二三  諸比丘！有者何耶？……

    二四  諸比丘！取者何耶？……

    二五  諸比丘！愛者何耶？……

    二六  諸比丘！受者何耶？……

    二七  諸比丘！觸者何耶？……

    二八  諸比丘！六處者何耶？……

    二九  諸比丘！名色者何耶？……

    三0   諸比丘！識者何耶？……

    三一  諸比丘！行者何耶？諸比丘！此等有三行，即：身行、語行、心行是。諸比

    丘！此等謂諸行。

    三二  無明集故有行集，無明集滅故行滅。唯此八支聖道，乃趣行滅之道跡，即：

II,59. 正見……正定是。

    三三  諸比丘！聖弟子知如是行、知如是行集、知如是行滅、知如是趣行滅之道跡，

    此乃彼之法智。彼由此等之所見、所知、達於不時、依沒入於法，導於過去、未來

    之道。

    三四  於過去雖是如何之沙門或婆羅門，知行、知行集、知行滅、知趣行滅之道跡。

    一切彼等，如我今者之如是、如是知。

    三五  於未來雖是如何之沙門或婆羅門，知行、知行之集、知行之滅、知趣行滅之

    道跡。一切彼等，如我今者之如是、如是知耶？此乃彼之類智。

    三六  諸比丘！聖弟子有此等之清淨、純淨二智，即：法智與類智是。諸比丘！對

    此，聖弟子謂之：亦達於現、亦達於見、於達正法、亦見正法、亦學智具足、亦學

    明具足、亦入於法流、亦聖明達慧、建立不死之扉。」

 S.12.34.(七十七)智事(2)

《雜阿含357經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！我為汝等說七十七智事，汝等諦聽，當善思念，

    我當宣說：

II,60.     諸比丘！七十七智事者何耶？

▼. II.70.
    三  緣生而有老死之智，無生無老死之智，過去緣生而有老死之智，無生無老死之

    智，未來緣生而有老死之智，無生無老死之智；有法住智處，亦有盡法、敗壞法、

    離貪法、滅法之智。

    四  緣有而有生之智，……

    五  緣取而有有之智，……

    六  緣愛而有取之智，……

    七  緣受而有愛之智，……

    八  緣觸而有受之智，……

    九  緣六處而有觸之智，……

    一0 緣名色而有六處之智，……

    一一  緣識而有名色之智，……

    一二  緣行而有識之智，……

    一三  緣無明而有行之智，無無明則無行之智，於過去緣無明而有行之智，無無明

    則無行之智，於未來緣無明而有行之智，無無明則無行之智，於法住智亦有盡法、

    敗壞法、離貪法、滅法之智。

    一四  諸比丘！此等謂之七十七智事。」

S.12.35.無明緣(老死者誰?老死屬誰?)(1)

《雜阿含358、359經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣無明而有行，緣行而有識……如是乃此全苦蘊

    之集。」

    三  「大德！老死者何耶？此老死屬於何人耶？」

        世尊曰：「如是之所問乃不相應。比丘！「老死者何耶？又此老死屬於何人耶？」

II,61. 此謂「老死與老死之所屬者相具」謂此兩者雖為一義，而文則相異也。比丘！有「命

    與身為同」之見，此非梵行住。比丘！有「命與身為異」之見，此非梵行住。比丘！

    離此等之兩邊，如來緣中說法，緣生而有老死。」

    四  「大德！生者何耶？此生屬何人耶？」

        世尊曰：「如是之所問乃不相應。比丘！「生者何耶？又此生屬何人耶？」此謂

    「生與此生之所屬為異。」比丘！謂則此兩者雖為一義，而文則相異。比丘！有「命

▼. II.72.
    與身為同」之見，此非梵行住。有「命與身為異」之見，此非梵行住。比丘！離此

    等之兩邊，如來緣中說法，緣有而有生。」

    五  「大德！有者何耶？此有屬何人耶？」

        世尊曰：「如是之所問乃不相應。比丘！「有者何耶？此有屬何人耶？」此謂「有

    與屬此有之者為異。」比丘！謂此兩者雖為一義，而文則相異。比丘！有「命與身

    同」之見，此非梵行住。比丘！有「命與身異」之見，此非梵行住。比丘！離此等

    之兩邊，如來緣中而說法。」

    六  緣取而有有，……

    七  緣愛而有取，……

    八  緣受而有愛，……

    九  緣觸而有受，……

    一0   緣六處而有觸，……

    一一  緣名色而有六處，……

II,62. 一二  緣識而有名色，……

    一三  緣行而有識，……

    一四  「大德！行者何耶？又此等屬何人耶？」

        世尊曰：「如是之所問，乃不相應。比丘！「行者何耶？又此等諸行屬何人耶？」

    此謂「行與屬此等行者為異。」比丘！如作是言，則此兩者雖為一義而文則相異也。

    比丘！有「命與身為同」之見，此非梵行住。比丘！有「命與身異」之見，此非梵

    行住。比丘！離此等之兩邊，如來緣中而說法。緣無明而有行。

        比丘！由無明之無餘，離貪、滅，諸
雜亂、異說、歪曲、動轉、悉作以捨離。

    一五  如老死者何耶？此老死屬何人耶？如命與身為同。如命與身為異。一切無取

    著，為捨離。此等則悉皆斷根，如被截髓之多羅樹，成為非有，當來即不再生。比

    丘！因無明之無餘，離貪、滅、諸雜亂、異說、歪曲、動轉、悉皆捨離。

    一六  生者何耶？此生屬何人耶？如命與身為同。如命與身為異。一切無取著、捨

    離。此等則悉皆斷根，如截髓之多羅樹，成為非有，當來即不再生。比丘！因無明

    之無餘，離貪、滅，諸雜亂、異說、歪曲、動轉、悉皆捨離。」

    一七  有者何耶？……

▼. II.74.
    一八  取者何耶？……

    一九  愛者何耶？……

II,63. 二0   受者何耶？……

    二一  觸者何耶？……

    二二  六處者何耶？……

    二三  名色者何耶？……

    二四  識者何耶？……比丘！因無明之無餘，離貪、滅，諸雜亂、異說、歪曲、動

    轉、悉皆捨離。

    二五  行者何耶？此等之行屬何人耶？行與屬此之行者，為異。如命與身為同也。

    如命與身為異也。一切無取著、捨離。此等乃悉皆斷根，如被截髓之多羅樹，成為

    非有當來即不再生。」……

 S.12.36.無明緣(老死者誰?老死屬誰?) (2)

《雜阿含358、359經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣無明而有行，緣行而有識……如是乃全苦蘊之

    集。

    三  諸比丘！「老死者何耶？又此老死屬何人耶？」作是言者諸比丘！「老死與屬

    此老死之行者相異。]若作如是言，則此兩者雖為一義而文則相異。

        諸比丘！如有：「命與身為同」之見，此非梵行住。諸比丘！如有「命與身為

    異」之見，此非梵行住。

        諸比丘！離此等之兩邊，如來緣中而說法，緣生而有老死。……

    四  生者何耶？……

    五  有者何耶？……

    六  取者何耶？……

    七  愛者何耶？……

    八  受者何耶？……

    九  觸者何耶？……

II,64. 一0   六處者何耶？……

    一一  名色者何耶？……

▼. II.76.
    一二  識者何耶？……

    一三  諸比丘！「行者何耶？行又屬何人耶？」作如是言者，諸比丘！若作如是言：

    「行與屬此行之者為異，」則兩者雖為一義，而文則相異。

        諸比丘！如有：「命與身為同」之見，此非梵行住。諸比丘！如有「命與身為

    異」之見，此非梵行住。

        諸比丘！離此等之兩邊，如來緣中而說法，緣無明而有行。……

    一四  諸比丘！因無明之無餘，離貪、滅，雜亂、異說、歪曲、動轉、悉皆捨離。

    一五  生者何耶？……

    一六  有者何耶？……

    一七  取者何耶？……

    一八  愛者何耶？……

    一九  受者何耶？……

    二0   觸者何耶？……

    二一  六處者何耶？……

    二二  名色者何耶？……

    二三  識者何耶？……

    二四  如「行者何耶？又此等行屬何人耶？」如「行與屬此等之行屬者為異」。如「命

    與身為同」……一切無取著、捨離。此等乃悉皆斷根，如被截髓之多羅樹，成為非

    有，即不再生。」

 S.12.37.(此身)非汝之物

《雜阿含295經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！此身非汝等之物，亦非屬他人之物。」

II,65.三  「諸比丘！應知此乃依先業所造者，依先業所思考者，依先業所感受者。

    四  諸比丘！然則聖弟子聞緣起，則善思念。

    五  此有故彼有，此生故彼生，此無故彼無，此滅故彼滅。即：緣無明而有行，緣

    行而有識……如是乃全苦蘊之集。因無明之無餘，離貪、滅而有行滅。因行滅有識

    滅，如是乃全苦蘊之滅。」

S.12.38.思(有識住,識增長,於未來再生,乃此苦蘊之集)(1)

《雜阿含359經》
▼. II.78.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！雖思量、企畫、考慮之任何事，此為識定之所緣。

    有所緣故而有識住。其識之住增長時，於未來而有再生，於未來至有再生時，生未

    來之老死、愁、悲、苦、憂、惱。如是乃此全苦蘊之集。

    三  諸比丘！若無思量，無企畫，然有思慮時，此為識定之所緣。有所緣故有識之

    住，其識之住增長時，於未來有再生，於未來至有再生時，生未來之老死、愁悲、

    苦、憂、惱。如是乃此全苦蘊之集。

    四  諸比丘！若無思量，無企畫，無思慮，則無此識定之所緣，無所緣故無識之住，
II,66.無識住且不增長時，於未來則無再生；於末來無再生，則滅未來之生、老、死、愁、

    悲、苦、憂、惱。如是乃此全苦蘊之滅。」

若思量，若妄想生，彼使，攀緣識住：S.12.38./II,65.作：“Yabca, bhikkhave, ceteti yavca pakappeti yavca anuseti, arammanametam hoti vibbanassa thitiya. Arammane sati patittha vibbanassa hoti.”(諸比丘！若思量(ceteti=cetayati, 感知to perceive，想to think)、若考慮(pakappeti＜pa + kapp)、若纏住(anuseti＜anu隨+si眠﹑臥)(梵anuwayate))任何事，有所緣，識就有住。)

若不思量，不妄想，無使，無攀緣識住：S.12.38./II,65~66.作：“no ceva ceteti no ca pakappeti no ca anuseti, arammanametam na hoti vibbanassa thitiya. Arammane asati patittha vibbanassa na hoti.” (無思量，無考慮，也無纏住，無此識住之所緣；無所緣，識就有無住。)

S.12.39.思(有識住,識增長,於未來再生,乃此苦蘊之集) (2)

《雜阿含360經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！雖思量，企畫，考慮之任何事，此乃識定之所緣。

    有所緣故有識之住，其識之住增長時，則有名色之顯現。

    三  緣名色有六處，緣六處有觸，緣觸而有受，……愛，……取，……有，……生，

    ……生老死、愁、悲、苦、憂、惱。如是乃此全苦蘊之集。

    四  諸比丘！若無思量，無企畫，而有思慮，此乃識定之所緣。有所緣故有識之住，

    其識住增長時，有名色之顯現。

    五  緣名色有六處……如是乃此全苦蘊之集。

    六  諸比丘！若無思量，無企畫，無思慮者，則此識定無所緣，無所緣故無識之住，

    無識住且不增長時，無名色之顯現，因名色滅，有六處滅……如是乃此全苦蘊之滅。」

S.12.40.思(有識住,識增長,於未來再生,乃此苦蘊之集) (3)

《雜阿含361經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,67. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！思量，企畫，思慮之任何事，此乃識定之所緣。

    有所緣故有識之住。

    三  其識之住增長時，有繫著
，有繫著故有往來，有往來故有生死，有生死故於

    未來有生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱。如是乃此全苦蘊之集。

    四  諸比丘！若無思量，無企畫，而有思慮時，此為識定之所緣。有所緣故有識之

▼. II.80.
    住。

    五  諸比丘！其識之住增長時有繫著，有繫著時有往來，有往來故有生死，有生死

    故有未來生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱。

        如是，乃此全苦蘊之集。

    六  諸比丘！若無思量、無企畫、無思慮，則此識定無所緣，無所緣則無住。

    七  無識之住，且不增長時，則無繫著，無繫著故無往來，無往來故無生死，無生

    死故，未來之生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱滅。

        如是，乃此全苦蘊之滅。」

         此頌曰：

          生者迦拉羅，二智無明緣

II,68.        非汝所有物，以及三種思

第五 家主品

 S.12.41.五畏罪(殺生等)(1)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

        一

    二  爾時，給孤獨家主來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。世尊言於坐在一

    面之給孤獨家主曰：

    三  「家主！聖弟子於五畏罪令靜止，具足四預流支，依慧善見、善知聖法
時，彼

    若欲者，則依彼自身，明彼自身。即：「我於地獄滅，趣畜生滅，餓鬼滅，苦處、

    惡趣、無樂處滅，我入於預流，為不墮惡趣者。決定入達菩提之終極。」

    四  令靜止於五畏罪者，何耶？

    五  家主！殺生者，緣殺生於現法生畏罪。於未來生畏罪，亦經驗於心所苦、憂。

    依如是之斷絕殺生，使彼畏罪靜止。

    六  家主！不與取者，緣不與取，亦於現法生畏罪，於未來生畏罪。亦經驗於心所

▼. II.82.
    苦、憂。依如是之斷絕不與取，能使彼畏罪靜止。

II,69. 七  家主！邪欲行者，緣於邪欲行，亦於現法生畏罪，亦於未來生畏罪。亦經驗於

    心所苦、憂。依如是之斷絕邪欲行，能使彼畏罪靜止。

    八  家主！妄語者，緣於妄語，亦於現法生畏罪，亦於未來生畏罪。亦經驗於心所

    苦、憂。依如是之斷絕妄語，能使彼畏罪靜止。

    九  家主！飲酒者50，緣於飲酒，亦於現法生畏罪，亦於未來生畏罪。亦經驗於心

    所苦、憂。依如是因斷絕飲酒，能使彼畏罪靜止。

        此等是五畏罪之靜止。

         二

    一0  四預流支具足者，何耶？

    一一  家主！於是聖弟子，對佛抱不壞之信--「彼世尊為應供、正等覺者，是明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

    一二  對法抱不壞之信--「法乃由世尊善說者，即：[其法]乃有現果報，有不時

    報，所謂來見者，為導引之所在者，此乃由各各識者所不可不知之[法]。」

    一三  對僧伽抱不壞之信--「世尊之弟子僧伽，乃善行者。世尊之弟子僧伽，乃正

    行者。世尊之弟子僧伽，乃以智行者。世尊之弟子僧伽，乃正行者，亦即四雙八輩

II,70. 者是。此之世尊弟子僧伽，應予以供養、尊重、布施、合掌，此乃世間之無上福田。」

    一四  是聖者所稱讚之戒具足，其戒為不壞、不毀、不截、無穢，導於自由、識者

    所喜、無污，是轉向定者。

        此等是具足四預流支。

    一五  依慧善見、善知聖法者，何耶？

    一六  家主！於是聖弟子，善思惟緣起。即：彼有故此有，彼無時故此無，彼生故

    此生，彼滅故此滅。

    一七  即：緣無明而有行，緣行而有識……如是乃此全苦蘊之集。因無明無餘，離

    貪、滅，乃行滅，因行滅，乃識滅，……如是乃此全苦蘊之滅。

        以此慧而善見、善知正法。

    一八  家主！聖弟子靜止於此等之五畏罪，具足此等之四預流支。以慧而善見、善

    知此等之聖法時，若彼欲，依彼自身，明彼自身。即：「於我地獄滅、畜生趣滅、

▼. II.84.
    餓鬼滅、苦處、惡趣、無樂處滅，我入於預流，不墮惡趣，決定達於菩提之終極。」

S.12.42.五畏罪(殺生等) (2)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，眾多比丘來詣世尊之處。詣已……世尊曰：

II,71. 三* 「諸比丘！聖弟子於五畏罪令靜止，具足四預流支，以慧善見、善知聖法時，若

    彼欲者，則依彼自身，明彼自身。即：「於地獄滅……不墮於惡趣，決定達於菩提

    之終極。」

    三* 靜止於五畏罪者，何耶？

        諸比丘！殺生者，……

        諸比丘！不與取者，……

        諸比丘！邪欲行者，……

        諸比丘！妄語者，……

        諸比丘！飲酒
者，……

        此等之五畏罪令靜止。

    四  四預流支具足者，何耶？

        諸比丘！於是聖弟子，對佛……對法……對僧伽……具足聖者所稱讚之戒。

        具足此等四預流支是。

    五  以此慧善見、善知聖法者，何耶？

        諸比丘！於是聖弟子，善思惟緣起。……

        以此慧善見、善知聖法是。

    六  諸比丘！聖弟子令靜止於此等之五畏罪，具足此等之四預流支，以慧善見、善

    知聖法時，若彼欲者，依彼自身，明彼自身，即：「於地獄滅、趣於畜生滅、於餓

    鬼滅、苦處、惡趣、無樂處滅。我入於預流、不墮惡趣，決定達於菩提之終極。」」

S.12.43.苦(依眼與色生眼識.觸.受.愛乃苦之集)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,72. 二  諸比丘！我為汝等說苦之集與苦之滅。汝等諦聽……

，一

    三  「諸比丘！苦之集者，何耶？

▼. II.86.
    四  依眼與色而生眼識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛。諸比丘！此

    乃苦之集。

    五  依耳與聲……

    六  依鼻與香……

    七  依舌與味……

    八  依身與觸……

    九  依於意與法而生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛。諸比丘！

    此乃苦之集。

        二

    一0   諸比丘！苦之滅者，何耶？

    一一  依眼與色生眼識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，依其愛之無

    餘，離貪、滅而有取滅，依取滅而有有滅，依有滅而有生滅，依生滅則老死、愁、

    悲、苦憂、惱滅。如是乃此全苦蘊之滅。

        諸比丘！此乃苦之滅。

    一二  依耳與聲生耳識。

    一三  依鼻與香生鼻識。

    一四  依舌與味……

    一五  依身與觸……

    一六  依於意與法生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，依其愛之

    無餘，離貪、滅而有取滅。依取滅而有有滅，依有滅而有生滅，依生滅則老死、愁、

    悲、苦、憂、惱滅。如是乃此全苦蘊之滅。

II,73. 一七  諸比丘！此乃苦之滅。」

S.12.44.世間(依眼與色生眼識.觸.受.愛乃世間之集)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [其時，世尊曰：]「諸比丘！我為汝等說世間之集與滅，汝等諦聽……

         一

    三  「諸比丘！世間之集者，何耶？

    四  依於眼與色生眼識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，緣愛而有取，

▼. II.88.
    緣取而有有，緣有而有生，緣生而生老死、愁、悲、苦、憂、惱。此乃世間之集。

    五  依耳與聲……

    六  依鼻與香……

    七  依舌與味……

    八  依身與觸……

    九  依於意與法生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受……緣生而生老死、愁、悲、

    苦憂、惱。此乃世間之集。

        二

    一0 諸比丘！世間之滅者，何耶？

    一一  依於眼與色生眼識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，依彼愛之

    無餘，離貪、滅而有取滅，依取滅而有有滅……。如是乃此全苦蘊之滅。

        此為世間之滅。

    一二  依耳與聲……

II,74. 一三  依鼻與香……

    一四  依舌與味……

    一五  依身與觸……

    一六  依意與法而生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，依彼愛之

    無餘，離貪、滅而有取滅，依取滅而有有滅……。如是乃此全苦蘊之滅。

    一七  諸比丘！此乃世間全苦蘊之滅。」

S.12.45.那提迦(村) (依眼與色生眼識.觸.受.愛乃苦之集)

    一  如是我聞。爾時，世尊住那提迦村之磚瓦家。

，一

    二  爾時，世尊，獨自宴坐，而宜說此法門曰：

    三  「依於眼與色生眼識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，緣愛而有取    ……。如是乃此全苦蘊之集。

    四  依耳與聲……

    五  依鼻與香……

    六  依舌與味……

▼. II.90.
    七  依身與觸……

    八  依於意與法而生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，緣愛而有

    取……。如是乃此全苦蘊之集。

    九  依眼與色生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，依彼愛之無餘、

    離貪、滅而有取滅，依取滅而有有滅……。如是，此乃全苦蘊之滅。……

II,75. 一0   依耳與聲……

    一一  依鼻與香……

    一二  依舌與味……

    一三  依身與觸……

    一四  依於意與法生意識，三之和合乃有觸，緣觸而有受，緣受而有愛，依彼愛之

    無餘、離貪、滅而有取滅，依取滅而有有滅……。如是，此乃全苦蘊之滅。」

，二

    一五  爾時，一比丘，因漏聞(upasuti近聞)世尊之語而起立。

    一六  世尊見此比丘，因漏聞(upasuti近聞)而起立。

    一七  見而謂於此比丘曰：「比丘！汝欲聞此法門耶？」

        「唯然，大德！」

    一八  「比丘！汝應受持此法門。比丘！汝應善知此法門。比丘！具足此法門之義，

    是乃梵行之初。」

 S.12.46.異(婆羅門,極端:彼作彼經驗)

《雜阿含300經》
    一  爾時，世尊住舍衛城。

    二  爾時，一婆羅門來詣世尊之處。詣已，與世尊俱相問候，交談致意於可記憶之

    語後，坐於一面。

        坐於一面之彼婆羅門，如是白世尊曰：

    三  「瞿曇！如何是彼作而彼經驗耶？」

        「婆羅門！彼作而彼經驗者，此乃一極端。」

II,76. 四  「瞿曇！又如何他作而他經驗耶？」

        「婆羅門！他作而他經驗者，此乃第二之極端。婆羅門！離此等之兩極端，如來

    依於中而說法。

▼. II.92.
    五  緣無明而有行，緣行而有識，……如是，乃此全苦蘊之集。

        依無明之無餘，離貪、滅而有行之滅，依行之滅……。如是，此乃全苦蘊之滅」。

    六  如是說已。彼婆羅門如是白世尊曰：

        「瞿曇！稀有哉！……尊瞿曇！請受我從今日以後，終生歸依為優婆塞。」

 S.12.47.生聞(婆羅門:一切為有或無?)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，生聞婆羅門來詣世尊之處。詣已，與世尊俱相致問候：

        坐於一面之生聞婆羅門，如是白世尊曰：

    三  「瞿曇！「一切為有」是如何耶？」

        「婆羅門！「一切為有」者，此乃一極端。」

    四  「瞿曇！「一切為無」是如何耶？」

        「婆羅門！「一切為無」者，此乃第二極端。婆羅門！離此等之兩極端，如來依

    於中而說法。

    五  緣無明而有行，緣行而有識，……如是，此乃全苦蘊之集。

        依無明之無餘，離貪、滅而有行之滅，依行之滅……。如是，此乃全苦蘊之滅。」

II,77. 六  如是說已，彼生聞婆羅門，如是白世尊曰：「瞿曇！稀有哉！……願終生歸依。」

S.12.48.順世派(婆羅門:一切為有或無?)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，順世派
之婆羅門來詣世尊之處，……坐於一面之順世派婆羅門，如是

    白世尊曰：

    三  「瞿曇！「一切為有」是如何耶？」

        「婆羅門！「一切為有」者，此乃第一
世間之領域。」

    四  「瞿曇！又「一切為無」是如何耶？」

        「婆羅門！「一切為無」者，此乃第二世間之領域。」

    五  「瞿曇！「一切為一」是如何耶？」

        「婆羅門！「一切為一」者，此乃第三世間之領域。」

    六  「瞿曇！又「一切為異，」是如何耶？」

        「婆羅門！「一切為異」者，此乃第四世間之領域。」

▼. II.94.
        「婆羅門！離此等之兩極端，如來依中而說法。

    七  緣無明而有行，緣行而有識，……如是，此乃全苦蘊之集。

        依無明之無餘，離貪、滅而有行滅，依行滅而有識滅……如是，此乃全苦蘊之

    滅。」

    八  如是說已。順世派之婆羅門，如是白世尊曰：「尊者瞿曇！稀有哉！……從今願

    終生歸依……」

 S.12.49.聖弟子(不作念:如何無何故無?)(1)

《雜阿含350經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,78. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！多聞之聖弟子，不作如是之念：「如何有何故有

    何耶？生何時何生耶？有何故有名色耶？有何故有六處耶？有何故有觸耶？有何故

    有受耶？有何故有愛耶？有何故有取耶？有何故有有耶？有何故有生？有何故有老

    死耶？」

    三  諸比丘！時，多聞之聖弟子，無他緣前於此有智。「有無明故有行，有行故有識，

    有識故有名色……有生故有老死。」彼如是知此世間之生起。

    四  諸比丘！多聞之聖弟子，不作如是之念：「如何無何故無何耶？因何滅故何滅

    耶？[無何故無行耶？無何故無識耶？]無何故無名色耶？無何故無六處耶？無何

    故無觸耶？無何故無受耶？無何故無愛耶？無何故無取耶？無何故無有耶？無何故

    無生耶？無何故無老死耶？」……

    五  諸比丘！時，多聞之聖弟子，無他緣而於此有智。

        彼無故此無，彼滅故此滅，無無明故無行，無行故無識，無識故無名色，無名

    色故無六處，……無觸……無受……無愛……無取……無有……無生……無生故無

    老死……彼如是知此世間滅。

II,79. 六  諸比丘！聖弟子如是如實知世間之集與滅。諸比丘！如是可謂聖弟子具足見

    ……皆立於不死之扉。」

S.12.50.聖弟子(不作念:如何無何故無?) (2)

《雜阿含350經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！多聞之聖弟于，不作如是之念：「如何有何故有

    何耶？由何之生起，何生耶？有何故有行耶？有何故有識耶？有何故有名色耶？有

▼. II.96.
    何故有六處耶？有何故有觸耶？有何故有受耶？有何故有愛耶？有何故有取耶？有

    何故有有耶？有何故有生耶？有何故有老死耶？……

    三  諸比丘！時，多聞之聖弟子，無他緣而於此有智。彼有故此有，彼生故此生。

    有無明故有行，有行故有識，有識故有名色，有名色故有六處，有六處故有觸，有

    觸故有受，有受故有愛，有愛故有取，有取故有有，有有故有生，有生故有老死。」

    彼如是知此世間生起。

    四  諸比丘！多聞之聖弟子，不作如是之念：「如何無何故無何耶？因何滅而何滅

    耶？無何故無行耶？無何故無識耶？……無何故無老死耶？」

    五  諸比丘！時多聞之聖弟子，無他緣而於此有智。「彼無故此無，此滅故彼滅，無

II,80.無明故無行，無行故無識，無識故無名色，無名色故無六處……無生故無老死。」

    彼如是知此世間滅。

    六  諸比丘！聖弟子如是如實知此世間之集與滅。諸比丘！對此，聖弟子可謂達見、

    見此正法、具足學智、具足學明、入於法流、聖明達慧、皆立於不死之扉。」

         此頌曰：

         謂此五畏罪

         苦世那提迦

         以及異聲聞

         所謂聖弟子

         依此為品名

第六 樹品

 S.12.51.(滅苦,應以何)思量

▲《雜阿含292經》
    一  如是我聞。一時世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，世尊言彼等比丘曰：「諸比丘！」彼等諸比丘奉答世尊曰：「大德！唯

    然！」

▼. II.98.
    三  世尊曰：「諸比丘！比丘凡為真正滅苦，應以如何之思量而思量之耶？」

II,81.     「大德！於我等，法以世尊為本，以世尊為導者，以世尊為所依。大德！善哉！

    實欲世尊明所宣說之義，諸比丘願奉聞受持世尊之教。」

    四  「諸比丘！汝等諦聽，當善思念，我當宣說。」

        彼諸比丘向世尊奉答曰：「大德！唯然！」

        世尊曰：

    五  「諸比丘！如是比丘思量而思量：「此種種多樣之苦、老死，生於世間。此苦以

    何為因？以何為集？以何為生？以何為起耶？有何故有老死耶？無何故無老死

    耶？」

    六  彼更思惟而如是知：「此種種多樣之苦、老死，生於世間。此苦乃以生為因，

    以生為集，以生為生，以生為起。有生故有老死，無生故無老死。」

    七  彼知老死，知老死之集，知老死之滅，知趣於老死滅之道跡，如是契法行者。

    八  諸比丘！於此，比丘所作悉是正苦之滅，即是老死之滅。

    九  更思量而思量：「又，此有以何為因？此取以何為因？此愛以何為因？受、觸、

    六處，又以同為因？此名色……此識……此行以何為因？以何為集、以何為生、以

    何為起耶？有何故有行？無生故無行耶？」

    一0 彼更思量而如是知：「行以無明為因，以無明為集，以無明為生，以無明為

II,82. 起。有無明故有行，無無明故無行也。」

    一一  彼知行，知行之集，知行之滅，知趣行滅之道跡。如是為契法行者。諸比丘！

    於此，比丘所作：悉是正苦之滅，即是行之滅。

    一二  諸比丘！陷於無明之人，若自為福行者，則其識趣於福；若自為非福行者，

    則其識趣於非福；若自為不動行者，則其識趣於不動。

    一三  諸比丘！比丘捨無明而生明，彼離無明生明故，彼無自為福行，無自為非福

    行，無自為不動行。

    一四  依不為、不思惟，無取著世間之任何物。無取著故無畏怖，無畏怖故自證般

    涅槃，得知「生已盡，梵行已立，應作已作，更無應再生。」

    一五  若感受樂受，知其為無常，知不可取著，知非可喜樂。若感受苦受，知其為

    無常，知不可取著，知非可喜樂。若感受不苦、不樂受，知其為無常，知不可取著，

▼. II.100.
    知非可喜樂。

    一六  若彼感受樂受，則離脫而感受其受。若彼感受苦受，則離脫而感受其受。若

    彼感受不苦、不樂受，則離脫而感受其受。

II,83. 一七  彼感受身分齊之受，知「我感受身分齊之受」，彼感受命分齊之受，知「我感受

    命分齊之受，」身壞時，知「此命已盡，一切感受已，無喜樂，成為冰冷，只遺殘骸」。

    一八  諸比丘！譬如有人，由陶窯取出新熟之瓦器，置於平地處、降其熱，瓦片殘

    於其處。諸比丘！同此，比丘感受身分齊之受，知「我感受身分齊之受、」感受命分

    齊之受、」「我感受命分齊之受。」身壞時、知「由此處命盡、感受一切已、無喜樂、

    成為冰冷、僅遺殘骸。」

    一九  諸比丘！對之作如何思惟耶？漏盡比丘亦為福行耶？或為非福行，或為不動

    行耶？」

        「大德！無此事。」

    二0  「又，凡無行時，由行之滅、亦施設識耶？」

        「大德！無此事。」

    二一  「又，凡無識時，由識之滅、亦施設名色耶？」

        「大德！無此事。」

    二二  「又，凡無名色時，由名色之滅、亦施設六處耶？」

        「大德！無此事。」

    二三  「又，凡無六處時，由六處之滅、亦施設觸耶？」

        「大德！照此事。」

II,84. 二四  「又，凡無觸時，由觸之滅、亦施設受耶？」

        「大德！照此事。」

    二五  「又，凡無受時，亦施設愛耶？」

        「大德！無此事。」

    二六  「又，凡無愛時，由愛之滅、亦施設取耶？」

        「大德！照此事。」

    二七  「又，凡無取時，由取之滅、亦施設有耶？」

        「大德！無此事。」

▼. II.102
    二八  「又，凡無有時，由有之滅、亦施設生耶？」

        「大德！無此事。」

    二九  「又，凡無生時，由生之滅、亦施設老死耶？」

        「大德！無此事。」

    三0  「善哉！善哉！諸比丘！如是，諸比丘！此為非異者。諸比丘！信我，信賴我，

    可離惑、離疑，此為苦之終。」

 S.12.52.取(住味隨觀,增長愛)

《雜阿含286經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！於所取之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取，

    緣取而有有，緣有而有生，緣生而有老死、愁、悲、苦、憂、惱，如是，此乃全苦

    蘊之集。

II,85. 三  諸比丘！譬如大火聚，將然燒十載薪、或二十載薪、三十載薪、四十載薪，其

    時，有人適時投以乾草，投以乾牛糞，投以乾薪。諸比丘！依如是，則彼大火聚將

    長時久燃。

    四  諸比丘！同此，於所取法，住味觀者，增長於愛，緣愛而有取……如是，此乃

    全苦蘊之集。

    五  諸比丘！於所取之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅，則有取滅，由取滅，則有

    有滅。由有滅，則有生滅，由生滅，則有老死、愁、悲、苦、憂、惱之滅。如是，

    此乃全苦蘊之滅。

    六  諸比丘！譬如大火聚，將燃燒十載薪、或二十、三十、或四十載之薪。其時，

    有人適時不投以乾草，不投以乾牛糞，不投以乾薪。諸比丘！依如是，則彼大火火

    聚前薪燒盡，因未加他者，而應熄滅。

    七  諸比丘！同此，於所取之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅，則有取滅……如是，

    此乃全苦蘊之滅。」

II,86.

 S.12.53.結(住味隨觀,增長愛) (1)

《雜阿含285經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！於所結之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取，

    緣取而有有，緣有而有生，緣生而生老死、愁、悲、苦、憂、惱。如是，此乃全苦

▼. II.104.
    蘊之集。

    三  諸比丘！譬如油燈，乃依油與炷而得燃。彼時，有人適時注油，注意其炷，諸

    比丘！因如是、油燈則得長久燃燒。

    四  諸比丘！同此，於所結之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取……

    如是，乃此全苦蘊之集。

    五  諸比丘！於所結之法，住患觀者，則愛滅，由愛滅而有取滅……如是，乃此全

    苦蘊之滅。

    六  諸比丘！譬如油燈，乃依油與炷而得燃，其時，有人不適時注油，不注意其炷，

    諸比丘！因如是，彼油燈之餘燃料燒盡，因未另加他者而消滅。

    七  諸比丘！同此，於所結之法，住患觀者，則愛滅，由愛滅則有取滅……如是，

    乃此全苦蘊之滅。」

II,87.

S.12.54.結(住味隨觀,增長愛) (2)

《雜阿含285經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如油與炷，彼油燈依之得燃燒，其時，有人適

    時注以油，注意其炷，諸比丘！因如是，油燈得燃燒長久。諸比丘！同此，於所結

    之法，住味觀者，增長於愛，緣愛而有取……如是，此乃全苦蘊之集。

    三  諸比丘！譬如油與炷，油燈依之得燃燒。其時，有人未適時注油，未注意其炷，

    諸比丘！如是，彼油燈之餘燃料燒盡，因未另加他者而熄滅。諸比丘！同此，於所

    結之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅有取滅……如是，此乃全苦蘊之滅也。」

 S.12.55.大樹(住味隨觀,增長愛) (1)

《雜阿含284經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！於所取之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取

    ……如是，此乃全苦蘊之集。

    三  諸比丘！譬如有大樹，其根向下伸展，使一切之地味、水味上昇。諸比丘！如

    是，彼大樹因此得長時久住。諸比丘！同此，於所取之法，住味觀者，增長於愛。

    緣愛而有取，緣取而有有……如是，此乃全苦蘊之集。

II,88. 四  諸比丘！於所取之法，住患觀者，愛滅。由愛滅乃有取滅，由取滅，則有有滅

    ……如是，此乃全苦蘊之滅。

▼. II.106.
    五  諸比丘！譬如大樹，彼時有人取來鍬與籠。彼截其樹根，由截根而更於周圍掘

    挖穴，於周圍挖穴，乃將小根、鬚根、亦予根除。彼截其樹為圓木更截圓木作木片，

    木片作成粗朵，粗朵置於日與風下乾燥，乾燥後以火燒之，火燒成灰，成灰被大風

    篩吹，或流入河之奔流。諸比丘！如是，彼大樹被截根者，如多羅樹之截株，不能

    再生，成為未來不生者。

    六  諸比丘！同此，於所取之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅乃有取滅……如是，

    此乃全苦蘊之滅。」

S.12.56.大樹(住味隨觀,增長愛) (2)

《雜阿含284經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘，譬如有大樹，其根向下伸展，使一切之地味、水

    味上昇。諸比丘！如是，彼大樹因此得長時久住。

    三  諸比丘！同此，於所取之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取……如是，此

II,89. 乃全苦蘊之集。

    四  諸比丘！譬如有大樹，彼時有人取來鍬與籠，彼截其樹根。由截根更於周圍挖

    穴，將小根、鬚根、亦予根除，……流於河之奔流。諸比丘！如是，彼大樹被截根

    者，如多羅樹之截株，不能再生，成為未來不生者。

    五  諸比丘！同此，於所取之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅乃有取滅……如是，

    乃此全苦蘊之滅。」

S.12.57.幼樹(住味隨觀,增長愛)

《雜阿含283經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！於所結之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取

    ……如是，此乃全苦蘊之集。

    三  諸比丘！譬如有幼樹，有人適時鬆緩其根，適時與糞，適時與水。諸比丘！如

    是彼幼樹因此得增長、茂盛、增展。

    四  諸比丘！同此，於所結之法，住味觀者，則愛增上。緣愛而有取……如是，此

    乃全苦蘊之集。

    五  諸比丘！於所結之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅則有取滅……如是，此乃全

    苦蘊之滅。

▼. II.108.
II,90. 六  諸比丘！譬如有幼樹，彼時有人取來鍬與籠，彼截其樹根，由截根更於周圍挖

    穴、將小根、鬚根、亦予根除。彼截其樹成圓木，圓木作成木片，木片作成粗朵，

    粗朵置於日與風下乾燥，以火燃燒，以火燒之成灰，灰被風篩吹，或流於河之奔流。

    諸比丘！如是，彼幼樹被截根者如多羅樹之截株，不能再生，成為未來不生者。

    七  諸比丘！同此，於所結之法，住患觀者，則愛滅。由愛滅乃有取滅……如是，

    此乃全苦蘊之滅。」

S.12.58.名色(住味隨觀,名色之顯現)

cf. 《雜阿含284經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！於所結之法，住味觀者，有名色之顯現。緣名色

    有六處……如是，此乃全苦蘊之集。

    三  諸比丘！譬如有大樹，其根向下伸展，使一切之地味、水味上昇。諸比丘！如

    是，彼大樹因此得長時久住。

    四  諸比丘！同此，於所結之法，住味觀者，有名色之顯現……

    五  諸比丘！於所結之法，住患觀者，無名色之顯現。由名色滅而有六處滅……如

II,91. 是此乃全苦蘊之滅。

    六  諸比丘！譬如有大樹，彼時有人取來鍬與籠……成未來不生者。

    七  諸比丘！同此，於所結之法，住患觀者，無名色之顯現。由名色滅，乃有六處

    滅……如是，乃此全苦蘊之滅。」

 S.12.59.識(住味隨觀,識之顯現)

cf. 《雜阿含284經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！於所結之法，住味觀者，有識之顯現。緣識而有

    名色，……如是，此乃全苦蘊之集。

    三  諸比丘！譬如有大樹，其根向下……

    四  諸比丘！同此，於所結之法，住
味觀者，有識之顯現。緣識而有名色……如

    是，此乃全苦蘊之集。

    五  諸比丘！於所結之法，住患觀者，無識之顯現。由識滅而有名色滅……如是，

    此乃全苦蘊之滅。

    六  諸比丘！譬如大樹，彼時有人取來鍬與籠……未來不生者。

▼. II.110.
    七  諸比丘！同此，於所結之法，住患觀者，無識之顯現，由識滅而有名色滅……

    八  如是，此乃全苦蘊之滅。」

II,92.

S.12.60.因(緣起甚深)

大正No.52《佛說大生義經》，《長部》D.15. Mahanidanasuttam 大緣經(初分)
    一  [爾時，世尊]住拘樓國之都色劍磨瑟曇。

    二  爾時，尊者阿難，詣世尊座前，詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  至於一面之阿難，白世尊言：「大德！是稀有，大德！是未曾有。大德！此緣起

    所見甚深而且深遠，然我觀見，如明明白白者。」

    四  「阿難！勿作是言。阿難！勿作是言。阿難！此緣起所見甚深而且深遠。阿難！

    因未證此法，由於不知，如是，此如縺索之眾生，被腫物所覆之眾生，如文若草、

    燈心草之有情，不脫苦處、惡趣、無樂處之輪迴。

    五  阿難！於所取之法、住於味觀者，增長於愛。緣愛而有取、緣取而有有、緣有

    而有生、緣生而有老死、愁、悲、苦、憂、惱。如是，此乃全苦蘊之集。

    六  阿難！譬如大樹，其根向下伸展，使一切之地味、水味上昇。阿難！如是，彼

    大樹因此得長時久住。

    七  阿難！同此，於所取之法，住味觀者，增長於愛。緣愛而有取，緣取而有有……

II,93. 如是，此乃全苦蘊之集。

    八  阿難！於所取之法，住患觀者，受滅。由愛滅而有取滅，由取滅而有有滅……

    如是，此乃全苦蘊之滅。

    九  阿難！譬如有大樹，彼時有人取來鍬與籠，彼截其樹根，更於截根之周圍挖穴，

    挖穴將小根、鬚根、亦予根除。彼將其樹截成圓木，圓木作成木片、木片再作成粗

    朵，粗朵以風日使乾燥，風日乾燥後，以火燃燒，以火燒成灰，在彼大風篩吹，或

    流入河之奔流。阿難！如是，彼大樹為被截根者。如多羅樹之被截株者，無再生，

    成為未來不生者。

    一0 阿難！同此，於所取之法，住患觀者，是愛滅。由愛滅而有取滅，由取滅而

    有有滅，由有滅而有生滅，由生滅而有老死、愁、悲、苦、憂、惱之滅。如是，此

    乃全苦蘊之滅。」

         此頌曰：

▼. II.112.
         思量取二結         所謂二大樹

         幼樹於第七         名色以及識

         因及此等十

II,94.

第七 大品
 S.12.61.無聞(凡夫於此四大身,應厭.離欲.解脫)(1)

▲《雜阿含289、290經》，《增壹阿含9.3經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！無聞之凡夫，於此四大所造身 (應)生厭意 (應)厭離而

    (應)欲解脫。

    三  所以者何？諸比丘！此四大所造身，可見為增、滅、取、捨者。

        然則無聞之凡夫 (應)生厭意、(應)厭離而(應)欲解脫。

    四  諸比丘！稱此是心、是意或是識者，無聞之凡夫，不能生厭意，不能厭離，不

    能解脫。

    五  所以者何？諸比丘！無聞之凡夫，長夜著於有我所，取著於「此是我所，此是

    我，此乃我之自我。」

        然則無聞之凡夫，不能生厭意，不能厭離，不能解脫。

    六  諸比丘！無聞之凡夫，以此四大所造之身為「我」，較以心為我，是尚可。

    七  所以者何？諸比丘！此四大所造之身，可現住於一年、住於二年、住於三年、

    住於四年、住於五年、住於十年、住於二十年、住於三十年、住於四十年、住於五

II,95. 十年、住於百年、或住於更長年。諸比丘！然稱此為心、意、識者，則日夜轉變異

    生、異滅。

    八  諸比丘！譬如彌猴徘徊森林中縱放一枝，又另捉一枝。諸比丘！同此，稱此是

    心、意、識者，亦日夜轉變，異生、異滅。

    九  諸比丘！是以多聞之聖弟子，對緣起當善思惟：彼有故此有，彼生故此生，彼

    無故此無，彼滅故此滅。即緣無明而有行，緣行而有識……如是，此乃全苦蘊之集。

    一0 由無明之無餘，離貪、滅而有行滅，由行滅而有識滅……如是，此乃全苦蘊

    之滅。

▼. II.114.
    一一  諸比丘！多聞之聖弟子，於色生厭意，於受亦生厭意，於想亦生厭意，於行

    亦生厭意，於識亦生厭意。生厭意故厭離，離貪故解脫。於解脫得生解脫之智，知

    生已盡，梵行已立，應作已作，更不再生。」

S.12.62.無聞(2)

《雜阿含290經》，《增壹阿含9.4經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！無聞之凡夫，於此四大所造之身 (應)生厭意 (應)厭離

    而(應)欲解脫。

    三  所以者何？諸比丘！此四大所造之身，可見為增、滅、取、捨。然則無聞之凡

II,96. 夫生厭意、厭離而欲解脫。

    四  諸比丘！稱此是心、意、識者、無聞之凡夫不能生厭意，不能厭離，不能解脫。

    五  所以者何？諸比丘！無聞之凡夫，於長夜著於：「此是我所，」取著於「此是我

    所，此是我，此是我之自我。」然則無聞之凡夫，不能生厭意，不能厭離，不能解脫。

    六  諸比丘！無聞之凡夫，以此四大所造之身為我，較以心為我尚可。

    七  所以者何？諸比丘！此四大所造之身，現住於一年、住於二年、住於三年：

    四年……五年……十年……二十年……三十年……四十年……五十年……住於百

    年、或住於更長年。諸比丘！然稱此是心、意、識者，則日夜轉變異生、異滅。

    八  諸比丘！是以多聞之聖弟子，對緣起當善思惟：彼有故此有，彼生故此生，彼

    無故此無，彼滅故此滅。

    九  諸比丘！緣樂所受之觸生樂受，由其樂所受之觸滅，由其所生之感，緣樂所受

    之觸所生之樂受滅，而止息。

    一0 諸比丘！緣苦所受之觸生苦受，由其苦所受之觸滅，由其所生之感，緣苦所

II,97. 受之觸所生之苦受滅，而止息。

    一一  諸比丘！緣不苦不樂所受之觸，生不苦不樂受。由其不苦不樂所受之觸滅，

    由其所生之感，緣不苦不樂所受之觸所生不苦不樂滅，而止息。

    一二  諸比丘！譬如二木相磨，和合生煙、生火。其二木離散者，則由其所生之煙

    滅，而止息。

    一三  諸比丘！同此，緣樂受之觸生樂受，由其樂所受之觸滅，由其所生之感，緣

    樂所受之觸所生樂受滅，而止息。

▼. II.116.
    一四  緣苦所受之觸……

    一五  緣不苦不樂所受之觸，生不苦不樂受。由其不苦不樂所受之觸滅，由其所生

    之感，緣不苦不樂所受之觸所生不苦不樂受滅，而止息。

    一六  諸比丘！如是多聞之聖弟子，於觸生厭意，於受生厭意，於想、於識生厭意。

    生厭意故厭離，離貪故解脫，於解脫生解脫之智。知生已盡，梵行已立，應作已作，

    更不再生。」

S.12.63.子肉(四食譬喻)

《雜阿含373經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,98. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有情或眾生之住、求再生、為資益、有此等之四

    食。

    三  四食者何耶？麤或細之搏食、二觸食、三意思食，四識食是。

        諸比丘！此等之四食為有情或眾生之住、求再生、為資益。

    四  諸比丘！應知如何是搏食耶？

    五  諸比丘！譬如有夫婦二人，持少量之糧食，行於曠野之道。彼等夫婦愛念者唯

    有一子。

    六  諸比丘！彼時夫婦二人來曠野時，少量之糧食乏盡、曠野尚餘未竟之旅。

    七  諸比丘！爾時，彼夫婦二人作如是思念：「我等少量之糧食盡，而此曠野之旅

    尚餘未竟，我等寧殺此愛念之子，作成
乾肉片與多汁肉片，食子之肉，以完成此

    曠野之殘旅。勿令三人皆死。」

    八  諸比丘！彼時彼夫婦二人，殺其愛念之子，作成乾肉片與多汁肉片，食子之肉

    完成此曠野之殘旅，彼等食子之肉，搥胸曰：「吾子於何處耶？吾一子於何處耶？」

    九  諸比丘！汝等對其如何思惟耶？彼等為嬉戲而食歟？或為愛樂而食歟？或為嗜

II,99. 美而食歟？或為肥滿而食歟？」

        「大德！皆非然。」

    一0 「諸比丘！彼等為行曠野而欲食子肉耶？」

        「大德！唯然。」

    一一  「諸比丘！同此，我謂搏食不可不知。諸比丘！知搏食時，於五妙欲知貪。於

    五妙欲知貪時，成其結，為結所縛之聖弟子，再還來此界。

▼. II.118.
    一二  諸比丘！如何可知觸食耶？

    一三  諸比丘！譬如一無皮之牛，欲依住於道路之端，依道路之端之彼等生物，噉

    其牛。欲依住於樹下，依樹下之彼等生物噉其牛。欲依住於水中，依水中之生物，

    噉其牛。依住於虛空，依虛空之生物，噉其牛。諸比丘！彼無皮之牛，依住之處，

    則為依止其處之生物所噉。諸比丘！同此，我謂觸食不可不知。

    一四  諸比丘！知觸食時，知三受，知三受時，我謂聖弟子更不可為。

    一五  諸比丘！如何應知意思食耶？

    一六  諸比丘！譬如一炭火坑，深超人身，炭火充滿，無煙而熾燃。爾時一人，欲

    生不希死，欲樂厭苦。時有二力士各以手將彼捉住，將投入炭火坑中。諸比丘！爾

    時，彼人之心遠矣，將思願遠矣，大望應遠。

II,100. 一七  所以者何？諸比丘！彼人作是念：「我墮此炭火坑中，因其入死，至死為苦。」

    諸比丘！同此，我謂意思食不可不知。

    一八  諸比丘！知意思食時，知三愛；知三愛時，我謂聖弟子更不為。

    一九  諸比丘！如何應知識食耶？

    二0   諸比丘！捕犯罪之盜賊，送至王前示曰：「大王！犯罪之盜賊帶到。」王宜

    科彼以所欲之刑罰。王如是謂於彼等曰：「且去！汝等將此人以百矛相擊。」清晨

    則再加其百矛。

    二一  時至日中，王如是云：「喂！彼人如何耶？」「大王！彼尚生存。」王如是言

    彼等云曰：「且去！於日中對彼再以百矛相擊。」於是日中以百矛擊彼。

    二二  屆時，王於暮時如是云：「喂！彼人如何耶？」「大王！彼尚生存。」王如是

    言彼曰：「且去！汝等將彼人於暮時再以百矛相擊。」於是暮時對彼以百矛相擊。

    二三  諸比丘！對其作如何思惟耶？彼人，因一日被三百矛擊打，已經驗苦、憂耶？」

        「大德！以一矛相擊，即已經驗苦、憂矣，何云經三百矛擊打耶？」

    二四  「諸比丘！同此，我謂不可不知識食。

    二五  諸比丘！知識食時，知名色，知名色時，我謂聖弟子更不可為。」

II,101.

 S.12.64.有貪(於識住.增長,有未來之生.老死)

《雜阿含374-379經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有情或眾生之住，求再生，為資益有四食。

▼. II.120.
    三  四食者何耶？麤或細之搏食、二觸食、三意思食、四識食是。諸比丘！此等之

    四食，為有情或眾生之住，求再生，為資益。

    四  諸比丘！若於搏食，有貪、有喜、有愛、則對其有識之住、有增長。由識之住

    及增長，而有名色之顯現。由有名色之顯現，而有諸行之增上。由有諸行之增上，

    而有未來後有之再生。由有未來後有之再生，而有未來之生、老死。諸比丘！我謂

    由未來之生、老死，而有愁、有苦、有惱。

    五  諸比丘！若於觸食，……

    六  諸比丘！若於意思食，……

    七  諸比丘！若於識食，有貪、有喜、有愛，於其有識之住、有增長。有識住增長，

    有名色之顯現，由有名色之顯現，有諸行之增上。有諸行之增上，有未來之後有再

    生。有未來之後有再生，有未來之生老死，我謂有未來之生老死，而有愁、有苦、

    有惱。

    八  諸比丘！譬如染工或畫師、以染料或漆、或鬱金、或青、或以茜，善磨於板上，

II,102. 或壁面、或衣服之小片，作婦女之形像男子之形像。

    九  諸比丘！同此，若於搏食、有貪、有喜、有愛者，則有識之住與增長。由有識

    之住與增長，有名色之顯現，由有名色之顯現，有諸行之增上，由有諸行之增上，

    有未來後有之再生，由有未來後有之再生，有未來之生老死。由有未來之生老死，

    諸比丘！我謂有愁、有苦、有惱。

    一0   諸比丘！若於觸食，……

    一一  諸比丘！若於意思食，……

    一二  諸比丘！若於識食，有貪、有喜、有愛者，則有識之住與增長。由有識之住

    與增長，而有名色之顯現。由有名色之顯現，而有諸行之增上。由有諸行之增上，

    而有未來後有之再生。由有未來後有之再生，則而有未來之生、老死。由有未來之

    生、老死，諸比丘！我謂有愁、有苦、有惱。

    一三  諸比丘！若於搏食，無貪、無喜、無愛者，則無其識之住與增長。因無識之

    住與增長，則無名色之顯現。因無名色之顯現，則無諸行之增上。因無諸行之增上，

    則無未來後有之再生。因無未來後有之再生，則無未來之生、老死。因無未來之生、

    老死，諸比丘！我謂無愁、無苦、無惱。

▼. II.122.
II,103. 一四  諸比丘！若於觸食，……

    一五  諸比丘！若於意思食，……

    一六  諸比丘！若於識食，無貪、無喜、無愛者，則無其識之住無增長。因無識之

    住與增長，則無名色之顯現。因無名色之顯現，則無諸行之增上。因無諸行之增上，

    則無未來後有之再生。因無未來後有之再生，則無未來之生、老死。因無未來之生

    老死，諸比丘！我謂無愁、無苦、無惱。

    一七  諸比丘！譬如宮殿或樓閣，北、南、西邊有窗。太陽上昇時，光由高入，照

    何處耶？」

        「大德！照西壁。」

    一八  「諸比丘！若無西壁，照何處耶？」

        「大德！照大地。」

    一九  「諸比丘！若無大地，照何處耶？」

        「大德！照水。」

    二0  「諸比丘！若無水，照何處耶？」

        「大德！則不照任何處。」

    二一  「諸比丘！同此，諸比丘！若於搏食，無貪、無喜、無愛者，則……

    二二  諸比丘！若於觸食，……

    二三  諸比丘！若於意思食，……

    二四  諸比丘！若於識食，無貪、無喜、無愛者，則無識住、無增長。因無識住、

    無增長，則無名色之顯現。因無名色之顯現，則無諸行之增上。因無諸行之增上，

II,104. 則無未來之生、老死。無未來之生老死，諸比丘！我謂無愁、無苦、無惱。

 S.12.65.(古道通往古)城邑

《雜阿含287經》，《增壹阿含38.4經》，No.713《貝多樹下思惟十二因緣經》、No.714《緣起聖道經》、No.715《佛說舊城喻經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！昔我尚未得正覺，為菩薩時，曾作此念：「此世

    間實陷於苦惱，生而奔向衰、老、死而又將再生。然卻不知此老死苦之出離。實則

    如何得知此老死苦之出離耶？」

    三  諸比丘！然則我作是念：「有何故有老死耶？緣何有老死耶？」

    四  諸比丘！爾時，我依正思惟(yoniso manasikara從根源作意)，依慧悟得生：「有生故有老死，緣生而有老死。」

▼. II.124.
    五  諸比丘！時我作是念：「有何故有生？……有有……有取……有愛……有受

    ……有觸……有六處？……有名色耶？緣何而有名色耶？」

    六  諸比丘！依正思惟，於我而生慧悟得：「有識故有名色，緣識而有名色。」

    七  諸比丘！時我作是念：「有何故有識？緣何有識耶？」

    八  諸比丘！我生正思惟，依慧悟得：「有名色故有識，緣名色而有識。」

    九  諸比丘！時我作是念：「此識由此以還，無超進名色，於此限度，生而亦老，衰

    而至死將再生。即緣此名色有識，緣識而有名色。緣名色而有六處，緣六處而有觸

    ……

II,105.    如是，此乃全苦蘊之集。

    一0   諸比丘！「是集、是集」。我於尚未聞之法、即生眼、生智、生慧、生明、生

    光。

    一一  諸比丘！時我作是念：「無何故無老死，因何之滅而有老死之滅耶？」

    一二  諸比丘！爾時，我生正思惟，依慧悟得：「無生故無老死，因生之滅而有老

    死之滅。」

    一三  諸比丘！時我作是念：「無何故無生……無有……無取……無愛……無受

    ……無觸……無六處……無名色，因何之滅而有名色之滅耶？」

    一四  諸比丘！爾時，於我生正思惟，依慧悟得：「無識故無名色，因識之滅、而

    有名色之滅。」

    一五  諸比丘！時我作是念：「無何故無識，因何之滅，而有識之滅耶？」

    一六  諸比丘！爾時，於我生正思惟，依慧悟得：「無名色故無識，因名色之滅，

    而有識之滅。」

    一七  諸比丘！時我作是念：「我依此道乃達菩提。即：由名色之滅，而有識滅。

    由識之滅，而有名色滅。由名色之滅，而有六處滅。由六處之滅，而有觸滅。……」

        如是，此乃全苦蘊之滅。

    一八  諸比丘！「是滅、是滅」，我於尚未聞之法，即生眼、生智、生慧、生明、生

    光。

    一九  諸比丘！譬如有人、徘徊阿蘭若林，發現古人通行之古道、古徑，彼則追隨

II,106. 其道，隨其道而行。發見古人止住之古城、古都，其園林亦具足。具足美麗有堤之

▼. II.126.
    蓮池。

    二0  諸比丘！爾時，彼人向王或王之大臣報曰：「尊者，當知我徘徊阿蘭若林，

    發見古人通行之古道、古徑，追隨其道，隨其道而行。發見古人止住之古城、古都，

    園林亦具足，具足美麗有堤之蓮池。尊者！宜於其城予修築。」

    二一  諸比丘！爾時，王或王之大臣，修築其城邑，其城邑後來繁榮，眾人熾盛，

    增上發展。

        諸比丘！同此，我發見過去正覺者通行之古道、古徑。

    二二  諸比丘！過去諸佛所通行之古道，古徑者何耶？即此八支聖道。即：正見……

    正定。諸比丘！此乃過去正等覺者通行之古道、古徑。追隨其道，隨其道而行，則

    知老死，知
老死之集，知老死之滅，知趣滅老死之道跡。

    二三~三一  追隨其道，隨其道以行，知生……知有……知取……知愛……知受……

    知觸……知六處……知名色……知識……

    三二  追隨其道，隨其道以行，知行，知行之集、知行之滅、知趣行滅之道跡。

II,107. 三三  知此，我以示比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷。諸比丘！如是梵行繁榮、增

    廣，示知眾多人等，予增大，依人天而善說示。」

 S.12.66.觸(此苦以億波提為因.集.生.轉)

《雜阿含291經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住拘樓園之都邑劍磨瑟曇。

    二  爾時，世尊言諸比丘：「諸比丘！」

        彼諸比丘奉答世尊曰：「大德！唯然。」

    三  世尊曰：「諸比丘！汝等
取內觸耶？」

    四  如是說已。一比丘以此白世尊言：「大德！我取內觸。」

    五  「汝比丘！如何取內觸耶？」

    六  爾時彼比丘自記說之，然彼比丘，不能滿足世尊之心。

    七  如是說已，尊者阿難白世尊言：「世尊！今正其時。善逝！今正其時。願世尊！

    以說內觸。諸比丘聞世尊之所說、應受持奉行。」

    八  「若然，阿難！汝等諦聽，當善思念。我說內觸。

        彼諸比丘奉答世尊曰：「唯然，大德！」

    九  世尊曰：「諸比丘！於此有比丘，執取內觸：「世間之種種諸苦生、老死，此苦

▼. II.128.
    以何為因，以何為集，以何為生，以何為起耶？有何故有老死，無何故無老死。」

II,108. 彼對取內觸，如是知：「此世間生老死種種之苦、此苦乃以億
波提為因、以億波

    提為集、以億波提為生、以億波提為起。有億波提故有老死，無億波提時無老死。

    彼知老死，知老死之集，知老死之滅，知趣老死滅之道跡。如是為契法行者。」

        諸比丘！如是比丘，謂是真正行苦之滅，老死之滅者。

    一0  更執取取內觸：「又，此億波提乃以何為因、以何為集、以何為生、以何為

    起耶？有何故有億波提，無何時無億波提耶？」彼知如是執取：「億波提乃以愛為

    因，以愛為集，以愛為生，以愛為起。有愛故有億波提，無愛故無億波提。」彼知

    億波提，知億波提之集，知億波提之滅，知趣億波提滅之道跡。如是為契法行者。

        諸比丘！如是比丘謂是真正行苦之滅，億波提之滅者。

    一一  更執取取內觸：「又，此愛於何處而生？於何處而住之耶？」彼知如是執取：

    「於此世間，為如何愛，快思之色，於此生愛而生，於此住愛而住。於此世間、可

    愛，快思之色者何耶？眼為於此世間、可愛、快思之色。於此生愛而生，於此住愛

    而住。

    一二  耳乃於世間可愛、快思之色……

II,109. 一三  鼻乃於世間可愛、快思之色……

    一四  舌乃於世間可愛、快思之色……

    一五  身乃於世間可愛、快思之色……

    一六  意乃於世間可愛、快思之色。於此生愛而生，於此住愛而住。

    一七  諸比丘！任何過去之沙門、婆羅門，對此世間可愛、快思之色，視為常，視

    為樂，視為我
，視為無病，視為安穩者，受增長矣。

    一八  愛增長者，則億波提增長。億波提增長者，則苦增長。我謂：「使苦增長者，

    則生、老死、愁、悲、苦、憂、惱，無由解脫。」

    一九  諸比丘！任何未來之沙門、婆羅門，對此世間可愛、快思之色，視為常，視

    為樂，視為我，視為無病，視為安穩。彼等乃增長愛者。

    二0  愛增長者，則億波提增長，億波提增長者，則苦增長。我謂：「彼等生、老

    死、愁、悲、苦、憂、惱，不得解脫，則苦不得解脫。」

    二一  諸比丘！現在任何之沙門、婆羅門，對此世間可愛、可喜之物，視為常、視

▼. II.130.
    為樂、視為我、視為無病、視為安隱者，則增長愛。

    二二  增長愛者，則增長億波提，增長億波提者，則增長苦。增長其苦，我謂：「增

    長苦者，則生、老死、愁、悲、苦、憂、惱不得解脫，則苦不解脫。」

II,110. 二三  諸比丘！譬如有飲水器皿，色具足，香具足，味具足，而以毒混入。爾時有

    人為炎熱所燒，為炎熱所苦，疲勞困憊，為渴而來。對其人如是言曰：「可愛者！

    此飲水器皿，色具足、香具足、味具足、毒亦具足、汝若欲飲自可飲、飲之雖愛好

    具色、香、味，但為此而至死，或受至死之苦。」彼不顧且不思慮，飲彼飲水器皿

    之水而不捨，彼為此至死，或受至死之苦。

    二四  諸比丘！同此，任何過去之沙門、婆羅門，對此世間可愛、快思之色……

    二五  ……於未來……

    二六  ……現在之沙門、婆羅門，對此世間可愛、快思之色，視為常，視為樂，視

    為我，視為無病，視為安穩者，其愛增長。

    二七  我謂：「愛增長者則苦增長，由生、老死、愁、悲、苦、憂、惱，不得解脫，

    則不得解脫於苦。」

    二八  諸比丘！任何過去之沙門、婆羅門，對此世間可愛、快思之色，視為無常，

    視為苦，視為無我，視為病，視為怖畏者，乃使愛捨離者。

    愛捨離者，億波提捨離。億波提捨離者，則苦捨離。我謂：「苦捨離者，由生、

    老死、愁、悲、苦、憂、惱得解脫，則解脫於苦。」

    二九  諸比丘！任何未來之沙門、婆羅門，於此世間可愛、快思之色，視為無常，

II,111.視為苦，視為無我，視為病，視為怖畏者、則將捨離於愛。

    三0  愛捨離者……我謂：「解脫於苦。」

    三一  諸比丘！任何現在之沙門、婆羅門，對可愛、快思之色，視為無常，視為苦，

    視為無我，視為病，視為怖畏者，則捨離於愛。

    三二  愛捨離者，則億波提捨離。億波提捨離者，則苦捨離。我謂：「苦捨離者，

    則生、老死、愁、悲、苦、憂、惱得解脫，則解脫於苦。」

    三三  諸比丘！譬如有飲水器，色具足，香具足，味具足，亦以毒混入。爾時有人，

    為炎熱所燒，為炎熱所苦，疲勞困憊，為渴而來。對此時有人曰：「可愛者！此飲

    水器皿，色具足，香具足，味具足，但混有其毒，若汝欲者自可飲，飲之雖愛好其

▼. II.132.
    色、香、味，然因此至死或受至死之苦。」

    三四  諸比丘！爾時，彼人作是念：「我此刻極渴，得依飲料而克服，或依生蘇

    予克服，或依含鹽分之乳精予克服，或以酸粥予克服。然而我於此長夜不為我之利

    益，因此而決不飲此苦物。」彼思慮之再，而不飲其飲水器皿物，予捨棄、彼即因

II,112. 此而不至死，不至近死之苦。

    三五  諸比丘！同此，任何過去之沙門、婆羅門，於此世間可愛、快思之色，視為

    無常，視為苦，視為無我，視為病，視為怖長者，則捨離於愛。

    三六  捨離於愛者，則億波提捨離。億波提捨離者，則苦捨離。我謂：「苦捨離者，

    則生、老死、愁、悲、苦、憂、惱得捨離，解脫於苦。」

    三七~三八  諸比丘！任何未來之沙門、婆羅門……

    三九  現在之沙門、婆羅門，於此世間可愛、快思之色，視為無常、視為苦、視為

    無我、視為病、視為怖畏者，捨離於愛。

    四0  捨離於愛者，則億波提捨離。億波提捨離者，則捨離於苦。我謂：「捨離於

    苦者，即由生、老死、愁、悲、苦、憂、惱解脫，解脫於苦。」」

S.12.67.蘆束(互依則立)

《雜阿含288經》
    一  一時，尊者舍利弗、尊者摩訶拘絺羅，住波羅奈之仙人墮處鹿野苑。

    二  爾時，尊者摩訶拘絺羅，暮時自宴坐起，詣尊者舍利弗之處。詣已，與尊者舍

    利弗俱相致問，交談致候可記憶之語後，坐於一面。

    三  坐於一面之尊者摩訶拘絺羅，向尊者舍利弗作斯言曰：「友，舍利弗！老死為

II,113. 自作耶？老死為他作耶？老死為自作、他作耶？或老死為非自作、非他作、無因生

    耶？如何？」

    四  「友，拘絺羅！老死非自作，老死非他作，老死亦非自作、他作，老死非自作、

    非他作、非無因生，是緣生而有老死。」

    五  「友，舍利弗！生為自作耶？生為他作耶？生為自作、他作耶？或生為非自作、

    非他作、無因生耶？如何？」

    六  「友，拘絺羅！生非自作，生非他作，生非自作、他作，生亦非自作、非他作，

    非無因生，是緣有而有生。」

    七~一八  「友，舍利弗！有為自作耶？……取為自作耶？……愛為自作耶？……受

▼. II.134.
    為自作耶？……觸為自作耶？……六處為自作耶？……如何？

    一九  「名色為自作耶？名色為他作耶？名色為自作、他作耶？或名色為非自作、非

    他作，無因生耶？」

    二0  「友，拘絺羅！名色非自作，名色非他作，名色非自作、他作，亦非自作、他

    作，亦非無因生，是緣識而有名色。」

    二一  「友，舍利弗！識為自作耶？識為他作耶？識為自作、他作耶？識為非自作、

    非他作，亦非無因生耶？如何？」

    二二  「友，拘絺羅！識非自作，識非他作，識非自作、他作，識非自作、非他作，

    亦非無因生，是緣名色而有識。」

II,114. 二三  如今我等如是知尊者舍利弗之所說：「友，拘絺羅！名色非自作，名色非他

    作，名色亦非自作、他作，名色非自作、非他作。名色非自作、非他作，亦非無因

    生，是緣識而有名色。」」

    二四  如今我等又如是知尊者舍利弗之所說：「友，拘絺羅！識非自作，識非他作，

    識非自作、他作，又，識非自作、非他作、亦非無因生，是緣名色而有識。」

    二五  「友，舍利弗！應如何知此所說之義耶？」

    二六  「友！譬如兩蘆束，相互依持則能直立。友！同此，緣名色而有識，緣識而有

    名色。緣名色而有六處，緣六處而有觸、……如是，此乃全苦蘊之集。友！若此等

    之蘆束中，取其一；而另一則仆倒；取他，而另他則仆倒。友！同此，緣名色之滅，

    而有識滅。緣識之滅，而有名色滅。緣名色之滅而有六處滅。緣六處之滅，而有觸

    滅……如是，此乃全苦蘊之滅。」

    二七  「友，舍利弗！是希有。友，舍利弗！是未曾有。此為尊者舍利弗之善說。我

    等對尊者舍利弗之所說，應以此等三十六事當予隨喜。」

    二八  友，若比丘，依老死之厭離、離貪、滅而說法，則適稱為：「法師比丘。」

    友！若比丘，行老死、厭離、離貪、滅，則適稱為：「行法、隨順法比丘。」友！

II,115. 若比丘，對老死、厭離、離貪、滅，不取著、予解脫，則適稱為：「達現法涅槃比

    丘。」

    二九~三八  友！若比丘，生之厭離……若有之……若取之……若愛之……若受之

    ……若觸之……若六處之……若名色之……若識之……若行之……

▼. II.136.
    三九  友！若比丘，依無明之厭離、離貪、滅、說法、適稱之謂：「法師比丘。」

    友，若比丘，行無明之厭離、離貪、滅，則適稱之謂：「行法、隨順法比丘。」友，

    若比丘，依無明之厭離、離貪、滅、不取著、予解脫、則適稱之謂：「達現法涅槃

    比丘。」

S.12.68.憍賞彌(有滅即涅槃)

《雜阿含351經》
    一  一時，尊者茂師羅、尊者殊勝、尊者那羅陀、尊者阿難，住憍賞彌之瞿師羅園。

，一

    二  爾時，尊者殊勝向尊者茂師羅作如是言曰：「友，茂師羅！除信、除欲、除傳說、

    除行相覺、除見害諦思，尊者茂師羅！別有「緣生而有老死」之智否？」

    三  「友，殊勝！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，我知於此，我見於

    此，即：「緣生有老死也。」」

II,116. 四  「友，茂師羅！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，尊者茂師羅！別

    有「緣有而有生」之智耶？」

    五  ……緣取而有有……

    六  ……緣愛而有取……

    七  ……緣受而有愛……

    八  ……緣觸而有受……

    九  ……緣六處而有觸……

    一0  ……緣名色而而有六處……

    一一  ……緣識而有名色……

    一二  ……緣行而有識……

    一三  ……緣無明而有行……

    一四  「友，殊勝！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，我知於此，我見

    於此，即：「緣無明而有行。」」

    一五  「友，茂師羅！除信……除見審諦思，尊者茂師羅！別有「緣生之滅，而有老

    死之滅」之智耶？」

    一六  「友，殊勝！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，我知於此，我見

    於此，即：「緣生之滅而有老死之滅。」」

▼. II.138.
    一七  「友，茂師羅！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，尊者茂師羅！

    別有「緣有之滅，而有生之滅」之智耶？」

    一八~二四  「緣取之滅，而有有之滅」……「緣愛之滅，而有取之滅」……「緣

    受之滅，而有愛之滅」……「緣觸之滅，而有受之滅」……「緣六處之滅，而有觸

II,117. 之滅」……「緣名色之滅，而有六處之滅」……「緣識之滅，而有名色之滅」……

    「緣行之滅，而有識之滅」……「緣無明之滅，而有行之滅。」

    二五  友，殊勝！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，我知於此，我見

    於此，即：「緣無明之滅，而有行之滅。」

    二六  「友，茂師羅！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，尊者茂師羅！

    別有「有滅即涅槃」之智耶？」

    二七  「友，殊勝！除信、除欲、除傳說、除行相覺、除見審諦思，我知於此，我見

    於此，「有滅即涅槃。」」

    二八  然則，尊者茂師羅是阿羅漢，是漏盡者。

    二九  如是言時，尊者茂師羅默然。

，二

    三0   爾時，尊者那羅陀對尊者殊勝言曰：「友，殊勝！善哉！我欲得此問，可向

    我問，我則答汝此問。」

    三一  「尊者那羅陀！汝得此問。我向尊者那羅陀，作此問，尊者那羅陀，請答我問。」

    三二~五七 「友，那羅陀！除信……我知於此，我見於此，「此有滅即涅槃。」」

    五八  「然則，尊者那羅陀是阿羅漢，是漏盡者。」

II,118. 五九  「友！「有滅即涅槃」，我依正慧，如實善見。然則我尚非阿羅漢、漏盡者。」

    六0  友！譬如於曠野之路上有井，然無繩、無罐，時有人為炎熱所燒，為炎熱所

    苦，疲勞困憊，乾渴此來。彼眺望其井，雖如為水，但身不能觸而住。

    六一  友！同此，「有之滅即涅槃也，」如實以正慧善見，然我尚非阿羅漢、漏盡者。

，三

    六二  如是言已，尊者阿難：向尊者殊勝作是言曰：「友！殊勝！汝如是之說，汝向

    尊者那羅陀作如何言之耶？」

    六三  「友，阿難！我如是說：我外於尊者那羅陀之德，以外於善，故無所說。」

▼. II.140.
 S.12.69.(無明膨脹,使諸行)膨脹

    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時……

    三  「諸比丘！大海膨脹時，使諸大河膨脹，諸大河膨脹時，使諸小河膨脹。小河膨

    脹時，使大湖膨脹。大湖膨脹時，亦使小湖膨脹。

    四  諸比丘！同此，無明膨脹，使諸行膨脹。諸行膨脹，使識膨脹。識膨脹時，使

    名色膨脹。名色膨脹時，使六處膨脹。六處膨脹時，使觸膨脹。觸膨脹時，使受膨

    脹。受膨脹時，使愛膨脹。愛膨脹時，使取膨脹。取膨脹時，使有膨脹。有膨脹時，

II,119. 使生膨脹。生膨脹時，使老死膨脹。

    五  諸比丘！大海退潮時，使大河退水。大河退水時，使小河退水。小河退水時，

    使大湖退水。大湖退水時，使小湖退水。

    六  諸比丘！同此，無明衰時，使諸行衰。諸行衰時，使識衰。識衰時，使名色衰。

    名色衰時，使六處衰。六處衰時，使觸衰。觸衰時，使受衰。受衰時，使愛衰。愛

    衰時，使取衰。取衰時，使有衰。有衰時，使生衰。生衰時，使老死衰。」

 S.12.70.須尸摩((須深)慧解脫)

《雜阿含347經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林栗鼠養餌所。

，一

    二  爾時，世尊深受恭敬、尊重、敬仰、供養，得衣服、缽食、床區、醫病之必要

    藥物、資具等。

    三  比丘僧伽亦頗受敬重、恭敬，供養、尊重，得衣服、缽食、床座、醫病必要之

    藥物、資具等。

    四  異學之遊方者等，未受敬重、恭敬，供養、尊重，未得衣服、缽食、床座、醫

    病之必要藥物、資具等。

，二

    五  爾時，遊方者須尸摩，與眾多遊方者之徒，俱住王舍城。

II,120. 六  爾時，遊方者須尸摩之徒，向遊方者須尸摩作如是言曰：「來，友！須尸摩！汝

    宜往沙門瞿曇之處修梵行。汝完全學法後，再告知我等，我等完全學得其法後，為

    在家者說示，如是我等亦受敬重、恭敬、供養、尊重，獲得衣服、缽食、床座、醫

▼. II.142.
    病之必要藥物、資具等。」

    七  遊方者須尸摩對己徒答：「如是，友！」則詣尊者阿難之處。詣已，與尊者阿難

    俱相致問，交談致問可記憶之語後，坐於一面。

，三

    八  坐於一面之遊方者須尸摩，同尊者阿難作如是言曰：「友，阿難！我欲於此作

    法、律之修習梵行。」

    九  爾時，尊者阿難，陪伴遊方者須尸摩，來詣世尊之處。詣已，禮敬世尊，坐於

    一面。

    一0  坐於一面之尊者阿難向世尊言曰：「大德！此遊方者須尸摩如是云：「友，阿

    難！我欲於此作法、律之修習梵行。」」

    一一  「阿難！然則，故應使須尸摩出家。」

    一二  於是，遊方者須尸摩得在世尊之處出家，得具足戒。

    一三  爾時，又有眾多比丘，來至世尊之處，白世尊言：「我等知「生已盡，梵行已

    立，應作已作，更不再生」，已達於完全智
。」

，四

    一四  尊者須尸摩，聞眾多比丘於世尊之前告白已達完全智：「生已盡，梵行已立，

II,121. 應作已作，更不再生矣。」

    一五  爾時尊者須尸摩，走近彼等諸比丘，近已，與彼等諸比丘俱相致問，交談問

    候記憶之語，坐於一面。

    一六  坐於一面之須尸摩，向彼等諸比丘作如是言曰：「諸尊者來詣世尊處曾白云：

    「我等已知生已盡，梵行已立，應作已作，更不再生，」已達於完全智，此為真實

    耶？」「友！唯然。」

    一七  「然則又，汝等尊者如是知、如是見，享受種種之神通耶？--一為多、多為

    一、顯現變為隱沒，越牆、越壘、穿山、無障礙，恰如行空出入地下，於水中不分

    水而行如走於地上。趺坐於虛空，恰如有翼之鳥。有大神力，大威力，於日月以手

    觸捉，以此身行77於梵界耶？」

    一八  「然則汝等尊者，如是知、如是見，以清淨超勝人間之天耳界，對人天之兩音、

    遠音、近音、皆聞之耶？」

▼. II.144.
        「友！並無此事。」

    一九  「又，汝等尊者，如是知，如是見，以心，對他眾生之心，他人之心，得予把

    握知之耶？--有貪心知為有貪心，離貪心知為離貪心，有瞋心知為有瞋心，離瞋

II,122. 心知為離瞋心，有癡心知為有癡心，離癡心知為離癡心，集注心知為集注心，散亂

    心知為散亂心，大心知為大心，不大心知為不大心、有上心知為有上心，無上心知

    為無上心，寂靜心知為寂靜心，非寂靜心知為非寂靜心，解脫心知為解脫心，非解

    脫心知為非解脫心耶？」

        「友！並無此事。」

    二0  「又，汝等尊者，如是知、如是見，憶念種種宿住耶？譬如一生、二生、三生、

    四生、五生、十生、二十生、三十生、四十生、五十生、百生、千生，種種成劫、

    種種壞劫、種種成、壞劫……「於彼處，名如是如是，姓如是如是，如是之容色，

    如是之食，經驗如是如是之苦樂，得如是之壽。彼歿於其處，而生於此處。於彼處，

    名如是如是，姓如是如是，如是之容色，如是之食，經驗如是之苦樂，得如是之壽。

    彼歿於其處，生於此處。」如是詳細種種宿住、悉憶念耶？」

        「友！並無此事。」

    二一  「又，汝等尊者，如是知、如是見，以清淨超勝人間之天眼，見眾生之歿，見

II,123. 生時之劣、勝、美、醜、好、惡，如眾生之如業行耶？實汝等尊者，對「此等眾生，

    身惡行具足，語惡行具足，意惡行具足，罵聖者、邪見、執持邪見業，故彼等身壞

    命終，生於苦處惡趣、無樂處、地獄。」又實汝等尊者對「此等眾生，身善行具足、

    語善行具足、意善行具足、不罵聖者、有正見、執持正見業，故彼等身壞命終，生

    於善趣、天界，」如是，以清淨超人之天眼，得見眾生之歿，生時之劣、勝、美醜、

    好、惡，得知眾生如業之行耶？」

        「友！並無此事」。

    二二  「又，汝等尊者為如是知、如是見，對超色、無色之寂靜解脫、得於身觸而住

    耶？」

        「友！並無此事。」

    二三  「於今，尊者未到達此記說與此等之法者耶？」

    二四  「友！並無此事。」

▼. II.146.
    二五  「何以故？」

        「友，須尸摩！我等為慧解脫者。」

    二六  「我對尊者等此略說之義不能詳知。如尊者等之所說，我對尊者等所略說之

    義，欲詳知為宜。」

II,124. 二七  「友，須尸摩！汝無論對其知，或不知，我等為慧解脫者。」

，五

    二八  爾時尊者須尸摩由座起來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    二九  坐於一面之尊者須尸摩，將與彼等諸比丘之論議悉告世尊。

    三0   「須尸摩！法住智為前、涅槃智為後。」

    三一  「大德！我對世尊略說之義、不得詳知，大德！如世尊之所說，我對世尊略說

    之義，欲詳知為宜。」

    三二  「須尸摩！汝無論知或不知，法住智為前，涅槃智為後。須尸摩！汝云何思惟？

    色為常耶？或為無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三三  「又，無常者是苦耶？或是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「又，無常苦、變易之法得認：「此是我所，此是我，此是我之我」耶？」

        「大德！並無此事。」

    三四  「受是常耶？或無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三五  「想是常耶？或無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三六  「行是常耶？或無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三七  「識是常耶？或無常耶？」

II,125.    「大德！是無常。」

        「又，無常者是苦耶？或是樂耶？」

        「大德！是苦。」

▼. II.148.
        「又無常苦、變易之法、得認：「此是我所，此是我，此是我之我」耶？」

        「大德！並無此事。」

    三八  「須尸摩！然任何過去、未來、現在，內、外、麤、細、劣、勝、遠、近之色，

    對一切之色，不得以認：「此是我所、此是我、此是我之我。」如是，必須以如實

    正慧、對此作視。

    三九  任何過去、未來、現在……對受……

    四0   對任何之想…

    四一  任何過去、未來、現在，內、外、麤細、劣、勝、遠、近之行、一切諸行，

    不得以認：「此是我所、此是我、此是我之我。」

    四二  任何過去、未來、現在，內、外、麤、細、劣、勝、遠、近之識、對一切之

    識、不得以認：「此是我所，此是我，此是我之我。」如是，必須以如實正慧、對

    此作視。

    四三  須尸摩！多聞之聖弟子，於色如是見而厭離、於受、於想、於諸行、於識亦

    厭離，生厭離、離貪、予解脫，於解脫生解脫之智：「知生已盡、梵行已立，應作

    已作，更不再生。」須尸摩！汝見：「緣生而有老死」耶？」

        「大德！誠然。」

    四四  「須尸摩！汝見：「緣有而有生」耶？」

        「大德！誠然。」

    四五  「須尸摩！汝見：「緣取而有有」耶？」

        「大德！誠然。」

II,126. 四六  「須尸摩！汝見：「緣愛而有取」耶？」

        「大德！誠然。」

    四七  「須尸摩！汝見：「緣受而有愛，緣觸而有受，緣六處而有觸，緣名色而有六

    處，緣識而有名色，緣行而有識，緣無明而有行」耶？」

        「大德！誠然。」

    四八  「須尸摩！汝見：「緣生滅而有老死滅」耶？」

        「大德！誠然。」

    四九  「須尸摩！汝見：「緣有滅而有生滅」耶？」

▼. II.150.
        「大德！誠然。」

    五0  「須尸摩！汝見：「緣取之滅，而有有滅，緣愛之滅，而有取滅，緣受之滅，

    而有愛滅，緣觸之滅，而有受滅，緣六處之滅，而有觸滅，緣名色之滅，而有六處

    滅。緣識之滅，而有名色滅，緣行之滅，而有識滅，緣無明之滅，而有行滅」耶？」

        「大德！誠然」。

    五一  「須尸摩！汝亦如是知、如是見，享受種種之神通耶？--一為多、多為一、

    顯現變隱沒、超牆、超壘、穿山、無障礙，恰如行虛空。出入地中恰如水中，不分

    水而行，恰如行於地上，趺坐於虛空，恰如有翼之鳥、有大神力、大威力，以手觸

    捉日月，以此身行梵界耶？」

        「大德！並無此事。」

    五二  「須尸摩！汝亦如是知、如是見，以清淨超勝人間之天耳界、聞人天之兩音、

II,127. 遠音、近音耶？」

        「大德！並無此事。」

    五三  「須尸摩！汝亦如是知、如是見，如以心把握他之眾生，他人等之心耶？--對

    非解脫心知是非解脫心，對解脫心知是解脫心耶？」

        「大德！並無此事。」

    五四  「須尸摩！汝亦如是知、如是見，憶念種種之宿住耶？譬如一生……如是詳細

    憶念種種之宿住耶？」

        「大德！並無此事。」

    五五  「須尸摩！汝亦如是知、如是見，以清淨超勝人間之天眼，如眾生之歿……眾

    生之如業行耶？」

        「大德！並無此事也。」

    五六  「須尸摩！汝亦如是知、如是見，對超色、無色之寂靜解脫、以身觸而住耶？」

        「大德！並無此事也。」

    五七  「須尸摩！今此未能到達此記說，與此等之法者，須尸摩！我等實行於此。」

，六

    五八  爾時，尊者須尸摩，稽首世尊之足，白世尊曰：「大德！罪克服於我。我如是，

    對善說之法、律，如是法之盜人而出家，愚而無知、為不善者。大德！我世尊，我

▼. II.152.
    對其罪知是罪，
願予與領受，而於未來無再犯。」

    五九  「須尸摩！汝為罪所克服，汝於如是善說之法、律，如為法之盜人而出家為愚

    而無智，是不善者。

II,128. 六0  須尸摩！譬如、捕犯罪之盜賊，遂於王之前而示曰：「大王！犯罪之盜賊帶

    來矣。對彼應課以王所欲之刑罰。」王對彼者如是曰：「汝等將此者，去以強繩堅

    縛後手，剃為禿頭，鳴擊小鼓，由街至街，由巷至巷，巡迴曳領，由南門出，於城

    邑之南，而刎其首。」如是臣等，將彼人以強繩堅縛後手，剃為禿頭、鳴擊小鼓，

    由街至街，由巷至巷，巡迴曳領，由南門出，於城邑之南，而刎其首。

    六一  須尸摩！汝對其如何思惟耶？彼人為此經驗苦、憂耶？」

        「大德！誠然。」

    六二  「須尸摩！彼人為此雖受苦、憂，但於如是善說之法、律，為法之盜人出家者，

    對此將受過苦之報與劇報，乃至墮地獄。」

    六三  「須尸摩！汝見罪為罪，如法悔過。我等將攝受領納。須尸摩！於聖律，對見

    罪為罪如法悔過者，增長功德，於未來入於律儀。」

     此頌曰：

         所謂二無聞      及子肉有貪

         城邑觸蘆束      憍賞彌膨脹

         第十須尸摩。

註: 77 「行耶？」原文“vasam vattethati，應為va samvattethati

II,129.

第八 沙門婆羅門品

S.12.71.沙門婆羅門義

《雜阿含354經》，S.12.29-30
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，世尊曰：

    三  「諸比丘！雖任何之沙門、婆羅門，不知老死，不知老死集，不知老死滅，不知

▼. II.154.
    趣老死滅之道跡者，諸比丘！彼等沙門、婆羅門，於沙門非是沙門，於婆羅門非是

    婆羅門。又彼尊者等、對沙門之義、婆羅門之義，於現法不能自知、實證入而住。

    四  諸比丘！雖任何之沙門、婆羅門，知老死……知道跡者，諸比丘！彼等沙門、

    婆羅門，於沙門為沙門，於婆羅門為婆羅門。又彼尊者等，對沙門之義，與婆羅門

    之義，於現法自知、實證入而住。

 S.12.7二~八0.第二~第十 不知(1)

《雜阿含354經》，S.12.29-30.
        ……舍衛城……

        ……不知生……

        ……不知有……

        ……不知取……

        ……不知愛……

        ……不知受……

        ……不知觸……

        ……不知六處……

        ……不知名色……

        ……不知識……

II,130.

S.12.81.不知(2)

《雜阿含354經》,S.12.29-30.
        不知行，不知行之集、不知行之滅、不知趣行滅之道跡……自知，實證入而住。

         此頌曰：

         所謂由十一，四諦之分別

         沙門婆羅門，第八乃為因

         本篇之頌曰：

         佛陀食十力，乃至迦拉羅

         第五於家主，樹品與大品

         最後之第八，沙門婆羅門

▼. II.156.
第九 中略品

         [爾時，世尊]住舍衛城。

 S.12.82.(不如實知老死,則不能不求)師

    一  世尊曰：「諸比丘！不能如實知老死，是不見者，為於老死如實之智，則不能不

    求師。又不能如實知老死之集，是不見者，為於老死如實之智，則不能不求師。不

    能如實知老死之滅，是不見者，為於老死滅如實之智，不能不求師。不能如實知趣

    老死滅之道跡，是不見者，為於趣老死滅道跡如實智，不能不求師。」

        一切凡如是者中略之。

II,131. 二  「諸比丘！不能如實知生，是不見者……

    三  諸比丘！不能如實知有，是不見者……

    四  諸比丘！不能如實知取，是不見者……

    五  諸比丘！不能如實知愛，是不見者……

    六  諸比丘！不能如實知受，是不見者……

    七  諸比丘！不能如實知觸，是不見者……

    八  諸比丘！不能如實知六處，是不見者……

    九  諸比丘！不能如實知名色，是不見者……

    一0 諸比丘！不能如實知識，是不見者……

    一一  諸比丘！不能如實知行，是不見者，為於行如實之智，不能不求師。不能如

    實知行之集，是不見者，為於行集如實之智，不能不求師。不能如實知行之滅，是

    不見者，為於行之滅如實之智，不能不求師。不能如實知趣行滅之道跡，是不見者，

    為於趣行滅之道跡如實之智，不能不求師。」

        凡對四諦亦應如是。

S.12.83.(不如實知老死,則不能不求)學

《雜阿含367經》
    一~一一  「諸比丘！不能如實知老死，是不見者，為於老死如實之智，不能不學。對

    四諦亦復如是，而中略之。

 S.12.84.(不如實知老死,則不能不求)瑜伽

《雜阿含368經》
    一~一一  ……不能不為瑜伽行。

▼. II.158.   II,132.

 S.12.85.欲

    一~一一  ……不能不為欲。

S.12.86.努力

    一~一一  ……不能不為努力。

 S.12.87.不退轉。

    一~一一  ……不能不為不退轉。

S.12.88.熱誠

    一~一一  ……不能不為熱誠。

 S.12.89.精進

    一~一一  ……不能不為精進。

S.12.90.不拔

    一~一一  ……不能不為不拔。

 S.12.91.正念

    一~一一  ……不能不為正念。

S.12.92.正心

    一~一一  ……不能不為正心。

S.12.93.不放逸

    一~一一  ……不能不為不放逸。

        此頌曰：

        師學及瑜伽，欲努不退轉

II,133.   熱誠與精進，不拔與正念

        正心不放逸，十二中略經

        另有十二經，分百三十二

        稱之為中略，就四諦而言

        於此中略之要目終。

        此頌曰：

▼. II.160.
        師學及瑜伽，欲第五努力

        不退轉熱誠，謂精進不拔

        正念與正心，不放逸十二

        如中略經終，其他有十二

        百三十二經，所謂中略者

        則對於四諦，中略綱目終

    S.12.第一 因緣相應 註

    1 參照雜阿含一二(大正藏二、八五a)[以下如次略出。]

    2 雜阿含一二(大正藏二、八五a)。

    3 邪道跡(micchapatipada)不導涅槃之道跡(aniyyanika-patipada)謂緣起法之順觀。(SA.P19)

      對此之正道跡(sammapatipada)謂緣起法之還觀，SA.P19)。

    4 雜阿含一五(大正藏一一、一0一a)。

    5 五~九雜阿含一五(大正藏二、一0一b)。

    6 雜阿含一二(大正藏二、七九。)經最初有「一一爾時世尊住舍衛城「之一文略而直入本文開始」

      「二 諸比丘！云云」。

    7 雜阿含一五(大正藏二、一0一c)。

    8 雜阿含一五(大正藏二、一0二a)。

    9 十三、十四雜阿含一四(大正藏二、九九a)。

    10 雜阿含一二(大正藏二、八五c)。

    11 方便(upaya)於方便有愛見之二。愛與見則由我，我所等之相，以囚於三界之法。謂之方便。(SA.

       II,P.33)。

    12 「我之我云云」於原文“attamam eti“應讀為“atta na me ti“．

    13 雜阿含一四(大正藏二、一00c)。

    14 法隨順法(dammanudamma)者，謂含括大小之法。

    15 若云云雜阿含一五(大正藏二、一0一a)。

    16 雜阿含一二(大正藏二、八六a)及佛為阿支羅迦葉自化作苦經(大正一四，七六八)。

▼. II.162.
    17 雜阿含一二(大正藏二、八六b)。

    18 雜阿含一二(大正藏二、八三c)。

    19 身者「自己之有識身」外之名，色者「他外之有識身。」。

    20 雜阿含一二(大正藏二、八四b)。

    21 雜阿含四六(大正藏二、七七六a)。

    22 雜阿含一四(大正藏二、九八a)。

    23 說隨順說(vadanunvada)原文雖有vadanupata此段之意是vadanuvada？「然無難結者耶？」

    24 觸云云，即謂「緣觸為經驗」是無如此道理之意。

    25 雜阿含一四(大正藏二，九三b)。

    26 佛陀品第一，再出第二經「分別」者。

    27 見(ditthi)見道之意 (SA II,P.59)次之見(dassana)亦然。

    28 雜阿含一四(大正藏二、九九c)。

    29 二九、三0雜阿含一四(大正藏二、九九a-b)。

    30 原文「以知老死」重複。

    31 雜阿含一四(大正藏二、九五b)。

    32 波羅延那[經]於原文有parayana為parayana。parayanavagga是含於經集(sutta-nipata)。

    33 「於此」者「於此教」之意(SA.P.60)。

    34 威儀(iriya)者，謂「達善行住」之意(SA.II,P.60)。

    35 此原文之idanti讀為idami ti.

    36 不生者(bhuta)謂五蘊 (SA.II,p.61)。

    37 舍利弗云云此重複可不要。

    38 中阿含卷第五智經(大正藏一、四五一a)。

    39 於[因]盡云云，重複可略。

    40 雜阿含一四(大正藏二、九九c)。

    41 「見」者，以智眼見，「知」者，以慧知之。「沒入」者，依慧而入(SA.II,P.67)。

    42 法者，謂四諦法，或道智法(magga-hana-dhamma)，四諦法或導智法不能導過未之道。更要觀

       察智(pacca-vekkhana-hana)(SA.II,P.67)。

    43 雜阿含一四(大正藏二、九九c)。

▼. II.164.
    44 三五、三六 雜阿含一四(大正藏二、一00a)。

    45 雜亂等皆與邪見同義語(SA.II,P.69)

    46 雜阿含一二(大正藏二、八四a)。

    47 三八、三九、四0 雜阿含一四(大正藏二、一00a-b)。

    48 繫著(nati)為渴愛。(SA.II,P.72)。

    49 聖法(artya naya)naya謂八正道及緣起法。

    50 飲酒(Sura-maraya-majja-pamadatthayi)sura(窣羅)「釀酒以飲」(俱舍論一四)meraya(迷

       麗耶)謂醱酵酒。

    51 雜阿含一二(大正藏二、八五c)。

    52 順世派(Lokayatika)謂巧詭辯法之Lokayata。詭辯法之師(Vltandasatta)(SA.II,P.76)。

    53 世間之領域(lokayata)是loka+ayata(關於世間者)愚凡世間之領域，認為大也深也所行有見。

       (SA.II,P.76)。

    54 四九、五0 雜阿含一四(大正藏二、九八b)。

    55 雜阿合一二(大正藏二、八二c)。

    56 雜阿含一二(大正藏二、八0b)。

    57 雜阿含一二(大正藏二、八0a)。

    58 雜阿合一二(大正藏二、七九c)

    59 五五、五六雜阿含一二(大正藏二、七九b)。

    60 雜阿含一二(大正藏二、七九a)。

    61 住味觀者，原文雖有adinavanupassin0是assadanupassin0之誤。

    62 一~四 D,N,XV,1(南傳藏長部經典二)之始同。

    63 六一，六二雜阿含一二(大正藏二、八一c-八二a)。

    64 雜阿含一五(大正藏二、一0二b)。

    65 肉片乾(vallura)取堅肉部份乾之，多液汁之肉片(sondika)取骨或腱之部份為酒肉。(SA.II

       P.104)。

    66 雜阿含一五(大正藏一0二c)。

    67 雜阿含一二(大正藏二、八0b)增一阿含卷三十八(大正二、七一八a)。

    68 老死云云 原文重複可不要。

▼. II.166.
    69 雜阿含一二(大正藏二、八二a)。

    70 取耶？否？原文(sammasatha no)但註為(sammasatna nu)。

    71 億波提(upadhi)註為五蘊。(SA.II,P.119)。

    72 「我」於原文Atthato，但英譯“as good“此應為之attato。

    73 雜阿含一二(大正藏二、八一a)。

    74 雜阿含一四(大正藏二、九八c)。

    75 雜阿含一四(大正藏二、九六b)。

    76 完全智(abba)是阿羅漢果。(SA.II．P．126)。

    77 「行耶？」原文“vasam vattethati，應為va samvattethati.

    78 領受(samvarayati)原文誤為samparayati。

    79 七一、八一、雜阿含一四(大正藏二、九九b)。

    80 八三、八四、雜阿含一五(大正藏二、一0一b)。

▲Top回目錄
S.13.第二 現觀相應

S.13.1.爪尖(之垢少,大地土多)

《雜阿含891經》
▲Top回目錄
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  其時，世尊為令取爪尖之小垢，謂諸比丘曰：「諸比丘！作如何思惟耶？我此所

    收爪尖之小垢與大地土，何者較多耶？」

    三  「大德！此大地土為多，世尊所收爪尖之小垢為少。世尊所收爪尖之少垢，與大

    地土相比，實百倍、千倍、乃至百千倍亦所不能及。」

    四  「諸比丘！同此，見具足之聖弟子，達於現觀之人，即滅盡苦終較多，殘苦為少。

    此則，滅盡前者之苦蘊而終者，與極七返生相比，此百倍、千倍、百千倍亦所不能

    及。」

    五  諸比丘！如是大利為法現觀，如是大利，為得法眼。」

 S.13.2.蓮池(水與草端掬之水)2

《雜阿含109、891經》
II,134. 一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.168.
    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如有長五十由旬，寬五十由旬，深五十由旬之

    蓮池，其水盈滿至岸。有人以草端掬水，諸比丘！作如何思惟耶？以草端所掬之水，

    與蓮池之水，何者較多耶？」

    三  「大德！蓮池之水較多，以草端所掬之水為少。以草端所掬之水，與蓮池之水相

    比，百倍、千倍、百千倍亦所不能及。」

    四  諸比丘！同此，見具足之聖弟子，達現觀之人，即滅盡苦終較多，殘苦為少。

    以此前者之苦蘊滅盡，苦蘊終者，與極七返生者相比，百倍、千倍、百千倍亦所不

    能及。

    五  「諸比丘！如是大利，為法現觀。如是大利，為得法眼。」

 S.13.3.合流水(與掬二三滴水)(1)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,135. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如有人於恆河，耶符那、伊羅跋提，薩羅遊、

    摩醯，此等諸大河之合流，於匯合處，欲掬二、三滴水，諸比丘！汝等對其作如何

    思惟耶？所掬之二、三滴水，與合流之水，何者較多？」

    三  「大德！匯流之水較多，所掏之二、三滴水為少。所掏之二、三滴水與合流之水

    相比，百倍、千倍、百千倍亦所不能及。」

    四  「諸比丘！亦同於此……」。

 S.13.4.合流水(與掬二三滴水) (2)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如此等之恆河、耶符那、伊羅跋提、薩羅遊、

    摩醯匯入諸大河合流、會合，將其水留二、三滴、而滅盡終矣。諸比丘！汝等對此

    作如何思惟耶？合流之水，滅盡為終者，與所留之二、三滴水，何者較多耶？」

    三  「大德！合流之水，即滅盡而終之水較多，所留之二、三滴水為少。所留之二、

    三滴水，與滅盡而終之合流水相比，百倍、千倍、百千倍亦所不能及。」

    四  諸比丘！亦同於此……

S.13.5.(七粒棗較少於)地 (1)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,136. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有人於大地之一處，以七粒棗種子置於大土塊中。

▼. II.170.
    諸比丘！汝等對作此如何思惟耶？大地之一處所置之七粒棗種子大之土塊，與大地

    土，何者較多耶？」

    三  「大德！大地土較多，置於大地一處七粒棗種子大之土塊較少。以置於一處七粒

    棗種子大之土塊與大地土相比，百倍、千倍、百千倍、亦所不能及。

    四  「諸比丘！亦同於此……」。

S.13.6.(七粒棗較少於)地(2)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！如除去七粒棗種子大之土，令大地土滅盡至終，

    諸比丘！汝等作如何思惟耶？滅盡至終之大地土，與存留七粒棗種子大之土，何者

    為多耶？」

    三  「大德！然則，滅盡至終之大地土多，而存留七粒棗種子大之土為少。存留七粒

    棗子大之土以比滅盡至終之大地相比，不及其百倍、千倍、百千倍亦所不及。」

    四  「諸比丘！亦同於此……。」

 S.13.7.海(水與掬二三滴水) (1)

《雜阿含891經》
    一  爾時，世尊住舍衛城。

    二  爾時，世尊如斯曰：「汝等比丘！譬如有人，從大海掬取二、三滴水，諸比丘！

    汝等作如何思惟耶？所掬之二、三滴水與大海之水，何者餃多耶？」

II,137. 三  「大德！大海之水為多，掬取之二、三滴水為少。將掬取之二、三滴水與大海水

    相比，百倍、千倍、百千倍亦不所能及。」

    四  「諸比丘！亦同於此……」

 S.13.8.海(水與掬二三滴水) (2)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛國。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸丘比！譬如取存二、三滴水，而大海滅盡歸終，諸比丘！

    汝等對此作如何思惟耶？滅盡歸終之大海水，與所收存之二三滴水，何者較多耶？」

    三  「大德！滅盡歸終之大海水為多，所收存之二三滴水較少。所取存之二、三滴水

    與滅盡歸終之大海水相比，百倍、千倍、百千倍，亦所不能及。」

    四  「諸比丘！亦同於此……」

 S.13.9.山喻(雪山較多,七粒小石少)(1)

《雜阿含891經》
▼. II.172.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如有人，於雪山王之一處，置七粒芥子種大之

    小石。諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？置於一處之七粒芥子種大之小石，與雪山

    王相比，何者較多耶？」

    三  「大德！雪山王乃較多，置於一處之七粒芥子種大之小石為少。置於一處之七粒

II,138.芥子種大之小石，與雪山王相比，百倍、千倍、百千倍亦所不能及。」

    四  諸比丘！亦同於此……。」

S.13.10.山喻(雪山較多,七粒小石少) (2)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如以七粒芥子種大之小石取存，至雪山王滅盡

    歸終。諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？為滅盡歸終之雪山王與所收存七粒芥子種

    大之小石，何者餃多耶？」

    三  「大德！此滅盡歸終之雪山王較多，所收存之七粒芥子種大之小石為少。以所收

    存七粒芥子種大之小石，與滅盡歸終之雪山王相比，百倍、千倍、百千倍亦所不能

    及。」

    四  「諸比丘！同於此，見具足之聖弟子，達現觀之人，滅盡歸終之苦較多，所殘存

    之苦為少，以此，苦蘊滅盡歸終，則與極七返生相比，百倍、千倍、百千倍、亦不

    能及。」

    五  「諸比丘，如是大利為法現觀，如是大利為得法眼。」

S.13.11.山喻(雪山較多,七粒小石少) (3)

《雜阿含891經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,139. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！譬如有人，於須彌山之一處，置七粒豆大之小石。

    諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？置一處之七粒大之小石與須彌山，何者較多耶？」

    三  「大德！此須彌山為較多，置一處之七粒五大之小石為少。如以置一處之小石與

    須彌山相比，百倍、千倍、乃百千倍、亦所不能及。」

    四  「諸比丘！同於此，以異學之沙門、婆羅門、遊方者之到達者，與見具足之聖弟

    子所到達之人相比，百倍、千倍、乃至百千倍，亦所不能及。」

    五  「諸比丘！如是大達者，見具足之人，如是之大勝智。」

▼. II.174.
        此頌曰：

        爪尖與蓮池，二之合流水

        二地與二海，三山之為喻

    S.13.第二 現觀相應 註
    1 雜阿含 三一(大正藏2.224b)。

    2 雜阿含 五(大正藏2.34a)。

▲Top回目錄
II,140.

S.14.第三 界 相 應

第一  種種品

 S.14.1.(十八)界

《雜阿含451經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！我為汝等說種種界。汝等諦聽，當善思念，我則

    宣說。」

    彼諸比丘奉答世尊曰：「大德！唯然。」

    三  世尊曰：「諸比丘！種種界者何耶？」

    四  眼界、色界、眼識界，耳界、聲界、耳識界，鼻界、香界、鼻識界，舌界、味

    界、舌識界，身界、觸界、身識界，意界、法界、意識界是。

    「諸比丘！此謂種種界。」

 S.14.2.(由種種界,生種種)觸

《雜阿含452、453經》
▼. II.176.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！由種種界，生種種觸。」

    三  諸比丘！種種界者何耶？

    四  眼界、耳界、鼻界、舌界、身界、意界是。諸比丘！此謂種種界。

    五  諸比丘！緣種種界，生種種觸者，何耶？

    六  諸比丘！緣眼界生眼觸、緣耳界……緣鼻界……緣舌界……緣身界……緣意界

II,141. 生意觸。

    七  「諸比丘！如是緣種種界，生種種觸。」

 S.14.3.非此(緣種種觸,非生種種界)

《雜阿含452、453經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，非生種種界。

    三  諸比丘！種種界者，何耶？

    四  眼界……意界是。諸比丘！此謂種種界。

    五  諸比丘！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，非生種種界者，何耶？

    六  諸比丘！緣眼界生眼觸，緣眼觸，非生眼界……緣意界，生意觸，緣意觸，非

    生意界。

    七  「諸比丘！如是緣種種界，生種種觸，緣種種觸，非生種種界。」

 S.14.4.(緣種種觸,生種種)受(1)

《雜阿含452、453經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受。」

    三  「諸比丘！種種界，者何耶？」

II,142.四  眼界……意界……諸比丘！此謂種種界。

    五  諸比丘！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受者，何耶？。

    六  諸比丘！緣眼界，生眼觸，緣眼觸，生眼觸所生之受。……緣意界，生意觸、

    緣意觸，生意觸所生之受。

    七  「諸比丘！如是緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受。」

 S.14.5.(緣種種觸,生種種)受(2)

《雜阿含452、453經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.178.
    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受，緣

    種種受，非生種種觸，緣種種觸，非生種種界。」

    三  諸比丘！種種界者，何耶？眼界……意界……。諸比丘！此謂種種界。

    四  諸比丘！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受，緣種種受，非生種種4

    觸，緣種種觸，非生種種5界者，何耶？

    五~九 諸比丘！緣眼界，生眼觸，緣眼觸生眼觸所生之受，緣眼觸所生之受，非

II,143. 生眼觸，緣眼觸，非生眼界……。

    一0  緣意界，生意觸，緣意觸，生意觸所生之受，緣意觸所生之受，非生意觸、

    緣意觸，非生意界。

    一一  諸比丘！如是緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受，緣種種受，非生

    種種觸，緣種種觸，非生種種界。

S.14.6.(色界等,種種)界

《雜阿含452、453經》
    一  1時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]諸比丘！我為汝等說種種界。汝等諦聽……

    三  諸比丘！種種界者，何耶？色界、聲界、香界、味界、觸界、法界是。

    四  「諸比丘！此謂種種界。」

 S.14.7.第七 (緣種種界,生種種)想

《雜阿含454經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟，

    緣種種思惟，生種種欲，緣種種欲，生種種熱，緣種種熱，生種種求。

    三  諸比丘！種種界者，何耶？色界……法界是。諸比丘！此謂種種界。

II,144. 四  諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟，緣種種思惟，生種種

    欲，緣種種欲，生種種熱，緣種種熱，生種種求者，何耶？

    五~九 諸比丘！緣色界，生色想，緣色想，生色思惟，緣色思惟，生色欲，緣色

    欲，生色熱，緣色熱，生色求……

    一0  緣法界，生法想，緣法想，生法思惟，緣法思惟，生法欲，緣法欲，生法熱，

    緣法熱，生法求。

    一一  「諸比丘！如是緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟，緣種種思惟，

▼. II.180.
    生種種欲，緣種種欲，生種種熱，緣種種熱，生種種求。」

S.14.8.非此(緣種種界,生種種想等)

《雜阿含456經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟……

    生種種求。

II,145. 三  緣種種求，非生種種熱，緣種種熱，非生種種欲，緣種種欲，非生種種思惟，

    緣種種思惟，非生種種想，緣種種想，非生種種界。

    四~九  諸比丘！種種界者何耶？色界……法界是。諸比丘！此謂種種界。

    一0  諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟……生種種求，緣種

    種求，非生種種熱，緣種種熱，非生種種欲，緣種種欲，非生種種思惟，緣種種思

    惟，非生種種想，緣種種想，非生種種界者，何耶？

    一一  諸比丘！緣色界，生色想，緣色想，生色思惟，緣色思惟，生色欲，緣色欲，

    生色熱，緣色熱，生色求，緣色求，非生色熱，緣色熱，非生色欲，緣色欲，非生

    色思惟，緣色思惟，非生色想，緣色想，非生色界。

    一二  緣聲界……

    一三  緣香界……

    一四  緣味界……

    一五  緣觸界……

II,146.一六  緣法界，生法想，緣法想……生法求。緣法求，非生法熱，緣法熱，非生法

    欲，緣法欲，非生法思惟，緣法思惟，非生法想，緣法想，非生法界。

    一七  「諸比丘！如是緣種種界，生種種想，緣種種想……生種種求。緣種種求，非

    生種種熱，緣種種熱，非生種種欲，緣種種欲，非生種種思惟，緣種種思惟，非生

    種種想，緣種種想，非生種種界。」

 S.14.9.觸(緣種種界,生種種想)(1)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟，

    緣種種思惟，生種種觸，緣種種觸，生種種受，緣種種受，生種種欲，緣種種欲，

    生種種熱，緣種種熱，生種種求，緣種種求，生種種得。」

▼. II.182.
    三  諸比丘！種種界者，何耶？色界……法界是。汝等比丘！此謂之種種界。

II,147. 四  諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想……生種種得者，何耶？

    五  諸比丘！緣色界，生色想，緣色想，生色思惟，緣色思惟，生色觸，緣色觸，

    生色觸所生之受，緣色觸所生之受，生色欲，緣色欲，生色熱，緣色熱……生色得。

    六  緣聲界……

    七  緣香界……

    八  緣味界……

    九  緣觸界……

    一0  緣法界，生法想，緣法想，生法思惟，緣法思惟，生法觸，緣法觸，生法觸

    所生之受，緣法觸所生之受，生法欲，緣法欲，生法熱，緣法熱，生法求，緣法求，

    生法得。

    一一  諸比丘！如是緣種種界，生種種想，緣種種想……生種種求，緣種種求，生

    種種得。

 S.14.10.觸(緣種種界,生種種想) (2)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟、

II,148. 觸、受、欲、熱，緣種種求，生種種得，緣種種得，非生種種求，緣種種求，非生

    種種熱，緣種種熱……非生欲、受、觸、思惟、種種想，緣種種想，非生種種界。

    三  諸比丘！種種界者，何耶？色界……法界是。諸比丘！此謂之種種界。

    四  諸比丘！緣種種界，生種種想，緣種種想，生種種思惟，緣種種思惟，生種種

    觸、受、欲、熱、求、得，緣種種得，非生種種求，緣種種求，非生種種熱、欲、

    受、觸，緣種種思惟，非生種種想，緣種種想，非生種種界者，何耶？

    五  諸比丘！緣色界生色想……

    六  緣聲界……

    七  緣香界……

    八  緣味界……

    九  緣觸界……

    一0  緣法界，生法想，緣法想……生法求，緣法求，生法得，緣法得，非生法求，

▼. II.184.
II,149. 緣法求，非生法熱，緣法熱，非生法欲，緣法欲，非生法觸所生之受，緣法觸所生

    之受，非生法觸，緣法觸，非生法思惟，緣法思惟，非生法想，緣法想，非生法界。

    「諸比丘！如是，緣種種界，生種種種想，緣種種想……生思惟、觸、受、欲、熱、

    求、得。緣種種得，非生種種求，緣種種求，非生種種熱，緣種種熱，非生種種欲，

    緣種種欲，非生種種受，緣種種受，非生種種觸，緣種種觸，非生種種思惟，緣種

    種思惟，非生種種想，緣種種想，非生種種界。」

     此頌曰：

         界觸與此非，更有二之受

         此為內之五，界想與此非

         更有二之觸，此為外之五

註: 4 非觸生原文physsnanatta是phassananatta之誤。

    5 非界生原文phatunanatta是dhatunanatta之誤。

第二 無慚愧品

 S.14.11.此等之七(界：光界、淨界等)

《雜阿含456經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,150.二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有此等之七界。七界者何耶？光界、淨界、空無

    邊處界、識無邊處界、無所有處界、非想非非想處界、想受滅界是。諸比丘！此等

    謂之七界。」

    三  如是說已。一比丘白世尊言：「大德！此光界、淨界、空無邊處界、識無邊處界、

    無所有處界、非想非非想處界、想受滅界者，大德！此等之諸界，緣何而知之耶？」

    四  「比丘！光界者，此界乃緣闇而得知。

    五  比丘！淨界者，此界乃緣不淨而得知。

    六  比丘！空無邊處界者，此界乃緣色而得知。

    七  比丘！識無邊處界者，此界乃緣空無邊處而得知。

    八  比丘！無所有處界者，此界乃緣識無邊處而得知。

▼. II.186.
    九  比丘！非想非非想處界者，此界乃緣無所有處而得知。

    一0  比丘，想受滅界者，此界乃緣滅而得知。」

    一一  「大德！光界、淨界、空無邊處界、識無邊處界、無所有處界、非想非非想處

    界、想受滅界者，大德！此等之諸界，依如何等至可達耶？」

    一二  「比丘！光界、淨界、空無邊處界、識無邊處界、無所有處界者，此等之諸界，

II,151. 依想等至可達。

    一三  比丘！非想非非想界者，此界依行有餘等至可達。

    一四  比丘！想受滅界者，此界依滅盡等至可達。」

 S.14.12.有因(而生欲覺,非無因)

《雜阿含458經》，cf. 一卷本《雜阿含20經》，cf. 大正No.111《佛說相應相可經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有因而生欲覺，非無因。有因而生瞋覺，非無因。

    有因而生害覺，非無因。

    三  諸比丘！有因而生欲覺，非無因。有因而生瞋覺，非無因。有因而生害覺，非

    無因者，何耶？

    四  諸比丘！緣欲界而生欲想，緣欲想而生欲思惟，緣欲思惟，而生欲欲，緣欲欲，

    而生欲熱，緣欲熱，而生欲求。諸比丘！無聞之凡夫乃求欲求，依身語意三處，而

    入於10邪。

    五  諸比丘！緣瞋界而生瞋想，緣瞋想，而生瞋思惟、瞋欲、瞋熱、瞋求。諸比丘！

    無聞之凡夫乃求瞋求，依身語意三處，而入邪。

    六  諸比丘！緣害界，而生害想……害思惟、害欲、害熱、害求。諸比丘！無聞之

II,152. 凡夫乃求害求，依身語意三處，而入於邪。

    七  諸比丘！譬如有人，以燃草之火炬，而棄於乾草原，若彼不以手、足立即消滅

    者，諸比丘！如是棲於草木之生類，則陷於災禍中。

    八  諸比丘！同於此，雖任何之沙門、婆羅門，生起不正之想，而不能立即捨離、

    排除毀、滅、消滅，彼於現法則住於苦。有破壞、有惱、有悶，身壞命終之後，待

    受惡趣。

    九  諸比丘！有因而生出離覺，非無因。有因而生不瞋覺，非無因。有因而生不害

    覺，非無因。

▼. II.188.
    一0  諸比丘！有因而生出離覺，非無因。有因而生不瞋覺，非無因。有因而生不

    害覺，非無因者，何耶？

    一一  諸比丘！緣出離界，而生出離想，緣出離想，而生出離思惟，緣出離思惟，

    而生出離欲，緣出離欲，而生出離熱，緣出離熱，而生出離求。諸比丘！多聞之聖

    弟子求出離求，依身語意三處，而入於正。

    一二  諸比丘！緣不瞋界，而生不瞋想……生不瞋思惟、不瞋欲、不瞋熱、不瞋求。

    諸比丘！多聞之聖弟子乃求不瞋求，依身語意三處，而入於正。

II,153. 一三  緣不害界，而生不害想，緣不害想，而生不害思惟，緣不害思惟，而生不害

    欲，緣不害欲，而生不害熱，緣不害熱，而生不害求。諸比丘！多聞之聖弟子乃求

    不害求，依身語意三處，而入於正。

    一四  諸比丘！譬如有人，以燃草之火炬，棄於乾草原，若以手、足立即消滅，諸

    比丘！如是，棲於草木之生類，則免陷禍厄。

    一五  諸比丘！同於此，任何之沙門、婆羅門，生起不正之想，而立即捨離、排除、

    毀滅、消滅，彼於現法則住於樂、無破壞、無惱、無悶，身壞命終之後，待受善處。」

 S.14.13.磚瓦之家(緣劣界、中界、勝界)

 《雜阿含457經》

    一  [爾時，世尊]住於那提迦之磚瓦家。

    二  爾時，世尊呼諸比丘曰：「諸比丘！」彼等諸比丘奉答世尊曰：「大德、唯然。」

    三  世尊曰：「諸比丘！緣界而生想、生見、生覺。」

    四  如是說已。信仰[篤厚]之尊者迦旃延，白世尊言：「大德！非正等覺者，與正

    等覺者之見，大德！此見緣何知之耶？」

    五  「迦旃延！此界乃大，即無明界是。」

II,154. 六  「迦旃延！我謂：緣劣界，而生劣想、劣見、劣覺、劣思、劣望、劣願、劣人、

    劣語，彼於劣予以：表示、說述、施設、樹立、顯示、分別、宣示，彼之受生乃劣。

    七  迦旃延！我謂：緣中界，而生中想、中見、中覺、中思、中望、中願、中人、

    中語，彼於中，予以：表示、說述、施設、樹立、顯示、分別、宣示，彼之受生乃

    中。

    八  迦旃延！我謂：緣勝界，而生勝想、勝見、勝覺、勝思、勝望、勝願、勝人、

    勝語，彼於勝，予以表示、說述、施設、樹立、顯示、分別、宣示，彼之受生乃勝。」

▼. II.190.
S.14.14.劣意志(與界相關連，與界相和合)

《雜阿含445經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生俱與界相關連，與界相和合。另意志之眾生，

    俱與劣意志相關連，俱與劣意志相和合。善意志之眾生，俱與善意志相關連、相和

    合。

    三  諸比丘！眾生於過去世，亦與界相關連、相和合。另意志之眾生，俱與劣意志

    相關連、相和合。善意志之眾生，俱與善意志相關連、相和合。

    四  諸比丘！眾生於未來世，亦應與界相關連、相和合。另意志之眾生，亦應俱與

    劣意志相關連、相和合。善意志之眾生，亦應俱與善意志相關連、相和合。

II,155.五  諸比丘！眾生於現在世，亦與界相關連、相和合。另意志之眾生俱與劣意志相

    關連、相和合。善意志之眾生，俱與善意志相關、相連和合。」

註: 10 入於邪(micchapatipajjati)不入於如實之道跡。(SA、11、P、136)。

S.14.15.業(與界相關連、相和合)

《雜阿含447經》，《增壹阿含4.1-10經》，《增壹阿含49.3經》
    一  爾時，世尊住王舍城之耆闍崛山。

    二  爾時，尊者舍利弗與眾多比丘俱，於世尊之近處經行。

    三  尊者大目犍連亦與眾多比丘俱，於世尊之近處經行。

    四  尊者大迦葉亦與眾多比丘俱，於世尊之近處經行。

    五  尊者阿那律亦與眾多之……經行。

    六  尊者滿願子亦與眾多之……經行。

    七  尊者優波離亦與眾多之……經行。

    八  尊者阿難亦與眾多……經行。

    九  提婆達多亦與眾多比丘俱，於世尊之近處經行。

    一0  爾時，世尊喚諸比丘曰：「諸比丘！汝等見舍利弗與眾多比丘俱經行耶？」「大

    德！唯然。」

        「諸比丘！此等之諸比丘，皆是大慧者。」

    一一  「諸比丘！汝等見目犍連與眾多比丘俱經行耶？」

        「大德！唯然。」

        「諸比丘！此等諸比丘，亦皆是大神通者。」

II,156. 一二  「諸比丘！汝等見大迦葉與眾多比丘俱經行耶？」

▼. II.192.
        「大德！唯然。」

        「諸比丘！此等諸比丘，亦皆是頭陀說者。」

    一三  「諸比丘！汝等見阿那律與眾多比丘俱經行耶？」

        「大德！唯然。」

        「諸比丘！此等諸比丘亦皆是天眼者。」

    一四  「諸比丘，汝等見滿願子與眾多比丘俱經行耶？」

        「大德！唯然。」

        「諸比丘！此等諸比丘，皆是說法者。」

    一五  諸比丘！汝等見優波離與眾多比丘俱經行耶？」

        「大德！唯然。」

    諸比丘！此等諸比丘皆是持律者。

    一六  「諸比丘！汝等見阿難與眾多比丘俱經行耶？」

        「大德！唯然。」

        「諸比丘！此等諸比丘，皆是多聞者。」

    一七  「諸比丘！汝等見提婆達多與眾多比丘俱經行耶？」

        「大德！唯然。」

        「諸比丘！此等諸比丘，皆是有罪者。」

    一八  諸比丘！眾生俱與界相關連、相和合。另意志俱與劣意志相關連、相和合。

    善意志俱與善意志相關連、相和合。

    一九  諸比丘！眾生於過去世，亦俱與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關

    連、相和合。善意志俱與善意志相關連、相和合。

    二0  諸比丘！眾生於未來世，亦俱與界相關連、相和合。另意志俱與劣意志柑關

    連、相和合。善意志俱與善意志柑關連、相和合。

II,157. 二一  「諸比丘！眾生於現世亦俱與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關連、

    相和合。善意志俱與善意志相關連、相和合。」

 S.14.16.有偈(與界相關連、相和合)

cf. 《雜阿含445經》
         一

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.194.
    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生俱與界相關連、相和合。另意志俱與劣意志

    相關連、相和合。

    三  諸比丘！眾生於過去世，亦俱與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關連、

    相和合。

    四  諸比丘！眾生於末來世，亦俱與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關連、

    相和合。

    五  諸比丘！眾生於現在世，亦俱與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關連、

    相和合。

    六  諸比丘！譬如糞與糞相關連、相和合。尿與尿相關連、相和合。唾與唾相關連、

    相和合。膿汁與膿汁相關連、相和合。血與血相關連、相和合。諸比丘！同於此，

    眾生與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關連、相和合。

    七  諸比丘！眾生於過去世……

    八  諸比丘！眾生於末來世……

    九  諸比丘！眾生於現在世，亦與界相關連、相和合。劣意志俱與劣意志相關連、

    相和合。

         二

II,158. 一0  諸比丘！眾生與界相關連、相和合。善意志俱與善意志相關連、相和合。

    一一  諸比丘！眾生於過志世亦與界相關連、相和合。善意志俱與善意志相關連、

    相和合。

    一二  諸比丘！眾生於未來世亦……

    一三  諸比丘！眾生於現在世，亦與界相關連，相和合。善意志俱與善意志相關連、

    相和合。

    一四  諸比丘！譬如乳與乳相關連、相和合，油與油相關連、相和合。熟酥與熟酥

    相關連、相和合，蜜與蜜相關連、相和合。

    諸比丘！同於此，眾生與界相關連、相和合。善意志俱與善意志相關連、相和合。

    一五  諸比丘！眾生於過去世……

    一六  諸比丘！眾生於未來世……

    一七  諸比丘！眾生於現在世亦與界相關連、相和合。善意志俱與善意志相關連、

▼. II.196.
    相和合。」

    一八  世尊如是說，善逝如是說，師更以此宣說：

        欲情之下生，由交而發生

        若無交則斷，如於大海上

        乘小木必沒，如是入懈怠

        淨命亦沈沒，然彼懈怠者

        以離無精進，遠離之聖者

        專注禪思者，常於勤精進

        俱與賢者住，常於勤精進

註: 14 原文於有「一」想是衍字。

II,159.

 S.14.17.不信(與界相關連、相和合)
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

         一

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界相關連、相和合。

    三  不信與不信俱相關連、相和合。無慚與無慚俱相關連、相和合。無愧與無愧俱

    相關連、相和合。少聞與少聞俱相關連、相和合。懈怠與懈怠俱相關連、相和合。

    妄念與妄念俱相關連、相和合。惡慧與惡慧俱相關連、相和合。

    四  信與信俱相關連、相和合。慚與慚俱相關連、相和合。愧與愧俱相關連、相和

    合。多聞與多聞俱相關連、相和合。精勤與精勤俱相關連、相和合。正念與正念俱

    相關連、相和合。持慧與持慧俱相關連、相和合。

    五  諸比丘！眾生於過去世，與界相關連、相和合。

        不信與不信俱相關連、相和合。無慚與無慚俱相關連、相和合。無愧與無愧俱

    相關連、相和合。少聞與少聞俱相關連、相和合。懈怠與懈怠俱相關連、相和合。

    妄念與妄念俱相關連、相和合。惡慧與惡慧俱相關連、相和合。

    六  諸比丘！眾生於未來世，與界相關連、相和合。

        不信與不信俱相關連、相和合。無慚與無慚俱相關連、相和合。無愧與無愧俱

    相關連，相和合。少聞與少聞俱相關連、相和合。懈怠與懈怠俱……妄念與妄念俱

    ……

160 惡慧與惡慧俱相關連、相和合。

▼. II.198.
    七  諸比丘！眾生於現在世，與界相關連、相和合。

        不信與不信俱相關連、相和合。無慚與無慚俱……無愧與無傀俱……少聞與少

    聞俱……懈怠與懈怠俱……妄念與妄念俱相關連、相和合。惡慧與惡慧俱相關連、

    相和合之。

，二

    八  諸比丘！眾生與界相關連、相和合。

        信與信俱相關連、相和合。慚與慚俱相關連、相和合。愧與愧俱相關連、相和

    合。多聞與多聞俱相關連、相和合。精勤與精勤俱相關連、相和合。正念與正念俱

    相關連、相和合。持慧與持慧俱相關連、相和合。

    九  諸比丘！眾生於過去世……

    一0  諸比丘！眾生於未來世……

    一一  諸比丘！眾生於現在世，俱與界相關連、相和合。

        信俱與信……持慧與持慧俱相關連、相和合。」

S.14.18.不信(無慚、惡慧、慚、持慧)之根本五

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

，一

    二  諸比丘！眾生與界相關連、相和合。

II,161.   不信與不信俱相關連、相和合。無慚與無慚俱……惡慧與惡慧俱……信與信俱

    相關連、相和合。慚與慚俱……持慧與持慧相關連俱、相和合。

    三  諸比丘！眾生於過去世，俱與界相關連、相和合：

    四  諸比丘！眾生於末來世，俱與界相關連、相和合。

    五  諸比丘！眾生於現在世亦俱與界相關連、相和合。

        不信與不信俱、無慚與無慚俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、持慧與持慧俱相關

    連、相和合。

，二

    六  諸比丘！眾生與界相關連、相和合。如是應詳說。

        不信與不信俱相關連、相和合。無慚與無慚俱、惡慧與惡慧俱、信與信俱、愧

    與愧俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

▼. II.200.
    七  ……於過去世……

    八  ……於未來世……

    九  ……於現在世……

         三

    一0  不信與不信俱相關連、相和合。少聞與少聞俱、惡慧與惡慧俱、信與信俱、

    多聞與多聞俱、持慧與慧俱相關連、相和合。

    一一  ……於過去世……

II,162. 一二  ……於未來世……

    一三  ……於現在世……

，四

    一四  諸比丘！眾生與界……

        不信與不信俱相關連、相和合。懈怠與懈怠俱、惡慧與惡慧俱、信與信俱、精

    勤與精勤俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

    一五  ……於過去世……

    一六  ……於未來世……

    一七  ……於現在世……相和合。

，五

    一八  不信與不信俱相關連、相和合。妄念與妄念俱、惡慧與惡慧俱、信與信俱、

    正念與正念俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

    一九  ……於過去世……

    二0   ……於未來世……

    二一  ……於現在世……相和合。

S.14.19.無慚之根本四

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

，一

II,163. 二  「諸比丘！與界……

        無慚與無慚俱相關連、相和合。無愧與無愧俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、愧

    與愧俱相關連、相和合。於過去世……於未來世……於現在世……相和合。

▼. II.202.
，二

    三  無慚與無慚俱關連、相和合。少聞與少聞俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱，多聞

    與多聞俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

，三

    四  無慚與無慚俱相關連、相和合。懈怠與懈怠俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、精

    勤與精勤俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

，四

    五  無慚與無慚俱相關連、相和合。妄念與妄念俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、正

    念與正念俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

    六~八  於過去世……於未來世……於現在世……和合之。」

 S.14.20.無愧之根本三

    一  爾時，世尊住舍衛城。

         一

II,164. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界相關連、相和合。

    無慚與無慚俱、少聞與少聞俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、多聞與多聞俱、持慧與

    持慧俱相關連、相和合14。」

    三~五  於過去世……於未來世……於現在世……相和合。

，二

    六  無慚與無慚俱相關連、相和合。懈怠與懈怠俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、精

    勤與精勤俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

    七~九  於過去世……於未來世……於現在世……

，三

    一0   無慚與無慚俱相關連、相和合。妄念與妄念俱、惡慧與惡慧俱、慚與慚俱、

    正念與正念俱、持慧與持慧俱相關連、相和合。

    一一~一三  「於過去世……於未來世……於現在世……和合。」

 S.14.21.依少聞二

《雜阿含450經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

         一

▼. II.204.
    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界相關連、相和合。少聞與少聞俱相關連、

II,165. 相和合。懈怠與懈怠俱、惡慧與惡慧俱、多聞與多聞俱、精勤與精勤俱、持慧與持

    慧俱相關連、相和合。」

    三~五  「於過去世……於未來世……於現在世……相和合。」

，二

    六  「少聞與少聞俱相關連、相和合。妄念與妄念俱、惡慧與惡慧俱、多聞與多聞俱、

    正念與正念俱、持慧與持慧俱關連、相和合。」

    七~九  「於過去世……於未來世……於現在世……和合。」

 S.14.22.懈怠

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

         一

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界相關連、相和合。懈怠與懈怠俱相關連、

    相和合。妄念與妄念俱、惡慧與惡慧俱、精勤與精勤俱、正念與正念俱、持慧與持

    慧俱相關連、相和合。」

    三~五  「於過去世……未來世……於現在世……和合。」

        徧過去、未來、現在、一一皆無不如是。

        此頌曰：

        此等七有因，以及磚瓦家

II,166.   劣意志與業，有偈不信七

        不信根本五，無慚根本四

        無愧根本三，少聞二懈怠

        一之所謂經，及三五等經

        謂二十二經，以謂第二品

第三 業 道 品

 S.14.23.不寂靜(與不寂靜俱關連、相和合等)

▼. II.206.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  不信與不信俱關連、相和合。無慚與無慚俱、無愧與無愧俱、不寂靜與不寂靜

    俱、惡慧與惡慧俱關連、相和合。

    四  信與信俱關連、相和合。慚與慚俱、愧與愧俱、寂靜與寂靜俱、持慧與持慧俱

    關連、相和合。」

S.14.24.惡戒(與惡戒俱關連、相和合等)

《雜阿含450經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  不信與不信俱關連、相和合。無慚與無慚俱、無愧與無愧俱、惡戒與惡戒俱、

    惡慧與惡慧俱關連、相和合。

II,167. 四  信與信俱關連、相和合。慚與慚俱、愧與愧俱、持戒與持戒俱、持慧與持慧俱

    關連、相和合。」

 S.14.25.五學處(俱關連、相和合等)

《雜阿含449經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  殺生與殺生俱關連、相和合。不與取與不與取俱、邪欲行與欲邪行俱、妄語與

    妄語俱、飲酒與飲酒俱關連、相和合。

    四  斷殺生與斷殺生俱關連、相和合。斷不與取與斷不與取俱、斷邪欲行與斷欲邪

    行俱、斷妄語與斷妄語俱、斷飲酒與斷飲酒俱關連、相和合。」

   S.14.26.七業道(俱關連、相和合等)
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  殺生與殺生俱關連、相和合。不與取與不與取俱、邪欲行與欲邪行俱、妄語與

    妄諸俱、離間語與離間語俱、粗
語與粗語俱、綺語與綺語俱關連、相和合。

    四  斷殺生……斷不與取……斷邪欲行……斷妄語……斷離間語與斷離間語俱相關

    連、相和合。斷粗語與斷粗語俱關連、相和合。斷綺語與斷綺語俱關連、相和合。」

S.14.27.十業道(俱關連、相和合等)
▼. II.208.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,168.二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  殺生與殺生俱關連、相和合。不與取與不與取俱……邪欲行……妄語……離間

    ……粗語……綺語與綺語俱關連、相和合。多貪與多貪俱關連、相和合。瞋恚心與

    瞋恚心俱、邪見與邪見俱關連、相和合。

    四  斷殺生與斷殺生俱關連、相和合。斷不與取……斷邪欲行……斷妄語……斷離

    間語、斷粗語……斷綺語與斷綺語俱關連、相和合。無貪與無貪俱關連、相和合。

    無瞋恚心與無瞋恚心俱關連、相和合。正見與正見俱關連、相和合。」

S.14.28.八支(俱關連、相和合等)
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  邪見與邪見關連、相和合。邪思與邪思俱……邪語……邪業……邪命……邪精

    進……邪念……邪定與邪定俱關連、相和合。邪智與邪智俱關連、相和合。邪解脫

    與邪解脫俱關連、相和合。」

 S.14.29.十支(俱關連、相和合等)
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,169. 二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！眾生與界關連、相和合。

    三  邪見與邪見俱關連、相和合。邪思……邪語……邪業……邪命……邪精進……

    邪念……邪定與邪定俱關連、相和合。邪智與邪智俱關連、相和合。邪解脫與邪解

    脫俱關連、相和合。

    四  正見與正見俱關連、相和合。正思……正語……正業……正命……正精進……

    正念……正定……正智與正智俱關連、相和合正解脫與正解脫俱關連、相和合。」

        徧過去、未來、現在、一一皆無不如是。

        七經之頌曰：

        不寂靜惡戒，以及五學處

        所謂七道業，乃至十道業

        第六謂八支，第七為十支

▼. II.210.
第四 隨 喜 品

 S.14.30.四界(地界、水界、火界、風界)

    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有此等之四界。

        四者何耶？地界、水界、火界、風界是。

    諸比丘！此等四界。」

 S.14.31.(正覺)前(思:四界之味.患.出離)
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,170.二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！我正覺前、尚未成正覺為菩薩時，我生此念：

    三  「地界之味者何耶？禍者何耶？出離者何耶？水界之味者何耶？禍者何耶？出

    離者何耶？火界之味者何耶？禍者何耶？出離者何耶？風界之味者何耶？禍者何

    耶？出離者何耶？」

    四  諸比丘！我生此念：

    五  緣地界而生樂、喜，此乃地界之味。地界是無常、苦、變易之法，此乃地界之

    禍。對地界欲貪之調伏，欲貪之捨離，此乃地界之出離。

    六  緣水界……

    七  緣火界……

    八  緣風界而生樂、喜、此乃風界之味。風界是無常、苦、變易之法，此乃風界之

    禍。對風界欲貪之調伏，欲貪之捨離，此乃風界之出離。

    九  諸比丘！我對此等之四界，以味如是之味，以禍是禍，以出離是出離，未能如

    實知之間，諸比丘！我於含天界、魔界、梵界、沙門、婆羅門、人、天之世界，不

    知成就無上之正等覺。

    一0  諸比丘！我對此等之四界，以味如是味，以禍是禍，出離是出離，如實知時，

    我於含天界、魔界、梵界、沙門、婆羅門、人、天之世界，已知成就無上之正等覺。

II,171. 一一  我生：「我心解脫為不動，此為最後之生，今無後有」之知見。」

 S.14.32.[我]所行(求:四界之味.患.出離)
▼. II.212.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！我行求地界之味，達地界之味，我已以慧善知地

    界之味。

    三  諸比丘！我行求地界之禍，達地界之禍，我已以慧善知地界之禍。

    四  諸比丘！我行求地界之出離，達地界之出離，我已以慧善知地界之出離。

    五~七  諸比丘！我行求水界之……

    八~一0  諸比丘！我行求火界之……

    一一  諸比丘！我行求風界之味，達風界之味，我已以慧善知風界之味。

    一二  諸比丘！我行求風界之禍，達風界之禍，我已以慧善知風界之禍。

    一三  諸比丘！我行求風界之出離，達風界之出離，我已以慧善知風界之出離。

    一四  諸比丘！我對味此等四界之味，以禍是禍，以出離是出離，未能如實知時，

II,172. 諸比丘！我於含天界、魔界、梵界、沙門、婆羅門、人、天之世界，不能知成就無

    上正等覺。

    一五  諸比丘！我對味此等四界之味，以禍是禍，以出離是出離，如實知時，諸比

    丘！我於含天界、魔界、梵界、沙門、婆羅門、人、天之世界，知成就無上之正等

    覺。

    一六  我生：「我心解脫為不動，此為最後之生，今無後有」之知見。」

S.14.33.若無此(四界,眾生不貪求此四界)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！若無此地界之味，則眾生不貪求此地界，諸比丘！

    然則因有地界之味故，眾生貪求此地界。

    三  諸比丘！若無此地界之禍，則17眾生不厭此地界，諸比丘！然則有地界之禍故，

    眾生厭此地界。

    四  諸比丘！若無地界之出離，則眾生不出離此地界。諸比丘！然則有地界之出離

    故，眾生出離此地界。

    五~七  諸比丘！若無此水界之味……

    八~一0  諸比丘！若無此火界之味……

    一一  諸比丘！若無此風界之味，則眾生不貪此風界。諸比丘！然有風界之味故，

▼. II.214.
    眾生貪此風界。

II,173. 一二  諸比丘！若無此風界之禍，則眾生不厭此風界。諸比丘！然有風界之禍故，

    眾生厭此風界。

    一三  諸比丘！若無此風界之出離，則眾生不出離此風界。然則有風界之出離故，

    眾生出離此風界。

    一四  諸比丘！眾生味此等四界之味，以禍是禍，以出離是出離，未能如實知時，

    諸比丘！此等之眾生、不由含天界、魔界、梵界、沙門、婆羅門、人、天中捨棄、

    被解放，不相應，因不依心以捨棄而住。

    一五  諸比丘！眾生味此等四界之味，以禍是禍，以出離是出離等，如實知時，諸

    比丘！此等眾生由天界、魔界、梵界、沙門、婆羅門、人、天中捨棄、被解放，不

    相應，因依心以捨棄而住。」

S.14.34.(四界一向是)苦

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！若此地界一向是苦、伴苦、苦顯現、樂不顯現，

    則眾生不貪此地界。諸比丘！然則地界為樂、伴樂、樂顯現、苦不顯現故，眾生以

    貪此地界。

II,174. 二  諸比丘！若水界……

    四  諸比丘！若火界……

    五  諸比丘！若風界一向是苦、伴苦、苦顯現、樂不顯現，則眾生不貪此風界。諸

    比丘！若然風界為樂、伴樂、樂顯現，苦不顯現故，眾生貪此風界。

    六  諸比丘！若地界一向是樂、伴樂、樂顯現，苦不顯現，則眾生不厭此地界。諸

    比丘！然則地界是苦、伴苦、苦顯現，樂不顯現故，眾生厭此地界。

    七  諸比丘，若水界……

    八  諸比丘！若火界……

    九  諸比丘！若風界一向是樂、伴樂、樂顯現，苦不顯現，則眾生不厭此風界。諸

    比丘！然風界是苦、伴苦、苦顯現，樂不顯現故，眾生厭此風界。」

註: 17 眾生原文sattha是satta之誤。

 S.14.35.(對四界)全面歡喜(則對苦全面隨喜)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.216.
，一

    二  [爾時，世尊曰：]我謂：「諸比丘！對地界隨喜者、則對苦隨喜。以苦隨喜者，

    則不得解脫苦。」

    三  諸比丘！封水界隨喜者……

    四  諸比丘！對火界隨喜者……

    五  諸比丘！我謂：「對風界隨喜者，則對苦隨喜。對苦隨喜者，則不得解脫苦。」

II,175.       二

    六  諸比丘！我謂：「對地界不隨喜者，則對苦不隨喜。對苦不隨喜者，則解脫苦。」

    七  諸比丘！對水界……

    八  諸比丘！對火界……

    九  諸比丘！我謂：「對風界不隨喜者，則對苦不隨喜。對苦不隨喜者，則苦解脫。」

S.14.36.(四界)生起(.住.轉生.顯現,是苦之生.貪.老死之顯現)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！地界之生起、住、再生、顯現，是苦之生起、貪、

    住、老死之顯現。」

    三  諸比丘！水界之……

    四  諸比丘！火界之……

    五  諸比丘！風界之生起、住、再生、顯現，是苦之生起，貪、住、老死之顯現。

    六  諸比丘！地界之滅、靜止、絕滅，是苦之滅，貪靜止、則老死之絕滅。

    七  諸比丘！水界之……

    八  諸比丘！火界之……

    九  諸比丘！風界之滅、靜止、絕滅，是苦之滅，貪靜止、則老死之絕滅。」

S.14.37.沙門婆羅門(對四界之味.患.離如實不如實知)(1)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有此等之四界。四者何耶？地界、水界、火界、

    風界。

II,176. 三  諸比丘！雖任何之沙門、婆羅門，對此等四界之味、禍、出離、不如實知者，

    諸比丘！彼沙門、婆羅門，於沙門乃非正沙門，於婆羅門乃非正婆羅門。彼等尊者

▼. II.218.
    對沙門之義、婆羅門之義、於現法亦非自知，入實證而住者。

    四  諸比丘！雖任何之沙門、婆羅門，對此等四界之味、禍、出離，如實知者，諸

    比丘！彼等沙門、婆羅門，於沙門乃正沙門、於婆羅門乃正婆羅門。彼等尊者對沙

    門之義、婆羅門之義、於現法自知，入實證而住者。」

 S.14.38.沙門婆羅門(對四界之味.患.離如實不如實知) (2)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！有此等之四界。四者何耶？地界、水界、火界、

    風界是。

    三  諸比丘！凡任何之沙門、婆羅門，對此等四界之集與絕滅、味、禍、出離、不

    能不如實知，故不得不詳說。

    四  ……知、自知、入實證而住。」

 S.14.39.沙門婆羅門(對四界之味.患.離如實不如實知) (3)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！雖任何之沙門、婆羅門，不知地界、不知地界之

    集、不知地界之滅、不知趣地界滅之道跡……

I,177. 三  不知水界……
    四  不知火界……

    五  不知風界、不知風界之集、不知風界之滅、不知趣風界滅之道跡者，諸比丘！

    彼等沙門、婆羅門，於沙門乃非正沙門，於婆羅門乃非正婆羅門，彼等尊者亦對沙

    門之義18、或婆羅門之義，於現法不能自知、入實證而住。

    六  諸比丘！雖任何之沙門、婆羅門，知地界、知地界之集、知地界之滅、知趣地

    界滅之道跡者……

    七  知水界……

    八  知火界……

    九  知風界、知風界之集、知風界之滅、知趣風界滅之道助者，諸比丘！彼等沙門、

    婆羅門，於沙門乃正沙門，於婆羅門乃正婆羅門。彼等尊者亦對沙門之義，婆羅門

    之義，於現法自知、入實證而住。」

▼. II.220.
        此頌曰：

        四與前及行，若無此及苦

        隨喜生起三，沙門婆羅門

註: 18 沙門之義原文samannatta是samannattha之誤。藏二、一0一b)。

    S.14.第三 界相應 註

    1 雜阿含一六(大正藏二、一一五c)

    2 雜阿含一六(大正藏二、一一六a)

    3 雜阿含一六(大正藏二、一一六a)經題之n0 ce tam以讀為n0 ca etsm

    4 非觸生原文physsnanatta是phassananatta之誤。

    5 非界生原文phatunanatta是dhatunanatta之誤。

    6 雜阿含一六(大正藏二、一一六a)。

    7 雜阿含一六(大正藏二、一一六b)。

    8 雜阿含一七(大正藏二、一一六c)。

    9 雜阿含一六(大正藏二、一一七a)。

    10 入於邪(micchapatipajjati)不入於如實之道跡。(SA、11、P、136)。

    11 雜阿含一七(大正藏二、一一七a)。

    12 一四、一五、一六雜阿含一六(大正藏二、一一五a)。

    13 以下之偈同。Theragatha 147、148。

    14 原文於有「一」想是衍字。

    15 二一、二四雜阿含一六(大藏二、一一五c)。

    16 原文脫落此句以暹羅本補譯之。

    17 眾生原文sattha是satta之誤。

    18 沙門之義原文samannatta是samannattha之誤。

▲Top回目錄
▲Top回目錄
▼. II.222.   II,178.

S.15.第四 無始相應

第一  薪草品

S.15.1.(以此閻浮提)薪草(算人母, 薪草盡,人母未盡)

《雜阿含940經》，《別譯雜阿含333經》
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城。

    二  爾時，世尊言諸比丘曰：「諸比丘！」彼等比丘奉答世尊曰：「唯然，大德！」

    三  世尊曰：「諸比丘！輪迴無始，眾生之為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴之

    本際。

    四  比丘等！譬如有人，於此閻浮提伐草、薪、小枝、集於同一場所。堆積成四指

    量之方形謂：「此是我母、此是我母之母。」計數而置。諸比丘！彼人數算其母之

    母而不能終盡，則此閻浮提之草、薪、枝、小枝，已至終盡。

    五  所以者何？諸比丘！此輪迴無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知
流轉輪

    迴之本際。

    六  諸比丘！如是，長夜受苦、受痛、受失，增大其墓所。

    七  諸比丘！是以於諸行足厭、足於厭離、足於解脫。」

II,179.

S.15.2.地(作棗丸,棗丸盡,人父未盡)

《雜阿含941經》，《別譯雜阿含334經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛、不知流

    轉輪迴之本際。

    三  諸比丘！譬如有人，以大地作棗種子大之土丸，以[數]而置之謂：「此是我

    父，此是我父之父。」諸比丘！彼人數其父之父不能終盡，此大地已至終盡矣。

    四  所以者何？諸比丘！輪迴無始、眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴之

    本際。

    五  諸比丘！如是長夜受苦、受痛、受失，增大其墓所。

    六  諸比丘！是以於諸行足厭、足於厭離，足於解脫。」

 S.15.3.淚(長時輪迴,流淚之多,非四大海水所能比擬)

《雜阿含941經》，《別譯雜阿含334經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.24.
    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流

    轉輪迴之本際。

    三  諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？四大海之水，與汝等怨憎相會，喜愛之別離，

    長時流轉輪迴、悲嘆時，所流之淚，何者為多耶？」

II,180. 四  「大德！我等知世尊所說法，大德！我等怨憎相會，喜愛之別離，長時流轉輪迴，

    悲嘆時所流之淚為多，其非四大海水所能比擬。」

    五  「善哉，善哉！諸比丘！汝等對我所說之法，能如是知之矣。

    六  諸比丘！汝等怨憎相會，與喜愛別離，長時流轉輪迴，悲嘆時所流注之淚為多，

    其非四大海水所能比擬。

    七  諸比丘！汝等於長夜逢母之死。

    八  ……逢子之死。

    九  ……逢女兒之死。

    一0   ……逢眷屬之失。

    一一  ……逢財寶之失。

    一二  諸比丘！汝等於長夜，逢病之失。汝等逢此等之病失，怨憎相會，與喜愛者

    別離，悲嘆時所流注之淚為更多，其非大海水所能比擬。

    一三  所以者何？諸比丘！輪迴乃無始……

    一四  諸比丘！是人於諸行足厭、足於厭離、足於解脫。」

 S.15.4.乳(輪迴所飲之母乳,非大海水所能比擬)

《雜阿含939經》，《別譯雜阿含332經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流

    轉於輪迴之本際。」

II,181. 三  「諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？汝等於此等長夜流轉輪迴所吞之母乳，與四

    海之水，何者為多耶？」

    四  「大德！我等知世尊所說之法，大德！我等於長夜流轉輪迴所吞之母乳為更多，

    非大海小所能比擬。」

    五  「善哉，善哉！諸比丘！善哉！諸比丘！汝等對我所說之法，能如是知之矣。

    六  諸比丘！汝等長夜流轉輪迴而所吞飲之母乳為更多，非大海水所能比擬。

▼. II.226.
    七  所以者何？諸比丘！輪迴無始……足於能脫。」

 S.15.5.山(輪迴比百千劫多)

《雜阿含949經》，《別譯雜阿含342經》，《增壹阿含52.4經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城紙樹給孤獨園。

    二  爾時，一比丘來詣世尊之處。詣已……

    三  坐於一面之彼比丘白世尊言：「大德！一劫為幾何之長耶？」

    四  汝比丘！一劫為長久，是為多歲，如是多歲、或如是多百歲、或如是多千歲、

    或如是多百千歲、不可算數。

    五  「大德！唯然。得以譬喻之耶？」

    六  世尊曰：「比丘！可得。」「比丘！譬如有縱一由旬，廣一由旬，高一由旬，而無

    空隙、無龜裂，堅固之大巖山。[若]有人、每終百歲，以迦尸衣一拂之，比丘！其

    大巖山，依此方法而滅盡至終，劫猶未盡。

II,182.七  比丘！劫乃如是長久。比丘！如是長久之劫，輪迴多劫，輪迴比百劫多，輪迴

    比千劫多，輪迴更比百千劫多。

    八  所以者何？諸比丘！輪迴無始……足於解脫。」

 S.15.6.芥子(輪迴比百千劫多)

《雜阿含948經》，《別譯雜阿含341經》，《增壹阿含52.3經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  當時有一比丘，來詣世尊之處……

    三  坐一面之比丘，以此白世尊曰：「大德！一劫有幾何之長耶？」

    四  「比丘！1.劫甚長，劫乃多歲，或……多百千歲，不可算數。」

    五  「大德！唯然，得可譬喻耶？」

    六  「比丘！得以譬喻，比丘！譬如有一由旬之鐵城，縱一由旬，廣一由旬，高一由

    旬，如以頭巾8纏縛，充滿芥子粒。時有人，每過百年，取出一芥子粒。比丘！彼

    芥子之大積集，以此等方法，城可滅盡至終，然而劫猶未盡。

    七  比丘！如是劫之長久，比丘！如是長久之劫，多劫輪迴、輪迴比百劫多，輪迴

    比千劫多，輪迴更比百千劫多。

    八  所以者何？比丘！輪迴乃無始……足於解脫。」

S.15.7.聲聞(輪迴乃無始)

《雜阿含950經》，《別譯雜阿含343經》
II,183. 一  [爾時，世尊]住舍衛城。

▼. II.228.
    二  爾時，眾多之比丘，來詣世尊之處……

    三  坐於一面之彼等諸比丘，白世尊言：「大德！經過幾多劫耶？」

    四  「諸比丘！經過已多劫。此等為多劫，或為多百劫，或為多千劫、或為多百千劫，

    不能算數。」

    五  「大德！唯然，可得作譬喻耶？」

    六  「諸比丘！可得作[譬喻]。世尊曰：「諸比丘！此處有四聲聞百歲之壽、百歲之

    命，彼等日日憶念百千劫，諸比丘！諸劫為由彼等之所憶念。時彼等四聲聞百歲之

    壽、百歲之命，過百歲而歿。

    七  諸比丘！如是經過多劫，彼等為多劫，或為多百劫，或為多千劫，或為多百千

    劫，不可算數。

    八  所以者何？諸比丘！輪迴乃無始……足於解脫。」

S.15.8.恒河(輪迴乃眾生為無明所覆,渴愛所縛,不知輪迴本際)

《雜阿含946經》，《別譯雜阿含339經》
    一  [爾時，世尊]於王舍城竹林……

    二  爾時，一婆羅門來詣世尊之處……

    三  坐於一面之婆羅門白世尊言：「瞿曇！經過幾多之劫耶？」

    四  「婆羅門！經過已多劫。彼等為多劫，或為多百劫，或為多千劫，或為多百千劫，

    不可算數。」

II,184.五  「瞿曇！唯然，可得作譬喻耶？」

    六  「婆羅門！可得作[譬喻]。世尊曰：「婆羅門！譬喻此恒河之水流，流入大海，

    其中之砂為多砂，或為多百砂，或為多千砂，或為多百千砂，不可算數。」

    七  「婆羅門！因之，經過更多劫。彼等為多劫，或為多百劫，或為多千劫，或為多

    百千劫，不可算數。

    八  所以者何？婆羅門！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴

    之本際。

    九  婆羅門！如是，長夜受苦、受痛、受失，增大其墓所。婆羅門！是以於諸行足

    厭、足於厭離、足於解脫。」

    一0  如是說已。彼婆羅門白世尊言：「瞿曇！是稀有，瞿曇！是稀有……尊者瞿

    曇！請攝納我，自今以後，當終生歸依為優婆塞。」

▼. II.230.
S.15.9.杖(輪迴乃無始)

《雜阿含431、950經》，《別譯雜阿含349經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知

    流轉輪迴之本際…

II,185.三  諸比丘！譬喻向上空擲杖，一度落於根地，一度落於中地，一度落於頭地，諸

    比丘！同此，被無明所覆、渴愛所縛，流轉輪迴之眾生，一度由此界至彼界，一度

    由彼界至此界。

    四  所以者何？諸比丘！轉迴乃無始…足於解脫。」

S.15.10.人(一人於一劫中生死，積白骨如毘富羅山)

《雜阿含947經》，《別譯雜阿含340經》，一卷本《雜阿含11經》，大正No.150A (30)《佛說七處三觀經》
    一  [爾時，世尊]住王舍城耆闍崛山。

    二  爾時，世尊曰：

    三  「諸比丘！輪迴乃無始……

    四  諸比丘！依一人於一劫之所流轉輪迴，若有此等之集骨者，集之不使毀壞，其

    骨之堆積，骨之累積，骨之積聚，有如毘富羅山之大。

    五  所以者何？諸比丘！輪迴無始……足於解脫。」

    六  世尊宣說已。善逝仰此！師更作斯宣曰：

 (一)一人生一劫

        人骨積無量

        積聚等山高

        斯為大仙說

 (二)彼大仙所說

        耆闍崛山北

        摩揭陀山城

        毘富羅山大

 (三)我以正慧觀

        苦與苦生起

        超越苦之法

        唯八支聖道

▼. II.232.
 (四)得見聖諦時

        趣於苦之滅

        七返以為極

        彼人得轉生

II,186    一切結已盡

        為苦之終焉

， 此頌曰：

        薪草以及地，淚乳山芥子

        聲聞與恒河，以及杖與人

第二 苦惱等品

 S.15.11.苦惱(Duggatasuttam惡趣)(輪迴乃無始)

《雜阿含943經》，《別譯雜阿含336經》
    一  一時，世尊住舍衛城。

    二  爾時，[世尊曰：]

    三  「諸比丘！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴之本際。

    四  諸比丘！汝等見此處具有必然之苦惱與不幸時，對此處應於作一結論：「我等亦

    長時如是受之矣。」

    五  所以者何？諸比丘！輪迴乃無始……足於解脫。」

 S.15.12.安樂(輪迴乃無始)

《雜阿含942經》，《別譯雜阿含335經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴乃無始……

II,187.三  諸比丘！汝等見安樂、榮華時，對此必作一結論：「我等亦長時受之矣。」

    四  所以者何？諸比丘！輪迴無始……不知流轉輪迴之本際……足於解脫。」

S.15.13.約三十(波婆比丘。輪迴乃無始)

《雜阿含937-8經》，《別譯雜阿含330-1經》，《增壹阿含51.1-2
    一  [爾時，世尊]住王舍城竹林。

    二  當時約有三十位波婆比丘，皆住阿蘭若，悉為乞食者，皆著糞掃衣，悉持三衣

▼. II.234.
    者，一切皆有結者。[彼等三十位比丘]來詣世尊之處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  爾時，世尊生如是思念：「此等三十位波婆比丘，皆住阿蘭若，悉為乞食者，著

    糞掃衣者，悉持三衣者，一切皆有結者。我寧為說此等之如法，於此教，使無取著，

    依諸漏使心得解脫。」

    四  爾時世尊言諸比丘曰：「諸比丘！」彼等諸比丘奉答世尊曰：「唯然，大德！」

    五  世尊曰：「諸比丘！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴之

    本際。

    六  諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？汝等於此等之長時，流轉輪迴，奔走頭破流

    出之血，與四大海之水，何者較多耶？」

II,188. 七  「大德！我等知世尊所說之法，大德！我等於長時流轉輪迴，奔走頭破流出之血

    為多，非四大海之水可比擬。」

    八  「善哉，善哉！諸比丘！善哉！諸比丘！汝等對我所說之法，能如是了知。

    九  諸比丘！汝等於此等之長時，流轉輪迴，奔走頭破流出之血為多，非四大海之

    水可比擬……

    一0  諸比丘！汝等長夜生為牡牛做牡牛時，奔走頭破流出之血為多，非四大海之

    水可比擬……

    一一  諸比丘！汝等長夜生為水牛做水牛時，奔走頭破流出之血……

    一二  諸比丘！汝等長夜生為牡羊為牡羊時……

    一三  諸比丘……生為山羊，為山羊時……

    一四  諸比丘……生為鹿，為鹿時……

    一五  諸比丘……生為狗，為狗時……

    一六  諸比丘……生為豬，為豬時……

    一七  諸比丘！汝等長夜、為盜賊、為劫村者而被捕，奔走而被截頭流出之血……

    一八  諸比丘！汝等長夜為盜賊、立於道路而被捕，奔走而被截頭流出之血……

    一九  諸比丘！汝等長夜為盜賊、不義者而被捕，奔走頭破流出之血為較多，非四

    大海之水可比擬。

    二0   所以者何？諸比丘！輪迴無始，足於解脫。」

    二一  世尊如是說已，彼等諸比丘對世尊之說法、隨喜、歡喜。

▼. II.236.
II,189. 二二  宣說此時，約三十位波婆比丘，已無取著，依諸漏而心解脫。

 S.15.14.母

《雜阿含945經》，《別譯雜阿含338經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴乃無始……

    三  諸比丘！於此等之長夜，很難找出未嘗為母之眾生者。

    四  所以者何？諸比丘！輪迴乃無始……足於解脫。」

S.15.15.(難找出未嘗為)父

《雜阿含945經》，《別譯雜阿含338經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  ……諸比丘……很難找出未嘗為父之眾生者。

S.15.16.(難找出未嘗為)兄弟

《雜阿含945經》，《別譯雜阿含338經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  ……諸比丘……很難找出未嘗為兄弟之者。

S.15.17.(難找出未嘗為)姊妹

《雜阿含945經》，《別譯雜阿含338經》
    一  爾時，世尊住舍衛城。

    二  ……諸比丘……很難找出未嘗為姊妹之眾生者。

II,190.

 S.15.18.(難找出未嘗為)子

《雜阿含945經》，《別譯雜阿含338經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  ……諸比丘，很難找出未嘗為子之眾生者……

 S.15.19.(難找出未嘗為)女兒

《雜阿含945經》，《別譯雜阿含338經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知

    流轉輪迴之本際。

        諸比丘！於此長夜，很難找出未嘗為女兒之眾生者。

        所以者何？諸比丘！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴

    之本際。

        諸比丘！然則長夜受苦，受痛、受失，增大其墓所。

        諸比丘！是人，於諸行足厭、足於厭離、足於解脫。」

 S.15.20.毘富羅山(喻諸行是無常)

《雜阿含956經》，《別譯雜阿含350經》，《增壹阿含50.10經》
▼. II.238.
    一  [爾時，世尊]住王舍城闍崛山。

    二  [爾時，世尊]言諸比丘……

    三  世尊曰：「諸比丘！輪迴乃無始，眾生為無明所覆、渴愛所縛，不知流轉輪迴之

    本際。

    四  諸比丘！往昔此毘富羅山稱為東竹山。諸比丘！彼時人等呼之為提瓦羅。汝等

II,191.比丘！提瓦羅人等之壽量為四萬歲。諸比丘！提瓦羅人等，登上東竹山需四日，降

    下需四日。

    五  諸比丘！爾時，拘樓孫世尊、應供、正等覺者，出現於世。諸比丘！拘樓孫世

    尊、應供、正等覺者，有名曰：威杜拉、18僧耆婆二人為上足弟子。

    六  諸比丘！試觀！此山之名消滅，彼等眾人歿去，彼世尊已般涅槃。

    七  諸比丘！是諸行為無常。諸比丘！如是諸行是不定。諸比丘！如是諸行為不安。

    諸比丘！是以，於諸行足厭、足於厭離、足於解脫。

    八  諸比丘！往昔此毘富羅山稱萬伽伽山。諸比丘！又，彼時諸人被稱為赤馬。諸

    比丘！赤馬之人，壽量為三萬歲。諸比丘！赤馬之人登上萬伽伽山需三日，降下需

    三日。

    九  諸比丘！爾時，拘那含世尊、應供、正等覺者出現於世。諸比丘！拘那含世尊、

    應供、正等覺者，有名曰：比茲耶、蘇陀羅二人為上足弟子。

    一0  諸比丘！試觀！此山名消滅，彼等眾人歿去，彼世尊亦般涅槃矣。

II,192.    諸比丘！如是諸行無常……足於解脫。

    一一  諸比丘！往昔此毘富羅山稱為斯巴薩山。諸比丘！彼時人等被稱為蘇比耶。

    諸比丘！蘇比耶人之壽量為二萬歲。諸比丘！蘇比耶人登上斯巴薩山需二日，降下

    需二日。

    一二  爾時，迦葉世尊、應供、正等覺者，出現於世。諸比丘！迦葉世尊、應供、

    正等覺者，有名曰：帝沙、巴拉多瓦迦二人為上足弟子。

    一三  諸比丘！試觀！此山之名消滅，彼等眾人歿去，彼世尊已般涅槃矣。

    一四  諸比丘！如是諸行是無常。諸比丘！如是諸行是不定。……足於解脫。

    一五  諸比丘！又現在此毘富羅山，而稱為毘富羅。諸比丘！現在此諸人被稱為摩

    揭陀人。諸比丘！摩揭陀人之壽量少，微少。長生亦僅者百歲，或僅有之多。汝等

▼. II.240.
    比丘！摩揭陀人上登毘富羅需瞬時，降下需瞬時。

    一六  諸比丘！現今，我為應供、正等覺者、出現於世。諸比丘！我今有舍利弗、

    目犍連二人為上足弟子。

II,193. 一七  諸比丘！此山名消滅，此等人人死去，我亦將至般涅槃時。

    一八  諸比丘！如是諸行是無常。諸比丘！如是諸行是不定。諸比丘！如是諸行是

    不安。諸比丘！是以，於諸行足厭、足於厭離、足於解脫。」

    一九  世尊宣說已，善逝仰此，大師更說此曰：

 (一)   東竹山提瓦羅

         赤馬人萬伽伽

         斯巴薩蘇比耶

         毘富羅摩揭陀

 (二)   然諸行是無常

         此等是生滅法

         生之而又消滅

         此等寂滅為樂

         此頌曰：

         苦惱與安樂，三十與父母

         兄弟與姊妹，子女毘富羅

    S.15.第四 無始相應 註

    1 雜阿含三四(大正藏二、二四一b)及別譯雜阿含十六(大正藏二、四八六c)。

    2 「示知」原文pannayati是pannayati之誤。

    3 雜阿含三四(大正藏二、二四一b)及別譯雜含一六(大正藏二、四八六c)。

    4 雜阿含二三(大正藏二、二四0c)別雜一六(大正藏二、四八六a)及增一阿含卷五一(大正藏

      二、八一四a)。

    5 雜阿含二三(大正藏二、二四一a)及別雜一六(大正藏二、四八六b)。

▼. II.242.
    6 雜阿含三四(大正藏二、二四二c)及別雜一六(大正藏二、四八七c)。

    7 雜阿含三四(大正藏二、二四二b)及別雜一六(大正藏二、四八七c)及增一阿含、五二(大正藏、八二五b)。

    8 「纏頭巾」culikbaddha於原文culikabaddha是誤。

    9 雜阿含三四(大正藏二、二四二c)及別雜一六(大正藏二、四八八a)。

    10 雜阿含三四(大正藏二、二四二a)及別雜一六(大正藏二、四八七b)。

    11 雜阿含三四(大正藏二、二四二a)及別雜一六(大正藏二、一一二b)及別雜(大正藏二、四八八b)。

    12 雜阿含三四一大正藏二、二四二a)及別雜一六(大正藏二、四九六b)及別雜(大正藏二、四九六b)。

    13 雜阿含三四(大正藏二、二四一c)及別雜一六(大正藏二、四八七a)。

    14 雜阿含三四(大正藏二、二四一c)及別雜一六(大正藏二、四八六c)。

    15 雜阿含三四(大正藏二、三四0b)及別雜一六(大正藏二、四八五c)。

    16 第四--九雜阿含三四(大正藏二、二四一c)及別雜一六(大正藏二、四八七c)。

    17 雜阿含三四(大正藏、二四三b)及別雜一六(大正藏二、四八八c)

    18 僧耆婆原文Sajiva是誤。

▲Top回目錄
▼. II.244.  II,194.

S.16.第五 迦 葉 相 應

S.16.1.滿足(於衣、缽食、床座、藥等)

▲Top回目錄
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！此迦葉[自得]任何之衣皆滿足。彼[自得]任

    何之衣，皆滿足稱讚。不因衣陷於不正、不當。若不得衣，亦心不動搖，得衣亦不

    執著。無溺惑，無陷、見禍，以享受出離之慧。

    三  諸比丘！此迦葉，[彼得]任何之缽食皆滿足。[自得]任何之缽食皆滿足稱讚。

    不因缽食陷於不正、不當。若不得缽食，亦心不動搖，得缽食亦不執著。無溺惑、

    無陷、見禍，以享受出離之慧。

    四  諸比丘！此迦葉，[彼得]任何之床座皆滿足。[自得]任何之床座皆滿足稱讚。

    不因床座陷於不正、不當。[若]不得床座，亦心不動搖，得床座亦不取著、無溺惑，

    無陷、見禍，以享受出離之慧。

    五  諸比丘！此迦葉，[自得]任何於病所需之藥，資具皆滿足。[彼自得]任何之

    病所需之藥，資具皆滿足稱讚，不因於病所需之藥、資具，陷於不正、不當。[若]

    不得病所需之藥、資具，心亦不動搖，若得於病所需之藥、資具，亦不取著。無溺

    惑、無陷、見禍，以享受出離之慧。

    六  諸比丘！汝等不可不如是學，即：「我等[得]任何之衣皆滿足。對任何之衣

    皆滿足稱讚。不因衣陷於不正、不當。[若]不得衣，亦心不動搖，得衣亦不取著。

II,195. 無溺惑、無陷、見禍，以享受出離之慧。」一切不可不如是學。又：「我等對[自

    得]任何缽食亦滿足……我等[自得]任何之床座皆滿足。……我等[自得]任何

    於病所需之藥、資具，皆滿足。對任何之藥所要之藥、資具，皆滿足稱讚。[我等]

    若不得於病所要之藥、資具，亦心不動搖。對病所要之藥、資具，得之亦不取著。

    無惑溺、無陷、見禍，以享受出離之慧。」諸比丘！汝等不可不如是學。

    七  諸比丘！我依迦葉，或依如迦葉者，教示汝等。汝等依所教，不能不如是得達。」

S.16.2.無愧(轉生未生之惡不善法)

    一  如是我聞。一時尊者大迦葉，尊者舍利弗住波羅奈之仙人墮處鹿野苑。

    二  爾時，尊者舍利弗，暮時由宴坐起，來近大迦葉……禮敬後坐於一面。

▼. II.246.
    三  坐於一面之尊者舍利弗，對尊者大迦葉作是言曰：

II,196. 四  「友，迦葉！於此不熱誠、不知愧，則不達菩提、不達涅槃、不達無上之安穩。

    然熱誠與知愧、則得達菩提，得達涅槃，得達無上之安穩。」

    五  「友！如何不熱誠、無愧，不達菩提、不達涅槃、不達無上之安穩耶？如何熱心

    知愧、得達菩提、得達涅槃、達無上之安穩耶？」

，一

    六  「友！此有比丘，對「未生之惡不善法，於我使生時，為不利。」此為不熱誠。

    對「已生之惡不善法、不捨離，為不利。」此為不熱誠。對「未生之善法，於我不

    使生，為不利。」則為不熱誠。對「已生之善法，於我使滅，為不利。」此為不熱

    誠。」

        友！如是為不熱誠。

，二

    七  友！無愧者何耶？

        友，於此有比丘，對「未生之惡不善法，於我使生時，為不利。」此為不知愧。

    對「已生之惡不善法，於我不捨離，為不利。」此為不知愧。對「未生之善法，於

II,197. 我不使生，為不利。」則不知愧。又，對「已生之善法，於我使滅時，為不利。」

    此為不知愧。

        友！如是為無知愧。

    八  友！如是之不熱誠與不知愧，不達菩提、不達涅槃、不達無上之安穩。

，三

    九  友！熱誠者何耶？

        友！此有比丘，對「未生之惡不善法，於我使生，是為不利。」如此是為熱誠。

    對「已生之惡不善法，於我使不捨離，是為不利。」是為熱誠。對未生之善法，於

    我使……」是為熱誠。

        友！如是為熱誠。

，四

    一0   友，愧者何耶？

        友！於此有比丘，對「未生之惡不善法，於我使生，是為不利。」此則知愧。

▼. II.248.
    對「已生之惡不善法、於我使不捨離，是為不利，」此是為愧。對「未生之善法，

    我使不生，是為不利。」是為愧。對「已生之善法，於我使滅，是為不利。」此為

    愧。

        友！如是者為愧。

    一一  友！如是之熱誠與知愧，得達菩提、得達涅槃、得達無上之安穩。」

S.16.3.月喻(比丘入俗家,當如月喻,整身調心而走近)

《雜阿含1136經》，《別譯雜阿含111經》 (大正2.299-300上)﹐大正No.121.《月喻經》(大正2.544-545上) ﹐梵 Candropama (Hoernle 1.p.40-44﹐只有1/3；A.F.Rudolf Hoernle於東土耳其斯坦(Eastern Turkestan)所發現之寫本編號149X／10))

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,198. 二  爾時，世尊曰：「諸比丘！汝等入於在俗之家，當如月喻，整身調心而走近。入

    於在俗之家，應常如新來比丘之謙虛。

    三  諸比丘！譬如有人，對眺望古井、山崖、川淵，宜整身調心。諸比丘！同此，

    入於在家，得整身調心近以趨近，對於在俗人眾應謙虛。

        「諸比丘！迦葉如月喻，整身調心近於在俗之家。於在俗之家如新來比丘之謙

    虛。

    四  諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？比丘應如何適於進入在俗之家耶？」

    五  「大德！世尊為我等之法本，世尊為我等之教導者，世尊為我等之歸依處。善哉，

    大德！世尊顯示此所說義，諸比丘聞世尊之所說，當受持奉行。」

    六  爾時世尊，以手揮向虛空曰：「諸比丘！譬如此手之對虛空，無著、無捉、無縛。

    諸比丘！同此，比丘如何趣於在俗之家耶？於俗家，當心亦無著、無捉、無縛。應

    念：「欲得者將得，欲為功德，則將成就。」

「諸比丘！譬如隻手把虛空，無黏、無拿、無捕。諸比丘！同樣地，比丘怎樣到俗家呢？在諸俗家，心也當無黏、無拿、無捕。(應想：)『願他們要得到的得到；願他們要做功德的，得到功德。』」

    七  又如對己之所得歡喜滿足，於他之所得亦歡喜滿足。比丘！如是之比丘，適宜

    入於在家。諸比丘！迦葉雖近任何之家，於在俗之家，為心無著、無捉、無縛，彼

    念欲得者將得，欲為功德，則將成就。

    八  又如對己之所得歡喜滿足，對他之所得亦歡喜滿足。

(S.16.3./II,198.作：“yathasakena labhena attamano hoti sumano, evam paresam labhena attamano hoti sumano.”(如己得，心滿意足，如是他得(功德)，也心滿意足。)

    九  諸比丘！如是之比丘，適宜入於在俗之家。

II,199. 一0  諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？比丘之不淨說法者，為如何耶？比丘之淨

    說法者，為如何耶？」

    一一  「大德！世尊為我等之法本，世尊為教導者，世尊為歸依處。善哉，大德！世

    尊顯示此等所說之義，諸比丘聞世尊之所說，當受持奉行。」

▼. II.250.
    一二  「諸比丘！若然，當諦聽，當善思念，我將說。」

        彼等諸比丘向世尊奉答曰：「唯然，大德！」

        世尊曰：

    一三  「諸比丘！任何之比丘，以如是之心，對他人說法者：「實為我聞法，聞法生

    歡喜，歡喜而向我示其歡喜之表態。」諸比丘！如是為比丘之不淨說法。

    一四  諸比丘！任何之比丘，以如是之心，對他人說法者：「法乃由世尊善說者，

    於現世不隔時而有果報，可得說來見之法，而導於涅槃。識者各各應自知之法。實

    為我聞法，聞法而予瞭解，瞭解而更如法修行。」如是乃契於善法之性質，向他說

    法，由悲愍、哀憐之哀愍為始，向他人說法。諸比丘！如是乃比丘之淨說法。

    一五  諸比丘！迦葉以如是之心說法：「法由世尊所說者。於現世不隔時而有果報，

II,100. 可得說來見之法，以導於涅槃者，識者各各應知之法。實為應我聞之法，聞法而予

    瞭解，瞭解而更如法修行，」如是乃契於善法之性質，由悲愍、哀憐之哀愍為始，

    向他人說法。

    一六  諸比丘！我囑迦葉，或囑如迦葉者，教誨汝等。依所教誨者、汝等須如是修

    行。」

S.16.4.入在家
(不思：唯對我施、勿不施等)

《雜阿含1137經》，《別譯雜阿含112經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]「諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？比丘應如何3適宜入於

    在俗之家耶？比丘應如何不適入在家耶？」

    三  「大德！世尊為我等之法本……」，世尊曰：

    四  「諸比丘！任何之比丘，以如是之心入於在家：「對我唯行施、勿不施。對我唯

    多施、勿少施、對我唯施勝，勿施麤。對我唯速施、勿緩施。對我唯尊重施、勿不

    恭。」

    五  諸比丘！若彼比丘以如是之心，近於在家，若不旃與，因此彼比丘生怒，彼因

    之感受苦、憂，「少施非多……施麤非勝……施緩非速。」因此比丘生怒。彼因之感

II,201.受苦、憂。施不恭敬、非尊重。因此比丘生怒，因之感受苦、憂。諸比丘！如是之

    比丘乃不適宜入在俗之家者。

    六  諸比丘！比丘以如是之心近於在家--於他家對此事得作如何考慮耶？即：

▼. II.252.
    「唯對我施、勿不施、唯對我多施、勿少施，唯對我施勝，勿施麤，唯對我速施、

    勿緩施。唯對我施尊重、勿不恭。」

    七  諸比丘！若彼比丘以如是之心近於在俗之家，雖不施與，比丘亦不因此生怒，

    彼因之不感受苦、憂。「少施非多，施麤非勝，施緩非速，施不恭敬，非尊重。」比

    丘不因此生怒，彼因之不感受苦、憂。

        諸比丘！如是之比丘，適於入在俗之家。

    八  諸比丘！迦葉以如是之心入於在家。於他家得作如何之考慮耶？即：「唯對我

    施、勿不施，唯對我多施、勿少施，唯對我施勝、勿施麤，唯對我速施、勿緩施，

    唯對我施尊重、勿不恭。」

    九  諸比丘！若彼迦葉，以如是之心近於在家，雖不施，迦葉因此亦無怒，彼因之

    不感受苦、憂。施少而非多，迦葉因此無怒，彼因之不感受苦、憂。施麤而非勝，

II,202. 迦葉因此無怒，彼因之不感受苦、憂，施緩而非速，迦葉因此無怒，彼因之不感受

    苦、憂。施不恭而非尊重，迦葉因此無怒，彼因之不感受苦、憂。

S.16.5.老(世尊說:迦葉老矣,可捨粗布糞掃衣等)

《雜阿含1141經》，《別譯雜阿含116經》，《增壹阿含12.5-6經》、《增壹阿含41.5經》
    一  如是我聞。[爾時，世尊]住王舍城竹林。

    二  爾時，尊者大迦葉，來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  對坐於一面之尊者大迦葉，世尊作如是曰：「迦葉！汝齡老矣，此等可棄捨之粗

    布糞掃衣，於汝猶重。迦葉！然則，汝可執家主之衣，食所謂之食，住於我側。」

    四  「大德！我於長夜，住阿蘭若，而讚歎住阿蘭若。為乞食者，而讚歎乞食者。為

    著糞掃衣者，而讚歎著糞掃衣。為持三衣者，而讚歎持三衣。我少欲，而讚歎少欲。

    我知足而讚歎知足。我遠離，而讚歎遠離。我無交往而讚歎無交往。我精勤，而讚

    歎精勤。」

    五  「迦葉！汝觀幾何之義，長夜住阿蘭若，而讚歎住阿蘭若……為乞食者……著糞

    掃衣者……持三衣者……少欲……知足……遠離……無交往……精進而讚歎精進

    耶？」

II,203. 六  「大德！我以觀二義，長夜以住阿蘭若，讚歎住阿蘭若……為乞食者……著糞掃

    衣者，持三衣者……少欲……知足……遠離……無交……精勤而讚歎精進。」

▼. II.254.
    七  其一方面，觀自之現法樂住；他方面，為切望後人入隨見，哀愍後人。彼等實

    乃為佛、隨佛之弟子，彼等長夜住阿蘭若者，讚歎住阿蘭若者……乞食者……著糞

    掃衣者……持三衣者……少欲……知足……遠離……無交……精勤而讚歎精進者。

    彼等如是為入，此長夜為彼等之利益與幸福。

    八  「大德！我觀此等二義，長夜住阿蘭若，讚歎住阿蘭若，乞食者……著糞掃衣者

    ……持三衣者……少欲……知足……遠離……無交……精勤而讚歎精進。」

    九  「善哉，善哉！迦葉！為眾多人之利益而行，為眾多人之幸福，為世聞之哀憐，

    為人天之利益、幸福而行。」

    一0  「然則迦葉！汝可捨棄所執之粗布糞掃衣，行乞食、住於森林。」

S.16.6.(比丘難)教誡(1)

《雜阿含1138經》，《別譯雜阿含113經》，《增壹阿含31.11經》
    一  [爾時，世尊]住王舍城竹林。

    二  爾時，尊者大迦葉來詣世尊之處……

II,204.三  對坐於一面之尊者大迦葉，世尊作如是曰：「迦葉！汝可教誡諸比丘。迦葉！汝

    可對諸比丘設示法語。迦葉！我或汝應對一切諸比丘教誡。我或汝應為說一切法語。」

    四  「大德！今告諸比丘甚難：「告諸彼等有難色。」彼等不忍，所教不能率直執受。

    大德！我見此處與阿難共住之班達比丘及與阿那律共住之阿賓吉伽比丘，互為卓越

    之論議。「請來，比丘！誰之所語較多耶？誰之所語較優耶？誰之所語較長耶？」」

    五  爾時，世尊言告一比丘曰：「比丘，汝來！可告以我語：「師喚尊者等」即向與阿

    難共住之班達比丘及與阿那律共住之阿賓吉伽比丘。」

    六  「唯然！大德！」彼比丘奉答世尊，然後近至彼等諸比丘處。近已，告彼等諸比

    丘曰：「師喚尊者等。」

    七  「友！唯然。」彼等答彼比丘，來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    八  對坐於一面之彼等諸比丘，世尊作如是言曰：「諸比丘！汝等相互論議卓越之

    事，為真實耶？「且來，比丘！誰之所語較多耶？誰之所語較優耶？誰之所語較長

    耶？」」

        「大德！唯然。」

    九  「諸比丘！我對汝等曾作如是說法：「諸比丘！汝等應論義相互卓越之事。」如

    何知說如是法，「且來，比丘！誰之所語較多耶？誰之所語較優耶？誰之所語較長

▼. II.256.
    耶？」

        「大德！是不然。」

II,205.一0  「諸比丘！若知我未對汝等說如是之法者，何故汝等愚人、得知、得見，於如

    是善說之法、律下出家，相互：「且來，比丘！誰之所語較多耶？誰之所語較勝耶？

    誰之所語較長耶？」論議此卓越之事耶？」

    一一  爾時彼等諸比丘，稽首世尊之足，白世尊言：

        「大德！我等本篇闇愚，本為癡愚了本為不善，罪制伏我等。我等於如是善說之

    法、律出家，相互：「來，比丘！誰之所語較多耶？誰之所語較勝耶？誰之所語較

    長耶？」論議此卓越之事。大德！我等已知其為罪，以後當再不犯，望世尊攝受。」

    一二  「諸比丘！實汝等本為闇愚，本為癡愚，本為不善、罪制伏汝等。汝等如是，

    於善說之法、律出家，相互：「且來，比丘！誰之所語較多耶？誰之所語較勝耶？

    誰之所語較長耶？」論議此卓越之事。諸比丘！汝等已見其罪，且如法懺悔，我對

    汝等之懺悔攝受。

    一三  諸比丘！見罪為罪，如法懺悔，以後入於自制，乃於聖者之律有利益。」

S.16.7.(比丘難)教誡(2)

《雜阿含1139經》，《別譯雜阿含114經》
    一  [爾時，世尊]住王舍城竹林。

    二  爾時，尊者大迦葉，來詣世尊處……

II,206. 三  對坐於一面之尊者大迦葉，世尊作如是曰：「迦葉！汝宜教誡諸比丘。迦葉！汝

    宜向諸比丘說示法語。迦葉！我或汝皆應教誡諸比丘。我或汝皆應法語說示。」

    四  「大德！今甚難向諸比丘說示，彼等對所說有難色。彼等不忍，所教不能率直執

    受。

    五  大德！無論何人於善法不信，不知慚於善法，不知愧於善法，無精進於善法，

    無慧於善法者，則對彼夜或晝來，於善法唯有退沒不能增大。

    六  大德！譬如月之黑分，夜或晝來，色減退，圓減退，光減退、廣袤減退。大德！

    同此，無論何人不信於善法，不知慚，不知愧。無精進，無慧於善法，對彼夜或晝

    來，於善法退沒，不能增大。

    七  大德！不信之人為退轉。大德！不知慚之人為退轉。大德！不知愧之人為退轉。

    大德！懈怠之人為退轉。大德！惡慧之人為退轉……忿怒之人……大德！瞋恨之人

▼. II.258.
    為退轉。大德！不受教誡之比丘為退轉。

    八  大德！無論何人有信於善法，知慚於善法，知愧於善法，有精進於善法，有慧

    於善法，則對彼夜或晝來，於善法增大，無退沒。

II,207. 九  大德！譬如月之白分、夜或晝來，色增長，圓增長，光增長，廣袤增長。大德！

    同此，凡人於善法有信、……有慚……有愧，有精進，於善法有慧，則對彼夜或晝

    來，於善法增大，無退沒。

    一0  大德！有信之人為不退轉。大德！知慚之人為不退轉。大德！知愧之人為不

    退轉。大德！精勤之人為不退轉。大德！持慧之人為不退轉。大德！無忿之人為不

    退轉。大德！無恨之人為不退轉！大德！受教誡之比丘為不退轉。」

    一一  「善哉，善哉！迦葉！迦葉！任何之人不信於善法……不知慚……不知愧，無

    精進，無慧於善法，則對彼夜或晝來，退沒於善法，無增大。

    一二  迦葉！譬如於月之黑分，夜或晝來，色減退……廣袤減退。迦葉！同此，任

    何之人，不信於善法……不知慚，不知愧，無精進，無慧於善法，則對彼夜或晝來，

    於善法退沒，無增大。

    一三  迦葉！不信之人為退轉。……不知慚……不知愧……懈怠、惡慧、忿恨之人，

    迦葉！此為退轉。迦葉！無教誡之比丘為退轉。

    一四7  迦葉！任何之人，有信於善法……知慚、知愧、有精進，有慧於善法，則

    對彼夜或晝來，增大於善法。

    一五  迦葉！譬於如月之白分、夜或晝來，色增長、圓增長、光增長、廣袤增長，

II,208. 迦葉！同此，任何之人，有信於善法，知慚、知愧、有精進，有慧於善法，則對彼

    夜或晝來，增大於善法，無退沒。

    一六  迦葉！有信之人為不退轉，知慚之人……知愧、精勤、持慧、無忿、無恨之

    人，迦葉！此為不退轉。迦葉！受教誡之比丘為不退轉。」

S.16.8.教誡

《雜阿含1140經》，《別譯雜阿含115經》
    一  [爾時，世尊]住王舍城竹林粟鼠飼養所。

    二  爾時，尊者大迦葉，來詣世尊之處……

    三  對坐於一面之尊者大迦葉，世尊如是曰：「迦葉！汝宜教誡諸比丘。迦葉！汝宜

    對諸比丘說示法語。迦葉！我或汝須教誡諸比丘。我或汝應說任何之法語。」

▼. II.260.
    四  「大德！今對諸比丘說法甚難，彼等對所說有難色。彼等不忍，對所教不能率直

    執受。」

    五  「然則迦葉！往昔有長老比丘住阿蘭若，讚歎住阿蘭若。為乞食者，讚歎乞食者。

    為著糞掃衣者，讚歎著糞掃衣者。為持三衣者，讚歎持三衣者。為少欲者，讚歎少

    欲者。為知足者，讚歎知足。為遠離者，讚歎遠離者。為無交往者，讚歎無交往。

II,209. 為精勤者，讚歎精進者。

    六  今有比丘，為住阿蘭若者，讚歎住阿蘭若者。為乞食者，讚歎乞食者。為著糞

    掃衣者，讚歎著糞掃衣者。為持三衣者，讚歎持三衣者。為少欲者，讚歎少欲者。

    為知足者，讚歎知足者。為遠離者，讚歎遠離者。為無交往者，讚歎無交往者。為

    精勤者，讚歎精勤者。長老之諸比丘，對彼比丘以座相請：「請來，比丘！此比丘

    何名？此比丘實為幸，此比丘實以學為欲。請來，比丘！請坐此座。」

    七  迦葉！如今，年少之比丘，如是思惟：「實今有比丘，為住阿蘭若，讚歎住阿

    蘭若……為乞食者……為著糞掃衣者……為持三衣者……少欲……知足……遠離

    ……無交往……精勤者讚歎精進。長老之諸比丘，以座請彼比丘：「汝來，比丘！

    此比丘何名？此比丘實為幸，此比丘實欲學。請來，比丘！請坐此座，」令彼等入

    此狀況，乃為彼等長夜之利益與幸福。

    八  迦葉！又，今有長老之諸比丘，住則非為阿蘭若，對住阿蘭若不讚歎。非乞食

    者，不讚歎乞食者。非著糞掃衣，不讚歎著糞掃衣者，非持三衣者，不讚歎持三衣

II,210. 者，非少欲，不讚歎少欲者。非知足，不讚歎知足者。非無交往，不讚歎無交往者。

    非精進，不讚歎精進者。

    九  今有著名而有譽、得衣、缽食、床座、治病必要之藥、資具之比丘。長老之諸

    比丘，請彼比丘就座：「且來，比丘！此比丘何名？此比丘為幸，欲與此比丘為同

    學者。且來，比丘！請就此座。」

    一0  迦葉！年少之比丘，如是思惟：「彼比丘，實為著名而有譽、得衣、缽食、

    床座、治病必要之藥、資具者。長老於諸比丘，請彼比丘：「且來，比丘！此比丘

    名云何？此比丘實為幸，實欲與此比丘為同學。且來，比丘！請就此座。」令彼等

    入如是狀況，乃長夜彼等之不利與苦。

    迦葉！若人謂正梵行者，因梵行之弊所惱，梵行者因梵行之壓迫所壓抑者，迦葉！

▼. II.262.
    此乃謂正梵行者，因梵行之弊所惱，梵行者因梵行之壓迫所壓抑。」

S.16.9.(世尊與迦葉之)定與勝智

《雜阿含1142經》，《別譯雜阿含117經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  [爾時，世尊曰：]

        「諸比丘！我由欲，離欲、離不善法，有覺有觀，而依遠離生喜與樂之禪而住。」

II,211.    「諸比丘！迦葉亦由欲，離欲、離不善法、有覺有觀，入住而依遠離生喜與樂之

    初禪而住。

    三  諸比丘！隨我欲，而靜覺與觀，內心寂靜，使心專注於一境。無覺無觀，入於

    依定所生之喜與樂之第二禪而住。

        諸比丘！迦葉亦由欲，靜覺與觀……入於二禪而住。

    四  諸比丘！隨我欲，而離喜成捨，住於正念正心，一身感受樂於：「賢聖之所謂

    捨，而正念者住於樂」而入於第三禪住。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，而離喜成捨……入而於第三禪住。

    五  諸比丘！隨我欲而捨樂、捨苦，滅前之悅與憂，入住於不苦不樂，捨念清淨之

    第四禪。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，捨棄……入於第四禪住。

    六  諸比丘！隨我欲，超越一切之色想，終盡障礙之想，不思惟變異之想，入住於

    所謂「空無邊際」之空無邊處。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，超越一切色想……入住於空無邊處。

    七  諸比丘！隨我欲，超越一切之空無邊處，入住於所謂「識無邊際」之識無邊處。

II,212.     諸比丘！迦葉亦隨欲……入住於識無邊處。

    八  諸比丘，隨我欲，超越一切之識無邊處，入住於所謂「無所有」之無所有處。

        諸比丘！迦葉亦隨欲……入住於無所有處。

    九  諸比丘！隨我欲，超越一切之無所有處，入住於非想非非想處。

        諸比丘！迦葉亦隨欲……入住於非想非非想處。

    一0  諸比丘！我由欲，超越一切之非想非非想處，入住於想受滅。

        諸比丘！迦葉亦……入住於想受滅。

    一一  諸比丘！隨我欲，證得種種之神通。即以一身成多身，以多身成一身，或現、

▼. II.264.
    成沒、通牆、透壁、無有障礙。穿山恰如行於空中。出沒大地恰如行於水中。涉水

    不沈，恰如行於地上。於虛空趺坐、經行，恰如有翼之鳥。彼有大神力，有大威德，

    善能以手觸摸、把握日月，以身可到達梵界。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，證得種種之神通……以身到達梵界。

    一二  諸比丘！隨我欲，以清淨超人之天耳界，得聞人天兩界及遠近雙方之聲音。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，以清淨……天耳界……得聞遠近雙方之聲音。

II,213.一三  9諸比丘！我從欲，以自心，徹知其他眾生與其他人之心。如次得知：對有

    貪心者，知有貪心。對離貪心知離貪心。對有恚心者……對離恚心者……對有癡心

    者……對離癡心者……對集注心者……對散亂心者……對廣大心者……對非廣大心

    者……對有上心者……對無上心者……對定心者……對無定心者……對解脫心者

    ……對不解脫心者，知不解脫心。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，以自心對其他眾生與其他人之心，如次知之：對有貪心

    者，如有貪心……對不解脫心者知不解脫心。

    一四  諸比丘！隨我欲，憶念宿世之種種住處。憶念如一生、二生、三生、四生、

    五生、十生、二十生、三十生、四十生、五十生、百生、千生、十萬生、種種之成

    劫、種種之壞劫、種種之成壞劫。憶念：「於彼處為如是名、如是姓、如是容貌、

    如是食、經受如是苦樂，有如是壽量。彼由其處沒生他處，於其處如是名、如是姓、

    如是貌、如是食、經受如是苦樂、有如是壽量。彼由其處沒、來生於此處。」具如

    是形相與方處，種種宿世之住處。

        諸比丘！迦葉亦隨欲，憶念種種宿世之住處。如憶念一生……具如是形相與方

    處，種種之宿世與住處。

II,214.一五  諸比丘！隨我欲，以清淨而超越人間之天眼，觀察眾生，見眾生之死而又生，

    應眾生所為之業，知有卑與貴、美與醜，幸與不幸，即：「諸賢！此等之眾生，身

    具惡行、語具惡行、意具惡行、謗賢聖、懷邪見，執持邪見業。彼等身壞命終後，

    生於苦處、惡趣、無樂處、地獄。諸賢！此等之眾生，身具善行、語具善行、意具

    善行，不謗賢聖，不壞正見，執持正見業，彼等身壞命終後，生於善趣、天界。」

    以如是清淨而超越人間之天眼觀察眾生，見眾生之死，而又生，如眾生應業而有賤

    與貴、美與醜、幸與不幸。

▼. II.266.
        諸比丘！迦葉亦隨欲，以清淨而超越人間之天眼觀察眾生……應業……知幸與

    不幸。

    一六  諸比丘！我已漏盡，對無漏心、解脫、慧解脫、於現法自知，入住於實證。

        諸比丘！迦葉亦漏盡，對無漏心、解脫、慧解脫、於現法自知，實證而入住。」

S.16.10.止住處(某尼不喜大迦葉說法)

《雜阿含1143經》，《別譯雜阿含118經》
    一  如是我聞。一時，尊者迦葉住舍衛城祇樹給孤獨園。

，一

II,215. 二  爾時，尊者阿難！清晨著衣、持缽，詣尊者大迦葉之處。

    三  詣已，向尊者大迦葉作是言曰：「大德迦葉！今我等往詣某比丘尼之止住處。」

        「友！阿難！汝可往，汝應多作，多有所為。」

    四  尊者阿難，再度白尊大迦葉曰：「大德迦葉！今我等往詣某比丘尼之止住處。」

        「友，阿難！汝可往，汝應多作，多有所為。」

    五  尊者阿難！三度白尊者大迦葉曰：「大德迦葉！今我等往詣某比丘尼之止住

    處。」

    六  如是尊者大迦葉，清晨著衣，持缽，隨尊者阿難之後，往詣某比丘尼之止住處。

    詣已，就所設之座。

，二

    七  爾時，眾多之比丘尼，來詣尊者大迦葉之前。詣已，禮敬尊者大迦葉，坐於一

    面。

    八  對坐於一面之彼等比丘尼，尊者大迦葉以法語而教示、鼓勵，使彼等歡喜。

    九  尊者大迦葉，對彼等比丘尼，以法語教示、鼓勵、使之歡喜，即起座而去。

II,216.一0  爾時，偷羅低舍比丘尼不喜，發出不喜之語：「如何？尊者大迦葉於
鼙提訶

    聖者之尊者阿難面前，思惟欲說法耶？恰如針商人於針師之前思惟欲賣針，尊者大

    迦葉，於鼙提訶聖者之尊者阿難面前，思惟欲說法耶？」

    一一  尊者大迦葉聞得偷羅低舍比丘尼所作之此語。

，三

    一二  爾時尊者大迦葉，如是言尊者阿難曰：「友，阿難！我為針商人，汝為針師耶？

    或我為針師，汝為針商人耶？如何？」

▼. II.268.
        「大德迦葉！請當忍耐。女人乃愚者。」

    一三  「友，阿難！汝來，僧伽不得如上追究汝。

        友，阿難！汝對此作如何思惟耶？

    一四  汝亦依世尊，齎身親近比丘僧伽耶？如何？--「諸比丘！隨我欲，離欲、離

    不善法，有覺有觀，而由遠離生喜與樂入住於初禪。諸比丘！阿難亦隨欲、離欲、

    離不善法，有覺有觀，而由遠離生喜與樂入住於初禪。」

        「大德、無此事。」

    一五  「友！我依世尊，齎身親近比丘僧伽。「諸比丘！隨我欲、離欲，離不善法、

    有覺有觀，而由遠離生喜與樂住於初禪。諸比丘！迦葉亦隨欲、離欲，離不善法……

    入住於初禪。」」

    一六~二九，九次第定及五通之略說，亦復如是。

II,217.三0  「友，阿難！汝對此作如何思惟？汝亦依世尊，齎身親近比丘僧伽耶？「諸比

    丘！我已漏盡、無漏心解脫、慧解脫，於現法住於自知，實證。諸比丘！阿難亦漏

    盡無漏，對心解脫、慧解脫，於現法住於自知，實證。」

        「大德！無此事。」

    三一  「友，我依世尊齎身親近之比丘僧伽：「諸比丘！我已漏盡、無漏、心解脫、

    慧解脫，於現法住於自知，實證。諸比丘！迦葉亦漏盡無漏，心解脫、慧解脫，於

    現法住於自知，實證。」

    三二  「友！今如有人，思惟以多羅樹之一葉，可掩得高七肘或七肘半之象，然彼得

    思惟能掩我之六通耶？」

，四

    三三  然則，偷羅低舍比丘尼終由梵行退沒矣。

S.16.11.衣(迦葉指責阿難與不護諸根年少比丘遊於南山)

《雜阿含1144經》，《別譯雜阿含119經》
    一  一時，尊者大迦葉，住王舍城之竹林粟鼠養餌所。

，一

    二  爾時，尊者阿難與眾多比丘等共遊於南山。

    三  時，尊者阿難有約三十之同住比丘，捨學還俗完全唯是童子。

II,218.      二

▼. II.270.
    四  尊者阿難，隨欲遊方於南山，近至王舍城竹林粟鼠養餌所之大迦葉之前，近至

    已，禮敬尊者大迦葉，坐於一面。

    五  大迦葉言坐於一面之尊者阿難曰：「友，阿難！對世尊之在俗所施設之三食，有

    幾何福利耶？」

    六  「大德迦葉！對世尊之在俗施設三食，有三種福利。為制惡戒之比丘，為使敬虔

    之比丘住於安樂，為使惡欲之徒黨不破僧伽，不惱在俗。大德迦葉！此等三種福利，

    為世尊對在俗所施設之三食福利。」

    七  「友，阿難！如何汝與於諸根不守護，於食無節制，於夜坐不虔誠之此等年少比

    丘，相共遊方耶？想來，汝是踐踏穀物之徘徊者。想來，汝為害良家之徘徊者。友，

    阿難！汝之徒眾被破壞，友！汝之年少徒眾被消滅。此年少之童子不知量。」

    八  「大德迦葉！我頭髮亦呈灰白矣。然今日我等仍為尊者大迦葉，尚未除卻童子之

    語。」

II,219.九  「友，阿難！如何汝與於諸根不守護、於食不節制、於夜坐不虔誠之此等年少比

    丘，相共遊方耶？想來，汝為踐踏穀物而徘徊者。想來，汝為害良家之徘徊者。友，

    阿難！汝之徒眾被破壞。友！汝之年少徒眾被消滅。此年少之童子不知量。」

         三

    一0  偷羅難陀比丘尼聞尊者大迦葉，對鼙提訶聖者之尊者阿難，以童子之語予以

    責咎。

    一一  時偷羅難陀比丘尼不喜而出不喜之語：「如何，曾為異學之尊者大迦葉，對鼙

    提訶聖者之尊者阿難，思惟欲以童子語責咎耶？」

    一二  尊者大迦葉，聞偷羅難陀比丘尼所作之此語。

    一三  爾時，尊者大迦葉，對尊者阿難作如是言曰：「友！阿難！偷羅難陀比丘尼是

    作無謀、無思慮之語。友！我剃髮，著袈裟衣，由在家出家而為無家，除世尊、應

    供、正等覺者外，不認其他之師。

    一四  友！我曾於在俗時，生此念：「在俗之生活障多，亦為塵垢之道。出家則如

    露天；住家欲能令定而成一向圓滿，行一向清淨之梵行，則甚難。我寧剃髮著袈裟

    衣，由家出家而為無家。」

II,220. 一五  「友，我於[今]後將衣截斷為僧伽梨，從世間阿羅漢之列、剃髮、著袈裟衣，

▼. II.272.
    由在家出家而為無家。」

    一六  如是則出家，行半途，於王舍城與那羅(聚落)中間，謁見坐於多子廟之世

    尊。謁見已，我作此念：「實欲我所謁見之師，則只僅所見之世尊。實欲我所謁見

    善逝，只僅所見之世尊。實欲我所謁見之正等覺，只僅所見之世尊。」

    一七  友！我稽首世尊之足，向世尊白是言：「大德！世尊為我之師，我為世尊之弟

    子。」

    一八  友，如是白已。世尊對我作是言：「迦葉！如是心具足而不知一切，即謂「我

    知，」不見而謂「我見，」如是之弟子，彼之頭將破裂。迦葉！我對知而謂「我知，」對

    見而謂「我見。」

    一九  迦葉！然則汝應如是學：「先對長老、年少、中老、以住大慚愧。」迦葉！

    故應如是學。

    二0  迦葉！汝應如是學：「我之欲聞，基於任何善法，一切皆以其義饒益、思惟。

    皆以心屢屢思考，以傾耳聞法。」迦葉！汝應如是學。

    二一  迦葉！汝應如是學：「當於我身，伴喜之念，為不可捨。」迦葉！汝應如是

    學。」」

    二二  友！彼時，世尊對我作此等之教誡後，由座起立而去。

II,221.二三  友，我七日之間有漏
，食依信
所施與之食，於第八日，證得智。

    二四  友！時世尊，由路中來至一大樹下。

    二五  友！時我以衣服之僧伽梨，疊為四疊設座，白世尊曰：「大德世尊！為我長

    夜之利益幸福，請坐於此處。」

    二六  友！世尊坐所設之座。

    二七  友！世尊落座而對我作是言曰：「迦葉！此衣服僧伽梨甚為柔軟。」

        「大德世尊！為哀憐，請納愛我之衣服僧伽梨。」

    二八  「迦葉！汝受我所著用之粗布糞掃衣耶？」

        「大德世尊！我願受受世尊所著用之粗布糞掃衣。」

    二九  「友！如是我以柔軟之僧伽梨，奉獻世尊，我亦受用世尊所著用之粗布糞掃

    衣。

    三0  友！若欲正為世尊之子、嗣子，由世尊之口生、由法生、法之化生、法之相

▼. II.274.
    續者，謂受用世尊所著用之粗布糞掃衣者，則我正為世尊之子、嗣子，由世尊之口

    生、由法生、法之化生、法之相續者，謂受用世尊所著用之粗布糞掃衣者。

II,222. 三一  友！隨我欲而離欲、離不善法、有覺有觀，而由遠離生喜與樂而入住於初禪。

    三二~四六  友！隨我欲而……九次第定，五通之解說亦復如是。

    四七  友！我已漏盡，無漏、心解脫、慧解脫，於現法住於自知、實證。

    四八  友！今如有人，欲以多羅之一葉，思惟可掩得高七肘或七肘半之象，然則，

    彼得思惟能掩得我之六通耶？」

，四

    四九  然則，偷羅難陀比丘尼將退沒梵行。

S.16.12.(如來)死後(存在不存在)

《雜阿含905經》，《別譯雜阿含120經》
    一  爾時，尊者大迦葉與尊者舍利弗住於波羅奈之仙人墮處鹿野苑。

    二  爾時，尊者舍利弗，暮時由宴坐起，走近尊者大迦葉……禮而坐於一面。

    三  坐於一面之尊者舍利弗，向尊者大迦葉作如是言曰：「友迦葉！如來死後，是存

    在者耶？如何？」

        「友！如來死後是存在者，世尊不說。」

    四  「友！如來死後，為非存在者耶？如何？」

        「友！如是，如來死後，為非存在者，世尊亦不說。」

II,223. 五  「友！如來死後，為存在、非存在者耶？如何？」

        「友！如是，如來死後，為存在、非存在者，世尊亦不說。」

    六  「友！如來死後，為非存在、非不存在耶？如何？」

        「友！如是，如來死後，為非存在、非不存在，世尊亦不說。」

    七  「友！世尊何故不說此事耶？」

        「友！此事亦非自己之利益、亦非為梵行，亦非為厭離，亦非為離貪，亦非為滅、

    為寂靜、為勝智、為菩提、為到達涅槃，故世尊不說於此。」

    八  「友！然則世尊所說為何耶？」

        「友！世尊說「此是苦。」世尊說：「此為苦之集。」世尊說：「此為苦之滅。」

    世尊說：「此為趣苦滅之道。」」

    九  「友！何故？世尊說此耶？」

▼. II.276.
        「友，此事乃自己之利益，是為梵行，為厭離、為離貪、為滅、為寂靜、為勝智、

    為菩提、為涅槃故，世尊乃說此。」

         S.16.13.像法(之生，則正法之滅)

《雜阿含906經》，《別譯雜阿含121經》
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，尊者大迦葉，來詣世尊之處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

II,224. 三  坐於一面之尊者大迦葉，白世尊言：「大德！依如何之因、如何之緣，於前，學

    者則少，而多數比丘，得立智耶？大德！又依如何因、如何緣，於今，學者則多，

    而少數比丘少得立智耶？」

    四  「迦葉！此為如是：眾生衰，正法將滅之時，學者則多，少數比丘得立智。

    五  迦葉！只要正法之未滅，像法之世則不生，迦葉！像法之世生時，則有正法之

    滅。

    六  迦葉！譬如只要金之不滅、則偽金之世不生，迦葉！偽金之世生時，乃有金之

    滅。

    七  迦葉！同此只要，正法之未滅，則像法之世不生。迦葉！像法之世生時，則有

    正法之滅。

    八~一一  迦葉！地界不能令正法滅。水界不能令正法滅……火界……風界不能令

    正法滅。

    一二  於是，彼等愚人之生時，能令此正法滅。

    一三  迦葉！譬如船之先沈。迦葉！如是正法不應有滅。

    一四  迦葉！有此等五正法之混亂，有滅之退法。五者何耶？

    一五  迦葉！於此有比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷等，不尊重師、住不隨順，不

    尊重法、住不隨順，不尊重僧伽、住不隨順，不尊重學、住不隨順，不尊重定、住

    不隨順。

        迦葉！此等之五退法，為正法之混亂與滅。

    一六  迦葉！此等之五退法，為正法之確立、不混亂、不滅者。五者何耶？

    一七  迦葉！於此有比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷等，尊重師、住隨順，尊重法、

    住隨順，尊重僧伽、住隨順，尊重學、住隨順，尊重定、住隨順。

    一八  迦葉！此等之五法，為正法之確立，不混亂、不滅。」

▼. II.278.
        此頌曰：

        滿足與無愧，月喻入在俗

        老與三教誡，言定與勝智

        止住處與衣，死後與像法

註: 18 僧耆婆原文Sajiva是誤。

    S.16.第五 迦葉相應 註

    1 雜阿含四一(大正藏二、二九九c)，別雜六(大正藏二、四一四a)及月喻經(大正藏二、五四

      四b)。

    2 雜阿含四一(大正藏二、三00a)及別雜六(大正藏二、四一四c)。

    3 入在家原文有kulupak0應為kulupag0才對。

    4 雜阿含四一(大正藏二、三0一c)及別雜六(大正藏二、四一六b)。

    5 雜阿含四一(大正藏二、三00b)及別雜六(大正藏二、四一五a)及增一阿含三一(大正藏二、

      六七三b)。

    6 第七、第八離阿含四一(大正藏二、三00c)及別雜六(大正藏二、四一五b)。

    7 原本為一三及一四之誤，以下之號碼順次有一倒置。

    8 雜阿含四一(大正藏二、三0二a)及別雜六(大正藏二、四一六c)。

    9 原本一四誤為一三，以順次有一倒置。

    10 雜阿含四一(大正藏二、三0二a)及別雜六(大正藏二、四一七a)。

    11 鼙提訶之聖者是第二世尊，為尼眾所嘉之尊稱。

    12 雜阿含四一(大正藏二、三0二c)及別雜六(大正藏二、四一七c)。

    13 漏(sana)註為sakileso.

    14 依信所與之食原文雖有ratthapinda，今依原註。

    15 雜阿含三二(大正藏二、二二六a)及別雜六(大正藏二、四一九a)。

    16 雜阿含三二(大正藏二、二二六b)及別雜六(大正藏二、四一九b)。

▲Top回目錄
▼. II.280.
S.17.第六 利得與供養相應

第一  誡品

S.17.1.可怖(利養、名譽，為達無上安穩之障礙)

▲Top回目錄
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，世尊言諸比丘……

II,226.     世尊如是言曰：

    三  「諸比丘！利得、供養、名譽，其可怖、激烈、粗暴，為到達無上安穩之障礙。

    四  諸比丘！然則，應如是學：「我應捨既生之利得、供養、名譽，於未生之利得、

    供養、名譽、不執於心而住。」

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.2.(利得.供養.名譽,如)鉤針

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養、名譽甚可怖，激烈、粗暴者，為到達無上安穩之障礙。

    三  諸比丘！譬如漁師，以肉為餌之鉤針，投入深水沼中，鵜見之為一魚，而將其

    吞下。諸比丘！如是鵜吞彼漁師鉤針之魚，陷於禍、陷於災厄，而漁師達其所欲。

    四  諸比丘！漁師之意者乃此惡魔波旬。諸比丘！鉤針之意者，乃此利得、供養與

    名譽。

    五  諸比丘！任何比丘，對既生之利得、供養與名譽，不捨而望求者。諸比丘！此

    比丘乃鵜吞惡魔之鉤針者，陷於禍，陷於災厄，達波旬之所欲。

    六  諸比丘！然如見，利得、供養與名譽，甚可怖、激烈、粗暴者，為到達無上安

    穩之障礙。

    七  諸比丘！然則，應如是學：「我對既生之利得、供養、名譽、為應捨，對未生之

    利得、供養、名譽、不執於心而住。」

    八  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.3.(利得等,如遠離沼澤他去而被補之)龜

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

▼. II.282.
II,227.二  「諸比丘！利得、供養與名譽甚可怖……障礙。

    三  諸比丘！往昔沼中，龜，亦為其大家族之所永棲處。

    四  諸比丘！爾時，一龜向他龜作如是言曰：「愛龜！勿往彼處。」

    五  諸比丘！然而彼龜卻仍至其處，則被獵師以繩索所附之魚叉所射。

    六  諸比丘！爾時，彼龜則走近他龜。

    七  諸比丘！彼龜見其龜由遠處來。見已，對其龜作如是言曰：「愛龜！汝何故去至

    其處耶？」「愛龜！我至其處」矣。

    八  「愛龜！何故未被刺射，未被射中耶？」

        「愛龜！我未被刺射，未被射中。但然我身有繩索，乃由後方新結附者。」

    九  「愛龜！然確被刺，確被射中。愛龜！因於此獵師，汝父與祖父皆陷於禍，陷於

    災厄者。愛龜！汝今可往矣，汝今非屬我等者矣。」

    一0  「諸比丘！獵師寓意此惡魔波旬。諸比丘！附於繩索系之魚叉，既意示此利

    得、供養與名譽。系繩索意為喜貪。

    一一  諸比丘！任何之比丘，對既生之利得、供養與名譽不捨而願望者。諸比丘！

    此比丘將為獵師附於繩索之魚叉、陷於禍、陷於災厄、達波旬之所欲。

    一二  諸比丘！利得、供養與名譽甚為可怖……

II,228.一三  諸比丘！汝等應如學。」

S.17.4.(利得等,如)長毛(之牝山羊,走入有刺叢)

    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽其可怖……障礙。

    三  諸比丘！譬如有長毛之牡羊，將走入有刺之藪中。彼觸及此處與彼處，扭著於

    此處彼處，被縛於此處彼處，陷禍與災厄於此處彼處。

    四  諸比丘！同此，此處有一比丘，因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑，清晨

    著衣、持缽、為托缽入村或街，彼比丘，觸於此處彼處，扭著於此處彼處，被縛於

    此處彼處，陷禍與災厄於此處彼處。

    五  諸比丘！然如是之利得、供養與名譽甚為可怖……

    六  諸比丘！汝等應如是學。」

 S.17.5.(利得等,如)糞蟲 (在糞堆中)

《雜阿含1263經》
▼. II.284.
    一  [爾時世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽甚是可怖……障礙。

    三  諸比丘！譬如糞蟲，食糞、充塞於糞、為糞所埋，於彼之前有糞堆。

    四  彼因此：「我為食糞者，充塞於糞、為糞所埋，於我之前有此大糞堆。」以他

    之糞蟲為賤。

II,229.五  諸比丘！同此，此處有一比丘，因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑。清晨

    著衣、持缽，入村或街，彼食於其處，為翌日之請，欲充滿彼缽。

    六  彼行往園中，於比丘眾中告曰：「我之食，為明日之請，充滿我缽，我得衣、

    缽食與床座，及病所需之藥物、資具。然此等他之諸比丘，因功德少、力少、不得

    衣缽食、床座、病所需之藥物、資具。」

    七  彼敗於利得、供養與名譽，心生眩惑，對他之優秀比丘生賤視。諸比丘！實長

    夜之不利與苦，乃在於彼愚人。

    八  諸比丘！如是之利得、供養與名譽甚是可怖……

    九  汝等比丘！應當如是學。」

 S.17.6.(利得等,如)雷電

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……是障礙。

    三  諸比丘！落雷與尚未達心，利得、供養與名譽，未完成之有學者如何耶？

    四  諸比丘！落雷者，即意為利得、供養與名譽。

    五  諸比丘！如是之利得、供養與名譽，甚為可怖……

    六  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.7.(利得等,如)塗毒(之刺)

《雜阿含1264經》，S.20.11-12.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

II,230. 二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……是障礙。

    三  諸比丘！以含毒
之刺貫穿者，尚未達心，利得、供養與名譽，未完成者如何耶？

    四  諸比丘！刺者意即為利得、供養與名譽。

    五  諸比丘！如是之利得、供養與名譽，甚為可怖……

    六  諸比丘！汝等應如是學。」

▼. II.286.
 S.17.8.(敗於利得等,如為疥瘡所惱之老)豺

《雜阿含1264經》，S.20.11-12.
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……是障礙。

    三  諸比丘！汝等於深夜聞豺之鳴呼叫耶？」

        「大德！唯然。」

    四  「諸比丘！有一為疥瘡
疾病所惱之老豺，彼不樂行於空閑，不樂行於樹下，不樂

    行於露地，於行處、住處、坐處、臥處、皆陷於苦惱。

    五  諸比丘！同此，有一比丘，因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑。彼不樂行

    至空閑，不樂行至樹下，不樂行至露地。彼比丘於行處、住處、坐處、臥處，皆陷

    苦惱。

II,231. 六  諸比丘！如是之利得、供養與名譽，甚為可怖……

    七  諸比丘！汝等如是學。」

 S.17.9.(敗於利得等,如)毘嵐風(撕裂高空之鳥)

《增壹阿含25.8經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……是障礙。

    三  諸比丘！於上空有名毘嵐之風吹。若烏飛趣其處，此毘嵐風則將彼鳥吹起，使

    腳、翼、頭、身，吹散於諸方。

    四  諸比丘！同此，此處有一比丘，因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑。清晨

    著衣、持缽、為托缽入村或街，彼不守身、不守語、不守心、不住正念，對諸根不

    能制御。

    五  彼於其處，見輕率著衣、或掩惡之女，見此輕率著衣，或掩惡之女，心為貪所

    襲，彼之心因為貪所襲，而捨學還俗，運衣、運缽、運床座、運清淨之家，如鳥之

    被毘嵐風所吹起。

    六  諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    七  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.10.偈頌經(敗於被極度恭敬或不被極度恭敬所制服)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……是障礙。

▼. II.288.
    三  諸比丘！我見此處有一比丘(ekaccam puggalam一人)，因敗於供養，心為所眩惑(sakkarena abhibhutam pariyadinnacittam被極度恭敬心所制服)。身壞命終後，生於苦

II,232. 處、惡趣、無樂處、地獄。

    四  諸比丘！我又見此處有一比丘(ekaccam puggalam一人)，因敗於不供養、心為所眩惑，身壞命終後，生

    於苦處、惡趣、無樂處、地獄。

    五  諸比丘！我又見此處有一比丘(ekaccam puggalam一人)，因敗於供養與不供養此等之二者，心為所眩惑，

    身壞命終之後，生於苦處、惡趣、無樂處、地獄。

    六  諸比丘！如是之利得、供養與名譽，甚為可怖……

    七  諸比丘！汝等應如是學。」

    八  世尊如是說已，善逝仰此，師更言：

 (一)   受供養之時

         不受供養時

         二者不擾定

 (二)   精勤入定者

         始得觀妙見

         樂於取滅者

         始得謂善人

         此頌曰：

         可怖與鉤針，龜長毛糞蟲

         雷電與含毒，豺與毘嵐風

註: 5 ltivuttaka 81參考

10 「比丘」原文bhikku誤為bhikkhu.

12 參考S.v1.2.233.

II,233.

第二 誡 缽 品

 S.17.11.缽(1)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！於此，我知如是：以我之心，把握某人之心。「此尊者為欲得充入白銀

    粉之黃金缽，正心不說妄語。」

▼. II.290.
    四  其後，我見此人因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑，正心而說妄語。

    五  諸比丘！如是之利得、供養與名譽，甚為可怖……

    六  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.12.缽(2)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！我知如是：以我之心，把握某人之心：「此尊者為欲得充滿黃金粉之

    白銀缽，正心不說妄語。」

    四  其後，我見此人因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑，正心而說妄語。

    五  諸比丘！如是之利得、供養與名譽，甚為可怖……

    六  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.13～20.金環--地方之美人

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

II,234. 二  「諸比丘！於此，我知如是：以我之心，把握某人之心。「此尊者甚……

 S.17.13.為欲得黃金之環……

S.17.14.為欲得上百之黃金環……

 S.17.15.為欲得自然金之環……

 S.17.16.為欲得上百之自然金之環……

S.17.17.為欲得充滿黃金之地……

S.17.18.為欲得些細利益……

 S.17.19.為欲得命……

 S.17.20.「為欲得地方之美人、正心不說妄語……。」

    三  其後，我見此人因敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑，正心而說妄語。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

        此頌曰：

        二缽二黃金，自然金亦二

▼. II.292.
        地與些細利，命與地美人

第三 度量品

 S.17.21.女

    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

II,235. 三  諸比丘！對利得、供養與名譽，住於心眩惑者，勿住於女人使心為所眩惑。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.22.美人

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！對利得、供養與名譽、心為所眩惑者，勿住於田舍美人，使心為所眩

    惑。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.23.子

cf.《增壹阿含9.1經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！有一信仰之優婆夷對己所慈愛之子，如是正告之曰：「愛兒！汝應如

    質多家主，或如阿羅婆迦之哈達伽伽家主。」

    四  諸比丘！此質多家主，與阿羅婆伽之哈達伽家主，乃我弟子優婆塞中之度、量。

    五  「愛兒！汝若由在家出家而為無家，應如舍利弗與目犍連。」

    六  諸比丘！此舍利弗與目犍連，乃我弟子中之度、量。

II,236. 七  「愛兒！汝宜熱心誠學，不令達於利得供、與名譽，為彼之所障礙。」

    八  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    九  諸比丘！汝等應如是學。」

▼. II.294.
 S.17.24.一女

cf.《增壹阿含9.2經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！有一具信仰之優婆夷，對己所慈愛之女，如是正告曰：「汝應如拘譽

    多羅優婆夷，與難陀之母衛盧廣達伽優婆夷。」

    四  諸比丘！拘譽多羅優婆夷、與難陀之母衛盧廣達伽，乃我弟子優婆夷中之度、

    量。

    五  「汝若由在家出家而為無家，應如讖摩比丘尼，蓮華色比丘尼。」

    六  諸比丘！此讖摩比丘尼與蓮華色[比丘尼，]乃我弟子比丘尼中之度、量。

    七  「汝對誠於學，對利得、供養與名譽勿達令有也。」

    八  諸比丘！若比丘尼熱誠於學，得達於利得、供養與名譽，則為彼女之障礙。

    九  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    一0  諸比丘！汝等應如是學。」

 S.17.25.沙門婆羅門(1)

    一  [爾時世尊]住舍衛城……

II,237. 二  「諸比丘！任何之沙門婆羅門，對利得、供養與名譽之味與禍乃至出離，不能如

    實知之者……應如是學。」

    三  ……「應知：「當住於自知、實證。」」

S.17.26.沙門婆羅門(2)

    一  爾時，世尊住舍衛城：

    二  「諸比丘！任何之沙門婆羅門，對利得、供養與名譽之集、滅、味、禍、出離，

    不能如實知者……應如是學。

    三  諸比丘！任何之沙門、婆羅門，對利得、供養與名譽之集、滅、味、禍、出離，

    如實知者，為住於自知、實證。」

 S.17.27.沙門婆羅門(3)

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！任何之沙門婆羅門，不知利得、供養與名譽之集，不知利得、供養與

    名譽之滅，知趣利得、供養與名譽滅之道者……應如是學。

▼. II.296.
    三  ……應知：「為住於自知、實證。」」

S.17.28.皮

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

II,238.三  諸比丘！利得、供養與名譽，為割截皮膚，割截皮膚已，割截皮膜，割截皮膜

    已，割截肉，割截肉已，割截腱，割截腱已，割截骨，割截骨已，徹至骨髓而住。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.29.紐

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚是可怖……

    三  諸比丘！利得、供養與名譽，為割截皮膚，割截皮膚已，割截皮膜，割截皮膜

    已，割截肉，割截肉已，割截腱，割截腱已，割截骨，割截骨已，徹骨至髓而住。

    四  諸比丘！譬如力強之人，以強馬之毛紐、捲束而摩擦腳部，將截其皮膚，即截

    擦真皮膚,亦將截摩其皮膜，即截擦其皮膜，亦將截擦肉，即截擦其肉，亦將截擦

    腱，即截擦其腱將截擦其骨，即截擦其骨將徹至骨髓而住。

    五  諸比丘！同此，利得、供養與名譽，為截擦皮膚，截擦皮膚已，截擦皮膜，截

    擦皮膜已，截擦肉，截擦肉已，截擦腱，截擦腱已，截擦骨，截擦骨已，徹至骨髓

    而住。

    六  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    七  諸比丘！汝等應如是學。」

 S.17.30.比丘

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

II,239.二  「諸比丘！我謂：雖是阿羅漢、漏盡者之比丘，而利得、供養與名譽，仍為其障

    礙。」

    三  如是說已，尊者阿難白世尊言：「大德！如何漏盡之比丘亦以利得、供養與名

    譽，為障礙耶？」

    四  「阿難！我對不動心解脫者，不謂利得、供養與名譽，為障礙。

▼. II.298.
    五  阿難！然不放逸、熱誠、住於專注，已達現法樂住
者，謂利得、供養與名譽，

    為障礙。

    六  阿難！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖、激烈、粗暴，是為到達無上安穩

    涅槃之障礙。」

    七  阿難！然則應如是學：「我等應捨已生之利得、供養與名譽，未生之利得、供養

    與名譽，則心將不住於眩惑。

    八  阿難！汝等應如是學之。」

        此頌曰：

        女人與美人，一子與一女

        沙門婆羅門，皮膚紐比丘

第四 妄語品

S.17.31.割截

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

II,240.三  諸比丘！敗於利得、供養與名譽，心為所眩惑之提婆達多，破壞僧伽。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

 S.17.32.根

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！為利得、供養與名譽所敗，心為所眩惑之提婆達多，乃至善根斷滅。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

▼. II.300.
S.17.33.法

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！為利得、供養與名譽所敗，心為所眩惑之提婆達多，乃至善法斷滅。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.34.白

    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖……

    三  諸比丘！為利得、供養與名譽所敗，心為所眩惑之提婆達多，乃至白法斷滅。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    五  諸比丘！汝等應如是學。」

II,241.

S.17.35.(提婆達多)離去不久(佛記說因生起利得、供養與名譽而凋落)

    一  爾時，世尊於王舍城耆闍崛山，提婆達多離去後不久，而進住。

    二  爾時，世尊有關提婆達多事，告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！為己之破滅，提婆達多生起利得、供養與名譽，提婆達多因生起利得、

    供養與名譽而凋落。

    四  諸比丘！譬如芭蕉，生果實，而為己之破滅，生果實，為己之凋落。諸比丘！

    為己之破滅，提婆達多生起利得、供養與名譽；提婆達多因生起利得、供養與名譽

    而凋落。

    五  諸比丘！譬如為竹，生果實，為己之破滅，生果實，而為己之凋落。諸比丘！

    為己之破滅，提婆達多生起利得、供養與名譽；提婆達多因生起利得、供養與名譽

    而凋落。

    六  諸比丘！譬如是葦，生果實，而為己之破滅，生果實，而為己之凋落。諸比丘！

    為己之破滅，提婆達多生起利得、供養與名譽；提婆達多因生起利得、供養與名譽而

    凋落。

    七  諸比丘！譬如牝驢，受胎，而為己之破滅，受胎，而為自己之凋落。諸比丘！

    為己之破滅，提婆達多生起利得、供養與名譽；提婆達多因生起利得、供養與名譽，

▼. II.302.
    而凋落。

    八  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    九  諸比丘！汝等應如是學。」

    一0  世尊如是說已，善逝仰此，師更說曰：

        芭蕉為果滅
     竹葦為果亡

        牝驢受胎死      惡人為利歿

II,242.

S.17.36.(五百)車

《雜阿含1064經》，A.4.68.  《別譯雜阿含3經》，《增壹阿含12.7經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林粟鼠養餌所。

    二  爾時，阿闍世王子為提婆達多，朝夕率五百車前往，載齎五百之祭食，與供養

    之食。

    三  時，眾多比丘來詣世尊之處，詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    四  坐於一面之彼等諸比丘白世尊言：「大德！阿闍世王子為提婆達多，朝夕率五百

    車載齎五百之祭食及供養之食。」

    五  「諸比丘！勿嫉提婆達多之利得、供養與名譽。諸比丘！阿闍世王子為提婆達

    多，朝夕率五百車，載齎五百之祭食，與供養之食，諸比丘！此乃為提婆達多所設，

    以待其破滅，於善法並無增大。

    六  諸比丘！譬如擊弄易怒之犬鼻，則彼犬更為忿怒。諸比丘！阿闍世王子為提婆

    達多，朝夕率五百車，運齎五百之祭食，與供養之食。諸比丘！此乃為提婆達多所

    設，以待其破滅，於善法並無所增大。

    七  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖……

    八  諸比丘！汝等應如是學。」

 S.17.37.母

    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖，是激烈而粗暴者，乃無上安穩之障礙。

II,243.三  諸比丘！於此，如是我知：以找之心，把握他人之心。

        「此尊者，為母而正心，不說妄語。」其後，我見彼為利得、供養與名譽所敗，

▼. II.304.
    心為所眩惑，於正心而說妄語。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖，是激烈而粗野者，乃無上安穩

    之障礙。

    五  諸比丘！然則應如是學：「我等已生之利得、供養與名譽應捨。未生之利得，

    供養與名譽，心不住於眩惑。」

    六  諸比丘！汝等應如是學。」

S.17.38~43.第八 父、第九 兄弟、第十 姊妹、第十一 子、第十二 女、第十三 妻

    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「諸比丘！利得、供養與名譽，甚為可怖是激烈、粗暴者，乃無上安穩之障礙。

    三  諸比丘！於此我如是知：以我之心，把握某人之心。此尊者

S.17.38.為父……

 S.17.39.為兄弟……

S.17.40.為姊妹……

 S.17.41.為子……

 S.17.42.為女……

S.17.43.

為妻，於正心不說妄語。其後，我見此人為利得、供養與名譽所敗，心

    為所眩惑，於正心而說妄語。

    四  諸比丘！如是，利得、供養與名譽，甚為可怖，是激烈、粗暴者，乃無上安穩

    之障礙。

    五  諸比丘！誠然，汝等應如是學：「我等於已生之利得應捨、供養與名譽，對未

II,244. 生之利得、供養與名譽心當不住於眩惑也。」

    六  諸比丘！汝等應如是學之。」

        此頌曰：

        截根法與白，離去車與母

        父兄弟姊妹，以及子女妻

▼. II.306.
    S.17.第六 利得與供養相應 註

    1 雖相當於雜阿含四七、二三(大正藏二、三四六a)但其敘述內容不同。

    2 以含毒 原文為dittham是diddham吧。

    3 雜阿含四七(大正藏二、三四六a)。

    4 增一阿含七(大正藏二、六三四b)。

    5  ltivuttaka 81參考

    6 增一阿含五(大正藏二、五六六c)。

    7 增一阿含四(大正藏二、五六二a)。

    8 增一阿含四(大正藏二、五六二b)。

    9 增一阿含五(大正藏二、五七0 c)。

    10 「比丘」原文bhikku誤為bhikkhu.

    11 雜阿含三八(大正藏二、二七六b)。

    12 參考S.v1.2.233.

    13 雜阿含三八(大正藏二、二七六b)別雜一(大正藏二、三七四b)後半增一阿含五(大正藏二、

       五七0b)增一阿含一四(大正藏二、六一四a)。

▲Top回目錄
▼. II.308.
S.18.第七 羅睺羅相應

第一 界品

 S.18.1.眼

《雜阿含897經》
▲Top回目錄
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，尊者羅睺羅來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之羅睺羅白世尊言：「善哉，大德！請世尊為我說法，我願奉聞，退居

    一處、不放逸，熱誠專注而住。」

    四  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？眼是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

II,245.     「無常者是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        認為「無常而苦，是變易之法、並以「此是我所有」，「此即是我」，「此我之我」

    是適當耶？」

        「大德！不然。」

        略予當如是解說之：

    五  「耳是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    六  「鼻是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    七  「舌是常耶？是無常耶。」

        「大德！是無常。」

    八  「身是常耶？是無常耶？」

        「大德！無窩。」

    九  「意是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者是苦耶？或是樂耶？」

▼. II.310.
        「大德！是苦。」

        認為「無常而苦，變易之法，並以「此為我所有」，「此即是我」，「此是我之我」

    為適當耶？」

        大德！「不然。」

    一0  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於眼生厭意，於耳生厭意，於鼻生厭意，

    於舌生厭意，於身生厭意，於意生厭意。

    一一  生厭意、離貪、解脫，於解脫生「我解脫」智，知：「生已盡，梵行已立，

    應作已作，更不再生。」

    一二  依此等之解說應知十經矣。」

 S.18.2.色

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？色是常耶？是無常耶？」

II,246.   「大德！是無常。」

    三~六  「聲是……香是……味是……觸是……

    七  法是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    八  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於色生厭意，於聲……於香……於味……

    於觸……於法生厭意。

    九  生厭意……而知……。」

 S.18.3.識

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？眼識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常也。」

    三~六  「耳識、鼻識、舌識、身識是……

    七  意識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    八  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於眼識生厭意，於耳識生厭意，於鼻識……

    於舌識……於身識……於意識生厭意。

▼. II.312.
    九  「生厭意……而知……。」

 S.18.4.觸

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此所如何思惟耶？眼觸是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    二~七  「耳觸……鼻觸……舌觸……身觸……意觸是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    八  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於眼觸生厭意，於耳觸……鼻觸……舌識

    ……身觸……意觸生厭意。

II,247. 九  生厭意……而知……。」

 S.18.5.受

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？眼觸所生之受是常耶？是無常耶？」

       「大德！是無常。」

    三~六  「耳觸所生之受……鼻觸所生之受……舌觸所生之受……2身觸所生之受

    ……意觸所生之受是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    七~八  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於眼觸所生之受生厭意，於耳……鼻

    ……舌……身……意觸所生之受生厭意……而知……」

 S.18.6.想

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？色想是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三~七  「聲想……香想……味想……觸想……法想是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    八~九  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於色想生厭意，於聲想……香想

    味想……觸想……法想生厭意……而知……。」

 S.18.7.思

《雜阿含897經》
▼. II.314.
    一  一時，世尊住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？色思是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

II,248. 三~七  「聲思……香思……味思……觸思……法思是常耶？是無常耶？」「大德！

    是無常。」

    八~九  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於色思生厭意，於聲思……香思

    味思……觸思生厭意，於法思生厭意……而知……。」

 S.18.8.愛

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？色愛是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三~七  「聲愛……香愛……味愛……觸愛……法愛是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    八~九  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於色愛生厭意，於聲愛……香愛……味

    愛……觸愛……法愛生厭意……而知……。」

 S.18.9.界

《雜阿含897經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？地界是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三~七  「水界……火界……風界……空界……識界是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    八~九  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於地界生厭意，於水界……火界

II,249. 風界……空界識界生厭意……而知……。」

S.18.10.蘊

《雜阿含897經》
    一  [爾時世尊]住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三~六  「受、想、行、識是常耶？是無常耶？」

▼. II.316.
        「大德！是無常。」

    七  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於色生厭意，於受生厭意，於3想生厭意，

    於行生厭意，於識生厭意。

    八  生厭意、離貪、解脫，於解脫生解脫智，當知：「生已盡、梵行已立、應作已作，

    更無再生。」

        此頌曰：

        眼色以及識，乃至於受觸

        想思並至愛，界蘊等為十

        慢離等謂品

第二 界蘊品

 S.18.11.眼

《雜阿含897經》
    一  如是我聞。一時世尊住舍衛城。

II,250.二  爾時，尊者羅睺羅！來詣世尊座前。詣已，禮敬世尊，坐於一方。世尊如是言

    於坐在一面之尊者羅睺羅曰：

    三  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？眼是常？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    四  「無常者是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

    五  認「無常而苦，是變易之法，並以「此即是我所有」，「此是我」，「此是我之我」

    為適當耶？」

        「大德！不然。」

    六~一七  「耳、鼻、舌、身……

    一八  「意是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    一九  「無常者是苦耶？是樂耶？」

▼. II.318.
        「大德！是苦。」

    二0  認「無常而苦、是變易之法，並以「此是我所有」，「此即是我」，「此是我之我」

    是適當耶？」

        「大德！不然。」

    二一  「羅睺羅！多聞之聖弟子，如是而見：於眼生厭意，於耳、於鼻、於舌、於身

    生厭意。

    二二  生厭意、離貪、解脫、於解脫生「解脫」智，了知「生已盡、梵行已立，應

    作已作，更無再生。」

        由此等之解述，十經應知。」

S.18.12~30.第二~第十

《雜阿含897經》
    一  爾時，世尊住舍衛城……

    二  「羅睺羅！汝對此作如何思惟耶？

II,251.

S.18.12.色

《雜阿含897經》
    三~五  色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    六~二0  「聲、香、味、觸法……

 S.18.13.識

《雜阿含897經》
    三~二0  「眼識、耳識、鼻識、舌識、身識、意識……

 S.18.14.觸

《雜阿含897經》
    三~二0  「眼觸、耳觸、鼻觸、舌觸、身觸、意觸……

S.18.15.受

《雜阿含897經》
    三~二0  「眼觸所生之受、耳觸所生受、鼻觸所生之受、舌觸所生之受、身觸所生

    之受、意觸所生之受……

 S.18.16.想

《雜阿含897經》
    三~二0  「色想、5聲想、香想、味想、觸想、法想……

S.18.17.思

《雜阿含897經》
    三~二0  「色思、聲思、香思、味思、觸思、法思……

 S.18.18.愛

《雜阿含897經》
▼. II.320.
    三~二0  「色愛、聲愛、香愛、味愛、觸愛、法愛……

S.18.19.界

《雜阿含897經》
    三~二0  「地界、水界、火界、風界、空界、識界……

II,252.

 S.18.20.蘊

《雜阿含897經》
    三~二0  「色、受、想、行、識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    三~二二  「羅睺羅！如是見……知更無再來生。」

註:5 聲思原文有Sottasancetana是saddasancetana之誤。

 S.18.21.使

《雜阿含23-4、198、465、897經》，S.22.91.  A.4.177
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，尊者羅睺羅來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之羅睺

    羅，白世尊言：

    三  「大德！如何知？如何見？則對此有識身及外一切相，我之狀態，我所之狀態，

    無慢使耶？」

    四  「羅睺羅！任何之色」」過去、現在、未來，或內、或外、或麤、或細、或劣、

    或勝、或遠、或近--一切之色，以「此非我所，此非我。此非我之我。「如是，對

    此如實以正慧而見。任何之受……任何之想……任何之行……任何之識……過去、

    現在、未來、或內、或外、或麤、或細、或劣、或勝、或遠、或近--一切之識，

    以「此非我所，此非我、此非我之我。」如是，如實以正慧而見。

    五  羅睺羅！如是知，如是見，則對此有識之身及外之一切相，我之狀態，我所之

    狀態，為慢使。」

II,253.

S.18.22.遠離

《雜阿含199經》，S.22.92
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，尊者羅睺羅來詣世尊處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之尊者

    羅睺羅白世尊言：

    三  「大德！如何知？何見？對此有識身及一切相，我之狀態，我所之狀態，心依遠

    離慢心、超越慢，得寂靜解脫耶？」

    四  「羅睺羅！任何之色」」過去、現在、未來，或內、或外、或麤、或細、或劣、

    或勝、或遠、或近--一切之色，以「此非我所，此非我、此非我之我。」如是，如

▼. II.322.
    實以正慧而見，則無取著解脫。

        對於五蘊，亦復如是。

    五  任何之受……

    六  任何之想……

    七  任何之行……

    八  任何之識--過去、現在、未來，或內、或外、或麤、或細、或劣、或勝、或

    近、或遠--一切之識，以「此非我所，此非我、此非我之我。」如是，如實以正慧

    而見，則為無取著解脫。

    九  羅睺羅！如是知，如是見，則於此有識身及外之一切相，我之狀態，我所之狀

    態，依遠離慢心，超越慢，得寂靜善解脫。」

        此頌曰：

II,254.  眼色以及識，乃至於觸受

        想思並至愛，界蘊等為十

    S.18.第七 羅睺羅相應 註

    1 雜阿含三一(大正藏二、二二五b)。

    2 此句、原文脫落以暹羅本補譯之。

    3 同右。

    4 一二~二0凡1.乃至2.之文略之。

    5 聲思原文有Sottasancetana是saddasancetana之誤。

    6 雜阿含八(大正藏二、五0c)雜阿含一七(大正藏二、一一八c)及雜一(大正二、五a)。

    7 雜阿含八(大正藏二、五0c)雜阿含一(大正藏二、五b)。

▲Top回目錄
▼. II.324.
S.19.第八 勒叉那相應

第一  惡業品

 S.19.1. Atthipesi鎖骨

《雜阿含508經》，《善見律毘婆沙》卷十二，大正24.758；Sp.Para.II,508.；Vin.Para.III,104~109. 
▲Top回目錄
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林粟鼠養餌所

    二  爾時，尊者勒叉那及尊者大目犍連住耆闍崛山。

    三  時，尊者大目犍連清晨著衣、持缽，走近尊者勒叉那。

    四  近至尊者勒叉那，而作如是言曰：「友，勒叉那！今入王舍城乞食。」

        「友！唯然。」尊者勒叉那答尊者大目犍連。

    五  於是尊者大目犍連由耆闍崛山下來，於一處所現微笑。

    六  爾時，尊者勒叉那，向尊者大目犍連白言：「友，目犍連！以如何因？如何緣？

    而現微笑耶？」

        「友！勒叉那！此所問為非時。當於世尊身傍，再作此問。」

II,255.七  爾時，尊者勒叉那及尊者大目犍連，同至王舍城乞食。食後收缽掛置肩上，來

    詣世尊處，詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    八  坐於一面之尊者勒叉那，對尊者大目犍連作如是言曰：「尊者大目犍連！下耆闍

    崛山，於一處現微笑。友，目犍連！以如何因？如何緣而現微笑耶？」

    九  「友！我由耆闍崛山下來，見鎖骨行空，兀鷹、鳶等隨之，由肋骨之間
啄之離

    離散散，見彼舉痛苦之聲。

    一0  友！我生是念：「實稀有，實未曾有。眾生實如是。[夜叉實如是。]實獲得

    之自體如是。」」

    一一  爾時，世尊向諸比丘曰：「諸比丘！弟子只要如實住眼。諸比丘！弟子住如實

    智。實弟子如是知、或見、成立證。

    一二  諸比丘！我曾見彼之眾生，但我未為說明，我雖說此，彼對我亦未必信。對

    我不信者，長夜不利、苦痛。

    一三  諸比丘！如此眾生是王舍城之屠牛者。彼由其業之報，多歲、多百歲、多千、

II,256.多百千歲，墮於地獄，由其業殘餘之報，如是，自體獲此經驗。」

▼. II.326.
    是全經之略解說。

 S.19.2.屠牛者

《雜阿含509經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見肉片行空，兀鷹、黑鶴、鳶等相互追隨其後，啄食

    肋骨之間，離離散散。」

    二  諸比丘！如此眾生，曾於此王舍城為屠牛者……」

 S.19.3.一塊與捕鳥者

    一  「友！我由耆闍崛山下來，見肉塊行空，其……」

    二  「諸比丘！如此眾，生曾於此王舍城為捕鳥者……」

 S.19.4.無皮膚之屠羊者

《雜阿含510、511經》
    一  「友！我……見無皮膚之人行空……彼被啄食離離散散，發出痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如此眾生，往昔於王舍城，為屠羊者……」

II,257.

 S.19.5.刀之屠豬者

《雜阿含516經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見一刀葉如毛之人行空。彼此等之刀，立而仆於彼身，

    見彼發痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如此眾生，往昔於王舍城為屠豬者。……」

 S.19.6.刃之獵師

《雜阿含515經》
    一  「友，我由耆闍崛山下來，見刃如毛之人行空。彼此等之刀，立而仆於彼身，見

    彼發痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如此眾生，往昔於此王舍城為獵師。……」

 S.19.7.矢之裁

    一  「友！我由耆闍崛山下來，見矢如毛之人行空。此等之矢，立而仆於彼之身，見

    彼發出痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如此眾生，往昔於王舍城為審判者。……」

 S.19.8.針之調師

《雜阿含513經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見針如毛之人行空、此等之針，立而仆於彼之身，見

    彼發痛苦之聲。」

 S.19.9.間諜

《雜阿含514經》
▼. II.328.
    一  「友！我由耆闍崛山走下來，見針如毛之人行空。

II,258.二  此等之針，札入彼頭而由口出，由口入而由胸出，由胸入而由胃出，由胃入而

    由腿出，由腿入而由脛出，由脛入而由足出，見彼發痛苦之聲。」

    三  「諸比丘！如此眾生，往昔於此王舍城為間諜。……」

 S.19.10.腐敗之判官

《雜阿含518經》
    一  「友！我由耆闍崛山走下來，見睪丸如甕之人行空。

    二  彼行時須提起睪丸之塊而行，坐時、坐於睪丸之上。

    三  彼被兀鷹、黑鶴、鳶等追隨相啄、離離散散，彼發痛苦之聲。」

    四  「諸比丘！如此眾生，往昔於此王舍城為判官。……」

        於此頌曰：

        鎖骨屠牛者，一塊捕鷹者

        無皮屠羊者，刀之屠豬者

        獵師矢之裁，針調師間諜

        腐敗之判官

II,259.

第二 惡業品

 S.19.11.沈陷於坑之不義者

《雜阿含522經》
    一  如是我聞。一時，世尊住王舍城竹林。

    二  「友！我由耆闍崛山下來，頭部見沈歿於糞坑。」

    三  「諸比丘！如此眾生，往昔於王舍城是不義者。」

S.19.12.噉糞之邪惡婆羅門

《雜阿含525經》
    一  「友！我由耆闍崛山走下來，見沈沒糞坑及於兩手，噉糞之人。」

    二  「諸比丘！如此眾生，往昔於此王舍城為婆羅門，彼於迦葉正等覺者說教示時，

    諸比丘僧伽受請應供，將糞充於缽中而曰：「諸尊者！食所需者可持去！」……」

 S.19.13.剝皮膚女~姦婦

《雜阿含523經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見剝皮膚之女行空。兀鷹、黑鶴、鳶等追隨桐啄，離

▼. II.330.
    離散散，見彼女發痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如之彼女，往昔於此王舍城為姦婦。……」

II,260.

 S.19.14.醜女卜占女

《雜阿含520經》
    一  「友，我由耆闍崛山下來，見有惡臭之醜女行空、兀鷹、黑鶴、鳶等追隨相啄，

    離離散散，見彼女發痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如彼之女，往昔於王舍城為卜占女。……」

 S.19.15.炙女曾投夥伴於炭火

《雜阿含524經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見被煤燒炙之女行空，彼女發痛苦之聲。」

    二  「諸比丘！如此之女，往昔為迦陵讖王之第一夫人，彼女因為嫉妒，曾將王女之

    一投入炭火之火盆中。……」

S.19.16.斷頭司獄

《雜阿含517經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見無頭之胴體行空，眼與口則生於彼之胸部。」

    二  兀鷹、黑鶴、鳶等對彼追隨相啄，離離散散、彼發痛苦之聲。

    三  「諸比丘！如此眾生，往昔於此王舍城為名曰：哈利伽之司獄。……」

 S.19.17.比丘

《雜阿含530經》
    一  「友！我由耆崛山下來，見比丘行空。

    二  彼之僧伽梨亦熾然燃燒，燃火上昇，缽亦熾然燃燒，燃火上昇，其帶亦熾然燃

    燒，

II,261. 燃火上昇，身亦熾然燃燒，燃火上昇，彼發痛苦之聲。」

    三  「諸比丘！如此比丘，於迦葉正等覺者教示時，為惡比丘。……」

S.19.18.比丘尼

《雜阿含530經》
    一  「我……見比丘尼行空。

    二  彼女之僧伽梨亦熾然燃燒……」

    三  「……為惡比丘尼。……」

S.19.19.式叉摩那

《雜阿含530經》
    一  「友……見式叉摩那行空。

    二  彼女之僧伽梨亦熾然燃燒……」

    三  「……惡式叉摩那。……」

▼. II.332.
 S.19.20.沙彌

《雜阿含530經》
    一  「……見沙彌行空。

    二~三  彼之僧伽梨亦熾然燃燒……」，「……乃惡沙彌」……

 S.19.21.沙彌尼

《雜阿含530經》
    一  「友！我由耆闍崛山下來，見沙彌尼行空。

    二  彼女之僧伽梨亦熾然燃燒，燃火上昇，缽亦熾然燃燒，燃火上昇，其帶亦熾然

    燃燒，燃火上昇，身亦熾然燃燒，燃火上昇、彼女發痛苦之聲。

    三  友！時我生斯念：「實為稀有，實為未曾有。實為眾生如是。實為夜叉如是。

    實為自體之獲得亦如是。」」

    四  爾時，世尊對諸比丘曰：「諸比丘！實則弟子如實眼住，諸比丘！實則弟子住如

    實智，實則弟子如是知，或見，或立證。

262 五  諸比丘！我雖曾見彼沙彌尼，但我未作說明。我雖為說，彼對我亦未必信。不

    信我者，長夜有不利與苦。

    六  諸比丘！此等之沙彌尼，於迦葉正等覺者之教示，為惡沙彌尼。彼女由其業報，

    則墮於多歲、多百歲、多千歲、多百千歲，地獄，因其業報之殘餘，如是自體獲此

    經驗。」

        此頌曰：

        沈坑不義者        邪惡婆羅門

        剝皮之姦婦        醜女為占卜

        被炙女投火        斷頭之司獄

        比丘比丘尼        惡式叉摩那

        沙彌沙彌尼        於迦葉佛律

▼. II.334.
        出家作惡業

    S.19.第八 勒叉相應 註

    1 雜阿含一九(大正藏二、一三五a)。

    2 啄 原文vitacchenti依註(11.218)讀為vitudenti.

    3 雜阿含一九(大正藏二、一三五b)。

    4 雜阿含一九(大正藏二、一三五c)。

    5 雜阿含一九(大正藏二、一三六c)原文以下至第九略去順次之數字，分對前後而加之。

    6 六、八、九雜阿含一九(大正藏二、一三六b)。

    7 調師原文sucak0註(11．220)讀為suto.

    8 雜阿含一九一大正藏二、一三六c)。

    9 雜阿含一九(大正藏二、一三七b)。

    10 雜阿含一九(大正藏二、一三七c)。

    11 雜阿含一九(大正藏二、一三七b)。

    12 雜阿含一九(大正藏二、一三七a)。

    13 雜阿含一九(大正藏二、一三七c)。

    14 雜阿含一九(大正藏二、一三六c)。

    15 雜阿含一九(大正藏二、一三八b)。

▲Top回目錄
▼. II.336.
S.20.第九 譬喻相應

 S.20.1.棟

▲Top回目錄
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

II,263.二  爾時，世尊如是言曰：

    三  「諸比丘！譬如樓閣，何之垂木，皆集寄於棟，等至於棟，於棟相結合趨於結合

    一切。

    四  諸比丘！同此，任何不善之法，彼等皆以無明為根，等至於無明，於無明相結

    合，趨於結合一切。

    五  諸比丘！然汝等應如是學：「我等將住於不放逸。」」

S.20.2.指端

《雜阿含1256經》，一卷本《雜阿含22經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，世尊以指端上少量之土，示諸比丘曰：

    三  「諸比丘！汝等對此作如何思惟耶？此我指端所示少量之土與此大地，何者為多

    耶？」

    四  「大德！此大地土為多，世尊所示指端之土為少。世尊所示指端之土與大地相

    比，不可數算之倍數所能及。」

    五  「諸比丘！同此，由人界沒生於人間之眾生為少，由人界沒生於他界之眾生為

    多。

    六  諸比丘！然則汝等應如是學：「我等住於不放逸。」

    諸比丘！汝等應如是學。」

 S.20.3.家

《雜阿含1254經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,264.二  「諸比丘！譬如任何之家，若女多男少，則易為盜賊、夜盜所惱。

    三  諸比丘！同此，任何之比丘，不修慈心解脫，且屢不數修為，則易為非人所惱。

    四  諸比丘！譬如：任何之家，女少男多，則盜賊、夜盜難以為惱。

    五  諸比丘！同此，任何之比丘，修慈心解脫，且屢加修為，則非人無從為惱。

    六  諸比丘！然則汝等應如是學：「我等修慈心解脫，屢加修為，如用車作土台，

▼. II.338.
    安住其上、積集而善加企畫。」

    諸比丘！汝等應如是學。」

 S.20.4.釜

《雜阿含1253經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  「諸比丘！清晨行百釜之施，日中行百釜之施，暮時行百釜施，不如清晨之瞬間

    修慈心，日中之瞬間修慈心，暮時之瞬間修慈心為有大果。

    三  諸比丘！然則汝等應如是學：「我等修慈心解脫，屢加修為，如用車作土台，

    安住其上、積集而善企畫。」

    諸比丘！汝等應如是學之。」

II,265.

 S.20.5.刃

《雜阿含1255經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  「諸比丘！譬如有銳利刀身之刃，當時有人來稱：「我此銳利刀身之刃，可以手

    或拳折迴、撚合而推打耶？」

    三  諸比丘！汝等對其作如何思惟耶？彼人此銳利刀身之刃，得以手或拳折迴、撚

    合而推打耶？」

        「大德！了無此事。」

    四  「所以者何？」

        「大德！此銳利刀身之刃，以手或拳折迴、撚合而推打，是為不可能，彼徒疲勞、

    困卻、痛苦。」

    五  「諸比丘！同此，任何之比丘，修慈心解脫，屢加修為，如用車作土古安住其上、

    積集而善企畫者，雖有非人，心作蔑劣之思念，但彼非人唯徒疲勞、困卻而痛苦。

    六  諸比丘！然則汝等應如是學：「我等修慈心解脫，屢加修為，如用車作土台，

    安住其上，積集而善企畫。」

        諸比丘！汝等應如是學。」

S.20.6.弓術師

《雜阿含612、1257經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,266.二  「諸比丘！譬如有巧於弓術、善學、精練，練達之四位弓術師，立於四方。

    三  時有人來稱：「我能捉住此等之精巧於弓術、善學、精練、練達之四位弓術師，

▼. II.340.

    射出而未著大地四方之箭矢。」

    四  諸比丘！汝等作如何思惟耶？對此人得稱之為勝速具足之捷疾人耶？」

    五  「大德！若對巧於弓術、善學、精練、練達之一弓術師射出而未著地之箭矢捉住，

    捉已送來，對此人得稱之勝速具足之捷疾人。又誰人能對此巧於弓術、善學、精練、

    練達之四人弓術師，得如是云耶？」

    六  「諸比丘！彼人疾速，比日月之疾捷更疾速。諸比丘！彼人之疾速，如日月之疾

    速，行走於日月前之天，雖比其天之疾速，但其壽行則更速消滅。

    七  比丘！是以汝等應如是學：「我等將住於不放逸。」比丘！汝等應如是學。」

 S.20.7.鼓輻

《雜阿含1258經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  「諸比丘！於往昔，有一名為陀舍羅訶之阿能訶鼓。

    三  彼陀舍羅訶之阿能訶鼓在裝設時，於之補入其他之輻。諸比丘！阿能訶鼓之原

II,267.皮壞裂，到來之際，彼只殘留輻之架構。

    四  諸比丘！未來世之比丘為如是。

    五  如來所說之此等諸經，乃甚深之深義，是出世間之空相應者，然宜說此等時，

    彼等不善聞之，不傾聽，不住於瞭解之心，以不思惟此等為應受持，應善了知法。

    六  然則依而詩作，文辭華麗，外道之弟子所說之諸經，為說此等時，彼等善聞且

    傾聽之，住於瞭解之心。思惟善知受持此等之法。諸比丘！然則如來所說之甚深深

    義，出世間之空相應之此等諸經，則消滅矣。

    七  諸比丘！然則應如是學：「如來所說之經乃甚深之深義，出世間之空相應者，

    於宣說此等之時，我等應善聞而傾聽，住於心之瞭解，思惟此等應受持應善知之法。」

        諸比丘！汝等應如是學。」

 S.20.8.槁

《雜阿含1252經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住毘舍離之大林重閣講堂。

    二  爾時，世尊言諸比丘曰：「諸比丘！」諸比丘奉答世尊曰：「大德！唯然」

        世尊作如是言曰：

    三  「諸比丘！今離車族以槁為枕，熱誠、專心，住於任務。故而，韋提希之子摩揭

II,268. 陀王阿闍世，不能得侵犯彼等之機。

▼. II.342.
    四  諸比丘！於當來，離車族、柔軟，手足纖細，於柔之臥床，羽毛之枕上，眠至

    日昇時，則韋提希之子摩偈陀王阿闍世，侵犯彼等乃能得機。

    五  諸比丘！今諸比丘以槁為枕、不放逸、熱心、專心住之。故，魔波旬不得侵犯、

    不得機。

    六  諸比丘！於當來、諸比丘！柔軟、手足纖細、柔軟臥床、羽毛之枕上，欲眠至

    日昇，則魔波旬得以侵犯彼等之機。

    七  諸比丘！是以應如是學習：「我等以槁為枕，不放逸、熱誠、專心。」

    諸比丘！汝等應如是學習。」

 S.20.9.象(教誡新學莫長時造訪俗家)

《雜阿含1083經》，《別譯雜阿含22經》，四分律(藥犍度)(T22.no.1428.p.867.3)，《四分律》(破僧犍度)(T22.no.1428.p.910.2)
    一  [爾時，世尊]住舍衛城……

    二  爾時，有一年少比丘，於非時之時，去近良家。諸比丘對彼比丘作如是言曰：

    「尊者！於非時之時，勿近良家。」

    三  彼比丘聞此而作如是云：「實則長老之諸比丘想趣近良家，然則何故我不能

    耶？」

    四  爾時，眾多比丘來詣世尊處……坐於一面。

II,269. 五  坐於一面之彼等諸比丘，白世尊言：「大德！此處一年少比丘，於非時之時近良

    家，對彼比丘，諸比丘作如是曰：「尊者！於非時之時，勿近良家。」然彼比丘對

    諸比丘成如是言曰：「實則此等長老諸比丘想近趣良家者，何故我不能耶？」

    六  「諸比丘！往昔於閑靜處有沼，諸象棲其邊。彼等潛於沼中，引拔蓮根，善洗滌，

    洗去其泥，無泥而食。彼等食已甚美，獲得氣力，因之而不至死，或無至死之苦。

    七  諸比丘！又彼等中，模倣大象，弱小乏象等，潛於沼中，拔蓮根，不善洗滌，

    連泥食之，彼等食已，不美，無氣力，因而至死，或受至死之苦。

    八  諸比丘！同此，此處長老諸比丘，清晨著衣、持缽入村或街，彼等於其處說法，

    主人因信樂，供給彼等之所需。彼等對其所得，不著、不惑、不墮、見禍、受用出

    離慧、彼等得色、得力，因而不至於死，或無至死之苦。

    九  諸比丘！又追隨彼等長老比丘，年少之比丘，清晨著衣，持缽入村或街乞食。

II,270. 一0  彼等於其處說法，主人因信樂，盡行布施，彼等對所得，或著，或惑、或墮、

    或不見禍、不受用出離慧，則彼等、無美、無力，因而至死，或受至死之苦。

▼. II.344.
    一一  諸比丘！然則應如是學：「我等不著、不惑、不墮、見禍、受用出離慧」。諸

    比丘！汝等應如是學。」

 S.20.10.貓

《雜阿含1260經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，有一比丘，非時之時於良家相交往。諸比丘對彼比丘如是言曰：「尊者！

    非時之時，勿於良家交往。」

    三  彼比丘，對諸比丘如是之言，仍未止行。

    四  時，眾多比丘來詣世尊處……白世尊言：

    五  「大德！此處有一比丘，非時之時，於良家交往。諸比丘對彼比丘如是云：「尊

    者！非時之時，勿於良家交往。」然彼比丘對諸比丘之言如是，仍未止行。」」

    六  「諸比丘！往昔有貓，循柔弱鼠之足跡，立於污穢之塵埃溝中，「此柔弱鼠為出

    求食，則被捕食。」

    七  諸比丘！爾時彼柔鼠為求餌食而出，彼貓疾速激捕而吞食，然食彼柔鼠其之內

II,271.臟，食其臟腑，因之彼貓至死，受至死之苦。

    八  諸比丘！同此，此處比丘，清晨著衣、持缽，為乞食入村或街，不守身、不守

    語、心不住正念，不能制御諸根。

    九  彼於其處見衣薄穿著或身著輕裝之女人，貪欲惱心。彼因心惱於貪欲，受至死，

    或受至死之苦。

    一0  諸比丘！於聖律，捨學還俗此為死。諸比丘！交往於有罪垢穢，知此為罪之

    教
時，此至死之苦。

    一一  諸比丘！然則，汝等應如是學。

        「我等當守身、守語、守心、住正念、制御諸根，入村或街而乞食。」

        諸比丘！汝等應如是學。」

S.20.11.豺(1)

《雜阿含1262、1264經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  「諸比丘！汝等於深夜聞豺叫鳴耶？」

        「大德！唯然。」

    三  「諸比丘！有一為疥瘡疾所惱之老豺，彼任欲而行，任欲而住，任欲而坐，任欲

▼. II.346.
II,272.而臥，涼風吹彼。

    四  諸比丘！此處有一從
釋子之人，「我亦欲經驗如是之狀態為宜。」

    五  諸比丘！汝等應如是學：「我等住不放逸。」

    六  諸比丘！汝等如是學。」

S.20.12.豺

《雜阿含1264經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二   諸比丘！汝等深夜聞豺之鳴叫耶？

        「大德！唯然。」

    三  「諸比丘！彼老豺為有知恩，有感謝。但從釋子之一人，則無知恩、無感謝。

    四  諸比丘！然則，汝等應如是學：「我等有知恩，有感謝，我等為他作些事亦無

    失。」諸比丘！汝等應如是學。」

        此頌曰：

        棟與指端家，釜刀弓術師

        鼓輻槁與象，乃至貓二豺

    S.2o.第九 譬喻相應 註

    1 雜阿含四七(大正藏二、三四五a)《雜阿含經》(大正藏二、四九八a)。

    2 雜阿含四七(大正藏二、三四四c)。

    3 雜阿含四七(大正藏二、三四四b)。

    4 雜阿含四七(大正藏二、三四四c)梵saktisutta(H0erlel,pp,44-46)。

    5 雜阿含二四(大正藏二、一七一c)。

    6 雜阿含四七(大正藏二、三四五b)。

    7 雜阿含四七(大正藏二、三四四b)。

    8 雜阿含三九(大正藏二、二八四a)雜阿含一(大正藏二、三八0c)。

    9 雜阿含四七(大正藏二、三四五c)。

▼. II.348.
    10 教(vutthana)於原註desana之意(11,p,231)。

    11 雜阿含四七(大正藏二、三四六a)。

    12 從釋子者於原註為提婆達多。

II,,273.

S.21.第十 比丘相應

 S.21.1.拘離多

《雜阿含501經》，cf. S.40.1-6
    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，尊者大目犍連對諸比丘曰：「友，諸比丘！」

    彼等諸比丘對尊者大目犍連答曰：「友！」

    三  尊者大目犍連作是言曰：「友！於此我退至閑靜處，宴坐時，心生如是之思念：

    「所謂聖默然，聖默然。聖默然者，何耶？」

    四  友，我生此念：「於此比丘，靜覺與觀，內心寂靜，心專住於一境，由無覺無

    觀之定，生喜樂之第二禪，入而安住，此謂之聖默然。」

    五  友，我靜覺與觀，內心寂靜，心專注於一境，由無覺無觀之定，生喜樂之第二

    禪，而安住。友！我住此等之住時，顯現與覺俱生之想思惟
。

    六  友，爾時，世尊以神通近我，作如是言曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！慎勿

    放逸。於聖默然心應樹立。於聖默然應一心。於聖默然心應專注。」

▼. II.350.
    七  友，其後我於寂靜覺與觀，內心寂靜，心專注於一境，入住於無覺無觀之定，

II,274. 生喜與樂之第二禪。友！若予正說，則弟子乃依師之所護念，得大神通。此我正說

    弟子由師所護念，得大神通。」

 S.21.2.優波低沙

    一  緣，舍衛城……

    二  爾時，尊者舍利弗言諸比丘曰：「友！諸比丘。」

    彼等諸比丘對尊者舍利弗答曰：「友！」

    三  舍利弗作如是言曰：「友！我退至閑靜處，宴坐時，心生此念：「此世間，由於

    變易、變化之狀態，對我生愁、悲、苦、憂、惱者、是何耶？」

        友，我生此念：「世間由於變易、變化之狀態，對我生愁、悲、苦、憂、惱者，

    了無何物。」

    四  如是云耶？尊者阿難對舍利弗作如是言曰：「友，舍利弗！依師之變易、變化之

    狀態，不生愁、悲、苦、憂、惱耶？」

    五  「友，阿難
！依師之變易、變化之狀態，不生愁、悲、苦、憂、惱。偉大而實

    有大神通、大威力之師，亦思惟其示歿。若世尊永與我等俱住，其乃為多人之利益，

    為多人之幸福，為世間之哀憐、利益，為人天之利益、幸福。」

II,275. 六  實於長夜，尊者舍利弗對我、我之所念，善除慢使。

    七  然則尊者舍利弗，依師之變異、變化之狀態，已不生愁、悲、苦、憂惱矣。」

 S.21.3.甕

《雜阿含503經》
    一  如是我聞。一時世尊，住舍衛城祇樹給孤獨園。

    二  爾時，尊者舍利弗及尊者大目犍連，住於王舍城竹林英鼠養餌所之一房。

    三  時，尊者舍利弗，暮時由宴坐起，來詣尊者大目犍連之處。詣已，與尊者大目

    犍連相互致問，交談問訊可記憶之語，而坐於一面。

    四  坐於一而之尊者舍利弗，對尊者大目犍連作是言曰：「友，大目犍連！汝諸根

    寂靜，顏色清淨悅豫。今日大目犍連乃依寂靜住而住者。」

        「友！我今乃日依麤住而住，且對我已有法語。」

    五  「尊者大目犍連，與誰共法語耶？」

        「友！我與世尊共法語。」

▼. II.352.
    六  「友！世尊今住舍衛城祇樹給孤獨園，是為遙遠。尊者大目犍連以神通至世尊之

    處耶？又或世尊以神通至尊者大目犍連之處耶？如何？」

II,276. 七  「友，非我以神通至世尊之處，亦非世尊以神通至我之處。世尊亦得如我之清淨

    天眼、天耳界。我亦得如世尊之清淨天眼、天耳界。」

    八  「尊者大目犍連，與世尊作如何之法語耶？」

    九  「友，我於此處對世尊作如是言曰：「大德！所謂勤精進、勤精進，云何名之為

    勤精進耶？」

    一0  「友！如是白已，世尊對我作如是言曰：「目犍連！此處有比丘住勤精進，實

    則皮膚與腱與骨萎縮，身體之肉與血枯萎，依人之精力，人之精進，人之努力，可

    達者如不能達，則不起於精進之座，目犍連！如是為勤精進。」

    一一  「友！我與世尊作如是之法語。」

    一二  「友！譬如於雪山王之側置小石塊，悉予依附，如為所屬。我等依附於大目犍

    連，屬於大目犍連。尊者大目犍連有大神通、大勢力，如有所欲於一劫之間而住。」

    一三  「友！譬如於大鹽甕中，少量之鹽塊，悉予依附，如為所屬。我等依附尊者舍

    利弗，為其所屬。」

II,277. 一四  尊者舍利弗依世尊，為種種方便而被稱讚歎，讚歎，所歎譽者。

         慧如舍利弗       依戒依寂靜

         到彼岸比丘       其中最上者

    一五  如是大龍象，互為善說善語，歡喜契合。

 S.21.4.年少

《雜阿含1070經》，《別譯雜阿含9經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，一年少比丘，食後收拾鐵缽，入房無所事，默然無力，作諸比丘之衣時，

    不為助力。

    三  爾時，眾多比丘，來詣世尊之處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    四  坐於一面之彼諸比丘白世尊言：「大德！此處一年少比丘，食後收拾鐵缽，入房

    無所事，默然無力，作諸比丘之衣時，不為助力。」

▼. II.354.
    五  爾時，世尊言彼比丘曰：「比丘，汝來！以我之語，告彼比丘：「友！師喚汝。」

    六  「大德！唯然。」彼比丘奉答世尊，則走近彼比丘。近已，對彼比丘作如是告曰：

        「友！師喚汝。」

    七  「友，唯然！」彼比丘回答此比丘後，來詣世尊座前，詣已，禮敬世尊，坐於一

    面。

II,278. 八  世尊對坐於一面之彼比丘，作如是言曰：「比丘！汝食後收拾鐵缽，入房無所

    事，默然無力，對諸比丘作衣，亦不為助力，為真實耶？」

       「大德！我亦自作應作之事。」

    九  爾時，世尊以心知彼比丘心之所念，對諸比丘曰：「諸比丘！汝等勿惱此比丘。

    諸比丘！汝等勿惱此比丘。諸比丘！彼比丘得四禪之增上心，對現法樂住，隨心所

    欲，無困難事，無煩惱。而且因此，有良家之子等，正由家出家為而無家，對究竟

    無上梵行，於現法中自知，為入實證住者。」

    一0  世尊，如是說，善逝如是說已，師更言曰：

        精進非弛怠     非少勇猛者

        應到於涅槃     解脫一切苦

        此少年比丘     此乃最上人

        以車勝魔軍     住為最後身

 S.21.5.善生

《雜阿含1062經》，《別譯雜阿含1經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，尊者善生近趣世尊座前。

    三  世尊見尊者善生由遠方而來。見已，對諸比丘宣曰：

II,279. 四  「諸比丘！實則此良家之子，於二者為端嚴。彼端麗可觀，具柔和之姿，具足最

    勝端麗之容色。因此，良家之子正由家出家而為無家，對無上究竟之梵行，於現法

    自知，入住實證。」

▼. II.356.
    五  世尊說此……師更言曰：

         比丘實端嚴

         具端正之心

         離結且離軛

         離縛無執著

         以車勝魔軍

         住為最後身

 S.21.6.(醜矮的)拔提具大神通、大勢力

《雜阿含1063經》，《別譯雜阿含2經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，尊者侏儒拔提趣近至世尊座前。

    三  世尊見尊者侏儒由遠方來。見已，對諸比丘曰：

    四  諸比丘！汝等見此醜陋、難看、矮小、為諸比丘輕侮之比丘前來耶？「大德！

    唯然。」

    五  「諸比丘！此比丘有大神通、大勢力。此比丘，對前所未得達者，彼已得達，乃

    得之不易。為此目的，彼良家之子正由家出家而為無家，究竟無上梵行，於現法住

    於自知，入住於實證。」

    六  世尊宣此……師更言曰：

 (一)   鵝白鷺孔雀

         大象與班鹿

         悉皆畏獅子

         身無相等者

 (二)   如是於人中

         年少有智慧

         是於彼為大

         非如大愚身

II,280.

 S.21.7.毘舍佉

《雜阿含1069經》，《別譯雜阿含8經》
    一  如是我聞。[爾時，世尊]住毘舍離之大林重閣講堂。

    二  爾時，槃闍梨之子尊者毘舍佉，亦於諸堂對諸比丘妙語，微妙而不枯。使知義，

▼. II.358.
    以適切、無執著之法語予教示、鼓勵，使令愉悅。

    三  爾時，世尊暮時，自宴坐起，近至講堂。至已，就坐於所設之座。

    四  就座之世尊對諸比丘曰：「諸比丘！於講堂對諸比丘出妙語，微妙不相，使知

    義，以適切、無執著之法語教示、鼓勵、使愉悅之者，是誰耶？」

    五  「大德！槃闍梨之子尊者毘舍佉，於講堂對諸比丘出妙語，微妙不枯，使知義、

    以適切、無執著之法語教示、鼓勵，使愉悅。」

    六  爾時，世尊對槃闍梨之子尊者毘舍佉曰：「善哉，善哉！毘舍住！善哉，毘舍佉！

    汝對諸比丘，以妙語……法語，教示、鼓勵，使令愉悅。

    七  世尊說此已，善逝仰此，師更言曰：

 (一)   誰無所說事

         賢愚人雜知

         彼之說法時

         知說不死道

 (二)   說法增光輝

         樹立聖者幢

         善說諸聖幢

         法乃聖者幢

II,281.

 S.21.8.難陀

《雜阿含1067經》，《別譯雜阿含6經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，世尊姨母之子尊者難陀，消光澤、以擣衣飾身、染眼端、執美缽來詣世

    尊之處。詣已，禮敬世尊而坐於一面。世尊對坐於一而之尊者難陀，作如是言曰：

    三  「難陀！汝消光澤，以柔較之擣衣飾身、染眼端、執美缽、與良家之子，由信出

    家為無家者不適。難陀！汝如是，住阿蘭若，行乞食，著糞掃衣，不望住欲，乃與

    良家子，由信出家而為無家者是相適者。」

    四  世尊說此……師更言曰：

         何日見難陀

         糞掃衣住林

         支身依遺穗

▼. II.360.
         希見無欲事

    五  時，尊者難陀，日後為住阿蘭若者，行乞食者，著糞掃衣者，於欲無為求者。

S.21.9.低沙

《雜阿含1068經》，《別譯雜阿含7經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

II,282.二  爾時，世尊叔父之子低沙，來詣世尊之處，詣已，禮敬世尊，悲哀而沈默、落

    淚，坐於一面。

    三  爾時，世尊對尊者低沙曰：

        「低沙！汝何故悲哀、沈默、落淚坐於一面耶？」

    四  「大德！時諸比丘對我以所有之語嘲笑、毀謗。」

    五  「低沙！汝非如是，然汝對其語不能忍者。

    六  低沙！汝非如是，如對其語不能忍，則良家之子由信出家為無家，於汝不適也。

    汝對其語忍之，則此良家之子由信出家為無家，於汝適宜者。」

    七  世尊說此，善逝仰此，師更如言曰：．

         何故忿無忿

         低沙以無忿

         汝等是最勝

         降伏忿慢慳

         低沙住梵行

 S.21.10.名為長老1

《雜阿含1071經》，《別譯雜阿含10經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林粟鼠養餌所。

    二  爾時有一比丘名為長老，是獨住者，讚嘆獨住者。彼獨入村乞食，獨去、獨坐

    於閑靜處，獨行經行。

    三  時眾多比丘，來詣世尊之前，詣已，禮敬世尊，坐於一面。

II,283.四  坐於一面之彼諸比丘白世尊言：「大德！此處有一長老之比丘，是獨住者，讚嘆

    獨住。」

    五  爾時世尊言一比丘曰：「比丘！汝來，以我語告長老比丘：「友長老！師喚

    汝」。」

        「大德！唯然。」彼比丘奉答世尊，近至彼尊者長老之處。

▼. II.362.
    六  至已，對尊者長老作如是言：「友，長老！師喚汝。」

        「友，唯然。」尊者長老答彼比丘，來詣世尊之處。

    七  詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    八  世尊對坐於一而之尊者長老，作如是言曰：「長老！汝為獨住者，讚嘆獨住者、

    為真實耶？」

        「大德！唯然。」

    九  「長老！如何汝為獨住者，以讚嘆獨住者耶？」

    一0  「大德！於此處我獨為乞食入村，獨去、獨坐閑靜處，獨行經行。大德！我為

    如是之獨住者，是讚嘆獨住者。」

    一一   「長老！此獨住，非我所云之獨住。長老！依詳說之有勝妙之獨住，宜諦聽，

    善思惟，我當為說：

        「大德！敬聽」。……

    一二  長老！依詳說之勝妙之獨住者，何耶？長老！於此處，能捨過去，不希未來，

    於現在，對自身之所得，欲貪全亡也。長老！依如是之詳說，為勝妙之獨住也。」

    一三  世尊說此已，善逝仰此，師言更曰：

         一切之勝者

         一切之智者

         乃至善智者

         不染一切法

         捨愛盡解脫

         此謂獨住者

S.21.11.劫賓那

    一  爾時，世尊住舍衛城。

    二  爾時，尊者大劫賓那近至世尊之處。

    三  世尊，見尊者大劫賓那由遠方而來。

    四  見已，對諸比丘曰：「諸比丘！汝等見白皙、高鼻之彼比丘耶？」

        「大德！唯然。」

    五  「諸比丘！彼比丘有大神通、大勢力。彼比丘，對達至前所未達者，而得之不易。

▼. II.364.
    因此，彼良家之子正由家出家為無家，究竟無上梵行，於現法住自知，實證。」

    六  世尊說此，善逝仰此，師更言曰：

 (一)    剎利重家系   人中為最勝

         明行具足者    人天彼殊勝

 (二)   日於晝光輝    月於夜光輝

        剎利甲胃輝    婆羅門禪輝

        一切晝與夜    佛陀有光輝

II,285.

 S.21.12.僚友

    一  [爾時，世尊]住舍衛城。

    二  爾時，與尊者大劫賓那共住之僚友兩比丘，近至世尊之處。

    三  世尊見彼等之比丘自遠方來。

    四  見已，告諸比丘曰：「諸比丘！汝等見劫賓那共住之僚友二比丘，近前來耶？」

        「大德！唯然。」

    五  「彼等二比丘有大神通、大勢力。彼等比丘到達前所未到達者，實乃得之不易。

    因此良家之子等，正由家出家而為無家，究竟無上梵行，於現法住自知、是實證。」

    六  世尊說此已，善逝仰此，師更言曰：

 (一)   此等之比丘

         永交為伴侶

         正法彼等交

         佛陀所說法

 (二)   聖者宣說法

         劫賓那調順

         以車勝魔軍

▼. II.366.
         彼住最後身

         此頌曰：

         始自拘離多，及優婆低沙

         所謂此忿者，少年與善生

         拔提毘舍佉，難陀及低沙

         長老劫賓那，僚友為十二

         此頌曰：

         因緣現觀界

         依無始迦葉

         供養羅睺羅

         相譬如比丘

         此為第二品

    S.21.第一0 比丘相應 註

    1 雜阿含一八(大正藏二、一三二a)。

    2 阿難 原文為舍利弗是阿難之誤。

    3 雜阿含一八(大正藏二、一三二c)。

    4 雜阿含三八(大正藏二、三七七c)別雜一(大正藏二、三七六a)。

    5 第五、第六雜阿含三八(大正藏二、二七六a)別雜一(大正藏二、三七四a)。

    6 雜阿含三八(大正藏二、二七七b)別雜一(大正藏二、三七五c)。

    7 雜阿含三八(大正藏二、二七七a)別雜一(大正藏二、三七四c)。

    8 雜阿含三八(大正藏二、二七七b)別雜一(大正藏二、二三五b)。

    9 雜阿含三八(大正藏二、二七八a)別雜一(大正藏二、三七六b)。

▲Top回目錄
 ▼. III.  III,1  相 應 部 經 典 三
歸命彼世尊      應供等覺者

3.犍 度 篇

S.22.第一 蘊相應

第一 根本五十經

第一 那拘羅父品

 S.22.1.第一那拘羅父

▲Top回目錄
▼.III.2.

    一  如是我聞。爾時，世尊住婆祇國設首婆羅山之恐怖林鹿園。

    二  彼時有那拘羅父居士，來詣世尊之住處。詣已，坐於一面。

    三  坐於一面之那拘羅父居士白世尊曰：

        「大德！我乃瘦衰、老羸、老年、高齡、病身、多病者。大德！我不得常見世尊

    與意修習
之諸比丘。請大德世尊教導我，請大德世尊教誡我，使我於長夜得利益、

    安樂。」

    四  「如是居士！如是居士！居士！汝身為病污所覆。居士！持如是之身，如何不須

    臾自言無病耶？但除愚癡。是故居士！汝於此處應如是學，[謂：]我身雖病而得心

    無病。居士！汝應如是學。」

III,2. 五  時，那拘羅父居士，隨喜、歡喜世尊之所說，從座而起，敬禮右繞世尊，而往

    具壽舍利弗之處。住已，敬禮具壽舍利弗，坐於一面。

    六  具壽舍利弗，謂坐於一面之那拘羅父居士曰：

        「居士！汝諸根和悅，而貌清潔白。無非今日於世尊之處，得聞說法耶？」

《相應部》(S.22.1/III,2.)︰那拘羅父居士受世尊以法以甘露灌頂(dhammiya kathaya amatena abhisitto”)之後，臉色有光澤，舍利弗尊者就說︰「居士！你的諸根很明亮，顏容純淨與潔淨。」(“Vippasannani kho te, gahapa ti, indriyani; parisuddho mukhavanno pariyodato.)。
        「大德！何其不然！大德！今世尊以說法之甘露灌潤於我。

    七  大德！於此我來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一而，我坐於一面，而白

    世尊：「大德！我乃瘦衰、老羸、老衰、晚年、高齡、病身、多病者。大德！我不

    得常見世尊與意修習之諸比丘。請大德世尊教導我，請大德世尊教誡我，使我長夜

    得利益、安樂。」

        大德！敬白如是，而世尊言我曰：「如是居士！如是居士！居士！汝身為病污

    所覆。居士！持如是之身，如何不須臾自言無病耶？但除愚癡。是故居士！汝於此

    處應如是學，[謂：]我身雖病而得心無病。居士！汝應如是學。」

        大德！世尊以如是說法之甘露灌潤於我。」

    八  「居士！汝無再問世尊耶？「大德！如何身病而為心病？如何身病為心無病

    耶」」？

 III,3. 九  「大德！我等從遠方而來至具壽舍利弗處，為欲知此所說之義。具壽舍利弗！願

    為分別此所說之義。」

    一0  「居士！然則諦聽，當善思念，我當說。」

        「唯唯大德！」那拘羅父居士以應諾具壽舍利弗。

▼. III.4.
    一一  具壽舍利弗如是說曰：．

        「居士！如何身病而為心病耶？」

    一二  居士！於此有無聞之凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不見

    善知識、不知善知識之法，不順善知識之法，觀色是我，我以色有，我中有色，色

    中有我，住纏於色是我，色是我所。彼人，住纏於我是色，色是我所，彼色變易
、

    變異。彼人於色之變易
、變異，而生愁、悲、苦、憂、惱。

    一三  觀受是我，我以受有，我中有受，受中有我，住纏於我是受，受是我所。彼

    人住纏於我是受，受是我所，彼受變易、變異。彼人於受之變易、變異，而生愁、

    悲、苦、憂、惱。

    一四  觀想是我，我以想有，我中有想，想中有我，住纏於我是想，想是我所。彼

    人住纏於我是想，想是我所，彼想變易、變異。彼人於想之變易、變異，而生愁、

    悲、苦、憂、惱。

    一五  觀行是我，我以行有，我中有行，行中有我，住纏於我是行，行是我所。彼

    人住纏於我是行，行是我所，彼行變易、變異。彼人於行之變易、變異，而生愁、

    悲、苦、憂、惱。

    一六  觀識是我，我以識有，我中有識，識中有我，纏住於我是識，識是我所。彼

III,4. 人住纏於我是識，識是我所，彼識變易、變異。彼人於識之變易、變異，而生愁、

    悲、苦、憂、惱。

    一七  居士！如是為身病而心病。

    一八  居士！何者為身病而心無病耶？

    一九  居士！此處有有聞之聖弟子，見聖人，知聖人之法，善順聖人之法，見善知

    識，知善知識之法，善順善知識之法。不觀色是我，我以色有，我中有色，色中有

    我，不住纏於我是色，色是我所。彼人不住纏於我是色，色是我所，而彼色變易、

    變異。彼人於色之變易、變異，不生愁、悲、苦、憂、惱。

    二0   不觀受是我，我以受有，我中有受，受中有我，不住於我是受，受是我所。

    彼人不住纏於受是我，受是我所，而彼受變易、變異。彼人於受之變易、變異而不

    生愁、悲、苦、憂、惱。

    二一  不觀想是我，我以想為有，我中有想，想中有我。不住纏於我是想，想是我

▼.III.6.
    所。彼人不住纏於我是想，想是我所，而彼想變易、變異。彼人於想之變易、變異

    而不生愁、悲、苦、憂、惱。

 III,.5. 二二  不觀行是我，我以行有，我中有行，行中有我。不住纏於我是行，行是我所。

    彼人不住纏於我是行，行是我所，而彼行變易、變異。彼人於行之變易、變異而不

    生愁、悲、苦、憂、惱。

    二三  不觀識是我，我以識有，我中有識，識中有我。不住纏於我是識，識是我所。

    彼人不住纏於我是識，識是我所，而彼識變易、變異。彼人於識之變易、變異而不

    生愁、悲、苦、憂、惱。

    二四  居士！如是為身病而心無病。

    二五  具壽舍利弗如是說已，那拘羅父居士喜悅，而喜歡於具壽舍利弗之所說。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷五(大正藏二、二三a)，增一阿含經卷六(大正藏二、五七三a)，增支

        部原典六、一六參照。

      2 意修習之諸比丘。若見其比丘時心增長故名之。言舍利弗、目犍連等大長老。

      3 變易。pari依暹本vipari改之。

S.22.2.天現

《雜阿含108經》，《增壹阿含41.4經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住釋迦國，天現之釋迦聚落。

    二  時，有眾多之西方遠行比丘，來詣世尊之住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    三  坐於一而之彼比丘等白世尊曰：

        「大德！我等往西方國土，欲住於西方國土。」

        「諸比丘！汝等曾向舍利弗[告]辭否？」

        「大德！我等未向具壽舍利弗[告]辭。」

        「諸比丘！應向舍利弗告辭。諸比丘！舍利弗是賢人，是同梵行諸比丘之饒益

    者。」

 III,6.     「唯唯，大德！」彼諸比丘應諾世尊。

    四  爾時，具壽舍利弗於離世尊不遠之耶羅伽羅叢林中坐。

    五  時，彼諸比丘歡喜於世尊之所說，隨喜從座而起，敬禮右繞世尊，而往具壽舍

▼. III.8.
    利弗住處往已，與具壽舍利弗互俱交換慶慰、歡善、感銘之談話，而坐於一面。

    六  坐於一面之彼比丘等，言具壽舍利弗曰：

        「友舍利弗！我等往西方國土，欲住於西方國土。我等已向尊師[告]辭矣。」

    七  「友等！有往處處之異國，問比丘者，[謂]是賢剎帝利、賢婆羅門、賢居士、

    賢沙門。友等！諸賢人好觀察，問具壽等之師
?，教何？說何耶？具壽等善聞、善

    持、善思念、善觀法，具壽等之說時，有得說世尊之所說否？有無以非實毀害世尊

    耶？說法之隨法，以同法人之論隨論，有無墮於呵責處耶？」

    八  「友！我等欲知此所說之義，從遠方來具壽舍利弗處。具壽舍利弗，願請分別此

    所說之義。」

    九  「友等！然則諦聽，善思念、我當說。」

        「唯唯，友！」彼比丘等應諾具壽舍利弗。

        具壽舍利弗如是說：

 III,7. 一0  「友等！有往處處之異國，問比丘者，[謂]剎帝利…乃至…友等！諸賢

    人好觀察，問具壽等之師說何
教何耶？友等！若如是問者，應如是說，應如是說：

    「友等！[謂]我等之師，以教調伏欲貪。」

    一一  友等！作如是說而有重問者，[謂]是賢剎帝利…乃至…賢沙門也。友

    等！諸賢人好觀察，問具壽等之師，於何教令調伏欲貪耶？友等！如是問者，應如

    是答：「友等！[謂]師於色教令調伏欲貪，於受教令……於想……於行……於識

    教令調伏欲貪。」

    一二  友等！作如是說而有重問者，[謂]是賢剎帝利…乃至…賢沙門。友等！

    諸賢人好觀察，問具壽之師，見何之過患故，於色教令調伏欲貪耶……於受教令：

    於想……於行……於識教令調伏欲貪耶？友等！若如是問者，應如是說：「友等！

    [謂]若於色不離貪、不離欲、不離愛、不離渴、不離熱煩、不離渴愛者，彼色之

    變易、變異，而生愁、悲、苦、憂、惱。若於受……於想……於行不離貪……不離

    渴愛者，彼行之變易、變異，而生愁、悲、苦、憂、惱。若於識不離貪、不離欲、

    不離愛、不離渴、不離熱煩、不離渴愛者，彼識之變易、變異，生愁、悲、苦、憂、

    惱。友等！我等之師見如是過患故，於色教令調伏欲貪……於受……於想……於行

    ……於識教令調伏欲貪。」

▼. III.10.
III,8. 一三  友等！如是說而有重問者、[謂]是賢剎帝利、賢婆羅門、賢居士、賢沙門心。

    友等！諸賢人好觀察，具壽等之師，見何之福利，故於色以教調伏欲貪耶？於受以

    教……於想……於行……於識以教調伏欲貪耶？友等！若作如是問者，應如是說：

    「友等！[謂]若於色離貪、離欲、離愛、離渴、離熱煩、離渴愛者，彼色之變易、

    變異、而不生愁、悲、苦、憂、惱。若於受……於想……於行離貪、離欲、離愛、

    離渴、離熱煩、離渴愛者，彼行之變易、變異，而不生愁、悲、苦、憂、惱。若於

    識離貪、離欲、離愛、離渴、離熱煩、離渴愛者，彼識之變易、變異，而不生愁、

    悲、苦、憂、惱。友等！我等之師見如是福利故，於色以教調伏欲貪。……於受以

    教……於想……於行……於識以教調伏欲貪。」

    一四  友等！若具足諸不善法而住，而且得現法樂住，無障礙、無憂惱、無熱煩。身壞命終

    而得善趣者，世尊即不讚歎斷諸不善法。

    一五  友等！雖然，具足諸不善法而住者，於現法苦住，有障礙、有憂惱、有熱煩，

    身壞命終，當得惡趣故，世尊讚歎斷諸不善法。

    一六  友等！若諸善法具足而住，而且於現法苦住，有障礙、有憂惱、有熱煩、身

 III,9. 熱煩，身壞命終，當得惡趣者，世尊即不讚歎具足諸善法。

    一七  友等！雖然，具足諸善法
而住者，得現法樂住，無障礙、無憂惱、無熱煩，

    身壞命終，當得善趣故，世尊讚歎具足諸善之法。」

    一八  具壽舍利弗如是說已，彼比丘等喜悅，歡喜具壽舍利弗之所說。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷五(大正藏二、二三b)，增一阿含經卷三十五(大正藏二、七五四b)。

      2 「說何」原本kimvada以暹羅本kimvadi改之。

      3 「善法」原本akusale是kusale之誤。

S.22.3.訶梨(一)

《雜阿含551經》
    一  如是我聞。爾時，具壽摩訶迦旃延住於阿槃提國
之拘留歡喜山曲中。

    二  時，有訶梨居士，來具壽摩訶迦旃延處。敬禮具壽摩訶迦旃延，而坐於一面。

    三  坐於一而之訶梨居士，言具壽摩訶迦旃延曰：

        「大德！世尊於摩犍提所問而說義品經

▼. III.12.
牟尼無家無住處，無絕近習於聚落

以空諸欲無希望
，向不與人事諍論

        大德！應如何見世尊所略說之廣義耶？」

    四~七  「居士！色界是識之家，色界中貪所繫之識，名為住家。居士！受界是識

III,10.之家，受界中貪所繫之識，名為住家。居士！想界是識之家，想界中之識，名為住

    家。居士！行界是識之家，行界中之識，名為住家。

        居士！如是為住家。

    八  居士！以何為不住家耶？

    九  居士！色界之諸欲、貪、喜、愛、取，意之攝受，現貪，隨眠者，如來已斷，

    如截斷根本之多羅樹頭，令歸於無，使未來無生。是故如來名為不住家。

    一0   居士！受界之…乃至…

    一一  居士！想界之…乃至…

    一二  居士！行界之…乃至…

    一三  居士！識界之諸欲、貪喜……乃至使……無生。是故如來名為不住家。

    一四  居士！如是為不住家。

    一五  居士！以何為住處耶？居士！色之因為住處，流出
與繫，名為住處。居士！

    聲之因為住處…乃至…香之因為住處…乃至…味之因為住處…乃至…

    所觸之因為住處……法之因為住處，流出與繫，名為住處。

    一六  居士！以何為不住於住處耶？居士！色因住處之流出與繫，如來已斷，如截

    斷根本之多羅樹頭，令歸於無，使未來無生。是故如來名為不住住處。

    居士！聲之因為住處…乃至…香之因為住處…乃至…味之因為住處

    …乃至…所觸之因為住處…乃至…

 III,11.     居士！法之因為住處之流出與繫，如來已斷，如截斷根本之多羅樹頭，令歸於

    無，使未來無生。是故如來名為不住住處。

    一七  居士！如是為不住住處。

    一八  居士！以何為近習於聚落者？居士！此處有人，與在家人混住，以同喜、同

▼. III.14.
    憂，樂彼所樂，苦彼所苦，所生作為以竭自力。居士！如是為近習聚落者。

    一九  居士！何為不近習聚落者？居士！此處有比丘，不與在家人混住，不以同喜

    同憂，不樂彼所樂，不苦彼所苦，所生作為亦不竭自力。居士！如是為不近習聚落

    者。

    二0   居士！以何為未空諸欲者？居士！此處有人，於諸欲不離貪、不離欲、不離

    愛、不離渴、不離熱煩、不離渴愛。居士！如是為未空諸欲者。

    二一  居士！以何為已空諸欲者？居士！此處有人，於諸欲離貪、離欲、離愛、離

    渴、離熱煩、離渴愛。居士！如是為已空諸欲者。

    二二  居士！以何為希望者？居士！此處有人，為思惟：「我於來世得如是色、得

    如是受、得如是想、得如是行、得如是識。」居士！如是為希望者。

    二三  居士！以何為無希望者(apurakkharano﹐SA.22.3./II,261.：Apurakkharanoti vattam purato akurumano面前無正在做回轉)？居士！此處有人，不為思惟：「我於未來世得如是III,12. 色、得如是受、得如是想、得如是行、得如是識。」居士！如是為無希望者。
Idha, gahapati, ekaccassa na evam hoti– ‘Evamrupo siyam anagatamaddhanam, evamvedano siyam anagatamaddhanam, evamsabbo siyam anagatamaddhanam, evamsavkharo siyam anagatamaddhanam,    (▼.III,12.) evamvibbano siyam anagatamaddhanan’ti.   Evam kho, gahapati, apurakkharano hoti.
S.22.3./III,12.：摩訶迦旃延說：「居士！於此有一類人，不如此(思惟)：『我於未來世有如是色、未來世有如是受、未來世有如是想、未來世有如是行、未來世有如是識。』居士！如是為無希望者。」

    二四  居士！以何為與人爭論者？居士！此處有人，作如是論，言：「汝不知此法、

    律，我知此法、律，如何汝不知此法、律？汝為邪行，我為正行，汝應說於前者而

    說於後，應說於後者而說於前，我[言]相應，汝[言]不相應，汝常覆所行，汝

    雖立論，為脫論而遊行，汝墮負處，若能者自解。」

        居士！如是為與人爭論者。

    二五  居士！何為不與人爭論者？居士！此處有比丘，作如是論，不言：「汝不知

    此法、律，…乃至…若能者自解。」居士！如是為不與爭論者。

    二六  居士！是故，世尊於摩犍提所問而說義品經：

        牟尼無家無住處，無絕近習於聚落

        以空諸欲無希望，向不與人事爭論

        居士！應如是見世尊所略說之廣義。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二十(大正藏二、一四四a)。

      2 「拘留歡喜山曲」。原本pavatte以papate改之

▼. III.16.
      3 「義品經」經集第八四四偈。

      4 「無希望」(apurakkharana)原文之意為「(無)向前寄望」。但漢譯相當此文有「還滿」。此應

        語根pr來的。

      5 流出。原本sara暹羅本visara，原註釋為「所轉相」pavattitabhava。

 S.22.4.訶梨(二)

《雜阿含552經》
    一  如是我聞。爾時，具壽摩訶迦旃延住阿槃提國之拘留歡喜山曲中。

III,13.二  時，有訶梨居士，來詣具壽摩訶迦旃延處…乃至…

    三  坐於一面之訶梨居士，謂於具壽摩訶迦旃延……

    四  「大德！世尊於帝釋
所問而說：「若沙門、婆羅門，渴愛盡而解脫者，以究竟

    終畢，究竟安隱、究竟梵行、究竟邊際，為人天之最上。」大德！應如何見世尊所

    略說之廣義耶？」

    五  「居士！盡色界之諸欲、貪、喜、愛、近取、意之攝受、現貪、隨眠，依離此、

    滅此、棄此而定棄，則謂心善解脫者。

    六  居士！受界…乃至…

    七  居士！想界…乃至…

    八  居士！行界…乃至…

    九  居士！盡識界之諸欲、貪、喜、愛、近、取、意之攝受、現貪、隨眠，依離此、

    滅此、棄此、定棄，則謂心善解脫者。

    一0  居士！是世尊於帝釋所問而說：「若沙門、婆羅門，渴愛盡而解脫者，究竟

    終畢，究竟安穩、究竟梵行、究竟邊際，為人天之最上。」居士！應如是見世尊所

    略說之廣義。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二十(大正藏二、一四四c)。

      2 長部經典原典卷二、二八三。

 S.22.5.三昧

《雜阿含59-60、65經》
▼. III.18.
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：「諸比丘！」「大德！」彼諸比丘應諾世尊。世尊乃如是

    說曰：

        「諸比丘！應修習三昧。諸比丘！入三昧之比丘應如實了知。

III,14. 三  何為如實了知耶？[謂]色集與滅，受集與滅，想集與滅，行集與滅，識集與

    滅是。

    四  諸比丘！以何為色集耶？以何為受集耶？以何為想集耶？以何為行集耶？以何

    為識集耶？

    五  諸比丘！於此處歡喜、歡呼、耽著而住。何為歡喜、歡呼、耽著而住耶？

    六  歡喜、歡呼、耽著於色而住。依歡喜、歡呼、耽著，而彼生喜。喜取於色。緣

    取而彼有生，緣有而彼生生，緣生而老、死、愁、悲、苦、憂、惱生。如是於此處，

    悉皆有苦蘊之集。

    七~九  歡喜於受…乃至…歡喜於想…乃至…歡喜於行…乃至…

    一0   歡喜、歡呼、耽著於識而住。依歡喜、歡呼、耽著於識而住，而彼生喜、喜

    取於識。緣取而彼有生，緣有而生生。緣生…乃至…如是於此處悉皆苦蘊之集。

    一一  諸比丘！此是色之集…乃至…受…乃至…想…乃至…行……乃

    至……是識之集。

    一二  諸比丘！何為色之滅耶！…乃至…受…乃至…想…乃至…行

    …乃至…是為識之滅。

        諸比丘！於此處不歡喜、不歡呼，不耽著而住。何為不歡喜，不歡呼，不耽著

    而住耶？

    一三  不歡喜、不歡呼、不耽著於色而住。依不歡喜、不歡呼、不耽著色而住，彼

    於色喜滅，喜滅故彼取滅。取滅故有滅，…乃至…如是於此處悉皆苦蘊之滅。

    一四  不歡喜、不歡呼，不耽著於受而住。依不歡喜、不歡呼、不耽著受而住，彼

III,15. 受喜滅，喜滅故彼取滅，取滅故有滅，有滅故…乃至…如是而於此處，悉皆苦

    蘊之滅。

    一五  不歡喜於想…乃至…

    一六  不歡喜、不歡呼、不耽著行而住。依不歡喜、不歡呼，不耽著於行而住，則

▼. III.20.
    彼於行喜滅。喜滅故彼取滅。取滅故…乃至…如是而於此處，悉皆苦蘊之滅。

    一七  不歡喜、不歡呼、不耽著於識而住。依不歡喜、不歡呼、不耽著於識而住，

    則彼於識喜滅，…乃至…喜滅故彼取滅，…乃至…如是於此處，悉皆苦蘊

    之滅。

    一八  諸比丘！此色之滅…乃至…受之滅，想之滅、行之滅、識之滅。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷三(大正藏二、一七a)。

 S.22.6.宴默

cf. 《雜阿含65經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！於宴默得瑜伽。諸比丘！為宴默之比丘如實了知。

    三  以何為如實了知耶？[謂]色之集與滅，受之集與滅，想
之集與滅，行之集

    與滅，識之集與滅。

    四  (應如始經之廣說。)」

    註1 「想」。原本略去想和識。

S.22.7.取著恐懼(一)

《雜阿含43、66經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！我為汝等說取著恐懼與不取著、不恐懼。諦聽，善思念，我將說。」

 III,16.  「唯唯，大德！」彼諸比丘應諾世尊。

    三  世尊說：

        「諸比丘！以何為取著、恐懼耶？

    四  諸比丘！此處有無聞之凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不見

    善知識，不知善知識之法，不順善知識之法。觀色是我，我以色有，我中有色，色

    中有我。彼人於色變易、變異。彼人有色之變易、變異，隨轉色之變易而識生，彼

    人有隨轉色變易所生之恐懼及法生起
，以心永盡而住。以心永盡故即驚愕、困惑、

    希望、取著而恐懼。

【巴】idha bhikkhave assutava puthujjano … rupam attato samanupassati, rupavantam va attanam, attani va rupam, rupasmim va attanam. (S III 16)
【意】比丘們！此處，有無聞凡夫，…… 認為：色是我、我有色、我中有色、色中有我。
▼. III.22.
    五  觀受是我，我以受有，我中有受，受中有我。彼人於受變易、變異。彼人有受

    之變易、變異，隨轉色之變易而識生。彼人有隨轉受之變易所生之恐懼法生起，以

    心永盡而住。以心永盡故，即驚愕、困惑、希望，取著而恐懼。

    六  想…乃至…

    七  觀行是我，我以行有，我中有行，行中有我。彼人於行變易、變異。彼人有行

    變易、變異，隨轉行之變易而識生。彼人有隨轉行之變易所生之恐懼及法之生起，

    以心永盡而住。心永盡故即驚愕、困惑，希望、取著而恐懼。

    八  觀識是我，我以識有，我中有識，識中有我。彼人於識變易、變異。彼人有識

III,17. 之變易、變異，隨轉識之變易而識生。彼人有隨轉識之變易所生之恐懼及法之生起，

    以心永盡而住，以心永盡故即驚愕、困惑、希望，取著而恐懼。

    九  諸比丘！取著、恐懼者，即如是。

    一0   諸比丘！何為不取著、不恐懼耶？

    一一  諸比丘！此處有有聞之聖弟子。見聖人，知聖人之法，善順聖人法，以見善

    知識，知善知識之法，善順善知識之法。不觀色是我，我以色有，我中有色，色中

    有我。彼人於色變易、變異。彼人有色之變易、變異，隨轉色之變易而識不生。彼

    人有隨轉色變易所生之恐懼及法之生起，以心不永盡而住，心不永盡故，即不驚愕，

    不困惑，不希望，不取著而不恐懼。

    一二  不觀受是我，我以受有，我中有受，受中有我。彼人於受變易、變異。彼人

    有受之變易、變異，隨轉受之變易而識不生。彼人有隨轉受變易所生之恐懼及法之

    生起，以心不永盡而住，心不永盡故，即不驚愕，不困惑，不希望，不取著而不恐

    懼。

    一三  想…乃至…

    一四  不觀行是我，我以行有，我中有行，行中有我。彼人於行變易、變異。彼人

III,18. 有行之變易、變異，隨轉行之變易而識不生，彼人有隨轉行變易所生之恐懼及法之

    生起，以心不永盡而住，心不永盡故即不驚愕，不困惑，不希望，不取著而不恐懼。

    一五  不觀識是我，我以識有，我中有識，識中有我。彼人於識變易、變異。彼人

    有識之變易、變異，隨轉識之變易而識不生。彼人有隨轉識變易所生之恐懼及法之

    生起，以心不永盡而住，心不永盡故，即不驚愕，不困惑，不希望，不取著而不恐

▼. III.24.
    懼0

    一六  諸比丘！不取著、不恐懼為如是。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一0c)。

      2 「法之生起」於原註，釋為「不善法之生起」。

S.22.8.取著恐懼(二)

《雜阿含44經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    二  諸比丘！我為汝等說取著恐懼及不取著、不恐懼，諦聽…乃至…。

    三  「諸比丘！何為取著、恐懼耶？

    四  諸比丘！此處有無聞之凡夫，觀此色是我所，我是如是，我之我是如是。彼人

    於色變易、變異。彼人有色之變易
、變異，而生愁、悲、苦、憂、惱。

    五  此受是我所…乃至…

    六  此想是我所…乃至…

    七  此行是我所…乃至…

    八  觀此識是我所，我是如是，我之我是如是。彼人於識變易、變異。彼人有識之

    變易、變異，而生愁、悲、苦、憂、惱。

    九  諸比丘！取著恐懼為如是。

    一0   諸比丘！何為不取著、不恐懼耶？

III,19. 一一  諸比丘！此處有有聞之聖弟子，觀此識非我所，我非如是，我之我非如是。

    彼人於色變易、變異。彼人有色之變易、變異，而不生愁、悲、苦、憂、惱。

    一二  此受非我所…乃至…

    一三  此想非我所…乃至…

    一四  此行非我所…乃至…

    一五  觀此識非我所、我非如是、我之我非如是。彼人於識變易、變異。彼人有識

    之變易、變異，而不生愁、悲、苦、憂、惱。

    一六  諸比丘！不取著、不恐懼者為如是。」

▼. III.26.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一一a)。

      2 變易原本parmpama 是 viparinama 之誤

 S.22.9.過去未來現在(一)

《雜阿含8、79經》，大正No.103《佛說聖法印經》、大正No.104《佛說法印經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！過去未來之色皆是無常，何況現在之[色]耶？諸比丘！有聞之聖弟

    子如是觀，不顧過去之色，不悅未來之色，對現在之色趣向厭離、離欲、滅盡。

    三  受是無常…乃至…

    四  想是無常…乃至…

    五  過去未來之行皆無常，何況現在之[行]耶？諸比丘！有聞之聖弟子如是觀，

    不顧過去之行，不悅未來之行，對現在之行趣向厭離、離欲、滅盡。

    六  過去未來之識皆無常，何況現在之[識]耶？諸比丘！有聞之聖弟子如是觀，

    不顧過去之識，不悅未來之識，對現在之識趣向厭離、離欲、滅盡。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、一c)同卷三(大正藏二、三0a)。

S.22.10.過去未來現在(二)

《雜阿含8、79經》，大正No.103《佛說聖法印經》、大正No.104《佛說法印經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,20.二 「諸比丘！過去未來之色皆是苦，何況現在之[色]耶？諸比丘！多聞之聖弟子

    如是觀，不顧過去之色，不悅未來之色，對現在之色趣向厭離、離欲、滅盡。

    三  受皆苦…乃至…

    四  想皆苦…乃至…

    五  行皆苦…乃至…

    六  過去未來之色皆是苦，何況現在之[識]耶？諸比丘！有聞之聖弟子如是觀，

    不顧過去之識，不悅未來之識，對現在之識趣向厭離、離欲、滅盡。」

S.22.11.過去未來現在(三)

《雜阿含8、79經》，大正No.103《佛說聖法印經》、大正No.104《佛說法印經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！過去未來之色皆是無我，何況現在之色耶？諸比丘！多聞之聖弟子如

▼. III.28.

    是觀，不顧過去之色，不悅未來之色，對現在之色趣向厭離、離欲、滅盡。

    三  受皆是無我…乃至…

    四  想皆是無我…乃至…

    五  行皆是無我…乃至…

    六  過去、未來之識皆是無我，何況現在之[識]耶？諸比丘！有聞之聖弟子如是

    觀，不顧過去之識，不悅未來之識，對現在之識趣向厭離、離欲、滅盡。」

第一 那拘羅父品 終

        此品之攝頌曰：

，謂那拘羅父，天現訶梨二

 III,21.     三昧與宴默，取著恐懼二

，過未與現在，是故名此品

第二 無常品

 S.22.12.無常

《雜阿含1經》
    一  如是我聞。[爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  於此…乃至…

    三  「諸比丘！色是無常…乃至…

    四~六  受是無常……想是無常……行是無常……識是無常。

    七  諸比丘！有聞之聖弟子如是觀色、厭離色、厭離受、厭離想、厭離行、厭離識，

    厭離而離欲，離欲而解脫，解脫即生解脫智，即知：生已盡、梵行已立、所作已辦、

    更不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正二、一a)

 S.22.13.苦

《雜阿含1經》
▼. III.30.
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三~七  「諸比丘！色是苦，受是苦，想是苦，行是苦，識是苦。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知：……不受後有。」

 S.22.14.無我

《雜阿含1經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三~七  「諸比丘！色無我，受無我，想無我，行無我，識無我。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知：……不受後有。」

III,22.

 S.22.15.無常者1(一)

《雜阿含2、9經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是無常，無常者是苦，苦者是無我，無我者非我所，非我，非我之

    我。應以正慧如實作如是觀。

    四  受是無常，無常者是苦，苦者是無我，無我者非我所，非我，非我之我。應以

    正慧如實作如是觀。

    五  相是無常……

    六  行是無常……

    七  識是無常，無常者是苦，苦者是無我，無我者非我所，非我，非我之我。應以

    正慧如實作如是觀。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知：……不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、二a)

 S.22.16.無常者(二)

《雜阿含2、10經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是苦，苦者是無我，無我者非我所，非我，非我之我。

    四  受是苦……

    五  想是苦……

    六  行是苦……

    七  識是苦，苦者是無我，無我者非我所，非我，非我之我。應以正慧如實作如是

▼. III.32.
    觀。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知：……不受後有。」

 S.22.17.無常者(三)

《雜阿含2、10經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,23. 三  「諸比丘！色是無我，無我者非我所，非我，非我之我。應以正慧如實作如是觀。

    四~六  受是無我……想是無我……行是無我……

    七  識是無我，無我者非我所，非我，非我之我。應以正慧如實作如是觀。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知：……不受後有。」

S.22.18.因1(一)

《雜阿含11經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是無常，以色所生起之因、緣亦是無常，諸比丘！依無常之[因、

    緣]所生起之色，如何是有常耶？

    四  受是無常，以受所生起之因、緣亦是無常。諸比丘！依無常之[因、緣]所生

    起之受，如何是有常耶？

    五  想是無常…乃至…

    六  行是無常。以行所生起之因、緣亦是無常。諸比丘！依無常之[因、緣]所生

    之行，如何是有常耶？

    七  識是無常，以識所生起之因、緣亦是無常，諸比丘！依無常之[因、緣]所生

    起之識，如何是有常耶？

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知：……不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、二a)

S.22.19.因(二)

《雜阿含12經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是苦，以色所生起之因、緣亦是苦。諸比丘！依苦之[因、緣]所

    生起之色，如何是有樂耶？

    四  受是苦…乃至…

▼. III.34.
    五  想是苦……

    六  行是苦……

III,24. 七  識是苦，以識所生起之因、緣亦是苦。諸比丘！依苦之[因、緣]所生起之識，

    如何是有樂耶！

    八  諸比丘！…乃至…知：……不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、二b)

 S.22.20.因(三)

《雜阿含12經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是無我，以色所生起之因、緣亦是無我。諸比丘！依無我之[因、

    緣]所生起之色，如何是有我耶？

    四~六  受是無我……想是無我……行是無我……

    七  識是無我，以識所生起之因、緣亦是無我。諸比丘！依無我之[因、緣]所生

    起之識，如何是有我耶？

    八  諸比丘！有聞之聖弟子…乃至…知……不受後有。」

 S.22.21.阿難

    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  時，具壽阿難來詣世尊之止處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之具壽阿難，白世尊曰：

        「大德！曾說於滅，滅。大德！如何法之滅故而說滅耶？」

    四  「阿難！色是無常、有為、緣起所生，為盡法、壞法、離法、滅法者。彼之滅故

    說是滅。

    五  受是無常、有為、緣起所生，為盡法、壞法、離法、滅法者。彼之滅故說是滅。

III,25. 六~七  想是無常……行是無常、有為、緣起所生，為盡法、壞法、滅法者。

    八  識是無常、有為、緣起所生，為盡法、壞法、滅法者。彼之滅故說是滅。

    九  阿難！如是之法滅故說是滅。」

    註1 漢譯未詳。

▼. III.36.
             第二 無常品 終

        此品之攝頌曰：

，無常苦無我

，無常其他三

，依因亦為三

，阿難問為十

第三 重 擔 品

 S.22.22.重擔

《雜阿含73經》，《增壹阿含25.4經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我為汝等說：重擔、擔者、取擔、捨擔，且諦聽！

    四  諸比丘！以何為重擔耶！

        應名為五取蘊。以何為五耶？謂色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取蘊、識取蘊。

    諸比丘！此名為重擔。

    五  諸比丘！以何為擔者耶？應名為士夫(補特迦羅)，有如是名，如是姓，是具壽。

III,26. 六  諸比丘！以何為取擔耶？

        當來有渴愛而喜貪俱行，樂著於彼彼，是謂欲愛、有愛、非有愛者
(三渴愛：一、欲愛--於色等法，生起染著五欲的貪愛。二、有愛--染著伴隨恆常的見解(常見)。三、無有愛--染著伴隨斷滅的(粉碎的)見解(kamatanhati pabcakamagunikaragavasena uppanna  rupaditanha. Bhavatanhati sassataditthisahagato rago.  Vibhavatanhati ucchedaditthisahagato rago. Digha-atthakatha﹐CSCD pg. 2.0090)
。諸比丘！以此名為取擔。

    七  諸比丘！以何為捨擔耶？

        即前之渴愛，無餘之離滅、棄捨、定棄、解脫、無執著是。諸比丘！以此名為

    捨擔。」

    八  世尊如是說。如是說已，師善逝更說曰：

， (一) 重擔是五蘊

         擔者名士夫

         世間取擔苦

▼. III.38.
         捨擔為安樂

， (二) 已捨重擔者

         不再取重擔

         根絕渴愛者

         無欲般涅槃

    註1 漢譯《雜阿含經》卷三(大正藏二、一九a)增一阿含經卷十七(大正藏二、六三一c)

 S.22.23.徧智

《雜阿含72經》，S.22.106
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！將說所知法與徧智，且諦聽！

    四  諸比丘！以何為所知法耶？諸比丘！色是所知法，受是所知法，想是所知法，

    行是所知法，識是所知法。諸比丘！如是名為所知法。

    五  諸比丘！以何為徧智耶？諸比丘！乃貪欲之滅盡，瞋恚之滅盡，愚癡之滅盡。

    諸比丘！如是名為徧智。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷三(大正藏二、一九a)

 S.22.24.徧智 (證知)

《雜阿含3、5經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,27.三  「諸比丘！若於色不證知、不徧知、不離、不斷色者，即不能滅盡於苦。

    四  若於受不證知…乃至…

    五~六  著於想不證知……於行不證知……

    七  若於識不證知、不徧知、不離、不識者，即不能滅盡於苦。

    八  諸比丘！若於色能證知、徧知、離、斷色者，即能滅盡於苦。

    九~一一  若於受能證知……想……行……

    一二  若於識能證知、徧知、離、斷識者，即能滅盡於苦。」

▼. III.40.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、一a)

 S.22.25.欲貪

《雜阿含77經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！須斷色之欲貪！如是斷色者，即如斷其根本，截去多羅樹頭，以歸於

    無，令不生於未來。

    四  須斷受之欲貪，如是斷受者，即如斷其根本，截去多羅樹頭，以歸於無，令不

    生於未來。

    五  須斷想之欲貪……

    六  須斷行之欲貪！如是斷行者，即如斷其根本，截去多羅樹頭，以歸於無，令不

    生於未來。

    七  須斷識之欲貪！如是斷識者，即如斷其根本，截去多羅樹頭，以歸於無，令不

    生於未來。」

    註1 漢譯《雜阿含77經》卷三(大正藏二、一九c)。

 S.22.26.味 (一)

《雜阿含14經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我昔做菩薩未現正等正覺時，作如是思惟：

    四  「以何為色味？以何有過患？以何為出離耶？以何為受之……想之……行之

    ……識之味，以何過患，以何為出離耶？」

III,28. 五  諸比丘！於此我如是思惟：

    六  「緣於色而生喜樂，此為色之味。色是無常、苦而有變壞法，此為色之過患。

    調伏色之欲貪，以斷欲愛，此為色之出離。

    七  緣於受……

    八  緣於想……

    九  緣於行而生喜樂，此為行之味。行是無常、苦而有變壞法，此為行之過患。調

    伏行之欲愛，以斷欲愛，此為行之出離。

▼. III.42.
    一0   緣於識而生喜樂，此為識之味。識是無常、苦而有變壞法。此為識之過患。

    調伏識之欲愛，以斷欲愛，此為識之出離。

    一一  諸比丘！我於此五取蘊，未知如是之味，過患為過患，出離為出離，未如實

    證知之時，諸比丘！我於天、魔、梵天之世界、沙門、人、天之眾生界，未稱現等

    覺之無上正等覺。

    一二  諸比丘！然則，我於此五取蘊，已知如是之味，過患為過患，出離為出離，

    如實證知故。諸比丘！我於天、魔、梵天之世界、沙門、婆羅門、人、天之眾生界，

    稱現等覺之無上正等覺。

    一三  又於我生智、見，我心解脫不動，此乃我之最後生，不再受後有。」」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、二c)

III,29.

 S.22.27.味(二)

《雜阿含3-4、6、14經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我於色，行味之尋求，證得色之味，以慧善見其色味。

    四  諸比丘！我於色，行過患之尋求，證得色之過患，以慧善見色之過患。

    五  諸比丘！我於色，行出離之尋求，證得色之出離，以慧善見色之出離。

    六~八  諸比丘！我於受……

    九~一一  諸比丘！我於想……

    一二~一四  諸比丘！我於行……

    一五  諸比丘！我於識，行味之尋求，證得識之味，以慧善見識之味。

    一六  諸比丘！我於識，行過患之尋求，證得識之過患，以慧善見識之過患。

    一七  諸比丘！我於識，行出離之尋求，證得識之出離，以慧善見識之出離。

    一八~一九  諸比丘！我於此五取蘊，未以味為味，以過患為過患，以出離為出離，

    未如實證知之時……稱……

    二0  又，於我生知、見，我心解脫不動，此乃我之最後生，更不再受後有。」

 S.22.28.味(三)

《雜阿含3-4、6、14經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

▼. III.44.
 III,30.三  「諸比丘！若無色之味，有情即不染於色。諸比丘！然則，有色味故，有情染於

    色。

    四  諸比丘！若無色之過患，有情即不厭患於色。諸比丘！然則，有色之過患故，

    有情厭患於色。

    五  諸比丘！若無色之出離，有情即不出離於色。諸比丘！然則，有色之出離故，

    有情由色出離。

    六~八  諸比丘！若受……

    九~一三  諸比丘！若想…乃至…

    一四  諸比丘！若無行之出離，有情即不出離於行。諸比丘！然則，有行之出離故，

    有情由行出離。

    一五  諸比丘！若無有識之味，有情即不染於識。諸比丘！然則，有識之味故，有

    情染於識。

    一六  諸比丘！若無識之過患，有情即不厭患於識，諸比丘！然則，有識之過患故，

    有情厭患於識。

    一七  諸比丘！若無識之出離，有情即不出離於識。諸比丘！然則，有識之出離故，

    有情由識出離。

    一八  諸比丘！有情
於此五取蘊，以味為味，以過患為過患，以出離為出離，而

 III,31. 未如實證知之時，諸比丘！有情不出離、離繫、解脫天、魔、梵天之世界、沙門、

    婆羅門、人、天之眾生界、以住於自在心。

    一九  諸比丘！然則，有情於此五取蘊，以味為味，以過患為過患，以出離為出離，

    如實證知故，諸比丘！有情出離、離繫、解脫天、魔、梵天之世界、沙門、婆羅門、

    人、天之眾生界、以住於自在心。」

    註1 「有情」一語原本逸失。

 S.22.29.歡喜

《雜阿含5、7經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！若歡喜色者，即歡喜苦：歡喜苦者，即未由苦解脫。

▼. III.46.
    四  若歡喜受者……

    五  若歡喜想者……

    六  若歡喜行者……

    七  若歡喜識者，即歡喜苦；歡喜苦者，即未由苦解脫。

    八  諸比丘！不歡喜色者，即不歡喜苦：不歡喜苦
者，即已由苦解脫。

    九  不歡喜受者……

    一0  不歡喜想者……

    一一  不歡喜行者……

    一二  不歡喜識者，即不歡喜苦；不歡喜苦者，即已由苦解脫。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、一c、b)。

      2  「不歡喜苦者」一句原本逸脫。

 S.22.30.生

《雜阿含78經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,32. 三  「諸比丘！若色之生、住、起、現者，則生苦、住病、現老死。

    四~六  若受……想……行……

    七  若識之生、住、起、現者，則生苦、住病、現老死。

    八  諸比丘！然則，若色之滅、息、沒者，則苦滅、病息、老死沒。

    九~一一  若受……想……行……

    一二  若識之滅、息、沒者，則苦滅、病息、老死沒。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷三(大正藏二、二0a)。

 S.22.31.痛根

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我將說痛與痛根，且諦聽！

    四  諸比丘！以何為痛耶？

▼. III.48.
        諸比丘！色是痛，受是痛，想是痛，行是痛，識是痛。諸比丘！此名為痛。

    五  諸比丘！以何為痛根耶？

        當來有渴愛，而喜貪俱行，樂著於彼彼，是謂欲愛、有愛、非有愛者。諸比丘！

    此名為痛根。」

    註1 漢譯未詳。

S.22.32.壞法

《雜阿含51經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我將說壞法與不壞法，且諦聽！

    四  諸比丘！以何為壞法，何為不壞法耶？

III,33.五  諸比丘！色是壞法，彼若滅、息、沒者，則是不壞法。

    六  受是壞法，彼若滅、息、沒者，則是不壞法。

    七  想是壞法……

    八  行是壞法，彼若滅、息、沒者，則是不壞法。

    九  識是壞法，彼若滅、息、沒者，則是不壞法。」

   第三 重擔品 終

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一二b)。

        此品之攝頌曰：

，重擔與徧智

，徧知四欲貪

，味三八歡喜

，生以及痛根

，十一說壞法

▼. III.50.
第四 非汝所應法品

S.22.33.非汝應法 (一)

《雜阿含269經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！非汝所應法，當斷，汝等若斷此，此則得利益安樂。

    四  諸比丘！以何為非汝等所應之法耶？

    五  諸比丘！色為非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    六  受是非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    七  想…乃至…

 II,34. 八  行是非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    九  識是非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    一0  諸比丘！譬如祇樹林之草木枝葉，有人或奪、或燒、或隨意處置。汝等作思

    惟：「人或我等得以或奪、或燒、或隨意處置」否？

        「大德無有是處。

        所以者何？

        大德！此非我等之我，亦非我所故。」

    一一  諸比丘！如是之色，非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安

    樂。受是……想是……行是……識是非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則

    得利益安樂。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、七0b)。

 S.22.34.非汝所應法(二)

《雜阿含269經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！若非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    四  諸比丘！以何為非汝等所應之法耶？

    五  諸比丘！色是非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    六~八  受是非汝等…乃至…想是……行是……

▼. III.52.
    九  識是非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。

    一0  諸比丘！若非汝等所應之法，於此當斷，汝等若斷此，則得利益安樂。」

S.22.35.比丘1(一)

《雜阿含16經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,35

第一章

    二  時，有一比丘，來詣世尊之處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之彼比

    丘，白世尊曰：

    三  「大德世尊！請為我略說法要。我從世尊聽法，以獨自靜居不放逸，熱誠精進而

    住。」

    四  「比丘！若有所執者
，依此有稱，若無所執者，依此非稱也。」

        「世尊！[我]知矣！善逝！[我]知矣！」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！若執著色者，依此有稱。若執著受者，依此有稱。若執著想者，依此有

    稱。若執著行者，依此有稱。若執著識者，依此有稱。

    七  大德！若不執著者，依此非稱，若不執著受……想……行……識者，依此非稱。

    大德！如是廣解世尊所略說之義。

    八  「比丘！善哉！善哉！比丘！善廣解我所略說之義。比丘！若執著色，依此有

    稱，若執著受……想……行……識，依此有稱。比丘！若不執著色，依此非稱，若

    不執著受……想……行……識，依此非稱。比丘
！應如是廣觀我所略說之義。」

III,36. 九  時彼比丘，歡喜、隨喜世尊之所說，則從座而起，敬禮右繞世尊而去。

第二章

    一0  時，彼比丘獨自靜居，不放逸，熱誠精進而住。不久，善男子是於正當出家，

    以出家之本意，為現法究竟無上之梵行，自具足證知現證而住，證知：生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有。

    一一  彼比丘則成為羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、三b)。

      2 「若有所執者」云云，原註漢譯有各各別解，今依本文譯出。

▼. III.54.
      3 「比丘！」原本bhikkhave依暹羅本bhikkhu maya改之。

 S.22.36.比丘(二)

《雜阿含15經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  時有一比丘，來詣世尊之處，…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

    三  「大德世尊！請為我略說法要，我由聞依於世尊法，獨自靜居不放逸，熱誠精進

    而住。」

    四  「比丘！若有執處，則令比知，若令有所此知，依此而有稱。若無所執，則不令

    比知，若無所比知，此非有稱。」

本句S.22.36./III,36作：anuseti tam anumiyati; yam anumiyati tena savkham gacchati. Yam nanuseti na tam anumiyati; yam nanumiyati na tena savkham gacchati”ti.(若由於潛在的煩惱推向某事(=欲染kamaraga)，那麼他可被計數；若不由於潛在的煩惱推向某事，那麼他不被計數。)anuseti(anu隨 + wi眠) 梵文anuwayate，隨眠、潛在的煩惱--隨眠有七種(satt’anusaya)：一、欲染隨眠 ( kamaraganusayo欲界貪，五官的欲望 )，二、有染隨眠 ( bhavaraganusayo色界貪、無色界貪)，三、瞋隨眠 ( patighanusayo﹐patigha：反擊)，四、慢隨眠 (mananusayo)，五、見隨眠(ditthanusayo)，六、疑隨眠 (vicikicchanusayo對三寶、因果的懷疑)，七、無明隨眠 ( avijjanusayo )。anumiyati(推量)--。savkham(計數)--如是名聲、生活、姓名、飲食、受苦樂、長壽、久住、壽命；明智者命終，不墮於眾數(即輪迴)。

Tena savkham gacchatiti kamaragadisu yena  anusayena tam rupam anuseti, teneva anusayena “ratto duttho  mulho”ti pannattim gacchati. Na tena savkham gacchatiti tena  abhutena anusayena “ratto duttho mulho”ti savkham na gacchatiti.
        「世尊！[我]知矣，善逝！[我]知矣！」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！若執色者，則令比知，若令有所此知，依此而有稱。若執受……想……

    行……識者，則令比知，若令有所比知，依此而有稱。

III,37. 七  大德！若不執色者，則不令比知，若無所比知，依此則非有稱。若不執受……

    想……行……識者，則不令比知，若不令比知者，則無所有，依此而非有稱。大德！

    我如是廣解世尊所略說之義。」

    八  「比丘！善哉、善哉！善廣解我所略說之義。比丘
！若執色者，則令比知，若

    有所此知者，依此而有稱。若執受……想……行……識者，則令比知，若有所此知

    者，依此而有稱。比丘！若不執色者，則不令比知，若無所此知者，依此而非有稱。

    若不執受……想……行……識者，則不令比知，若無所此知者，依此而非有稱。比

    丘！應如是廣勸我所略說之義。」

    九  時，彼比丘歡喜，隨喜世尊之所說，則從座而起，敬禮、右繞世尊而去。

    一0  時，彼比丘獨自靜居，不放逸，熱誠精進而住…乃至…

    一一  彼比丘成為阿羅漢。

    註1 《雜阿含經》卷一(大正藏二、三a)。

      2 「比丘！」原本bhikkhave是bhikkhu之誤。

▼. III.56.
S.22.37.阿難 (一)

《雜阿含49-50經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  時，具壽阿難…乃至…

    三  一面坐時，世尊言具壽阿難曰：

        「阿難！若有向汝如是問：「友阿難！於何等之法，知生、知滅、知住之異耶？」

    阿難！若如是問，汝應如何作答耶？」

III,38. 四  「大德！若有如是問我：「友阿難！於何等之法，知生、知滅、知住之異耶？」

    大德！若如是問，我應如是作答：

    五  「友！於色，知生、知滅、知住之異。於受……於想……於行……於識知生、

    知滅、知住之異。友！於此等之諸法，知生、知滅、知住之異。」大德！若如是問，

    我應如是作答。」

    六  「阿難！善哉、善哉！阿難！於色，知生、知滅、知住之異。於受……於想……

    於行……於識，知生、知滅、知住之異。阿難！於此等之法，知生、知滅、知住之

    異。阿難！若如是問、汝應如是作答。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一二a)

S.22.38.阿難(二)

《雜阿含49-50經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城……園…乃至…時，具壽阿難…乃至…

    三  坐於一面時，世尊謂於具壽阿難曰：

    「阿難若有如是問汝：「友阿難！於過去何等之法，知生、知滅、知住之異耶？於未

    來何等之法知生、知滅、知住之異耶？於現在何等之法，知生、知滅、知住之異耶？」

    阿難！若如是問，汝應如何作答耶？」

    四  「大德！若有如是問我：「友阿難！於過去何等之法，知生、知滅、知住之異

III,39 耶？於未來何等之法知生、知滅、知住之異耶？於現在何等之法，知生、知滅、知

    住之異耶？」大德！若如是問者，我應如是答：

    五  「友！於過去、已滅、已壞之色，知生、知滅、知住之異。於過去、已滅、已

    壞之受，知生、知滅、知住之異……想……行……於過去、已滅、已壞之識，知生、

▼. III.58.
    知滅、知住之異。友！於此等之諸法，知生、知滅、知住之異。

    六  友！於未生、未現之色，知生、知滅、知住之異…乃至…於未來、未現之

    識，知生、知滅、知住之異。友！於此等之諸法，知生、知滅、知住之異。

    七  友！於已生、已現之色知生、知滅、知住之異…乃至…於已生、已現之識

    知生、知滅、知住之異。友！於此等之諸法知生、知滅、知住之異。」大德！若如

    是問，我應如是作答。」

III,40. 八  「阿難！善哉、善哉！阿難！於過去、已滅、已壞之色知生、知滅、知住之異……

    於受……於想……於行……於過去、已滅、已壞之識知生、知滅、知住之異。阿難！

    於此等之諸法，知生、知滅、知住之異。

    九  阿難！於未生、未現之色，知生、知滅、知住之異……於受……於想……於行

    ……於未生、未現之識，知生、知滅、知住之異。阿難於此之諸法，知生、知滅、

    知住之異。

    一0  阿難！於已生、已現之色知生、知滅，知住之異……於受……於想……於行

    ……於已生、已現之識，知生、知滅、知住之異。阿難！於此等之諸法知生、知滅、

    知住之異。

    一一  阿難！若如是問，汝應如是作答。」

 S.22.39.隨法(一)

《雜阿含49-50經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！向法隨法比丘，得此隨法。[謂：]於色多厭患而住，於受多厭患而

    住，於想多厭患而住，於行多厭患而住，於識多厭患而住。

    四  彼於色多厭患而住，於受……想……行……識多厭患而住者，則徧知於色，徧

    知受……想……行……識。

 41 五  彼徧知於色，徧知於受……想……行……識者，則由色解脫，由受……想……

    行……識解脫。由生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱解脫，由苦解脫。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、五c)。

 S.22.40.隨法(1)

《雜阿含49-50經》
▼. III.60.
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三~五  「諸比丘！向法隨法之比丘，得此隨法。[謂：]於色觀無常而住，……乃

    至……由苦解脫。」

 S.22.41.隨法(三)

《雜阿含49-50經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三~五  「諸比丘！於法隨法…乃至…於色觀苦而住…乃至…由苦解脫。」

，42. 第十 隨法(四)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！向法隨法之比丘，得此隨法。[謂：]於色觀無我而住，於受……於

    想……於行……於識觀無我而住。

    四  彼於色觀無我而住…乃至…徧知色、徧知受……想……行……識。

    五  彼徧知於色，徧知於受……想……行……識者，則由色解脫，由受……想……

    行……識解脫，由生、老、死、愁、悲、苦、憂惱解脫，由苦解脫。」

第四 汝所應品 [終]

III,42.     攝頌曰：

，非汝所應二

，比丘亦有二

，阿難同是二

，說隨法為四

第五 自 洲 品

 S.22.43.自洲

《雜阿含36經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！以自為洲，以自為依，不為異依，以法為洲，以法為依，不為異依而

    住。

    四  諸比丘！以自為洲，以自為依，不為異依，以法為洲，以法為依，不為異依而

    住。應如理
觀察：愁、悲、苦、憂、惱由何而生？由何而現耶？

▼. III.62.

    五  諸比丘！愁、悲、苦、憂、惱由何而生？由何而現耶？

    六  諸比丘！於此處有無聞之凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不

    見善知識，不知善知識之法，不順善知識之法。以觀色是我，我以色有，我中有色，

    色中有我。彼人於色變易、變異。彼人因有色之變易、變異而生愁、悲、苦、憂、

    惱。

    七  觀受是我，我以受有，受中有我，我中有受。彼人於受變易、變異。彼人因有

    受之變易、變異而生愁、苦、憂、惱。

    八  觀想是我……

    九  觀行是我……

    一0  觀識是我，我以識有，我中有識，識中有我、彼人於識變易、變異。彼人因

III,43. 有色之變易、變異而生愁、悲、苦、憂、惱。

    一一  諸比丘！於色知無常、變易、離欲、滅盡。前色以及現在一切色，皆是無常、

    苦而有變易之法，如是以如實正慧觀者，則愁、悲、苦、憂、惱斷。令斷彼等故不

    恐懼，不恐懼故樂住，名樂住比丘，為一向涅槃者。

    一二  諸比丘！於受知無常、變易、離欲、滅盡。前受以及現在一切受，皆是無常、

    苦變易之法，如是以如實正慧作觀，則愁、悲、苦、憂、惱斷。令斷彼等故不恐懼，

    不恐懼故樂住，名樂住比丘，為一向涅槃者。

    一三  諸比丘！於想…乃至…

    一四  諸比丘！於行知無常、變易、離欲、滅盡。前行以及現在一切行，皆是無常、

    苦變易之法，如是以如實正慧觀者，則愁、悲、苦、憂、惱斷。令斷彼等故不恐懼，

    不恐懼故樂住，名樂住比丘，為一向涅槃者。

    一五  諸比丘！於識知無常、變易、離欲、滅盡。前識以及現在一切識，皆是無常、

    苦變易之法，如是以如實正慧觀者，則愁、悲、苦、憂、惱斷。令斷彼等故不恐懼，

    不恐懼故樂住，名樂住比丘，為一向涅槃者。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、八a)。

      2 「如理」原本yoni yeva從暹羅本yoniso'va改之。

▼. III.64.
 S.22.44.道

《雜阿含69經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,44. 三  「諸比丘！我為汝等說順有身集起之[道]與順有身滅盡之道，且諦聽！

    四  諸比丘！何為順有身集起之道耶？

    五  諸比丘！此處有無聞之凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不見

    善知識，不知善知識之法，不順善知識之法。觀色是我，我以色有，我中有色，色

    中有我。

    六~八  觀受……想……行

    九  觀識是我，我以識有，我中有識，識中有我。

    一0  諸比丘！此名順有身集起之道，為順有身集起之道。諸比丘！故於此處此義

    即說見順苦集之觀。

    一一  諸比丘！何為順有身滅盡之道耶？

    一二  諸比丘！此處有有聞之聖弟子，見聖人，知聖人之法，善順聖人之法；見善

    知識，知善知識之法，善順善知識之法，不觀色是我，我以色有，我中有色，色中

    有我。

    一三~一五  不觀受……想……行……

    一六  不觀識是我、我以識有，我中有識，識中有我。

    一七  諸比丘！此名順有身滅盡之道，為順有身滅盡之道。諸比丘！故於此處、此

    義即說見順苦滅之觀。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一八a)。

 S.22.45.無常1(一)

《雜阿含84-85經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,45. 三  「諸比丘！色是無常，無常者則苦，苦者則無我。無我者，此則非我所，此非我，

    此非我體。應如是以正慧如實觀之。以如是正慧如實觀者，其心則無所取而離諸漏、

    解脫。

    四~六  受是……想是……行是……

▼. III.66.
    七  識是無常，無常者……其心則無所取而離諸漏、解脫。

    八  諸比丘！若於色界，比丘之心無所取而離諸漏、解脫……於受界……想界……

    行界……於識界，比丘之心無所取而離諸漏、解脫者，令解脫
故久住，久住故知

    足，知足故不恐懼，不恐懼而自般涅槃。知：生已盡、梵行已立、所作已辦、不受

    後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷三(大正藏二、二一c)。

      2 「令解脫故」原本vimuttata由暹羅本vimuttatta改之。

 S.22.46.無常1(二)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是無常，無常者則苦，若者則無我，無我者，此則非我所，此非我，

    此非我體。應如是以正慧如實觀之。

    四~六  受是……想是……行是……

    七  識是無常，無常者則苦，苦者則無我，無我者則此非我所，此非我，此非我體。

    應如是以正慧如實觀。

    八  如是以正慧如實觀者，則不隨前邊之見，不隨前邊
之見者

III,46. ，則不隨後邊之見，不隨後邊之見者，則不執拗
妄取，不執拗妄取者，於色……

    受……想……行……識則心無所取而離諸漏、解脫，解脫故久住，久住故知足，知

    足故不恐懼，不恐懼而自般涅槃。知生已盡……不受後有。」

    註1 漢譯雜阿含卷三(大正藏二、二一c)。

      2 「前邊」「後邊」。六十二見前分之十八及後分之四十四(原註)。

      3 「執拗妄取」。原本thamaso paramaso由暹羅本thamasa-paramaso改之。

 S.22.47.觀見

《雜阿含45、63經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！一類之沙門、婆羅門，觀種種有我之觀見，彼等皆觀五取蘊，或觀其

▼. III.68.
    隨一。

    四  以何為五耶？

    諸比丘！此處有無聞之凡夫，不見聖人…乃至…不順善知識之法。觀我是色，

    我以色有，我中有色，色中有我……觀受……想……行……識是我，我以識有，我

    中有識識中有我。有如是觀見，謂不離
我。

    五  諸比丘！又謂不離我者，則有諸根之入，[謂]眼根、耳根、鼻根、舌根、身根

    是。

    六  諸比丘！有意、有法、有無明界
，觸於無明觸所生之所受之無聞凡夫，思惟

    我，思惟此是我。思惟有，思惟無，思惟有色，思惟無色，思惟有想，思惟無想，

    思惟非想非非想。

III,47.七  諸比丘！亦即於其處住於五根。然則，有聞之聖弟子斷無明而生明。彼人離無

    明而生明故，不思惟我，不思惟此是我，不思惟有，不思惟無，不思惟有色……無

    色……有想……無想……非想非非想。」

    註1 漢譯雜阿含卷二(大正藏二、一一b)同卷三(大正藏二、一六b)。

      2 「不離」原本adhigatam由暹羅本avigatam改之。

      3 「無明界」原本vijjadhatu由暹羅本avijjadhatu改之

S.22.48.蘊

《雜阿含55經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我為汝等說五蘊及五取蘊，且諦聽！

    四  諸比丘！以何為五取蘊耶？

    五  諸比丘！所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近者，

    名為色蘊。

    六~七  所有受之……所有想之…乃至…

    八  所有行之過去、未來、現在、內、外、粗、細…乃至…名為行蘊。

    九  所有識之過去、未來、現在、內、粗、細、劣、勝、遠、近者，名為識蘊。

    一0  諸比丘！此等名為五蘊。

▼. III.70.
    一一  諸比丘！何為五取蘊耶？

    一二  諸比丘！所有色之過去、未來、現在…乃至…遠、近而有漏、所取者，

    名為色取蘊。

    一三~一五  所有受之…乃至…遠、近而有漏、所取者，名為受取蘊。所有想

    之…乃至…所有行之…乃至…有漏、所取者，名為想取蘊。

III,48. 一六  所有識之過去、未來、現在…乃至…遠、近而有漏、所取者，名為識取

    蘊。

    一七  諸比丘！此等名為五取蘊。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一三b)。

 S.22.49.輸屢那(一)

《雜阿含30經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  時，有居士子輸屢那，來詣世尊之住處。詣而…乃至…

    三  一面坐時，世尊謂於居士子輸屢那曰：

    四  「輸屢那！若諸沙門、婆羅門，以無常、苦，變易法之色，觀我是勝，觀我是等，

    觀我是劣者，如何得非不見如實耶？

    五  以無常、苦，變易法之受，觀我是勝，觀我是等，觀我是劣者，如何得非不見

    如實耶？

    六  以無常、苦，變易法之想……

    七  以無常、苦，變易法之行，觀我是勝，觀我是等，觀我是劣者，如何得非不見

    如實耶？

    八  以無常、苦、變易法之識，觀我是勝，觀我是等，觀我是劣者，如何得非不見

    如實耶？

III,49. 九  輸屢那！若諸沙門、婆羅門，以無常、苦、變易法之色，不觀我是勝，不觀我

    是等，不觀我是劣者，如何得不見如實耶？

    一0~一二  以無常、苦、變易法之……想……行……

    一三  以無常、苦變易法之識，不觀我是勝，不觀我是等，不觀我是劣者，如何得

▼. III.72.
    不見如實耶？

    一四  輸屢那！汝意云何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若是無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「若無常、苦、變易之法，得觀此，而此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「受是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常……」

    一六~一七  想……行……

    一八  「識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「若無常、苦、變易之法者、得觀此，此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    一九  「輸屢那！是故於此處所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、

    遠、近者，此非我所，此非我，此非我體，應以如是正慧如實見。

    二0~二二  所有受之……想之……行之……

III,50. 二三  所有識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、勝、劣、遠、近者，此非我

    所，此非我，此非我體，應以如是正慧如實見。

    二四  輸屢那！如是有聞之聖弟子，厭患於色、厭患於受、厭患於想、厭患於行、

    厭患於識、厭患而離欲，離欲故解脫，令解脫故謂解脫智生，知：生已盡、梵行已

    立、所作已辦、不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、六a)。

S.22.50.輸屢那(二)

《雜阿含31經》
▼. III.74.
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  時，有居士子輸屢那，來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    三  一面坐時，世尊謂於居士子輸屢那曰：

    四  「輸屢那！若諸沙門、婆羅門，不知色，不知色集，不知色滅，不知順色滅之道。

    不知受，不知受集
，不知受滅，不知順受滅之道。不知想…乃至…不知行，

    不知行集，不知行滅，不知順行滅之道。不知識，不知識集，不知識滅，不知順識

    滅之道者。輸屢那！彼沙門、婆羅門，不相應於我沙門中之沙門，不相應婆羅門中

    之婆羅門者。又彼具壽等亦非於現法自證知、現證、具足沙門之義、婆羅門之義而

    住。

III,51. 五  輸屢那！若諸沙門、婆羅門，知色，知色集，知色滅，知順色滅之道。知受……

    想……行……知識，知識集，知識滅，知順識滅之道者。輸屢那！彼沙門，婆羅門、

    相應於我沙門中之沙門，相應於婆羅門中之婆羅門者。又彼具壽等，亦於現法自，

    證知、現證、具足沙門之義、婆羅門之義而住。」

    註1 漢譯阿含經卷一(大正藏二、六c)。

      2 「受集」原本有重復。

 S.22.51.喜盡 (一)

《雜阿含1經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！若比丘觀無常之色為無常者，則得
正見。若正觀者，則厭患，喜盡

    故貪盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，名為心解脫、善解脫。

    四  諸比丘！若比丘觀無常之受為無常者，則得正見。若正觀者，則厭患。喜盡故

    貪盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，名為心解脫、善解脫。

    五  諸比丘！若比丘觀無常之想為無常者…乃至…

    六  諸比丘！若比丘觀無常之行為無常者，則得正見。若正觀者則厭患。喜盡故貪

    盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，名為心解脫、善解脫。

    七  諸比丘！若比丘觀無常之識為無常者，則得正見。若正觀者則厭患。喜盡故貪

    盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，名為心解脫、善解脫。」

▼. III.76.
    註1 漢譯未詳。

      2 「得」，原本yayam由暹羅本sa'ssa改之。

 S.22.52.喜盡 (二)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,52. 三  「諸比丘！對色如理作意，且如實以觀色之無常性！諸比丘！比丘若對色如理作

    意，如實以觀色之無常性者，則厭患於色。喜盡故貪盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，

    名為心解脫、善解脫。

    四  諸比丘！對受如理作意，且如實以觀受之無常性！諸比丘！比丘若對受如理作

    意，如實以觀受之無常性者，則厭患於受。喜盡故貪盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，

    名為心解脫、善解脫。

    五  諸比丘！對想……

    六  諸比丘！對行如理作意，且如實以觀行之無常性！諸比丘！比丘若對行如理作

    意，如實以觀行之無常性者，則厭患於色。喜盡故貪盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，

    名為心解脫、善解脫。

    七  諸比丘！對識如理作意，且如實以觀識之無常性！諸比丘！比丘若對識如理作

    意，如實以觀識之無常性者，則厭患於識。喜盡故貪盡，貪盡故喜盡。喜貪盡故，

    名為心解脫、善解脫。」

    註1 漢譯未詳。

  第五 自洲品 [終]

        此品之攝頌曰：

，自洲以及道

，無常等皆二

，觀見蘊輸那

，喜盡皆有二

▼. III.78.
           根本五十經終

        根本五十經品之攝頌曰：

III,53.     名那拘羅父

，無常及重擔

，非汝所應法

，自洲五十經

，是名為第一

第二 中五十經

第一 封滯品

 S.22.53.封滯

《雜阿含40經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！封滯者不解脫，不封滯者，則解脫。

    四  諸比丘！於色封滯而住於識者，以色為所緣，止住於色，近倚喜而住，令生長

    增廣。…乃至…以行為所緣，止住於行，近倚喜而住，令生長增廣。

    五  諸比丘！如說「我離於色，離於受，離於想，離於行，而施設於識之來往、死

    生、長益、廣大」者，無有是處。

    六~一0  諸比丘！比丘若於色界斷貪者，以斷貪故有分斷，無有識之所緣、依止。

    諸比丘！比丘若於受界，……於想界……於行界……於識界斷貪者，以斷貪故有分

    斷，無有識之所緣、依止。

III,54. 一一  識無依止、無增長、無現行而解脫。以解脫故住，以住故知足，知足故無恐

    怖，無恐怖而自般涅槃。知：生已盡、梵行已立、所作已辦、不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、九a)。

 S.22.54.種子

《雜阿含39經》
▼. III.80.
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有五種之種子。以何為五耶？[謂：]根之種子，莖之種子，枝之種

    子，節之種子，種子之種子是。

    四  諸比丘！此五種之種子，不壞、不腐、不害於風熱，有堅核
，雖善貯藏，若

    無地、無水者，諸比丘！此五種之種子，得生長增廣耶？」

        「大德！不也。」

    五  「諸比丘
！此五種之種子，壞、腐、害於風熱，核不堅
，不善貯藏，若有地、

    有水者，諸比丘！此五種之種子，得生長增廣耶？」

        「大德！不也。」

    六  「諸比丘！此五種之種子，不壞…乃至…善貯藏，若有地、有水者，諸比丘！

    此五種之種子，得生長增廣耶？」

        「大德！是也。」

    七  「諸比丘！地界者，譬如可見四識住
。諸比丘！水界者，譬如可見喜貪。諸比

    丘！五種之種子者，譬如可見識與食
。

III,55. 八  諸比丘！於色封滯而住識者，以色為所緣，止住於色，近依喜而住，生長、增

    廣。

    九  諸比丘！於受封滯而住識者，乃……近依喜而住，生長、增廣。

    一0  諸比丘！於想封滯…乃至…

    一一  諸比丘！於行封滯而住識者，以行為所緣，而止住於行，近倚喜而住，生長、

    增廣。

    一二  諸比丘！如說「我離於色、離於受、離於想、離於行，而施設於識之來往、

    死生、長益、廣大」者，無有是處。

    一三  諸比丘！比丘若於色界斷貪者，以斷貪故有分斷，無有識之所緣、依止。

    一四~一六  諸比丘！比丘若於受界……想界……行界……

    一七  若於識界斷貪者，以斷貪故有分斷，無有識之所緣、依止。

    一八  於識無依止、無增益，無現行而解脫。以解脫故住，以住故而知足，知足故

    不恐怖，不恐怖而自般涅槃，知：生已盡…乃至…不受後有。」

▼. III.82.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、八c)。

      2 「有堅核」(saradayini)用原註之讀法，原本及暹羅本均作saradani．

      3 「諸比丘」此節暹羅本缺。

      4 「無堅核」原本無否定辭。

      5 「四識住」業識所緣之色受想行的四蘊。

      6 「食」者緣也。

 S.22.55.優陀那

《雜阿含64經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城……乃至…

    二  於此，世尊為唱優陀那曰：

，非我非我所

，應無我我所

III,56.     若如是勝解

，則斷下分結

    三  如是說時，有一比丘白世尊言：「大德！以何為非我、非我所，應無我、無我所。

    比丘若如是勝解者，為得斷
.下分結耶？」

    四  「比丘！此處有無聞凡夫，不見聖人…乃至…不順善知識，見色是我，我以

    色有，我中有色，色中有我，受……想……行……識是我，識以我有，我中有識，

    識中有我。

    五  彼不如實知色是無常為色無常，不如實知受是無常為受無常，不如實知想是無

    常…乃至…行是無常為行無常，不如實知識是無常為識無常。

    六  不如實知色是苦是為色是苦，不如實知受是……苦，想是……苦，行是……苦，

    識是苦是為識苦。

    七  不如實知色是無我為色無我，不如實知受是無我為受無我。不如實知想…行是

    無我為行無我，不如實知識是無我為識無我。

    八  不如實知色是有為為色有為，不如實知受是有為……想是有為……行是有為

    ……識是有為是識有為。

    九  不如實知色是應壞，不如實知受是應壞……想是應壞……行是應壞……識是應

▼. III.84.
    壞。

III,57. 一0  諸比丘！有聞之聖弟子，見聖人，知聖人之法，善順聖人之法，見善知識，

    知善知識之法，善順善知識之法。不觀色是我，乃至不觀受……想……行……識是

    我。

    一一  彼如實知色是無常是為色無常，如實知受是無常……想是……行是……行是

    無常……識是無常是為識無常。

    一二  色是苦…乃至…識是苦……

    一三  色無我…乃至…識無我……

    一四  色有為…乃至…識有為……

    一五  如實知色應壞，如實知受……想……行……識應壞。

    一六  於彼色壞、受壞、行壞、識壞故、如是比丘，非我、非我所，應無我、無我

    所，比丘若如是勝解者，則斷5?.下分結。」

    一七  [時，彼比丘白世尊曰：]

        「大德！比丘如是勝解者，則斷5?.下分結。大德！又如何知？如何見？以得

    無間諸漏盡耶？」

    一八  「比丘！此處有無聞凡夫，於無畏之處，生起恐畏。比丘！無聞凡夫於非我、

    非我所，應無我、應無我所者，生恐畏。

    一九  比丘！有聞之聖弟子，於無畏之處，不生怖畏。比丘！有聞之聖弟子，於非

    我、非我所，應無我、應無我所者，不生怖畏。

III,58.二0  比丘！於色封滯而住識者，則以色為所緣，止住於色，近倚於喜而住，生長、

    增廣。

    二一~二二  比丘！於受封滯……於想封滯……

    二三  於行封滯而住於識者，則以行為所緣，止住於行，近倚於喜而住，生長、廣

    大。

    二四  比丘！如彼說「我離於色、離於受、離於想4、離於行，而施設於識之來往、

    死生、長益、廣大」者，無有是處。

    二五  比丘！比丘若於色界斷貪者，以斷貪故有分斷，無有識之所緣、依止。

    二六  比丘！比丘若於受界……

▼. III.86.
    二七  比丘！比丘若於想界……

    二八  比丘！比丘若於行界……

    二九  比丘！比丘若於識界斷貪者，以斷貪故有分斷，無有識所緣、依止。

    三0   於識無依止，無增長，無現行而解脫。以解脫故住，以住故而知足，知足故

    無恐怖，無恐怖則自般涅槃。知：生己盡…乃至…不受後有。

    三一  比丘！如是知，如是見者，則得無間諸漏盡。」

    註1 漢譯雜阿含卷二(大正藏二、一六c)。

      2 「非我」原本n0 cassa由暹羅本n0 cassam改之。

      3 「應無我」原本na bhavissati由暹羅本na bhavissami。

      4 「離想」原本逸脫。

S.22.56.取轉

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,59. 三  「諸比丘！有五取蘊，以何為五耶？謂：色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取蘊、識

    取蘊是。

    四  諸比丘！我未如實證知此五取蘊之四轉之間，諸比丘！我於天、魔、梵天之世

    界、沙門、婆羅門、人天之眾生界，不稱無上正等覺為現等覺。

    五  諸比丘！然則我已如實證知五取蘊之四轉故。諸比丘！我於天、魔…乃至…

    人、天之眾生界，稱無上正等覺為現等覺。

    六  以何為四轉耶？我證知色、證知色集、證知色滅、證知順色滅之道，證知受……

    想……行……識，證知識集
、證知識滅、證知順識滅之道。

    七  諸比丘！以何為色耶？諸比丘！四大種及四大種所造之色，名為色。依食之集

    
而有色之集，依食之滅而有色之滅。此順色滅之道者，是八支聖道。謂正見……

    乃至……正定者是。

    八  諸比丘！諸沙門、婆羅門證知如是色，證知如是色集，證知如是色滅，證知如

    是順色滅之道，而向色之厭患、離欲、滅盡，則為善向
。善向者，則為入此法與

    律。

▼. III.88.
    九  諸比丘！諸沙門、婆羅門證知如是色…乃至…證知如是順色滅之道，於色

    厭患、離欲、滅盡，依不取而解脫者，則為善解脫。善解脫者，則為純一，若得純

    一者，則無以轉
之可施設。

    一0  諸比丘！以何為受耶？諸比丘！是六受身。[謂：]眼觸所生受、耳觸所生

III,60. 受、鼻觸所生受、舌觸所生受、身觸所生受、意觸所生受是。諸比丘！此名為受，

    由觸之集而有受之集，由觸之滅而受之滅。此順受滅之道者，是八支聖道，謂：正

    見…乃至…正定是。

    一一  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是受，證知如是集，證知如是受滅，證知

    如是順受滅之道，而向受之厭患、離欲、滅盡者，則為善向。善向者，則入此法與

    律。

    一二  諸比丘！諸沙門、婆羅門而證知如是受……乃至證知如是順受滅之道……乃

    至……則無以轉之可施設者。

    一三~一五  諸比丘！以何為想耶？諸比丘！六想身是。[謂：]色想、聲想、香想、

    味想、所觸想、法想是，此名之為想。依觸之集而有想之集，由觸之滅而想之滅。

    此順想滅之道者，是八支聖道。謂：正見…乃至…正定……乃至則無以轉之可

    施設。

    一六  諸比丘！以何為行耶？諸比丘！六思身是。[謂：]色思、聲思、香思、味思、

    所觸思、法思是，此名之為行。依觸之集而有行之集，依觸之滅而有行之滅。此順

    行滅之道者，是八支聖道，謂：正見…乃至…正定是。

    一七  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是行，證知如是行之集，證知如是行之滅

III,61. ，證知如是順行滅之道，而向於行之厭患、離欲、滅盡者，則為善向。善向者則入

    此法與律。

    一八  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是行，證知如是行之集，證知如是行之滅，

    證知如是順行滅之道，而對行之厭患、離欲、滅盡，由不取而解脫者，則為善解脫。

    善解脫者，則為純一，得純一者，則無以轉之可施設者。

    一九  諸比丘！以何為識耶？諸比丘二六識身是。[謂]：眼識、耳識、鼻識、舌識、

    身識、意識是。諸比丘！此名為識。依名色之集而有識之集。依名色之滅而有識之

    滅。此順識滅道者，是八支聖道。謂：正見…乃至…正定是。

▼. III.90.
    二0  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是識，證知如是識之集，證知如是識之滅、

    證知如是順識滅之道，而向識之厭患、離欲、滅盡者，則為善向。善向者，則入此

    法與律。

    二一  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是識，證知如是識之集，證知如是識之滅，

    證知如是順識滅之道，而對識厭患、離欲、滅盡，不依取而解脫者，為善解脫。得

    善解脫者，則為純一，純一者，則無以轉之可施設。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、九b)。

      2 「識集」原本重復「識滅」之誤。

      3 「食」此處與俱欲貪言為搏食(原註)。

      4 「善向」原本supatipatipanna是supatipanna之誤。

      5 「轉」解作輪迴繫縛。

S.22.57.七處

《雜阿含42經》，《增壹阿含41.3經》，No.150A 《佛說七處三觀1經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！比丘於七處善巧而有三種觀察。於此法與律純一而已立者，名為最上

    人。

    四  諸比丘！何為比丘於七處善巧耶？

III,62. 五  諸比丘！此處有比丘！知色，知色之集，知色之滅，知順色滅之道，知色之味，

    知色之過患，知色之出離。

    六~八  知受……想……行……

    九  知識，知識之集，知識之滅，知順識滅之道，知識之味，知識之過患，知識之

    出離。

    一0  諸比丘！以何為色耶？諸比丘！四大種及四大種所造之色，名之為色。由食

    之集而有色之集，由食之滅而色之滅。此順色滅之道者，是八支聖道。謂：正見……

    乃至……正定是。

    一一  緣色而生樂與喜，為色之味。有色之無常、苦而變壞之法，為色之過患。於

    色調伏欲貪，斷欲貪是為色之出離。

▼. III.92.
    一二  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是色，證知如是色之集，證知如是色之滅、

    證知如是順色滅之道，證知如是色之味，證知如是色之過患，證知如是色之出離，

    而向色之厭患、離欲、滅盡者，則為善向。善向者，則為入此法
與律。

    一三  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是色，證知如是色之集，證知如是色之滅、

    證知如是順色滅之道，證知如是色之味，證知如是色之過患，證知如是色之出離，

III,63. 而對色之厭患、離欲、滅盡，依不取而解脫者，則為善解脫。善解脫者，則為純一。

    純一者，則無以轉之可施設。

    一四  諸比丘！以何為受耶？諸比丘！六受身是。[謂：]眼觸所生之受……乃至

    ……意觸所生之受是。諸比丘！此名為受。依觸之集，而有受之集。依觸之滅，而

    有受之滅。此受滅之道者，是八支聖道。謂：正見…乃至…正定是。

    一六
  緣受而生樂與喜，為受之味。有受之無常、苦而變壞之法，為受之過患。

    於受調伏欲貪，斷欲貪為受之出離。

    一七  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是受，證知如是受之集，證知如是受之滅，

    證知如是順受滅之道，證知如是受之味，證知如受之過患，證知如是受之出離，而

    向受之厭患、離欲、滅盡者，則為善向。善向則入此法與律。

    一八  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是受…乃至…無以轉之可施設。

    一九~二一  諸比丘！以何為想耶？諸比丘！六想身是。[謂]：色想、聲想、香想、

    味想、所觸想、法想是。諸比丘！此名為想…乃至…無以轉之可施設。

    二二  諸比丘！以何為行耶？諸比丘！六思身是。[謂]：色思…乃至…法思

III,64. 是。諸比丘！此名為行。依觸之集而有行之集。依觸之滅而有行之滅。此順行滅之

    道者，是八支聖道。謂：正見…乃至…正定是。

    二三  緣於行所生樂與喜，為行之味。有行之無常、苦而變壞之法，為行之過患。

    於行調伏欲貪，斷欲貪為行之出離。

    二四~二五  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是之行，證知如是行之集，證知如

    是行之滅、證知如是順行滅之道…乃至…向於行之厭患、離欲、滅盡者，則為

    善向。善向則入此法與律…乃至…無以轉之可施設。

    二六  諸比丘！以何為識耶？諸比丘！六識身是。[謂：]眼識、耳識、鼻識、舌識、

    身識、意識是。諸比丘！此名為識。依名色之集而有識之集，依名色之滅而有識之

▼. III.94.
    滅法。此順識滅之道，是八支聖道。謂：正見…乃至…正定是。

    二七  緣識而生樂與喜，為識之味。有識之無常、苦而變壞之法，為識之過患。於

    識調伏欲貪，斷欲貪，為識之出離。

    二八  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是識，證知如是識之集，證知如是識之滅，

    證知如是順識滅之道，證知如是識之味，證知如是識之過患，證知如是識之出離，

    而向識之厭患、離欲、滅盡者，則為善向。善向則入此法與律。

III,65. 二九  諸比丘！諸沙門、婆羅門，證知如是識，證知如是識之集，證知如是識之滅，

    證知如是順識滅之道，證知如是識之味，證知如識之過患，證知如是識之出離，對

    識厭患、離欲、滅盡，依不取而解脫者，則為善解脫。善解脫者，則為純一，純一

    則無以轉之可施設。

    三0   諸比丘！如是比丘為於七處是善巧。

    三一  諸比丘！以何為比丘有三種之觀察耶？諸比丘！此處有比丘！觀察界，觀察

    處，觀察緣起。諸比丘！如是為比丘有三種之觀察。

    三二  諸比丘！比丘於七處善巧而有三種之觀察。於此法與律純一而已立者，名為

    最上人。」

    註1 

      2 「法」之語，原本逸失。

      3 原本之節號碼錯誤，今不改訂。

 S.22.58.等覺者

《雜阿含75、684經》，M.12. Mahasihanadasuttam 師子吼大經，A.10.21.經》，《增壹阿含46.4經》，大正No.780《佛說十力經》，大正No.781《佛說佛十力經》，大正No.802《佛說信解智力經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！如來、應供、正等覺者，不取於色由厭患、離欲、滅盡，而解脫，則

    名為正等覺者。諸比丘！慧解脫之比丘，亦不取於色由厭患、離欲、滅盡，而解脫，

    名為慧解脫者。

    四  諸比丘！如來、應供、正等覺者，不取於受由厭患、離欲、滅盡，而解脫，則

    名為正等覺者。諸比丘！慧解脫之比丘，亦受之厭患…乃至…名為慧解脫者。

▼. III.96.
    五~七  諸比丘！如來、應供、正等覺者，乃想……行……不取於識由厭患、離欲

III,66. 、滅盡，而解脫，名為正等覺者。諸比丘！慧解脫之比丘，亦不取於識由厭患、離

    欲、滅盡，而解脫，名為慧解脫者。

    八  諸比丘！於此，如來、應供、正等覺者與慧解脫之比丘，有何之差別，有何之

    特相，有何之殊異耶？」

    九  「大德！我等於法，乃以世尊為根，以世尊為眼，以世尊為依。大德世尊！願顯

    示此所說之義，諸比丘當從世尊聞而受持。」

        「諸比丘！然則！諦聽！善思念！我當說。」

        「唯唯，大德！」彼諸比丘，應諾世尊。

    一0  世尊乃如是說曰：

        「諸比丘！如來、應供、正等覺者，乃令起未起之道，令生未生之道，說未說之

    道，知道，覺道，悟道。諸比丘！如今諸弟子，隨於道，隨從而成就。

    一一  諸比丘！此乃如來、應供，正等覺者與慧解脫比丘之差別，特相，殊異是。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一九b)。

S.22.59.五群比丘

《雜阿含33-34經》，《律藏》〈大品〉Mv.1.6.13.  大正No.102《佛說五蘊皆空經》，大正No.109《佛說轉法輪經》，大正No.110《佛說三轉法輪經》，大正No.1421《五分律》卷15，大正No.1428《四分律》卷32，大正No.1537《法蘊足論》卷六‧〈聖諦品第十〉(大正26.479-482)
    一  波羅捺國，鹿野苑之因緣。

    二~三  於此，世尊告而比丘曰：…乃至…如是說曰：

 ※ 三  「諸比丘！色是無我。諸比丘！若此色
有我者，此色則無致病，於色則得謂：

    「我用此色，不用彼色。」

    四  諸比丘！然而，色無我故，色乃致病，於色不得謂：「我用此色，不用彼色。」

III,67. 五  受是無我。諸比丘！若此受是有我者，此受則無致病，於此受乃得謂：「我用

    此受，不用彼受。」

    六  諸比丘！然而，受是無我故，受乃致病，於受不得謂：「我用此受，不用彼受。」

    七  想是無我……

    八  行是無我。諸比丘！若此行是有我者，則此行無致病，於此行則得謂：「我用

    此行，不用彼行。」

▼. III.98.
    九  諸比丘！然而，行是無我故，行乃致病，則於行不得謂：「我用此行，不用彼

    行。」

    一0  識是無我。諸比丘！若此識是有我者，則此識無致病，於此識則得謂：「我

    用此識，不用彼識。」

    一一  諸比丘！然而，識是無我故，識乃致病，則於識不得謂：「我用此識，不用

    彼識。」

    一二  諸比丘！汝等於意云何？色是常耶、無常耶？」

        「大德！是無常！」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「以觀見無常、苦而變易之法，得為「此是我所，此是我，此是我體」耶？」

        「大德！不也。」

    一三~一五  受……想……行……

    一六  「識是常住耶、無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

III,68.     「大德！是苦。」

        「觀見無常、苦而變易之法者，得為「此是我所，此是我，此是我體」耶？」

        「大德！不也。」

    一七  「諸比丘！是故，所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、

    近，應如是以正慧作如實觀，此非我所，此非我，此非我體。

    一八  所有受之……

    一九  想之……

    二0   行之……

    二一  識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近，應如是以正慧，

    作如實觀：此非我所，此非我、此非我體。

    二二  諸比丘！多聞之聖弟子，作如是觀者，則厭患色，厭患受……想……行……

    識，厭患者則離貪，離貪者則解脫，解脫者則生已解脫智，知：生已盡、梵行已立、

▼. III.100.
    所作已辦、不受後有。」

    二三  世尊如是說已，五群比丘信受歡喜世尊之所說。又說此教時，五比丘無取著，

    而從諸漏令心解脫。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、七c)律藏大品原典一三頁以下。

      2 「此色」rupam ca hidam 之中，最後一語，原本逸失。

 S.22.60.摩訶利

《雜阿含81經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住毘舍離城大林重閣講堂。

III,69. 二  時，離車人摩訶利來詣世尊之住處…乃至…坐於一面之離車人摩訶利白世

    尊曰：

    三  「大德！富蘭那迦葉如是說：「無因無緣而有眾生之雜染。無因、無緣而致眾

    生雜染。無因、無緣而有眾生之清淨。無因、無緣而致眾生清淨。」世尊！於此當

    如何說耶？」

    四  「摩訶利！有因、有緣而有眾生之雜染。有因、有緣而致眾生雜染。摩訶利！有

    因、有緣而有眾生之清淨。有因、有緣而致眾生清淨。」

    五  「大德！有何因、何緣而有眾生之雜染？有何因、何緣，而致眾生
雜染耶？」

    六  「摩訶利！若於此色，一向於苦，隨於苦，以隨苦不隨樂者，眾生不染著此色。

    摩訶利！然而，色樂，而隨於樂，伴樂不伴苦故，眾生為色所染著、染著故、為結

    縛故，而致雜染。

        摩訶利！有此因、此緣而有眾生之雜染。有此因、此緣而為眾生雜染。

    七  摩訶利！若於此受而一向於苦，隨於苦，伴於苦而不伴於樂者，眾生則不為此

    受所染著。摩訶利！然而，樂於受，隨於樂，伴樂不伴苦故，眾生染著於受，染著

    故而被縛結，被縛故致雜染。

        摩訶利！有此因、此緣而有眾生之雜染。有此因、此緣而致眾生雜染。

    八  摩訶利！若於此想……

    九  摩訶利！若於此行而一向於苦，隨於苦，伴於苦而不伴於樂者，眾生則不為此

III,70. 行所染著。摩訶利！然而，樂於行，隨於樂，伴樂不伴苦故，眾生染著於行。染著

▼.III.102.
    故被縛結，被縛結故致雜染。

        摩訶利！有此因、此緣，有眾生之雜染。有此因、此緣而致眾生雜染。

    一0  摩訶利！若於此識而一向於苦，隨於苦，伴於苦而不伴於樂者，眾生則不染

    著於識。摩訶利！然而，樂於識，隨於樂，伴樂不伴苦故，眾生染著於識。染著故

    被縛結，被縛結故致雜染。

        摩訶利！有此因、此緣而有眾生之雜染。有此因、此緣而致眾生雜染。

    一一  「大德！有何因、何緣而有眾生之清淨耶？有何因、何緣而眾生致雜染耶？」

    一二  「摩訶利！若於此色而一向於樂，隨於樂，伴於樂不伴於苦者，眾生則不厭患

    此色。摩訶利！然而，色是苦，隨於苦，伴於苦而不伴於樂故，眾生厭患於色，厭

    患故離貪，離貪故為清淨。

        摩訶利！有此因、此緣而有眾生之清淨。有此因、此緣而致眾生清淨。

    一三  摩訶利！若於此受……

    一四  想……[行]

    一五  於識而一向於樂，隨於樂，伴於樂不伴於苦者，眾生則不厭患此識。摩訶利！

    然而，識是苦，隨於苦，以伴於苦不伴於樂故，眾生厭患於識，厭患於識故則離貪，

    離貪故致清淨。

III,71. 一六  摩訶利！有此因、此緣而有眾生之清淨。有此因、此緣致眾生清淨。」

    註1 漢譯雜阿含卷二(大正藏二、二0b)。

      2 「眾生」之語，原本逸脫。

S.22.61.熾然

《律藏》〈大品〉Vin. Mv.p.34
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色乃熾然，受乃熾然，想乃熾然，行乃熾然，識乃熾然。

    四  諸比丘！聖弟子，如是觀者，則厭患於色，厭患於受……想……行……識。厭

    患故離貪，離貪故解脫。解脫已，而生解脫智。

    五  知：生已盡、梵行已立、所作已辦、不受後有。」

▼. III.104.
    註1 律藏大品原典三四頁。

 S.22.62.言路

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有三種之言路、增語路、施設路，未令雜亂，未曾令雜亂，現前不令

    雜亂，當不令雜亂，不為有智之沙門，婆羅門所訶譏。以何為三耶？

    四  諸比丘！於過去、已滅、已變壞之色，謂有「曾有」名數，謂有「曾有」名目，

    謂有「曾有」施設。謂無「現有」名數，謂無「當有」名數。

    五  於過去、已滅、已變壞之受，謂有「曾有」名數，謂有「曾有」名目，謂有「曾

    有」施設。謂無「現有」名數，謂無「當有」名數。

    六  於過去、已滅、已變壞之想……

    七  於過去、已滅、已變壞之行，謂有「曾有」名數，謂有「曾有」名目，謂有「曾

    有」施設。謂無「現有」名數，謂無「當有」名數。

III,72.八  於過去、已滅、已變壞之識，謂有「曾有」名數，謂有「曾有」名目，謂有「曾

    有」施設。謂無「現有」名數，謂無「當有」名數。

    九  諸比丘！於未生、未現之色，謂有「當有」名數，謂有「當有」名目，謂有

    「當有」施設。謂無「現有」名數，謂無「曾有」名數。

    一0  於未生、未現之受，謂有「當有」名數，謂有「當有」名目，謂有「當有」

    施設。謂無「現有」名數，謂無「曾有」名數。

    一一  於未生、未現之想…乃至…

    一二  於未生、未現之行，謂有「當有」名數，謂有「當有」名目，謂有「當有」

    施設。謂無「現有」名數，謂無「曾有」名數。

    一三  於未生、未現之識，謂有「當有」名數，謂有「當有」名目，謂有「當有」

    施設。謂無「現有」名數，謂無「曾有」名數。

    一四  諸比丘！於已生，現生之色，謂有「現有」名數，謂有「現有」名目，謂有

    「現有」施設。謂無「曾有」名數，謂無「當有」名數。

    一五  於已生、已現之受，謂有「現有」名數，謂有「現有」名目，謂有「現有」

    施設，謂無「曾有」名數，謂無「當有」名數。

▼. III.106.
    一六  於已生、已現之想……

    一七  於已生，已現之行，謂有「現有」名數，謂有「現有」名目，謂有「現有」

    施設。謂無「曾有」名數，謂無「當有」名數。

    一八  於已生，已現之識，謂有「現有」名數，謂有「現有」名目，謂有「現有」

    施設。謂無「曾有」名數，謂無「當有」名數。

    一九  諸比丘！此三種之言路、增語路、施設路，未令雜亂，未曾令雜亂，現前不

III,73. 令雜亂，當不令雜亂，不令有智之沙門、婆羅門訶譏。

    二0  諸比丘！彼鬱迦羅之住人，瓦沙與槃若是無因論者，無所作論者，無有論者，

    於此三種之言路、增語路，施設路，予以訶責、訶毀者。所以看何？乃畏嘲笑、輕

    侮、非難故他。」

        中五十經中 第一封滯品 [終]

        此品之攝頌曰：

，封滯及種子，優陀那取轉

，七處等覺者，五群之比丘

，以及摩訶利，熾然與言路

第二 阿羅漢品

 S.22.63.取

《雜阿含15經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法要。我願從世尊聽聞法，獨自靜居、不放逸、熱誠、

    專精而住。」

  ▼. III.108.
    四  「比丘！執取時，則為魔所縛，不執取時，則由波旬解脫。」

III,74.     「世尊！[我]承知矣，善逝！[我]承知矣。」

    五  「比丘！汝於我略說之義如何作廣解耶？」

    六  「大德！執取色時，則為魔所縛，不執取時，即由波旬解脫。執取受時，即為魔

    所縛，不執取時，則由波旬解脫。執取想……行……識時，則為魔所縛，不執取時，

    則由波旬解脫。

        大德！我如是廣解世尊所略說之義。」

    六
 「比丘！善哉、善哉！比丘！善能廣解我所略說之義。比丘！執取色時，則為魔

    所縛，不執取時，則由波旬解脫。執取受……想……行……識時，則為魔所縛，不

    執取時，則由波旬解脫。

        比丘！應如是廣勸我所略義之義。」

    七  時，彼比丘歡喜、隨善世尊之所說。即從座而起，敬禮、右繞
世尊而去。

    八  時，彼比丘獨自靜居、不放逸、熱誠、專精不久而住，善男子之正當出家，以

    出家之本意，於現法無上梵行究竟具足自證知、現證而住。證知：生已盡、梵行已

    立、所作已辦、不受後有。

    九  彼比丘得成阿羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、四b)。

      2 原本節號錯誤，今不改訂。

      3 「行右繞」原本逸脫。

S.22.64.思

《雜阿含15、21經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,75. 三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法要…乃至…專精而住。」

    四  「比丘！思時，則為魔所縛，不思時，則由波旬解脫。」

        「世尊！承知矣，善逝！承知矣。」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

▼. III.110.
    六  「大德！思色時則為魔所縛，不思時，則由波旬解脫。思受……想……行……識

    時，則為魔所縛，不思時，則由波旬解脫。

III,76.   大德！我如是廣解世尊所略說之義。

    七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善能廣解我所略說之義。比丘！思色時，則為魔所

    縛，不思時，則由波旬解脫、思受……想……行……識時，則為魔所縛，不思時，

    則由波旬解脫。

        比丘！應如是廣觀我所略說之義。」

    八~九  …乃至…彼比丘得成阿羅漢。

 S.22.65.歡喜

《雜阿含15、74經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法要…乃至…專精而住。」

    四  「比丘！歡喜時，則為魔所縛，不歡喜時，則由波旬解脫。」

        「世尊！承知矣，善逝！承知矣。」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！歡喜色時，則為魔所縛，不歡喜時，則由波旬解脫。歡喜受……想……

    行……識時，則為魔所縛，不歡喜時，則由波旬解脫。

    大德！我如是廣解世尊所略說之義。」

    七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善能廣解我所略說之義。比丘！歡喜色時，則為魔

    所縛，不歡喜時，則由波旬解脫。歡喜受……想……行……識時，則為魔所縛，不

    歡喜時則由波旬解脫。

        比丘！應如是廣勸我所略說之義。」

    八~九  …乃至…彼比丘得成阿羅漢。

 S.22.66.無常

    一~三  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法…乃至…熱誠、專精而住。」

    四  「比丘！於無常者，汝則應斷欲。」

        「世尊！承知矣，善逝！承知矣。」

▼. III.112.
    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！色是無常。我於此應斷欲，受……想……行……識是無常，我於此應斷

    欲。

    大德！就如是廣解世尊所略說之義。」

    七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善廣解我所略說之義。比丘！色是無常。汝於此應

    斷欲，受……想……行……識是無常，汝於此應斷欲。

        比丘！應如是廣觀我所略說之義。」

III,77. 八~九  …乃至…彼比丘得成阿羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、三b)。

 S.22.67.苦

    一~三  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法要…乃至…專精而住。」

    四  「比丘！於苦者，汝應斷欲。」

        「世尊！承知矣，善逝！承知矣。」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！色是苦。我於此應斷欲，受……想……行……識是苦，我於此應斷欲。

    大德！我如是廣解世尊所略說之義。」

    七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善能廣解我所略說之義。比丘！色是苦。汝於此應

    斷欲，受……想……行……識是苦，汝於此應斷欲。

        比丘！應如是廣勸我所略說之義。」

    八~九  …乃至…彼比丘得成阿羅漢。

 S.22.68.無我

《雜阿含17經》
    一~三  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法要…乃至…專精而住。」

    四  「比丘！汝於無我者，則應斷欲。」

        「世尊！承知矣！善逝！承知矣。」

▼. III.114.
III,78. 五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！色是無我。我於此應斷欲，受……想……行……識是無我。我於此應斷

    欲。

        大德！我如是廣解世尊所略說之義。」

    七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善能廣解我所略說之義。比丘！色是無我。汝於此

    應斷欲，受……想……行……識是無我，汝於此應斷欲。

        比丘！應如是廣觀我所略說之義。」

    八~九  …乃至…彼比丘得成阿羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、三b)。

 S.22.69.非自所應

《雜阿含18經》
    一~三  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德世尊！願請為我略說法要…乃至…專精而住。」

    四  「比丘！汝於非自所應者，應斷欲。」

        「世尊！承知矣，善逝！承知矣。」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！色乃非自所應。我於此應斷欲，受……想……行……識乃非自所應，我

    於此應斷欲。

        大德！我如是廣解世尊所略說之義。」

III,79. 七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善廣解我所略說之義。比丘！色乃非自所應，汝於

    此應斷欲，受……想……行……識乃非自所應，汝於此應斷欲。

        比丘！應如是廣觀我所略說之義。」

    八~九  時…乃至…彼比丘得成阿羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、三c)

 S.22.70.止住所染

《雜阿含19經》
▼. III.116.
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！願請為我略說法要，我願從世尊聽聞法…乃至…專精而住。」

    四  「比丘！汝止住於所染者，應斷欲。」

        「世尊！承知矣，善逝！承知矣。」

    五  「比丘！汝如何廣解我所略說之義耶？」

    六  「大德！色是止住於所染，於此應斷欲，受……想……行……識是止住於所染，

    我於此應斷欲。

    大德！我如是廣解世尊所略說之義。」

    七  「比丘！善哉、善哉！比丘！善廣解我所略說之義。比丘！色是止住於所染，汝

    於此應斷欲，受……想……行……識是止住於所染，汝於此應斷欲。

        比丘！應如是廣觀我所略說之義。」

    八~九  時…乃至…彼比丘得成阿羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、四a)。

 S.22.71.羅陀

《雜阿含111經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,80. 二  時，具壽羅陀來詣世尊之住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面，

    三  坐於一面之具壽羅陀白世尊曰：

        「大德！如何知，如何觀者，於此有識之身及外之一切相，得滅我慢、我所慢、

    慢隨眠耶？」

    四  「羅陀！所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近者，如

    是以正慧，作如實觀，此非我所，此非我，此非我體。

    五  所有之受……

    六  想……

    七  行……

    八  識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近者，如是以正慧，

▼. III.118.
    如實觀，此非我所，此非我，此非我體。

    九  羅陀！如是知、如是觀者，則於此有識之身及外之一切相，得滅我慢、我所慢、

    慢隨眠。」

    一0  …乃至…時具壽羅陀得成阿羅漢。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、三七c)。

 S.22.72.修羅陀

    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二~三  時，具壽修羅陀[…乃至…]白世尊曰：

        「大德！如何知，如何觀者，則於此有識之身及外之一切相，得離心、我慢、我

    所慢、慢，超越種種相，而得善解脫耶？」

    四  「修羅陀！所有色之過去、未來、現在…乃至…遠、近者，如是以正慧，作

    如實觀，此非我所，此非我體，則無執取而解脫。

    五~七  所有之受……想……行……

III,81. 八  識之過去未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近者，如是以正慧，作

    如實觀，此非我所，此非我，此非我體，則無執取而解脫。

    九  修羅陀！如是知、如是觀者，則於此有識之身及外之一切相，得離心、我慢、

    我所慢、慢、超越種種相，而得善解脫。」

    一0  …乃至…時具壽修羅陀得成阿羅漢。

    註1 漢譯未詳。

   第二 阿羅漢品 [終]

        此品之攝頌曰：

，取思及歡喜

，無常苦無我

▼. III.120.
，以非自所應

，及止住所染

，羅陀修羅陀

，此等共為十

第三 所 食 品

 S.22.73.味

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！無聞之凡夫，不能如實知色之味與過患及出離。

    四~六  受……想……行……

    七  不能如實知識之味與過患及出離。

III,82 八~一二  諸比丘！有聞之聖弟子，能如實知色……受……想……行……識之味與

    過患及出離。」

    註1 漢譯未詳。

 S.22.74.集(一)    一~二  [爾時世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！無聞之凡夫，不能如實知色之集、滅、味、過患、出離。

    四~六  受……想……行……

    七  不能如實知識之集、滅、味、過患、出離。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子，能如實知色之集、滅、味、過患、出離。

    九~一一  受……想……行……

    一二  能如實知識之集、滅、味、過患、出離。」

    註1 漢譯未詳。

▼. III.122.
 S.22.75.集(二)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有聞之聖弟子，能如實知色集、滅、味、過患、出離。

    四~六  受……想……行……

    七  能如實知識集、滅、味、過患、出離。」

 S.22.76.阿羅漢 (一)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,83. 三  「諸比丘！色是無常。無常則是苦，苦則無我，無我則此非我所、此非我，此非

    我體。應如是以正慧，作如實觀。

    四~六  受……想……行……

    七  識是無常。無常則是苦，苦則無我，無我則此非我所，此非我，此非我體。應

    如是以正慧，作如實觀。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子，如此觀而厭患於色，厭患於受……想……行……識。

    九  厭患而離貪，離貪而解脫，解脫而謂生解脫智。知：生己盡、梵行已立、所作

    已辦、不受後有。

    一0  諸比丘！乃至於有情居，乃至有頂，以如是人為第一，以如是人為世間最勝，

    謂是阿羅漢。」

S.22.76./III,83.︰Yavata, bhikkhave, sattavasa, yavata bhavaggam, ete agga, ete settha lokasmim yadidam arahanto”ti.(諸比丘！乃至於有情居，乃至有頂(天)，這是世間最高(的生物)、最勝(的生物)，即是阿羅漢。)

    一一  世尊如是說，善逝如是說已，師更說曰：

    一二   (一) 安樂阿羅漢      渴愛已無跡

         應斷此我慢     以裂愚昧網

 (二) 獲得不動性
     遠離心污濁

         世名無染者     等梵亦無漏

 (三) 徧知五之蘊      七正法為境

▼. III.124.
         善士應讚歎      此佛之愛子

 (四) 具足七之寶4
     當以學三學

         逍遙為大雄       已無恐怖畏

 (五) 十分已具足5
      定入為龍象

         此世最勝者       渴愛已無跡

 (六) 已生無學智        此為最後身

         若得梵行果       則無他所緣

III,84.      (七) 無搖種種想       輪迴轉解脫

         獲得調御位       為此世勝者

 (八) 上下亦左右6
     絕無有歡喜

         師子吼宣說       世間無上佛

    註1 漢譯未詳。

      2 「不動」云云，原本anejanto由暹羅本及原註anejante改之。

      3 「七正法」，信、慚、愧、多真、發勤、在念、慧之七種(原註)。

      4 「七寶」，謂七覺支(原註)。

      5 「十分」謂無學位十之分(原註)。

▼. III.126.
      6 「上下左右」原註有三釋1.上為頭髮頂、下是蹠、左右是中央，2.是過去、未來、

        現在，3.是配稱天界、惡趣、人界。

 S.22.77.阿羅漢(二)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！應如是以正慧，如實觀色是無常，無常則是苦，苦則無我，無我，則

    此非我所，此非我，此非我體。

    四~七  應觀受……

    八  諸比丘！有聞之聖弟子，如是觀而厭患於色、厭患於受……想……行……識。

    九  厭患而離貪，離貪而解脫，解脫而謂生解脫智。知：生已盡、梵行已立、所作

    已辦、不受後有。

    一0  諸比丘！乃至有情居，乃至有頂，以如是人為第一，以如是人為世間最勝，

    謂是阿羅漢。」

S.22.78.師子(一)

A.4.33
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！獸王師子，暮時出居處，出居處而奮迅，奮迅而普觀四方，乃作三次

    之師子吼，三次師子吼後，而出求食。

III,85. 四  諸比丘！凡畜生聞獸王師子吼聲，則墮大怖畏、戰慄、恐懼。棲穴者入穴，棲

    水者入水，棲林者入林，鳥則就於虛空。

    五  諸比丘！國王有象，以繩堅固縛於村邑王都，彼等亦一破截彼縛，怖畏而失大

    小便，以所有之力便而逃走。

    六  諸比丘！獸王師子，於畜生有如是大力，有如是大勢力，有如是大威力。

    七  諸比丘！如是如來、應供、正等覺者、明行具足者、世間解、無上調御丈夫、

    天人師、佛陀、世尊出生於世時，說法謂如是色，如是色之集，如是色之滅，如是

    ……受……想……行……識，如是識之集，如是識之滅。

    八  諸比丘！彼諸長壽天雖是美麗(vannavanto)、多樂(sukhabahula)久住於高殿中(uccesu vimanesu ciratthitika)，聞如來之說法，則墮大怖畏、戰

    慄、恐怖：「我等無常而謂常住，我等不堅固而謂堅固，我等不恆常而謂恆常，我

    等無常、不堅固、不常恆而謂有身所攝。」

▼. III.128.
    九  諸比丘！如來於世間有如是大力，有如是大勢力，有如是大威力。」

    一0  世尊如是說，善逝如是說已，更說曰：

III,86.       (一) 佛於現證知

        於人天世間

        常轉法之輪

        比如無師教

 (二) 如是有身滅

        如是有身生

        八支之聖道

        乃滅苦之道

 (三) 形體勝有譽

        長壽之諸天

        聞名則戰慄

        似獸見師子

 (四) 如應已解脫

        聞羅漢教言

        此乃無常身

        我等超有身 (vippamuttassa tadino=如此解脫)

Avitivatta sa-kkayam, anicca kira bho mayam; 

 
Sutva arahato vakyam, vippamuttassa tadino”ti. 

未解脫的已存在的身體，友！我們的確是無常；已聞羅漢敍述，如此解脫。
    註1 漢譯未詳。和增支部經典第四集三十三經一致

S.22.79.師子(二)

《雜阿含46經》
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！諸沙門、婆羅門，憶念種種之宿住。憶念者，則憶念此一切五蘊，或

    隨其一。

    四  諸比丘！我於過去世謂有如是色者，則憶念色。諸比丘！我於過去世謂有如是

    受者，則憶念受。諸比丘！我於過去世謂有如是想……行……識者，則憶念識。

    五  諸比丘！說名為色者何耶？諸比丘！為所惱壞故名為色也。何以為所惱壞耶？

▼. III.130.
    以寒受惱壞，以熱受惱壞，以飢受惱壞，以渴受惱壞，以虻、蚊、風、熱、蝎(蠍)、蛇

    所觸而為所惱壞。諸比丘！為所惱壞故名為色。

III,87. 六  諸比丘！說名為受者何耶？諸比丘！領受故名為受。領受者何耶？領受於樂，

    領受於苦，領受不苦不樂是。諸比丘！領受故名為受。

    七  諸比丘！說名為想者何耶？諸比丘！了解故名為想。了解者何耶？了解青，了

    解黃，了解赤，了解白是。諸比丘！了解故名為想。

    八  諸比丘！說名為行者何耶？諸比丘！現行於有為故名為行。現行於有為者何

    耶？以色為色性故，現行於有為，以受為受性故，現行於有為，以想為想性故，現

    行於有為，以行為行性故，現行於有為，以識為識性故，現行於有為。諸比丘！現

    行於有為故名行。

    九  諸比丘！說名為識者何耶？諸比丘！了知故名為識。了知者何耶？了知醋、了

    知苦、了知辛、了知甘
、了知苛，了知不苛，了知鹹，了知不鹹。諸比丘！了知

    故名為識。

    一0  諸比丘！於此有聞之聖弟子，乃如是思擇。

    一一  如「我今為色所食：我於過去世，亦為色所食，如今現在為色所食。我若樂

    著於未來之色者，則我於未來世，亦應為色所食，乃如今現在為色所食。」彼如是

    思擇、則不顧過去之色，不樂著未來之色，則於現在之色向厭患、離貪、滅盡。

    一二  如「我今為受所食：我於過去世，亦為受所食，乃如今現在為受所食。我若

III,88. 樂著於未來之受者，則我於未來世亦應為受所食，乃如今現在為受所食。」彼如是

    思擇，則不顧過去之受，不樂著未來之受，則於現在之受向厭患、離貪、滅盡。

    一三  如「我今為所想所食……

    一四  如「我今為行所食，我於過去世，亦為行所食，乃如今現在為行所食。我若

    樂著未來之行者，乃如今現在為行所食。我若樂著於未來之行者，則我於未來世，

    亦應為行所食，乃如今現在為行所食。」彼如是思擇，則不顧過去之行，不樂著未

    來之行，則於現在之行向厭患、離貪、滅盡。

    一五  如「我今為識所食，我於過去世，亦為識所食，乃如今現在為識所食。我若

    樂著未來之識者，則我於未來世，亦應為識所食，乃如今現在為識所食。」彼如是

    思擇，則不顧過去之識，不樂著未來之識，則於現在之識向厭患、離貪、滅盡。

▼. III.132.
    一六  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「若觀此無常、苦變易之法者，得有此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    一七~一九  受……想……行……

III,89. 二0  「識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「若觀此無常、苦變易之法者，得有此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    二一  「諸比丘！應如是以正慧如實作觀。是故諸色之過去、未來、現在、內外、粗

    細、劣、勝、遠、近之一切色，乃非我所，非我，非我體。

    二二  受……

    二三  想……

    二四  行……

    二五  應如是以正慧如實作觀。識之過去、未來、現在…乃至…遠近之一切識，

    乃非我所，非我，非我體。

    二六  諸比丘！聖弟子以此名為減而不增，捨而不取，退而不近，離薰而不徧薰。

    二七  何以減而不增耶？以減色而不增，以減受……想……行……識而不增。

    二八  何以捨而不取耶？以捨色而不取，以捨受……想……行……識而不取。

    二九  何以退而不近耶？以退去色而不近，退去受……想……行……識而不近。

III,90. 三0   何以離薰而不徧薰耶？以離薰色而不徧薰，離薰受……想……行……識而不

    徧薰。

    三一  諸比丘！有聞之聖弟子，作如是觀，以厭患於色，厭患於受……想……行……

    識，厭患而離貪，離貪而解脫，解脫而生解脫智，則知：生已盡、梵行已立、所作

▼. III.134.
    已辦、不受後有。

    三二  諸比丘！比丘以此為不增不減，已減而住，不捨不取，已捨而住，不退不近，

    已退而住，不離薰、不徧薰。

    二三  已離薰而住，何以不增不減耶？已減而住，以色不增不減。已減而住，受……

    想……行……識不增不減。

    三四  已減而住，何以不捨不取耶？已捨而住，以色不捨不取，已捨而住，以受……

    想……行……識不捨不取。

    三五  已捨而住，何以不退、不近耶？已退而住，由色不退不近，已退而住，由受

    ……想……行……識不退不近。

    三六  已退而住，何以不離薰、不徧薰耶？已離薰而住，以色不離薰、不徧薰，已

    離薰而住，以受……想……行……識不離薰、不徧薰。

    三七  已離薰而住。諸比丘！如是心解脫之比丘，是帝釋天、梵天、生主之諸天所

    遙望而歸依。」

III,91. 三八        歸命人良馬

         歸命最勝人

         汝所依靜慮

         我等所難知3

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一一b)英譯者，此經名為「師子」是錯誤，應該是云「所

        食」。於漢譯謂「三世陰世所食經。」

      2 「甘」原本madhukam由暹羅本madhuram改之。

      3 「我等」云云，原本tenabhijanama由暹羅本te nabhijanama改之。

 S.22.80.乞食

《雜阿含272經》，《中阿含140經》至邊經》
    一  爾時，世尊住釋迦國之迦維羅衛城尼拘律園。

    二  時，世尊為少諍事故斥比丘眾後，清晨著下衣、持缽、衣，入迦維羅衛城乞食。

    三  行於迦維羅衛城乞食。食已，從乞食還到大林，以行晝日坐。入大林坐於毘羅

    婆若樹下，以行晝日坐。

▼. III.136.
    四  時，世尊靜居宴默，心生如是思念：

    五  「我雖退卻比丘眾，但此處有新參之諸比丘，出家不久，初入此法與律，彼等不

    見我，或生別異(siya abbathattam或生變心)，或生變易。猶如幼犢不見母，或生別異，或生變易。

    六  如是此處有新參之諸比丘，出家未久，初入此法與律，彼等不見我，或生別異，

    或生變易，猶如種子不得水，或生別異，或生變易。

    七  如是此處…乃至…彼等不見我，或生別異，或生變易，我宜如前往攝取比

    丘眾，如是今應攝取此比丘眾。」

    八  時有索訶主梵天，知世尊心之所思念，譬喻力士之屈伸腕，伸屈腕，速沒於梵

    天界，現於世尊之前。

III,92.九  時，索訶主梵天，偏袒上衣之一肩，合掌奉世尊，白世尊曰：

        「世尊！如是，善逝！如是。大德！世尊難避卻比丘眾。

    一0  此處有新參之諸比丘，出家未久，初入此法與律，彼等不見世尊，或生別異，

    或生變易。猶如幼犢不見母，或生別異，或生變易。

    一一  如是此處有新參諸比丘，出家未久，初入此法與律，彼等不見世尊，或生別

    異，或生變易。猶如種子不得水，或生別異，或生變易。

    一二  如是此處有新參諸比丘，出家未久，初入此法與律，彼等不得見世尊，或生

    別異，或生變易。

    一三  大德世尊！令比丘眾歡喜，大德世尊！令比丘眾歡呼！大德世尊！應如先前

    之攝取比丘眾，如今當攝取比丘眾。」

    一四  世尊默然而許。

    一五  時，索訶主梵天知世尊之允許，敬禮世尊，若繞即沒於其處。

    一六  時，世尊暮時，由宴默而起，到尼拘律園。到已，坐於所設之座。坐已，世

    尊如是示現神通變化。彼諸比丘，獨
自或各二人以懷慚愧之色，令來我處。

III,93. 一七  彼諸比丘，獨自或各二人懷慚愧之色，來詣世尊之住處。詣已，敬禮世尊，

    坐於一面。

    一八  坐於一面時，世尊則謂彼諸比丘曰：

        「諸比丘
！於此處乞食者，乃諸活命中之下端。於世間如是禁咒
，謂汝乞食

    者，手持缽遊方。諸比丘！然而知如是義趣，諸善男子之到此，乃緣於有義趣。非

▼. III.138.
    為王所強迫，非為賊所強迫，非為負債之故，非為苦於活命
，我等
沈沒於生、

    老、死、愁、悲、苦、憂、惱，沈於苦，為苦所圍，不知盡此純一之苦蘊。

    一九  諸比丘！如是而出家之彼善男子，以起貪欲，於諸欲生極染著，心有瞋恚，

    意有害想，失念而不正知，不入於定，心散亂，乃凡俗諸根是。諸比丘
！猶如焚

    屍火槽，燃燒兩端，而中間塗糞，於村亦不用材，於林間亦不用之材。諸比丘！我

    乃說如是此人，既棄在家人之受用，亦不圓滿於沙門之義。

    二0  諸比丘！有三不善覺，[謂]：貪覺、恚覺、害覺是。諸比丘！或修習無相三

    昧時，此三不善覺之無餘滅盡，於四念處，心
安住而住。

    二一  諸比丘！然則修習無相三昧亦善。諸比丘！多作修習無相三昧者，果多，功

    德多。

III,94. 二二  諸比丘！有二種見。[謂]：有見、非有見是。諸比丘！此中有聞之聖弟子，

    如是思擇之，謂於世間有少法，我取之而為無罪過者否？

    二三  彼如是知，謂於世間乃少法，而我取之而非為無罪過，我若取色者，則有所

    取，若取受……想……行……識者則有所取，然則緣取而生有，緣有而生生，緣生

    而生老、死、愁、悲、苦、憂、惱。，如是而有此純一之苦蘊集。

    二四  諸比丘！汝等於意云何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若是無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「若觀此是無常、苦變易之法者，可得此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    二五~二八  受……想……行……識是常
耶？………至……

    二九~三0  「諸比丘！於此如是觀故……乃至，知……更不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、七一c)中阿含經卷三十四(大正藏一、六四七a)。

      2 「獨」云云，原本ekavihakaya由暹羅本ekadvihikaya改之。

      3 以下次節至最終，與如是語經九一同文。

▼. III.140.
      4 如是禁咒原本abhisapayam由暹羅本abhisap0'yam改之。

      5 「苦於活命」原本jivikapakata由暹羅本ajivika'pakata改之

      6 「我等」云云，原本atinnamhi由暹羅本atinna'mha改之。

      7 此喻出增支部經典原典二、九五，本生經原典一、四八二。

      8 「心」原本citassa是cittassa之誤。

      9 常，原本samkhittam由暹羅本niccam改之。

 S.22.81.波陀聚落

《雜阿含57經》
    一  爾時，世尊住拘睒彌國瞿師多羅園。

III,95.二  時，世尊清晨著下衣、持缽、衣，入拘睒彌乞食。行於拘睒彌乞食，食已，從

    乞食還，自收藏臥、坐具，持缽、衣，未告侍者，不顧比丘眾，獨去遊方。

    三  時，有一比丘，於世尊出去未久，來至具壽阿難處，來而言於具壽阿難曰：

        「友阿難！世尊自收藏臥、坐具，持缽、衣，未告侍者，不顧比丘眾，獨
去遊

    方矣。」

    四  「友！世尊自收藏臥、坐具，持缽、衣，未告侍者，不顧比丘眾，獨往遊方時，

    世尊欲獨住，任何人皆不得隨從。」

    五  時，世尊順次遊方到波陀聚落。於此，世尊住於波陀聚落跋陀薩羅樹下。

    六  時，有眾多比丘，來至具壽阿難之處，與具壽阿難俱相交談慶慰、歡喜、感銘

    之言後，坐於一面。

    七  坐於一面之彼諸比丘，言具壽阿難曰：

        「友阿難！已久不親聞世尊之說法。友阿難！我等欲親聞世尊之說法。」

    八  時，具壽阿難，與彼諸比丘眾俱，來詣波陀聚落跋陀薩羅樹，世尊之住處。詣

    已，敬禮世尊，坐於一面。

    九  坐於一面時，世尊為彼諸比丘說法，教示、勸導，讚歎勉勵，令之歡喜。

III,96. 一0  爾時，有一比丘！心生如是思念：

        「如何知，如何觀者，得無間盡諸漏耶？」

    一一  時，世尊知彼比丘心之所思念，以告諸比丘曰：

▼. III.142.
        「諸比丘！我思擇而說法，思擇而說四念處，思擇而說四正勤
，思擇而說四如

    意足，思擇而說五根，思擇而說五力，思擇而說七覺分，思擇而說八聖道分。

        諸比丘！如是乃我思擇之說法。

    一二  諸比丘！如是我思擇說法
，時，此處有一比丘，心生是念：「如何知，如

    何觀者，得無間盡諸漏？」

    一三  諸比丘！如何知，如何觀者，得無間盡諸漏耶？

    一四  諸比丘！於此處有無聞凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不

    見善知識…乃至…不隨善知識之法，以見色為我。諸比丘！彼以見為行，此行

    以何為因？以何為集？從何而生？從何而現耶？諸比丘！若於無明觸所生之所受觸

    者，於無聞之凡夫，生渴愛，依此而生行。諸比丘！如是彼行亦是無常、有為、緣

    無間盡諸起所生，彼渴愛亦是無常、有為、緣起所生。彼受……彼觸亦是無常、有

    為、緣起所生。彼受……彼觸亦是無常、有為、緣起所生。彼無明亦是無常、有為、

III,97. 緣起所生。諸比丘！如是知，如是觀者，於無間盡諸漏。

 ※ 一七  雖不見色是我，卻見我有色。諸比丘！彼以見為行，此行以何為因？以何為

    集？從何而生？從何而現耶？諸比丘！若於無明觸所生之所受觸，於無聞凡夫生渴

    愛，由此而生行。諸比丘！如是彼行亦是無常、有為、緣起所生。諸比丘！彼渴愛

    ……受……觸……無明亦是無常、有為、緣起所生。諸比丘！如是知、如是觀者，

    於無間而盡諸漏。

    一八  雖不見色是我，亦不見我有色，卻見我中有色。諸比丘！彼以見為行。此行

    以何因、以何集、從何而生？從何而現耶？諸比丘！於無明觸所生之所受觸者，於

    無聞之凡夫，生渴愛，由此而生行。諸比丘！如是彼行亦是無常、有為、緣起所生。

    彼渴愛……受……觸……無明亦是無常、有為、緣起所生。諸比丘！如是知，如是

    觀者，於無間盡諸漏。

    一九  不見色是我，不見我有色，亦不見我中有色，卻見色中有我。諸比丘！彼以

    見為行。此行以何為因、以何為集、從何而生？從何而現耶？諸比丘！於無明觸所

    生之所受觸者，於無聞凡夫生渴愛，由此而生行。諸比丘！如是彼行亦是無常、有

III,98.為、緣起所生。彼渴愛……受……觸……無明亦是無常、有為、緣起所生。諸比丘！

    如是知…乃至…盡諸漏。

▼. III.144.
    二0  雖不見色是我，亦不見我有色，我中有色，色中有我。

    二一  但見受是我，見我有受，見我中有受，見受中有我。

    二二~二三  見想……行是我，見我有行，見我中有行，見行中有我。

    二四  見識是我，見我有識，見我中有色，見識中有我。諸比丘！彼以見為行。此

    行以何為因…乃至…從何而現耶？諸比丘！於無明觸所生之所受觸者，無聞凡

    夫生渴愛，由此而生行。諸比丘！如是彼行亦是無常、有為、緣起所生。彼渴愛……

    受……觸……無明亦是無常、有為、緣起所生。諸比丘！如是知，如是觀者，於無

    間盡諸漏。

    二五  不見色是我，不見受是我，亦不見想……行……識是我，以起如是見，[謂]

    此是我，此是世間，死後有我、有常、恒、永住而不變易之法。諸比丘！彼以常見

    為行。此行以何為因…乃至…諸比丘！如是知，如是觀者，於無間盡諸漏。

III,99. 二六  雖不見色是我，亦不見受……想……行……識是我，以起如是見，而雖不以

    為此是我，此是世間，死後有我、常、恒、永住不變易之法，但起如是見，[謂：]

    應非有我，非有我所，應非我、非我所。

    二七  諸比丘！彼以斷見為行。此行以何為因、以何為集、從何而生、從何而現耶？

    諸比丘！於無明觸所生之所受觸者，無聞凡夫生渴愛，由此而生行。諸比丘！如是

    彼行亦是無常…乃至…諸比丘！如是知、如是觀者，於無間盡諸漏。

    二八  不見色是我，不見受……想……行……識是我，以起如是之見，但不以為此

    是我，此是世間，死後有我、常、恒、永住不變易之法，起如是之見，不以為非有

    我，非有我所、非我、非我所，唯疑惑、猶豫而不追究於正法。

    二九  諸比丘！彼疑惑、猶豫，而不追究於正法為行。此行以何為因、以何為集、

    從何而生、從何而現耶？諸比丘！於無明觸所生之所受觸者，無聞凡夫生渴愛，由

    此而生行。諸比丘！如是，彼行亦是無常，有為、緣起所生。彼渴愛亦是無常、有

    為、緣起所生。彼受亦是無常、有為、緣起所生。彼觸亦是無常、有為、緣起所生。

    彼無明亦是無常、有為、緣起所生。

    三0  諸比丘！如是知、如是觀者，於無間盡諸漏。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一三c)

▼. III.146.
      2 「無二」adutiy0原本逸失。

      3 「四」Cattaro原本逸失。

      4 「說法」原本desite……dhamme由暹羅本desito……dhamm0改之。

III,100.

S.22.82.滿月

《雜阿含58經》，M.109. Mahapunnamasuttam 滿月大經，M.110. Culapunnamasuttam滿月小經
    一  爾時，世尊住舍衛城東園鹿母講堂，與大比丘眾俱。

    二  時，世尊於十五日布薩滿月之夜，為比丘眾所圍繞而坐於露地。

    三  時，有一比丘，從座而起，偏袒[右]肩，向世尊合掌，白世尊曰：

        「大德！世尊若許答我問者，我願聊問世尊。」

        「比丘！然則坐於己座，而如所欲問。」

    四  「唯唯，大德！」彼比丘應答世尊。則坐於己座，而白世尊曰：

        「大德！有五取蘊，謂：色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取蘊、識取蘊是，此事然

    耶？」

        「比丘！有五取蘊，謂色取蘊……

    五  「善哉，大德！」彼比丘歡喜、隨喜世尊之所說，再問世尊曰：

        「大德！此五取蘊以何為根耶？」

        「比丘！此五取蘊乃以欲為根。」

    六  …乃至…

        「大德！彼五取蘊即是取耶？以離五取蘊有取耶？」

III,101.    「比丘！彼五取蘊亦非耶取，亦非離五取蘊有取。於彼有貪欲者，此，乃取。」

    七  「善哉，大德！」彼比丘…乃至…再問世尊言：

        「大德！於五取蘊，應有欲貪之差別耶？」

        「比丘！世尊當說，比丘！於此有一人如是思惟，謂：我於未來世得如是色，我

    於未來世得如是受，我於未來世得如是想，我於未來世得如是行，我於未來世得如

    是識。比丘！於如是五取蘊，當有欲貪之差別。」

    八  「善哉，大德！」彼比丘…乃至…更問世尊曰：

        「如何蘊名為蘊耶？」

        「比丘
！以色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近名為色

▼. III.148.
    蘊。以受……想……行……識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、

    近名為識蘊。比丘！以此等之蘊名為蘊。」

    九  「善哉，大德！」彼比丘…乃至…更問世尊曰：

        「大德！依何因、何緣名為色取蘊耶？依何因、何緣為受取蘊耶？依何因、何緣

    為想取蘊耶？依何因、何緣為行取蘊耶？依何因、何緣為識取蘊耶？」

        「比丘！以四大為因、以四大為緣，而為色取蘊。以觸為因、以觸為緣，而為

III,102. 受取蘊。以觸為因、以觸為緣，而為想取蘊。以觸為因、以觸為緣，而為行取蘊。

    以名色為因、以名色為緣，而為識取蘊。」

    一0  「善哉，大德！」彼比丘…乃至…更問世尊曰：

        「大德！如何而起有身見耶？」

        「比丘！於此處之無聞凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不見善

    知識，不知善知識之法，不順善知識之法，以見色是我，我乃色有，我中有色、色

    中有我。見受……想……行……識是我，我乃識有，我中有識，識中有我。比丘！

    如是而起有身見。」

    一一  「善哉，大德！」彼比丘…乃至…更問世尊曰：

        「大德！如何而不起有身見耶？」

        「比丘！於此處有有聞之聖弟子，見聖人之法，知聖人之法，善順聖人之法，見

    善知識，知善知識之法，善順善知識法，不以色是我，我乃以色而有，我中有色、

    色中有我，不以受……想……行……識是我，我乃識有，我中有識，識中有我。比

    丘！如是而不起有身見。」

    一二  「善哉，大德！」彼比丘…乃至…更問世尊曰：

        「大德！以何為色之味？以何為過患？以何為出離耶？以何為受……想……行

    ……識之味？以何為過患？以何為出離耶？」

III,103. 「比丘！緣色所生喜樂為色之味。色之無常、苦、變易之法，為色之過患。於色

    調伏欲貪、斷欲貪，為色之出離。緣受……想……行……識所生喜樂，為識之味。

    識之無常、苦變易之法，為識之過患。於識調伏欲貪、斷欲貪為識之出離。」

    一三  「善哉，大德！」彼比丘歡喜、隨喜世尊之所說，而更問世尊曰：

        「大德！如何知、如何觀者，於此有識之身及外之一切諸相，不起我慢、我所慢

▼. III.150
    之隨眠耶？」

        「比丘！如是以正慧作如實觀色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、

    遠、近之一切色，此非我所，此非我，此非我體。如是以正慧作如實觀受……想……

    行……識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近之一切識，此非

    我所，此非我，此非我體。比丘！如是知、如是觀者，則於此有識之身及外之一切

    諸相，不起我慢、我所慢之隨眠。」

    一四  其時有一比丘，心生思念：

        「如是色乃無我，受……想……行……識乃無我。[然]無我所作之業，何者之

    我應受？」

    一五  時，世尊心知彼比丘心之所思念，以告諸比丘曰：

III,104.  「諸比丘！此處有一愚人，以無智、無明渴愛所礙之心，思惟能越師教而言，

    [謂：]「如是色乃無我，受……想……行……識乃無我，[然]無我所作之業，何

    者之我應受？」諸比丘！處處於彼諸法，受我質問之調練！

    一六  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    一七~一九  受……想……行……

    二0  「識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「無常、苦、變易之法者，以見於此，得以此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    二一  是故於此處…乃至…如是觀，知更不受後有。

    二二  蘊二即未來

，名因有身二

，乃至味有識

，以應比丘問

，以此說為十

▼. III.152.
   所食品第三 [終]

    註1 漢譯雜阿經卷二(大正藏二、一四b)中部經典一0九、一一0。

      2 「比丘」原本bhikkhave是bhikkhu之誤。

        此品之攝頌曰：

，味及集之二

，阿羅漢亦二

，師子及所食

，乞食與波陀

，滿月等為十

III,105.

第四 長 老 品

S.22.83.阿難

《雜阿含261經》
    一  如是我聞。爾時，具壽阿難，住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  於此，具壽阿難告諸比丘曰：「友，諸比丘！」

        「友！唯然。」彼諸比丘
應諾具壽阿難。

        具壽阿難曰：

    三  「具壽富留那彌多羅尼子，於我等新參時，為所饒益極多。彼教誡我等，則以如

    是之教誡，謂：

        「友阿難！計取故有我，不取者則不計。

    四  以何計取故有我？不取者則不計耶？

        以計取色故有我，不取者則不計。以計取受……想……行……識故有我，不取

    者則不計。

    五  友阿難！譬如男女之壯年少年而好裝飾者，於清淨潔白之明鏡，及於明澄之水

▼. III.154.
    缽，以觀察自己之面相時，取之故見，不取者則不見。如是，友阿難！以取色故有

    我，不取者則不計。以計取受……想……行……識故有我，不取者則不計。

    六  友阿難！汝於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「友！是無常。」

    七~一0  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「友！是無常。」

    一一  「故於此處…乃至…

    一二  如是觀……知更不受後有。」

III,106. 一三  具壽富留那彌多羅尼子，於我等新參時，為所饒益極多。彼以教誡我等，則

    以如是之教誡，我由具壽富留那彌多羅尼子聞此說法，於法現觀。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六六a)。

      2 「彼」原本 ti 是 te 之誤。

 S.22.84.低舍

《雜阿含271經》
    一  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    二  爾時，具壽低舍乃世尊之從弟，言眾多之比丘曰：

        「友等！我身倦怠，不明諸方，不分別法，我心纏於惛眠，不樂修梵行，於法疑

    惑。」

    三  時，眾多之比丘，來詣世尊之住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    四  坐於一面之彼諸比丘，白世尊曰：

        「大德！世尊之從弟具壽低舍，言眾多之比丘曰：「友等！我身倦怠，不明諸方，

    不分別法，我心纏於惛眠，不樂修梵行，於法疑惑。」」

    五  時，世尊告一比丘曰：

        「比丘！汝以我名往告比丘低舍，謂：「友低舍！師呼汝。」」

    六  「唯然，大德！」彼比丘應諾世尊，則到具壽低舍之處，到已而以言具壽低舍曰：

    「友低舍！師呼汝。」

    七  「唯然！友。」具壽低舍應諾彼比丘，則來詣世尊之處。詣而敬禮世尊，坐於一

▼. III.156.
    面。

    八  坐一面時，世尊言具壽低舍曰：

III,107.  「低舍！汝言於眾多之比丘：「友等！我身倦怠…乃至…於法疑惑」，真實

    耶？」

        「唯唯，大德！」

    九  「低舍！於汝意如何，若於色不離貪、不離欲、不離愛、不離渴、不離熱煩、不

    離渴愛者，彼色之變易、變異而生愁、悲、苦、憂、惱耶？

        「大德！如是。」

    一0~一三  「善哉、善哉！低舍，低舍！正如是於色不離貪。於受……想……行不

    離貪……彼行之變易、變異而生愁、悲、苦、憂、惱耶？」

        「大德！如是。」

    一四  「善哉、善哉！低舍、低舍！正如是於行不離貪，於識不離貪、不離欲、不離

    愛、不離渴、不離熱煩、不渴愛者，彼識之變易、變異而生愁、悲、苦、憂、惱耶？」

        「大德！如是。」

    一五  「善哉、善哉！低舍、低舍！正如是於識不離貪。

    一六  低舍！於汝意如何！若於色離貪、離欲、離愛、離渴、離熱煩，離渴愛者，

    彼色之變易、變異而生愁、悲、苦、憂、惱耶？」

        「大德！不也。」

III,108. 一七  「善哉、善哉！低舍、低舍！如是於色離貪。於受……想……行離貪……於識

    離貪、離欲、離愛、離渴、離熱煩、離渴愛者，彼識之變易、變異而生愁、悲、苦、

    憂、惱耶？」

        「大德！不也。」

    一八  「善哉、善哉！低舍、低舍！正如是於識離貪。

    一九  低舍！汝於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    二0~二三  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    二四  「故於此處…乃至…」

▼. III.158.
    二五  如是觀……知…乃至…不更受後有。

    二六  「低舍！譬如有二男子，一男子不知路，一男子知路。不知路之男子，問知路

    之男子。彼言曰：「男子！此路如是。從此道須臾赴往。從此道須臾往者，則見二

    道。然則，當捨左道以從右道。從此道須臾往赴。從此道須臾往者，則見大叢林。

    從此道須臾往赴。從此道須臾往者，則見甚大而深之沼澤。從此道須臾往赴。從此

    道須臾往者，則見嶮峻。從此道須臾往赴。從此道須臾往者，則見平坦安樂之地。」

    二七  低舍！我為示其義，以說此譬喻，此義如是。

    二八  低舍！不知路之男子者，名為凡夫。低舍！知路之男子者，名為如來、應供、

    正等覺者。

III,109. 二九  低舍！二路者，名為疑惑。左道者，名為八邪道分。[謂：]邪見…乃至…

    邪定。低舍！右路者，名為八正道分，[謂：]正見…乃至…正定。

    三0  低舍！大叢林者，名為無明。低舍！甚大而深之沼澤者，名為諸欲。嶮峻者，

    名為忿、怒、憂悲是。低舍！平坦安樂之地者，名為涅槃。

    三一  低舍！當歡喜，低舍！當歡喜我所教授，我所攝受、我所教誡。」

    三二  世尊如是說已。具壽低舍乃喜悅，歡喜世尊之所說。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、七一a)

S.22.85.焰摩迦

《雜阿含104經》
    一  爾時，具壽舍利弗，住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  時，有比丘名為焰摩迦、起如是惡見，[謂：]我如解世尊所說之法者，漏盡比

    丘，身壞、命終而斷滅無有。

    三  眾多比丘聞名為焰摩迦比丘，起如是惡見，[謂：]我如解世尊……無有。

    四  時，彼諸比丘來到具壽焰摩迦之處，到而與焰摩迦俱交談慶慰、可歡喜、感銘

    之語，而坐於一面。

    五  坐至一面彼諸比丘，言具壽焰摩迦曰：

III,110.  「友焰摩迦！汝起如是惡見，真實耶？[謂：]如解世尊所說之法者，漏盡比丘

    身壞、命終而斷滅無有。」

▼. III.160.
    六  「友等！如是我解所說之法，[謂：]漏盡比丘身壞、命終而斷滅無有。」

    七  友，焰摩迦！勿作如是言，勿饞誣世尊，讒誣世尊者不善，世尊不曾如是說，

    [謂：]「漏盡比丘身壞、命終而斷滅無有。」

    八  彼諸比丘如是說已，具壽焰摩迦仍執著妄取現貪而說：「我如解世尊所說之法

    者，漏盡比丘身壞、命終而斷滅無有！」

    九  彼諸比丘，不能使具壽焰摩迦離此惡見，時，諸比丘，則從座起，來到具壽舍

    利弗之處。到而言於舍利弗曰：

        「友舍利弗！名焰摩迦比丘，起如是惡見，[謂：]「我如解世尊所說之法者，漏

    盡比丘身壞、命終而斷滅無有。」具壽舍利弗！願憐愍故，請到焰摩迦比丘之處。」

    一0   具壽舍利弗，默然聽許。

    一一  時，具壽舍利弗，於暮時縱宴默而起，即到具壽焰摩迦之處，到而與具壽焰

    摩迦俱相交談慶慰…乃至…

    一二  坐於一而之具壽舍利弗，言於具壽焰摩迦曰：

III,111.    「友焰摩迦！汝起如是惡見者，真實耶？[謂：]我如解世尊所說之法者，漏盡

    比丘身壞、命終即斷滅無有。」

    一三  「友！我如是解世尊所說之法，[謂：]漏盡比丘身壞、命終斷滅無有。」

    一四  「友焰摩迦！於汝意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「友！是無常。」

    一五~一八  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「友！是無常。」

    一九  「是故於此處…乃至…

    二0  如是觀者，即知……不更受後有。

    二一  友焰摩迦！於汝意如何？見如來是色耶？」

        「友！不也。」

    二二~二六  「見如來是受……想……行……識耶？」

        「友！不也。」

    二七  「友焰摩迦！汝意如何？見於色中有如來耶？」

        「友！不也。」

▼. III.162.
        「見離色有如來耶？」

        「友！不也。」

    二八  受中……離受……

    二九  想中……離想……

    三0   行中……離行……

    三一  「見於識中有如來耶？」

        「友！不也。」

        「見離識有如來耶？」

        「友！不也。」

    三二  「友焰摩迦！汝意如何？見如來是色
、受、想、行、識耶？」

        「友！不也。」

III,112. 三三  「友焰摩迦！汝意如何！見如來是無色、無受、無想、無行、無識耶？」

        「友！不也。」

    三四  「友焰摩迦！此處於現法、真實、如應3
如來為無所得。汝能記說而言：「我

    如解世尊所說之法者，漏盡比丘身壞、命終是斷滅無有」耶？」

【巴】ettha ca te avuso Yamaka dittheva dhamme saccato thetato tathagato anupalabbhiyamano, kallam nu te tam veyyakaranam ： “tatha’ham Bhagavata dhammam desitam ajanami, yatha khinasavo bhikkhu kayassa bheda ucchijjati vinassati na hoti param marana” ti ? (S III 112)

【意】朋友，焰摩迦！既然在現世今生的現實存在中，於此處(五蘊)，真實、常住(不變)的如來是了不可得的，你怎麼可以作這樣的記說：「照我了解的世尊教導的法：漏盡比丘身壞命終之後，斷滅，消亡，更無所有！」？
    三五  「友舍利弗！我於先無知故，以起彼惡見。今聞具壽舍利弗之說法，則斷彼惡

    成見，於法則現觀。」

    三六  「友焰摩迦！有如是問汝者，[謂：]友焰摩迦比丘！漏盡之阿羅漢身壞、命

    終為如何耶？友焰摩迦！有如是問者，當如何答耶？」

    三七  「友！有如是問我者，[謂：]……為如何耶？友！有如是問者，則如是答，

    [謂：]友！色是無常，無常者則是苦，苦者則已滅、已沒。受、想、行、識是無

    常，無常者則是苦，苦者則已滅、已沒。友！有如是問者，則如是作答。」

    三八  「善哉、善哉！友焰摩迦！友焰摩迦！然則當為汝說譬，則得廣知。

    三九  友焰摩迦！譬如有居士，或居士之子，富裕而財多、物多具足守護。有一人

III,113. ，欲彼之無益、不利、不安穩、欲奪[彼]命。彼如是思惟：「此居士或居士子，

    富裕財多、物多，具足守護。以力不易奪其命，我宜強入以奪命。」彼則到彼居士

    或居士子之處，作如是言曰：「尊者！我奉侍汝。」彼居士成居士子令彼奉侍。彼

    奉侍早起晚睡，事敬，受語令喜悅。彼居士成居士子，信
彼為親友，信彼為心友

▼. III.164.
    而信賴彼。友！彼人如是，此居士成居士子，思惟信賴我之時，見彼獨居，則以利

    刀以奪其命。

    四0  友焰摩迦！汝意如何！彼人到此居士成居士子之處，到而如是言：「尊者！

    我奉侍汝」之時，彼為害者耶？為害者而且不知為我害者耶？

    四一  彼奉侍早起晚睡、事敬、愛語以令喜悅時，彼乃為害者耶？為害者而且不知

    為我害者耶？

    四二  見彼之獨居，以利刀奪其命時，彼為害者耶？為害者而且不知為我害者耶？」

        「友！如是。」

    四三  「友！如是無聞凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不見善知識，

    不知善知識之法，不順善知識之法，故觀色是我，我以色有，我中有色，色中有我。

III,114. 觀受……想……行……識是我，我以識有，我中有識，識中有我。

    四四  彼不如實知無常之色，色為無常，不如實知無常之受，受為無常，不如實知

    無常之想……行為無常，不如實知無常之識，識為無常。

    四五  不如實知苦為色，色為苦，不如實知苦為受……想……行……識為苦。

    四六  不如實知無我之色，色為無我，不如實知無我之受……想……行……識，識

    為無我。

    四七  不如實知有為之色，色為有為，不如實知有為之受……想……行……識，識

    為有為。

    四八  不如實知害者之色，色為害者，不如實知害者之受……想……行……識為害

    者。

    四九  彼攝持
依色執為我體。攝持依執受……想……行……識為我體。彼依執此

    五取蘊，以資長夜不利、苦惱。

    五0  友！有聞之聖弟子，以見聖人…乃至…順善知識之法，不觀色是我，我

    以色有，我中有色，色中有我。不觀受……想……行……識是我，我以識有，我中

    有識，識中有我。

III,115.五一  彼如實知無常之色為色是無常，如實知無常之受……想……行……識，為識

    是無常。

    五二  如實知苦之色為色是苦，如實知苦之受……想……行……識，為識是苦。

▼. III.166.
    五三  如實知無我之色為色是無我。如實知無我之受……想……行……識，為識是

    無我。

    五四  如實知有為之色為色是有為，如實知有為之受……想……行……識為識是有

    為。

    五五  如實知害者之色為色是害者。如實知害者之受……想……行……識，為識是

    害者。

    五六  彼不攝持不依色執為我體。不攝持不依受……想……行……識，執為我體。

    彼不依執此五取蘊而資長夜利益、安樂。」

    五七  「友舍利弗！若諸具壽如是哀愍，欲利益以教導、教誡同梵行者，則等於此。

    我於此
聞具壽舍利弗所說法，無取著，由諸漏得心解脫。」

    五八  具壽舍利弗如是說已。具壽焰摩迦喜悅，而歡喜具壽舍利弗之所說。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷五(大正藏二、三0c)。

      2 「色」原本rupa是rupam之誤。

      3 「如應」原本thetato 是 tathato之誤。

      4 「信」原本及暹羅本皆daheyya由原註saddaheyya改之。

      5 「攝持」原本adhittati是adhitthati之誤。

      6 原本 idam ce 是 idam ca 之誤。

III,116.

S.22.86.阿菟羅度

《雜阿含106經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住毘舍離城大林重閣堂。

    二  其時，具壽阿第羅度，住離世尊不遠之林間小屋。

    三  時，有眾多之外道出家眾，到具壽阿菟羅度之處，到而與具壽阿菟羅度，俱相

    交談慶慰、可感銘、歡喜之言，而坐於一面。

    四  坐於一而之彼諸外道出家眾，言具壽阿羅度曰：

       「友阿菟羅度！彼如來是最上人、最勝人，已獲得最勝，彼如來有施設此四句，

▼. III.168
    [謂：]如來死後有耶？或如來死後無耶？或如來死後亦有亦無耶？或如來死後非

    有非無耶？」

    五  如是言已，具壽阿菟羅度，言彼諸外道出家眾曰：

        「友等！彼如來是最上人、最勝人，已獲得最勝，彼如來不用施設此四句，[謂：]

    如來死後有耶？或如來死後無耶？或如來死後亦有亦無耶？或如來死後非有非無

    耶？」

    六  如是言已。彼諸外道出家眾，言於具壽阿菟羅度曰：

        「此比丘，乃新參而出家未久；或若長老，則愚癡不聰明。」

    七  時，諸外道出家眾，言新參，言愚癡，以毀罵具壽阿菟羅度，即從座起而去。

III,117.八  時，彼諸外道出家眾離去未久，具壽阿菟羅度乃生思念：

        「若彼諸外道出家眾，重來問我，我將如何作答？為彼諸外道出家眾，說世尊之

    所說，不以非實讒誣世尊，以隨法說法、以順法之順正說
，不得令墮呵責處？」

    九  時，具壽阿菟羅度來詣世尊之住處，詣而…乃至…

    一0  於一而坐之具壽阿菟羅度，白世尊曰：

        「大德！我住離世尊不遠之林間小屋。大德！時，有眾多外道出家眾，來到我處

    ……乃……言我曰：「友阿菟羅度！彼如來是最上人、最勝人，已獲得最勝，彼如

    來有施設此四句，[謂：]如來死後有耶？…乃至…如來死後非有非無耶？」

    一一  大德！如是言已，我言彼諸外道出家眾曰：「友等！彼如來是最上人、最勝

    人已獲得最勝。彼如來不用施設此四句，[謂：]如來死後有耶？…乃至…如來

    死後非有非無。」

    一二  大德！如是言已，彼諸外道出家眾言我曰：「此比丘乃新參而出家未久，或

    若長老則愚癡不聰明。」

    一三  大德！時，彼諸外道出家眾，言新參，言愚癡以毀罵我，即從座起而去！

III,118. 一四  大德！時，彼諸外道眾出家離去未久，我乃生思念：「若彼諸外道出家眾，

    重來問我，我將如何作答？為彼諸外道出家眾，說世尊之所說，不以非實讒誣世尊，

    以隨法說法、以順法之順正說，不得墮呵責處。」」

    一五  「阿菟羅度！汝意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

· . III.170.
    一六  「是故於是處…乃至…

    一七  如是觀之，如…乃至…不受後有。」

    一八  「阿菟羅度！汝意如何！觀色是如來耶？」

        「大德！不也。」

        「觀受……想……行……識是如來耶？」

        「大德！不也。」

    一九  「阿菟羅度！汝意如何！觀色中有如來耶？」

        「大德！不也。」

        「觀離色有如來耶？」

        「大德！不也。」

        「觀受……想……行……識中有如來耶？」

        「大德！不也。」

        「觀離識有如來耶？」

        「大德！不也。」

    二0  「阿菟羅度！汝意如何，見此如來無色、無受、無想、無行、無識耶？」

        「大德！不也。」

    二一  「阿菟羅度！汝於是處，於現法不得真實之如來，汝得說：「友等！彼如來

III,119. 乃最上人、最勝人、已獲得最勝，彼如來不用施設此四句，[謂：]如來死後有耶？

    或如來死後無耶？或如來死後亦有亦無耶？或如來死後非有非無耶？」」

        「大德！不也。」

    二二  「善哉、善哉！阿菟羅度！阿菟羅度！以前及現在，我乃施設苦與苦之滅。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷五(大正藏二、三二c)

      2 「順正說」原本和暹羅本俱為vadanupato由異本讀為vadanuvad0

 S.22.87.跋迦梨

《雜阿含1265經》，M.28. Mahahatthipadopamasuttam象跡喻大經，《中阿含30經》象跡喻經》，《如是語經》It.92.  《增壹阿含26.10經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀迦園。

    二  其時，具壽跋迦梨住陶師之家，患重疾病而甚痛苦。

▼. III.172.
    三  時，具壽跋迦梨告諸侍者言：

        「友等！去詣世尊之住處，詣而以我語頭面頂禮世尊足而白言：「大德！跋迦梨

    比丘，患重疾病困苦，彼以頭面禮世尊足。」再如是白之：「大德世尊！願以哀愍

    故，請來跋迦梨之處。」」

    四  「唯唯，友！」彼諸比丘，應諾具壽跋迦梨，去而詣世尊之住處。詣而敬禮世尊，

    坐於一面。

    五  坐於一面之彼諸比丘白世尊曰：

        「大德！跋迦梨比丘，患重疾病而其痛苦，彼以頭面禮世尊足。復言曰：「大德！

    願以哀愍故，請來跋迦梨之處。」」

        世尊默然而聽許。

    六  時，世尊著下衣、持缽、衣，往具壽跋迦梨之處。

III,120. 七  具壽跋迦梨，遙見世尊來，見而起床。

    八  時，世尊言跋迦梨曰：．

        「止止！具壽跋迦梨，勿起床！此處有設座，我坐此處。」

        世尊坐於所設之坐。

    九  坐而世尊言具壽跋迦梨曰：

        「跋迦梨！堪忍否？足否？苦受之損為不增耶？知損失而不知增長耶？」

【巴】nisajja kho Bhagava ayasmantam Vakkalim etad avoca ： “kacci te Vakkali khamaniyam? kacci yapaniyam? kacci dukkha vedana patikkamanti no abhikkamanti ? patikkamosanam pabbayati no abhikkamo ?”ti. (S III 120)

【意】坐下之後，世尊對尊者跋迦梨說道：「跋迦梨！你是否忍受得了？是否支持得住？痛苦的感覺是否減少而非增加？是否感到比較舒服而非更加難受？」
        「大德！不忍、不足，苦受增而不損，知增長而不知損失。」

    一0  「跋迦梨！有少分之惡作否？有少分之追悔否？」

        「大德！實不少惡作，不少追悔！」

    一一  「跋迦梨！汝於自戒有所責否？」

        「大德！我於自戒無所責。」

    一二  「跋迦梨！若於自戒無所責者，有何惡作，有何追悔？」

        「大德！欲詣見世尊已久，但雖欲往見世尊，唯我身缺乏力。」

    一三  「止止！跋迦梨！何必見此爛壞之身。跋迦梨！得見法者則見我，見我者乃見

    法。跋迦梨！見法則見我，見我乃見法。

    一四  跋迦梨！汝意如何！色是常耶？是無常耶？」

III,121.     「大德！是無常。」

▼. III.174.
        「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    一五~一六  「是故於此處……如是觀者，則知……不再受後有。」

    一七  時，世尊以此教法，教導具壽跋迦梨，則從座起，而向鷲峰山去。

    一八  時，世尊離去後未久，而告諸侍者言：

        「友等！以床載我至仙人黑石窟，如我應如何思命終於屋內耶？」
【巴】atha kho ayasma Vakkali acirapakkantassa Bhagavato upatthake amantesi ： “etha mam avuso mabcakam aropetva, yena Isigilipassakalasila tenupasavkamatha! katham hi nama madiso antaraghare kalam kattabbam mabbeyya ?!”ti. (S III 121)

【意】那時，當世尊離去不久，尊者跋迦梨對侍者們說道：「朋友們！來吧，把我連床抬到仙人山麓的黑石窟！像我這樣的(修行)人，怎麼會認為應該在屋內過世呢？！」
    一九  「唯唯，友！」彼諸比丘應諾具壽跋迦梨，即以床載具壽跋迦梨到仙人黑石窟。

    二0   時，世尊於日分之餘，及斯夜住鷲峰山。

    二一  時，有二天神於深夜現殊妙之色相，徧照鷲峰山，來詣世尊之住處……乃至

    ……立於一面。

    二二  立於一而之一天神白世尊曰：

        「大德！跋迦梨比丘思念解脫。」

    二三  第二天神白世尊曰：

        「大德！彼必善解脫而解脫。」

    二四  二天神如是言，如是而敬禮世尊，右繞即滅其處。

    二五  時，世尊於斯夜過後，告諸比丘言：

        諸比丘！當往跋迦梨之處。往而如是言跋迦梨曰：「友跋迦梨！世尊聞二天神

III,122. 之語，昨夜有二天神，深夜現殊妙之色相，徧照鷲峰山，詣世尊之住處，詣而敬禮

    世尊立於一面。友！立一面之一天神白世尊言：「大德！跋迦梨比丘思念解脫。」

    第二天神白世尊言：「大德！彼必善解脫
而解脫。」友跋迦梨！世尊於汝作如是

    言：「跋迦梨！勿畏怖，跋迦梨！勿畏怖。汝之死非惡，汝之命終非惡。」」

    二六  「唯然，大德！」彼諸比丘！應諾世尊，而往具壽跋迦梨之處。往而言具壽跋

    迦梨曰：

        「友跋迦梨！世尊聞二天神之語……」

    二七  時，具壽跋迦梨告諸侍者曰：

        「友等！我由床下。我如何以想坐高座而聆聞彼世尊之教耶？」

    二八  「唯唯，友！」彼諸比丘應諾具壽跋迦梨，則扶具壽跋迦梨下床。

    二九  「友！昨夜有二天神，於深夜…乃至…立於一面。友，立於一面之一天神

▼. III.176.
    白佛言：「大德！跋迦梨比丘思解脫。」第二天神白世尊言：「大德！彼善解脫而

    解脫。」友跋迦梨！世尊對汝如是言：「跋迦梨！勿畏怖，跋迦梨
！勿畏怖，汝

    之死非惡，汝之命終非惡。」」

    三0   友等！然則當以我語頭面頂禮世尊之足而白言：「大德！跋迦梨比丘患重疾

    病而甚痛苦。」以頭而頂禮彼世尊之足，而作如是自言：「大德！色是無常，我不猶

    豫，無常則苦者不疑惑。無常、苦變易之法，我於此無欲、無貪、無愛而不疑惑。

III,123. 大德！受是無常，我不猶豫…乃至…想……行……無常我不猶豫。無常則苦，

    我不疑惑。無常、苦變易之法，我於此無欲、無貪、無愛而不疑惑。」

    三一  「唯唯，大德！」彼諸比丘應諾具壽跋迦梨而去。

    三二  時，諸比丘離去未久，具壽跋迦梨以執持刀。

    三三  時，彼諸比丘！來詣世尊之住處，詣而坐於一面。一面坐之彼諸比丘，白世

    尊曰：

        「大德！跋迦梨比丘患重疾病甚是痛苦，彼以頭面頂禮世尊之足，復作如是白

    言：「大德！色是無常，我不猶豫，無常則苦，我不疑惑。無常、苦變易之法，我

    於此無欲、無貪、無欲而不疑惑。受……想……行……識是無常，我不猶豫，無常

    則苦，不為疑惑。無常、苦變易之法，我於此無欲、無貪、無愛而不疑惑。」」

    三四  時，世尊告諸比丘言：

        「諸比丘！我等往仙人黑石窟，跋迦梨善男子持刀之處。」

        「唯唯，大德！彼諸比丘應諾世尊。」

    三五  時，世尊與眾多比丘，俱往仙人黑石窟。

    三六  世尊遙見具壽跋迦梨，以肩屈於床上而臥。

III,124. 三七  其時，有黑雲、闇雲，行於東方，行於西方，行於北方，行於南方，行於上

    方，行於下方，行於四維。

    三八  時，世尊告諸比丘言：

        「諸比丘！汝等見此黑雲，行於闇冥之東方，行於西方，行於北方，行於南方，

    行於上方，行於下方，行於四維耶？」

        「大德！如是！」

    三九  「諸比丘！此為魔波旬覓求跋迦梨善男子之識，謂跋迦梨善男子之識，止住於

▼. III.178.
    何處耶？

    四0   諸比丘！跋迦梨善男子，其識不止住而般涅槃。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷四十七(大正藏二、三四六b)增一阿含經卷十九(大正藏二、六四二b)。

      2 善解脫，原本vimutto由暹羅本suvimutto改之。

      3 「跋迦梨！」原本逸脫。

S.22.88.阿濕波誓

《雜阿含1024經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  其時，具壽阿濕波誓住迦葉園，患重疾病甚是痛苦。

    三  時，具壽阿濕波誓告諸侍者曰：

        「友等！詣世尊之住處。詣而以我語頭面頂禮世尊之足而白言：「大德！阿濕波

    誓比丘，重患疾病甚是痛苦。彼以頭面頂禮世尊之足。」復如是白言：「大德世尊！

    願哀愍故，來阿濕波誓比丘之處。」」

    四  「唯唯，友！」彼諸比丘！應諾具壽阿濕波誓，則往世尊之住處。詣而敬禮世尊

    坐於一面。

    五  坐一面之彼諸比丘白世尊言：

        「大德！阿濕波誓比丘，疾病…乃至…大德世尊！願哀愍故，請來阿濕波誓

    之處。」

    世尊默然而聽許。

III,125. 六  時，世尊暮時，從宴默起，往具壽阿濕波誓之處。

    七  具壽阿濕波誓，遙見世尊之來，見而起床。

    八  時，世尊言具壽阿濕波誓曰：

        「止止！阿濕波誓，勿起床，此處有設座，我坐此處。」

    九  世尊坐於設座。坐而世尊言於具壽阿濕波誓曰：

        「阿濕波誓！堪忍否？足否？…乃至…知損失，而不知增長否？」

    一0  「大德！不堪忍…乃至…知增長而不知損失。」

    一一  「阿濕波誓！有少分之惡作否？有少分之追悔否？」

· . III.180.
        「大德！實不少惡作，不少追悔。」

    一二  「阿濕波誓！汝於自戒有所責否？」

        「大德！我於自戒無所責。」

    一三  「阿濕波誓！若汝於自戒無所責者，有何惡作？有何追悔？」

        「大德！我前
未病時，住於止身行，今不能獲得三昧。大德！我
不能獲得三

    昧，如是思惟：「我豈無退失
耶？」」

    一四  「阿濕波誓！沙門、婆羅門，三昧堅固、三昧平等者，若不獲得三昧則如是思

    惟：「我豈無退失耶？」」

    一五~一八  「阿濕波誓！汝意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

III,126. 一九  識…乃至…

    二0   是故於此處…乃至…

    二一  作如是觀，……知不再受後有。

    二二  彼若感受樂受者，知是無常，知非所耽著，知非所歡喜。感受苦受者，如是

    無常，知非所耽著，知非所歡喜。感不苦不樂受者，知是無常……知非所歡喜。

    二三  彼若感受樂受者，則感受離繫。感受苦受者，則感受離繫。感受不苦不樂受

    者，則感受離繫。

    二四  彼感受身以邊際為受，而知感受身以邊際為受。感受命以邊際為受，而知感

    受命以邊際為受。身壞、命終之後，於此處知一切之受，非所歡喜而清涼。

    二五  「阿濕波誓！譬如油炷，緣油燈而燃。彼油性盡時，食無而消。阿濕波誓！如

    是比丘，感受身以邊際為受，而知感受身以邊際為受。感受命以邊際為受，而知感

    受命以邊際為受。身壞、命盡後，於此處知一切受，非所歡喜而清涼。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二十七(大正藏2.267b)。

      2 「前我未」。原本pubbe……gelannam(由暹羅本gelanhe改為pubbe……gelanna)。

      3 「我」原本so tam 由暹羅本so’ham 改之。

      4 「退失」原註由「教之過失」漢譯云「由三昧退失。」

▼. III.182
S.22.89.差摩

《雜阿含103經》
    一  爾時，眾多之長老比丘，住拘睒彌國瞿師多羅園。

    二  其時，具壽差摩住跋陀梨園，患重病甚是痛苦。

III,127. 三  時，諸長老比丘，暮時縱宴默起，告具壽陀裟曰：

        「友陀裟！往差摩比丘之處，往而言於差摩比丘曰：「友等！諸長老言汝：「友！

    堪忍否？足否？苦受損而不增、知損失、不知增長否？」」

    四  「唯唯，友等！」具壽陀裟應諾諸長老比丘而往具壽差摩之處。往而言具壽差摩

    曰：

        「友差摩！諸長老言汝：「友！堪忍否？……不知增長否？」」

    五  「友！不忍，不足…乃至…知增長而不知損失。」

    六  時，具壽陀裟往諸長老比丘之處。往而言於諸長老比丘曰：

        「友等！差摩比丘言：「友！不堪忍…乃至…知增長而不知損失。」」

    七  友陀裟！往差摩比丘之處。往而言於差摩比丘曰：「友差摩！諸長老言於汝：

        「友！世尊說示五取蘊，謂：色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取蘊、識取蘊是。具壽

    差摩觀此五取蘊，有少分之我或我所耶？」」

    八  「唯唯，友等！」具壽陀裟應諾諸長老比丘，往具壽差摩之處。往而…乃至…

        「友！諸長者言汝：「友！世尊說五取蘊，謂：色取蘊…乃至…識取蘊。具

    壽差摩觀此五取蘊，有少分之我或我所否？」」

III,128. 九  「友！世尊說五取蘊，謂色取蘊…乃至…識取蘊。友等！我不觀此五取蘊有

    少分之我或我所。」

    一0  時，具壽陀裟，往諸長老比丘之處。往而言諸長老比丘曰：

        「友等！差摩比丘言：「友等！世尊說五取蘊，謂：色蘊…乃至…識蘊。友

    等！我不觀此五取蘊有少分之我或我所。」」

    一一  友陀裟！往差摩比丘之處，往而言差摩比丘：「友差摩！諸長老言汝：「友！

    世尊說五取蘊：謂色取蘊…乃至…識取蘊。具壽差摩若不觀此五取蘊有少分之

    我或我所者，具壽差摩乃漏盡阿羅漢。」

    一二  「唯唯，友等！」具壽陀裟應諾長者比丘，往具壽差摩之處…乃至…

        友差摩！諸長老言汝：「友！世尊說五取蘊，謂：色取蘊…乃至…識取蘊。

▼. III.184.
    具壽差摩若不觀此五取蘊有少分之我或我所者，具壽差摩乃漏盡之阿羅漢。」

    一三  「友等！世尊說五取蘊，謂：色取蘊…乃至…識取蘊。友等！我於此五取

    蘊不觀有少分之我或我所，而非漏盡之阿羅漢。友等！我雖證於五取蘊有我，而非

    觀此為我有。」

III,129. 一四  時，具壽陀裟往諸長比丘之處……言諸長老比丘：

        「友等！差摩比丘言：「友等！世尊說五取蘊，謂：色取蘊…乃至…識取

    蘊。友等！我不觀此五取蘊有少分之我或我所，而非漏盡之阿羅漢。友等！我雖證

    於五取蘊有我，而非觀此為我有。」」

    一五  友陀裟！往差摩比丘之處，往而言於差摩比丘曰：「友差摩！諸長老言汝：

    「友差摩！汝說為有我，以何者說為有我耶？說色是我耶？說離色有我耶？說受

    ……想……行……識是我耶？說離識有我耶？友差摩！汝說為有我，以何者說為有

    我耶？」」

    一六  「唯唯，友等！」具壽陀裟應諾長老比丘，往具壽差摩之處。往而言於具壽差

    摩：

        「友差摩！諸長老言汝：「友差摩！汝說有我，以何者說為有我耶？說色為我

    耶？說離色有我耶？說受……想……行……識是有我耶？說離識有我耶？友差摩！

    汝說有我，以說何為有我耶？」」

    一七  「且止！友陀裟！何以如是令驅馳耶？取杖來，我自往諸長老比丘之住處。」

    一八  時，具壽差摩扶搋往諸長老比丘之住處。往而與諸長老比丘，俱相交談慶慰、

    歡喜、感銘之語後，坐於一面。

III,130. 一九  坐一面時，諸長老比丘言於具壽差摩曰：

    「友差摩！汝說為有我，以何者說為有我耶？說色是我耶？說離色有我耶？說受……

    想……行……識是我耶？說離識有我耶？友差摩！汝說為有我者，以何者說為有我

    耶？」

    二0  「友等！我非說色是我，非說受……想……行……識是我，非說離識有我。友

    等！我雖證於五取蘊為有我，但非觀此為我有。

    二一  友等！譬如優缽羅、缽曇摩、分陀利華之香。若有人說瓣有香、莖
有香、

    花蕊有香者，為等說乎？」

▼. III.186.
        「友！此事不然。」

        「友等！如何答者，方為正答耶？」

        「友！以答華有香，方為正答。」

    二二  「友等！如是，我非說色是我，非說離色有我，非說受……想……行……識有

    我，非說離識有我。友等！我雖證於五取蘊有我，而非觀此為我有。

    二三  友等！聖弟子雖已斷五下分結，但隨伴五取蘊之我慢、我欲、我隨眠未斷。

III,131. 彼於後時，於五取蘊觀生滅而住。[謂：]此是色，此是色集，此是色滅，此是受……

    想……行……識，此是識集，此是識滅。

    二四  彼若於此五取蘊觀生滅而住者，隨伴五取蘊之我慢、我欲、我隨眠之未斷者，

    達永斷。

    二五  友等！譬如染汙塵垢之衣。主者以此交與洗衣者。洗衣者，將此用鹽湯、灰

    水、牛糞，平均摩擦，而再以淨水洗濯之。

    二六  彼衣雖然清淨潔白，然此隨伴之鹽臭、灰臭、牛糞臭未斷。洗衣者，將此交

    與主者，置於篋中以香薰此，則隨伴此之鹽臭、灰臭、牛糞臭之未斷者，而達永斷。

    二七  友等！如是聖弟子，雖已斷五下分結，未斷隨伴五取蘊之我慢、我欲、我隨

    眠。彼於後時，於五取蘊觀生滅而住。[謂：]此是色，此是色集，此是色滅，此是

    受……想……行……識，此是識集，此是識滅。彼若於五取蘊，觀生滅而住者，則

    於隨伴五取蘊之我慢、我欲，我隨眠之未斷者，達永斷。」

    二八  如是說已，諸長老比丘言於具壽差摩曰：

III,132.  「我等非欲燒亂具壽差摩而問
。然具壽差摩，能廣說、示教、立說、開顯、分

    別、顯發彼世尊之教。」

    二九  具壽差摩，即廣說、示教、立說、開顯、分別、顯彼世尊之教。

    三0   具壽差摩如是說已。諸長老比丘喜悅、歡喜具壽差摩之所說。

    三一  說如是說時、六十位長老比丘及具壽差摩，無取著而從諸漏得心解脫。

    註1 漢譯雖阿含經卷五(大正藏二、二九c)。

      2 莖原本及暹羅本俱為 vannassa 由異本 vantassa 改之。

      3 「欲嬈亂而問」原本vihesa apekha pucchimha 由暹羅本 vihesapekkha apucchimha 改

▼. III.188.
        之。

 S.22.90.闡陀

《雜阿含262經》
    一  爾時，有眾多長老比丘，住波羅捺國仙人墮處鹿野苑。

    二  時，具壽闡陀暮時從靜座而起，持鍵由精舍去至精舍，言於諸長老比丘曰：

        「諸長老比丘！請教導我，諸具壽長老！請教導我！諸具壽長老！請為我說法，

    以使我得觀於法。」

    三  如是言已，諸長老比丘言於具壽闡陀曰：

        「友闡陀！色是無常、受是無常、想是無常、行是無常、識是無常。色是無我、

    受……想……行……識是無我，一切行無常，一切法無我。」

    四  時，具壽闡陀乃思惟：

        「我亦如是思惟：「色是無常、受……想……行……識是無常。色是無我、受

III,133.……想……行……識是無我。一切行無常，一切法無我。」

    五  然而於一切行寂止，一切依定棄，愛盡、離欲、滅盡、涅槃，我心不進、不澄、

    不安住，不解脫。則生恐懼、取著
，意退轉而思：「若然者，以何為我體耶？」

    然而觀於法者則不然。以誰為我說法，有使我觀於法者耶？」

    六  時，具壽闡陀思惟：

        「彼具壽阿難住拘睒彌國瞿師羅園，與師及諸同梵行知識所讚歎尊重。具壽阿難

    能為我說法，以使我觀於法。我如是信賴具壽阿難，我應往具壽阿難之處。」

    七  時，具壽闡陀，收藏臥、坐具，持缽、衣，往拘睒彌國瞿師羅園，具壽阿難之

    處。往而與具壽阿難，俱相交談慶慰…乃至…

    八  一面坐之具壽闡陀，言具壽阿難：

        「友阿難！我有時住波羅捺國仙人墮處鹿野苑。友！於時，我從靜坐起，持鍵由

    精舍去至精舍，言於諸長老比丘：「諸具壽長老！請教導我，請說法，令我得觀於

    法。」

    九  如是言已。諸長老比丘謂我曰：「友闡陀！色是無常，受……想……行……識

    是無常。色是無我…乃至…識是無我。一切行無常，一切法無我。」

III,134.一0  友！時，我乃思惟：「我亦如是思惟色是無常，…乃至…識是無常，色

▼. III.190.
    是無我，受……想……行……識是無我。一切行無常，一切法無我。」

    一一  然而於一切行寂止，一切依定棄，愛盡、離欲、滅盡、涅槃，我心不進、不

    澄、不安住、不解脫。生恐懼、取著、意退轉則思：「苦然者，何為我體耶？」然

    而觀於法者則不然。誰為我說法，有使我觀於法者耶？

    一二  友！時，我乃思惟：「彼具壽阿難，住拘睒彌國瞿師羅園。師及諸同梵行知

    識所讚歎尊重。具壽阿難，能為我說法，以使我觀法。我如是信賴具壽阿難，我應

    往具壽阿難之處。」

    一三  具壽阿難！請教導我，具壽阿難！請教誡我，具壽阿難！請為我說法，以使

    我觀法。」

    一四  「我如是喜悅具壽闡陀。具壽闡陀！顯現以破除障礙者。闡陀！諦聽！汝足堪

    知法。」

    一五  時，具壽闡陀知「我堪知法」，如是則得廣大歡喜、勝喜。

    一六  「友闡陀！我親自聞於世尊，親自教導於迦旃延比丘，謂：

III,135.  「迦旃延！此世間多依二[邊]，或有，或無。迦旃延！若以正慧如實觀世間之

    集者，於世間不生無見。迦旃延！若以正慧如實觀世間之滅者，於世間不生有見。

    迦旃延！此世間多為近倚、取著、現貪所縛。然而不接近、此近倚、取著、意之攝

    受、現貪、隨眠3
則不取著。則不攝受「我體」，現生者則苦生、現滅者則苦滅、不

    疑惑、不猶豫、無其他緣而智生。迦旃延！如是為正見。

    一七  迦旃延！1切是有]者，此是一邊：1切是無]者，此是一邊。迦旃延！

    如來離此二邊，依中而說法。謂：緣無明而有行，緣行而有識，…乃至…如是

    而有此一切苦蘊之集。然而，無餘離滅無明，則行滅…乃至…如是而有此一切

    苦蘊之滅。」」

    一八  「友阿難！如是具壽為同梵行者，欲哀愍、利益、所說教導、教誡者，我亦聞

    具壽阿難之說法，而現觀於法。」

    註1 《雜阿含262經》(大2.66b)

      2 「恐懼取著」由暹羅本及註之原本的句讀點改之。

▼. III.192.
      3 「隨眠」原本 anusaya 是 anusayam 之誤。

S.22.91.羅睺羅(一)

《雜阿含199經》，S.18.22.
    一  [爾時，世尊]住舍衛國…乃至…

    二  時，具壽羅睺羅，來詣世尊之處。詣而…乃至…

III,136. 三  坐於一而之具壽羅睺羅白世尊曰：

        「大德！如何知、如何觀者，於此有識之身及外之一切相，得滅我慢、我所慢、

    慢隨眠耶？」

    四  「羅睺羅！一切色之過去、未來、現在、內外、粗、細、劣、勝、遠、近者，此

    非我所，此非我，此非我體，如是以正慧作如實觀。

    五~七  一切之受……想……行……

    八  識之過去，未來、現在、內、外…乃至…此非我，此非我所，此非我體，

    如是以正慧作如實觀。

    九  羅睺羅！如是知，如是觀者，於此有識之身及外之一切相，得滅我慢、我所慢、

    慢隨眠。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、五a)。

S.22.92.羅睺羅(二)

《雜阿含199經》，S.18.22
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  坐於一面之具壽羅睺羅，白世尊曰：

        「大德！如何知、如何觀者，於此有識之身及外之一切相，得滅我慢、我所慢、

    慢隨眠，以超種種相，得寂靜，而善解脫耶？」

    四  「羅睺羅！一切色之過去、未來、現在…乃至…遠、近，此非我所，此非我，

    此非我體。如是以正慧作如實觀者，則無取著而解脫。

    五~七  一切之受……想……行……

III,137. 八  識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近，此非我所，此非

▼. III.194.
    我，此非我體。如是以正慧作如實觀者，則無取著而解脫。

    九  羅睺羅！如是知，如是觀者，於此有識之身及外之一切相，得滅我慢、我所慢、

    慢隨眠。以超種種相，得寂靜而善解脫。」

   第四 長老品 [終]

        此品之攝頌曰：

，阿難與低舍，以及焰摩迦

，及阿菟羅度，乃至跋迦梨

，阿濕婆誓與，差摩並闡陀

，他二羅睺羅，依此以說品

第五 華 品

S.22.93.河流

《雜阿含268經》
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！譬如山間之河流，處多漂沒，流遠水勢急。其兩岸有生葦草者，即分

    散下垂於河中。有生茅草者，即分散下垂於河中。有生燈心草者，即分散下垂於河

    中。有生香草者，即分散下垂於河中。

    四  有人被漂流，若捉執葦草者，即壞，由此因緣則墮於災厄苦難。若捉執茅草，

III,138. ……燈心草……香草……木者則壞，由此因緣墮於災厄苦難。

    五  諸比丘！如是無聞之凡夫，不見聖人，不知聖人之法，不順聖人之法，不見善

    知識，不知善知識，不順善知識之法。以觀色是我，我有色，色中有我，我中有色。

    彼色壞，由此因緣，則墮於災厄苦難。

    六~八  受……想……行……

    九  觀識是我，我有識，我中有識，識中有我。彼識壞，由此因緣，墮於災厄困難。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常。」

    一一~一四  受……想……行……識是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常。」

▼. III.196.
    一五  「諸比丘！是故於此…乃至…

    一六  如是觀……乃至知……更不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、七0a)。

S.22.94.華(增長)

《雜阿含37-38經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我不與世間諍，世間與我諍。諸比丘！法語者不與世間任何人諍。

    四  諸比丘！世間之智者，不許有者，我亦言無。諸比丘！世間之智者，許有者，

    我亦言有。

    五  諸比丘！何以世間之智者，不許有者，我亦言無耶？

III,139.六  諸比丘！世間之智者不許有於色是常、恒、永住、而有不變易之法，我亦言無。

    七~九  受……想……行……

    一0  世間之智者不許有於識是常、恒、永住、而有不變易之法，我亦言無。

    一一  諸比丘！如是我所言無者，世間之智者，亦許無有。

    一二  諸比丘！何以世間之智者許有，我亦言有耶？

    一三  諸比丘！世間之智者許有，於色是無常、苦而有變易之法，我亦言有。

    一四~一六  受…乃至…

    一七  世間之智者許有，於識是無常、苦而有變易之法者，我亦言有。

    一八  諸比丘！如是我言有者，世間之智者，亦許有有。

    一九  諸比丘！於世間有世間法，如來現等覺現觀於此，而說現等覺現觀、示教、

    立說、開顯、分別、顯發。

    二0   諸比丘！何以於世間有世間法，如來為現等覺現觀於此，而說現等覺現觀、

    示教、立說、開顯、分別、顯發耶？

    二一  諸比丘！色是世間之世間法。如來現等覺現觀於此，而說現等覺現觀、示教

III,140.、立說、開顯、分別、顯發。諸比丘！如來如是說、示教、立說、開顯、分別、顯

    發有不知、不見者。我如何於此愚癡、盲闇、無眼之凡夫而不知不見。

    二二  諸比丘！受是世間之世間法……

▼. III.198.
    二三  諸比丘！想是世間之世間法……

    二四  諸比丘！行是世間之世間法……

    二五  諸比丘！識是世間之世間法，如來現等覺現觀於此，而說現等覺現觀、示教、

    立說、開顯、分別、顯發。諸比丘！如來如是說、示教、立說、開顯、分別、顯發

    有不知、不見者。我如何於此愚癡、盲闇、無眼之凡夫而不知不見。

    二六  諸比丘！譬如優缽羅、缽曇摩、分陀利華，生於水中，長於水中，由水顯現

    而不為所染而立。

    二七  諸比丘！如是如來，長於世間，勝於世間，而不染於世間而住。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、八b)。

 S.22.95.泡沫

《雜阿含265、953經》，S.48.50.  《別譯雜阿含346經》，大正No.105《五陰譬喻經》，大正No.106《佛說水沫所漂經》
    一  爾時，世尊住阿毘陀處之恒河邊。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！譬如此恒河起大聚沫，具眼之士夫，見此觀之，則如理於觀察。彼見

    於此觀之，如理於觀察：無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何於聚沫有堅實耶？

    四  諸比丘！如是色有過去、未來、現在…乃至…遠、近，比丘見此觀之，

III,141.如理於觀察：無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何於色有堅實焉！

    五  諸比丘！譬如秋季降大雨，於水上泡沫之生滅。具眼之士夫，見此觀之，如理

    於觀察。彼見此觀之，如理於觀察：無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何於水泡

    有堅實焉！

    六  諸比丘！有如是受之過去、未來、現在…乃至…遠、近。比丘見此、觀之，

    如理於觀察。彼見此、觀之，如理於觀察：無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何

    受有堅實焉！

    七  諸比丘！譬如暑季之最終月，日盛中時，陽燄流動
，具眼之士夫，見此觀之，

    如理於觀察。彼見此、觀之，如理於觀察：無所有、無實、………至……諸比丘！

    如何於陽燄有堅實焉！

    八  諸比丘！有如是想之…乃至…

▼. III.200.
    九  諸比丘！譬如有士夫，欲[得]堅固之材，求堅固之材持利斧往尋求堅固之材

    而入林中。[忽]見彼處有直立之大芭蕉樹新鮮而無核心
。彼伐此根，伐根亦伐頂。

    伐頂而剝其樹皮。彼剝樹皮，連膚亦不得，何況堅實焉！

III,142.一0  具眼之士夫，見此觀之，如理於觀察。彼見於此觀之，如理於觀察：則無所

    有、無實、無堅固。諸比丘！如何以芭蕉樹有堅實焉！

    一一  諸比丘！有如是行之過去、未來、現在…乃至…遠、近。比丘見此觀之，

    如理於觀察。彼見此觀之，如理於觀察：則無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何

    於行有堅實焉！

    一二  諸比丘！譬如幻師或幻師弟子，於四衢道
現幻，具眼之士夫，見此觀之，

    如理於觀察。彼見此觀之，如理於觀察：則無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何

    有幻之堅實焉！

    一三  諸比丘！有如是識之過去、未來、現在…乃至…遠、近。比丘見此觀之，

    如理於觀察。彼見此觀之，如理於觀察：則無所有、無實、無堅固。諸比丘！如何

    有識之堅實焉！

    一四  諸比丘！有聞之聖弟子，如是觀之，而厭患於色，厭患於受……想……行：

    識。厭患而離欲，離欲而解脫，解脫而解脫已，則智生……乃至知……不更受後有。」

    一五  世尊如是言，善逝如是言已，師更言曰：

         (一) 色乃如聚沫     受乃如水泡

   想乃如陽燄     行則如芭蕉

   識則如幻事     日種尊所說

         (二) 若周匝而觀     如理察諸法

   如理觀見時     無所有無實

III,143.   (三) 此身始皆然

▼. III.202.
   大慧者所說

   若以離三法     應觀色棄物

         (四) 三為壽暖識     若以離此身

   棄之無回顧     無思食他物

         (五) 如是身相續     此愚說幻事

   殺者始稱名     堅固此處無

         (六) 比丘勤精進     觀察是諸蘊

   晝固比日夜     有正知繫念

         (七) 一切結應斷     為己歸依處

   猶如燃頭想     應希不動境

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六八b)五陰譬喻經(大正藏二、五0一a)佛說水沫所

        漂經(大正藏二、五0一c)。

      2 「陽燄流動」maricika由暹羅本讀為marici phandati

      3 「無核心」原註akukkajata，由「內部無堅固杖」而譯之。

      4 「衢道」原本mahapathe暹羅本為catummahapathe

 S.22.96.牛糞

《雜阿含264經》，《中阿含61經》牛糞喻經》，《中阿含138經》，《增壹阿含24.4經》、A.7.58.  It.22
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城……時，有一人……坐。

▼. III.204.
    三  坐於一面之彼比丘白世尊言：

    四  「大德！有少分色是常、恒、永住而不變易法，有相似永住
而應正住者耶？

    五  大德！有少分受是常、恒、永住而不變易法，相似永住而應正住者耶？

    六  大德！有少分想是…乃至…

    七  大德！有少分行是常、恒、永住而不變易法，相似永住而應正住者耶？

III,144. 八  大德！有少分識是常、恒、永住而不變易法，相似永住而應正住者耶？」

    九  「比丘！無有少分色是常、恒、永住而有不變易法，相似永住應正住者。

    一0~一三  比丘！無有少分受……想……行……識是常、恒、永住而不變易法，

    相似永住而應正住者。」

    一四  時，世尊手執小牛糞搏，以告彼比丘曰：

    一五  「比丘！無有如是分之自性，獲得常、恒、永住而有不變易之法，相似永住而

    應正住者。

    一六  比丘！若有如是分之自性，獲得常、恒、永住而有不變易法者，梵行住者則

    無能正盡苦。比丘！無有如是分之自性，獲得常、恒、永住而有不變易法故，梵行

    住者有能正盡苦。

    一七  比丘！於前生我為剎帝利之灌頂王。比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬

    四千之都城，拘舍婆提城為上首。

    一八  比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之宮殿，達摩殿為上首。

    一九  比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之重閣，摩訶由訶閣為上首。

    二0   比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之床，乃牙之所成，堅材之所成，

    金所成，銀所成。鋪以深毛之黑毛氈，鋪以白羊毛毯，以鋪有花樣之羊毛布，鋪

III,145. 以迦達利鹿之最勝毛毯，於上具張蓋，兩側有丹枕。

    二一  比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之象，以金莊嚴之，以具金幢，

    金網覆於上，布薩象為上首。

    二二  比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之馬，以金莊嚴之，具以金幢，

    金網覆於上，婆羅訶馬王為上首。

    二三  比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之車，以金莊嚴之，具以金幢，

    金網覆於上，毘闍那難提車為上首。

▼. III.206.
    二四  比丘！我為剎帝利之灌頂王時，有八萬四千之摩尼珠，珠寶為上首。

    二五  比丘！我…乃至…有八萬四千之女，須跋陀妃為上首。

    二六  比丘！我…乃至…有八萬四千之剎帝利，從臣而主兵臣寶為上首。

    二七  比丘！我…乃至…有八萬四千之乳牛，以黃麻莊嚴之，具以之榨乳桶。

    二八  比丘！我…乃至…有八萬四千俱底之衣服，是芻摩細衣，憍奢耶細衣，

    欽婆羅細衣，古貝細衣。

    二九  比丘！我…乃至…有六萬四千之釜飲食，以供朝夕飲食。

    三0   復次，比丘！其時有八萬四千之都城，我唯居一都城，即拘舍婆提城。

III,146.三一  比丘！其時有八萬四千之宮殿，我唯居一宮殿，則達摩殿。

    三二  比丘！其時有八萬四千之重闍，我唯居一重閣，即摩訶由訶閣。

    三三  比丘！其時有八萬四千之床，我唯用牙所成，或堅材所成，或金所成，或銀

    所成。

    三四  比丘！其時雖有八萬四千之象，我唯乘一象，即布薩象。

    三五  比丘！其時雖有八萬四千之馬，我唯乘一馬，即婆羅訶馬王。

    三六  比丘！其時雖有八萬四千之車，我唯乘一車，即毘闍那難提車。

    三七  比丘！其時雖八萬四千之女，唯一之女奉侍於我，即剎帝利女，或耶羅美迦

    女。

    三八  比丘！其時雖有八萬四千俱底之衣服，我唯著一套衣，即芻摩細衣，或憍奢

    耶細衣，或欽婆羅細衣，或古貝細衣。

    三九  比丘！雖有八萬四千之釜飲食，我唯食一釜食，乃至那厘量之飯，及於此相

    應之羹。

    四0   比丘！一切諸行皆為過去而滅盡所變易。

    四一  比丘！如是諸行是無常也。比丘！如是諸行是無恒。比丘！如是諸行是不安。

III,147. 四二  比丘！故應厭患、應離，應解脫於一切諸行。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六七c)中阿經卷十一(大正藏一、四九六a)同卷三十

        四(大正藏一、六四五c)

      2 「相似永住」相似須彌山頂、大地、日月等之永住，而譯(原註)。

▼. III.208.
 S.22.97.指尖

《增壹阿含24.4經》
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊言：

    四  「大德！有少分之色是常、恒、不變易法，而相似永住之應正住者耶？

    五  大德！有少分之受…乃至…

    六  大德！有少分之想…乃至…

    七  大德！有少分之行…乃至…

    八  大德！有少分之識是常、恒、不變易法，而相似永住之應正住者耶？」

    九  「比丘！無有少分之色是常、恒、永住，不變易法，而相似永住之應正住者。

    一0~一三  比丘！無有少分之受……想……行……識是常、恒、永住，不變易法，

    而相似永住之應正住者。

    一四  時，世尊於指尖置少許之塵，告彼比丘曰：

    一五  比丘！無有如是分之色是常、恒、永住，不變易法，而相似永住之應正住者。

        比丘！若有如是分之色是常、恒、永住，不變易法者，即無梵行者能正盡苦。

    比丘！然而，無有如是分之色是常、恒、永住，不變易法者，故有梵行者，能正盡

    苦。

III,148. 一六  比丘！無有如是分之受是常、恒、永住，不變易法，而相似永住之應正住者。

        比丘！若有如是分之受是常、恒、永住，不變易法者，梵行住即不能正盡苦。

    比丘
！然而，無有如是分之受是常、恒、永住，不變易法者，故梵行住能正盡苦。

    一七  比丘！無有如是分之想…乃至…

    一八  比丘！無有如是分之行是常、恒、永住，不變易法，而相似永住之應正住。

        比丘！若有如是分之行是常、恒、永住，不變易法者，梵行住即不能正盡苦。

    比丘！然而，無有如是分之行是常、恒、永住，不變易法，故梵行住，能正盡苦。

    一九  比丘！無有如是分之識是常、恒、永住，不變易法，而相似永住之應正住者。

        比丘！若有如是分之識是常、恒、永住，不變易法者，梵行住即不能正盡苦。

    比丘！然而，無有如是分之識是常、恒、永住，不變易法，故梵行住，能正盡苦。

    二0  比丘！汝意如何？色是常耶？是無常耶？」

▼. III.210.
        「大德！是無常。」

        「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

III,149.   「大德！是無常。」

    二一  「比丘！是故於此處…乃至…

    二二  如是觀……乃至知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十四(大正藏二、六一七b)原本經名有nakhasikam應作nakhasik-

        ham.

      2 「比丘」原本bhikkhave是bhikkhu之誤。

S.22.98.清淨(海)

    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  坐於一面之彼比丘白世尊言：

    四  「大德！有少分之色是常、恒、不變易法，相似永住而應正住者耶？

    五~八  大德！有少分之受……想……行……識是常、恒、永住、不變易法，有相

    似永住而應正住者耶？」

    九  「比丘！無有少分之色是常、恒、永住、不變易法，相似永住而應正住者。

    一0~一三  比丘！無有少分之受……想……行……識是常、恒、永住、不變易法，

    相似永住而應正住者。」

    註1 漢譯未詳，對經名不明白，參照前經。

 S.22.99.繫繩(一)

《雜阿含266經》
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！輪迴乃由無始來，眾生為無明所蓋，渴愛所繫，流轉輪迴而不知其前

    際。

    四  諸比丘！大海有乾枯歸無之時。諸比丘！而我不說無明所蓋，渴愛所繫，流轉

    輪迴之眾生，有苦之邊際。

▼. III.212.
III,150. 五  諸比丘！須彌山王有崩落歸無之時。諸比丘！而我不說無明所蓋、渴愛所繫、

    流轉輪迴之眾生，有苦之邊際。

    六  諸比丘！大地有敗壞歸無之時。諸比丘！而我不說無明所蓋，渴愛所繫，流轉

    輪迴之眾生，有苦之邊際。

    七  諸比丘！譬如狗堅固縛於繩，以繫於杙柱，而彼輪轉繞於杙柱。諸比丘！如是

    無聞之凡夫，不見聖人…乃至…不順善知識之法。以見色是我…乃至…受

    ……想……行……識是我。我乃識有，我中有識，識中有我。彼以繞色輪轉，以繞

    受……想……行……識輪轉而不解脫於色，不解脫於受，不解脫於想，不解脫於行，

    不解脫於識，不解脫於生、老、病、死、愁、悲、苦、憂、惱，不解脫於苦。

    八  諸比丘！然而，有聞之聖弟子，見聖人…乃至…順善知識之法。不見色是

    我…乃至…受……想……行……識是我；我乃識有，我中有識，識中有我。彼

    不繞色輪轉，不繞受……想……行……識輪轉。彼不繞色、不輪轉，[不繞受……想

    ……行……識不輪轉]而解脫於色，解脫於受，解脫於想，解脫於行，解脫於識，

    解脫於生、老、病、死、愁、悲、苦、憂、惱，解脫於苦。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六九b)。

III,151.

 S.22.100.繫繩(二)

《雜阿含267經》
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！輪迴乃由無始來，眾生為無明所蓋，渴愛所繫，流轉輪迴而不知其前

    際。

    四  諸比丘！譬如狗堅固縛於繩，繫於杙柱，彼坐者，順杙柱而坐，臥者，順杙柱

    而臥。

    五  諸比丘！如是無聞之凡夫，見於色此是我所、是我、是我體。見於受、想、行、

    識此是我所、是我、是我體。若彼行者，即順於五取蘊而行，住者，即順於五取蘊

    而住，坐者，即順於五取蘊而坐，臥者，即順於五取蘊而臥。

    六  諸比丘！是故，應常常觀察自心，此心長夜染於貪欲、瞋恚、愚癡。諸比丘！

    因心受染故，眾生受染；心淨故，眾生淨。

▼. III.214.
    七  諸比丘！汝等曾見名「行」之畫
耶？」

        「大德！如是。」

        「諸比丘！彼名「行」之畫乃心之所思。諸比丘！心比其「行」畫更多彩。

    八  諸比丘！是故應常常觀察自心，此心長夜染於貪欲、瞋恚、愚癡。諸比丘！心

    受染故，眾生受染；心淨故，眾生淨。

III,152. 九  諸比丘！我不見於他類如種種畜生之多樣。諸比丘！畜生亦心之所思
。諸比

    丘！心亦此彼畜生更多種。

    一0  諸比丘！是故應常常觀察自心。此心長夜染於貪欲、瞋恚、愚癡。諸比丘！

    心受染故，眾生受染；心淨故，眾生淨。

    一一  諸比丘！譬如染絲者或畫師，用染料、胭脂、姜黃、藍、茜，善磨之板、壁、

    布片，以畫男女之像，肢節悉現。諸比丘！如是之無聞凡夫，反覆而起色，起受……

    想……行……識。

    一二  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

    受……嵯……行……識…乃至…

    一三~一四  「諸比丘！是故於此處……乃至知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六九c)。

      2 「名為行之畫」。「是遊方之畫」，名為數論婆羅門外道。彼等以布作褲，由善趣惡趣畫種種

        幸、不幸，說若行是業必得是果，持此而遊方(原註)。

      3 「所思」原本cittata由暹羅本cintita改之。

 S.22.101.手斧之柄(船舶)

《雜阿含263經》，A.7.67
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    上  「諸比丘！我說知見而諸漏滅盡，非不知不見。

    四  諸比丘！以如何知見，而盡諸漏耶？此是色，此是色之集，此是色之滅。此是

III,153.受……想……行……識也。此是識之集，此是識之滅。諸比丘！如是知見，而盡諸

    漏。

▼. III.216.
    五  諸比丘
！若比丘不勤勉修習而住者，雖希望「無執取，而心得解脫諸漏」，無

    執取而心不得解脫諸漏。

    六  所以者何？應言不修習故。不修習於何耶？不修習四念處，不修習四正勤，不

    修習四神足，不修習五根，不修習五力，不修習七覺支，不修習八支聖道故。

    七  諸比丘！譬如有八、十、十二之雞卵，雞則不正孵抱於此，不正暖之，不正孵

    之。

    八  彼雞雖希望雛能「以足、爪、雞冠，或口嘴以破卵殼，安穩而出生」，彼雛卻不

    能以足、爪、雞冠，或口嘴以破卵殼，安穩而出生。

    九  所以者何？諸比丘！雖有如是八、十、十二之雞卵，雞則不正抱於此，不正暖

    之，不正孵故。

    一0  諸比丘！如是若比丘不勤勉修習而住者，雖希望「無執取，而心得諸漏解脫」，

    無執取而心不得諸漏解脫。

    一一  所以者何？應言不修習故。不修習於何耶？不修習四念處…乃至…不修

    習八支聖道故。

III,154.一二  諸比丘！若比丘勤勉修習而住者，雖不希望「無執取，而心得諸漏解脫」，無

    執取而心得諸漏解脫。

    一三  所以者何？應言修習故，修習於何耶？修習四念處、修習四正勤、修習四神

    足、修習五根、修習五力、修習七覺支、修習八支聖道故…

    一四  諸比丘！譬如有八、十、十二之雞卵，雞乃正抱於此，正暖之，正孵之。彼

    雞雖不希望「雛以足、爪、雞冠，或口嘴、破其卵殼，令安穩出生」，彼雛能以足、

    爪、雞冠，或口嘴，破其卵殼，安穩出生。

    一五  所以者何？諸比丘！如是八、十、十二之雞卵，雞乃正抱於此，正孵故。

    一六  諸比丘！如是若比丘勤勉修習而住者，雖不希望「無執取，而心恿諸漏解脫」，

    無執取而心解脫諸漏。

    一七  所以者何？應言修習故。修習於何耶？修習四念處…乃至…修習八支聖

    道故。

    一八  諸比丘！譬如石匠或石工匠弟子之斧柄現其指跡，現其母指跡。彼雖不知「我

    手握斧柄所損，今日幾許、昨日幾許、明日幾許」，而只知損之損。

▼. III.218.
III,155. 一九  諸比丘！如是，若比丘勤勉修習而住者·雖不知「我漏之盡今日幾許、昨日

    幾許、明日幾許」，以知漏之盡。

    二0  諸比丘！譬如海上有船舶，以籐綴縛而漂流於六月水上，冬則漂著於陸地，

    綴縛被風日所曝。彼綴縛又被雲雨所霑
，容易耗損腐敗。

    二一  諸比丘！如是，若比丘勤勉修習而住者，諸結容易損耗腐敗。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六七a)。

      2 以下至本經之終，和增支部經典原典四、一二五以下刖文。

      3 「霑」原本abhippavatthani由暹羅本abhippavutthani改之。

0

S.22.102.無常性(想)

《雜阿含270經》
    一~二  [爾時，世尊]住舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！以修習無常想，多習者，永盡一切欲貪，永盡一切色貪，永盡一切有

    貪，永盡一切無明，永斷一切我慢。

    四  諸比丘！譬如田夫，秋時執大犁而耕，以斷一切生長之根。諸比丘！如是修習

    焦常想，多習者，永盡一切欲貪，永盡一切色欲，永盡一切有貪，永盡一切無明，

    永斷一切我慢。

    五  諸比丘！譬如割婆羅波草人，割波羅波草，以捉其端而振動上下，振動左右，

    振動而棄之。諸比丘！如是修習無常想…乃至…

III,156. 六  諸比丘！譬如菴羅果脫離於樹幹，著於樹幹之菴羅果，悉隨於此。諸比丘！如

    是修習無常想…乃至…

    七  諸比丘！譬如重閣之一切重簷之向於屋頂、趣於屋頂、集於屋頂，以屋頂為最

    上。諸比丘！如是修習無常想…乃至…

    八  諸比丘！譬如諸根香中，以隨時檀為最上。諸比丘！如是修習無常想……乃至

    ……

    九  諸比丘！譬如諸核香中，以赤檀為最上。諸比丘！如是修習無常想…乃至…

    一0  諸比丘！譬如諸華香中，以夏生之花為最上。諸比丘！如是修習無常想……

    乃至……

▼. III.220.
    一一  諸比丘！譬如諸小王悉隨屬於轉輪王，轉輪王為其最上。諸比丘！如是修習

    無常想…乃至…

    一二  諸比丘！譬如諸星之光明，悉不應於月光十六分之一，以月光為其最上。諸

    比丘！如是修習無常想…乃至…

    一三  諸比丘！譬如秋時，空豁無雲時，日昇於蒼天，以除一切虛空之闇冥，輝耀

    熱照。諸比丘！如染修習無常想，多習者，永盡一切欲貪，永盡一切色貪，永盡一

    切有貪，永盡一切無明，永斷一切我慢。

III,157. 一四  諸比丘！如何修習無常想？如何多修習者，永盡一切欲貪…乃至…永斷

    一切我慢耶？

    一五  此是色，此是色之集，此是色之滅，此是受……想……行……識之集，此是

    識之滅。

    一六  諸比丘！如是修習無常想，如是多習者，永盡一切欲貪，永盡一切色貪，永

    盡有貪，永盡一切無明，永斷一切我慢。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏一、七0c)。

            (第五)華品[終]

        此品之攝頌：

，河流華泡沫

，牛糞與指尖

，清淨二繫繩

，手斧柄無常

，中五十經終

        中五十經品之攝頌

，封滯阿羅漢

，所食長老名

，以為華品匠

▼. III.222.
            第二 五十經

    註1 原本-sambhayam以暹羅本-savhayam改之。

第三 後五十經

第一 邊品

 S.22.103.邊

《雜阿含70經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,158. 三  「諸比丘！有四邊。以何為四耶？有身邊，有身集邊，有滅邊，有順身滅道邊是。

    四  諸比丘！何為有身邊耶？名五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊、受取蘊、想取

    蘊、行取蘊、識取蘊是。諸比丘！此名為有身邊。

    五  諸比丘！以何為有身集邊耶？當來有之渴與愛、喜貪俱而為樂著於彼彼。謂：

    是欲愛、有愛、非有愛。諸比冬！此名為有身集邊。

    六  諸比丘！以何為有身滅邊耶？彼渴愛之無餘、離欲、滅盡、捨離、定棄、解脫、

    無著是。諸比丘！此名為有身滅邊。

    七  諸比丘！何為有順身滅道邊耶？即八支聖道是。謂：正見……丈至……正定

    是。諸比丘！此名為有順身滅道邊。

    八  諸比丘！有如是之四邊。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷三(大正藏二、一八b)。

S.22.104.苦

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我為汝等說苦、苦集、苦滅、順苦滅道，諦聽。

    四   諸比丘！以何為苦耶？名五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…識取

▼. III.224.
    蘊是。諸比丘！此名為苦。

    五  諸比丘！以何為苦集耶？當來有之渴愛…乃至…非有愛是。諸比丘！此名

    為苦集。

    六  諸比丘！以何為苦滅耶？彼渴愛之無餘、離欲、滅盡、捨離、定棄、解脫、無

    著。諸比丘！此名為苦滅。

III,159. 七  諸比丘！以何為順苦滅道耶？即八支聖道是。謂：正見…乃至…正定。諸

    比丘！此名為順苦滅道。」

S.22.105.有身

《雜阿含71經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我為汝等說有身、有身之集、有身之滅、有順身滅之道，諦聽。

    四  諸比丘！以何為有身耶？名為五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…

    識取蘊是。諸比丘！此名為有身。

    五  諸比丘！以何為有身之集耶？當來有之渴愛…乃至…諸比丘！此名為有身

    之集。

    六  諸比丘！以何為有身之滅耶？彼渴愛之…乃至…。諸比丘！此名為有身之

    滅。

    七~八  諸比丘！以何為有順身滅之道耶？即八支聖道是。謂：正見…乃至…

    正定。諸比丘！此名為有順身滅之道。」

    註1 漢《雜阿含經》卷三(大正藏二、一八b)。

S.22.106.所徧知

《雜阿含72經》，S.22.23
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！[為汝等]說所知法、徧智、徧智人，諦聽。

    四  諸比丘！以何為所知法耶？諸比丘！色是所知法，受……想……行……識是所

    知法。諸比丘！如是名為所知法。

III,160. 五  諸比丘！以何為徧智耶？諸比丘！乃貪欲之滅盡、瞋恚之滅盡、愚癡之滅盡也。

    諸比丘！如是名為徧智。

▼. III.226.
    六  諸比丘！以何為徧知人耶？乃名阿羅漢。具壽之名某甲，姓某甲者。諸比丘如

    是名為徧知人。」

    註1 漢諸《雜阿含經》卷三(大正藏二、一九a)。

S.22.107.沙門(一)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…識取蘊是。

    四  諸比丘！於諸沙門、婆羅門，而不如實知此五取蘊之味、過患者，諸比丘
！

    彼於沙門、婆羅門中，雖是沙門、婆羅門，但我不肯許，又因彼諸具壽於現法，非

    自證知、現證具足住沙門、婆羅門之義。

    五  諸比丘！然而，諸沙門，婆羅門如實知此五取蘊之味、過患與出離者，諸比丘！

    我肯許彼沙門、婆羅門，於沙門中是沙門，於婆羅門中是婆羅門。又因彼諸具壽於

    現法自證知、現證具足住沙門、婆羅門之義。」

    註1 漢譯未詳。

      2 以下原本有省略由暹羅本補之。

S.22.108.沙門(二)

《雜阿含149-151經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…

    四~五  諸比丘！諸沙門、婆羅門，不如實知此五取蘊之集、滅、味、過患與出離

    者…乃至…知……者……自證知、現證具足住……。」

S.22.109.預流

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…識取蘊是。

III,161. 四  諸比丘！聖弟子如實知此五取蘊之集、滅、味、過患與出離故。諸比丘！此聖

    弟子名為預流，有不墮法，決定趣於三菩提。」

▼. III.228.
S.22.110.阿羅漢

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有五取蘊。以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…識取蘊也。

    四  諸比丘！比丘如實知此五取蘊之集、滅、味、過患與出離，不執取而解脫故。

    諸比丘！此比丘名為漏盡阿羅漢。梵行已立，所作已辨，捨棄重擔，達得己利，以

    盡有結，正知解脫。」

S.22.111.欲貪(一)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！於色須斷欲、貪、喜、愛。若如是斷彼色者，即如截斷多羅樹頭及根，

    令歸於無，使未來不生。

    四~六  受……想……行……

    七  於識須斷欲、貪、喜、愛。若如是斷彼識者，即如截斷多羅樹頭及根，令歸於

    無，使未來不生。」

S.22.112.欲貪(二)

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,162. 三  「諸比丘！於色須斷欲、貪、喜、愛、執取之取，心之取著、現貪、隨眠。若如

    是斷彼色者，即截斷……及根…乃至…

    四~五  受……想……

    六  於行須斷欲…乃至…。若如是斷彼行者，即如截多羅樹頭及根，令歸於無，

    使未來不生。

    七  於識須斷欲、貪、喜、愛、執取之取、心之取著、現貪、隨眠。若如是斷識者，

    如截斷多羅樹頭及根，令歸於無，使未來不生。」

         邊品終

        此品攝頌曰：

，邊與苦有身

，徧知二沙門

，預流阿羅漢

，以及二欲貪

▼. III.230.
第二 說法品

S.22.113.無明(比丘)

    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  時，有一比丘，來詣世尊之處…乃至…

    三  坐於1面]之彼比丘，白世尊言：

        「大德！無明。說無明者，以何為無明，如何為無明人耶？」

    四  「比丘！此處有無聞之凡夫，不知色，不知色集，不知色滅，不知順色滅道。

    五~八  不知受……想……行…乃至…順識滅道。

III,163. 九  比丘！此名為無明，如是為無明人。」

    註1 漢譯未詳，第一一五經參照。

 S.22.114.明(比丘)

    一~三  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

  ※四  「大德！明。說明者，大德！以何為明？如何為明人？」

  ※四  「比丘！於此處有有聞之聖弟子，知色，色集……色滅……順色滅道。

    五~八  受……想……行…乃至…知順識滅道。

    九  比丘！此名為明，如是為明人。」

 S.22.115.說法者(一)1

《雜阿含26、28-29、288、363經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！說法者，名說法者。大德！如何為說法者耶？」

    四  「若比丘為色之厭患、離欲、滅盡而說法者，應名為說法比丘。若對向於色之厭

    患、離欲、滅盡者，應名為對向於法隨法之比丘。若比丘以厭患於色、離欲、滅盡，

    不取執而解脫者，應名為得達現法涅槃之比丘。

    五~七  若比丘、於受……想……行……

▼. III.232.
    八  若比丘！為識之厭患、離欲、滅盡而說法者，應名為說法比丘。若比丘，對向

III,164. 識之厭患、離欲、滅盡者，應名為對向法隨法之比丘。若比丘，以厭患於識、離欲、

    滅盡、不取執而解脫者，應名為得達現法涅槃之比丘。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、五c)。

 S.22.116.說法者(二)1

《雜阿含26、28-29、288、363經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  坐於一面之彼比丘白世尊言：

        「大德！說法者，名為說法者，大德！如何為說法者耶？如何為對向於法隨法者

    耶？如何為達得現法涅槃耶？」

    三  「若比丘！為色之厭患、離欲、滅盡而說法者，應名為說法比丘。若比丘對向色

    之厭患、離欲、滅盡者，應名為對向法隨法之比丘。若比丘，以厭患於色、離欲、

    滅盡，不執取而解脫者，應名為得達現法涅槃之比丘。

    四~六  若比丘，於受……想……行……

    七  若比丘，為識之厭患、離欲、滅盡而說法者，名為說法比丘。若比丘對向識之

    厭患、離欲、滅盡者，應名為對向法隨法之比丘。若比丘以厭患於識、離欲、滅盡，

    不執取而解脫者，應名為得達現法涅槃之比丘。」

    註1 前經參照。

 S.22.117.縛

《雜阿含74經》
    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！於此有無聞凡夫。不見聖人…乃至…不順善知識之法。以見色是

    我，我乃色有，於我中有色，色中有我。諸比丘！此名為無聞凡夫，被色縛所縛，

    被縛於內外之縛。不見岸，不見彼岸，被縛而生，被縛而死，被縛而從此世趣於後

    世。

III,165. 四  見受是我…乃至…受中有我。諸比丘！此名為無聞凡夫，被受縛所縛，被

▼. III.234.
    縛於內外之縛。不見岸，不見彼岸。被縛而生，被縛而死，被縛而從此世趣於後世。

    五~六  想……行……

    七  見識是我…乃至…。諸比丘！此名為無聞凡夫，被縛於識縛，被縛於內外

    之縛。不見岸，不見彼岸。被縛而生，被縛而死，被縛從此世而趣向後世。

    八  諸比丘！有聞之聖弟子。見聖人…乃至…順善知識之法，不見色是我，我

    乃色有，我中有色，色中有我。諸比丘！此名為有聞之聖子，不被色縛所縛，不被

    內外之縛所縛，為見岸，見彼岸。此為由苦徧解脫。

    九  受……

    一0   想……

    一一  行……

    一二  不見識是我…乃至…諸比丘！此名為有聞之聖弟子，不被識縛所縛，不

    被內外之縛所縛。為見岸，見彼岸。此為由苦徧解脫。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一九b)。

S.22.118.解脫(一)

cf. 《雜阿含76經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！汝等於意如何？見此色是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

        「善哉，諸比丘！諸比丘！此色非我所，此非我，此非我體，如是應以正慧如實

    觀。

    三~五  受……想……行……

III,166. 六  見此識是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

        「善哉，諸比丘！諸比丘！此非我所，此非我，此非我體，如是應以正慧實觀。

    七  如是觀……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一九c)。

▼. III.236.
S.22.119.解脫(二)

cf. 《雜阿含76經》
    一  [爾時，世尊一在舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！汝等於意如何？見此色非我所，此非我，此非我體耶？」

        「大德！如是。」

        「善哉，諸比丘！諸比丘！此色非我所，此非我，此非我體，如是應以正慧如實

    觀。

    三~五  受……想……行……

    六  見此識非我所，此非我，此非我體耶？」

        「大德！如是。」

        「善哉，諸比丘！諸比丘！此識非我所，此非我，此非我體，如是應以正慧如實

    觀。

    七  如是……乃至，知……不更受後有。」

    註1 參照前經。

 S.22.120.結

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

        「諸比丘！我[為汝等]說結與結法，諦聽。

    三  諸比丘！以何為結法？以何為結耶？

    四  諸比丘！色是結法。於此欲、貪，於此即是結。

    五~七  受……想……行……

III,167. 八  識是結法。於此欲、貪，於此即是結。

    九  諸比丘！此名為結是結法。」

    註1 漢譯未詳。

S.22.121.取

▼. III.238.

    一~二  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

        「諸比丘！我說取法及取，諦聽。

 ※ 四  諸比丘！何為取法？何為取耶？

    五  諸比丘！色是取法。於此欲、貪，於此即是取。

    六~八  受……想……行……

    九  識是取法。於此欲、貪，於此即是取。

    一0  諸比丘！此名為取法，為取。」

    註1 參照前經。

S.22.122.戒

《雜阿含259經》
    一  爾時，具壽舍利弗及具壽摩訶拘絺羅，住波羅捺國仙人墮處鹿野苑。

    二~三  時，具壽摩訶拘絺羅，於暮時從靜座起，即往具壽舍利弗之處…乃至…

    言：

        「友舍利弗！戒具足之比丘，應以何法如理作意耶？」

    四  友拘絺羅！戒具足之比丘，應如理作意：五取蘊是無常、苦、病、癰、剌、痛、

    病、他、壞、空，無我。

    五  以何為五耶？謂：色取蘊…乃至…識取蘊是。友拘絺羅！戒具足之比丘，

    應如理作意：此五取蘊是無常、苦…乃至…無我。

III,168. 六  「友！於此戒具足之比丘，若如理作意：此五取蘊是無常、是苦…乃至…無

    我，則有當現證預流果。」

    七  「友舍利弗！預流之比丘，應以何法如理作意耶？」

    八  「友拘絺羅！預流之比丘，應如理作意：此五取蘊是無常…乃至…無我。

    九  友！又於此，預流之比丘，若如理作意：此五取蘊是無常…乃至…無我，

    則有當現證一來果。」

    一0   「友舍利弗！一來之比丘，應以何法如理作意耶？」

    一一  「友拘絺羅！一來之比丘，當如理作意：此五取蘊是無常…乃至…無我。

    一二  友！又於此，一來之比丘，若如理作意：此五取蘊是無常…乃至…無我，

▼. III.240.
    則有當現證不還果。」

    一三  「友舍利弗！不還之比丘，應以何法如理作意耶？」

    一四  「友拘絺羅！不還之比丘，應如理作意：此五取蘊是無常…乃至…無我。

    一五  友！於此不還之比丘，若如理作意：此五取蘊是無常…乃至…無我，則

    有當現證阿羅漢果。」

    一六  「友舍利弗！阿羅漢應以何法如理作意耶？」

    一七  「友拘絺羅！阿羅漢應如理作意：此五取蘊是無常、苦、病、癰、剌、痛、病、

    他、壞、空、無我。

    一八  友！阿羅漢更無所作，無已辦之增益。然而修習此諸法，多修習者，則資於

III,169. 現法樂住、正念正知。」

 S.22.123.有聞

    一  波羅捺國因緣。

    註1 和前完全相同，但「戒具足」改為「有聞」。

  S.22.124.劫波(一)

《雜阿含22經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  時，具壽劫波來詣世尊住處……

    三  坐於一面之具壽劫波，白世尊言：

        「大德！如何知、如何見者，於此有識之身及外之一切相，得除我慢、我所慢、

    慢隨眠耶？」

    四  「劫波！如是以正慧觀：所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、

    遠、近，此一切非我所、此非我、此非我、此非我體。

    五~七  所有受……想……行……

    八  如是以正慧觀：識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近，

▼. III.242.
    此一切非我所，此非我，此非我體。

    九  劫波！如是知、如是見者，於此有識之身及外之一切諸相，得除我慢、我所慢、

    慢隨眠。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷一(大正藏二、四c)。

III,170.

 S.22.125.劫波(二)

《雜阿含22經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

    二  坐於一面之具壽劫波，白世尊言：

        「大德！如何知、如何見者，於此有識之身及外之一切諸相，得離我慢、我所慢

    之慢，心越種種相、寂靜、解脫耶？」

    三  「劫波！如是以正慧觀：所有色之過去、未來、現在……此一切非我所、此非我、

    此非我體，無取而解脫。

    四~六  所有受……想……行……

    七  如是以正慧觀：識之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、近、

    此一切，非我所，此非我，此非我體，無取而解脫。

    八  劫波！如是知、如是見者，於此有識之身及外之一切諸相，得離我慢、我所慢

    之慢，心越種種相、寂靜、善解脫。」

    註1 參照前經。

說法品[終]

        [此品之攝頌曰：]

         無明乃至明

         二之說法者

         縛與二解脫

         結取戒有聞

         及二之劫波

▼. III.244.
第三 無明品

 S.22.126.集法(一)

《雜阿含256經》
    一  [爾時，世尊]在舍衛城…乃至…

III,171. 二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣而…乃至…

    三  坐於一面而彼比丘，白世尊言：

        「大德！無明，說無明者。大德！何為無明？如何為無明人耶？」

    四  「比丘！此處有無聞之凡夫，於色有集法，不如實知
色乃有集法。於色有滅法，

    不如實知色乃有滅法。於色有集滅法，不如實知色乃有集滅法。

    五  於受有集法，不如實知受乃有集法。於受有滅法，不如實知受乃有滅法。於受

    有集滅法，不如實知受乃有集滅法。

    六  想有集法…乃至…

    七  於行有集法，不如實知行乃有集法。於行有滅法，不如實知行乃有滅法。於行

    有集滅法，不如實知行乃有集滅法。

    八  於識有集法，不如實知識乃有集法。於識有滅法，不如實知識乃有滅法。於識

    有集滅法，不如實知識乃有集滅法。

    九  比丘！說此為無明，如是為無明人。」

    一0  如是說已，彼比丘白世尊言：

        「大德！明，說明者。大德！何者為明？何者為明人耶？」

    一一  「比丘！於此處有有聞之聖弟子。有色集法者，如實知有色集法。有色滅法

III,172.者，如實知有色滅法。有色集滅法者，如實知有色集滅法。

    一二  有受集法者…乃至…

    一三  有想集法者…乃至…

    一四  有行集法者…乃至…

    一五  有識集法者，如實知有識集法。有識滅法者，如實知有識滅法。有識集滅法

    者，如實知有識集滅法。

    一六  比丘！說此為明，如是為明人。」

▼. III.246.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷十(大正藏二、六四b)。

      2 「如實」原本誤為「如法」。

 S.22.127.集法(二)

《雜阿含256經》
    一  爾時，具壽舍利弗與具壽拘絺羅，住
波羅捺國仙人墮處鹿園。

    二  時，具壽摩拘絺羅，於暮時縱靜坐起…乃至…

    三  坐於一面之具壽摩訶拘絺羅，言具壽舍利弗曰：

        「友舍利弗！無明，說無明者。友！何為無明，何為無明人耶？」

    四  「友！於此處有無聞之凡夫，於色有集法，不如實知色乃有集法，於色有滅法

    乃至……不如實知色乃有集滅法。

    五  於受有集法…乃至…

    六  於想有集法…乃至…

    七  於行有集法…乃至…

    八  於識有集法…乃至…於識有滅法…乃至…不如實知於識有集滅法。

    九  友！說此為無明
，如此為無明人。」

    註1 「住」原本viharati是viharanti之誤。

      2 「無明」原本逸失。

III,173.

 S.22.128.集法(三)

《雜阿含256經》
    一~二  波羅捺國因緣。

    三  坐於一面之具壽摩訶拘絺羅，言於具壽舍利弗曰：

        「友舍利弗！明，說明者。友！何者為明？如何為明人耶？」

    四  「友！於此處有有聞之聖弟子，於色有集法者，如實知色有集法。於色有滅法者

    …乃至…於色有集滅法者，如實知色有集滅法。

    五  受有集法者…乃至…

    六  想有集法者…乃至…

▼. III.248.
    七  行有集法者…乃至…

    八  識有集法者…乃至…如實知識有集滅法。

    九  友！說此為明，如此為明人。」

S.22.129.味(一)

《雜阿含256經》
    一~二  住波羅捺國仙人墮處鹿園…乃至…

    三  坐於一面之具壽摩訶拘絺羅，言於具壽舍利弗曰：

        「友舍利弗，無明，說無明者。友！何者為無明？如何為無明人耶？」

    四  「友！於此處有無聞之凡夫，不如實知色之味、過患、出離。

    五~七  受……想……行……

    八  不如實知色之味、過患、出離。

    九  友！說此為無明，如此為無明人。」

 S.22.130.味(二)

《雜阿含256經》
    一~二  波羅捺國仙人墮處鹿園……

    三  「友舍利弗！明，說明者。友！何者為明，如何為明人耶？」

III,174. 四  「友！於此處有有聞之聖弟子，如實知色之味、過患、出離。

    五~七  受……想……行……

    八  如實知識之味、過患、出離。

    九  友！說此為明，如此為明人。」

S.22.131.集(一)

《雜阿含258經》
    一~二  住波羅捺國仙人墮處鹿園……

    三  「友舍利弗，無明，說無明者。友！何者為無明，如何為無明人耶？」

    四  「友！此處有無聞之凡夫，不知色之集、滅、味、過患、出離。

    五~八  不如實知受……想……行……識之集、滅、味、過患、出離。

    九  友！說此為無明，如此為無明人。」

S.22.132.築(二)

    一~二  住波羅捺國仙人墮處鹿園……

    三  坐於一面之具壽摩訶拘絺羅言具壽舍利弗曰：

        「友舍利弗！明，說明者。友！何者為明？如何為明人耶？」

▼. III.250.
    四  「友！此處有有聞之聖弟子，如實知色之集、滅、味
、過患、出離。

    五~八  如實知受……想……行……識之集、滅、味、過患、出離。

    九  「友！說此為明，如此為明人。」

    註1 「味、過患」之二語原本逸失。

III,175.

 S.22.133.拘絺羅(一)

《雜阿含258經》
    一  住波羅捺國仙人墮處鹿園……

    二  時，具壽
舍利弗，於暮時…乃至…

    三  坐於一面之舍利弗，言具壽摩訶拘絺羅曰：

        「友拘絺羅！無明，說無明者。友
！何者為無明，如何為無明人耶？」

    四  「友！此處有無聞之凡夫，不如實知色之味、過患、出離。

    五~八  不如實知受……想……行……識之味、過患、出離。

III,176. 九  友！說此為無明，如此為無明人。」

    一0  如是言已，具壽舍利弗，言於具壽摩訶拘絺羅曰：

        「友拘絺羅！明，說明者。友！何者為明？如何為明人耶？」

    一一  「友！此處有有聞之聖弟子，如實知色之味、過患、出離。

    一二~一四  受……想……行……

    一五  如實知識之味、過患、出離。

    一六  友！說此為明，如此為明人。」

    註1 「具壽」原本逸失。

      2 友！之下原本有kotthita是衍字。

 S.22.134.拘絺羅(二)

《雜阿含258經》
    一~二  波羅捺國仙人墮處鹿園……

    三  「友拘絺羅！無明，說無明者
。友！何者為無明？如何為無明人耶？」

    四  「友！此處有無聞之凡夫，不如實知色之集、滅、味、過患、出離。

▼. III.252.
    五~七  受……想……行……

    八  不如實知色之集、滅、味、過患、出離。

    九  友！說此為無明，如此為無明人。」

    一0  如是言已，具壽舍利弗，言於具壽摩訶拘絺羅曰：

        「友拘絺羅！明，說明者。友！何者為明？如何為明人耶？」

    一一  「友！此處有有聞之聖弟子，如實知色之集、滅、味、過患、出離。

    一二~一四  受……想……行……

    一五  如實知識之集、滅、味、過患、出離。

        友！說此
為明，如此為明人。」

    註1 原本有缺失，以前經補之。

      2 原本有缺失，以前經補之。

 S.22.135.拘絺羅(三)

《雜阿含257經》
    一~二  同前之因緣。

    三  坐於一面之具壽舍利弗，言於具壽摩訶拘絺羅曰：

        「友拘絺羅！無明，說無明者。友！何者為無明？如何為無明人？」

    四  「友！此處有無聞之凡夫，不知色，不知色集，不知色滅，不知順色滅之道。

    五~七  受……想……行……

    八  不知識，不知識集，不知識滅，不知順識滅道。

    九  友！說此為無明，如此為無明人。」

    一0  如是言已，具壽舍利弗，言於具壽摩訶拘絺羅曰：．

III,177. 一一  「友！此處有有聞之聖弟子，知色、知色集、知色滅，知順色滅道。

    一二~一四  受……想……行……

    一五  知識，知識集，知識滅，知順識滅道。

    一六  友！說此為明，如此為明人。」

             無明品[終]

▼. III.254.
        此品之攝頌曰：

，三集法二味

，二集拘絺羅

第四 煻 煨 品

S.22.136.煻煨

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！色是煻煨，受是煻煨，想是煻煨，行是煻煨，識是煻煨。

    四  諸比丘！如是觀而有聞之聖弟子，厭患於色，厭患於受……想……行……識。

    五  厭患而離欲……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯未詳。

S.22.137.無常(一)

    一  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！於無常者應斷欲。諸比丘！何者為無常耶？

178 三  諸比丘！色是無常，於此應斷欲。

    四~六  受……想……行……

    七  識是無常，於此應斷欲。

    八  諸比丘！於無常者應斷欲。」

    註1 漢譯未詳。

S.22.138.無常(二)

    一  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！於無常者應斷貪。諸比丘！何者為無常耶？

▼. III.256.
    三  諸比丘！色是無常，於此應斷貪。

    四~七  受……想……行……識是無常，於此應斷貪。

    八  諸比丘！於無常者應斷貪。」

S.22.139.無常(三)

    一  [爾時世尊]舍衛城…乃至…

    二  「諸比丘！於無常者應斷欲貪。諸比丘！何者為無常耶？

    三  諸比丘！色是無常，於此應斷欲貪。

    四~七  受……想……行……識是無常，於此應斷欲貪。

    八  諸比丘！於無常者應斷欲貪。」

S.22.140~142.第六~第七 苦(一~三)

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三~八  「諸比丘！於苦者應斷欲……貪……欲貪…乃至…」

S.22.143.~145.第八~第十 無我(一~三)

    一  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

III,179. 二  「諸比丘！於無我者應斷欲……貪……欲貪。諸比丘！何者為無我耶？

    三  諸比丘！色是無我，於此應斷欲……貪……欲貪。

    四~六  受……想……行……

    七  識是無我，於此應斷欲……貪……欲貪。

    八  諸比丘！於無我者應斷欲……貪……欲貪。」

S.22.146.善男子苦(一)

《雜阿含47經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有信心出家之善男子，以此為隨順法，謂於色多厭患而住，於受

    想……行……識多厭患而住。

    四  於彼色多厭患而住，於受……想……行……識多厭患而住。徧知色、徧知受

    想……行識。

    五  彼徧知色、徧知受……想……行……識而由色解脫、受解脫、想解脫、行解脫、

    識解脫，生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱解脫，苦解脫。」

▼. III.258.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷二(大正藏二、一二a)

S.22.147.善男子苦(二)

《雜阿含48經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有信心出家之善男子，以此為隨順法，謂：於色觀無常而住，於受

    想……行……識觀無常而住…乃至…

III,180. 四~五  為由苦而解脫。」

 S.22.148.善男子苦(三)

《雜阿含146經》，S.35.105.
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！有信心出家之善男子，以此為隨順法，謂於色觀無我而住，於受

    想…行……識觀無我而住。

    四  彼於色觀無我而住，於受……想……行……識觀無我而住。以徧知色，以徧知

    受…想……行……識。

    五  彼徧知色，徧知受……想……行……識而由色解脫、由受解脫、由想解脫、由

    行解脫、由識解脫，由生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱解脫，由苦而解脫。」

           第四 煻煨品[終]

        此品之攝頌曰：

，煻煨三無常

，三苦三無我

，乃至說此三

，善男子苦三1

    註1 「三」原本暹羅本俱為「二」。

第五 見 品

S.22.149.內

《雜阿含152經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

▼. III.260.
    三  「諸比丘！由有何？由取何？於內生樂苦耶？」

III,181. 四  「大德！世尊乃我等之法根[願請說示。]」

    五  「諸比丘！由有色，由取色，於內生樂苦。」

    六~八  受……想……行……

    九  由有識，由取識，於內生樂苦。

    一0  「諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「不取無常、苦變易之法，於內當生樂苦耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一三  受……想……行……

    一四  「識是常耶？為無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「不取無常、苦變易法者，於內當生樂苦耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「如是觀……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四三b)。

S.22.150.我所

《雜阿含152經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！由有何？由取何？由現貪何？而見此是我所、此是我、此是我體耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五~九  「諸比丘！由有色、由取色、由現貪於色…乃至…由有識、由取識、

III,182. 由現貪色，而見此是我所、此是我、此是我體。

▼. III.262.
    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        大德！是無常…乃至…

        不取
有變易之法者，當見此是我所、此是我、此是我體耶？

    一一~一三  受……想……行……

    一四  識是常耶？是無常耶？

        大德！是無常…乃至…

        不取有變易之法者，當見此是我所、此是我、此是我體耶？

        大德！不也。

    一五  如是觀……乃至，知……不更受後有。

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四三a)

    註2 「不取」。底本api me tam……是api nu tam……之誤。

S.22.151.我

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！由有何？由取何？以現貪何？而起如是見：此有我、此有世間、我死

    後有，為常、恒、永住而有不變易之法耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！由有色，由取色，由現貪於色而起如是見：此有我、此有世間、我死

    後有，為常、恒、永住而有不變易之法。

III,183. 六~九  由有受……想……行……識、由取識、由現貪於識、而起如是之見：此有

    我、此有世間、為我死後有，常、恒、永住而有不變易之法。

    一0  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「雖不取無常、苦而有變易之法，而起如是見：此有我、此有世間、我死後有，

    常、恒、永住而應有不變易之法耶？」

▼. III.264.
        「大德！不也。」

    一一~一四  「受……想……行……識是常耶？為無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「雖不取無常，有變易之法，而起如是見：此有我、此有世間、我死後有，常、

    恒、永住而應有不變易之法耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「如是觀之……知更不受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四三C)

 S.22.152.無我所

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！由有何？由取何？由現貪何？而起如是見：無我、無我所者，當將為

    無我、無我所耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四  「諸比丘！由有色，取於色，由現貪於色，而起如是見：無我、無我所者，當將

    為無我、無我所。

    五~七  受……想……行……

III,184. 八  由有識，取於識，由現貪於識，而起如是見：若無我、無我所者，當將為無我、

    無我所。

    九  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「雖不取無常、苦變易之法，而起如是見：無我、無我所者，當將為無我、無我

    所耶？」

▼. III.266.
        「大德！不也。」

    一0~一三  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常也…乃至…」

        「雖不取有無常、苦變易之法，而起如是見：無我、無我所者，當將為無我、無

    我所耶？」

        「大德！不也。」

        「如是觀之……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯未詳。

S.22.153.邪見

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！由有何？取何？由現貪於何？而起邪見耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！由有色，取色，由現自於色，而起邪見。

    六~九  由有受……想……行……識，取識，由現貪於識，而起邪見。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「雖不取無常…乃至…當起邪見耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

III,185.     「大德！是無常。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「雖不取無常、苦而有變易之法者，而起邪見耶？」

        「大德！不也。」

        「如是觀之……乃至，知……不更受後有。」

S.22.154.有身

▼. III.268.
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！由有何？取何？由現貪何？而起身見耶？」

    四  「大德！世尊是我等之法根…乃至…」

    五  「比丘！由有色、取色，由現貪於色，而生有身見。

II,186.六~九  由有受……想……行……識，取識，由現貪於識，而起有身見。

    一0  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者……乃至…雖不執取，當起有身見耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者…乃至…雖不執取，當起有身見耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「如是觀之……知更不受後有。」

S.22.155.我

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！由有何？取何？由現貪何？而起我見耶？」

    四  「大德！世尊乃我之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！由有色，取色，由現貪於色，而起我見。

    六~九  由有受……想……行……識，取識，由現貪於識，而起我見。

    一0  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者…乃至…雖不執取，當起我見耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者…乃至…雖不執取，當生我見耶？」

        「大德！不也。」

▼. III.270.
        「若無常者…乃至…雖不執取，當生我見耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「如是觀之……乃至，知……更不受後有。」

S.22.156.現貪(一)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！由有何？取何？由現貪於何？而起結、現貪、縛耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！由有色，取色，由現貪於色，而起結、現貪、縛。

    六~九  由有受……想……行……識，取識，由現貪於識而起結、現貪、縛。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「若無常者…乃至…雖不執取，當起結、現貪、縛耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  受…乃至…大德！不也。

    一五  「如是觀之……乃至，則……不受後有。」

III,187.

 S.22.157.現貪(二)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        諸比丘！由有何？取何？由現貪何？而起結、現貪、縛、耽著耶？

    四  大德！世尊乃我等之法根…乃至…

 S.22.158.阿難

    一  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    二  時、具壽阿難來詣世尊住處。詣已…乃至…白世尊言：

    三  「善哉！大德世尊！願請為我略說法要，我依世尊聞法，而獨靜、不放逸、熱誠、

    精進而住。」

    四  「阿難！汝於意如何？色是常耶？無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

▼. III.272.
        「若觀此無常、苦變易之法，於此得為是我所、此是我、此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    五~八  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！不也。」

        「若無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「若觀此無常、苦而變易之法，於此得為是我所、此是我、此是我體耶？」

        「大德
！不也。」

    九  「阿難！是故於此處，所有色之過去、未來、現在…乃至…

III,188. 一0  如是觀之……乃至，知……不更受後有。」

              第五見品[終]

        此品之攝頌曰：

，此內與我所

，我與無我所

，邪及有身我

，二現貪阿難

        後五十經之攝頌曰：

，邊說法無明

，煻煨見等五

，第三五十經

，說成為一章

    註1 漢譯未詳。

      2 「大德！不也」一句原本逸失。

      3 原本vijja samudayan由暹羅本dhamma-kathikavijja改之。

▼. III.274.
蘊相應終

▲Top回目錄
S.23.第二 羅陀相應

第一 初品

 S.23.1.魔

《雜阿含120經》
    一  [爾時世尊]舍衛城…乃至…

III,189. 二  時，具壽羅陀來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    三  坐一面已，具壽羅陀白世尊言：

        「魔，說魔者，大德！以何為魔耶？」

    四  「羅陀！若有色者，即有魔、殺者、死者。羅陀！故於此處，觀以色為魔，觀為

    殺者，觀為死者，觀為病、觀為癰，觀為刺，觀為痛，觀為痛種。如是觀者為正觀。

    五~七  受……想……行……

    八  若有識者，即有魔、殺者、死者。羅陀！故於此處，觀以識為魔，觀為殺者，

    觀為死者，觀為病，觀為癰，觀為刺，觀為痛，觀為痛種。如是觀者為正觀。」

▼. III.276.
    九  「大德！為何是正觀耶？」

        「羅陀！為厭思而正觀。」

    一0  「大德！為何是厭患耶？」

        「羅陀！為離欲而厭患。」

    一一  「大德！為何是離欲耶？」

        「羅陀！為解脫而離欲。」

    一二  「大德！為何是解脫耶？」

        「羅陀！為涅槃而解脫。」

    一三  「大德！為何是涅槃耶？」

        「羅陀！此問甚過
。於問不能取邊際。羅陀！為立梵行者，即入涅槃、趣涅槃，

    盡涅槃。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、三九b)

      2 「甚過」原本assa由暹羅本accasara。

S.23.2.眾生

《雜阿含122經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

III,190. 三  一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「眾生，說眾生者，如何之說為眾生耶？」

    四  「羅陀！於色有欲、貪、喜、愛，染著於此，纏綿於此，故說為眾生
。

    五~七  受……想……行……

    八  於識有欲、貪、喜、愛，染著於此，纏綿於此，故說為眾生。

    九  羅陀！譬如，諸小男小女，以塵土之舍宅如嬉戲。於彼塵土之舍宅，不離貪，

    不離欲，不離愛樂，不離渴，不離熱煩，不離渴愛時，執著、珍重、眈著，愛著彼

    塵土之舍宅。

    一0  羅陀！然而小男小女，若於彼塵土之舍宅，離貪、離欲、離愛樂、離渴、離

    熱、離渴愛時，即以手足散毀、摧破、放棄彼塵土之舍宅。

    一一  羅陀！如是汝等，為滅盡渴愛，以行毀散、摧破、放棄彼色。

▼. III.278.
    一二~一四  受……想……行……

    一五  為滅盡渴愛，以行毀散、摧破、放棄彼識。羅陀！渴愛之滅盡乃得涅槃。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四0a)

      2 「眾生」(satta)於巴利語形和「染著」同。

S.23.3.有綱

《雜阿含111經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！有綱
，說有綱者，大德！何為有綱？何為有綱滅耶？」

III,191. 四  「羅陀！於色起欲、貪、喜、愛、執取之取、心之取著、現貪、隨眠者，說此為

    有綱，因此之滅，即有綱滅。

    五~七  受……想……行……

    八  於識欲…乃至…取著、現貪、隨眠者，說此為有綱，因此之滅，即有綱滅。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、三七c)「有綱」於原註有bhava-rajju漢譯為「有流」。

      2 「有綱、有綱」，於原本有「有綱、有綱滅。」今改之。

 S.23.4.所徧知

《雜阿含112經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  一面坐時，世尊言於具壽羅陀：

        「[為汝]說所知法、徧知、徧知人。諦聽。」

    四  「世尊請說。」

        「羅陀！何為所知法耶？羅陀！色是所知法，受……想……行……識是所知法。

    羅陀！如是說為所知法。

    五  羅陀！以何為徧知耶？羅陀！乃貪欲之滅盡，瞋恚之滅盡，愚癡之滅盡者是。

    羅陀！如是說為徧知。

    六  羅陀！以何為徧知人耶？名阿羅漢。具壽之名某甲、姓某甲者。羅陀！如是名

▼. III.280.
    為徧知人。」

    註1 漢諸《雜阿含經》卷六(大正藏二、三七c)本經以下十經止，與「蘊相應」第一0六」」一一

        二經之內容同。

 S.23.5.沙門(一)

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  一面坐時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！有五取蘊。何者為五耶？謂色取蘊…乃至…識取蘊是。

III,192. 五  羅陀！諸沙門、婆羅門而對此五取蘊之味、過患、出離，不如實知者，羅陀！

    我不認許彼沙門、婆羅門，是沙門中之沙門，婆羅門中之婆羅門。又彼諸具壽於現

    法非自證知、現證，具足住沙門之義，婆羅門之義。

    六  羅陀！然而諸沙門、婆羅門對此五取蘊之味、過患、出離，如實知者，羅陀！

    我認許彼沙門、婆羅門，是沙門中之沙門，婆羅門中之婆羅門。又彼諸具壽於現法

    自證知、現證、具足而沙門之義、婆羅門之義而住。」

S.23.6.沙門(二)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    一面坐時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！有五取蘊。以何為五耶？謂色取蘊…乃至…識取蘊是。

    五~六  羅陀！諸沙門、婆羅門不如實知此五取蘊之集、滅、味、過患、出離者

    乃至……自證知、現證、具足而住。」

 S.23.7.預流

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！有五取蘊。以何為五耶？謂色取蘊…乃至…識取蘊是。

193 五  羅陀！聖弟子如實知此五取蘊之集、滅、味、過患、出離故，羅陀！此聖弟子

    名預流、不墮法、決定、為趣三菩提。」

S.23.8.阿羅漢

▼. III.282.
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！有五取蘊。以何為五耶？謂色取蘊…乃至…識取蘊是。

    五  羅陀！比丘如實知此五取蘊之集、滅、味、過患、出離，無取解脫故，羅陀！

    此比丘名為阿羅漢，是漏盡，梵行已立、所作已辦，捨棄重擔，獲得己利，以盡有

    結，為正知解脫。」

S.23.9.欲貪(一)

《雜阿含123經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！於色斷欲、貪、喜、愛。如是斷彼色者，如斷根截頭之多羅樹，令歸無

    有，使未來不生。

    五  於受斷欲、貪、喜、愛。如是斷彼色者，如斷根截頭之多羅樹，今歸無有，使

    未來不生。

    六~七  於想……行斷欲、貪、喜、愛。如是斷彼行者，如斷根截頭之多羅樹，令

    歸無有，使未來不生。

III,194. 八  於識斷欲、貪、喜、愛，如是斷彼識者……使未來不生。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四0a)。

S.23.10.欲貪(二)

《雜阿含123經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！於色斷欲、貪、喜、愛、執取之取，心之取著、現貪、隨眠。如是斷彼

    色者，如斷根截頭之多羅樹，令歸無有，使未來不生。

    五  於受斷欲、貪、喜、愛、執取之取、心之取著、現貪、隨眠。如是斷彼受者，

    如斷根截頭之多羅樹…乃至…使未來不生。

    六~七  於想……行斷欲、貪、喜、愛、執取之取，心之取著、現貪、隨眠。如是

    斷彼行者，如斷根…乃至…使未來不生。

▼. III.284.
    八  於識斷貪、喜、愛、執取之取、心之取著、現貪、隨眠。如是斷彼識者，如斷

    根截頭之多羅樹，令歸無有，使未來不生。」

           羅陀相應初品[終]

        此品之攝頌曰：

，魔眾生有綱

，所徧二沙門

，預流阿羅漢

，以及二欲貪

III,195.

第二 品

S.23.11.魔

《雜阿含124經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！魔、說魔者。大德！如何為魔耶？」

    四  「羅陀！色是魔，受是魔，想是魔，行是魔，識是魔。

    五  羅陀！如是觀者，有聞之聖弟子，於色厭患……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四0b)。

S.23.12.魔法

cf. 《雜阿含120經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！魔法，說魔法者。大德！如何為魔法耶？」

    四  「羅陀！色是魔法，受是魔法，想是魔法，行是魔法，識是魔法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

▼. III.286.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、三九c)。

S.23.13.無常(一)

    一~三  ……「大德！無常，說無常者。大德！如何為無常耶？」

    四  「羅陀！色是無常，受是無常，想是無常，行是無常，識是無常。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

，14. 第四 無常(二)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…於一面坐之具壽羅陀白世尊言：

        「大德！無常法，說無常法者。大德！如何為無常法耶？」

III,196.四  「羅陀！色是無常法，受是無常法，想是無常法，行是無常法，識是無常法。

    五  羅陀！應如是觀之…乃至…更知不受後有。」

 S.23.15.苦(一)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！苦，說苦者。大德！如何為苦耶？」

    四  「羅陀！色是苦，受是苦，想是苦，行是苦，識是苦。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

S.23.16.苦(二)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！苦法，說苦法者。大德！如何為苦法耶」

    四  「羅陀！色是苦法，受是苦法，想是苦法，行是苦法，識是苦法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

 S.23.17.無我1(一)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！無我，說無我者。大德！如何為無我耶？」

    四  「羅陀！色無我，受無我，想無我，行無我，識無我。

▼. III.288.
    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四0c)。

 S.23.18.無我(二)

    一~三  ……一面坐已。具壽羅陀，白世尊言：

        「大德！無我法，說無我法者。大德！如何為無我法耶？」

III,197. 四  「羅陀！色是無我法，受是無我法，想是無我法，行是無我法，識是無我法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

，19. 第九 盡法1

    一~三  S.23.[爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！盡法，說盡法者。大德！如何為盡法耶？」

    四  「羅陀！色是盡法，受……想……行是盡法，識是盡法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四一a)漢譯為「斷法」。

 S.23.20.壞法1

《雜阿含128經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！壞法，說壞法者。大德！如何為壞法耶？」

    四  「羅陀！色是壞法，受是壞法，想是壞法，行是壞法，識是壞法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四一a)

S.23.21.集

▼. III.290.
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！集法，說集者。大德！如何為集法耶？」

    四  「羅陀！色是集法，受是集法，想是集法，行是集法，識是集法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，如……不更受後有。」

 S.23.22.滅法

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。其壽羅陀白世尊言：

III,198.  「大德1！滅法，說滅法者。大德！如何為滅法耶？」

    四  「羅陀！色是滅法，受……想……行是滅法，識是滅法。

    五  羅陀！如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

    註1 「大德！」bhante vuccati之兩語原本逸失。

            第二品[終]

        此品攝頌曰：

，魔以及魔法

，無常二二苦

，無我盡壞集

，滅法等十二

第三 所 問 品

 S.23.23.魔

《雜阿含125-130經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德世尊！願為我略說法要…乃至…精進而住。」

    四  「羅陀！於魔應斷欲。羅陀！何者為魔耶？羅陀！色是魔者，於此應斷欲。受是

▼. III.292.
    魔者，於此應斷欲。想……行是魔者，於此應斷欲。識是魔者，於此應斷欲。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四0c)。

S.23.24.魔法

《雜阿含125-130經》
    四  羅陀！於魔法應斷欲，應斷貪，應斷欲貪……

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四0c)。

III,199.

S.23.25~26.第三~四 無常1(1~二)

《雜阿含125-130經》
 ※ 四  羅陀！於無常……

 ※ 四  羅陀！於無常法……

    註1 漢譯《雜阿含經》卷六(大正藏二、四一a)

S.23.27~28.第五~六 苦(一~二)

《雜阿含125-130經》
 ※ 四  羅陀！於苦……

 ※ 四  羅陀！於苦法……

  S.23.29~30.第七~八 無我(一~二)

《雜阿含125-130經》
 ※ 四  羅陀！於無我……

 ※ 四  羅陀！於無我法……

 S.23.31~32.第九~十 盡~壞

《雜阿含125-130經》
 ※ 四  羅陀！於盡法……

 ※ 四  羅陀！於壞法……

S.23.33.集

《雜阿含125-130經》
    四  羅陀！於集法應斷欲，應斷貪，應斷欲貪。

 S.23.34.滅法

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

▼. III.294.
        一面坐已。具壽羅陀白世尊言：

        「大德！願為…乃至…而住。」

    四  「羅陀！於滅法應斷欲、應斷貪、應斷欲貪。羅陀。以何為滅法耶？羅陀！色為

    滅法者，於此應斷欲，受是滅法者，於此應斷欲，想……行是滅法者，於此應斷欲，

    識是滅法者，於此應斷欲。

    五  羅陀！於滅法應斷欲、應斷貪、應斷欲貪。」

              第三所問品[終]

        此品之攝頌曰：

III,200.    魔以及魔法

，無常二二苦

，無我盡壞集

，滅法等十二

第四 侍 坐 品

 S.23.35.魔

《雜阿含131經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        坐於一面時，世尊言於具壽羅陀曰：

    四  「羅陀！於魔應斷欲。羅陀！以何為魔耶？羅陀！色是魔者，於此應斷欲……乃

    至……識是魔者，於此應斷欲。羅陀！於魔應斷欲。

    五  羅陀！於魔應斷貪…乃至…

    六  羅陀！於魔應斷欲貪……」

S.23.36.魔法

《雜阿含131經》
 ※ 四  羅陀！於魔法應斷欲……

    五  羅陀！於魔法應斷貪……

    六  羅陀！於魔法應斷欲貪……

S.23.37.~38.第三~四 無常(一~二)

《雜阿含131經》
▼. III.296.
※ 四~六  羅陀！於無常……

 ※ 四~六  羅陀！於無常法……

III,201.

S.23.39.~40.第五~六 苦(一~二)

《雜阿含131經》
 ※ 四  羅陀！於苦……

 ※ 四  羅陀！於苦法……

S.23.41.~42.第十~八 無我(一~二)

《雜阿含131經》
 ※ 四~六  羅陀！於無我……

 ※ 四~六  羅陀！於無我法……

S.23.43.~45.第九~十一 盡~壞~集

《雜阿含131經》
 ※ 四~六  羅陀！於盡法……

 ※ 四~六  羅陀！於壞法……

 ※ 四~六  羅陀！於集法應斷欲、應斷貪、應斷欲貪。

S.23.46.滅法

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        坐於一面時，世尊言具壽羅陀曰：

        「羅陀！於滅法應斷欲、應斷貪、應斷欲貪。羅陀！以何為滅法耶？

    四~六  羅陀！色是滅法者，於此應斷欲、於此應斷貪、於此應斷欲貪。受……想

    ……行……識是滅法者，於此應斷欲、應斷貪、應斷欲貪。

    七  羅陀！於滅法應斷欲、應斷貪、應斷欲貪。」

           第四侍坐品[終]

        此品之攝頌曰：

，魔以及魔法

，無常二二苦

，無我盡壞集

，滅法等十二

             羅陀相應[終]

▲Top回目錄
III,202.

S.24.第三 見相應

第一 預流品

S.24.1.風

《雜阿含164經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：風不吹，河不流，

    懷妊而不生，日月出而不沒，如柱之立住耶？」
【巴】kismim nu kho bhikkhave sati, kim upadaya, kim abhinivissa, evam ditthi upajjati ： “na vata vayanti, na najjo sandanti, na gabbhiniyo vijayanti, na candimasuriya udenti va apenti va esikatthayitthita”ti ? (S III 202)

【意】「比丘們！因為什麼存在？因為執取什麼？因為計執什麼？而生起這樣的見解：『風沒有吹彿，河沒有流動，孕婦沒有生產，日月沒有昇起、沒有落下，如石柱一般，穩固地住立。』？」
    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四  「諸比丘！因有色，由取色，因現貪於色，而起如是見：風不吹，河不流，懷妊

    而不生，日月出而不沒，如柱之立住。」

    五~七  受……想……行……

    八  因有識，由取識，因現貪於識而起如是見：風不吹，河不流，懷妊而不生，日

    月出而不沒，如柱之立住。

    九  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「不執取無常、苦變易之法，以起如是之見：風不吹，河不流，懷妊而不生，日

    月出而不沒，如柱之立住耶？」

III,203.   「大德！不也。」

    一0~一二  受……想……行……

    一三  「識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「不執取無常、苦變易之法，以起如是之見：風不吹，河不流，懷妊而不生，日

    月出而不沒，如柱之立住耶？」

▼. III.300.
        「大德！不也。」

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求下意之所伺是常耶？是無常耶？」
【巴】 “yam pidam dittham sutam mutam vibbatam pattam pariyesitam anuvicaritam manasa, tam pi niccam va aniccam va ?”ti. (S III 203)

【意】「所看見的、所聽聞的、所覺觸的、所識知的，以及內心意念所獲得的、所尋求的、所伺察的，是常呢？還是無常？」
        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「不執取無常、苦變易之法，以起如是見：風不吹，河不流，懷妊而不生，日月

    出而不沒，如柱之立住耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！聖弟子於如是六處斷疑惑，於苦斷疑惑，於苦集斷疑惑，於苦滅斷

    疑惑，於順苦滅道斷疑惑者，諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定，為趣

    三菩提。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四五a)。

S.24.2.我所

《雜阿含142經》，cf. 《雜阿含133經》，S.22.150.
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：此是我所，此是

    我，此是我體耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

III,204. 四  「諸比丘！因有色，由取色，由現貪於色，而起如是之見：此是我所，此是我，

    此為我體。」

    五~七  受……想……行……

    八  「因有識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：此是我所，此是我，此為我

    體。」

    九  「諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

    一0~一二  受……想……行……

    一三  「識是常耶？是無常耶？」

▼. III.302.
        「大德！是無常…乃至…」

        「不取彼而起如是之見：此是我所，此是我，此為我體耶？」

        「大德！不也。」

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求、意之所伺是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「不執取無常、苦變易之法，而起如是之見：此是我所，此是我，此為我體耶？」

        「大德！不也！」

    一五  「諸比丘！聖弟子於如是六處，斷疑惑。於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道

    斷疑惑者。諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩提。」

    註1 前半是與蘊相應一五0經同。

 S.24.3.我

《雜阿含152經》，S.22.151
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：此是我，此是世間，此我應

    於死後有，常、恒、永住而為不變易之法耶？」
【巴】… evam ditthi upajjati ： “so atta so loko, so pecca bhavissami nicco dhuvo sassato aviparinamadhammo”ti ? (S.III,204)
【意】「…… 生起這樣的見解：『這(有情)世間(或生命)即是實我，*這個我死後將會恆常、穩固、永恆、具有不變異的性質。』？」

(*“loka”「世間」有多種詞義，這裡取「有情眾生」之意，如佛陀教示赤馬天子：「朋友！我卻要在這個有意識、能思考的一噚之身，施設世間、世間的集、世間的滅、以及通往世間滅的道路。」(S I 62,19-22) 但W. Rahula則取「世界、宇宙」(universe)之意，並將此句翻作：「宇宙就是那個神我(Atman)，並且我死後將會成為那個(神我)，恆常、穩固、常住、不變。」(The universe is that Atman (Soul)； I shall be that after death, permanent, abiding, ever-lasting, unchanging. ) 見氏著What the Buddha Taught, p.59.)
III,205. 三  「大德世尊乃我等之法根…乃至…」

    四  「諸比丘！由有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：此是我，此是世間，

    此我應於死後有，常、恒、永住，為不變易之法。

    五~七  受……想……行……

    八  因有識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：此是我，此是世間，此我應

    於死後有，常、恒、永住，為不變易之法。

    九~一三  諸比丘！汝等於意如何：色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「不取彼而起如是之見：此是我…乃至…為不變易之法耶？」

        「大德！不也。」

▼. III.304.
    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求、意之所伺是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「不取彼而起如是之見：此是我，此是世間，此我應於死後有、常、恒、永住而

    為不變易之法耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！聖弟子於如是六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道斷

    疑惑者，諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩提。」

S.24.4.無我所

S.22.152
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：若無我、無我所

    者，當為無我、無我所耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

III,206. 四  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：若無我、無我所者，

    當為無我、無我所。

    五~七  受……想……行……

    八  因有識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：若無我、無我所者，當為無

    我、無我所。

    九  諸比丘！汝等於意如何：色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「雖不取彼而起如是之見：若無我、無我所者，當為無我、無我所耶？」

        「大德！不也。」

    一0~十三  受……想……行……識……

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求、意之所伺是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「不取彼而起如是之見：若無我、無我所者，當為無我、無我所耶？」

▼. III.306.
        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！聖弟子，如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道

    斷疑惑者，諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法、決定、為趣三菩提。」

    註1 前半是與總相應第一五二經同。

S.24.5.無

《雜阿含154-156經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    「諸比丘
！因有何？由取於何？因現貪於何？而起如是之見：無施，無供施     無燒施，無善惡業之果報。無此世，無他世，無母，無父，無生死之眾生。

S.24.5./III,206.：Natthi dinnam, natthi yittham, natthi hutam, natthi sukatadukkatanam kammanam phalam vipako; natthi ayam loko, natthi paro loko, natthi mata, natthi pita, natthi satta opapatika(沒有布施(的果)，沒有牲禮(yittham =mahayago(供)大牲禮) (的果)，沒有贈禮(的果)，沒有善行業及惡行業(sukatadukkatanam=kusalakusalam)的果報，沒有這世界、沒有他世界(這裡那裡已被消滅)；沒有(孝敬)母親、沒有(孝敬)父親(的果報)；沒有眾生化生(從一生轉到另一生)。Yitthanti yebhuyyena mavgalakiriyadivasesu dinnadanam. （「牲禮」：在作吉祥等諸安排下，以豐盛的施物祭祀。）Hutanti abhisavkharitva katam pahunadanabceva, kammabca phalabca  saddahitva katadanabca.(「贈禮」：(已周全安排好贈與款待賓客的食物後，並且相信業及果，作布施。) Hutanti pahenakasakkaro  adhippeto.( 已瞭解適宜送人的敬奉禮物) Natthi mata natthi pitati tesu sammapatipatti-micchapatipattinam phalabhavavasena vadanti.(「沒有母親、沒有父親」：是說沒有孝不孝(正行邪行)母親、父親的果報)。(Spk.(S.24.5.) CSCD pg.2.0311；DhA(v.108) CSCD pg. 1.422))
 【巴】 natthi ayam loko, natthi paraloko； natthi mata, natthi pita； natthi satta opapatika. (S III 206)

【意】沒有這個世界，沒有別的世界；沒有母親，沒有父親；沒有化生的眾生。
於世間

III,207. 沙門、婆羅門無有自證知、現證、宣說此世、他世正到正趣者。四大和合之士夫，

    命終之時，地還歸於地身，水還歸於水身，火還歸於火身，風還歸於風身，諸根轉

    入於虛空。以四人載死人於輿床
而往，乃至火葬場，雖語其骨成為鴿色，供物成

    灰，布施乃愚者之所說，說死後有是虛誑妄說。不論賢者、愚人，身壞而斷滅，死

    後為無有耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：無施，無供施……

    乃至……身壞而斷滅，死後為無有。

    五~七  受……想……行……

    八  因有識，由取於識，由因現貪於識，而起如是之見：無施，無供施…乃至…

    身壞而斷滅，死後為無有。

    九  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「不取彼而起如是之見：無施，無供施…乃至…身壞而斷滅，死後為無有

    耶？」

        「大德！不也。」

    一0~一三  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

▼. III.308.
III,208.  「不執取於苦而有變易之法，以起如是之見：無施，無供施…乃至…身壞而

    斷滅，死後為無有耶？」

        「大德！不也。」

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求、意之所伺是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「不執取於苦有變易之法者，起如是之見：無施，無供施…乃至…不論賢

    者，愚人，身壞而斷滅，死後當為無有耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！聖弟子如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道斷

    疑惑者。諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定
，為趣三菩提。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四三c)。

      2 以下出長部經典(原典一、五五頁)，中部經典(原典一、五一五頁)。

      3 「輿床」。原本ayanti pahcama是asandi-pancama之誤。

      4 「決定」一語，原本逸失。

 S.24.6.作

《雜阿含162經》，cf. D.2. Samabbaphalasuttam 沙門果經，M.76. Sandakasuttam 刪陀迦經，S.42.13.  《中阿含20經》波羅牢經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：自作、令他作、

    截、令截、煮
、令煮、苦、令苦、惱、令惱、脅、令脅、殺、盜、穿牆、掠奪、

    偷奪，斷阻道路，許往他之妻。妄語，雖如是作亦非作惡。

    【巴】sandhim chindato, nillopam harato, ekagarikam karonto, paripanthe titthato, paradaram gacchato, musabhanato -- karato na kariyati papam. (S III 208)

【意】侵入民宅，*掠奪財物，洗劫獨戶人家，攔路搶劫，**與人妻通姦，***說謊－－即使這樣做，也沒有作惡。
(*“sandhim chindato” 字面意思是：破壞門鎖。**“paripanthe titthato” 字面意思是：站在路旁。
*** “paradaram gacchato” 字面意思是：到別人的妻子那裡。)

以利刃之輪寶，作此地

III,209. 上之生類為一肉聚、一肉塊，此因緣故，無惡無招惡。雖往恒河之南岸自殺、令他

    殺、截、令他截、煮、令他煮，此因緣故，無惡、無有招惡。雖往恒河之北岸，自

    布施、令他布施、供施、令供施，此因緣故，無福，無招福。雖以布施、調御、禁

    戒、實語，亦無福，無招福報耶？」

    四
「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：自作，令他作……

    乃至……亦無福，無招福。」

▼. III.310.
    六~八  受……想……行……

    九  「因有識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：自作，令他作…乃至…

    無福，無招福。

    一0  諸比丘！汝等於意如何，色是當耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「雖不取彼，而起如是之見：自作，令他作…乃至…無福，為無招福耶」

        「大德！不也。」

    一一~一四  受……想……行……識…乃至…

    一五  「所見、所聞、所思、所得、所求，意之所伺、是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「雖不取彼，而起如是之見：自作，令他作……無福，為無招福耶？」

        「大德！不也。」

    一六  「諸比丘！聖弟子如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道斷

    疑惑者。諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩提。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四四b)。

      2 「煮、令煮」。原本vadhato vadhapayata以pacato pacayato改之。

      3 原本節號碼有誤，不改之。

III,210.

 S.24.7.因

《雜阿含155-160經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：眾生之雜染乃無

    因、無緣；眾生成為雜染是無因、無緣。眾生之清淨是無因無緣；眾生成為清淨乃

    無因、無緣、無力、無勤、無人勢、無人勇。一切之眾生，一切之生類，一切之生，

    一切之命乃無自在，無力，無勤而決定、結合，依本性而轉變，於六種姓受苦樂耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：眾生之雜染……乃

    至……受樂苦。

▼. III.312.
    五~七  受……想……行……

    八  因有識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：眾生之雜染…乃至…受

    樂苦。

    九  諸比丘！汝等於意如何？色是無常耶？是常耶？」

        「大德！是無常……乃至雖不取……有變易之法，而起如是之見：眾生之雜染

    …乃至…受樂苦耶？」

        「大德！不也！」

    一0~一三  受……想……行……識…乃至…

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求，意之所伺乃常耶？無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…雖不取苦而有變易之法，以起如是之見：眾生之雜

    染…乃至…受樂苦耶？」

        「大德！不也。」

III,211. 一五  「諸比丘！聖弟子如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道斷

    疑惑者，諸比丘！此聖弟子名為…乃至…為趣三菩提。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四四a)長部經典(原典一、五三頁)，中部經典(原典一、

        五一六頁)參照。

S.24.8.(大)見

《雜阿含161、163經》，cf. M.76. Sandakasuttam 刪陀迦經，D.2. Samabbaphalasuttam 沙門果經
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是之見：謂此七身非作，非

    作之所作，非化，非化者，非令生，如柱之立堅固而住，不動，不轉變，不相互逼

    迫，不能相互樂、苦，樂苦。

    三  以何為七耶？地身、水身、火身、風身、苦、樂、命是。此七身乃非作，非作

    之所作，非化，非化者，非令生，如柱之立堅固而住，不動，不轉變，不相互逼迫，

    不能相互樂、苦，樂苦。

    四  以利刀截其頭亦不害其命，以刀入其七身之間。

    五  復以百四十萬之生門為始，有七百、六百之生門。五百業、五業、三業、一業、

▼. III.314.
    半業、六十二道、六十二內劫、六種族、八人地、四千九百活命、四千九百出家

III,212. 、四千九百龍家、二千根、三千地獄、三十六塵界、七想胎、七無想胎、七節胎
、

    七天、七人、七鬼、七池、七嶮
、七百嶮、七夢、七百夢、八百四十萬大劫之間，

    不論愚人或賢者，流轉輪迴後，以究竟苦之邊際。

    六  於此間，謂：無有「因我此持戒、禁戒、苦行、梵行、令熟未熟之業，繼續忍

    受已熟之業至滅盡。」以桀可量樂、苦，於輪迴中無有邊際，無有增減、消長。

    七  譬如擲縷丸之散解，不論愚人或賢者，而散解樂、苦。」

    八  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    九  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：謂此七身非作，非

    作之所作…乃至…散樂、苦。

    一0~一六  受……

    一七~二二  想……

    二三~二八  行……

    二九~三四  因有識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：謂此七身非作、非

    作之所作…乃至…散樂、苦。

    三五~四0  諸比丘！汝等於意如何！色是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常…乃至…」

        雖不取無常、苦而變易之法，當起如是之見耶？謂：此七身非作、非作之所作

    …乃至…散樂、苦。

III,213.   「大德！不也。」

    四一~四六  所見、所聞、所思、所知、所得、所求，意之所伺是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常。」

        雖不取彼，當起如是之見耶？謂：此七身非作，非作之所作…乃至…而解

    散樂、苦…乃至…

    四七  諸比丘！聖弟子如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道斷

    疑惑者。諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，為趣三菩提。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四四c)長部經典(原典一、五六頁、五三~四頁)中部

▼. III.316.
        經典(原典一、五一七頁)。

      2 「七天」原本satta dibba以satta deva改之。

      3 「七嶮」之前語pavudha完全不明白，於長部經典原註可說是pavuta ti ganthika

S.24.9.世間常

《雜阿含168-169經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？起如是之見：世間為常耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，而起如是之見：世間為常。

    五~八  因有受……想……行……識，由取於識，由現貪於識，而起如是之見：世

    間為常。

    九  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「雖不取苦變易之法，以起如是之見：世間應為常耶？」

        「大德！不也。」

    一0~一三  受……想……行……

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求，意之所伺是常耶？是無常耶？」

        大德！是無常…乃至…

III,214.  「雖不取苦變易之法，以起如是之見：世間應為常耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！聖弟子如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑…乃至…於順苦滅道斷

    疑惑者。諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩提。」

    註1 本經以下第十八經止，漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四五b)。

S.24.10.世間無常

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：世間為無常耶？」

▼. III.318.
    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四~一三  「諸比丘！因有色…乃至…識是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常…乃至…」

        雖不取苦變易之法，以起如是見：世間應為無常耶？

        「大德！不也。」

    一四  所見、所聞、所思、所知、所得、所求，意之所伺是常耶？是無常耶？

        「大德！是無常…乃至…」

        不取苦變易之法，以起如是見：世間應為無常耶？

        「大德！不也。」

    一五  諸比丘！聖弟子…乃至…決定，為趣三菩提。」

    S.24.11.有邊

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：世間應為有邊耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定，為趣三菩提。」

III,215.

S.24.12.無邊

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：世間為無邊耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定，為趣三菩提。」

S.24.13.命即身

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：命即為身耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定，為趣三菩提。」

   S.24.14.命身異

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：命與身為異耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定，為趣三菩提。」

S.24.15.如來有

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

▼. III.320.
        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？起如是見：如來死後為有耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定，為趣三菩提。」

S.24.16.如來無

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：如來死後為無耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定，為趣三菩提。」

S.24.17.如來有無

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

III,216.    「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：如來死後為有無

    耶？」

    三~一五  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…決定為趣三菩提。」

S.24.18.如來非有非無

《雜阿含168經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪

    於何？起如是見：如來死後為非有、非無耶？」

    三  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    四~八  「諸比丘！因有色，由取於色，由現貪於色，以起如是見：如來死後為非有、

    非無…乃至…

    九  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「雖不取苦變易之法，以起如是見：如來死後應為非有亦非無耶？」

        「大德！不也。」

    一0~一三  受……想……行……識……

    一四  「所見、所聞、所思、所知、所得、所求，意之所伺是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「無常者，是苦耶？是樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「雖不取彼無常、苦變易之法，起如是見：如來死後應為非有亦非無耶？」

        「大德！不也。」

▼. III.322.
    一五  「諸比丘！聖弟子如是於六處斷疑惑，於苦斷疑惑，於苦集斷疑惑，於苦滅斷

    疑惑，於順苦滅道斷疑惑者。諸比丘！此聖弟子名為預流，有不墮法，決定，為趣

    三菩提。」

          預流品十八記別1[終]

III,217.     於此攝頌曰：

，風吹與我所

，我及無我所

，無作因見八

，世間常無常

，有邊與無邊

，命身命身異

，如來死後有

，如來死後無

，死後為有無

，如來之死後

，非有亦非無

    註1 由暹羅本之讀法而譯之。

第二 重說品

第一章

 S.24.19.風

《雜阿含164經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！因有何？由取於何？因現貪於何？以起如是見：風不吹，河不流，懷

    妊而不生，日月出而不沒，如柱之立住耶？」

▼. III.324.
    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，因現貪於色，以起如是見：風不吹，河不流，懷

    妊而不生,日月出而不沒，如柱之立住。

    六~九  因有受……想……行……識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：風不

    吹…乃至…如柱之立而住。

    一0~一五  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

III,218.     「大德！是無常…乃至…」

        「雖不取變易之法，而起如是見：風不吹…乃至…如柱之立而住耶？」

        「大德！不也…乃至…」

    一六  「諸比丘！如是因有苦，由取於苦，因現貪於苦，以起如是見：風不吹，河不

    流，懷妊而不生，日月出而不沒，如柱之立住。」

S.24.30~三5.第二~十七

        於初重說，廣說十八記別

 S.24.36.第十八 非有非無

    一~三[爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？由現貪於何？而起如是見：如來死後為非有亦

    非無耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，因現貪於色，以起如是見：如來死後為非有亦非

    無。

    六~九  因有受……想……行………識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：如來

    死後為非有亦非無…乃至…」

第 二 章

 S.24.37.有色我

《雜阿含166-167經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

III,219.「諸比丘！因有何？由取於何？因現貪於何？而起如是見：死後為有色無病之

    有我耶？」

▼. III.326.
    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，因現貪於色，以起如是見：死後為有色無病之有

    我。

    六~九  因有受……想……行……識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：死後

    為有色無病之有我。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？」

        「大德！是無常…乃至…」

        「不取變易之法，而起如是見：死後應為有色無病之有我耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  受…乃至…大德！不也。

    一五  「諸比丘！如是因有苦，取於苦，因現貪於苦，以起如是見：死後為有色無病

    之有我。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷七(大正藏二、四五a)。

S.24.38.第二0 無色我

《雜阿含166-167經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        諸比丘！因有何？取於何？因現貪於何？而起如是見：死後為無色無病之有我

    耶…乃至…

S.24.39.第二十一 有色無色

《雜阿含166-167經》
 ※ 三……死後為有色而無色無病之有我耶？

，S.24.40.第二十二 非有色非無色

《雜阿含166-167經》
 ※ 三……死後為非有色非無色無病之有我耶？

S.24.41.第二十三一 向樂

《雜阿含166-167經》
 ※ 三……死後為一向樂無病之有我耶？……

III,220.

 S.24.42.第二十四 一向苦

《雜阿含166-167經》
 ※ 三……死後為一向苦無病之有我耶？……

 S.24.43.第二十五 樂苦

《雜阿含166-167經》
▼. III.328.
※ 三……死後為樂苦無病之有我耶？……

 S.24.44.第二十六 非苦非樂

《雜阿含166-167經》
 ※ 三……死後為非苦非樂、無病之有我耶？

    四  大德！世尊乃我等之法根…乃至…

    五  「諸比丘！因有色，取於色，因現貪於色，以起如是見：死後為非苦非樂，無病

    之有我。

    六~九  因有受……想……行……識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：死後

    為非苦非樂、無病之有我。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？…乃至…不取變易之法

    而起如是見：死後為非苦非樂，無病之有我耶？」

        「大德！不也。」

        「諸比丘！如是因有苦，由取於苦，因現貪於苦，以起如是見：死後為非苦非樂，

    無病之有我。」

    一一~一四  受……想……行……識是常耶？是無常耶？…乃至…不取變易之

    法，而起如是見：死後為非苦非樂，無病之有我耶？

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！如是因有苦、由取於苦，因現貪於苦，以起如是之見：死後為非苦

    非樂無病之有我。」

           第二廣說[終]

        攝頌曰：

，風吹與我所

，無與無我所

，無作因見八

 III,221.   說常與無常

，有邊及無邊

，命即與命異

，如來之四者

▼. III.330.
，色我無色我

，有色無色我

，非有非無色

，一向樂之我

，一向苦之我

，乃至樂苦我

，非苦非樂我

，死後無病有

，於第二章說

，此二十六經

第 三 章

S.24.45.第一風

《雜阿含164經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？取於何？因現貪於何？而起如是見：風不吹，河不流，懷妊

    而不生，日月出而不沒，如柱之立住耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，取於色，因現貪於色，以起如是見：風不吹…乃至…如

    柱之立住。

    六~九  因有受……想……行……識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：風不

    吹…乃至…如柱之立住·

    一0  諸比丘！汝等於意如何！色是常耶？是無常耶？…乃至…雖不取彼變易

    之法，而起如是見：風不吹…乃至…如柱之立住耶？」

        「大德！不也。」

        「諸比丘！如是無常者，是苦。因有此，由取於此，以起如是見：風不吹……乃

    至……如柱之立住。」

S.24.4六~六9.第二~二五

▼. III.332.
        應如上之廣說

III,222.

S.24.70.第二六 [非苦非樂]

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？因現貪於何？而起如是見：死後為非苦非樂、無病

    之有我耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，因現貪於色，以起如是見：死後為非苦非樂、無

    病之有我耶？

    六~九  因有受……想……行……識，由取識，因現貪識，以起如是見：死後為非

    苦非樂、無病之有我。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？…乃至…不取彼變易之

    法，而起如是見：死後為非苦非樂、無病之有我耶？」

        「大德！不也。」

        「諸比丘！如是無常者是苦。因有此，由取於此1，以起如是見：死後為非苦非

    樂、無病之有我。

    一一~一四  受……想……行……識是常耶？是無常耶？…乃至…雖不取彼變

    易之法，而起如是見﹗死後為非苦非樂、無病之有我耶？」

        「大德！不也。」

        「諸比丘！如是無常者是苦。因有此，由取於此，以起如是見：死後為非苦非樂、

    無病之有我。」

第三廣說[終]二十六經廣說

    註1 「由取」原本於此後，插進「此」是現貪。

第 四 章

S.24.71.[風]

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

▼. III.334.
III,223.     「諸比丘！因有何？由取於何？因現貪於何？而起如是見：風不吹，河不流，懷

    妊而不生，日月出而不沒，如柱之立住耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，因現貪於色，以起如是見：風不吹…乃至…

    如柱之立住。

    六~九  因有受……想……行……識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：風不

    吹…乃至…如柱之立住。

    一0  諸比丘！汝等於意如何？色是常耶？是無常耶？…乃至…觀此變易之

    法，得為此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  「受……想……行……識是常耶？是無常耶？…乃至…觀此變易

    之法者，帶為此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！是故所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、

    近，應以正慧如實觀：一切此非我所，此非我，此非我體。

    一六  如是觀者……乃至，知……不更受後有。」

S.24.7二~九5.第二~二五

        [應如上廣說。]

 S.24.96.第二十六 [非苦非樂]

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！因有何？由取於何？因現貪於何？而起如是見：死後為非苦非樂，無

    病之有我耶？」

    四  「大德！世尊乃我等之法根…乃至…」

    五  「諸比丘！因有色，由取於色，因現貪於色，以起如是見：死後為非苦非樂，無

    病之有我。

    六~九  因有受……想……行……識，由取於識，因現貪於識，以起如是見：死後

    為非苦非樂，無病之有我。

III,224. 一0  諸比丘！汝等於意如何，色是常耶？是無常耶？」

▼. III.336.
        「大德！是無常……乃至觀……變易之法，得為此是我所，此是我，此是我體

    耶？」

        「大德！不也。」

    一一~一四  「受……想……行……識是常耶？是無常耶…﹖乃至觀……變易之

    法，得為此是我所，此是我，此是我體耶？」

        「大德！不也。」

    一五  「諸比丘！是故所有色之過去、未來、現在、內、外、粗、細、劣、勝、遠、

    近。正慧如是以觀一切此非我所，此非我，此非我體。

    一六~一九  所有受……想……行……識之過去、未來、現在…乃至…以正慧

    觀：

    二0  諸比丘！如是觀之，有聞之聖弟子厭患於色，厭患於受，厭患於想、厭患於

    行、厭患於識。厭患而離欲，離欲而解脫，解脫而解脫智生，即知
生已盡，梵行

    已立，所作已辦，不受後有。」

    註1 「知」原本pajanamiti是pajanatiti之誤。

        一章十八記別

        二章二十六經

        三章二十六經

        四章二十六經

        有如是之廣說

 見相應[終]

· . III.338.   III,225.

S.25.第四 入 相 應

S.25.第一 眼

《雜阿含892經》
▲Top回目錄
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！眼是無常而變易、變異，耳是無常而變易、變異，鼻是無常而變易、

    變異，舌是無常而變易、變異，身是無常而變易、變異，意是無常而變易、變異。

    四  諸比丘！若信、信解如是此等諸法者，此名為隨信行者，入正性決定，入善士

    地，超凡夫地。彼作業而不生地獄、畜生、餓鬼；不現證預流果而不死。

    五  諸比丘！若如是應此等諸法，審思慧之應分者，此名為隨信行者、入正性決定、

    入善士地、超凡夫地。彼作業不生地獄、畜生、餓鬼；不現證預流果而不死。

    六  諸比丘！若如是知見此等諸法者，此名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩提。」

S.25.第二 色

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！色是無常而變易、變異，聲是無常而變易、變異，香是無常而變易、

    變異，味是無常而變易、變異，所觸是無常而變易、變異，諸法是無常而變易變異。

III,226.四  諸比丘！若如是信、信解此等諸法者，此名為隨信行者，入正性決定，入善士

    地，超凡夫地。彼作業不生地獄、畜生、餓鬼。不現證預流果而不能死。

    五  諸比丘！若如是……此等諸法者…乃至…不現證預流果而不死。

    六  諸比丘！若如是知見此等諸法者，此名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩提。」

S.25.第三 識

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時…世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！眼識是無常而變易、變異，耳識……鼻識……舌識……身識……意識

    是無常而變易、變異。

    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

S.25.第四 觸

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！眼觸是無常而變易、變異，耳觸……鼻觸……舌觸……身觸……意觸

    是無常而變易、變異。

▼. III.340.
    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

S.25.第五 受

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！眼觸所生之受，是無常而變易、變異，耳觸所生之受……鼻觸所生之

    受
……舌觸所生之受……身觸所生之受……意觸所生之受，是無常而變易、變異。

    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

    註1 「鼻識所生之受」，及「身觸所生之受」。原本缺失。

III,,227.

S.25.第六 想

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！色想是無常而變易、變異，聲想……香想……味想……所觸想……法

    想是無常而變易、變異。

    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

S.25.第七 思

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！色思是無常而變易、變異，聲思……香思……味思……所觸思……法

    思是無常而變易、變異。

    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

S.25.第八 愛

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！色愛是無常而變易、變異、聲愛……味愛……所觸愛……法愛是無常

    而變易、變異。

    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

S.25.第九 界

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！地界是無常而變易、變異、水界……火界……風界……空界……識界

    1是無常而變易、變異。

▼. III.342.
    四~六  諸比丘！若…乃至…為趣三菩提。」

    註2 「識界」。原本缺失。

S.25.第十 蘊

《雜阿含892經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！色是無常而變易、變異，受是無常而變易、變異，想是無常而變易、

    變異，行是無常而變易、變異，識是無常而變易、變異。

III,925.四  諸比丘！若如是信、信解此等諸法者，此名為隨信行者，入正性決定，入善士

    地，超凡夫地。彼作業不生地獄、畜生、餓鬼，不現證預流果而不死。

    五  諸比丘！若如是應此等諸法，於慧之應分審思者，此名為隨信行者，入正性決

    定，入善士地，超凡夫地。彼作業不生地獄、畜生、餓鬼，不現證預流果而不死。

    六  諸比丘！若如是知見此等之諸法者，此名為預流，有不墮法，決定，為趣三菩

    提。」

 入相應[終]

        此品攝頌曰：

，眼色識觸受

，想思以及愛

，界蘊等為十

▲Top回目錄
▼. III.344.
S.26.第五 生 相 應

S.26.1. 眼

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若眼生住轉出者，則苦生病住老死出。

    四~七  若耳、鼻、舌、身生……者，乃至……

III,229. 八  若意生住轉出者，則苦生病住老死出。

    九  諸比丘！若眼滅而息沒者，則苦滅而病息老死沒。

    一0~一三  若耳……鼻……舌……身滅者，…乃至…

    一四  若意滅而息沒者，則苦滅病息而老死沒。」

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十三(大正藏二、九0c)。

S.26.2. 色

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若色生住轉出者，則苦生病住老死出。

    四~八  若聲……香……味……所觸……法生住轉出者，則苦生病住老死出。

    九  諸比丘！若色滅而息沒者，則苦滅而病息老死沒。

    一0~一三  若聲……香……味……所觸……

    一四  若法滅而息沒者，則苦滅而病息老死沒。」

S.26.3. 識

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若眼識生住…乃至…意識生住…乃至…老死出。

    九~一四  諸比丘！若眼識滅…乃至…意識滅…乃至…老死沒。」

III,230 .

S.26.4. 觸

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！眼觸生住…乃至…意觸生住…乃至…老死出。

    九~一四  諸比丘！若眼觸滅…乃至…意觸滅…乃至…老死沒。」

▼. III.346.
S.26.5. 受

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若眼觸所生住…乃至…意觸所生之受，生住……至……老死出。

    九~一四  諸比丘！若眼觸所生之受滅而息…乃至…意觸所生之受滅而息……

    乃至……老死沒。」

S.26.6. 想

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八一  爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比出！若色想生住…乃至…法想生住…乃至…老死滅。

    九~一四  諸比丘！若色想滅…乃至…法想滅而息…乃至…老死沒。」

S.26.7. 思

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若色思生住…乃至…法思生住…乃至…老死出。

    九~一四  諸比丘！若色思滅而息…乃至…法思滅而息…乃至…老死

    沒」。

S.26.8. 愛

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若色愛生住…乃至…法愛生住…乃至…老死出。

III,231.九~一四  諸比丘！若色愛滅…乃至…法愛滅…乃至…老死沒。」

S.26.9. 界

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~八  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若地界生住…乃至…水界……火界……風界……空界……識界

    生住…乃至…老死出。

    九~一四  諸比丘！若地界滅…乃至…識界滅…乃至…老死沒。」

S.26.10. 蘊

《雜阿含901經》，cf. 《雜阿含315經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！若色生住轉出者，則苦生病住老死出。

    四~六  若受……想……行……

    七  若識生住轉出者，則苦生病住老死出。

▼. III.348.
    八  諸比丘！若色滅而息沒者，則苦滅病息老死沒。

    九~一一  若受……想……行……

    一二  若識滅而息沒者，則苦滅病息老死沒。」

             生相應[終]

        此品攝頌曰：

，眼色識觸受

，想思愛界蘊

，如是等為十

▲Top回目錄
III,232.

S.27.第六 煩惱相應

S.27.1. 眼

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~二  [爾時，世貧]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！於眼欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~七  於耳欲貪……於鼻欲貪……於舌欲貪……於身欲貪……。

    八  於意欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若於此六處、斷心之隨煩惱者，則其心向出離而使圓滿出離。心

    堪任於現所證知、現證之諸法。」

S.27.2. 色

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~九  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於色欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於聲……香……味……所觸……法欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若於此六處，斷心之隨煩惱者，則其心向出離而使圓滿出離。心

▼. III.350.
    堪任於現所證知、現證之諸法。」

S.27.3. 識

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於眼識欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於耳識……鼻識…、舌識……身識……意識欲貪者，是即心之隨煩惱。

III,233. 九  諸比丘！比丘若於此六處斷心之隨煩惱者，則其心向出離而使圓滿出離。心堪

    任於現所證知、現證之諸法。」

S.27.4. 觸

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於眼識欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於耳觸……鼻觸……舌觸……身觸……意觸欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若…乃至…於現所證知、現證之諸法。」

S.27.5. 受

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於眼觸所生之受欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於耳觸所生之受……鼻觸所生之受……舌觸所生之受……身觸所生之受：

    意觸所生之受欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若…乃至…於現所證知、現證之諸法。」

S.27.6. 想

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於色想欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於聲想……香想……味想……所觸想……法想欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若…乃至…於現所證知、現證之諸法。」

S.27.7. 思

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城﹗…乃至……

        「諸比丘！於色思欲貪者，是即心之隨煩惱。

III,234. 四~八  於聲思……香思……所觸思……法思欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若…乃至…於現所證知、現證之諸法。」

▼. III.352.
S.27.8. 愛

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於色愛欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於聲愛……香愛……味愛……所觸愛……法愛欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！比丘若…乃至…於現所證知、現證之諸法。」

S.27.9. 界

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於地界欲貪者，是即心之隨煩惱。

    四~八  於水界……火界……風界……空界……識界欲貪者，是即心之隨煩惱。

    九  諸比丘！若比丘於此六處斷心之隨煩惱者，則其心向出離而使圓滿出離。心堪

    任於現證知、現證之諸法。」

S.27.10. 蘊

《雜阿含900經》，cf. 《雜阿含314經》
    一~七  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於色欲貪者，是即心之隨煩惱…乃至…於識欲貪者，是即心之隨

    煩惱。

    八  諸比丘！比丘若於此六處，斷心之隨煩惱者，則其心向出離而使圓滿出離，心

    堪任於現所證知、現證之諸法。」

煩惱相應[終]

        此品攝頌曰：

III,235.    眼色識觸受

，想思愛界蘊

，如是等為十

▲Top回目錄
▼. III.354.
S.28.第七 舍利弗相應

S.28.第一 離

    一  爾時具壽舍利弗，住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  時，具壽舍利弗，清晨之時、著下衣，持缽衣；入舍衛城乞食。

    三  行於舍衛城乞食。食後從乞食還，往安陀林，以行晝日坐。

    四  入安陀林已，於一樹下晝日坐。

    五  時、具壽舍利弗，晡時縱靜坐起，往祇樹給孤獨園。

    六  具壽阿難見具壽舍利弗從遠方來，見而言於具壽舍利弗曰：

        「友舍利弗！汝之諸根清淨，顏色清淨皎潔。具壽舍利弗今日依何而住耶？」

    七  「友！於此處我離諸欲、離諸不善法、離有尋、有伺，生喜、樂具足而住初靜慮。

    友！此時我思惟，我入初靜慮，我乃入初靜慮，我則不出初靜慮。」

III,236. 八  具壽舍利弗，如是善於長夜斷我慢、我所慢、慢、隨眠，故具壽舍利弗，思惟：

    「我入初靜慮，我乃入初靜慮，我則不出初靜慮。」

S.28.第二 無尋

    一~五  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…

    六  具壽阿難見具壽舍利弗從遠方來。見而言於具壽舍利弗：

        「友舍利弗！汝之諸根清淨，顏色清淨皎潔，具壽舍利弗今日依何而住耶？」

    七  「友！於此我能為尋伺寂靜放，內淨心住一趣、無尋無伺而從三摩地，生喜、樂

    具足住第二靜慮。友！此時我思惟我入第二靜慮，我乃入第二靜慮，我則為不出第

    二靜慮。」

    八  具壽舍利弗於如是長夜，善斷我慢、我所慢、慢、隨眠，故具壽舍利弗思惟……

    「我入第二靜慮，我乃入第二靜慮、我則不為出第二靜慮。」

S.28.第三 喜

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…．乃至……

    具壽阿難見具壽舍利弗從遠…乃至…言於：

        「友舍利弗！汝之諸根清淨，顏色清淨皎潔。具壽舍利弗今日依何而住耶？」

    七~八  「友！於此我以離喜故住於捨，身正受樂正念正知，如諸聖者之宣說，有

▼. III.356.
III,237. 捨念樂住，具足住第三靜慮……乃至廣說……。」

S.28.第四 捨

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…

        「友舍利弗！汝之諸根清淨，顏色清淨皎潔。具壽舍利弗今日依何而住耶？」

    七~八  「友！於此我斷樂、斷苦故，及先已滅喜、憂故，不苦不樂而捨念清淨，具

    足住於第四靜慮。友！此時我…乃至…為不出……」

S.28.第五 虛空

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…具壽阿難…乃至…

    七~八  「友！於此我超越一切之色想故，滅有對想故，不作意種種想故，為虛空無

    邊，具足住虛空無邊處…乃至…為不出……」

S.28.第六 識

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…具壽阿難…乃至…

    七~八  「友！於此我超越一切虛空無邊處，為識無邊，具足住識無邊處……乃至

    ……無不出……」

，第七 無所有處

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…

    七~八  「友！於此我超越一切識無邊處‥具足住少無所有及無所有處…乃至…

    為無出……」

III,238.

S.28.第八 有想

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…

    七~八  「友！於此我超越一切無所有處，具足住非想、非非想處…乃至…為無

    出……」

S.28.第九 滅

    一~六  [爾時，具壽舍利弗]舍衛城…乃至…

    七  「友！於此我超越非想、非非想處，具足住滅想受。友！此時我思惟我入滅想受，

    我乃入滅想受，我則不為出滅想受。」

    八  具壽舍利弗善於如是長夜斷我慢、我所慢、慢、隨眠，故具壽舍利弗思惟：「我

    入滅想受，我乃入滅想受，我則不為出滅想受。」

▼. III.358.
S.28.第十 淨口尼

《雜阿含500經》
    一  爾時，具壽舍利弗住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  時具壽舍利弗，清晨之時，著下衣，持缽、衣，入王舍城乞食。於王舍城行每

    家乞食，而倚於一壁食施食。

    三  時名淨口出家尼者，來具壽舍利弗之處，來而言於具壽舍利弗曰：

    四  「沙門！汝乃以口向下而食耶？」

        「姊妹！我非以口向下而食。」

    五  「沙門！然則仰口而食耶？」

        「姊妹！我非仰口而食。」

III,239.六 「沙門！然則口向四方而食耶？」

        「姊妹！我非口向四方而食。」

    七  「沙門！然則口向四維而食耶？」

        「姊妹！我非口向四維而食。」

    八  「沙門！問以口向下而食者，言我非以口向下而食。沙門！然則若問仰口而食

    耶？言我非仰口而食。沙門！然則若問以口向四五而食耶？言我非以口向四方而

    食。沙門！然則若問口向四維而食耶？言我非以口向四維而食。沙門！然者汝如何

    而食耶？」

    九  「姊妹！沙門、婆羅門，謂依事明
、畜生明，以邪命為生活者，姊妹！彼沙門、

    婆羅門名為以口向下而食。

    一0  姊妹！沙門、婆羅門，謂依占星明、畜生明，以邪命為生活者，姊妹！彼沙

    門、婆羅門名為仰口而食。．

    一一  姊妹！沙門、婆羅門從事遣使、使節，以邪命為生活者，彼沙門、婆羅門名

    為口向四五而食。

    一二  姊妹！沙門、婆羅門，謂依占卜明、畜生明，以邪命為生活者。姊妹！彼沙

    門、婆羅門名為口向四維而食。

    一三  姊妹！我非所謂依事明、畜生明，以邪命為生活者。非所謂依占星明、畜生

    明，以邪命為生活者。非從事遣使、使節，以邪命為生活。非依卜占明、畜生明，

    以邪命為生活者。我以法求食，以法求食而食。」

▼. III.360.
III,240.一四  時、淨口出家尼即往王舍城之里巷四衢告之曰：

    「沙門釋子等如法受食，沙門釋子等無過而受食。施沙門釋子等食。」

             舍利弗相應[終]

        此攝頌曰：

，離與無尋

，喜捨等四

，虛空與識

，及無所有

，有想滅九

，淨口等十

    註1 漢譯《雜阿含經》卷十八(大正藏二、一三一)於漢譯有淨口外道出家尼。依原註淨口是出家

        尼之名。

      2 「事明」原註「事明」知胡蘆、南瓜、蘿葡等事之果、成、因、的方便，又長部經典原註(一、

        九三頁)云相「宅地、園地」等得失之明。

      3 「滅九」由暹羅本nirodh0 navam0 vutto讀之。

▲Top回目錄
▼. III.362.
S.29.第八 龍相應

 S.29.1.品類

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！龍之生有四種。以何者為四耶？卵生龍、胎生龍、濕生龍、化生龍是。

    諸比丘！如是龍之生有四種。」

    註1 漢譯增一阿含經卷十九(大正藏二、六四六a)長阿含世記經(大正藏一、一二七)。

 S.29.2.妙勝

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…[卵生龍、胎生龍、濕生龍]化生龍

    也。

Iii,241.四  「諸比丘！此中胎生、濕生、化生之龍，當比卵生龍為妙勝。

    五  諸比丘！此中濕生、化生之龍，當比卵生、胎生之龍為妙勝。

    六  諸比丘！此中化生之龍，當比卵生、胎生、濕生龍為妙勝。

    七  諸比丘！如是龍之生有四種。」

S.29.3.布薩(一)

    一  爾時[世尊]舍衛城…乃至…

    二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，而坐於一面。

    三  彼比丘一面坐已，而白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類之卵生龍，住布薩以捨己身耶？」

    四  「比丘！此處一類之卵生龍如是思惟：「謂我等從前，於身作善惡業，於語作善

    惡業，於意作善惡業。我等於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業，於身壞

    命終後，生卵生龍群中。

    五  我等如今若於身行善行，於語行善行，於意行善行者，如是身壞命終後，生善

    趣、天界。

    六  我等宜於身行善，於語行善，於意行善。」

    七  比丘1！依此因、依此緣，於此處一類之卵生龍，住布薩捨己身。」

▼. III.364.
    註1 「比丘」原本誤為諸比丘。

III,242.

S.29.4.布薩(二)

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…時有一比丘，來詣世尊住處……乃至

    三  彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？於此處，一類胎生之龍，住布薩以捨己身耶？」

    四~六  應皆廣說。

    七  「比丘！依此因、依此緣，於此處，一類之胎生龍，住布薩以捨己身。」

S.29.5.布薩(三)

    一~二  [爾時，世尊)舍衛城…乃至…

    三  彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類之濕生龍，住布應以捨己身耶？」

    四~六  應皆廣說。

 S.29.6.布薩(四)

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類之化生龍，住布薩以捨己身耶？」

    四  「比丘！此處一類之化生龍，如是思惟：「我等前身，於身作善惡業，於語作善

    惡業，於意作善惡業。因我等於身作善惡業，於語作善惡業，於意作惡業，身壞命

    終後，生化生龍之群中。

III,243. 五  我等如今若於身行善行，於語行善行，於意行善行者，如是於身壞命終後，生

    善趣、天界。

    六  我等宜於身行善行、於語行善行、於意行善行。」

    七  比丘！依此因、依此緣，此處一類之化生龍，住布薩以捨己身。」

 S.29.7.聞(一)

▼. III.366.
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終
後，生卵龍之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞卵生

    龍乃長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，生卵生龍之群中。」

    六  彼身壞命終後，生卵生龍之群中。

    七  比丘！依此因、依此緣，於此處一類者，身壞命終後，生卵生龍之群中。」

    註1 原本「命終」之語缺失。

 S.29.8.聞(二)

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？於此處一類者，身壞命終後，生胎龍之群中耶？」

    四~六  「比丘！此處一類者，於身作善惡業……乃至廣說。

III,244. 七  比丘！依此因、依此緣，於此處一類者，身壞命終後，生胎生龍之群中。」

 S.29.9.聞(三)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生濕生龍耶？」

    四~六  「比丘！此處一類者，於身作善惡業……乃至廣說……

    七  比丘！依此因、依此緣，於此處一類者，身壞命終後，生濕生龍之群中。」

 S.29.10.聞(四)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        比丘一面坐已，白世尊言：

▼. III.368.
        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生化生龍之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞化生

    龍乃長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，生化生龍之群中。」

    六  彼身壞命終後，生化生龍之群中。

    七  比丘！依此因、依此緣，此處一類者，身壞命終後，生化生龍之群中。」

S.29.11~二0.布施利益(一)

    一~三  ……彼比丘一面坐已，白世尊言：

III,245.  「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生卵生龍之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞卵生

    龍乃長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，生卵生龍之群中。」

    六  彼布施食、布施飲、布施衣、布施乘具、布施鬘、布施香、布施塗香、布施臥

    具、布施家、布施燈具。彼身壞命終後，生卵生龍之群中。

    七  比丘！依此因，依此緣，此處一類者，身壞命終後，生卵生之群中。」

S.29.21~五0.第十二~十四 布施利益(二~四)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        彼比丘一面坐已，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生胎生龍…乃至…濕

    生龍……化生龍之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞化生

    龍乃長壽、端嚴，多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，生化生龍之群中。」

    六  彼布施食、布施飲…乃至…生化生龍之群中。

III,246.七  比丘！依此因、依此緣，此處一類者，身壞命終後，生化生龍之群中。」

        如是廣說而說十經，如是於四類說四十記別。有十經與五十經。

             龍相應[終]

▼. III.370.
        此攝頌曰：

，品類與妙勝

，四布薩四聞

，四布施利益

，於龍之善說

▲Top回目錄
S.30.第九 金翅鳥相應

 S.30.1.品類

cf. 《增壹阿含27.8經》，《長阿含30經》世記經(龍鳥品)
    一~二  [爾時，世尊一舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！金翅鳥之生有四種。以何者為四耶？卵生金翅鳥、胎生金翅鳥、濕生

    金翅鳥、化生金翅鳥是。諸比丘！如是金翅鳥之生有四種。」

    註1 漢譯增一阿含經卷十九(大正藏二、六四六a)長阿含世記經(大正藏一、一二七)。

III,247.

S.30.2.取

cf. 《增壹阿含27.8經》，《長阿含30經》世記經(龍鳥品)
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！金翅鳥之生有四種。以何者為四耶？卵生…乃至…諸比丘！如是

    金翅鳥之生有四種。

    四  諸比丘！此中卵生金翅鳥以取卵生龍，不取胎生、濕生、化生。

▼. III.372
    五  諸比丘！此中胎生金翅鳥以取卵生、胎生龍，不取濕生、化生。

    六  諸比丘！此中濕生金翅鳥以取卵生、胎生、濕生龍，不取化生。

    七  諸比丘！此中化生金翅鳥取卵生、胎生、濕生、化生龍。

    八  諸比丘！如是金翅鳥之生有四種。」

    註1 漢譯一阿含經卷十九(大正藏二、六四六a)長阿含世記經(大正藏一、一二七)。

S.30.3.善惡業(一)

    一  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    二  時，有一比丘來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終而後生於卵生金翅鳥之群中

    耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞卵生

    金翅鳥乃長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終，當生卵生金翅鳥之群中。」彼身壞命終後，生於卵生

    金翅鳥之群中。

    六  比丘！依此因、依此緣，此一類者，身壞命終後，生於金翅鳥之群中。」

，4~6. 第四~六 善惡業(二~四)

III,248. 一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生於胎生…乃至…濕

    生……化生金翅鳥之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞化生

    金翅鳥，長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞生命終後，當生於化生金翅鳥之群中。」彼身壞命終後，生

    於化生金翅鳥之群中。

    六  比丘！依此因、依此緣，此處一類者，身壞命終後，生於化生金翅鳥之群中。」

 S.30.7~一6.布施利益(一)

▼. III.374.
III,249. 一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘！白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生於卵生金翅鳥之群中

    耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞卵生

    金翅鳥，長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞生命終後，當生於金翅鳥之群中。」

    六  彼布施食、布施飲、布施衣、布施乘具、布施鬢、布施香、布施塗香、布施臥

    具、布施家、布施燈具。彼身壞命終後，生於卵生金翅鳥之群中。

    七  比丘！依此因、依此緣，此處一類者，身壞命終後，生卵生金翅鳥之群中。」

S.30.17~四6.第八~十 布施利益(二~四)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…一面坐已，彼比丘白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？而一類者，身壞命終後，生於胎生金翅鳥……乃至

    ……濕生金翅鳥……化生金翅鳥之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身作善惡業，於語作善惡業，於意作善惡業。彼聞化生

    金翅鳥，長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，當生於化生金翅鳥之群中。」

    六  彼布施食…乃至…布施燈。彼身壞命終後，生於化生金翅鳥之群中。

    七  比丘！依此因、依此緣，此處一類者，身壞命終後，生於化生金翅鳥之群中。」

        如是而有六十六經。

             金翅鳥相應[終]

        於之攝頌曰：

，品類以及取

，四之善惡業

，四布施利益

，善說金翅鳥

▲Top回目錄
▼. III.376.
S.31.第十 乾達婆相應

S.31.1.品類

    一~二  1時，世尊]舍衛城…乃至…

III,250.三  「諸比丘！我為汝等說乾達婆天，諦聽。

    四  諸比丘！如何為乾達婆天耶？

        諸比丘！有依根香而住之天。諸比丘！有依樹心香而住之天。諸比丘！有依樹

    膚香而住之天。諸比丘！有依樹皮香而住之天。諸比丘！有依樹芽香而住之天。諸

    比丘！有依葉香而住之天。諸比丘！有依華香而住之天。諸比丘！有依果香而住之

    天。諸比丘！有依液香而住之天。諸比丘！有依香香而住之天。

    五  諸比丘！如是名為乾達婆天。」

S.31.2.善行

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    四  一面坐已。彼比丘白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生於乾達婆天之群中耶？」

    五  「諸比丘！此處一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞乾達婆天

    長壽、端嚴、多樂。

    六  彼思惟：「我身壞命終後，生於乾達婆天之群中。」彼身壞命終後，生於乾達

    婆天之群中。

    七  諸比丘！依此因，依此緣，此處有一類者，身壞命終後，生於乾達婆天之群中。」

S.31.3.施者(一)

III,251. 一~四  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處有一類之者、身壞命終後，生於依根香而住天之

    群中耶？」

    五  「諸比丘！此處有一類之者，於身行善行，於語行善行，於意行善行，彼聞依根

    香而住之天，是長壽、端嚴、多樂。

    六  彼思惟：「我身壞命終後，生於依根香而住天之群中。」彼常布施根香，彼身

    壞命終後，生於依根香而住天之群中。

▼. III.378.
    七  比丘！依此因……此處有一類之者，身壞命終後，生於依根香而住天之群中。」

，4~一2. 第四~十二 施者(二~一0)

    一~四  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處有一類之者，身壞命終後，生於依樹心香而住天

    之群中耶？」

    五  「比丘！此處有一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞依樹心香

    而住之天，是長壽、端嚴、多樂。

    六  彼思惟：「我身壞命終後，生於依樹心香而住天之群中。」彼常布施樹心香…

III,252. …乃至……布施樹膚香……布施樹皮香……布施芽香……布施葉香……布施華香

    ……布施果香……布施液香……布施香香。彼身壞命終後，生於依香香而住天之群

    中。」

S.31.13~二2.布施利益(一)

    一~四  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘白世尊言：「大德！

    依何因？依何緣？此處有一類者，身壞命終後，生於依根香而住天之群中耶？」

    五  「比丘！此處有一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞：依根香

    而住之，天是長壽、端嚴、多樂。

    六  彼思惟：「我身壞命終後，生於依根香而住天之群中。」彼布施食、布施飲、

    布施衣，布施乘具，布施鬘，布施香……布施塗香、布施臥具，布施家、布施燈具。

    彼身壞命終後，生於依根香而住天之群中。

    七  比丘！依何因、依此緣，此處有一類者，身壞命終後，生於依根香而住天之群

    中。」

III,253.

S.31.2三~一一2.第十四~二十三 布施利益(二~一0)

    一~四  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處有一類者，身壞命終，後生於依樹心香……樹膚

    香……樹皮香……芽香……葉香……華香……果香……液香……香香而住天之群

    中。」

    五  「比丘！此處有一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞依香香而

    住之，天是長壽、端嚴、多樂。

▼. III.380.
    六  彼思惟：「我身壞命終後，生於依香香而住天之群中。」彼布施食、布施飲、

    布施衣、布施乘具、布施鬘、布施香、布施塗香、布施臥俱、布施家、布施燈俱。

    彼身壞命終後，生於依香香而住天之群中。

    七  比丘！依此因、依此緣，此處有一類者，身壞命終後，生於依香香而住之天群

    中。」

        如是而有一百十二經

            乾達婆相應[終]

        於此攝頌曰：

，品類與善行

，乃至十施者

，十布施利益

，善說乾達婆

▲Top回目錄
III,254.

S.32.第十一 雲相應

S.32.1.說示

《雜阿含871經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！我
為汝等說雲天，諦聽。

    四  諸比丘！如何為雲天耶？諸比丘！有寒雲天、熱雲天、闇雲天、風雲天、雨雲

    天。

    五  諸比丘！此名為雲天。」

闇雲天：雲天人(abbha-valahaka deva﹐Spk.：abbha= abbhamandapo暫時的雲棚)
    註1 漢譯雜阿含871經 卷三十一(大正藏二、二二0b)。

      2 「我、汝等」云云由暹羅本讀為valahakayike deve ov bhikkhave desissami.

S.32.2.善行

《雜阿含871經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

▼. III.382.
        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生於雲天之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞雲天，是長

    壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，當生於雲天之群中。」彼身壞命終後，生於雲天之

    群中。

    六  比丘！依此因、依此緣，此處一類者，身壞命終後，生於雲天之群中。」

 S.32.3~二2.布施利益(一)

《雜阿含871經》
III,255. 一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生於寒雲天耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞寒雲天，是

    長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，當生於寒雲天之群中。」彼布施食…乃至…布

    施燈具。彼身壞命終後，生於寒雲天之群中。

    六  比丘！依此因，依此緣，此處一類者，身壞命終後，生於寒雲天之群中。」

 S.32.2三~五2.第四~七 布施利益(二~五)

《雜阿含871經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

         大德！依何因？依何緣？此處一類者，身壞命終後，生於熱雲天……闇雲天

    ……風雲天……雨雲天之群中耶？」

    四  「比丘！此處一類者，於身行善行，於語行善行，於意行善行。彼聞雨雲天，是

    長壽、端嚴、多樂。

    五  彼思惟：「我身壞命終後，當生於雨雲天之群中。」彼布施食…乃至…布

    施燈具。彼身壞命終後，生於雨雲天之群中。

    六  比丘
，依此因，依此緣，此處一類者，身壞命終後，生於雨雲天之群申。」

    註1 「比丘！」原本誤為諸比丘。

III,256.

 S.32.53.寒

《雜阿含871經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

▼. III.384.
        「大德！依何因？依何緣？為時而寒耶？」

    四  「比丘！有名為寒雲天。彼等思惟：我等以喜為己喜時，隨其心願而寒。

    五  比丘！依此因、依此緣，為時而寒。」

S.32.54.熱

《雜阿含871經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？為時而熱耶？」

    四  「比丘！有名為熱雲天。彼等思惟：我等以喜為己喜時，隨其心願而熱。

    五  比丘！依此因、依此緣，為時而熱。」

S.32.55.闇

《雜阿含871經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？為時而闇耶？」

    四  「比丘！有名為闇雲天。彼等思惟：我等以喜為己喜時，隨其心願而闇。

    五  比丘！依此因、依此緣，為時而闇。」

S.32.56.風

《雜阿含871經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？為時而吹風耶？」

III,257. 四  「比丘！有名為風雲天。彼等思惟：我等以喜為己喜時，隨其心願而吹風。

    五  比丘！依此因、依此緣，為時而吹風。」

，57. 第十二 雨

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之彼比丘，白世尊言：

        「大德！依何因？依何緣？為時而天雨耶？」

    四  「比丘！有名為雨雲天。彼等思惟：我等以喜為己喜時，隨其心願而天雨。

    五  比丘！依此因、依此緣，為時而天雨。」

            雲相應[終]

        廣之有五十七經。

        於此之攝頌曰：

，說示與善行

▼. III.386.
，五布施利益

，寒熱乃至闇

，風雨等之雲

▲Top回目錄
S.33.第十二 婆磋種相應

S.33.1.無知(一)

《雜阿含963經》，《別譯雜阿含197經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    時，有婆磋種出家者，來詣世尊住處，詣已，與世尊俱相交談慶慰、歡喜感銘

    [之語]，而坐於一面。

III,258.三  坐於一面已。婆磋種出家者白世尊言：

        「尊瞿曇！依何因？依何緣？於世間生如是種種成見耶？謂：世間為常、世間為

    無常、世間為有邊、世間為無邊，命即是身，命與身異，如來死後有，如來死後無，

    如來死後亦有亦無，如來死後非有非無。」

    四  「婆磋！於色無知故，於色集無知故，於色滅無知故、於順色滅道無知故，於世

    間有生如是種種之成見。謂：世間為常…乃至…如來死後非有非無。婆磋！依

    此因、依此緣，於世間有生如是種種之成見。謂：世間為常…乃至…如來死後

    非有非無。」

▼. III.388.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷四十八(大正藏二、二四六a)、別譯雜含經卷十(大正藏二、四四五c)。

S.33.第二 無知(二)

《雜阿含963經》，《別譯雜阿含197經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之婆磋種出家者，白世尊言：

        「尊瞿曇！依何因？依何緣？於世間生如是種種成見，謂：世間為常……乃至

    ……如來死後非有非無。」

    四  「婆磋！於受無知故，於受集無知故，於受滅無知故，於順受滅道無知故，於世

    間有生如是種種之成見，謂：世間為常…乃至…如來死後非有非無。」

    五  「婆磋！依此因、依此緣，於世間有生如是種種之成見，謂：世間為常，世間為

    無常…乃至…如來死後非有非無。」

S.33.第三 無知(三)

《雜阿含963經》，《別譯雜阿含197經》
III,259.一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之婆磋種出家者，白世尊言：

        「尊瞿曇！依何因？依何緣？於世間生如是種種之見耶？謂：世間為常……乃

    至……如來死後非有非無。」

    四  「婆磋！於想無知故，於想集無知故，於想滅無知故，於順想滅道無知故，於世

    間有生如是種種之成見，謂：世間為常、世間為無常…乃至…如來死後非有非

    無。」

S.33.第四 無知(四)

《雜阿含963經》，《別譯雜阿含197經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之婆磋種出家者，白世尊言：

        「尊瞿曇！依何因？依何緣？於世間生如是種種之成見耶？謂：世間為常……

    乃至……如來死後非有非無。」

    四  「婆磋！於行無知故，於行集無知故，於行滅無知故，於順行滅道無知故，於世

    間有生如是種種之成見。謂：世間為常、世間為無常…乃至…如來死後非有非

    無。

    五  婆磋！依此因、依此緣，於世間有生如是種種之成見，謂：世間為常、世間為

    無常…乃至…如來死後非有非無。」

S.33.第五 無知(五)

《雜阿含963經》，《別譯雜阿含197經》
▼. III.390.
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之婆磋種出家者，白世尊言：

III,260. 「尊瞿曇！依何因？依何緣？於世間生如是種種之成見耶？謂：世間為常、世間

    為無常…乃至…如來死後非有非無。」

    四  「婆磋！於識無知故，於識集無知故，於識滅無知故，於順識滅道無知故，於世

    間有生如是種種之成見。詣：世間為當、世間為無常…乃至…如來死後非有非

    無。

    五  婆磋！依此因…乃至…非有非無。」

 S.33.2.第六~十 無見(一~五)

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之婆磋種出家者，白世尊言：

        「尊瞿曇！依何因？依何緣？於世間有生如是種種之成見耶？謂：世間為當、世

    間為無常…乃至…如來死後非有非無。」

    四  (第六)婆磋！於色無見故…乃至…

        (第七)於受……

        (第八)於想……

        (第九)於行……

        (第十)於識無見故…乃至…於順識滅道無見故…乃至…(應廣說如

    初於五蘊之順次。)

 S.33.3.第十一~十五 不現觀(一~五)

        (第十一)[爾時，世尊]舍衛城…．乃至……婆磋！於色不現觀故…乃至…

    於順色滅不現觀故……

        (第十二)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於受不現觀故……

        (第十三)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於想不現觀故……

        (第十四)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於行不現觀故……

        (第十五)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於識不現觀故……乃至…

III,261.

S.33.4.第十六~二十 不了悟(一~五)

        (第十六)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…坐於一面之婆磋種出家者，白世

    尊言：

        尊瞿曇！依何因？依何緣？…乃至…

▼. III.392.
    五  婆磋！於色不了悟故…乃至…於順色滅道不了悟故…乃至…

        (第十七)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於受……

        (第十八)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於想……

        (第十九)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於行……

        (第二十)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於識不了悟故…乃至…

    於順識滅道不了悟故…乃至…

 S.33.5.第二十一~二十五 不通達(一~五)

        [爾時，世尊]舍衛城…乃至…尊瞿曇！依何因？依何緣？…乃至…

    婆磋！於色不通達故…乃至…於識不通達故…乃至…

 S.33.6.第二十六~三十 不等觀(一~五)

        [爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於色不等觀故……乃至於識不等觀

    故…乃至…

 S.33.7.第三十一~三十五 不隨觀(一~五)

        [爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於色不隨觀故…乃至…於識不

    隨觀故…乃至…

S.33.8.第三十六~四十 不近觀(一~五)

        [爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於色不近觀故…乃至…於識不

    近觀故…乃至…

S.33.9.第四十一~四十五 不等察(一~五)

        [爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於色不等察故…乃至…於識不

    等察故…乃至…

III,262.

S.33.10.第四十六~五0 不近察(一~五)

        [爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於色不近察故…乃至…於識不

    近察故…乃至…

S.33.11.第五十一 不現見(一)

    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…時，婆磋出家者，來詣世尊住處，詣

    已，與世尊俱相交談慶慰、歡喜，感銘而坐於一面。

    三  坐於一面已，婆磋種出家者，白世尊言：

▼. III.394.
        「尊瞿曇
！依何因？依何緣？於世間生如是種種之成見耶？謂：世間為常

    …乃至…如來死後非有非無。」

    四  「婆磋！於色不現見故，於色集不現見故，於色滅不現見故，於順色滅道不現見

    故，如是…乃至…」

    註1 「尊瞿曇！」原本缺失。

S.33.第五十二~五十四 不現見(二~四)

        (第五十二)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於受不現見故……乃至

    ……

        (第五十三)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於想不現見故……乃至

    ……

        (第五十四)[爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於行不現見故……乃至

    ……

S.33.第五十五 不現見(五)

    一~四  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…婆磋！於識不現見故，於識集不現見

III,263. 故，於識滅不現見故，於順識滅道不現見故，於世間有生如是種種之成見，謂：世

    間為常、世間為無常…乃至…如來死後非有非無。

    五  婆磋！依此因、依此緣，於世間有生如是種種之成見謂：世間為常、世間為無

    常、世間為邊、世間為無邊。命即是身，命與身異。如來死後有，如來死後無，如

    來死後亦有亦無，如來死後非有非無。

              婆磋種相應[終]

        一品中有五十五經

        於此之攝頌曰：

，無知與無見

，不現觀了悟

，不通達等觀

▼. III.396.
，不隨觀近觀

，不等察近察

，以及不現見

▲Top回目錄
S.34.第十三 禪定相應

S.34.第一 三 昧~等至

《雜阿含883經》
    一~二  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

III,264.四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，而於三昧非等至善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧而非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧而非三昧善，於三昧亦非等至善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧等至善。

    八  諸比丘！此中修定者於三昧三昧善，而且於三昧等至善，此乃四修定者中，是

    最尊、最勝、上首、最上、最妙者。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳，由乳出酪，由酪出生酥，由生酥出熟酥，由熟酥出醍

    醐，此於此中名最尊。諸比丘！如是於修定者之三昧三昧善，而且於三昧等至善，

    此於此四修定者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。」

▼. III.398.
    註1 漢譯《雜阿含經》卷三十一(大正藏二、二二二c)

S.34.第二 止住

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧善而非止住善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧止住善，於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧而非三昧善，於三昧亦非止住善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧止住亦善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧三昧善，而且於三昧止住亦善，此於此四修定

III,265. 者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳，由乳出酪，由酪出生酥，由生酥出熟酥，由熟酥出醍

    醐，此於此中名為最尊。諸比丘！如是於修定者之三昧三昧善…乃至…是最妙。」

S.34.第三 出起

《雜阿含883經》
    一~三  ……「諸比丘！於修定者有四，以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非出起善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧出起善，而於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非出起善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧出起善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧三昧善，而且於三昧出起善。此於此四修定者中，

    是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第四 安樂

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非安樂善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧安樂善，而於三昧非三昧善。

▼. III.400.
III,266.六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非安樂善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧亦安樂善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧，於三昧三昧善，而且於三昧安樂善，此於此四

    修定者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

    註1 「安樂」原本kallava及由本文中之kallakusala後文及暹羅本kallita,kallitakusala改

         之。

S.34.第五 所緣

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四，何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非所緣善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧所緣善，於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧亦非所緣善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧所緣亦善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧三昧善，而且於三昧所緣亦善，此於此四修定者

    中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第六 行境

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非行境善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧行境善，於三昧非三昧善。

III,267.六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非行境善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧行境善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧，於三昧三昧善，於三昧行境善，此於此四修定

    者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

▼. III.402.
    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第七 引發

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非引發善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧引發善，於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非引發善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧引發善。此於此

    四  修定者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第八 恭敬[作]

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊一舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非恭敬作。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧為恭敬作，於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非恭敬作。

III,268.七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧恭敬作。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧三昧善，而且於三昧恭敬作。此於此四修定者中，

    是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第九 常作

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非常作。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧為常作，於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非常件。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧為常作。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧三昧善，而且於三昧為常作。此於此四修定者中，

▼. III.404.
    是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第十 隨應

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧三昧善，於三昧非隨應作。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧隨應作，於三昧非三昧善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非三昧善，於三昧非隨應作。

III,269. 七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧三昧善，而且於三昧隨應作。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧三昧善，而且於三昧為隨應作。此於此四修定者

    之中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第十一 等至~止住

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧非止住善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧止住善，於三昧非等至善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非等至善，於三昧於非止住善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧等至善，而且於三昧止住善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧等至善，而且於三昧止住善。此於此四修定者中,

    是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳…乃至…是最妙。」

S.34.第十二 等至~出起

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善於三昧非出起善。

    五  諸比丘！此處叉有一類之修定者，於三昧出起善，於三昧非等至善。

    六  諸比丘！此處叉有一類之修定者，於三昧非等至善，於三昧非出起善。

▼. III.406.
III,270. 七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧等至善，而於三昧出起善。

    八~九  諸比丘！此中修定者之…乃至…是最妙。」

S.34.第十三 等至~安樂

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧非安樂善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧安樂善，於三昧非等至善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非等至善，於三昧非安樂善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧等至善，而且於三昧安樂善。

    八~九  諸比丘！此中…乃至…是最妙。」

S.34.第十四 等至~所緣

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧非所緣善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧所緣善，於三昧非等至善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非等至善，於三昧非所緣善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧等至善，而且於三昧所緣善。

    八~九  諸比丘！此中…乃至…是最妙。」

S.34.第十五 等至~行境

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

III,271. 四~七  諸比丘！此處有一類修定者，於三昧等至善，於三昧非引發善……(以廣

    說四句。)……於三昧等至善，而且於三昧引發善。

    八~九  諸比丘！此中…乃至…是最妙。」

，第十六 第至~引發

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    四~七  「諸比丘！於此處一類之修定者於三昧等至善，於三昧非引發善……[應四

    句廣說]……於三昧等至善，而於三昧引發善。

▼. III.408.
    八~九  諸比丘！此中…乃至…是最妙。」

，第十七 等至~恭敬

    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四~七  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧非恭敬善……(以

    廣說四句。)……於三昧等至善，而且於三昧恭敬作。

    八~九  諸比丘！此中…乃至…是最妙。」

S.34.第十八 等至~常作

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四~七  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧非常作……(以廣

    說四句。)……於三昧等至善，而且於三昧常作。

    八~九  諸比丘！此中…乃至…是最妙。」

S.34.第十九 等至~隨應

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

III,272.四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧等至善，於三昧非隨應作。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧隨應作，於三昧非等善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非等至善，於三昧非隨應作。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧等至善，而且於三昧隨應作。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧，等至善，而且於三昧為隨應作。此於此四修定

    者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳，由乳出酪，由酪出生酥，由生酥出熟酥，由熟酥出醍

    醐。此於此中名為最尊。諸比丘！如是於修定者之三昧等至善，而且於三昧為隨應

    作，此於此四修定者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙
。」

    註1 原本在此下有一文，當有八經之廣說而成，暹羅本沒有，恐怕是衍文。

▼. III.410.
S.34.第二十 止住~出起

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧止住善，於三昧非出起善。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧出起善，於三昧非止住善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非止住善，於三昧非出起善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧止住善，而且於三昧出起善。

    八~九  諸比丘！此中於修定者之…乃至…是最上，最妙。」

III,273.

S.34.第二十一~二十七 止住~安樂

《雜阿含883經》
        (第二十一)……「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

        諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧止住善，於三昧非安樂善……廣說

        (第二十二)於三昧止住善，於三昧非所緣善……

        (第二十三)於三昧止住善，於三昧非行境善……

        (第二十四)於三昧止住善，於三昧非引發善……

        (第二十五)於三昧止住善，於三昧非恭敬善……

        (第二十六)於三昧止住善，於三昧非常作善……

        (第二十七)於三昧止住善，於三昧非隨應善……

 ※ 五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧隨應善，於三昧非止住善。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非止住善，於三昧非隨應善。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧止住善，而且於三昧隨應善。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧止住善，而且於三昧為隨應作。此於此四修定者

    中，是最尊…乃至…」

    註1 原本有「止住--所緣--」而改之。

S.34.第二八 出起~安樂

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

▼. III.412.
    四  諸比丘！此中一類之修行者，於三昧出起善，於三昧非安樂善。

III,274.五~七  ……於三昧安樂善，於三昧非出起善……於三昧非出起善，於三昧非安樂

    善……於三昧出起善，而且亦安樂善。

    八~九  諸比丘！此中，修定者之……是最上、最妙。」

S.34.第二十九~三十四 出起

《雜阿含883經》
        (第二十九)……「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

        諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧出起善，於三昧非所緣善……廣說……

        (第三十)於三昧出起善，於三昧非行境善……

        (第三十一)於三昧出起善，於三昧非引發善……

        (第三十二)於三昧出起善，於三昧非恭敬作……

        (第三十三)於三昧出起善，於三昧非常作……

        (第三十四)於三昧出起善，於三昧非隨應作……

    五  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧隨應作，於三昧非出起善。

    六  諸比丘！此處叉有一類之修定者，於三昧非出起善，於三昧非隨應作。

    七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧出起善，而且於三昧隨應作。

    八~九  諸比丘！此中於修定者之三昧出起善，而且於三昧為隨應作。此於此四修

    定者中……廣說……」

III,275.

S.34.第三十五 安樂~所緣

《雜阿含883經》
    一~四  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        於三昧安樂善，於三昧非所緣善……

    五  於三昧所緣善，於三昧非安樂善……

    六  於三昧非安樂善，於三昧非所緣善……

    七  於三昧安樂善，而且於三昧所緣善……

    八~九  諸比丘！此中修定者之…乃至…是最上、最妙。

，第三十六~四十 安樂

S.34.(第三十六)

《雜阿含883經》
……諸比丘！修禪定者有四。以何者為四耶？

        諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧安樂善，於三昧非行境善…乃至…

 S.34.(第三十七)

《雜阿含883經》
於三昧安樂善，於三昧非發引善……

▼. III.414.
 S.34.(第三十八)

《雜阿含883經》
於三昧安樂善，於三昧非恭敬作……

 S.34.(第三十九)

《雜阿含883經》
於三昧安樂善，於三昧非常作……

 S.34.(第四十)

《雜阿含883經》
        於三昧安樂善，於三昧非隨應作………乃至…

S.34.第四十一 所緣~行境

《雜阿含883經》
    一~七  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

    於三昧所緣善，於三昧非行境善……

    於三昧行境善，於三昧非所緣善……

    於三昧所緣善，於三昧非行境善……

    於三昧所緣善，而且於三昧亦行境善。

    八~九  諸比丘！此中修定者之…乃至…是最上、最妙。

III,276.

S.34.第四十二~四十五 所緣

《雜阿含883經》
        (第四十二)於三昧所緣善，於三昧非引發善…乃至…

        (第四十三)於三昧所緣善，於三昧非恭敬作…乃至…

        (第四十四)於三昧所緣善，於三昧非常作…乃至…

        (第四十五)於三昧所緣善，於三昧非隨應作……

S.34.第四十六 行境~引發

《雜阿含883經》
    一~七  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        於三昧行境善，於三昧非引發善……

        於三昧引發善，於三昧非行境善……

        於三昧非行境善，於三昧亦非引發善……

        於三味行境善，而且於三昧引發善……

 ※ 九~十  諸比丘！譬喻由牛出乳，由乳出酪，由酪出生酥，由生酥出熟酥，由熟酥

    出醍醐。此於此中名為最尊。諸比丘！如是於修定者之三昧行境善，而且於三昧為

    引發善，此於此四修定者中…乃至…是最上、最妙。

，第四十七~四十九 行境

        (第四十七)於三昧行境善，於三昧非恭敬作…乃至…

        (第四十八)於三昧行境善，於三昧非常作…乃至…

        (第四十九)於三昧行境善，於三昧非隨應作…乃至…

▼. III.416.
S.34.第五十 引發~[恭敬]

《雜阿含883經》
    一~七  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

III,277.     於三昧引發善，於三昧非恭敬作……

        於三昧恭敬作，於三昧非引發善……

        於三昧非引發善，於三昧非恭敬作……

        於三昧引發善，而且於三昧恭敬作……

    八~九  諸比丘！此中修定者之…乃至…是最上、最妙。

S.34.第五十一~五十二 [引發]

 S.34.(第五十一)

《雜阿含883經》
於三昧引發善，於三昧非常作…乃至…

 S.34.(第五十二)

《雜阿含883經》
於三昧引發善，於三昧非隨應作…乃至…

S.34.第五十三 恭敬作~常作

    一~七  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        於三昧恭敬作，於三昧非常作……

        於三昧常作，於三昧非恭敬作……

        於三昧恭敬作，而且於三昧常作。

    八~九  諸比丘！此中修定者之…乃至…是最上、最妙。

S.34.第五十四 恭敬作~隨應作

《雜阿含883經》
    ……於三昧恭敬作，於三昧非隨應作…乃至…

S.34.第五十五 常作~隨應作

《雜阿含883經》
    一~三  [爾時，世尊]舍衛城…乃至…

        「諸比丘！於修定者有四。以何者為四耶？

    四  諸比丘！此處有一類之修定者，於三昧常作，於三昧非隨應作。

    五  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧隨應作，於三昧非常作。

    六  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧非常作，於三昧非隨應作。

278 七  諸比丘！此處又有一類之修定者，於三昧常作，而且於三昧隨應作。

    八  諸比丘！此中於修定者之三昧常作，而且於三昧為隨應作，此於此四修定者中，

    是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    九  諸比丘！譬喻由牛出乳，由乳出酪，由酪出生酥，由生酥出熟酥，由熟酥出醍

▼. III.418.
    醐。此於此中名為最尊。諸比丘！於修定者之三昧常作，而且於三昧隨應作，此於

    此四修定者中，是最尊、最勝、上首、最上、最妙。

    一0  世尊如是說已，彼諸比丘！喜悅而歡喜世尊
之所說。」

        如是廣說面廣說五十五記別。

禪定相應[終]

        於此之攝頌曰：

，三昧與等至，止住及出起

，安樂並所緣，行境與引發

，恭敬作常作，以及隨應作

蘊品相應[終]

        於此之攝頌曰：

，蘊羅陀見入生

，煩惱與舍利弗

，龍金翅乾達婆

III,279.    雲婆磋及禪定

，蘊品十三相應

    註1 「世尊之所說」原本bhasitam之前缺失bhagavato一語

▼. IV.1   相 應 部 經 典 四
            歸命 彼 世尊  應供 等覺者

▲Top回目錄
4.六 處 篇

S.35.第一 六處相應

第一 根本五十[經]品

 S.35.1.無常(一)內

《雜阿含195-196經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇陀林給孤獨長者之遊園。

▼. IV.2.
    二  於此處，世尊言諸比丘曰：「諸比丘！」。諸比丘奉答世尊曰：「大德！」

    三  世尊作是言：「諸比丘！眼為無常，凡無常者，其為苦，凡苦者，是無我，凡無

    我者，是：「此非我所，此非我，此非我之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    四  耳是無常，凡無常者……

    五  鼻是無常，凡無常者……

    六  舌是無常，凡無常者……

    七  身是無常，凡無常者……對此應如是以正智慧如實觀。

    八  意是無常，凡無常者，是苦。凡苦者，是無我，凡無我者，是為：「此非我所，

    此非我，此非我之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

 IV,2. 九  諸比丘！如是觀者，有聞之聖弟子厭嫌於眼、厭嫌於耳、厭嫌於鼻、厭嫌於舌、

    厭嫌於身、厭嫌於意，由厭嫌而離欲，由離欲而得解脫，由於解脫「我解脫」之智

    生。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、更不來如是之生。」

 S.35.2.苦(一)內

《雜阿含195-196經》
  ※三  「諸比丘！眼是苦，凡苦者，是無我，凡無我者，是為：「此非我所，此非我，

    此非我之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    四~七  耳是苦……鼻是苦……舌是苦……身是苦……

    八  意是苦，凡苦者，是為無我，凡無我者，是為：「此非我所、此非我、此非我

    之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子證知……更不來如是之生。」

S.35.3.無我(一)內

《雜阿含195-196經》
  ※三  「諸比丘！眼是無我，凡無我者，是為：「此非我所，此非我，此非我之我。」

    對此應如是以正智慧如實觀。

    四~七  耳是無我……鼻是無我……舌是無我……身是無我……

    八  意是無我，凡無我者，是為：「此非我所，此非我，此非我之我。」對此應如

    是以正智慧如實觀。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子證知……更不來如是之生。」

S.35.4.無常(二)外

《雜阿含195-196經》
  ※三  「諸比丘！色是無常，凡無常者，是為苦，凡苦者，是為無我，凡無我者，是

▼. IV.4.
IV,3. 為：「此非我所，此非我，此非我之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    四~七  聲……香……味……觸
……

    八  法是無常，凡無常者，是為苦，凡苦者，是為無我，凡無我者，是為：「此非

    我所，此非我，此非我之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子厭嫌於色、厭嫌於聲、厭嫌於香、厭嫌於味、

    厭嫌於觸、厭嫌於法，由厭嫌而離欲，由離欲而得解脫，謂於解脫「我解脫」之智

    生。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、更不來如是之生。」

    註1 photthabba譯為「所觸者」較正確，但倣舊來之譯例，唯譯為觸。

 S.35.5.苦(二)外

  ※三  「諸比丘！色是苦，凡苦者，是為無我，凡無我者，是為：「此非我所，此非我，

    此非我之我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    四~七  聲是……香是……味是……觸是……

    八  法是苦，凡苦者，是為無我，凡無我者是為：「此非我所，此非我，此非我之

    我。」對此應如是以正智慧如實觀。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子證知……更不來如是之生。」

 S.35.6.無我(二)外

《雜阿含195-196經》
  ※三  「諸比丘！色是無我，凡無我者，是為：「此非我所，此非我，此非我之我。」

    對此應如是以正智慧如竇觀。

    四~七  聲是……香是……味是……觸是……

    八  法是無我，凡無我者是為：「此非我所，此非我，此非我之我。」對此應如是

    以正智慧如實觀。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子證知……更不來如是之生。」

 IV,4.

S.35.7.無常(三)內

《雜阿含195、333經》
  ※三  「諸比丘！過去、未來之眼是無常，何況現在之眼耶？

        諸比丘，如是觀者，多聞之聖弟子，對過去之眼無所期望，於未來之眼亦無悅

    樂，於現在之眼為厭嫌、為離欲、為滅盡而履行[道]。

▼. IV.6.
    四~五  過去、未來之耳是無常……過去、未來之鼻是無常……

    六  過去、未來之舌是無常，何況於現在之舌耶？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟

    子對過去之舌無所期望，對未來之舌亦不悅樂，於現在之舌為厭嫌、為離欲、為滅

    盡而履行[道]。

    七  過去、未來之身是無常……

    八  過去、未來之意是無常，何況於現在之意耶？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟

    子，對過去之意無所期望，對未來之意不生悅樂，於現在之意為厭離、為離欲、為

    滅盡而履行[道]。」

 S.35.8.苦(三)內

《雜阿含195、333經》
  ※三~七  「諸比丘！過去、未來之眼是苦，何況現在之眼耶？諸比丘！如是觀者，多

    聞之聖弟子，對過去之眼無所期望，於末來之眼不生悅樂，於現在之眼為厭嫌、為

    離欲、為滅盡而履行[道]。過去、未來之耳是……過去未來之鼻是……過去未來之

    舌是……過去末來之身是……

    八  過去、未來之意是苦，何況於現在之意耶？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子，

    對過去之意無所期望，於未來之意不生悅樂，於現在之意為厭嫌、用離欲、為滅盡

    而履行[道]。」

 S.35.9.無我(三)內

《雜阿含195、333經》
  ※三  「諸比丘！過去、未來之眼是無我，何況現在之眼耶？諸比丘！如是觀者，多

 IV,5. 聞之聖弟子，對過去之眼無所期望，於未來之眼不生悅樂，於現在之眼為厭嫌、為

    離欲、為滅盡而履行[道]。

    四~七  過去、未來之耳是……過去、未來之鼻是……過去、未來之舌是……過去、

    未來之身是……

    八  過去、未來之意是無我，何況於現在之意即？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟

    子，對過去之意無所期望，於未來之意不悅樂，於現在之意為厭嫌、為離欲、為滅

    盡而履行[道]。」

S.35.10.無常(四)外

《雜阿含195、208、333經》
  ※三  「諸比丘！過去、未來之色是無常，何況現在之色耶？諸比丘！如是觀者，多聞

    之聖弟子，對過去之色無所期望，於未來之色不生悅樂，於現在之色為厭嫌、為離

▼. IV.8.
    欲、為滅盡而履行[道]。

    四~七  過去、未來之聲是……過去、未來之香是……過去、未來之味是……過去、

    未來之觸是……

    八  過去、未來之法是無常，何況現在之法耶？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子，

    對過去之法無所期望，於末來之法不生悅樂，於現在之法為厭嫌、為離欲、為滅盡

    而履行[道]。」

S.35.11.苦(四)外

《雜阿含195、208、333經》
  ※三  「諸比丘！過去、未來之色是苦，何況於現在之色耶？諸比丘！如是觀者，多聞

    之聖弟子，對過去之色無所期望，於未來之色不生悅樂，於現在之色為厭嫌、為離

    欲、為滅盡而履行[道]。

 IV,6. 四~七  過去、未來之聲是……過去、未來之香是……過去、未來之味是……過去、

    未來之觸是……

    八  過去、未來之法是苦，何況於現在之法耶？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子，

    對過去之法無所期望，於未來之法不生悅樂，於現在之法為厭嫌、為離欲、為滅盡

    而履行[道]。」

 S.35.12.無我(四)外

《雜阿含195、208、333經》
  ※三  「諸比丘！過去、未來之色是無我，何況於現在之色耶？諸比丘！如是觀者，多

    聞之聖弟子，對過去之色無所期望，於未來之色不生悅樂，於現在之色為厭嫌、為

    離欲、為滅盡而履行[道]。

    四~七  過去、未來之聲是……過去、未來之香是……過丟、未來之味是……過去、

    未來之觸是……

    八  過去、未來之法是無我，何況於現在之法耶？諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟

    子，對過去之法無所期望，於未來之法不生悅樂，於現在之法為厭嫌、為離欲、為

    滅盡而履行[道]。」

            無常品第一 [終]

        其攝頌：

，無常苦無我

，三者有內外

▼. IV.10.
，依無常說三

，各各有內外

第二 雙雙品

S.35.13.由於正覺(一)

    一  舍衛城。

 IV,7. 二  「諸比丘！余正覺以前，為未成正覺之菩薩[時]，生如是念：「以何為眼之甘

    味？以何為患難？以何為出離？何為耳之……何為鼻之……何為舌之……何為身之

    ……何為意之甘味？何為患難？何為出離？」

    三~七  諸比丘！余生如是念：「凡緣眼所起之安樂喜悅，是眼之甘味。凡眼之無

    常、苦、變壞之法，此為眼之患難。凡對眼制止欲貪、捨去欲貪，此為眼之出離。

    凡耳……凡鼻……凡舌……凡身……

    八  凡緣意所起之安樂喜悅，此為意之甘味。凡意之無常、苦、變壞之法，此為意

    之患難。凡對意制止欲貪，捨去欲貪，此為意之出離。」

    九  諸比丘！余不如實知如是此等內六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為出離

    時，諸比丘！其間，余於含括天、魔、梵世界，於含括沙門、婆羅門、天人，不曾

    宣示無上正等覺。

    一0  諸比丘！余因如實知如是此等內六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為出

    離，諸比丘！依此，余於含括天、魔、梵世界，於含括沙門、婆羅門、天人，則宣

    示無上正等覺。

 IV,8. 一一  而於余起智與見：「確實余心解脫，此為余最後之生，而無再生也。」」

S.35.14.由於正覺(二)

  ※二  「諸比丘！余正覺以前，為未成正覺之菩薩[時]，以生如是念：「以何為色之

    甘味？以何為患難？以何為出離？以何為聲之……以何為香之……以何為味之……

    以何為觸之……以何為法之甘味？以何為患難？以何為出離？」

    三  諸比丘，余如是念：「凡緣色所起之安樂喜悅，此為色之甘味。凡色之無常、

    苦、變壞之法，此為色之患難。凡對色制止欲貪、捨去欲貪、此為色之出離。

▼. IV.12.
    四~七  凡以聲……凡以香……凡以味……凡以觸……

    八  凡緣法所起之安樂喜悅，此為法之甘味，凡法之無常、苦、變壞之法，此為法

    之患難。凡對法制止欲貪、捨去欲貪、此為法之出離。

    九~一0  諸比丘！余未如實知如是此等外六處之甘味為甘味，患難為患難，出離

    為出離時，其間，余於含括天、魔、梵世界，於含括沙門、婆羅門、天人，不曾宣

    示無上正覺……則宣示……

    一一  而於余起智與見：「確實余心解脫，此為余最後之生，而無再生也。」」

S.35.15.由於甘味(一)

《雜阿含243-244經》
  ※二  諸比丘！余尋覓巡行眼之甘味，終於發見眼之甘味，此余以智慧善觀眼之甘味

 IV,9. 故。諸比丘！余尋覓巡行眼之患難，諸比丘！余終於發見眼之患難，此余以智慧善

    觀眼之患難故。諸比丘！余尋找巡行眼之出離，終於發見眼之出離，此余以智慧善

    觀眼之出離故。

    三~六  諸比丘！余耳之……諸比丘！余鼻之……諸比丘！余舌之……諸比丘！余

    身之……

    七  諸比丘！余尋覓巡行意之甘味，終於發見意之甘味，此余以智慧善觀意之甘味

    故。諸比丘！余尋覓巡行意之患難，終於發見意之患難，此余以智慧善觀意之患難

    故。諸比丘！余尋覓巡行意之出離，終於發見意之出離，此余以智慧善觀意之出離

    故。

    八~九  諸比丘！余不能如實知此等內六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為出

    離時，諸比丘！其間，余於含括天、魔、梵世界，於含括沙門、婆羅門、天人，不

    曾宣示無上正覺。……則宣示……

    一0  而於余起智與見：「確實余心解脫，此為余最後之生，而無再生。」」

 S.35.16.由於甘味(二)

《雜阿含243經》
  ※二  「諸比丘！余尋覓巡行色之甘味終發見色之甘味，此余以智慧善觀色之甘味故。

    諸比丘！余尋覓巡行色之患難，終於發見色之患難，此余以智慧善觀色之患難故。

 IV,10.諸比丘！余尋覓巡行色之出離，終於發見色之出離，此余以智慧善觀色之出離故。

    三~六  諸比丘！余聲之……香之……味之……觸之……

    七  諸比丘！余尋覓巡行法之甘味，終於發見法之甘味，此余以智慧善觀法之甘味

▼. IV.14.
    故。諸比丘！余尋覓巡行法之患難，終於發見法之患難，此余以智慧善觀法之患難

    故。諸比丘！余尋覓巡行法之出離，終於發見法之出離，此余以智慧善觀法之出離

    故。

    八~九  諸比丘！余未如實知此等外六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為出離

    時，諸比丘！其間，余於含括天、魔、梵之世界，於含括沙門、婆羅門、天人，不

    曾宣示無上正覺……則宣示……

    一0  而於余起智與見：「確實余心解脫，此為余最後之生，而無再生。」」

S.35.17.若無者(一)

《雜阿含243經》
  ※二  「諸比丘！若於此眼無甘味者，此等有情則於眼無愛著。然諸比丘！於眼有甘味

    故，有情於眼有愛著。

    三  諸比丘！若於此眼無患難者，此等有情則於眼無厭嫌。然諸比丘！於眼有患難

    故，有情於眼有厭嫌。

    四  諸比丘！若於此眼無出離者，此等有情則於眼無出離。然諸比丘！於眼有出離

    故，有情出離於眼。

    五~七  諸比丘！若於此耳無甘味者，則……患難……無出離者……

 IV,11.八~一0 諸比丘！若於此鼻無甘味者，則……患難……無出離者……

    一一~一三  諸比丘！若於此舌無甘味者，則……患難……無出離者……

    一四~一六  諸比丘！若於此身無甘味者，則……患難……無出離者……

    一七  諸比丘！若於此意無甘味者，此等有情則於意無愛著。然諸比丘！於意有甘

    味故，有情則於意有愛著。

    一八  諸比丘！若於此意無患難者，此等有情則於意無厭嫌。然諸比丘！於意有患

    難故，有情則厭嫌於意。

    一九  諸比丘！若於此意無出離者，此等有情則於意無出離。然諸比丘！於意有出

    離故，有情則出離於意。

    二0  諸比丘！諸有情未如實知此等內六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為出

    離時，諸比丘！有情則含括天、魔、梵之世界，於含括沙門、婆羅門、天人，不得

    由集而令出離，離繫、解放、以無取著之心過活。

    二一  然諸比丘！諸有情因如實知此等內六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為

▼. IV.16.
IV,12.出離。諸比丘！有情等則得含括天、魔、梵之世界，於含括沙門、婆羅門、天人，

    由集而令出離、離繫、解放、以無取著之心過日。」

 S.35.18.若無者(二)

《雜阿含243經》
 ※ 二  「諸比丘！若於此色無甘味者，此等有情則於眼無愛著。然諸比丘！因色有甘味

    故，有情愛著於色。

    三  諸比丘！若於此色無患難者，此等有情則於色無厭嫌。然諸比丘！於色有患難

    故，有情則厭嫌於色。

    四  諸比丘！若於此色無出離者，此等有情則於色無出離。然諸比丘！於色有出離

    故，有情則出離於色。

    五~七  諸比丘！若於此聲無甘味者……患難……無出離者……

    八~一0  諸比丘！若於此香無甘味者……患難……無出離者……

    一一~一三  諸比丘！若於此味無甘味者……患難……無出離者……

    一四~一六  諸比丘！若於此觸無甘味者……患難……無出離者……

    一七  諸比丘！若於此法無甘味者，此等有情則於法無愛著。然諸比丘！於法有甘

    味故，有情則於法有愛著。

    一八  諸比丘！若於此法無患難者，此等有情則於法無厭嫌。然諸比丘！於法有患

    難故，有情則於法有厭嫌。

    一九  諸比丘！若於此法無出離者，此等有情則於法無出離。然諸比丘！於法有出

    離故，有情則由法有出離。

    二0  諸比丘！諸有情不如實知此等外六處之甘味為甘味，患難為患難，出離為出

IV,13. 離時，諸比丘！諸有情則含括天、魔、梵之世界，於含括沙門、婆羅門、天人，不

    得由集而令出離、離繫、解放、以無取著之心過日。

    二一  然而，諸比丘！諸有情因如實知此外六處之甘味為甘味，患難為患難，出離

    為出離，則得含括天、魔、梵之世界，於含括沙門、婆羅門、天人，由集而令出離，

    離繫、解放、以無取著之心過日。」

 S.35.19.因歡悅(一)

《雜阿含194經》
 ※ 二  「諸比丘！歡悅於人之眼者，則為歡悅彼苦。歡悅於人之苦者，則不能離脫彼苦

    ……人之耳……人之鼻……人之舌……人之身……歡悅於人之意者，則歡悅彼之

▼. IV.18.
    苦。歡悅於人之苦者，則不得離脫彼之苦。

    三  諸比丘！不歡悅於人之眼者，則不歡悅彼之苦。不歡悅人之苦者，此已由彼之

    苦離脫……人之耳……人之鼻……人之舌……人之身……不歡悅人之意者，則不歡

    悅於彼之苦。不歡悅人之苦者，此已由彼之苦離脫。」

 S.35.20.因歡悅(二)

《雜阿含194經》
 ※ 二  「諸比丘！歡悅於人之色者，則歡悅於彼之苦。歡悅人之苦者，則未能離脫彼之

    苦。我謂：人之聲……人之香……人之味……人之觸……歡悅人之法者，則歡悅彼

    之苦。歡悅人之苦者，則不能離脫彼之苦。

 14 三  諸比丘！不歡悅人之色者，則不歡悅彼之苦，不歡悅於人之苦者，此已由彼之

    苦離脫，我謂不歡悅於人之聲……人之香……人之味……人之觸……不歡悅人之法

    者，則不歡悅於彼之苦。予謂不歡悅人之苦者，此已由彼之苦解脫。」

S.35.21.因生起(一)

《雜阿含192-193經》
 ※ 二  「諸比丘！眼之生起、住立、出生、顯現者，此即苦之生起、諸病之住立、老死

    之顯現。

    三~四  耳之生起……鼻之生起……

    五~六  舌之生起……身之生起……

    七  意之生起、住立、出生、顯現者，此即苦之生起、諸病之住立、老死之顯現。

    八  諸比丘！眼之滅盡、息止、消失者，此即苦之滅盡、諸病之止息、老死之消失。

    九~一三  耳之……鼻之……舌之……身之……意之滅盡、息止、消失者，此即苦

    之滅盡、諸病之息止、老死之消失。」

 S.35.22.因生起(二)

《雜阿含192-193經》
 ※ 二  「諸比丘！色之生起、住立、出生、顯現者，此即苦之生起、諸病之住立、老死

    之顯現。

    三~四  聲之生起……香之生起……

    五~六  味之生起……觸之生起……

    七  法之生起、住立、出生、顯現者，此即苦之生起、諸病之住立、老死之顯現。

    八  諸比丘！色之滅盡、息止、消失者，此即苦之滅盡、諸病之息止、老死之消失。

    九~一三  聲之……香之……味之……觸之……法之滅盡、息止、消失者，此即苦

▼. IV.20.
IV,16. 之滅盡、諸病之息止、老死之消失。」

          雙雙品第二 [終]

        其攝頌：

，正覺以云二

，甘味更有二

，若無者於二

，歡悅又更二

，生起亦云二

    此品因此，名為雙雙品。

第三 一切品

S.35.23.一切

《雜阿含319經》，cf. Mv.1.6.13.
    一  舍衛城……於其處……曰：

    二  「諸比丘！我用汝等說一切，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為一切耶？眼與色、耳與聲、鼻與香、舌與味、身與觸、意與法

    是。諸比丘！此名之為一切。

    四  諸比丘！若人有如是言：「余棄此之一切，令知他之一切
」者，則彼僅為言

    說，逢他人之問，則無能作答，則更陷於苦難。何以故？諸比丘！此猶如[對]相

    違之境[故]。」

    註1 除此世尊所說之「一切」，而說示其他之「一切」

 S.35.24.捨棄(一)

《雜阿含5、224-225、246經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說一切捨棄之法，且諦聽。

    三  諸比丘！以何為一切捨棄之法耶？

    四~八  諸比丘！眼應捨棄，色應捨棄，眼識應捨棄，眼觸應捨棄，凡緣此眼觸所

 IV,16. 生之受或樂、或苦、或非苦非樂，此亦應捨棄……耳應捨棄……鼻……舌……身……

▼. IV.22.
    九  意應捨棄，法應捨棄，意識應捨棄，意觸應捨棄，凡緣此意觸所生之受或樂、

    或苦、或非苦非樂，此亦應捨棄。

    一0  諸比丘！此為一切捨棄之法。」

S.35.25.捨棄(二)

《雜阿含224-225經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說，由知解、曉了一切而應捨棄之法，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為由知解、曉了一切而應捨棄之法耶？

    四~八  諸比丘！由知解、曉了於眼而應捨棄，由知解、曉了於眼識而應捨棄，由

    知解、曉了於眼觸而應捨棄，凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂者，

    於此亦應捨棄……耳是……鼻是……舌是……身是此……

    九  由知解、曉了於意而應捨棄，由知解、曉了於意識而應捨棄，由知解、曉了於

 17 意觸而應捨棄，凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂者，於此應捨棄。

    一0  諸比丘！此為由知解、曉了一切而應捨棄之法。」

 S.35.26.曉了(一)

《雜阿含190-191、222-223經》
 ※ 二  「諸比丘！於一切不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，則不能盡苦。

    三  諸比丘！對任何之一切，不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，則不得盡苦。

    四~八  諸比丘！於眼不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，則不得盡苦，於色……

    於眼識……於眼觸……凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦不知解、

    不曉了、不離欲、不捨棄者，則不得盡苦……於耳……於聲……於鼻……於香……

    於舌……於味……於身……於觸……

    九  於意不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，則不得盡苦，於法……於意識……

    於意觸……凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦不知解、不曉了、

    不離欲、不捨棄此等者，則不得盡苦。

    一0   諸比丘！於此一切不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，謂不得盡苦。

    一一  諸比丘！於此一切知解、曉了、離欲、捨棄者，則善能盡苦。

 18 一二  諸比丘！云何於此一切知解、曉了、離欲、捨棄者，而善能盡苦耶？

    一三~一七  諸比丘！於眼知解、曉了、離欲、捨棄，則善能盡苦。於色……於眼

    識……於眼觸……凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦知解、曉了、

    離欲、捨棄者，則善能盡苦。……於耳……於聲……於鼻……於香……於舌……於

▼. IV.24.
    味……於身……於觸……

    一八  於意知解、曉了、離欲、捨棄者，則善能盡苦。於法……於意識……於意觸

    ……凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦知解、曉了、離欲、捨棄

    者，則善能盡苦。

    一九  諸比丘！於此一切知解、曉了、離欲、捨棄者，則謂善能盡苦。」

S.35.27.曉了(二)

《雜阿含3-4、6、190-191、222經》，S.22.24
 ※ 二  「諸比丘！於一切不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，則不能善盡苦。

    三  諸比丘！云何於一切，不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，則不能善盡苦耶？

    四~八  凡眼、凡色、凡眼識、凡依眼識所識知之法，凡耳、凡聲……凡鼻……凡

IV,19.香……凡舌……凡味……凡身……凡觸……

    九  凡意、凡法、凡意識、凡依意識所識知之法。

    一01  諸比丘！於此一切不知解、不曉了、不離欲、不捨棄者，謂之不能善盡苦。

    一一  諸比丘！於此一切知解、曉了、離欲、捨棄者，則為善能盡苦。諸比丘！云

    何於一切，為知解、曉了、離欲、捨棄者，堪善能盡苦耶？

    一二~一六  諸比丘！凡於眼、凡於色、凡於眼識，凡依眼識所識知之法，凡耳、

    凡聲……凡鼻、凡香……凡舌、凡味……凡身、凡觸……

    一七  凡意、凡法、凡意識、凡依意識所識知之法。

    一八  諸比丘！於此一切知解、曉了、離欲、捨棄者，謂之善能盡苦。」

    註1 PTS本應是一0而誤為一一以下各節即有齟齬。

 S.35.28.燃燒

《雜阿含197經》，Vin. Mv. p.35
    一  爾時，世尊住伽耶象頭山，與一千比丘等俱。

    二  於此處，世尊對諸比丘曰：「諸比丘！一切為燒。諸比丘！云何一切為燒耶？

    三~七  諸比丘！眼為燒、色為燒、眼識為燒、眼觸為燒，凡緣此眼觸所生之受，

    或苦、或樂、或非苦非樂，此亦為燒。緣何為燒耶？我說因貪欲之火、因瞋恚之火、

    因愚癡之火高燒，因生、老、死，因憂、悲、苦、惱、絕望而燒。其是……鼻是……

 20 …舌是……身是……

▼. IV.26.
    八  意是燒、法是燒、意識是燒、意觸是燒，凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、

    或非苦非樂，亦為所燒。緣何而燒耶？我說因貪欲之火、因瞋恚之火、因愚癡之火

    高燒，因生、老、死，因憂、悲、苦、惱、絕望而燒。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子於眼亦生厭嫌、於色亦生厭嫌、於眼識亦生

    厭嫌、於眼觸亦生厭嫌，凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦生

    厭嫌。於耳亦……於鼻亦……於舌亦……於身亦……於意亦……凡緣此意所生之

    受，或苦、或樂、或非苦非樂，亦生厭嫌，因厭嫌而離欲，因離欲而得解脫，於解

    脫則「我解脫」之智生。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、更不為如是來此生。」

    一0   世尊言此，彼等比丘心生歡喜，歡受世尊之所說。

    一一  然而宣說此教法已，使彼等比丘無所取著，其心已由諸漏解脫。

 S.35.29.盲闇

    一  如是我聞。爾時，世尊住王舍城竹林，迦蘭陀園。

IV,21. 二  於此處，世尊告諸比丘曰：「諸比丘！一切是盲闇。諸比丘！何者是盲闇耶？

    三~五   諸比丘！眼是盲闇，色是盲闇，眼識是盲闇，眼觸是盲闇，凡緣眼觸所生

    之受，或樂、或苦、或非苦、非樂，此亦是盲闇。因何而致盲闇耶？我謂：因生、

    老、死，因憂、悲、苦、惱、絕望而致盲闇。耳是……鼻是……

    六  舌是盲闇，味是盲闇，舌識是盲闇，舌觸是盲闇，凡緣此舌觸所生之受，或樂、

    或苦、或非苦非樂，此亦是盲闇。因何而致盲闇耶？我謂：因生、老、死、因憂、

    悲、苦惱、絕望而致盲闇。

    七  身是盲闇……

    八  意是盲闇，法是盲闇，意識是盲闇，意觸是盲闇，緣此意觸所生之受，或樂、

    或苦、或非苦，非樂，此亦是盲闇。因何而致盲闇耶？我謂：因生、老、死、因憂、

    悲、苦、惱、絕望而致盲闇。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子厭嫌於眼、厭嫌於色、厭嫌於眼識、厭嫌於

    眼觸，凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦厭嫌於此…乃至…

    緣意觸所生之受，或苦、或樂、或非苦非樂，亦厭嫌於此。因厭嫌而離欲，因離欲

    而得解脫，因解脫而「我解脫」之智生。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、更

    不為如是來此生。」

▼. IV.28.  IV,22.

 S.35.30.適宜

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等，說滅除一切思量適宜之道，且諦聽，善思惟，我當說。

    三  諸比丘！以何為滅除一切思量適宜之道耶？

    四～六  諸比丘！此處有比丘，不思量眼，不思量有眼，不因眼而思量，不思量眼

    為我有。不思量色，不思量有色，不因色而思量，不思量色為我有。不思量眼識，

    不思量有眼識，不因眼識而思量，不思量眼識為我有。不思量眼觸，不思量有眼觸，

    不因眼觸而思量，不思量眼觸為我有。凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦

    非樂，對此亦不思量，亦不思量有此，亦不因此而思量，亦不思量此為我有。對其

    ……對鼻……

    七~八  不思量舌，不思量有舌，不因舌而思量，不思量舌為我有。不思量味，不

    思量有味，不因味而思量，不思量味為我有。不思量舌識，不思量有舌識，不因舌

    識而思量，不思量舌識為我有。不思量舌觸，不思量有舌觸，不因舌觸而思量，不

    思量舌觸為我有。凡緣舌觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，對此亦不思量，

    亦不思量有此，不因此而思量，亦不思量此為我有。於身……

    九  不思量意，不思量有意，不因意而思量，不思量意為我有。不思量法，不思量

    有法，不因法而思量，不思量法為我有。不思量意識，不思量有意識，不因意識而

    思量，不思量意識為我有。不思量意觸，不思量有意觸，不因意觸而思量，不思量

 IV,23. 意觸為我有。凡緣意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，對此亦不思量，不思

    量有此，不因此而思量，不思量此為我有。

    一0   不思量一切，不思量有一切，不因一切而思量，不思量一切為我有。

    一一  彼無如是之思量，而對世不予執著一物，無執著則無愛慕，無愛慕而獨自入

    於涅槃。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如是再生。

    一二  諸比丘！此為滅除一切思量適宜之道。」

S.35.31.有驗(一)

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說滅除一切思量有驗之道，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為滅除一切思量有驗之道耶？

    四~八  諸比丘！此處有比丘，不思量眼，不思量有眼，不因眼而思量，不思量眼

    為我有。不思量色……不思量眼識……不思量眼觸……凡緣眼觸所生之受，或樂、

▼. IV.30.
    或苦、或非苦非樂，對此亦不思量，有此亦不思量，因此亦不思量，亦不思量此為

    我有。諸比丘！凡或思量物，或思量有物，或因物而思量，或思量物為我有，由此

IV,24. 而有不安、變異，由此不安、變異者而有著，世人唯有歡喜此執著。於耳……於鼻

    ……於舌……於身……

    九  不思量意，不思量有意，不因意而思量，不思量意為我有。不思量法，不思量

    有法，不因法而思量，不思量法為我有。不思量意識，不思量有意識，不因意識而

    思量，不思量意識為我有。不思量意觸，不思量有意觸，不因意觸而思量，不思量

    意觸為我有。凡緣意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦不思量此，亦不思

    量有此，亦不因此而思量，亦不思量此為我有。諸比丘！凡或思量物，或思量有物，

    或因物而思量，或思量物為我有。由此而有不安、變異，由此不安、變異而有著，

    世人唯有歡喜此執著。

    一0  諸比丘！於蘊、界、處，彼亦不思量此，亦不思量有此，亦不因此而思量，

    亦不思量此為我有。彼無如是思量，不執著世之一物，無執著則無愛慕，無愛慕則

    獨自入於涅槃。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如是再生。

    一一  諸比丘！此為滅除一切思量有驗之道。」

S.35.32.有驗(二)

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說滅除一切思量有驗之道，對此且諦聽。

    三  諸比丘！何者為滅除一切思量有驗之道耶？

    四~八  諸比丘！汝等於此作如何思量，眼是常住耶？抑是無常耶？

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常者，是苦耶？抑是樂耶？」

IV,25.     「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所、此是我、此是我之我。」如是認

    識耶？」

        「不也，大德！此非是。」

        「色……眼識……眼觸是常住耶？抑是無常耶？」

        「大德！此是無常。」

        「凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，其為常住耶？抑是無常耶？」

▼. IV.32.
        「大德！此是無常。」

        「凡物之無常，此是苦耶？抑為樂耶？」

        「大德！此是苦。」

        「凡物是無常、苦而變壞之法，以「此是我所、此是我、此是我之我。」如是認

    識耶？」

        「不也，大德！此非是。」

        耳是……鼻是……舌是……身是……

    九  「意……法……意識……意觸是常耶？抑是無常耶？」

        「大德！此是無常。」

        「凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此是常耶？抑無常耶？」

        「大德！此是無常。」

        「凡物之無常，是為苦耶？抑是樂耶？」

        「大德！此是苦。」

        「凡物之苦而變壞之法，以「此是我所、此是我、此是我之我。」如是認識耶？」

        「不也，大德！此非是。」

IV,26. 一0  「諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子厭嫌於眼、厭嫌於色、厭嫌於眼識、厭嫌

    於眼觸，凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，厭嫌於彼。於耳……於

    鼻……於舌……於身……厭嫌於意、厭嫌於法、厭嫌於意識、厭嫌於意觸，凡緣此

    意觸所生之受，或苦、或樂、或非苦非樂，亦厭嫌於彼。因厭嫌而離欲，因離欲得

    解脫，於解脫則「我解脫」之智生，證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如

    是再生。

    一一  諸比丘！此為滅除一切思量有驗之道。」

             一切品第三 [終]

        其攝頌曰：

，一切二捨棄

，他二之曉了

，燃燒與盲闇

，適宜二有驗

▼. IV.34.
，是稱一切品

第四 生法品

 S.35.33.生

《雜阿含196經》
    一  舍衛城。於此處彼等……

    二  「諸比丘！一切是生之法。諸比丘！何等之一切是生之法耶？

IV,27.三~七  諸比丘！眼是生之法，色是生之法，眼識是生之法，眼觸是生之法，凡緣

    眼觸所生之受，或樂、或苦、或非樂非苦，此亦生之法。耳是……聲是……鼻是……

    香是……舌是……味是……身是……觸是……

    八  意是生之法，法是生之法，意識是生之法，意觸是生之法，凡緣意觸所生之受，

    或樂、或苦、或非苦非樂，此亦生之法。

    九  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子厭嫌於眼、厭嫌於色、證知……不為如是再

    生。」

 S.35.34.老

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是老之法。」

 S.35.35.病

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是病之法。」

 S.35.36.死

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是死之法。」

 S.35.37.憂

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是憂之法。」

 S.35.38.污穢

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是污穢之法。」

IV,28.

 S.35.39.破壞

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是破壞之法。」

 S.35.40.消亡

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是消亡之法。」

▼. IV.36.
S.35.41.生起

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是生起之法。」

 S.35.42.滅盡

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是滅盡之法。」

          生法品第四 [終]

        此攝頌曰：

，生老與病死

，以及憂污穢

，壞消亡生起

，滅盡合為十

第五 無常品

    舍衛城。於此處彼等……

S.35.43.無常

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是無常。」

 S.35.44.苦

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是苦。」

 S.35.45.無我

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是無我。」

IV,29.

 S.35.46.應所了解

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是應所了解。」

 S.35.47.應所知悉

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是應所知悉。」

S.35.48.應所捨棄

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是應所捨棄。」

S.35.49.應所實證

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是應所實證。」

▼. IV.38.
 S.35.50.應所知解而曉了

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是應所知解而曉了。」

S.35.51.所累

《雜阿含196經》
        「諸比丘！一切是所累。」

S.35.52.所壓

《雜阿含196經》
 ※ 二  「諸比丘！一切為所壓。諸比丘！何者為所壓耶？

    三~六  諸比丘！眼為所壓，色為所壓，眼識為所壓，眼觸為所壓，緣此眼觸所生

    之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦為所壓。其……聲……鼻……香……舌……

    味……身……觸……

    七  意為所壓，法為所壓，意識為所壓，意觸為所壓，緣此意觸所生之受，或樂、

IV,30. 或苦、或非苦非樂，此亦為所壓。

    八  諸比丘！如是觀者，多聞之聖弟子厭嫌於眼、厭嫌於色，證知……不為如是再

    生。」

          無常品第五 [終]

        其攝頌曰：

，無常苦無我

，應知解曉了

，應捨棄實證

，所知解曉了

，所累及所壓

        其攝頌曰：

，所聞品與若無者

，一切品及生類品

，無常品為五十經

，如是稱為第五品

▼. IV.40.
第二 五十[經]品

第一 無明品

        舍衛城

 S.35.53.無明

 ※ 二  爾時，有一比丘來詣世尊處。詣已，禮拜世尊，坐於一面。

IV,31. 三  坐於一面之彼比丘白世尊曰：「大德！如何知、如何見者，得消滅無明而生起明

    耶？」

    四  「比丘！知、見眼是無常者，則消滅其無明而生起明。知、見色是無當者，則消

    滅其無明而生起明。眼識……眼觸……凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦

    非樂，亦知、見是無常者，則消滅其無明而生起明。

    五~八  耳……聲……鼻……香……舌……味……身……觸……

    九  知、見意見無常者，則消滅其無明而生起明。知、見法是無常者，則消滅其無

    明而生起明。意識……眼觸……凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，

    知、見彼亦是無常者，則消滅無明而生起明。

    一0  諸比丘！如是知、如是見者，則消滅其無明而生起明。」

 S.35.54.繫縛(一)

《雜阿含201經》
 ※ 三  「大德！如何知、如何見者，則消滅其繫縛耶？」

    四~九  「比丘！知、見眼是無常者，則消滅其繫縛。色……眼識……眼觸……凡緣

    此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，知、見彼亦無常者，則消滅其繫縛。

    耳……鼻……舌……身……意……

    一0  諸比丘！如是知、如是見者，則消滅其繫縛。」

 S.35.55.繫縛(二)

《雜阿含201經》
 ※ 三  「大德！如何知、如何見者，能達至除卻其繫縛耶？」

IV,32. 四~九  「比丘！知、見眼是無我者，則達至除卻其繫縛。色……眼識……眼觸……

▼. IV.42.
    凡緣眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦知、見彼是無我者，則達至除卻

    彼繫縛。

    一0  比丘！如是知、如是見者，則達至除卻彼繫縛。」

 S.35.56、57.第四、第五 諸漏(一~二)

《雜阿含201經》
    三~一0  「大德！如何知、如何見者，則消滅其諸漏耶？」

        「……達至除卻其諸漏。」

 S.35.58、59.第六、第七 隨眠(一~二)

《雜阿含201經》
 ※ 三  「大德！如何知、如何見者，則消滅其隨眠……達至除卻……。」

    四~八  「諸比丘！知見眼是無我者，則得除卻其隨眠。色……耳……聲……鼻……

    香……舌……味……身……觸……

    九  意……法……意識……意觸……凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非

    樂，亦知見此是無我者，則得除卻其隨眠。

    一0  諸比丘！如是知、如是見者，則得除卻隨眠。」

S.35.60.曉了

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說一切取曉了之法，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為一切取曉了之法耶？

    四  緣眼與色生起眼識，三者會合為眼觸，緣眼觸生受。諸比丘！如是知見，有聞

IV,33. 聖弟子，於眼亦厭嫌、於色亦厭嫌、於眼識亦厭嫌、於眼觸亦厭嫌、於受亦厭嫌。

    厭嫌則離欲，因離欲得解脫，由解脫證知「我曉了於取。」

    五~八  緣耳與聲，生起耳識……緣鼻與香，生起鼻識……緣舌與味，生起舌識……

    緣身與觸，生起身識……

    九  緣意與法，生起意識，三者會合為意觸，緣意觸生受。諸比丘！如是知見，有

    聞聖弟子，於意亦厭嫌、於法亦厭嫌、於意識亦厭嫌、於意觸亦厭嫌、於受亦厭嫌。

    由厭嫌則離欲，由離欲得解脫，由解脫證知「我曉了於取。」

    一0  諸比丘！此為一切取曉了之法。」

 S.35.61.了悟(一)

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說一切取了悟之法，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為一切取了悟之法耶？

▼. IV.44.
    四~八  緣眼與色生起眼識，三者會合為眼觸，緣眼觸而有受。諸比丘！如是知見，

    有聞聖弟子，於眼亦厭嫌、於色亦厭嫌、於眼識亦厭嫌、於受亦厭嫌。由厭嫌而離

    欲，由離欲得解脫，由解脫而證知「我了悟取。」緣耳與聲生起耳識……緣鼻與香

    生起鼻識……緣舌與味生起舌識……緣身與觸生起身識……

    九  緣意與法生起意識，三者會合為意觸，緣意觸而有受。諸比丘！如是知見，有

 34 聞聖弟子於意亦厭嫌、於法亦厭嫌、於意識亦厭嫌、於意觸亦厭嫌、於受亦厭嫌。

    由厭嫌而離欲，由離欲得解脫，由解脫而證知「我了悟取。」

    一0  諸比丘，此為一切取了悟之法。」

 S.35.62.了悟(二)

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說一切取了悟之法，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為一切取了悟之法耶？

    四  諸比丘！汝等於此作如何思耶？眼是常住耶？抑是無常耶？

        「大德！彼是無常。」

        「凡物之無常，彼是苦耶？抑是樂耶？」

        「大德！彼是苦。」

        「凡物之無常、苦而為變壞之法，以「此是我所、此是我、此是我之我。」如是

    認識耶？」

        「不也，大德！此非是。」

        「色……眼識……眼觸……緣眼觸……是常耶？抑是無常耶？」

        「大德！此是無常。」

    五~八  耳是……聲是……鼻是……香是……舌是……味是……身是……觸是……

    九  意是……法是……意識是……意觸是……凡緣此意觸所生之受、或樂、或苦、

    或非苦非樂，此是常住耶？抑是無常耶？」

        「大德！此是無常。」

        「凡物之無常，此是苦耶？抑是樂耶？」

        「大德！此是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所、此是我、此是我之我。」如是認

▼. IV.46.
    識耶？」

        「不也，大德！此非是。」

IV,35. 一0  「諸比丘！如是觀之有聞聖弟子，厭嫌於眼、亦厭嫌於色、亦厭嫌於眼識、亦

    厭嫌於眼觸。……緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦厭嫌於此。由

    厭嫌而離欲，由離欲得解脫，於解脫乃有「我解脫」之智。證知：生已盡、梵行已

    成、應作已作、不為如是再生」。

    一一  諸比丘！此為一切取了悟之法。」

           無明品第一 [終]

        此攝頌曰：

，無明二繫結

，諸漏亦為二

，他二為隨眠

，二悉知了悟

，以此為品名

第二 鹿網品

 S.35.63.鹿網(一)

《雜阿含309-310經》
    一  舍衛城因緣。

    二  爾時，尊者彌迦奢羅來詣世尊居處：

IV,36. 三  坐於一面之尊者彌迦奢羅白世尊言：「大德！所稱單獨住者、單獨住者。大德！

    如何為單獨住者？又如何為隨伴住者耶？」

    四  「彌迦奢羅！有眼所識之色，快意、可愛、樂、喜愛、誘生欲念
。有比丘若喜

    悅於此、讚美於此，對此存念戀著，以喜悅、讚美於此，戀著於此而住者，彼則心

    生喜悅，有喜悅之心者，則有愛染心，有愛染心者，則有繫縛。彌迦奢羅！如是被

    縛於悅喜、繫縛之比丘者，稱為隨伴住者。

    五~八  彌迦奢羅！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸

    ……

▼. IV.48.
    九  彌迦奢羅！有意所識之法，快意、可愛、樂、常喜愛、誘生欲念。有比丘若喜

    悅、讚美於此、戀著此者，則喜悅、讚美於此、戀著於此而住，於彼心生喜悅，有

    喜悅心者，則有愛染心，有愛染心者，則有繫縛。彌迦奢羅！此為悅喜繫縛之比丘，

    稱為隨伴住者。

    一0  彌迦奢羅！如是住之比丘，即使於林間、深林邊土、聲音稀少、大氣寂靜、

    遠離世人之處而臥，雖適於獨坐冥想，樂於居住，但彼仍稱為隨伴住者。

【巴】evamvihari ca Migajala bhikkhu kibcapi arabbe vanapatthani pantani senasanani patisevati appasaddani appanigghosani vijanavatani manussarahaseyyakani patisallanasaruppani. atha kho “sadutiyavihari”ti vuccati. (S IV 36)

【意】鹿網！(內心)處在這種狀態*的比丘，即使親近遊止於林間、深林、邊地等音聲稀少、渺無人跡、遠離人群、適宜禪思的居止處，可是依舊稱為隨伴住者。(*指貪愛。)
    一一  何以故？渴愛為彼之第二友伴者，彼於此尚未除滅故，彼仍稱隨伴住者。

    一二~一七  彌迦奢羅！有眼所識之色，快意、可愛、樂、常喜愛、誘生欲念。比

    丘若不喜悅此、不讚美此、不存念戀著於此者，則於彼喜悅心滅，若無喜悅心者，

IV,37. 則無愛染心，若無愛染心者，則無繫縛。彌迦奢羅！於此悅喜繫縛解脫之比丘，稱

    為單獨住者。

    一八  彌迦奢羅！如是住之比丘，雖住於比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷、國王、

    王大臣、外道、外道弟子群之村內，但彼亦稱為單獨住者。

    一九  何以故？渴愛為彼之第二友伴者，彼已除滅此故，彼稱為單獨住者。」

    註1 Migajala《雜阿含經》卷十三之六、七經為鹿網。

      2 參照漢譯南傳大藏經中部經典一、一一0頁後三行之五種欲分。

 S.35.64.鹿網(二)

《雜阿含310經》
 ※ 二  爾時，尊者彌迦奢羅，來詣世尊居處……

    三  坐於一面之尊者彌迦奢羅白世尊言：「大德！願世尊為我略說法，我聽此法將遠

    離其他，唯獨熱誠專心精勤而住。」

    四~八  「彌迦奢羅！有眼所識之色，快意、可愛、樂、常喜愛，誘生欲念。比丘若

    喜悅、讚美於此，存念戀著於此者，則喜悅、讚美於此，存念戀著於此，於彼心生

    喜悅。彌迦奢羅！我謂：因起喜悅心而生起苦。彌迦奢羅！有耳所識之聲……鼻所

    識之香……舌所識之味……身所識之觸……

    九  彌迦奢羅！有意所識之法，快意、可愛、樂、常喜愛，誘生欲念。有比丘若喜

    悅、讚美於此，而存念戀著此者，則於彼心生喜悅。彌迦奢羅！我謂因起喜悅心而

▼. IV.50.
IV,38. 生起苦。

    一0~一四  彌迦奢羅！有眼所識之色，快意、可愛、樂、常喜愛，誘生欲念。有

    比丘若不喜悅、讚美於此，不存念戀著此者，於彼則滅喜悅心。彌迦奢羅！我謂，

    因喜悅心滅則苦滅。彌迦奢羅！有耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……

    身所識之觸……

    一五  彌迦奢羅！有意所識之法，快意、可愛、樂、常喜愛，誘生欲念。有比丘若

    不喜悅、不讚美此，不存念戀著此者，於彼則喜悅心滅。彌迦奢羅！我謂因喜悅心

    滅則苦滅。」

    一六  時，尊者彌迦奢羅！歡悅、隨喜於世尊之所說，從座而起，禮拜世尊，行右

    繞禮而離去。

    一七  依此，尊者彌迦奢羅遠離其他，唯獨熱誠專心不放逸而住，以善家之男子由

    在家而出家，得度為無家之身，對無上梵行之究竟為目的，則不久之後於現生自證

    知實現、逮得而住。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如是再生。

    一八  尊者彌迦奢羅則成為阿羅漢之一。

S.35.65.三彌離提(一)

《雜阿含231經》
    一  爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二~三  時，尊者三彌離提來詣世尊之處……白世尊言：「大德！魔羅、所稱魔羅，

    如何為魔羅、或魔羅之名義耶？」

IV,39. 四~八  「三彌離提！凡有眼、有色、有眼識，以眼識所識知之法，則有魔羅、或為

    魔羅之名義。有耳……有鼻……有舌……有身……

    九  有意，有法，有意識，有以意識所識知之法，則有魔羅，或為魔羅之名義。

    一0~一四  三彌離提！凡無眼，無色，無眼識所識知之法，則無魔羅，或魔羅之

    名義。無耳……無鼻……無舌……無身……

    一五  無意，無法，無意識，無意識所識知之法，則無魔羅，或無魔羅之名義。」

S.35.66.三彌離提(二)

《雜阿含231經》
 ※ 三~一五  「大德！有情、所稱有情者。大德！如何為有情、或有情之名義耶？」

        ……

 S.35.67.三彌離提(三)

《雜阿含231經》
▼. IV.52.
※ 三~一五  「大德！苦、所稱苦者，大德！如何為苦、或苦之名義耶？」

        ……

 S.35.68.三彌離提(四)

《雜阿含231經》
 ※ 三  「大德！世間、所稱世間者，如何為世間、或世間之名義耶？」

    四~九  「三彌離提！凡有眼，有色，以眼識所識知之法，則為世間或世間之名義。

IV,40.有耳……有鼻……有舌……有身……有意，有法，有意識所識知之法，則為世間或

    世間之名義。

    一0~一五  三彌離提！凡無眼，無色，無眼識，無眼識所識知之法，則無世間或    世間之名義。無耳……無鼻……無舌……無身……無意，無法，無意識，無以意識

    所識知之法，則無世間或世間之名義。」

 S.35.69.優波先那

《雜阿含252經》，《中阿含123經》沙門二十億經》，梵 Upasena (Stein，Hoernle)經》，

《律藏》〈小品〉Cv.5.6. /II,109-110.  J.203.  大正No.505.佛說隨勇尊者經
    一  爾時，尊者舍利弗與尊者優波先那，住王舍城之寒林蛇頭巖窟中。

    二  然則其時，毒蛇落於尊者優波先那之身。

    三  時，尊者優波先那，告諸比丘言：「來，汝等將余此身置於臥台運出室外，此身

    於此處，恰如一握之糠，立即散失。」

    四  如是言時，尊者舍利弗告尊者優波先那曰：「然而我等亦不認為尊者優波先那身

    之異態，諸根之變壞。」

    五  然而，其時，尊者優波先那如是作言：「來，汝等將余此身置於臥台，運出室外，

    此身於此處，恰如一握糠，立即散失。」

    六  「友，舍利弗！若有人言：「余是眼也，」或「此為余之眼」……「余為耳……

    鼻……舌……身……意，」或「此為余之意，」有如是之心者。友舍利弗！則彼或

    有身之異態，或有諸根之變壞。友舍利弗！余無如是言：「余是眼，」或「此為余

IV,41. 之眼」……「余是其……鼻……舌……身……意，」或「此為余之意。」友舍利弗！

    云何余有身之異態，或諸根變壞耶？」

    七  如是尊者優波先那，久已根絕我見、我所見、憍慢、隨眠，故尊者優波先那於

    「余是眼，」或「此為余之眼」……「余是耳……鼻……舌……身……意，」或「此為余之

    意」無如是之心。

    八~九  時，彼諸比丘將尊者優波先那之身置於臥台運出室外，尊者優波先那之身，

▼. IV.54.
    於其處，恰如一握之糠散失。

S.35.70.優波婆那

《雜阿含252經》，《中阿含123經》沙門二十億經》，梵 Upasena (Stein，Hoernle)經》，

《律藏》〈小品〉Cv.5.6. /II,109-110.  J.203.  大正No.505.佛說隨勇尊者經
 ※ 二  時，尊者優波婆那來詣世尊住處：

    三  坐於一面之尊者優波婆那，白世尊言：「大德！現生之法，所稱現生之法，大德！

    如何稱此現生之法，為即時者，來見[可示導於涅槃，]智者一一可自知法耶？」

    四  「優波婆那！此處有比丘以眼見色，感知色，且對色感知之染心，對色有染心，

    而覺知「我對色有染心。」優波婆那！若比丘以眼見色，感知色，且對色感知有染

    心，彼對色有染心，而覺知「我對色有染心。」如是，優波婆那！現生之法為即時

    者，來見[可示導於涅槃，]智者應一一自知者。

 IV,42. 五~九  優波婆那！復次又有比丘，以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身

    觸觸……以意識法。彼感知法且對法感知有染心，對法有染心，而覺知「我對法有

    染心。」優波婆那！若比丘以意識法，感知法，且對法感知有染心，彼對法有染心，

    而覺知「我對法有染心。」如是，優波婆那！現生之法為即時者，來見[可示導於

    涅槃，]智者應一一自知者。

    一0  優波婆那！然此處有比丘，以眼見色，感知彼色，然對色不感知有染心，對

    色無染心，彼覺知「我對色無染心。」優波婆那！若比丘以眼見色，雖感知色，若

    對色不感知染心者，則彼對於色無染心，覺知「我對於色無染心。」如是，優波婆

    那！現生之法為即時者，來見[可示導於涅槃，]智者應一一自知者。

    一一~一五  優波婆那！復次又有比丘，以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……

    以身觸觸……以意識法，雖感知彼法，然對於法感知不染心，對於法無染心，彼覺

IV,43. 知「我對於法無染心。」優波婆那！若比丘以意識法，雖對於法感知，而對於法感

    知不染心，彼對於法無染心，則覺知「我對於法無染心。」如是，優波婆那！現生

    之法為即時者，來見[可示導於涅槃者，]智者應一一自知者。」

 S.35.71.六觸處(一)

《雜阿含209經》
 ※ 二  「諸比丘！任何之比丘不如實知六種觸處之生起、滅沒、甘味、患難、出離者，

    則彼尚未果其梵行，離此法、律猶遠。」

    三  如是言時，有一比丘白世尊曰：「大德！此處某者心不能平。大德！此某者不如

    實知六種觸處之生起、滅沒、甘味、患難、出離者。」

▼. IV.56.
    四~九  「比丘！汝對此作如何思惟耶？汝視眼，「此為我所，此是我，此是我之我，」

    如是觀照耶？」

        「不也，大德！此不然。」

        「善哉，比丘！於此，汝視眼，「此非我所，此非我，此非我之我，」如是以正

    智慧對此作如實觀者，則此為苦之終。汝視耳……視鼻……視舌……視身……視意

    「此是我所，此是我，此是我之我，」如是觀照耶？」

        「不也，大德！此不然。」

        「善哉！比丘！於此，汝視眼，「此非我所，此非我，此非我之我，」如是以正

    智慧，對此如實觀，此即苦之終盡。」

IV,44.

 S.35.72.觸處(二)

《雜阿含209經》
 ※ 二  「諸比丘！於任何比丘，不如實知六種觸處之生起、滅沒、甘味、患難、出離者，

    為尚未果其梵行，離此法猶遠矣！」

    三  如是言時，有一比丘白世尊曰：「大德！此處某者心不平。大德！此某者不如實

    知六種觸處之生起、滅沒、甘味、患難、出離者。」

    四~九  「比丘！汝對此作如何思惟耶？汝視眼，「此非我所，此非我，此非我之我，」

    如是觀照耶？」「大德！誠然！」「善哉！比丘！於此，比丘！汝視眼，「此非我所，此

    非我，此非我之我。」如是以正智慧如實觀此，如是，汝之滅除此第一觸處，將來

    不再令生起。汝視耳……視鼻……視舌……視身……視意，「此非我所，此非我，此

    非我之我，」如是觀照耶？」

        「大德！誠然。」

        「善哉，比丘！於此，比丘，汝視意，「此非我所，此非我，此非我之我。」如

    是以正智慧，如實觀者，如是汝則滅除此第六觸處，將來不再生起。」

S.35.73.第十一六 觸處(三)

《雜阿含209經》
 ※ 二  「諸比丘！任何之比丘不如實知六種觸處之生起、滅沒、甘味、患難、出離者，

IV,45. 為尚未果其梵行，離此法猶遠矣！」

    三  如是言時，有一比丘白世尊曰：「大德！此處某者心不平。大德！此某者不如實

    知六種觸處之生起、滅沒、甘味、患難、出離者。」

    四  「比丘！汝對此作如何思惟耶？「眼是常住耶？抑是無常耶？」

▼. IV.58.
        「大德！此是無常。」

        「凡物之無常，彼是苦耶？抑為樂耶？」

        「大德！彼是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識耶？」

        「不也，大德！非然。」

    五~九  「耳是……鼻是……舌是……身是……意是常住耶？抑是無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識耶？」

        「不也。大德！非然。」

    一0  「比丘！如是觀之，有聞聖弟子厭嫌於眼……厭嫌於意，因厭嫌而離欲，因離

    欲而得解脫，於解脫有解脫之智。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如是

    再生。」

            鹿網品第二 [終]

        此攝頌：

，說鹿網二經

，於三彌離提

，以說為四經

，優婆先那者

，及優波婆那

，六觸處有三

▼. IV.60.   IV,46.

第三 病品

 S.35.74.病(一)

《雜阿含1025經》
    一  舍衛城因緣。

    二  其時，有一比丘來詣世尊住處……

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：「大德！如是之精舍有一比丘，因是新參所知甚

    少，陷於病、苦、惱之狀態。大德！願世尊垂慈愍，赴彼比丘之住處。」

    四  時，世尊聞新參者之語，與罹病之語，知「比丘所知甚少，」乃往彼比丘住處。

    五  彼比丘見世尊由遠處來，見已，由床臺移動身體
。

    六  時，世尊告此比丘曰：「止之，比丘！汝勿於臥床移動身體，此有設座，余可坐

    此處。」世尊就坐於所設之座。

    七  坐已，世尊告此比丘曰：「比丘！汝之病有少癒否？食養物充分否？苦痛之感覺

    減退而無增加，感減退而不感其增進耶？」

        「大德！余之病未少癒，食養物不充足，余增加強烈之苦感而無減退，唯感其增

    加而不感其減退。」

    八  「比丘！汝有無何等之惡作耶？有無何等之後悔耶？」

        「大德！誠然，我有大惡作、有大後悔。」

IV,47. 九  「但，汝有無以戒故，而自為難耶？」

        「大德！不然。」

    一0  「比丘！汝若言不以戒故而自為難者，然則比丘！汝惡作於何事？以何為汝之

    後悔耶？」

        「大德！余尚不知世尊為持戒清淨所說之法。」

    一一  「比丘，汝言尚不知余為持戒清淨所說之法，然則如今，比丘！汝知余為何說

    法耶？」

        「大德！我知世尊為捨離染欲而說法。」

    一二  「比丘！善哉，善哉！比丘汝知余為捨離染欲而說法則可。比丘！余之所說者

    此法為捨離染欲。

    一三  比丘！汝對此作如何思量耶？眼是常住耶？抑無常耶？」

▼. IV.62.
        「大德！是無常。」

        「耳是……鼻是……舌是……身是……意是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡無常者，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識耶？」

        「大德！不然。」

    一四  「比丘！如是觀之，有聞聖弟子厭嫌於眼、於耳……於鼻……於舌……於身

    ……厭嫌於意，由厭嫌而離欲，因離欲而得解脫，於解脫而有解脫之智。證知：生

    已盡、梵行已成、應作已作、不為如是再生。」

    一五  世尊說此已。彼比丘歡喜、歡喜信受世尊之所說。而此所宣之教法，彼比丘

    生遠塵離垢而生法眼，乃曰：「凡生起之法，此皆滅盡之法。」

    註1 PTS本是mancake samancopi暹羅本寫mancake samatesi於前之腳註舉samad-

        hosi,samidhosi兩語。

 S.35.75.病(二)

《雜阿含1026經》
    一~一0  [全文同於前經]

IV,48. 一一  「比丘！汝言尚不知余為持戒清淨所說之法，然則如今，汝知余為何說法耶？」

        「大德！我知。世尊為無取著般涅槃而說法。」

    一二  「比丘！善哉，善哉！比丘！汝知余為無取著般涅槃而說法則可。比丘！余之

    所說者此法為無取著、般涅槃。」

    一三~一四  [全文同與前經]

    一五  世尊宣說已。彼比丘歡喜、歡受於世尊之所說。而此宣說之教法，彼比丘之

    心無所取著，而解脫諸漏。

S.35.76.羅陀(一)

cf. 《雜阿含128經》
 ※ 二  時，尊者羅陀……

▼. IV.64.
    三  坐於一面之尊者羅陀，白世尊曰：「大德！願世尊為我略說法要，我聽此法以遠

    離其他，單獨熱誠，專心於精勤而住。」

    四  「羅陀！凡無常者，對此汝應捨欲貪。

    五~九  羅陀！何者是無常？羅陀！眼是無常者，對此汝應捨欲貪。色是……眼識

    是……眼觸是……凡以眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦是無常，

    對此汝應捨欲貪。耳是……聲是……鼻是……香是……舌是……味是……身是……

    觸是……

    一0  意是無常者，對此汝應捨欲貪。法是……意識是……意觸是……凡以此意觸

    為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦是無常者，對此故應捨欲貪。

IV,49. 一一  羅陀！凡無常者，對此汝應捨欲貪。」

S.35.77.羅陀(二)

 ※ 四  「羅陀！凡無常者，對此汝應捨欲貪。

    五~一0  羅陀！何者是苦？羅陀！眼是苦者，對此汝應捨欲貪。色是……眼識是

    ……眼觸是…乃至…凡以此意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此

    亦見苦者，對此汝應捨欲貪。

    一一  羅陀！凡苦者，對此汝應捨欲貪。」

S.35.78.羅陀(三)

 ※ 四  「羅陀！凡無我者，對此汝應捨欲貪。

    五~九  羅陀！何者是無我？羅陀！眼是無我者，對此汝應捨欲貪。色是……眼識

    是……眼觸是……凡此眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦是無我

    者，對此汝應捨欲貪。耳是……聲是……鼻是……香是……舌是……味是……身是

    ……觸是……

    一0  意是無我者，對此汝應捨欲貪。法是……意是……意識是……意觸是……凡

    此意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦無我者，對此汝應捨欲貪。

    一一  羅陀！凡無我者，對此故應捨欲貪。」

S.35.79.無明(一)

 ※ 二  時，有某比丘來詣世尊住處：

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：「大德！若捨此者，比丘之無明則消失而生明，

▼. IV.66.
    有如是之一法耶？」

        「比丘！有一法，若捨此者，比丘之無明則消失而生明。」

    四  「然則，大德！若捨何者，比丘之無明則消失而生明之一法耶？」

IV,50.    「比丘！無明是一法，捨此一者，比丘之無明則消失而生明。」

    五  「然而，大德！如何知，如何見之比丘，其無明消失而生明耶？」

    六  「比丘！知、見於眼是無常之比丘，則無明消失而生明。色……緣眼觸所生之受，

    或樂、或苦、或非苦非樂，此亦知、見是無常之比丘，則無明消失而生明也。

    七~一一  耳……聲……鼻……香……舌……味……身……觸……意……法……

    一二  比丘！如是知，如是見之比丘，則無明消失而生明。」

 S.35.80.無明(二)

    一~五  [全文同於前經]

    六  「比丘！此處有比丘，有如是之所聞：「法不適於徧執。」比丘！若比丘之所聞：

    「法不適於徧執，」如是者，彼則知解一切法。以知解一切法，則曉了一切法。曉

    了一切法，則見一切微象與他相異。見眼與他相異……色……眼識……眼觸……乃

    至……凡以此意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦見與他相異。

    七  比丘！如是知，如是見之比丘，則無明消失而生明。」

S.35.81.比丘

cf. 《雜阿含128經》
 ※ 二  時，眾多之比丘等來詣世尊住處……

    三  坐於一面之此等比丘，白世尊曰：「大德！於此處有外道普行沙門等如是問我

IV,51. 等：「諸友！於沙門瞿曇之處，修梵行有何之效耶？」大德！受如是問……為苦之

    曉了……。」

    四  「諸比丘！實則汝等受如是問，而作如是答者，此乃復說余之所說，非以非實誣

    謗我，乃以法隨法作釋。又，此與法相同之大小言說，皆不蒙受任何非難。諸比丘！

    汝等為曉了苦而在余處修梵行故。

    五  諸比丘！外道普行沙門等，若如斯問汝等：「汝等言為苦之曉了於瞿曇沙門處

    修梵行，其如何為苦耶？」諸比丘！汝等對彼外道普行沙門應作如是答：

    六~一一  「諸友等！眼是苦，為曉了於此，我等於世尊處修梵行。色是苦……凡

    以眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂者，為曉了此等亦是苦，我等於世

▼. IV.68.
    尊處修梵行。耳是……鼻是……舌是……身是……意是苦……凡以意觸為緣所生之

    受，或樂、或苦、或非苦非樂，其亦是苦，為曉了於此，我等於世尊處修梵行。友

    等！此即是苦，為曉了於此，我等於世尊處修梵行。」

IV,52. 一二  受如是問，諸比丘！汝等對彼外道普行沙門，應作如是答。」

S.35.82.世間

《雜阿含231經》，cf. S.35.84.
 ※ 二  爾時，有一比丘來詣世尊住處……

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊言：「大德！所稱：『世間、世間者，』大德！於何

    意義稱之為世間耶？」

        「比丘！破壞
，是故稱之為世間。是何物之破壞？

    四~九  諸比丘！眼是破壞，色是破壞，眼識是破壞，眼觸是破壞，耳是……鼻是

    ……舌是……身是……以意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦是破

    壞。

    一0  比丘！破壞，其故稱之為世間。」

    註1 lujjati,to be broken up,to break,to be destroyed破壞之意，漢譯「雜阿含」於卷九第三

        經，以此，有「危脆敗壞」之字，普通「世」釋為「流轉」之義。

 S.35.83.頗勒具那

 ※ 二  爾時，尊者頗勒具那……

    三  坐於一面之尊者頗勒具那，白世尊言：

    四～八  「大德！有如是之眼耶？以教示過去
入滅諸佛之教示以斷渴愛
之障

    礙、斷渴愛之行路，以了斷輪迴，超越一切苦惱……以耳……以鼻……以舌……以

    身……

    九  大德！有如是之意耶？以教示過去入滅諸佛之教示，斷渴愛之障礙、斷渴愛之

    行路，了斷輪迴，超越一切苦惱。」

    一0~一四  「頗勒具那！非如是之眼，以教示過去入滅諸佛之教示，以斷渴愛之障

    礙，斷渴愛之行路，以了斷輪迴，超越一切苦惱。……無耳……無鼻……無舌……

    無身……

▼. IV.70
IV,53. 一五  頗勒具那！無如是之意，以教示過去入滅諸佛之教示，斷渴愛之障礙，斷渴

    愛之行路，了斷輪迴，超越一切苦惱。」

             病品第三 [終]

        此攝頌曰：

，於病說二經

，羅陀說他三

，無明又說二

，比丘與世間

，頗勒具那者

，亦說為三經

    註1 依註釋於兩處加上「渴愛」之文字。

      2 對諸佛以教示人之意。

第四 闡陀品

 S.35.84.敗壞

cf. 《雜阿含231經》
 ※ 二  爾時，尊者阿難來詣世尊住處……

    三  坐於一面之阿難白世尊言：「大德！所稱「世間、世間者。」大德！於何之意義，

    以稱之為世間耶？」

    四  「阿難！凡敗壞之法，於聖者之律，則稱之為世間。阿難！何者為敗壞之法耶？

    五~九  阿難！眼是敗壞之法，色是敗壞之法，眼識是敗壞之法，眼觸是敗壞之法

    也。凡以此眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦敗壞之法……耳是

    ……鼻是……舌是……身是……

    一0  意是敗壞之法，法是敗壞之法，意識是敗壞之法，凡以意觸為緣所生之受，

    或樂、或苦、或非苦非樂，此亦敗壞之法。

    一一  阿難！凡敗壞之法，於聖者之律，此稱之為世間。」

▼. IV.72.
    註1 paloka=bhijjana,breaking up,breaking in two,dissolution,decay敗壞，崩

        壞，崩解，如八二經，參照一一六經一一節。

IV,54.

 S.35.85.空

《雜阿含232經》
 ※ 二~三  爾時，尊者阿難……白世尊言：「大德！所稱「空世間、空世間者。」大德！

    於何之意義，以稱之為空世間耶？」

    四  「阿難！於我、或於我所是空，是故稱之為空世間。阿難！何者於我、或於我所

    是空耶？

    五~一0  阿難！眼於我、或於我所是空。色於我、或於我所是空。眼識於我、或

    於我所是空。眼觸於我、或於我所是空。……耳……鼻……舌……身……意……凡

    以意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此於我、或於我所亦是空。

    一一  阿難！於我、或於我所是空故，是故，稱之為空世間。」

 S.35.86.簡約

 ※ 三  坐於一面之尊者阿難……白世尊言：「大德！願世尊為我說示簡約之法，我聞世

    尊此法，一人遠離其他，不放逸，熱誠專心而住。」

    四~九  「阿難！汝以此如何思量：眼是常住耶？抑為無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我，」如是認

    識耶？」

        「大德！不然。」

        「色是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「眼識是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

IV,55.     「凡以眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦是常住耶？抑無常耶？」

▼. IV.74.
        「大德！是無常。」

        「凡物之無常是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我，」如是認

    識耶？」

        「大德！不然。」

        「耳是……聲是……鼻是……香是……舌是……味是……身是……觸是……意

    是……法是……」

        「凡緣意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我，」如是認

    識耶？」

        「大德！不然。」

    一0  「阿難！如是觀者，有聞聖弟子，厭嫌於眼……厭嫌於眼觸……凡緣此眼觸所

    生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦厭嫌於此。由厭嫌而離欲，由離欲以得解脫，

    謂有「解脫」之智。證知：生已盡、梵行已成、應作已作，不為如是再生。」

S.35.87.闡陀

《雜阿含1266經》，cf. M.144. Channovadasuttam 教闡陀經
    一  爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  爾時，尊者舍利弗與尊者大準陀及尊者闡陀住靈鷲山。

    三  爾時，尊者闡陀罹病，陷於嚴重之苦惱狀態。

IV,56.四  時，尊者舍利弗夕時從靜座(果定﹐Patisallanati phalasamapattito. (Spk.CS:pg. 3.18)))

而起，至尊者大準陀處，如次謂彼曰：「友，準陀！

    同赴尊者闡陀之處探病！」

        「友！唯然，」尊者大準陀答尊者舍利弗。

    五  於是，尊者大準陀與尊者舍利弗，共赴尊者闡陀之處。至已，就坐於所設之座。

    六  著座已，尊者舍利弗語尊者闡陀言：「友闡陀！汝病有少癒耶？食養物充足耶？

    苦痛之感覺減退而無加增，感覺其減退，不感覺其增進耶？」

▼. IV.76.
    七  「友舍利弗！余之病未見有少癒，食養物不充足。余強烈之苦感，加增而無減退，

    唯感其增進，不感其減退。

    八  友！譬如強力之勇士，以銳刃截頭。如是友！過度之體風，以害余之頭。友！

    余之病不見有少癒，食養物不充足……不感覺其減退。

    九  友！譬如有力之勇士，以布片強力纏縛頭上。友！如是過度之體風，使余感苦

    痛。友！余之病不見有少癒，食養物不充足……不感其減退。

    一0  友！譬如熟巧屠牛者、或屠牛者弟子，以銳利之牛刀，戳貫腹部。友！如是

    過度之體風貫戳余腹。友！余之病不見有少癒，食養物不充足……不感其減退。

    一一  支！譬如二強力之勇士，捕捉弱者之腕，各執其一以炙烤於炭火上。友！如

IV,57. 是，余身體有過度之熱。友！余之病不見有少癒，食養物不充足……不感其減退。

    一二  「友舍利弗！持刀刃
來與余，余不欲存活。」

    一三  「尊者闡陀！勿持刀刃來
，尊者闡陀當續存活，我等願尊者闡陀續存活。若

    尊者闡陀無適宜之食物者，我為尊者闡陀尋來適宜之食物。若尊者闡陀無適宜之藥

    物者，我用尊者闡陀尋來適宜之藥物。若尊者闡陀無適宜之看護者，我為尊者闡陀

    看護。尊者闡陀勿謂持刀物來，尊者闡陀當績存活！我等願尊者闡陀續存活！」

    一四  「友舍利弗！余非無適宜之食物，余有適宜之食物。余非無適宜之藥物，余有

    適宜之藥物。余非無適宜之看護者，余有適宜之看護者。然而友！余長時無有不可

    意，以可意而奉侍大師。友！此實於佛弟子之最適宜。奉侍大師以可意而無有不可

    意事，此應無再有矣
。闡陀比丘謂持刀刃來，友舍利弗！請如是了解。」

    一五  「尊者闡陀！若願釋答我等質問之義，我等則以二、三點問於尊者闡陀。」

IV,58.    「友舍利弗！請問，由聞我等將知此義矣。」

    一六  「友闡陀！汝以眼、以眼識、以眼識所識之法：「此是我所，此是我，此是我

    之我，」如是認識耶？以耳……以鼻……以舌……以身……友闡陀！汝以意、以意

    識、以意識所識之法：「此是我所，此是我，此是我之我，」如是認識耶？」

    一七  「友舍利弗！余以眼、以眼識、以眼識所識之法：「此非我所，此非我，此非

    我之我，」如是以認識。以耳……以鼻……以舌……以身……友舍利弗！余以意、

    以意識、以意識所識之法：「此非我所，此非我，此非我之我，」如是以認識。」

    一八  「友闡陀！汝於眼、於眼識、於眼識所識之法，以何見、何知耶？以眼、以眼

▼. IV.78.
    識、以眼識所識之法：「此非我所，此非我，此非我之我，」如是以認識耶？於耳

    ……於鼻……於舌……於身……友闡陀！汝於意、於意識、於意識所識之法，以何

    見、何知耶？以意、以意識、以意識所識之法：「此非我所，此非我，此非我之我，」

    如是以認識耶？」

    一九  「友舍利弗！余於眼、於眼識、於眼識所識之法，見滅，知滅。以眼、以眼識、

    以眼識所識之法：「此非我所，此非我，此非我之我，」如是以認識。於耳……於

IV,59. 鼻……於舌……於身……友舍利弗！余於意、於意識、於意識所識之法，見滅，知

    滅，以意、以意識、以意識所識之法：「此非我所，此非我，此非我之我，」如是

    以認識。」

    二0  如是說已，尊者大準陀語尊者闡陀言：「友闡陀！然者，以彼世尊之此教，應

    常時善予思量。於依止
者有動轉，無依止者則無動轉。無動轉則有輕安，有輕安

    者則無喜悅
，無喜悅者則無來往
，無來往者則無生死，無生死者則無此世、無

    來世、無兩界之中間，此始為苦惱之滅盡。」

    二一  時，尊者舍利弗與尊者大準陀以此教誡，教誡尊者闡陀之後，起座離去。

    二二  時，尊者闡陀於尊者等離去未久，即持刀刃自刎。

    二三  於是，尊者舍利弗來至世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    二四  坐於一面之尊者舍利弗，白世尊言：「大德！尊者闡陀持刀自刎，彼之所趣，

    彼之來世為何耶？」

        「舍利弗！闡陀比丘於前與汝，非說無應受之身耶
？」

    二五  「大德！有名為弗婆伊奢那之跋耆族村，於該處有尊者闡陀之友家，親善之

    家、有往來之家
。」

    二六  「舍利弗！此等確為尊者闡陀比丘之友家、親善之家、往來之家。然而舍利

IV,60. 弗，余不說此為「有應受之身。」舍利弗！凡人棄其身，受他身，余稱此為「有應

    受之身，」然而闡陀比丘則非此。故闡陀比丘不再
有矣，舍利弗應當如是見。」

    註1 為自殺。

      2 暹羅本此一句，作尊者闡陀令持來刀刃。舍利弗之語如次「尊者闡陀續存活……」為以下。

▼. IV.80.
      3 an-upavajja-appavattika,appatisandhika「又不得有」之意，彼今罹重病，恢復無望故斯

        言。

      4 由渴愛、憍慢、邪見而依止、依賴之意(註)。

      5 PTS本作nati(徧向)，暹羅本及註釋作nandi。

      6 PTS本作agatigati(惡趣處)暹羅本及註釋作agatigati(往來)，為來和往。

      7 一四節，闡陀自言：「此應無再有矣」。

      8 anupajja之詔以解闡陀「此應無再有矣」之意(一四)，世尊：「更不受此身」之意 (闡陀

        同意)解之(二四)，舍利弗之upavajja「令親往來」(upasamkamitabba)之意解之。

      9 自盡同時入涅槃(samasisi)之意。

 S.35.88.富樓那

《雜阿含215、311經》，S.35.70，M.145. Punnovadasuttam 教富樓那經，大正No.108《佛說滿願子經》
 ※ 二  時，尊者富樓那來詣世尊住處。詣已……

    三  坐於一面之尊者富樓那，白世尊言：「大德！願世尊為我說示簡略之法，我聞世

    尊之法，則一人以遠離其他，不放逸，熱誠專心而住。」

    四  「富樓那！以眼識知有色，快意、樂、喜愛，誘心染於欲念。比丘若存念喜、讚、

    戀著於此者，則存念喜、讚、戀著，於彼則起喜悅心，由生起喜悅心，則有苦之生

    起，富樓那！余作是言。富樓那！以耳識知有聲……以鼻識知有香……以舌識知有

    味……以身識知有觸……富樓那！以意識知有法，快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲

    念。比丘若喜、讚、戀著於此者，則存念喜、讚、戀著，於彼生起喜悅心，因生起

    喜悅心，則有苦之生起，富樓那！余作是言。

    五  富樓那！以眼識知有色，快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。比丘若不喜、不

    讚、不戀著此者，以不喜、不讚、不戀著此，於彼喜悅心則滅，因喜悅心之滅，則

    有苦之滅。富樓那！余作是言…乃至…富樓那！以意識知有法，快意、可愛、

IV,61.樂、喜愛，誘心染於欲念。比丘若不喜、不讚、不戀著此者，則不喜、不讚、不戀

    著此，於彼喜悅心則滅，因喜悅心之滅，則有苦之滅。富樓那！余作是言

    六  富樓那！余以此簡約之教誡，而予教誡。汝將住於何處耶？」

        「大德！有名為須那巴蘭陀地方，余將住彼處。」

▼. IV.82.
    七  「富樓那！須那巴蘭陀人兇惡。富樓那！須那巴蘭陀人粗暴。富樓那！若須那巴

    蘭陀人嘲罵汝，富樓那！於汝應如何耶？」

        「大德！須那巴蘭陀人若嘲罵我，於我應作如是：「實則此須那巴蘭陀人，當為

    善，實則此須那巴蘭陀人，當為極善，彼等不至以掌打我。」世尊！於此應如是，

    善逝！於此應如是。」

    八  「然則，富樓那！須那巴蘭陀人，若以掌打汝，富樓那！汝應如何耶？」

        「大德！須那巴蘭陀人若以掌打我，於此我應如是：「實則此須那巴蘭陀人，當

    為善，實則此須那巴蘭陀人，當為極善。彼等不至用土塊打我。」世尊！於此應作

    如是，善逝！於此應作如是。」

    九  「然則，富樓那！須那巴蘭陀人，若以上塊打汝，富樓那！於此汝應如何耶？」

        「大德！須那巴蘭陀人，若以上塊打我，於此我應作如是：「實則此須那巴蘭陀

    人，當為善，實則此須那巴蘭陀人，當為極善。彼等不至以杖打我。」世尊！於此

IV,62. 應作如是，善逝！於此應作如是。」

    一0  「然則，富樓那！須那巴蘭陀人，若以杖打汝，富樓那！於此汝應作如何耶？」

        「大德！須那巴蘭陀人，若以杖打我，於此我應作如是：「實則此須那巴蘭陀人

    當為善，實則此須那巴蘭陀人，當為極善。彼等不至以刀劍擊我。」世尊！於此應

    作如是，善逝！於此應作如是。」

    一一  「然則，富樓那！須那巴蘭陀人，若以刀劍擊汝，於此汝應如何耶？」

        「大德！須那巴蘭陀人，若以刀劍擊我，於此我應作如是：「實則此須那巴蘭陀

    人，當為善，實則此須那巴蘭陀人，當為極善。彼等不至以刀劍奪我之生命。」世

    尊！於此應作如是，善逝！於此應作如是。」

    一二  「然則，富樓那！須那巴蘭陀人，若以刀劍奪汝之生命，於此汝應如何耶？」

        「大德！須那巴蘭陀人民，若以利刃奪我之生命，於此我應作如是：「彼世尊之

    諸弟子，以身
以命為惱、為鬱、為厭、以求持利刃者，對彼等之持此利刃者，我

    乃不求
而得。」世尊！於此應作如是，善逝！於此應作如是。」

    一三  「善哉，善哉！富樓那！汝具有此自調與安息，汝能住須那巴蘭陀地方。富樓

    那！此是其時。」

    一四  其時，尊者富樓那歡受、隨喜於世尊之語，從座而起，禮拜世尊，行右繞禮

▼. IV.84.
IV,63. ，收座臥具攜衣，向須那巴蘭陀地方遊方而去。次第遊方，到達須那巴蘭陀地方，

    尊者富樓那於須那巴蘭陀地方住下。

    一五  時，尊者富樓那遂於次期之雨季令五百信士歸佛，於同雨季證得三明。於其

    同雨季入涅槃。

    一六  因此，眾多之比丘等，來詣世尊之住處……

    一七  坐於一面此等之比丘，白世尊曰：「大德！名為富樓那彼乃良家之子，為世尊

    以簡約之教誡所教誡，彼已歿矣！彼之所趣為何？彼之來世耶？」

        「諸比丘！良家之子富樓那是賢明。隨法行法，以法之故，不令余苦。諸比丘！

    良家之子富樓那入般涅槃矣。」

    註1 暹羅本(新版)於此之次，富樓那！由此，汝，如是說彼遠離此法、律，「有一比丘白世

        尊言」云云，由七一經之二節之文脈推之，更從最後三節四節更加上長文。但對此在PTS

        本沒言什麼而推之，可見完全是衍文。

      2 持此之餘，持此生命之餘而求死，「持刀者」謂持刀來殺自己的人。

      3 暹羅本我是求其執刀者。

S.35.89.婆醯迦

《雜阿含625經》，S.47.15
 ※ 二  時，尊者婆醯迦來詣世尊之住處……

    三  坐於一面之尊者婆醯迦，白世尊曰：「大德！願世尊為我簡約說法，我聞世尊之

    法，獨自一人將遠離其他，不放逸，精進專心而住。」

    四~八  「婆醯迦！汝對此如何思惟：眼是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「而凡物之無常者，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「而凡無常、苦而變壞之法以：「此是我所，此是我，此是我之我，」如是認識

    否？」

IV,64.    「大德！不然。」

        「色是常住耶？抑無常耶？」

▼. IV.86.
        「大德！是無常。」

        「眼識是……眼觸是……耳是……鼻是……舌是……身是……

    九  凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦為常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「而凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「而凡物之無常、苦而變壞之法以：「此是我所，此是我，此是我之我，」如是

    認識否？」

        「大德！不然。」

    一0  「婆醯迦！如是觀之，有聞聖弟子於眼、於色、於眼識……於眼觸……凡緣此

    意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，於此亦厭嫌，由厭嫌而離欲，由離欲得

    解脫，於解脫而解脫智生。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不再為如是再生。」

    一一  因此，尊者婆醯迦歡受、隨喜於世尊之所說，即從座起，禮拜世尊，行右繞

    之禮離去。

    一二  時，尊者婆醯迦獨自一人，遠離其他，不放逸，精進專心而住。不久，良家

    之子等，為此乃從在家而出家得度，對無上梵行之終末(羅漢果)於現法自證知、

    實現、逮達而住。證知：生已盡、梵行已成、應作已作，不再為如是再生。

    一三  而尊者婆醯迦，即成為阿羅漢之一。

S.35.90.動著(一)

《雜阿含226-227經》
 ※ 二  「諸比丘！動著
是疾病，動著是腫物，動著是刺箭。然則諸比丘！如來於此，

    以無動著，離刺箭而住。

IV,65.三  然而諸比丘！比丘於此應期望我為無動著，離刺箭而住。

    四  應不思量眼
，不思量有眼，不依眼而思量，不思量眼是我有。不思量色，於

    色有不令思量，不依色而思量，不思量色是我有。不思量眼識，不思量有眼識，不

    依眼識而思量，不思量眼識是我有。不思量眼觸，不思量有眼觸，不依眼觸而思量，

    不思量眼觸為我有。凡此眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，對此亦不

    思量，亦不思量此，亦不思量有此，亦不依此而思量，亦不思量此是我有。

    五~八  以耳……以鼻……以舌……以身……

▼. IV.88.
    九  不思量意，不思量有意，不依意而思量，不思量意為我有。不思量法，不思量

    有法，不從法而思量，不思量法是我有。不思量意識，不思量有意識，不依意識而

    思量，不思量意識是我有。不思量意觸，不思量有意觸，不依意識而思量，不思量

    意觸是我有。凡以此意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦不思量此，

    亦不思量有，亦不依此而思量，亦不思量此是我有。

    一0  不思量一切，不思量有一切，不依一切而思量，不思量一切是我有。

    一一  彼無如是之思量，對世之[任何]一物亦不生執著，無執著則不生愛慕，無

 66 愛慕則獨自入涅槃。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不再為如是再生。」

S.35.91.動著(二)

《雜阿含226-227經》
 ※ 二  「諸比丘！動著是疾病，動著是腫物，動著是刺箭。然則諸比丘！如來於此無動

    著、離刺箭而住。

    三  諸比丘！比丘於此，應期望我無動著，離刺箭而住。

    四～八  不思量眼，不思量有眼，不依眼而思量，不思量眼是我有。不思量色
，

    不思量眼識，不思量眼觸，凡以眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦

    不思量此，亦不思量有此，亦不依此而思量，亦不思量此是我有。諸比丘！凡或思

    量於物，或思量有物，或依物而思量，或思量物是我有，此與彼是異，因異而著於

    有之世間，則以有而喜於此，以耳……以鼻……以舌……以身……

    九  不思量意，不思量有意，不依意而思量，不思量意為我有。不思量法、不思量

    意識，不思量意觸，凡以此意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦不

    思量，亦不思量此有，亦不依此而思量，亦不思量此是我有。諸比丘！凡或思量於

IV,67.物，或思量有物，或依物思量，或思量物是我有，此與彼物是異，因異而著於有之

    此世間，則以有而喜於此。

    一0  諸比丘！於蘊、界、處，彼亦不思量此，亦不思量有此，亦不依此而思量，

    亦不思量此是我有。彼無如是之思量，則對世之[任何]一物亦不生執著，無所執

▼. IV.90.
    著則不生愛慕，無所愛慕則獨自入涅槃。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不

    為如是再生。」

S.35.92.二法(一)

《雜阿含213、273經》
 ※ 二  「諸比丘！為汝等說二法，對此當諦聽。諸比丘！以何為二法耶？

    三  眼與色，耳與聲，鼻與香，舌與味，身與觸，意與法是。諸比丘！此稱為二法。

    四  諸比丘！或有如是言：「余置此之二法，以示說他之二法。」此唯是彼之語量。

    雖遇他之問，而亦難圓其所答，更陷於困迷。

    五  何以故？諸比丘！此猶如處於非境
。」

S.35.93.法(二)

《雜阿含214、273經》
 ※ 二  「諸比丘！緣二法而生識。諸比丘！如何緣二法而生識耶？

    三  以眼與色為緣而生眼識。眼是無常、變壞、異變之質；色亦是無常、變壞、異

IV,68. 變之質。如是此等二法為動轉、消散、無常、變壞、異變之質。則眼識是無常、變

    壞、異變之質。凡於眼識之生起為因為緣，其因與緣亦無常、變壞、異變之質。諸

    比丘！依無常之緣所起之眼識如何成為常住耶？諸比丘！凡此等三法之合會、集

    結、和合，諸比丘！稱此為眼觸。眼觸亦是無常、變壞、異變之質。凡於眼觸之生

    起為因為緣，此因與緣亦是無常、變壞、異變之質。而諸比丘！依無常之緣所起之

    眼觸如何為常住耶？諸比丘！觸而感受、觸而思考、觸而識知，如是此等之法亦為

    動轉、消散、無常、變壞異變之質。

    四  以耳與聲為緣而生耳識……

    五  以鼻與香為緣而生鼻識……

    六  以舌與味為緣而生舌識……

IV, 69.七  以身與觸為緣而生身識……

▼. IV.92.
    八  以意與法為緣而生意識。意是無常、變壞、異變之質。色亦是無常、變壞、異

    變之質。如是此等二法是動變、消散、無常、變壞、異變之質。意識亦為無常、變

    壞、異變之質。凡於意識之生起為因為緣，其因與緣亦為無常、變壞、異變之質。

    諸比丘！依無常之緣所起之意識如何是常住耶？諸比丘！凡此等三法之合會、集

    結、和合，諸比丘！稱此為意觸。意觸亦是無常、變壞、異變之質。凡於意觸之生

    起為因為緣，其因與緣亦為無常、變壞、異變之質。而諸比丘！依無常之緣所起之

    意觸如何為常住耶？諸比丘！觸而感受，觸而思考，觸而識知，如是此等之法亦動

    轉、消散、無常、變壞、異變之質。

    九  諸比丘！如是緣二法而生識。」

            闡陀品第四 [終]

        其攝頌曰：

，敗壞空簡約

，闡那富樓那

，以及婆醯迦

，再說二動著

，依二說他二

 IV,70.

第五 棄捨品1

 S.35.94.所攝取(一)

《雜阿含279經》
 ※ 二  「諸比丘！於此等六觸處，不制、不護、不防、不攝時，則為招致苦惱者。以何

    者為六耶？

    三~七  諸比丘！於眼之觸處，不制、不護、不防、不攝時，則為招致苦惱。於耳

    之觸處……鼻之觸處……舌之觸處……身之觸處：

    八  諸比丘！於意之觸處，不制、不護、不防、不攝時，則為招致苦惱。

    九  諸比丘！於此等之六觸處，不制、不護、不防、不攝時，則為招致苦惱。

    一0  諸比丘！於此等之六觸處，善制、善護、善防、善攝時，則為招致安樂。以

    何者為六耶？

▼. IV.94.
    一一~一五  諸比丘！於眼之觸處，善制、善護、善防、善攝時，則為招致安樂。

    於耳之觸處……鼻之觸處……舌之觸處……身之觸處……

    一六  諸比丘！於意之觸處，善制、善護、善防、善攝時，則為招致安樂。

    一七  諸比丘！於此等之六觸處，善制、善護、善防、善攝時，則為招致安樂。」

    一八  世尊宣說於此……師更作此語曰：

         (一)「諸比丘！於觸處有六種，無攝護於此者，則逢苦；得其攝護者，則以信

， 為友
，無漏而住。

         (二)見可意之色，又見不可意之色，對可意之色應防染心之路；對不可意，

， 以此非我所受，不得污於意。

IV,71.    (三)於第二，聞可愛、不可愛之聲，則不惑於可愛之聲，更應慎於不懷瞋於

， 不愛之聲，此非我所受，不污於意。

         (四)可意之香，更又嗅不淨、不快之香，則對不快者以防怒，對快者勿引欲

， 念。

         (五)味甘美之味，其次，又味一時不味之味，於甘美之味莫戀著，對不味亦

， 勿停跡於憤恚。

         (六)觸於快觸，亦不醉於快樂，觸於苦者，亦不搖動。二種之觸，對樂與苦，

， 心處中性，無任何喜與怒。

         (七)迷想之人，有迷執、有想，往赴卑陋之輪迴。依意所成五欲之家者，依

， 捨卻而出離。

         (八)如是，意若有修練六處者，則雖觸此亦心不搖。諸比丘！克此等之貪瞋，

， 始為到達生死彼岸之人。」

    註1 PTS本用salavagga之語，暹羅本及註，用chalavagga.

      2 此譯依PTS本Saddhadutiya viharantanavassuta漢譯《雜阿含經》卷十一篇七經之偈

        中，謂「正信心不二諸漏不漏心」相當此。暹羅註釋本有Saddhadutlya vihar-

        antenapasuta。「信心為副而專住」之意。

IV,72.

 S.35.95.所攝取(二)

《雜阿含312經》
▼. IV.96.
※ 二  時，尊者摩羅迦子，來詣世尊住處……

    三  坐於一面之摩羅迦子，白世尊曰：「大德！願世尊為我簡約說法，我聞世尊所說

    之法，當獨自遠離其他，不放逸，精進專心而住。」

    四  「於此摩羅迦子！汝年老朽，已達壽高年邁之老齡，年少比丘若請「垂教簡約之

    教誡，」則我對彼等，當以何相告耶？」

    五  「大德！我雖年老朽，已達壽高年邁之老齡，大德！仍請世尊簡約說法，善逝！

    簡約說示法。想當了知我世尊所說之意義，想當為我世尊所說之法嗣者。」

    六  「摩羅迦！汝於此作如何思惟？對此等未見、未曾見之眼所識之色，汝今亦未曾

    見、以後對此等亦未曾見，於此，汝有起欲念、染心、愛情否？」

        「大德！不然。」

    七~一0  「對此等未聞、未曾聞之耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……

    身所識之觸……

IV,73. 一一  此等未識、未曾識之意所識之法，汝今亦未曾識、以後亦未曾識此等，於此，

    汝有起欲念、染心、愛情否？」

        「大德！不然。」

    一二  「摩羅迦子！又此，汝於法見聞感識，所見為如所見，所聞為如所聞，所感為

    如所感，所識為如所識。

    一三  摩羅迦子！汝於法見聞感識，見者即如所見，聞者即如所聞，感者即如所感，

    識者即如所識。是故，摩羅迦子！汝不為貪瞋癡所累，摩羅迦子！汝以不為貪瞋癡

    所累，汝不戀著於此見聞覺識。因此，摩羅迦子！汝不在此世、不在來世、不在兩

    界之中間，此為苦惱之滅盡。」

    一四  「大德！我世尊簡約所說之意義，已精細識知。

 (一)懷愛相於胸者，見色則失正念，感而執著於心，又對此存念戀慕。由色

        生其種種痛苦、貪欲，害心增加，彼心受惱苦。如是積苦，稱為遠離涅

        槃。

 (二)懷愛相於胸者，聞聲則失正念，感而執著於心，又對此存念戀慕。由聲

        生其種種痛苦、貪欲，害心增加，彼心受惱苦。如是積苦，稱為遠離涅

        槃。

▼. IV.98.
IV,74.      (三)懷愛相於胸者，嗅香則失正念……

 (四)懷愛相於胸者，味味則失正念……

 (五)懷愛相於胸者，觸觸則失正念……

 (六)懷愛相於胸者，知法則失正念……

 (七)彼於色不為所染，見色而護念，感色而無執心，又對此不存念戀著。恰

        如見色，如行出世間之受者，彼之苦消滅而無積。彼如是以正念遊行，

        如是於苦無積，稱為近於涅槃。

 (八)彼於聲不為所染，聞聲而護念……

IV,75.      (九)彼於香不為所染，嗅香而護念……

 (一0 )彼於味不為所染，味味而護念之……

 (一一)彼於觸不為所染，觸觸而護念之……

 (一二)彼於法不為所染，識法而護念之……

        大德！我世尊所簡約說示之意義，於是已精細了知。」

    一五  「善哉，善哉！摩羅迦子！汝摩羅迦子對余簡約所說之意，已精細了知是為甚

        善。

 (一)懷愛相於胸者，見色而失正念，執著心而感色，又對此存念戀慕。由色

        生種種痛苦、貪欲、害心增加、彼心受惱苦，如是積苦、稱為遠離涅槃。

        …乃至…

IV,76.        (※二)彼於法不染，識法則護念，無執心以感法，又對此不存戀著。恰如識

        法，行出世間之受，彼之苦消滅無積。如是彼以正念而遊行，如是無積

        苦，稱為近於涅槃。

        摩羅迦子！對余此簡約所說之意義，應如是精細而見。」

    一六  時，尊者摩羅迦子歡受、隨喜世尊之所說，即從座起，禮拜世尊，行右繞禮

    離去。

    一七  時，尊者摩羅迦子獨自一人，遠離其他者，不放逸，精進專心而住。不久，

    良家之子等，為此能由在家而出家得度，對無上梵行之終末(羅漢果)，於現法實現、

    自證知，於此逮得而住。證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如是再生。

    一八  尊者摩羅迦子，成為阿羅漢之一。

▼. IV.100.
 S.35.96.退

《雜阿含278經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說退法與不退法與六勝處。

    三  諸比丘！如何為退法耶？

    四  諸比丘！此處有比丘，以眼見色，邪惡不善，而有憶念志望，彼起繫縛可緣之

    法。比丘若認是於此，不捨、不排、不壞、不使歸無，諸比丘！此比丘當自退墮於

    我善法。此為世尊對此所說示之退[法]應如是知。

    五~九  復次，諸比丘！比丘以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味，以身觸觸……

    以意識法，邪惡不善而有憶念志望，彼起繫縛可緣之諸法。比丘若認是於此，不捨、

IV,77.不排、不壞、不使歸於無，諸比丘！此比丘當自退墮於我善法。此乃世尊所說示之

    退[法]，應如是知。

    一0   諸比丘！退法者，當即如是。

    一一  諸比丘！如何為不退法耶？

    一二  諸比丘！此處有比丘，以眼見色，邪惡不善，而有憶念志望，彼起繫縛可緣

    之諸法。比丘若不認是於此，則捨此、排、壞、使歸於無，諸比丘！此比丘當自不

    由我善法退墮。此為世尊對此所說之不退[法]。應如是知。

    一三~一七  復次，諸比丘！比丘以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味，以身觸觸

    ……以意識法，邪惡不善，而有憶念志望，彼起繫縛可緣之諸法。比丘若不認是於

    此，則捨此、排、壞、使歸於無，諸比丘！此比丘當自不由我善法退墮，此乃世尊

    所說示之不退[法]。應如是知。

    一八  諸比丘！不退法者，當即如是。

    一九  諸比丘！如何是六勝處耶？

    二0   諸比丘！此處有比丘，以眼見色，邪惡不善而有憶念志望，彼若不起繫縛可

    緣之法，此比丘當知：「此是最勝，此即是處，此乃世尊所說之勝與處。」應如是

    知。

    二一~二五  復次，諸比丘！以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味，以身觸觸……

    以意識法，邪惡不善有憶念志望，彼若不起繫縛可緣之法，則此比丘當知：「於此

    是處、是勝，此乃世尊所說之勝處[法]。」應如是知之。

    二六  比丘等，此等稱之為六勝處。」

▼. IV.102.    IV,78.

 S.35.97.不放逸住者

《雜阿含277經》，大正No.107《佛說不自守意經》
    一  舍衛城因緣……

    二  「諸比丘！我為汝等，說放逸住者與不放逸住者。且諦聽。

    三  諸比丘！如何為放逸住者耶？

    四  諸比丘！不攝護眼而所住者，其心為眼所識之色境所污，彼心為所污無喜樂，

    若無喜樂則無歡悅，若無歡悅則無輕安，若無輕安則所住皆苦，有苦者之心不得定，

    心若不得定，則諸法不現，諸法若不現者，則稱為放逸住者。

    五~九  諸比丘！不攝護耳根……不攝護鼻根……不攝護舌根……不攝護身根……

    不攝護意根而住者，其心為意所識之法[境]所染污，心為染污者，彼無喜樂，無

    喜樂者即無歡悅，若無歡悅者即無輕安，若無輕安之住即苦，有苦者心不得定，心

    不得定則諸法不現前，諸法不現前者，則稱為住放逸者。

    一0   諸比丘！放逸者為如是。

    一一  諸比丘！如何為不放逸者耶？

    一二  諸比丘！攝護眼根而住者其心，不為眼所識之色境所污，彼心不污生喜樂，

    於有喜樂者，生歡悅，於心歡悅者，則身有輕安，於身有輕安者，則住安樂，安樂

IV,79. 者之心得定，心得定者，則諸法現前，諸法現前則稱為不放逸住者。

    一三～一七  諸比丘！攝護耳根……攝護鼻根……攝護舌根……攝護身根……攝護

    意根而住者，其心不為意所識之法境所污，彼心不污生喜樂，於有喜樂者，生歡悅，

    於心有歡悅者，則身有輕安，於身有輕安者，則住安樂，有安樂者之心，則得定，

    心得定者，則諸法現，諸法現前者，則稱為不放逸住者。

    一八  諸比丘！如是為不放逸住者。」

S.35.98.攝護

《雜阿含277經》，大正No.107《佛說不自守意經》
    二  「諸比丘！我為汝等說攝護與不攝護，且諦聽。

    三  諸比丘！如何為不攝護耶？

    四  諸比丘！眼所識之色，快意、可愛、樂、喜愛，誘心染於欲念。比丘若悅讚於

    此，戀著於此而住者，諸比丘！此比丘則應自知：「我由善法退墮，此乃世尊所說

    示之退[法]。」應如是知。

    五~九  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……

▼. IV.104.
    意所識之法，快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。比丘若悅讚於此，戀著於此而住

    者，諸比丘！此比丘當自知：「我由善法退墮，此乃世尊所說示之退[法]。」應如

    是知。

    一0   諸比丘！如是為不攝護。

    一一  諸比丘！如何為攝護耶？

    一二  諸比丘！眼所識之色，快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。比丘若不悅不讚

    於此，不戀著於此而住者，諸比丘！此比丘當自知：「我不由善法退墮，此世尊所

IV,80. 說示之不退[法]。」應如是知。

    一三~一七  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸

    ……意所識之法快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。若比丘不悅不讚於此，不戀著

    於此而住者，諸比丘！此比丘當自知：「我不由善法退墮，此世尊所說示之不退

    [法]。」應如是知。

    一八  諸比丘！如是為攝護。」

S.35.99.三昧

《雜阿含277經》，大正No.107《佛說不自守意經》
 ※ 二  「諸比丘！當增修於定(三昧)。諸比丘！心具定之比丘，可如實知事物。

    三  如何如實知事物耶？

    四  如實知「眼是無常，」如實知「色為無常，」如實知「眼識是無常，」如實知

    「眼觸是無常，」如實知「凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦

    無常。」

    五~九  如實知「耳是……鼻是……舌是……身是……意是無常，」如實知「法是無

    常，」如實知「意識是無常，」如實知「意觸是無常，」如實知「凡緣此意觸所生

    之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦無常。」

    一0  諸比丘！當增修於定，心具定之比丘，可如實知事物。」

S.35.100.獨想

《雜阿含206經》，S.35.160.
 ※ 二  「諸比丘！當致力於獨想。諸比丘！獨想之比丘，如實知事物。

    三  如何而得如實知事物耶？

    四~九  如實知「眼是無常，」如實知「色是無常，」如實知「眼識是無常。」如

IV,81. 實知「眼觸是無常，」如實知「凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，

▼. IV.106.
    此亦無常，」如實知「耳是……鼻是……舌是……身是……意是……。」

    一0  諸比丘！當致力於獨想。諸比丘！獨想之比丘，如實知事物。」

S.35.101.非汝等有(一)

《雜阿含269、274經》，S.22.33-34.  S.35.137-138.
 ※ 二  「諸比丘！凡非汝等之所有者，此應摒棄，摒棄於此乃為汝等之利益安樂。

    三  如何是非汝等之所有者？

    四  諸比丘！眼非汝等之所有者，應摒棄此，棄此乃為汝等之利益安樂。色非汝等

    之所有者，應摒棄此等，摒棄此乃為汝等之利益安樂。眼識非汝等之所有，當棄此，

    棄此乃為汝等之利益安樂。眼觸非汝等之所有，當棄此，棄此乃為汝等之利益安樂。

    凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦非汝等之所有者，當棄此，

    棄此乃為汝等之利益安樂。

    五~九  耳非汝等之所有……鼻非汝等之所有……舌非汝等之所有……身非汝等之

IV,82.所有……意非汝等之所有……當棄此，棄此乃為汝等之利益安樂。法非汝等之所有，

    當棄此，棄此乃為汝等之利益安樂。意識非汝等之所有，當棄此，棄此乃為汝等之

    利益安樂。意觸非汝等之所有，當棄此，棄此乃為汝等之利益安樂。凡緣意觸所生

    之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦非汝等之所有，當棄此，棄此乃為汝等之利

    益安樂。

    一0  諸比丘！凡於此逝多林所存之草薪枝葉，人人得將運去、燃燒，或隨各自所

    好而處置，於汝等亦有：「眾人將我等運去、燃燒，或隨各自所好，將我等處[置]，

    有如是之心耶？」」

        「大德！不然。」

        「此何故耶？」

        「大德！此我等之我，亦非我所有。」

    一一~一六  「諸比丘！正是如此，眼非汝等之所有，當棄此，棄此乃為汝等之利益

    安樂。色非汝等之所有……眼識……眼觸……凡緣意觸所生之受，或樂、或苦、或

    非苦非樂，此亦非汝等之所有，當棄此，棄此乃為汝等之利益安樂。」

 S.35.102.非汝等有(二)

《雜阿含269、274經》，S.22.33-34.  S.35.137-138.
 ※ 二~九  [與前經之二～九全同，惟缺一0~一六。

IV,83.

S.35.103.優陀羅

《中阿含114經》優陀羅經》
▼. IV.108.
※ 二  「諸比丘！羅摩子鬱陀迦作如是之語：

，余實明智者

，實一切勝者

，不為所掘取

，余掘取苦根

        然而，諸比丘！此羅摩子鬱陀迦為不明智者，卻云：「余為明智者；」不為一

    切勝者，卻云：「余為一切勝者：」不掘取苦根，卻云：「余掘取苦根。」

    三  於此諸比丘！應作如是言曰：

，余實明智者

，余一切勝者

，不為所掘取

，余掘取苦根

    四  諸比丘！如何比丘是明智者耶？

        諸比丘！比丘如實知六處之生起、滅沒、甘味、患難、出離故。諸比丘！如是

    比丘是明智者。

    五  諸比丘！如何之比丘是一切勝者耶？

        諸比丘！比丘如實知六處之生起、滅沒、甘味、患難、出離故。諸比丘！如是

    比丘是一切勝者。

    六  諸比丘！如何之比丘是不掘取，而掘取苦根耶？

        諸比丘！苦為此四大所屬，父母所生，飯粥所積，無常、蝕壞、磨消、破損、

    潰滅之法，為此身之別名，諸比丘！苦根為此渴愛之別名。諸比丘！比丘之拋棄渴

IV,84. 愛，斷苦根，如無頭之多羅樹，為非生成者，為未來不生之法故，諸比丘！如是比

    丘不為所掘取，而掘取苦根。

    七  諸比丘！羅摩子鬱陀迦作如是語：

，余實明智者

，實一切勝者

，不為所掘取

，余掘取苦根

▼. IV.110.
        然而諸比丘！此羅摩子鬱陀迦為不明智者，卻云：「余是明智者；」不為一切

    勝者，卻云：「余為一切勝者；」為未掘取苦根，卻云：「余掘取苦根。」

    八  於此諸比丘等，當如是說：

，余實明智者

，實一切勝者

，不為所掘取

，余掘取苦根

  棄捨品第五[終]

，其攝頌：

，二所攝取退

，放逸者攝護

，三昧與獨想

，非汝優陀羅。

6處相應]第二 五十品

，此品之攝頌：

，無明與鹿網

，病第四闡陀

，棄捨五十經

，此二五十品。

             第一百經[終]

    註1 原語idam是「此」之意，註釋謂此是虛字，若為「余」即易解。註釋亦如是註之，參照下

        文。

IV,85.

第三 五十[經]品

▼. IV.112.
第一 安穩者品

S.35.104.安穩者

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說安穩者
之教、法教
，且諦聽。

    三  諸比丘！何為安穩者之教耶？

    四  諸比丘！眼所識之色，快意、可愛、樂、喜愛、誘生欲念。此等為如來所捨棄、

    斷根，如無頭之多羅樹，為非生成者，為未來不生之法；又因此等之捨棄，如來說

    示適宜之教，故如來稱為安穩者。

    五~九  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……

    意所識之法，快意、可愛、樂、喜愛，誘心染於欲念。此等為如來所捨棄，斷根，

    如無頭之多羅樹，為非生成者，為未來不生之法；又因此等之捨棄，如來說示適宜

    之教，故如來稱為安穩者。

    一0  諸比丘！此為安穩者之教、法教。」

    註1 「[由欲、有、見、無明之]四軛之[脫離]為安穩因，」(註)。

      2 「法教者乃法因。」

S.35.105.執取

《雜阿含146經》，S.22.149.

 ※ 二  「諸比丘！何者之存在，何者之執取，生起內部之樂苦耶？

    三  「大德！我等之法，乃以世尊為根據。」

    四  「諸比丘！眼之存在，執取於眼而汝等生起內部之樂苦。耳、鼻、舌、身、意之

    存在，執取於意，汝等生起內部之苦樂。

    五  諸比丘！汝等於此作如何思惟之：眼是常耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「然而凡物之無常，此是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

▼. IV.114.
        「然則！凡物之無常、苦而變壞之法，不予執取，而生起內部之樂苦否？」

        「大德！不然。」

IV,86. 六~一0  「耳是……鼻是……舌是……身是……意是常耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「然則凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「然則凡物之無常、苦而變壞之法，不予執取，而生起內部之苦樂否？」

        「大德！不然。」

    一一  「諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌於眼，厭嫌於耳、鼻、舌、身、意，因

    厭嫌而離欲，因離欲而得解脫，於解脫乃生：「我解脫」之智。證知：生已盡、梵

    行已成、應作已作、不為如是再生。」

S.35.106.苦

《雜阿含218經》
 ※ 二  「諸比丘！我說苦之生起與滅沒，且諦聽。

    三  諸比丘！何為苦之生起耶？

    四~九  以眼與色為緣生眼識，三者之和合為觸，緣觸生受，緣受生愛，此苦之生

    起。以耳與聲……以鼻與香……以舌與味……以身與觸……以意與法為緣生意識，

    三者之和合為觸，緣觸生受，緣受生愛。諸比丘！此乃苦之生起。

    一0   諸比丘！何為苦之滅沒耶？

    一一  以眼與色為緣生眼識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣生愛，依其

    愛之無餘離卻滅盡，則取之滅盡，由取之滅盡，則有之滅盡，依有之滅盡，則生之

    滅盡，依生之滅盡，則老死、憂悲苦惱絕望滅盡。如是而此一切苦蘊滅盡，此乃苦

    之滅沒。

    一二~一五  以耳與聲為緣生耳識……以鼻與香為緣生鼻識……以舌與味為緣生舌

    識……以身與觸為緣生身識：

IV,87. 一六  以意與法為緣生意識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣生愛，依其

    愛之無餘離卻滅盡，則取之滅盡，依取之滅盡，則有之滅盡，依有之滅盡，則生之

    滅盡，依生之滅盡，則老死、憂悲苦惱絕望滅盡。如是而此一切苦蘊滅盡。諸比丘！

    此乃苦之滅沒。」

▼. IV.116.
S.35.107.世間

《雜阿含233經》
 ※ 二  「諸比丘！說世間之生起與滅沒。且諦聽。

    三  諸比丘！以何為世間之生起耶？

    四  以眼與色為緣，而生眼識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣生愛，依

    愛之緣而取，依取之緣而有，依有之緣而生，依生之緣而有老死、憂悲苦惱絕望，

    此即世間之生起。

    五~八  以耳與聲為緣……以鼻與香為緣……以舌與味為緣……以身與觸為緣……

    九  以意與法為緣生意識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣而愛，依愛之

    緣而取，依取之緣而有，依有之緣而生，依生之緣而有老死、憂悲苦惱絕望。此即

    世間之生起。

    一0  以何為世間之滅沒耶？

    一一~一六  以眼與色為緣生眼識，三者和合為觸。依觸之緣生受，依受之緣而愛，

    依其愛之無餘離卻滅盡，則取之滅盡……如是滅盡此一切苦蘊。

    一七  比丘等！此即世間之滅沒。」

IV,88.

S.35.108.勝

《雜阿含149-151經》
 ※ 二  「諸比丘！何者之存在，以執取於何者，戀著於何者，有人或以「余為勝者、」

    或「余為同等、」或「余為劣者」耶？」

    三  「大德！我等之法，乃以世尊為根據。」

    四  「諸比丘！眼之存在，以執取於眼，戀著於眼，有人或以「余為勝者、」或「余

    為同等、」或「余為劣者。」

    五~九  耳之存在……鼻之存在……舌之存在……身之存在……意之存在，以執取

    於意，戀著於意，有人或以「余為勝者、」或「余為同等、」或「余為劣者。」

    一0  諸比丘！汝等於此作如何思惟：眼是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常，苦而變壞之法，而不予執取，有人或以「余為勝者、」或「余為

    同等、」或「余為劣者」耶？」

▼. IV.118.
        「大德！不然。」

    一一  「耳是常住耶？抑無常耶？」……

    一二  「鼻是常住耶？抑無常耶？」……

    一三  「舌是常住耶？抑無常耶？」……

    一四  「身是常住耶？抑無常耶？」……

    一五  「意是常住耶？抑無常耶？」……

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，而不予執取，有人或以「余為勝者、」或「余為

    同等者、」或「余為劣者」耶？」

        「大德！不然。」

    一六  「諸比丘！如是觀之，有聞之聖弟子厭嫌於眼，厭嫌於耳……於鼻……於舌

    ……於身……厭嫌於意，由厭嫌而離欲，由離欲得解脫，於解脫而「我解脫」之智

    生，證知：生已盡、梵行已成、應作已作、不為如是再生。」

IV,89.

 S.35.109.繫縛

《雜阿含239經》
 ※ 二  「諸比丘！為說可繫縛之法與繫縛，且諦聽。

    三  比丘等，何者為可繫縛之法耶？何者為繫縛耶？

    四  諸比丘！眼為可繫縛之法，凡對此生欲染，於此即是繫縛。

    五~九  耳是……鼻是……舌是……身是……意為可繫縛之法也，凡對此生欲染，

    於此即是繫縛。

    一0  諸比丘！此等稱為可繫縛之法，以此稱為繫縛。」

 S.35.110.執取

《雜阿含240經》
 ※ 二  「諸比丘！為說可執取之法與執取，且諦聽。

    三  諸比丘！何者為可執取之法耶？何者為執取耶？

    四  諸比丘！眼為可執取之法，凡對此生欲染，於此是執取。

    五~九  耳是……鼻是……舌是……身是……意為可執取之法，凡對此生欲染，於

    此即是執取。

▼. IV.120.
    一0  諸比丘！此等稱為可執取之法，於此稱為執取。」

S.35.111.了知(一)

《雜阿含242經》
 ※ 二~七  「諸比丘！於眼不知解、不曉了、不離欲、不捨棄，則不足以破除苦惱。於

    耳……於鼻……於舌……於身……於意不知解、不曉了、不離欲、不捨棄，則不足

    以破除苦惱。

    八～一三  諸比丘！於眼知解、曉了、離欲、捨棄，則足以破除苦惱，於耳……於

    鼻……於舌……於身……於意知解、曉了、離欲、捨棄，則足以破除苦惱。」

IV,90.

S.35.112.了知( 二)

《雜阿含242經》
 ※ 二~七  「諸比丘！於色不知解、不曉了、不離欲、不捨棄，則不足以破除苦惱。於

    聲……於香……於味……於觸……於法不知解、不曉了、不離欲、不捨棄，則不足

    以破除苦惱。

    八~一三  諸比丘！於色知解、曉了、離欲、捨棄，則足以破除苦惱。於聲……於

    香……於味……於觸……於法知解、曉了、離欲、捨棄，則足以破除苦惱。」

    註1 暹羅本一一一和一一二合為一經。

 S.35.113.侍聞

    一  一時，世尊住那提卡磚堂。

    二  時，獨坐冥想之世尊，宣說此教法曰：

    三  「緣眼與色而生眼識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣，依愛之緣……

    [參照一0七、4.……如是則生起一切苦蘊。

    四~八  緣耳與聲……緣鼻與香……緣舌與味……緣身與觸……緣意與法生意識，

    三者和合為觸，緣觸生受，緣受生愛，緣愛生取……[參照一0七、9.……如是

    則生起此一切苦蘊。

    九  緣眼與色而生眼識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣而愛，依此愛無

    餘離卻滅盡，則有取之滅盡……[參照一0六、一1.……如是此一切苦蘊滅盡。

    一0~一四  緣耳與聲……緣鼻與香……緣舌與味……緣身與觸……緣意與法而生

    意識，三者和合為觸，依觸之緣生受，依受之緣而生愛，依此愛之無餘離卻滅盡，

▼. IV.122.
    則有取之滅盡……[參照一0六、一6.……如是則此一切苦蘊之滅盡。

IV,91. 一五~一七  其時1有一比丘侍聞世尊而立。世尊見此比丘侍聞而立，見已，乃對

    此比丘曰：

        「比丘！汝聞此教法否？」

        「大德！唯然，我聞此。」

        「比丘，汝當習此教法。比丘！汝須通達此教法。比丘！汝須受持此教法，比丘！

    此教法為梵行之根本者。」

        其攝頌：

，安穩者執取

，苦世間與勝

，結縛與執取

，二了知侍聞

    註1 暹羅本以下獨立一經。若從「侍聞」之經題看，此亦有一理，似是斷絕，唯以下即無任何意

        義之經。

第二 世間欲類品

S.35.114.魔索(一)

《雜阿含244經》
 ※ 二~七  「諸比丘！以眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。比丘若喜悅、

    讚美於此，戀著於此者，諸比丘！此比丘可稱為入魔之住屋，屈服於魔之權力。彼

    之頸，被魔索所纏絡，彼即被魔縛所縛，而順波旬之意欲……諸比丘！意所識之法

IV,92. 快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若喜悅、讚美於此，戀著此者，諸比丘！

    此比丘則稱為入魔之住屋，屈服於魔之權力。彼之頸被魔索所纏絡，彼被魔縛所縛，

    而順於波旬之意欲。

    八~一三  諸比丘！以眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若不喜

    悅、不讚美於此，不戀著於此而住者，諸比丘！此比丘可稱為不入魔之住屋，不屈

▼. IV.124.
    服於魔之權力。彼之頸脫於魔索，彼解魔繫縛，不順於波旬之意欲。……意所識之

    法快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若不喜悅、不讚美於此，不戀著於此者，

    諸比丘！此比丘可稱為不入魔之住屋，不屈服於魔之權力。彼之頸脫於魔索，被解

    離魔縛，不順於波旬之意欲。」

 S.35.115.魔索(二)

《雜阿含244經》
 ※ 二~七  「諸比丘！以眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。比丘若喜悅、

    讚美於此，戀著於此而住者，此比丘則被縛於眼所識之色，可稱為入魔之住屋，屈

    服於魔之權力，以順於波旬之意欲。意所識之法快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，

    比丘若喜悅、讚美於此，戀著於此而住者，諸比丘！此比丘則被縛於意所識之法，

    稱為入魔之住屋，屈服於魔之權力，以順於波旬之意欲。

    八~一三  諸比丘！以眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念。比丘若不喜

    悅、不讚美於此，不戀著於此而住者，諸比丘！此比丘則不被縛於眼所識之色，稱

    為不入魔之住屋，不屈服於魔之權力，不順於波旬之意欲……諸比丘！耳所識之聲

    ……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……意所識之法快意、可愛、樂、

IV,93. 喜愛，誘生欲念。比丘若不喜悅、不讚美於此，不戀著於此而住者，諸比丘！此比

    丘則稱為不被縛於意所識之法，不入魔之住屋，不屈服於魔之權力，不順於波旬之

    意欲。」

S.35.116.世間欲類(一)

《雜阿含244經》
 ※ 二  「諸比丘！余不言，依行往世間之終而可知可見世間之終
，然則諸比丘！余亦

    不言不達世間之終，而可到達苦之終。」宣說此後，世尊則從座起，而入精舍。

    三  時，世尊離去不久，此等之比丘心生思念：「諸友！世尊為我等說：「諸比丘！

    余不言依行往世間之終而可知可見世間之終，然則諸比丘！余亦不言不達世間之

    終，而可得達苦之終。」如是略說此教，而未精細解說其意義，即從座起，而入精

    舍。對世尊所略說，有誰能詳細解說此教之意義耶？」

    四  時，此等比丘心生思念：「此尊者阿難，乃大師所稱揚，為有智之同梵行者所尊

    敬。尊者阿難於世尊所略說未精細解說之意義，能精細解說此教之意義。吾等當詣

    尊者阿難處。詣已，向尊者阿難，可問此之意義。」

    五  於是，此等比丘來詣阿難處。詣已，與尊者阿難共相問訊，交談親愛、懇熱之

▼. IV.126.
    語已，坐於一面。

IV,94. 六  坐於一面之此等比丘，向尊者阿難曰：「友阿難！世尊為我等說：「諸比丘！余

    不言依行往世間之終而可知可見世間之終，然則，諸比丘！余亦不言不達世間之終，

    而可得達苦之終。」如是略說此教，而未精細解說此教之意義，即從座起，而入精

    舍。友！世尊去後不久，吾等比丘心生思念：「諸友！世尊為我等說：「諸比丘！余

    不言依行往世間之終而可知可見世間之終，然則，諸比丘！余亦不言不達世間之終，

    可得達苦之終。」如是略說此教，而未精細解說此教之意義，即從座起，而入精舍。

    對世尊之略說，而未詳細解說者，誰能詳細解說此教之意義耶？」友！於此，吾等

    心生思念：「諸友，此尊者阿難為大師所稱揚，為有智之同梵行者所尊敬。尊者阿

    難或對世尊之略說，而未詳細解說者，能詳細解說此教之意義。吾等來詣尊者阿難

    處，詣已，可向尊者阿難以問此義。」請尊者阿難，以為解說。」

    七  「諸友！譬如有人欲得樹心，為求樹心、探尋樹心而巡行，於有樹心之挺拔直立

    樹前，捨其根，捨其幹，思向枝葉以探尋樹心。當大師現前，於世尊之外，向吾問

    此意義，汝等尊者之所思，此義亦猶如是。諸友！此世尊，知而示知，見而示見，

    是眼、是智、是法、是梵、是語者、說者，為齎持利益，是施與甘露味之法主如來

IV,95. 。而今正是向世尊奉問此意義之時，世尊為汝等賜予釋答，汝等對此應護持。」

    八  「實則友阿難！世尊知而示知，見而示見，是眼、是智、是法、是梵、是語者、

    說者，為齎持利益，是施甘露味之法主如來，而今正是向世尊奉問此義之時。世尊

    為我等釋答，我等當護持於此。然而尊者阿難，為大師所讚揚，有智之同梵行者所

    尊敬。尊者阿難對世尊之略說，能以詳解此教之意義，而未予詳加解說。尊者阿難！

    當不為難，請為解說。」

    九  「然則，諸友！且諦聽，善思惟，我當為說。」

        「唯然，友！」此諸比丘應答尊者阿難。

    一0  尊者阿難答說，如次曰：「諸友！世尊為汝等說：「諸比丘！余不言由行往世

    間之終而可知可見世間之終，然而諸比丘！余亦不言不達世間之終，而可得達苦之

    終。」如是，諸友！世尊略說示教，而未精細解說其意義，即從座起，而入精舍，

    對此教之意義，余如是詳知：

    一一  諸友！凡夫依彼以為世
想，若有以為世想者，於聖者之語義彼稱之為世。

▼. IV.128.
    諸友！依何以為世想？以為世思者？諸友！若依眼以為世想，以作為世思者，諸法

    友！若依耳……依鼻……依舌……依身……諸友！依意，以為世想、以為世思者，

    於聖者之語義，彼稱為世。諸友！若因彼以為世想，以為世思者，於聖者之律，彼

    稱為世。

IV,96. 一二  世尊為汝等說：「諸比丘！余不言依行往世間之終而可知可見世間之終，然

    而諸比丘！余亦不言不達世間之終，而可得達苦之終。」如是略說示教，而未解說

    其詳細意義，即從座起，而入精舍。諸友！世尊之略說示教，而未精細解說其意義，

    此教之意義，余如是知。然而汝等尊者若有意願，當詣世尊住處，以奉問此義，世

    尊將予釋答，則應護持。」

        「唯然，友！」此比丘等應答尊者阿難，即從座起，往詣世尊住處，禮拜世尊，

    坐於一面。

    一三  坐於一面之諸比丘，白世尊曰：「大德！世尊為我等[說]：「諸比丘！余不

    言依行往世間之終而可知可見世間之終，然而諸比丘！余亦不言不達世間之終，而

    可達得苦之終。」如是略說示教而未解說其詳細意義，即從座起，而入精舍。大德！

    世尊離去未久，吾等心如是思念：「諸友！世尊為吾等說：「諸比丘！余不言依行往

    世間之終而可知可見世間之終，然而諸比丘！余亦不言未達世間之終而可達得苦之

    終。」如是略說示教，而未解說詳細之意義，即從座起，而入精舍。對世尊之略說示

    教，而未作詳細解說其意義，有誰能詳細解說此教之意義耶？」

    一四  大德！吾等心生思念：「此尊者阿難為大師所稱揚，為有智之同梵行者所尊

IV,97. 敬。尊者阿難或對世尊之略說示教，而未作詳細解說，當能詳細解說此教之意義。

    吾等往詣尊者阿難之處，向尊者阿難當可問此意義。」因此，大德！吾等往詣阿難

    住處，向阿難請問此意義。

    一五  大德！尊者阿難為吾等，以此法、以此句、以此文解說其意義。」

        「諸比丘！阿難是賢者，諸比丘！阿難是大智者。諸比丘！汝等若向余問此之意

    義，余亦與阿難之對此所釋答作完全相同之釋答。此即其意義，當如是對此護持。」

    註1 依註之「世間之終」(lokassa anto)，謂輪迴世界之終，即言終結輪迴之轉生。

      2 對loka-sanni,loka-mani註有lok0 ti sanjanati c'eva mannati ca，乃「以為世想

▼. IV.130.
        者，以為世思者」。

 S.35.117.世間欲類(二)

《雜阿含211經》
 ※ 二  「諸比丘！余正覺以前，為未證正覺之菩薩[時]，起如是之心：「余心曾觸世

    間之欲念，於今，已成過去、滅盡、變壞。於此，余心或對現在之欲念有多動，或

    對未來之欲念有少動。諸比丘！當時余起如是心，對余心曾有觸之世間欲念，於今

    已成過去、滅盡、變壞者，於此，余為自己應不放逸，常防護正念。」

    三  然而諸比丘！汝等心亦曾有觸世間欲念，於今已成過去、滅盡、變壞。於此，

    汝等之心或有對現在之欲念多動，或有對未來之欲念少動，然則諸比丘！汝等之心

    亦曾有觸五種之欲念，於今已為過去、滅盡者。於此，汝等為自己應不放逸，常防

IV,98. 護正念。

    四  然而，諸比丘！此為須知
之境，眼之滅，離色想
之欲，此為須知之境。耳

    之……鼻之……舌之……身之……意之滅，離法想之欲，此為須知之境。」

    五  說此之後，世尊即從座起，而入精舍。

    六  時，世尊離去未久，此等比丘心生思念：「諸友！世尊為吾等說：「諸比丘！

    然則，此為須知之境。眼之滅，以離色想之欲，此為須知之境。耳之……鼻之……

    舌之……身之……意之滅，以離法想之欲，此為須知之境。」如是簡略說示此教而

    未詳細解說其意義，即從座起而入精舍。對世尊略說示教而未詳細解說，有誰能詳

    細解說此教之意義？」

    七  時，此等比丘心生思念：「此尊者阿難乃大師所稱揚，為有智之同梵行者所尊

    敬，尊者阿難或對世尊之略說，能詳細解說此教之意義。吾等當詣尊者阿難住處。

    詣已，向尊者阿難請問此之意義。」

    八  因此，此等比丘往詣阿難住處。詣已，與尊者阿難共相問訊，交換親愛、懇熟

IV,99. 之語後，坐於一面。

    九  坐於一面之此等比丘，言尊者阿難曰：「友阿難！世尊為吾等說：「諸比丘！然

    則，此為須知之境。眼之滅，以離色想之欲
，此為須知之境。耳之……鼻之……

    舌之……身之……意之滅，以離法想之欲，此為須知之境。」如是略說示此教而未

    詳細解說此意義，即從座起而入精舍。友！世尊離去未久，吾等心生思念：「世尊

▼. IV.132.
    為吾等說：「諸比丘！然則，此為須知之境。眼之滅，以離色想之欲，此為須知之境。

    耳之……鼻之……舌之……身之……意之滅，以離法想之欲，此為須知之境。」如是

    略說示此教而未詳細解說此意義，即從座起而入精舍。對世尊所略說而未詳細解說

    者，有誰能詳細解說此教之意義耶？」友！吾等心生思念：「諸友！尊者阿難為大

    師所稱揚，為有智之同梵行者所尊敬。尊者阿難或對世尊之所略說而未作詳解說者，

    當能詳細解說此教之意義。吾等則詣尊者阿難住處，向尊者阿難問此意義。」尊者

    阿難，且請解說。」

    一0~一一  「諸友！譬如有人欲得樹心，尋求樹心，探索樹心而出往巡行，應於有

    樹心之樹前
……

    一二  「然則諸友！且諦聽，當善思惟，我將說此。」

IV,100.    「唯然，友！」此等比丘應答尊者阿難。

    一三  尊者阿難作如次言曰：「諸友！世尊為汝等說：「諸比丘！然則，此為須知之

    境。眼之滅，以離色想之欲，此為須知之境。耳之……鼻之……舌之……身之……

    意之滅，以離法想之欲，此為須知之境。」如是諸友！世尊之略說示教，而未詳細

    解說其意義，余如是知此教之意義。「諸比丘！然則，此為須知之境。眼之滅，以離

    色想之欲，此為須知之境。」諸友！於此，世尊乃說示六處
之滅盡也。

    一四  諸友！對世尊略說示教而未詳細解說其意義者，余如是知此教之意義。然則，

    汝等尊者若有意願者，當往詣世尊住處請問此義，即如世尊所釋答，則應護持。」

        「唯然，友！」此諸比丘應諾尊者阿難後，即從座起，往詣世尊住處，禮拜世尊，

    坐於一面。

    一五  坐於一面之此等比丘，白世尊曰：「大德！世尊為吾等說：「諸比丘！然則，

    此為須知之境，眼之滅，以離色想之欲，此為須知之境。耳之……鼻之……舌之……

    身之……意之滅，以離法想之欲，此為須知之境。」如是略說示教而未詳細解說此

IV,101.意義，即從座起而入精舍。大德！世尊離去未久，吾等心生如是思念：「諸友！世

    尊為吾等：「諸比丘！然則，此為須知之境，眼之滅，以離色想之欲，此為須知之

    境。耳之……鼻之……舌之……身之……意之滅，以離法想之欲，此為須知之境。」

    如是略說示教而未詳細解說此意義，即從座起而入精舍。對世尊略說示教而未詳細

    解說此意義者，有誰能詳細解說此教之意義耶？」

▼. IV.134.
    一六  大德！吾等心生思念：「此尊者阿難乃大師所稱揚，乃有智之同梵行者所尊

    敬。尊者阿難對世尊之略說而未詳細解說此意義者，或能詳細解說此教之意義。吾

    等當詣尊者阿難住處，可向尊者阿難請問此意義。」

    一七  大德！因此，我等往詣阿難住處，向尊者阿難請問此意義。大德！尊者阿難，

    為吾等，以此法、以此句、以此文解說此意義。」

        「諸比丘！阿難為賢者，諸比丘！阿難為大智者，諸比丘！汝等若向余問此意

    義，亦與問於阿難之此釋答，完全相同之釋答。此乃其意義，如是對此應護持。」

    註1 為心之防護，應不放逸，應常正念，謂非於過去之已知境(ayatana-vidita)是於未來當

        知境(ayatana-veditabba)之意。

      2 「對色之想」乃色之概念。對香、味、觸、法亦然。

      3 以下本經(一一七)和一一六經之異，唯此「中」之文句而已。

      4 於原典：「離欲」換用nirujjhati「滅」。余倣六節以下之文而用「離欲」暹羅字作virajjati。

      5 參照一一六經七。

      6 六處(處於上面譯為境，同一原語)之滅盡謂涅槃。

S.35.118.帝釋

    一  爾時，世尊住王舍城外之靈鷲山。

    二  時，諸天之主帝釋，來詣世尊住處。禮拜世尊，立於一面。

    三  立於一面之諸天主帝釋，如次白世尊言：「大德！於此大德！或有情於現生不

IV,102.得入涅槃，乃以何為因？以何緣耶？大德！又此處，或有情於現生入於涅槃，乃以

    何為因？以何為緣耶？」

    四  「諸天之主！眼所識之色快意、可樂、可愛、喜愛，誘生欲念，比丘若喜悅、讚

    美於此，戀著於此而住者，則喜悅、讚美於此，而戀著於此而住者之識，則依止於

    此，取執於此。諸天之主！有執取之比丘，不得入涅槃。

    五~九  諸天之主！耳所識之聲……鼻所識之香、舌所識之味……身所識之觸……

    意所識之法快意、可愛、可樂、喜愛，誘生欲念。比丘若喜悅、讚美於此，戀著於

    此而住者。則喜悅、讚美於此；而戀著於此而住者之識，則依止於此，取執於此。

▼. IV.136.
    諸天之主！有取執之比丘，不得入涅槃。

    一0  諸天之主！於此，或有情現生之不得入涅槃，乃此因、此緣。

    一一~一六  諸天之主！眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若不

    喜悅、不讚美於此，不戀著於此而住者，則不喜悅，不讚美於此；不戀著於此而住

    者之識，則不依止於此，不取執於此。諸天之主！無取執之比丘入於涅槃。諸天之

    主！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之識……意所識之法快

    意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若不喜悅、不讚美於此，不戀著於此而住者，

    則不喜悅、不讚美於此；不戀著於此而住者之識，即不依止於此，不取執於此。諸

    天之主！無取執之比丘入於涅槃。

    一七  諸天之主！於此，或有情之現生入於涅槃，乃以此因、乃以此緣。」

IV,103.

S.35.119.五結乾闥婆子

    一  爾時，世尊住王舍[城外]之靈鷲山。

    二  時乾闥婆之子五結，來詣世尊住處，禮拜世尊、立於一面1。

    註1 以下同一一八經，唯五結天子換「諸天主帝釋」而已。

 S.35.120.舍利弗

    一  爾時，尊者舍利弗住舍衛[城外]之祇陀林給孤獨長者之園。

    二  時，有一比丘來詣尊者舍利弗住處，與尊者舍利弗共相問訊，交談親愛懇熱之

    語後，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，言尊者舍利弗曰：「友舍利弗！同住之比丘捨棄戒而轉向俗

    身。」

    四  「友！不守諸根之門，不辨食物之量，不專心於覺醒者，當即如是。友！實則

IV,104.彼之比丘者，不守諸根之門，不辨食物之量，不專心於覺醒者，則彼對完見極淨之

    梵行，欲終生續行，未有如是之理。

    五  友！實則彼比丘若守諸根門，辨食物量，專心於覺醒者，彼能終生續行完具之

    極淨梵行，則有如是之理。

    六  友！如何為守諸根之門耶？友！於此有比丘，以眼見色，不執總相，不執別相，

▼. IV.138.
    彼若不攝護眼根而住者，則以此為因，有貪、憂、惡、不善之法來襲於彼。然而彼

    為實行攝護其眼根，達到守眼根，眼根之攝護。以耳……以鼻……以舌……以身……

    以意識法，不執總相，不執別相，彼若不攝護意根而住者，則以此為因，有貪、憂、

    惡、不善之法來襲於彼。然而被為實行攝護其意根，達到守意根，意根之攝護。友！

    如是為守諸根門。

    七  友！如何於辨食物之量耶？友！於此有比丘，深思省慮以攝取食物，不為戲奢，

    不為莊嚴莊飾，只要此身之存住，對此繼續，以防危害，乃為梵行之利益。思：「如

    是，棄除舊之苦感，不生新之苦感。余有生活之質，無有過誤，應得安樂住。」友！

    如是於食物辨量。

    八  友！如何專心於覺醒耶？友！於此有比丘，於日中因經行安坐，以除心諸障礙

    之法
。於夜
之初分，因經行安坐，以除心諸障礙之法，於夜之中分，右脅作獅

IV,105.子臥，以一足疊於另一足，正念正智，胸置起床之想，而於夜之後分起出，因經行

    安坐，除心諸障礙之法，友！如是為專心覺醒。

    九  然而友！應如是修習：「守我等諸根之門，於食物辨量，專心於覺醒。」友！

    汝等必如是修習。」

    註1 avarana=nivarana，謂指貪欲、瞋恚、惛沈、掉悔，疑等五種。

      2 夜間之十二小時三分而稱為初分、中分、後分。

 S.35.121.羅睺羅

《雜阿含200經》，M.147. Cularahulovadasuttam 教羅睺羅小經
    一  爾時，世尊住舍衛[城外]祇陀林，給孤獨[長者]之園。

    二  時，世尊獨坐冥想，心起如是之思念：「羅睺羅正完熟解脫之法，我更指教羅睺

    羅以滅盡諸漏。」

    三  於是，世尊於晨早著內衣、持缽衣，為托缽赴舍衛城中，食後從托缽歸來，以

    呼尊者羅猴羅曰：「羅睺羅！當取座具，我等為日中之休息，往安達林。」

    「唯然，大德！」尊者羅睺羅應諾世尊，持坐其隨世尊之後而行。

    四  其時，有數千之天神等，亦隨世尊而行：「今日世尊更為指教尊者羅睺羅，於滅

    盡諸漏。」

▼. IV.140.
    五  時，世尊已入安達林，於一樹下坐於所設之座，尊者羅睺羅亦禮拜世尊，坐於

IV,106. 一面。世尊言於坐在一面之尊者羅睺羅曰：

    六  「羅睺羅！汝於此作如何思惟耶？眼是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識否？」

        「不也！大德！非是。」

        「色是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

         ……

        「眼識是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「眼觸是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡以此眼觸為緣所生之受、想、行、識所攝者，此亦是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識否？」

        「不也！大德！非是。」

    七~一0  「耳是……鼻是……舌是……身是……

    一一  「意是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

▼. IV.142.
        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」是如認

    識否？」

IV,107.   「不也！大德！非是。」

        「法是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

         ……

        「意識是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「意觸是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡以此意觸為緣所生之受、想、行、識所攝者，彼亦常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，彼是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識否？」

        「不也！大德！非是。」

    一二  「羅睺羅！如是觀之，有聞聖弟子厭嫌於眼，厭嫌於色，厭嫌於眼識，厭嫌於

    眼觸，凡以眼觸為緣所生之受、想、行、識所攝者，亦厭嫌於此……於耳……於鼻

    ……於舌……於身……厭嫌於意，厭嫌於法，厭嫌於意識，厭嫌於意觸，凡以意觸

    為緣所生之受、想、行、識所攝者，亦厭嫌於此。因厭嫌而離欲，因離欲而得解脫，

    於得脫而「我解脫」之智生，證知：生已盡、梵行已成、應作已作、更不為如是再

    生。」

    一三  世尊宣說已！尊者羅睺羅心歡喜，歡受世尊之所說。而於此宣說之釋答，尊

    者羅睺羅無所取著，其心由諸漏解脫。數千之天神等亦起離塵遠垢之法眼，「凡集法

    者、皆滅法也。」

S.35.122.繫縛

《雜阿含239經》
    一  「諸比丘
！為說可繫縛之法與繫縛，且諦聽。

▼. IV.144.
108 二  諸比丘！何者是可繫縛之法？何者是繫縛耶？

    三  諸比丘！以眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，諸比丘！此等稱為

    可繫縛之法。凡對此之欲染，此即是繫縛於此。

    四~八  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……

    意所識之法快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，諸比丘！此等稱為可繫縛之法，凡

    對此之欲染，即是繫縛於此。」

    註1 參照一0九經。

S.35.123.取執

《雜阿含240經》
    一  「諸比丘
！為說可取執之法與取執，且諦聽。

    二  諸比丘！何者為可取執之法？何者為取執耶？

    三  諸比丘！眼所識之色
……

    諸比丘！此等稱為可取執之法。凡對此之欲染，即是取執於此。」

世間欲類品第二 [終]

        其攝頌曰：

，魔索說二經

，以世間欲類

，又以說二經

，帝釋與五結

，尊者舍利弗

，與及羅睺羅

，繫縛與取執

，以此名此品

    註1 參照一一0經。

      2 以下一二二經之三同以下。

▼. IV.146.
IV,109.

第三 居士品

 S.35.124.毘舍離

《雜阿含237經》
    一  爾時，世尊住於毘舍離[城外]之大林重閣講堂。

    二  時，名為郁瞿婁毘舍離之居士，來詣世尊住處……

    三  坐於一面之毘舍離人郁瞿婁居士，白世尊曰：「大德！於此1或有情於現生不得

    入於涅槃，以何為因？以何為緣耶？大德！於此而又，或者有情於現生入於涅槃，

    以何為因？以何為緣耶？」

    四  「居士！眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若喜悅、讚美於此，

    戀著於此而住者，則喜悅、讚美於此，戀著於此而住之諸識，則依止於此，取著於

    此。居士！有取執之比丘，則不入於涅槃。

    五~九  居士！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……意

    所識之法……居士！有取執之比丘，則不入於涅槃。

    一0  居士！於此，或有情於現生不入於涅槃，即以此為因，以此為緣。

    一一~一六  居士！眼所識之色快意、可愛、樂、喜愛，誘生欲念，比丘若不喜悅、

    不讚美於此，不戀著於此而住者，則不喜悅、不讚美於此，不戀著於此而住者之識，

    即不依止於此，不取執於此。居士！無取執之比丘，則入於涅槃。居士！耳所識之

    聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……意所識之法……居士！無取

    執之比丘，則入於涅槃。

IV,110. 一七  居士！於此，或有情於現生入於涅槃者，以此為因，以此為緣。」

    註1 參照一一八經之三。

S.35.125.發提(郁伽居士)

    一  爾時，世尊住發提族中之發提村。

    二  時，名郁瞿婁發提村人之居士，來詣世尊住處……

    三  坐於一面之發提村人居士郁瞿婁白世尊曰：「大德！於此，或者有情於現生不入

▼. IV.148.
    於涅槃，以何為因？以何為緣耶？」

    四~一六  [應如前經之詳說]

    一七  居士！於此，或者有情於現生入於涅槃，以此為因，以此為緣。」

S.35.126.那爛陀(優波離居士)

    一  爾時，世尊住那爛陀之婆瓦利加菴羅林。

    二  時，居士優波離，來詣世尊住處……

    三  坐於一面之居士優波離，白世尊曰：「大德！於此，或有情於現生不入於涅槃

    者，以何為因？以何為緣耶？於此而又，或者有情於現生入於涅槃者，以何為因？

    以何為緣耶？」

    四~一六  [可照前經之詳說]

    一七  於此，居士！或有情於現生入於涅槃，乃以此為因，以此為緣。」

 S.35.127.賓頭羅婆羅陀闍

《雜阿含1165經》
    一  爾時，尊者賓頭羅婆羅陀闍，住憍賞彌國之瞿史羅園。

    二  其時，優填那王來詣尊者賓頭羅婆羅陀闍住處，與尊者賓頭羅婆羅陀闍共相問

    訊，交換親愛懇懃之語後，坐於一面。

    三  坐於一面之優填那王言尊者賓頭羅婆羅陀闍曰：「婆羅陀闍！此年輕之比丘

    等，少年黑髮叢生而多顯活力，以青春盛年之身，無娛於諸欲，一生行完具極淨之

    梵行，以至終生者，以何為因？以何為緣耶？」

    四  「大王！此乃彼之知者、見者、世尊、應供者、正等覺者之所宣說，而曰：「來！

    諸比丘！汝等對於與母相等年齡之女，當起母心想，對與姊妹相等年齡之女，當起

IV,111. 姊妹心想，對於與女兒年齡相等之女，當起女兒心想。」大王！對此亦然，此乃年

    輕比丘等，少年黑髮叢生而多顯活力，以青春盛年之身，無娛於諸欲，一生行極淨

    之梵行，以至終生之因、之緣是。」

    五  「婆羅陀闍！心乃虛浮者，或將對於與母相等年齡之女亦起欲念，或對與姊妹相

    等年齡之女亦起欲念，或對於與女兒相等年齡之女亦起欲念。婆羅陀闍！此年輕比

    丘，少年黑髮……以至終生，或有他因、他緣耶？」

    六  「大王！此彼之知者、見者、世尊、應供者、正等覺者之所說。而曰：「來！諸

    比丘！觀察此身由腳掌以上，由髮梢之下，以至皮膚，乃充滿種種不淨之物。此身

▼. IV.150
    有髮、毛、爪、齒、皮膚、肉、筋、骨、骨髓、腎、心、肝、膜、腓、肺、大腸、

    小腸、胃、糞、膽汁、痰、膿、血、汗、脂、淚、膏、唾、鼻涕、關節液、尿、腦

    漿等是。
」大王！對此亦然，此年輕比丘等，少年黑髮……以至終生之因、之緣。」

    七  「婆羅陀闍！有彼等身之修養、有戒之修養、有心之修養、有智之修養者，此乃

    為之易者。然而婆羅陀闍！無彼等身之修養、無戒之修養、無心之修養、無智之修

    養者，此乃為之不易。婆羅陀闍！或有人念：「當思惟我之不淨，」彼思惟為淨。

IV,112. 此年輕比丘等，少年黑髮……以至終生，有他之因、他之緣耶？」

    八  「大王！此乃彼知者、見者、世尊、應供者、正等覺者之所宣說，而曰：「來！

    諸比丘！汝等為護諸根而住，以眼見色，則不執總相，不執別相。人若不攝護眼根

    而住者，以此為因，貪、憂、惡、不善之法，則來襲於彼。為實行攝護眼根，守護

    眼根，以達到攝護眼根。以耳……以鼻……以舌……以身……以意識法，不執總相，

    不執別相。人若不攝護意根而住者，以此為因，貪、憂、惡、不善法，則來襲於彼。

    為實行其攝護意根，守護意根，以達到攝護意根。」大王！對此亦然，年輕諸比丘

    少年黑髮……以至終生之因、之緣。」

    九  「尊婆羅陀闍！是不思議，尊婆羅陀闍！是稀有者。尊婆羅陀闍！依彼知者、見

    者、世尊、應供者、正等覺者之所說，此諸年輕比丘，少年黑髮叢生而多顯活力，

    以青春盛年之身，無娛於諸欲，終生以行完具極淨梵行之因之緣者。

    一0  尊婆羅陀闍！余亦曾不守身、不守語、不守心、不樹立正念、不攝護諸根而

    入後宮，當時過大欲念惱迫余。然而尊婆羅陀闍！余守身、守語、守心、樹立正念

IV,113. 、攝護諸根入後宮，當時余未為欲念所惱倒。

    一一  奇哉！尊婆羅陀闍！奇哉！尊婆羅陀闍！尊婆羅陀闍恰如倒者起，覆者披

    露，對迷路者語示以道，於黑闇舉起油燈，言：「有眼者得見，」如是乃明瞭尊婆

    羅陀闍之說法。尊婆羅陀闍！余歸依彼世尊，亦歸依法與比丘僧，尊婆羅陀闍！願

    受納余自今日起，終生歸依為信士。」

S.35.128.須那(居士子)

    一  爾時，世尊住王舍[城外]之竹林，迦蘭陀飼養園。

    二  其時，居士之子須那來詣世尊住處……

    三  坐於一面之居士子須那，白世尊曰：「大德1！於此，或有情於現生不得入於涅

▼. IV.152.
    槃，以何為其因？以何為其緣耶？而又於此，或者有情於現生入於涅槃者，以何為

    因？以何為緣耶？」

        [如一二七經之詳說]

        「須那！於此，或有情之……以此為因、為緣。」

    註1 參照一一八、一一九、一二四~一二六經。

S.35.129.瞿史羅(居士)

《雜阿含460經》
    一  爾時，尊者阿難住憍賞彌城之瞿史羅園。

    二  時，瞿史羅居士來尊者阿難住處：

    三  坐於一面之瞿史羅居士，白尊者阿難曰：「大德阿難！所稱：「種種界，種種界

IV,114.者，」大德！世尊所說幾何之種種界耶？」

    四  「居士！有眼界與可意之色，緣眼識與樂感之觸，所生之樂受1。居士！有眼界

    與不可意之色，緣眼識與苦感之觸，所生之苦受。居士！有眼界與可捨之色，緣眼

    識與非苦非樂所感之觸，所生非苦非樂。

    五~九  居士！耳界與……鼻界與……舌界與……身界與……意界與可意之法，緣

    意識與樂感之觸，所生之樂受。居士！有意界與不可意之法，緣意識與苦感之觸，

    所生之苦受。居士！緣意界與捨感之觸，所生之非苦非樂。

    一0  居士！以上乃世尊所說之種種界。」

    註1 眼界異色界異喜處、二因緣生識、三事和合生觸，又喜觸因緣生樂受(雜含卷十七、五)

IV,115.

S.35.130.訶梨提迦尼(長者)

《雜阿含553經》
    一  爾時，尊者大迦旃延住阿槃提國之拘羅羅迦羅山中。

    二  時，居士訶梨提迦尼，來詣尊者大迦旃延住處……

    三  坐於一面之居士訶梨提迦尼，自尊者大迦旃延曰：「大德！「緣種種界，生種種

    觸，緣種種觸，生受種種受。」此乃世尊之所說示。大德！如何緣種種界，生種種

    觸，緣種種觸，生種種受耶？」

▼. IV.154.
    四  「居士！於此有比丘，以眼見可意之色，知：「此為如是
，」緣眼識與樂感之

    觸，生樂受。又以眼見不可意之色，知：「此為如是，」緣眼識與苦感之觸，生苦

    受。又以眼見可捨之色，知：「此為如是，」緣眼識與非苦非樂感之觸，生非苦非

    樂。

    五~九  復次，居士！以耳聞可意之聲……以鼻嗅可意之香……以舌味可意之味

    ……以身觸可意之觸……以意識可意之法，知：「此為如是，」緣意識與樂感之觸，

IV,116. 生樂受。又以意識不可意之法，知：「此為如是，」緣意識與苦感之觸，生苦受。

    又以意識可捨之法，知：「此為如是，」緣意識與非苦非樂感之觸，生非苦非樂。

    一0  如是，居士！緣種種界，生種種觸，緣種種觸，生種種受。」

    註1 「此為如是」於此謂色之可意。PTS本及暹羅本「眼識」之次有「當感樂」之語。依註釋所示之

    意，照另一異本之所示，此語應可省略。

S.35.131.那拘羅父(居士)

    一  爾時，世尊住跋伽國失悅摩羅山恐怖林之鹿苑中。

    二  時，那拘羅父居士，來詣世尊住處……

    三  坐於一面之那拘羅父居士，白世尊曰：「大德！於此或有情於現生不得入於涅

    槃，以何為因？以何為緣耶？大德！於此，或者有情於現生入於涅槃者，以何為因？

    以何為緣耶？」

    四~九  「居士！有眼所識之色
……

    一0   居士！於此，或者有情於現生，不得入於涅槃，以此為因、以此為緣。

    一一~一六  居士！有眼所識之色
……

    一七  居士！於此，或者有情於現生，入於涅槃者，以此為因、以此為緣。」

    註1 以下同一一八經四~九。

      2以下同一一八經一一~一六

 S.35.132.魯醯遮(婆羅門)

《雜阿含255經》
▼. IV.156.
    一  爾時，尊者大迦旃延住阿槃提國之摩揭羅迦多
城外森林中之草庵。

IV,117.二  時，魯醯遮婆羅門之眾多弟子，採薪之青年等，來詣尊者大迦旃延之草鹿，於

    其周圍徘徊巡行，以高聲、大聲，行種種之挑戲
言：「此等圓頭之似非沙門，乃由

    梵天足部所生之邪黑醜奴，此等唯為擔荷夫所恭敬、尊重、供養、禮讚者。」

    三  於是，尊者大迦旃延出精舍來，告此等青年曰：「汝青年等！勿作響，我為汝等

    說法。」作如是言時，彼青年等默然而止。

    四  時尊者大迦旃延，以偈語告此青年等曰：

         (一)此等猶憶古法之古婆羅門，以戒為第一，而以壓其忿，其守諸根門，是

， 為善護持。

         (二)此等猶憶古法之古婆羅門，喜歡法與禪，但今婆羅門，則言：「吾等摒

， 棄此，而不予問聞
。」誇醉於本族，則以行非事。

         (三)違背於怯弱好勇之徒者，為忿之所壓，執種種刀杖，不守諸根門，而勤

， 空勞者，猶人夢得財。

IV,118.    (四)斷食露地臥，晨早之水浴，讀誦三吠陀，著粗獸皮衣，結髮及塗泥，持

， 咒[取]戒禁，[實履]苦行者。

         (五)詐術及曲杖，以水拭顏面，以此等明為，婆羅門要具，為生小利者。

         (六)能獲於禪定，清澄而無濁，對一切生類，無邪障之心，而此始可達，至

， 於梵天道。」

    五  因此，此青年等怒而思不快意，來至魯醯遮婆羅門之處，以告彼曰：「尊者！願

    有所知，沙門大迦旃延只管嘲罵婆羅門之神咒。」如是言時，魯醯遮婆羅門怒而思不

    快意。

    六  魯醯遮婆羅門心更思念：「我僅聞此青年等之言，則謗罵沙門大迦旃延，此於我

    為不適宜。我當赴彼住處而問。」

    七  因此，魯醯遮婆羅門與此等青年，共赴尊者大迦旃延住處，與尊者問訊、交談

IV,119.親愛懇熟之語後，坐於一面。

    八  坐於一面之魯醯遮婆羅門，語尊者大迦旃延語曰：「迦旃延！余之眾多弟子，採

    薪之青年等，來此處否？」

        「婆羅門，汝之眾多弟子，採薪之青年等曾來此處。」

▼. IV.158.
        「尊者迦旃延與此等青年之間，有何等之談話否？」

        「婆羅門！余與此等青年之間曾有談話。」

        「尊者迦旃延與此等青年之間，有如何之談話耶？」

        「婆羅門！余與此等青年之間有如是之談話：

         (一)「此等猶憶古法之古婆羅門，以戒為第一，而以壓其忿，其守諸根之門，

， 是為善護持。……

         (二)能獲於禪定，澄清而無濁，對一切生類，無邪障之心，而此始可達，至

， 於梵天道」。

        「婆羅門！余與此等青年之間，作如是談話。」

    九  「尊者迦旃延！所言「不守護諸根門」者，迦旃延！幾何為不守護諸根門耶？」

    一0  「婆羅門！於此，有人以眼見色，則心傾於可愛之色，則背拂於不可愛之色，

    不能使正念現前，缺乏思慮而住；又不如實知彼心解脫、慧解脫，則彼所起之惡、

IV,120. 不善之諸法，不能消滅無餘。

    一一~一五  以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸觸……以意識法，心

    傾可愛之法，背拂於不可愛之法，不能使正念現前，缺乏思慮而住；又不如實知心

    解脫、慧解脫，則彼所起之惡、不善之諸法，不能消滅無餘。

    一六  婆羅門！如是為不守護諸根門者。」

    一七  「尊者迦旃延！是不思議。尊者迦旃延！是稀有。尊者迦旃延！以不守護諸根

    門者，說不守護諸根門。尊者迦旃延！所言「守護諸根門，」尊者迦旃延！幾何為

    守護諸根門耶？」

    一八  「婆羅門！於此，有比丘以眼見色，則心不傾於可愛之色，不背拂於不可愛之

    色，使正念現前，無量思慮而住：又如實知彼心解脫、慧解脫，彼所起之惡、不善

    法，則消滅無餘。

    一九~二三  以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸於所觸……以意識

    法，心不傾於可愛之法，不背拂於不可愛之法，使正念現前，無量思慮而住；又如

    實知彼心解脫、慧解脫。彼所起之惡、不善法，則消滅無餘。

    二四  婆羅門！如是則為守護諸根門。」

    二五  「尊者迦旃延！是不思議！尊者迦旃延！是稀有！尊者迦旃延乃以守護諸根

▼. IV.160.
IV,121.門者，說示守護諸根門。奇哉！尊者迦旃延！奇哉！尊者迦旃延！尊者迦旃延恰如

    使倒者起，覆者顯露，迷道者得示以道，如黑闇中舉起油燈，使「有眼者得見，」

    如是，尊者迦旃延以種種方法，說法使明瞭。尊者迦旃延！余即歸依彼世尊，亦歸

    依法及比丘僧。尊者迦旃延！容納余從今日起，終生歸依為信士；尊者迦旃延若入

    摩揭羅多信士之家時，即請應入魯醯遮之家，於此，或青年男子或青年女子，當禮

    敬、迎拜尊者迦旃延，又有供奉座席與水者，此乃為彼等長時利益安樂。」

    註1 《雜阿含經》卷九，於三十一經為「獼猴室」。

      2 PTS本為selissaka暹羅本為seleyyaka在暹羅本的註釋為selokassaka互相捕背而跳

        起，註為彼此於行苦熱的(？tapana)「遊戲」。如蛙跳。

      3 PTS本雖為jappamase照暹羅本之註解為jahamhase，以jahama,sajjhama之語註

        之，以採用此。

S.35.133.毘紐迦旃延(婆羅門尼)

《雜阿含253經》
    一  爾時，尊者優陀夷住拘槃荼[城]兜泥耶婆羅門之菴羅林中。

    二  時，一青年為伊羅越奢利族出身之婆羅門女之弟子，來至尊者優陀夷住處……

    三  尊者優陀夷對坐於一面之青年說法教示，感動勉勵，使令善悅。

    四  時，彼青年依尊者優陀夷之說法教示，為所感動勉勵、喜悅而從座起。來詣伊

    羅越奢利族所出之婆羅門女處，對彼女語曰：「惟願大姊當知，沙門優陀夷能說初

IV,122.善、中善、終善，具足意義言句之法，說明一切具脩滿淨之梵行。」

    五  「然者，汝青年！且以吾之名，招請沙門優陀夷，明日受供食。」

        「唯唯，大姊！」青年應諾彼伊羅越奢利族出身之婆羅門女，即詣尊者優陀夷住

    處，而白尊者語曰：「尊者優陀夷！吾等之師伊羅越奢利族所出之婆羅門女，請尊者

    承諾明日受供食。」

        尊者優陀夷默然許諾。

    六  於是，尊者優陀夷其夜過後，晨朝著內衣，持缽、衣，入伊羅越奢利族所出婆

    羅門女住處。坐於所設之座。

    七  其時，伊羅越奢利族所出之婆羅門女，以勝味之硬軟食物，親手飽滿供養尊者

▼. IV.162.
    優陀夷。

    八  時，伊羅越奢利族出身之婆羅門女，知尊者優陀夷取食終了，手已離缽。穿履

    覆頭坐於高座，白尊者優陀夷曰：「沙門！請說法要。」

        「姊妹！時機將來。」言罷即從座起而離去。

    九  彼青年又詣尊者優陀夷住處，與尊者相問訊、交談親愛懇懃之話後，坐於一面。

    尊者優陀夷對坐於一面彼青年說法，教導勉勵使令欣悅。

    一0  彼青年又以尊者優陀夷所說法之教導勉勵、喜悅，而從座起，來詣伊羅越奢

    利族出身之婆羅門女處，言於彼女曰：「惟願大姊當知，沙門優陀夷說初善、中善

IV,123.、終善，具足意義文句之法，說明一切具脩滿淨之梵行。」

    一一  「青年！汝如是讚歎沙門優陀夷。然余亦請於沙門優陀夷：「沙門！請說法

    要。」彼言：「姊妹！時機將來。」即從座起而去。」

    一二  「雖然如是，然而大姊！汝穿履覆頭坐高座作如是言：「沙門！請說法要。」

    彼尊者則尊法、重法者。」

    一三  「然者，青年！汝以吾之名，招請沙門優陀夷明日來受供食。」

        「唯然，大姊！」青年應諾伊羅越奢利族出身之婆羅門女，來詣尊者優陀夷住處，

    語尊者曰：「尊優陀夷！吾等之師伊羅越奢利族出身之婆羅門女，請明日應諾供食。」

        尊者優陀夷默然許諾。

    一四  於是，尊者優陀夷其夜過後，晨早著內衣，持缽、衣，入伊羅越奢利族出身

    之婆羅門女處，坐於所設之座。

    一五  時，伊羅越奢利族出身之婆羅門女，以勝味之硬軟食物，親手供養尊者優陀

    夷至飽滿。

    一六  伊羅越奢利族出身之婆羅門女，知尊者優陀夷取食終了，手已離缽，則脫履

    露頭坐低座，而白尊者優陀夷曰：「大德！何物之所存，阿羅漢說苦樂耶？何物之不

    存，阿羅漢不說苦樂耶？」

    一七  「姊妹！眼之所存，阿羅漢說苦樂，眼之不存，阿羅漢不說苦樂。其之所存

IV,124.……鼻之所存……舌之所存……身之所存……意之所存，阿羅漢說苦樂，意之不存，

    阿羅漢不說苦樂。」

    一八  如是言已。伊羅越奢利婆羅門女自尊者優陀夷曰：「奇哉！大德！奇哉！大

▼. IV.164.
    德！尊者優陀夷恰如使倒者起，覆者顯露，迷路者語示以道，黑闇中舉油燈，使「有

    眼者得見，」如是尊優陀夷以種種方法，說法使明曉。尊者優陀夷！於此吾當歸依

    彼世尊，歸依法及比丘僧，惟願尊者優陀夷容納吾自今日起，終生歸依為信女。」

              居士品第三[終]

        其攝頌曰：

，毘舍離伐地

，以及那蘭陀

，與婆羅陀闍

，須那瞿師羅

，及訶梨陀迦

，那拘羅之父

，乃至魯醯遮

，毘紐迦旃延

，與婆羅門尼

第四 提婆陀訶品

S.35.134.提婆陀訶

《雜阿含253經》
    一  爾時，世尊住釋迦國名為提婆陀訶之釋迦族村。

    二  於此，世尊呼諸比丘曰：「諸比丘！余未言，所有之比丘於六觸處要作不放逸，

IV,125.且諸比丘！余亦未言所有之比丘於六觸處不須作不放逸。

    三  諸比丘！彼等比丘乃漏盡之阿羅漢，梵行已立、所作已辦、重擔已捨、自利已

    達，盡於生有之纏結，完全已證解脫者。諸比丘！此等之比丘，余不須言於六觸處

    作不放逸。何以故？

    四  彼等之已成不放逸，彼等已能不再放逸。

    五  諸比丘！彼等有學之比丘，未達所願，以求無上安穩(涅槃)而住者，諸比丘！

    此等之比丘於六觸處，余言要作不放逸。何以故？

    六  諸比丘！眼所識之色，有快意，有不快意，此等快、不快之色，以觸彼心，觸

▼. IV.166.
    而不存著於此。因心無執著，則起精進無動，不失正念現前，身體輕安而無狂躁，

    心住於定，集中於一頂點。諸比丘！余實言觀此不放逸之果，此等比丘於六觸處要

    作不放逸。

    七~一一  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸

    ……意所識之法，有快意亦有不快意，此等快與不快之法，以觸彼等之心，觸而不

    存著於此。因無執著於心，則起精進無動，不失正念現前，身體經安無狂躁，心住

    於定，集中於一點。諸比丘！余實言觀此不放逸之果，此等比丘於六觸處要作不放

    逸」。

IV,126.

 S.35.135.執著

《雜阿含210經》
 ※ 二  「諸比丘！此是汝等之利得，汝等之善利。諸比丘！汝等為得住梵行之好機。

    三  諸比丘！余見名為六觸處所屬之地獄。於此凡以眼見色，僅見不樂之色，不見

    樂色；僅見不可愛之色，不見可愛之色；僅見不喜之色，不見可喜之色。凡以耳聞

    聲……凡以鼻嗅香……凡以舌味味……凡以身觸觸……凡以意識法，唯識不樂之

    法，不識樂法；唯識不可愛之法，不識可愛之法；唯識不可喜之法，不識可喜之法。

    諸比丘！此乃汝等之利得，汝等之善利。諸比丘！汝等為得住梵行之好機。

    四  諸比丘！余見名為六觸處所屬之天。於此，凡以眼見色，唯見樂色，不見不樂

    色；唯見可愛之色，不見不可愛之色；唯見可喜之色，不見不可喜之色。凡以耳聞

    聲……凡以鼻嗅香……凡以舌味味……凡以身觸觸……凡以意識法，唯識樂法，不

    識不樂法；唯識可愛之法，不識不可愛之法；唯識可喜之法，不識不可喜之法。

        諸比丘！此乃汝等之利得，汝等之善利。諸比丘！汝等為得住梵行之好機。」

 S.35.136.不執著

《雜阿含210、308經》
    二  「諸比丘！諸天及世人乃以色為遊園，為色所刺激，因色之變壞、離背、滅盡，

    諸比丘！諸天及世人乃住於苦。以聲為遊園……以香為遊園……以味為遊園……以

    觸為遊園……以法為遊園，為法所刺激，因法之變壞、離背、滅盡，諸比丘！諸天

IV,127. 世人乃住於苦。

    三  諸比丘！如來、應供者、正等覺者，如實知色之生起與滅沒，甘味、患難與出

    離，不以色為遊園，不為色所刺激，因色之變壞、離背、滅盡，諸比丘！如來住於

    安住。」

▼. IV.168.
    四  世尊如是宣說，善逝如是說已，師更言於此曰：

         (一)「色、聲、香、味、觸與一切之法，謂可樂可愛又可意，乃有限者。

         (二)此等於人天世界以為安樂，此等之所滅，此乃彼等之思苦。

         (三)己身滅盡，於聖者雖見為樂，但一切世間之所見，則反於此。

         (四)為他(愚者)言樂，而聖者於此則言苦；在他言苦，聖者則知此為樂。

         (五)觸之法難知，無智者乃惑此，為煩惱所覆者則黑闇，不見者則有盲冥。

IV,128.   (六)善人開涅槃之道，知見之人，於此有光明，熟於大法
之人，則知近於

， 此。

         (七)為生有之欲所服者，隨行於生有之流者，入於魔王之領域者，則不知此

， 法。

         (八)除聖者，誰正知涅槃之道，善知此道而漏盡之人，乃入於般涅槃。

    五  諸比丘！諸天及世人以色為遊園，為色所刺激，因色之變壞、離背、滅盡，諸

    比丘！諸天世人乃住於苦。以聲……以香……以味……以觸……以法……

    六  諸比丘！如來、應供者、正等覺者為……
」

    註1 此八偈和Sn.759-765幾乎同樣，唯此一句二三言不同，故變成相反之意義，即於此成

        為santikena vijananti mahadhamma-kovida於Sn.為santikena vijananti maga

        dhammass'akovida可以取為「不熟」[如]獸之徒，不知近涅槃。

      2 以下同上之三節。

      3 以下同上之三節。

S.35.137.惡意者(1)

《雜阿含274經》，S.22.33.  S.35.101-102
 ※ 二  「諸比丘！凡非汝等之有者，皆當放捨，能放捨者，乃為汝等之利得安樂。

        諸比丘！何物為非汝等之所有？

    三~八  諸比丘！眼非汝等之所有，當放捨，能放捨者，乃為汝等得利益安樂。耳

IV,129. ……鼻……舌……身……意非汝等之所有，當放捨，能放捨者，乃為汝等得利益安

    樂。

    九  諸比丘！譬如於此祇陀林，人人對於草薪枝葉，或運走，或燃燒，或各隨所好

▼. IV.170.
    而處理。」人人將「吾等」或運去，或燃燒，或各隨所好而予處理。「汝等有如是之思

    否？」

        「大德！不也。」

        「何以故？」

        「大德！此非我，此非我之所屬。」

    一0  「如是，諸比丘！汝等之眼，此非汝等之所有，當放捨，汝等由於捨此者，乃

    為利益安樂。耳是……鼻是……舌是……身是……意是非汝等之所有，當放捨，汝

    等由於捨此者，乃為利益安樂。聲是……香是……味是……觸是……法是……。」

S.35.138.惡意者(2)

《雜阿含274經》，S.22.33.  S.35.101-102.
 ※ 二  「諸比丘！凡非汝等之所有者，當予放捨，因汝等之棄捨，此為汝等之利益安樂。

        諸比丘！何者為非汝等之所有？

    三~八  諸比丘！色非汝等之所有，當放捨，因汝等之放捨，乃為利益安樂。聲是

    ……香是……味是……觸是……法是非汝等之所有，當放捨，因汝等之放捨，此為

    利益安樂。

    九  諸比丘！譬如於此祇陀林……

    一0  如是諸比丘！色非汝等之所有，當放捨，因汝等之放捨，乃為利益安樂。聲

    是……香是……味是……觸是……法是……。」

    註1 參照一三七經之第九節。

 S.35.139.內因(一)

《雜阿含11-12、248經》
 ※ 三  「諸比丘！眼是無常。眼生起之因、緣者，此亦是無常。

        諸比丘！依無常所生之眼，如何有常住？

IV,130.四~八  諸比丘！耳是……鼻是……舌是……身是……意是無常，意生起之因、緣

    者，亦是無常。諸比丘！依無常所生之意，如何有常住？

    九  諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌
於眼……更如是證知：不再生來。」

    註1 同一經之第九節。

▼. IV.172.
 S.35.140.內因(二)

 ※ 三  「諸比丘！眼是苦。眼生起之因、緣者，亦是苦。諸比丘！依苦所生之眼，如何

    有樂？

    四~八  諸比丘！耳是……鼻是……舌是……身是……意是苦，意生起之因、緣者，

    亦是苦。諸比丘！依苦所生之法，如何有樂？

    九  諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌
於色……更如是證知：不再生來。」

    註1 同一經之第九節。

 S.35.141.內因(三)

 ※ 三  「諸比丘！眼是無我。眼生起之因、緣者，亦是無我。諸比丘！依無我所生之眼，

    如何有我？

    四~八  諸比丘！耳是……鼻是……舌是……身是……意是無我。意生起之因、緣

IV,131.者，亦是無我。諸比丘！依無我所生之意，如何有我？

    九  諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌
於眼……更如是證知：不再生來。」

    註1 見一經之九節。

S.35.142.外因(一)

 ※ 三  「諸比丘！色是無常，色生起之因、緣者，亦是無常。諸比丘！依無常所生之色，

    如何有常？

    四~八  諸比丘！聲是……香是……味是……觸是……法是無常。法生起之因、緣

    者，亦是無常。諸比丘！依無常所生之法，如何有常？

    九  諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌
1於色……更如是證知：不再生來。」

    註1 見一經之九節。

▼. IV.174.
S.35.143.外因(二)

 ※ 三  「諸比丘！色是苦，色生起之因緣者，亦是苦。諸比丘！依苦所生之色，如何有

    樂？

    四～八  諸比丘！聲是……香是……味是……觸是……法是苦，法生起之因、緣者，

    亦是苦。諸比丘！依苦所生之法，如何有樂？

    九  諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌1於色……更如是證知：不再生來。」

    註1 見一經之九節。

S.35.144.外因(三)

 ※ 三  「諸比丘！色是無我。色生起之因、緣者，亦是無我。諸比丘！依無我所生之色，

    如何有我？

    四～八  諸比丘！聲是……香是……味是……觸是……法是無我。法生起之因、緣

    者，亦是無我。諸比丘！依無我所生之法，如何有我？

IV,132.九  諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌
於色……更如是證知：不再生來。」

   提婆陀訶品第四[終]

        此攝頌：

，以提婆陀訶

，執著不執著

，惡意者有二

，依因而有三

，乃至內外二

    註1 見一經之九節。

▼. IV.176.
第五 新舊品

 S.35.145.業

 ※ 二  「諸比丘！余說新舊之業，業之滅盡，以達業滅盡之道。且諦聽，當善思惟，余

    將宣說。

    三  諸比丘！以何者為舊業？眼是所作為、所思念、所感覺之舊業之所成。耳……

    鼻……舌……身……意是所作為、所思念、所感覺之舊業之所成。

        諸比丘！此稱之舊業。

    四  諸比丘！以何為新業？諸比丘！於如何之業，如今於身、於語、於意所作者，

    諸比丘！此稱為新業。

    五  諸比丘！何者是業之滅盡？諸比丘！凡任何由身業、語業、意業之滅盡而觸解

IV,133. 脫者，諸比丘！此即稱為業之滅盡。

    六  諸比丘！以何者為達業滅盡之道！

        此乃八支聖道，即：正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、正定

    是。

        諸比丘！此者稱為達業滅盡之道。

    七  如是，諸比丘！我為汝等說舊業、說新業、說業之滅盡、說達業滅盡之道。

    八  諸比丘！凡求利益，具有慈悲之師，而為弟子垂慈悲者，我為汝等已作畢。

    九  諸比丘！當於此等之樹下，或於此等之空屋行禪思，諸比丘！不為放逸，後日

    即無所悔。此乃我為汝等之教誡。」

S.35.146.有驗(一)

《雜阿含219-220經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說涅槃(成就)有驗之道，且諦聽，當善思惟，我即說之。

    諸比丘！何者為涅槃(成就)有驗之道？

    三  諸比丘！於此，有比丘見眼是無常，見色是無常，見眼識是無常，見眼觸是無

    常，見凡緣眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦皆是無常。

IV,134.四~八  耳是……鼻是……舌是……身是……意是無常。見法是無常，見意識是無

    常，見意觸是無常，見凡緣意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦皆無常。

    九  諸比丘！此即彼達涅槃(成就)之道。」

▼. IV.178.
S.35.147.有驗(二)

《雜阿含219-220經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說涅槃(成就)有驗之道，且諦聽……諸比丘！以何者為達

    涅槃(成就)有驗之道耶？

    三  諸比丘！於此，有比丘見眼是苦，見色是苦，見眼識是苦。見眼觸是苦，凡見

    緣眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，此亦皆苦。

    四~八  見耳是……鼻是……舌是……身是……見意是無常，見法是無常，見意是

    無常，見意觸是無常。凡緣意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，見此亦皆是

    無常。

    九  諸比丘！此即彼達涅槃(成就)有驗之道。」

S.35.148.有驗(三)

《雜阿含219-220經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說涅槃(成就)有驗之道，且諦聽……諸比丘！以何者為涅

    槃(成就)有驗之道耶？

    三  諸比丘！於此，有比丘見眼是無我，見色是無我，見眼識是無我，見眼觸是無

IV,135. 我，凡見緣眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是無我。

    四~八  耳……鼻……舌……身……意……

    九  諸比丘！此即彼涅槃(成就)有驗之道。」

S.35.149.有驗(四)

《雜阿含219-220經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說涅槃(成就)有驗之道，且諦聽……諸比丘！以何為涅槃

    (成就)有驗之道？

    三  諸比丘
！汝等如何思惟於此：眼是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！此是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是認

    識否？」

        「大德！非是。」

        「色是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

▼. IV.180.
        「眼識是……眼觸是……凡緣眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是常

    住耶？抑無當耶？」

        「大德！是無常。」

        「凡物之無常，是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」

        「凡物之無常、是苦而變壞之法，以「此是我所，此是我，此是我之我。」如是

    認識否？」

        「大德！非是。」

    四~八  耳是……鼻是……舌是……身是……意是……

    九  「諸比丘！如是見之，有聞聖弟子厭嫌於眼，厭嫌於色，厭嫌於眼識，亦厭嫌於

    眼觸……凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦厭嫌此。因厭嫌而離

IV,136. 欲……證知：不為如是再生。

    一0  諸比丘！此即彼達涅槃(成就)之道。」

    註1 以下參照三二經

 S.35.150.內住

《雜阿含235經》
 ※ 三  「諸比丘！當修此無內住、無師範之梵行。

    四  諸比丘！住於有內住、有師範
之比丘，是苦而不安穩，住於無內住、無師範

    之比丘，是安穩於安樂。

    五  諸比丘！住於有內住、有師範之比丘，如何為苦而不安穩耶？

    六  諸比丘！於此有比丘，以眼見色、有憶念、有志望，為結縛之緣，於彼起諸惡

    不善法，此等住彼之內心：「於彼之內心，住於諸惡不善之法，」因此稱為內住。

    此等亦軌示於彼：「諸惡不善之法、軌示於彼，」因此稱為有師範。

    七~一一  諸比丘！復次有比丘，以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸

    觸……以意識法而有憶念、有志望，為結縛之緣，彼起諸惡不善法，此等住彼之內

IV,137. 心：「彼之內心、住諸惡不善法，」因此稱為內住。此等亦軌示於彼；「諸惡不善

    法、軌示於彼，」因此稱為有師範。

▼. IV.182.
    一二  諸比丘！如是，住於有內住、有師範之比丘，是苦不安穩。

    一三  諸比丘！如何是住於無內住、無師範之比丘，是安穩於安樂耶？

    一四  諸比丘！於此有比丘，以眼見色，有憶念、有志望，結縛為緣之諸惡不善法，

    於彼不起，此等不住於彼之內心：「彼之內心，不住諸惡不善法，」因此彼稱為無

    內住。此等亦不軌示於彼：「諸惡不善之法，不軌示於彼，」因此彼稱為無師範。

    一五~一九  諸比丘！復次，有比丘以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身

    觸觸……以意識法，有憶念、有希望，結縛為緣之諸惡不善法於彼不起，此等不住

    於彼之內心：「彼之內心，不住諸惡不善之法，」因此稱為無內住。此等亦不軌示

    於彼：「諸惡不善之法，不軌示於彼，」因此稱為無師範。

    二0  諸比丘！如是，住於無內住、無師範之比丘，安穩於安樂。諸比丘！修
此

    無內住、無師範之梵行。

IV,138. 二一  諸比丘！住於有內住、有師範之比丘，是苦而不安穩者。住於無內住、無師

    範之比丘，安穩於安樂。」

    註1 有內住、有師範，於註解，註為有內住之煩惱，有規範行之煩惱。於《雜阿含經》卷八之四0、

        四一兩經，譯為「有近住弟子、有師」，無內住、無師範之意，應隨此而解。意義於六節以

        下即明白。內住弟子及師範之有無，以通諸惡不善法有無之意。

      2 本經三節vussati有(修)，此二0節有(稱)vuccati。雖認為那一個都可以，後者較

        佳，即「此稱為無內住、無師範之梵行。」

S.35.151.何功德

 ※ 三  「諸比丘！若外道徧行者等，如是問於汝等：「諸朋友！於沙門瞿曇之處修梵

    行，有何功德耶？」諸比丘！彼如是問汝等，應如是釋答此外道徧行者。

    四  「朋友等！為苦之了知，於世尊之處修梵行。」

    五  然而諸比丘！若外道徧行者之徒，如是以問汝等：「為苦之了知，於沙門瞿曇

    處修梵行。其苦者為何耶？」彼若如是問者，諸比丘！對如是之問汝等，應如是釋

    答此外道徧行者等。

    六~一一  「朋友等！眼是苦，為知此苦，於世尊之處修梵行。色是苦，為知此苦，

▼. IV.184.
    於世尊之處修梵行。眼觸1
是苦，為知此苦，於世尊之處修梵行。……緣意觸所生

    之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是苦也。為了知此苦，而於世尊之處修梵行。

    一二  朋友等！為了知此苦，而於世尊之處修梵行。其苦即此。」

    一三  諸比丘！彼如是問汝等，應如是釋答此外道徧行者等。」

    註1 於此落失眼識一條。

S.35.152.有因由耶？

 ※ 三  「諸比丘！有依因由
之比丘，不依信，不依愛好，不依傳聞，不依因由之論

IV,139. 辯，不依樂著於推理玄想，證知：「生已盡、梵行已修、所作已辦、不為如是再生。」

    如是因由對他釋答耶？」

    四  「大德！我等之法，當以世尊為根本……」

    五  「諸比丘！有因由、依因由之比丘，不依信，不依愛好，不依傳聞，不依理由之

    論辯，不依樂著於推理玄想，以「生已盡……不來生。」對他作如是釋答。

    六  諸比丘！有依因由之比丘，不依信用，不依愛好，不依傳聞，不依理由之論辯，

    不依樂著於推理玄想，而以「生已盡……不再來生。」如是向他作釋答，其因由者

    何耶？

    七  諸比丘！於此有比丘，以眼見色，或內有貪、瞋、癡，知：「我內有貪、瞋、

    癡；」或內無貪、瞋、癡，知：「我內無貪、瞋、癡。」諸比丘！比丘以眼見色，

    或內有貪、瞋、癡，知：「我內有貪、瞋、癡；」或內無貪、瞋、癡，知：「我內

    無貪、瞋、癡。」諸比丘！此等之諸法，或依信而知耶？或依愛好而知耶？或依傳

    聞而知耶？或依因由之論辯而知耶？或依樂著於推理玄想而知耶？」

        「大德！不然，依此等之任何亦不得知。」

        「諸比丘！此等之諸法，非依智慧可知見耶？」

        「大德！誠然。」

        「諸比丘！此乃其因由，依此因由之比丘，不依信用，不依愛好，不依傳聞、不

    依理由之論辯，不依樂著於推理玄想，以「生已盡……不再來生。」如是釋答於他。

    八~一二  諸比丘！復次有比丘，以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸

▼. IV.186.
IV,140. 觸……以意識法，或於內有貪、瞋、癡，知：「我內有貪、瞋、癡；」或內無貪、

    瞋、癡，知：「我內無貪、瞋、癡。」諸比丘！比丘以意識法，或於內有貪、瞋、

    癡，知：「我內有貪、瞋、癡；」或內無貪、瞋、癡，知；「我內無貪、瞋、癡。」

    諸比丘！此等之諸法，或依信而知耶？或依愛好而知耶？或依傳聞而知耶？或依理

    由之論辯而知耶？或依樂著於推理玄想而知耶？」

        「大德！不然，依此等之任何亦不得知。」

        「諸比丘！此等諸法非依智慧可知見耶？」

        「大德！誠然。」

    一三  「諸比丘！此為其因由，依此因由之比丘，不依信用，不依愛好，不依傳聞，

    不依理由之論辯，不依樂著於推理玄想，以「生已盡……不再生來。」如是釋答於

    他。」

    註1 pariyaya一般譯為「方便」，此英譯為method，余依註釋karana譯為因由。

 S.35.153.諸根

 ※ 二  爾時，有一比丘來詣世尊住處……

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：「大德！所稱：「諸根具足，諸根具足者。」大

    德！幾何為諸根之具足耶？」

    四  「比丘於眼根若見生起、壞滅而住，則厭嫌於眼根，於耳根……於鼻根……於舌

    根……於身根……於意根若見生起、壞滅而住者，則厭嫌於意根，因厭嫌而離欲……

    於得脫，有得脫之智慧，證知：生已盡、梵行已住、所作已辦、不為如是再生。

    五  比丘！以上為諸根具足也。」

IV,141.

 S.35.154.說法者

《雜阿含28、288、363經》，cf. S.22.116
 ※ 二  爾時，有一比丘來詣世尊住處……

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：「大德！所稱：「說法者，說法者。」大德！如

    何為說法者耶？」

    四  「比丘若為眼之厭嫌、為離欲、為滅盡而說法者，此足以稱為說法比丘。比丘若

    為眼之厭嫌、為離欲、為滅盡而履行者，此足以稱為法隨法行之比丘。比丘若依眼

▼. IV.188.
    之厭嫌、依離欲、依滅盡，無取著得解脫者，此足以稱達現法涅槃之比丘。

    五~九  比丘若為耳之厭嫌……鼻之……舌之……身之……意之離欲、為滅盡而說

    法者，此足以稱為說法比丘。比丘若為意之厭嫌、為離欲、為滅盡而行者，此足以

    稱為法隨法行之比丘。比丘若依意之厭嫌、依離欲、依滅盡，無取著而得解脫者，

    此足以稱為達現法涅槃之比丘。」

            新舊品第五[終]

        此攝頌：

，業四之有驗

，無住何功德

，有因由諸根

，以依說法者

，此等稱為十

        此品之攝頌：

，安穩者世間

，居士提婆訶

，此依於新舊

，謂第三五十

IV,142.

第四 五十[經]品

第一 喜悅消盡品

S.35.155.喜悅消盡品(一)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三  「諸比丘！比丘以無常之眼，見是無常，此始為正見。由正照觀而厭嫌，由悅喜

    之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡則有喜悅之消盡，由喜悅染欲之消盡則稱為

    心之善解脫。

▼. IV.190.
    四~八  諸比丘！比丘以見耳為無常……以見鼻……以見舌……以見身……以見意

    為無常，此為正見。由正照觀而厭嫌，由喜悅之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消

    盡則有喜悅之消盡，由喜悅染欲之消盡，則稱為心善解脫。」

 S.35.156.喜悅消患(二)

《雜阿含188經》，cf. S.35.179-181.、185.
 ※ 三  「諸比丘！比丘以無常之色，見為無常，此為正見。由正照觀而厭嫌，由喜悅之

    消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡則有喜悅之消盡，由喜悅染欲之消盡則稱為心

    善解脫。

    四~八  諸比丘！比丘以無常之聲……香……味……觸……法，見為無常，此為正

    見。由正照觀而厭嫌，由喜悅之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡則有喜悅之消

    盡，由喜悅染欲之消盡，則稱為心善解脫。」

S.35.157.喜悅消盡(三)

《雜阿含190經》
 ※ 三  「諸比丘！於眼當正思惟，亦須如實認識眼之無常。諸比丘！於眼當正思惟，如

    實認識眼是無常之比丘，厭嫌於眼，由喜悅之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡

    則有喜悅消盡，由喜悅染欲之消盡，當則稱為心善解脫。

IV,143. 四~八  諸比丘！於耳當正思惟……於鼻……於舌……於身……於意當正思惟，亦

    須如實認識意之無常。諸比丘！於意當正思惟，如實認識意無常之比丘，厭嫌於意。

    由喜悅之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡則有喜悅之消盡，由喜悅染欲之消盡，

    則稱為心善解脫。」

S.35.158.喜悅消盡(四)

《雜阿含190經》
 ※ 三  「諸比丘！於色當正思惟，亦須如實認識色之無常。於色當正思惟，如實認識色

    無常之比丘，厭嫌於色。由喜悅之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡則有喜悅之

    消盡，由喜悅染欲之消盡，則稱為心善解脫。

    四~八  諸比丘！於聲當正思惟……於香……於味……於觸……於法當正思惟，如

    實認識法無常之比丘，厭嫌於法。由喜悅之消盡則有染欲之消盡，由染欲之消盡則

    有喜悅之消盡，由喜悅染欲之消盡，則稱為心善解脫。」

S.35.159.耆婆菴羅林(一)

《雜阿含207經》，S.35.99
    一  爾時，世尊住王舍城外之耆婆菴羅林。

    二  於此，世尊言諸比丘曰：「諸比丘！」……

   ▼. IV.192.

    三  「諸比丘！須修定。諸比丘！獲得定之比丘，顯現於如實。何者為顯現於如實

IV,144. 耶？

    四  「眼是無常」是如實顯現，「色是無常」是如實顯現，「眼識是無常」是如實顯

    現，「眼觸是無常」是如實顯現，「凡緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，

    亦是無常」是如實顯現。

    五~九  「耳是無常」是如實顯現……鼻是……舌是……身是……意是無常」是如

    實顯現，「法是無常」是如實顯現，「意識是無常」是如實顯現，「意觸是無常」是如

    實顯現，「凡依緣意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是無常」是如實顯現。

    一0  諸比丘！須修定！得定之比丘是如實顯現。」

 S.35.160.耆婆菴羅林(二)

《雜阿含206經》
    一  爾時，世尊住王舍城[外之]耆婆菴羅林。

    二  於此，世尊言諸比丘曰：「諸比丘！」……

    三  「諸比丘！應將心專致於寂想。諸比丘！入於寂想之比丘如實顯現。
S.35.160./ IV,144. “Samadhim, bhikkhave, bhavetha. Samahitassa, bhikkhave bhikkhuno yathabhutam okkhayati. (諸比丘！應修習三摩地。諸比丘！已安定(Samahita＜samadahati‘完全放置’的過去分詞)之比丘如實顯現。) 顯現(okkhayati)即明顯化、成為衆所周知(pabbayati pakatam hoti.( S.A. CSCD pg. 3.0048)

何者為如實顯現耶？

    四~九  「眼是無常」是如實顯現，「耳是無常」是如實顯現……「鼻是……舌是……

    身是……「意是無常」是如實顯現……「凡緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非

IV,145. 苦非樂，亦無常」是如實顯現。

    一0  諸比丘！應將心專致於寂想，入於寂想之比丘是如實顯現。」

 S.35.161.拘瑟他迦(一)

 ※ 二  其時，尊者摩訶拘瑟他迦來詣世尊住處：

    三  坐於一面之尊者摩訶拘瑟他迦，白世尊曰：「大德！願世尊為我略說示法要，我

    聞世尊之此法，則獨自遠離其他，以不放逸，專心精進而住。」

        「拘瑟他迦！凡是無常者，汝
對此應捨欲。拘瑟他迦！何者為無常耶？

    四  拘瑟他迦！眼是無常，汝對此應捨欲。色是無常，汝對此應捨欲。眼識是無常，

    汝對此應捨欲。眼觸是無常，汝對此應捨欲。緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或

    非苦非樂，亦是無常，汝對此應捨欲。

    五~九  拘瑟他迦！耳是無常……鼻是……舌是……身是……意是無常，汝對此應

    捨欲。法是無常，汝對此應捨欲。意識是無常，汝對此應捨欲。意觸是無常，汝對

▼. IV.194.
    此應捨欲。凡依緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是無常，汝對此

    應捨欲。

    一0  拘瑟他迦！凡是無常者，汝對此應捨欲。」

    註1 於此可譯為應捨汝之欲。

IV,146.

 S.35.162.拘瑟他迦(二)

 ※ 二~三  爾時，尊者拘瑟他迦……專心精進而住。」

        「拘瑟他迦！凡苦者，汝對此應捨欲。拘瑟他迦！何者是苦耶？

    四  拘瑟他迦！眼是苦，汝對此應捨欲。色是苦，汝對此應捨欲。眼識是苦，汝對

    此應捨欲。眼觸是苦，汝對此應捨欲。凡依緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非

    苦非樂，此亦是苦。

    五~九  拘瑟他迦！耳是苦……鼻是……舌是……身是……意是……意觸是……凡

    緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是苦。汝對此應捨欲。」

    一0  拘瑟他迦！凡是苦者，汝對此應捨欲。」

 S.35.163.拘瑟他迦(三)

 ※ 二~三  爾時，尊者拘瑟他迦……專心精進而住。」

        「拘瑟他迦！凡無我者，汝對此應捨欲。拘瑟他迦！何者是無我耶？

    四  拘瑟他迦！眼是無我，汝對此應捨欲。色是無我，汝對此應捨欲。眼識是無我，

    汝對此應捨欲。眼觸是無我，汝對此應捨欲。凡依緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、

    或非苦非樂，亦是無我，汝對此應捨欲。

    五~九  拘瑟他迦！耳是無我……鼻是……舌是……身是……意是……意觸是……

IV,147. 凡依緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是無我。汝對此應捨欲。

    一0  拘瑟他迦！凡是無我者，汝對此應捨欲。」

 S.35.164.邪見

 ※ 二  時，有一比丘來詣世尊住處……

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：「大德！如何知、如何見者，得捨棄邪見耶？」

    四~九  「比丘！知、見眼是無常者，得捨棄邪見。知、見色是無常者，得捨棄邪見。

▼. IV.196.
    知、見眼識是無常者，得捨棄邪見。知、見眼觸是無常者，得捨棄邪見……耳……

    鼻……舌……身……意……凡依緣此意觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦

    知、見是無常者，得捨棄邪見。

    一0  比丘！如是知、如是見者，得捨棄邪見。」

S.35.165.己身見

《雜阿含202經》
 ※ 二~三  ……白曰：「大德！如何知、如何見者，得捨棄己身見耶？」

    四~九  「比丘！以知、見眼是苦者，得捨棄己身見。知、見色是苦者，得捨棄己身

    見。知、見眼識是苦者，得捨棄己身見。以知、見眼觸是苦者，得捨棄己身見。凡

    依緣此眼觸所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦知、見是苦者，得捨棄己身見。

    以耳……以鼻……以舌……以身……以意……凡依緣意觸所生之受，或樂、或苦、

    或非苦非樂，亦知、見是苦者，得捨棄己身見。

    一0  比丘！如是知、如是見者，得捨棄己身見。」

IV,148.

 S.35.166.我

《雜阿含202經》
 ※ 二~三  ……白言：「大德！如何知、如何見者，得捨棄我隨見耶？」

    四~九  「比丘！以知、見眼是無我者，得捨棄我隨見，以知、見色是無我者，得捨

    棄我隨見，以知、見眼識是無我者，得捨棄我隨見，以知、見眼觸是無我者，得捨

    棄我隨見，凡以眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦知、見是無我者，

    得捨棄我隨見。以耳……以鼻……以舌……以身……以意……凡依緣意識所生之

    受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦知、見是無我者，得捨棄我隨見。

    一0  比丘！如是知、如是見者，得捨棄我隨見。」

  消盡喜悅品第一[終]

        此攝頌：

，悅喜消盡有四經

，耆婆菴羅林二經

，拘瑟他迦有三經

，次邪己身我隨見

▼. IV.198.
第二 六十乃至廣說[品]1

S.35.167.欲念(一八經)(一)

 ※ 三  「諸比丘！凡無常者，汝等對此應捨欲念。諸比丘！何者為無常耶？

IV,149. 四~九  諸比丘！眼是無常，汝等對此應捨欲貪，耳是……鼻是……舌是……身是

    ……意是無常，汝等對此應捨欲念。

    一0  諸比丘！凡無常者，汝等對此應捨欲念。」

    註1 Peyyala依「翻釋名義大集」譯為乃至廣說。

S.35.第二 欲念(二)

 ※ 三  「諸比丘！凡無常者，汝等對此應捨染心。諸比丘！何者為無常耶？

    四~九  諸比丘！眼是無常，汝等對此應捨染心。耳是……鼻是……舌是……身是

    ……意是無常。汝等對此應捨染心。

    一0  諸比丘！凡無常者，汝等對此應捨染心。」

S.35.第三欲念(三)

 ※ 三  「諸比丘！凡無常者，汝等對此應欲染。諸比丘！何者為無常耶？

    四~九  諸比丘！眼是無常，汝等對此應欲染。耳是……鼻是……舌是……身是……

    意是無常，汝等對此應捨欲染。

    一0  比丘等！凡無常者，汝等對此應捨欲染。」

 S.35.168.第四、五、六 欲念(四、五、六)

 ※ 三  「諸比丘！凡苦者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。諸比丘！何者為苦耶？

    四~九  諸比丘！眼是苦，汝等對此應捨欲，應捨欲貪，應捨貪。耳是……鼻是……

    舌是……身是……意是苦，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。

150 一0  諸比丘！凡苦者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。」

S.35.169.第七、八、九 欲念(七、八、九)

 ※ 三  「諸比丘！凡無我者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。諸比丘！何者是無

    我耶？

▼. IV.200.
    四~九  諸比丘！眼是無我，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。耳是……鼻是

    ……舌是……身是……意是無我，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。

    一0  諸比丘！凡無我者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。」

S.35.170.第十、十一、十二 欲念(一0、一一、一二)

 ※ 三  「諸比丘！凡無常者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。諸比丘！何者是無

    常耶？

    四~九  「諸比丘！色是無常，汝等此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。聲是……香是……

    味是……觸是……法是無常，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。

    一0  諸比丘！凡無常者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。」

S.35.171.第十三、十四、十五 欲念(一三、一四、一五)

 ※ 三  「諸比丘！凡苦者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。諸比丘！何者是苦耶？

    四~九  諸比丘！色是苦，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。聲是……香是……

    味是……觸是……法是苦，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。

    一0  諸比丘！凡苦者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。」

IV,151.

S.35.172.第十六、十七、十八 欲念(一六、一七、一八)

 ※ 三  「諸比丘！凡無我者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。諸比丘！何者是無

    我耶？

    四~九  諸比丘！色是無我，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。聲是……香是

    ……味是……觸是……法是無我，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。

    一0  諸比丘！凡無我者，汝等對此應捨欲，應捨貪，應捨欲貪。」

S.35.173.過去(九經)(一)

《雜阿含8經》
 ※ 三~九  「諸比丘！過去之眼是無常，過去之耳、鼻、舌、身、意是無常。

    一0  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子厭嫌於耳、厭嫌於鼻、厭嫌於舌、厭嫌於身、

    厭嫌於意，由厭嫌而離欲，由離欲而得解脫，於解脫「我得解脫」智生。證知：生

    已盡、梵行已立、應作已作、不為如是再生。」

第廿 過去(二)

《雜阿含8經》
 ※ 三~八  「諸比丘！未來之眼是無常，未來之耳、鼻、舌、身、意是無常。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

▼. IV.202.

第廿一 過去(三)

《雜阿含8經》
 ※ 三~八  「諸比丘！現在之眼是無常，現在之耳、鼻、舌、身、意是無常。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……不為如是再生。」

IV,152.

 S.35.174.第廿三~廿四 過去(四~六)

《雜阿含8經》，cf. 《雜阿含79經》
 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之眼是苦，過去、未來、現在之耳、鼻、舌、

    身、意是苦。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

S.35.175.第廿五~廿七 過去(七~九)

《雜阿含8經》，cf. 《雜阿含79經》
 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之眼是無我。過去、未來、現在之耳、鼻、舌、

    身、意是無我。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞弟子……證知……更不為如是再生。」

S.35.176.第廿八~卅0 過去(一0~一二)

 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之色是無常，過去、未來、現在之聲、香、味、

    觸、法為無常。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

S.35.177.第卅一~卅二 過去(一三~一五)

 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之色是苦，過去、未來、現在之聲、香、味、

    觸、法是苦。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……不為如是再生。」

S.35.178.第卅四~卅六 過去(一六~一八)

 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之色是無我，過去、未來、現在之聲、香、味、

    觸、法是無我。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

S.35.179.第卅七 凡無常者(一八經)(一)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三~八  「諸比丘！過去之眼是無常。凡無常者，是苦。凡苦者，是無我。凡無我

IV,153. 者是「此非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。過去之耳、鼻、

    舌、身、意是無常。凡無常者，是苦。凡苦者，是無我。凡無我者，是「此非我所，

    非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。

· . IV.204.
    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

第卅八 凡無常者(二)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三~八  「諸比丘！未來之眼是無常。凡無常者，是苦。凡苦者，是無我。凡無我者，

    是「此非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。未來之耳、鼻、舌、

    身、意是無常。凡無常者，是苦。凡苦者，是無我。凡無我者，是「此非我所，非

    我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

第卅九 凡無常者(三)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三~八  「諸比丘！現在之眼是無常。凡無常者，是苦。凡苦者，是無我。凡無我者，

    是「此非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。現在之耳、鼻、舌、

    身、意是無常。凡是無常者，是苦。凡是苦者，是無我。凡是無我者，是「此非我

    所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

IV,154.

 S.35.180.第四十~四十二 凡無常者(四~六)

 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之眼是苦。凡苦者，是無我。凡無我者，是「此

    非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。過去、未來、現在之耳、

    鼻、舌、身、意是苦。凡苦者，是無我，凡無我者，是「此非我所，非我，非我之

    我。」如是應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

S.35.181.第四十三~四十五 凡無常者(七~九)

 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之眼是無我，凡無我者，是「此非我所，非我，

    非我之我。」如是應以正智慧如實而見。過去、未來、現在之耳、鼻、舌、身、意

    是無我，凡無我者，是「此非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子……證知……更不為如是再生。」

 S.35.182.第四十六~四十八 凡無常者(一0~一二)

《雜阿含9、79經》
 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之色是無常；凡無常者，是苦，凡苦者，是無

    我；凡無我者，是「此非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。過

    去、未來、現在之聲、香、味、觸、法是無常；凡無常者，是苦；凡苦者，是無我；

▼. IV.206.

    凡無我者，是「此非我所，非我，非我之我。」應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子，證知……更不為如是再生。」

IV,155.

 S.35.183.第四十九~五十一 凡無我者(一三~一五)

 ※ 三～八  「諸比丘！過去、未來、現在之色是苦，凡苦者，是無我，凡無我者，是「此

    非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。過去、未來、現在之聲、

    香、味、觸、法是苦，凡苦者，是無我，凡無我者，是「此非我所，非我，非我之

    我。」如是應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子，證知……更不為如是再生。」

 S.35.184.第五十二~五十四 凡無我者(一六~一八)

 ※ 三~八  「諸比丘！過去、未來、現在之色是無我，凡無我者，是「此非我所，非我，

    非我之我。」如是應以正智慧如實而見。過去、未來、現在之聲、香、味、觸、法

    是無我，凡無我者，是「此非我所，非我，非我之我。」如是應以正智慧如實而見。

    九  諸比丘！如是觀之，有聞聖弟子、證知……更不為如是再生。」

S.35.185.第五十五 內(三經)(一)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三~八  「諸比丘！眼是無常，耳、鼻、舌、身、意是無常。

    九  如是觀之有聞聖弟子，證知……。」

第五十六 內(二)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三~八  「諸比丘！眼是苦：耳、鼻、舌、身、意是苦。

    九  如是觀之有聞聖弟子，證知……。」

IV,156.

第五十七 內(三)

《雜阿含188-189經》
 ※ 三~八  「諸比丘！眼是無我，耳、鼻、舌、身、意是無我。

    九  如是觀之有聞聖弟子，證知……。」

 S.35.186.第五十八 外(三經)(一)

《雜阿含9經》
 ※ 三~八  「諸比丘！色是無常，聲、香、味、觸、法是無常。

    九  如是觀之有聞聖弟子，證知……。」

第五十九 外(二)

《雜阿含9經》
 ※ 三~八  「諸比丘！色是苦，聲、香、味、觸、法是苦。

    九  如是觀之有聞聖弟子，證知……。」

▼. IV.208.
第六十 外(三)

《雜阿含9經》
 ※ 三~八  「諸比丘！色是無我，聲、香、味、觸、法是無我。

    九  如是觀之有聞聖弟子，證知……。」

             六十乃至廣說品[終]

        其攝頌：

，欲念十八經

，過去九經二

，無常說十八

，內外各為三

，六十至廣說

，日親佛陀說

，此等六十經

IV,157.

第三 海品

 S.35.187.海(一)

《雜阿含217經》，cf. 《雜阿含469經》
 ※ 二  「諸比丘！無聞之凡夫，所言：「海、海」者，諸比丘！於聖者之教，此非海。

    諸比丘！此乃大水之積集，大水流。

    三  諸比丘！以眼
為人之海，其急流乃色所成。凡人之能堪[受]此色所成之急

    流者，諸比丘！此婆羅門能使有濤、有漩渦，鬼羅剎所棲之眼海。超越於此者，稱

    為到彼岸立於陸上。

    四~八  諸比丘！耳是……鼻是……舌是……身是……意是人之海，其急流為法所

    成。凡人能堪[受]此法所成之急流者，諸比丘！此婆羅門能度有濤、有漩渦，鬼

    羅剎所棲之意海。超越於此者，稱為到彼岸立於陸上。」

    九  師於此宣曰：

，度波濤難海

，水鬼羅剎棲

▼. IV.210. 

，得彼最高智

，梵行已住立

，稱達世之極

，到達於彼岸

    註1 《雜阿含經》卷八、三八經：「眼是人大海，彼色為濤波，若能堪色濤波者，得度眼大海竟。」

        (參照大正藏二、五四c)

S.35.188.海(二)

《雜阿含216經》
 ※ 二  「諸比丘！無聞之凡夫，所言：「海、海」者，諸比丘！於聖者之教，此非海

IV,158. 。諸比丘！此乃大水之積集，大水流。

    三  諸比丘！眼所識之色快意、可愛、樂、喜，誘生欲念，諸比丘！此於聖者之教

    稱為海。於此，含括於天、魔、梵之世界，含括於沙門、婆羅門、天、人間，多為

    沈沒，如縺絲，如覆腫物，似文邪草、婆羅婆草
，不得超越離去處、惡趣、極墮

    處、輪迴。

    四~八  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……

    意所識之法快意、可愛、樂、喜者，誘生欲念，此於聖者之教，稱為海。於此含括

    於天、魔、梵之世界，含括於沙門、婆羅門、天、人間，多為沈沒，如縺之絲，如

    覆腫物，似文邪草、婆羅婆草，不得超越離去處、惡趣、極墮處、輪迴。」

S.35.189.漁夫

《雜阿含245、250經》
 ※ 二  「凡人若離染欲、瞋恚、無明者，彼則能度此水鬼羅剎所棲而有波濤難渡之海。

，超者以捨死

，以竭盡有質

，彼為不再生

▼. IV.212.
，入捨苦滅沒

，於生者之量

，余離卻死王

    三  諸比丘！恰如漁夫，將附餌之釣鉤投於深湖水，有一貪餌具眼之魚，將此嚥下

IV,159.。諸比丘！如是吞嚥漁夫之餌鉤之此魚，陷於不運，陷於破滅，變成漁夫之所欲。

    同此，諸比丘！如此等六種餌之於此世，乃為有情類之不運，為有情類之毀損。何

    者為其六種耶？

    四  諸比丘！眼所識之色快意、可愛、樂、喜者，誘生欲念，比丘若悅喜、讚美於

    此，對此戀著而住者，諸比丘！此比丘即是嚥下魔之釣餌，陷於不運，陷於破滅，

    成為波旬之所欲。

    五~九  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸……

    意所識之法快意、可愛、樂、喜者，誘生欲念，比丘若悅喜、讚美於此，戀著於此

    而住者，諸比丘！此比丘即是嚥下魔之釣餌，陷於不運，陷於破壞，成為波旬之所

    欲。

    一0  諸比丘！眼所識之色快意、可愛、樂、喜者，誘生欲念，比丘若不悅喜、不

    讚美於此，不戀著於此而住者，諸比丘！此比丘則不吞嚥魔之釣餌，并折鉤摧釣，

    則不陷於不運，不陷於破壞，不成為波旬之所欲。

    一一~一五  諸比丘！耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸

    ……意所識法之快意、可愛、樂、喜者，誘生欲念，比丘若不悅喜、不讚美於此，

    不戀著於此而住者，諸比丘！此比丘則不吞嚥魔之釣餌，并折鉤摧釣，不陷於不運，

    不陷於破壞，不成為波旬之所欲。」

S.35.190.乳樹

 ※ 二~六  「諸比丘！即使任何之比丘或比丘尼，彼於眼所識之色有染欲者、有瞋恚

IV,160. 者、有愚癡者，於未捨其染欲，未捨瞋恚，未捨愚癡，若以少分眼所識之色，出而

    來至彼之視路者，則其壓服彼之心，況且於多分耶？此何故耶？諸比丘！有此染欲，

    有此瞋恚，有此愚癡，尚未捨其染欲，尚未捨其瞋恚，尚未捨愚癡之故……

    七  諸比丘！即使任何之比丘或比丘尼，彼對意所識之法，有此染欲者，有此瞋恚

    者，有此愚癡者，而尚未捨其染欲，尚未捨瞋恙，尚未捨愚癡，若以少分意所識之

▼. IV.214.
    法，若有出來而至彼之視路者，則其壓服彼之心，況且於多分耶？何以故？諸比丘！

    有此染欲，有此瞋恚，有此愚癡，尚未捨其染欲，尚未捨瞋恚，尚未捨愚癡之故。

    八  諸比丘！恰似乳樹
，或似阿說他、或尼拘律、或畢路叉、或烏畢婆羅之幼小

    少者。有人為「出其乳」以銳利之斧，處處得傷之耶？」

        「誠然，大德！有此事。」

        「何以故？」

        「大德！有乳者，以致此。」

    九  「諸比丘！同此，即使任何之比丘或比丘尼，彼於眼所識之色，有此染欲者，有

    此瞋恚者，有此愚癡者，尚未捨其染欲，尚未捨其瞋恚，尚未捨其愚癡，若以少分

    眼所識之色，出而來至彼之視路，則其壓服彼之心，況且於多分耶？何以故？諸比

IV,161. 丘！有此染欲，有此瞋恚，有此愚癡，尚未捨其染欲，尚未捨瞋恚，尚未捨愚癡之

    故……。

    一0~一五
 諸比丘！即使任何之比丘或比丘尼，於眼所識之色，無此染欲者，

    無此瞋恚者，無此愚癡者，已捨其染欲，已捨其瞋恚，已捨其愚癡者，則假令多分

    之眼識之色，出而來至彼之視路，此等亦不能壓服彼之心，況且於少分耶？何以故？

    諸比丘！無此欲染，無此瞋恚，無此愚癡故。……

    一六  諸比丘！恰似乳樹，或似阿說他、或尼拘律、或畢路叉、或烏畢婆羅之年老

    已枯萎無汁之老樹，有人為「出其乳」以銳利之斧處處傷之耶？」

IV,162.     「不也，大德！無此事。」

        「何以故？」

        「大德！乃無乳故。」

        「諸比丘！同此，即使任何之比丘或比丘尼，彼於眼所識之色，無此染欲者，無

    此瞋意者，無此愚癡者，而已捨其染欲，已捨瞋恚，已捨愚癡，則假令多分之眼所

    識之色，雖出而至於彼之視路，此等亦不能壓服彼心，況且於少分耶？何以故？諸

    比丘！無染欲，無瞋恚，無愚癡之故……。」

    註1 原語Khira-rukkha余直譯之，如護謨樹之一種，以下列舉樹，皆如分泌之護謨樹。

      2 此數字似缺正確，以從協會本之原典。

▼. IV.216. 

 S.35.191.(具壽)拘絺羅

《雜阿含250經》
    一  爾時，尊者舍利弗與尊者大拘絺羅，住於婆羅奈[城外]之仙人墮處鹿林中。

    二  時，尊者大拘絺羅，一日由夕暮之時，從獨思而起，至尊者舍利弗住處，與尊

    者舍利弗共相問訊，交談親密、懇熱之話後，坐於一面。

    三  坐於一面之尊者大拘絺羅，告尊者舍利弗曰：「友舍利弗！眼
是諸色之繫縛

IV,163. 耶？諸色是眼之繫縛耶？如何？耳……鼻……舌……身……意是諸法之繫縛耶？諸

    法是意之繫縛耶？如何？」

    四  「友拘絺羅！眼非諸色之繫縛，諸色非眼之繫縛，於此兩者，為緣所生之欲染，

    此始為繫縛。耳……鼻……舌……身……意非諸法之繫縛，諸法非意之繫縛，於此，

    凡此兩者為緣所生之欲染，此始為繫縛。

    五  友！恰如：有黑色之牛與白色之牛，以一鎖或索將之結合，若言黑牛繫縛白牛，

    或白牛繫縛黑牛者，彼作如是言者，彼語為正語否？」

        「友！不然。」

        「友！黑牛非繫縛白牛，白牛亦非繫縛黑牛，兩者若以一鎖或索將之結合，此始

    為繫縛。同此，友！眼非諸色之繫縛，諸色非眼之繫縛，於此，凡以此兩者為緣所

    生之欲染，此始為繫縛。耳……鼻……舌……身……意非諸法之繫縛，諸法非意之

    繫縛，於此，凡以此兩者為緣，所生之欲染，此始為繫縛。

    六  友！若眼為諸法之繫縛，若諸色為眼之繫縛者，此梵行即不能善滅盡苦。友！

IV,164. 眼非諸色之繫縛，諸色非眼之繫縛，於此兩者為緣而生欲染，此始為繫縛，是故梵

    行能善滅盡苦。耳……鼻……舌……身……意非諸法之繫縛，諸法非意之繫縛，於

    此兩者為緣而生欲染，此始為繫縛，是故梵行乃能滅盡苦。

    七  友！依此之理，亦當知於此。眼非諸法之繫縛，諸法非眼之繫縛，於此，凡以

    此兩者為緣所生之欲染，此始為繫縛。耳……鼻……舌……身……意非諸法之繫縛，

    諸法非意之繫縛，於此，凡以兩者為緣所生之欲染，此始為繫縛。

    八  友！世尊有此眼，世尊以眼見色，世尊無欲染，世尊善得心解脫。耳……鼻…

IV,165. …舌……身……世尊有此意，世尊以意識法，世尊無欲染，世尊善得心解脫。

    九  友！依此理，亦當知於此。眼非諸法之繫縛，諸法非眼之繫縛，於此，凡以此

▼. IV.218. 

    兩者為緣所生之欲染，此始為繫縛。耳……鼻……舌……身……意非諸法之繫縛，

    諸法非意之繫縛，於此，凡以此兩者為緣所生之欲染，此始為繫縛。」

    註1 《雜阿含經》卷九，二六經：「眼繫色耶？色繫色耶？」

  S.35.192.(具壽)迦摩浮

《雜阿含559經》
    一  爾時，尊者阿難與尊者迦摩浮住於憍賞國之瞿史羅園。

    二  時，尊者迦摩浮，一日由夕暮之時，從獨思而起，來至尊者阿難住處，與尊者

    阿難共相問訊，交談親密、懇懃之話已，坐於一面。

    三  坐於一面之尊者迦摩浮，告尊者阿難曰：「友阿難！眼是諸色之繫縛耶？諸色是

    眼之繫縛耶？如何？耳諸聲之……鼻諸香之……舌諸味之……身諸觸之……意是諸

    法之繫縛耶？諸法是意之繫縛耶？如何？」

    四  「友迦摩浮！眼非諸色之繫縛
……

IV,166. 五  友！恰如有黑色之牛與白色之牛，以一鎖或索將之結合
……於此，凡以此兩

    者為緣所生之欲染，此始為繫縛。」

    註1 以下同一九一經之四

      2 以下同一九一經之五

S.35.193.(具壽)優陀夷

《雜阿含247經》
    一  爾時，尊者阿難與尊者優陀夷，住於憍賞彌國之瞿史羅園。

    二  其時，尊者優陀夷，一日夕暮之時，從獨想而起，行至尊者阿難之處。……坐

    於一面。

    三  坐於一面之尊者優陀夷，告尊者阿難曰：「友阿難！世尊用種種之方便，以說明

    此身，此身無我。如是之說示，亦同此言識以說告、顯示、分別、明瞭而謂識是無

    我，得如是言否？」

        「友優陀夷！世尊用種種之方便，說明此身，此身無我。如是之說，亦同此言識

    以說告、顯示、分別、明瞭而謂識是無我，得作如是言。」

▼. IV.220.
    四~九  「友！以眼與諸色為緣，生眼識否？」

IV,167.   「友！唯然。」

        「凡眼識生起之因緣者，其因其緣，一切之一切全無所餘滅盡者，眼識猶可存在

    耶？」

        「不然，友！其不存在。」

        「友！世尊以此方便，說明此身，此身無我。如是說示，亦同此言識說告、顯示、

    分別、明瞭而謂識是無我，得作如是言。友！耳與諸聲為緣……鼻與香為緣……舌

    與味為緣……身與諸觸為緣……意與諸法為緣生意識否？」

        「友！唯然。」

        「凡意識生起之因、之緣者，其因、其緣一切之一切全無所餘滅盡者，則意識應

    存在否？」

        「不然，友！不存在。」

        「友！世尊用此方便，說明此身，此身無我。如是說示，亦同此言識說告、顯示、

    分別、明瞭而謂識是無我，得作如是言。」

    一0  「友！恰如有人必要樹心，而徘徊求樹心，採樹心，攜持銳利斧入於森林，彼

    於此處見壯直之大芭蕉樹，生長極高，於是截其根、截根、截頂，截頂取除綠葉，

IV,168. 彼於此處尚不得樹膚，何況其樹心耶？

    一一  與此同理。友！比丘於六觸處，不執觀我、我所，彼如是不執觀，則對世

    之任何物不生執著，不執著則無愛慕，無愛慕則得獨自入於涅槃。證知：生已盡、

    梵行已立、應作已作，不為如是再生。」

    註1 以下同三0經二節之末文。

S.35.194.燃燒

《雜阿含241經》；《增壹阿含51.6經》；《中阿含5經》；A.7.68.Aggikkhandhopama火堆喻
    一  「諸比丘！我為汝等說示稱為燃燒法之教法。且諦聽。諸比丘！何者稱為燃燒法

    之教法耶？

    二  諸比丘！寧以散燒熱之火花，揚其焰，以鐵籌觸於眼根，則對眼所識之色(境)，

    不善仔細執其形相。諸比丘！識之住，或繫於形相之甘味，或繫住於隨相之甘味，

▼. IV.222.
    而其人於瞬時死去者，則此人墮於地獄或畜生二趣中之一趣，乃有是理。

    三  諸比丘！余見此患難，作如是言：諸比丘！莫如以散熱火花，揚其焰，以銳利

    之鐵杭觸於耳，則對耳所識之聲，不善仔細執其形相。諸比丘！於識之住……。

IV,169. 四  諸比丘！余見此之患難，作如是言：諸比丘！莫如以散熱火花，揚其焰，以銳

    利爪刀觸其鼻根，對鼻所識之香，不善仔細執其形相。諸比丘！於識之住……。

    五  諸比丘！余見此之患難，作如是言：諸比丘！莫如以散熱火花，揚其焰，以銳

    利之刀觸其舌根，則對舌所識之味(境)，不善仔細執其形相。諸比丘！於識之住……

    六  諸比丘！余見此之患難，作如是言：諸比丘！莫如以散熱火花，揚其焰，以銳

    利之刃物觸其身根，則對身所識之觸(境)，不善仔細執其形相。諸比丘！於識之住

    ……

    七  諸比丘！余見此之患難，作如是言：諸比丘！余言睡眠是生命之不生產、睡眠

    是生命之不結實、睡眠是生命之愚迷，莫如善其睡眠，則人不為思想之虜者，則不

IV,170. 破和合僧。諸比丘！余見此過
誤患難，作如是言。

    八  諸比丘！此處有聞之聖弟子，如是熟思之「以散燒熱火花，揚其焰，以鐵籌觸

    眼根。今我對此思惟：如是眼是無常、諸色是無常、眼識無常、眼觸是無常。凡以

    此眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦是無常。

    九  散其熾熱火花，揚其焰，以銳利之鐵杭觸於耳根。今我對此思惟：如是其是無

    常、諸聲是無常、耳識是無常、耳觸是無常。凡以耳觸為緣所生之受，或樂、或苦、

    或非苦非樂，亦是無常。

    一0   散其熾熱火花，揚其焰，以銳利之爪刀觸於鼻根。今我對此思惟……

    一一  散其熾熱火花，揚其焰，以銳利之剃刀觸於舌根。今我對此思惟……

    一二  散其熾熱火花，揚其焰，以銳利之刃物觸於身根。我今對此思惟……

171 一三  睡眠，如是。我今對此思惟：如是意是無常、諸法是無常、意識是無常、意

    觸是無常，凡以此意觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，其亦是無常。

    一四  如是觀之有聞聖弟子，厭嫌於眼，厭嫌於色，厭嫌於眼識，厭嫌於眼觸，以

    眼觸為緣所生之受，或樂、或苦、或非苦非樂，亦厭嫌之
……因厭嫌而離欲，因

    離欲而得解脫，因得脫而「我得解脫」之智生。證知，生已盡、梵行已立、應作已

    作、不再為如是生。

▼. IV.224.
    一五  諸比丘！此稱為燃燒法之教法。」

 S.35.195.手足喻(一)

《雜阿含1166經》
    一  「諸比丘！有手知把拋，有足知進退，有臂知屈伸，有腹知飢渴。

    二  同此，諸比丘！有眼，緣眼觸生內部之樂苦。有耳……有鼻……有舌……有身

    ……有意，緣意觸生內部之樂苦。

    三  諸比丘！無手則不知把拋，無足則不知進退，無臂則不知屈伸，無腹則不知飢

    渴。

IV,172. 四  同此，諸比丘！若無眼者，則緣眼觸不生內部之樂苦，無耳則……無鼻則……

    無舌則……無身則……無意則緣意觸不生內部之樂苦。」

S.35.196.第一0 手足喻(二)

《雜阿含1166經》
    一~四  「諸比丘！有手則有把拋，有足則有進退，有臂則有屈仲，有腹則有飢渴……

    無意即依意觸之緣，而不生內部之樂苦。」

海品第三[終]

        此攝頌：

，海經二漁夫

，乳樹拘絺羅

，迦摩優陀夷

，燃燒於第八

，手足喻二經

，此稱第三品

第四 毒蛇品

 S.35.197.毒蛇

《雜阿含1172經》，《增壹阿含31.6經》
▼. IV.226.

    一~二  如是我聞。一時，世尊於舍衛城……告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！恰有威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇。有一好生惡死、欲樂厭苦之人

    來，告眾人曰：「友！對此威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇，汝應時時使之覺醒，時

    時予以沐浴，

IV,173. 時時予以飲食，時時使之入穴。友！對此等威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇，若彼[蛇]

    對汝生怒者，汝因此，則逢死或逢等於死之苦。汝當作汝所應作。」

    四  其時，諸比丘！此人恐懼此威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇，或逃往他處，告眾

    人曰：「友！於此有五名殺人之怨敵，由背後追汝。見汝隨即奪汝命。友！當作汝

    所應作。」

    五  其時，諸比丘！此人恐懼威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇，恐懼於五名殺人之怨

    敵，而逃往他處，告眾人曰：「友！第六拔利刃闖入之殺人者，則由背後追汝。見

    汝隨地落汝之首。友！當作汝所應作。」

    六  其時，諸比丘！此人恐懼威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇，恐懼於五名殺人之怨

    敵，恐懼第六拔利刃之闖入殺人者，而逃往他處。彼見一村落，房屋皆空虛而無人

    住，入而手取任何空虛器物告眾人曰：「友！今群盜來破壞此空虛廢棄之村落，友！

    當作汝所應作。」

IV,174. 七  其時，諸比丘！此人恐懼威光熾燃而毒氣猛烈之四毒蛇，恐懼五名殺人之怨敵，

    恐懼拔第六利刃之闖入殺人者，恐懼破壞村落之群盜，而逃往他處，彼恐怖於大水

    流之此岸，但彼岸則安穩無怖恐，卻無船可渡，又不見往返之渡憍。

    八  其時，諸比丘！此人生起如是之念：「此水流甚大，此岸有恐怖，彼岸則安穩

    無恐怖，而無船可渡，又無往返之渡橋，我採集草木枝葉，以編為筏，依其筏以手

    足操作，則安全到達彼岸。」

    九  諸比丘！此人採集草木枝葉，以編為筏，依此筏以手足操作，安全到達彼岸。

    婆羅門渡河流，到彼岸立於陸地。

    一0   諸比丘！為使知其意義，余作此譬喻，而其意義即在此。

    一一  諸比丘！威光熾燃而毒氣猛烈之毒蛇，此即地界、水界、火界、風界四大之

    喻語。

    一二  諸比丘！五名殺人之怨敵，此即色取蘊，受取蘊，想取蘊，行取蘊，識取蘊

▼. IV.228.
    之五取蘊喻語。

    一三  諸比丘！第六拔利刃之闖入殺人者，此乃喜悅、愛染之喻語。

    一四  諸比丘！空虛之村落，此乃六內(處)之喻語。賢明有經驗之智者，若以眼

IV,175. 而檢點於此者，則唯見於無，唯見於虛，唯見於空。賢明而有經驗者，若以耳……

    以鼻……以舌……以身……以意檢點此者，則唯見於無，唯見於虛，唯見於空。

    一五  村落破壞之群盜者，諸比丘！此乃六外處之喻語。諸比丘！眼壞於可意不可

    意之色(境)，耳壞於……鼻壞於……舌壞於……身壞於……意壞於可意不可意之法

    (境)。

    一六  諸比丘！大水流者，此乃欲瀑流、有瀑流、見瀑流、明瀑流，此四種瀑流之

    喻語。

    一七  諸比丘！恐怖之此岸，此身見之喻語。

    一八  諸比丘！安穩無恐之彼岸者，此涅槃之喻語。

    一九  諸比丘！筏者，此即正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、正

    定，此八支道之喻語。

    二0   諸比丘！以手足之操作者，此精進努力之喻語。

    二一  婆羅門以渡流到彼岸立於陸上者，諸比丘！此阿羅漢之喻語。」

S.35.198.喜樂

 ※ 三  「諸比丘！具有三法之比丘，於現世多住於喜、樂。諸漏
滅盡之原由彼亦具有。

    如何而為三法？乃護於諸根門、知節度於飲食、專心於覺醒。

IV,176. 四  諸比丘！比丘如何護於諸根門耶？

        諸比丘！此處有比丘，以眼
見色，不執總相，不執別相，彼若不攝護於眼根

    住者，因此則有貪、憂、惡不善之法來襲於彼，然彼為履行攝護其眼根，守眼根達

    成攝護眼根。以耳……以鼻……以舌……以身……以意識法，不執總相，不執別相。

    彼若不攝護意根而住者，以此為因，則貪、憂、惡不善法來襲於彼，然彼為履行攝

    護意根，守意根，達成攝護意根。

    五  諸比丘！恰如於平坦土地之四大路，調適栓繫良馬大車所備之刺針*，巧妙之馬

    術師
調馭跨乘其上，左手執手綱，右手握刺針，隨己所欲，往返於所適之方位。

    諸比丘！同此，比丘為守護修習此六根，為修習制止，為修習調御，為修習安息。

【巴】seyyathapi bhikkhave subhumiyamccatumahapathe ajabbaratho yutto assa odhastapatodo,** tam enam dakkho yoggacariyo assadammasarathi abhiruhitva, vamena hatthena rasmiyo gahetva, dakkhinena hatthena patodam gahetva, yenicchakam yadicchakam sareyya pi pacchasareyya pi. (S IV 176)

【意】比丘們！好比在地面平坦的十字路口，有匹良馬套好了車，安上馬鞭。一位技術高明、善於調馬的馬術師，躍上馬車，左手執韁繩，右手握馬鞭，隨心所欲地往返於任何想去的地方。

(*「刺針」(patoda (有刺的)馬鞭)
**“odhastapatodo”原作 “odhasatapatodo”，今依CSCD版改。)
▼. IV.230. 

        諸比丘！如是之比丘為護諸根門。

    六  諸比丘！比丘如何知節度飲食耶？

        諸比丘！此處有比丘
深為省慮攝取飲食物，不為戲奢，不為莊飾莊嚴，只為

    住此身，以維持於此，防範危害，為利益梵行。「如是，除舊苦，不生新苦。余有生

    活之資，無過誤，當有安樂住。」

IV,177. 七  諸比丘！恰如人有傷塗藥，只為其癒，車軸注油，只為其運轉。同此，諸比丘！

    有比丘深為省慮攝取飲食，不為戲奢……安樂而住。」

        諸比丘！如是之比丘為知於飲食量。

    八  諸比丘！如何比丘為專心於覺醒耶？

        諸比丘！比處有比丘，於日中經行安坐，心除諸障礙法。於夜初分經行安坐，

    心除諸障礙法。於夜中分以右脅作獅子臥，一足疊於一足，以正念正智而起床之想

    置於胸，前於夜之後分因起而出往經行、安坐，心除諸障礙法。

        諸比丘！如是之比丘為專心於覺醒。

    九  諸比丘！具此等三法之比丘，於現法多喜樂而住，彼亦具諸漏滅盡。」

    註1 原文yoni cassa araddha hoti asavanam khayaya「諸漏滅盡，始為彼之起源。」「原

        由」云云，是依註釋之karanan c'assa paripunnam．

      2 以下同一二0經六節。

      3 調御可能馬之馭者。

      4 同一二0經之七節。

S.35.199.龜

 ※ 三  「諸比丘！往昔有龜
，夕時沿河岸獵餌。諸比丘！野干亦於夕時沿河岸獵餌。

IV,178. 四  諸比丘！龜見野干由遠而來獵餌，龜將首
作第五己肢分，藏於殼中不動，默

    然而止。

    五  諸比丘！野干亦由遠處見龜，見而來至龜處，來則站立龜處[作念]：「此龜首

    為第五，其肢分中，俟其任何肢分轉出時，立即捕彼拉裂而食。」

    六  諸比丘！龜首為第五，其肢分中，任何肢分皆不轉出，時野干則不得機會，厭

▼. IV.232.
    龜而遠去。

    七  同於此，諸比丘！魔王波旬亦常時不斷立於汝等之傍：「願我於此等，或依眼

    得機會、或依耳……或依鼻……或依舌……或依身……或依意得機會。」

    八  然則，諸比丘！須護於諸根門而住！以眼見色
，不執總相，不執別相，彼若

    不攝護眼根而住者，因此則貪、憂、惡不善法來裂於彼。然彼為履行攝護其眼根，

    守眼根，達成攝護眼根，以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸觸……以

    意識法，不執總相，不執別相，彼若不攝護意根而住者，因此則貪、憂、惡不善法

    來襲於彼，然彼為履行攝護其意根，守意根，達成攝護意根。諸比丘！於汝等護守

    諸根門故，魔王波旬亦厭汝等而遠去，如野干之不得機會而去。」

IV,179.      如龜肢分藏殼中

，思慮比丘無依著

，他無傷入於圓寂

，任何者皆不得誹

    註1 於原典示為「龜」以kumma,kacchapa二語，於註釋解此為同義語，故單一語譯出。

        kacchapa者kaccha即從腋，Pa是飲義。即信為從前肢腋之附著點而飲水。於名義燈，

        此二語外還有nakka一語。

      2 《雜阿含經》卷四三、四經有「龜蟲見來即藏六」之句。言龜為藏六即由此句而云。六是頭尾加

        四肢。然原典用sondipancamani ahgani之語，「首為第五支分」之意，這想是尾之一除

        外。

      3 參照一二0經之六節，一九八經之九節。

 S.35.200.(漂流)木(一)

《雜阿含1174經》，《增壹阿含43.3經》

    一  爾時，世尊住於憍賞彌城之恆河畔。

    二  世尊，見大木塊於恆河順流而下。見已告諸比丘曰：「諸比丘！有見大木塊於恆

    河順流而下否？」

        「唯然，大德！有見於此。」

    三  「諸比丘！此木塊若1不著此岸，2不著於彼岸，3不沈於流中
，4不被繫上陸地，5不

▼. IV.234.
    被人取，6不被非人取，7不被渦流所取，8內部不腐敗，諸比丘！如是，其木塊則向海、

    趣海、而入海。何以故？諸比丘！恆河之流為向海、趣海、而流入於海故。與此同

    理，諸比丘！汝等若1不著此岸，2不著於彼岸，3不沈於流中，4不被繫上陸地，5不為人取，

    6不被非人取，7不被渦流所取，8內部不腐敗
，諸比丘！如是汝等則向於涅槃、趣於涅

IV,180. 槃、而入於涅槃。何以故？諸比丘！正見即為向於涅槃、趣於涅槃、入於涅槃故。」

    四  如是說已。一比丘白世尊曰：「大德！何者為此岸？何者為彼岸？何者為沈於流

    中？何者為繫上陸地？何者為人取？何者為非人取？何者為渦流所收？何者為內部

    腐敗耶？」

    五  「諸比丘！此岸，乃此內六處之喻語。

    六  諸比丘！彼岸，乃此外六處之喻語。

“‘orimam tiran’ti kho, bhikkhu, channetam ajjhattikanam ayatananam adhivacanam.  
‘Parimam tiran’ti kho bhikkhu, channetam bahiranam ayatananam adhivacanam.  
    七  諸比丘！沈於流中，乃此喜悅染心之喻語。

    八  諸比丘！被繫上陸地，乃此我慢之喻語。

    九  諸比丘！何者，是被人取者？此處有比丘與在家混住，共喜悅，共憂苦，於有

    安樂之眾中則有安樂，於有苦惱之眾中則有苦惱，而起於應作當作之事，自專其心，

    比丘！此者，稱之為被人所取。

    一0  比丘！何者為被非人取？此處有比丘，或
願修梵行入某天子群，「依此戒

IV,181. 行，或依梵行，或依苦行、梵行，我成天子或天子群之一，」比丘！此稱之為被非

    人所取。

    一一  比丘！渦流所收者，此為五種欲之喻語。

    一二  比丘！何者為內部腐敗者耶？此有比丘，或為邪戒者、惡法者、不淨者、可

    疑之行為者、覆隱己業者，非沙門而公稱為沙門，非梵行者而公稱為梵行者，內心

    腐敗，漏泄塵埃之性者。比丘！此稱之為內部腐敗者。」

    一三  其時，偶一枚牛者難陀，立於世尊之傍。

    一四  時，牧牛者難陀，白世尊曰：「大德！余不著此岸
，不著彼岸，不沈流中，

    不被繫上陸地，不為人取，不為非人取，不為渦流取，內部不腐敗。大德！我於世

    尊之處可得出家、可得受戒歟？」

    一五  「唯然，難陀！須將牛遣返於主人！」

        「大德！撫愛其犢牛等，亦當歸去。」

▼. IV.236.
        「難陀！將牛遣還於主人。」

    一六  於是，牧牛者難陀，將牛遣還於主人，來詣世尊之住處，白世尊曰：「大德！

    牛已遣返主人矣。大德！可得於世尊之處出家、受戒耶？」

    一七  牧牛者難陀！得於世尊之處出家受戒。牧牛者難陀於受戒後不久，唯獨一人

    遠離其他，精進專心不放逸而住
……

    一八  尊者難陀，成為阿羅漢之一。

    註1 《雜阿含1174經》卷四三，一一經「不閡洲渚。」

      2 PTS本二語ekacco ekacco重疊，是衍字。

      3 原文「著此岸」是衍字。

      4 參照六七經之一七節。

S.35.201.木塊(二)

    一  如是我聞。爾時，世尊住於欽毘羅城之恆河畔。

    二  世尊，見大木塊於恆河順流而下，見已，告諸比丘曰：「諸比丘！汝等有見大

IV,182. 木塊於恆河順流而下否？」

        「唯然，大德！見矣。」

    三  [以下同於二00經三節]

    四  如是說已。尊者欽毘羅白世尊曰：「大德！何者為此岸？何者為彼岸
？……

    五~一一  [以下同於二00經四~一一節]。

    一二  「欽毘羅！何者為內部腐敗者。欽毘羅！此處有比丘！或知由有污由罪科
脫

    出之道，對此履行。欽毘羅！此稱之為內部腐敗者。」

    註1 以下同二00經之四~一一節。

      2 PTS本單有vutthana，依此，以「想不犯而止者，即有脫出之道」義譯之，但暹羅本此

        加na，因此意為「不關知若犯罪者，將無脫出之道」。

S.35.202.漏泄

《雜阿含1176經》
▼. IV.238.
    一  爾時，世尊住於釋迦族國，迦毘羅衛之尼拘律園。

    二  其時，住迦毘羅衛之釋迦族所新建未久之集會堂，尚未有沙門婆羅門或其他人

    等住於此。

    三  時，住迦毘羅衛之釋迦族等，來詣世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    四  坐於一面之迦毘羅衛之釋迦族等，向世尊曰：「大德！迦毘羅衛之釋迦族等所新

    建未久之集會堂，尚無沙門婆羅門或其他人等進住者。大德！世尊請先住用。世尊

IV,183.先用之後，住迦毘羅衛之釋迦族等始當住用。住此迦毘羅衛之釋迦族，乃為長時之

    利益安樂。」

        世尊默然承諾。

    五  時，住迦毘羅衛之釋迦族等，知世尊已承諾，乃從座起，禮拜世尊，行右繞禮，

    赴新集會堂。於集會堂之一面展敷舖具，設座席，備水甕，挑油燈，然後來詣世尊

    住處，如是白言：「大德！集合堂之一面已展敷舖具，設座席，備水甕，挑油燈，今

    正是時，請受住用。」

    六  於是，世尊著內衣，持衣、缽，與比丘眾同赴新集會堂。洗兩足已，入集會堂，

    皆依中央立柱，面東而坐。比丘眾亦洗兩足，入集會堂，背依西壁，唯以世尊在前，

    面東而坐。住迦毘羅衛之釋迦族等亦洗兩足，入集舍堂，依東壁，唯以世尊在前，

    面西而坐。

    七  其時，世尊當夜以大部分時間，對住迦毘羅衛之釋迦族等以法語鼓勵、激勵之，

    使之悅喜歸去。曰：「瞿曇等！夜將更曉，汝等當思今正其時。」

IV,184.  「唯然，大德！」住迦毘羅衛之釋迦族等應諾世尊，然後起座，禮拜世尊行右繞

    禮而去。

    八  時，世尊於住毘羅衛之釋迦族等離去不久，言尊者大目犍連曰：「目犍連！比丘

    眾離卻惛沈睡，目犍連！當由汝為比丘眾說法，余因背部感痛，余欲伸舒背部。」

        「唯然，大德！」尊者大目犍連應諾世尊。

    九  於是，世尊將僧伽梨衣折為四層，右脅在下，作獅子臥，左足置於右足上，正

    念正智，胸懷起床之想。

    一0  於此，尊者大目犍連言比丘眾曰：「友，諸比丘！」

        彼比丘眾應諾尊者大目犍連。尊者大目犍連說示如下曰：「諸友！我為汝等說漏

▼. IV.240.
    泄之教法與不漏泄之教法，於此且諦聽，當善思惟，我此當說。」

        彼比丘等應諾尊者大目犍連曰：「唯然，友！」尊者大目犍連如次宣說曰：

    一一  「諸友！如何為漏泄耶？

        諸友！此處有比丘
，以眼見色，於可愛之色傾心，於不愛之色心相背離。不

    使正念現前，缺乏思慮而住，又不如實知彼心解脫、慧解脫，彼不能對所起之惡不

IV,185. 善法無餘滅盡。以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸觸……以意識法、

    對可愛之法，心予傾向，對不愛之法，心相背離，不得正念現前，缺乏思慮而住，

    又不如實知彼心解脫、慧解脫，彼不能對所起之惡不善諸法無餘滅盡。

    一二  諸友！此比丘於眼所識之色，於耳所識之聲，於鼻所識之香，於舌所識之味，

    於身所識之觸，於意所識之法，稱之為漏泄。諸友！如是而住之此比丘，魔波旬若

    為眼
而接近者，則魔波旬得機會，得對境。魔波旬若為耳……為鼻……為舌……

    為身……為意而接近，則魔波旬得機會，得對境。

    一三  諸友！恰如蘆葺之家，或草葺之家，乾燥無濕氣，經年古舊，執點火草炬之

    人，若從東方來者，則得燒其家之機會，得對境。由西方……由北方……由南方……

    由上方……由下方……無論由任何之方位，執火草炬之人，若來，則得火燒其家之

    機會，得對境。同於此理，諸友！如是而住之比丘，魔波旬若為眼……為耳……為

    鼻……為舌……為身……為意而接近，則魔波旬得機會、得對境。

    一四  諸友！如是而住之比丘，諸色為勝，而比丘不勝於諸色。諸聲勝於比丘，比

IV,186. 丘不勝於諸聲。諸香勝於比丘，比丘不勝於諸香。諸味勝於比丘，比丘不勝於諸味。

    諸觸勝於比丘，比丘不勝於諸觸。諸法勝於比丘，比丘不勝於諸法。諸友！此比丘

    為色所勝、為聲所勝、為香所勝、為味所勝、為觸所勝、為法所勝，謂不勝彼等。

    於染污之性而來再生，則隨有怖畏之苦果，當必至於未來生老死，惡不善之諸法勝

    於彼。諸友！漏泄即如是。

    一五  諸友！如何為不漏泄耶？

        諸友！於此有比丘，以眼
見色，於可愛之色心不傾，於不愛之色心不背離，

    正念現前，思慮無量而住，亦如實知彼心解脫、慧解脫，於彼如所起惡不善法無餘

    滅盡。以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸觸……以意識法，於可愛之

    法心不傾，於不愛之法心不背離，正念現前，思慮無色而住，又如實知彼心解脫、

▼. IV.242.
    慧解脫，於彼如所起惡不善之法，無餘滅盡。諸友！比丘於眼所識之色不漏泄，於

    耳所識之聲……於鼻所識之香……於舌所識之味……於身所識之觸……於意所識之

    法，謂不漏泄。諸友！如是住之此比丘，魔波旬若以眼接近者，則魔波旬不得機會、

    不得對境。魔波旬若以耳……以鼻……以舌……以身……以意而接近者，魔波旬則

    不得機會，不得對境。

IV,187.一六  諸友！或以堅硬之粘土造尖頂閣，或尖頂閣堂，以濕土塗抹。雖有執點火草

    炬人，由東方來，人亦不能燒其閣之機會與得對境……由西方來……由北方……由

    南方……由上方……由下方……由任何方位雖有執火草炬人來，火則不能燒其閣之

    機會與得對境。同於此理，諸友！如是住之比丘，魔波旬雖以眼……以耳……以鼻

    ……以舌……以身……以意而接近，魔亦不得機會，不得對境。

    一七  諸友！如是而住之比丘勝於諸色，諸色不勝於比丘。比丘勝於諸聲，諸聲不

    勝於比丘。比丘勝於諸香，諸香不勝於比丘。比丘勝於諸味，諸味不勝於比丘。比

    丘勝於諸觸，諸觸不勝於比丘。比丘勝於諸法，諸法不勝於比丘。諸友！此比丘勝

    於色、勝於聲、勝於香、勝於味、勝於觸、勝於法，而非謂不勝。彼勝再來生染污

    之性，勝隨伴有怖畏之苦果，勝當必至於未來生老死、惡不善法者。

        諸友！不漏泄即如是。」

    一八  是時，世尊起而行出，言尊者大目犍連曰：「善哉！善哉！目犍連！汝為諸比

    丘說漏泄之教法與不漏泄之教法。」

IV,188.一九  尊者大目犍連此說已，世尊對此予以認證，歡悅之諸比丘，欣受尊者大目犍

    連之所說。

    註1 同一三二經之一0節。

      2 cakkhuto於註釋cakkhubhavena「依眼」，為「眼」。

      3 同一三二經之一八節下。

 S.35.203.苦法

《雜阿含1173經》
 ※ 三  「諸比丘！比丘因如實知一切苦法之生起與滅盡，彼見諸欲，彼見諸欲者，則凡

    於諸欲彼不止住
欲貪、欲愛、欲迷、欲惱，彼悟知行與住，如行者、住者，不止

▼. IV.244.
    住於貪欲、憂惱、邪惡、不善之法。

    四  諸比丘！如何比丘以如實知一切法之起與滅盡耶？「色乃如是，色之生起乃如

    是，色之滅盡乃如是。受乃如是……想乃如是……行乃如是……識乃如是，識之生

    起乃如是，識之滅盡乃如是。」諸比丘！如是之比丘，如實知一切苦法之生起與滅

    盡。

    五  諸比丘！如何而比丘見諸欲？彼若見諸欲，則不止住於諸欲之欲貪、欲愛、欲

    迷、欲惱。諸比丘！譬如人於甚深之炭火坑，無焰、無煙而充滿炭火，於此有願生

    不願死，願樂而厭苦之人來，此人被二人之強有力者，拉其手拖至炭火坑，彼將身

IV,189. 屆之，此何故耶？諸比丘！此人知：「我墮此炭火坑者，則以此為因或至死，或逢

    等於死之苦。」諸比丘！以炭火坑為譬喻，比丘見諸欲，見彼諸欲者，則於一切諸

    欲彼則不存止於欲貪、欲愛、欲迷、欲惱。

    六  諸比丘！如何悟知行與住，如行者、住者不存止於貪欲、憂惱、邪惡不善法？

    諸比丘！譬如有人入棘多之園，彼之前有棘，後亦有棘，北亦棘，南亦棘，下亦棘，

    上亦棘。彼以：「棘勿刺我！」該由何處進或退耶？同於此理，諸比丘！凡世間有

    可愛之相貌，快意之相貌，此於聖者之教，即為棘。
「同理，諸比丘！凡世間有可愛的相貌，可意的相貌，於聖者之律，這稱為棘(kantako)。」

    七  如是知者，當知攝護不攝護。

    八  諸比丘！如何為不攝護耶？諸比丘！於此有比丘
以眼見色，心傾向於可愛之

    色，心背離於不愛之色，正念不現前，缺乏思慮而住，又不如實知彼心解脫，不如

    實知慧解脫，彼所起之惡不善法不能無餘滅盡。以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味

    味……以身觸觸……以意識法……

    九  諸比丘！如何為攝護耶？諸比丘！此有比丘
，以眼見色，心不傾向於可愛之

    色，心不背離於不愛之色，正念現前，思慮無量而住，又如實知彼心解脫，如實知

IV,190. 慧解脫，彼所起之惡不善法無餘滅盡。以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以

    身觸觸……以意識法。心不傾向於可愛之法，心不背離於不愛之法，正念現前，思

    慮無量而住，又如實知彼心解脫、慧解脫，如彼所起惡不善之法，以此無餘滅盡。

        諸比丘！攝護者，當即如是。

    一0  諸比丘！如是行、如是住之比丘，少時喪失正念，起邪惡
不善而有志望之

    懷念，為結縛之法。諸比丘！正念薄弱，而彼則速捨此，排之、壞之、令歸滅無。

▼. IV.246.
    諸比丘！譬如於日中熾熱之鐵器上，滴落二、三滴水，其滴若遲落，即消耗迨盡。

    如是，諸比丘！如是行、如是住之比丘，少時喪失正念，起邪惡不善而有志望之憶

    念，為結縛之法。諸比丘！正念之薄弱者，而彼速將捨此、排之、毀之、歸於滅無，

    令歸於無。

    一一  諸比丘！如是，比丘悟知行與住，如是行者、住者，不止住貪欲、憂惱、邪

    惡不善。諸比丘！此比丘之如是行、如是住，或國王、或王之大臣、朋友、血緣、

    親族等，即作是言：「汝來！如何為此袈裟衣而惱？如何汝禿頭持、而往來耶？汝

    來！還汝卑俗之身，受用財寶，須行善業。」並持來財寶供奉。諸比丘！彼如是行、

    如是住，捨戒、還卑俗人之身，無有如是之道埋。

IV,191. 一二  諸比丘！譬如恆河向東、趣東、流東、而大群眾攜鍬與籠，來令「此恆河向

    西、趣西。」諸比丘！當如何思惟於此？彼大群眾可得將此恆河向西、趣西、流西

    否？」

        「大德！不然。」

        「此何故耶？」

        「大德！恆河乃向東、趣東、流東者，令此向西、趣西、流西為不易。復次，此

    大群眾必終至疲困。」

    一三  「同於此理，諸比丘！如是行、如是住之此比丘，或國王、或王之大臣、朋友、

    血緣、親族等，作是言：「汝來！如何為此袈裟衣而令汝惱？如何汝禿頭持,來往？

    汝來！還汝卑俗人之身，以受用財寶，須行善業。」諸比丘！如是行、如是住之此

    比丘，捨戒、還卑俗人之身者，無有如是之道理。何以故？諸比丘！無論如何之心，

    長時向遠離、趣遠離、專注遠離者，其轉向於卑，無有如是之道理。」

    註1 anuseti,anusayati隨眠、止住，如是存在之意。取原典三節終anusavati,anusayati之

        意。

      2 參照一三二經之一0~一七節。

      3 參照一三二經之一八~二四節。

      4 參照九六經之四節。

▼. IV.248.
S.35.204.緊叔迦

《雜阿含1175經》
 ※ 二  時，一比丘至另一比丘住處。此比丘問曰：「友！如何者，比丘之見為清淨

IV,192. 耶？」「友！比丘如實知六觸處之生起與滅盡。友！比丘之見因之為清淨。」

    三  時，彼比丘對比丘之釋答
，因不得滿足，而赴一比丘住處，問此比丘曰：「友！

    如何者，比丘之見為清淨耶？」

        「友！比丘如實知五取蘊之生起與滅盡故，友！比丘之見為清淨。」

    四  時，彼比丘不滿足此比丘釋答，而赴一比丘處，問此比丘言：「友！比丘！為如

    實知四大有生起之滅盡故，友！如何者，比丘之見為清淨耶？」

    五  「友！比丘凡如實知生起之法，皆是滅法故，友！此比丘之見為清淨。」

    六  時，彼比丘不滿足此比丘之釋答，而來至世尊住處。禮拜世尊，坐於一面。坐

    於一面之彼比丘向世尊曰：大德！於此，余在一比丘處，問彼比丘曰：「友！如何

    者，比丘之見為清淨耶？」大德！彼比丘對余答曰：「友！比丘如實知六觸處之生

    起與滅盡故，友！比丘之見因之為清淨。」時，余不滿足於彼比丘之釋答而至

IV,193. 另一比丘處，問彼比丘曰：「友！如何者，比丘之見為清淨耶？」大德！彼比丘對

    余答曰：「友！如實知五取蘊之……四大有之……凡生起之法，皆為滅之法。友！

    比丘之見因之為清淨。」時，大德！余不滿足彼比丘之釋答，乃來至世尊處。大德！

    如何者，比丘之見為清淨耶？」

    七  「比丘！譬如有人從未曾見緊叔迦者，彼或到曾見緊叔迦之男處，問曰：「仁者！

    緊叔迦為如何耶？」彼答曰：「仁者！緊叔迦乃為黑者，宛如燒杭。」比丘！其時

    緊叔迦一如斯男之所見。於是，比丘不滿足其男之釋答，或到另一曾見緊叔迦之男

    處，問其男曰：「仁者！緊叔迦為如何耶？」彼答曰：「仁者！緊叔迦為赤者，宛

    然如肉片。諸比丘！其時，緊叔迦即如彼男之所見然。於是……「緊叔迦以皮剝、

IV,194. 莢破、宛然如尸利沙……如是言：「仁者！緊叔迦乃枝葉密茂，蔭濃如尼拘律樹。」

    比丘！其時，緊叔迦即如彼男所見然。比丘！依彼等之信憑，此等善人照純清之所

    見，此等善人為釋答者。

    八  比丘！譬如國王之邊土都城基礎堅牢，城壁有六座堅牢之門，於其處有賢明有

    能、有智之門衛，以遮上不知者，令知者通過。時由東方急來二使者，對其門衛如

    是問曰：「仁者！此都城之主於何處耶？」彼門衛答曰：「德者！彼坐於中央之四

▼. IV.250.
    衢街路。」於是彼二急來使者，向城主如實將使命傳達，即順來路歸去。由西方……

    由北方急來二使者，向其門衛如是問曰：「仁者！此都城之城主於何處耶？」彼門

    衛對彼答曰：「德者！彼坐於中央之四衢街路。」於是彼二急來之使者，如實向城

    主以使命傳達之，即順來路歸去。

    九  比丘！余作此譬喻，為令知其意義，其意義則如是。比丘！都城者，即由此四

    大所成，父母所生，粥飯所積，無常、蝕壞、磨消、破損、潰、滅之法，即此身之

    喻語。

        比丘！六門者，此六內處之喻語。

        比丘！門衛者，此正念之喻語。

IV,195.  比丘！急來之二使者，此止觀之喻語。

        比丘！中央之四衢街路者，即此地界、水界、火界與風界，此四大有之喻語。

        比丘！城主者，即此識喻語。

        比丘！如實之使命者，即此涅槃之喻語。

        比丘！順來路者，即此八支賢聖道之喻語，亦即正見……正定等是。」

    註1 kimsuka甄(堅)叔迦、緊祝迦、緊獸(《雜阿含經》卷四三之一二經。)「為何」之意，花

        樹名。

      2 panhavyakarana「質問釋答」之意，以應質問之反答。在《雜阿含經》卷四三之一二經為「記

        說」。

S.35.205.琵琶

《雜阿含1169經》
 ※ 三  「諸比丘！任何比丘或比丘尼，其心於眼所識之色
，或起貪欲、染欲、忿恚、

    愚痴、瞋恚者，應制伏此心。謂：「此路乃有怖、有恐、有棘、有叢，險難之非路、

    邪路是。此路乃不善人之所依，此路乃善人所不依。汝不適於此，然則，汝於眼所

    識之色，應制伏心。」諸比丘！任何之比丘或比丘尼，其心於耳所聞之聲……鼻所

    識之香……舌所識之味……身所識之觸……意所識之法，或起貪欲、染欲、忿恚、

    愚癡、瞋恚者，由此應制伏心，謂：「此路乃有怖、有恐、有棘、有叢、險難之非

    路、邪路是。此路乃不善人之所依，此路乃善人所不依。汝不適此，然則，汝由此

▼. IV.252.
    意所識之法應制伏心。」

    四  諸比丘！譬如稻熟
，因稻田之守者放逸，食稻之牛闖入稻田而縱食至心滿足

IV,196. 。與此同理，諸比丘！無聞之凡夫，對六觸處不行攝護，縱享五種欲至心滿足。

    五  諸比丘！譬如稻熟，因稻田之守者不放逸，食稻之牛雖闖入此稻田，守者牢捉

    此牛之鼻，由牢捉鼻，堅括於額之上部，堅括於額之上，以搋猛鞭，以搋猛鞭後，

    將其縱放。

        諸比丘！二度食稻之牛……

        諸比丘！三度食稻之牛雖闖入此稻田，守者牢捉此牛之鼻，由牢捉鼻，以堅括

    於額上，堅括於額上
，則以搋猛鞭，以搋猛鞭後，而縱放。如是，食稻之牛或入

    村落或入森林，多休止所，多休臥所，而思起被搋鞭策之事，因此不再入稻田。與

    此同理，諸比丘！於六觸，比丘之心為直、正直，唯住立於內，靜止單一而得安定。

    六  諸比丘！譬如國王
或王大臣，有未曾聞琵琶之音者，彼聞琵琶之音，而作如

    是曰：「友！此何音耶？如是斯之愛、美，足以令人心狂而惑。」「貴人！如是之

IV,197. 愛、美，足以令人心狂、惑之音，此是琵琶。」彼言：「且去！將琵琶攜來予余。」

    彼等以此奉於王曰：「貴人！此音如是可愛、美好，令人心狂而惑之琵琶。」王曰：

    「此琵琶於余為無用，唯將音帶來與余。」彼等言於王曰：「貴人！此所謂琵琶者，

    有種種之成素，有大成素，由種種之成素而發音。」曰：「緣於胴、緣於皮、緣於

    掉、緣於首、緣於絃、緣於弓，又須人之適宜努力。貴人！如是琵琶有種種之成素，

    有大之成素，由種種成素而發音。」彼王遂以此琵琶，碎為十分或百分，以此十分

    或百分碎為一片片，一片片則以火燃燒，以火燒成灰，成灰或被大風吹去，或被河

    川之急流漂去。如是彼言：「凡稱琵琶者，大眾為此長時放逸流溺、此琵琶為虛偽

    也。」

    七  與此同理，諸比丘！比丘須於色之所趣，則以檢色，受之……想之……行之……

    須於識之所趣，則以檢識。彼檢色……受……想……行……識，原於彼或為「我，

IV,198. 」或「我有」、或「我之我」者，今則無此。」

    註1 《雜阿含1169經》：「眼識色因緣生，若欲若貪，若昵若念，若決定著處，於彼諸心善

        自防護。」

▼. IV.254.
      2 kittha有稻或稻田之意。

      3 upari ghataya(m)suniggahitam nigganheyya此段之意稍稍不明瞭，照此譯待後日之

        研究。

      4 《雜阿含經》四三卷六經，過去世時，有王聞未曾有好彈琴聲。琴及琵琶皆相當於vina。唯

        依我們之通常觀念，說琴，無寧較接近琵琶vina.

S.35.206.六生物

《雜阿含1170、1171經》，《增壹阿含38.8經》
 ※ 三  「諸比丘！譬如瘡癢身，腐爛身之人，入於棘
之森林，萱與棘刺彼之足，引而

    搔及瘡爛之肢體。諸比丘！如是此人，因而漸感至苦痛不快。與此同理，諸比丘！

    此處有比丘，入於村落或森林，遇所觸者作如是言：「此尊者如是作，如是行者，

    為村落不淨之棘。」得知此為棘，當知攝護與不攝護。

    四  諸比丘！如何為不攝護？諸比丘
！於此有比丘，以眼見色，心傾於可愛之色，

    心背離於不可愛之色，正念不現前，缺乏思慮而住；又不如實知心解脫、慧解脫，

    如彼起惡不善之諸法，不能無餘滅盡。以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以

    身觸觸……以意識法……心傾於可愛之法，心背離於不可愛之法，不使正念現前，

    缺乏思慮而住；又彼不如實知心解脫、慧解脫，如彼起惡不善之諸法，不能無餘滅

    盡。

    五  諸比丘！譬如有人，捕得不同境界
、不同餌處之六種生物，以強繩綁縛。捕

    蛇以強繩綁縛。捕鱷魚……鳥……犬……野干……猿，以強繩綁縛。於中央作結，

IV,199. 同時縱放。諸比丘！其時，不同境界、不同餌處之此等六種生物，各各向己餌之世

    界奔去。蛇入蟻塔……鱷魚入水……鳥翔於空……犬入村落……野干「入野墓」……

    猿「入森林」而去。諸比丘！此等六種生物倦疲時，此等生物則隨其中之一多力者，

    隨彼之後，乃至服從於彼。比丘亦與此同理，任何人若不向身增修其正念，或不復

    修者，則彼眼為可意之色所引去，彼背於不可意之色。彼耳為可意之聲……鼻為可

    意之香……舌為可意之味……身為可意之觸……意為可意之法所引去，彼背離於不

    可意之法。

        諸比丘！如是為不攝護。

▼. IV.256.
    六  諸比丘！如何為攝護耶？

        諸比丘！於此有比丘
，以眼見色，心不傾於可愛之色，心不背於不可愛之色，

    令正念現前，思慮無量而住；又彼如實知心解脫、慧解脫。如彼所起之惡不善法，

    無餘滅盡。以耳聞聲……以鼻嗅香……以舌味味……以身觸觸……以意識法，心

IV,200. 不傾於可愛之法，心不背離於不可愛之法，令正念現前，思慮無量而住。又彼如實

    知心解脫、慧解脫，如彼所起之護不善法，無餘滅盡。

    七  諸比丘！譬如有人，捕得不同境界、不同餌處之六種生物，以強繩綁縛。捕蛇

    以強繩綁縛，鱷魚……鳥……犬……野干……猿……以強繩綁縛。以強繩綁縛而擊

    於強杭或柱。諸比丘！其時，不同境界、不同餌處之此等六種生物，各各向己餌處

    之世界奔去。蛇入蟻塔、鱷魚入水……鳥翔於空、犬入村落、野干入野墓、猿入森

    林而去。諸比丘！此等六種生物倦疲時，於同杭或近柱而立、或近坐、或近臥。比

    丘與此同理，無論任何人，其身增修、復修正念，彼眼亦不為可意之色所引去，不

    背離於不可意之色。彼耳……鼻……舌……身……意，不為可意之法所引去，不背

    於不可意之法。

        諸比丘！攝護即如是。

    八  強杭或柱者，諸比丘！此乃向於身正念之喻語。然則！諸比丘！汝等於此：「吾

    等之身增修、復修正念，如坐騎、如貴器物之所實行、積集，於此應努力。」如是

    修習。諸比丘！汝等應如是修習。」

    註1 於英譯，譯為a swampy jangle(濕地之森)註釋書，註為kantavana(棘之森)。

        此較自然。

      2 參照一三二經之一0~一五經。

      3 visaya目的物，對象體，對境，境界。gocara有種種之意，於此是置動物餌之處，即

        餌處，餌之意。

      4 參照一三二之一八~二三節。

IV,201.

 S.35.207.麥把

《雜阿含1168經》
 ※ 三 「諸比丘！譬如諸比丘將麥把置於四衢街路，當時有六名手執連枷之男子，以連

▼. IV.258.
    枷打其麥把。如是，諸比丘！以六連枷打麥把，善打。復次，又有手持連枷之第七

    男子來，以連枷打其麥把。如是，諸比丘！以連枷打麥把之第七男子，更為善打。

    四  與此同理，諸比丘！無聞之凡夫，於眼為可意不可意之色所惱，於耳……於鼻

    ……於舌……於身……於意為可意不可意之法所惱。諸比丘！此無聞之凡夫，若為

    未來再生而思念者，如是愚人，恰如為因第七連枷所打之麥把，乃更為善打。

    五  諸比丘！往昔，天與阿修羅戰鬥時，諸比丘！阿修羅毘摩質多羅呼阿修羅曰：

    「汝等！天與阿修羅戰鬥時，若阿修羅軍勝，天軍敗者，則以第五繩
縛諸天主帝

    釋天之首，共來余之阿修羅都。」諸比丘！諸天之主帝釋天呼三十三天等曰：「汝

IV,202. 等！天與阿修羅之戰鬥時，若天軍勝，阿修羅軍敗者，以第五繩縛彼阿修羅主毘摩

    質多羅之首，共來余之正法殿。」

    六  然而於此戰役，則諸天勝而阿修羅敗。時，諸比丘！三十三天以第五繩縛阿修

    羅主毘摩質多羅之首，共來諸天主帝釋天之正法殿。

    七  於此，諸比丘！阿修羅主毘摩質多羅之首被第五繩所縛。諸比丘！阿修羅主毘

    摩質多羅作如斯思惟：「諸天為正法，阿修羅為非法，因此，我今赴諸天之都耶？」

    彼見己首解去第五繩，且飽嚐五種天上之欲，以盡娛樂。然而諸比丘！阿修羅王毘

    摩質多羅作如斯思惟：「阿修羅為正法，諸天為非法。因此，我今赴阿修羅之都耶？」

    彼見己首被第五繩所縛，且願排除天上之五種欲。

    八  諸比丘！毘摩質多羅之縛乃如是微妙，較此更微妙者為魔羅之縛。諸比丘！想

    思者乃被魔羅波旬所縛，無想思者，則獲解於此。諸比丘！「我有」者，此為想思。

    「此是我」者，此為想思。我者，此為想思，「我為無者，」此為想思。「我是有色」

    者，此為想思。「我是無色」者，此為想思。「我是有想」者，此為想思。「我是無想」

    者，此為想思。「我是非想非非想」者，此為想思。諸比丘！想思為病
，想思為瘡，

    想思為箭。然則諸比丘！「我等以心住無想思，」汝等當如是學習。

    九  諸比丘！「我有」者，此為轉動。「此是我」者，此為轉動。「我」者，此為轉

    動。「我是無，」此為轉動。「我是有色」者，此為轉動。「我是無色」者，此為轉動。

    「我是有想」者，此為轉動。「我是無想」者，此為轉動。「我是非想非非想」者，

IV,203. 此為轉動。諸比丘！轉動為病，轉動為瘡，轉動為箭。然則諸比丘！「我等以不轉

    動心而住，」汝等當如是學習。

▼. IV.260.
    一0  諸比丘！「我有」者，此為震動。「此是我」者，此為震動。「我」者，此為

    震動……諸比丘！震動為病，震動為瘡，震動為箭。然則諸比丘！「我等以不震動

    心而住，」汝等當如是學習。

    一一  諸比丘！「我有」者，此為戲論。「此是我」者，此為戲論。「我」者，此為

    戲論。……諸比丘！戲論為病，戲論為瘡，戲論為箭。然則諸比丘！「我等以不戲

    論心而住，」汝等當如是學習。

    一二  諸比丘！「我有」者，此為慢心。「此是我」者，此為慢心。「我」者，此為

    慢心。……諸比丘！慢心為病，慢心為瘡，慢心為箭。然則諸比丘！「我等以不慢

    之心而住，」汝等當如是學習。」

              毒蛇品第四[終]

IV,204.     其攝頌曰：

，毒蛇喜樂龜

，木塊二漏泄

，苦法緊叔迦

，琵琶六生類

，並且與麥把

        第四之五十品攝頌：

，悅喜消盡品

，廣說為六十

，依於海毒蛇

，第四五十品

，明說經集中

    註1 縛兩手兩足，更繁首故，首為第五繩所縛。

      2 原典raga雖有染欲，《雜阿含經》四二卷六經有為「病」。註亦有roga，看raga是roga之

        誤，故譯為病。於漢譯大約為「病、癰刺。」

▲Top回目錄
▼. IV.262.
S.36.第二 受相應

第一 有偈品

S.36.1.三昧

《雜阿含473經》
 ※ 三  「諸比丘！此等之三者，是受。何者為三？乃樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比

    丘！此等三者是受。

    四  (一)得安定，有正知，有正念之佛弟子，亦知受，亦知諸受之出生。

        (二)亦知此等諸受之所滅，達於滅盡之道。比丘由於諸受之滅盡，則無飢欲，

，入於圓寂。」

S.36.2.樂

《雜阿含473經》
    三  「諸比丘！此等之三者，是受。何者為三？乃樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比

    丘！此等之三者，是受。

IV,205. 四  (一)樂或苦、與非苦非樂，皆為內、外所感受者。

        (二)知此是苦，而以智觸觸可敗壞虛假之法，則見消失，如是於此離欲。」

 S.36.3.捨棄

《雜阿含468經》
 ※ 三  「諸比丘！此等之三者，是受。何者為三？樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！

    此等之三者是受。

    四  諸比丘！由樂受可捨棄染欲隨眠，由苦受可捨棄瞋恚隨眠，由非苦非樂受可捨

    棄無明隨眠。

    五  諸比丘！由樂受，比丘則捨棄染欲隨眠。由苦受，則捨棄瞋恚隨眠。由非苦非

    樂受，則捨棄無明隨眠。諸比丘！如此比丘，則捨染欲隨眠正見之人，彼由斷渴愛、

    毀滅纏結、滅亡憍慢，而盡苦際。

    六   (一)雖感受樂而不知受，於不見出離者，彼有染欲隨眠。

         (二)雖感受苦而不知受，於不見出離者，彼有瞋恚隨眠。

         (三)廣智之佛雖說非苦非樂，但樂於此而不斷苦脫離。

IV,206.   (四)比丘精進而不捨正知，因此，此賢智者，則悉知一切受。

▼. IV.264. (五)彼知悉諸受，於現法無諸漏，達最上智彼岸之法住者，肉身滅壞後，不

， 再入生身之數。」

 S.36.4.嶮崖

《雜阿含469經》
 ※ 三  「諸比丘！無聞之凡夫，如說：「大海有嶮崖
」之語。諸比丘！無聞之凡夫，

    如是語說：「大海有嶮崖」為不存不在者。

    四  諸比丘！此「嶮崖」者，喻屬此身苦受之語。

    五  諸比丘！無聞之凡夫，觸於身所屬之苦受，至為憂、疲、悲、搏胸、哭泣之迷

    惑。諸比丘！此稱之為「無聞
之凡夫，未曾立於嶮崖，未得腳踏實地。」

    六  諸比丘！有聞之聖弟子，雖觸身所屬之苦受，不至為憂、疲、悲、搏胸、哭泣    而迷惑。諸比丘！此稱之為「有聞之聖弟子，曾立於嶮崖，得有足踏實地。」

         (一)屬身害命之苦受，為此所觸，則慄、歎、泣、力弱、力盡，而不耐所起

， 之苦受者，此謂之：「彼未曾立於嶮崖，未得腳踏實地。」

IV,207.      (二)屬身害命之苦受，雖為此所觸亦不慄，能耐其所生起者，此謂之：「彼

， 立於嶮崖，得腳踏實地。」」

S.36.5.當見

《雜阿含467經》
 ※ 三  「諸比丘！此等之三者，是受。以何者為三者？乃樂受、苦受、非苦非樂受是。

    諸比丘！樂受者，當見為苦。苦受者，當見為箭。非苦非樂受者，當見為無常。

    四  諸比丘！比丘之樂受者，當應見為苦。苦受者，當見為箭。非苦非樂受者，當

    常見為無常。諸比丘！此比丘由斷除渴愛，毀滅纏結，滅除憍慢，故稱為盡苦際。

        見人之樂為苦，見苦為箭，見非苦非樂之存在為無常。此正見之比丘，能知受，

        達此最上智彼岸之法住者，能知苦，於見法無漏，由肉身滅壞後，不再於入生

        身之數。」

S.36.6.箭

《雜阿含470經》，cf. A.1.1
▼. IV.266.
※ 三  「諸比丘！無聞之凡夫，亦感於樂受，亦感於苦受，亦感於非苦非樂受。

IV,208. 四  諸比丘！有聞之聖弟子，亦感於樂受，亦感於苦受，亦感於非苦非樂受。

    五  於此，諸比丘！有聞之聖弟子與無聞之凡夫，以何為特異點？以何為特相？以

    何者為差別點耶？」

    六  「大德！我等之法，以世尊為根本……。」

    七  「諸比丘！無聞之凡夫，觸於苦受，至為憂、疲、悲、搏胸、哭泣之迷惑。彼感

    於二種之受：乃屬於身受與屬心受是。

    八  諸比丘！譬如以箭刺人，於其人又以第二箭相刺。諸比丘！如是此人感受於二

    支箭。與此同理，諸比丘！無聞之凡夫，觸於苦受，至為憂、疲、悲、搏胸、泣哭

    之迷惑。彼感於二種之受：乃屬身受與心受是。若觸苦受，彼則有瞋恚，為苦受彼

    則懷瞋恚，由苦受所生之瞋恚隨眠而存止。彼觸於苦受而喜悅於欲樂。何以故？諸

    比丘！無聞之凡夫，將欲樂置外，非不知於苦受之出離耶？彼喜悅於欲樂，如是存

    止於由樂受所生之欲染隨眠。彼不如實知此等諸受之生起、滅沒與甘味、患難之出

    離。

【巴】na hi bhikkhave pajanati assutava puthujjano abbatra kamasukha dukkhaya vedanaya nissaranam. tassa kamasukkham abhinandato yo sukhaya vedanaya raganusayo so anuseti. so tasam vedananam samudayabca atthagamabca assadabca adinavabca nissaranabca yathabhutam nappajanati. (S IV 2o8)

【意】比丘們！無聞凡夫，不知道除了(享受)欲樂之外，還有苦受的出離。因為他喜愛欲樂，他就會具有對於樂受的貪愛隨眠。他對這些受的集起、滅沒、味愛、苦患與出離不能如實了知。
彼不如實知此等諸受之生起、滅沒、甘味、患難之出離，如是存止由非苦非樂

IV,209. 受所生之無明隨眠。彼若感於樂受者，則感於為此所繫縛。若感苦受，則感於為此

    所繫縛。若感於非苦非樂受，則感於為此所繫縛。諸比丘！此稱為無聞之凡夫，由

    生、*由死、由憂、由悲、由苦、由惱、由絕望所繫縛。余謂此由苦所繫縛。

【巴】 so sukham ce vedanam vediyati, visabbutto nam vediyati. dukkham ce vedanam vediyati, visabbutto nam vediyati. adukkhamasukham ce vedanam vediyati, visabbutto nam vediyati. ayam vuccati bhikkhave ariyasavako visabbutto jatiya jaraya maranena sokehi paridevehi dukkhehi domanassehi upayasehi. “visabbutto dukkhasma”ti vadami. (S IV 209-10)

【意】如果他感受到樂受，他便離於繫縛而感受它(樂受)。如果他感受到苦受，他便離於繫縛而感受它。如果他感受到不苦不樂受，他便離於繫縛而感受它。比丘們！這就叫做多聞聖弟子不被生、老、死、憂、悲、苦、惱、愁悶所繫縛。－－我說他不被苦所繫縛。

(*「由生」之後缺譯「由老」。)
    九  諸比丘！有聞之聖弟子，觸苦受不至為憂、疲悲、搏胸、泣哭之迷惑。彼唯一

    之感受；乃屬於身受，而非屬於心受。

    一0  諸比丘！譬如以箭刺人，更不再刺第二箭。諸比丘！如是此人，唯只感受一

    箭。與此同理，諸比丘！有聞之聖弟子為苦受所觸，不憂、不疲、不悲、不搏胸而

    哭泣，不至迷惑。彼唯一之感受，屬於身受，非屬於心受。彼雖為苦受所觸而無瞋

    恚，不為苦受而懷瞋恚，故彼不存止由苦受而生之瞋恚隨眠，彼雖為苦受所觸不喜

    悅於欲樂。何以故？諸比丘！有聞之聖弟子，將欲樂置外，非知於由苦受之出離耶？

【巴】 pajanati bhikkhave sutava ariyasavako abbatra kamasukha dukkhaya vedanaya nissaranam. (S IV 209)
【意】比丘們！多聞聖弟子，知道除了欲樂之外，還有苦受的出離。
    彼不喜悅於欲樂，不如是存止由樂受而生之染欲隨眠。彼如實知此等諸受之生起、

    滅沒、甘味、患難之出離。彼以如實知此等諸受之生起、滅沒、甘味、患難之出要，

    彼不如是存止由非苦非樂而生之無明隨眠。彼若感於樂受者，則感於離此繫縛。若

IV,210. 感於苦受，則感於離此繫縛。若感於非苦非樂受，則感於離此繫縛。諸比丘！此稱

▼. IV.268.
    為有聞之聖弟子，謂：由生、由死、由憂、由悲、由苦、由惱、由絕望而不被繫縛。

    余言由苦而不被繫縛。

    一一  諸比丘！有聞之聖弟子與無聞之凡夫，以此為特異，以此為特相，以此為差

    別點。

    一二   (一)有智多聞之人，皆無感於樂受、苦受，此乃賢者、善者之於凡夫之大

        特異。

 (二)亦熟知於法，亦觀此世、彼世，得快樂之有聞聖者心，不為諸法所騷

        亂。由無快樂，故不陷於瞋恚。
【巴】savkhatadhammassa bahussutassa,  sampassato lokam imam parabca；
itthassa* dhamma na mathenti cittam,  anitthato no patighatam eti. (S IV 210)

【意】洞解了法的多聞者(聖弟子)，徹底洞見此世與他世；

可愛的事物不能擾亂他的心，不可愛的事物也不能讓他瞋怒。

(*此處讀作itth’assa (= ittha+ assa)。日譯誤讀為 “itthassa”(可愛的、令人喜愛的，屬格單數)，並拿它修飾bahussutassa (多聞者，屬格單數)，因此誤譯作：快樂を得たる多聞[の聖者]の心を、諸法も騷がすことなし(得快樂之多聞者的心，諸法無法擾亂(它))。元亨寺漢譯又跟隨日譯而誤譯。此處應拆作ittha+ assa，以ittha (可愛的，主格複數) 修飾dhamma (法、事物，主格複數)，可譯作「可愛的事物不能擾亂他(多聞者)的心」，這樣跟下文「不可愛的事物也不能讓他瞋怒」便可呼應。)

 (三)彼之隨順，背逆皆消散、滅盡而無存在。彼達於生有之彼岸，離塵，

        而知無愛道，能證知涅槃。」

 S.36.7.疾病(一)

D.16.Mahaparinibbanasuttam大般涅槃經，S.2.12-13.  S.47.2.
    一  爾時，世尊住毘舍離城，大林之重閣講堂中。

    二  時，世尊於日暮，即從其想起，赴病者室之處。而坐於所設之座，坐已，世尊

IV,211. 告諸比丘曰：「諸比丘！比丘應以正念、正知而度時日*。此乃我為汝等之教誡。

【巴】nisajja kho Bhagava bhikkhu amantesi ： sato bhikkhave bhikkhu sampajano kalam agameyya. ayam vo amhakam anusasani. (S IV 210-11)
【意】坐在一邊之後，世尊對比丘們說道：「比丘們！比丘應正念正知，等待(死亡)時候的到來！這是我對你們的教誡。」

(*其中「度時日」，原文為 “kalam agameyya”(等待時候的到來)，“kala”(時候)在此慣用句中特指「死時」。)
    三  諸比丘！比丘如何為正念耶？

        諸比丘！於此有比丘，於身觀身而住，精進正知、有念，以抑止此世之欲貪憂

    戚，於諸受觀受而住……於心觀心而住……於諸法，觀法而住，精進於正知、有念，

    以抑止此世之欲貪憂戚。諸比丘！比丘如是而為正念。

    四  諸比丘！比丘如何而為正知耶？

        諸比丘！此有比丘，於進於退皆以正知而為，視前方、視四週亦以正知而為，

    四肢之屈伸亦以正知而為，持僧伽梨衣、缽、衣亦以正知而為，或食或飲或嚙或味

    亦以正知而為，乃至大小便利之事亦以正知而為，行住坐臥語默亦以正知而為。諸

    比丘！如是之比丘乃為正知。

    五  諸比丘！比丘應以正念、正如為度時日。此為我對汝等之教誡。

    六  諸比丘！此比丘如是住於正念、正知、不放逸、精進專心，若起樂受者，彼則

    如是知：「我起此樂受，此樂受為由緣而起
，無緣則不起。何者為緣耶？以此身

    為緣。然而此身為無常所造作，為由緣而起者。緣無常而所造作，依緣所起之此身，

    依緣所起之樂受，何為有常住耶？」

(*【巴】uppanna kho me ayam sukha vedana. sa ca kho paticca no apaticca. kim paticca ? imam eva kayam paticca. ayam kho pana kayo anicco savkhato paticcasamuppanno. aniccam kho pana savkhatam paticcasamuppannam kayam paticca uppanna sukha vedana kuto nicca bhavissati ? ti. (S IV 211)

【意】我生起了樂受，而且它是有因緣，而非沒有因緣。緣於什麼？緣於這個身體。可是，這身體是無常、有為、從緣所生的。緣於無常、有為、從緣所生的身體而生起的樂受，哪裡會恆常呢？)

彼於身又於樂受住觀無常、住觀消止
、住觀

▼. IV.270.
    離欲、住觀滅盡、住觀捨棄。彼於身又於樂受觀無常而住，觀消亡而住，觀離欲而

IV,212. 住，觀滅盡而住，觀捨棄而住。於身與樂受之染欲隨眠皆所捨棄。

    七  諸比丘！此比丘如是正念、正知，住不放逸、精進專心，若起苦受，彼如是知：

    「我起此苦受，此苦受多有緣而起，無緣則不起……何為有常住耶？」於身又於苦

    受觀無常而住，觀消亡而住，觀離欲而住……觀滅盡而住，觀捨棄而住。於身與苦

    受之瞋恚隨眠，悉皆所捨棄。

    八  諸比丘！此比丘如是正念、正知，住不放逸、精進專心，若起非苦非樂受，彼

    如是知：「我起此非苦非樂受，此非苦非樂受為有緣而起，無緣則不起……何為有

    常住耶？」彼於身又於非苦非樂，觀無常而住，觀消亡而住，觀離欲而住……觀滅

    盡而住，觀捨棄而住，身與非苦非樂之無明隨眠，皆所捨棄。

IV,213. 九  彼若感於樂受，則知其為無常，知無戀著、知無喜悅。若感於苦受……若感於

    非苦非樂受，則知其為無常，知無戀著，知無喜悅。

    一0  彼若感於樂受者，則感於此離繫縛。若感於苦受者，則感於此離繫縛。若感

    於非苦非樂受者，則感於離繫縛。

    一一  彼感於身所際限之受，了知「我感於身所際限之受。」感於命所際限之受了

    知「我感於命所際限之受。」於身壞、命盡時，了知「於此處一切之所感受所喜悅

    者，悉皆冷卻。」

    一二  諸比丘！譬如，緣於油又緣於燈心，油燈則燃起。因油與燈心之盡而無食，

    油燈則消失。同此，諸比丘！比丘感於身所際限之受，了知「我感身所際限之受。」

    感命所際限之受，了知「我感命所際限之受。」身壞、命盡時，了知「於此處一切

    之所感受之所喜悅者，悉皆冷卻。」」

    註1 Kalam agameti時來，待時之意，當譯余決心以「渡時」。

      2 paticca prati+i……。由於「甚麼，」以甚麼為基礎之意。

      3 vayanupassin 為以觀消滅。

S.36.8.疾病(二)

    一  爾時，世尊住毘舍城，大林之重閣講堂中。

▼. IV.272.
    二  時，世尊於日暮，即從冥想起，赴病者室之處
……

    三  「諸比丘！比丘如何而為正念耶？

IV,214.  諸比丘！於此有比丘，於身觀身而住……於諸受……於心……於諸法……

    四  諸比丘！比丘如何而為正知耶？

        諸比丘！於此有比丘，於進於退皆以正知而為……

    五  諸比丘！比丘應以正念、正知以度時日。此即我為汝等之教誡。

    六  諸比丘！此比丘如是正念、正知，住不放逸，精進專心，若起樂受者，彼則如

    是知：「我起此樂受，此樂受為有緣而起，無緣則不起，以何為緣？以此觸為緣，

    然此觸為無常，為所造作，為緣物而起者。無常、所造作、緣物而起之緣，此觸所

    起之樂受，何為有常住耶？」彼於觸又於樂受，觀無常而住……消亡……離欲……

    滅盡……捨棄，彼於觸又於樂受，觀無常而住……消亡……離欲……滅盡……捨棄，

    則觸與樂受之染欲隨眠，皆所捨棄。

    七~八  諸比丘！此比丘之如是正念、正知，住不放逸，精進專心，若起苦受……

    若起非苦非樂受，則彼如是知：「我起非苦非樂受，此非苦非樂受為有緣而起，無

    緣則不起，以何為緣耶？以此觸為緣。然此觸為無常、所造作、緣物而起者。無常、

    所造作、緣物而起之此觸，為緣所起之非苦非樂，何為有常住耶？」彼於觸又於非

    苦非樂，觀無常而住……消亡……離欲……滅盡……捨棄。彼於觸又於非苦非樂，

    觀無常而住……消亡……離欲……滅盡……捨棄，則觸與非苦非樂受之無明隨眠，

    皆所捨棄。

    九  彼若感於樂受，則知其為無常，知無戀著，知無喜悅。若感於苦受……若感於

    非苦非樂受，則知其為無常，知無戀著，知無喜悅。

    一0  彼若感於樂受，則感於此離繫縛。若感於苦受……若感於非苦非樂受，則感

    於此離繫縛。

    一一  彼感於身所際限之受，了知「我感於身所際限之受。」感於命所際限之受，

    了知「我感於命所際限之受。」而身壞命盡時，了知「此處一切之所感受、所喜悅

    者，皆應冷卻。」

    一二  諸比丘！譬如緣油又緣燈心，油燈則燃起，因油與燈心之盡而無食，油燈則

    消失。同此，諸比丘！比丘感於身所際限之受……了知「於此處之所感受、所喜悅

▼. IV.274.
    者，皆應冷卻。」

    註1 參照七經二部，以下各節參照前經之各節，兩經之不同、於七經之六~八節有樂、苦、非

        苦非樂之三受，言為緣身。於八經言此等諸受為緣「觸」。

S.36.9.無常

 ※ 三  「諸比丘！此等三種之受，為無常、有為、緣起、破壞、消亡、離欲、滅盡之法。

    四  以何者為三？樂受、苦受、非苦非樂受是。

    五  諸比丘！此三種之受，為無常、有為、緣起、破壞、消亡、離欲、滅盡之法。」

IV,215.

S.36.10.以觸為根本者

《雜阿含466經》
 ※ 三  「諸比丘！此等之三受，為緣觸而生，以觸為根本，以觸為因緣，以觸為助緣。

    四  以何者為三？樂受、苦受、非苦非樂受是。

    五  諸比丘！緣
觸所感之樂而生樂受，由所感之樂觸滅盡，則凡其所生之受，即

，所感之樂，緣觸所生之樂受，滅而又息。

    六  諸比丘！緣觸所感之苦所生之苦受，由感其苦觸之滅盡，則凡其所生之受，即

，所感之苦，緣觸所生之苦受，滅而又息。

    七  諸比丘！緣觸所感之非苦非樂所生之非苦非樂受，由所感之非苦非樂觸之滅

，盡，則凡其所生受，即所感之非苦非樂，緣觸所生之非苦非樂受，滅而又

，息。

    八  諸比丘！譬如二木片由觸擊而生熱、現火焰，由此等二木片之分離絕緣，則凡

，其所生之熱，滅而又息。

    九  與此同理，諸比丘！此等之三受，為緣觸而生，以觸為根本，以觸為因緣，以

，觸為助緣，由其所生之觸為緣，乃生種種之受，由種種之觸滅盡，則種種

，之受亦滅。」

IV,216.受相應之第一有偈品[終]
        其攝頌曰：

，三昧與樂受

，捨棄及嶮崖

▼. IV.276.
，應見並箭刺

，疾病二無常

，以及觸根本

，總成為十經

    註1 參照一二五~一二九經之四節。

第二 獨坐品

 S.36.11.獨坐

《雜阿含477經》，cf. 《雜阿含473-474經》
 ※ 二  時，有一比丘來詣世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，向世尊曰：「大德！我獨坐靜思，心起如是念：「世尊說示

    三種受，為樂受、苦受、非苦非樂受是。世尊說此三種受。然而世尊！又如是說如

    何感受，亦為苦
。凡如何感受，亦為苦者，此世尊依何而說耶？」

    四  「比丘！善哉，善哉！比丘！余說三種之受，乃樂受、苦受、非苦非樂受是。余

    說此三種受也。然而余又說任何之感受，亦皆是苦。凡任何之感受，皆是苦者，比

    丘！余乃依諸行無常而說。比丘！凡任何之感受皆是苦，余依此說諸行是破壞之法

IV,217. ，消亡之法，離欲之法，滅盡之法，變壞之法。

    五  然而依此，比丘！余亦次第說諸行之滅盡。逮達初禪
者，言語滅；逮達第二

    禪者，尋伺滅；逮達第三禪者，喜滅；逮達第四禪者，入息出息滅；逮達空無邊處

    者，色想滅；逮達識無邊處者，空無邊處想滅；逮達無所有處者，識無邊處想滅；

    逮達非想非非想處者，無所有處想滅；逮達想受滅者，想與受滅。漏盡之比丘，貪

    欲滅，瞋恚滅，愚癡滅。

    六  依此，比丘！余乃次第說諸行之止息。逮達初禪者，言語止息；逮達第二禪者，

    尋伺止息……逮達想受滅者，想受止息。漏盡之比丘，貪欲止息，瞋恚止息，愚癡

    止息。

    七  比丘！此等之六者，是輕安。逮達初禪者，言語輕安；逮達第二禪者，尋伺輕
▼. IV.278.
    安；逮達第三禪者，喜輕安；逮達第四禪者，入息出息輕安；逮達想受滅者，想與

218 受輕安。漏盡之比丘，是貪欲輕安，瞋恚輕安，愚癡輕安也。」

【巴】cha yima bhikkhu passaddhiyo. pathamam jhanam samapanassa vaca patippassaddha hoti. dutiyam jhanam samapanassa vitakkavicara patippassaddha honti. tatiyam jhanam samapanassa piti patippassaddha hoti. catuttham jhanam samapanassa assasapassasa patippassaddha honti. sabbavedayitanirodham samapanassa sabba ca vedana ca patippassaddha honti. khinasavassa bhikkhuno rago patippassaddho hoti, doso patippassaddho hoti, moho patippassaddho hoti. (S IV 217-18)

【意】比丘！有這六種止息。達到初禪的，言語止息；達到二禪的，尋、伺止息；達到三禪的，喜止息；達到四禪的，入出息止息；達到想受滅的，想與受止息。漏盡的比丘，貪欲止息，瞋恚止息，愚癡止息。
(*「輕安」，原文為 “patippassaddha”，意思是「平息、止息」。與此詞類似的七覺支之一的 “passaddhi”，唐代以來漢譯常作「輕安」，這是從正面的角度表詮身心的粗重惱亂「止息」之後的狀態。但在此例的文脈中，這個譯法顯然不合文意。)

    註1 《雜阿含經》一七卷二二經「又復說諸所有受，悉皆是苦。」

      2 《雜阿含經》一七卷二二經「初禪正受時，言語寂滅，第二禪正受時，覺觀寂滅，第三禪正受

        時，喜心寂滅，第四禪正受時，出入息寂滅云云。」

S.36.12.虛空(一)

《雜阿含471經》
 ※ 三  「諸比丘！譬如於虛空中，吹東風、吹西風、吹北風、吹南風、吹含塵垢之風、

    吹不含塵垢之風、吹寒風、吹暖風、吹少量之風、吹大量之風、吹種種之風。諸比

    丘！如是於此身生種種之受，生樂受、生苦受、生非苦非樂受。

    四  (一)猶如空中吹種種多樣之風，從東西與北南。

        (二)吹有塵、無塵，冷與熱，大量與少量及多樣之風。

        (三)與此同理，於此身生諸受，樂苦等起，與非苦非樂。

        (四)比丘
若精進，以捨正知者，於是此賢智者，悉知一切受。

        (五)彼悉知諸受，於現法中無諸漏，達最上智彼岸之法住者，由內身破滅後，

，不再入生身之數。」

    註1 四、五兩偈參照三經之六節四、五偈。雜阿含一七卷一六經有「正知不傾動」。

IV,219.

 S.36.13.虛空(二)

《雜阿含471經》
 ※ 三 「諸比丘！譬如虛空中，吹東風，吹西風……吹少量之風、吹大量之風、吹種種

    之風。諸比丘！如是於此身生種種之受：生樂受、生苦受、生非苦非樂受。」

S.36.14.客舍

《雜阿含472經》
 ※ 三  「諸比丘！譬如有客舍，於此處有種種人，由東方來棲宿、由西方來棲宿、由北

    方來棲宿、由南方來棲宿、有剎利種人來棲宿、婆羅門種人來棲宿、毘舍種人來棲

    宿，首陀人來棲宿者。與此同理，諸比丘！於此身生種種受：生樂受、生苦受、生

    非苦非樂受。

▼. IV.280.
    四  亦生伴於欲樂之樂受，亦生伴於欲樂之苦受，亦生伴於欲樂之非苦非樂受，亦

    生不伴於欲樂之樂受，亦生不伴於欲樂之苦受，亦生不伴於欲樂之非苦非樂受。」

S.36.15.止息 (一)

《雜阿含474經》
 ※ 二  時，尊者阿難來詣世尊住處……

    三  坐於一面之阿難，白世尊曰：「大德！何者為受？何者為受之生起？何者為受之

    滅盡？何者為達受滅盡之道？何者為受之甘味？何者為受之患難？何者為受之出離

IV,220.耶？」

    四  「阿難！此等之三者是受：樂受、苦受、非苦非樂受是。阿難！此等稱為受。由

    觸之生起，有受之生起；由觸之滅盡，有受之滅盡。此八支聖道是達受滅之道。此

    即：正見、正思惟……正定是。凡以受為所緣，所起之喜樂，此為受之甘味。凡受

    之無常而變壞之法，此為受之患難。凡對受抑制欲貪，捨欲貪，此為受之出離。

    五  阿難！依此
，余漸次說諸行之滅盡，逮達初禪者，言語滅……逮達想受滅者，

    想與受滅，漏盡之比丘，則貪欲滅、瞋恚滅、愚癡滅。

    六  阿難！依此，余漸次說諸行之止息，逮達初禪者，言語止息；逮達第二禪者，

    尋伺止息……逮達想受滅者，想與受止息。漏盡之比丘，則貪欲止息、瞋恚止息、

    愚癡止息。

    七  阿難！依此，余漸次說諸行之輕安，逮達初禪者，言語輕安；逮達第二禪者，

    尋伺輕安……逮達想受滅者，想與受輕安。漏盡之比丘，則貪欲輕安、瞋恚輕安、

IV,221.愚癡輕安。」

    註1 本經及次之標題santaka於英譯譯為Property(所有、所有物)，此兩經中沒有一句暗

        示此意義。及之止息之意兩經有六節，因此余譯為止思，想是由語根s'an來的。

      2 以下五、六兩節，同一一經五、六兩節、七節稍為不同。

S.36.16.止息(二)

《雜阿含474經》
 ※ 二  時，尊者阿難來詣世尊住處……

    三  世尊言於坐在一面之阿難曰：「何者為受？何者為受之滅？何者為達受滅之

    道？何者為受之甘味？何者為受之患難？何者為受之出離耶？」

▼. IV.282.
    四  「大德！我等之法以世尊為本，以世尊為指導者，以世尊為所依。大德！此所說

    之意義，唯世尊明瞭。願從世尊聆聞，諸比丘當奉持於此。」

        「然則，阿難！且諦聽，當善思惟，余將說此。」

        「唯然，大德！」尊者阿難應諾世尊。

    五~八  世尊
如是言：「阿難！此等之三者是受：樂受、苦受、非苦非樂受是。阿

    難！此等者稱為受。由觸之生起，有受之生起……漏盡之比丘，則貪欲輕安、瞋恚

    輕安、愚癡輕安。」

    註1 參照一五經之四、五、六、七之四節。

 S.36.17.八支(一)

《雜阿含477經》
 ※ 二  時，眾多之比丘等來詣世尊住處，禮拜世尊而坐於一面。

    三  坐於一方之此等比丘白世尊曰：「大德
！何者為受？何者是受之生起？何者

    是受之滅盡？何者是達受滅盡之道？何者為甘味？何者為患難？何者為出離耶？」

222 四  「諸比丘！此等之三者為受，即：樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！此等者

    稱為受。由觸之生起，有受之生起：由觸之滅盡，有受之滅盡。此八支聖道是達受

    滅之道。此即：正見、正思惟……正定是。凡以受為緣，所起之喜樂，此為受之甘

    味。凡受之無常、苦而變壞之法，此受之患難。凡對受抑制欲貪、捨欲貪，此受之

    出離。

    五  然而諸比丘！依此，余漸次說諸行之滅盡……

    六  諸比丘！依此，余漸次說諸行之止息……

    七  諸比丘！
此等之六者，是經安。逮達初禪者，言語輕安；逮達第二禪者，尋

    伺輕安；逮達第三禪者，喜輕安；逮達第四禪者，入息出息輕安；逮達想受滅者，

    是想與受之輕安。漏盡之比丘，則貪欲輕安、瞋恚輕安、愚癡輕安。」

    註1 以下三~六之四節同一五經之三~六節。

      2 同一一經之七節。

▼. IV.284.
 S.36.18.八支(1)

《雜阿含474經》
 ※ 二  時，眾多之比丘等來詣世尊住處……

IV,223.三  世尊問於坐在一面之此等比丘曰：「諸比丘
！何者為受？何者為受之生起？

    何者為受之滅盡？何者為達受滅盡之道？何者為受之甘味？何者為受之患難？何者

    為受之出離耶？」

    四  「大德！我等之法，以世尊為根本，以世尊為指導者，以世尊為所依。善哉！大

    德！此所說之意義，唯世尊明了。願從世尊聆聞，比丘等當奉行於此。」

        「然則諸比丘！且諦聽，當善思惟，我將說此。」

        「唯唯，大德！」諸比丘應諾世尊。

    五~八  「諸比丘！此等之三者為受。即樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！此等

    稱為受……」

    註1 以下三~八節同一六經之三~八節。

 S.36.19.第九
 般奢康伽(木匠)

《雜阿含487經》，M.59. Bahuvedaniyasuttam 多受經
 ※ 二  時，建築師般奢康伽來詣尊者優陀夷之處，禮拜尊者優陀夷，而坐於一面。

    三  坐於一面之建築師般奢康迦，問尊者優陀夷曰：「大德！優陀夷！世尊說幾種之

    受耶？」

        「建築師！世尊曾說三種之受，即樂受、苦受、非苦非樂受是。世尊曾說此等之

    受。」

    四  如是言已。建築師般奢康伽向尊者優陀夷曰：「大德！優陀夷！世尊未曾說三種

    之受，世尊唯說二種之受，即樂受與苦受是。大德！凡此非苦非樂所示者，世尊說

    此有靜寂微妙之樂。」

    五  尊者二度告建築師般奢康伽曰：「建築師！世尊未曾說示二種之受，世尊乃說三

    種受，即樂受、苦受、非苦非樂受是。世尊說示此等三種之受。」建築師般奢康伽

IV,224.二度白尊者優陀夷曰：「大德！優陀夷！世尊未曾說三種之受，唯說二種受，即樂受

    與苦受是。大德！凡此非苦非樂受之所示者，世尊說此是靜寂微妙之樂。」

    六  三度，尊者優陀夷三度：……建築師般奢康伽……尊者優陀夷不能令建築師般

▼. IV.286.
    奢康伽領會，而建築師般奢康伽亦不能使尊者優陀夷領會。

    七  尊者阿難，聞得尊者優陀夷與建築師般奢康伽之問答。

    八  時，尊者阿難來詣世尊住處，而坐於一面。坐於一面之尊者阿難，便將尊者優

    陀夷與建築師般奢康伽所有之一切問答，皆白於世尊。

    九  「阿難！建築師般奢康伽不同意優陀夷比丘者亦有其理由。優陀夷比丘亦有其理

    由而不同意於建築師般奢康伽。阿難！余
以理方可說二種之受，余以理亦可說三

    種之受，余以理亦可說五種之受。余以理亦可說六種之受。余以理方可說十八種受，

    余以理亦可說三十六種受，余以理亦可說百八種之受。阿難！如是者，余乃以理說

IV,225. 法。

    一0  阿難！余如是以理說法，不予肯定，不予贊同。不能隨喜自他之善說、善語

    者輩，唯有期待使之生鬥爭、起諠譁、來諍論而互以口頭為刃物相刺而住。如是余

    以理由而說法。然而阿難！如是對余之以理由說法，自認是他之善說、善語者，予

    贊同、予隨喜者輩，唯只期待使能住於相和合、相悅喜、無相諍、如乳水，互以喜

    眼相見。

    一一  阿難！於欲，有此等之五種。何者為五？眼所識之色，是快意、可愛、可樂、

    形愛，誘生欲染者*。

    【巴】pabcime Ananda kamaguna. katama pabca ? cakkhuvibbeyya rupa ittha kanta manapa piyarupa kamupasamhita rajaniya. … (S IV 225)

【意】阿難！有這五種欲。哪五種？眼所能了別的(種種)色，它們令人喜歡、令人喜愛、令人悅意、具有可愛的形質、能引生欲望、能令人耽溺。 ……
(*「誘生欲染」之後漏譯了原文的rajaniya (令人耽溺)。)
耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之觸，

    是快意、愛、樂、形愛，誘生欲染者。阿難！凡以此等五種之欲為所緣，所起之喜

    樂，稱之謂欲樂。

    一二  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！因有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更

    微妙之他樂耶？阿難！於此處有比丘，離諸欲、離不善法、有尋有個，而逮達由離

    生喜樂之第一禪而住。阿難！此為比此樂更殊勝、更微妙之他樂。

IV,226.一三  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，由尋伺之息滅，逮達內部寂靜，心有單一性，無

    尋無伺，住於由定生喜樂之第二禪。阿難！此比此樂更殊勝、更微妙之他樂。

    一四  阿難！「有情，感受此最上之樂喜。」若人作如是言者，余則不予認同。何以

    故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微妙

▼. IV.288.
    之他樂耶？阿難！於此有比丘，離喜、捨心、正念正知、以身感受樂，謂談聖者捨

    心者、有念者、樂住者、逮達住於第三禪。阿難！此比此樂更殊勝、更微妙之他樂。

    一五  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，既由前樂之捨棄、苦之捨棄、喜憂之滅沒、非苦

    非樂而逮達住於捨、念、清淨之第四禪。阿難！此為比此樂更殊勝、更微妙之他樂。

    一六  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

IV,227. 以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，超越一切色想，滅沒瞋恚想，不思惟種種想，逮

    達住於「虛空無邊」之空無邊處。

    【巴】idhananda bhikkhu sabbaso rupasabbanam samatikkama patighasabbanam atthagama nanattasabbanam amanasikara “ananto akaso”ti akasanabcayatanam upasampajja viharati. (S IV 227)

【意】阿難！此處，有比丘藉由完全超越色想，滅沒質礙想，不思惟種種想 (作意：)「虛空沒有邊際」，而進入並住於空無邊處。
阿難！此為比此樂更殊勝……

    一七  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，超越一切空無邊處，逮達住於識無邊之識無邊處。

    阿難！此為比此樂更殊勝……

    一八  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，超越一切識無邊處，逮達住於無所有之無所有處。

    阿難！此為比此樂更殊勝：

    一九  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，超越一切無所有處，逮達住於非想非非想處。阿

IV,228. 難！此為比此樂更殊勝：

    二0  阿難！「有情，感受此最上之喜樂。」若人作如是言者，余則不予認同。何

    以故？阿難！有比此樂更殊勝、更微妙之他樂。阿難！何者為比此樂更殊勝、更微

    妙之他樂耶？阿難！於此有比丘，超越一切非想非非想處，逮達住於想受滅。阿難！

    此為比此樂更殊勝、更微妙之他樂。

    二一  阿難！外道普行沙門之徒，作如是言：「沙門瞿曇說想受滅(定)，而且以之

    施設於樂，彼者為何，又如何施設耶？」應亦有如是說理。諸比丘！回答如是言之

▼. IV.290.
    外道普行沙門，應如是言：「汝友等！世尊並非唯對樂施設於樂受。諸友！無論於

    何處，樂之所獲處，無論於何者，是即如來於樂所施設。」」

    註1 中部五九經Bahu-vedanya-sutta同「多受經」。參照漢譯南傳大藏經二第十卷一四九

        ~一五四頁。

      2 以下各種受，於二二經說明。

S.36.20.比丘

《雜阿含487經》，M.59. Bahuvedaniyasuttam 多受經
 ※ 三  「諸比丘
！余以理說二種之受，余以理說三種之受，余以理說五種……六種

    ……十八種……三十六種……百八種之受。如是
，諸比丘！余乃以理說法。

    四  諸比丘！如是余以理說法，不予肯定、不予贊同。不隨喜自他之善說、善語者

    輩，唯只期待合起鬥爭、生諠譁、生諍論，互以口頭之刃物相刺而住。諸比丘！如

IV,229. 是余依理說法，予以肯定、贊同。隨喜自他之善說、善語者輩，唯只期待於相和合、

    相悅喜、不相爭、如乳水，互以喜眼相見。

    五~一四  [同一九經一一~二0.

    一五  諸比丘！外道普行沙門之徒，作如是言：「沙門瞿曇說想受滅(定)，而且以

    之施設於樂，彼者為何，又如何施設耶？」應亦有如是說理。諸比丘！回答如是言

    之外道普行沙門，應作如是言：「汝友等！世尊并非唯對樂施設於樂受。諸友！無

    論於何處，無論於何者，樂之所獲處，是即如來於樂所施設。」

             獨坐品第二[終]

        其攝頌：

，獨座虛空二

，客舍止息二

，依八支說二

，般奢康比丘

    註1 此一節同一九經九節之後部。

      2 此一文於原典被抄入的，和一九同樣，似是為本節之末文。

▼. IV.292.
第三 百八理品

IV,230.

 S.36.21.尸婆

《雜阿含977經》，《別譯雜阿含211經》
    一  爾時，世尊住王舍城之竹林迦蘭陀園。

    二  時，普行沙門尸婆來詣世尊住處。與世尊共相交談親睦、慇懃之話後，坐於一

    面。

    三  坐於一面之普行沙門尸婆，白世尊言：「尊瞿曇！或有沙門、婆羅門作如是語、

    如是見者：「凡此個人之所感者，或樂或苦或非苦非樂，其皆由前世所作之因也。」

    尊瞿曇對此作如何言之耶？」

    四  「尸婆！由膽汁生，或有起此感受。尸婆！如由膽汁生，於此處起此感受，其應

    自知。如由膽汁生，於此處起此感受，其亦為世之真實所認定。於此，尸婆！某某

    沙門婆羅門之「凡個人所感受者，或樂或苦或非苦非樂，是皆由前世所為之因。」

    作如是語、如是見者，皆過於自之所知，是過於世所認知之真實，然則余謂此等沙

    門、婆羅門之所見，是邪。

    五  尸婆！由粘液生，或有起此感受……

    六  尸婆！由風生，或有起此感受……

    七  尸婆！由膽汁等三聚和合生，或有起此感受……

    八  尸婆！由時候之變化生，或有起此感受……

    九  尸婆！由逢逆運生，或有起此感受……

    一0   尸婆！於痙攣性，或有此感受而起……

IV,231. 一一  尸婆！於業異熟性，或有此感受而起……」

    一二  如是說已，普行沙門尸婆白世尊曰：「妙哉，尊瞿曇！妙哉，尊瞿曇！尊瞿曇

    譬如起覆、發掩、對迷者示之以道，如暗中舉燈火，使有眼者見形。如是尊瞿曇以

    種種方便說法。余當歸依尊瞿曇，亦歸依法與比丘眾。尊瞿曇！當自今日起，以至

    終生，請攝受余歸依為信士。」

    一三  膽汁、粘液、風三種之聚和，時候、逆運、痙攣、業異熟為第八。

▼. IV.294.
S.36.22.百八

 ※ 二  「諸比丘！余為汝等說明所謂百八理之法理，且諦聽。

    三  諸比丘！何者稱為百八法理耶？余以理，當說二種之受。余以理說三種之受。

    余以理說五種受……六種受……十八種受……三十六種受……百八種受。

    四  諸比丘！何者為二種之受？身受與心受是。諸比丘！此等稱為二種之受。

IV,232.五  諸比丘！何者為三種之受？樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！此等稱為三

    種之受。

    六  諸比丘！何者為五受？樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。諸比丘！此等稱為

    五受。

    七  諸比丘！何者為六種之受？眼觸生之受、耳……鼻……舌……身……意觸生之

    受是。諸比丘！此等稱為六種之受。

    八  諸比丘！何者為十八種受？六喜近伺、六憂近伺、六捨近伺是。諸比丘！此等

    稱為十八種受。

    九  諸比丘！何者為三十六種受。六種依在家之喜、六種依出離之喜、六種依在家

    之憂、六種依出離之憂、六種依在家之捨，六種依出離之捨是。諸比丘！此等稱之

    三十六種受。

    一0  諸比丘！何者為百八種受？三十六種過去受、三十六種未來受、三十六種現

    在受是。諸比丘！此等稱為百八種受。諸比丘！此稱百八理之法理。」

S.36.23.比丘

《雜阿含477經》
 ※ 二  時，有一比丘來詣世尊住處……

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：「大德
！何者為受？何者為受之生起？何者為

    受之滅盡？何者為達受滅盡之道？何為受之甘味？何為受之患難？何為受之出離

    耶？」

IV,233. 四  「比丘！此等之三者，為受。即樂受、苦受、非苦非樂受是。比丘！此等稱為三

    種受。由觸之生起，有受之生起，渴愛為達受生起之道。由觸之滅盡，有受之滅盡，

    此八支聖道，始達受滅之道。此即正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念、正定是。凡以受為緣，所起之喜樂，此為受之甘味。受之無常、苦而變壞之法，

    此為受之患難。凡對受抑制欲貪，捨欲貪，此則受之出離。」

▼. IV.296.
    註1 三、四兩節同一五經之三、四兩節，但本經之四節有「渴愛達受生起之道」之一句，此在一

        五經沒有。

S.36.24.宿智

《雜阿含475、479經》
 ※ 二  「諸比丘！余於正覺前，尚未成正覺之菩薩時，余生如是念：「何1
者為受？何

    者為受之生起？何者為受之滅盡？何者為達受滅盡之道？何者為受之甘味？何者為

    受之患難？何者為受之出離耶？」

    三  諸比丘！於余生如是念：「此等
三者為受。即：樂受、苦受、非苦非樂受是。

    此等稱為受。由觸之生起，有受之生起，渴愛為引受生起之道。由觸之滅盡，有受

    之滅盡……凡對受之抑制欲貪，捨欲貪，此為受之出離。」

    四  諸比丘！「此等為受。」於余所未曾聞之法，眼現、智現、慧現、明現、光現

    是。

    五  諸丘比！「此為受之生起。」於余所未曾聞之法，眼現、智現、慧現、明現、

    光現。

    六  諸比丘！「此為達受生起之道。」於余所未曾聞之……

    七  諸比丘！「此為受之滅。」於余所未曾聞之……

IV,234. 八  諸比丘！「此為達受滅之道。」於余所未曾聞之……

    九  諸比丘！「此為受之甘味。」於余所未曾未聞之……

    一0   諸比丘！「此為受之患難。」於余所未曾聞之……

    一一  諸比丘！「此為受之出離也。」於余所未曾聞之法，眼現：智現、慧現、明

    現、光現。」

    註1 參照一五經之三節，二三經之三節。

      2 參照一五經之四節，二三經之四節。

S.36.25.比丘

《雜阿含479經》
 ※ 二  時，眾多比丘等來詣世尊住處……

▼. IV.298.
    三  坐於一面
之此等比丘白世尊曰：「大德！何者為受？何者為受之生起？何者

    為受之滅盡？何者為達受滅盡之道？何者為受之甘味？何者為受之患難？何者為受

    之出離耶？」

    四  「諸比丘！此等之三者為受。即樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！此等稱之

    為受。由觸之生起，有受之生起，渴愛為引受生起之道。由觸之滅盡，有受之滅盡，

    此八支聖道乃達受滅盡之道。即正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、

    正定是。凡以受為緣所起之喜樂，乃此受之甘味。凡受之無常、苦而變壞之法，乃

    此受之患難。凡抑制受之欲貪，捨欲貪，為此受之出離。」

    註1 參照一五、二三、二四經之三、四節。

S.36.26.沙門婆羅門(一)

《雜阿含481經》
 ※ 二  「諸比丘！此等之三者為受。以何為三？乃樂受、苦受、非苦非樂受是。

    三  諸比丘！雖任何之沙門或婆羅門，若不如實知此等三受之生起、滅盡、甘味、

    患難、出離者，諸比丘！余對此等
之沙門或婆羅門，於沙門中不承認為沙門，於

    婆羅門中不承認為婆羅門。猶且此等之尊者對沙門或婆羅門之道，於現生不能住於

    自知、實證、逮得。

    四  諸比丘！雖任何之沙門或婆羅門，若如實知此等三受之生起、滅沒、甘味、患

    難、出離者，諸比丘！余對此等之沙門或婆羅門，於沙門中肯定為沙門，於婆羅門

    申肯定為婆羅門。猶且此等之尊者對沙門道或婆羅門之道，於現生住於自知、實證、

    逮得。」

    註1 以下參照相應部因經品一三經沙門婆羅門。

IV,235.

 S.36.27.第七 沙門婆羅門(二)

《雜阿含481經》
 ※ 二  「諸比丘！此等之三者為受。乃樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！此等稱為

    受。

    三  諸比丘！雖如何之沙門或婆羅門
……」。

▼. IV.300.
    註1 以下參照二六經之三、四節。

S.36.28.沙門婆羅門(三)

《雜阿含481經》
 ※ 三  諸比丘！雖任何之沙門或婆羅門，不知受，不知受之生起，不知受之滅盡，不

    知達受滅盡之道。諸比丘！余對此等之沙門或婆羅門……

    四  諸比丘！雖任何之沙門或婆羅門，知受，知受之生起，知受之滅盡，知達受滅

    盡之道，諸比丘！余對此等之沙門或婆羅門……」。

 S.36.29.清淨之無食樂

《雜阿含485經》《雜阿含485經》
 ※ 二「諸比丘！此等之三者為受。乃樂受、苦受、非苦非樂受是。諸比丘！此等之三

    者為受。

    三  諸比丘！有有食樂
之喜，有無食樂之喜，有比無食樂更無食樂之喜。有有食

    樂之樂，有無食樂之樂，有比無食樂更無食樂之樂。有有食樂之捨，有無食樂之捨，

    有比無食樂更無食樂之捨。有有食樂之解脫，有無食樂之解脫，有比無食樂更無食

    樂之解脫。

    四  諸比丘！何者為有食樂之喜耶？諸比丘！為此等
五種之欲是。何者為五？眼

    所識之色，可快意、愛、樂、形愛，誘生欲念者。耳所識之聲……鼻所識之香……

    舌所識之味……身所識之觸、可快意……愛、樂、形愛，誘生欲念者。諸比丘！此

    等為五種欲也。諸比丘！凡以此等五種欲為緣所起之喜，諸比丘！此稱為有食樂之

    喜。

IV,236. 五  諸比丘！何者為無食樂之喜耶？諸比丘！於此處有比丘
，離諸欲、離不善法、

    有尋有伺、而逮達住於由離生喜樂之初禪。由尋、伺之息滅，於內部寂靜，心之單

    一性，無尋無伺，逮達住於由定生喜樂之第二禪。諸比丘！此稱為無食樂之喜。

    六  諸比丘！何者為比無食樂更無食樂之喜耶？諸比丘！凡觀察於貪欲解脫之心，

    觀察於瞋恚解脫之心，觀察於愚癡解脫之心，乃漏盡之比丘，是其心所起之喜。諸

    比丘！此稱為比無食樂更無食樂之喜。

    七  諸比丘！何者為有食樂之樂？諸比丘！此乃此等五種之欲。何者為五？眼
所

    識之色……諸比丘！凡以此等五種之欲為緣，所起之喜樂，諸比丘！此稱為有食樂

▼. IV.302.
    之樂。

    八  諸比丘！何者為無食樂之樂？諸比丘！於此有比丘，離諸欲、離諸不善法……

    逮達住於初禪。由尋與伺之息滅，內部寂靜……逮達住於第二禪。離喜、捨心、正

    念正知，以身感受樂，謂諸聖之談捨心者、有念者、樂住，逮達住於第三禪。諸比

    丘！此稱為無食樂之樂。

    九  諸比丘！何為比無食樂更無食樂之樂？諸比丘！凡觀察於欲解脫之心……瞋恚

    ……觀察於愚癡解脫之心，乃漏盡之比丘，是其心所起之喜樂。諸比丘！此稱為比

IV,237. 無食樂更無食樂之喜。

    一0  諸比丘！何者為有食樂之捨？諸比丘！此為此等五種之欲。何者為五？乃眼

    所識之色
……諸比丘！凡以此等五種欲為緣所起之捨，諸比丘！此稱之為有食樂

    之捨。

    一一  諸比丘！何者為無食樂之捨？諸比丘！於此
有比丘，其前之樂之捨棄，由

    苦之捨棄、由喜憂之滅沒、非苦非樂、逮達住於捨、念清淨之第四禪。諸比丘！此

    稱為無食樂之捨。

    一二  諸比丘！何者為比無食樂更無食樂之捨？諸比丘！凡觀察於貪欲解脫之心

    ……觀察於瞋恚……愚癡、解脫之心，乃漏盡之比丘，是其心所起之捨。諸比丘！

    此稱為比無食樂更無食樂之捨。

    一三~一五  諸比丘！何者為有食樂之解脫？與色相關連之解脫，為有食樂之解脫

    ……與無色關連之解脫，為無食樂之解脫。諸比丘！何為比無食樂更無食樂之解脫？

    諸比丘！凡觀察於貪欲解脫之心，觀察於瞋恚解脫之心，觀察於愚癡解脫之心，乃

    漏盡之比丘是其心所起之解脫。諸比丘！此稱為比無食樂更無食樂之解脫。」

          百八理品第三[終]

        其攝頌曰：

IV,238.    尸婆與百八

，比丘及宿智

，沙門婆羅門

，純粹無食樂

 受相應[終]

▼. IV.304.
    註1 有食樂(sa-amisa)無食樂(nramisa)之語既出於一四經四節。三節以下之喜是piti，

        樂是Sukha﹑捨是upekha'解脫是vimokkha。

      2 參照一九經一一節。

      3 參照一九經一二、一三節。

      4 參照一九經一一節，二九經四節。

      5 參照一九經一一節，二九經四、七節。

      6 參照一九經一五節。

▲Top回目錄
S.37.第三 女人相應

第一 中略品 第一

S.37.1.可意不可意

▲Top回目錄
 ※ 二  「諸比丘！具五支之女人，於男人為甚不可意。何等之五支耶？容貌不好、無財

    產、無戒德、懶惰、不為男子得兒。諸比丘！具此等五支之女人，為男人甚不可意。

    三  諸比丘！具五支之女人，男人甚為可意。何等之五支耶？容貌好、有財產、有

    戒德、巧妙而不懶惰、為男子而得兒。諸比丘！具此等五支之女人，男人甚可意。」

S.37.2.可意不可意

 ※ 二  「諸比丘！具五支之男人，於女人為甚不可意。為何等之五支耶？容貌不好、無

    財產、無戒德、懶惰、不為彼女得兒。諸比丘！具此等五支之男子，於女人為甚不

IV,239. 可意。

▼. IV.306.
    三  諸比丘！具五支之男子，於女人甚為可意。何等之五支耶？容貌好、有財產、

    有戒德、巧妙而不懶惰、為彼女而得兒。諸比丘！具此等五支之男子，於女人為甚

    可意。」

S.37.3.特殊

 ※ 二  「諸比丘！此等之五者，為女人特殊之痛苦。於此，女人比男子更能忍受。何等

    為五耶？

    【巴】pabcimani bhikkhave matugamassa avenikani dukkhani, yani matugamo paccanubhoti abbatreva purisehi. katamani pabca ? (S IV 239)

【意】比丘們！這五種是女人特有的痛苦－－(只有)女人經歷(承受)，男人則否。哪五種呢？

    三  諸比丘！女人年輕嫁於他家，離別親族。諸比丘！此為女人第一特殊之苦痛；

    此乃女人比男子更能忍受。

    四  復次，諸比丘！女人為有經水者。諸比丘！此為女人第二特殊苦痛；此乃女人

    比男子更能忍受。

    五  復次，諸比丘！女人為懷胎者。諸比丘！此為女人第三特殊之苦痛；此乃女人

    比男子更能忍受。

    六  復次，諸比丘！女人有分娩。諸比丘！此為女人第四特殊之苦痛；此乃女人比

    男子更能忍受。

    七  復次，諸比丘！女人奉侍男子。諸比丘！此為女人第五特殊之苦痛；此乃女人

    比男子更能忍受。

    八  諸比丘！此等之五者為女人特殊之苦痛；此乃女人比男子更能忍受。」

IV,240.

 S.37.4.三法

 ※ 二  「諸比丘！具三種法之女人，身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。是

    何等之三法耶？

    三  於此有女人，早晨以充滿慳貪之心住於家庭，日中以充滿嫉妒之心住於家庭，

    日暮以充滿染欲之心住於家庭。

    四  諸比丘！具此等三種法之女人，身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。」

 (阿難律 一 黑分)

 ※ 二  時，尊者阿那律來詣世尊住處……

    三  坐於一面之尊者阿那律，向世尊曰：「大德！於此，余以比人更殊勝之清淨天

    眼，見女人身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。大德！具幾種法之女人，

    身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄耶？」

▼. IV.308.
S.37.5.有忿

A.3.127.
 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人，身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。何

    等之五法耶？

    五  無信、無慚、無愧、有忿、智劣是。

IV,241. 六  阿那律！具此等五種法之女人，身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。」

S.37.6.有恨

 ※ 四  「阿那律！見五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、有恨、智劣是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

 S.37.7.有嫉

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、有嫉、智劣是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

S.37.8.有慳

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、有慳、智劣是。

    六  阿那律，具此等五種法之女人……」。

IV,242.

 S.37.9.犯行

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、犯行、智劣是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

S.37.10.戒劣

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、戒劣、智劣是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

S.37.11.寡聞

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、寡聞、智劣是。

▼. IV.310.
    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

 S.37.12.懈怠

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

    五  無信、無慚、無愧、懈怠、智劣是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

S.37.13.忘念

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人……

IV,243. 五  無信、無慚、無愧、忘念、智劣是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人……」。

S.37.14.五禁

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人，身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。何

    等之五法耶？

    五  奪生命、不與而取、於諸欲邪行、妄語、用穀酒、花酒之狂醉放逸事。

    六  阿那律！具此種五法之女人，身壞命終後，生於離去處、惡趣、極墮、地獄。」

第二 中略品 第二

S.37.[阿那律 二 白分]

 ※ 二  時，尊者阿那律來詣世尊住處……

    三  坐於一面之尊者阿那律，白世尊曰：「大德！於此，余以比人更殊勝清淨之天

    眼，見女人身壞命終後，生於善趣、天界。大德！具幾種法之女人，於身壞命終後，

    生於善趣、天界耶？」

S.37.15.無忿

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。何等之五法耶？

    五  有信、有慚、有愧、無忿、智者是。

IV,244. 六  阿那律！具此等五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。」

S.37.16.無恨

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。何等之五法耶？

▼. IV.312.
    五  有信、有慚、有愧、無恨、智者是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。」

S.37.17.無嫉

 ※ 四  「阿那律！具五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。何等之五法耶？

    五  有信、有慚、有愧、無嫉、智者是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。」

 S.37.18.無慳

 ※ 五  ……無慳、智者是。

 S.37.19.無犯行

 ※ 五  ……無犯行、智者是。

 S.37.20.持戒

 ※ 五  ……持戒者，智者是。

S.37.21.多聞

 ※ 五  ……多聞、智者是。

S.37.22.精進

 ※ 五  ……起精進，智者是。

IV,245.

S.37.23.有念

 ※ 五  ……念現在前，智者是。

    六  阿那律！具此等五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。」

 S.37.24.五戒

 ※ 五  「阿那律！具五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。何等之五耶？離奪

    生命、離不與取、於諸欲離邪行、離妄語、離穀酒、花酒之狂醉放逸事。

    六  阿那律！此等五種法之女人，身壞命終後，生於善趣、天界。」

            二之中略品[終]

        此攝頌曰：

，可意不可意，特殊阿那律

，忿恨嫉及慳

▼. IV.314.
，犯行與劣戒

，寡聞及懈怠，忘失與五禁

，於黑分中說，阿那律無忿

，無恨並無嫉，無慳無犯行

，多聞持戒者，精進念五戒

，於白分中說
IV,246.

第三 第三品

 S.37.25.無所畏

 ※ 二  「諸比丘！此等五者，為女人之力。何者為五耶？是容色之力、財產之力、親族

    之力、兒之力、戒德之力。諸比丘！此等五者，為女人之力。

    三  諸比丘！具此等五力之女人，無所畏而住於家。」

 S.37.26.抑制

 ※ 二  「諸比丘！此等之五者，為女人之力。何者為五耶？是容色之力、財產之力、親

    族之力、兒之力、戒德之力。諸比丘！此等之五為女人之力。

    三  諸比丘！具此等五力之女人，抑夫而住於家。」

S.37.27.克服

 ※ 二  「諸比丘！此等五者，為女人之力。何者為五耶？是容色之力、財產之力、親族

    之力、兒之力、戒德人之力。諸比丘！此等之五者，為女人之力。

    三  諸比丘！具此等五力之女人，克服於夫而存也。」

S.37.28.單一

 ※ 二  「諸比丘！具一力之男子、克服女人而生存。如何為一力耶？主權之力是。

    三  諸比丘！依主權之力所克服之女人，亦不護容色之力、亦不護財產之力、亦不
▼. IV.316.
    護親族之力、亦不護兒之力、亦不護戒德之力。」

【巴】issariyabalena abhibhutam bhikkhave matugamam, neva rupabalam tayati, na bhogabalam tayati, na batibalam tayati, na puttabalam tayati, na silabalam tayati. (S IV 246)

【意】比丘們！當女人被男人的主權之力制伏的時候，容色之力幫不了她，*財產之力幫不了她，親族之力幫不了她，兒子之力幫不了她，戒德之力也幫不了她。

(*tayati 意「解救、庇護、幫助」。)
IV,247.

S.37.29.部分

 ※ 二  「諸比丘！此等五者，為女人之力。何者為五耶？是容色之力、財產之力、親族

    之力、兒之力、戒德之力。

    三  諸比丘！具容色之力、而不具財產力之女人，如是其部分不滿。諸比丘！具容

    色之力、而又具財產之力，如是彼女即滿其部分也。

    四  諸比丘！具容色力與財產力，而不具親族力之女人，是其部分之不滿。諸比丘！

    女人具容色力、財產力、親族力故，如斯彼女則滿其部分。

    五  諸比丘！具容色力、財產力、親族力、而不具兒力之女人，是其部分之不滿。

    諸比丘！女人具容色之力、財產之力、親族之力、兒之力故，如是彼女則滿其部分。

    六  諸比丘！具容色之力、財產之力、親族之力、兒之力而不具戒德力之女人，如

    是其部分之不滿。諸比丘！女人具有容色之力、財產之力、親族之力、兒之力、戒

    德之力故，如是彼女則滿其部分。

    七  諸比丘！此等之五者，為女人之力。」

 S.37.30.放逐

 ※ 二  「諸比丘！此等之五者，為女人之力。何者為五耶？是容色之力、財產之力、親

    族之力、兒之力、戒德之力。

IV,248. 三  諸比丘！具容色之力，而不具戒德力之女人，親族1將之放逐，不令住家。諸

    比丘！具容色之力、財產之力而不具戒德力之女人，親族將之放逐，不令住家。諸

    比丘！具容色之力、財產之力、親族之力，而不具戒德力之女人，親族將之放逐，

    不令住家。諸比丘！具容色之力、財產之力、親族之力、兒之力，而不具戒德力之

    女人，親族將之放逐，不令住家。

    四  諸比丘！具戒德之力，而不具容色之女人，親族令之住家，而不放逐。諸比丘！

    具戒德之力，而不具財產力之女人，親族令之住家而不放逐。諸比丘！具戒德之力，

    而不具親族力之女人，親族令之住家而不放逐。諸比丘！具戒德之力，而不具兒力

    之女人，親族令之住家而不放逐。

    五  諸比丘！此等五者為女人之力。」

S.37.31.因

▼. IV.318.
※ 二  「諸比丘！此等之五者，為女人之力。何者為五耶？是容色之力、財產之力、親

    族之力、兒之力、戒德之力。

    三  諸比丘！女人以容色之力為因，或以財產之力為因，或以親族之力為因，或以

    兒力為因，身壞命終後，不生於善趣、天界。
【巴】na bhikkhave matugamo rupabalahetu va bhogabalahetu va batibalahetu va puttabalahetu va, kayassa bheda param marana sugatim saggam lokam upapajjati. (S IV 248)
【意】比丘們！女人並不因為容色之力、或財產之力、或親族之力、或兒子之力的緣故，身壞命終之後轉生於善趣、天界。
    四  諸比丘！女人以戒德之力為因，身壞命終後，生於善趣、天界。

    五  諸比丘！此等之五者，為女人之力。」

IV,249.

S.37.32.位處

    二  「諸比丘！此等五種之位處，乃不修善業之女人所難得者。何者為五耶？

    三  諸比丘！「我生於適當之家。」此為不修善業之女人難得之第一位處。諸比丘！

    「我生於適當之家，嫁於適當之家。」此為不修善業之女人，難得之第二位處。諸

    比丘！「我生於適當之家，嫁於適當之家，夫
無他妻住於家。」此為不修善業之

    女人，難得之第三位處。諸比丘！「我生於適當之家，嫁於適當之家，夫無他妻住

    於家而舉兒。
」此為不修善業之女人，難得之第四位處。諸比丘！「我生於適當

    之家，嫁於適當之家，夫無他妻住於家，舉兒，克服於夫而住者。」此為不修善業

    之女人，難得之第五位處。諸比丘！此等為不修善業之女人，所難得之五種位處。

    四  諸比丘！此等五種之位處，為已修善業之女人所易得者。何者為五耶？

    諸比丘！「我出生於適當之家。」此為已修善業之女人，易得之第一位處。諸比丘！

    「我生於適當之家，嫁於適當之家。」此為已修善業之女人，易得之第二位處。諸

    比丘！「我生於適當之家，嫁於適當之家，夫無他妻住於家。」此為已修善業之女

    人，易得之第三位處。諸比丘！「我生於適當之家，嫁於適當之家，夫無他妻住於

    家，舉兒。」此為已修善業之女人，易得之第四位處。諸比丘！「我生於適當之家

IV,250.  嫁於適當之家，夫無他妻住於家，舉兒，克服於夫而住者。」此為已修善業之女

    人，易得之第五位處。

    諸比丘！此等為已修善業之女人，易得之五種位處也。」

    註1 a-sapati「無伴夫之妻者，」意為夫之唯一之妻。

      2 Puttavati assam「無兒之女人」。

▼. IV.320.
S.37.33.無所畏

 ※ 二  諸比丘！具五法之女人，無所畏而住於家。何者為五耶？

    三  乃離奪生命、離不與取、離諸欲邪行、離妄語、離用穀酒、花酒、狂醉放逸之

    事。

    四  諸比丘！具此等五種法之女人，為無所畏而住於家。」

 S.37.34.增長

 ※ 二  「諸比丘！聖女弟子依五種增長而增聖女弟子，因聖之增長而增長，得身之極精

    者，得最具者。何等為五耶？

    三  依信而增長，依戒而增長，依聞而增長，依施捨而增長，依智而增長。

    四  諸比丘！依此等五種增長而增長之聖女弟子，依聖之增長而增長，得身之極精

    進者，得最良者。

    於此，依信或依戒而增長，依智、依捨施，或依聞兩處增長，如是持戒之信女，於

    此，已得最精。」

IV,251.

女人相應之三品

        其攝頌曰：

，無所畏抑制      克服與單一

，第五之部分      喪亡及原因

，位處無所畏     增長等為十

▲Top回目錄
▼. IV.322.
S.38.第四 閻浮車相應

S.38.第一 涅槃

《雜阿含490經》
    一  爾時，尊者舍利弗住摩揭陀國之那羅迦村。

    二  時，閻浮車
普行沙門，來詣尊者舍利弗住處，與尊者舍利弗會釋，交談親愛

    慇懃之話後，坐於一面。

    三  坐於一面之閻浮車普行沙門，白尊者舍利弗曰：「友舍利弗！所謂：「涅槃、涅

    槃」者，友！何者為涅槃耶？」「友，凡貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅，此

    稱之謂涅槃。」

    四  「然則，友！有實現此涅槃之道耶？有行道耶？」

        「友！有實現此涅槃之道，有行道也。」

IV,252. 五  「然則，友！何為實現此涅槃之道耶？何為行道耶？」

        「友！此八支聖道正是實現此涅槃之道。即正見、正思惟、正語、正業、正命、

    正精進、正念、正定是。友！此為實現行此涅槃之道。」

    六  「友！實現此涅槃之道是善，行道是善。又足於精勤。」

    註1 食閻浮果之意，於《雜阿含經》一八卷一經有「閻浮車」。於註釋，註為長老(可能是舍利弗)

        之甥Jambukhadaka普行沙門，是名闡怒沙門。即舍利弗長老之甥普行沙門嗜好食閻

        浮果而得是名。

S.38.第二 阿羅漢果

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友！舍利弗！所謂：「阿羅漢果、阿羅漢果」者，友！何者為阿羅漢果耶？」

        「友！凡貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅，此稱謂阿羅漢果。」

    四  「然則，友！有行道耶？有實現此阿羅漢果之道耶？」

        「友！有行道、有實現此阿羅漢果實現之道。」

    五  「然則，友！何者為行道耶？何者為實現此阿羅漢果之道耶？」

        「友！此聖八支之道，正是實現此阿羅漢果之道。即正見、正思惟……正定是。

    友！此為行道，此為實現阿羅漢果之道。」

▼. IV.324.
    六  「友！此行道實現阿羅漢果之道為善。友！舍利弗！又足以精勤。」

S.38.第三 法語者

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友！舍利弗！誰為世
之法語者？誰為世之善行者？誰為世之善到者耶？」

    四  「友！於凡世為說貪欲捨棄法，說瞋恚捨棄法，說愚癡捨棄法者，此等為世之

IV,253. 法語者。

    五  「友！凡為實行捨棄貪欲，實行捨棄瞋恚，實行捨棄愚癡者，此等為世之善行者。

    六  友！若諸人捨棄貪欲，斷其根，如多羅樹之無頭，成為非生者，成未來不生之

    法。捨棄瞋恚……愚癡，斷其根，如多羅樹之無頭，成為非生者，屬未來不生之法，

    此等為世之善到者。」

    七  「唯然，友！有行道，有此捨棄貪欲、瞋恚、愚癡捨棄之道耶？」

        「友！有行道，有此捨棄貪欲、瞋恚、愚癡之道。」

    八  「友！何者為行道？何者為捨棄此貪欲、瞋恚、愚癡之道耶？」

        「友！此八支聖道正是捨棄此貪欲、瞋恚、愚癡之道。即：正見、正思惟……正

    定是。友！此為捨棄此貪欲、瞋恚、愚癡之道，此為行道也。」

    九  「友！此捨棄貪欲、瞋恚、愚癡之道為善，行道為善。友舍利弗！又足以精勤。」

    註1 dhammavadin,supatipanna,sugata說法者，善實行，善到達(善逝)之意，《雜阿含經》

        一八卷一經為：「善說法者，世間正向，世間善逝。」

S.38.第四 何在

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友！舍利弗！跟隨沙門瞿曇修梵行有何之利耶？」

        「友！為知悉於苦，跟隨世尊修梵行。」

 ※ 三  「然則，友！有知悉此苦之道，有行道耶？」

        「友！有知悉此苦之道，有行道。」

    四  「友！何者為知悉此苦之道？何為行道耶？」

IV,254.     「友！此八支聖道正是知悉此苦之道，即：正見、正思惟……正定是。友！知悉

    此苦之道，此為行道。」

    五  「友！知悉此苦之道為善，行道是善。友舍利弗！又足以精勤。」

▼. IV.326.
S.38.第五 安息

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「達於安息、達於安息」者，友！人須多久始達於安息耶？」

        「友！比丘依如實知六種觸處之生起、滅盡、甘味、患難、出要，友！比丘於此

    分，彼可達於安息。」

    四  「然則，友！有實現此安息之道，有行道耶？」

        「友！有實現此安息之道，有行道。」

    五  「然則，友！何者為實現此安息道耶？何者為行道？」

        「友！此八支聖道正是實現此安息之道，即：正見、正思惟……正定是。吾友！

    此為實現安息之道，此為行道。」

    六  「友！實現安息之道為善，此行道是善。友！又足以精勤。」

    註1 assasa是入息之意，看次節之文，在此可取為安息(breathing easily；relief consolation)

        之意。《雜阿含經》一八卷一經有「蘇息」以paramassasa為止蘇息。

S.38.第六 最上安息

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「達於最上安息，達於最上安息」者，友！人須多久始可達

    於最上安息耶？」

IV,255.  「友！比丘如實知六種觸處之生起、滅盡、甘味、患難、出離，無取著以解脫，

    友！彼於此分達於最上安息。」

    四~六  「友！有此最上安息之道耶？為有此行道？」

    1……

    註1 以下除「安息」和「最上安息」之不同外，其他皆同第五經。

S.38.第七 受

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「受、受」者，友！何者為受耶？」

        「友！此等三者是受。即：樂受、苦受、非苦非樂受是。友！此等為受。」

    四  「然則友！有此等知悉諸受之道耶？有行道耶？」

▼. IV.328.
    1……
    註1 以下「苦」和「受」之不同外，皆同第四經。

IV,256.

S.38.第八 漏

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「漏、漏」者，友！何者為漏耶？」

    「友！此等三者是漏。為欲漏、有漏、無明漏是。友！此等三者，是漏。」

    四  「友！有此等捨棄諸漏之道耶？有行道耶？」。

        1……

    註1 以下「諸漏捨棄」和「諸受知悉」之不同外，其他皆同第七經。

S.38.第九 無明

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「無明、無明」者，友！何者為無明耶？」

        「友！凡對苦之無知，苦生起之無知，苦滅盡之無知，達苦滅盡道之無知，友！

    此稱謂無明也」

    四  「友！然則，有此捨棄無明之道耶？有行道耶？」。

        1……

    註1 以下參照第八經。

IV,257.

S.38.第十 愛

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「愛、愛」者，友！何者為愛耶？」

        「友！此等三者是愛。則欲愛、有愛、非有愛是
。友！此等三種為愛。」

    四  「友！然則，有此等捨棄諸愛之道耶？有行道耶？」。

         2……

    註1 於《雜阿含經》有：「欲愛、色愛、無色愛。」

▼. IV.320.
      2 以下參照第八、第九經

S.38.第十一 瀑流

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「瀑流、瀑流」者，友！何者為瀑流耶？」

        「友！此等四者為瀑流。則欲瀑流、有瀑流、見瀑流、無明瀑流。友！此等為四

    種瀑流。」

    四  「友！有此等捨棄四種暴流之道耶？有行道耶？」。

        1……

    註1 以下參照第八、九、十之三經。

IV,258.

S.38.第十二 取

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「取、取」者，友！何者為取耶？」

        「友！此等四者是取，即：欲取、見取、戒禁取、我語取是。友！此等者為四種

    取。」

    四  「友！有捨棄此等四取之道耶？有行道耶？」

        1……

    註1 上之三經。

S.38.第十三 有

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「有、有」者，友！何者為有耶？」

        「友！此等三者是有。則：欲有、色有、無色有是。友！此等三者為有。」

    四  「友！然則，有知悉此等之道耶？有行道耶？」

         ……

IV,259.

S.38.第十四 苦

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「苦、苦」者，友！何者為苦耶？」

        「友！此等三者是苦。是為苦苦性、行苦性、壞苦性。友！此等三者是苦。」

▼. IV.332.

    四  「友！然則，有此等知悉苦之道耶？有行道耶？」

S.38.第十五 己身

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！所謂：「己身、己身」者，友！何者為己身耶？」

        「友！此等之五取蘊，世尊稱之為己身。即：色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取

IV,260. 蘊、識取蘊是。友！此等五取蘊，世尊稱之為己身。」

    四  「友！然則，有知悉此己身之道耶？有行道耶？」

        「友！有知悉此己身之道，有行道。」

    五  「友！然則，何者為知悉此己身之道耶？行道耶？」

        「友！此八支聖道，始為知悉此己身之道，正是行道。即：正見、正思惟……正

    定是。友！此是知悉己身之道，此是行道。」

    六  「友！此知悉己身之道為善，此行道為善，友舍利弗！又足以精勤。」

S.38.第十六 難為

《雜阿含490經》
 ※ 三  「友舍利弗！於此教
以何為難為耶？」

        「友！於此教以出家為難為。」

    四  「友！然則，於出家者，以何事為難為耶？」

        「友！於出家者以愛樂
為難為。」

    五  「友舍利弗！然則愛樂者以何事為難為耶？」

        「友！愛樂者，以法隨法之履修為難為。」

    六  「友！法隨法履修之比丘，久而可成為阿羅漢耶？」

        「友！不久當成阿羅漢。」

 閻浮車相應[終]

        其攝頌曰：

，涅槃阿羅漢

IV,261.    法語者何在

，安息最安息

，受漏及無明

，愛瀑流並取

▼. IV.334.
，有苦及己身

，於此教難為

    註1 dhamma-vinaya,Doctrine and Discipline法與律，教法和規律，綜合佛教之教理行規，

        解為「佛教」之意。即「教」之意義。此一文於《雜阿含經》一八卷一經為：「賢聖法律中有何難

        事。」

      2 abhirati言樂出家生活。

▲Top回目錄
S.39.第五 沙門出家相應

S.39.第一 涅槃

《雜阿含491經》
    一  爾時，尊者舍利弗住伐地國之郁伽支羅恒河畔。

    二  時，普行沙門來詣尊者舍利弗住處，與尊者舍利弗會釋，交談親切慇懃之話後，

    坐於一面。

    三  坐於一面之普行沙門白尊者舍利弗曰：「友舍利弗！所謂：「涅槃、涅槃」者。

    友！何者為涅槃耶？」

        「友！凡貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅，此稱之為涅槃。」

    四  「然則友！有實現此涅槃之道耶？有行道耶？」

        「友！有實現此涅槃之道，有行道。」

IV,262. 五  「友！以何為實現此涅槃之道耶？以何行道耶？」

        「友！此八支聖道，正是為實現此涅槃之道，即：正見、正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、正定是。友！此為實現涅槃之道，此為行道。」

▼. IV.336.
    六  「友！此實現涅槃之道為善，此行道為善。友！又足以精勤。」

S.39.第二～第十五

《雜阿含491經》
(與閻浮車相應之二~一五全部相同)。

S.39.第十六 難為

《雜阿含491經》
 ※ 三  「友舍利弗！於此教以何為難為耶？」

        「友！於此教以出家為難為。」

    四  「友！然則出家者，以何事為難為耶？」

        「友！出家者以愛樂為難為。」

    五  「友舍利弗！然則愛樂者，以何事為難為耶？」

        「友！於愛樂者，以法隨法之履行為難為。」

    六  「友！法隨法履行之比丘，久而可成阿羅漢耶？」

        「友！不久可成阿羅漢。」

            沙門出家相應[終]

        其攝頌曰：

 (與前相應之攝頌同)。

▲Top回目錄
S.40.第六 目犍連相應

S.40.第一 有尋

《雜阿含501經》
    一  爾時，尊者大目犍連住舍衛城，祇陀林給孤獨長者之遊園。

IV,263. 二  於此處，尊者大目犍連言諸比丘曰：「友諸比丘！」

        此等諸比丘應諾尊者大目犍連曰：「友！」

    三  尊者大目犍連如次曰：「諸友！余於此獨坐靜思，心中起如是之念：「所謂初

    禪，稱初禪者，何者為初禪耶？」

    四  諸友！余生此念：「此處有比丘，離諸欲，離不善法，有尋有伺，由離所生喜

    樂逮達初禪而住，此稱謂初禪。」

    五  諸友！余離於諸欲，離於不善法，有尋有伺，由離生喜與樂逮達初禪而住。諸

    友！余依此法而住，與欲俱起之想、作意現行。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余處曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸初

    禪，以心住於初禪，以心專一於初禪，以心保持於初禪。」

▼. IV.338.
    七  諸友！余嗣後即離諸欲，離不善法，有尋有伺，而逮達由離所生喜樂之初禪而

    住。

    八  諸友！若為善談者：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」有如是之談者，則此善

    談者，對余「蒙師之殊恩弟子，得大遍智，」作如是談。」

S.40.第二 無尋

《雜阿含501經》
 ※ 三  「……「第二禪，稱第二禪者，何者為第二禪耶？」

    四  諸友！時余生是念：「於此有比丘，由尋與伺之息滅，內部有寂靜，有心之單一

IV,264. 性，無尋無伺，而逮達住定生喜、樂之第二禪。此稱為謂第二禪。」

    五  諸友！時余由尋伺之息滅，內部有寂靜，有心之單一性，無尋無伺，逮得住定

    生喜、樂之第二禪。諸友！余依此住法而住，與尋俱起之想、作意現行。

    六  其時！諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！婆羅門！勿放逸第二禪，以心

    住於第二禪，心專一於第二禪，以心保持於第二禪。」

    七  諸友！余其後由尋伺之息滅，內部寂靜，有心之單一性，無尋無伺，由逮達住

    定生喜、樂之第二禪。

    八  諸友！若為善談者：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」有如是談者，乃對余作

    如是之談：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」」

S.40.第三 樂

《雜阿含501經》
 ※ 三  「……「第三禪，稱第三禪，何者為第三禪耶？」

    四  諸友！時余生此念：「於此有比丘，依離於喜，捨心，正念正知，以身感受樂。

    謂聖者之談捨心者、有念者、樂住者，逮達住於第三禪。此稱為第三禪。」

    五  諸友！余依離於喜、捨心，正念，正知，以身感受樂。謂聖者之談捨心者、有

    念者、樂住者，逮達住於第三禪。諸友！余因住於此法，與喜俱起之想、作意現行。

IV,265. 六  其時，諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸第三

    禪。以心住立於三禪，將心專一於第三禪，心保持於第三禪。」

    七  諸友！余其後，依離於喜、捨心，正念，正知，而以身感受樂，謂聖者之談捨

    心者、有念者、樂住者，逮達住第三禪。

    八  吾友！若為善說者如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」此善說者，乃對

    余如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」

▼. IV.340.
S.40.第四 捨

《雜阿含501經》
 ※ 三  「……「第四禪，稱第四禪者，何者為第四禪耶？」

    四  諸友！余生是念：「此處有比丘，前即由樂之捨棄，苦之捨棄，因喜、憂之滅

    沒，非苦非樂而逮達住於捨念清淨之第四禪，此稱為第四禪。」

    五  諸友！余前即由樂之捨棄，由苦之捨棄，因喜、憂之滅沒，非苦非樂，逮達住

    於捨念清淨之第四禪。諸友！余住此法而住，想與樂俱起、作意現行。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸於第

    四禪，以心住立於第四禪，以心專一於第四禪，以心保持於第四禪。」

    七  諸友！余其後，即由樂之捨棄，苦之捨棄，因喜、憂之滅沒，非苦非樂，逮達

IV,266. 住於捨念清淨之第四禪。

    八  諸友！若為善說者，有如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」此善說者乃

    對余如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」」

S.40.第五 虛空

《雜阿含501經》
 ※ 三  「……「空無邊處，稱空無邊處者，以何者為空無邊處耶？」

    四  諸友！余生是念：「此處有比丘，超越一切色想，瞋恚想之滅沒，因不思惟種

    種想，而為虛空無邊，則逮達住於空無邊處，此稱謂空無邊處。」

    五  諸友！余超越一切色想，瞋恚想之滅沒，因不思惟種種想而為虛空無邊，以逮

    達住於空無邊處，友等！余依住此法而住，想與色俱起、作意現行。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余宣曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸空

    無邊處，以心住立於空無邊處，心專一於空無邊處，心保持於空無邊處。」

    七  諸友！余其後，超越一切色想，瞋恚想之滅沒，因不思惟種種想而為虛空無邊，

    逮達住於空無邊處。

    八  諸友！若為善說者，有如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」如是談者，

    是為對我……而談。」

S.40.第六 識

《雜阿含501經》
 ※ 三  「……「識無邊處，稱識無邊處者，何者為識無邊處耶？」

IV,267. 四  諸友！余生是念：「此處有比丘，超越一切空無邊處，為識無邊處，若逮達住

    於識無邊處者，此稱謂識無邊處。」

▼. IV.342.
    五  友！余超越一切空無邊處，為識無邊處，逮達住於識無邊處。諸友！余依住此

    法而住，想與空無邊處俱起、作意現行。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸識無

    邊處。應以心住立於識無邊處，心專一於識無邊處，心保持於識無邊處。」

    七  諸友！余其後，超越一切空無邊處，為識無邊處，遂達住於識無邊處。

    八  諸友！若善說者，有如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」如是談者，是

    為對我……之談。」

S.40.第七 無所有

※ 三  「……「無所有，稱無所有者，何者為無所有耶？」

    四  諸友！余生是念：「此處有比丘，超越一切識無邊處，為無所有，若逮達住於

    無所有處者，此稱謂無所有處。」

    五  諸友！余超越一切識無邊處，為無所有，逮達住於無所有處。諸友！余依住此

    法而住，想與識無邊處俱起、作意現行。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸無所

IV,268.有處，應以心住立於無所有處，心專一於無所有處，心保持於無所有處。」

    七  諸友！余其後，超越一切識無邊處，為無所有逮達住於無所有處。

    八  諸友！若為善說者，如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」如是談者，是

    為對我……而談。」

S.40.第八 非非想

 ※ 三  「……「非想非非想處，稱非想非非想處者。何者為非想非非想處耶？」

    四  諸友！余生是念：「此處有比丘，超越一切無所有處，逮達住於非想非非想處，

    此稱謂非想非非想處。」

    五  諸友！余超越於一切無所有處，逮達住於非想非非想處。諸友！余依住此法而

    住，想與無所有處俱起、作意現行。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸非想

    非非想處，應以心住於非想非非想處，心專一於非想非非想處，心保持於非想非非

    想處。」

    七  諸友！余其後，超越一切無所有處，逮達住於非想非非想處。

▼. IV.344.
    八  諸友！若為善說者，如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」如是談者，是

    為對余……而談。」

S.40.第九 無相

《雜阿含502經》
 ※ 三  「……「無相心三昧，稱無相心三昧者，何者為無相心三昧耶？」

IV,269. 四  諸友！余生是念：「此處有比丘，不思惟一切相，若逮達住於無相心三昧者，

    此稱謂無相心三昧。」

    五  諸友！余不思惟一切相，逮達住於無相心三昧。諸友！余依住此法而住，余生

    相隨順之識。

    六  其時，諸友！世尊以神通來近余曰：「目犍連！目犍連！婆羅門！勿放逸無相

    之心三昧。應以心住立於無相心三昧，心專一於無相心三昧，心保持於無相心三昧。」

    七  諸友！余其後，不思惟一切之相，逮達住於無相心三昧。

    八  諸友！若為善說者，如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」如是談者，是

    為對余此善談者，如是說：「蒙師之殊恩弟子，得大遍智。」」

S.40.10.帝釋

cf.S.40.10.Sakko帝釋,《雜阿含506、988-989經》,Vin. Cv.5.8.,.梵Divy. p.375.,p.401., DhpA.3. pp.224ff.,SnA.p.570.
    一  爾時，尊者大目犍連住舍衛城祇陀林，給孤獨長者之遊園。

    二  時，尊者大目犍連，恰如力士之伸屈腕、屈伸腕，如是隱於祇陀林，現於三十

    三天。

     一

    三  時，諸天之主帝釋與五百諸天子等，具詣尊者大目犍連住處，禮拜尊者立於一

    面。

    四  尊者大目犍連告立一面之諸天主帝釋曰：「諸天主！可歸依於佛。諸天主！由歸

    依佛之因，於此處或有情身壞命終後，得生於善趣天界。諸天主！可歸依法。諸天

IV,270. 主！由歸依法之因，於此處或有情身壞命終後，得生於善趣天界。諸天主！可歸依

    僧。諸天主！由歸依僧之因，於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。」

    五  「賢者目犍連！可歸依佛。賢者目犍連！由歸依佛之因，於此處或有情身壞命終

    後，得生於善趣天界。賢者目犍連！可歸依法。賢者目犍連！依歸依法之因，於此

    處或有情身壞命終後，生於善趣天界。賢者目犍連！可歸依僧。賢者目犍連！由歸

    依僧之因，於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。」

▼. IV.346.
    六~七  時，諸天主帝釋，與六百諸天子等俱……

 ※ 九~一一  時，諸天主帝釋，與七百諸天子等俱……

    一二~一四  時，諸天主帝釋，與八百諸天子等俱……

IV,271. 一五~一七  時，諸天主帝釋，與八十諸天子等俱……

     二

    一八  時，諸天主帝釋，與五百諸天子等，俱詣尊者大目犍連住處，禮拜尊者，立

    於一面。

    一九  尊者大目犍連告立一面之諸天主帝釋曰：「諸天主！對佛當有無動信心。如

    斯，「彼世尊乃應供者、正等覺者、明行具足者、善到者、世間解者、無上士、調御

    丈夫者、天人師、覺者、世尊是。」依於對佛無動信心之因，諸天主帝釋！如是於

    此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。諸天主帝釋！對法當有無動信心：「世尊

IV,272. 所善說之法乃現生、即時、來看，導於涅槃、智者之一一應自知者。」依於對法無

    動信心之因，諸天主帝釋！於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。諸天主帝釋，

    對僧當有無動信心：「世尊之弟子眾，善修行，世尊之弟子眾，直修行，世尊之弟

    子眾，正實行，世尊之弟子眾，端實行。此
種之人雙，如八種之人輩，此世尊

    之弟子眾，值得尊敬。值得恭敬，值得供養，值得合掌禮敬，乃世間無上之福田。」

    依於對僧有無動信心之因，諸天主帝釋！於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。

    諸天主帝釋！乃聖者之愛好，不破、不斷、無斑點、無污點而淨潔，智者之所讚歎，

    可資助三昧具足諸戒。聖者愛好具足諸戒之因，諸天主帝釋！於此處或有情身壞命

    終後，生於善趣天界。」

    二0  「友目犍連！對佛當有無動信心。如斯，「彼世尊乃應供者、正等覺者……覺

    者、世尊。」依於對佛有無動信心之因，友目犍連！於此處或有情身壞命終後，生

    於善趣天界。對法當有無動信心：「於世尊所善說之法乃現生……智者應一一自知

    者。」依於對法有無動信心之因，友目犍連！此處或有情身壞命終後，生於善趣天

IV,273. 界。對僧當有無動信心：「世尊之弟子眾，善實行……乃世間無上之福田。」依於

    對僧有無動信心之因，友目犍連！於此處有情身壞命終後，生於善趣天界。友目犍

    連！聖者愛好……具足諸戒。由聖者愛好具足諸戒之因，友目犍連！於此處或有情

    身壞命終後，生於善趣天界。」

▼. IV.348.
    二一~二三  時諸天主帝釋，與六百諸天子等俱……

    二四~二六  時諸大主帝稱，與七百諸天子等俱……

    二七~二九  時諸天主帝釋，與八百諸天子等俱……

IV,274. 三0 ~三二  時諸天主帝釋，與八千諸天子等俱……

     三

    三三  其時，諸天主帝釋，與五百諸天子等，俱詣尊者大目犍連住處……

    三四  尊者大目犍連告立一面之諸天主帝釋曰：「諸天主帝釋！當歸依佛。依於歸

IV,275. 依佛之因，於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等因十種事，勝於其他之

    天人。此乃：天之壽命、天之色彩、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天    

之聲、天之香、天之味、天之觸。諸天主帝釋！當歸依法。依於歸依法之因，諸天

    主帝釋！於此處或有情身壞命終後，得生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之

    天人。此乃：天之壽命、天之色彩、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天

    之聲、天之香、天之味、天之觸。諸天主帝釋！當歸依僧。依於歸依僧之因，諸天

    主帝釋！於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天

    人。此乃：天之壽命、天之色彩、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天之

    聲、天之香、天之味、天之觸。」

    三五  「友目犍連！當歸依佛。依於歸依佛之因，友目犍連！於此處或有情身壞命終

    後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人，此乃：天之壽命……天之觸。

    友目犍連！當歸依法，依於歸依法之因，友目犍連！有情身壞命終後生善趣天界，

    彼等由十種事，勝於其他之天人，此乃：天之壽命……天之觸。友目犍連！當歸依

    僧。依於歸依僧之因，友目犍連！此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以

    十種事，勝於其他之天人，此乃：天之壽命……天之觸。」

    三六~三八  時諸天主帝釋，與六百諸天子等俱……

    三九~四一  時諸天主帝釋，與六百諸天子等俱……

IV,276. 四二~四四  時諸天主帝釋，與八百諸天子等俱……

    四五~四七  時諸天主帝釋，與八千諸天子等俱……

     四

    四八  時，諸天主帝釋，與五百諸天子等，俱詣尊者大目犍連住處，禮拜尊者大目

▼. IV.350.
    犍連後，立於一面。

IV,277. 四九  尊者大目犍連告立一面之諸天主帝釋曰：「諸天主帝釋！對佛當有無動信

    心，如斯：「彼世尊是應供者、正等覺者、明行具足者、善到者、世間解者、無上

    士、調御丈夫者、天人師、覺者、世尊。」依於對佛有無動信心之因，諸天主帝釋！

    於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人。此乃：

    天之壽命、天之色彩、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天之聲、天之香、

    天之味、天之觸。諸天主帝釋！對法當有無動信心：「由世尊所說之法，乃現生、

    即時、來看、導於涅槃、智者應一一自知者。」依於對法有無動信心之因，諸天主

    帝釋！於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人。

    此乃：天之壽命、天之色彩、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天之聲、

    天之香、天之味、天之觸。諸天主帝釋！對僧當有無動信心：「世尊之弟子眾，善

    修行，世尊之弟子眾，直修行，世尊之弟子眾，正修行：世尊之弟子眾，端修行。

    此四種之人雙，如八種之人輩，此世尊之弟子眾，值得尊敬，值得恭敬，值得供養，

    值得合掌禮敬，乃世間無上之福田。」依於對僧有無動信心之因，諸天主帝釋！於

    此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人。此乃：

    天之壽命、天之色相、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天之聲、天之香、

    天之味、天之觸。諸天主帝釋！聖者之愛好不破、不斷、無斑點、無污點、淨潔、

    讚歎、資助三昧、具足諸戒。依聖者之愛好具足諸戒之因，諸天主帝釋！於此處或

    有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人，此乃：天之壽

    命、天之色相、天之安樂、天之稱譽、天之主權、天之色、天之聲、天之香、天之

    味、天之觸。」

    五0  「友目犍連！對佛當有無動信心，如斯：「又彼世尊是應供者、正等覺者……

    覺者、世尊。」依於對佛有無動信心之因，友目犍連！於此處或有情身壞終後，生

    於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人，此乃：天之壽命……天之觸。對法

    當有無動信心：「依於世尊所善說之法，是現生……智者應一一自知者。」依於對

    法有無動信心之因，友目犍連！於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以

IV,278.十種事，勝於其他之天人，此乃：天之壽命……天之觸。對僧當有無動信心：「世

    尊之弟子眾，善修行……世間無上之福田。」依於對僧之有無動信心之因，友目犍

▼. IV.352.
    連！於此處或有情身壞命終後，生於善趣天界。彼等以十種事，勝於其他之天人，

    此乃：天之壽命……依於天之觸。」

    五一~五三  時諸天主帝釋，與六百諸天子等俱……

    五四~五六  時諸天主帝釋，與七百諸天子等俱……

    五七~五九
 時諸天主帝釋，與八百諸天子等俱……

IV,279. 六0 ~六二  時諸天主帝釋，與八千諸天子等俱……

    註1 佛弟子在嚴密之意義：若到了預流，一來不還，阿羅漢道以後，總稱為四雙，此四各有向

        和果，而稱為四雙八輩。

      2 於PTS本，此數字誤寫為六0，最後之數字是六三，第十一旃檀天子以下之五經亦皆為六

        三，正確都應為六二。

IV,280.

第十一 旃檀天子

    一~六二  時，旃檀天子

 S.40.[第十2.1 須夜摩天

    註1 以下有括弧十二~十五之數字是由日譯者之意而記上的，於攝頌有「十一」之諸，省略為

        是，但此等五經同第十帝釋經有舉一~六二節之數字，故第十二以下如視為一經為正確。

    一~六二  時，須夜摩天子……

 S.40.[第十3.刪兜率陀(兜率)天

    一~六二  時，刪兜率陀天子……

S.40.[第十4.善化樂天

    一~六二  時，善化樂天子……

 S.40.[第十5.婆舍拔提天

    一~六二  時，婆舍拔提天子……

        此等中略五天，亦應如諸天主帝釋之亦應詳說。

IV,281. 目犍連相應[終]
▼. IV.354.
        其攝頌曰：

，有尋與無尋

，依樂以及捨

，虛空以及識

，乃至無所有

，非想非非想

，無相與帝釋

，旃檀天十一

▲Top回目錄
S.41.第十 質多相應

S.41.1.繫縛

《雜阿含572經》
    一  一時，眾多之長老比丘等，住於摩叉止陀山之安婆陀伽林
。

    二  其時，眾多之長老比丘等，食後由托缽還，俱集坐於周圓堂中，起如是相互談

    話：「諸友！或謂繫縛、或繫縛之法，此二法是意義有別，抑言辭有別耶？或意義為

    一，僅言辭之別耶？」

    三  其處，有長老比丘等，或作如是說明：「友！或謂繫縛，或繫縛之法。此二法之

    意義有別，言辭亦有別。」或有長老比丘等，作如是言：「友等！或謂繫縛，或繫縛

    之法，此二法之意義為一，唯言辭有別。」

    四  其時，偶爾質多居士因要事來至彌涯拔陀迦。

IV,282.五  質多居士聞眾多長老比丘，由食後托缽歸，俱集坐於周圓堂中，起如是之談話：

    「友等！或謂繫縛、或繫縛之法，此二法是意義有別，抑言辭有別耶？或意義為一，

    唯言辭有別耶？」起此互相談話。或長老比丘等，作如是說明：「友等！或謂繫縛，

▼. IV.356.
    或繫縛之法，此二法之意義為一，唯言辭有別。」

    六  因此，質多居士來詣長老比丘等住處，禮拜彼等，坐於一面。

    七  坐於一面之質多居士，白長老比丘等曰：「諸大德！眾多之長老比丘等，食後由

    托還，俱集坐於周圓堂中，起如是相互之談話：「友等！或謂繫縛，或繫縛之法，

    此二法之意義有別？抓言辭亦別耶？或意義為一，唯言辭有別耶？」或長老比丘等，

    作如是說明：「友等！或謂繫縛，或繫縛之法，此二法之意義為一，唯言辭有別。」」

        「然，居士！」

    八  「諸大德！或謂繫縛，或繫縛之法，此等二法之意義有別？抑言辭亦有別耶？然

    則諸大德！為汝等以說譬喻：於此處或有智之人等，有依譬喻了知所說之意義。

    九  諸大德！譬
如將黑色之牛與白色之牛，以一鎖或索繫縛。若人作如是言：「

IV,283.黑牛繫縛白牛，白牛繫縛黑牛。」者，則彼語是正語耶？」

        「居士！不然。居士！非黑牛擊縛白牛，亦非白牛擊縛黑牛。兩者以一鎖及索相

    繫，此乃如是之繫縛。」

    一0  「與此同理，諸大德！眼非繫縛諸色，非諸色繫縛於眼，於此乃兩者為緣所生

    之欲染，此乃如是之繫縛。耳非繫縛諸聲……鼻非繫縛諸香……舌非繫縛諸味……

    身非繫縛諸觸……意非繫縛諸法，於此，以此兩者為緣所生之欲染，此乃如是之繫

    縛。」

    一一  「居士！此為汝之利得。居士！汝善利得，汝之智眼，深通達佛語者。」

    註1 Macchikasanda於《雜阿含經》二一卷一四經有摩師山Ambatakavana同二一卷八經為

        菴羅林。

      2 參照相應部(三五)六處相應之一九一經三~五節。

S.41.2.隸犀達多(一)

《雜阿含569經》
    一  爾時，眾多之長老比丘等，住於摩叉止陀安婆陀伽林中。

    二  其時，質多居士至此長老比丘等住處，禮拜彼等，坐於一面。

    三  坐於一面之質多居士，白長老比丘等曰：「諸大德！長老等明日請應諾受余之食

    供養。」

▼. IV.358.
        長老比丘等默應許諾。

IV,284. 四  時，質多居士知長老比丘等，承諾受食供養，乃從座而起，禮拜彼等，行右繞

    禮離去。

    五  時，長老比丘等，過此夜後，於翌晨著內衣、持衣、缽，來至質多居士住處，

    坐於所設之座。

    六  質多居士至長老比丘等座前，禮拜彼等，坐於一面。

    七  坐於一面之質多居士，白尊者長老曰：「大德長老！謂：「界種種，界種種」者

    1，大德！幾何之界種種，是世尊所說耶？」作斯言時，尊者長老默止。

    八  質多居士二度白尊者長老曰：「大德長老！謂；「界種種，界種種」者，大德！

    幾何之界種種，是世尊所說耶？」

        尊者長老又二度默止。

    九  質多居士三度白尊者長老曰：「大德長老！謂：「界種種，界種種」者，大德！

    幾何之界種種，是世尊所說耶？」

        尊者長老又三度默止。

    一0  其時，偶隸犀達多於此比丘眾中，是最年輕者。

    一一  時，尊者隸犀達多，白尊者長老曰：「大德長老！余願釋答質多居士之此所

    問。」

        「隸犀達多！汝可釋答質多居士之此所問。」

    一二  「居士！汝如是問：「大德長老！所稱界種種，界種種者，幾何界種種，是世

    尊所說耶？」」

IV,285.   「誠然，大德！」

        「居士！世尊說此之界種種，曰：眼界、色界、眼識界、耳……鼻……舌……身

    ……意界、法界、意識界。居士！此乃世尊所說之界種種。」

    一三  時，質多居士歡喜、隨喜尊者隸犀達多之所說，以勝妙之堅軟食物，親手供

    養長老比丘等，直至彼等滿足辭去為止。

    一四  食已，長老比丘等手放下缽，即從座起而離去。

    一五  時，尊者長老言於尊者隸犀達多比丘曰：「善哉！友隸犀達多！彼之所問，汝

    為明了；彼之所問，余不明了。然而友隸犀達多！他時如是所問出現時，即亦如汝

▼. IV.360.
    之明了。」

    註1 參照相應部35.六處相應之一二九經。

S.41.3.隸犀達多(仙授)(二)

《雜阿含570經》
    一  爾時，眾多之長老比丘等，住於摩叉止陀安婆陀伽林中。

    二  其時，質多居士來詣此等長老比丘住處，禮拜彼等，坐於一面。

    三  坐於一面之質多居士，白長老比丘等曰：「諸大德！長老等請承諾明日受余之食

    供養。」

        長老比丘等默然應諾。

    四  時，質多居士知長老比丘等已應諾受供養，即從座起，禮拜彼等，行右繞禮離

    去。

    五  時，長老比丘等過此夜後，於翌晨著內衣、持衣、缽，來至質多居士住處，坐

    於預設之座。

IV,286. 六  質多居士來詣長老比丘住處，禮拜彼等，坐於一面。

    七  坐於一面之質多居士白尊者長老曰：「大德長老！凡此等之多種見解，起於世間

    者，或言：「世是常住。」或言：「世是無常。」或言：「世是有限。」或言：「世

    是無限。」或言：「生命、身體是同一。」或言：「生命、身體是異。」或言：「如

    來死後存在。」或言：「如來死後不存在。」或言：「如來死後存在、亦不存在。」

    或言：「如來死後不存在、又非不存在。」等等，凡此六十二見，說於「梵網經」

    中者。大德！此等諸見，有何者則存此見，無何者則不存此等見耶？」

    斯言時，尊者長老默止。

    八  二度質多居士……

    九  三度質多居士白尊者長老曰：「大德！凡此等之多種見解，起於世者，或言：「世

    是常住。」或言：「世是無常。」或言：「世是有限。」或言：「世是無限。」或

    言：「生命、身體是同一物。」或言：「生命、身體是異。」或言：「如來死後存

    征。」或言：「如來死後不存在。」或言：「如來死後存在、亦不存在。」或言：

    「如來死後不存在、又非不存在。」等，凡此六十二見，說於「梵網經」中者。大

▼. IV.362.
    德！有何者則存此等見，無何者則不存此等見？」

       三度，尊者長老默止。

    一0   此時偶有尊者隸犀達多，於此比丘眾中是最年輕者。

    一一  時，尊者隸犀達多白尊者長老曰：「大德長老！余願釋質多居士之所問。」

        「隸犀達多！汝可釋答質多居士之所問。」

IV,287.一二  「居士！「大德長老！凡諸種之見解起於世者，或言：「世是常住。」或言：「世

    是無常……或言：「如來死後不存在、又非不存在。」等，凡此等六十二見，說於「梵

    綱經」中者，大德！此等諸見，有何者則存在，無何者則不存在？」汝為如是之問耶？」

        「大德！誠然。」

        「居士！凡諸種之見解起於世者，或言：「世是常住。」或言：「世是無常。」

    或言：「世是有限。」或言：「世是無限。」或言：「生命、身體是同一。」或言

    「生命、身體是異。」或言：「如來死後存在。」或言「如來死後不存在。」或言：

    「如來死後存在、又不存在。」或言：「如來死後不存在、又非不存在。」等，凡

    此等六十二見，說於「梵網經」中者，居士！有己身見者，則存此等之諸見：無己

    身見者，此等諸見則不存在。」

    一三  「然則，大德！如何有此己身見耶？」

        「居士！此處有無聞之凡夫，尚未會遇聖者，不熟通聖者之法，未修練聖者之法。

    未會遇善人，不熟通善人之法，未修練善人之法者。以觀色為自己，以自己為有色

    者，以觀自己為色，色為自己。以受……以想……以行……以觀識為自己，以自己

    為識者，以識為自己，自己用識。居士！己身見者，當即如是。」

    一四  「然則，大德！如何無此己身見耶？」

        「居士！此處有多聞之聖弟子，已會遇聖者，熟通聖者之法，善修練聖者之法，

    既會遇善人，熟通善人之法，修練善人之法者，不觀色為自己，不以有色為自己者，

    亦不觀色有自己，不以自己有色。以受……以想……以行……不觀識為自己，自己

    為有識者，識有自己，自己有識。居士！無己身見者，當即如是。」

IV,288. 一五  「大德！尊者隸犀達多者，由何地來耶？」

        「居士！余來自阿槃提國。」

        「大德！阿槃提國有稱為隸犀達多之良家子，乃吾等未見之友，而已出家。尊者

▼. IV.364.
    曾見彼否？」

        「唯然，居士！」

        「大德！彼尊者今住何處？」

        作斯言時，尊者隸犀達多沈默。

        「大德！尊者非隸犀達多耶？」

        「誠然，居士！」

        「尊者隸犀達多於摩叉止陀自適，當怡樂於安婆陀伽。余為尊者隸犀達多之衣

    服、托缽食、坐臥具、資助疾病之藥物等，努力獲得四項要品。」

        「居士！汝之所言是殊勝。」

    一六  時，質多居士歡喜隨喜隸犀達多之所說，以勝妙之堅軟食物，親手供養長老

    比丘等，直至彼等滿足辭去為止。

    一七  食已。長老比丘等手放下缽，起座離去。

    一八  時尊者長老，言於尊者隸犀達多曰：「善哉！友隸犀達多！彼之所問汝為明

    了，彼之所問，余不明了。然而友隸犀達多！他時如是之所問出現時，當即如汝之

    明了。」

    一九  時，尊者隸犀達多收藏坐臥具，持衣、缽，行離摩叉止陀山而去。彼行離摩

    叉止陀山後，即未嘗再歸來。

S.41.第四 摩訶迦

《雜阿含571經》
    一  一時，眾多之長老比丘等，住於摩叉山陀山之安婆陀伽林中。

IV,289. 二  其時，質多居士來詣此等長老比丘住處，禮拜彼等，坐於一面。

    三  坐於一面之質多居士，白長老比丘等曰：「諸大德！長老等明日於牛舍，請應諾

    余受食供養。」

        長老比丘等，默然應諾。

    四  時，質多居士知長老比丘等，應諾受供養，即從座起，禮拜彼等，行右繞禮去。

    五  時，長老比丘等過此夜後，於翌晨著內衣，持衣、缽，來至質多居士之牛舍處，

    而坐於預設之座。

    六  於是，質多居士以勝妙之醍醐粥，親手供養長老比丘等，以至彼等滿足自謝為

    止。

▼. IV.366.
    七  食已。長老比丘等，由缽放手，即從座起離去。但質多居士言：「殘餘者，當棄

    之！」乃隨長老比丘等之背後而行。

    八  其時偶或值暑熱之苦，此長老比丘等，身體恰如將溶化，如喫其食
者而行。

    九  時，尊者摩訶迦為此比丘眾中最年少者，此尊者摩訶迦，白諸尊者長老曰：「大

    德長老！若吹清涼之風，起雷鳴，雨滴滴降來者，可好？」

        「友摩訶迦！若吹清涼之風，起雷嗚，雨滴滴降來為可意。」

IV,290. 一0  於是，尊者摩訶迦，望吹清涼之風，起雷鳴，雨滴滴降來，行如是之神通勝

    行。

    一一  質多居士心思念：「此比丘眾之最年少比丘，彼有如是之神通威力！」

    一二  尊者摩訶迦達至精舍，白尊者長老曰：「大德長老！如是意足耶？」

        「友摩訶迦！如是足矣。友摩訶迦！於是事已了所作，友摩訶迦！於是為供養。」

    一三  於是，長老比丘歸還住院，尊者摩訶迦亦歸還己住之院。

    一四  質多居士來詣尊者摩訶迦處，禮拜尊者摩訶迦後，坐於一面。

    一五  坐於一面之質多居士，白尊者摩訶迦曰：「大德！請示現尊者摩訶迦之勝人

    法、神通神變。」

        「然則，汝居士！於外緣備置鬱多羅僧衣，散布草把。」

        「唯然，唯然，大德！」質多居士應諾尊者摩訶迦，於外緣備置鬱多羅僧衣，散

    布草把。

    一六  復次，尊者摩訶迦入於住院，施針楔，由鑰匙孔與門閂之間放出火焰，燃燒

    草把而不燒鬱多羅僧衣，行如是神通勝行。

    一七  復次，質多居士將鬱多羅僧衣振抖，感動得身毛豎立，而站於一面。

    一八  尊者摩訶迦由住院出，告於質多居士曰：「居士！於此是耶？」

IV,291.  「大德摩訶迦！即此足矣。大德摩訶迦！於此事已了所作。大德摩訶迦！此為供

    養。大德！尊者摩訶迦請自適於摩叉陀山，怡樂於安婆陀伽林，余將為尊者之衣服，

    托缽食，坐臥具，資助疾病之藥物等，努力四項要品之獲得。」

        「居士！汝之所言是殊勝。」

    一九  時，尊者摩訶迦收藏坐臥具，持衣、缽，行離摩叉止陀山而去。彼行離摩叉

    止陀山後，未曾再歸來。

▼. IV.368.
    註1 如唯言食事，而感為熱苦之意。

S.41.第五 迦摩浮(一)

《雜阿含566經》
    一  一時，尊者迦摩浮住於摩叉止陀山之安婆陀伽林中。

    二  時，質多居士來詣尊者迦摩浮住處，禮拜尊者，坐於一面。

    三  尊者迦摩浮告於坐在一面之彼質多居士曰：「居士！

        「無所虧，有白色之覆蓋

        車以一輻而轉

        斷流無縛而無苦

        見來者。」

        作如是言。居士！此所略說之意義，應如何見其詳？」

        「大德！此為世尊之所說示耶？」

        「唯然，居士！」

        「然則，大德！余尋問其意義，且稍待。」

    四  於是，質多居士少時沈默後，白尊者迦摩浮曰：「「無所虧，」大德！此為諸

IV,292. 戒之別名。

        「有白色之覆蓋，」大德！此為解脫之別名。

        「有一支輻，」大德！此為正念之別名。

        「轉者，」大德！此為進退之別名。

        「車者，」此為四大所造、父母所生、粥飯所積、無常、蝕壞、耗消、破損、

    潰滅之法，乃此身之別名。

        大德！染欲是苦，瞋恚是苦，愚癡是苦。漏盡之比丘，已拋棄此等，如斷根無

    本多羅樹，非使生成者，為未來不生之法。是故，漏盡之比丘稱為「無苦。」

        「來者」者，大德！此為阿羅漢之別名。

        「流」者，大德！此為渴愛之別名。漏盡之比丘已拋棄直如斷根，無根本之多

    羅樹，非使生成者，為未來不生之法故，漏盡之比丘稱為「斷流。」

        大德！染欲為縛，瞋恚為縛，愚癡為縛。漏盡之比丘已拋棄此等，如斷根無本

▼. IV.370.
    之多羅樹，非使生成者，為未來不生之法。是故，漏盡之比丘稱為「無縛。」

    五  如是，大德！世尊說：

        「無所虧，有白色之覆蓋

        車以一輻而轉

        斷流無縛而無苦

        見來者。」

        世尊所略說之此句意義，可如是詳知。」

    六  「居士！此為汝之利得，居士！汝善利得，汝智眼深通於佛語。」

IV,293.

S.41.第六 迦摩浮(二)

《雜阿含568經》
    一  爾時，尊者迦摩浮住於摩叉止陀山安婆陀伽林中。

    二  時，質多居士來詣尊者迦摩浮住處，詣已，坐於一面。

    三  坐於一面之質多居士，問於尊者迦摩浮曰：「大德！行
有幾種耶？」

        「居士！有三種之行，為：身行、語行、心行是。」

        「善哉，大德！」質多居士歡喜、隨喜尊者迦摩浮之所說，更問於尊者迦摩浮曰：

    四  「然則，大德！何者為身行？何者為語行？何者為心行耶？」

        「居士！入息出息為身行，尋伺為語行，想、受為心行。」

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    五  「然則，大德！何故入息出息為身行？何故尋伺為語行？何故想、受為心行耶？」

        「居士！入息出息屬於身，此等之法依縛於身，是故入息出息為身行。居士！先

    尋求、伺察而後發語，是故尋伺為語行。想、受屬於心，此等之法依縛於心，是故

    想、受為心行」。

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    六  「然則，大德！想受滅等至，是如何而有耶？」

IV,294.   「居士！逮達想受滅之比丘，無如是之念：「我將達想受滅。」「我正達想受滅。」

    或「我已逮達想受滅。」其心前已修練，自向於此。」

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    七  「然則，大德！逮達想受滅之比丘，如何之法為第一滅？是身行耶？語行耶？心

    行耶？

▼. IV.372.
        「居士！逮達想受滅之比丘，第一滅語行，然後是身行，再次滅心行。」

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    八  「大德！此人死時果有，此比丘逮達想受滅，如何此等二者之間相異耶？」

        「居士！以此死時為果者，身行滅為輕安，語行滅為輕安，心行滅為輕安也，壽

    命盡，暖氣熄，諸根毀壞。然而居士！此逮達想受滅之比丘，彼亦身行滅為輕安，

    語行滅為輕安，心行滅為輕安，然而壽命未盡、暖氣未熄，諸根澄淨。居士！以此

    人死時之果，此比丘逮達想受滅，此為此等之間之相異。」

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    九  「然則，大德！如何由想受滅等至之起出耶？」

        「居士！由想受滅等至起出之比丘，無如是之念：「我將由想受滅等至起出。」

    「我正由想受滅等至起出。」或「我已由想受滅等至起出。」其心前已修練，自然

    向於此。」

IV,295.    「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    一0  「然則，大德！由想受滅等至起出之比丘，如何之法為第一起？身行耶？語行

    耶？心行耶？」

        「居士！由想受滅起出之比丘，心行於第一起，次為身行，再次為語行。」

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    一一  「大德！由想受滅起出之比丘，觸於幾種之觸耶？」

        「居士！由想受滅起出之比丘，觸有三種之觸，即空觸、無相觸、無願觸是。」

        「善哉，大德！」質多居士……更致問曰：

    一二  「大德！由想受滅等至起出之比丘，心向於何者、傾於何者、趣於何者耶？」

        「居士！由想受滅等至起出之比丘，心向遠離、傾於遠離、趣於遠離。」

        「善哉，大德！」質多居士歡喜、隨喜尊者迦摩浮之所說，更致問尊者迦摩浮曰：

    一三  「大德！於想受滅等至，如何之法有大利益耶？」

        「然則，居士！汝應將先問者置於後問，然則，余可為汝釋答。居士！想受滅等

    至二種之法，有大利益，即：止、觀是。」

    註1 參照中部四四有明小經。

▼. IV.374.
S.41.第七 牛達多

《雜阿含567經》
    一  爾時，尊者牛達多住於摩叉止陀山之安婆陀伽林中。

IV,296.二  時，質多居士來詣尊者牛達多住處，禮拜尊者，坐於一面。

    三  尊者牛達多言坐於一方之質多居士曰：「居士！此無量心解脫，無所有心解脫，

    空心解脫，無相心解脫，此等諸法是意義有別？抑名辭有別耶？或意義為一，唯名

    辭有別耶？」

【巴】“ya cayam gahapati appamana cetovimutti, ya ca akibcabba cetovimutti, ya ca subbata cetovimutti, ya ca animitta cetovimutti, ime dhamma nanattha nanavyabjana ? udahu ekattha vyabjanam eva nanan ?”ti. (S IV 296)

【意】「長者！這無量心解脫、無所有心解脫、空心解脫、無相心解脫，這些法是意義有別而且名稱有別？*或者意義相同，僅僅名稱有別呢？」(* vyabjanam 意「語詞、名相、名稱」。)
    四  「大德！或依於事由，此等諸法謂於意義有別，且名辭亦有別，有其事由。大德！

    又或依於事由，謂此等諸法意義為一，唯有名辭各別，而有其事由。

    五  然大德！或依於事由，此等諸法謂於意義有別，且名辭亦有別。何者為其事由

    耶？

        大德！於此有比丘，以與慈俱起之心，滿於一方而住，同於第二、同於第三、

    同於第四方、上下橫、一切處、於一切情況下、一切具有之世界，與慈俱起，廣大

    遠行無量而無怨念，無恚念之心遍滿而住。與悲俱起之心……與喜俱起之心……與

    捨俱起之心住於遍滿一方，同於第二、同於第三、同於第四五、上下橫、一切處、

    一切情況下、一切具有之世界，與捨俱起，廣大遠行無量而無怨念，無恚念之心遍

    滿而住。大德！此稱為無量心解脫。

    六  大德！何者為無所有心解脫耶？大德！於此
處有比丘，超越一切識無邊處，

    「無所有者，」逮達住無所有處。大德！此稱為無所有心解脫。

    七  大德！何者為空心解脫耶？

        大德！於此有比丘，或入森林、或入樹下、或入空屋，如是思量：「此雖是我

IV,297. ，雖是我有，卻是空。」大德！此稱為空心解脫。

    【巴】idha bhante bhikkhu arabbagato va rukkhamulagato va subbagaragato va, iti patisabcikkhati ： “subbam idam attena va attaniyena va” ti. ayam vuccati bhante subbata cetovimutti. (S IV 296-97)

【意】大德！此處，有比丘或到林間、或到樹下、或到空屋，這樣思惟觀察：「這是空的－－沒有我，沒有我所。」*大德！這就叫做空心解脫。

(*此句翻譯須稍作說明。(a)首先，subbam idam是idam subbam 的倒裝，倒裝(subbam提前)是為了強調(做述語用的)形容詞subbam (空) (參拙著《實用巴利語文法》(上冊)，頁11-3，第3點，第(2)項)因此翻作「這是空的」(原文省略了be動詞)。其次subbam經常配合具格，表達「沒有~，不具有~，不伴隨~」(參Wijesekera, Syntax of the Cases in the Pali Nikayas, §85.c)，意義上有「動詞」的味道，因此後半句 “(subbam) attena va attaniyena va” 將「空的」轉作動詞「沒有」，而譯作「沒有我，沒有我所」；其間用破折號 “－－” 表示「解釋關係」，意謂：「空的」「也就是」「沒有~」。全句採「主語－述語」(這是空的)結合「動詞－賓語」(沒有我，沒有我所)的譯法，將述語形容詞subbam 的兩重身份及意義(形容詞「空的」，動詞「沒有」)解譯開來。

(b)當然此句也可採「主－動－賓」譯法，例如，「這(指觀察的對象，如五蘊、六入處等)空於我，空於我所。」或「這沒有我，沒有我所。」

(c) 這裡之所以拆成「主－述」＋「動－賓」來翻譯，主要是考慮到在巴利中，subbam 經常只搭配主語(而未帶具格)，形成一種「主－述」結構的慣用說法，例如：subbo loko subbo loko ti (世間是空的！世間是空的！)(S IV 54,3)。為了突出這種用法，以及保留這一層涵意，因此前半句採「主－述」結構，後半句另用「動－賓」結構解譯。)
    八  大德！何者為無相心解脫耶？依於不思惟一切徵相，逮達無相心三昧止住。大

    德！此稱為無相心解脫。

    九  大德！或依事由，謂此等諸法意義各別，且其名辭亦有別，此即其事由。

 ※ 一0  大德！或依事由，謂此等諸意義為一，惟名辭有別者，以何為其事由耶？

    一一  大德！染欲是作量者，瞋恚是作量者，愚癡是作量者。漏盡之比丘，捨棄此

    等，如斷根無本之多羅樹，非使生成者，為未來不生之法。大德！於無量心解脫中，
▼. IV.376.
    知不動心解脫為此等之最第一。然此不動心解脫，為依染欲而空，依瞋恚而空，依

    愚癡而空。

【巴】yavata kho bhante appamana cetovimuttiyo, akuppa tasam cetovimutti aggam akkhayati. sa kho pana akuppa cetovimutti subba ragena, subba dosena, subba mohena. (S IV 297)

【意】大德！在不管達到怎樣地步的(種種)無量心解脫當中，不動心解脫要說是其中的最上最第一！而這不動心解脫是空的－－沒有貪欲，空的－－沒有瞋恚，空的－－沒有愚癡。(此句的句法及譯法參上注。)
    一二  大德！染欲是障礙，瞋恚是障礙，愚癡是障礙。漏盡之比丘，捨棄此等，如

    斷根無本之多羅樹，非使生成者，為未來不生之法。大德！於無所有解脫中，知不

    動心解脫為此等之最第一。然此不動心解脫，為依染欲而空，依瞋恚而空，依愚癡

    而空。

    一三  大德！染欲為作相者，瞋恚為作相者，愚癡為作相者。漏盡之比丘，捨棄此

    等，如斷根無本之多羅樹，非使生成者，為未來不生之法。大德！於無相心解脫中，

    知不動心解脫為此等最第一。然此不動心解脫，依染欲而空，依瞋恚而空，依愚癡

    而空。

    一四  大德！或依於事由，謂此等諸法之意義為一，唯名辭各別而已，其事由即在

    此。」

    註1 參照36.受相應一九般奢康伽經之一八節。

S.41.第八 尼乾陀

《雜阿含574經》
 ※ 二  其時，尼乾陀若提子與大尼乾陀集團俱抵達摩叉止陀山。

IV,298. 三  質多居士聞尼乾陀若提子之大尼乾陀集團，到達摩叉止陀山。

    四  於是，質多居士與眾多信士等，俱赴尼乾陀若提子住處。與彼相會釋，交談親

    愛、慇懃之話後，坐於一面。
【巴】atha kho Citto gahapati sambahulehi upasakehi saddhim yena Nigantho Nataputto tenupasavkami. upasavkamitva Niganthena Nataputtena saddhim sammodi. sammodaniyam katham saraniyam vitisaretva ekam antam nisidi. (S IV 298)

【意】那時，質多長者與眾多居士一起前去拜訪尼乾若提子。到了之後，與尼乾若提子互相問候，說了一些親切、友善的話語之後，坐到一旁。
    五  尼乾陀若提子告坐於一面之居士曰：「居士！汝信沙門瞿曇耶？有無尋無伺之

    三昧，有尋伺之滅盡耶？」。

        「大德！余非信世尊，有無尋無伺之三昧，有尋伺之滅盡。」

    六  作是言已！尼乾陀若提子顧視己之集團曰：「諸師請看此質多居士是如何質

    直！此質多居士是如何不幻偽耶！此質多居士是如何不虛妄耶！凡思滅盡尋伺者，

    或即以網障風。凡思滅盡尋伺者，或即思以已掌遮恆河之流。」

    七  「大德！汝對此作如何思惟：慧與信，何者為勝耶？」

    「居士！慧比信為勝。」

▼. IV.378.
    八  「大德！余自望之間，離諸欲，離不善法，有尋有伺，而由離生喜樂逮達住於初

    禪。

    【巴】aham kho bhante yavadeva akavkhami, vivicceva kamehi vivicca akusalehi dhammehi, savitakkam savicaram vivekajam pitisukham pathamam jhanam upasampajja viharami. (S IV 298-99)

【意】大德！只要我想要，我就可以捨離諸欲，捨離不善法，進入並住於「有尋求、有伺察、具有由離而生的喜與樂」的初禪。
大德！余自望之間，由尋、伺之息滅，內部寂靜，心為單一性，無尋無伺，由

IV,299. 定生喜樂，逮達住於第二禪。大德！余自望之間，離喜，捨心，正知，以身感受樂，

    謂聖者之說：捨心者、有念者、樂住者、逮達住於第三禪。大德！余自望之間，由

    樂之捨棄，由苦之捨棄，前既由喜憂之滅沒，非苦非樂，捨念清淨，逮達住於第四

    禪。大德！余如是知、如是見，猶須信其他之沙門或婆羅門耶？有無尋無伺之三昧，

    有尋伺之滅盡。」

    九  作是言時，尼乾陀若提子顧視己之集團曰：「諸師請看此質多居士之如何不質直

    耶！此質多居士之如何幻偽耶！此質多居士如何虛妄耶！」

        「大德！於今
，我等了解汝之所言：「諸師請看此質多居士之如何質直耶！此

    質多居士如何不幻偽耶！此質多居士之如何不虛妄耶！」然而，大德！於今，了解

    汝如是所言：「諸師請看此質多居士之如何不質直耶！此質多居士之如何幻偽耶！

    此質多居士如何虛妄耶！」

    一0  大德！汝先前之言若正真，則汝後之所言為邪偽。然而，大德！若汝後之言

    為正真，則先前之言為邪偽。大德！此等十種同法可提出詢問。汝
了解此等之意

    義時，汝尼乾陀集團等可奪余
而去。余一詢問，一說示，一釋答；二詢問，二說

    示，二釋答；三詢問，三說示，三釋答；四詢問，四說示，四釋答；五詢問，五說

    示，五釋答；六詢問，六說示，六釋答；七詢問，七說示，七釋答；八詢問，八說

IV,300. 示，八釋答；九詢問，九說示，九釋答；十詢問，十說示，十釋答。」

    一一  於此，質多居士對尼乾陀若提子未提出此等十種之詢問，即從座起而離去。

    註1 此一文於此有「吾等」之語，還是質多居士之言。

      2 《雜阿含經》二一卷一六經：「若無一問一說一記論乃至十問十說十記論，云何能誘於我而來

        至此菴羅林中欲誘誑我。」

      3 patiharati,PTS辭典譯為to strike in return。

S.41.第九 裸形

《雜阿含573經》
 ※ 二  其時，裸形迦葉來至摩叉止陀山，為質多居士舊俗之友。

▼. IV.380.
    三  質多居士聞：「我等舊俗之友，裸形迦葉來至摩叉止陀山。」

    其時，質多居士至裸形迦葉住處，與彼俱會釋，交談親睦、慇懃之話後，坐於

    一面。

    四  坐於一面之質多居士，問於裸形迦葉曰：「大德！汝出家有多久耶？」

        「居士！余出家已三十年矣。」

        「大德！汝出家之三十年間，可有勝於人間之法，足以為聖特殊之知見，得安樂

    住否？」

        「居士！出家此等之三十年間，余除裸形、剃頭、拔髮之外，並無所得更勝於人

    間之法，及足以為聖特殊之知見，住於安樂者。」

 ※ 六  作是言已，質多居士語於裸形迦葉曰：「誠然不思議！誠然稀有！是善說正法者

    耶？出家三十年除裸形、剃髮、拔髮
之外，並無所得更勝於人間之法，及足以應

IV,301. 為聖特殊之何等知見，住於安樂。」

    七  「然而，居士！汝做信士經幾何時耶？」

        「大德！余做信士以來，亦三十年矣。」

    八  「居士！汝於此三十年，嘗得更勝於人間之法，足以為聖特殊之知見，住於安

    樂？」

        「大德！在家
人亦復如是。大德！余自望之間，離諸欲，離不善法，有尋有伺

    而逮達住於離生喜、樂之初禪。大德！余自望之間，由尋、伺之息滅……逮達住於

    第二禪。大德！余自望之間，離喜……逮達住於第三禪。大德！余自望之間，由樂

    之捨棄……逮達住於第四禪。大德！若余果先於世尊而去往時，則世尊對余：「繫

    縛若存者，則為此所繫縛，質多居士再生來此世界，彼將無此繫縛。」如是懸記非

    不思議。」

    九  如是言已，裸形迦葉言於質多居士曰：「誠然不思議！誠然稀有！是正法之善法

    者。披白衣之在家人，如是得勝於人間之法，及足以為聖特殊之知見，住於安樂。

IV,302. 居士！我將於此教得出家，得受戒。」

    一0  於是，質多居士伴同裸形迦葉，來詣長老比丘等住處，白彼等曰：「諸大德！

    此裸形迦葉為我等在俗之舊友，求諸長老得出家、受戒。我將為彼之衣服、托缽食、

    坐臥具、資助疾病藥物等，努力四項要品之獲得。」

▼. IV.382.
    一一  裸形迦葉即於此教得出家、得受戒。受戒後不久，尊者迦葉，獨自遠離其他，

    住於不放逸，精進、專心，不久之後為得此，由善家男子之善家，成為出家之身，

    究意無上之梵行(涅槃)。於現法中自證知、實證，逮得而住，證知：「生已盡、梵

    行已立、應作已作、不為如是再生。」

    尊者迦葉，當即成為阿羅漢之一。

    註1 PTS辭典譯為「拔髮」，然亦解為以馬尾(之拂塵)拂塵埃之意。

      2 原典出於Kimhi n0 pi siya bhante「大德！於何無此耶？」之文有一本之腳註作Gihin0

        pi siya bhante故，而如是譯之。

S.41.第十 瞻病

《雜阿含575經》
 ※ 二  其時，質多居士罹病而苦惱，病體嚴重。

    三  時，眾多宿於遊園、森林、樹木及藥草林樹中之諸天，群來集會而語於質多居
    士曰：「居士！依誓願，汝於未來世當為轉輪王。」

    【巴】atha kho sambahula … devata samgamma samagamma, Cittam gahapatim etad avocum ： “panidhehi gahapati ： ‘anagatam addhanam raja assam cakkavatti !’ ti”. (S IV 302)

【意】那時，眾多的……天神群來聚會，對質多長者說道：「長者！請(這樣)發願：『願我於未來世能作轉輪王！』」
    如是言已。質多居士語住宿於遊園、森林、樹木之諸天，宿於草藥林樹中之諸天曰：

    「此亦無常，此亦不恆久，此亦必將捨棄以去。」

IV,303. 四  如是言已。質多居士之朋友、同修、親族、血緣者等，言於質多居士曰：「貴族

    子！請確立正念！勿多饒語！」

        「汝等如是語余：「貴族子！應確立正念！勿多饒語！」余以何事語於汝等耶？」

    「貴族子！汝言：「其亦無常，亦不恆久，此亦必將捨棄。」」「然而此等遊園、森林、

    樹木之諸天，宿於藥草、林樹之諸天作：「依誓願，居士！汝於未來當為轉輪王。」

    如是言故，我等對汝言：「此亦無常，此亦不恆久，此亦必將捨棄。」作是言。」

    五  「貴族子！遊園、森林、樹木之諸天，宿於藥草、林樹之諸天，觀何之因由，作

    如是言：「居士！汝依誓願，於未來當為轉輪王」耶？」

        「此等遊園、森林、樹木之諸天，宿於藥草、林樹之諸天，如是思惟：「此質多

    居士為持戒者，善法者，彼若誓願於未來世為轉輪王，則持戒者之心，誓願清淨故，

    當得成就，當持正果。」此等遊園、森林、樹木之天，宿於藥草、林樹之諸天，觀

    此因由而作如是言：「此質多居士為持戒者、善法者，彼若於未來世當為轉輪王。」

▼. IV.384.
    余乃作如是言：「此亦無常，此亦不恆久，此亦必須捨棄之。」」

    六  「然則，貴族子！亦教我等。」「然則，汝等應如是學習。我等應對佛有不動之信

IV,304. 心，如是，彼世尊是應供者、正等覺、明行具足者、善到者、世間解者、無上士、

    調御丈夫者、天人師、覺者、世尊。我等對法有無動信心*，世尊所說之法是現生、

    即時、來看、導於涅槃之智者，應一一自知者。

【巴】dhamme aveccappasadena samannagata bhavissama ： “svakhyato Bhagavata dhammo sanditthiko akaliko ehipassiko opanayiko paccattam veditabbo vibbuhi”ti. (S IV 304)

【意】我們對法具有確知(確見)而得的淨信：世尊所完善說示的法，是現前(現實)可見的、不待時節的、可邀人來見證的、切實有效的、*智者可親自證知的。

(*這個複合詞元亨寺本譯作「無動信心」，這是承自日譯本的「不動信心」(動きなき信心)。日譯者將“avecca”譯作「不動」，大概是根據覺音在注釋書中對此詞的解釋，例如，「長部注釋」《吉祥悅意》Sv II 646,7 (ad D II 217,19)：avecca-ppasadenati acala-ppasadena ＝ 「(具足)不動信」意指：(具足)不動搖的淨信；再如，「增支部注釋」《滿足希求》Mp I 396,20 (ad A I 26,13)：aveccappasannananti avigacchanasabhavena acalena pasadena sammannagatanam ＝「(具足)不動信(或不壞信)者」意指：具足不壞失的(a-vigacchanasabhava)、不動搖的(a-cala)淨信之人。此處注釋書顯然像漢譯《阿含經》一樣，將avecca析解為a + vecca < vi + √i (= a + vi + √gam)，因此取「不壞失」之意；至於將它解為「不動搖」(a-cala)，則可能跟《經集》(Suttanipata)的「因陀羅柱」(indakhila)譬喻有關。《經集》229頌：「就如(深)植於地的因陀羅柱(indakhila)一般，四方之風不能動搖(a-sampakampiyo)；那確知、確見(avecca passati)聖諦的善士，我說就像那譬喻一樣。」另參K. R. Norman, The Group of Discourses II, p.25 (Sn. 229).
**「確實有效的」(opanayika)指「能帶來成果－－止息憂苦的」。此處的(世尊所完善說示的)「法」，指世尊的核心教導：斷除貪瞋癡，通往涅槃，離苦得樂之法。如經說，內懷貪瞋癡時，便自惱惱他，導致自他的苦迫；而斷除貪瞋癡時，則不惱害自他，而能止息內心的憂苦。－－凡此等等的具體內容及實際歷程，都是每個人「現前、切實」「可知可見、可實證」的，不是虛說玄談或沒有實效、實益的空洞境界。(參S IV 41-43； A I 156-59； A III 356-58) 另參楊郁文，〈佛法的人間性與現實性〉，氏著《由人間佛法透視緣起、我、無我、空》，頁40-46。)
我等對僧有無動信心，世尊之弟子

    眾，善修行；世尊之弟子眾，直修行；世尊之弟子眾，正修行；世尊之弟子眾，端

    正修行者。此四種之人雙，如八種之人輩。此世尊之弟子眾，值得尊敬，值得恭養，

    值得合掌禮敬，世間無上之福田。凡家中有可施之物，無不分施於持戒者，善法者，

    汝等應如是學習。」

    七  由是，質多居士使朋友、同修、親族、血緣者等，對佛、法、僧起淨信，達捨

    施之任務。

 質多相應[終]

        其攝頌曰：

，繫縛隸遲達多，摩訶迦迦摩浮

，牛達多尼乾陀，裸形者及見病

▼. IV.385.

▲Top回目錄  VI,305.        相 應 部 經 典 四
歸命彼世尊     應供等覺者

六 處 篇

S.42.第八 聚落主相應

S.42.第一 暴惡

《雜阿含910經》，《別譯雜阿含125經》
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹林給孤獨長者之園。

    二  時，聚落生
暴惡，詣世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之聚落主暴惡，白世尊曰：「大德！於此處，某者被稱為暴惡，是以何

    為因？以何為緣耶？而又於此處，某者被稱為柔和，是以何為因？以何為緣耶？」

▼.V.2.
    四  「聚落主！於此處，有某者未捨貪欲，因未捨貪欲，而令他怒及遭遇他怒；若現

    出自怒者，則稱彼為暴惡。未捨瞋恚，因未捨瞋恚，而令他怒及遭遇他怒；若現出

    自怒者，則稱彼為暴惡。未捨愚癡……

        聚落主！於此處有某者之所以稱為暴惡，即是此因、此緣。

    五  然而聚落主！於此處，有某者已捨貪欲，因已捨貪欲，則無令他怒，亦無遭遇

    他怒；若自怒不現者，則稱彼為柔和。已捨瞋恚，因已捨瞋恙，則無令他怒，亦無

    遭遇他怒；若自怒不現者，則稱彼為柔和。已捨愚癡……

        聚落主！於此處，所以稱某者為柔和，即是此因、此緣。」

IV,306. 六  如是言已。聚落主暴惡如次白世尊曰：「殊妙哉！大德！殊妙哉！大德！大德！

    譬如倒者之扶起，被蓋覆者之啟露，對迷者示之以道，於暗中舉起油燈，「有眼者得

    見諸物」。如是，世尊以種種方便，明示說法。於此余當歸依世尊，歸依法及比丘眾。

    自今日起以至終生為止，願世尊容受我歸依，為優婆塞。」

    註1 《雜阿含經》三二卷六經「兇暴聚落主，」別譯《雜阿含經》七卷四經「聚落主名曰：惡性。」註有「由法結集長老，有一人之聚落主名為暴惡。」非固有名辭，以下同各經之聚落主。Canda-gamani「暴惡村長」、「名暴惡村長」。

S.42.第二 布吒

《雜阿含907經》，《別譯雜阿含122經》
    一  爾時，世尊住王舍城之竹林迦蘭陀園。

    二  時，歌舞戲藝之聚落主多羅弗多詣世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之多羅弗多歌舞戲藝之聚落主，白世尊曰：「大德！余聞昔時，累代歌

    舞戲藝者師之所說：「凡此歌舞戲藝者，於舞堂戲場中，以其真實及假裝，使人人

    生起笑樂者，其身壞命終之後，得享受喜笑天
群為伴之身。」世尊對此作如何宣

    說耶？」

        「聚落主！且止！將此且置，勿以此問余。」

    四  再次，多羅弗多歌舞戲藝之聚落主，白世尊曰：「大德！余……世尊！對此作如

    何宣說耶？」

        「聚落主！且止！將此且置，勿以此問余。」

▼.V.4.
IV,307. 五  三次，多羅弗多歌舞戲藝聚落主，白世尊曰：「大德！余……世尊！對此作如何

    宣說耶？」

        「余已作如是言：「聚落主！且止！勿以此問余。」不許汝作是問，然而余今對

    汝作答。

    六  聚落主！昔時，人人尚未離貪欲，為繫於貪欲之縛。歌舞戲藝者，為彼等於舞

    堂戲場中，凡嗜好於物欲者皆集來，使之欲[念]愈增。聚落生！昔時，人人尚未

    離瞋恚，為繫於瞋恚之縛。歌舞戲藝者，為彼等於舞堂戲場中，凡於物好瞋者皆集

    來，使之瞋愈增。聚落主！昔時，人人尚未離愚癡，……凡於物好愚者皆集來，使

    之愚癡愈增。

    七  彼歌舞戲藝者，自己陶醉放逸，而令他亦陶醉放逸，身壞命終之後，有名為喜

    笑地獄者，彼出生其處。然而彼若有如是見者：「凡歌舞戲藝者，於舞堂戲場中，

    以真實與偽裝，令人人笑樂者，其身壞命終之後，享受喜笑天群為伴之身。」此則

    彼所取之邪見。聚落主！於邪見之人，余說唯有地獄與畜生二道中，有其一道。」

    八  如是言已，多羅弗多歌舞戲藝聚落主，悲痛流淚。

        「余如是言：「聚落主！且止！以此且置，勿以此問余。」不許汝作如是問。」

        「大德！余非對世尊之宣說，悲痛而泣，然則，大德！余為昔時累代歌舞戲藝

IV,308. 者師等：「凡歌舞戲藝者……享受喜笑天群之伴身。」長久之被瞞、被欺、被誑而

    泣。

    九  殊妙哉！大德！殊妙哉！大德！大德！猶如扶起倒者，啟露蓋覆者，迷者得示

    以道，如暗中舉起油燈，「有眼者得見諸物」。如是世尊以種種方便明示說法。此余

    當歸依於世尊，歸依於法與比丘眾。大德！願容許余於世尊之處出家、受戒。」

    一0   多羅弗多聚落主於世尊之處，即得出家、受戒。

    一一  受戒後不久，尊者多羅弗多……成為阿羅漢之一。

    註1 Pahasa deva《雜阿含經》三二卷三經「觀喜天」。別譯《雜阿含經》七卷一經「光照天。」出生於喜笑天之義。

S.42.第三 戰士

《雜阿含908經》，《別譯雜阿含123經》
▼.V.6.
※ 二  時，戰士聚落主
，詣世尊住處……

    三  坐於一面之戰士聚落主，白世尊曰：「大德！余聞昔時，累代戰士師之所說：「凡

    死鬥努力於戰場之戰士，歷此努力死鬥，若被敵者所殺者，則彼[戰士]身壞命終

    之後，享受俱所樂天
群為伴之身。」世尊！對此作如何宣說耶？」

        「聚落主！且止！將此且置，勿以此問余。」

    四  再次……

    五  三次，戰士聚落主白世尊曰：「大德！余聞昔時累代戰士師之所說：「凡死鬥努

    力於戰場之戰士，歷此努力死鬥，若被敵者所殺者，則彼[戰士]身壞命終之後，

    享受俱所樂天群為伴之身。」世尊！對此作何宣說耶？」

IV,309.  「然而，聚落主！余已如是言：「聚落主！且止！將此且置，勿以此問余。」乃

    不許汝問，然今余將答汝。

    六  聚落主！凡死鬥努力於戰場之戰士，彼心曾為卑劣，而行所惡，所向是邪：

tassa tam cittam pubbe gahitam dukkatam duppanihitam(彼心曾抓取，惡作，惡追求)

「令此等人被擊、被縛、被斬、滅亡。」或原非意於此，如是作思彼死鬥努力若被敵者

    所殺者，則彼[戰士]身壞命終之後，有名為俱所樂之地獄者，[彼]將生於其處。

    然於彼：「凡死鬥努力於戰場者，此死鬥努力被敵所殺者，則彼戰士身壞命終之後，

    享受俱所樂天群之身。」作如是見者，彼即是耶見。聚落主！余說邪見之人，唯有

    地獄與畜生二道中，有其一道。」

    七  如是宣說已，戰士聚落主悲痛流淚。

        「余如是言：「聚落主！且止！將此且置，勿以此問余。」乃不許汝問。」

        「大德！余非對世尊之宣說悲痛而泣，然則大德！余為昔時累代戰士師等：「凡

    戰士之……享……之身。」長久之被瞞、被欺、被誑而泣。

    八  殊妙哉！大德！殊妙哉！大德！……自今日起至此生之終，余當歸依世尊為優

    婆塞，願請攝受。」

    註1 「戰鬥活聚落主」《雜阿含經》三二卷四經，「善鬥將」(別譯雜阿含七卷二經)。

      2 Sarajita deva以取具(sa)十所(rajita)是余之私譯。「箭降伏天」《雜阿含經》三二卷四

        經。「箭莊嚴天」別譯《雜阿含經》七卷二經。天與地獄同一名，參照下六節。若依註，此為阿

        鼻地獄之一部份。

▼.V.8.  IV,310.

S.42.第四 象

 ※ 二~八  時，乘象聚落主，詣世尊住處……自今日起至此生之終，余歸依世尊為優

    婆塞，願請攝受。」

S.42.第五 馬

    二  時，乘馬聚落主
，詣世尊住處，禮拜世尊！坐於一面。

    三  坐於一面之乘馬聚落主，白世尊曰：「大德！余聞昔時，累代乘馬士師之所說：

    「凡乘馬士死鬥努力於戰場，被敵所殺者，彼[乘馬士]則身壞命終之後，享受俱

    所樂天群為伴之身。」世尊！對此作何宣說耶？」

        「聚落主！且止！將此且置之，勿以此問余。」

IV,311. 四~八  再次……三次……(以下與第三經之「戰士」與「乘馬士」有所改變而已，其

    他則完全相同)。

    註1 assa, haya「調馬聚落主」《雜阿含經》三二卷五經。「善調馬師聚落主」別譯《雜阿含經》七卷三經。

S.42.第六 西地[方]人(死歿者)

    一  爾時，世尊住那爛陀之波婆離迦菴羅林。

    二  時，刀師兒
聚落主，諸世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

IV,312. 三  坐於一面之刀師兒聚落主，白世尊言：「大德！攜持西部地[方]婆羅門之水瓶、

    著佩西瓦羅花環
、入水[而浴之]、奉祀火天者，彼等使死歿者向上、令柔和、安

    靜以昇天界
。大德！世尊、應供、正等覺者！所有女[人]身壞命終之後，能行

    如上生於善趣天界否？」

    四  「然則，聚落主！以此問汝，將隨汝想所思作適當回答。

    五  聚落主！汝對此作如何思惟：此處有人，是生命破壞者、不與取者、欲邪行者、

    妄語者、兩舌者、粗語者、綺語者、貪欲者、失心者、邪見者，於其處大人眾群集

    來而言曰：「此人身壞命終之後，出生於善趣天界。」即為此人祈求下禮讚、合掌

    而周行者。聚落主！汝對此作如何思惟耶？此人因大人群之祈求下禮讚、合掌周行，

▼.V.10.
    則身壞命終之後，得生於善趣天界耶？」

        「大德！不然。」

IV,313. 六  「譬如有人，將巨大之石投於湖水中，時於其處有大人眾群集來而言曰：「大石！

    汝浮出、汝浮上、汝昇陸上！」如是祈求、禮讚、合掌、周行者，汝對此如何思惟

    耶？此大石因大人眾之祈求、禮讚、合掌周行，而得浮出、浮上、昇於陸上否？」

        「大德！不然。」

        「同此，聚落主！有人是生命破壞者……邪見者，假若令大人眾群集來而言曰：

    「此人身壞……出生……。」雖為此人祈求下禮讚、合掌、周行，然而此人身壞命

    終之後，仍生於離去處、惡趣、極墮處、地獄。

    七  聚落主！汝對此作如何思惟耶？於此處有人，是禁止生命之破壞，禁止於不與

    取，禁止欲邪行，禁止妄語，禁止兩舌，禁止粗語，禁止綺語者，不貪欲者，不失

    心者，是正見者。於其處大人群集來而言曰：「此人身壞命終之後，出生於離去處、

    惡趣、極墮處、地獄。」為此人祈求、禮讚、合掌、周行，聚落主！汝對此作如何

    思惟耶？因此大人眾之祈求、禮讚、合掌周行，而身壞命終之後，得生於離去處、

    惡趣、極墮處、地獄否？」

        「大德！不然。」

IV,314. 八  「聚落主！譬如有人將醍醐瓶或油瓶破沈於深湖水中。其處有砂石或砂礫沉於

    下，然醍醐或油浮於水上，於其處大人眾群集來，以：「汝醍醐、油！沈下，汝醍

    醐、油！沉沒，汝醍醐、油！沉沒！」如是祈求、禮讚、合掌、周行者，聚落主！

    汝對此作如何思惟耶？其醍醐或油，因大人眾之祈求下禮讚、合掌周行，能沈沒而

    下墮否？」

        「大德！不然。」

        「同此，聚落主！於此處有人，禁止生命之破壞……是正見者，假若令大人眾群

    集來而言曰：「此人身壞……出生於……。」雖為此人祈求、禮讚、合掌、周行，

    此人身壞命終之後，乃生於善趣、天界。」

    九  世尊如是宣說已，刀師兒聚落主，如次白世尊曰：「殊妙哉！大德！殊妙哉！大

    德！……當歸依為優婆塞，請攝受余。」

▼.V.12.
    註1 asi(刀)bandhaka(手結)putta(兒)。想意是「鍛刀工之兒子」雜阿含三二卷一一經

        有「刀師氏」於英譯為snake-charmer是很大錯誤。

      2 每日早上從西瓦羅水中，取青蓮花環著於身上，為水淨信者。

      3 原三語於英譯為they lift him 0ut and carry him 0ut,call on him by name and speed

        him heaven wards者．為不正確，第二語sannapenti註為samma napenti余見為

        appease之意。

S.42.第七 說教

《雜阿含915經》，《別譯雜阿含130經》
    一  爾時，世尊住那爛陀之波婆離迦菴羅林中。

    二  時，刀師兒聚落主，詣世尊住處，禮拜世尊，於一面坐。

    三  於一面坐之刀師兒聚落主，白世尊言：「大德！世尊對一切生類，有持利益心、

    慈愛心而住否？」

        「誠然。聚落主！如來對一切生類，有持利益心、慈愛心而住。」

    四  「然今大德！何故世尊或為人人而詳說法要，或為人人而不如是詳說法要耶？」

IV,315.  「然則聚落主！以此對汝問，將隨汝所思作適當回答。

    五  聚落主！汝對此作如何思惟耶？於此處耕田之居士，有三種田：一田是殊勝、

    一田是中等、一田是下劣砂地而含鹽分之惡質地。聚落主！汝對此如何思惟耶？此

    耕田之居士欲播下種子，應於何處先播種耶？是此殊勝田耶？是中等田耶？或者是

    此下劣砂地而含鹽分之惡質田耶？」

        「大德！此耕田之居士欲下種子時，於下種者當是此殊勝之田，其次下種當是此

    中等田，再次下種則於此下劣砂地而有多鹽分之惡質地田，或者全部不下種子，何

    以故？以：「亦可為牛之飼料。」」

    六  「聚落主！譬如此殊勝之田，如是者乃余之比丘、比丘尼。余對彼等，說初善、

    中間之善、終善、有意義、文與言調和之法，說明一切具足、完全清淨之梵行。何

    以故？聚落主！彼等以余為燈、以余為窟、以余為庇護、以余為歸依而住。

    七  聚落主！譬如此中等之田，如是者，是余之信男子、信女人。余對彼等亦說於

    初善、中間善、終善、有意義、文與言調和之法，說明一切具足、完全清淨之梵行。

    何以故？聚落主！彼等以余為燈、以余為窟、以余為庇護、以余為歸依而住。

▼.V.14.
IV,316. 八  聚落主！譬如下劣砂地有多鹽分惡質地之田，如是者，余認為此是外道沙門、

    婆羅門、普行沙門。余亦為彼等，說於初善、中間善、終善、有意義、文與言調和

    之法，說明一切具足、完全清淨之梵行。何以故？於彼等或一句亦能了解，此於彼

    等，為得長時之利益安樂。

    九  聚落主！譬如人有三只水瓶：一水瓶無有裂縫，不漏不滲[水]；一水瓶無有裂

    縫，而漏[水]滲[水]；一水瓶有裂縫、漏[水]滲[水]。聚落主！汝對此如何

    思惟耶？此人若欲貯水者，水瓶無有裂縫、不漏不滲[水]與水瓶無有裂縫、而漏

    [水]滲[水]，及水瓶裂縫、漏[水]滲[水]者，於此中何者應先貯水耶？」

        「大德！此人欲貯水者，是貯於水瓶無裂縫，不漏不滲[水]者；再貯於水瓶無

    裂縫，漏[水]滲[水]者；再貯於水瓶有裂縫，漏[水]滲[水]者，或全不予

    貯。何以故？或「貯水當用洗器物。」」

    一0  「聚落主！譬如水瓶無有裂縫……如是者，是予之比丘、比丘尼。予為彼等，

    說初善……以余為歸依而住。

IV,317. 一一  聚落主！譬如水瓶無有裂縫……如是者，是予之信男子、信女人。予為彼等，

    亦說初善……以余為歸依而住。

    一二  聚落主！譬如水瓶之裂縫……如是者，余認為此是外道沙門、婆羅門、普行

    沙門。余為彼等亦說於初善、中間善、終善、有意義、文與言調和之法，說明一切

    具足、完全清淨之梵行。何以故？於彼等或一句亦能了解，此於彼等，為得長時之

    利益安樂。」

    一三  世尊如是宣說已，刀師兒聚落主，如次白世尊曰：「殊妙哉！大德！殊妙哉！

    大德！……請攝受余歸依為優婆塞。」

S.42.第八 螺貝

雜阿含916經》，《別譯雜阿含131經》
    一  爾時，世尊住那爛陀之波婆離迦菴羅林中。

    二  時，尼乾陀之弟子刀師兒聚落主，詣世尊住處……

    三  世尊對坐於一面之刀師兒聚落主，如次告曰：「聚落主！尼乾陀若提子為汝弟子

    等如何說法耶？」

    四  「大德！尼乾陀若提子為弟子等作如是說法：「任何人若破壞生命者，皆墮於離

    去處、地獄。任何人若取不與者，皆墮於離去處、地獄。任何人若於諸欲行邪行者，

▼.V.16.
    皆墮於離去處、地獄。任何人若妄語者，皆墮於離去處、地獄。凡多住習處者，則

    隨所導而去1。」大德！尼乾陀若提子如是為弟子等說法。」

        「聚落主！如尼乾陀若提子之教，「凡多住習處者，則隨所導而去。」如是者，

    則任何人無有墮於離去處、地獄者。

    五  聚落主！汝對此如何思惟耶？凡有人破壞生命，於夜間或於日間所經之時間，

    若彼破壞生命及不破壞生命，何者是較長之時間耶？」

        「大德！凡有人破壞生命，於夜間或於日間所經時間，彼若破壞生命，其時為短，

    而彼不破壞生命，其時間是長。」

IV,318.  「聚落主！如尼乾陀若提子之教：「凡多住習處者，則隨所導而去。」若如是者，

    則任何人無有墮於離去處、地獄者。

    六  聚落主！汝對此如何思惟耶？凡有人不與取，於夜間或於日間所經之時間，若

    彼不與取及不與不取，何者為較長之時間耶？」

        「大德！凡有人不與取，於夜間或於日間所經之時間，彼不與取，其時間是短，

    而彼不與不取，其時間是長。」

        「聚落主！如尼乾陀若提子之教……即無有墮於地獄者。

    七  聚落主！汝對此如何思惟耶？凡有人於諸欲行邪行……何者是較長之時間

    耶？」

        「大德！凡有人於諸欲行邪行……其時間是長。」

IV,319.  「聚落主！如尼乾陀若提子之教……即無有墮於地獄者。

    八  聚落主！汝對此如何思惟耶？凡有人語妄語……何者是較長時間耶？」

        「大德！凡有人語妄語……其時間是長。」

        「聚落主！如尼乾陀若提子之教：「凡多住習處者，則隨所導而去。」若如是者，

    則任何人無有墮於離去處、地獄者。

    九  聚落主！於此處，或教師作如是談、如是見：「任何人若破壞生命者，皆墮於

    離去處、地獄。任何人不與取者……。任何人於諸欲行邪行者……。任何人語妄語

    者，皆墮於離去處、地獄。」聚落主！而且弟子對此教師有淨信心。

    一0  彼以：「余師乃如是談、如是見，懷如是之見：「任何人破壞生命者，皆墮於

    離去處、地獄。」然余有破壞生命，余亦是墮離去處者，墮地獄者。」聚落主！不

▼.V.18.
IV,320. 捨此語、不捨此心、不拋棄此見，恰如將持來之物而投入，如是彼入地獄。余師……

    一一  然聚落主！於此處如來出現於世，為應供者、正徧智者、明行具足者、善到

    者、世間解者、無上士、調御丈夫、天人之師、覺者、世尊。彼以種種方便非難詰

    責生命之破壞，謂：「禁止生命之破壞。」非難詰責不與取……欲邪行……妄語，

    謂……「禁止妄語。」聚落主！而弟子對此教師(如來)有淨信心，彼當省思。

    一二  「世尊以種種方便非難、詰責生命之破壞，宣說禁止對生命之破壞，然余如

    是破壞如是之生命。余
如是破壞如是之生命，此乃非宜，此是非善，余亦因此而

    有追悔之念：「我不該作此惡邪之業。己彼如是省思後，而捨此生命破壞，向後又

    禁止生命之破壞。彼
如是有此惡邪業之捨棄，彼如是有此超越惡邪業。

    一三  世尊以種種方便，非難、詰責不與取……

IV,321. 一四  世尊以種種方便，非難、詰責欲邪行……

    一五  世尊以種種方便，非難、詰責妄語……

    一六  彼捨生命之破壞，禁止生命之破壞，捨不與取……欲邪行……妄語……兩舌

IV,322. ……粗語……綺語……捨貪欲而為無貪欲者，捨惡心瞋恚而為不失心者，捨邪見而

    為正見者。聚落主！此
之聖弟子如是離貪欲、離惡心、無迷惑、正知正念，而以

    與慈俱生之心，充滿於一方而住，同於第二[方]、同於第三[方]、同於第四[方]，

    如是上下橫、一切處、一切情勢之下、一切具足之世界，與慈俱生、廣大遠行無量，

    而充滿無怨心、無惡心而住。

    一七  聚落主！譬如吹強力之法螺者，如少勞可令四五聞[其吹]，聚落主！同此，

    由如是實修、如是增長慈心解脫,凡所標量之業
，於其處無餘存，於其處無存立。

    聚落主！此之聖弟子……即與悲俱生之心……與喜俱生之心……與捨俱生之心……

    與捨俱生一切具足之世界，廣大遠行無量，而充滿無怨心、無惡心而住。

    一八  聚落主！譬如強力之吹法螺者，以少勞可令四方得聞，聚落主！同此，如是

    實修、如是增長捨之心解脫，凡所標量之業，於其處無殘存，於其處無存立。」

    一九  世尊如是言已，刀師兒聚落主如次白世尊言：「殊妙哉！大德！殊妙哉！大德

    ……請願攝受余歸依為優婆塞。」

    註1 雜阿含三二卷之一二經「以多行故則將至彼，」別譯雜含七卷一0經「隨作時多，必墮地

▼.V.20.
        獄。」英譯according as a man habitually lives,so g0es he forth to his destiny.

      2 此二文於P.T.S.本缺失，由暹羅本補之。此例他處續出。

      3 參照四一品第七牛達多經第四節。

      4 yam pamanakatam kammam 英譯 whatsoever finite thing there be.

S.42.第九 家

《雜阿含914經》，《別譯雜阿含129經》
IV,323. 一  爾時，世尊與大比丘眾俱，遊行於拘薩羅國，抵達那爛陀，於此處世尊住那爛

    陀之波婆離迦菴羅林中。

    二  然其時，那爛陀因饑饞，難得餬口之食，白骨[充野]，給與籌符之食。

    三  恰於此時，尼乾陀若提子與多數之尼乾陀集團，共留住於那爛陀。

    四  時，尼乾陀之弟子刀師兒聚落主，來至尼乾陀若提子之處，對彼禮拜後，於一

    面坐。

    五  尼乾陀若提子告於一面坐之刀師兒聚落生曰：「聚落主！來！汝去駁斥沙門瞿

    曇之語，如是者汝則善名遠揚：「刀師兒聚落主，駁如是有神力，如是有威力之沙

    門瞿曇之語。」

        「然而大德！余如何往駁如是有神力，如是有威力沙門瞿曇之語耶？」

    六  「聚落主！來！汝往沙門瞿曇之處，問彼作如是言：「大德！世尊以種種方便對

    家家稱揚愛憐、稱揚保護、稱揚悲愍耶？」聚落主！若如是問沙門瞿曇，而如是答：

    「誠然，聚落主！如來以種種方便，對家家稱揚愛憐、稱揚保護、稱揚悲愍」者，

    則應告於彼曰：「若然，大德！何故今世尊為饑饉難得餬口之食，白骨[充野]，使

    給與籌符食，與大比丘眾俱遊行耶？世尊是為家家斷絕而行，為家家之非運而行，

    為家家之損亡而行者。」聚落主！以此兩端質問沙門瞿曇，逢此，彼則吐出不能、

    嚥下不能。」

IV,324. 七  「唯唯！大德！」刀師兒聚落主，應諾尼乾陀若提子，從座而起，禮拜於彼，行

    右繞禮，即詣世尊住處，禮拜世尊，於一面坐。

    八  於一面坐之刀師兒聚落主，白世尊曰：「大德！世尊[非]以種種方便，對家家

    稱揚愛憐、稱揚保護、稱揚悲愍耶？」

        「誠然，聚落主！如來以種種方便，對家家稱揚愛憐、稱揚保護、稱揚悲愍。」

▼.V.22.
        「若然，大德！何故今世尊為饑饉難得餬口之食，白骨[充野]，使給與籌符食，

    與大比丘眾俱遊行耶？世尊為家家之斷絕而行，為家家之非運而行，為家家之損亡

    而行。」

    九  「聚落主！余
想起於距今九十一劫前至今，余不知曾有一家行飯食之布施而有

    損。而且彼等
家家富裕，財多寶多，金銀豐裕，所得豐裕，財穀豐裕者，此等一

    切是源於布施，乃真實之源，自制之源。

    一0  聚落主！家之損亡有八種因、八種緣。家或為國王所損亡，家或為竊盜所損

    亡，家或為火所損亡，家或為水所損亡，或不得積蓄，或家人懶惰拋棄家業，或散

IV,325. 潰此等之寶，成為家之黑炭(敗家子)
，於生家，無常
者為第八。聚落主！此

    等八種因、八種緣為家損亡之因。

    一一  聚落主！於此等八種因、八種緣之存在，人對余雖作如是言：「世尊是為家

    家之斷絕而行，為家家之非運而行，為家家之損亡而行者。」聚落主！不捨此語、

    不捨此心、不拋棄此見，則恰如持來者之投入，如是將[入]於地獄。」

    一二  世尊如是言已，刀師兒聚落主，白世尊曰：「殊妙哉！大德！殊妙哉！大德！

    ……請世尊攝受余，願歸依為優婆塞。

    註1 《雜阿含經》三二卷一0經「我憶九十一劫以來，不見一人施一比丘，有盡有減」。

      2 同「汝觀今日有人家大富，多錢財、多眷屬，多僕從，當知其家長夜好施，真實寂止故，

        致斯福利。」

      3 不為者，不務力於家務，家產潰敗。

      4 P.T.S.本句有讀誤。《雜阿含經》，「我說無常為」第九句。別譯《雜阿含經》「我今更說第九之破，

        言第九者所謂無常。」

S.42.第一0 頂髻

《雜阿含911經》，《別譯雜阿含126經》
    一  爾時，世尊住王舍城外之竹林迦蘭陀園。

    二  然其時，於王之內宮王臣集會，集合同座眾人之間，起此相互之談：「沙門釋子

    等，於金銀是淨
，彼等受金銀、取金銀。」

    三  偶然其時，有摩利就羅伽聚落主，亦列於此集會。

▼.V.24.
    四  時，摩利就羅伽聚落主，語此集會曰：「諸尊！勿作如是言。沙門釋子等，於金

    銀為非淨，彼等不受此，彼等不取此。沙門釋子等，棄摩尼、黃金及離金銀。」摩利

    就羅伽聚落主，不能信服其集會。

    五  因此，摩利就羅伽聚落主，來至世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

IV,326. 六  坐於一面之摩利就羅伽聚落主，白世尊言：「大德！於此王之內宮王臣集會中，

    集合同座眾人之間，起此相互之談：「沙門釋子等，於金銀為淨，彼等受金銀、取

    金銀。」如是言已，大德！余告此集會曰：「諸尊！勿作如是言，沙門釋子等，於

    金銀為非淨，彼等不受此、不取此，沙門釋子等，棄摩尼、黃金，以離金銀。」大

    德！余不能信服其集會。

    七  大德！余如是所說，是說世尊之所說者耶？非以不實誹謗世尊耶？是隨順世尊

    之法以說明法，對任何之隨順說之同法者，勿陷於非難之境地耶？」

        「誠然，聚落主！如是之說，汝是說余之所說者，並非以不實誹謗余。隨順[余]

    之法以說明法，對任何隨順說之同法者，無陷於非難之境地。

    八  聚落主！於此沙門釋子等，於金銀為非淨，彼等不受此，彼等不取此。沙門釋

    子等，棄摩尼、黃金，以離金銀。聚落主！以金銀為淨者，則於五種欲亦淨。聚落

    主！以五種欲為淨者，此應視為非沙門法[之人]，非釋子法[之人]。

    九  然則，聚落主！余作如是言：「草是依草之所要者而求，薪是依薪之所要者而

IV,327. 求，車是依車之所要者而求，人是依人之所要者而求。聚落主！無論依如何之事由，

    余不言求受金銀。」

S.42.第一一 驢姓

《雜阿含913經》，《別譯雜阿含128經》
    一  爾時，世尊住於摩羅達國之名為郁如耶羅伽婆之摩羅達人村落。

    二  時，婆托羅加伽聚落主，來至世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之婆托羅加伽聚落主，白世尊言：「大德！願世尊為余說示苦之生起與

▼.V.26.
    滅沒。」

        「聚落主！余若為汝說：「過去世如是如是。」若對過去世說示苦之生起與滅沒

    者，汝於此即有疑念、困惑。聚落主！余若為汝說：「未來世應如是如是。」若對

    未來世說示苦之生起與滅沒者，汝於此即有疑念、困惑。然則聚落主！余今坐於此

    處，坐於此，為汝說示苦之生起與滅沒，於此當諦聽，當善思惟，余即為說。」

        「唯唯，大德！……。」婆托羅加伽聚落主應諾世尊。

    四  世尊曰：「聚落主！汝對此如何思惟？人若遭遇殺害、捕縛
、沒收
或譴責

    者，如汝[之心]即生憂悲、苦惱、不安者，於郁如耶羅伽婆有此
否？」

        「大德！人若遭遇殺害、捕縛、沒收或譴責者，如余之心生憂悲、苦惱、不安者，

    於宇如耶羅伽婆有此。」

IV,328. 五  「然而聚落主！人若雖遭遇殺害、捕縛、沒收、或譴責者，如汝[之心]不生憂

    悲、苦惱、不安者，於郁如耶羅伽婆有此否？」

        「大德！人若雖遭遇殺害、捕縛、沒收、或譴責者，如余[之心]不生憂悲、苦

    惱、不安者，於郁如耶羅伽婆有之。」

    六  「聚落主！某郁如耶羅伽婆人遭到殺害、捕縛、沒收或譴責者，於汝[之心]生

    憂悲、苦惱、不安，是何因、何緣耶？聚落主！某郁如耶羅伽婆人遇到殺害、捕縛、

    沒收、或譴責者，於汝[之心]不生憂悲、苦惱、不安，是何因、何緣耶？」

        「大德！郁如耶羅伽婆人遇到殺害、捕縛、沒收、或譴責者，於予[之心]生憂

    悲、苦惱、不安者，乃予對彼等有欲貪。然而大德！郁如耶羅伽婆人遇到殺害、捕

    縛、沒收或譴責者，於予[之心]不生憂悲、苦惱、不安者，余乃對彼等無欲貪。」

        「聚落主！
汝有此所見、所知、所通達，即時依法投入(法)，可通達過去未

    來之道。凡於過去世所生之苦，一切皆以欲為根本、以欲為因緣而生。此欲是苦之

    本。又凡於未來世，於苦之生起，皆以欲為根本、以欲為因緣而生。此欲是苦之本。」

        「大德！殊妙哉！大德！稀有哉！大德！世尊以此善巧說示，謂：「凡苦之生

IV,329. ，皆以欲為根本、以欲為因緣而生，此欲是苦之本。」

    七  大德！余有一名智羅瓦西童子，住於其外之房屋。大德！余晨朝起身遣人：「汝

    去尋智羅瓦西童子。」其人未還歸之前，余念無他事：「智羅瓦西童子不該有染患

    何病？」

▼.V.28.
    八  「聚落主！汝對此如何思惟？智羅瓦西童子若遭遇殺害、捕縛、沒收、或譴責者，

    於汝[之心]當生憂悲、苦惱、不安否？」

        「大德！智羅瓦西童子若遭殺害、捕縛、沒收、或譴責者，余之生命即發生異變，

    如何於余之心不生憂悲、苦惱、不安耶？」

        「聚落主！依此事由當亦可知：「凡苦之生，皆以欲為根本、以欲為因緣而生，

    此欲是苦之本。」

    九  聚落主！汝未曾見、聞智羅瓦西之母時，汝對智羅瓦西之母，有欲念染心或愛

    情否？」

        「大德！否！無此。」

        「聚落主！汝因見、聞彼女，如是汝對智羅瓦西之母，有欲念染心或愛情耶？」

        「大德！誠然。」

    一0  「聚落主！汝對此如何思惟？智羅瓦西之母若遇殺害、捕縛、沒收、或譴責者，

    於汝[之心]生憂悲、苦惱、不安否？」

IV,330.  「大德！智羅瓦西之母若遇殺害、捕縛、沒收或譴責者，余之生命即發生異變，

    如何於余[之心]不生憂悲、苦惱、不安耶？」

    一一  「聚落主！依此事由亦可得知：「凡苦之生，皆以欲為根本、以欲為因緣而生，

    此欲是苦之本。」

    註1 雜阿含三二卷九經「善哉世尊為我說現法苦集苦沒。」

      2 雜阿含三二卷九經「若眾生於此郁鞞羅聚落住者，是若縛、若打、若責、若殺，汝心當起

        憂悲惱苦不？」

      3 jani為掠辱。

      4 郁如耶羅人遇到殺害捕縛，因此有人如汝心之憂、悲耶之意。

      5 P.T.S.本有一行衍文，此不譯出。

S.42.第一二 王髮

《雜阿含912經》，《別譯雜阿含127經》
    二  時，羅舍聚落主，來至世尊住處，禮拜世尊已，坐於一面。

    三  坐於一面之羅舍聚落主，白世尊曰：「大德！余聞如是說：「沙門瞿曇非難一切

▼.V.30.
    苦行，徹底謗罵一切艱難生活之苦行者。」大德！「沙門瞿曇非難一切苦行，徹底

    謗罵一切艱難生活之苦行者。」如是說之彼等人眾，大德！彼等是說世尊之所說耶？

    或以非實誣蔑世尊耶？隨順[世尊]之法以說明法隨順法者、同法者亦無陷於非難

    之地耶？」

        「聚落主！如是說：「沙門瞿曇非難一切苦行，徹底謗罵一切艱難生活之苦行

    者。」之彼等人眾，彼等說余之所說，又無以非真非實誣罵於余。」

    一

    四  「聚落主！此等之兩際邊1，是出家者應所避免：[1者]於諸欲專心耽著欲樂，

    此是依下劣鄙野之凡夫、非聖者，是伴著非利者。[2者]專心於自己之難苦，此苦

    痛非聖者，是伴著非利者。聚落主！如來不依此兩際邊，而證悟中道。此是眼、是

IV,331. 智、[至]寂靜、無上智、正覺涅槃之資者。

    五  聚落主！如何是如來之證悟，是眼、是智、[至]寂靜、無上智、正覺涅槃之資，

    是中道耶？此即是八支聖道，此即：正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、

    正念、正定是。聚落主！此即如來之所證悟，是眼、是智、[至]寂靜、無上智、正

    覺涅槃之資，是中道。」

    註1 五分律一五卷，「世有二邊不應親近，一者貪著受欲說欲無過，二者邪見苦形無有道跡。

        雜阿含三二卷八經今者眾生依於二邊，何等為二，一者樂著卑下田舍常人凡夫五欲，二者

        自苦方便，不正非義饒益。」

 二

    六  聚落主！有享受此等三種諸欲者，存在於世。以何為三種耶？

(一)

    七  於此，聚落主！或諸欲之享受者1，依非法、用暴力以求財。依非法、用暴力

    以求財，而自己不安樂、不喜悅，不分配、不作善業。

    註1 雜阿含三二卷八經「有受欲者，非法濫取，不與安樂自供，不供養父母，給足兄弟妻子，

        奴婢眷屬朋友知識，亦不隨時供養沙門婆羅門，仰求勝處安樂果報，未來生天。」

▼.V.32.
 (二)

    八  然於此，聚落主！或諸欲之享受者，依非法、用暴力以求財。依非法、用暴力

    以求財，以使自己安樂、悅喜，[而]不分配、不作善業。

 (三)

    九  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依非法、用暴力以求財。依非法、用暴

    力以求財，以使自己安樂、喜悅，[且又]分配、作善業。

 (四)

    一0  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、依非法，暴力、或不用暴力以

IV,332. 求財。依法、非法，用暴力、或不用暴力以求財，使自己不安樂、不喜悅，不分配、

    不作善業。

 (五)

    一一  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、依非法，用暴力、或不用暴力

    以求財。依法、非法，用暴力或不用暴力以求財，使自己安樂、喜悅，[而]不分配、

    不作善業。

 (六)

    一二  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、依非法，用暴力、或不用暴力

    以求財。依法、依非法，用暴力、或不用暴力以求財，使自己安樂、喜悅，[且又]

    分配、作善業。

 (七)

    一三  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用

    暴力以求財，以使自己不安樂、不喜悅，[且又]不分配、不作善業。

 (八)

    一四  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用

    暴力以求財，以使自己安樂、喜悅，[但]不分配、不作善業。

 (九)

    一五  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用

    暴力以求財，以使自己安樂、喜悅，分配而作善業。然對此等之財貪著、迷卻、墮

▼.V.34.
    罪、不見過患、不獲出要而受用。

 (十)

    一六  然而於此，聚落主！或諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用

IV,333. 暴力以求財，以使自己安樂、喜悅，分配作善業。然對此等之財不貪著、不迷卻、

    不墮罪、見過患、獲出要而受用。」

，三

 (一)

    一七  「於此，聚落主！諸欲之享受者，依非法、用暴力以求財。依非法、用暴力以

    求財，而自己不安樂、不喜悅，聚落主！此諸欲之享受者，依三種理由，應被非難。

    依如何之三種[理由]應被非難耶？[彼]依非法、用暴力以求財，此為第一理由，

    應被非難。[彼]自己不安樂、不喜悅，此為第二理由，應被非難。不分配[彼財]、

    [又不以此]作善業，此第三理由，應被非難。

        聚落主！此諸欲之享受者，因此等三種理由，應被非難。

 (二)

    一八  於此，聚落主！諸欲之享受者，依非法、用暴力以求財。依非法、用暴力以

    求財，使自己安樂、喜悅，[而但]不分配、不作善業，聚落主！此諸欲之享受者，

    依二種理由，應被非難；依一種理由，應被欣賞。如何依二種理由應被非難耶？[彼]

    依非法、用暴力以求財，此第一理由應被非難：[彼財]不分配、[又不以此]作善

    業，此為第二理由應被非難。如何是一種理由應被讚賞耶？彼自得安樂、喜悅，此

    一理由應被讚賞。

        聚落主！此諸欲之享受者，有此等二種理由應被非難，此一理由應被欣賞。

 (三)

IV,334. 一九  於此，聚落主！諸欲之享受者，依非法、用暴力以求財。依非法、用暴力以

    求財，而使自己安樂、喜悅，[且又]分配、作善業，聚落主！此諸欲之享受者，有

    一種理由應被非難，二種理由應被讚賞。如何之一種理由應被非難耶？彼依非法、

    用暴力以求財，此一種理由應被非難。如何依二種理由應被讚賞耶？[彼]使自己

    安樂、喜悅，此第一理由應被讚賞；[彼財]分配、[以此]行善業，此第二理由應

    被讚賞。

▼.V.36.
    聚落主！此諸欲之享受者，此之一種理由應被非難，此之二種理由應被讚賞。

 (四)

    二0  於此，聚落主！諸欲之享受者，依法、依非法，用暴力、或不用暴力以求財。

    依法、依非法，用暴力、或不用暴力以求財，使自己不安樂、不喜悅，財亦不分配、

    不行善業，聚落主！此諸欲之享受者，依一種理由應被讚賞，三種理由應被非難。

    如何之一種理由應被讚賞耶？依法，不用暴力以求財，此一種理由應被讚賞。如何

    之三種理由應被非難耶？依非法、用暴力以求財，此為第一種理由應被非難；使自

    己不安樂、不喜悅，此為第二種理由應被非難；財不分配、不作善業，此為第三種

    理由應被非難。

        聚落主！此諸欲之享受者，依此一種之理由應被讚賞，三種理由應被非難。

 (五)

    二一  於此，聚落主！諸欲之享受者，依法、依非法，用暴力或不用暴力以求財。

    依法、依非法，用暴力或不用暴力以求財，而使自己安樂、喜悅，[而不以財]分配、

    不作善業，聚落主！此諸欲之享受者，依二種之理由應被[讚]賞，依二種理由應

IV,335. 被非難。如何為二種理應被讚賞耶？依法、不用暴力以求財，此第一理由應被讚賞。

    使自己安樂、喜悅，此第二理由應被讚賞。如何為二種理由應被非難耶？依非法、

    用暴力以求財，此第一理由應被非難，[財]不分配、不作善業，此第二理由應被非

    難。

        聚落主！此諸欲之享受者，依此等二種理由應被讚賞，依此二種理由應被非難。

 (六)

    二二  於此，聚落主！諸欲之享受者，依法、依非法，用暴力、或不用暴力以求財。

    依法、依非法，用暴力或不用暴力以求財，使自己安樂、喜悅，[而且又財]分配、

    作善業，聚落主！此諸欲之享受者，依三種理由應被讚賞，依一種理由應被非難。

    如何為三種理由應被讚賞耶？依法、不用暴力以求財，此第一理由應被讚賞；使自

    己安樂、喜悅，此第二理由應被讚賞；[財之]分配、作善業，此第三理由應被讚

    賞。如何為一種理由應被非難耶？依非法、用暴力以求財，此一種理由應被非難。

        聚落主1！此諸欲之享受者，因此等三種之理由應被讚賞，此一種理由應被非

    難。

▼.V.38.
    註1 P.T.S.本此結文缺失。

 (七)

    二三  於此，聚落主！諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用暴力求

    財，使自己安樂、不喜悅，[財]不分配、不作善業，聚落主！此諸欲之享受者，一

    種理由應被讚賞，二種理由應被非難。如何為一種理由應被讚賞耶？依法、不用暴

    力求財，此一種理由應被讚賞。如何為二種理由應被非難耶？使自己不安樂、不喜

    悅，此第一理由應被非難。[財]不分配、不作善業，此第二理由應被非難。

        聚落主！此諸欲之享受者，依此一種理由應被讚賞，此二種理由應被非難。

IV,336.        (八)

    二四  於此，聚落主！諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用暴力求

    財而使自己安樂、喜悅，[而財]不分配、不作善業，聚落主！此諸欲之享受者，依

    二種理由應被讚賞，依一種理由應被非難。如何為二種理由應被讚賞耶？依法、不

    用暴力求財，此第一理由應被讚賞，使自己安樂、喜悅，此第二理由應被讚賞。如

    何為一種理由應被非難耶？[財]不分配、不作善業，此一種理由應被非難。

        聚落主！此諸欲之享受者，依此等二種理由應被讚賞，依此一種理由應被非難。

 (九)

    二五  於此，聚落主！此諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用暴力

    求財而使自己安樂、喜悅，又對其財貪著、迷著、墮罪、不見過患、不獲出要，受

    用於[此]，聚落主！此諸欲之享受者，依三種之理由應被讚賞，依一種之理由應被

    非難。如何為三種理由應被讚賞耶？依法、不用暴力以求財，此第一之理由應被讚

    賞；使自己安樂、喜悅，此第二之理由應被讚賞；[而財之]分配、作善業，此第

    三之理由應被讚賞。如何為一種理由應被非難耶？貪著此等之財、迷著、墮罪、不

    見過患、不獲出要，而受用者，於此，此一種之理由應被非難。

        聚落主！此諸欲之享受者，依此三種之理由應被讚賞，此一種之理由應被非難。

 (十)

    二六  於此，聚落主！此諸欲之享受者，依法、不用暴力以求財。依法、不用暴力

▼.V.40.
IV,337. 以求財。以使自己安樂、喜悅：[且其]分配、作善業；又對其財不貪著、不迷卻、

    不墮罪、見過患、獲出要，而受用此，聚落主！此諸欲之享受者，依四種之理由應

    被讚賞。依如何四種之理由應被讚賞耶？依法、不用暴力以求財，此第一之理由應

    被讚賞；使自己安樂、喜悅，此第二之理由應被讚賞；[財之]分配、作善業，此

    第三理由應被讚賞；對此等之財不貪著、不迷卻、不墮罪、見過患、獲出要，受用

    於此，此第四種理由應被讚賞。

        聚落主！此諸欲之享受者1，依此等四種理由應被讚賞。」

    註1 以上七~一一節，一七~二一節之十種諸欲之享受者中，唯(一六節二六節)之一人可免

        非難。

，四

    二七  「聚落主！世間有此等三種艱難生活之苦行者，何等為三種耶？

 (一)

    二八  聚落主！艱難生活之苦行者，依於信心從在家出而為無家之身，言：「我思

    領得善法，我思現證勝人間法，足以為聖之特殊知見。」彼以苦虐自己，[但]不能

    領得善法，不能現證勝人間法，足以為聖之特殊知見。

 (二)

    二九  然則，聚落主！此或艱難生活之苦行者，依信心從在家出而為無家之身，言：

    「我思領得善法，我思現證勝人間法，足以為聖特殊之知見。」彼苦虐自己，[但]

    雖領得善法，而不能現證勝人間法，足以為聖特殊之知見。

IV,338.        (三)

    三0  然而聚落主！此或艱難生活之苦行者，依信心從在家出而為無家之身，言：

    「我思領得善法，我思現證勝人間法，足以為聖特殊之知見。」彼以苦虐自己，[而]

    領得善法，現證勝人間法，足以為聖特殊之知見。」

，五

 (一)

    三一  「於此，聚落主！此艱難生活之苦行者，以苦虐自己，[而且]不得善法，不

▼.V.42.
    能現證勝人間法，足以為聖之知見，聚落主！此艱難生活之苦行者，依三種理由應

    被非難。依如何之三種理由，應被非難耶？以苦虐自己，此第一之理由應被非難；

    不得善法，此第二理由應被非難；不能現證勝人間法，足以為聖特殊之知見，此第

    三理由應被非難。

        聚落主！此艱難生活之苦行者，依此三種之理由應被非難。

 (二)

    三二  於此，聚落主！此艱難生活之苦行者，以苦虐自己，[而]領得善法，但不能

    證勝人間法，足以為聖特殊知見，聚落主！此艱難生活之苦行者，依二種理由應被

    非難，依一種理由應被讚賞。依如何二種理由應被非難耶？以苦虐自己，此第一理

    由應被非難；不能現證勝人間法，足以為聖特殊之知見，此第二之理由應被非難。

    依如何一種理由應被賞讚耶？領得善法，此一種之理由應被讚賞。

        聚落主！此艱難生活之苦行者，依此二種之理由應被非難，依此一種理由應被

    讚賞。

IV,339.        (三)

    三三  於此，聚落主！此艱難生活之苦行者，以苦虐自己，[而]領得善法，現證勝

    人間法，足以為聖特殊之知見，聚落主！此艱難生活之苦行者，依一種之理由應被

    非難，依二種之理由應被讚賞。依如何一種之理由應被非難耶？以苦虐自己，此一

    種之理由應被非難。依如何二種之理由應被讚賞耶？領得善法，此第一之理由應被

    讚賞；現證勝人間法，足以為聖特殊之知見，此為第二種之理由應被讚賞。

    聚落主！此艱難生活之苦行者，依此一種之理由應被非難；依此二種之理由應

    被讚賞。」

，六

    三四  「聚落主！此等之三是現生者、不老者、即時者。「來看！」此之所示[導人

    向]於涅槃，而智者各自應得知之[法]。何者為三？」

 (一)

    三五  凡有貪欲者，由貪欲之因，[人]則懷持毀傷自己之心、懷持毀傷他人之心、

    懷持毀傷兩者之心。[然]能排除貪欲，[人則]不懷持毀傷自己之心、不懷持毀傷

    他人之心、不懷持毀傷兩者之心，此是現生者、不老者、即時者。「來看！」此之所

▼.V.44.
    示，導[人向]於涅槃，而智者各自應得知之[法]。

 (二)

    三六  凡有瞋恚者，由瞋恚之因，懷持毀傷自己之心、懷持毀傷他人之心、懷持毀

    傷兩者之心。[然]排棄瞋恚，[人則]不懷毀傷自己之心、不懷毀傷他人之心、不

IV,340. 懷毀傷兩者之心，此是現生者、不老者、即時者。「來看！」此之所示，導[人向]

    於涅槃，而智者各自應得知之[法]。

 (三)

    三七  凡有愚癡者，由愚癡之因，人則懷持毀傷自己之心、懷持毀傷他人之心、懷

    持毀傷兩者之心。[然而]排棄愚癡，[人]則不懷持毀傷自己之心、不懷持毀傷他

    人之心、不懷持毀傷兩者之心，此是現生者、不老者、即時者。「來看！」此之所示，

    導[人向]於涅槃，而智者各自應得知之[法]。

        聚落主！此等之三種，是現生者、不老者、即時者。「來看！」此之所示，導[人

    向]於涅槃、而智者各自應得知之[法]。」

    三八  [世尊]如是言已，羅舍聚落主白世尊曰：「殊妙哉！大德！殊妙哉！大德！

    ……請世尊攝受余，願歸依為1優婆塞。」

    註1 42.第一經六節參照。

S.42.13. 波羅牢(可意)

《中阿含20經》波羅牢經》
    一  一時，世尊住拘利耶一名曰：鬱多羅之拘利耶人之村落。

    二  時，婆多利耶聚落主，來至世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

        坐於一面之婆多利耶聚落主，白世尊曰：「大德！我曾聞此：「沙門瞿曇知於

    幻。」大德！「沙門瞿曇知於幻。」如是言之彼人等，大德！彼等言世尊之所說，

    無以非實誣世尊耶？是隨順說明世尊之法耶？其隨順法者、同法者，亦無陷於非難

    之地耶？大德！吾等不欲誣謗世尊。」

    三  「聚落主！「沙門瞿曇知於幻。」如是談之彼等人眾，彼等是談余之所談，並無

    以非實誣謗余，說明隨順余之法，任何隨順說者、同法者，亦無陷於非難之地。」

IV,341. 四  「尊者！雖言「是真實。」然[者]，我等對此沙門、婆羅門之言：「沙門瞿曇

▼.V.46.
    知於幻，沙門瞿曇是幻士。」不予相信。」

        「聚落主！如是言：「沙門瞿曇知於幻」者，彼以：「世尊正如是、善逝正如是，」

    作如是言：「沙門瞿曇是幻士。」然者，聚落主！於此，當向汝反問，依汝適當之

    所思，且回答。

一

(一)

    五  聚落主！汝對此作如何思惟？聚落主！汝知拘利耶人垂髻之傭夫耶？」

        「大德！余知拘利耶垂髻之傭夫。」

    六  「聚落主！汝對此作如何思惟？拘利耶人垂髻之傭夫，是以何為其目的耶？」

        「大德！彼拘利耶人為防止盜賊，彼拘利耶人為傳信使。大德！拘利耶人垂髻之

    傭夫，是以此為其目的。」

    七  「聚落主！汝對此作如何思惟？汝知拘利耶人垂髻之傭夫，彼等是戒德者，或是

    污戒者耶？」

        「大德！余以拘利耶人垂髻之傭夫，是污戒惡法[之徒]。知凡世間之污戒惡法

    [之徒]者，其中即有拘利耶垂髻之傭夫。」

    八  「聚落主！「婆多利耶聚落主，知拘利耶人垂髻之傭夫是污戒惡法[之徒]。[若

    然]，如是言婆多利耶聚落主亦是污戒惡法[之徒]者。」，彼語是正語耶？」

        「大德！否，不然。大德！拘利耶垂髻之傭夫與余不同，拘利耶垂髻之傭夫與余

    不同法。」

IV,342. 九  「聚落主！汝婆多利耶聚落主，如拘利耶垂髻之傭夫是污戒惡法[之徒]，婆多

    利耶聚落主，得非是污戒惡法[之徒]。何故不得[說]：「如來知幻而非為幻士。」

    聚落主！余知於幻，[知]於幻之果，亦知其如何履行幻者，身壞命終之後，墮於離

    去處、惡趣、極墮處、地獄。

 (二)

    一0   聚落主！余知於生命之破壞，[知]於生命破壞之果，亦知其如何履行生命破

    壞者，身壞命終後，墮於離去處、惡趣、極墮處、地獄。

    一一  聚落主！余知於不與取……

    一二  聚落主！余知於諸欲邪行……

▼.V.48.
    一三  聚落主！余知於妄語……

    一四  聚落主！余知於兩舌……

    一五  聚落主！余知於粗語……

IV,343. 一六  聚落主！余知於綺語……

    一七  聚落主！余知於貪欲……

    一八  聚落主！余知於瞋恚……

    一九  聚落主！余知於邪見……

，二

    二0   聚落主！某某沙門、婆羅門有如是談、如是見者：「凡任何人破壞生命者，

    皆於現生感受苦憂。凡任何人不與取者，皆於現生感受苦憂。凡任何人於諸欲邪行

    者，皆於現生感受苦憂。凡任何人妄語者，皆於現生感受苦憂。」

 (一)

    二一  然則，聚落主！於此見有人掛華鬘、著耳環、善沐浴、善化妝、理鬚髮、[對]

    女子之欲望充滿猶如王者。關於此者，人言曰：「看！此者所作為何？掛華鬘、著

    耳環、善沐浴、善化妝、理鬚髮、[對]女子之欲望1充滿猶如王者。」他人答曰：

IV,344. ：「看！此者壓伏王者之敵，而斷卻生命，王者歡喜以物賜彼。所以，此人掛華鬘

    著耳環……猶如王者。」

    註1 付女子之欲，有「宛然如王。」

 (二)

    二二  然而聚落主！於此見有人被粗索將手堅縛於後、剃光頭髮，打惡聲之鼓，由

    街至街、由十字路至十字路而巡遶，再牽出南門外，於都之南方被刎頸。關於此者，

    人言曰：「看！此者所作為何？彼被粗索將手堅縛於後、剃其頭髮，打惡聲之鼓，

    由街至街，由十字路至十字路而巡遶，再牽出南門外，於都之南方被刎頸耶？」他

    人曰：「看！此王者之敵而斷女人或男人之生命，因此，王乃捕捉彼，行如是之處

    刑。」

    二三  聚落主！汝對此作如何思惟？汝曾見如是事否？或曾得聞耶？」

▼.V.50.
        「吾等得見且已聞，又曾得聞。」

    二四  「於此，聚落主！某某沙門婆羅門如是談、如是見：「凡人破壞生命者，皆於

    現生感受苦憂。」彼等是語真實耶？抑語妄耶？」

        「大德！是語妄。」

        「凡語妄之虛事，是戒德者耶？抑污戒者耶？」

IV,345.  「大德！是污戒者。」

        「凡污戒惡德之徒，是履邪行耶？抑履正行耶？」

        「大德！是履邪行。」

        「凡履邪行者，是邪見耶？抑正見耶？」

        「大德！是邪見。」

        「凡邪見之徒，適於信賴耶？」

        「大德！不然。」

 (三)

    二五  「然則，聚落主！於此，或見有人掛華鬢、著耳環……猶如王者。關於此者，

    人言曰：「看！此者所作為何？掛華鬘、著耳環……猶如王者。」他人對此曰：「看！

    此者壓伏王之敵，持來重寶，王者歡喜而賜彼物。因此，此者掛華鬘、著耳環……

    猶如王者。」

 (四)

    二六  然則，聚落主！於此見有人被粗索將手堅縛於後，被刎其頸。關於此者，人

    言曰：「看！此者所作為何？被以粗索將手堅縛於後……以刎其頸。」他人對此曰：

    「看！此者於村落或森林將不與之物竊取而去，因此王者捕彼，以受如是之處刑。」

    二七  聚落主！汝對此作如何思惟？汝曾見如是事耶？或曾得聞耶？」

        「吾等得見且已聞，又曾得聞。」

IV,346. 二八  「於此，聚落主！某某沙門、婆羅門如是言、如是見：「凡人不與取者，皆於

    現於現生感受憂苦。」彼等語真實語耶？抑語虛妄耶？」

        …………

        「大德！不然。」

    (五)

▼.V.52.
    二九  「然則聚落主！於此，或見有人掛髮鬘、著耳環……猶如王者。關於此者，人

    謂曰：「看！此者所作何事？而掛華鬘、著耳環……猶如王者耶？」他人對此曰：

    「看！此者與王者之敵婦女子相交，王者喜歡，以賜物於此者，因之，此者掛華鬘、

    著耳環……猶如王者。」

 (六)

    三0  然則，聚落主！於此或見有人被粗索將手堅縛於後……被刎其頸。關於此者，

    人言曰：「看！此者所作何事？被粗索將手堅縛於後……被刎其頸耶？」他人對此

    曰：「看！此者與良家之婦、良家之少女相交，因之彼為王者所捕捉，以行如是之

    刑。」

    三一  聚落主！汝對此作如何思惟？汝曾見如是事或得聞耶？」

        「吾等得見且已聞，又曾得聞。」

    三二  「於此，聚落主！某某沙門、婆羅門如是言、如是見：「凡人於諸欲行邪者，

    皆於現生感受苦憂。」彼等是語真實耶？抑語虛妄耶？」

        …………

        「大德！不然。」

IV,347.        (七)

    三三  「然則，聚落主！於此，或見有人掛華鬘、著耳環……猶如王者。關於此者，

    人言曰：「看！此者所作何事？掛華鬘、著耳環……猶如王者耶？」他人對此曰：

    「看！此者以語妄語而博王者笑，王者歡喜以物賜此者，因之，此者掛華鬘、著耳

    環……猶如王者。」

 (八)

    三四  然則，聚落主！於此或見有人被粗索將手堅縛於後……被刎其頸。關於此者，

    人言曰：「看！此者所作何事？被粗索將手堅縛於後……被刎其頸耶？」他人對此

    曰：「看！此者損及居士又居士子之利益，因之，為王者所捕，以行如是之刑。」

    三五  聚落主！汝對此作如何思惟？汝曾見如是事或得聞耶？」

        「吾等得見且已聞，又曾得聞。」

    三六  「於此，聚落主！某某沙門婆羅門如是談、如是見：「凡人語虛妄者，皆於

IV,348. 現生感受苦憂。」彼等是語真實耶？抑語虛妄耶？」

▼.V.54.
        「大德！是語虛妄。」

        「凡語虛妄事者，是戒德者耶？抑污戒者耶？」

        「大德！是污戒者。」

        「凡污戒惡德之徒，是履邪行耶？抑履正行耶？」

        「大德！是履邪行。」

        「凡履邪行者，是邪見耶？抑正見耶？」

        「大德！是邪見。」

        「凡邪見之徒，適於信賴否？」

        「大德！不然。」

，三

    三七  「殊妙哉！大德！稀有哉！大德！

        余有休息之家，於中有臥床、有座榻、有水瓶、有油燈，於此，若有沙門或婆

    羅門之安居者，則余以應能力，與彼相分享。大德！昔有種種意見，種種信仰，種

    種嗜好之四位教師，於此家休息入安居。

 (一)

    三八  有一教師乃如是言、如是見曰：「無施與1、無供犧牲、無祭祀、無作善業、

    作惡業之異熟果報。無此世、無他世、無母、無父，亦無化生之有情。達於沙門婆

    羅門之正位，履正行，自證知此世與他世，皆無能示知於世者。」

    註1 六師外道中之阿耆多翅舍欽婆羅之見，長部一卷沙門果經參照。但漢譯北傳本為末伽梨拘

        梨之見。

 (二)

IV,349. 三九  有一教師乃如是言、如是見，而曰：「有施與、有供犧牲、有祭祀、有作善

    業、作惡業之異熟果報。有此世、有他世、有母、有父、有化生之有情。達於沙門、

    婆羅門之正位，履正行，自證知此世與他世，皆有能示知於[世]者。」

 (三)

    四0  有一教師乃如是言、如是見，而曰：「作者1，令作者；斷割者，令斷割者；

▼.V.56.
    苦者，令苦者：憂者，令憂者；疲者，令疲者：慄者，令慄者；生命破壞者、不與

    取者、破牆壁侵入者、掠奪者、竊盜者、追剝者、犯他人之妻者、妄語者、1切]

    所作，皆非惡作。即以剃刀附於車輪之端，將此大地之生類作成一內團、一肉塊，

    以此為因緣，亦無惡[生]，無由惡來之果。若至恆河之南岸者，殺、令殺，斷割、

    令斷割，苦、令苦，以此為因緣，不[生]惡，無由惡來之果。若至恆河之北岸，

    施、令施，供犧牲、令供犧性者，以此為因緣，不[生]福，無由福來之果。施與、

    調御、自制、語真實、亦不[生]福，無由福來之果。」

    註1 不蘭迦葉之見，長阿含十七卷沙門果經，長部一卷沙門果經參照。

 (四)

    四一  有一教師乃如是言、如是見，而曰：「作者、令作者，斷割者、令斷割者，

    苦者、令苦者，憂者、令憂者，疲者、令疲者，慄者、令慄者，破壞生命者，不與

IV,350. 取者、破牆壁而侵入者、掠奪者、竊盜者、追剝者，犯他人之妻者，妄語者，1切]

    所作，皆為惡作。以剃刀附於車輪之端，將此大地之生類作成一內團、一肉塊者，

    以此為因緣，有生惡、有由惡來之果。若至恆河之南岸，殺、令殺，斷割、令斷割，

    苦、令苦者，以此為因緣，有[生]惡、有由惡來之果。若至恆河之北岸，施、令

    施，供犧牲、令供犧牲者，以此為因緣，有[生]福、有由福來之果。施與、調御、

    自制、語真實、有[生]福、有由福來之果。」

    四二  大德！此於余起疑、起惑，而曰：「此等諸尊沙門、婆羅門中，結果何者語

    真實？何者語虛妄耶？」

        「聚落主！汝之疑是理，汝之惑是理，然而只於所惑汝起疑。」

        「大德！余如是信仰世尊：「願世尊說法、以除棄余疑惑之法。」

，四

    四三  「聚落主！有法三昧，於此，汝若心獲三昧者，如是，汝則捨棄此疑念法。聚

    落主！何者為法三昧耶？

 (一)

    四四  聚落主！於此，有聖弟子，棄生命之破壞，禁生命之破壞；棄不與取，禁不

▼.V.58.
IV,351. 與取；棄欲邪行，禁欲邪行；棄妄語，禁妄語：棄兩舌語，禁兩舌語；棄麤語，禁

    麤語；棄綺語，禁綺語；棄貪欲為無貪欲，棄瞋恚為無瞋恚心，棄邪見為正見。

        聚落主！此聖弟子如是離貪欲、離瞋恚、不迷著，正知正念，與慈俱生之心，

    徧滿一方而住。同第二方、同第三方、同第四方[徧滿]而住。如是上下橫[直]，

    於一切處一切事情之下，與慈俱生一切具有之世界，無量廣大遠行，以無怨心、無

    恚之心充滿而住。如彼所思量：「凡此教師之謂：無施與、無供犧性……而此示知

    於[世]者皆無，如是言、如是見。好！此導師之語雖是真實，然而余有余之保證，

    此余於脆者、或強者、即任何者亦無妨礙，幸福於此世他世兩處，攝護於身、於語、

    於心，身壞命終之後，可生於善趣天界故。」彼生喜樂，喜樂於彼而生歡悅，歡悅

IV,352. 之彼身輕安，身輕安之彼享受安樂，心安樂者即獲定。聚落主！此乃法三昧。汝若

    於此獲心三昧者，如是，汝則捨此疑惑之法。

 (二)

    四五  聚落主！此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚……與慈俱生之心……以無恚心徧滿

    而住。彼作如是思量：「凡此教師之謂：有施與、有供犧牲……此示知於世者皆有，

    如是言、如是見。此教師之語雖是真實……可生於善趣天界故。」彼生喜樂……獲

    定。聚落主！此是法三昧。汝若於此獲七三昧，如是，汝則捨此疑惑之法。

 (三)

    四六  聚落主！此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚……與慈俱生之心……以無恚心徧滿

IV,353. 而住。彼作如是思量：「凡此教師之謂作、令作者，斷割、令斷割者；……無由福

    來之[果]，如是言、如是見。好！此教師之語雖是真實……可生於善趣天界故。」

    彼生喜樂……獲定。聚落主！此是法三昧。汝若於此獲心三昧者，如是汝則捨棄疑

    惑之法。

 (四)

IV,354. 四七  聚落主！此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚……與慈俱生之心……以無恚之心徧

    滿而住。彼作如是思量：「凡此教師之謂：作、令作者；斷割者、令斷割者；……

    有由福來之[果]，如是言、如是見。此教師之語雖是真實……可生於善趣天界故。」

    彼生喜樂……是定。聚落主！此是法三昧。汝若於此獲心三昧者，如是汝則捨棄此

    疑惑之法。

▼.V.60.
，五

 (一)

IV,355. 四八  聚落主！於此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚、不迷著、正知正念，與慈俱生之

    心徧滿一方而住，與喜俱生之心徧滿一方而住，與捨俱生之心徧滿一方而住。彼作

    如是思量：「凡此教師之謂：無施與、無供犧牲……此示知於世者皆無，如是言、

    如是見。好！教師之語雖是真實，然余有余之保證，此余於脆者，或強者，即任何

    者，皆無妨礙，幸福於[此世他世之]兩處，攝護於身、於語、於意，身壞命終之

    後，可生於善趣天界故。」彼生喜樂……彼喜樂而生歡悅，彼歡悅而身得輕安，被

    身輕安以享安樂，安樂之心乃獲定。聚落主！此是法三昧。汝若於此獲心三昧者，

    如是，汝則捨棄此疑惑。

 (二)

    四九  聚落主！此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚……與悲俱生之心……與喜俱生之心

IV,356. ……與捨俱生之心……無恚心之心徧滿而住。彼作如是思量：「凡此教師之謂：有

    施與、有供犧牲……示知於世者皆有，如是言、如是見。此教師之語雖是真實……

    可生於善趣天界故。」於彼生喜樂……是獲定。聚落主！此是法三昧。汝若於此獲

    心三昧者，如是，汝則捨棄此疑惑之法。

 (三)

    五0  聚落主！此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚……與悲俱生之心……與喜俱生之心

    ……與捨俱生之心……以無恚心之徧滿而住。彼作如是思量：「凡此教師之謂：作

IV,357. 者、令作者，斷割者、令斷切者……無由福來之果，如是言、如是見。好！此教師

    之語雖真實……可生於善趣天界故。」於彼生喜樂……是獲定。聚落主！此是法三

    昧。汝若於此獲心三昧者，如是，汝則捨棄此疑惑之法。

 (四)

    五一  聚落主！此聖弟子如是離欲貪、離瞋恚……與悲俱生之心……與喜俱生之心

    ……與捨俱生之心……以無恚之心徧滿而住。彼作如是思量：「凡此教師之謂：作

    者、令作者，斷割者、令斷切者……有由福來之果，如是言、如是見。好！此教師

IV,358. 之語雖真實……可生於善趣天界故。」於彼生喜樂……是獲定。聚落主！此是法三

    昧。汝若於此獲心三昧者，如是，汝則捨棄此疑惑之法。」

▼.V.62.
    五二  世尊如是說已，婆多利耶聚落主，白世尊曰：「殊妙哉！大德！……自今日起

    願歸依世尊為優婆塞。」

            聚落主相應[終]

        其攝頌曰：

IV,359.    暴惡布吒與戰士

，象馬與西地方人

，說教螺貝家頂髻

，驢姓王髮波羅牢
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S.43.第九 無為相應

第一 品

 S.43.1.身

    一  「諸比丘
！余為汝等說無為與達無為之道，於此且諦聽。

    二  諸比丘！何者為無為耶？諸比丘！貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅，諸

    比丘！此稱為無為。

    三  諸比丘！何者為達無為之道耶？向於身之念，諸比丘！此稱為無為之道。

    四  如是，諸比丘！余為汝等說無為，說達無為之道。

    五  諸比丘！凡以利益所願、有慈念之師，應為諸弟子作垂示慈悲者，余皆為汝等

    而作。

    六  諸比丘！思念此等之樹下、此等之空屋，不得放逸、不得有後日之悔，此是余

▼.V.64.
    為汝等之教誡。」

    註1 暹羅本於此之前宣說：「如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇陀林給孤獨長者之遊園。其時

        世尊言諸比丘：「諸比丘！」彼等諸比丘應諾世尊曰：「大德！」世尊乃如次日」之文。

IV,,360.

 S.43.2.止觀

    一  「諸比丘！余為汝等說無為與達無為之道，於此且諦聽。

    二  諸比丘！何者為無為耶？諸比丘！貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅，諸

    比丘！稱此謂無為。

    三  諸比丘！何者為達無為之道耶？諸比丘！止與觀，此稱為達無為之道。

S.43.3.有尋

 ※ 三  諸比丘！何者為達無為之道耶？諸比丘！有尋有伺三昧、無尋唯伺三昧、無尋

    無伺三昧，此稱為達無為之道也。

S.43.4.空

 ※ 三  諸比丘！何者為達無為之道耶？空三昧、無相三昧、無願三昧。諸比丘！此稱

    為達無為之道。

 S.43.5.念處

 ※ 三  諸比丘！何者為達無為之道耶？四念處。諸比丘！此稱為達無為之道。

S.43.6.正勤

 ※ 三  諸比丘！何者為達無為之道耶？四正勤。諸比丘！此稱為達無為之道。

S.43.7.如意足

 ※ 三  諸比丘！何者為達無為之道耶？四如意足。諸比丘！此稱為達無為之道。

IV,361.

 S.43.8.根

 ※ 三  諸比丘！何者為達無為之道耶？五根。諸比丘！此稱為達無為之道。

S.43.9.力

 ※ 三  諸比丘！何者又為達無為之道耶？五力。諸比丘！此稱為達無為之道。

S.43.10.覺支

 ※ 三  諸比丘！何者又為達無為之道耶？七覺支。諸比丘！此稱為達無為之道。

▼.V.66.
        ……

S.43.11.道

 ※ 三  諸比丘！何者又為達無為之道耶？八支聖道。諸比丘！此稱為達無為之道。

    四  諸比丘！如是，余為汝等說1無為，說達無為之道。

    五  諸比丘！以願有慈念之師，應為諸弟子利益之作垂示慈悲者，余皆為汝等而作。

    六  諸比丘！思念此等之樹下、此等之空屋，不得放逸、不得日後有悔。此是余為

    汝等之教誡。」

 涅槃相應2之第一品[終]

        其攝頌曰：

，身與三昧尋

，以及空念處

，正勤如意定

，根力並覺支

，依道為十一

    註1 P.T.S.本有vedayitam是desitam之誤由暹羅本改之。

      2 本相應之原名為Asavkhata-vagga，但來到第一品之末，出此「涅槃相應」之語此與原本

        之暹羅同。

IV,362.

第二品

S.43.12.無為

         一 止

    一  「諸比丘！余為汝等說無為與達無為之道。於此且諦聽。

    二  諸比丘！何者為無為耶？諸比丘！貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅，諸

    比丘！此稱為無為。
S.43.12./IV,362.：Katamabca, bhikkhave, asavkhatam?  Yo, bhikkhave, ragakkhayo dosakkhayo mohakkhayo– idam vuccati, bhikkhave, asavkhatam.(諸比丘！何者為無為？諸比丘！貪欲滅盡、瞋恚滅盡、愚癡滅盡，諸比丘！此稱為無為。)無為：asavkhata( a未 + savkhata一起作(pp.)) )直譯：未一起作。

    三  諸比丘！何者為達無為之道耶？諸比丘！止，此稱為達無為之道。

▼.V.68.
    四  諸比丘！如是，余為汝等說無為，說達無為之道。

    五  諸比丘！以願有慈念之師，應為諸弟子之利益作垂示慈悲者，以此余皆為汝等

    而作。

    六  諸比丘！思念此等之樹下、此等之空屋，不得放逸、不得有後日之悔，以此是

    余為汝等之教誡。」

，二 觀

    三  「諸比丘！何者為達無為之道耶？諸比丘！觀，此稱謂達無為之道。

，三 六種三昧

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！有尋有伺三昧，稱此謂達無為之

IV,363. 道。

        …………(一)

，四

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？無尋唯伺三昧。諸比丘！此稱為達無為之

    道。

        …………(二)

五

 ※ 三  諸比丘！又可者為達無為之道耶？無尋無伺三昧。諸比丘！此稱為達無為之

    道。

        …………(三)

六

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？空三昧。諸比丘！此稱為達無為之道。

        …………(四)

七

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？無相三昧。諸比丘！此稱為達無為之道。

        …………(五)

八

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？無願三昧。諸比丘！此稱為達無為之道。

        …………(六)

▼.V.70.
九~一二 四念處

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，於身觀身而(一)…

IV,364 …於受觀受而住(二)……於心觀心而住(三)……於法觀法而住(四)精勤於正

    知、正念，於世以制御貪欲憂惱者。諸比丘！此稱為達無為之道。

一三~一六 四正勤

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，未起諸惡不善之法，

    令之不起(一)……已起諸惡不善之法，令之捨棄(二)……未起諸善之法，令之

IV,365. 生起(三)……已起諸善之法，令之住立、不喪失、生長、擴大、增修、完成(四)，

    以生起願望努力精進，對初心有力以顯勤苦。比丘等！此稱為達無為之道。

一七~二0 四如意足

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，增修欲定勤行完具之

    如意足(一)……增修精進定勤行完具之如意足(二)……增修心定勤行完具之如

    意足(三)……增修思惟定勤行完具之如意足(四)。諸比丘！此稱為達無為之道。

，二一~二五 五根

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離欲、依

IV,366. 滅盡，以增修傾向於捨棄之信根(一)……增修精進根(二)……增修念根(三)

    ……增修定根(四)……增修慧根(五)。諸比丘！此稱為達無為之道。

二六~三0 五力

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離欲、依

IV,367. 滅盡，以增修傾向於捨棄之信力(一)……增修精進力(二)……增修念力(三)

    ……增修定力(四)……增修慧力(五)。諸比丘！此稱為達無為之道。

三一~三七 七覺支

 ※ 三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離欲、依

    滅盡，以增修傾向於捨棄之念覺支(一)……增修擇法覺支(二)……增修精進覺

    支(三)……增修喜覺支(四)……增修輕安覺支(五)……增修定覺支(六)……

    增修捨覺支(七)……諸比丘！此稱為達無為之道。」

三八~四五 八正道

    一  「諸比丘！余為汝等說無為與達無為之道，於此且諦聽。

▼.V.72.
    二  諸比丘！何者為無為耶？貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅。諸比丘！此

    稱為無為。

    三  諸比丘！又何者為達無為之道耶？諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離欲、依

IV,368. 滅盡，以增修傾向於捨棄之正見(一)……增修正思惟(二)……增修正語(三)

    ……增修正業(四)……增修正命(五)……增修正精進(六)……增修正念(七)

    ……增修正定(八)……諸比丘！此稱為達無為之道。

    四  諸比丘！如是，余為汝等說無為，說達無為之道。

    五  諸比丘！凡以願有慈念之師，應為諸弟子之利益作垂示慈悲者，以此一切余為

    汝等而作。

    六  諸比丘！思念此等之樹下、此等之空屋，諸比丘！不得放逸、不得有後日之悔，

    此為余為汝等之教誡。」

S.43.13.終極(下無)1

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說究竟與達究竟之道，於此且諦聽。

    二  諸比丘！何者為究竟耶？以下相同2於無為之詳說也。

    註1 以下括孤中，見於四諦論三卷，涅槃之異名，相當近於原語意義，而示有稍稍不同，此等

        三十三之涅槃的異名，很多取於此論。同論有六十三種。

      2 本品12.同第一之第一至四十五14.以下同。

IV,369.

 S.43.14.無漏(無流)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說無漏與達無漏之道……

S.43.15.真諦

一~四五

S.43.16.彼岸

一~四五

▼.V.74.
    一  諸比丘！余為汝等說彼岸與達彼岸之道……

S.43.17.巧妙(聽細)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說巧妙與達巧妙之道……

S.43.18.極難見(難見)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說極難見與達極難見之道……

S.43.19.不老(無壞)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說不老與達不老之道……

IV,370.

S.43.20.堅牢(無爭)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說堅牢與達堅牢之道……

S.43.21.照見(無失)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說照見與達照見之道……

S.43.22.無譬

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說無譬與達無譬之道……

S.43.23.無戲論

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說無戲論與達無戲論之道……

S.43.24.寂靜

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說寂靜與達寂靜之道……

S.43.25.甘露

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說甘露與達甘露之道……

▼.V.76.
S.43.26.極妙

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說極妙與達極妙之道……

S.43.27.安泰(止)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說安泰與達安泰之道……

IV,371.

S.43.28.安穩(安)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說安穩與達安穩之道……

S.43.29.第十八 愛盡

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說愛盡與達愛盡之道……

S.43.30. 第十九 不思議(希有)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說不思議與達不思議之道……

S.43.31.第二0 稀有(未曾有)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說稀有與達稀有之道……

S.43.32.第二一 無災(無枉)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說無災與達無災之道……

S.43.33.第二二 無災法(無災)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說無災法與達無災法之道……

S.43.34.第二三 涅槃

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說涅槃與達涅槃之道……

S.43.35.第二四 無損

▼.V.78.
一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說無損與達無損之道……

S.43.36.第二五 離欲

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說離欲與達離欲之道……

IV,372.

S.43.37.第二六 清淨(淨)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說清淨與達清淨之道……

S.43.38.第二七 解脫

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說解脫與達解脫之道……

S.43.39.第二八 非住

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說非住與達非住之道……

S.43.40.第二九 燈明(洲)

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說燈明與達燈明之道……

S.43.41.第三十 窟宅

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說窟宅與達窟宅之道……

S.43.42.第三一 庇護

一~四五

S.43.43.第三二 歸依

一~四五

    一  諸比丘！余為汝等說歸依與達歸依之道……

IV,373.

S.43.44.第三三 到彼岸(能度)

▼.V.80.
    一  「諸比丘！余為汝等說到彼岸與達到彼岸之道，於此且諦聽。

    二  諸比丘！又何者為到彼岸耶？諸比丘！貪欲之壞滅、瞋恚之壞滅、愚癡之壞滅。

    諸比丘！此稱為達到彼岸。

    三  諸比丘！又何者為達到彼岸之道耶？向於身之念。諸比丘！此稱為達到彼岸之

    道。

    四  諸比丘！如是，余為汝等說到彼岸，說達到彼岸之道。

    五  諸比丘！凡以願有慈念之師，應為諸弟子之利益作垂示慈悲者，此一切余為汝

    等而作。

    六  諸比丘！思念此等之樹下、此等之空屋，諸比丘！不得放逸、不得有後日之悔

    者，此余為汝等之教誡。」

二~四五

[與無為之詳說同]

        其攝頌曰：

無為.究竟.及無漏    真諦.彼岸.與巧妙

難見.不老.並堅牢    照見.無譬.無戲論

寂靜.甘露.與極妙    安泰.安穩.及愛盡

不思議.稀有.無災    無災法.此諸涅槃

如來善逝之所說     無損.無欲.與清淨

解脫非住並燈明     窟宅.庇護.與歸依

如此之行到彼岸

「涅槃」釋義

1~33種涅槃之異名，整理自：《相應部》S.43.12~44(S.IV,362~373)，《相應部注》(Spk)S.43.12~33./III,111.~2(CS:pg.3.149)、《相應部疏》(S-t)(CS:S-tika(S.43.23~33)pg.2.387~8)。

34~61種涅槃之異名，整理自：《導論》(Nettippakarana, Nett.；CS:pg.47~48 )及《導論注》(Nettippakarana, Nett.A.；CS:pg.119~120 )。《導論》記載涅槃的異名51個，其中1~23個與S.43.1.~44前23個相同，其餘的有28個(其中還有：35無生(abbhuta=20abbhuta)、50窟宅(lena)、61無戲論(appapabca=12nippapabca)。重疊)，整理如下：

1無為法(asavkhata)。Spk：asavkhatanti akatam(無為法：無作。)。S-t：Asavkhatanti na savkhatam hetupaccayeti. Tenaha “akatan”ti.(無為法，沒有造作(有為)的因緣，因此叫做‘無作’。)

2盡頭(anta)。Spk：Anatanti-adisu tanhanatiya abhavena anatam.(盡頭：渴求的盡頭的消失)。S-t：Tattha ca natthi ettha tanhasavkhatam natam, natthi etasmim va adhigate puggalabhavoti anatam.(此中，已傾向沒有‘渴求的有為’，在此不達成補特伽羅狀態，為‘盡頭’。)

3無漏(anasava﹐無流向)。Spk：Catunnam asavanam abhavena anasavam.(四流向的消失，為‘無流向’)。S-t：Anasavanti etthapi eseva nayo.(無流向：這裡同理(跟Spk一樣)。)
4真諦(sacca)。Spk：Paramatthasaccataya saccam.(勝義諦，為‘真諦’)。S-t：Saccadhammataya saccam.(諦法的狀態，為‘真諦’。)
5彼岸(para)。Spk：Vattassa parabhagatthena param.(回轉的另一部分，為‘彼岸’。)。S-t：Vattadukkhato parametiti param.(從苦回轉到另一邊，為‘彼岸’。)
6微妙(nipuna)。Spk：Sanhatthena nipunam.(細緻的，為‘微妙的’。)。S-t：Sanhatthenati sukhumatthena nipunam.(細緻的：細膩的，為‘微妙的’。)

7難見(sududdasa)。Spk：Sutthu duddasataya sududdasam.(非常難見的，為‘難見’。)。S-t：Tato eva duddasataya.(從那裡，難見的狀態。)
8不老(ajajjara)。Spk：Jaraya ajaritatta ajajjaram.(從老而不老的狀態，為‘不老’。)。S-t：Ajajjaram niccasabhavatta.(不老：恆常的狀態。)
9堅牢(dhuva)。Spk：Thiratthena dhuvam.(牢固的，為‘堅牢’。)

10不崩潰(a-palokita)。Spk：Apalujjanataya apalokitam.(不毀滅，為‘不崩潰’。)

11不可見(anidassana)。Spk：Cakkhuvibbanena apassitabbatta anidassanam.(不適合以眼識看到，為‘不可見’。)。S-t：Natthi etassa nidassananti va anidassanam. Etasmim adhigate natthi samsare.(這個不可看見的，為‘不可見’。在此，達到沒有輪迴。)
12無戲論(nippapabca)。Spk：Tanha-mana-ditthi-papabcanam abhavena nippapabcam.(渴愛、慢、邪見諸戲論消失，為‘無戲論’。)。S-t：Papabcanti va nippapabcam.(戲論的相反，為‘無戲論’。)

13寂靜(santa)。Spk：Santabhavatthena santam.(寂靜之狀，為‘寂靜’。)。

14無死(amata)。Spk：Maranabhavena amatam.(死亡的不存在，為‘無死’。)。S-t：Etasmim adhigate puggalassa maranam natthiti va amatam.(在這些補特伽羅獲得無死，為‘無死’。)

《相應部》S.45.6./V,8.：bhikkhu, ragakkhayo dosakkhayo mohakkhayo-- idam vuccati amatam.(比丘！凡是滅盡染､滅盡瞋､滅盡癡者，此被叫做‘無死’。) amata(pp.))﹐a.n.另譯作「甘露」(諸天的飲料)。

15極妙(panita)。Spk：Uttamatthena panitam.(最上的，為‘極妙’。)。S-t：Atappakatthena va panitam. (無折磨(?)，為‘極妙’。)

16吉祥(siva)。Spk：Sassirikatthena sivam.(燦爛的，為‘吉祥’。)。S-t：Sukhahetutaya va sivam.(樂因的狀態，為‘吉祥’。)

17安穩(khema)。Spk：Nirupaddavataya khemam.(無不幸之事的狀態，為‘安穩’。)

18愛盡(tanhakkhayo)。Spk：Tanhakkhayassa paccayatta tanhakkhayam.(愛盡之因緣的狀態，為‘愛盡’)。S-t：Tanha khiyanti etthati tanhakkhayam.(愛的被滅盡，為‘愛盡’。)
19不思議(acchariya)。Spk：Vimhapaniyatthena accharam paharitabbayuttakanti acchariyam.(以令人驚訝之義，帶著適當的不思議，為‘不思議’。)。

20無生(abbhuta)。Spk：Abhutameva bhutam ajatam hutva atthiti va abbhutam.(有的消失，或不生的產生，為‘無生’。)

21無災(anitika=itirahita)。Spk：Niddukkhatta anitikam.(無苦的狀態，為‘無災’。)。S-t：Natthi ettha dukkhanti niddukkham, tassa bhavo niddukkhattam. Tasma anitikam itirahitam.(沒有苦，無苦，它是無苦的狀態。從此，為‘無災’，無災難。)
22無災法(anitikadhamma=niddukkhasabhavatta)。Spk：Niddukkhasabhavatta anitikadhammam.(無苦的狀態，為‘無災法’。)。

23涅槃(nibbana)。Spk：Vanabhavena nibbanam.(渴望之消失，為‘涅槃’。)。S-t：Vanam vuccati tanha, tadabhavena nibbanam.(渴望稱為貪愛，它的消失，為‘涅槃’。)
24無瞋(avyapajjha)。Spk：Byabajjhabhaveneva abyabajjham.(瞋(=逆向行)之消失，為‘無瞋’。)。S-t：Byabajjham vuccati dukkham, tadabhavena abyabajjham.(稱為苦的瞋消失，為‘無瞋’。)
25離染(viraga)。Spk：Viragadhigamassa paccayato viragam.(獲得離染的因緣，為‘離染’。)。

26清淨(suddhi)。Spk：Paramatthasuddhitaya suddhi.(勝義諦清淨的狀態，為‘清淨’。)。

27解脫(mutti)。Spk：Tihi bhavehi muttataya mutti.(解脫三有的狀態，為‘解脫’。)。

28無執著(analayo)。Spk：Kamalayanam abhavena analayam.(欲的執著的消失，為‘無執著’。)。S-t：Paramatthato saccato suddhibhavena. Kama eva puthujjanehi alliyitabbato alaya. Esa nayo sesesupi.(勝義諦純淨的狀態。凡夫欲望的能黏著為‘執著’，其餘同理。)‘alayo’，有時譯作「阿賴耶」，與渴愛(tanha)同義。(DhA.(v.411)：alayati tanha.( ‘阿賴耶’即渴愛)。

29洲島(dipa)。Spk：Patitthatthena dipam.(依止處，為‘洲島’。)。S-t：Patitthatthenati patitthabhavena vattadukkhato muccitukamanam dipasadisam oghehi anajjhottharaniyatta.(依止處︰依止的狀態，離輪迴苦，解脫諸欲，等於洲島，不當被瀑流淹沒。)
30窟宅(lena)。Spk：Alliyitabba-yuttatthena lenam.(應與執著連接，為‘窟宅’。)。S-t：Alliyitabbayuttatthenati alliyitum arahabhavato.(應與執著連接：值得執著的狀態。)
31庇護所(tana)。Spk：Tayanatthena tanam.(保護所，為‘庇護所’。)。S-t：Tayanatthenati sa-para-tayanatthena.(保護所：有他方的’保護所’。)
32歸依(sarana)。Spk：Bhayasaranatthena saranam, bhayanasananti attho.(恐懼的歸依，為‘歸依’。)。S-t：Bhayasaranatthenati bhayassa himsanatthena. (恐懼的歸依：因恐懼、傷害(而歸依)。)
33歸宿(parayana﹐para向其他 +√i 去)。Spk：Param ayanam gati patitthati parayanam.(死者他方道路的依止，為‘歸宿’。)。

34不生(ajata)。Nett.A.：Anibbattisabhavatta ajatam.(不出生的狀態，為‘不生’。)

35無生(abbhuta)。Nett.A.：Tato eva abhutam. Ubhayenapi uppadarahitanti vuttam hoti.(從(不生)那裡正是‘不生’(a-bhutam)。以上(34、35)兩者皆無出生。)

36無危難(anupaddava)。Nett.A.：Kenaci anupaddutatta anupaddavam.(無騷擾的狀態，為‘無危難’，)

37無作(akata)。Nett.A.：Na kenaci paccayena katanti akatam.(不以某因緣作，為‘無作’。)

38無憂(asoka)。Nett.A.：Natthi ettha sokoti asokam.(這裡沒有憂愁，為‘無憂’。)

39離憂(nisoka)。Nett.A.：Sokahetuvigamena visokam.(以離開憂愁之因，為‘離憂’。)

40無禍患(an-upasagga)。Nett.A.：Kenaci anupasajjitabbatta anupasaggam.(以無某事先準備，為‘無禍患’。)

41無禍患法(anupasagga-dhamma)。Nett.A.：Anupasaggabhavahetuto anupasaggadhammam.(從無禍患之因，為‘無禍患法’。)

42甚深(gambhira)。Nett.A.：Gambhirabanagocarato gambhiram. (甚深智行境，為‘甚深’。)《瑜伽師地論》卷第八十七(大正30.793.1)：「涅槃極難知故，最微細故，說名甚深。」

43難見(duppassa)。Nett.A.：Sammapatipattim vina passitum pattum asakkuneyyatta duppassam.(無正行、無獲得看的可能性，為‘難見’。)

44上(uttara)。Nett.A.：Sabbalokam uttaritva thitanti uttaram.(克服一切世間之後而住立，為‘上’。)

45無上(anuttara)。Nett.A.：Natthi etassa uttaranti anuttaram.(沒有這些「上」的，為‘無上’。)

46無等(asama)。Nett.A.：Samassa sadisassa abhavena asamam.(相等的、相似的消失，為‘無等’。)

47無比(appatisama)。Nett.A.：Patibhagabhavena appatisamam.(相似的消失，為‘無比’。)

48最勝(jettha)。Nett.A.：Uttamatthena jettham, pasamsatamatta va jettham.(最高之義，為‘最勝’；或最高的稱讚，為‘最勝’。)

49殊勝(settha)。S-t：Settham uttamam.(殊勝：最上的。)

50窟宅(lena)。Nett.A.：Samsara-dukkha-ttitehi letabbato lenam.(住在拿掉輪迴苦之處，為‘窟宅’。)

51庇護所(tana)。Nett.A.：Tato rakkhanato tanam.(從保護，為‘庇護所’。)

52無諍(arana)。Nett.A.：Ranabhavena aranam.(過失的消失，為‘無諍’。)

53無穢的(anavgana)。Nett.A.：Avganabhavena anavganam. (污穢的消失，為‘無穢的’。)

54無污的(akaca﹐niddosataya)。Nett.A.：Niddosataya akacam.(無污的狀態，為‘無污的’。)

55離垢(vimala)。Nett.A.：Ragadimalapagamena vimalam.(染等垢離去，為‘離垢’。)

56洲渚(dipa)。Nett.A.：Catuhi oghehi anajjhottharaniyato dipo.(不當被四瀑流淹沒，為‘洲渚’。)

57樂(sukha)。Nett.A.：Samsara-vupasama-sukhataya sukham.(輪迴寂止樂的狀態，為‘樂’。)

58無可度量(appamana)。Nett.A.：Pamanakaradhammabhavato appamanam, ganetum etassa na sakkati ca appamanam.(作度量法的消失，為‘無可度量’；不能計算這些，為‘無可度量’。)《瑜伽師地論》卷第八十七(大正30.793.1)：「現量、比量及正教量所不量故，說名無量。」

59依止(patittha)。Nett.A.：Samsarasamudde anosidanatthanataya patittha.(不沈沒輪迴海，為‘依止’。)
60無所有的(akibcana)。Nett.A.：Ragadikibcanabhavena pariggahabhavena ca akibcananti evamattho datthabbo.(‘染’等世間的執著的消失和攝受的消失，為‘無所有的’。)

61非戲論(appapabca)。等同「無戲論」(nippapabca)。

無為相應[終]

▲Top回目錄
▼.V.82.   IV,374.

S.44.第十 無記說相應

S.44.第一 讖摩長老尼

    一  爾時，世尊住舍衛城衛陀林給孤獨長者之遊園。

    二  其時，偶然讖摩長老尼遊行於拘薩羅國，於舍衛城與沙計多中間之多羅那越賭

    地方入安居。

    三  時，波斯匿拘薩羅王由沙計多往舍衛城，於沙計多與舍衛城中間之多羅那越賭

    取一夜之宿。

    四  波斯匿拘薩羅王呼一臣曰：「汝，臣下！於此多羅那越睹，如今日余應表敬意[趨

    訪]見沙門或婆羅門。」

        「唯然，唯然，大王！」彼臣應諾波斯匿拘薩羅王，雖察遍多羅那越睹，亦未發

    現彼波斯匿拘薩羅王以表敬意[趨訪]之沙門或婆羅門。

    五  彼臣見讖摩尼於多羅那越睹入安居。見已，彼至波斯匿拘薩羅王之處，告王曰：

    「大王！於多羅邢越睹無有大王表敬意[趨訪]之沙門或婆羅門；但大王！有一名

IV,375. 讖摩比丘尼，是彼世尊、應供、正徧覺者之女弟子，而此大姊謂是：「賢者、能者、

    多聞之智者、巧說者、善良之即慧者。」揚好名聲，大王可對彼尼表敬意。」

    六  於是，波斯匿拘薩羅王至彼讖摩比丘尼之處，禮拜彼尼，坐於一方。

    七  坐於一方之波斯匿拘薩羅王向讖摩比丘尼曰：「大姊！如來死後，猶存在否？」

        「大王！謂「如來死後存在」者，此非世尊之所記說。」

    八  「然則，大姊！如來死後不存在耶？」

        「大王！謂「如來死後不存在」者，此亦非世尊之所記說。」

    九  「然則，大姊！如來死後，為存在又不存在耶？」

        「大王！謂「如來死後，存在又不存在」者，此亦非世尊之所記說。」

    一0  「然則，大姊！如來死後為非存在、又非不存在耶？」

        「大王！「如來死後，為非存在或非不存在」，此亦非世尊之所記說。」

    一一  「如是問：「大姊！如來死後存在否？」汝言：「大王！世尊不記說如來死後

    存在。」……「如來死後不存在耶？」……「如來死後，存在又不存在耶？」……

IV,376. 「如來死後，非存在又非不存在耶？」……世尊對此不為記說者，為何之因？為何

▼.V.84.
    之緣耶？」

    一二  「然則，大王！就此反問於汝，依汝認為適當者以回答。

    一三  大王！汝對此以作如何思惟？於汝以誰之計算者、或說印者、或說數者，有

    能計算恆河之沙：「沙有幾何數量或沙有幾百數量，或沙有幾百千數量耶？」」

        「大姊！否，此不能。」

    一四  「然則，於汝以誰之計算者、或說印者、或說數者，有能計算大海之水：「水

    有幾何計量，或水有幾百斗量，或水有幾百千斗量耶？」」

        「大姊！否，此為不能。」

        「此何故耶？」

        「大姊！海量大而甚深，不可測，難計量。」

    一五  「是於此同理，大王！無論以如何之色示如來，如來對此色已捨棄，如斷其根，

    [切斷]多羅樹之幹，非為存在者，是未來之不生者。大王！如來譬如大海，脫離

    色之測量，甚深、不可測、難計量。故不適言如來死後是存在；亦不適言如來死後

    不存在；亦不適言如來死後，存在又不存在；亦不適言如來死後，不存在又非不存

    在。

IV,377. 一六~一九  無論以如何之受……以如何之想……以如何之行……以如何之識示如

    來，如來對此受……想……行……識已予捨棄……大王！如來譬如大海，脫離受之

    測量……脫離想之測量……脫離行之測量……脫離識之測量，甚深、不可測、是難

    量。故不適謂：如來死後存在：亦不適謂：如來死後，不存在；亦不適謂：如來死

    後，存在又不存在：亦不適謂：如來死後，非存在又非不存在。」

    二0  時，波斯匿拘薩羅王歡喜、隨受讖摩比丘尼之所說，從座而起，禮拜彼尼，

    行右繞禮後離去。

    二一  波斯匿拘薩羅王其後至世尊之住處，禮拜世尊坐於一面。

    二二  坐於一面之波斯匿拘薩羅王，白世尊曰：「大德！如來死後存在否？」

IV,378.     「大王！「如來死後存在」者，此是余所未記說。」

    二三  「然則，大德！如來死後不存在耶？」

        「大王！「如來死後，不存在」者，此亦非余所記說。」

    二四~二五  然則，大德！……(參照九、十兩節)

▼.V.86.
    二六  「大德！問「如來死後，存在耶？」答以：「大王！余未記說如來死後之存在。」

    ……「如來死後不存在耶？」……「如來死後，存在又不存在耶？」……「如來死

    後，非存在又非不存在耶？」……大德！世尊對此未予記說者，其為何因？為何其

    緣耶？」

    二七  「然則，大王！就此反問於汝，依汝認為適當者以作返答。

    二八  大王！汝對此作如何思惟？於汝以誰之計算者、或說印者、或說數者，對恆

    河之沙……(參照一三節)

    二九  然則，於汝以誰之計算者、或說印者、或說數者、以能計算大海之水……(參

    照一四節)

IV,379. 三0~三四  同於此理，大王！以如何之色……以如何之受……以如何之想……以

    如何之行……以如何之識，以示如來，如來對此已予捨棄……故不適謂：如來死後

    存在……不存在……存在又不存在……非存在又非不存在。」

    三五  「大德！殊妙哉！大德！稀有哉！師之女弟子於此第一之句，意義與意義、文

    言與文言，相接近、相親和，皆無相違。

    三六  大德！於此，余一時曾至讖摩比丘尼之處，以問此義；彼大姊亦為余與世尊

    同是以此句此文，說明此義。殊妙哉！大德！稀有哉！大德！師與女弟子於此第一

    之句，意義與意義、文言與文言，相接近、相親和，皆無相違。大德！今吾等欲離

    去，吾等多作務、多所作。」

        「大王！如今，即汝當作之時。」

IV,380. 三七  於是，波斯匿拘薩羅王歡愛隨喜世尊之所說，即從座起，禮拜世尊，右繞離

    去。

S.44.第二 阿菟羅陀

    一  爾時，世尊住毘舍離城之大林重閣講堂中。

    二  偶爾，尊者阿羅陀，住於世尊旁側之林間小舍中。

    三  時，眾多外道普行沙門等，來至尊者阿羅陀之處，與彼會釋，交換親切慇懃之

    談話後，坐於一面。

    四  坐於一面之彼外道普行沙門，告尊者阿羅陀曰：「友阿羅陀！彼[無]上人、最

    上人、最上無雙之如來，以示此[如來]者，於此等四種事處所示：「如來死後存
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    在、」或「如來死後不存在、」或「如來死後，存在又不存在、」或「如來死後非

    存在又非不存在。」」

        「友等！彼[無]上人、最上人、最上無雙之如來，以示此[如來]者，於此等

    四種事處之外。所示4種事處]者：「如來死後存在……非不存在。」」

    作斯言已，彼等外道苦行沙門，告尊者阿羅陀曰：「彼比丘出家不久之新參、或

    是愚蒙無能之長老。」

    五  時，彼等外道普行沙門，以新參愚蒙之言，斥尊者阿羅陀，即從座起而離去。

IV,381. 六  尊者阿羅陀於此等外道普行沙門離去未久之時，心生思念：「彼等外道普行沙

    門，若再來問余時，將如何作答？余為此等普行沙門，以言世尊之所言，無以非實

    誹謗世尊耶？隨順世尊之法，而說明法，任何隨順法者、同法者，亦無陷於非難之

    地耶？」

    七  於是，尊者阿羅陀，詣至世尊住處，禮拜世尊，坐於一面。

    八  坐於一面之尊者阿羅陀，白世尊曰：「大德！余住於世尊傍側之林間小舍中。大

    德！時有眾多之外道普行沙門來余之處……告余曰：「友阿羅陀，彼無上人、最上

    人、最上無雙之如來……」作斯言已，大德！余告彼等外道普行沙門曰：「友等！

    彼[無]上人、最上人、最上無雙人之如來……。」作斯言已，大德！彼外道普行

    沙門言余曰：「彼比丘出家未久之新參，或是愚蒙無能之長老。」時，彼等外道普

    行沙門……即從座起而離去。

IV,382. 九  余於此等外道普行沙門離去未久之時，心生思念：「彼等外道普行沙門……同

    法者，皆無陷於非難之地耶？」」

    一0  「阿羅陀！色是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

        「然則，凡是無常者，此是苦耶？抑樂耶？」

        「大德！是苦。」「然則，凡是無常、苦而變壞之法，「此是吾所[有]，此是吾，

    此是吾之我。」之認識為是耶？」

        「否，大德！此非[是]。」

        「受……想……行……識是常住耶？抑無常耶？」

        「大德！是無常。」

▼.V.90.
        「然則，凡是無常、苦而變壞之法，「此是吾所[有]，此是吾，此是吾之我。」

    之認識為是耶？」

        「否，大德！此非[是]。」

    一一  「然則！於此，阿羅陀！應以如是正智如實見，凡過去未來現在之色，或內或

    外、或粗或細、或劣或勝、或遠或近，一切色乃「此非吾所有，此非吾，此非吾之

    我。」應以如是正智如實見。凡過去未來現在之受……想……行……識，或內或外

IV,383. 、或粗或細、或劣或勝、或遠或近，一切識為「此非吾所有，此非吾，此非吾之我。」

    一二  阿羅陀！如是見之有聞聖弟子，厭嫌於色、厭嫌於受、厭嫌於想、厭嫌於識；

    厭嫌者則離欲，由離欲而解脫，於解脫則「我解脫」之智生，當即證知：於生已盡、

    梵行已住、應作已作、更不如是再生。

    一三  阿羅陀！汝對此作如何思惟：「以認識色是如來」耶？」

        「否，大德！不然。」

        「以受……以想……以行……以認識識是如來耶？」

        「否，大德！不然。」

    一四  「阿羅陀！汝對此作如何思惟？以認識色有如來耶？」

        「否，大德！不然。」

        「認識於色之外有如來否？」

        「否，大德！不然。」

    一五  「以受……於受之外……

    一六  以想……於想之外……

    一七  以行……於行之外……

    一八  認識識有如來耶？」

        「否，大德！不然。」

        「認識識之外有如來耶？」

        「否，大德！不然。」

    一九  「阿羅陀！汝對此作如何思惟？以認識色、受、想、行、識是如來耶？」

IV,384.     「否，大德！不然。」

    二0  「阿羅陀！汝對此作如何思惟？認識此如來是無色、無受、無想、無行、無識

▼.V.92.
    者否？」

        「否，大德！不然。」

    二一  「於此，汝阿羅陀！正由於現法不真實，確實得見如來者，以示彼無上人、最

    上人、最上無雙之如來，或以示：「如來死後存在、」或「如來死後，不存在、」

    或「如來死後，存在又不存在、」或「如來死後，非存在亦非不存在」此等四種事

    之外，以此記說為是？」

        「否，大德！不然。」

    二二  「阿羅陀！善哉，善哉！阿羅陀！於過去於現在，余皆以教導令知苦與苦滅。」

S.44.第三 舍利弗-拘絺羅 第一(住者)

    一  一時，尊者舍利弗與尊者大拘絺羅，住於波羅奈[城外]仙人墮處之鹿苑中。

    二  時，尊者大拘絺羅於日暮時分，獨從思維而起，來到尊者舍利弗住處，與尊者

    舍利弗共會見，交換親誠慇懃之話後，坐於一面。

    三  坐於一面之尊者大拘絺羅，告尊者舍利弗曰：「友舍利弗！如來死後存在耶？」

        「友！「如來死後存在」者，此是世尊所不記說。」

    四  「然則友！如來死後是不存在耶？」……

IV,385. 五  「然則友！如來死後，存在又不存在耶？」……

    六  「然則友！如來死後，非存在又非不存在耶？」……

    七  如是問「友！「如來死後存在耶？」汝言：「友！世尊不記說如來死後存在。」

    ……世尊不記說此，是何因？何緣耶？」

    八  「「如來死後存在」者，友！此則住著於色。「如來死後不存在」，友！此則住著

    於色。「如來死後存在又不存在，」友！此則住著於色。「如來死後，非存在亦非不

    存在，」友！此則住著於色。

    九~一二  「如來死後存在、不存在、存在又不存在、非存在又非不存在。」友！

    此則住著於受……想……行……識。

IV,386. 一三  友！如來不記說此，即是此因、此緣。」

S.44.第四 舍利弗-拘絺羅 第二(生起)

    一  一時，尊者舍利弗與尊者大拘絺羅……

    二~七  ……世尊不記說此，是何因？何緣耶？」

▼.V.94.
    八~一二  「友！對色……受……想……行……識不能如實知、見者，對色……受

    ……想……行……識之生起，不能如實知、見者，對色……受……想……行……識

IV,387. 之滅不能如實知、見者，對達到色……受……想……行……識滅之道，不能如實知、

    見者，則有「如來死後存在，」有「如來死後不存在，」有「如來死後存在又不存

    在，」有「如來死後非存在又非不存在。」

    一三~一七  友！對色……受……想…行……識如實知、見者，對色受想行識之生

    起，如實知、見者，對色受想行識之滅如實知、見者，對到達色、受、想、行、識

    滅之道，如實知、見者，則無有「如來死後存在，」無有「如來死後不存在，」無

    有「如來死後存在又不存在」，無有「如來死後非存在又非不存在。」

    一八  友！此為如來所不記說之因、之緣。」

S.44.第五 舍利弗-拘絺羅 第三(愛情)

    一  一時，尊者舍利弗與尊者大拘絺羅……

    二~七  ……世尊不記說此，是何因？何緣耶？」

    八~一二  「友！對於色……對於受……對於想……對於行……對於識不離貪者、不

    離欲者、不離愛情者、不離渴者、不離熱惱者、不離愛者，始有「如來死後存在」

IV,388. ，有「如來死後不存在，」有「如來死後存在又不存在。」有「如來死後非存在又

    非不存在。」

    一三~一七  友！對於色……對於受……對於想…對於行……對於識離貪者、離欲

    者、離愛情者、離渴者、離熱惱者、離愛者，則無有「如來死後存在，」無有「如

    來死後不存在，」無有「如來死後存在又不存在，」無有「如來死後非存在又非不

    存在。」

    一八  友！此為如來所不記說之因、之緣。」

S.44.第六 舍利弗-拘絺羅 第四(喜悅)

    一  一時，尊者舍利弗與尊者大拘絺羅……

    二  時，尊者舍利弗日暮時分，獨從思惟而起，去往尊者大拘絺羅住處，與彼共會

    面，交換親愛慇懃之談話後，坐於一面。

    三  坐於一面之尊者舍利弗，問於尊者大拘絺羅曰：「友拘絺羅！「友！如來死後存

    在者是如何耶？」汝言「如來死後存在者，乃世尊所不記說。」……問於：「如來

▼.V.96.
    死後，非存在又非不存在者，是如何耶？」汝言：「如來死後，非存在又非不存在

    者，亦是世尊所不記說。」世尊不記說此，是何因？何緣耶？」

    一

 ※ 四  「友！以色……受……想……行……識為樂，以識為喜，以識為快，對識之滅不

IV,389. 能如實知、見者，始有「如來死後存在」……有「如來死後，非存在又非不存在。」

    五  友！不以色……受……想……行……不以識為樂、不以識為喜、不以識為快，

    對識之滅如實知、見者，則無有「如來死後存在，」……無有「如來死後，非存在

    又非不存在。」

    六  友！此為世尊不記說之因、之緣。」

，二

    七  「然則友！世尊不記說此，還有其他之事由否？」

        「友！有。

    八  友！以有為樂、以有為喜、以有為快，對有之滅不能如實知、見者，則有「如

    來死後存在」……有「如來死後非存在又非不存在。」

IV,390. 九  友！不以有為樂，不以有為喜，不以有為快，對有之滅如實知、見者，則無有

    「如來死後存在」……無有「如來死後非存在又非不存在。」

    一0  友！此亦世尊所不記說之因、之緣。」

，三

    一一  「然則友！世尊不記說此者，尚有其他之事由否？」

        「友！有。

    一二  「友！以取為樂，以取為喜，以取為快，對取之滅不能如實知、見者，則有「如

    來死後存在」……有「如來死後非存在又非不存在。」

    一三  友！不以取為樂，不以取為喜，不以取為快，對取之滅如實知、見者，則無

    有「如來死後存在」……無有「如來死後非存在又非不存在。」

    一四  友！此亦世尊對此未予記說之因，亦為其緣。」

，四

    一五  「然則友！世尊不記說此，尚有其他之事由否？」

        「友！有。

▼.V.98.
    一六  友！以愛為樂，以愛為喜，以愛為快，對愛之滅不能如實知、見者，則有「如

    來死後存在」……「如來死後非存在又非不存在。」

    一七  友！不以愛為樂，不以愛為喜，不以愛為快，對愛之滅如實知、見者，則無

IV,391. 有「如來死後存在」，……無有「如來死後非存在又非不存在。」

    一八  友！此亦世尊所不記說之因，亦是其緣。」

，五

    一九  「然則友！世尊不記說此，尚有其他之事由否？」

        「如今於此，友舍利弗！從此，汝更復何所願？友舍利弗！得愛盡解脫之比丘，

    無為其施設而有增長。」

S.44.第七 目犍連(處)

雜阿含958經》，《別譯雜阿含191經》
 ※ 二  時，婆蹉姓之普行沙門，來至尊者大目犍連住處……

    三  坐於一面之婆蹉姓普行沙門，問尊者大目犍連曰：「尊者目犍連！世間是常恆

    耶？」

        「婆蹉！以「世間為常恆」者，此為世尊所不記說。」

    四  「然則，尊者目犍連！世間是無常耶？」

        「婆蹉！以「世間為無常」者，此亦世尊所不記說。」

    五  「尊者目犍連！世間是有邊耶？」

        「婆蹉！以「世間為有邊」者，此世尊所不記說。」

    六  「然則，尊者目犍連！世間是無邊耶？」

        「婆蹉！以「世間為無邊」者，此亦世尊所不記說。」

IV,392. 七  「尊者目犍連！是命即身耶？」

        「婆蹉！是「即命即身」者，此世尊所不記說。」

    八  「然則，尊者目犍連！命與身為各別耶？」

        「婆蹉！「命與身為各別」者，此亦世尊所不記說。」

    九  「尊者目犍連！如來死後是存在耶？」

        「婆蹉！「如來死後存在」者，此世尊所不記說。」

    一0  「然則，尊者目犍連！如來死後不存在耶？」

        「婆蹉！「如來死後，不存在」者，此世尊所不記說。」

▼.V.100.
    一一  「尊者目犍連！如來死後，存在又不存在耶？」

        「婆蹉！「如來死後，存在又不存在」者，此世尊所不記說。」

    一二  「然則，尊者目犍連！如來死後，非存在又非不存在耶？」

        「婆蹉！「如來死後，非存在又非不存在」者，此亦世尊所不記說。」

    一三  「尊者目犍連！外道普行沙門等對如是問，或以「世間為常恆，」或以「世間

    為無常，」或以「世間為有邊，」或以「世間為無邊，」或以「即命即是身，」或

    以「命與身各別，」或以「如來死後存在，」或以「如來死後不存在」，或以「如來

    死後，存在又不存在，」或以「如來死後，非存在又非不存在。」如是之釋答，是

    以何為因？以何為緣耶？

IV,393. 一四  尊者目犍連！然則，而向沙門瞿曇作如是之問，或不以「世間為常恆，」或

    不以「世間為無常。」……或不以「如來死後非存在又非不存在」而作如是之釋答

    者，是以何為因？以何為緣耶？」

    一五  「婆蹉！外道普行沙門等，是以眼為「此是我所有，此是我此是我之我。」作

    如是認識。以耳……以鼻……以舌……以身……以意，為「此是我所有，此是我，

    此是我之我。」作如是認識。以故，外迫普行沙門等，作如是問，或以「世間是常

    恆」……或以「世間是無常」……或以「如來死後，非存在又非不存在」作如是釋

    答。

    一六  婆蹉！如來、應供、正徧智者，對眼不作如是認識：「此是我所有，此是我，

    此是我之我。」以耳……以鼻……以舌……以身……以意不如是認識：「此是我所

    有，此是我，此是我之我。」是故，如來對如是問，或不以「世間為常恆，」或不

    以「世間為無常」……或不以「如來死後，非存在又非不存在」釋答。」

    一七  時，婆蹉姓之普行沙門，從座而起，往世尊住處：

    一八  坐於一面之婆蹉姓普行沙門，白世尊曰：「尊瞿曇！世間為常恆耶？」

        「婆蹉！「世間是常恆」者，此乃余所不記說。」

    一九~二六  ……[參照四~一2.

    二七  「尊瞿曇！如來死後，是非存在又非不存在耶？」

        「婆蹉！「如來死後，非存在又非不存在」者，此亦余所不記說。」

IV,394. 二八  「尊瞿曇！外道普行沙門等，對如是問，或以「世間是常恆，」或以「世間是

▼.V.102.
    無常」……或以「如來死後，非存在又非不存在」作如是之釋答，是以何為因？以

    何為緣耶？尊瞿曇！然而尊瞿曇對如是問，或不以「世間是常恆，」或不以「世間

    是無常」……或不以「如來死後，非存在又非不存在」作如是釋答者，是以何為因？

    以何為緣耶？」

    二九  「婆蹉！外道普行沙門等，於眼作：「此是我所有，此是我，此是我之我。」

    以耳……以鼻……以舌……以身……以意於意作：「此是我所有，此是我，此是我

    之我。」如是認識。是故外道普行沙門等對如是問，即作如是釋答：「世間是常恆，」

    或以「世間是無常。」……或以「如來死後非存在又非不存在。」

    三0  如來、應供、正徧智者，於眼不作如是認識：「此是我所有，此是我，此是

    我之我。」於耳……鼻……舌……身……意，不作如是認識：「此是我所有，此是

    我，此是我之我。」是故，如來對如是問，或不以「世間是常恆，」或不以「世間

    是無常」……或不以「是如來死後，非存在又非不存在」釋答。」

    三一  「殊妙哉！尊瞿曇！稀有哉！尊瞿曇！乃師與其弟子，於此第一之句，意義與

    意義，文言與文言，相接近、相親和，無以相違背者。

    三二  於此，尊瞿曇！余時而至沙門大目犍連住處，以問此義。沙門目犍連亦與尊

IV,395. 瞿曇同以此句此文，用以說明此義。殊妙哉！尊瞿曇！稀有哉！尊瞿曇，乃師與其

    弟子，於此第一之句，意義與意義、文言與文言，相接近、相親和，無以相違背者。」

S.44.第八 婆蹉(繫縛)

《雜阿含960經》，《別譯雜阿含194經》
 ※ 二  時，婆蹉姓之普行沙門，來至世尊住處：

    三  坐於一面之婆蹉姓普行沙門，白世尊曰：「尊瞿曇！世間是常恆耶？」

        「婆蹉！謂「世間是常恆」者，此乃余所不記說。」

    四~一一  [參閱第七經四~一1.。

    一二  「然則，尊瞿曇！如來死後，非存在又非不存在耶？」

        「婆蹉！謂「如來死後非存在又非不存在」者，此亦余所不記說。」

    一三  「尊瞿曇！外道普行沙門等對如是問，或以「世間是常恆，」或以「世間是無

    常」……或以「如來死後非存在又非不存在」作如是釋答，是以何因？以何緣耶？

    然而尊瞿曇之於如是問，或不以「世間是常恆」……或「如來死後，非存在又非不

    存在」如是釋答者，是何因？何緣耶？」

▼.V.104.
    一四  「婆蹉！外道普行沙門等，以認識色為我，或認識我有色，或認識我中有色，

    或色中有我。認識受……想……行……識是我，或認識我有識，或我中有識，或識

    中有我。故外道普行沙門之於如是問即作如是答，或以「世間是常恆，」或以「世

IV,396. 間是無常」……或以「如來死後，非存在又非不存在。」

    一五  婆蹉！如來、應供、正徧智者，不認識色為我、或我為色；不認識我中有色，

    或色中有我。不認識受……想……行……識是我，不認識我有識，或我中有識，或

    識中有我。故如來之於如是問，不作如是答，或以「世間是常恆，」或以「世間是

    無常。」……或以「如來死後，非存在又非不存在」等。」

    一六  時，婆蹉姓之普行沙門，從座而起，赴往尊者大目犍連住處……

    一七  坐於一面之婆蹉姓普行沙門，告於尊者大目犍連曰：「尊者目犍連！世間是常

    恆耶？」

        「婆蹉！謂「世間是常恆」者，此世尊所不記說。」

    一八~二六  [參閱第七經四~一1.

    二七  「然則，尊者目犍連！如來死後，是非存在又非不存在耶？」

        「婆蹉！「如來死後，非存在又非不存在」者，此亦世尊所不記說。」

    二八  「尊者目犍連！外道普行沙門等之於如是之問，即作如是答：或以「世間是常

    恆，」或以「世間是無常」……或以「如來死後，非存在又非不存在」者，是何因、

    何緣耶？然而尊者目犍連！對尊瞿曇之如是問，即不作如是答，或以「世間是常恆，」

    或以「「世間是無常」……或以「如來死後，非存在又非不存在」等者，是何因、是

    何緣耶？」

IV,397. 二九  「婆蹉！外道普行沙門認識以色是我，或我為色，或認識我中有色，或色中有

    我。認識受……想……行……識是我，或認識我是識，或我中有識，或識中有我。

    故外道普行沙門等對如是問，即如是答：或以「世間是常恆，」或以「世間是無常」

    ……或以「如來死後，非存在又非不存在。」

    三0  婆蹉！如來、應供、正徧智者，不認識以色為我，不認識我為有色，或我中

    有色，或色中有我，不認識以受……想……行……識為我，亦不認識我為有識，或

    我中有識，或識中有我。以故如來對如是之問，不作如是答：或「世間是常恆」，或

    「世間是無常」……或「如來死後，非存在又非不存在」。」

▼.V.106.
    三一  「妙哉！尊者目犍連！稀有哉！尊者目犍連！乃師與其弟子，於此第一之句，

    意義與意義，文句與文句，相接近、相親近，而無相違背。

    三二  於此，尊者目犍連！余時而詣沙門瞿曇住處，以問此義。沙門瞿曇亦與尊者

    目犍連同以此句、此文，以說明此義。殊妙哉！尊者目犍連！稀有哉！尊者目犍連！

    乃師與其弟子，於此第一之句，意義與意義，文句與文句，相接近、相親和，而無

    相違背。」

IV,398.

S.44.第九 論議堂

《雜阿含105、957經》，《別譯雜阿含190經》
 ※ 二  時，婆蹉姓之普行沙門，詣世尊住處，與世尊共會面……

    三  坐於一面之婆蹉普姓行沙門，白世尊曰：「尊瞿曇！往昔之時，眾多之種種外道

    沙門、婆羅門、普行沙門，集會於此論議堂者之間，起此談論：

    四  「此富蘭那迦葉擁有群眾，為一群之師，知名、譽高，為一派之始祖，為眾人

    所篤敬，說彼或弟子之遠逝、死去者等之出生事，謂出生於如此如此之處，出生於

    如此如此之處。說彼弟子之上士、最上士、最上無雙者，其弟子之遠逝、死去者之

    出生事，謂：出生於如此如此之處，出生於如此如此之處。

    五  此又末迦利瞿舍羅……

    六  此又尼乾陀若提子……

    七  此又散若耶毘羅提子……

    八  此又波浮陀迦旃延……

    九  此又阿耆多翅舍欽婆羅……

IV,399. 一0  此又沙門瞿曇擁有群眾，為一群之師，知名、譽高，為一派之始祖，眾人所

    篤敬，或說彼弟子之遠逝、死去者等之出生事，謂出生於如此如此之處，出生於如

    此如此之處。說彼之弟子之上士、最上士、最上無雙者，其弟子之遠逝、死去者之

    出生事，謂出生如此如此之處，出生如此如此之處。然則，彼對其[弟子]如是說：

    斷渴愛、毀結縛、善滅憍慢，以盡苦際。」

    一一  尊瞿曇！於此余有疑惑，有困迷：「如何而了知沙門瞿曇之法耶？」

    一二  「婆蹉！汝足以疑惑，足以困迷。故汝於疑惑之處生困迷。婆蹉！余於出生者

    說示，有其燃源，不說示無有燃源。

    一三  婆蹉！恰如火之有燃源則燃，無燃源則不燃。同於此理，余於出生說示有燃

▼.V.108.
    源，不說示無有燃源。」

    一四  「然則，尊瞿曇！有火焰時，為風所吹，可至遠處。此時，尊瞿曇說示以何為

    薪源耶？」

        「婆蹉！有火焰時，可至遠處。婆蹉！余謂：此風是薪源。婆蹉！風即為此時之

    薪源。」

IV,400. 一五  「然而，尊瞿曇！又，有情或時而捨此身以出生
為他身。尊瞿曇！說示以何

    為此薪源耶？」

        「婆蹉！有情或時而捨此身，出生於彼之身。婆蹉！對此余說「愛」為薪源。婆

    蹉！愛於此時即為其薪源。」

    註1 於PTS原典取anuppanna「出生」之原語，於暹羅本有anupapanna，然此兩語皆是反

        對之意，此如原典之註anuppatta為正。英譯不附註以取意譯為rises up。

S.44.第十 阿難(我是有)

《雜阿含961經》，《別譯雜阿含195經》
 ※ 二  時，婆蹉姓之普行沙門，來至世尊住處，與世尊共會面……

    三  坐於一面之婆蹉姓普行沙門，白世尊曰：「尊瞿曇！我是有者如何？」

        作如是言時，世尊默然。

        「然則，尊瞿曇！我是無者如何？」

        世尊再次默然。於是，婆蹉姓普行沙門即從座起而離去。

    四  時，婆蹉姓普行沙門離去未久，尊者阿難白世尊曰：「大德！何故世尊對婆蹉姓

    普行沙門之質問，不予回答耶？」

    五  「阿難！余若對婆蹉姓普行沙門之問：「我是有耶？」答為「我是有」者，阿難！

    此則與常住論者之彼沙門婆羅門等相同。

    六  然而，阿難！又余若對婆蹉姓普行沙門之問：「我是無耶？」答為「我是無」

IV,401. 者，阿難！此則與斷滅論者之彼沙門婆羅門等相同。

    七  阿難！余若對婆蹉姓普行沙門之問：「我是有耶？」答為「我是有」者，則順

    應余以智慧所發現之「一切法是無我」否？」

        「大德！不然。」

▼.V.110.
    八  「阿難！余若對婆蹉姓普行沙門之問：「我是無耶？」答為：「我是無。」者，阿

    難！此愚昧之婆蹉姓以「先前余非有我耶？其我如今則無。」則更增迷卻。」

，第一一 詵陀

    一  爾時，尊者詵陀迦旃延，住於那地迦村之磚瓦家。

    二  時，婆蹉姓之普行沙門，去至尊者詵陀迦旃延住處，與尊者詵陀迦旃延共相會

    面，交換親愛慇懃之話後，坐於一面。

    三  坐於一面之婆蹉姓普行沙門，問尊者詵陀迦旃延曰：「尊迦旃延！如來死後存在

    耶？」

        「婆蹉！以「如來死後存在」者，此為世尊所不記說。」

    四  「然則，尊迦旃延！如來死後不存在耶？」

        「婆蹉！以「如來死後不存在」者，此亦世尊所不記說。」

    五  「然則，尊迦旃延！如來死後存在又不存在耶？」

        「婆蹉！以「如來死後存在又不存在」者，此亦世尊所不記說。」

    六  「然則，尊迦旃延！如來死後非存在又非不存在耶？」

IV,402.  「婆蹉！「如來死後非存在又非不存在」者，此亦世尊所不記說。」

    七  如是問：「尊迦旃延！如來死後存在耶？」「婆蹉！汝言：如來死後存在，乃世

    尊所不記說。」

    八  如是問：「尊迦旃延！如來死後不存在耶？」「婆蹉！汝言：如來死後不存在，

    乃世尊所不記說。」

    九  作如是問：「尊迦旃延！如來死後存在又不存在耶？」「婆蹉！汝言：如來死後

    是存在又不存在，乃世尊所不記說。」

    一0  作如是問：「尊迦旃延！如來死後非存在又非不存在耶？」「婆蹉！汝言：如

    來死後，非存在又非不存在，乃世尊所不記說。」

    一一  尊迦旃延！沙門瞿曇對此不予記說，是以何因、以何緣耶？」

    一二  「婆蹉！凡說示依有因、有緣者，言有色、言無色、言有想、言無想、言非想

    非非想，其因、其緣一切之一切滅盡全無所殘存，則依何以說示於此，說示或有色、

    或無色、或有想、或無想、或非想非非想耶？」

    一三  「尊迦旃延！汝出家有幾何之久耶？」

▼.V.112.
        「友，不久，是三年。」

    一四  「友！若於此期間有此之智慧者，此則甚巨大，況且勝於此者耶
！」。

           無記說相應[終]。

IV,403.   其攝頌曰：

，讖摩長老尼         及阿第羅陀

，舍利弗三經，至於拘絺羅

，目犍連婆蹉，論議堂阿難

，詵陀之此等，共是一一經

            六處篇相應終

        其攝頌曰：

，六處以及受，女人閻浮車

，並沙門出家，乃至目犍連

，質多聚落主，無為不記說

，此等共十種         十力石山逃出

，涅槃大海之果         八支聖道水湛

，勝者語河長運

    註1 英譯註為Abhikkante,lit．'in the g0ing beyond'or'for．'Comy.channa kata(secret

        things),但原典之註[chinna katta(channa kata)是錯誤，secret things勿論是錯。]

▼.V.114.
        是註原典註之k0 pana vad0，「何語耶」之意，真是言語導絕無一言，況如何耶之意。

      2 此一行之意不明。P.T.S.本有Sariputto ti Kotthik0於暹羅本有Sariputta ti Kotthik0

        暹羅本之意想是「拘絺羅呼舍利弗！」舍利弗--拘絺羅四經之中，是由拘絺羅呼舍利

        弗。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
▲Top回目錄
V,1.

5.大 篇

S.45.第一 道相應

第一 無明品

S.45.1.無明

《雜阿含749經》
    一  如是我聞。一時世尊住舍衛城，祇樹林給孤獨園。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！」

        「大德！」

        彼諸比丘應諾世尊。世尊說曰：

    三  「諸比丘！無明為前，因生不善法，而隨生無慚無愧。諸比丘！隨無明於無智者

▼.V.116.
    生邪見。有邪見則生邪思惟，有邪思惟則生邪語，有邪語則生邪業，有邪業則生邪

    命，有邪命則生邪精進，有邪精進則生邪念，有邪念則生邪定。

V,2.  四  諸比丘！以明為前，因生善法，隨生慚愧。諸比丘！隨明於有智者則生正見，

    有正見則生正思惟，有正思惟則生正語，有正語則生正業，有正業則生正命，有正

    命則生正精進，有正精進則生正念，有正念則生正定。」

    註1 漢譯阿含經二八、二(大正藏二、一九八b)。

 S.45.2.半

《雜阿含726、768、1238經》，《增壹阿含44.10經》
    一  如是我聞。一時，世尊住釋迦國，名薩伽羅之釋迦村。

    二  時，具壽阿難詣世尊住處，詣已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之具壽阿難

    白世尊曰：

        「大德！有善知識、善伴黨、善隨從者，此是梵行之半。」

    三  「阿難！勿作是言，阿難！勿作是言。阿難！有善知識、善伴黨、善隨從者，皆

    是梵行。阿難！有善知識、善伴黨、善隨從之比丘，應期許於修習八支聖道，多修

    習八支聖道。

    四  阿難！云何有善知識、善伴黨、善隨從之比丘，修習八支聖道
，多修八支聖

    道耶？

        阿難！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨
，以修習正見。依

    遠離[依離貪、依滅盡、迴向於捨，]以修習正思惟。[依遠離、依離貪、依滅盡、

    迴向於捨，]以修習正語。[依遠離、依離貪、依滅盡、迴向於捨，]以修習正業。

    [依遠離、依離貪、依滅盡、迴向於捨，]以修習正命。[依遠離、依離貪、依滅盡、

    迴向於捨，]修習正精進。[依遠離、依離貪、依滅盡、迴向於捨，]修習正念。依

    遠離、依離貪、依滅盡、迴向於捨，修習正定。阿難！如是有善知識、善伴黨、善

    隨從之比丘，修習八支聖道，多修習八支聖道。

 V,3. 五  阿難！應依此理而得知：有善知識、善伴黨、善隨從者，此悉皆為梵行。阿難！

    以我為善知識，故有生法之眾生，解脫生；有老法之眾生，解脫老；有死法之眾生，

    解脫死；有愁、悲、苦、憂、惱法之眾生，解脫愁、悲、苦、憂、惱。阿難！應依

▼.V.118.
    此理而知，有善知識、善伴黨、善隨從者，此悉皆為梵行。」

    註1 《雜阿含經》二七，一五(大正藏二、一九五b)、二八、二一(大正藏二二00c)

        Arvadanasataka I.P.239第三相應一八經中(漢譯南傳大藏經第十二卷一五三頁。)

        本經有引用。

      2 「修習八支聖道。」ariyam atthangikam maggam bhaveti之四語，原本本缺失由暹

        羅本補之。

      3 「迴向於捨。」(vossagga-parinamin)以從漢譯之相當此文「向於捨。」原別的地方有釋，

        參見漢譯南傳大藏經第十二卷一七六註40

 S.45.3.舍利弗

cf. 《雜阿含768經》
    一  舍衛城因綠。

    二  時，具壽舍利弗來詣世尊住處，詣已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之具壽

    舍利弗白世尊曰：

        「大德！有善知識、善伴黨、善隨從者，此悉皆為梵行。」

    三  「善哉！善哉！舍利弗！有善知識、善伴黨、善隨從者，此悉皆為梵行。舍利弗！

    有善知識、善伴黨、善隨從之比丘
，期望修習八支聖道，多修八支聖道。

    四  舍利弗！云何有善知識、善伴黨、善隨從之比丘，修習八支聖道，多修八支聖

    道耶？

        舍利弗！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習正見。依

    遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習正思惟。依遠離、依離貪、依滅盡，迴

    向於捨，以修習正語。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習正業。依遠離、

    依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習正命。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，

    以修習正精進。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習正念。依遠離、依滅

  4 貪、依滅盡，迴向於捨，以修習正定。舍利弗！如是，有善知識，善伴黨、善隨從

    之比丘，以修習八支聖道，以多修八支聖道。

    五  舍利弗！依此理而知：有善知識、善伴群、善隨從者，此悉皆為梵行。舍利弗！

    以我為善知識，故有生法之眾生，以解脫生；有老法之眾生，以解脫老；有死法之

▼.V.120.
    眾生，以解脫死：有、愁、悲、苦、憂、惱法之眾生，以解脫愁、悲、苦、憂、惱。

    舍利弗！依此理而知：有善知識、善伴黨、善隨從者，此皆為梵行也。」

    註1 「比丘」。原本bhikkhave是bhikkhun0之誤。

 S.45.4.婆羅門

《雜阿含718、769經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，具壽阿難，清晨時分著下衣，持衣缽，入舍衛城乞食。

    三  具壽阿難見生聞婆羅門，乘白馬車出舍衛城。繫以白馬，配以白莊嚴、白車、

    白眷屬、白絆、白刺棒、白傘蓋、白帽、白衣、白履，揮白拂扇。眾人見此曰：「嗟

    夫！梵乘，是梵乘色。」

 V,5. 四  時，具壽阿難，往舍衛城乞食。食後由乞食歸來，詣世尊住處。詣已，敬禮世

    尊，坐於一面。坐於一面之具壽阿難，白世尊曰：

        「大德！我於此處，清晨時分，著下衣，持衣缽，入舍衛城乞食。大德！我見生

    聞婆羅門乘徧白之馬車，出舍衛城。繫以白馬、配以白莊嚴、白車、白眷屬、白絆、

    白刺棒、白傘蓋、白帽、白衣、白履、揮白拂扇。眾人見此言曰：「嗟夫！梵乘，

    梵乘色。」大德！此法、律，能稱為梵乘施設否？」

        世尊說曰：

        「阿難！能。阿難！此八支聖道之增上語，亦稱為：梵乘、法乘、無上之勝伏。

    五  阿難！以修習多修習正見，為究盡調伏於貪，為究盡調伏於瞋，為究盡調伏於

    癡。阿難！以修習多修習正思惟，為究盡調伏貪，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。

    阿難！以修習多修習正語，為究盡調伏貪，為究盡調伏滇，為究盡調伏癡。阿難！

    以修習多修習正業，為究盡調伏貪，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。阿難！以修習

    多修習正命，為究盡調伏貪，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。阿難！以修習多修習

    正精進，為究盡調伏貪，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。阿難！以修習多修習正念，

    為究盡調伏貪，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。阿難！以修習多修習正定，為究盡

    調伏貪，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。阿難！以修習多修習正定，為究盡調伏貪

 V,6. ，為究盡調伏瞋，為究盡調伏癡。

▼.V.122.
        阿難！應依此理而知，此八支聖道之增上語，亦稱為：梵乘、法乘或無上之勝

    伏。」

        世尊作如是說，如是說之善逝師，更作如是說：

，信慧諸法軛，常時為自轅

，慚軸意為魔，護念為御者

，戒資具為車，靜慮以為眼

，精進而為軸，捨三昧為轅

，無欲為覆具，無瞋害捨離

，如是為兵器，忍辱以為鎖

，以趣於安穩，以此已具足

，為無上梵乘，智士出世間

    一向伏貪等

    註1 漢譯阿含經二八、二二(大正藏二、二00c)。

      2 「鎧。」原典dhammasannaha以vammasannaha訂正之。

 S.45.5.何義

《雜阿含783經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，眾多比丘詣世尊住處。[詣已，禮敬世尊]坐於一面。

    三  坐於一面之彼詣比丘，白世尊曰：

        「大德！此處異學之修行者，問我等曰：「諸友等！為何
於沙門瞿曇處以修梵

    行耶？」大德！如是之問，我等答彼異學之修行者曰：「友等！為徧知於苦，於世

    尊之處修梵行。」大德！以如是之問，我等如是答者，是說世尊之所說耶？或無以

 V,7. 非實誹謗世尊耶？以法隨法說耶？無以墮同法論者、隨法論者於呵責處耶？」

    四  「諸比丘！對如是之問，汝等作如是之答者，乃說我所說，無以不實誹謗於我。

    以法隨法說，無墮同法論者隨法論者於呵責處。諸比丘！為徧知於苦，乃於我處修

    梵行。

        諸比丘！若異學之修行者，對汝等作如是問：「友等！又徧知此苦，是有道、

▼.V.124.
    有跡耶？」諸比丘！若如是問者，汝等對彼異學之修行者，應如是答：「友等！徧

    知此苦，是有道有跡。」

    五  諸比丘！徧知此苦，云何為有道？云何有跡耶？即八支聖道是，謂：正見、[正

    思惟、正語、正業、正命、正精進、正念]、正定是。諸比丘！徧知此苦，有此道、

    此跡。

    六  諸比丘！若如是問者，汝等對彼異學之修行者，應如是作答。」

    註1 漢譯阿含經二八~三六(大正藏二、二0二c)參照。

      2 「為何。」原本為kimatthi yam應讀為kim atthiyam。

 S.45.6.一比丘(一)

    一  舍衛城因緣。

    二  時，有一比丘來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！梵行，所謂梵行者，大德！何為梵行？何為梵行之究盡耶？

        「比丘！此八支聖道即梵行。謂正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、

 V,8. 正念]、正定是。比丘！貪欲之滅盡、瞋恚之滅盡、愚癡之滅盡，此即梵行之究盡。」

 S.45.7.一比丘(二)

《雜阿含753經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！言貪欲之調伏、瞋恚之調伏、愚癡之調伏者，大德！貪欲之調伏、瞋恚

    之調伏、愚癡之調伏者，是何者之增上語耶？」

        「比丘！貪欲之調伏、瞋恚之調伏、愚癡之調伏者，乃涅槃界之增上語。以此說

    諸漏之滅盡。」

    四  如是談已。彼比丘白世尊曰：

        「大德！言不死，不死者、大德！云何為不死耶？云何為達不死之道耶？」

        「比丘！貪欲之滅盡，瞋恚之滅盡，愚癡之滅盡者，此名之為不死。此即八支聖

▼.V.126.
    道，謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。」

S.45.8.分別

《雜阿含784經》，大正No.112《佛說八正道經》；cf. S.45.21.
    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！我為汝等分別說示八支聖道，諦聽，當善思念之，我宣說。」

        彼諸比丘應諾世尊曰：

        「唯唯！大德！」

        世尊說曰：

    三  「諸比丘！云何為八支聖道耶？謂：正見[正思惟、正語、正業、正命、正精進、

    正念、]正定是。

V,9. 四  諸比丘！云何為正見耶？諸比丘！苦之智、苦集之智、苦滅之智、順苦滅道之

    智是。諸比丘！此名之為正見。

    五  諸比丘！云何為正思惟耶？諸比丘！出離之思惟、無恚之思惟、無害之思惟是。

    諸比丘！此名之為正思惟。

    六  諸比丘！云何為正語耶？諸比丘！離虛誑語、離離間語、離麤惡語、離雜穢語。

    諸比丘！此名之為正語。

    七  諸比丘！云何為正業耶？諸比丘！離殺生、離不與取、離非梵行。詣比丘！此

    名之為正業。

    八  諸比丘！云何為正命耶？諸比丘！於此聖弟子，斷邪命，於正命為活命。諸比

    丘
！此名之為正命。

    九  諸比丘！云何為正精進耶？諸比丘！於此有比丘，對未生之惡不善法，為不令

    生而起志欲、精進、發勤，以持策心。為斷已生之惡不善法，而起志欲、[精進、發

    勤，策心以持]。為令未生之善法使令生起，而起志欲，[精進、發勤、以持策心]。

    以往已生之善法，令不忘失，而倍修習、廣修習，為使令圓滿，以起志欲、精進、

    發勤、持策心。諸比丘！此名之為正精進。

    一0  諸比丘！云何為正念耶？諸比丘！於此有比丘，於身以隨觀身，而熱誠、正

▼.V.128.
    知、具念、以調伏世間
之貪憂而住；於受以隨觀受，而熱誠、正知、具念、以調

V,10. 伏世間之貪憂而住；於心以隨觀心，而熱誠、正知、具念、以世間之貪憂而住；於

    法以隨觀心、而熱心、正知、其念、以調伏世間之貪憂而住。諸比丘！此名之為正

    念。

    一一  
諸比丘！云何為正定耶？諸比丘！於此有比丘，離諸欲、離諸不善法，有

    尋有伺、由離生喜與樂，具足初靜慮而住。尋伺寂靜故內淨、為心一趣，由無尋無

    伺之三摩地生喜與樂，具足第二靜慮而住。離喜故，於捨而住，正念正知、以身集

    正受，如諸聖者之所宣說，有捨有念之樂住，即具足第三靜慮而住。斷樂、斷苦故，

    及已滅憂與喜故，成不苦、不樂而捨念清淨，具足第四靜慮而住。諸比丘！此名之

    為正定。」

S.45.9.芒

    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！譬如以稻之芒，或麥之芒向斜、以手足觸踏，手足壞而出血者，無有

    是處。何以故？諸比丘！以芒向斜故。

        諸比丘！如是彼比丘，以見向邪道，修習向邪，以破壞無明而生明，從而現證

    涅槃者，無有是處。何以故？諸比丘！以見向邪之故。

    三  諸比丘！譬如稻芒，或有麥芒之向正，以手足觸踏，手足壞而出血者，有是處。

V,11. 何以故？諸比丘！芒向正故。

        諸比丘！如是彼比丘，見向正道，修習向正，破壞無明以生明，而現證涅槃，

    有是處。何以故！諸比丘！見向正故。

    四  諸比丘！云何比丘，以見向正，道之修習向正，破壞無明以生明，現證涅槃耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習正見。[依遠

▼.V.130.
    離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習正思惟。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於

    捨，修習正語。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習正業。依遠離、依離貪、

    依滅盡，迴向於捨，修習正命。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習正精進。

    依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習正念。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向

    於捨，修習正定。]諸比丘！如是之此比丘，以見向正，道之修習向正，破壞無明

    以生明，現證涅槃。」

S.45.10.難提

    一  舍衛城因緣。

    二  時，修行者難提，來詣世尊住處。詣已，與世尊相俱交談慶慰、歡喜、感銘之

    語後，坐於一面。

    三  坐於一面之修行者難提，白世尊曰：

        「瞿曇！修習、多習幾何之法者，可以到涅槃、達涅槃、究竟於涅槃耶？」

    四  「難提！修習、多習八法者，可以到涅槃、達涅槃、究竟於涅槃。以何為八耶？

    謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念]正定是。難提！修習多習

    此八法者，可以到涅槃、達涅槃、究竟於涅槃。」

    五  如是說已，修行者難提白世尊曰：

V,12.   「妙哉！瞿曇！妙哉！瞿曇！[瞿曇譬如倒者之扶起，如覆者之露現，如教迷者

    以道，暗中舉燈火，使有眼者見色。如是尊瞿曇以種種方便顯示於法。我於此當歸

    依尊瞿曇與法及比丘眾。]尊瞿曇！請容受我自今起，至命終歸依為優婆塞。」

第一無明品[終]

        此品之攝頌曰：

，無明以及半

，舍利弗與婆羅門

，何義與二比丘

▼.V.132.
，分別、芒、難提

第二 住品

S.45.11.住(一)

    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！我欲宴默半月，除持食者
之一人外，任何人勿至我處。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊，除持食者一人之外，無任何人詣世尊住處。

    三  時，世尊經半月由宴默起，告諸比丘曰：

        「諸比丘！我始現等覺時，依住於住分而住。

    四  其時，我了知：以邪見為緣有所受，以正見為緣有所受，[以邪思惟為緣有所受，

    以正思惟為緣有所受，以邪語為緣有所受，以正語為緣有所受，以邪業為緣有所受，

    以正業為緣有所受，以邪命為緣有所受，以正命為緣有所受，以邪精進為緣有所受，

    以正精進為緣有所受，以邪念為緣有所受，以正念為緣有所受，]以邪定為緣有所

    受，以正定為緣有所受，以尋思為緣有所受，以想為緣有所受。

    五  志欲未寂靜，尋思未寂靜，想未寂靜，以彼為緣有所受。志欲已寂靜，尋思未

V,13. 寂靜，想末寂靜，以彼為緣有所受。志欲已寂靜，尋思已寂靜，想末寂靜者，以彼

    為緣有所受。志欲已寂靜，尋思已寂靜，想已寂靜，以彼為緣有所受。

    六  為得未得者，而有精進
。已逮得其處，則以彼為緣有所受。」

    註1 「持食者。」niharaka之字義為除去者，原註云：「為我於信者之家運調理之食供養我。」

      2 「精進。」原本ayamam以暹羅本vayamam訂正之。

S.45.12.住(二)

    一  舍衛城因緣。

    二  諸比丘！我欲宴默三月，[除持食者之一人外、任何人勿至我處]。」

        「唯唯！大德！」

▼.V.134.
        彼諸比丘應諾世尊，[除持食者之一人外，任何人勿至世尊住處]。

    三  時，世尊經三月由宴默起，告諸比丘曰：

        「諸比丘！我始現等覺之時，依住於住分而住。

    四  我其時，了知：以邪見為緣有所受，以邪見之寂靜為緣有所受，以正見為緣有

    所受，以正見之寂靜為緣有所受，[以邪思惟為緣有所受，以邪思惟之寂靜為緣有所

    受，以正思惟為緣有所受，以正思惟之寂靜為緣有所受，以邪語為緣有所受，以邪

    語之寂靜為緣有所受，以正語為緣有所受，以正語之寂靜為緣有所受，以邪業為緣

    有所受，以邪業之寂靜為緣有所受，以正業為緣有所受，以正業之寂靜為緣有所受，

    以邪命為緣有所受，以邪命之寂靜為緣有所受，以正命為緣有所受，以正命之寂靜

    為緣有所受，以邪精進為緣有所受，以邪精進之寂靜為緣有所受，以正精進為緣有

    所受，以正精進之寂靜為緣有所受，以邪念為緣有所受，以邪念之寂靜為緣有所受，

    以正念為緣有所受，以正念之寂靜為緣有所受，]以邪定為緣有所受，以邪定之寂

    靜為緣有所受，以正定為緣有所受，以正定之寂靜為緣有所受，以志欲為緣有所受，

    以志欲之寂靜為緣有所受，以尋思為緣有所受，以尋思之寂靜為緣有所受，以想為

    緣有所受，以想之寂靜為緣有所受。

    五  志欲未寂靜，尋思未寂靜，想未寂靜者，以彼為緣有所受。志欲已寂靜，尋思

    未寂靜，想未寂靜者，以彼為緣有所受。志欲已寂靜，尋思已寂靜，想未寂靜者，

V,14. 以彼為緣有所受。志欲已寂靜，尋思已寂靜，想已寂靜者，以彼為緣有所受。

    六  為未得者而得有精進，已逮得其處，以彼為緣有所受。」

 S.45.13.有學

《雜阿含761經》
    一  舍衛城因緣

    二  時，有一比丘，詣世尊居處。[詣已，禮敬世尊，坐於一面。]

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！有學，所言有學者，大德！云何為有學耶？」

    四  「比丘！於此處成就有學之正見、[成就有學之正思惟、成就有學之正語、成就有    學之正業、成就有學之正命、成就有學之正精進、成就有學之正念、]成就有學之    正定。比丘！如是者，則稱之為有學。」

▼.V.136.
S.45.14.生起(一)1

    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！修習、多修八法者，則未生者亦生起，但除如來、應供、正等覺者之

    不出現。

    三  以何為八耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定

    是。諸比丘！修習、多修此八法者，則未生者亦生起，但除如來、應供、正等覺者

    之不出現。」

    註1 參考第十六經

S.45.15.生起(二)1

    一  舍衛城因緣

    二  「諸比丘！修習、多修八支者，則未生者亦生起，但除善逝之不調伏。

V,15. 三  以何為八耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定

    是。諸比丘！修習、多修此八法者，則末生者亦生起，但除善逝之不調伏。」

    註1 參考第十七經

S.45.16.清淨(一)

《雜阿含761經》
    一~二  舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！若能對八法清淨、鮮白、無垢、離染者，則未生者亦生起，但除如來、

    應供、正等覺者之不出現。

    四  以何為八耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定

    是。能對此八法，清淨、鮮白、無垢、離染者，則未生者亦生起，但除如來、應供、

    正等覺者之不出現。」

▼.V.138.
    註1 《雜阿含經》二八、一八(大正藏二、二00b)。

 S.45.17.清淨(二)

《雜阿含761經》
    一~二  舍衛城…乃至…

    三  「諸比丘！於此八法能清淨[鮮白、無垢、離染者，則未生者亦生起]，但除善

    逝之不調伏。

    四  以何為八耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定

    是。諸比丘！於此八法，能清淨[鮮白、無垢、離染者，則未生者亦生起]，但除善

    逝之不調伏。」

    註1 《雜阿含經》二八、一九(大正藏二、二00b)

 S.45.18.雞林精舍(一)

《雜阿含632經》
    一  如是我聞。一時，具壽阿難與具壽跋陀羅住巴達弗色雞林精舍。

    二  時，具壽跋陀羅日晚時分，由宴默起，到具壽阿難住處。至已，與具壽阿難相

    俱交談慶慰、歡喜、感銘之語後，坐於一面。

    三  坐於一面之具壽跋陀羅，向具壽阿難言曰：

        「友阿難！所言非梵行、非梵行者，友！云何為非梵行耶？」

V,16.    「善哉，善哉！友跋陀羅！友跋陀羅！汝之善誘導、善辯才、善所問。

    四  友跋陀羅！汝如是問：「友阿難！所言非梵行、非梵行者，友！云何為非梵行

    耶？」」

        「友！如是。」

    五  「友！八支邪道為非梵行，謂：邪見、[邪思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、

    邪念、]邪定是。」

S.45.19.雞林精舍(二)

《雜阿含632經》
    一~二  巴達弗色因緣。

    三  「友阿難！所言梵行，梵行者，友！云何為梵行？云何為梵行之究竟耶？」

        「善哉，善哉！友跋陀羅！友跋陀羅！汝善誘導，善辯才，善所問。

▼.V.140.
    四  友跋陀羅！汝如是問：「友阿難！所言梵行，梵行者，友！云何為梵行？云何

    為梵行之究竟耶？」」

        「友！如是。」

    五  「友！八支聖道為梵行。謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念]、正定是。友！貪欲之滅盡、瞋恚之滅盡、愚癡之滅盡為梵行之究竟。」

 S.45.20.雞林精舍(三)

《雜阿含632經》
    一~二  巴達弗色因緣

    三  「友阿難
！所言梵行、梵行者，云何為梵行？云何為梵行者？云何為梵行之究

    竟耶？」

V,17.   「善哉，善哉！友跋陀羅。友跋陀羅！汝之善誘導、善辯才、善所問。

    四  友跋陀羅！汝如是問：「友阿難！所言梵行、梵行者，友！云何為梵行？云何

    為梵行者？云何為梵行之究竟耶？」」

        「友！如是。」

    五  「友！八支聖道為梵行。謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念、]正定是。友！成就此八支聖道者，名之為梵行者。友！貪欲之滅盡、瞋恚之

    滅盡、愚癡之滅盡，為梵行之究竟。」

        此三經之因緣為一。

 第二住品[終]

，此品之攝頌曰：

，二住與有學

，又二之生起

，及二之清淨

，三雞林精舍

    註1 原本Ananda一語缺失。

▼.V.142.
第三 邪性品

S.45.21.邪性

《雜阿含770、784經》，大正No.112《佛說八正道經》
    一~二  舍衛城因緣

    三  「諸比丘！我為汝等說邪性與正性，且諦聽之。

V,18. 四  諸比丘！云何為邪性耶？謂：邪見、[邪思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、邪

    念、]邪定是。諸比丘！此名之為邪性。

    五  諸比丘！云何為正性耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念、]正定是。諸比丘！此名之為正性。」

    註1 《雜阿含經》二八、三八(大正藏二、二0三a)

 S.45.22.不善法

    一~二  舍衛城

    三  「諸比丘！我為汝等說不善法與善法，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為不善法耶？謂：邪見、[邪思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、

    邪念、]邪定是。諸比丘！此名之為不善法。

    五  [諸比丘！]云何為善法耶？[謂：]正見、[正思惟、正語、正業、正命、正

    精進、正念、]正定。[諸比丘！]此[名之]為善法。」

 S.45.23.道(一)

《雜阿含790-791經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說邪道與正道，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為邪道耶？謂：邪見、[邪思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、邪

    念、]邪定。諸比丘！此名之為邪道。

    五  諸比丘！云何為正道耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念、]正定是。諸比丘！此名之為正道。

    註1 佛說八正道經(大正藏二、五0四c)。

▼.V.144.
 S.45.24.道(二)

《雜阿含751經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我不讚歎在家、出家之邪道。

V,19. 四  諸比丘！在家、出家而邪行者，以邪行故，則不樂正理之善法。諸比丘！云何

    為邪道耶？謂：邪見、[邪思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、邪念、]邪定是。諸

    比丘！此名之為邪道。諸比丘！我不讚歎在家、出家之邪道。

    五  諸比丘！在家、出家而邪行者，以邪行故，則不樂正理之善法。

    六  諸比丘！我讚歎在家、出家之正道。

    七  諸比丘！在家、出家而正行者，以正行故，則樂正理之善法。諸比丘！云何為

    正道耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。諸比

    丘！此名之為正道。諸比丘、我讚歎在家出家之正道。

    八  諸比丘！在家、出家而正行者，以正行故，則樂正理之善法。

    註1 《雜阿含經》二八、四(大正藏二、一九八c)。

 S.45.25.不善士(一)

    一~二  舍衛城：

    三  「諸比丘！我為汝等說不善士與善士，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為不善士耶？諸比丘！於此有一類者，其邪見、[邪思惟、邪語、

    邪業、邪命、邪精進、邪念、]邪定是。諸比丘！此名之為不善士。

V,20. 五  諸比丘！云何為善士耶？諸比丘！此處有一類者，其正見、[正思惟、正語、正

    業、正命、正精進、正念、]正定。諸比丘！此名之為善士。」

 S.45.26.不善士(二)

    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說比不善士與不善士更劣之不善士。諸比丘！我為汝等說比

    善士與善士更勝之善士，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為不善士耶？諸比丘！此處一類者，其邪見、[邪思惟、邪語、邪

▼.V.146.
    業、邪命、邪精進、邪念、]邪定是。諸比丘！此名之為不善士。

    五  諸比丘！云何為比不善士更劣之不善士耶？諸比丘！此處一類者，具邪見、[邪

    思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、邪念、]邪定、邪智、邪解脫。諸比丘！此名

    之為比不善士更劣之不善士。」

    六  諸比丘！云何為善士耶？諸比丘！此處一類者，具正見、[正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！此名之為善士。

    七  諸比丘！云何為比善士更勝之善士耶？諸比丘！此處一類者，具正見、[正思

    惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定、正智、正解脫。諸比丘！此名之

    為比善士更勝之善士。

S.45.27.瓶

    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！譬如瓶，若無依持者，則易轉倒；若有依持者，則難轉倒。諸比丘！

    如是，心若無依持則易轉倒，若有依持則難轉倒。

V,21. 四  諸比丘！何為心之依持耶？此八支聖道是，謂：正見、[正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、]正定者。此為心之依持。

    五  諸比丘！譬如瓶，若無依持者，則易轉倒；若有依持者，則難轉倒。諸比丘！

    如是，心若無依持者，則易轉倒；若有依持者，則難轉倒。」

 S.45.28.定

《雜阿含754經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說有所依、有資糧之聖正定，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為有所依、有資糧之聖正定耶？謂：正見、正思惟、[正]語、[正]

    業、[正]命、[正]精進、[正]念是。

    五  諸比丘！與此七支俱之心一境性為資糧。諸比丘！此名之為聖正定之所依，亦

    為資糧。」

 S.45.29.受

《雜阿含759經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！有三種受。以何為三耶？樂受、苦受、不苦不樂受是。諸比丘！此為

    三種受。

▼.V.148.
    四  諸比丘！徧知此三種受，應修習八支聖道。何為八支聖道耶？謂：正見、[正思

    惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘二徧知此三受
，應修

V,22. 習此八支聖道。」

    註1 《雜阿含經》二八、一二(大正藏二、一九九c)。

      2 「三」。原本tissannam一語缺失。

 S.45.30.鬱低迦

《雜阿含752經》
    一~二  舍衛城……

    三  時，具壽鬱低迦，來詣世尊住處。[詣已，禮敬世尊，坐於一面。]

    四  坐於一方之具壽鬱低迦，白世尊曰：

        「大德！我於此處靜居宴默，心生是念：「請世尊說示五妙欲。」世尊請說何者

    為五妙欲耶？」

    五  「善哉，善哉！鬱低迦，鬱低迦！我說五妙欲。以何為五耶？眼所識之色，為可

    樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染；耳所識之聲[為可樂、可愛、可意、愛色、

    引欲、可染]；鼻所識之香[為可樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染]；舌所識之

    味[為可樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染]；身所識之觸為可樂、可愛、可意、

    愛色、引欲、可染。鬱低迦！我以此說五妙欲。

    六  鬱低迦！為斷此五妙欲，應修習八支聖道。何為八支聖道耶？謂：正見、[正思

    惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。鬱低迦！為斷此五妙欲，應修

    習此八支聖道。」

    註1 雜阿含二八、五(大正藏二、一九八c)。

            第三邪性品[終]

        此品之攝頌曰：

，邪性與不善

，二道一善士

▼.V.150.
，依持瓶與定

，受及鬱低迦

V,23.

第四 行品

S.45.31.行

    一~二  舍衛城因緣。

    三  「諸比丘！我為汝等說邪行與正行，且諦聽。

        諸比丘！云何為邪行耶？謂：邪見、[邪思惟、邪語、邪業、邪命、邪精進、邪

    念、]邪定是。諸比丘！此名之為邪行。

    四  諸比丘！云何為正行耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念、]正定是。諸比丘！此名之為正行。」

 S.45.32.行者

    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說邪行者與正行者，且諦聽。

        諸比丘！云何為邪行者耶？諸比丘！此處有一類者，其邪見、[邪思惟、邪語、

    邪業、邪命、邪精進、邪念、]有邪定是。諸比丘
！此名之為邪行者。

    四  諸比丘！云何為正行者耶？諸比丘！此處有一類者，其正見、[正思惟、正語、

    正業、正命、正精進、正念、]有正定是。諸比丘！此名之為正行者。」

    註1 原本bhikkhave一語缺失。

 S.45.33.失

    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！若有失八支聖道者，則為失正順苦滅之八支聖道。諸比丘！若發起八

    支聖道者，則為發起正順苦滅之八支聖道。

V,24. 四  諸比丘！云何為八支聖道耶？謂：正見、[正思惟、正語、正業、正命、正精進、

    正念、]正定是。諸比丘！若失此八支聖道者，則為失正順苦滅之八支聖道。諸比

▼.V.152.
    丘！若發起此八支聖道者，則為發起正順苦滅之八支聖道。」

S.45.34.到彼岸

《雜阿含771經》，《法句經》Dhp.85-89
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！修習、多修八法者，則可資於由此岸到彼岸。何者為八耶？謂：正見、

    [正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！修習、多修此

    八法者，則可資於由此岸到彼岸。」

    四  世尊如是說已，如是說之善逝師，更說曰：

 (一)1於人中到彼岸者少

        餘之眾生唯奔走於岸邊。

 (二)於正說之法，行如法者

        到達彼岸，超越甚難超越死之境界。

 (三)賢者棄黑法，應修白
法。

        離在家到出家，難得樂而向遠離處。

 (四)希求喜悅、斷諸欲、無所有，

        賢者去心垢而淨己。

 (五)於菩提分正心善修

        以欣無取棄執著，

        有光輝之漏盡者，於現世般涅槃。

    註1 以下五偈乃法句經八五~八九(漢譯南大藏經第二三卷。)

      2 「白」原本kanham是sukkam之誤。

V,25.

S.45.35.沙門法(一)

《雜阿含796-797經》、《雜阿含799經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說沙門法與沙門果，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為沙門法耶？即八支聖道是。謂：正見、[正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、]正定是。

    諸比丘！此名之為沙門法。

▼.V.154.
    五  諸比丘！云何為沙門果耶？即：預流果、一來果、不還果、阿羅漢果是。諸比

    丘！此名之為沙門果。」

    註1 《雜阿含經》二八、四九(大正藏二、二0五b、c)。

 S.45.36.沙門法(二)

《雜阿含794-795經》、《雜阿含798經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說沙門法與沙門義，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為沙門法耶？即八支聖道是。謂：正見、[正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！此名之為沙門法。

    五  諸比丘！云何為沙門義耶？諸比丘！貪欲之滅盡，瞋恚之滅盡，愚癡之滅盡。

    諸比丘！此名之為沙門義。」

    註1 《雜阿含經》二八、四七~四八(大正藏二、三0五b、c)。

S.45.37.婆羅門法(一)

《雜阿含799-800經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說婆羅門法與婆羅門果，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為婆羅門法耶？即八支聖道是。謂：正見、[正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！此名之為婆羅門法。

 V,26. 五  諸比丘！云何為婆羅門果耶？即：預流果、一來果、不還果、阿羅漢果是。諸

    比丘！此名之為婆羅門果。」

    註1 《雜阿含經》二九、四(大正藏二、二0五c)。

S.45.38.婆羅門法(二)

《雜阿含799-800經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說婆羅門法與婆羅門義，且諦聽。

▼.V.156.
    四  諸比丘！云何為婆羅門法耶？即八支聖道是。謂：正見、[正思惟、正語、正業、

    正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！此名之為婆羅門法。

    五  諸比丘！云何為婆羅門義耶？諸比丘！貪欲之滅盡、瞋恚之滅盡、愚癡之滅盡。

    諸比丘！此名之為婆羅門義。」

    註1 參照前經

S.45.39.梵行(一)

《雜阿含799-800經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！我為汝等說梵行與梵行果，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為梵行耶？即八支聖道是。謂：正見、[正思惟、正語、正業、正

    命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！此名之為梵行。

    五  諸比丘！云何為梵行果耶？諸比丘！即：預流果、一來果、不還果、阿羅漢果

    是。諸比丘！此名之為梵行果。」

    註1 參照前經

 S.45.40.梵行(二)

《雜阿含799-800經》
    一~三  舍衛城……

    三  諸比丘！我為汝等說梵行與梵行義，且諦聽。

    四  諸比丘！云何為梵行耶？即八支聖道是。謂：正見、[正思惟、正語、正業、正

    命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！此名之為梵行。

V,27. 五  諸比丘！云何為梵行義耶？諸比丘！貪欲之滅盡、瞋恚之滅盡、愚癡之滅盡。

    諸比丘！此名之為梵行義。」

            第四行品[終]

    註1 參照前經

▼.V.158.
        皆舍衛城因緣也。

        此品之攝頌曰：

，行以至行者

，失與到彼岸

，二之沙門法

，二婆羅門法

，說二之梵付

，以之說此品

    5.異學廣說1

S.45.41.遠離

cf. 《雜阿含783經》
    一  舍衛城因緣

    二  時，有眾多比丘詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之彼諸比

    丘，白世尊曰：…乃至…

    三  「諸比丘！若異學之修行者，如是問汝等：「諸友等！為何於沙門瞿曇處修梵行

    耶？」諸比丘！若如是問者，汝等應如是答彼異學修行者：「諸友等！為遠離貪欲，

    唯於世尊處修梵行。」

    四  諸比丘！若異學修行者，再如是問汝等：「諸友等！又，遠離貪欲，有道
有

    跡耶？」諸比丘！若如是問者，汝等應如是答彼異學修行者：「諸友等！遠離貪欲，

    有道、有跡。」

V,28. 五  諸比丘！遠離貪欲，有云何之道，云何之跡耶？即八支聖道。是謂：正見、[正

    思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！遠離貪欲有此道、

    此跡。

        諸比丘！若如是問者，汝等應如是答彼異學修行者。」

    註1 暹羅本為第五品。以做以下各品。

      2 參照上之第五經

      3 原本magg0一語缺失。

▼.V.160.
 S.45.42.結

    一  舍衛城因緣

    二  「諸比丘！若異學修行者，作如是問汝等：「諸友等！為何於沙門瞿曇處修梵行

    耶？」諸比丘！若如是問者，汝等應如是答彼異學修行者：「諸友等！為斷諸結，

    唯於世尊處修梵行。」…乃至…

S.45.43.隨眠

    一  舍衛城因緣

    二  …乃至…「諸友等！為永斷隨眠，乃於世尊處修梵行。」…乃至…

 S.45.44.行路

    一  舍衛城因緣

    二  …乃至…「諸友等！為徧知行路1，唯於世尊處修梵行。」…乃至…

    註1 「徧知行路」者，輪迴為「行路」，若得涅槃者，名「徧名。」故名涅樂為「行路徧知。」(原註)。

 S.45.45.漏盡

    一  舍衛城因緣

    二  …乃至…「諸友等！為滅盡諸漏，乃於世尊之處修梵行。」……乃至

 S.45.46.明解脫

    一  舍衛城因緣

    二  …乃至…「諸友等！為現證明解脫果，乃於世尊之處修梵行。」……乃至

    ……

 S.45.47.智

    一  舍衛城因緣

    二  …乃至…「諸友等！為智見，乃於世尊之處修梵行。」…乃至…

V,29.

 S.45.48.無取

    一  舍衛城因緣

    二  「諸比丘！若異學之修行者，作如是問汝等：「諸友等！為何於沙門瞿曇處修梵

▼.V.162.
    行耶？」諸比丘！若如是問者，汝等對彼異學修行者，應作如是答：「諸友等！為

    無取般涅槃，於世尊處修梵行。」

    三  「諸比丘！若異學之修行者，如是問汝等：「諸友等！又，為無取般涅槃有道，

    有跡耶？」諸比丘！若如是問，汝等對彼異學之修行者，應作如是答：「友等！為

    無取般涅槃有道、有跡。」

    四  諸比丘！為無取般涅槃，有云何之道？云何之跡耶？即八支聖道是。謂：正見、

    [正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、]正定是。諸比丘！為無取般涅槃，

    有此道、此跡。

        諸比丘！若如是問，汝等對彼異學之修行者，應如是作答。」

              異學廣說[終]

        此(廣說)之攝頌曰：

，遠離法隨眠

，行路與漏盡

，明解脫及智

，第八是無取

，日輪廣說

，皆是舍衛城因緣

6. Suriyapeyyala-vaggo 日輪廣說品
一 遠離依止

S.45.49.善友(一)

cf. 《雜阿含717、748經》，cf. S.45.84.
 ※ 二  「諸比丘！太陽上昇時，先驅之前相，即是明相出。諸比丘！如是比丘起八支

V,30. 聖道時，先驅之前相是善友。

    三  諸比丘！有善友，於比丘乃期望修習八支聖道，多修八支聖道。

    諸比丘！有善友之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[依遠離、

    依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正思惟。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習

    正語。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正業。依遠離、依離貪、依滅盡，

    迴向於捨修習正命。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正精進。依遠離、依

    離貪、依滅盡，迴向於捨修習正念。]依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正

▼.V.164.
    定。諸比丘！如是有善友之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道。」

 S.45.50.戒(一)

 ※ 二  「諸比丘！太陽上昇時，先驅之前相，即明相出。諸比丘！如是比丘，起八支聖

    道時，先驅之前相是戒具足。

    三  「諸比丘！於戒具足之比丘…乃至…

 S.45.51.志欲(一)

 ※ 二  …乃至…先驅之前相，是志欲具足…乃至…

 S.45.52.我(一)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相，是]我具足…乃至…

S.45.53.見(一)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相，是]見具足…乃至…

S.45.54.不放逸(一)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相，是]不放逸具足…乃至…

 V,31.

 S.45.55.如理(一)

 ※ 二  「諸比丘！太陽上昇時，先驅之前相，即明相出。諸比丘！如是比丘，起八支聖

    道時，先驅之前相，是如理作意具足。

    三  「諸比丘！於如理作意具足之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！

    如理作意具足之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[依遠離、

    依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正思惟。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習

    正語。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正業。依遠離、依離貪、依滅盡，

    迴向於捨修習正命。依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正精進。依遠離、依

    離貪、依滅盡，迴向於捨修習正念。]依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正

    定。諸比丘！如是如理作意具足之比丘，修習八支聖道、多修八支聖道。」

二 貪欲調伏

S.45.56.第八善友(二)

cf. 《雜阿含717、748經》，cf. S.45.84.
 ※ 二  「諸比丘！太陽上昇時，[先驅之前相，即明相出。諸比丘！如是比丘，起八支

    聖道時，先驅之前相]是善友。

▼.V.166.
    三  「諸比丘！於有善友之比丘，[當期望]修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！

    [有善友之比丘，]云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏，以修習正見。[為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，

    以修習正思惟。為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修

    習正語。為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正業。

    為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正命。為究盡

    貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正精進。為究盡貪欲

    之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正念。]為究盡貪欲之調

    伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正定。諸比丘！如是有善友之

    比丘，以修習八支聖道，多修八支聖道。」

 S.45.57.戒(二)

 ※ 二  諸比丘！太陽上昇時，[先驅之前相，即明柑出。諸比丘！如是比丘，起八支聖

    道時，先驅之前相]是戒具足…乃至…

 V,32.

 S.45.58.志欲(二)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相]是志欲具足…乃至…

 S.45.59.我(二)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相]是我具足…乃至…

S.45.60.見(二)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相]是見具足…乃至…

 S.45.61.不放逸(二)

 ※ 二  …乃至…[先驅之前相]是不放逸具足…乃至…

 S.45.62.如理(二)

 ※ 二  「…乃至…[先驅之前相]是如理作意具足。

    三  「諸比丘！於如理作意具足之比丘，期望修習8支聖道，多修八支聖道。]諸

    比丘！如理作意具足之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏，以修習正見。[為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，

▼.V.168.
    以修習正思惟。為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修

    習正語。為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正業。

    為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正命。為究盡

    貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正精進。為究盡貪欲

    之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為盡愚癡之調伏，以修習正念。]為究盡貪欲之調伏、

    為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正定。諸比丘！如是如理作意具足

    之比丘，以修習八支聖道，多修八支聖道。」

              太陽廣說[終]

        此廣說之攝頌曰：

，善友以及戒

，志欲我具足

，見與不放逸

，第七是如理

一 法廣說(一)

    舍衛城因緣

一 遠離依止

 S.45.63.第一善友(一)

 ※ 二  「諸比丘！有一法於起八支聖道者，多利益。何者為一法耶？謂：有善友是。

 V,33. 三  「諸比丘！於有善友之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！有善

    友之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是有善友之比丘，修習八支聖道，多修八支聖

    道。」

 S.45.64.戒(一)

 ※ 二  諸比丘！有一法，起八支聖道者，是多利益。何者為一法耶？謂：戒具足是

    乃至……

▼.V.170.
S.45.65.志欲(一)

 ※ 二  ……謂志欲具足…乃至…

 S.45.66.我(一)

 ※ 二  ……謂我具足…乃至…

S.45.67.見(一)

 ※ 二  ……謂見具足…乃至…

S.45.68.不放逸(一)

 ※ 二  ……謂不放逸具足…乃至…

S.45.69.如理

 ※ 二  「……謂如理作意具足。

    三  「諸比丘！於如理作意具足之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比

 V,34. 丘！如理作意具足之比丘，云何修習八支聖道
？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘？如是，如理作意具足之比丘，以修習八支聖道，

    多修八支聖道。」

    註1 原本ariyam atthangikam maggam bhaveti缺失。

二 貪欲之調伏

 S.45.70.善友(二)

    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！有一法於起八支聖道者，是多利益。何者為一法耶？謂有善友是。

    三  「諸比丘！於有善友之比丘期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！有善友

    之比丘，云何修習八支聖道，多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏以修習正見。[……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念

    ……]為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏以修習正定。諸

▼.V.172.
    比丘！如是，有善友之比丘，以修習八支聖道，多修八支聖道。」

 S.45.71.戒(二)

 ※ 二  ……謂戒具足…乃至…

 S.45.72.志欲(二)

 ※ 二  ……謂志欲具足…乃至…

S.45.73.我(二)

 ※ 二  ……謂我具足…乃至…

 S.45.74.見(二)

 ※ 二  ……謂見具足…乃至…

V,35.

 S.45.75.不放逸(二)

 ※ 二  ……謂不放逸具足…乃至…

 S.45.76.如理(二)

cf. S.45.83.  cf. S.45.90
 ※ 二  「……謂如理作意具足。

    三  諸比丘！於如理作意具足之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！

    如理作意具足之比丘，云何修習八支聖道，多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏，以修習正見。[……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念

    ……]為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正定。

    諸比丘！如是，如理作意具足之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道。」

             一法廣說[終]

        此廣說之攝頌曰：

，善友以及戒

，志欲我具足

，見與不放逸

，第七是如理

，一 法廣說(二)

    舍衛城因緣

▼.V.174.
一  遠離依止

 S.45.77.善友(一)

S.45.84.
 ※ 二  「諸比丘！我不見其他有一法，令未生之八支聖道生起；已生之八支聖道，使修

    習圓滿。諸比丘！此即有善友是。

    三  「諸比丘！於有善友之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！有善

    友之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

V,36. 四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是，有善友之比丘，以修習八支聖道，多修八

    支聖道。」

 S.45.78.戒(一)

 ※ 二  諸比丘！我不見其他有一法…乃至…。諸比丘！此即戒具足…乃至…

S.45.79.志欲(一)

 ※ 二  ……諸比丘！此即志欲具足…乃至…

 S.45.80.我(一)

 ※ 二  ……諸比丘！此即我具足…乃至…

S.45.81.見(一)

 ※ 二  ……諸比丘！此即見具足…乃至…

S.45.82.不放逸(一)

 ※ 二  諸比丘！此即不放逸具足…乃至…

 S.45.83.如理(一)

《雜阿含716經》，cf. S.45.76.  cf. S.45.90.
 ※ 二  ……諸比丘！此即如理作意具足。

    三  「諸比丘！於如意作意具足之比丘，應期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比

    丘！如理作意具足之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨以修習正定。諸比丘！如是，如理作意具足之比丘，修習八支聖道，

    多修八支聖道。

▼.V.176.  V,37.

二 貪欲之調伏

 S.45.84.善友(二)

《雜阿含717經》，S.46.49.
 ※ 二  「諸比丘！我不見其他有一法，於未生之八支聖道令生起；已生之八支聖道，令

    修習圓滿。諸比丘！此即有善友是。

    三  「諸比丘！於有善友之比丘，應期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！有

    善友之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏，以修習正見。[……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念

    ……]為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正定。

    諸比丘！如是，有善友之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道。」

 S.45.85.戒(二)

 ※ 二  諸比丘！我見另有一法…乃至…。諸比丘！此即戒具足…乃至…

S.45.86.志欲(二)

 ※ 二  ……諸比丘！此即志欲具足…乃至…

 S.45.87.我(二)

 ※ 二  ……諸比丘！此即我具足…乃至…

S.45.88.見(二)

 ※ 二  ……諸比丘！此即見具足…乃至…

S.45.89.不放逸(三)

 ※ 二  ……諸比丘！此即不放逸具足…乃至…

S.45.90.如理(二)

cf. S.45.76.  cf. S.45.83.
 ※ 二  「……諸比丘！此即如理作意具足。

    三  諸比丘！如理於作意具足之比丘，應期望修習八支聖道，多修八支聖道。[諸比

    丘！如理作意具足之比丘，云何修習八支聖道？]多修八支聖道耶？

V,38. 四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏，以修習正見。[……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念

    ……]為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之調伏，以修習正定。

    諸比丘！如是，如理作意具足之比丘，以修習八支聖道，多修八支聖道。」

▼.V.178.
   一法廣說(二)[終]

        此廣說之攝頌曰：

，善友以及戒

，志欲我具足

，見與不放逸

，第七是如理

，恆河廣說

    舍衛城因緣

一 遠離依止

S.45.91.東(一)

 ※ 二  「諸比丘！譬如恆河趣向於東、傾向於東、臨入於東。諸比丘！如是比丘，修習

    八支聖道
，多修八支聖道者，則趣向於涅槃，傾向於涅槃，臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何修習八支聖道，多修八支聖道，則趣向於涅槃，傾向於涅槃，

    臨入於涅槃耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是比丘修習八支聖道，多修八支聖道，則趣向

    涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃。」

    註1 原本ariyam atthahgikam maggam bhavento缺失

 S.45.92.東(二)

 ※ 二  諸比丘！譬如夜摩那河，趣向東、傾向東、臨於入東。諸比丘！如是……乃至

    ……

V,39.

 S.45.93.東(三)

 ※ 二  諸比丘！譬如阿夷羅跋提河，趣向東、傾向東、臨入於東。諸比丘！如是

    乃至……

▼.V.180.
S.45.94.東(四)

 ※ 二  諸比丘！譬如舍勞浮河，趣向東、傾向東、臨入於東。諸比丘！如是……乃至

    ……

 S.45.95.東(五)

 ※ 二  諸比丘！譬如摩企河，趣向東、傾向東、臨入於東。諸比丘！如是…乃至…

S.45.96.東(六)

 ※ 二  諸比丘！譬如諸大河，謂：恆河、夜摩那河、阿夷羅跋提河、舍勞浮河、摩企

    河是，此等皆趣向東、傾向東、臨入東。諸比丘！如是，比丘…乃至…臨入涅

    槃。

S.45.97.海(一)

 ※ 二  諸比丘！譬如恆河趣向於海、傾向於海、臨於入海。諸比丘！如是，比丘修習

    八支聖道，多修八支聖道者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅樂…乃至…

 S.45.98.海(二)

 ※ 二  諸比丘！譬如夜摩那河…乃至…

S.45.99.海(三)

 ※ 二  諸比丘！譬如阿夷羅跋提河…乃至…

 V,40.

 S.45.100.海(四)

 ※ 二  諸比丘！譬如舍勞浮河…乃至…

S.45.101.海(五)

 ※ 二  諸比丘！譬如摩企河…乃至…

S.45.102.海(六)

 ※ 二  「諸比丘！譬如諸大河，謂：恆河、夜摩那河、阿夷羅跋提河、舍勞浮河、摩企

    河是，此等皆趣向海、傾向海、臨入海。諸比丘！如是，比丘…乃至…臨入於

    涅槃耶？

    三  「諸比丘！於此有比丘…乃至…多修八支聖道者，則趣向涅槃、傾向涅槃、

    臨入涅槃。」

恆河廣說[終]

        此廣說之攝頌曰：

▼.V.182.
，趣向東之六

，趣向海之六

，二六之十二

，以之說廣說

        恆河廣說，東趣向、東道

        十二遠離依止第一

二 貪欲調伏

S.45.103~108.第一~六 東(一~六)

       (準於九一~九六)。

S.45.109~114.第七~十二 海(一~六)

       (準於九七~一0二)

 ※ 三 「諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏、為究盡瞋恚之調伏、為究盡愚癡之

    調伏、以修習正見……乃至…

        趣向海之十二貪欲調伏第二

 V,41.

三 不死究竟

S.45.115~120.第一~六 東(一~六)

     (準於九一~九六)

S.45.121~126.第七~十二 海(一~六)

     (準於九七~一0二)

 ※ 三 「諸比丘！於此有比丘，究竟於不死、趣向不死、究盡於不死，以修習正見

    乃至……

    究竟不死之十二第三

四 趣向涅槃

S.45.127~132.第一~六 東(一~六)

     (準於九一~九六)

S.45.133~138.第七~十二 海(一~六)

▼.V.184.
※ 三  「諸比丘！於此有比丘，趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃，以修習正見……乃至

    ……諸比丘！如是之比丘，修習八支聖道、多修8支聖道者]，則趣向涅槃、傾向

    涅槃、臨入涅槃。

              恆河廣說[終]

        此廣說之攝頌曰：

，趣向東之六

，趣向海之六

，二六之十二

，以之說此品

，趣涅槃十二

，第四是六處

第五 不放逸品

S.45.139.如來

S.45.139.一 遠離[依止]

    一  舍衛城因緣

V,42. 二  「諸比丘！說諸有情之無足、二是、多足、有色、無色、有想、無想，以如來、

    應供、正等覺者為其最上。諸比丘！如是，諸善法皆以不放逸為根本，等趣於不放

    逸，即說不放逸為其諸法之最上。

    三  諸比丘！於不放逸之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道。諸比丘！不放

    逸之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪，依滅盡，修習迴向於捨正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨修習正定。

    五  諸比丘！如是不放逸之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道。」

▼.V.186.
        更應廣說三經。

S.45.139.二 貪欲之調伏

 ※ 四  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲之調伏，為究盡瞋恚之調伏，為究盡愚癡之

    調伏，以修習正見。[……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念

    ……]為究盡貪欲之調伏，為究盡滇憲之調伏，為究盡愚癡之調伏，以修習正定……

    乃至……

 V,43.

S.45.139.三 不死(究竟)

 ※ 四  諸比丘！於此有比丘，為究竟不死，趣向不死，究盡不死以修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]為究竟不死，趣向不死，

    究盡不死以修習正定…乃至…

S.45.139.四 涅槃(趣向)

 ※ 四  諸比丘！於此有比丘，為趣向涅槃，傾向涅槃，臨入涅槃以修習正見。[…正思

    惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]為趣向涅槃、傾向涅槃、

    臨入涅槃，以修習正定…乃至…

 S.45.140.足跡(一~四)

    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！譬如諸步行有情之足跡，皆入於象之足跡，因而說象之足跡為最上、

    最大。諸比丘！如是諸善法，皆以不放逸為根本，等趣於不放逸，即說不放逸為諸

    法之最上。

    三  諸比丘！於不放逸之比丘，期望修習八支聖道，多修八支聖道，…乃至…」

 S.45.141.屋頂(一~四)

    一  舍衛城……

    二  諸比丘！譬如重閣之諸重簷，同於屋頂，趣於屋頂，集於屋頂，以說屋頂為其

    最上。諸比丘，如是…乃至…

        廣說應如上之經

V,44.

 S.45.142.根[香](一~四)

 ※ 二  諸比丘！譬如諸根香中，以說隨時檀為其最上。諸比丘！如是…乃至…

 S.45.143.核(香)(一~四)

▼.V.188.
※ 三  諸比丘！譬如諸核香中，以說赤檀為其最上。諸比丘！如是…乃至…

 S.45.144.夏生花(一~四)

 ※ 三  諸比丘，譬如諸華香中，以說夏生花為其最上。諸比丘！如是…乃至…

S.45.145.王(一~四)

 ※ 三  諸比丘！譬如諸小王，皆隨屬於轉輪王，以說轉輪王為其最上。諸比丘！如是

    …乃至…

S.45.146.月(一~四)

 ※ 三  諸比丘，譬如諸星之光明，皆不及月光之十六分之一，而以月光說為其最上。

    諸比丘！如是…乃至…

 S.45.147.日(一~四)

 ※ 二  諸比丘！譬如秋時，天空豁然無雲，日昇於蒼天，以除一切虛空之闇冥，輝熱

    徧照。諸比丘！如是…乃至…

 V,45.

S.45.148.衣(一~四)

 ※ 二  「諸比丘！譬如諸絲織之衣中，以說迦尸衣為其最上。諸比丘！如是諸善法，皆

    以不放逸為根本，等趣於不放逸，以說不放逸為諸法之最上。

    三  諸比丘！於不放逸之比丘，期望修習八支聖道，多修八支道。諸比丘！不放逸

    之比丘，云何修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    四  諸比丘！此處有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。

    五  諸比丘，如是不放逸之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道。」

           第五不放逸品[終]

        此品之攝頌曰：

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句

，如來[之章]應廣說

▼.V.190.   V,46.

第六 力所作品

    一  舍衛城因緣

 S.45.149.力

 ※ 二  「諸比丘！譬如以諸力作所作之事業，皆是依於地、立於地，以如是力作所作之

    事業。諸比丘！如是比丘，依於戒、立於戒、修習八支聖道，多修八支聖道。諸比

    丘！比丘云何依於戒、立於戒以修習八支聖道？多修八支聖道耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，依於戒、起於戒以修習八支聖道，

    多修八支聖道。

        如前之廣說恆河之說，應如經圓滿而說。

S.45.150.種子

 ※ 二  「諸比丘！譬如諸種子、草木之生長、增大、增長，皆依於地、立於地，生長、

    增大、增長。諸比丘！如是比丘，依於戒、立於戒，以修習八支聖道，多修八支聖

    道，則於諸法生長、增大、增長。諸比丘！比丘云何依於戒、立於戒以修習八支聖

    道？多修八支聖道者，則於諸法生長、增大、增長耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、[依離貪，依滅盡，迴向於捨修習]正見。[

V,47. ……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、

    依滅盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，依於戒、立於戒，以修習八支

    聖道，多修八支聖道者，即於諸法生長、增大、增長。」

S.45.151.龍

 ※ 二  「諸比丘！龍乃依雪山王，令身增大，得獲其力，其於彼處使身增大，得獲其力

    已，以入小池；入於小池已，以入大池；入於大池已，以入小河；入於小河已，以

    入大河；入於大河已，以入大海洋，於彼處身得廣大。

    三  諸比丘！如是比丘，依於戒、立於戒以修習八支聖道，多修八支聖道，則於諸

    法得廣大。諸比丘！比丘云何依於戒、立於戒以修習八支聖道？多修八支聖道，則

▼.V.192.
    於諸法得廣大耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離[依離貪、依滅盡，迴向於捨修習]正見。[……

    正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依

    滅盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，依於戒、立於戒，以修習八支聖

    道多修八支聖道，而於諸法得廣大。」

S.45.152.樹

 ※ 二  「諸比丘！譬如有樹，向東、傾東、臨東，若將斷其根者
，則傾倒何方耶？」

V,48.    「大德！是其所向、所傾、所臨之方。」

    三  「諸比丘！如是，比丘修習八支聖道，多修八支聖道者，則向於涅槃、傾於涅槃、

    臨於涅槃。諸比丘！云何比丘修習八支聖道，多修八支聖道，則向於涅槃、傾於涅

    槃、臨於涅槃耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離[依離貪，依滅盡，迴向於捨修習]正見。[……

    正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依

    滅盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道，

    則向於涅槃、傾於涅槃、臨於涅槃。」

    註1 「若斷根者」，原本mule chinn0訂為mule chinne。

 S.45.153.瓶

 ※ 二  「諸比丘！譬如將瓶傾覆，則定傾出原有之水而不再還入。諸比丘！如是比丘，

    修習八支聖道，多修八支聖道，則定傾出原有惡不善法不再還入。諸比丘！云何比

    丘修習八支聖道，多修八支聖道，則定傾出原有之惡不善法不再還入耶？

V,49. 三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道，則

    定吐出原有之惡不善法不再還入。」

S.45.154.芒

 ※ 二  「諸比丘！譬如稻之芒，或麥之芒，以手足觸踏其正向，則破手足而出血者，有

▼.V.194.
    其是處。何以故？諸比丘！芒之正向故。

    三  諸比丘！如是彼比丘，正向於見
，正向於道之修習，以滅無明生明，現證涅

    槃者，有其是處。何以故？諸比丘！為見之正向故。諸比丘！云何比丘，以見之正

    向，正向於道之修習，以破無明而生明，現證涅槃耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪，依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，以見之正向，正向於道之修習，破

    無明生明，現證涅槃。」

    註1 上之九經參照(原典九頁以下。)

      2 「正向於見」，sammapanihitaya ditthiya本缺失。

S.45.155.虛空

 ※ 二  「諸比丘！譬如空中吹種種風，吹東風、吹西風、吹北風、吹南風、吹塵風、吹

    三  諸比丘！如是比丘，修習八支聖道，多修八支聖道者，則圓滿修習四念處，[圓

    無塵風、吹涼風、吹熱風、吹小風、吹大風。

    滿修習]四正勤，[圓滿修習]四神足，[圓滿修習]五根，[圓滿修習]五力，[圓

    滿修習]七覺支。諸比丘！云何比丘修習八支聖道，多修八支聖道者，則圓滿修習

    四念處，[圓滿修習]四正勤，[圓滿修習]四神足，[圓滿修習]五根，[圓滿修習]

    五力，[圓滿修習]七覺支耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，滅

V,50. 盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘修習八支聖道，多修八支聖道者，則

    圓滿修習四念處，[圓滿修習]四正勤，[圓滿修習]四神足，[圓滿修習]五根，[圓

    滿修習]五力，圓滿修習七覺支。」

 S.45.156.雲(一)

 ※ 二  「諸比丘！譬如於暑季之最終月起塵芥，有大非時雲，忽起令隱沒寂滅。諸比丘！

    如是比丘，修習八支聖道，多修八支聖道者，則忽然隨生令惡不善法隱沒寂滅。諸

▼.V.196.
    比丘！云何比丘，修習八支聖道，多修八支聖道者，則忽然隨生令惡不善法隱沒寂

    滅耶？

V,51. 三  諸比丘！此處有比丘，[依遠離、依離貪，依滅盡，迴向於捨]修習正見。[……

    正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依

    滅盡，迥向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道，

    則忽然隨生令惡不善法隱沒寂滅。」

S.45.157.雲(二)

 ※ 二  「諸比丘！譬如生大雲，遂即令大風隱沒寂滅。諸比丘！如是之比丘，修習八支

    聖道，多修八支聖道者，則隨生令惡不善法隱沒寂滅。諸比丘！云何比丘，修習八

    支聖道，多修八支聖道，則隨生令惡不善法隱沒寂滅耶？

    三  諸比丘！於此有比丘[依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨]正見修習。[正思

    惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅盡，

    迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道者則隨生

    令惡不善法隱沒寂滅。」

   S.45.158.船舶

cf. S.22.101.
 ※ 二  「諸比丘！譬如海上之船舶，以籐綴栓縛，六月於水上漂流，冬則漂著陸地，綴

    縛，曝於風日，彼[綴縛]霑漬雨雲，容易損耗腐敗。諸比丘！如是之比丘，修習

    八支聖道，多修八支聖道者，則諸結容易損耗腐敗。諸比丘！云何比丘，修習八支

    聖道，多修八支聖道者，則諸結易於損耗腐敗耶？

    三  諸比丘！此處有比丘，依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道者，

    則易損耗腐敗諸結。」

    註1 相應部經典原典三、一五五(漢譯南傳大正藏第十四卷蘊相應一0一經二0節、二七七頁)

        參照。

 S.45.159.客

▼.V.198.
※ 二  「諸比丘！譬如有客舍，於此，有由東方來住，有由西方來住，有由北方來住

V,52. ，有由南方來住，有剎帝利來住，有婆羅門來住，有毘舍來住，有首陀來住。諸比

    丘！如是之比丘，修習八支聖道，多修八支聖道者，證知應徧知之法，以證知而徧

    知，證知應斷之法，以證知而斷除。證知應現證之法，證知而現證。證知應修習之

    法，證知而修習。

    三  諸比丘！以何為證知而應徧知之法耶？應說五取蘊。以何為五耶？謂：色取

    蘊，[受取蘊，想取蘊，行取蘊，]識取蘊是。諸比丘！此為證知而應徧知之法。

    四  諸比丘！何為證知而應斷之法耶？無明與有愛是。諸比丘！此為證知而應斷之

    法。

    五  諸比丘！以何為證知而應現證之法耶？明與解脫是。諸比丘！此為證知而應現

    證之法。

    六  諸比丘！以何為證知而應修習之法耶？寂止與正觀是。諸比丘！此為證知而應

    修習之法。

    七  諸比丘！云何比丘，修習八支聖道
，多修八支聖道者，則證知應徧知之法，

    以證知而徧知法，[證知應斷之法，證知而斷。證知應現證之法，證知而現證。]證

    知修習之法，證知而修習耶？

    八  諸比丘！於此有比丘，[依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨]以修習正見。[……

    正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依

    滅盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是比丘，修習八支聖道，多修八支聖道，則

    證知應徧知之法，證知而徧知。證知應斷之法，證知而斷除。證知應現證之

V,53. 法，證知而現證。證知應修習之法，證知而修習。」

    註1 「修習八支聖道。」ariyam atthsngikam maggam bhavento原本缺失。

S.45.160.河

 ※ 二  「諸比丘！譬如恆河，趣向於東，傾向於東，臨入於東，時有眾人持鋤與籠來，

    謂：「我等將令此恆河趣向於西，傾向於西，臨入於西。」諸比丘！汝等於意云何。

    彼眾人得將恆河趣向於西，傾向於西，臨入於西否？」

▼.V.200.
        「大德！不也。」

        「何以故耶？」

        「大德！恆河乃趣向於東，傾向於東，臨入於東，將令此趣向於西，傾向於西，

    臨入於西者，實為不易，彼眾人徒蒙困苦損惱。」

    三  「諸比丘！如是比丘，修習八支聖道，多修八支聖道，王、王臣、友、朋、親戚、

    親族，伴財物而去，並言：「汝云何？以煩此袈裟衣耶？云何剃髮攜隨、往來耶？何

    不還俗而受用財物，作福業。」諸比丘！彼比丘修習八支聖道，多修八支聖道者，

    棄學以還俗無此理。何以故？諸比丘！其心若長夜趣向遠離，傾向遠離，臨入遠離，

    則無向下之理。諸比丘！云何比丘，修習八支聖道，多修八支聖道耶？

V,54. 四  諸比丘！於此有比丘，依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！如是比丘，修習八支聖道，多修八支聖道……」

        力所作亦應廣說。

          第六力所作品[終]

    註1 相應部經典原典四、一九一頁(漢譯南大藏經第十五卷六處應二0七經第十二節)參照。

        攝頌曰：

，力及種子龍       樹瓶以及芒

，虛空及二雲       船舶與客河

第七 尋覓品

    一  舍衛城因緣

 S.45.161.尋覓

 (第一 證知)

▼.V.202.
※ 二  「諸比丘！有三種尋覓。以何為三耶？欲尋，有尋，梵行尋是。諸比丘！此為三

    種尋覓。

        諸比丘！為證知此三尋覓，應修習八支聖道。何為八支聖道耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離，[依離貪，依滅盡，迴向於捨]以修習正見。[……

    正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離貪、依

    滅盡，迴向於捨修習正定。諸比丘！為證知此三尋覓，應修習八支聖道。

    四~五  ……[調伏究盡]貪欲、[調伏究盡]瞋恚，[調伏究盡]愚癡以修習正定。

    [諸比丘！為證知此三尋覓，應修習此八支聖道。]

    六~七  ……為究竟不死，趣向不死，究盡不死以修習正定。[諸比丘！為證知此三

    尋覓，應修習此八支聖道。]

V,55. 八~九  ……為趣向涅槃，傾向涅槃，臨入涅槃以修習正定。[諸比丘！為證知此三

    尋覓，應修習此八支聖道。]」

(第二 徧知)

    一0~一七  諸比丘！有三種尋覓。以何為三？欲尋，有尋，梵行尋是。諸比丘！

    以此為三種尋覓。

        諸比丘！為徧知此三尋覓…乃至…應修習此八支聖道。

        如證知亦應徧知廣說。

(第三 徧盡)

    一八~二五  諸比丘！有三種尋覓。以何為三耶？欲尋，有尋，梵行尋也。諸比丘！

    以此為三尋覓也。

        諸比丘！為徧盡此三尋覓…乃至…應修習此八支聖道。

        如證知亦應徧盡廣說之。

 (第四 斷)

    二六~二三  諸比丘！有三種尋覓。以何為三耶？欲尋，有尋，梵行尋是。諸比丘！

    以此為三種尋覓也。

        諸比丘！為斷此三尋覓…乃至…應修習此八支聖道。

        如證知亦應徧知斷。

V,56.

S.45.162.次第(慢)(一~四)1

▼.V.204.
※ 二~三三  「諸比丘！有三種次第(慢)。以何為三耶？謂：「我是勝」，「我是等」，

    「我是劣」是。諸比丘！此為三種之次第(慢)。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種之次第(慢)，應修習八支聖

    道。何為八支聖道耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅

    盡，修習迴向於捨正定。諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種之次第

    (慢)，應修此八支聖道。」

    註1 原文vidha有次第、慢、種類等意，日譯為「次第」，下言斷此次第，意不甚明白，因有

        慢之意義，故次第之下加上(慢)，編者註。

 S.45.163.漏(一~四)

 ※ 二~三三  諸比丘！有三種漏。以何為三耶？欲漏、有漏、無明漏是。諸比丘！以

    此為三種漏。

    諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種漏…乃至…應修習止八支聖

    道。

S.45.164.有(一~四)

 ※ 二~三三  諸比丘！有三種有。以何為三耶？欲有、色有、無色有是。諸比丘！以

    此為三種有。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種有…乃至…應修習此八支

    聖道。

 S.45.165.苦(一~四)

 ※ 二~三三  諸比丘！有三種苦，以何為三耶？苦苦、行苦、壞苦是。諸比丘！以此

    為三種苦。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種苦…乃至…應修習此八支

    聖道。

V,57.

S.45.166.礙(一~四)

▼.V.206.
※ 二~三三  諸比丘！有三種礙。以何為三耶？貪礙、瞋礙、癡礙是。諸比丘！以此

    為三種礙。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種礙…乃至…應修習此八支

    聖道。

S.45.167.垢(一七四)

 ※ 二~三三  諸比丘！有三種垢。以何為三耶？乃貪垢、瞋垢、癡垢是。諸比丘！以

    此為三種垢。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種垢…乃至…應修習此八支

    聖道。

S.45.168.搖(一~四)

 ※ 二~三三  諸比丘！有三種搖1。以何為三耶？乃貪搖、瞋搖、癡搖是。諸比丘！

    以此為三種搖也。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種搖…乃至…應修習此八支

    聖道。

    註1 「搖」註為「苦」。

S.45.169.受(一~四)

    一  舍衛城……

    二~三三  諸比丘1！有三種受。以何為三耶？乃樂受、苦受、不苦不樂受是。諸

    比丘！以此為三種受。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種受…乃至…應修習此八支

    聖道。

    註1 「諸比丘！」原本bhikkhave缺失。

S.45.170.渴愛(一~四)

    一  舍衛城……

▼.V.208.
V,58. 二~三三  諸比丘！有三種渴愛。以何為三耶？乃欲愛、有愛、非有愛是。諸比丘！

    以此為三種渴愛。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種渴愛，應修習此八支聖道。何

    為八支聖道耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨修習正見。[……正

    思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離，依離貪，依滅

    盡，迴向於捨修習正定。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種渴愛，應修習此八支聖道。

 ※ S.45.170.渴愛(一~四)

 ※ 四~三三  諸比丘！有三種渴愛…乃至…諸比丘！為證知……徧知……徧盡

    ……斷此三種渴愛……為調伏究盡貪欲，調伏究盡瞋恚，調伏究盡愚癡以修習正定

    …乃至…究竟不死、趣向不死、究盡不死、以修習正定…乃至…為趣向涅

    槃，傾向涅槃，臨入涅槃，以修習正定。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此三種渴愛，應修習此八支聖道。

             第七尋覓品[終]

        此品攝頌曰：

，尋覓次第漏

，有苦以及礙

，垢搖乃至受

，並與二渴愛

 V,59.

第八 瀑流品

    一  舍衛城因緣

S.45.171.瀑流

 ※ 二  諸比丘！有四種瀑流。以何為四耶？欲流，有流，見流，無明流是。諸比丘！

    以此為四種瀑流。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此四種瀑流…乃至…應修習此八

▼.V.210.
    支聖道。

    三~三三  應如尋覓之廣說。

S.45.172.軛

 ※ 二~三三  諸比丘！有四種軛。以何為四耶？欲軛，有軛，見軛，無明軛是。諸比

    丘！以此為四種軛。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此四種軛…乃至…應修習此八支

    聖道。

S.45.173.取

 ※ 二~三三  諸比丘！有四種取。以何為四耶？欲取，見取，戒禁取，我語取是。諸

    比丘！此為四種取。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此四種取…乃至…應修習此八支

    聖道。

S.45.174.繫

 ※ 二~三三  諸比丘！有四種繫。以何為四耶？貪是身繫，瞋是身繫，戒禁取是身繫，

    此實執1是身繫。諸比丘！此為四種身繫。

V,60.     諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此四種身繫之…乃至…應修習此

    八支聖道。

    註1 「此實執」，應讀為idamsaccabhiniveso。

 S.45.175.隨眠

 ※ 二~三三  諸比丘！有七種隨眠。以何為七耶？欲貪隨眠，瞋隨眠，見隨眠，疑隨

    眠，慢隨眠，有貪隨眠，無明隨眠是。諸比丘！以此為七種隨眠。

        諸比丘！為證知……徧知1……徧盡……斷此七種隨眠…乃至…應修習此

    八支聖道。

    註1 「徧知」，原本parinnaya脫落。

▼.V.212.
S.45.176.六 妙欲

 ※ 二~三三  諸比丘！有五種妙欲。以何為五耶？眼所識之色，可樂、可愛、可意、

    引欲、可染；耳所識之聲……鼻所識之香……舌所識之味……身所識之所觸，可樂、

    可愛、可意、引欲、可染。諸比丘！此為五種妙欲。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五種妙欲…乃至…應修習八支

    聖道。

 S.45.177.蓋

 ※ 二~三三  諸比丘！有五種蓋，以何為五耶？欲貪蓋、瞋恚蓋、惛眠蓋、掉悔蓋1、

    疑惑蓋。諸比丘！以此為五種蓋。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五種蓋…乃至…應修習此八支

    聖道。

    註1 「掉悔」原本addhacca是uddhacca之誤。

S.45.178.蘊

 ※ 二~三三  諸比丘！有五種取蘊。以何為五耶？色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取蘊、

 61 識取蘊是。諸比丘！以此為五種取蘊。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五種取蘊…乃至…應修習此八

    支聖道。

S.45.179.下分(結)

 ※ 二~三三  諸比丘！有五種下分結。以何為五耶？有身見、疑惑、戒禁取、欲貪、

    瞋恚是。諸比丘！以此為五種下分結他。

        諸比丘、為證知……徧知……徧盡……斷此五種下分結…乃至…應修習此

    八支聖道。

S.45.180.上分(結)

 ※ 二  「諸比丘！有五種上分結。以何為五耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。諸

    比丘！此為五種上分結。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五種上分結，應修習八支聖道。

▼.V.214.
    何為八支聖道耶？

    三~一七  諸比丘！於此有比丘，依遠離、[依離貪、依滅盡迴向於捨]以修習正見。

    [……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……]依遠離、依離

    貪、依滅盡，迥向於捨以修習正定。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五種上分結，應修習此八支聖

    道。

        諸比丘！譬
如恆河…乃至…

    一八  諸比丘！有五種上分結。以何為五耶？色貪、無色貪、慢、悼舉、無明是。

V,62. 諸比丘！此為五種上分結。

        諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五種上分結，應修習此八支聖

    道。何為八支聖道耶？

    一九~三三  諸比丘！於此有比丘，調伏究盡欲貪，調伏究盡瞋恚，調伏究盡愚癡

    ……究竟不死、趣向不死、究盡不死……以趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃以修習

    正見[……正思惟……正語……正業……正命……正精進……正念……正定]。諸比

    丘！為證知……徧知
……徧盡……斷此五種上分結，應修習此八支聖道。」

    註1 「譬如」以下，參照之十九經以下。

      2 原本「徧智」parinnaya缺失。

           第八瀑流品[終]

        此品之攝頌曰：

，瀑流與軛取         繫乃至隨眠

，妙欲以及蓋         蘊為上下分

          第一 道相應[終]

▲Top回目錄
▼.V.216.  V,63.

S.46.第二 覺支相應

第一 山品

S.46.1.雪山

    一~二  舍衛城……予說示。

    三  「諸比丘！象依雪山使其身增大，獲得其力；於彼處使身增大，以獲得其力已，

    入於小池，入小池已，入大池，入大池已，入小河，入小河已，入大河，入大河已，

    入大海洋，於彼處其身得廣大。

    四  諸比丘！如是比丘，依於戒而立於戒，以修習七覺支，多修七覺支者，則於諸

    法得廣大。

        諸比丘！比丘云何依於戒而立於戒，以修習七覺支，多修七覺支者，則於諸法

    得廣大耶？

 64 五  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨以修習念覺支……

    修習擇法覺支……修習精進覺支……修習喜覺支……修習經安覺支……修習定覺

    支。依遠離，依離貪，依滅盡，迴向於捨以修習捨覺支。

    六  諸比丘！如是比丘，依於戒而立於戒，以修習七覺支，多習七覺支者，則於諸

    法得廣大。」

S.46.2.身

《雜阿含715經》，S.46.51.
    一~二  舍衛城……

，一

 ※ 三  「諸比丘！譬如此身依食而住，緣食而住，於不食則不住。諸比丘！如是五蓋依

    食而住，緣食而住，於不食則不住。

    四  諸比丘！云何為食可使未生之欲貪生起，已生之欲貪倍增，增大之耶？諸比丘！

    是有淨相，此之非如理作意多修，為食而使未生之欲貪生起，已生之欲貪倍增、增

    大。

    五  諸比丘！云何為食可使未生之瞋恚生起，已生之瞋恚倍增、增大耶？諸比丘！

▼.V.218.
    是有瞋相，此之非如理作意多修，為食而使未生之瞋恚生起，已生之瞋恚倍增、增

    大。

    六  諸比丘！云何為食而使未生之惛眠生起，已生之惛眠倍增、增大耶？諸比丘！

V,65. 有不欣喜、倦怠、鬱悶、飽食、心退縮，此之非如理作意多修，為食而使未生之惛

    眠生起，已生之惛眠倍增、增大。

    七  諸比丘！云何為食可使未生之掉悔生起，已生之掉悔倍增、增大耶？諸比丘！

    有心之非寂止，此之非如理作意多修，為食可使未生之掉悔生起，已生之掉悔倍增、

    增大。

    八  諸比丘！云何為食可使未生之疑惑生起，己生之疑惑倍增、增大耶？諸比丘！

    有疑惑處之法，此之非如理作意多修，為食可使未生之疑惑生起，已生之疑惑倍增、

    增大。

    九  諸比丘！譬如此身依食而住，緣食而住，於不食則不住。諸比丘！如是此五蓋

    是依食而住，緣食而住，於不食則不住。」

    一0  「諸比丘！譬如此身依食而住，緣食而住，於不食則不住。諸比丘！如是七覺

    支是依食而住、緣食而住、於不食不住。

    一一  諸比丘！云何為食可使未生之念覺支生起，已生之念覺支得圓滿修習耶？諸

    比丘！有念覺支處之法。此之如理作意多修，為食而使未生之念覺支生起，已生之

    念覺支得修習圓滿。

V,66. 一二  諸比丘！云何為食可使未生之擇法覺支生起，已生之擇法覺支得修習圓滿

    耶？諸比丘！有善不善法、有呵責無呵責法、劣勝法、黑白俱分法。此之如理作意

    多修，為食可使未生之擇法覺支生起，已生之擇法覺支得修習圓滿。

    一三  諸比丘！云何為食可使未生之精進覺支生起，已生之精進覺支得修習圓滿

    耶？諸比丘！有發勤界，精勤界，勤勇界。此之如理作意多修，為食可使未生之精

    進覺支生起，已生之精進覺支得修習圓滿。

    一四  諸比丘！云何為食可使未生之喜覺支生起，已生之喜覺支得修習圓滿之耶？

    諸比丘！有喜覺支處之法。此之如理作意多修，為食可使未生之喜覺支生起，已生

    之喜覺支得修習圓滿。

▼.V.220.
    一五  諸比丘！云何為食可使未生之輕安覺支生起，已生之輕安覺支得修習圓滿

    耶？諸比丘！有身輕安、心輕安。此之如理作意多修，為食可使未生之輕安覺支生

    起，已生之輕安覺支得修習圓滿。

    一六  諸比丘！云何為食可使未生之定覺支生起，已生之定覺支得修習圓滿耶？諸

    比丘！有寂止相、不亂相。此之如理作意多修，為食可使未生之走覽支生起，已生

    之定覺支得修習圓滿。

V,67. 一七  諸比丘！云何為食可使未生之捨覺支生起，已生之捨覺支得修習圓滿耶？諸

    比丘！有捨覺支處之法。此之如理作意多修，為食可使未生之捨覺支生起，已生之

    捨覺支得修習圓滿也。

    一八  諸比丘！譬如此身依食而住，緣食而住，於不食則不住。諸比丘！如是此七

    覺支是依食而住，緣食而住，於不食則不住。」

    註1 《雜阿含經》二七、四(大正藏二、一九二a)下五一經(參照原典一0二頁)。

S.46.3.戒

《雜阿含723、724、736、740經》
 ※ 二  「諸比丘！諸比丘若戒具足、定具足、慧具足、解脫具足、解脫智見具足者，諸

    比丘！則稱其比丘之見為多所作。

    三  ……諸比丘！說其比丘之聽聞為多所作……諸比丘！說其比丘之詣至為多所作

    ……諸比丘！說其比丘之承事為多所作……諸比丘！說其比丘之隨念為多所作……

    諸比丘！說其比丘之出家為多所作。

    四  何以故耶？諸比丘！如是之比丘聽法已，依身遠離與心遠離之二種遠離，而住

    於遠離，如是遠離而住隨念，隨尋彼法。

 68 五  諸比丘！比丘如是遠離而住於隨念，隨尋彼法時，彼比丘生念覺支。比丘修習

    念覺支時，於比丘念覺支修習圓滿，如是正念而住，以慧決擇、伺察、觀察彼法。

    六  諸比丘！比丘如是正念而住，以慧決擇、伺察、觀察彼法時，彼比丘發生擇法

    覺支。比丘修習擇法覺支時，於比丘擇法覺支修習圓滿，以慧決擇，伺察、觀察彼

    法，則生不退之精進。

    七  諸比丘！比丘以慧決擇、伺察、觀察彼法，不退精進時，彼比丘發生精進覺支。

▼.V.222.
    比丘修習精進覺支時，於比丘精進覺支修習圓滿，若發精進者，則得離財之喜。

    八  諸比丘！發精進、得離財之喜時，彼比丘發喜覺支。比丘修習喜覺支時，於比

    丘喜覺支修習圓滿，達意喜者，則得身輕安、心輕安。

    九  諸比丘！比丘意喜而身輕安、心輕安時，於比丘發輕安覺支。比丘修習輕安覺

V,69. 支時，於比丘輕安覺支修習圓滿，身輕安者，則得樂，得樂者，則得心定。

    一0  諸比丘！比丘身經安而得樂、得心定時，諸比丘！比丘發定覺支。比丘修習

    定覺支時，於比丘定覺支修習圓滿，如是得心定，為善觀察者。

    一一  諸比丘！比丘如是得心定，為善觀察者時，比丘發捨覺支。比丘修習捨覺支

    時，於比丘捨覺支修習圓滿。

    一二  諸比丘！如是修習七覺支，如是多修者，則可期有七果、七功德。何為七果、

    七功德耶？

    一三  (1)於現法已2得開悟。(2)若於現法中，未得開悟者，則於命終時亦得

    開悟。

    一四  (3)若於現法未得開悟，命終時亦未得開悟者，則依終盡五下分結得中般

    涅槃。

    一五  (4)若於現法未得開悟，命終時亦未得開悟，依終盡五下分結盡未得中般

    涅槃者，則依終盡五下分結，以得生般涅槃。

    一六  (5)若於現法未得開悟，命終時亦未得開悟，依終盡五下分結未得中般涅

V,70. 槃，依終盡五下分結，未得生般涅槃者，則依終盡五下分結，而得無行般涅槃。

    一七  (6)若於現法未得開悟，於命終時未得開悟，依終盡五下分結未得中般涅

    槃，依終盡五下分結，未得生般股涅槃，依終盡五下分結未得無行般涅槃者，則依終

    盡五下分結，得有行般涅槃。

    一八  (7)若於現法未得開悟，命終時未得開悟，依終盡五下分結，未得中般涅

    槃，依終盡五下分結，未得生般涅槃，依終盡五下分結，未得無行般涅槃，依終盡

    五下分結，未得有行般涅槃者，則依終盡五下分結，為上流以至於色究竟天。

    一九  諸比丘！如是修習，如是多修七覺支，則可期得此七果、七功德。」

    註1 《雜阿含經》二七、二五及二七、二九(大正藏二、一九六c二九七a)。

▼.V.224.
S.46.4.轉

《雜阿含718經》
    一  一時，具壽舍利弗住舍衛城，祇樹林給孤獨園。

    二  於此處，具壽舍利弗告諸比丘曰：

        「友等，諸比丘！」

V,71.     「友！」

        彼等諸比丘應諾具壽舍利弗。

        具壽舍利弗曰：

    三  「友等！有七種覺支。以何為七耶？念覺支、擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕

    安覺支、定覺支、捨覺支。友等！此為七覺支。

    四  友等
！此七覺支中，我於晨早欲住(任一)覺支時，則住(任一)覺支；於

    日中欲住(任一)覺支時，則住(任一)覺支；於日暮欲住(任一)覺支時，則住

    (任一)覺支。

    五  友等！若是念覺支者，則我知「(比念覺支決定升起)」，知「是善升起」，知住

    為「已住」；若沒者，則知「依此緣而沒。」

    六~一0  ……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支)……

    一一  友等！若是捨覺支者，則我知「(此捨覺支)決定升起」，知「是善升起」，知

    住為「已住」；若沒者，則知「依此緣而沒。」

    一二  友等！譬如王或王臣，有裝滿種種染色衣於衣筐。彼於晨早欲著時，則(隨

    其所欲)著晨早時所欲之衣服：於日中欲著時，即著日中時所欲之衣服；於日暮欲

    著時，即著日暮時所欲之衣服。

V,72. 一三  友等！如是於此七覺支中，我於晨早欲住覺支時，即住用晨早時所欲之覺支；

    於日中欲住覺支時，即住日中時所欲之覺支；於日暮欲住覺支時，即住用日暮時所

    欲之覺支。

    一四  友等！若是念覺支者，則我知「決定升起」，知「是善升起」，知住為「已住」；

    若沒者，則知「依此緣而沒。」

    一五~一九  ……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    二0  友等！若是捨覺支者，則我知「決定升起」，知「是善升起」，知住為「已住」；

▼.V.226.
    若沒者，則知「依此緣而沒。」」

    註1 《雜阿含經》二七、七(大正藏二、一九三b)

      2 中部經典原典一、二一四、二一五頁(參照漢譯南傅大藏經第九卷二九一頁)

S.46.5.比丘

《雜阿含733經》
 ※ 二  時，有一比丘來詣世尊住處，詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之彼比丘

    白世尊曰：

        「大德！覺支，所云覺支者，大德！云何說為覺支耶？」

        「比丘！資於覺故，說為覺支。

    三  比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨以修習念覺支……擇

    法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支……依遠離、依離貪、依

    滅盡，迴向於捨以修習捨覺支。

    四  比丘！若修習此七覺支者，則由欲漏心解脫，由有漏心解脫，由無明漏心解脫。

    解脫者，則「我解脫」智生，了知生已盡、梵行已立、所作已辦、更不受後有。

    五  比丘！資於覺故，說為覺支。」

    註1 《雜阿含經》二七、二二(大正藏二、一九六b)。

V,73.

S.46.6.昆達利

《雜阿含281經》
    一  一時，世尊住沙祇城之安闍那鹿苑。

    二  時，修行者昆達利耶來詣世尊住處。詣已，與世尊相交談慶慰、歡喜、感銘之

    語話，而坐於一面。坐於一面之修行者昆達利耶，白世尊曰：

    三  「尊瞿曇！我住園而與眾會交往。尊瞿曇！我食朝食，食後如是周行，由園至園，

    由遊園至遊園，經行歷訪於彼處，一類之沙門、婆羅門，出論種種功德，見他方以

    論議詰難功德。尊瞿曇是住何功德耶？」(Anisamsa,【陽】勝利，利益，功績。)
        「昆達利耶！如來乃住於「明解脫」果之功德。」

    四  「尊瞿曇！修習、多習何法者，則得明解脫圓滿耶？」

▼.V.228.
        「昆達利耶！修習、多習七覺支者，則得明解脫圓滿。」

    五  「尊瞿曇！修習、多習何法者，則得七覺支圓滿耶？」

        「昆達利耶！修習、多習四念處者，則得七覺支圓滿。」

    六  「尊瞿曇！修習、多習何法者，則得四念處圓滿耶？」

        「昆達利耶！修習、多習三善業者，則得四念處圓滿。」

    七  「尊瞿曇！修習、多習何法者，則得三善業圓滿耶？」

V,74.     「昆達利耶！修習、多修根律儀者，則得三善業圓滿。」

        「昆達利耶！云何對根律儀修習、多習者，則得三善法圓滿耶？

    八  昆達利耶！於此有比丘，以眼見可意之色，而不貪著、不歡喜、不起貪欲，其

    身住、心住，於內善安住、善解脫。以眼見非可意之色，而無動搖、不安心、破壞

    心、憎惡心
，其身住、心住，於內善安住、善解脫。

    九~一二  昆達利耶！又比丘以耳聞可意之聲…乃至…以鼻息[可意]之香……

    乃至……以舌嚐[可意]之味……乃至以身觸可意之所觸…乃至…

    一三  以意識可意之法，而不貪著、不歡喜、不起貪欲，其身住、心住，於內善安

    住、善解脫。以意識非可意之法，而無動搖、不安心、破壞心、憎惡心，其身住、

    心住，於內善安住、善解脫。

    一四  昆達利耶！比丘以眼見色，對可意非可意之色，其身住、心住，於內善安住、

    善解脫。以耳聞聲…乃至…以鼻嗅香…乃至…以舌嚐味…乃至…以

V,75. 身觸所觸…乃至…以意識法，對可意非可意之法，其身住、心住，於內善安住、

    善解脫。昆達利耶！對根律儀如是修習、如是多修者，則圓滿三善業。

    一五  昆達利耶！云何修習、云何多修三善業者，則得四念處圓滿耶？

        昆達利耶！於此有比丘，斷身惡業、修習身善業，斷語惡業、修習語善業，斷

    意惡業、修行意善業。

        昆達利耶！如是修習、如是多修三善業者，得圓滿四念處。

    一六  昆達利耶！云何修習、云何多修四念處，得圓滿七覺支耶？

        昆達利耶！於此有比丘，於身觀身而住，以熱誠、正念、正知，而調伏世間之

    貪憂。於受…乃至…於心…乃至…於法觀法而住，以熱誠、正念、正知，

    而調伏世間之貪憂。

▼.V.230.
        昆達利耶！如是修習、如是多修四念處者，則圓滿七覺支。

    一七  昆達利耶！云何修習、多修七覺支者，則圓滿明解脫耶？

    昆達利耶！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        昆達利耶！如是修習、如是多修七覺支者，則圓滿明解脫。」

    一八  如是說已，修行者昆達利耶，白世尊曰：

        「妙哉！尊瞿曇！妙哉！尊瞿曇！譬如將倒者扶起，將覆者揭露，如迷者教之以

    道，於暗中舉燈火，使有眼者可見色。尊瞿曇如是以種種方便顯示法，我於此自今

    日起至於命終，歸依尊瞿曇與法及比丘眾，請尊瞿曇容我為優婆塞。」

    註1 「不安心、被壞心、憎惡心」，此三之原註配釋貪、瞋、癡。尚破壞心原本為adinamanasa

        暹羅本為adinnamanasa意亦不通，今以adinna改之。

S.46.7.屋頂

 ※ 三  「諸比丘！譬如重閣之諸重簷，皆趣向於屋頂、傾向於屋頂、臨入於屋頂，諸比

    丘！如是比丘，修習七覺支，多修七覺支者，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、臨入於

    涅槃。

V,76. 四  諸比丘！比丘云何修習七覺支，多修七覺支者，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、

    臨入涅槃耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支輕安覺支定覺支]……依遠離、依離貪、依

    滅盡，迴向於捨以修習捨覺支。

        諸比丘！比丘如是修習七覺支、多修七覺支者，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、

    臨入涅槃。」

S.46.8.優波摩

《雜阿含719經》

    一  一時，具壽優婆摩與具壽舍利弗，住於憍賞彌瞿師羅園。

    二  時，具壽舍利弗於日暮時分，由宴默起，至具壽優波摩住處。至已，與具壽優

▼.V.232.
    波摩相交談慶慰、歡喜、感銘之言後，坐於一面。坐於一面之具壽舍利弗，言於其

    壽優波摩曰：

    三  「友優波摩！比丘應知「於內如理作意，如是善升起七覺支者，則資於樂住」耶？」

    四  「友舍利弗！比丘應知「於內如理作意，如是善升起此七覺支，以資於樂住。」

    友！比丘若發念覺支，則知：「我心善解脫。我善永斷惛眠、我善調伏掉悔，我發

    精進、為求、作意、不退縮」……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺

V,77. 支……定覺支]……友！比丘若發捨覺支者，則知：「我心善解脫、我善永斷惛眠、

    我善調伏掉悔，我發精進、希求、作意、不退縮。」

        友舍利弗！比丘
應如是知：「於內如理作意，如是善造作此七覺支，則資於

    樂住。」」

    註1 《雜阿含經》二七、八(大正藏二、一九三b)。

      2 「比丘」之一語原本缺失。

S.46.9.生(一)

 ※ 二  「諸比丘！若修習、多修七覺支者，則未生亦生起，但除如來、應供、正等覺者

    之不出現。以何為七耶？

    三  念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支也。諸

    比丘！修習多修此七覺支者，則未生亦生起，但除如來、應供、正等覺者之不出現。」

S.46.10.生(二)

《雜阿含732經》
 ※ 二  「諸比丘！若修習、多修七覺支者，則未生亦生起，但除善逝之不調伏。以何為

    七耶？

    三  念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。諸

    比丘！對此修習、多修七覺支者，則未生亦生起，但除如來、應供、正等覺者之不

    出現。」

    註1 《雜阿含經》二七、二一(大正藏二、一九六b)。

▼.V.234.
 第一山品[終]

        此品之攝頌曰：

，雪山身戒轉

，比丘昆達利

，屋頂優波摩

，更於二之生

V,78.

第二 病品

S.46.11.生類

 ※ 二  「諸比丘！譬如諸生類作四種之威儀路：時行、時住、時坐、時臥，皆依於地、

    立於地，作如是此四種之威儀。諸比丘！如是比丘乃依於戒、立於戒，以修習、多

    修七覺支。

    三  諸比丘！比丘云何依於戒、立於戒，以修習七覺支、多修七覺支耶？

        諸比丘！此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]依遠離、依離貪、

    依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！比丘如是依於戒、立於戒，以修習七覺支、多修七覺支。」

S.46.12.日輪喻(一)

 ※ 二  「諸比丘！日輪上昇時之先驅、前相者，即是明相出。諸比丘！如是比丘生起七

    覺支時之先驅、前相者，為有善友。

        諸比丘！有善友之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。

    三  諸比丘！有善友之比丘，云何修習七覺支、多修七覺支耶？

        諸比丘！此處有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

V,79.     諸比丘！比丘如是有善友之比丘，修習七覺支、多修七覺支。」

S.46.13.日輪喻(二)

▼.V.236.
※ 二  「諸比丘！日輪上昇時之先驅、前相者，即是明相出。諸比丘！如是比丘，生起

    七覺支時之先驅、前相者，為如理作意。

        諸比丘！於如理作意具足之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。

    三  諸比丘！如理作意具足之比丘，云何修習七覺支、多修七覺支耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！如是如理作意具足之比丘，修習七覺支、多修七覺支。」

S.46.14.病(一)

    一  如是我聞。一時，世尊住王舍城之竹林迦蘭陀迦園。

    二  其時，具壽摩訶迦葉住畢缽羅窟，為患重疾病而困苦。

    三  時，世尊於日暮時分，由宴默起，至具壽摩訶迦葉住處。至已，坐於所設之座。

    四  坐已，世尊言於具壽摩訶迦葉曰：

        「迦葉！能忍否？充足否？苦之受損而不增，知損失，不知增長否？」

V,80.     「大德！難忍，不足，激苦之受有增無損，知增長，不知損失。」

    五  「迦葉！若修習、多修我所正說之七覺支，則可資助證知、等覺、涅槃。以何為

    七耶？迦葉！若修習、多修我所正說之念覺支，則可資助證知、等覺、涅槃……[擇

    法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……迦葉！若修習、多

    修我所正說之捨覺支，則資助證知、等覺、涅槃。」

        「世尊！實覺支哉！善逝！實覺支哉！」

    六  世尊，如是說示已，具壽摩訶迦葉喜悅、歡喜於世尊之所說，具壽摩訶迦葉病

    癒，如是具壽摩訶迦葉之病斷。

S.46.15.病(二)

    一  爾時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀迦園。

    二  其時，具壽摩訶目犍連住耆闍崛山為患重疾病而困苦。

    三~五  時，世尊於日暮時分，由宴默起…乃至…如是具壽摩詞目犍連之病斷。

V,81.

S.46.16.病(三)

《雜阿含727、768、1238經》，D.16. Mahaparinibbanasuttam大般涅槃經(5.1)，《增壹阿含39.6經》、《增壹阿含44.10經》
    一  爾時，世尊住王舍城之竹林迦蘭陀迦園。

▼.V.238.
    二  其時，世尊為患重疾病而困苦。

    三  時，具壽摩訶均頭詣世尊住處。詣已，禮敬世尊後，坐於一面。

    四  坐於一面之時，世尊言於具壽摩訶均頭曰：

        「均頭！說於覺支。」

    五  「大德！修習、多修世尊所正說之七覺支、則資助於證知、等覺、涅槃。以何為

    七耶？大德！修習、多修習世尊所正說之念覺支者，則資助於證知、等覺、涅槃……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……大德！修習、

    多修世尊所正說之捨覺支者，則資助於證知、等覺、涅槃。大德！修習、多修世尊

    所正說之此七覺支、則資助於證知、等覺、涅槃。」

        「均頭！實覺支哉！均頭！實覺支哉！」

    六  具壽摩訶均頭之如是說，師作認許。世尊病癒，如是世尊之病斷。

    註1 增一阿含三三、六(大正藏二、七三一a)

S.46.17.到彼岸

 ※ 二  「諸比丘！修習、多修七覺支者，則資助於到彼岸。以何為七耶？念覺支、[擇

    法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支。諸比丘！修習、多修

    此七覺支、則資於到彼岸。

    三  [世尊]1如是說已，如是說之善逝、師乃更說曰：

 (一)於人中[到彼岸者少…乃至…

V,82.  有光輝之漏盡者]於現世般涅槃。

    註1 以下同道相應三四經(原典二四頁)。

S.46.18.失

 ※ 二  「諸比丘！若有失七覺支者，則失正順苦滅之聖道。諸比丘！若有發七覺支者，

    則發正順苦滅之聖道。以何為七耶？念覺支、擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安

    覺支、定覺支、捨覺支。

▼.V.240.
    三  諸比丘！若有失此七覺支者，則失正順苦滅之聖道。諸比丘！若有發此七覺支

    者，則發正順苦滅之聖道。」

S.46.19.聖

 ※ 二  「諸比丘！若修習、多修七覺支者，則為聖、出離，修此者，正達苦滅盡。以何

    為七耶？念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    諸比丘！若修習、多修此七覺支者，則正達苦滅盡。」

S.46.20.厭患

 ※ 二  「諸比丘！修習、多修七覺支者，則資於一向厭患、離貪、滅盡、寂止、證知、

    等覺、涅槃。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定

    覺支、]捨覺支是。諸比丘！若修習、多修此七覺支者，則資於一向厭患、離貪、

    滅盡、寂止、證知、等覺、涅槃。」

V,83.            第二病品[終]

        此品之攝頌曰：

，生類日輪喻     乃至三種病

，到彼岸及失     聖以與厭患

第三 優陀夷品

S.46.21.覺

 ※ 二  時，有一比丘詣世尊住處。詣而[禮敬世尊]，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！覺支，所謂覺支者，大德！云何說名為覺支耶？」

        「比丘！資於覺，故名之為覺支。

 ※ 三  比丘！於此有[比丘，依遠離、依離貪、依滅盡、迴向於捨，]修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

▼.V.242.
    四  比丘！資於覺故，名之為覺支。」

S.46.22.說

《雜阿含728經》
 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說七覺支，且諦聽。

        諸比丘！以何為七覺支耶？念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、

    定覺支、]捨覺支是。諸比丘！此為七覺支。」

    註1 《雜阿含經》二七、一七(大正藏二、一九六a)。

V,84.

S.46.23.處

《雜阿含709經》
 ※ 二  「諸比丘！若作意多修欲貪處之諸法者，則未生之欲貪生，已生之欲貪倍增、增

    大。

    三  諸比丘！若作意多修瞋恚處之諸法，則未生之瞋恚生，已生之瞋恚倍增、增大。

    四  諸比丘！若作意多修惛眠處之諸法者，則未生之惛眠生，已生之惛眠倍增、增

    大。

    五  諸比丘！若作意多修掉悔處之諸法，則未生之掉悔生，已生之掉悔倍增、增大。

    六  諸比丘！若作意多修疑惑處之諸法者，則未生之疑惑生，已生之疑惑倍增、增

    大。．

    七  諸比丘！若作意多修念覺支處之諸法者，則未生之念覺支生，已生之念覺支修

    習圓滿……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    八  諸比丘！若作意多修捨覺支處之諸法者，則未生之捨覺支生，已生之捨覺支修

    習圓滿。、」

    註1 《雜阿含經》二六、六八(大正藏二、一九0b)。

S.46.24.非如理

《雜阿含704、725經》
 ※ 二  「諸比丘！若非如理者作意，則未生之欲貪生，已生之欲貪倍增、增大。

 85 三  未生之瞋恚生，已生之瞋恚倍增、增大。

    四  未生之惛眠生，已生之惛眠倍增、增大。

▼.V.244.
    五  未生之掉悔生，已生之掉悔倍增、增大。

    六  未生之疑惑生，已生之疑惑倍增、增大。

    七  未生之念覺支不生，已生之念覺支滅……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支

    ……輕安覺支……定覺支]……未生之捨覺支不生，已生之捨覺支滅。

    八  諸比丘！若如理作意者，則未生之欲貪不生，已生之欲貪斷。

    九  未生之瞋恚不生，已生之瞋恚斷除。

    一0   未生之惛眠不生，已生之惛眠斷除。

    一一  未生之掉悔不生，已生之掉悔斷除。

    一二  未生之疑惑不生，已生之疑惑斷除。

    一三  未生之念覺支生，已生之念覺支修習圓滿……[擇法覺支……精進覺支：

    喜覺支……輕安覺支……定覺支]……未生之捨覺支生，已生之捨覺支修習圓滿。」

    註1 《雜阿含經》二七、一四(大正藏二、一九五b)。

S.46.25.不損

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說七不損法，且諦聽。

 V,86. 三  諸比丘！何為七不損法耶？謂七覺支是。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、精

    進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。諸比丘！此為七不損法。」

S.46.26.盡

 ※ 二  「諸比丘！有道有跡，以資於渴愛之盡，以修習此道、此跡。

    三  諸比丘！有何之道、有何之跡以資於渴愛之盡耶？謂七覺支是。以何為七耶？

    念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。」

    四  如是說已，具壽優陀夷，白世尊曰：

        「大德！云何修習七覺支、云何多修七覺支者，則資於渴愛之滅盡耶？」

    五  「優陀夷！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習廣大無量

    無瞋之念覺支。彼依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習廣大無量無瞋之念

    覺支，則渴愛斷除。渴愛斷則業斷、業斷則苦斷。

    六~一一  ……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]…，

▼.V.246.
    一二  依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習廣大無量無瞋之捨覺支。彼依

IV,87. 遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習廣大無量無瞋之捨覺支，則渴愛斷。渴

    愛斷，則業斷、業斷，則苦斷。

    一三  優陀夷！如是乃由渴愛之盡，則業盡；由業盡，則苦盡。」

S.46.27.滅

《雜阿含729經》
 ※ 二  「諸比丘！有道、有跡，以資於渴愛之滅，以修習此道、此跡。

    三  諸比丘！有何之道、有何之跡，以資於渴愛之滅耶？謂七覺支是。以何為七耶？

    念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    四  諸比丘！云何修習、云何多修七覺支者，資於渴愛之滅耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支]……依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修七覺支者，則資於渴愛之滅。」

S.46.28.決擇

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說決擇分之道，且諦聽。

    三  諸比丘！何為決擇分之道耶？謂七覺支是。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、

    精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。」

    四  如是說已。具壽優陀夷，白世尊曰：

        「大德！云何修習、多修七覺支者，則資於決擇耶？」

V,88. 五  「優陀夷！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習廣大、無

    量無瞋之念覺支。彼於念覺支，以修習心於前之未決擇、於前未破裂之貪蘊以決擇

    而破裂之，於前未決擇、前未破裂之瞋蘊以決擇而破裂之，於前未決擇、前未破裂

    之癡蘊以決擇而破裂之……[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支]

    ……依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習廣大、無量、無瞋之捨覺支。彼

    於捨覺支，以修習心於前未決擇、前未破裂之貪蘊以決擇、而破裂之，於前未決擇、

    前未破裂之瞋蘊以決擇，而破裂之，於前未決擇、前未破裂之癡蘊以決擇而破裂之。

    六  優陀夷！如是修習、如是多修七覺支者，則資於決擇。」

S.46.29.一法

▼.V.248.
※ 二  「諸比丘！我不見其他一法，若修習、多修此者，則資於斷諸結法。諸比丘！此

    即七覺支是。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定

    覺支、]捨覺支是。

    三  諸比丘！云何修習、多修七覺支者，則資於斷諸結法耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支]……依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！如是修習，如是多修七覺支者，則資於斷諸結法。

V,89. 四  諸比丘！何為結法耶？

        眼是結法，於此生結繫之執著。[耳……鼻……舌
]身是結法，於此生結繫之

    執著。意是結法，於此生結繫之執著。

        諸比丘！此名之為結法。

S.46.30.優陀夷

    一  爾時，世尊住於舜巴國，名為仙達嘉之舜巴人住邑。

    二  時，具壽優陀夷詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之具壽優

    陀夷，白世尊曰：

    三  「稀有哉！大德！未曾有哉！大德！大德！所以我對世尊，敬奉、敬愛、尊重、

    有慚愧。大德！我前在家時不敬法、不敬僧。大德！我對世尊敬愛、尊重、慚愧，

    欲離家為出家，願世尊為我說法：「色是如是、色之集是如是、色之滅是如是，受

    是如是…乃至…想是如是……行是如是……識是如是、識之集是如是、識之滅

    是如是。」

V,90. 四  大德！我去往空屋，以轉此五取蘊之生滅：如實證知「此是苦」，如實證知「此

    是苦集」，如實證知「此是苦滅」，如實證知「此是順苦滅道。」

    五  大德！我現觀於法，以得道，我修習、多修此者，則住如如而到達真如，了知：

    生已盡、梵行已立、所作已辦
、更不受後有。大德！我獲得念覺支，我修習、多

▼.V.250.
    修於此者，則住如如而到達真如，了知：生已盡、[梵行已立、所作已辦、更不受後

    有。……[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支]……大德！我獲得

    捨覺支，我修習、多修於此者，則住如如而到達真如，了知：生已盡、梵行已立、

    所作已辦、更不受後有。大德！我獲得此道，我修習、多修於此者，住如如到達真

    如，了知：生已盡、梵行已立、所作已辦、更不受後有。」

    六  「善哉！善哉！優陀夷！汝獲得此道，汝修習、多修於此者，則住於如如而到達

    真如，了知
：生已盡、梵行已立、所作已辦、更不受後有。」

            第三優陀夷品[終]

        此品攝頌曰：

，覺說處非如理   不損盡滅決擇   一法與優陀夷

V,91.

第四 蓋品

S.46.31.善(一)

 ※ 二  「諸比丘！為諸法之善、善分、善友者，皆以不放逸為根本，等趣於不放逸，以

    不放逸為諸法最上之名。

「諸比丘！任何諸法善的、善分的、善系的，皆以不放逸為根本，以不放逸為匯集，不放逸是諸法之最上。」

    三  諸比丘！於不放逸之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。諸比丘！不放逸之

    比丘，云何以修習七覺支，多修七覺支耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離[依離貪、依滅盡，迴向於捨，]以修習念覺支

    ……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、

    依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！不放逸之比丘，如是修習七覺支、多修七覺支。」

▼.V.252.
S.46.32.善(二)

 ※ 二  「諸比丘！為諸法之善、善分、善友者，皆以如理作意為根本，等趣於如理作意，

    以如理作意為諸法最上之名。

「諸比丘！善的、善分的、善系的，皆以從根源作意為根本，以從根源作意為匯集，從根源作意是諸法之最上。」

    三  諸比丘！於如理作意具足之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。諸比丘！如

    理作意具足之比丘，云何修習七覺支、多修七覺支耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支]……依遠離、依離貪、依滅

    盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！如理作意具足之比丘，如是修習七覺支、多修七覺支。」

V,92.

S.46.33.煩惱(一)

 ※ 二  「諸比丘！金之隨煩惱
有五種。被此隨煩惱染污時，金則不柔軟、不堪任、不

    清淨、脆而不堪正用。以何為五耶？

    三  諸比丘！鐵為金之隨煩惱，被此隨煩惱染污時，金則不柔軟、不堪任、不清淨、

    脆而不堪正用。

    四  諸比丘！銅為金之隨煩惱，被此隨煩惱染污時，金……乃至…

    五  諸比丘！錫為金之隨煩惱，…乃至…

    六  諸比丘！鉛為金之隨煩惱，…乃至…

    七  諸比丘！銀為金之隨煩惱，被此隨煩惱染污時，金則不柔軟、不堪任、不清淨、

    脆而不堪正用。

    八  諸比丘！此五者為金之隨煩惱，被此隨煩惱染污時，金則不柔軟、脆而不堪正

    用。

        諸比丘！如是，心之隨煩惱有五種，被此隨煩惱染污時，心則不柔軟、不堪任、

    不清淨、脆而雖得正定，諸漏不能盡。以何為五耶？

    九  諸比丘！欲貪為心之隨煩惱，被此隨煩惱染污時，心則不柔軟、不堪任、不清

    淨、脆而不能正盡諸漏。

    一0~一三  ……瞋隨眠……惛眠隨眠……掉悔隨眠……疑隨眠……

V,93. 一四  諸比丘！此五者為心之隨煩惱，被此隨煩惱染污時，心則不柔軟、不堪任、

    不清淨、脆而不能正盡諸漏。」

▼.V.254.
    註1 增支部經典原典三、一六頁。

      2 「金之煩惱」。為金之夾雜物。乃對後之心隨煩惱，今同原語，故用同譯語。

S.46.34.煩惱(二)

《雜阿含705經》
 ※ 二  諸比丘！七覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱。若修習、多修此者，則有助於

    明解脫果之現證。以何為七耶？

    三  諸比丘！念覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱。若修習、多修此者，則助於明

    解脫果之現證……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]

    ……諸比丘！捨覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱。若修習、多修此者，則助於明

    解脫果之現證。

    四  諸比丘！此七覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱。若修習多修此者，則助於明

    解脫果之現證。」

    註1 《雜阿含經》二六、六四(大正藏二、一八九b)。

S.46.35.如理(一)

 ※ 二  「諸比丘！若非如理作意者，則未生之欲貪生，已生之欲貪倍增、增大。

    三  ……未生之瞋恚生，已生之瞋恚倍增、增大。

    四  ……未生之惛眠生，已生之惛眠倍增、增大。

    五  ……未生之掉悔生，已生之掉悔倍增、增大。

V,94. 六  諸比丘！若非如理作意者，則未生之疑惑生，已生之疑惑倍增、增大。」

S.46.36.如理(二)

 ※ 二  「諸比丘！若如理作意者，則未生之念覺支生，已生之念覺支修習圓滿……[擇

    法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……未生之捨覺支生，

    已生之捨覺支修習圓滿。」

S.46.37.增長

《雜阿含705經》
 ※ 二  「諸比丘！若修習、多修七覺支者，則助於增長、不損。以何為七耶？

▼.V.256.
    三  念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    四  諸比丘！若修習、多修七覺支者，則助於增長、不損。」

    註1 《雜阿含經》二六、六四(大正藏二、一八九b)。

S.46.38.障蓋

《雜阿含707經》
 ※ 二  「諸比丘！障蓋有五種，為心之隨煩惱，以使慧羸弱。以何為五耶？

    三  諸比丘！欲貪為障蓋，為心之隨煩惱，以使慧羸弱。諸比丘！瞋恚為障蓋，為

    心之隨煩惱，以使慧羸弱。諸比丘！惛眠為障蓋，為心之隨煩惱，以使慧羸弱。諸

V,95. 比丘！掉悔為障蓋，為心之隨煩惱，以使慧羸弱。諸比丘！疑惑為障蓋，為心之隨

    煩惱，以使慧羸弱。

    四  諸比丘！此是五障蓋，為心之隨煩惱，以使慧羸弱。

    五  諸比丘！七覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱，若修習、多修此者，則助於明

    解脫果之現證。以何為七耶？

    六  諸比丘！念覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱，若修習、多修此者，則助於明

    解脫果之現證。……[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支]……諸

    比丘！捨覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱，若修習、多修此者，則助於明解脫果

    之現證。

    七  諸比丘！此七覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱，若修習多修此者，則助於明

    解脫果之現證。

    八  諸比丘！聖弟子希求作意、舉心有念、傾聽於法時，於彼無五蓋，七覺支修習

    圓滿。

    九  其時，無何種之五蓋耶？其時無欲貪蓋、其時無瞋蓋、其時無惛眠蓋、其時無

    掉悔蓋、其時無疑惑蓋。於彼，其時無此五種蓋。

    一0  其時，何種之七覺支修習圓滿耶？其時念覺支修習圓滿……[擇法覺支……

    精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……其時捨覺支修習圓滿。

V,96. 一一  諸比丘！聖弟子希求下作意、舉心有念、傾聽於法時，於彼無此五蓋，此七

    覺支修習圓滿。」

▼.V.258.
    註1 《雜阿含經》二六、六六(大正藏二、一八九c)。

 S.46.39.樹

《雜阿含708經》
 ※ 二  「諸比丘！大樹之種子微細，但其枝幹大，將覆蔽諸樹木，諸樹木因被覆蔽而破

    損、倒壞。

    三  諸比丘！何者之大樹其種子細微而枝幹大，以覆蔽諸樹木，諸樹木因被覆蔽而

    破損、倒壞耶？謂：阿濕波他樹、尼拘留他樹、無花果樹、優曇羅樹、犍遮耶樹下

    迦捭多羅樹是。

    四  諸比丘！如是，於此有一類之男子，棄諸欲，離家為出家，然彼被諸欲或更甚

    邪惡者所破損、倒壞。

    五  諸比丘！障蓋有五種，以覆蔽於心，使慧羸弱。以何為五耶？

        諸比丘！欲貪為障蓋，以覆蔽於心，使慧羸弱。諸比丘！瞋恚為障蓋，以覆蔽

    於心，使慧羸弱。諸比丘！惛眠為障蓋，以覆蔽於心，使慧羸弱。諸比丘！掉悔為

    障蓋，以覆蔽於心，使慧羸弱。諸比丘！疑惑為障蓋，以覆蔽於心，使慧羸弱。

V,97.     諸比丘！有此五種障蓋，以覆蔽於心，使慧羸弱。

    六  諸比丘！七覺支為無障、無蓋、不覆蔽於心，若修習、多修此者，則助於明解

    脫果之現證。以何為七耶？

        諸比丘！念覺支為無障、無蓋、無覆蔽於心，若修習、多修此者，則助於明解

    脫果之現證……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    諸比丘！捨覺支為無障、無蓋、無覆蔽於心，若修習多修此者，則助於明解脫果之

    現證。

        諸比丘！此七覺支為無障、無蓋、無覆蔽於心，若修習、多修此者，則助於明

    解脫果之現證。」

    註1 《雜阿含經》二六、六七(大正藏二、一九0a)。

S.46.40.蓋

《雜阿含706經》
 ▼.V.260. 

 ※ 二  「諸比丘！有五種蓋，能使為黑暗、為無目、為無智、滅慧、至於壞滅，而不令

    得涅槃。以何為五耶？

        諸比丘！欲貪蓋能使為黑闇、為無目、為無智
、滅慧、至於壞滅，而不令得

    涅槃。諸比丘！瞋蓋……諸比丘！惛眠蓋……諸比丘！掉悔蓋……諸比丘！疑蓋能

    使為黑闇、為無目、為無智、滅慧、至於壞滅，而不令得涅槃。

        諸比丘！此五蓋能使為黑闇、為無目、為無智、滅慧、損壞分，而不令得涅槃。

    三  諸比丘！有七種覺支，能為目、為智、以增長慧、為不損壞分，而有助於涅槃。

    以何為七耶？

V,98.    諸比丘！念覺支能為目、為智、以增長慧、為不損壞分，而有助於涅槃……[擇

    法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……諸比丘！捨覺支能

    為目、為智、以增長慧、不損壞分，而有助於涅槃。

        諸比丘！此七覺支，能為目、為智、以增長慧、不損壞分，而有助於涅槃。」

    註1 《雜阿含經》二六、六五(大正藏二、一八九c)。

              第四蓋品[終]

        此品之攝頌曰：

，二善二煩惱   二如理增長

，障不損蓋障   樹蓋共為十

第五 轉輪品

S.46.41.第一1 類

《雜阿含730經》
    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！於過去世，諸沙門、婆羅門之斷三類者，皆修習、多修七覺支。諸比

▼.V.262.
    丘！於未來世，諸沙門、婆羅門之斷三類者，皆修習、多修七覺支。諸比丘！現在

    諸沙門、婆羅門之斷三類者，皆修習、多修七覺支。

    三  何為七覺支耶？念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]

    捨覺支。

    四  諸比丘！於過去世，諸沙門、婆羅門之斷三類者，…乃至…之斷……乃至

    ……之斷……，皆修習、多修七覺支。」

    註1 《雜阿含經》二七、一九(大正藏二、一九六a)，「三類」是言三種慢(原註)。

V,99.

 S.46.42.轉輪

《雜阿含721-722經》，《中阿含58經》七寶經》，《增壹阿含39.7經》，大正No.38《佛說輪王七寶經》，cf. D.17. Mahasudassana- suttam 大善見王經(8-17).
 ※ 二  「諸比丘！轉輪王出現時，則現七寶。以何為七耶？

    三  現：輪寶、象寶、馬寶、摩尼寶、女寶、居士寶、主兵臣寶是。

    諸比丘！轉輪王出現時，現此等七寶。

    四  諸比丘！如來、應供、正等覺出現時，則現七覺支寶。以何為七耶？

    五  現：念覺支寶、[擇法覺支寶、精進覺支寶、喜覺支寶、輕安覺支寶、定覺支寶、]

    乃至現捨覺支寶。諸比丘！如來、應供、正等覺者出現時，現此等七覺支寶。」

    註1 《雜阿含經》二七、一0(大正藏二、一九四a)。

S.46.43.魔

· 二  「諸比丘！我為汝等說摧伏魔軍之道，且諦聽。

· 三  諸比丘！何為摧伏魔軍之道耶？謂七覺支是。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。諸比丘！此為摧伏魔軍之道。」

S.46.44.愚癡

 ※ 二  時，有一比丘來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之彼比丘，

    白世尊曰：

    三  「大德！愚癡啞羊，愚癡啞羊之謂者，大德！云何謂之愚癡啞羊耶？」

V,100. 四  「比丘！不修習、不多修七覺支，稱之為愚癡啞羊。以何為七耶？念覺支、[擇

▼.V.264.
    法覺支、精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    五  比丘！不修習、不多修此七覺支者，稱為愚癡啞羊。」

S.46.45.有慧

 ※ 三  「大德！有慧不啞，有慧不啞之謂者，云何謂為有慧不啞耶？」

    四  「比丘！修習、多修七覺支，稱為有慧不啞。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、

    精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    五  比丘！修習、多修此七覺支，故稱為有慧不啞。」

S.46.46.貧窮

 ※ 三  「大德！貧窮，貧窮之謂者，大德！云何謂為貧窮耶？」

    四  「比丘！不修習、不多修七覺支，稱為貧窮。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、

    精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    五  比丘！不修習、不多修此七覺支者，稱為貧窮。」

S.46.47.不貧

 ※ 三  「大德！不貧，不貧之謂者，大德！云何稱為不貧耶？」

    四  「比丘！修習、多修七覺支，故稱為不貧。以何為七耶？念覺支、[擇法覺支、

    精進覺支、喜覺支、輕安覺支、定覺支、]捨覺支是。

    五  比丘！修習、多修此七覺支者，故稱為不貧。」

V,101.

S.46.48.日輪

 ※ 二  「諸比丘！日輪上昇時，前驅之相為明相。諸比丘！如是比丘起七覺支時，先驅

    之相為善友。

    三  諸比丘！於有善友之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。

        諸比丘！有善友之比丘，云何以修習七覺支、多修七覺支耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！有善友之比丘，如是修習七覺支、多修七覺支。」

S.46.49.支分(一)

《雜阿含731經》
 ※ 二  「諸比丘！言內支分者，不見其他有一支分，能起七覺支者，比丘！此即如理作

▼.V.266.
    意。

    三  諸比丘！於如理作意具足之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。

        諸比丘！如理作意具足之比丘，云何修習七覺支、多修七覺支耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡、迴向於捨，以修習捨覺支。

    五  諸比丘！如理作意具足之比丘，如是以修習七覺支、多修七覺支。」

V,102.

S.46.50.支分(二)

 ※ 二  諸比丘！言外支分者，不見其他有一支分，能起七覺支者。諸比丘！此即有善

    友。

    三  諸比丘！於有善友之比丘，以期修習七覺支、多修七覺支。

        諸比丘！有善友之比丘，云何修習七覺支、多修七覺支耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

        諸比丘！有善友之比丘，如是修習七覺支、多修七覺支。」

              第五轉輪品[終]

        此品之攝頌曰：

，類轉輪與魔

，愚癡與有慧

，貧窮及不窮

，日輪二支分

，共之而為十

第六 覺支總攝品

    1.  舍衛城因緣

S.46.51. 蓋食

《雜阿含715經》，S.46.2
▼.V.268.
    二  「諸比丘！將說五蓋與七覺支之食、不食，且諦聽。」

S.46.51.一食

    三  「諸比丘！云何為食？使未生之欲貪生，已生之欲貪倍增、增大耶？諸比丘！

V,103. 有淨相。多修此非如理作意為食者，則未生之欲貪生，已生之欲貪倍增、增大。

    四  諸比丘！云何為食？使末生之瞋恚生，已生之瞋恚倍增、增大耶？諸比丘！有

    瞋相。多修此非如理作意為食者，則未生之瞋恚生，已生之瞋恚倍增、增大。

    五  諸比丘！云何為食？使未生之惛眠生，已生之惛眠倍增、增大耶？諸比丘！有

    不欣喜、倦怠、鬱悶、飽食、心退縮。多修此非如理作意為食者，則未生之惛眠生，

    已生之惛眠倍增、增大。

    六  諸比丘！云何為食？使未生之掉悔生，已生之掉悔倍增、增大耶？諸比丘！有

    心之非寂止。多修此非如理作意為食者，則未生之掉悔生，已生之掉悔倍增、增大。

    七  諸比丘！云何為食？使未生之疑惑生，已生之疑惑倍增、增大耶？諸比丘！有

    疑惑處之法。多修此非如理作意為食者，則未生之疑惑生，已生之疑惑倍增、增大。」

S.46.51.二 覺支食

    八  「諸比丘！云何為食？使未生之念覺支生，已生之念覺支得圓滿修習耶？諸比

V,104. 丘！有念覺支處之法。多修此如理作意為食者，則未生之念覺支生，已生之念覺支

    得圓滿修習。

    九  諸比丘！云何為食？使未生之擇法覺支生，已生之擇法覺支得圓滿修習耶？諸

    比丘！有善不善法、有呵責無呵責法、劣勝法、黑白俱分法。多修此如理作意為食

    者，則未生之擇法覺支生，已生之擇法覺支得圓滿修習。

    一0  諸比丘！云何為食？使未生之精進覺支生，已生之精進覺支得圓滿修習耶？

    諸比丘！發勤界、精勤界、勤勇界。多修此如理作意為食者，則未生之精進覺支生，

    已生之精進覺支得圓滿修習。

    一一  諸比丘！云何為食？使未生之喜覺支生，已生之喜覺支得圓滿修習耶？諸比

    丘！有喜覺支處之法。多修此如理作意為食者，則未生之喜覺支生，已生之喜覺支

    得圓滿修習。

    一二  諸比丘！云何為食？使未生之輕安覺支生，已生之輕安覺支得圓滿修習耶？

    諸比丘！有身輕安、心輕安。多修此如理作意為食者，則未生之輕安覺支生，已生

▼.V.270.
    之輕安覺支得圓滿修習。

V,105. 一三  諸比丘！云何為食？使未生之定覺支生，已生之定覺支得圓滿修習耶？諸比

    丘！有寂止相、不亂相。多修此如理作意為食者，則未生之定覺支生，已生之定覺

    支得圓滿修習。

    一四  諸比丘！云何為食？使未生之捨覺支生，已生之捨覺支得圓滿修習耶？諸比

    丘！有捨覺支處之法。多修此如理作意為食者，則未生之捨覺支生，已生之捨覺支

    得圓滿修習。」

S.46.51.三 蓋之不食

    一五  「諸比丘！云何為不食？使未生之欲貪不生，已生之欲貪不得倍增、增大耶？

    諸比丘！有不淨相。多修此如理作意為不食者，則未生之欲貪不生，已生之欲貪不

    得倍增、增大。

    一六  諸比丘！云何為不食？使未生之瞋恚不生，已生之瞋恚不得倍增、增大耶？

    諸比丘！有慈心解脫。多修此如理作意為不食，則未生之瞋恚不生，已生之瞋恚不

    得倍增、增大。

    一七  諸比丘！云何為不食？使未生之惛眠不生，已生之惛眠不得倍增、增大耶？

V,106. 諸比丘！有發勤界、精勤界、勤勇界。多修此如理作意為不食，則未生之惛眠不生，

    已生之惛眠不倍增、增大。

    一八  諸比丘！云何為不食？使未生之掉悔不生，已生之掉悔不倍增、增大耶？諸

    比丘！有心之寂止。多修此如理作意為不食者，則未生之掉悔不生，已生之掉悔不

    得倍增、增大。

    一九  諸比丘！云何為不食？使未生之疑惑不生，已生之疑惑不倍增、增大耶？諸

    比丘！有善不善法、有呵責無呵責法、劣勝法、黑白俱分法。多修此如理作意為不

    食者，則未生之疑惑不生，已生之疑惑不倍增、增大。」

S.46.51.四 覺支之不食

    二0  「諸比丘！云何為不食？使未生之念覺支不生，已生之念覺支不得圓滿修習

    耶？諸比丘！有念覺支處之法。多修此之非如理作意為不食者，則未生之念覺支不

    生，已生之念覺支不得圓滿修習。

    二一  諸比丘！云何為不食？使未生之擇法覺支不生，已生之擇法覺支不得圓滿修

▼.V.272.
    習耶？諸比丘！有善不善法、有呵責無呵責法、劣勝法、黑白俱分法。多修此之非

    如理作意為不食者，則未生之擇法覺支不生，已生之擇法覺支不得圓滿修習。

V,107. 二二  諸比丘！云何為不食？使未生之精進覺支不生，已生之精進覺支不得圓滿修

    習耶？諸比丘！有發勤界、精勤界、勤勇界。多修此之非如理作意為不食者，則未

    生之精進覺支不生，已生之精進覺支不得圓滿修習。

    二三  諸比丘！云何為不食？使未生之喜覺支不生，已生之喜覺支不得圓滿修習

    耶？諸比丘！有喜覺支處之法。多修此之非如理作意為不食者，則未生之喜覺支不

    生，已生之喜覺支不得圓滿修習。

    二四  諸比丘！云同為不食？使未生之輕安覺支不生，已生之輕安覺支不得圓滿修

    習耶？諸比丘！有身輕安、心輕安。多修此之非如理作意為不食者，則未生之輕安

    覺支不生，已生之輕安覺支不得圓滿修習。

    二五  諸比丘！云何為不食？使未生之定覺支不生，已生之走覽支不得圓滿修習

    耶？諸比丘！有寂止相、不亂相。多修此之非如理作意為不食者，則未生之定覺支

    不生，已生之定覺支不得圓滿修習。

    二六  諸比丘！云何為食？使未生之捨覺支不生，已生之捨覺支不得圓滿修習耶？

    諸比丘！有捨覺支處之法。多修此之非如理作意為不食者，則未生之捨覺支不生，

    已生之捨覺支不得圓滿修習。」

    註1 《雜阿含經》二七、四。上之第二經，參照(原典六四頁)。

V,108.

S.46.52.理趣

《雜阿含713-714經》
 ※ 二  時，有眾多比丘，晨早時分，著下衣、持衣、缽，入舍衛城乞食。

    三  時，彼諸比丘思念：「步行至舍衛城乞食，尚過早，我等可先往異學修習者之園。」

    四  時，彼諸比丘至異學修行者之園。至已，與彼異學修行者，互相交談慶慰、歡

    喜、感銘之語後，坐於一面。異學修行者，言於坐在一面之諸比丘曰：

    五  「友等！沙門瞿曇為弟子如是說法曰：「諸比丘！汝等欲斷心之隨煩惱」」使慧

    羸弱、及斷五蓋，宜如實修習七覺支。」友等！我等亦為弟子如是說法曰：「友等！

    汝等欲斷心之隨煩惱」」使慧羸弱、及斷五蓋，宜如實修習七覺支。」友等！於此，

▼.V.274.
    沙門瞿曇與我等之說法與說法、教誡與教誡，有何之差別、何之特相、何之殊異耶？」

    六  時，彼諸比丘對異學修行者之所說不歡喜、不呵責。不歡喜、不呵責，從座起

    而離去，曰：「我等唯於世尊之處，如此所說義。」

    七  時，彼諸比丘行至舍衛城乞食。食後，由乞食歸，詣世尊住處。詣已，禮敬世

    尊，坐於一面。

V,109. 八  坐於一面之彼諸比丘，白世尊曰：

        「大德！於此，我等於晨早時分，著下衣、持衣、缽，入舍衛城乞食。大德！其

    時，我等思念：「行至舍衛城乞食，為時過早，我等可往異學修行者之園。」大德！

    時我等至異學修行者之園。至已，與彼異學修行者，互相交談慶慰、歡喜、感銘之

    語後，坐於一面。大德！時，彼異學修行者，對坐於一面之我等曰：

    九  「友等！沙門瞿曇為弟子如是說法曰：……有何之殊異耶？」

    一0  大德！時，我等對異學修行者之所說，不歡喜、不呵責。不歡喜，不呵責，

    即從座起而離去，曰：「我等唯於世尊之處，如此所說義。」」

    一一  「諸比丘！異學修行者如是說，則應如是言：「友等！有理趣，依此理趣，而

    五蓋有十，七覺支為十四。」諸比丘！如是之問，異學修行者則不能答，而生困惑。

    一二  何以故？諸比丘！此非其境界。諸比丘！我未見於天、魔、梵、沙門、婆羅

    門、天、人眾中，對於此問，能起應答之心者，但除如來與如來之弟子有聞者。」

V,110.

S.46.52.(一) 五成為十

    一三  「諸比丘！有何之理趣？依其理趣，五蓋成為十耶？

    一四  諸比丘！內之欲貪亦蓋，外之欲貪亦蓋，欲貪蓋者，乃依此而說，故依此理

    趣為二。

    一五  諸比丘！內之瞋恚亦蓋，外之瞋恚亦蓋，瞋恚蓋者，乃依此而說，故依此理

    趣為二。

    一六  諸比丘！惛沈亦蓋，睡眠亦蓋，惛眠蓋者，乃依此而說，故依此之理趣為二。

    一七  諸比丘！掉舉亦蓋，追悔亦蓋，掉悔蓋者，乃依此而說，故依此之理趣為二。

    一八  諸比丘！內法之疑惑亦蓋，外法之疑惑亦蓋，疑惑蓋者，乃依此而說，故依

    此之理趣為二。

    一九  諸比丘！有此之理趣，依此之理趣，而五蓋為十。」

▼.V.276.
S.46.52.(二) 七為十四

    二0  「諸比丘！有何之理趣？依其理趣，七覺支成為十四耶？

    二一  諸比丘！內法之念，為念覺支；外法之念，亦為念覺支。念覺支者，則依此

    而說，故依此理趣為二。

V,111. 二二  諸比丘！於外法以慧決擇、伺察、思慮，為擇法覺支；於內法以慧決擇、伺

    察、思慮、亦為擇法覺支。擇法覺支者，則依此而說，故依此理趣為二。

    二三  諸比丘！身之精進，為精進覺支；心之精進，亦為精進覺支。精進覺支者，

    則依此而說，故依此之理趣為二。

    二四  諸比丘！有尋、有伺之喜，為喜覺支；無尋、無伺之喜，亦為喜覺支。喜覺

    支者，則依此而說，故依此理趣為二。

    二五  諸比丘！身之輕安，為輕安覺支；心之輕安，亦為輕安覺支。輕安覺支者，

    則依此而說，故依此之理趣為二。

    二六  諸比丘！有尋、有伺之定，亦為定覺支；無尋、無伺之定，亦為定覺支。定

    覺支者，則依此而說，故依此之理趣為二。

    二七  諸比丘！內法之捨，亦為捨覺支；外法之捨，亦為捨覺支。捨覺支者，則依

    此而說，故依此之理趣為二。

    二八  諸比丘！有此之理趣；依此之理趣，七覺支而為十四。」

    註1 《雜阿含經》二七、二(大正藏二、一九一a)

V,112.

S.46.53.（一）火

 ※ 二  時，有眾多之比丘，於最早時分，著下衣、持衣、缽，入舍衛城乞食。

    三~一0  如「理趣經」。

    一一  「諸比丘！若異學修行者，如是說者，則應如是言：「友等！心退縮時，修習

    何者之覺支，為非時耶？修習何者之覺支，為是時耶？友等！心掉舉之時，修習何

    者之覺支，為非時耶？修習何者之覺支，為是時耶？」諸比丘！如是之問，則異學

    修行者，將困惑不能作答。

    一二  何以故耶？諸比丘！此非其境界。諸比丘！我於天、魔、梵、沙門、婆羅門、

▼.V.278.
    天、人眾中，不見對此問能起回答之心者，但除如來與如來之弟子有聞者。」

，一 非時

    一三  「諸比丘！心退縮時，修習輕安覺支，為非時；修習定覺支，為非時；修習捨

    覺支，為非時。何以故耶？諸比丘！退縮心者，以此等諸法甚難發起。

    一四  諸比丘！譬如有人，欲令小火熾燃。彼對此投以濕草，投以濕牛糞，投以濕

V,113. 薪，加水、風，撒塵介2，彼人得能令小火熾燃耶？」

        「大德！不能！」

        「諸比丘！如是，心退縮時，修習輕安覺支者，非其時；修習定覺支者，非其時；

    修習捨覺支者，非其時。何以故耶？諸比丘！退縮心者，以此等諸法甚難發起。」

S.46.53.（二）時

    一五  「諸比丘！心退縮時，是修習擇法覺支之時，修習精進覺支之時，修習喜覺支

    之時。何以故耶？諸比丘！退縮心者，以此等諸法易於發起。

    一六  諸比丘！譬如有人，欲使小火熾燃。彼對此投以乾草，投以乾牛糞，投以乾

    薪，加吹氣，不撒塵介，彼人得令小火熾燃耶？」

        「大德！如是。」

        「諸比丘！如是心退縮時，是修習擇法覺支之時，修習精進覺支之時，修習喜覺

    支之時。何以故耶？諸比丘！退縮心者，此等以諸法易於發起。」

S.46.53.（三）非時

V,114.一七  「諸比丘！心掉舉時，修習擇法覺支非其時，修習精進覺支非其時，修習喜覺

    支非其時。何以故？諸比丘！掉舉心者，以此等諸法甚難使其寂靜。

    一八  諸比丘！譬如有人，欲滅大火聚。彼對此投以乾草，投以乾牛糞，投以乾薪，

    加吹風，不撒塵介，彼人得能滅大火之聚耶？」

        「大德！不能。」

        「諸比丘！如是心掉舉時，修習擇法覺支非其時，修習精進覺支非其時，修習喜

    覺支非其時。何以故耶？諸比丘！掉舉心者，以此等之諸法甚難使其寂靜。」

S.46.53.（四）時

    一九  「諸比丘！心掉舉時，是修習輕安覺支之時，是修習定覺支之時，是修習捨覺

    支之時。何以故？諸比丘！掉舉心者，以此等之諸法易使其寂靜。

▼.V.280.
    二0  諸比丘！譬如有人欲滅大火聚。彼對此投以濕草，投以濕牛糞，投以濕薪，

    加水、風，撒塵介
，則彼人得能滅大火聚耶？」

        「大德！如是。」

V,115.   「諸比丘！如是心掉舉時，是修習輕安覺支之時，是修習定覺支之時，是修習捨

    覺支之時。何以故？諸比丘！掉舉心者，以此等之諸法易使寂靜。

    二一  諸比丘！至於念(覺支)，我說：念可常有」。

    註1 《雜阿含經》二七、三(大正藏二、一九一c)      

S.46.54.慈

《雜阿含743經》
    一  一時，世尊住於拘利國之一名日黃枕邑之拘利村。

    二  時，有眾多之比丘，晨早時分，著下衣、持衣、缽，入黃枕邑乞食。

    三  時，彼諸比丘生思念：「行至黃枕邑乞食，為時尚早，我等可往異學修行者之

    園」。

    四  時，彼諸比丘，至異學修行者之園。至已，與彼異學修行者，互相交談慶慰、

    歡喜、感銘之語後，坐於一面。彼異學修行者，言坐於一面之諸比丘曰：．

    五  「友等！沙門瞿曇為弟子如是說法曰：「諸比丘！汝等欲斷心之隨煩惱--使慧

    羸弱、及斷五蓋，應以慈俱行之心徧滿一方而住、第二、第三、第四亦如是；如是

V,116. 對上下傍邊所有一切世間，皆以慈俱行之廣大、無量、無怨、無瞋之心徧滿而住。

    以悲俱行之心徧滿一力而住、第二、第三、第四、亦如是；如是對上下傍邊所有一

    切世間，以悲俱行之廣大、無量、無怨、無瞋之心徧滿而住。以喜俱行之心，徧滿

    一方而住、第二、第三、第四亦如是；如是對上下傍所有一切世間，以喜俱行之廣

    大、無量、無怨、無瞋之心，徧滿而住。以捨俱行之心徧滿一方而住、第二、第三、

    第四亦如是；如是對上下傍邊所有一切世間，以捨俱行之廣大、無量、無怨、無瞋

    之心徧滿而住。」

    六  友等！我等亦為弟子作如是說法云：「友等！汝等欲斷心之隨煩惱--使慧羸

▼.V.282.
    弱、及斷五蓋，應以慈俱行之心徧滿一方而住…乃至…以悲俱行之心……以喜

    俱行之心……以捨俱行之心徧滿一方而住、第二、第三、第四亦如是；如是對上下

    傍邊所有一切世間，以捨俱行之廣大、無量、無怨、無瞋之心徧滿而住。」

V,117. 七  友等！於此，沙門瞿曇與我等之說法與說法、教誡與教誡，有何之差別、何之

    特相、何之殊異耶？」

    時，彼諸比丘對異學修行者之所說，不生歡喜、不予呵責。不歡喜、不呵責，

    從座起而離去，曰：「我等唯於世尊之處，如此所說之義。」

    八  時，彼諸比丘行至黃枕邑乞食，食後由乞食歸，詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，

    坐於一面。坐於一面之彼諸比丘，白世尊曰：

    九  「大德！於此我等於晨早時分，著下衣、持衣、缽，入黃枕邑乞食。大德！其時，

    我等生斯思念：「至黃枕邑乞食，為時尚早，我等可往異學修行者之園。」大德！

    時，我等去至異學修行者之園。至已，與彼學異修行者，互相交談慶慰、歡喜、感

    銘之語後，坐於一面。大德！彼異學修行者，言坐於一面之我等曰：

        友等！沙門瞿曇為弟子作如是說法云：「諸比丘！汝等欲斷心之隨煩惱」」使

    慧羸弱、及斷除五蓋，應以慈俱行之心徧滿一方而住…乃至…以悲俱行之心……

    以喜俱行之心……以捨俱行之心徧滿一方而住、第二、第三、第四亦如是；如是上

V,118. 下傍邊所有一切世間，以捨俱行之廣大、無量、無怨、無瞋之心徧滿而住。」友等！

    我等亦為弟子作如是說法云：「友等！汝等欲斷心之隨煩惱」」使慧羸弱、及斷除五

    蓋，應以慈俱行之心徧滿一方而住…乃至…以悲俱行之心……以喜俱行之心

    ……以捨俱行之心徧滿一方而住、第二、第三、第四亦如是：如是對上下傍邊所有

    一切世間，以捨俱行之廣大、無量、無怨、無瞋之心徧滿而住。」友等！於此，沙門

    瞿曇與我等之說法與說法、教誡與教誡，有何之差別、何之特相、何之殊異耶？」

        大德！時，我等對彼異學修行者之所說，不生歡喜、不予呵責。不歡喜、不呵

    責，即從座起而離去，曰：「我等唯於世尊之處，如此所說義。」」

    一0  「諸比丘！異學修行者若如是說，則宜作如是言：「友等！云何修習慈心解

    脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、究竟於何耶？友等！云何修習

    悲心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、究竟於何耶？友等！天

    何修習喜心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、究竟於何耶？友

▼.V.284.
    等！云何修習捨心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、究竟於何

    耶？」諸比丘！如是問之，異學修行者，將困惑不能作答。

    一一  何以故？諸比丘！此非其境界。諸比丘！我於天、魔、梵、沙門、婆羅門、

    天、人眾中，未見對於此問，能生作答之心者，但除如來與如來之弟子有聞者。

V,119. 一二  諸比丘！云何修習慈心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、

    究竟於何耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習慈俱行之

    念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……修

    習慈俱行之捨覺支。彼若欲於非違逆，以違逆想而住者，則以違逆想而住。若欲於

    違逆，以非違逆想而住者，則以非違逆想而住。若欲於非違逆與違逆，以違逆想而

    住者，則以違逆想而住。若欲於違逆與非違逆，以非違逆想而住者，則以非違逆想

    而住。若欲俱遮非違逆與違逆，以捨正念、正知而住者，則住於捨正念、正知或具

    足清淨解脫而住。諸比丘！慈心解脫，是以清淨為其最勝，此比丘未通達更上解脫

    
，而有此之慧。

    一三  諸比丘！云何修習悲心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、

    究竟於何耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習悲俱行之

    念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……以

    修習悲俱行之捨覺支。彼若欲於非違逆，以違逆想而住者，則以違逆想而住……乃

    至……若欲俱遮非違逆與違逆，以捨正念、正知而住者，則住於捨正念、正知、或

V,120. 徧超色想，由滅有對想，不作意種種想，則虛空為無邊，俱足虛空無邊處而住。諸

    比丘！悲心解脫，是以虛空無邊處為其最勝，此比丘未通達更上解脫，而有此之慧。

    一四  諸比丘！云何修習喜心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、

    究竟於何耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習喜俱行之

    念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……修

    習喜俱行之捨覺支。彼若欲於非違逆，以違逆想而住者，則以違逆想而住……乃至

    ……若欲俱遮非違逆與違逆，以捨正念、正知而住者，則以捨正念、正知而住，或

▼.V.286.
    徧超虛空無邊處，為識無邊，具足識無邊處而住。諸比丘！喜心解脫是以識無邊處

    為其最勝，此比丘未通達更上解脫，而有此之慧。

    一五  諸比丘！云何修習捨心解脫？若修習者，則趣於何、以何為最勝、以何為果、

    究竟於何耶？

        諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨俱行之

    念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……依

    遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨俱行之捨覺支。彼若欲於非違逆，以

    違逆想而住者，則以違逆想而住。若欲於違逆，以非違逆想而住者，則以非違逆想

    而住。若欲於非違逆與違逆，以違逆想而住者，則以違逆想而住。若欲於違逆與非

V,121. 違逆，以非違逆想而住者，則以非違逆想而住。若欲俱遮非違逆與違逆，以捨正念、

    正知而住者，則以捨正念、正知而住。或徧超識無邊處，為無所有，具足無所有處

    而住。諸比丘！捨心解脫是以無所有處為其最勝，此比丘未通達更上解脫，而有此

    之慧。」

    註1 《雜阿含經》二七、三二(大正藏二、一九七b)。

      2 「上解脫」。(uttarim vimuttim)出世間法。「世間慧」者(讀為idhapannassa)不起出此

        世間之慧。(以上依原註)。

S.46.55.傷歌邏

    一  舍衛城……

    二  時，傷歌邏婆羅門，詣世尊住處。詣已，與世尊互相交談慶慰、歡喜、感銘之

    語後，坐於一面。坐於一面之傷歌邏婆羅門，白世尊曰：

    三  「尊瞿曇！有何之因、何之緣？有時長夜讀誦真言，不得成辯才耶？何況不讀誦

    耶？尊瞿曇！又有何之因、何之緣？有時長夜不讀誦真言，得成辯才耶？何況讀誦

    之耶？」

    一

    四  「婆羅門！為欲貪所纏，以隨逐欲貪之心而住，對已生欲貪之出離，不能如實知

    時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能如實知見，雖長夜

▼.V.288.
    讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，以赤、黃、青、茜色而濁之，有眼之人，對其中觀察己

    之面相，不得如實知見。婆羅門！如是為欲貪所纏，以隨逐於欲貪之心而住，對已

V,122. 生欲貪之出離，不能如實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對

    俱利不能如實知見，雖長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

    五  婆羅門！又為瞋恚所纏，以隨逐於瞋恚之心而住，對已生瞋恚之出離，不能如

    實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能如實知見，雖

    長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，以火加熱，沸騰而汪溢，有眼之人，於其中雖觀察己之

    面相，但不能如實知見。婆羅門！如是為瞋恚所纏，以隨逐於瞋恚之心而住，對已

    生瞋恚之出離，不能如實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對

    俱利不能如實知見，雖長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

    六  婆羅門！又為惛眠所纏，以隨逐於惛眠之心而住，對已生惛眠之出離，不能如

    實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能如實知見，雖

    長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

V,123.     婆羅門！譬如有水缽，為苔草所覆，有眼之人，於其中觀察自己之面相，不能

    如實知見。婆羅門！如是為惛眠所纏，以隨逐於惛眠之心而住，對已生惛眠之出離，

    不能如實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能如實知

    見，雖長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

    七  婆羅門！又為掉悔所纏，以隨逐於掉悔之心而住，對已生掉悔之出離，不能如

    實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能如實知見，雖

    長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，為風煽動而起漂波，有眼之人，於其中觀察自己之面相，

    不能如實知見。婆羅門！如是為掉悔所纏，以隨逐於掉悔之心而住，對已生掉悔之

    出離，不能如實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能

    如實知見，雖長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

    八  婆羅門！又為疑惑所纏，以隨逐疑惑之心而住，對已生疑惑之出離，不能如實

    知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對俱利不能如實知見，雖長

▼.V.290.
    夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

V,124.   婆羅門！譬如有水缽，染以濁擾之泥，置於闇處，有眼之人，於其中觀察自己

    之面相，不能如實知見。婆羅門！如是為疑惑所纏，以隨逐於疑惑之心而住，對已

    生疑惑之出離，不能如實知時，則對己利不能如實知見、對他利不能如實知見、對

    俱利不能如實知見，雖長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！

    九  婆羅門！有此因、此緣，有時雖長夜讀誦真言，亦不得成辯才，何況不讀誦哉！」

，二

    一0  「婆羅門！不為欲貪所纏，不隨逐於欲貪之心而住，對已生欲貪之出離，如實

    知時，則對己利如實知見、對他利如實知見、對俱利如實知見，長夜不讀誦真言，

    亦成辯才，何況讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，不為赤、黃、青、茜色所濁，有眼之人，於其中觀察自

    己之面相，如實知見。婆羅門！如是不為欲貪所纏，不隨逐於欲貪之心而住，對已

    生欲貪之出離，如實知時…乃至…[何況讀誦哉！]

    一一  婆羅門！又不為瞋恚所纏，不隨逐於瞋恚之心而住……何況讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，加火熱之，未沸騰，未汪溢，有眼之人，於其中觀察自

V,125. 己之面相，而如實知見。婆羅門！如是未被瞋恚所纏，[不隨逐於]瞋恚之心而住……

    何況讀誦哉！

    一二  婆羅門！又不為惛眠所纏，不隨逐於惛眠之心而住……何況讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，未被苔草所覆，有眼之人……婆羅門！如是不為惛眠所

    纏，不隨逐於惛眠之心而住……何況讀誦哉！

    一三  婆羅門！又不為掉悔所纏，[不隨逐於掉悔]之心而住……何況讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，不為風煽動，不漂不波，有眼之人……婆羅門！如是不

    為掉悔所纏，不隨逐於掉悔之心而住……何況讀誦哉！

    一四  婆羅門！又不為疑惑所纏，以不隨逐於疑惑之心而住，對已生疑惑之出離，

    如實知時，則對己利如實知見、對他利如實知見、對俱利如實知見，雖長夜不讀誦

    真言，亦成辯才，何況讀誦哉！

        婆羅門！譬如有水缽，澄清無濁，置於明處，有眼之人，於其中觀察自己之面

    相，如實知見。婆羅門！如是不為疑惑所纏，不隨逐於疑惑之心而住，對已生疑惑

▼.V.292.
    之出離如實知時，則對己利如實知見、對他利如實知見、對俱利如實知見，雖長夜

    不讀誦真言，亦成辯才，何況讀誦哉！

V,126. 一五  婆羅門！有此因、此緣，有時雖長夜不讀誦真言，亦成辯才，何況讀誦哉！

    一六  婆羅門！七覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱。修習、多修此者，則助於明

    解脫果之現證。以何為七耶？婆羅門！念覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱，對此

    修習、多修者，則助明解脫果之現證……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……

    輕安覺支…定覺支]……婆羅門！捨覺支為無障、無蓋、無心之隨煩惱，對此修習、

    多修者，則助於明解脫果之現證。」

    一七  如是說已，傷歌邏婆羅門白世尊曰：

        「妙哉！尊瞿曇！妙哉！尊瞿曇！譬如扶起倒者，如揭露覆者，如對迷者教之以

    道，如暗中舉燈火，使有眼者得見色。如是，尊瞿曇以種種之方便顯示法。我於此

    當歸依尊瞿曇與法及比丘眾，尊瞿曇容我自今日起至命終，歸依為優婆塞。」

    註1 增支部經典原典第三卷二三0頁。

S.46.56.無畏

《雜阿含711-712經》
    一  如是我聞。一時，世尊住王舍城耆闍崛山中。

    二  時，無畏王子詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之無畏王子

    白世尊曰：

    三  「大德！富蘭迦葉作如是言：「於無智、無見為無因、無緣，無智、無見是無因、

    無緣。於智、見為無因、無緣，智、見是無因、無緣。」於此，世尊作云何說示耶？」

    四  「王子！於無智、無見為有因、有緣，無智、無見是有因、有緣。王子！於智

V,127. 、見為有因、有緣，智、見是有因、有緣。」

    一

    五  「大德！云何於無智、無見為有因、有緣耶？云何無智、無見是有因有緣耶？」

    六  「王子！為欲貪所纏，以隨逐於欲貪之心而住，對已生欲貪之出離，不能如實知

    見時，王子！此為無智、無見之因、之緣，如是無智、無見，為有因、有緣。

    七  王子！又為瞋恚所纏，以隨逐於瞋恚之心而住…乃至…

▼.V.294.
    八  ……為惛眠所纏……

    九  ……為掉悔所纏……

    一0  為疑惑所纏，以隨逐於疑惑之心而住，對已生疑惑之出離，不能如實知見時，

    王子！此為無智、無見之因、之緣。如是，無智、無見為有因、有緣。」

    一一  「大德！此法門當云何名之耶？」

        「王子！此名之為蓋。」

        「實則為蓋哉！世尊！實則為蓋哉！善逝！大德！譬如為一一之蓋所遮伏，即不

    能如實知見，何況於五蓋耶？」

，二

    一二  「大德！又云何於智、見為有因、有緣耶？云何智、見是有因、有緣耶？」

V,128. 一三  「王子！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支。

    彼以修習念覺支之心，如實知、見。王子！此為智、見之因、之緣。如是，智、見

    為有因、有緣。

    一四~一八  ，王子！復次，比丘……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕

    安覺支……定覺支]……

    一九  依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。彼以修習捨覺支之心，

    如實知見。王子！此為智、見之因、之緣。如是，智、見為有因、有緣。」

    二0  「大德！此法門當云何名之耶？」

         「王子！此名之為覺支。」

         「實為覺支哉！世尊！實為覺支哉！善逝！大德！譬如成就一一之覺支，即是如

    實知見，何況於七覺支耶？大德！我登上耆闍崛山，雖身疲勞、心疲勞，然而得輕

    利，以現觀於法。」

    註1 《雜阿含經》二六、七0(大正藏二、一九0b)二七、一(同一九一a)

        攝頌曰：

，食及理趣火     慈與傷歌邏

▼.V.296.
，耆闍崛山中     無畏之所問

，覺支相應中

        覺支相應 第六覺支總攝品[終]

V,129.

第七 入出息品

S.46.57.骨

S.46.57.一  大果大功德

《雜阿含747經》
    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！若修習、多修骨想者，則有大果大功德。

    三  諸比丘！云何修習骨想、云何多修骨想，而有大果大功德耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習骨想俱行

    之念覺支………[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修行骨想俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修骨想者，則有大果大功德。」

S.46.57.二 或者

《雜阿含734、747經》
 ※ 二  「諸比丘！若修習、多修骨想者，則可期二果之隨一果，於現法開悟，或有餘依

    者，則得不還果。

    三  諸比丘！云何修習、云何多修骨想者，則可期二果之隨一果，於現法開悟耶？

    或有餘依者，則得不還果耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習骨想俱行

    之念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    修習骨想俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修骨想者，則可期二果之隨一果，於現法開悟，或

    有餘依者，則得不還果。」

V,130.

S.46.57.三 大義利

《雜阿含734、747經》
 ※ 二  「諸比丘！修習、多修習骨想者，則資於大義利。

▼.V.298.
    三  諸比丘！云何修習、多修習骨想，則資於大義利耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習骨想俱行

    之念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    修習骨想俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修習骨想者，則資於大義利。」

S.46.57.（四）大安穩

《雜阿含747經》
 ※ 二  「諸比丘！修習、多修習骨想者，則資於大安穩。

    三  諸比丘！云何修習、多修習骨想者，則資於大安穩耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習骨想俱行

    之念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    修習骨想俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修習骨想者，則資於大安穩。」

S.46.57.（五）大厭背

《雜阿含747經》
 ※ 二  「諸比丘！修習、多修習骨想者，則資於大厭背。

    三  諸比丘！云何修習、多修習骨想者，則資於大厭背耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習骨想俱行

    之念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    修習骨想俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修習骨想者，則資於大厭背。」

V,131.

S.46.57.（六）樂住

《雜阿含747經》
 ※ 二  「諸比丘！修習、多修習骨想者，則資於大樂住。

    三  諸比丘！云何修習、多修習骨想者，則資於大樂住耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習骨想俱行

    之念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    修習骨想俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！如是修習、如是多修習骨想者，則資於大樂住。」

    註1 《雜阿含經》二七、三六(大正藏二、一九八a)。

▼.V.300.
S.46.58.噉(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！修習於噉想…乃至…

S.46.59.青瘀(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！修習於青瘀想…乃至…

S.46.60.壞(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於壞想……

S.46.61.膨脹(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！對膨脹想……

    註1S.46. [第二~第5.同五七經。

S.46.62.慈(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！修習於慈……

    註1 《雜阿含經》二七、三三(大正藏二、一九七c)。

S.46.63.悲(一~六)

    二  諸比丘！修習於悲……

S.46.64.喜(一~六)

    二  諸比丘！修習於喜……

S.46.65.捨(一~六)

    二  諸比丘！修習於捨……

V,132.

S.46.66.入出息(一~六)1

    二  諸比丘！修習於入出息……

    註1 《雜阿含經》二七、三五(大正藏二、一九八a)。

▼.V.302.
        此品之攝頌曰：

，骨噉與青瘀

，壞及膨脹慈

，悲喜乃至捨

，入出息為十

， 覺支相應之第七入出息品[終]

第八 滅品

S.46.67.不淨(一~六)1

《雜阿含741-742經》
    二  諸比丘！於不淨想……

    註1 《雜阿含經》二七、三0(大正藏二、一九七a)

S.46.68.第 死(一~六)1

    二  諸比丘！於死想……

    註1 《雜阿含經》二七、三一(大正藏二、一九七b)。

S.46.69.違逆(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於食違逆想……

    註1 《雜阿含經》二七、三六(大正藏二、一九八a)

S.46.70.不可樂(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於一切世間不可樂想……

    註1 同上。

▼.V.304.
S.46.71.無常(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於無常想……

    註1 《雜阿含經》二七、三六(大正藏二、一九八a)

S.46.72.苦(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於無常苦想……

    註1 《雜阿含經》二七、三六(大正藏二、一九八a)

V,133.

S.46.73.無我(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於苦無我想……

    註1 同上。

S.46.74.斷(一~六)1

《雜阿含747經》
    二  諸比丘！於斷想……

    註1 同上。

S.46.75.離貪(一~六)1

《雜阿含745、747經》
    二  諸比丘！於離貪想…乃至…

    註1 同上。

S.46.76.滅

《雜阿含745、747經》
S.46.76.（一）大果大功德

▼.V.306.
※ 二  諸比丘！若修習、多修滅想者，則有大果大功德。

    三  諸比丘！云何修習滅想者……

    四  諸比丘！於此有比丘……滅想俱行之……

    五  諸比丘！……如是修習之……

S.46.76.（二）或者

 ※ 二  諸比丘！若修習、多修滅想者，則二果之……

    三  諸比丘！云何修習滅想……

    四  諸比丘！於此有比丘……滅想俱行之……

    五  諸比丘！……如是修習……

S.46.76.（三~六）大義利、安穩、厭背、樂住

 ※ 二  諸比丘！若修習、多修滅想者，則助於大義利……助於大安穩……助於大厭背

    ……助於大樂住。

V,134. 三  諸比丘！云何修習、多修滅想者，助於大義利耶？助於大安穩耶？……助於大

    厭背耶？……助於大樂住耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習滅想俱行

    之念覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……

    修習滅想俱行之捨覺支。諸比丘！如是修習滅想、如是多修者，則助於大義利……

    助於大安穩……助於大厭背……助於大樂住。

    註1 同上。

        此品之攝頌曰：

，不淨以及死

，食違逆不樂

，無常苦無我

，乃至斷離貪

，滅等之為十

              覺支相應之第八滅品[終]

▼.V.308.
第九 恆河廣說(遠離)1

S.46.77.第一

 ※ 二  「諸比丘！譬如恒河，趣向於東[、傾向於東、臨入於東]。諸比丘！如是比丘，

    修習七覺支、多修習七覺支者，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何修習七覺支、多修七覺支者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入

    涅槃耶？

    三  諸比丘！此處有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……修習捨覺支。

        諸比丘！比丘如是[修習七覺支、多修七覺支者，則趣向涅槃、傾向於涅槃、]

    臨入涅槃。」

S.46.78~88.第二~十二

        乃至到尋覓品應廣說。

    註1 第四五道相應九一~一0二經原典第五卷二一八~四0頁。

V,135.     攝頌曰：

，向東之有六

，趣向海有六

，二六之十二

，以之說此品

          第九恒河廣說[終]

第一0 不放逸品(遠離)1

S.46.89~98.第一~十

        諸比丘！諸有情之無足、二是、四足、多足，[於有色、無色、有想、無想，以

▼.V.310.
    如來、應供、正等覺者，稱為最上。諸比丘！如是，諸善法皆以不放逸為根本，等

    趣於不放逸，以不放逸稱為諸法之最上。]……乃至廣說……

    註1 第四五道相應一三九~一四八經(原典第五卷四一~四五頁)。

        攝頌曰：

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句

第一一 力所作品(遠離)1

S.46.99~110.第一~一二2

    二  諸比丘！譬如作諸力所作之事業，皆依於地、立於地，如是作諸力所作之事業

    ……乃至廣說……

    註1 第四五道相應一四九~一六0經(原典第五卷四五~五四頁)。

      2 應該有9九~一一0.。

V,136.     攝頌曰：

，力與種子龍，樹瓶乃至芒

，虛空與二雲，船舶與客河

▼.V.312.
第一二 尋覓品(遠離)1

S.46.101~110.第一~一二2

    二  諸比丘！有三種尋覓。以何為三耶？欲尋、有尋、梵行尋是……乃至廣說……

    註1 第四五道相應一六一~一七0經(原典第五卷五四~五八頁)。

      2 本品之經數應該是一一，想是原本有誤。

        攝頌曰：

，尋覓次第漏     有苦礙與垢

，搖受二渴愛

第一三 瀑流品(遠離)1

S.46.111~119.第一~九

    一  舍衛城……

    二  諸比丘！瀑流有四種。以何為四耶？欲流、有流、見流、無明流是……乃至廣

    說……

    註1 第四五道相應一七一~一八0經(原典第五卷五九~六二頁。)

S.46.120.上分[結]

 ※ 二  諸比丘！有五上分結。以何為五耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。諸比

V,137. 丘！此為五上分結。

    三  諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五上分結，應修習七覺支。何為七

    覺支耶？

▼.V.314.
    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，迴向於捨，以修習念覺支……

    [擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支……]依遠離、依離

    貪、依滅盡，迴向於捨，以修習捨覺支。

    五  諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五上分結，應修習此七覺支。

        攝頌曰：

，瀑流與軛取

，繫隨眠妙欲

，蓋蘊上下分

第一四 恆河廣說(調伏欲貪)1

S.46.121.第一

 ※ 二  「諸比丘！譬如恒河，趣向東[、傾向東、臨入東]。諸比丘！如是比丘，修習

    七覺支、多修七覺支者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃。

        諸比丘！比丘云何修習七覺支、多修七覺支，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅

    槃耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，調伏究盡欲貪、調伏究盡瞋恚、調伏究盡愚癡，以修念

    覺支……[擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……捨覺

    支。

        諸比丘！比丘如是修習七覺支、多修七覺支者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入

    涅槃。」

V,138.

S.46.122~132.第二~一二

        如是究盡欲貪，乃至到尋覓品止廣說。

    註1 第四五道相應一0三~一一四經(原典第五卷四0頁。)

        攝頌曰：

，趣向於東六

▼.V.316.
，趣向於海六

，二六之十二

，以之說此品。

    以廣說覺支相應之桓河品，用以廣說欲貪。

              第十四品[終]

第一五 不放逸品(調伏欲貪)1

S.46.133~142.第一~一0

    註1 第四五道相應一三九~一四八經(原典第五卷四二~四五頁)。

        攝頌曰：

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句。

    以覺支相應之不放逸品，用以廣說欲貪。

             第十五品[終]

第一六 力所作品(調伏欲貪)1

S.46.143~154.第一~一二

    註1 第四五道相應一四九~一六0經(原典八第五卷四五~五四頁)。

        攝頌曰：

，力與種子龍

▼.V.318.
，樹瓶以及芒

，虛空及二雲

，船舶與客河

    以覺支相應之力所作品，用以廣說欲貪。

           第十六品[終]

V,139.

第一七 尋覓品(調伏欲貪)1

S.46.155~165.第一~一一

    註1 第四五道相應一六一~一七0經(原與第五卷五四~五八頁)。

        攝頌曰：

，尋覓次第漏

，有三苦礙垢

，搖受二渴愛

    以覺支相應之尋覓品，用以廣說欲貪也

          第十七品[終]

第一八 瀑流品(調伏欲貪)1

S.46.166~174.第一~九2

    一  舍衛城因緣

    二  諸比丘！瀑流有四種。以何為四耶？欲流、有流、見流、無明流是。……乃至

    廣說……

    註1 第四五道相應一七一~一八0經典(第五卷五九~六二頁)。

▼.V.320.
      2 想原典之經的號碼數有誤。

S.46.175.上分結

 ※ 二  諸比丘！有五上分結。以何為五耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。諸比

    丘！此為五上分結。

    三  諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五上分結，應修習七覺支。以何為

    七耶？

    四  諸比丘！於此有比丘調伏究盡欲貪、調伏究盡瞋恚、調伏究盡愚癡……趣向不

    死、傾向不死、臨入不死……趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃以修習念覺支……[擇

    法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支]……捨覺支。

    五  諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷此五上分結，應修習此七覺支。

V,140.     攝頌曰：

，瀑流與軛取

，繫隨眠妙欲

，蓋蘊上下分

    應知此品用以究盡欲貪、究盡瞋恚、究盡愚癡。

         覺支相應中之第十四暴流品[終]

    應以廣說道相應處，廣說覺支相應。

 覺支相應[終]

▲Top回目錄
▼.V.322.  V,141.

S.47.第三 念處相應

第一 菴羅品

S.47.1.菴羅

《雜阿含607、622經》，S.47.18.
    一  如是我聞。爾時，世尊住毘舍離國之菴羅園中。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！」

        諸比丘應諾世尊曰：「大德！」世尊曰：

    三  「諸比丘！有此一乘道
，能使眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅

    槃，謂四念處。以何為四耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念、調伏世間之貪憂而住，

    於受觀受……於心觀心……於法觀法，熱誠、正知、正念、調伏世間之貪憂而住。

    五  諸比丘！有此一乘道，能使眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅槃，

    謂四念處。」

    六  世尊如是說已，彼諸比丘生喜悅，歡喜於世尊之所說。

    註1 《雜阿含經》二四、二0(大正藏二、一七四b)。

      2 「此一乘道」。ekaya no ayam讀為ekayano ayam

V,142.

S.47.2.正念

《雜阿含610、622經》，一卷本《雜阿含14經》
    一  爾時，世尊住毘舍離國之菴羅園中。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        [「諸比丘！」

        彼諸比丘應諾世尊曰：--「大德！」世尊曰：]

    三  「諸比丘！比丘應以正念、正知而住，此是我為汝等之教誡。

    四  諸比丘！云何為比丘之正念耶？

▼.V.324.
        諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間貪憂而住，於

    受……於身……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間貪憂而住。

        諸比丘！如是為比丘之正念。

    五  諸比丘！云何為比丘之正知耶？

    諸比丘！於此有比丘，進退以正知而作，觀察以正知而作，屈伸以正知而作，

    持僧伽梨、缽衣以正知而作，飲食嚐味以正知而作，大小便以正知而作，行住坐臥

    眠醒語默以正知而作。

        諸比丘！如是為比丘之正知。

    六  諸比丘！比丘應以正念、正知而住，此即我為汝等之教誡。」

    註1 《雜阿含經》二四、六~七(大正藏二、一七一b)

S.47.3.比丘

《雜阿含624經》，S.47.15-16
    一  爾時，世尊住舍衛城，祇樹林之給孤獨園。

    二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之彼比

    丘白世尊曰：

V,143. 三  「願大德世尊為我略說示法要。我聞世尊之法，獨靜居、不放逸、熱誠、專精而

    住。」

        「於此有一類之愚人，若如是請我說法者，我則得做思惟。」

        「大德世尊！願為我略說法，我悟世尊所說之義，當為世尊所說之相續者。」

        「比丘！然則汝於善法之初應當清淨，何為善法之初耶？戒之悉皆清淨，與見之

    正直。比丘！汝若於戒悉皆清淨且得見正直者，比丘！汝則依戒立戒，三重修習四

    念處。以何為四耶？

    四  比丘！汝於內，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於外，

    於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住：於內外，於身觀身，熱誠、

    正知、正念，調伏世間之貪憂而住。於內，於受……於外，於受……於內外，於受

    觀受…乃至…於內，於心……於外，於心……於內外，於心觀心…乃至…

    於內，於法……於法，於外，於法……於內外，於法觀法，熱誠、正知、正念，調

▼.V.326.
    伏世間之貪憂而住。

    五  比丘！汝依戒立戒，如是修習此四念處者，比丘！汝則可期與日夜俱善法之增

    長，[不期]損滅。」

V,144. 六  時，彼比丘歡喜、隨喜世尊之所說，則從座起，禮敬世尊，右繞離去。

    七  時，彼比丘獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住。善男子以離家而出家之本義，

    於現法究竟無上之梵行，以自證知、現證、具足而住。如：生已盡、梵行已立、所

    作已辦、更不受後有。

    八  彼比丘成為阿羅漢之一。

    註1 《雜阿含經》二四、三二(大正藏二、一七六a)。

S.47.4.薩羅(婆羅門村)

《雜阿含621經》
    一  如是我聞。爾時，世尊住憍薩羅園，薩羅婆羅門村。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！」

    彼諸比丘應諾世尊曰：「大德！」世尊曰：

    三  「諸比丘！諸新參比丘，出家未久，新接受此法、律者，諸比丘！汝等應勸導使

    修習四念處而住。以何為四耶？[當說：]

    四  「友等！汝等於身觀身而住，為如實知身，應熱誠、正知、一趣、心清淨、得

    定、心一境。於受觀受而住，為如實知受，應熱誠、正知、一趣、心清淨、得定、

    心一境。於心觀心而住，為如實知心，應熱誠、正知、一趣、心清淨、得定、心一

    境。於法觀法而住，為如實知法，應熱誠、正知、一趣、心清淨、得定、心一境。」

V,145. 五  諸比丘！諸有學比丘，尚未獲得心，以志求無上安穩而住者，於身觀身而住，

    為徧知於身，熱誠、正知、一趣、心清淨、得定、心一境。於受歡受而住……於心

    觀心而住……於法觀法而住，為徧知於法，熱誠、正知、一趣、心清淨、得定、心

    一境。

    六  諸比丘！諸漏盡之阿羅漢比丘，梵行已立，所作已辦，捨重擔而獲得己利，盡

    有結之正知解脫者，尚且於身觀身而住，熱誠、正知、一趣、心清淨、得定、心一

▼.V.328.
    境，而離身之繫。於受觀受而住……於心觀心而住，於法觀法而住，熱誠、正知、

    一趣、心清淨、得定、心一境，以離法之繫。

    七  諸比丘！諸新參比丘之出家未久，新接受此法、律者，亦宜勸導使修習此四念

    處而住。」

    註1 《雜阿含經》二四、一七(大正藏二、一七三c)

S.47.5.善聚

《雜阿含621經》
    一~二  舍衛城……於此，世尊說示曰：--

    三  「諸比丘！不善聚者即是五蓋，是為正說。諸比丘！純一之不善聚者，即為五蓋。

    以何為五耶？

V,146. 四  欲貪蓋、瞋蓋、惛眠蓋、掉悔蓋、疑惑蓋是。諸比丘！不善聚者，即此五蓋，

    是為正說。諸比丘！純一之不善聚者，即此五蓋。

    五  諸比丘！善聚者即是匹念處，是為正說。諸比丘！純一之善聚者，即四念處。

    以何為四耶？

    六  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。諸比丘！

    善聚者，即是四念處，是為正說。比丘！純一之善聚者，即此四念處。」

    註1 《雜阿含經》二四、七(大正藏二、一七一b)

S.47.6.鷹

《雜阿含617經》，cf. J.168.
 ※ 三  「諸比丘！於過去世有鷹，忽而襲捉鶉。

    四  諸比丘！時，鶉被鷹所獲，如是悲嘆云：「我等若遊於非行處、他境界者，則

    是不祥、福少。我今日若遊於自行處、父母境界者，則鷹雖戰亦不得我。」「鶉！何

    為汝之自行處、父母境界耶？」「田耕之壟是。」

V,147. 五  諸比丘！時，鷹確信於自力，亦不讓於自力，因以放鶉而言曰：「鶉！去！雖

    儘往彼處，亦難逃離於我。」

▼.V.330.
    六  諸比丘！時，鶉飛往田耕之壟，挺立於大壟之上曰：「鷹來！鷹來！」

    七  諸比丘！時，鷹確信於自力，不讓於自力，忽而縮其兩翼對鶉襲來。諸比丘！

    鶉知「鷹力壯向我襲來」乃退縮於彼壟塊中。諸比丘！時，此鷹乃衝撞其胸。

    八  諸比丘！如是，乃遊於非行處、他境界者。諸比丘！是故勿遊於非行處、他境

    界。諸比丘！遊於非行處、他境界者，則魔得機緣、得所緣。

    九  諸比丘！何為比丘之非行處、他境界耶？謂五妙欲是。以何為五耶？

    一0  眼所識之色為可樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染；耳所識之聲……鼻所

    識之香……舌所識之味……身所識之觸為可樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染。

    諸比丘！此為比丘之非行處、他境界者。

    一一  諸比丘！應遊於自行處、父母境界。諸比丘！遊於自行處、父母境界者，則

    魔不得機緣、不得所緣。

V,148. 一二  諸比丘！何為比丘之自行處、父母境界耶？謂四念處是。以何為四耶？

    一三  諸比丘！此處有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心……於法觀法，誠熱、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。諸比丘！

    此為比丘之自行處、父母境界。」

    註1 本生經一六八原典第二卷五九頁。《雜阿含經》二四、一三(大正藏二、一七三c)

S.47.7.猿猴

《雜阿含620經》
 ※ 三  「諸比丘！於雪山王中有嶮峻之處，為猿猴亦不能往，人亦不能往者。

    四  諸比丘！於雪山王中有嶮峻之處，為猿猴可往，而人不能往者。

    五  諸比丘！於雪山王中有平等、可樂之處，猿猴、人均可往。諸比丘！於此獵師

    於猿猴之路，塗黐以捕捉猿猴。諸比丘！若諸猿猴不愚癡、不輕率者，見其黐則遠

    避。又，猿猴之愚癡、輕率者，則來以手觸其黐，其手即被捉；欲脫其手，而以第

    二手相觸，其手亦被捉；為欲脫二手，而以足相觸，其足即被捉；欲脫二手與足，

    而以第二是相觸，其足即被捉；為欲脫二手足，而以口相觸，其口即被捉。

V,149. 六  諸比丘！如是猿猴五處被捉，呻吟而臥、困窮苦惱，即隨獵師之所欲。諸比丘！

    獵師得此、即將猿猴
隨所欲貫穿運置而去。

▼.V.332.
    七  諸比丘！如是，乃遊於非行處、他境界者，諸比丘！是故勿遊於非行處、他境

    界。諸比丘！若遊於非行處、他境界者，則魔得機緣、得所緣。

    八  諸比丘！何為比丘之非行處、他境界耶？謂五妙欲是。以何為五耶？

    九  眼所識之色是可樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染；耳所識之聲……鼻所識

    之香……舌所識之味……身所識之觸是可樂、可愛、可意、愛色、引欲、可染。諸

    比丘！此為比丘之非行處、他境界。

    一0  諸比丘！應遊於自行處、父母境界。諸比丘！遊於自行處、父母境界者，則

    魔不得機緣、不得所緣。

    一一  諸比丘！何為比丘之自行處、父母境界耶？謂四念處是。以何為四耶？

    一二  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。諸比丘！

    此為比丘之自行處、父母境界。」

    註1 《雜阿含經》二四、一六(大正藏二、一七三b)。

      2 「運猿猴」。原本為katthakatangare應從暹羅本之makkatam uddharitva。

S.47.8.廚士

《雜阿含616經》
    一

 ※ 三  「諸比丘！譬如對王、王臣，有愚癡不聰明無能之廚士，備酸、苦、辛、甘、苛、    不苛、鹹、不鹹、種種之羹。

V,150. 四  諸比丘！彼愚癡不聰明無能之廚士，不知主人之食相以「今日此食羹為善，」

    即著手多取於此，以顯其色。以「今日之酸食羹為善。」即著手多取於酸，以顯其

    酸色。並以「今日之苦……辛……甘……苛……不苛……鹹……不鹹食羹為善，」

    即著手多取於不鹹，以顯其不鹹之色。

    五  諸比丘！彼愚癡不聰明無能之廚士，則不得庇護、不得俸給、不得獎賞。何以

    故？諸比丘！彼愚癡不聰明無能之廚士，乃不知主人之食相。

    六  諸比丘！如是，於此有一類愚癡不聰明無能之比丘，於身觀身，熱誠、正知、

▼.V.334.
    正念，調伏世間之貪憂而住。彼雖於身觀身而住，然其心不得定，不能斷隨煩惱，

    彼不知其相。於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而

    住。彼雖於法觀法而住，然其心不得定，不能斷隨煩惱，彼不知其相。

    七  諸比丘！彼愚癡不聰明無能之比丘，不得現法樂住，不得正知、正念。何以故

V,151. ？諸比丘！彼愚癡不聰明之比丘，不知自之心相。」

，二

    八  「諸比丘！譬如對王、王臣，有具智聰明善能之廚士，備酸、苦、辛、苛、不苛、

    鹹、不鹹、種種之羹。

        諸比丘！彼具智聰明善能之廚士，知主人之食相以「今日之此食羹為善」，即著

    手多取於此，以顯其色。以「今日酸之食羹為善」，即著手多取於酸，以顯其酸之色。

    以「今日之苦……辛……甘……苛……不苛……鹼……不鹹食羹為善，」即著手多

    取於不鹹，以顯其不鹹之色。

    九  諸比丘！彼具智聰明善能之廚士，乃能得庇護、得俸給、得獎。何以故？諸比

    丘！彼具智聰明善能之廚士，乃知主人之食相。

    一0  諸比丘！如是，於此有一類具智聰明善能之比丘，於身觀身，熱誠、正知、

    正念，調伏世間之貪憂而住。彼於身觀身而住，其心得定，斷隨煩惱，彼知其相。

V,152. 於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。彼於法觀

    法而住，其心得定，斷隨煩惱，彼知其相。

    一一  諸比丘！彼具智聰明善能之比丘，得現法樂住，得正念、正知。何以故？諸

    比丘，彼具智聰明善能之比丘，知自之心相。」

    註1 雜阿含616經﹐二四、一二(大正藏二、一七三b)。

S.47.9.病

D.16. Mahaparinibbanasuttam大般涅槃經，《長阿含2經》遊行經》，S.2.22.
    一  如是我聞。爾時，世尊住毘舍離國竹林叢中。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！汝等於毘舍離之附近，隨親友、相識、友好而入雨安居，我於此處竹

    林叢入雨安居。」

▼.V.336.
        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊，乃於毘舍離之附近，隨親友、相識、友好而入雨安居。世

    尊於竹林叢入雨安居。

    三  時，世尊入雨安居後，忽起重病，轉為將致死之劇痛。於此，世尊住於正念、

    正知而不沮喪。

    四  、時，世尊思念：「我若不告隨從、不顧比丘眾而入般涅槃者，則不相稱。我宜

V,153. 住精勤，降伏此病，以留住壽行。」時，世尊住於精勤，降伏彼病，以留住壽行。

    五  時，世尊病癒。病癒未久，即出精舍，於精舍後清涼處，設座而坐。

    六  時，具壽阿難詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之具壽阿難

    白世尊曰：

        「是慶幸事。大德！能忍耐，是慶幸事。大德！世尊足矣。大德！因見世尊病，

    我身惶懼，四面不明、諸法不辨。大德！但我有少分之安心，世尊未對比丘眾作少

    分之宣稱，當不為般涅槃。」

    七  「阿難！比丘眾對我何所須耶？阿難！我說無別內外之法。阿難！於如來法中無

    有「師」。阿難！若思「我統理比丘眾」、「比丘眾思念恃靠於我」，對於比丘眾應有

    所宣稱。阿難！然而如來不思「我統理比丘眾」、「比丘眾思念恃靠於我」。阿難！如

    來更何須對比丘眾有所宣稱耶？

    八  阿難！我今已經年老衰，加久生之年齡已八十歲。阿難！譬如助行古車之皮紐，

    阿難！如來之身，亦似為皮紐所助而行。

V,154. 九  阿難！如來不作意一切相、滅一一之受，住於具足無相心三昧時，如來則得安

    穩。阿難！然而應以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以法為依

    處，不以其他為依處而住。

        阿難！云何比丘應以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以法

    為依處，不以其他為依處而住耶？

    一0  阿難！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        阿難！如是，比丘以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以法

    為依處，不以其他為依處而住。

▼.V.338.
    一一  阿難！於今或我滅度後，應以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法

    為洲、以法為依處，不以其他為依處，則於勤學(佛法)者中，乃我最上之比丘。」

    註1 長部經典原典第二卷九八頁。

S.47.10.比丘尼住所

《雜阿含615經》
    一  舍衛城……

    二  時，具壽阿難於晨早時分，著下衣、持衣、缽，往一比丘尼寺。往已，設座而

    坐。

    三  時，眾多之比丘尼來至具壽阿難之處。至已，禮敬具壽阿難，坐於一面。坐於

    一面之彼諸比丘尼，言於具壽阿難曰：

    四  「大德阿難！此處眾多之比丘尼，善繫心於四念處而住，知前後昇降之廣大。」

V,155.     「姊妹！如是。姊妹！如是。姊妹！諸比丘、比丘尼，善繫心於四念處而住者，

    於彼則期於知前後昇降之廣大。」

    五  時，具壽阿難說法教授彼諸比丘尼，勸導、讚勵，使之慶喜，即從座起而離去。

    時，具壽阿難行往舍衛城乞食。食後，由乞食歸來，詣世尊住處。詣已，禮敬

    世尊，坐於一面。坐於一面之具壽阿難，白世尊曰：

        「大德！我晨早時分，若下衣、持衣、缽，往一比丘尼寺。至已，設座而坐。大

    德！時眾比丘尼來至我處。至已，對我禮敬而坐於一面。大德！坐於一面之彼諸比

    丘尼，言於我曰：「大德阿難！此處眾多之比丘尼，善繫心於四念處而住，如前後

    昇降之廣大。」大德！如是說之，我對彼諸比丘尼日：「姊妹！如是。姊妹！如是。

    姊妹！諸比丘、比丘尼善繫心於四念處而住者，於彼則期知於前後昇降之廣大。」」

    六  「阿難！如是、如是。阿難！諸比丘、比丘尼善繫心於四念處而住者，於彼則期

    知於前後昇降之廣大。以何為四念耶？

    七  阿難！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。彼

V,156. 於身觀身而住，然或身之所緣、身之熱煩、心之退縮，使念散亂於外。阿難！彼比

    丘應於淨相以繫心，彼以繫心於淨相，則生勝喜；有勝喜者，則生喜；有意喜者，

    則身輕安；身輕安者，則受樂；有樂者，則得心定。彼如是思擇：「我繫於心，成

▼.V.340.
    就其所繫處；今攝而休息。」彼攝而休息，乃無尋求、無伺察。彼知：「我無尋、

    無伺，而於內有念樂。」

    八~九  阿難！又於受……於心……

    一0  於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏以世間之貪憂而住。彼於法觀法而住，

    然或法之所緣、身之熱煩、心之退縮，使念散亂於外。阿難！彼比丘應於淨相以繫

    心，彼繫心於淨相，則生勝喜；有勝喜者，則生喜；有意喜者，則身輕安；有身輕

    安者，則受樂；有樂者，則得心定。彼如是思擇：「我繫於心，成就其所繫處；今

    攝而休息。」彼攝而休息，則無尋求、無伺察。彼知：「我無尋、無伺，於內有念

    樂。」

    一一  阿難！如是為修習繫念。

    一二  阿難！云何為修習無繫念？

V,157. 一三  阿難！比丘於外不繫心，知「我心不繫於外」；又知心於前後不攝取、解脫，

    為「無繫」；又知「於身觀身，熱誠、正知、正念而住於樂。」

    一四  阿難！比丘對外不繫心，知「我心不繫於外」；又知心於前後不攝取、解脫，

    為「無繫」；又知「於受觀受，熱誠、正知、正念而住於樂。」

    一五  阿難！比丘於外不繫心，知「我心不繫於外」；又知心於前後無攝取、解脫，

    為「無繫」；又知「於心觀法，熱誠、正知、正念而住於樂。」

    一六  阿難！比丘於外不繫心，知「我心不繫於外」；又知心於前後無攝取、解脫，

    為「無繫」；又知「於法觀法，熱誠、正知、正念而住於樂。」

    一七  阿難！如是為修習無繫念。

    一八  阿難！如是我說修習繫念、修習無繫念。阿難！希求、愍哀弟子之利益，應

    由師之哀愍而作者，我為汝等而作。阿難！此處有樹下，有空閒處，阿難！當靜慮，

    勿放逸，勿於後追悔。此為我對汝等之教誡。」

    一九  世尊如是說已，阿難喜悅，歡喜世尊之所說。

    註1 《雜阿含615經》二四、一一(大正藏二、一七二a)

V,158.     此品之攝頌曰：

▼.V.342.
，菴羅正念比丘

，薩羅以及善聚

，鷹與猿猴廚士

，病比丘尼等十1

    註1 原本及暹羅本為bhikkhuni(ni)vassako ti今讀為bhikkhuni dasako ti.

第二 那羅犍陀品

S.47.11.大丈夫

《雜阿含614經》
    一  舍衛城因緣

    二  時，具壽舍利弗來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之具壽

    舍利弗，白世尊曰：

    三  「大德！所云大丈夫，大丈夫者。大德！云何為大丈夫耶？」

        「舍利弗！心解脫故，我稱之為大丈夫；心未解脫者，則不稱為大丈夫。

        舍利弗！何為心解脫耶？

    四  舍利弗！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    彼於身觀身而住，心無所取，而由諸漏離貪解脫
。於受……於心……於法觀法，熱

    誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。彼於法觀法而住，心無所取，而由諸漏離

    貪解脫。

    五  舍利弗！如是而心解脫。舍利弗！心解脫故，我說為大丈夫；心未解脫者，我

    不說謂為大丈夫。」

V,159.

S.47.12.那羅犍陀(村)

《雜阿含498經》，D.28. Sampasadaniyasuttam  自歡喜經，《長阿含18經》自歡喜經》
▼.V.344.
    一  爾時，世尊住那羅犍陀，賣衣者菴羅園。

    二  時，具壽舍利弗來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之具壽

    舍利弗，白世尊曰：．

    三  「大德！過去、未來、現在之沙門、婆羅門，於等覺，無有勝於世尊之通智者，

    我如是深信於世尊。」

        「舍利弗！汝說廣大最勝之言，肯定深信，作師子吼：」大德！過去、未來、現

    在之沙門、婆羅門，於等覺，無有勝於世尊之通智者，我如是深信世尊。」

    四  舍利弗！汝對過去世之應供、正等覺者，以心念審察一切世尊之心念 (而知)

    諸世尊之戒如是，諸世尊之法如是，諸世尊之慧如是，諸世尊之住如是，諸世尊之

    解脫為如是耶？」

        「不也，大德1．」

    五  「舍利弗！汝對未來世之應供、正等覺者，以心念審察一切世尊之心念 (而知)

    諸世尊之戒如是，諸世尊之法如是，諸世尊之慧如是，諸世尊之住如是，諸世尊之

    解脫為如是耶？」

V,160.     「不也，大德！」

    六  「舍利弗！汝對現在世之應供、正等覺者，以心念審察世尊之心念 (而知)世

    尊之戒如是，世尊之法如是，世尊之慧如是，世尊之住如是，世尊之解脫為如是耶？」

        「不也，大德！」

    七  「舍利弗！然則汝對過去、未來、現在之諸應供、正等覺者，無有心差別智，云

    何說廣大最勝之言，肯定深信，作師子吼：」大德！過去、未來、現在之沙門、婆

    羅門，於等覺，無有勝於世尊之通智者，我如是深信於世尊」耶？」

        「大德！我對於過去、未來、現在之諸應供、正等覺者，無有心之差別智，但知

    法之分齊。

    八  大德！譬如有王者，於邊土有都城，城壁牢固、壁樓牢固、唯有一門。於此其

    智聰明賢能之守門者，以遮不知之人，而知之人則得入。彼巡察其都城周匝之路，

    雖未見壁隙、壁孔，乃至如貓之匍出，彼思念：」麤大生類而出入此都城者，皆得

    由此門出入。」大德！如是，我知法之分齊。

    九  大德！於過去世之應供、正等覺者、一切之世尊，為斷心之隨煩惱--使慧羸

▼.V.346.
V,161. 弱、及斷五蓋，繫心於善四念處，如實修習七覺支，以現等覺、無上正等覺。大德！

    於未來世將為應供、正等覺者、一切之世尊，為斷心之隨煩惱--使慧羸弱、及斷

    滅五蓋，繫心於善四念處，如實修習七覺支，以現等覺、無上正等覺。」

    一0  「善哉，善哉！舍利弗！舍利弗！汝數數以此法門為比丘、比丘尼、優婆塞、

    優婆夷說示，舍利弗！諸愚人於如來有疑懼、疑惑者，若聞此法門，則對如來斷疑

    懼、疑惑。」

    註1 《雜阿含498經》一八、九(大正藏二、一三0c)，D.28. Sampasadaniyasuttam  自歡喜經，

《長阿含18經》自歡喜經》
 S.47.13.純陀(沙彌)

《雜阿含638經》
    一  爾時，世尊住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  其時，具壽舍利弗住摩竭提之那羅聚落，因患重疾病而困苦。純陀沙彌為具壽

    舍弗之侍者。

    三  時，具壽舍利弗因其疾病而般涅槃。

    四  時，純陀沙彌持具壽舍利弗之衣缽，至舍衛城祇樹給孤獨園阿難住處。至已，

V,162. 禮敬具壽阿難，坐於一面。坐於一面之沙彌純陀，白具壽阿難曰：

        「大德！具壽舍利弗已涅槃矣，有其衣缽在此。」

    五  「友純陀！有此事由者，應去見世尊。友純陀！詣世尊住處。詣已，以此事稟告

    世尊。」

        「唯唯，大德！」

        純陀沙彌應諾具壽阿難。

    六  時，具壽阿難與純陀沙彌來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一

    面之具壽阿難，白世尊曰：

        「大德！依此純陀沙彌言：」大德！具壽舍利弗已般涅槃，此有其衣缽。」大德！

    聞具壽舍利弗般涅槃，我身惶懼，四面不明，不辨諸法。」

    七  「阿難！舍利弗是取戒蘊而般涅槃耶？取定蘊而般涅槃耶？取慧蘊而般涅槃

    耶？取解脫蘊而般涅槃耶？取解脫智見蘊而般涅槃耶？」

▼.V.348.
        「大德！具壽舍利弗並非取戒蘊而般涅槃……[定蘊……慧蘊……解脫蘊]……

    並非取解脫智見蘊而般涅槃。大德！然則具壽舍利弗乃我之教誡者，彼為已渡者、

    教授者、教示者、勸導者、讚勵者、慶喜者，說法不倦、攝取同梵行者，故我憶念

    具壽舍利弗之法威力、法受用、法攝受。」

V,163. 八  「阿難！我豈非豫說耶？」與一切所愛樂者，別離、離散、分離。」阿難！云何

    可得常耶？凡有所生、所為、有為、有滅壞之法者，使之不滅壞，無有是理。

    九  阿難！譬如堅固之大樹住立，先壞其大枝，阿難！如是堅固之大比丘眾住，有

    舍利弗之般涅槃。阿難！云何可得常耶？所生、所成、有為、有滅壞之法者，使之

    不滅壞，則無有是理。

    一0  阿難！然則應以自為洲、自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以法為依

    處，不以其他為依處而住。

        阿難！云何比丘應以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以法

    為依處，不以其他為依處而住耶？

    一一  阿難！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        阿難！如是之比丘，以自為洲，以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以

    法為依處，不以其他為依處而住。

    一二  阿難！於今或我滅度後，當以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法

    為洲、以法為依處，不以其他為依處，則於勤學(佛法)中，乃我最上之比丘。」

    註1 《雜阿含638經》二四、三四(大正藏二、一七六b)。

S.47.14.(跋祇國)郁迦支羅

《雜阿含639經》
    一  爾時，世尊住跋祇國，郁迦支羅之恆河邊，與大比丘眾俱。時，舍利弗與目犍

    連般涅槃未久。

    二  其時，比丘眾圍繞世尊，而坐於露地上。時，世尊默然觀察比丘眾已，告諸比

    丘曰：

V,164. 三  「諸比丘！自舍利弗、目犍連般涅槃，此眾會似如空虛。諸比丘！少此二者，此

▼.V.350.
    眾會如空虛。(然)不須顧慮舍利弗、目犍連所住之方。

    四  諸比丘！過去世應供、正等覺者、諸世尊，亦有一雙最上弟子；於我，則如舍

    利弗、目犍連者是。諸比丘！未來世之應供、正等覺者、諸世尊，亦有一雙最上弟

    子；於我，則如舍利弗、目犍連。

    五  諸比丘！(彼二者)於諸弟子是希有者，於諸弟子是未曾有者--行師之教說，

    遵守教誡，為四眾所受敬、喜悅、尊重、供養。諸比丘！(彼二者)於如來是希有

    者，於如來是未曾有者，然如是一雙之弟子般涅槃，如來是無悲愁者。

        諸比丘！云何得於常？所生、所滅、有為、有滅壞之法者，使之不滅壞，乃無

    有是處。

    六  諸比丘！譬如堅固之大樹住立，先壞其大枝，諸比丘！如是堅固之大比丘眾住，

    有舍利弗、目犍連之般涅槃。諸比丘！云何可得[常住]耶？所生、所成、有為、

    有滅壞之法者，使之不滅壞，乃無有是理。

    七  諸比丘！然則，應以自為洲、[以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以法

    為依處，]不以他為依處。

        諸比丘！云何比丘當以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以

    法為依處，不以其他為依處耶？

    八  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，[熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心]……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！如是，比丘以自為洲、以自為依處，不以其他為依處；以法為洲、以

    法為依處，不以其他為依處而住。

V,165. 九  諸比丘！於今或我滅度後，當以自為洲[、以自為依處，不以其他為依處；以

    法為洲、以法為依處，不以其他為依處]，則於勤學者中，乃我最上之比丘。」

    註1 《雜阿含639經》二四、三五(大正藏二、一七七a)。

S.47.15.(具壽)婆醯迦

《雜阿含624-625經》，cf. S.35.89.
    一  舍衛城因緣。

    二  時，具壽婆醯迦詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之具壽婆

▼.V.352.
    醯迦，白世尊曰：

        「大德！願為我略說法，我聞世尊之法，將獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住。」

        「婆醯迦！然則，汝應清淨於善法之初。何為善法之初耶？善清淨之戒與正直之

    見是。

    三  婆醯迦！汝若於戒善清淨且得見正直者，婆醯迦！汝則依戒、立戒，修習四念

    處。以何為四耶？

    四  婆醯迦！於此，汝於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。婆醯迦！汝依

    戒、立戒，如是修習此四念處。婆醯迦！應期於夜來晝去，於汝善法之增長；不期

    於損壞。」

V,166. 五  時，具壽婆醯迦歡喜、隨喜於世尊之所說，即從座起，敬禮世尊，右繞而離去。

    六  時，具壽婆醯迦獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住。不久之後，善男子以由家

    出家之本義，於現法究盡無上之梵行，自證、現證、具足而住，了知；諸漏已盡、

    梵行已立、所作已辦、更不受後有。

    七  具壽婆醯迦成為阿羅漢之一。

    註1 《雜阿含624-5經》二四、二一(大正藏二、一七五a)。

S.47.16.(具壽)鬱低迦

《雜阿含624經》
    一  舍衛城因緣

    二  時，具壽鬱低迦詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之具壽鬱

    低迦白世尊曰：

        「大德！願為我略說法，我聞世尊之法，則獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住。」

        「鬱低迦！然則，汝應清淨於善法之初。以何為善法之初耶？善清淨之戒與正直

    之見是。

    三  鬱低迦！汝若於戒善清淨且得正直之見，鬱低迦！汝則依戒、立戒，修習四念

    處。以何為四耶？

    四  鬱低迦！於此，汝於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。於受

▼.V.354.
    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。鬱低迦！汝依

    戒、立戒，如是修習此四念處者，鬱低迦！汝則得死界之彼岸。」

    五  時，具壽鬱低迦…乃至…成為一阿羅漢。

    註1 《雜阿含624經》二四、二二(大正藏二、一七四c)。

S.47.17.聖(導於出離)

《雜阿含634經》，S.47.32-34.
    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！若修習、多修於四念處者，則此聖道導於出離；而修此者，是正至滅

    盡於苦。以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

V,167. 四  諸比丘！修習、多修此四念處者，則此聖道導於出離；而修此者，是正至滅盡

    於苦。」

    註1 《雜阿含634經》二四、三0(大正藏二、一七六a)。

S.47.18.梵天王

《雜阿含607、1189經》，《別譯雜阿含104經》，一卷本《雜阿含4經》，S.47.1.
    一  爾時，世尊於鬱毗羅尼連禪河邊，阿踰波羅尼拘律之樹下，初現等覺而住。

    二  時，世尊獨居安默，乃生如是心念．

        此有一乘道，能令眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅槃，謂四念

    處是。以何為四耶？

    三  比丘於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。於受……於心……

    於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        此是一乘道，能令眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅槃，謂四念

    處是。」

    四  時，娑婆主梵天以心知世尊之心念，猶如力士屈伸於腕，如是乃速沒於梵天界，

    而現於世尊之面前。時，娑婆主梵天王，偏袒上衣，向世尊合掌，問於世尊曰：

▼.V.356.
    五  「如是世尊！如是善逝！大德！有一乘道，能令眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、

V,168. 證得正理、現證涅槃，謂四念處是。以何為四耶？

        大德！比丘於身觀身，熱誠正知、正念，調伏世間之貪憂而住。於受……於心

    ……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        大德！此一乘道，能令眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅槃。謂

    四念處是。」

    六  娑婆主梵天王如是說。娑婆主梵天王如是說已，更說：

，見生之盡邊

，知一乘之道

，有利益哀愍

，依此道過去

，於未來現在

，當可渡瀑流

    註1 《雜阿含經》607、1189經，《別譯雜阿含104經》，一卷本《雜阿含4經》，S.47.1.
S.47.19.(孫巴國)私伽陀

《雜阿含619經》，有部律.藥事七(大正24.32中)
    一  爾時，世尊住孫巴國之私伽陀孫巴村中。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！於過去世有緣幢伎師
，樹立幡幢而言於弟子迷勒迦曰：「迷勒迦！

    汝昇幢立於我頭上之竿。」

        諸比丘！彼弟子迷勒迦應諾緣幢伎師曰：「唯唯，吾師！」即昇幢立於乃師頭

    上之竿。

V,169. 三  諸比丘！時，緣幢伎師言於弟子迷勒迦曰：「迷勒迦！汝護我，我護汝，我等

    如是相互守持、相互護持，以示伎藝。追得財利，且得安穩自幡幢而降。」

    四  諸比丘！如是言已，弟子迷勒迦言於緣幢伎師曰：「吾師！此事不然。吾師！

    汝須護己，我當自護，我等如是自守、自護以示伎藝，迨得財利，且得安穩自幡幢

▼.V.358.
    而降，此乃正理。」」

    五  世尊更說曰：「猶如弟子迷勒迦對乃師之所言，諸比丘！應以「自護」以修習念

    處，應以「護他」以修習念處。諸比丘！自護者則護他，護他者則自護。

    六  諸比丘！云何自護則護他耶？依修習、多修。諸比丘！如是，自護則護他。

    七  諸比丘！云何護他則自護耶？依於忍辱、無害、慈愛、哀愍。諸比丘！如是，

    護他則自護。

    八  諸比丘！以「自護」則應修念處，「護他」則應修念處。諸比丘！自護則護他，

    護他則自護。」

    註1《雜阿含619經》二四、一五(大正藏二、一七三b)，《有部律》有部藥事七(同上二四、三二b)。

      2 「緣幢伎師」。在竹竿上演典藝之藝人。「幢」若直譯，為「旃陀羅族之竹竿」。用於藝之竿。

        原註缺。

S.47.20.國土(第一美女)

《雜阿含623經》，《修行道地經》卷第三(大正15冊)
    一  一時，世尊住孫巴國私伽陀之孫巴村中。

V,170. 二  於此處，世尊告於諸比丘曰：

    三  「諸比丘！譬如國土[中]有第一美女，因國土[中]有第一美女，而大眾則雲

    集。彼國土[中]之第一美女，又最善舞、最善歌。諸比丘！國土之第一美女，因

    能歌舞，則雲集更多之大眾。時，士夫之樂命，不樂死，樂於樂，厭於苦者而來，

    有人言於彼曰：「士天！汝持此裝滿油之，通過於大眾與國土[中]第一美女之間，

    又[另]一士夫拔劍隨汝之後，若油有少許之撒落，即斷汝之頭。」諸比丘！汝等

    於意云何耶？彼士夫對其油瓶不作意，以致放逸於外耶？」「不也，大德！」

    四  「諸比丘！我說此喻，乃為使知其義趣。義趣者，諸比丘！「油滿之瓶」，即身

    念之增上語是。

    五  諸比丘！是故，應如是學：我等當修習、多修身念，作為乘、作為地，以隨成，

    善積習造作。諸比丘！汝等當如是學。」

▼.V.60.
            第二 那羅犍陀品[終]

        此品之攝頌曰：

V,171.     大丈夫與那羅犍陀      純陀與支羅婆醯迦

鬱低迦聖與梵天王      私伽陀國土等為十

第三 戒住品

S.47.21.(具壽跋陀羅問善)戒

《雜阿含625經》
    一  如是我聞。一時，具壽阿難與具壽跋陀羅住於巴速弗邑之雞林精舍。

    二  時，具壽跋陀羅於日暮時分，由宴默起，至具壽阿難住處。至已，與具壽阿難

    互相交談慶慰、歡喜、感銘之語後，坐於一面。坐於一面之具壽跋陀羅，言於具壽

    阿難言曰：

    三  「友阿難！世尊所說善戒，世尊依何之義以說善戒耶？」

        「善哉、善哉！友跋陀羅！友跋陀羅！汝之誘導亦善，辯才亦善，所問亦善。友

    跋陀羅！汝如是問：」友阿難！世尊所說善戒，世尊依何之義以說善戒耶？」」

        「友！如是。」

    四  「友跋陀羅！世尊所說善戒者，乃為修習四念處，世尊說為善戒。以何為四耶？

    五  友！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

V,172.     友跋陀羅！世尊所說善戒者，乃為修習四念處，世尊說為善戒。」

    註1 《雜阿含625經》二四、二五(大正藏二、一七五b)。

S.47.22.(具壽跋陀羅問正法久不久)住

    一  因緣同上

▼.V.362.
    二  ……坐於一面之具壽跋陀羅，言於具壽阿難曰：

    三  「友阿難！以何因、何緣，如來般涅槃之後，正法不能久住耶？友阿難！又以何

    因、何緣，如來般涅槃之後，正法久住耶？」

        「善哉、善哉！友跋陀羅！友跋陀羅！汝之誘導亦善，辯才亦善，所問亦善。友

    跋陀羅！汝如是問：」友阿難！以何因、何緣，如來般涅槃後，正法不能久住耶？

    友阿難！又以何因、何緣，如來般涅槃後；正法得久住耶？」」

        「友！如是。」

    四  「友！因不修習、不多修四念處，故如來般涅槃之後，正法不能久住。友！因修

    習、多修四念處，故如來般涅槃之後，正法能久住。以何為四耶？

    五  友！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之資憂而住；於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。友！因不修習、

    不多修四念處，故如來般涅槃之後，正法不能久住。友！又因修習、多修四念處，

    故如來般涅槃之後，正法能久住。」

    註1 《雜阿含629-632經》 (大正藏二、一七五)。

V,173.

S.47.23.(正法損不)損滅

《雜阿含629-630經》
    消失(parihana=Spk. antarahita)

一~二  巴達弗邑之雞林精舍

    三  「友阿難！以何因、何緣，有正法之損滅耶？友阿難！以何因、何緣，有正法之

    不損滅耶？」

        「善哉、善哉！友跋陀羅！友跋陀羅！汝之誘導亦善，辯才亦善，所問亦善。友

    跋陀羅！汝如是問：「友阿難！以何因、何緣，有正法之損滅耶？友阿難！以何因、

    何緣，有正法之不損滅耶？」」

        「友！如是。」

    四  「友！因不修習、不多修四念處，故有正法之損滅。友！因修習、多修四念處，

    故有正法之不損滅。何為四念處耶？

    五  友！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。友！因不修習、

▼.V.364.
    不多修此四念處，故有正法之損滅。友！因修習、多修此四念處，故有正法之不損

    滅。」

S.47.24.(四念處)清淨

《雜阿含606-607經》
    一  舍衛城因緣

    二  「諸比丘！有四念處。以何為四耶？

V,174. 三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！此為四念處。」

S.47.25.婆羅門(問正法久不久住)

    一  如是我聞。爾時，世尊住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  時，有一婆羅門來詣世尊住處。詣已，與世尊相俱交談慶慰、歡喜、感銘之語

    後，坐於一面。坐於一面之婆羅門，白世尊曰：

    三  「尊瞿曇！有何因、何緣，如來般涅槃之後，正法不能久住耶？尊瞿曇！又有何

    因、何緣，如來般涅槃之後，正法能久住耶？」

    四  「婆羅門！因不修習、不多修四念處，故如來般涅槃之後，正法不久能住。婆羅

    門！因修習、多修四念處，故如來般涅槃之後，正法能久住。以何為四念處耶？

    五  、婆羅門！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。婆羅門！

    因不修習、不多修此四念處，故如來般涅槃之後，正法不能久住。婆羅門！又因修

    習、多修此四念處，故如來般涅槃之後，正法能久住。」

    六  如是說已，彼婆羅門白世尊曰：

        「妙哉！尊瞿曇！[譬如倒者之扶起，覆者之揭露，教迷者以道，如於暗中揭燈

▼.V.366.
    火，使有眼者得見色。如是，尊瞿曇以種種方便顯示於法。我於此處，歸依尊霍曇、

    法與比丘眾]。曾瞿曇請容我自今日起，終生歸依為優婆塞。」

S.47.26.(有學:修四念處之)範圍

《雜阿含627經》
    一  爾時，具壽舍利弗與具壽大目犍連與具壽阿那律，住於沙祇國之乾達契林。

    二  時，具壽舍利弗與具壽大目犍連，於日暮時分，從宴默起，往具壽阿那律處。

V,175. 到已，與具壽阿那律互相交談慶慰、歡喜、感銘之語後，坐於一面。坐於一面之具

    壽舍利弗言於具壽阿那律曰：

    三  「友阿那律！有學、有學之謂者，友！云何為有學耶？」

        「友等！因修習四念處之一分，故為有學。以何為四念處耶？

S.47.26.具壽阿那律說：“Catunnam kho, avuso, satipatthananam padesam bhavitatta sekho hoti”.(友！因修習四念處之範圍，故為有學。)

    四  友等！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於

    受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        友等！因修習此四念處之一分，故為有學。」

    註1 《雜阿含627經》二四、二三(大正藏二、一七五a)。

S.47.27.第七(無學:修習四念處之)全分

    一  因緣同上

    二  ……坐於一面之具壽舍利弗，言於具壽阿那律曰：

    三  「友阿那律！無學、無學之謂者，友！云何為無學耶？」

        「友等！因修習四念處之全分，故為無學。以何為四念處耶？

    四  友等！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於

    受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        友等！修習此四念處之全分，故為無學。」

S.47.28.(盡知千)世界

《雜阿含627經》
    一  因緣同上

    二  ……坐於一面之具壽舍利弗，言於具壽阿那律曰：

    三  「具壽阿那律！
修習、多修何法，得大通智耶？」

V,176.     「友等！修習、多修四念處，得大通智。以何為四念處耶？

▼.V.368.
    四  友等！於此，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受

    於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        友等！我修習、多修此四念處，得大通智。

    五  友等！又我因修習、多修此四念處，故勝於(abhijanami我盡知)千世界。」

Abhijanati (abhi全面+ ba知 + na), 盡知(全面知)，證知

    註1 阿那律原本寫Anuruddha，由暹羅改為Anuruddho。

S.47.29.尸利阿荼(居士)

《雜阿含1035經》
    一  爾時，具壽阿難住於王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  其時，尸利阿荼居士因患重疾病而困苦。

    三  時，尸利阿荼告於一士夫曰：

        「士天！汝往阿難住處。到已，以我語，頭面頂禮具壽阿難之足，言於：」大德！

    尸利阿荼居士因患重疾病而困苦，彼言：「頭面頂禮具壽阿難之足，哀愍之故，願大

    德具壽阿難來尸利阿荼之家。」」

        彼士夫應諾尸利阿荼居士曰：

        「唯唯！大德！」

        乃逕往具壽阿難住處。

    四  到已，頂禮具壽阿難後，坐於一面。坐於一面之彼士夫，白具壽阿難曰：

        「大德！尸利阿荼居士患重疾病而困苦。彼言：」頭面頂禮具壽阿難之足，哀愍

    故，願大德具壽阿難，來尸利阿荼居士之家。」」

V,177.     具壽阿難默然允許。

    五  時，具壽阿難著下衣、持衣缽，往尸利阿荼居士之家。到已，坐於所設之座。

    坐已，具壽阿難言尸利阿荼曰：

    六  「居士！汝能忍耶？苦受退而不進，知所減退，不知增進耶？」

        「大德！我不能忍，激苦之受有進無退，如增進而不知減退。」

    七  「居士！然則，汝應如是學：「我於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪

    憂而住；於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。」

    居士汝應如是學。」

▼.V.370.
    八  「大德！我有世尊所說之四念處，我亦與此法俱。大德！我於身觀身，熱誠、正

    知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，

    調伏世間之貪憂而住。

    九  大德！又世尊所說之五下分結，於我，未見有少分未斷者。」

    一0  「居士！汝是吉祥，居士！汝極吉祥。居士！汝[自]記於不還果。」

V,178.

S.47.30.摩那提那

《雜阿含1038經》
    一  因緣同上

    二  其時，摩那提那居士因患重疾病而困苦。

    三~六  時，摩那提那告一士夫曰：…乃至…「大德！我不能忍，不能屈，激

    苦之受有進無退，知增進而不知滅退。」……

    七  「大德！我雖蒙2如是苦受，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而

    住；於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    八  大德！又世尊所說之五下分結，於我，不見有少分未斷者。」

    九  「居士！汝是吉祥，居士！汝極吉祥。居士！汝自記於不還果。」

    註1 《雜阿含經》三七、一六(大正藏二、二七0c)。

      2 「蒙」原本putth0是phutth0之誤。

           第三成(住)品[終]

        此品之攝頌曰：

，戒住損減清淨

，婆羅門與一分

，悉皆以及世界

，尸利阿荼乃至

，摩那提那為十

         念處相應中之第三戒住品[終]

▼.V.372.
第四 未聞品1

S.47.31.未聞

    一~二  舍衛城因緣

V,17. 三  「諸比丘！我思：「於身觀身」，於我則未曾聞法生，我眼生，皆生、明生、光

    明生。我思：「應修習此身念處觀……已能修習」，於我則未曾聞法生，我眼生、智

    生、明生、光明生。

    四  「於受觀受」……

    五  「於心觀心」……

    六  「於法觀法……應修習此法念處觀……已能修習」，於我則未曾聞法生，我眼

    生、智生、明生、光明生。」

    註1 「未聞品」原本anussuta應改為ananussuta次經之見出者亦然。

S.47.32.離貪

《雜阿含634經》
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！修習、多修四念處者，則助於一向厭患、離貪、滅盡、寂靜、證智、

    等覺、涅槃。以何為四耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    諸比丘！修習、多修此四念處者，則助於一向厭患、離貪、滅盡、寂靜、證智、等

    覺、涅槃。」

    註1 《雜阿含634經》二四、三0(大正藏二、一七六a)。

S.47.33.失

《雜阿含634經》
 ※ 三  「諸比丘！若有失於四念處者，乃正失於順苦盡之聖道。

V,180. 四  諸比丘！若有得於四念處者，乃正得於順苦盡之聖道。以何為四耶？

▼.V.374.
    五  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，[熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；]

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！若有失於此四念處者，乃正失於順苦盡之聖道。

        諸比丘！若有得於此四念處者，乃正得於順苦盡之聖道。」

    註1 同上經。

         S.47.34. 第四 修習1

    一~二  舍衛城……

    三  諸比丘！若修習、多修四念處者，則有助於由此岸到彼岸
。以何為四耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，[熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住]

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！若修習、多修此四念處者，則有助於由此岸到彼岸。

    註1 同上經。

      2 「由此岸到彼岸。」原本aparaparam由暹羅本改為apara param。

S.47.35.正念

    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！比丘應正知、正念而住，此為我對汝等之教誡。

    四  諸比丘！云何比丘為正念耶？諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、

    正念，調伏世間之貪憂而住；於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調

    伏世間之貪憂而住。諸比丘！如是之比丘，是為正念。

V,181. 五  諸比丘！云何比丘為正知耶？諸比丘！於此有比丘，於彼受，有覺而生、有覺

    而住、有覺而滅；想，有覺而生、有覺而住、有覺而滅。諸比丘！如是之比丘，是

    為正知。

    六  諸比丘！比丘應正知、正念而住，此，我為汝等之教誡。」

S.47.36.開悟

▼.V.376.
    一~二  舍衛城……

    三  「諸比丘！有四念處。以何為四耶？

        諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！此為四念處。

    四  諸比丘！對此四念處修習、多修者，則可期於有二果之隨一果，於現法開悟，

    若為有餘依者，得不還果。」

S.47.37.欲

    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！有四念處。以何為四念處耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    彼若觀身而住者，斷身之欲；苦斷欲者，則已現證不死。

    四  於受……斷受之欲；若斷欲者，則已現證不死。

V,182. 五  於心……斷心之欲；若斷欲者，則已現證不死。

    六  於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。彼若觀法而住者，斷法

    之欲；若斷欲者，則已現證不死。」

S.47.38.徧知

 ※ 二  「諸比丘！有四念處。以何為四耶。

    三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    彼若觀身而住者，則已徧知於身；若徧知身者，則已現證不死。

    四  於受……已徧知於受；若徧知受者，則已現證不死。

    五  於心……已徧知於心；若徧知心者，則已現證不死。

    六  於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。彼若觀法而住者，則已

    徧知於法；若徧知法者，則已現證不死。」

S.47.39.修習

 ※ 二  「諸比丘！我說四念處之修習，且諦聽。

        諸比丘！云何修習四念處耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

▼.V.378.
V,183. 於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    四  諸比丘！如是而修習四念處。」

    註1 《雜阿含經》二四、二(大正藏二、一七一a)

S.47.40.分別

 ※ 二  「諸比丘！我為汝等說示念處與念處之修習、以及念處修習之順道，且諦聽。

    三  諸比丘！以何為念處耶？

        諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！此名為念處。

    四  諸比丘！以何為念處之修習耶？

        諸比丘！於此有比丘，觀身之集法……觀身之滅法……觀身之集滅法，熱誠、

    正知、正念，調伏世間之貪憂而住；觀受之集法……歡愛之滅法……觀受之集滅法，

    熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；觀心之[集法……觀心之滅法……觀心

    之集滅法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；觀法之集法……觀法之滅法

    ……觀法之集滅法]，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！此名為念處之修習。

    五  諸比丘！以何為念處修習之順道耶？

        即八支聖道是，謂：正見[、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念]、正

    定。

        諸比丘！此名為念處修習之順道。」

              第四 未聞品[終]

        此品之攝頌曰：

V,184.     未聞離貪失

，修習與正念

，開悟欲徧知

，修習分別十

▼.V.380.
第五 不死品

S.47.41.不死

《雜阿含608經》
    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！當善繫心於四念處而住，勿失不死。以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    四  諸比丘！當善繫心於此四念處而住，勿失不死。」

    註1 《雜阿含經》二四、四(大正藏二、一七一a)。

S.47.42.集起

《雜阿含609經》
 ※ 二  「諸比丘！我說四念處之集起與滅壞，且諦聽。

    三  諸比丘！以何為身之集起耶？依食集起，而身集起；依食滅壞，而身滅壞。

    四  ……依觸集起，而受集起；依觸滅壞，而受滅壞。

    五  ……依名色集起，而心集起；依名色滅壞，而心滅壞。

    六  ……依作意集起，而法集起；依作意滅壞，而法滅壞。」

    註1 《雜阿含609經》二四、五(大正藏二、一七一a)。

V,185.

S.47.43.道

    一  舍衛城……

    二  於此，世尊諸告比丘曰：

        「諸比丘！爾時，我於鬱毘羅之尼連禪河邊，阿踰波羅尼拘律樹下初住現等覺。

    三  諸比丘！我獨居宴默，生如是之心念：「有此一乘道，能令眾生清淨、超愁悲、

    滅苦憂、證得正理、現證涅槃，謂四念處是。以何為四耶？比丘！於身觀身，熱誠、

    正知、正念，調伏世間之貪憂而住。比丘！於受觀受……比丘！於心觀心……比丘！

▼.V.382.
    於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。此是一乘道，能令眾生清淨、

    超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅槃，謂四念處是。

    四  諸比丘！時，娑婆主梵天王心知我心之所念，譬如力士之伸屈臂，屈伸臂，如

    是之速而沒於梵天，現於我前。

    五  諸比丘！時，娑婆主梵天王偏袒上衣，向我合掌曰：

        「如是世尊！如是善逝！大德！有一乘道，能令眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、

V,186. 證得正理、現證涅槃，謂四念處是。以何為四耶？大德！比丘！於身觀身……於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。大德！此是一

    乘道，能令眾生清淨、超愁悲、滅苦憂、證得正理、現證涅槃，謂四念處是。」

    六  諸比丘！婆婆主梵天王如是說，如是說已，更言曰：

        見生之盡邊，知一乘道有利益，

        依此道，於過去、於未來、於現在可渡瀑流。」

    註1 上之第十八經(原典一六七頁)。

S.47.44.正念

cf. S.47.35.
    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！比丘應以正念而住，此為我對汝等之教誡。

    三  諸比丘！云何為比丘之正念耶？

    諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！如是為比丘之正念。

    四  諸比丘！比丘應以正念而住，此為我對汝等之教誡。」

    註1 上第三五經(參照原典一八0頁)。

▼.V.384.
S.47.45.善

《雜阿含612經》
 ※ 二  「諸比丘！說善聚者，即四念處，是正說。諸比丘！純一之善聚者，即四念處是。

    以何為四耶？

V,187. 三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    四  諸比丘！說善聚者，即此四念處是，是正說。諸比丘！純一之善聚者，即此四

    念處是。」

    註1 上之第五經(原典一四五頁)，其經相當於漢譯。

S.47.46.波羅提木叉

《雜阿含615經》
 ※ 二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之彼比

    丘，白世尊曰：

    三  「大德！願為我略說法要，我聞世尊之法，則獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住。」

        「比丘！然則，汝應清淨於善法之初。以何為善法之初耶？

    四  比丘！汝於此處，當守護波羅提木叉之律儀，具足行所行，見於微少之罪，住

    於怖畏，受學處而學。比丘！汝當守護波羅提木叉之律儀，具足行所行，見於微少

    之罪，怖畏而住，受學處而學，比丘！汝則依戒、立戒修習四念處。以何為四耶？

    五  比丘！於此，汝於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受……

    於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    六  比丘！汝依戒、立戒，如是修習此四念處。比丘！夜來晝去，於汝當期善法之

    增長，不期於損滅。」

    七  時，彼比丘歡喜、隨喜世尊之所說，從座而起，敬禮世尊，右繞而離去。

V,188. 八  時，彼比丘獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住，不久後，善男子由正家而出家，

    究盡出家本義之無上梵行，於現法自證知、現證，具足而住，了知：諸漏已盡、梵

    行已立、所作已辦、更不受後有。

    九  彼比丘成一阿羅漢。

S.47.47.惡行

▼.V.386.
※ 二  時，有一比丘，來詣世尊住處。詣已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之彼比

    丘，白世尊曰：

    三  「大德！願為我略說法要，我聞世尊之法，則獨靜居，不放逸、熱誠、專精而住。」

        「比丘！然則，汝應清淨於善法之初。以何為善法之初耶？

    四  比丘！汝於此處，當斷身惡行，修習身善行：語……斷意[惡行、修習意]善

    行。比丘！汝斷身惡行，修習身善行，……語……斷意[惡行、修習意]善行者，

    比丘！則汝依於戒、立於戒，修習四念處。以何為四耶？

    五  比丘！汝於此處，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；於受

    ……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    六  比丘！汝依於戒、立於戒，如是修習此四念處。比丘！夜來晝去，於汝當期善

    法之增長，不期損滅。」

    七~八  時，彼比丘……了知：諸漏已盡、梵行已立、所作已辦、更不受後有。

    九  彼比丘成一阿羅漢。

    註1 參照前經。《雜阿含經》二四、一一(大正藏二、一七二a)

V,189.

S.47.48.友

    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！汝等應哀愍、應思念於聽聞汝者，若有朋友、親戚、血族者，諸比丘！

    汝等則勸導於彼等，當修習四念處，使修習而住。以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    四  諸比丘！汝等應哀愍，應思念於聽聞汝者，若有朋友、親戚、血族者，諸比丘！

    汝等則勸導於彼等，應修習此四念處，使修習而住。」

S.47.49.受

    一  舍衛城……

    二  「諸比丘！有三種受。以何為三耶？乃樂受、苦受、不苦不樂受是。諸比丘！此

    為三種受。

▼.V.388.
    三  諸比丘！為徧知於此三種受，應修習四念處。以何為四耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    五  諸比丘！為徧知此三種受，應修習此四念處。」

S.47.50.漏

 ※ 二  「諸比丘！有三種漏？以何為三漏耶？乃欲漏、有漏、無明漏是。諸比丘！此為

    三種漏。

V,190. 三  諸比丘！為斷此三種漏，應修習四念處。以何為四耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    五  諸比丘！為斷此三種漏，應修習此四念處。」

          第五 不死品[終]

        此品之攝頌曰：

，不死集起道

，正念與善聚

，波羅提木叉

，惡行友受漏

第六 恆河廣說1

S.47.51.~62.第一~十二

 ※ 二  「諸比丘！譬如恆河趣向於東，[傾向於東，臨入於東。]諸比丘！如是比丘，

    修習四念處、[多修四念處，趣向於涅槃、傾向於涅槃、]臨入於涅槃。

    三  諸比丘！比丘云何修習四念處、多修四念處，趣向於涅槃、傾向於涅槃、臨入

    於涅槃耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

        諸比丘！比丘如是修習四念處、多修四念處，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、臨

▼.V.390.
    入於涅槃。」

    註1 第四五道相應九一經原典第五卷三八頁以下。

        攝頌曰：

，趣向東有六

，趣向海有六

，二六一十二

，以此說本品

    若廣說恆河者，應以念處廣說。

第七 不放逸品1

V,191.

S.47.63.~72.第一~十

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句

    註1 第四五道相應一三九經(原典第五卷四一頁以下)。

     以念處廣說不放逸品、念處品。

第八 力所作品1

S.47.73~82.第一~十

，果與種子龍

，樹木與瓶芒

▼.V.392.
，虛空與客河

    註1 第四五道相應一四九經原典第五卷四五頁以下。但今之攝頌不同。

   力所作品[終]

     以念處可廣說品。

第九 尋覓品1

S.47.83~93.第一~十一

，尋覓與次第

，漏與三苦礙

，垢與捨與受

，渴愛九尋覓

      以念處可廣說於品。

    註1 第四五道相應一六一經，原典第五卷五四頁以下。

第十 瀑流品1

※S.47.93~103第一~九

第十 上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五種上分結。以何為五耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

V,192. 諸比丘！此為五種上分結。

    三  諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷滅此五上分結，應修習四念處。以何

    為四耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，於身觀身，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住；

▼.V.394.
    於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，調伏世間之貪憂而住。

    五  諸比丘！為證知……徧知……徧盡……斷滅此五上分結，應修習此四念處。」

        攝頌曰：

，瀑流與軛取

，繫隨眠妙欲

，蓋蘊上下分。

    註1 第四五道相應一七一經(原典第五卷五九頁以下)。

              瀑流品[終]

        以念處應廣說於品

        如廣說道相應，廣說念相應。

           第三念相應[終]
▲Top回目錄
V,193.   歸命 彼 世尊  應供 等覺者
S.48.第四 根相應

第一 清淨品

S.48.1.清淨

《雜阿含643經》
    一~二  舍衛城因緣……於此處，世尊說示曰：

    三  「諸比丘！有五根。以何為五耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。諸

    比丘！此為五根。」

    註1 雜阿含二六、二(大正藏二、一八二a)

▼.VI.2.
S.48.2.預流1(一)

《雜阿含644經》
 ※ 三  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    四  諸比丘！聖弟子對此五根之味、過患、出離，如實知故，諸比丘！此聖弟子名

    為預流，為不墮法，決定趣於等覺。」

    註1 雜阿含二六、三(大正藏二、一八二b)。

S.48.3.預流1(二)

《雜阿含644經》
 ※ 三  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    四  諸比丘！聖弟子對此五根之集、滅、味、過患、出離，如實知故，諸比丘！此

194 聖弟子名為預流，為不墮法，決定趣於等覺。」

    註1 參照前經。

S.48.4.阿羅漢1(一)

《雜阿含645經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！比丘對此五根之味、過患、出離，如實知，無取而解脫，諸比丘！故

    此比丘名為阿羅漢，漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得己利、盡有結，名

    為正知解脫是。」

    註1 雜阿含二六、四(大正藏二、一八二b)。

S.48.5.阿羅漢1(二)

《雜阿含645經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！比丘對此五根之集、滅、味、過患、出離，如實知，無取而解脫，諸

    比丘！故此比丘名為阿羅漢。漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得已利、盡

    有結，名為正知解脫是。」

▼.VI.4.
    註1 參照前經。

S.48.6.沙門婆羅門1(一)

《雜阿含650-651經》，S.48.21
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！諸沙門、婆羅門，對此五根之集、滅、味、過患、出離，不能如實知

V,195. 者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我不認之為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，

    彼諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法亦非自證知、現證、具足而住。

    四  諸比丘！然而諸沙門、婆羅門，對此五根之集、滅、味、過患、出離，如實知

    者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我認之為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。彼諸

    具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法自證知、現證、具足而住。」

    註1 雜阿含二六、九(大正藏二、一八二c)

S.48.7.沙門婆羅門1(二)

《雜阿含650-651經》，S.48.21
 ※ 三  「諸比丘！諸沙門、婆羅門，不知信根、不知信根之集、不知信根之滅、不知信

    根之順滅道；不知精進根…乃至…不知念根…乃至…不知定根……乃至

    ……不知慧根、不知慧根之集、不知慧根之滅、不知慧根之順滅道者，諸比丘！彼

    沙門、婆羅門，我不認許為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，彼具壽對沙門

    之義、婆羅門之義，於現法亦非自證知、現證、具足而住。

    四  諸比丘！然而諸沙門、婆羅門，知信根、知信根之集、知信根之滅、知信根之

    順滅道；知精進根…乃至…知念根…乃至…知定根…乃至…知慧根、

V,196. 知慧根之集、知慧根之滅、知慧根之順滅道者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我認許

    為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，彼諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於

    現法自證知、現證、具足而住。」

    註1 參照前經。

▼.VI.6.
S.48.8.應觀

《雜阿含646、675經》，A.5.14.  A.5.15.
 ※ 二  「諸比丘，有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！應於何觀信根耶？四預流支是。應於此觀信根。

    四  諸比丘！應於何觀精進根耶？四正勤是。應於此觀精進根。

    五  諸比丘！應於何觀念根耶？四念處是。應於此觀念根。

    六  諸比丘！應於何觀定根耶？四靜慮是。應於此觀定根。

    七  諸比丘！應於何觀慧根耶？四聖諦是。應於此觀慧根。

    八  諸比丘！此為五根。」

    註1 雜阿含二六、五(大正藏二、一八二b)、二六、三四(大正藏二、一八五c)。

S.48.9.分別 (一)

《雜阿含647經》
 ※ 二  「諸比丘，有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！以何為信根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有信，對如來之菩提堅信：如是，彼世尊為應供、正等

V,197. 覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。

        諸比丘！此名為信根。

    四  諸比丘！以何為精進根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子發勤而住，為斷諸不善法、具足諸善法，努力、勇健堅

    固，於諸善法不捨軛
。

        諸比丘！此名為精進根。

    五  諸比丘！以何為念根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有念、成就最勝之念慧，對長久以前之所作、長久以前

    之所說，憶念、隨念。

        諸比丘！此名為念根。

    六  諸比丘！以何為定根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子以捨為所緣，得定、得心一趣。

▼.VI.8.
        諸比丘！此名為定根。

    七  諸比丘！以何為慧根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有智慧、聖、決擇而正順苦盡，成就生滅慧。

        諸比丘！此名為慧根。」

    註1 雜阿含二六、六(大正藏二、一八二b)，二六、一四(大正藏二、一八三b)。

      2 不懼辛勞之重擔。

S.48.10.分別 (二)

《雜阿含647、655經》
 ※ 二  「諸比丘，有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！以何為信根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有信，堅信如來之菩提：如是，彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。

        諸比丘！此名為信根。

V,198. 四  諸比丘！以何為精進根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子發勤而住，為斷諸不善法、具足諸善法，努力、勇健堅

    固，於諸善法不捨於軛。彼對未生之惡不善法，使之不生，生欲、精進、發勤、策

    勵於心；對已生之惡不善法，為使斷，生欲、精進、發勤、策勵於心；對未生之善

    法，使之生，生欲、精進、發勤、策勵於心；對已生之善法，為使住、不忘失、倍

    增、廣大、修習、圓滿，生欲、精進、發勤、策勵於心。

    諸比丘！此名為精進根。

    五  諸比丘！以何為念根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有念、成就最勝之念慧，對久前之所作、久前之所說，

    憶念、隨念。彼於身觀身……於受……於心……於法觀法，熱誠、正知、正念，對

    世間之貪憂調伏而住。

        諸比丘！此名為念根。

    六  諸比丘！以何為定根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子以捨為所緣，得定、得心一趣。彼離諸欲、離諸不善法，

▼.VI.10.
    有尋有伺，對由離生喜與樂之初靜慮，具足而住。尋伺靜寂故，成內淨、心一趣，

    無尋無伺，對由定生喜與樂之第二靜慮，具足而住。離喜故，住於捨，對正念、

    正知之樂，於身正受，如諸聖者之所宣說，對捨與念樂住之第三靜慮，具足而住。

    斷樂、斷苦故，及先已滅憂與喜故，對捨念清淨之第四靜慮，具足而住。

        諸比丘！此名為定根。

V,199. 七  諸比丘！以何為慧根耶？

        諸比丘！於此有聖弟子，有智慧、聖，決擇而正順苦盡，成就生滅慧。彼對此

    苦如實了知，此苦集如實了知，此苦滅如實了知，此如實了知順苦滅道。

    八  諸比丘！此名為慧根。

        諸比丘！此為五根。」

    註1 參照前經。

            第一 清淨品[終]

        此品之攝頌曰：

，清淨二預流

，二之阿羅漢

，沙門婆羅門

，應觀二分別

第二 軟 弱 品

S.48.11.獲得

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！以何為信根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有信，對如來之菩提堅信：如是，彼世尊為應供、正等

    覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。

        諸比丘！此名為信根。

▼.VI.12.
    四  諸比丘！以何為精進根耶？

        諸比丘！依四正勤獲得精進。

        諸比丘！此名為精進根。

V,200. 五  諸比丘！以何為念根耶？

        諸比丘！依四念處獲得念。

        諸比丘！此名為念根。

    六  諸比丘！以何為定根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子以捨為所緣，得定、得心一趣。

        諸比丘！此名為定根。

    七  諸比丘！以何為慧根耶？

        諸比丘！於此，聖弟子有智慧、聖、決擇而正順苦盡，成就生滅慧。

        諸比丘！此名為慧根。

    八  諸比丘！以此為五根。」

S.48.12.略說 (一)

《雜阿含648、652、735經》
 ※ 二 「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

        諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢，較此軟弱者，則為不還者；較

        此軟弱者，則為一來者；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，則為隨法者；較

        此軟弱者，則為隨信者。」

    註1 雜阿含二六、七(大正藏二、一八二c)，二七、二四、二八(大正藏二、一九六c)。

S.48.13.略說 (一)

《雜阿含653經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則為不還者；較

    此軟弱者，則為一來者；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，則為隨法者；較

    此軟弱者，則為隨信者。

▼.VI.14.
    四  諸比丘！如是，依根之差別，有果之差別；依果之差別，有人之差別。」

    註1 雜阿含二六、一二(大正藏二、一八三b)。

V,201.

S.48.14.略說 (三)

《雜阿含652經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則為不還者；較

    此軟弱者，則為一來者；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，則為隨法者；較

    此軟弱者，則為隨信者。

    四  諸比丘！如是圓滿行者，成圓滿；一分行者，成一分。諸比丘！吾謂五根為不

    唐捐。」

    註1 雜阿含二六、一一(大正藏二、一八三a)

S.48.15.廣說(一)

《雜阿含652經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘，此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則為中般涅槃者；

    較此軟弱者，則為損害般涅槃者；較此軟弱者，則為無行般涅槃者；較此軟弱者，

    則為有行般涅槃者；較此軟弱者，則為上流，至色究竟天；較此軟弱者，則為一來

    者；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，則為隨法者；較此軟弱者，則為隨信

    者。」

S.48.16.廣說(二)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則為中般涅槃者；

    較此軟弱者，則為損害般涅槃者；較此軟弱者，則為無行般涅槃者；較此軟弱者，

▼.VI.16.
    則為有行般涅槃者；較此軟弱者，則為上流，至色究竟天；較此軟弱者，則為一來

    者；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，則為隨法者；較此軟弱者，則為隨信

    者。

    四  諸比丘！如是，依根之差別，有果之差別；依果之差別，有人之差別。」

V,202.

S.48.17.廣說(三)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則為中般涅槃者；

    較此軟弱者，則為損害般涅槃者；較此軟弱者，則為無行般涅槃者；較此軟弱者，

    則為有行般涅槃者；較此軟弱者，則為上流，至色究竟天；較此軟弱者，則為一來

    者；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，則為隨法者；較此軟弱者，則為隨信

    者。

    四  諸比丘！如是，圓滿行者，成圓滿；一分行者，成一分。諸比丘！吾謂五根為

    不唐捐。」

S.48.18.向

《雜阿含652經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則向阿羅漢果現

    證；較此軟弱者，則為不還者；較此軟弱者，則向不還果現證；較此軟弱者，則為

    一來者；較此軟弱者，則向一來果現證；較此軟弱者，則為預流者；較此軟弱者，

    則向預流果現證。

    四  諸比丘！若總照此五根者，則為外道，謂屬凡夫之數。」

    註1 雜阿含二六、一一(大正藏二、一八三a)

S.48.19.寂靜

 ※ 二  時，有一比丘，來世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。坐在一面之彼比丘，

    白世尊曰：

▼.VI.18.
    三  「大德！根具足，所謂根具足者，大德！應以何為根具足耶？」

V,203. 四  「比丘！於此，有比丘順寂靜、順等覺之信根[……精進根……念根……定根

    ……]修習順寂靜、順等覺之慧根。

    五  比丘！如是之比丘，為根具足。」

S.48.20.漏盡

《雜阿含649經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！比丘修習、多修此五根者，則由諸漏盡，對無漏之心解脫、慧解脫，

    於現法自證知、現證，具足而住。」

    註1 雜阿含二六、八(大正藏二、一八二c)

            第二軟弱品[終]

        此品之攝頌曰：

，獲得三略說

，與三之廣說

，向乃至寂靜

，以及漏盡等

第三 六根品

S.48.21.後有

《雜阿含650-651經》，cf. S.48.6-7.
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    三  諸比丘！我對此五根之集、滅、味、過患、出離，不能如實證知時，諸比丘！

V,204. 我於天、魔、梵、沙門、婆羅門、眾生界中，不被稱之為無上正等覺之現等覺者。

    四  諸比丘！然而我對此五根之集、滅、味、過患、出離如實證知時，諸比丘！我

    於天、魔、梵、沙門、婆羅門、眾生界中，被稱之為無上正等覺之現等覺者。又，

    我生智見，知：「我心解脫不動，此為最後之生，更不受後有。」」

▼.VI.20.
    註1 雜阿含二六、九(大正藏二、一八二c)

S.48.22.命

 ※ 二  「諸比丘！有三根。以何為三根耶？謂：女根、男根、命根是。

    三  諸比丘！此為三根。」

S.48.23.知

《雜阿含642經》，A.3.84.
 ※ 二  「諸比丘！有三根。以何為三根耶？謂：未知當知根、已知根、具知根是。

    三  諸比丘！此為三根。」

    註1 雜阿含二六、一(大正藏二、一八二a)。其他參照大正藏一、五ob、二二八a。

S.48.24.一種

《雜阿含653經》
 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    諸比丘！此為五根。

    三  諸比丘！對此五根滿足、圓滿者，則為阿羅漢；較此軟弱者，則為中般涅槃者；

    較此軟弱者，則為損害般涅槃者；較此軟弱者，則為無行般涅槃者；較此軟弱者，

V,205. 則為有行般涅槃者；較此軟弱者，則為上流，至色究竟天；較此軟弱者，則為一來

    者；較此軟弱者，則為一種者：較此軟弱者，則為家家；較此軟弱者，則為七返有；

    較此軟弱者，則為隨法者；較此軟弱者，則為隨信者。」

    註1 雜阿含二六、一二(大正藏二、一八三b)。

S.48.25.清淨

    一  「諸比丘！有六根。以何為六根耶？謂：眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根

    是。諸比丘！此為六根。」

S.48.26.預流

 ※ 二  「諸比丘！有六根。以何為六根耶？謂：眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根

▼.VI.22.
    是。

    三  諸比丘！聖弟子，對此六根之集、滅、味、過患、出離，如實知故，諸比丘！

    此聖弟子名之為預流，為不墮法，決定趣等覺。」

S.48.27.阿羅漢(一)

 ※ 二  「諸比丘！有六根。以何為六根耶？謂：眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根

    是。

    三  諸比丘！比丘對此六根之集、滅、味、過患、出離，如實知無取解脫故，諸比

    丘！此比丘名為阿羅漢，漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得己利、盡有結，

    名為正知解脫。」

S.48.28.阿羅漢(二)

 ※ 二  「諸比丘！有六根。以何為六根耶？謂：眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根

    是。

V,206. 三  諸比丘！我對此六根之集、滅、味、過患、出離，未如實證知時，諸比丘！我

    於天、魔、梵、沙門、婆羅門、眾生界中，不被稱為無上正等覺之現等覺者。

        諸比丘！然而我對此六根之集、滅、味、過患、出離，如實證知故，諸比丘！

    我於天、魔、梵、沙門、婆羅門、眾生界中，稱之為無上正等覺之現等覺者。又，

    我生智見：「我心解脫為不動，此為最後之生，更不受後有。」」

S.48.29.沙門婆羅門(一)

 ※ 二  「諸比丘！有六根。以何為六根耶？謂：眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根

    是。

    三  諸比丘！諸沙門、婆羅門，對此六根之集、滅、味、過患、出離，未如實知者，

    諸比丘！彼沙門、婆羅門，我不認許為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，彼

    諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法亦非自證知、現證、具足而住。

    四  諸比丘！然而諸沙門、婆羅門，對此六根之集、滅、味、過患、出離，如實知

    者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我認許為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，

    彼諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法自證知、現證、具足而住之。」

S.48.30.沙門婆羅門(二)

 ※ 三  「諸比丘！諸沙門、婆羅門，不知眼根、不知眼根之集、不知眼根之滅、不知眼

▼.VI.24.
    根順滅之道，不知耳根……鼻根……舌根……身根……不知意根、不知意根之集、

    不知意根之滅、不知意根之順滅之道者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我不認許為沙

    門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，彼諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法

    亦非自證知、現證、具足而住。

V,207. 四  諸比丘！然而諸沙門、婆羅門，知眼根、知眼根之集、知眼根之滅、知眼根之

    順滅道，知耳根……鼻根……舌根……身根……知意根、知意根之集、知意根之滅、

    知意根之順滅道者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我認許為沙門中之沙門、婆羅門中

    之婆羅門。又，彼諸沙門、婆羅門，對沙門之義、婆羅門之義，於現法自證知、現

    證、具足而住。」

            第三 六根品[終]

        此品之攝頌曰：

，後有與命知1

，一種與清淨

，預流阿羅漢

，沙門婆羅門

    註1 「知」原本naya由暹羅本改為annaya。

第四 樂根品

S.48.31.清淨

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五耶？[謂：]樂根、苦根、喜根、憂根、捨根。

    三  諸比丘！此為五根。」

         S.48. 32. 第二 預流

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！聖弟子對此五根之集、滅、味、過患、出離，如實知故，諸比丘！此

    聖弟子名為預流，有不墮法，決定趣於等覺。」

▼.VI.26.3
V,208.

S.48.33.阿羅漢

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！比丘對此五根之集、滅、味、過患、出離，如實知，無取解脫故，諸

    比丘！此比丘名為阿羅漢，漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得己利、盡有

    結，名為正知解脫。」

S.48.34.沙門婆羅門(一)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！諸沙門、婆羅門，對此五根之集、滅、味、過患、出離，不如實知者，

    諸比丘！彼沙門、婆羅門，我不認許為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門。又，彼

    諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法亦非自證知、現證、具足而住。

    四  諸比丘！然而諸沙門、婆羅門，對此五根之集、滅、味、過患、出離，如實知

    者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我認許為沙門中之沙門，婆羅門中之婆羅門。又彼

    諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法自證知、現證、具足而住。」

S.48.35.沙門婆羅門(二)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！諸沙門、婆羅門，不知樂根、不知樂根之集、不知樂根之滅、不知樂

    根之順滅道，不知苦根……喜根……憂根……不知捨根、不知捨根之集、不知捨根

V,209. 之滅、不知捨根之順滅道者，諸比丘！彼沙門、婆羅門，我不認許為沙門中之沙門，

    婆羅門中之婆羅門。又，彼諸具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法亦非自證知、

    現證、具足而住。」

S.48.36.廣說(一)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！以何為樂根耶？

        諸比丘！身樂、身悅、身觸所生之樂、悅之所受，諸比丘！此名為樂根。

    四  諸比丘！何為苦根耶？

        諸比丘！身苦、身不悅、身觸所生之苦、不悅之所受，諸比丘！此名為苦根。

    五  諸比丘！以何為喜根耶？

        諸比丘！意樂、意悅、意觸所生之樂、悅之所受，諸比丘！此名為喜根。

▼.VI.28.
    六  諸比丘！以何為憂根耶？

        諸比丘！意苦、意不悅、意觸所生之苦、不悅之所受，諸比丘！此名為憂根。

    七  諸比丘！何為捨根耶？

        諸比丘！身或意之非悅、非不悅之所受，諸比丘！此名為捨根。

    八  諸比丘！此是五根。」

S.48.37.廣說(二)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？[謂：]樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

V,210. 三  諸比丘！以何為樂根耶？

        諸比丘！身樂、身悅、身觸所生之樂、悅之所受，諸比丘！此名為樂根。

    四  諸比丘！以何為苦根耶？

        諸比丘！身苦、身不悅、身觸所生之苦、不悅之所受，諸比丘！此名為苦根。

    五  諸比丘！以何為喜根耶？

        諸比丘！意樂、意悅、意觸所生之樂、悅之所受，諸比丘！此名為喜根。

    六  諸比丘！以何為憂根耶？

        諸比丘！意苦、意不悅、意觸所生之苦、不悅之所受，諸比丘！此名之為憂根。

    七  諸比丘！以何為捨根耶？

        諸比丘！身或意之非悅、非不悅之所受，諸比丘！此名為捨根。

    八  諸比丘！此中，樂根與喜根可視為樂受：諸比丘！此中，苦根與憂根可視為苦

    受；諸比丘！此中，捨根可視為非苦非樂受。

    九  諸比丘！此是五根。」

S.48.38.廣說(三)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！以何為樂根耶？

        諸比丘！身樂、身悅、身觸所生之樂、悅之所受，諸比丘！此名為樂根。

    四  諸比丘！以何為苦根耶？

        諸比丘！身苦、身不悅、身觸所生之苦、不悅之所受，諸比丘！此名為苦根。

    五  諸比丘！以何為喜根耶？

        諸比丘！意樂、意悅、意觸所生之樂、悅之所受，諸比丘！此名為喜根。

▼.VI.30.
V,211. 六  諸比丘！以何為憂根耶？

        諸比丘！意苦、意不悅、意觸所生之苦、不悅之所受，諸比丘！此名為憂根。

    七  諸比丘！以何為捨根耶？

        諸比丘！身或意之非悅、非不悅之所受，諸比丘！此名為捨根。

    八  諸比丘！此中，樂根與喜根可視為樂受；諸比丘！此中，苦根與憂根可視為苦

    受；諸比丘！此中，捨根可視為非苦非樂受。

    九  諸比丘！如是之此五根，為五作三；差別之，則三作五。」

S.48.39.鑽木1

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！緣生樂受之觸生樂根，彼樂則知「我是樂」；彼生樂受之觸滅，則知：

    「如是之所感受，乃緣生樂受之觸生樂根，彼滅彼止息。」

    四  諸比丘！緣生苦受之觸生苦根，彼苦則知「我是苦」；彼生苦受之觸滅，則知

V,212. ：「如是之所感受，乃緣生苦受之觸生苦根，彼滅彼止息。」

    五  諸比丘！緣生喜受之觸生喜根，彼喜則知「我是喜」；彼生喜受之觸滅，則知：

    「如是之所感受，乃緣生喜受之觸生喜根，彼滅彼止息。」

    六  諸比丘！緣生憂受之觸生憂根，彼憂則知「我是憂」；彼生憂受之觸滅，則知：

    「如是之所感受，乃緣生憂受之觸生憂根，彼滅彼止息。」

    七  諸比丘！緣生捨受之觸生捨根，彼捨則知｛我是捨」；彼生捨受之觸滅，則知：

    「如是之所感受，乃緣生捨受之觸生捨根，彼滅彼止息。」

    八  諸比丘！譬如以二木觸摩，則生熱出火焰，將彼木片分離，則如捨之熱滅止息。

    諸比丘！如是，緣生樂受之觸生樂根，彼樂則知「我是樂」，彼生樂受之觸滅，則知：

V,213.「如是之所感受，乃緣生樂受之觸生樂根，彼滅彼止息。」諸比丘！苦受……喜受

    ……憂受……緣生捨受之觸生捨根，彼捨則知「我是捨」，彼生捨受之觸滅，則知：

    「如是之所感受，乃緣生捨受之觸生捨根，彼滅彼止息。」」

    註1 三六受相應第十經，參照(漢譯南傳大藏經第十五卷頁)。

S.48.40.生

▼.VI.32.
※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？謂：樂根、苦根、喜根、憂根、捨根是。

    三  諸比丘！於此有比丘不放逸、熱誠、精勤而住，其時生苦根。彼如是知：「我

    生此苦根，此為有相、有因、有行、有緣；無相、無因、無行、無緣生苦根，則無

    有此之理。」彼知苦根、知苦根之集、知苦根之滅、知已生苦根、無餘滅處。

        已生之苦根，於何處滅無餘耶？

        諸比丘！於此有比丘，離諸欲、離不善法，有尋、有伺，於由離生喜與樂之初

    靜慮貝足而住，已生之苦根於此處滅無餘。

        諸比丘！此名為比丘悟苦根之滅，引心於涅槃。

    四  諸比丘！此處有比丘，不放逸、熱誠、精勤而住，其時生憂根。彼如是知：「

V,214. 我生此憂根，此為有相、有因、有行、有緣；無相、無因、無行、無緣生憂根，則

    無此理。」彼知憂根﹑知憂根之集、知憂根之滅、知已生憂根滅無餘處。

        已生之憂根，於何處滅無餘耶？

        諸比丘！此處有比丘，尋伺寂靜放內淨，心是一趣、無尋無伺，於由定生喜與

    樂之第二靜慮具足而住，已生之憂根於此處滅無餘。

        諸比丘！此名為比丘悟憂根之滅，引心於涅槃。

    五  諸比丘！此處有比丘，不放逸、熱誠、精勤而住，其時生樂根。彼如是知：「我

    生此樂根，此為有相、有因、有行、有緣；無相、無因、無行、無緣生樂根，則無

    此之理。」彼知樂根、知樂根之集、知樂根之滅、知已生樂根滅無餘處。

        已生之樂根，於何處滅無餘耶？

        諸比丘！此處有比丘，離喜故住於捨，正念、正知，對樂身正受，如諸聖者之

    所宣說—對有捨與念樂住之第三靜慮具足而住，已生之樂根於此處滅無餘。

        諸比丘！此名為比丘悟樂根之滅，引心於涅槃。

V,215. 六  諸比丘！此處有比丘，不放逸、熱誠、精勤而住，其時生喜根。彼如是知：「我

    生此喜根？此為有相、有因、有行、有緣；無相、無因、無行、無緣生喜根，則無

    此之理。」彼知喜根、知喜根之集、知喜根之滅、知已生喜根滅無餘處。

        已生之喜根，於何處滅無餘耶？

        諸比丘！此處有比丘，斷樂斷苦故、及先早滅憂與喜故，為不苦不樂，於捨念

    清淨之第四靜慮具足而住，已生之喜根於此處滅無餘。

▼.VI.34.
        諸比丘！此名為比丘悟喜根之滅，引心於涅槃。

    七  諸比丘！此處有比丘，不放逸、熱誠、精勤而住，其時生捨根。彼如是知：「我

    生此捨根，此為有相、有因、有行、有緣；無相、無因、無行、無緣生捨根，則無

    此之理。」彼知捨根、知捨根之集、知捨根之滅、知已生捨根滅無餘處。

        已生之捨根，於何處滅無餘耶？

        諸比丘！此處有比丘，徧超非想非非想處，具足想受滅而住，已生之捨根於此

    處滅無餘。

V,216.     諸比丘！此名為比丘悟捨根之滅，引心於涅槃。」

             第四 樂根品[終]

        此品之攝頌曰：

，清淨與預流    乃至阿羅漢

，沙門婆羅門    與三之廣說

，鑽木與說生

第五 老品

S.48.41.老

    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城東園鹿子母堂。

    二  其時，世尊晡時，由宴坐起，坐於西之溫處以暖背。

    三  時，具壽阿難至世尊之處。至已，敬禮世尊，以手摩擦世尊之手足，白世尊曰：

        「稀有哉！大德！未曾有哉！大德！大德！今世尊之膚色不能清淨皎潔，手足弛

    緩，一切多皺，身前傾，眼根、耳根、鼻根、舌根、身之諸根有變異。」

V,217. 四  「阿難！如是！於少壯有老法，於無病有病法，於壽咐有死法，膚色不能清淨皎

    潔，手足弛緩，一切多皺，身前傾，眼根、耳根、鼻根、舌根、身之諸根有變異。」

    五  世尊如是說示，如是說示已，善逝師更說曰：

，禍哉可憐老

▼.VI.36.
，醜者成為老

，暫時可意像

，因老而破壞

，譬如活百歲

，終不免一死

，老為無可逃

    一切為破壞

S.48.42.溫那巴婆羅門

    一  舍衛城。

    二  時，溫那巴婆羅門至世尊之處。至已，與世尊俱相交談可慶慰、歡喜、感銘之

    語，而坐於一面。坐於一面之溫那巴婆羅門，白世尊曰：

    三  「尊瞿曇！五根有異對境，有異行境，對他境互不能領受。以何為五根耶？眼

V,219. 根、耳根、鼻根、舌根、身根是。尊瞿曇！此五根有異對境，有異行境，對他境互

    不能領受。以何為歸趣耶？對何之境為領受耶？」

    四  「婆羅門！五根有異對境，有異行境，對他境互不能領受。以何為五根耶？眼根、

    耳根、鼻根、舌根、身根是。婆羅門！此五根有異對境，有異行境，對他境互不能

    領受，以意為歸趣，意領受其境╴」

    五  「尊瞿曇！意以何為歸趣耶？」「婆羅門！意以念為歸趣。」

    六  「尊瞿曇！念以何為歸趣耶？」「婆羅門！念以解脫為歸趣。」

    七  「尊瞿曇！解脫以何為歸趣耶？」

        「婆羅門！解脫以涅槃為歸趣？」

    八  「尊瞿曇！涅槃以何為歸趣耶？」

        「婆羅門！所問過甚矣。所問不能取邊際。婆羅門！梵行立，即入涅槃，趣於涅

    槃、盡於涅槃。」

    九  時，婆羅門對世尊之所說，歡喜、隨喜，即由座起，敬禮世尊，行右繞離去。

    一0  時，世尊於溫那巴婆羅門離去未久，告諸比丘曰：

    一一  「諸比丘！譬如於重閣或重閣堂，日出時由東窗照入之光，止於何處耶？」

        「大德！是西壁。」

▼.VI.38.
V,219. 一二  「諸比丘！如是溫那巴婆羅門之於如來，信仰確固，如根之安住、堅固，為沙

    門、婆羅門、天、魔、梵天，世間之任何人不能奪。諸比丘！溫那巴婆羅門若於此

    位命終，則無結繫於彼：溫那巴婆羅門將不再還此世。」

S.48.43.沙祇城

    一  如是我聞。一時，世尊住沙祇城安闍那鹿苑。

    二  於此，世寓告諸比丘曰：

        「諸比丘！有理趣，依此理趣故，五根即五力，五力即五根。」

        「大德！我等於法以世尊為根本，以世尊為眼，以世尊為歸趣。大德世尊！願對

    此說之義述示，諸比丘聞世尊之所說，當受持。」

        「諸比丘！然則諦聽，善自作意，我當說。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊。世尊說示曰：．

    三  「諸比丘！有理趣，依此理趣故，五根即五力，五力即五根。諸比丘！有何之理

    趣，依此理趣故，五根即五力，五力即五根耶？

    四  諸比丘！信根即信力
，信力即信根；精進根即精進力，精進力即精進根；念

    根即念力，念力即念根，定根即定力，定力即定根；慧根即慧力，慧力即慧根。

    五  諸比丘！譬如有趣向東、傾向於東、臨入於東之河。其中有洲，諸比丘！有理

    趣，依此理趣故，彼河之流稱為一。諸比丘！又有理趣，依此理趣故，彼河之流稱

    為二。

V,220. 六  諸比丘！有何之理趣，依此理趣故，彼河之流稱為一耶？諸比丘！彼洲之東水

    與西水是。諸比丘！有此理趣，依此理趣故，彼河之流稱為一。

    七  諸比丘！有何之理趣，依此理趣故，彼河之流稱為二耶？諸比丘！彼洲之北水

    與南水是。諸比丘！有此理趣，依此理趣，故彼河之流稱為二。

    八  諸比丘！如是，信根即信力，信力即信根；精進根即精進力，精進力即精進根；

    念根即念力，念力即念根；定根即定力，定力即定根；慧根即慧力，慧力即慧根。

    九  諸比丘！比丘對五根修習、多修者，則諸漏盡，依之而無漏心解脫、慧解脫，

    於現法自現證、證知，具足而住。」

▼.VI.40.
    註1 「信根即信力。」由原註。依勝解相之增上義的信根，不動於不信故為信力。比較過洲而東

        流之河，洲之東西水，唯一流水，而此南北之水，即如見為二流。

S.48.44.東河

    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城之東河。

    二  於此處，世尊告具壽舍利弗曰：

    三  「舍利弗！汝對信根之修習、多修者，則究竟不死，趣向不死，究盡不死；對[精

    進根……念根……定根……]慧根之修習、多修，則究竟不死、趣向不死、究盡不

    死。相信否？」

V,221. 四  「大德！於此，我對世尊信仰故，對信根……精進根……念根……定根……慧根

    修習、多修，則究竟不死、趣向不死、究盡不死，得成。大德！若對此不知、不見、

    不悟、不現證，於慧無觸者，則其信他故，對信根……精進根……念根……定根……

    慧根之修習、多修，則究竟不死、趣向不死、究盡不死，不成。大德！若對此知、

    見、悟、現證，觸於慧者，則無猶豫、無疑惑，對信根……精進根……念根……定

    根……慧根之修習、多修，則得成究竟不死、趣向不死、究盡不死。大德！我對此

    知、見、悟、現證，觸於慧，對其無猶豫、無疑惑，封信根……精進根……念根……

    定根……慧根之修習、多修，則得成究竟不死、趣向不死、究盡不死。

    五  「善哉、善哉！舍利弗！舍利弗！若對此不知、不見、不悟、不現證，於慧無觸

    者，則其信他故，對信根之修習、多修，則不成究竟不死、趣向不死、究盡不死。

    對精進根……念根……定根……慧根之修習、多修，則不成究竟不死、趣向不死、

    究盡不死。舍利弗！若對此知、見、悟、現證，觸慧者，則於其無猶豫、無疑惑

V,222. ，對信根之修習、多修，則得成究竟不死、趣向不死、究盡不死。對精進根……念

    根……定根……慧根之修習、多修者，則得成究竟不死、趣向不死、究盡不死。

         S.48. 45. 第五 東園(一)

    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城東園鹿子母堂。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！對幾何之根修習、多修者，則得成漏盡比丘，於悟記別，對生已盡、

    梵行已立、所作已辦、不再受後有，得知耶？」

▼.VI.42.
        「大德！我等於法，以世尊為根本，以世尊為眼，以世尊為歸趣，大德世尊！願

    對此所說之義述示，諸比丘當對所聞受持。」

        「諸比丘！然則且諦聽，善自作意，我當說。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊，世尊說示曰：．

    三  「諸比丘！對一根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別；知生已盡、梵行已

    立、所作已辦、再不受後有。何為一根耶？慧根是。

    四  諸比丘！聖弟子具慧者，則隨住於信、隨住於精進、隨住於念、隨住於定。

    五  諸比丘！對此一根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵行

    已立、所作已辦、不再受後有。」

S.48.46.東園(二)

    一  因緣同前

    二  「諸比丘！對幾何之根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有耶？」

        「大德！我等於法，以世尊為根本，以世尊為眼，以世尊為歸趣。大德世尊！願

    將此所說之義說示，諸比丘當對所聞受持。」

        「諸比丘！然則諦聽，善自作意，我當說。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應世尊。世尊說示曰：

V,223. 三  「諸比丘！對二根之修習多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵行已

    立、所作已辦、不再受後有。何為二根耶？

    四  諸比丘！聖慧與聖解脫是。諸比丘！聖意即此慧根。諸比丘！聖解脫即此定根。

    五  諸比丘！對此二根之修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有。」

S.48.47.東園(三)

    一  因緣同前

    二  「諸比丘！對幾何之根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有耶？」

▼.VI.44.
        「大德！我等於法，以世尊為根本，以世尊為眼，以世尊為歸趣。大德世尊！願

    將此所說之義說示，諸比丘當將所聞受持。」

        「諸比丘！然則諦聽，善自作意，我當說。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊。世尊說示曰：

    三  「諸比丘！對四根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵行已

    立、所作已辦、不再受後有。何為四根耶？

    四  精進根、念根、定根、慧根是。

    五  諸比丘！對此四根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵行

    已立、所作已辦、不再受後有。」

S.48.48.東園(四)

    一  因緣同前

    二  「諸比丘！對幾何之根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有耶？」

        「大德！我等於法，以世尊為根本，以世尊為眼，以世尊為歸趣。大德世尊！願

    將此所說之義說示，諸比丘當將所聞受持。」

        「諸比丘！然則諦聽，善自作意，我當說。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊。世尊說示曰：

    三  「諸比丘！對五根修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵行已

    立，所作已辦、不再受後有。何為五根耶？

V,224. 四  信根、精進根、念根、定根、慧根是。

    五  諸比丘！對此五根之修習、多修者，則為漏盡比丘，於悟記別，知生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有。」

S.48.49.賓頭盧

    一  如是我聞。一時，世尊住拘睒彌國之瞿師羅園。

    二  其時，具壽賓頭盧頗羅墮闍記別於悟，知生己盡、梵行已立、所作已辦、不再

    受後有。

▼.VI.46.
    三  時，眾多之比丘至世尊之處。至已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之彼諸比

    丘白世尊曰：

        「大德！具壽賓頭盧頗羅墮闍記別於悟，知生已盡、梵行已立、所作已辦、不再

    受後有。大德！觀何之義趣故，具壽賓頭盧頗羅墮闍於悟記別，知生已盡、梵行已

    立，所作已辦、不再受後有耶？」

    四  「諸比丘！對三根修習、多修故，賓頭盧頗羅墮闍比丘於悟記別，知生已盡、梵

    行已立、所作已辦、不再受後有。何為三根耶？

    五  念根、定根、慧根是。

    六  諸比丘！對此三根之修習、多修故，賓頭盧頗羅墮闍比丘於悟記別，知生已盡、

    梵行已立、所作已辦、不再受後有。

    七  諸比丘！此三根以何為邊際耶？以滅盡為邊際。為何以滅盡為邊際耶？生老死

V,225. 是。諸比丘！觀生老死之滅盡故，賓頭盧頗羅墮闍比丘於悟記別，知生已盡、梵行

    已立、所作已辦、不再受後有。」

S.48.50.信

    一  如是我聞。一時，世尊住鴦伽國一名阿恕那之鴦伽種族聚落。

    二  於此，世尊告具壽舍利弗曰：

        「舍利弗！聖弟子若對如來一向信仰，彼對如來之教說生猶豫、疑惑否？」

    三  「大德！聖弟子若對如來一向信仰，彼則對如來之教說不生猶豫、疑惑。大德！

    於有信之聖弟子，發勤而住，斷不善法、具足諸善法，精進、勇健堅固，於諸善法

    不捨其軛，是可期。

    四  大德！其精進者，即其精進根是。

        大德！於有信、發勤之聖弟子，有念，成就最勝之念慧，對其長久以前之所作，

    長久以前之所說，憶念隨念是可期。

    五  大德！其念者，即其念根是。

        大德！有信、發勤、繫念之聖弟子，以捨為所緣，得定、得心一趣，是可期。

    六  大德！其定者，即其定根是。

        大德！於有信、發勤、繫念、定心之聖弟子，以「輪迴為無始，眾生為無明所

V,226. 蓋，為渴愛所繫，致流轉、輪迴、不知其前際，然無明、闇聚無餘滅盡，則為寂靜

▼.VI.48.
    位，此為殊勝位，謂：當知一切行之寂止、一切取之棄捨、愛盡、離欲、滅盡、涅

    槃」是可期。

    七  大德！其慧者，即其慧根是。

        大德！有信之聖弟子，如是再三發勤，如是再三憶念，如是再三入定，如是再

    三了知，生如是深信：「我前所聞之諸法，今於身觸而住，於慧通達而觀。」

    八  大德！其信者，即其信根是。」

    九  「善哉，善哉！舍利弗！舍利弗！聖弟子若對如來一向信仰，彼則於如來之教

    說，不生猶豫、疑惑。舍利弗！有信之聖弟子，發勤而住，為斷諸不善法、具足諸

    善法，精進、勇健堅固，於諸善法不捨其軛，是可期。

    一0~一三  舍利弗！其精進者，即其精進根是。

        舍利弗！於有信，發勤之聖弟子…乃至…

        舍利弗！有信之聖弟子，如是再三發勤，如是再三憶念，如是再三入定，如是

V,227. 再三了知，生如是深信：「我前所聞之諸法，今於身觸而住，於慧通達而觀之。」

    一四  舍利弗！其信者，即其信根是。」

        此品之攝頌曰：

，老與婆羅門

，沙祇城東河

，四者之東園

，賓頭盧信十

第六 拘薩羅

S.48.51.拘薩羅

    一  如是我聞。一時，世尊住拘薩羅國之拘薩羅婆羅門村。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：…乃至…

    三  「諸比丘！譬如於諸傍生中，以師子獸王稱為其最勝，乃依勢力、勢速、勇猛者。

    諸比丘！如是於諸覺分法中，以慧根稱之為最勝，乃資於菩提者。

        諸比丘！何為覺分法耶？

▼.VI.50.
    四  諸比丘！信根為覺分法，資於菩提。精進根為覺分法，資於菩提。念根為覺分

    法，資於菩提。定根為覺分法，資於菩提。慧根為覺分法，資於菩提。

V,228. 五  諸比丘！譬如於諸傍生中，以師子獸王稱之為最勝，乃依勢力、勢速、勇猛者。

    諸比丘！如是諸覺分法中，以慧根稱之為最勝，乃資於菩提者。」

S.48.52.末羅1

    一  如是我聞。一時，世尊住末羅國一名鬱鞞羅劫波之末羅村。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：…乃至…

    三  「諸比丘！於聖弟子，若尚未生聖智者，則無四根之等住，無四根之安住。諸比

    丘！於聖弟子，若已生聖智，則有四根之等住，有四根之安住。

    四  諸比丘！譬如於重閣，尚未建屋頂，則無重簷之等住，無重簷之安住。諸比丘！

    於重閣若已建屋頂，則有重簷之等住，有重簷之安住。諸比丘！如是於聖弟子，若

    聖智尚未生，則無四根之等住，無四根之安住。諸比丘！於聖弟子，若聖智已生，

V,229. 則有四根之等住，有四根之安住。以何為四根耶？信根、精進根、念根、定根是。

    五諸比丘！聖弟子若有慧，則隨信等而住，隨精進等而住，隨念等而住，隨定等

    而住。」

    註1 雜阿含二六、一三(大正藏二、一八三b)，二六、一五(同上二、一八三c)

S.48.53.有學

    一  如是我聞。一時，世尊住拘睒彌城瞿師羅園。

    二  於此，世尊告諸比丘曰：…乃至…

        「諸比丘！有何理趣，依此理趣故，有學之比丘住有學地，知「我為有學」；無

    學之比丘住無學地，知「我為無學」耶？

        「大德！我等於法，以世尊為根本…乃至…

    三  「諸比丘！有理趣。依此理趣故，有學之比丘住有學地，知「我為有學」；無學

    之比丘住無學地，知「我為無學。」

    四  諸比丘！有何之理趣，依其理趣故，有學之比丘住有學地，知「我為有學」耶？

    諸比丘！此處有有學之比丘，對此為苦亦如實知，此為苦集亦如實知，此為苦滅亦

▼.VI.52.
    如實知，此為順苦滅道亦如實知。諸比丘！有此理趣，依此理趣故，有學之比丘住

    有學地，知「我為有學。」

    五  諸比丘！復次，有學之比丘如是思擇：「其餘之沙門、婆羅門，有如世尊之如

V,230. 是真實、如是說法者耶？」彼如是知：「其餘之沙門、婆羅門，有如世尊之如是真

    實、如是說法者，無也。」諸比丘！有此理趣，依此理趣故，有學之比丘住有學地，

    知「我為有學。」

    六  諸比丘！復次有學之比丘，知於五根，即：信根、精進根、念根、定根、慧根

    是。以其趣、其最勝、其果、其究竟，於身不觸而住，於慧通達而觀。諸比丘！有

    此理趣，依此理趣故，有學之比丘住有學地，知「我為有學。」

    七  諸比丘！有何之理趣、依何之理趣故，無學之比丘，住無學地，知「我為無學」

    耶？諸比丘！於此無學之比丘，知於五根。即：信根、精進根、念根、定根、慧根

    是。以其趣、其最勝、其果、其究竟，於身觸而住，於慧通達而觀。諸比丘！有此

    理趣，依此理趣故，無學之比丘，住無學地，知「我為無學。」

    八  諸比丘！復次，無學之比丘，知於六根，即眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、

    意根是。總此六根一切一切種，皆可滅於一切無餘，於任何他處不再生六根，此當

    知。諸比丘！有此理趣，依此理趣故，無學之比丘，住無學地，知「我為無學。」

V,231.

S.48.54.足跡

 ※ 二  「諸比丘！譬如一切步行生類之足跡，皆為象跡所攝、以象跡稱為最上，以此為

    大故。諸比丘！如是，資於菩提之諸句中，以慧根稱為資於菩提之最上。

    三  諸比丘！何為資於菩提之句耶？諸比丘！信根為資於菩提之句，精進根為資於

    菩提之句，念根為資於菩提之句，定根為資於菩提之句，慧根為資於菩提之句。

    四  諸比丘！譬如一切步行生類之足跡，皆為象跡所攝、以象跡稱為最上，以此為

    大之故。諸比丘！如是，於資於菩提之諸句中，以慧根稱為資於菩提之最上句。」

S.48.55.核

 ※ 二  「諸比丘！譬如於諸核香中，以赤檀稱為最上。諸比丘！如是，諸覺分法中，以

    慧根稱為資於菩提之最上。

    三  諸比丘！何為覺分法耶？諸比丘！信根為資於菩提之覺分法，精進根為資於菩

    提之覺分法，念根為資於菩提之覺分法，定根為資於菩提之覺分法，慧根為資於菩

▼.VI.54.
    提之覺分法。

    四  諸比丘！譬如於諸核香中，以赤檀稱為最上。諸比丘！如是，於諸覺分法中，

    以慧根稱為資於菩提之最上。」

V,232.

S.48.56.依止

    一  舍衛城。

    二  「諸比丘！比丘依止一法，對五根修習、多修。以何為一法耶？不放逸是。

    三  諸比丘！以何為不放逸耶？諸比丘！於此比丘，於漏與隨有漏之諸法護心，彼

    於漏與隨有漏之諸法護心，則信根修習圓滿，精進根修習圓滿，念根修習圓滿，定

    根修習圓滿，慧根修習圓滿。

    四  諸比丘！如是，比丘依止一法，對五根修習、善修習。」

S.48.57.梵天

    一  如是我聞。一時，世尊初成現等覺，住優樓頻螺村，尼連禪那河邊之阿闍婆羅

    榕樹下。

    二  時，世尊靜居宴然生如是之心念：

        「對五根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死；對信根修習、多修

    者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死；對精進根修習、多修者，則究竟不死、趣

    向不死、究盡不死；對念根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死；對

    定根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死；對慧根修習、多修者，則

    究竟不死、趣向不死、究盡不死；對此五根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、

    究盡不死。」

    三  時，娑婆主梵天王對世尊之心念，以心知。譬如力士之伸屈臂，屈伸臂，如是

    速沒於梵天，現於世尊之前。

V,233. 四  時，娑婆主梵天王偏袒上衣，向世尊合掌，白世尊言：

        「如是世尊！如是善逝！對五根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不

    死。何為五根耶？對信根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死；對精

    進根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死；對念根修習、多修者，則

    究竟不死、趣向不死、究盡不死；對定根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、

    究盡不死；對慧根修習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死。對此五根修

▼.VI.56.
    習、多修者，則究竟不死、趣向不死、究盡不死。

    五  大德！往昔，我於迦葉正等覺者修梵行。其時，我以娑婆比丘名被知於世人。

    大德！我對此五根修習、多修，於諸欲離諸欲，死後命終生善趣梵世，於此，我被

    知為娑婆主梵天王。

    六  如是世尊！如是善逝！我知此見此，對此五根修習、多修者，則究竟不死、趣

    向不死、究盡不死。」

S.48.58.須迦羅迦陀

    一  如是我聞。一時，世尊住王舍城，耆闍崛山之……。

    二  於此，世尊告具壽舍利弗曰：．

        「舍利弗！觀何之義趣故，漏盡比丘對如來或如來之教說，作最勝敬禮耶？」

        「大德！觀無上之安穩故，漏盡比丘對如來或如來之教說，作最勝敬禮。」

V,234. 三  「善哉！善哉！舍利弗！舍利弗！觀無上之安穩故，漏盡比丘對如來或如來之教

    說，作最勝之敬禮。

    四  舍利弗！云何觀無上之安穩故，漏盡比丘對如來或如來之教說，作最勝敬禮

    耶？」

    五  「大德！於此，漏盡比丘對順寂止、順等覺之信根修習，對順寂止、順等覺之精

    進根修習，對順寂止、順等覺之念根修習，對順寂止、順等覺之定根修習，對順寂

    止、順等覺之慧根修習。大德！觀如是無上之安穩故，漏盡比丘對如來或如來之教

    說，作最勝敬禮。」

    六  「善哉！善哉！舍利弗！舍利弗！觀如是無上安穩故，漏盡比丘對如來或如來之

    教說，作最勝之敬禮。

    七  舍利弗！云何漏盡比丘對如來或如來之教說，作最勝敬禮耶？」

    八  「大德！於此漏盡比丘，對師尊重恭敬而住，對法尊重恭敬而住，對僧尊重恭敬

    而住，對學尊重恭敬而住，對定尊重恭敬而住。大德！如是漏盡比丘，對如來或如

    來之教說，作最勝敬禮。」

V,235. 九  善哉，善哉！舍利弗！舍利弗！如是以最勝敬禮，漏盡比丘對如來或如來之教

    說以作。」

S.48.59.生(一)

▼.VI.58.
    一  舍衛城。

    二  「諸比丘！對五根修習、多修者，則未生亦生，但除如來、應供、正等覺者之不

    出現。

    三  以何為五根耶？信根、精進根、念根、定根、慧根是。諸比丘！對此五根修習、

    多修者，則未生亦生，但除如來、應供、正等覺者之不出現。」

S.48.60.生(二)

    一~二  舍衛城……說曰：--

    三  「諸比丘！對五根修習、多修者，則未生亦生，但除善逝之無調伏。

    四  以何為五根耶？信根、精進根、念根、定根、慧根是。諸比丘對此五根修習、

    多修者，則未生亦生，但除善逝之無調伏。」

 第六品[終]

        此品之攝頌曰：

，拘薩羅末羅     有學與足跡

，核以及依止     梵天二之生

V,236.

第七 覺分品

S.48.61.結

    一  舍衛城。

    二  諸比丘！對五根修習、多修者，則資於諸結之斷……

S.48.62.隨眠

 ※ 二  ……資於隨眠之永斷……

S.48.63.徧知

 ※ 二  ……資於行路之徧知……

S.48.64.漏盡

 ※ 二  ……資於諸漏之滅盡。

▼.VI.60.
    三  以何為五根耶？信根、精進根、念根、定根、慧根是。諸比丘！對此五根修習、

    多修者，則資於諸結之斷……資於隨眠之永斷……資於行路之徧知……資於諸漏之

    滅盡。

S.48.65.果(一)1

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？信根、精進根、念根、定根、慧根是。諸比

    丘！此是五根。

    三  諸比丘！對此五根修習、多修者，則二果之隨一果可期，於現法開悟，或多餘

    依得不還果。」

    註1 雜阿含二七、二三、二七(大正藏二、一九六b)。

V,237.

S.48.66.果(二)

 ※ 二  「諸比丘！有五根。以何為五根耶？信根、精進根、念根、定根、慧根是。諸比

    丘！此是五根。

    三  諸比丘！對此五根修習、多修者，則有七果、七功德之可期。以何為七果、七

    功德耶？

    四  於現法已得開悟；若於現法未停開悟，則於命終時得開悟；若於現法不得開

    悟，命終時亦不得開悟者，則依五下分結盡，得中般涅槃；若於現法不得開悟，命

    終時亦不得開悟，依五下分結盡，亦不得中般涅槃者，則依五下分結盡，得損害般

    涅槃；若於現法不得開悟，命終時亦不得開悟，依五下分結盡，亦不得中般涅槃，

    依五下分結盡，亦不得損害般涅槃者，則依五下分結盡，得無行般涅槃；若於現法

    不得開悟，命終時亦不得開悟，依五下分結盡，亦不得中般涅槃，依五下分結盡，

    亦不得損害般涅槃，依五下分結盡，亦不得無行般涅槃，則依五下分結盡，得有行

    般涅槃；若於現法不得開悟，命終時亦不得開悟，依五下分結盡，亦不得中般涅槃，

    依五下分結盡，亦不得損害般涅槃，依五下分結盡，亦不得無行般涅槃，依五下分

    結盡，亦不得有行般涅槃者，則依五下分結盡，為上流至色究竟天。

        諸比丘！對此五根修習、多修者，則有七果、七功德之可期。」

S.48.67.樹(一)

▼.VI.62.
※ 二  「諸比丘！譬如於閻浮提之諸樹木中，以閻浮樹稱為最上。諸比丘！如是，於諸

    覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。

    三  諸比丘！何為覺分法耶？諸比丘！信根為覺分法，資於菩提；精進根為覺分

    法，資於菩提；念根為覺分法，資於菩提；定根為覺分法，資於菩提；慧根為覺分

    法，資於菩提。

        諸比丘！譬如於閻浮提之諸樹木中，以閻浮樹稱為最上。諸比丘！如是，於諸

    覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。」

V,238.

S.48.68.樹(二)

 ※ 二  「諸比丘！譬如於忉利天之諸樹木中，以波利質多羅樹稱為最上。諸比丘！如

    是，於諸覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。

    三  諸比丘！以何為覺分法耶？諸比丘！信根為覺分法，資於菩提；精進根為覺分

    法，資於菩提；念根為覺分法，資於菩提；定根為覺分法，資於菩提；慧根為覺分

    法，資於菩提。

        諸比丘！譬如於忉利天之諸樹木中，以波利質多羅樹稱為最上。諸比丘！如是，

    於諸覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。」

S.48.69.樹(三)

 ※ 二  「諸比丘！譬如於阿修羅之諸樹木中，以蘇質怛邏波吒羅樹稱為最上。諸比丘！

    如是，於諸覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。

    三  諸比丘！以何為覺分法耶？諸比丘！信根為覺分法，資於菩提；精進根為覺分

    法，資於菩提；念根為覺分法，資於菩提；定根為覺分法，資於菩提；慧根為覺分

    法，資於菩提。

        諸比丘！譬如於阿修羅之諸樹木中，以蘇質怛邏波吒羅樹稱為最上。諸比丘！

    如是，於諸覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。」

S.48.70.樹(四)

 ※ 二  「諸比丘！譬如於金翅鳥之諸樹木中，以拘吒賒摩利樹稱為最上。如是，於諸覺

    分法中，以慧根稱為資菩提之最上。

239 三  諸比丘！以何為覺分法耶？諸比丘！信根為覺分法，資於菩提；精進根為覺分

    法，資於菩提；念根為覺分法，資於菩提；定根為覺分法，資於菩提；慧根為覺分

▼.VI.64.
    法，資於菩提。

        諸比丘！譬如於金翅鳥之諸樹木中，以拘吒摩利樹稱為最上。諸比丘！如是，

    於諸覺分法中，以慧根稱為資於菩提之最上。」

             第七 覺分品[終]

        此品之攝頌曰：

，結以及隨眠       徧知與漏盡

，二果與四樹       以之說此品

第八 恆河廣說(遠離依止)

S.48.71.遠離

 ※ 二  「諸比丘！譬如恆河，趣向於東、傾向於東、臨入於東。諸比丘！如是，比丘對

    五根修習、多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅槃。

    諸比丘！比丘云何對五根修習、多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅槃耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，修習迴向於捨之信根。……

    修習精進根……念根……定根……慧根。

    四  諸比丘！如是，比丘對五根修習，對五根多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨

    入於涅槃。」

V,240.

S.48.72~82.第二~十二

        如於根相應，如於道亦相應1。

    註1 漢譯南傳(大藏經第十七卷一七九頁以下)參照。

        攝頌曰：

，趣向東者六    趣向海者六

▼.VI.66.
，以之於十二    共說恆河品

，恆河若廣說，當依根可廣說也。

第九 不放逸品(遠離依止)

S.48.83~92.第一~十

        攝頌曰：

，如來與足跡      屋頂與根核

，夏生花王月      日衣等十句

    於遠離依止之廣說，依根廣說不放逸品。

第十 力所作品(遠離依止)

S.48.93~104.第一~十二

        攝頌曰：

，力與種子龍    樹與瓶及芒1

，廣空與二雲    船舶與客河

    於遠離依止，廣說根相應之力作所品。

第十一 尋覓品1(遠離依止)

S.48.105~117.第一~十二

        攝頌曰：

▼.VI.68.
，尋覓次第漏     有以及三苦

，礙與垢及捨    受乃至渴愛

      以遠離依止可廣說根相應之尋覓品。

    註1 此本之經數為十一經，原本之算法有誤，以下於原本註之算法多錯誤不能一一訂正。

V,241.

第十二 瀑流品(遠離依止)

S.48.118~127.第一~九

S.48.128.上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五上分結。以何為五上分結耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

    諸比丘！以此為五上分結。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡、予斷，應修習五根。以何為

    五根耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，修習迴向於捨之信根。

    修習精進根……念根……定根……慧根。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習此五根。」

，攝頌曰：

，瀑流與軛取    繫以及隨眠

，妙欲乃至蓋    蘊與上下分

        以遠離依止善廣說根相應之瀑流品。

▼.VI.70.
第十三 恆河廣說(貪欲調伏)

S.48.129.第一

 ※ 二  「諸比丘！譬如恆河……

    三  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲調伏、為究盡瞋恚調伏、為究盡愚癡調伏，

    修習信根。……修習精進根……念根……定根……慧根……傾入涅槃，臨入於涅槃。」

V,242.

S.48.130~140.第二~十二

         攝頌曰：

，趣向東者六    趣向海者六

，以之成十二    共說恆河品

       依貪欲調伏，廣說根相應。

第十四 不放逸品(貪欲調伏)

S.48.141.~150.第一~十

第十五 力所作品(貪欲調伏)

S.48.151~162.第一~十二

第十六 尋覓品(貪欲調伏)

S.48.163.~175.第一~十二

▼.VI.72.
第十七 瀑流品(貪欲調伏)

S.48.176~184.第一~九

S.48.185.上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五上分結。以何為五上分結耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

    諸比丘！此為五上分結。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷……應修習五根。何

    為五根耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲調伏、為究盡瞋恚調伏、為究盡愚癡調伏，

V,243. 修習信根。……精進根……念根……定根……修習慧根。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習此五根。」

，攝頌曰：

，瀑流與軛取    繫以及隨眠

，妙欲乃至蓋    蘊與上下分

        依貪欲調伏，廣說根相應之瀑流品

           第四 根相應[終]

▲Top回目錄
▼.VI.74.   V,244.

S.49.第五 正勤相應

第一 恆河廣說

S.49.1~12.第一~一二

    一~二  舍衛城。

        於此，世尊對諸比丘說示曰：

        「諸比丘！有四正勤。以何為四正勤耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，為對未生之惡不善法不令生，起志欲、精進、發勤，策

    心而持。

    四  為對已生之惡不善法令斷，起志欲、精進、發勤，策心而持。

    五  為對未生之善法令生，起志欲、精進、發勤，策心而持。

    六  為對已生之善法令住、不忘失、倍修習、廣修習、令圓滿，起忘欲、精進、發

    勤，策心而持。

    七  諸比丘！此為四正勤。

    八  諸比丘！譬如恆河之趣向於東、傾向於東、臨入於東。諸比丘！如是比丘，對

    四正勤予修習，對四正勤予多修者，則趣向涅槃，傾向涅槃，臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何對四正勤修習，對四正勤多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、

    臨入於涅槃耶？

V,245. 九  諸比丘！於此有比丘，為對未生之惡不善法令不生，起志欲、精進、發勤，策

    心而持。為對已生之惡不善法令斷，起志欲、精進、發勤，策心而持。為對未生之

    善法令生，起志欲、精進、發勤，策心而持。為對已生之善法令住持，不忘失、倍

    修習、廣修習、圓滿，起志欲、精進、發勤，策心而持。

    一0  諸比丘！比丘如是對四正勤修習，對四正勤多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、

    臨入於涅槃。」

，攝頌曰：

，趣向東者六     趣向海者六

▼.VI.76.
，二六一十二     以之說此品

        以正勤相應之恆河相應，依正勤之可廣說。

第二 不放逸品

S.49.13~22.第一~十

         攝頌曰：

，如來與足跡     屋頂與根核

，夏生花王月    日衣等十句

       依正勤廣可廣說不放逸品。

V,246.

第三 力所作品

S.49.23.~34.第一~十二

 ※ 二  諸比丘！猶如作諸力所作之事業，皆依於地、立於地，如是作力所作之事業。

    諸比丘！如是比丘，依於戒，立於戒而修習四正勤、多修四正勤。

    三  諸比丘！云何比丘，依戒、立戒而修習四正勤、多修四正勤耶？

    四~七  諸比丘！此處有比丘，為未生之惡不善法令不生，以起至欲，精進、發勤、

    持以策心。為已生之惡不善法令斷，以起至欲，精進、發勤，持以策心。為未生之

    善法令生，以起志欲，精進、發勤，持以策心。已生之善法令住為不忘失、倍修

    習、廣修習、令圓滿。以起至欲，精進、發勤，持以策心。

    八  諸比丘！比丘如是依於戒、立於戒，修習四正勤、多修四正勤。

，[攝頌曰：]

，力與種子龍     樹與瓶及芒

▼.VI.78.
，虛空與二雲     船舶及客河

        如是依正勤廣說力所作品

第四 尋覓品

S.49.35~44.第一~十

 ※ 二  「諸比丘！有三尋覓。以何為三尋覓耶？欲尋、有尋、行尋是。諸比丘！此為三

    尋。

V,247. 三  諸比丘！為對此三尋覓證知……徧知……徧盡、予斷，應修習四正勤。以何為

    四正勤耶？

    四~七  諸比丘！於此有比丘，對未生之…乃至…對已生之善法令住，不忘失、

    倍修習、廣修習、圓滿，起志欲、精進、發勤，策心而持。

    八  諸比丘！對此三尋覓，為證知……徧知……徧盡……予斷，應修習四正勤。」

，攝頌曰：

，尋覓與次第       漏有及三苦

，礙與垢及捨       受乃至渴愛

        依正勤可廣說尋覓品。

第五 瀑流品

S.49.45~54.第一~十

S.49.55.上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五上分結。以何為五上分結耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

    諸比丘！此為五上分結。

    三  諸比丘！對此五上分結，為證知……徧知……徧盡……予斷，應修習四正勤。

▼.VI.80.
    何為四正勤耶？

    四~七  諸比丘！於此有比丘，對未生之…乃至…對已生之善法令住，不忘失

V,248. 、倍修習、廣修習、圓滿，起志欲、精進、發勤，策心而持。

    八  諸比丘！對此五上分結，為證知……徧知……徧盡……予斷，應修習此四正勤。」

，攝頌曰：

，瀑流與軛取

，繫以及隨眠

，妙欲乃至蓋

，蘊與上下分

        依正勤可廣說瀑流品。

            第五 正勤相應[終]

▲Top回目錄
V,249.

S.50.第六 力相應

第一 恆河廣說(遠離依止)

S.50.1.第一

 ※ 二  「諸比丘！有五力。以何為五力耶？信力、精進力、念力、定力、慧力是。諸比

    丘！此為五力。

    三  諸比丘！譬如恆河之趣向東、傾向東、臨入於東。諸比丘！如是對五力修習、

    對五力多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何對五力修習、對五力多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入

    於涅槃耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，修習迴向於捨之信力。……

    修習精進力……念力……定力……慧力。

    五  諸比丘！如是，比丘修習五力、多修五力者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於

▼.VI.82.
    涅槃。」

V,250.

S.50.2~12.第二~十二

         此品之攝頌曰：

，趣向東者六      趣向海者六

，二六與十二      以說恆河品

       依力之恆河廣說，可予廣說。

第二 不放逸品(遠離依止)

S.50.13~22.第一~十

         攝頌曰：

，如來與足跡      屋頂與根核

，夏生花王月      日衣等十句

       對不放逸品，依力相應可廣說。

第三 力[所作]品(遠離依止)

S.50.23~34.第一~十二

         攝頌曰：

，力與種子龍    樹與瓶與芒

，虛空與二雲    船舶與客河

       依力相應可廣說。

▼.VI.84.
第四 尋覓品(遠離依止)

S.50.35~46.第一~十二

         攝頌曰：

，尋覓與次第     漏有與三苦

，礙以及垢搖     受乃至渴愛

       依力相應對尋覓品廣說。

V,251.

第五 瀑流品(遠離依止)

S.50.47~55.第一~九

S.50.56.上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五上分結。以何為五上分結耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

    諸比丘！此為五上分結。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習五力。以何

    為五力耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，修習迴向於捨之信力。……

    修習精進力……念力……定力……慧力。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習五力。

，攝頌曰：

，瀑流與軛取     繫以及隨眠

，妙欲乃至蓋      蘊與上下分

        對瀑流品，依力相應可廣說。

▼.VI.86.
第六 恆河廣說(貪欲調伏)

S.50.57.第一

 ※ 二  「諸比丘！有五力。以何為五力耶？……

V,252. 三  諸比丘！譬如恆河之趣向東、傾向東、臨入於東。諸比丘！如是，比丘對五力

    多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何修習五力、多修五力者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅

    槃耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，為究盡調伏貪欲，為究盡調伏瞋恚，為究盡調伏愚癡，

    修習信力。……修習精進力……念力……定力……慧力。

        諸比丘！比丘如是修習五力、多修五力者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅

    槃。」

S.50.58~68.第二~十二

         攝頌曰：

，趣向東者六

，趣向海者六

，二六及十二

，以說恆河品

第七 不放逸品(貪欲調伏)

S.50.69~78.第一~十

         攝頌曰：

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句

▼.VI.88.
       對不放逸品，依力相應之資欲調伏可廣說。

第八 力(所作)品(貪欲調伏)

S.50.79~90.第一~十二

         攝頌曰：

，力與種子龍    樹與瓶與芒

，廣空與二雲    船舶與客河

       對力所作品，依力相應之調伏貪欲可廣說。

第九 尋覓品(貪欲調伏)

S.50.91~100.第一~十

         攝頌曰：

，尋覓與次第    漏與有與苦

，礙與垢與搖     受乃至渴愛

       對尋覓品，依力相應可廣說。

V,253.

第十 瀑流品(貪欲調伏)

S.50.101~109.第一~九

S.50.110.上分(結)

 ※ 二  「諸比丘！有五上分結。以何為五上分結耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

    諸比丘！此為五上分結。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習五力。以何

    為五力耶？

▼.VI.90.
    三  諸比丘！於此有比丘，為究盡貪欲調伏、為究盡瞋恚調伏、為究盡愚癡調伏，

    修習信力。……修習精進力……念力……定力……慧力。

    四  諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習五力。」

，攝頌曰：

，瀑流與軛取    繫乃至隨眠

，妙欲以及蓋    蘊與上下分

        對第十瀑流品，依力相應可廣說。

   第六 力相應[終]

▲Top回目錄
V,254.

S.51.第七 神足相應

第一 遮婆羅品

S.51.1.此岸

 ※ 二  「諸比丘！對四神足修習、多修者，則資於由此岸至彼岸。以何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。

        諸比丘！修習四神足、多修者，則資於由此岸至彼岸。」

S.51.2.失

 ※ 二  「諸比丘！若有失四神足者，正失順苦盡之聖道。

▼.VI.92.
        諸比丘！若有得四神足者，正得順苦盡之聖道。

        何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習心三摩地勤行成就

    之神足，修習勤三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。

V,255. 四  諸比丘！若有失此四神足者，正失順苦盡之聖道。諸比丘！若有得此四神足者，

    正得順苦盡之聖道。」

S.51.3.聖

 ※ 二  「諸比丘！對四神足修習、多修者，則聖、出離；修此者，正至苦滅盡。何為四

    神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。

    四  諸比丘！對此四神足修習、多修者，則聖、出離；修此者，正至苦滅盡。」

S.51.4.厭患

 ※ 二  「諸比丘！對四神足修習、多修者，則資於一向厭患、離貪、滅盡、寂靜、證智、

    等覺、涅槃。以何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。

    四  諸比丘！對此四神足修習、多修者，則資於一向厭患、離貪、滅盡、寂靜、證

    智、等覺、涅槃。」

S.51.5.一分

 ※ 二  「諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，成就神足之一分
者，皆對此四神足修習、

V,256. 多修。諸比丘！未來世之沙門、婆羅門，成就神足之一分者，皆對此四神足修習、

    多修。諸比丘！現在之沙門、婆羅門，成就神足之一分者，皆對此四神足修習、多

    修。以何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。

    四  諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，成就神足之一分者，皆對此四神足修習、多

    修。諸比丘！未來世之沙門、婆羅門，成就神足之一分者，皆對此四神足修習、多

▼.VI.94.
    修。諸比丘！現在之沙門、婆羅門，成就神足之一分者，皆對此四神足修習、多修。」

S.51.6.全分

 ※ 二  「諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，成就神足之全分
者，皆對此四神足修習、多

    修。諸比丘！未來世之沙門、婆羅門，成就神足之全分者，皆對此四神足修習、多

    修。諸比丘！現在之沙門、婆羅門，成就神足之全分者，皆對此四神足修習、多修。

    以何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。」

    四  諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，成就神足之全分者，皆對此四神足修習、多

    修。諸比丘！未來世之沙門、婆羅門，成就神足之全分者，皆對此四神足修習、多

    修。諸比丘！現在之沙門、婆羅門，成就神足之全分者，皆對此四神足修習、多修。」

V,257.

S.51.7.比丘

 ※ 二  「諸比丘！過去世之比丘，依諸漏盡，對無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、

    現證，具足而住者，皆對此四神足修習、多修。諸比丘！未來世之比丘，由諸漏盡，

    對無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、現證，具足而住者，皆對此四神足修習、

    多修。諸比丘！現在之比丘，由諸漏盡，對無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、

    現證，具足而住者，皆對此四神足修習、多修。何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。

    四  諸比丘！過去世之比丘，由諸漏盡，對無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、

    現證，具足而住者……住者……住者，皆對此四神足修習、多修。」

S.51.8.佛

 ※ 二  「諸比丘！有四神足。何為四神足耶？

        諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地勤行成就

    之神足，修習心三摩地勤行成就之神足，修習觀三摩地勤行成就之神足。諸比丘！

    此為四神足也。

    三  諸比丘！對此四神足修習、多修者，故名之如來、應供、正等覺者。」

V,258.

S.51.9.智

▼.VI.96.
※ 四  「諸比丘！「此為欲三摩地勤行成就之神足」，於未曾聞之法，我眼生、智生、

    慧生、明生、光明生。「對此欲三摩地勤行成就之神足宜修習……修習已」，於未曾

    聞之法，我眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    五  諸比丘！「此為勤三摩地勤行成就之神足」，於未曾聞之法，我眼生、智生、慧

    生、明生、光明生。「此勤三摩地勤行成就之神足宜修習……修習已」，於未曾聞之

    法，我眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    六  諸比丘！「此為心三摩地勤行成就之神足」，於未曾聞之法，我眼生、智生、慧

    生、明生、光明生。「此心三摩地勤行成就之神足宜修習……修習已」，於未曾聞之

    法，我眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    七  諸比丘！「此為觀三摩地勤行成就之神足」，於未曾聞之法，我眼生、智生、慧

    生、明生、光明生。「對此觀三摩地勤行成就之神足宜修習……修習已」，於未曾聞

    之法，我眼生、智生、慧生、明生、光明生。」

S.51.10.塔

    一  如是我聞。一時，世尊住毘舍離城，大林重閣講堂。

V,259 二  時，世尊於晨朝時分著下衣、持衣缽，入毘舍離城乞食。至毘舍離城乞食。食

    後、由乞食歸，對具壽阿難告曰：．

        「阿難！取坐具，往至遮婆羅塔，行晝日坐。」

        「唯唯！大德！」

        具壽阿難應答世尊，即取坐具，隨從世尊之後。

    三  時，世尊行至遮婆羅塔。至已，就所設座。具壽阿難敬禮世尊，坐於一面。

    四  世尊告坐於一面之具壽阿難曰：

        「阿難！毘舍離為樂、瞿曇塔為樂、優陀延塔為樂、七聚塔為樂、多子塔為樂、

    婆羅塔為樂、遮婆羅塔為樂。阿難！對四神足修習、多修，作乘、作地，隨成、積

    習、善造作，阿難！若欲則一劫或一劫有餘而住。阿難！如來對四神足修習、多修，

    作乘、作地，隨成、積習、善造作。阿難！若欲則如來一劫或一劫有餘而住。」

    五  世尊如是示廣大之相、廣大之示現，阿難不能通達，請世尊：「大德世尊住一劫、

    善逝住一劫有餘，為眾生之利益，眾生之安樂，世間之哀愍，人天之義利、利益、

    安樂。」為魔覆其心故。

▼.VI.98.
    六~七  二度世尊……

V,260. 八  三度世尊告具壽阿難曰：．

        「阿難！毘舍離為樂、優陀延塔為樂、瞿曇塔為樂、七聚塔為樂、多子塔為樂、

    婆羅塔為樂、遮婆羅塔為樂。阿難！對四神足修習、多修，作乘、作地，隨成、積

    習、善造作，阿難！若欲則一劫或一劫有餘而住。阿難！如來對四神足修習、多修，

    作乘、作地，隨成、積習、善造作。阿難！若欲則如來一劫或一劫有餘而住。」

    九  世尊如是示廣大之相、廣大之示現，阿難不能通達，請世尊：「大德世尊住一劫、

    善逝住一劫有餘，為眾生之利益，眾生之安樂，世間之哀愍，人天之義利、利益、

    安樂。」為魔覆其心故。

    一0  時，世尊告具壽阿難曰：

        「阿難！今知時矣。」

        「唯唯！大德！」

        具壽阿難應諾世尊，由座而起，敬禮世尊，作右遶離世尊而去，於不遠處一樹

    下靜坐。

    一一  時，具壽阿難離去未久，魔波旬來至世尊處，至已，白世尊曰：．

        「大德！世尊請般涅槃，善逝請般涅槃，大德世尊般涅槃時至矣。大德！世尊

V,261. 有云此言：「波旬！若我諸比丘尚未達於明白、調順、無畏、得安穩為多聞、持法、

    法隨法行、行和敬、隨法行之弟子，末善自受師教、宣說、教示、開示、顯示、開

    顯、分別、明白，如法降服他之誹謗，說法導引解脫時，我則不般涅槃。」

        大德！今世尊之諸比丘，已達至明白、調順、無畏、得安穩為多聞、持法、法

    隨法行、行和敬、隨法行之弟子，已善自受師教、宣說、教示、開示、顯示、開顯、

    分別、明白，如法降服他之誹謗，說法導引解脫。

    一二  大德世尊！請般涅槃，善逝請般涅槃，大德世尊般涅槃之時至矣。大德世尊

    曾說此言云：「波旬！若我諸比丘尼……

    一三  若我諸優婆塞………優婆夷，尚未達於明白、調順、無畏、得安穩為多聞、

    持法、法隨法行、行和敬、隨法行之弟子，未善自受師教、宣說、教示、開示、顯

    示、開顯、分別、明白，如法降服他之誹謗，說法導引解脫者，我則不般涅槃。」

        大德！今世尊之諸優婆夷，已達明白、調順、無畏、得安穩為多聞、持法、法

▼.VI.100.
V,262. 隨法行、行和敬、隨法行之弟子，已善自受師教、宣說、教示、開示、顯示、開顯、

    分別、明白如法降服他之誹謗，說法導引解脫。

    一四  大德世尊！請般涅槃，善逝請般涅槃，大德世尊般涅槃之時至矣。大德世尊

    曾說此言云：「波旬！我梵行未達富榮、增廣、人多廣知、人天善說示時，我則不

    般涅槃。」

        大德！今世尊之梵行已富榮增廣，人多廣知、人天善說示。

        大德世尊！請般涅槃，善逝請般涅槃，大德世尊之般涅槃時至矣。」

    一五  「波旬！且默！不久如來將般涅槃。今起三月過後如來將般涅槳。」

    一六  時，世尊於遮婆羅塔正念正知而捨壽行。世尊捨壽行時，有大地震動、令人

    驚怖身毛豎立、天鼓作響。

    一七  時，世尊知此義，於此時自說偈曰：

V,263.       限無限有生     牟尼捨有行

，於內喜入定     破如鎧我有

 第一 遮羅婆品[終]

，此品之攝頌曰：

，此岸與失聖     厭患與一分

，悉皆與比丘     佛智與此塔

第二 [鹿母]殿震動品

S.51.11.前

《增壹阿含29.7經》
    一  舍衛城。

    二  「諸比丘！我先前尚未成等覺現等覺為菩薩時，生如是思念：

        「有何因、何緣，修習於神足耶？」

▼.VI.102.
        諸比丘！其時，我如是思念

    三  「諸比丘！於此，修習欲三摩地勤行成就之神足，如是我於欲不過分退縮、不

    過分精勤，於內不收、於外不散，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如

    上，夜如晝、晝如夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

V,264. 四  修習勤三摩地勤行成就之神足，如是我於勤不過分退縮，不過分精勤，於內不

    收，於外不敬，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝，晝如

    夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

    五  修習心三摩地勤行成就之神足，如是我於心不過分退縮，不過分精勤，於內不

    收、於外不敬，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝、晝如

    夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

    六  修習觀三摩地勤行成就之神足，如是我於觀不過分退縮、不過分精勤，於內不

    收、於外不敬，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝、晝如

    夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。」

    七  比丘！如是對四神足修習、多修者，則領受多端神變：以一身成多身、以多身

    成一身，或現或隱，過牆壁山崖無礙如於虛空，出沒地中如於水，行水上不沈如於

V,265. 地，於虛空結跏趺坐如飛鳥，有大神通、大威德，以手捫摸日月，乃至以身威及於

    梵世。

    八  比丘！如是對四神足修習、多修者，則以清淨超人之天耳界，俱聞於遠近天人

    之聲。

    九  比丘！如是對四神足修習、多修者，則對他人之心，以心徧知：以有貪心了如

    為有貪心，以離貪心了知為離貪心，以有瞋心了知為有瞋心，以離瞋心了知為離瞋

    心，以有癡心了知為有癡心，以離癡心了知為離癡心，以收心了知為收心，以散心

    了知為散心，以大心了知為大心，以非大心了知為非大心，以有上心了知為有上心，

    以無上心了知為無上心，以非定心了知為非定心，以定心了知為定心，以不解脫心

    了知為不解脫心，以解脫心了知為解脫心。

    一0  比丘！如是對四神足修習、多修者，則隨念於種種之宿住。謂：一生、二生

V,266. 、三生、四生、五生、十生、二十生、三十生、四十生、五十生、百生、千生、百

    千生、多壞劫、多成劫、多成壞劫；我於彼處：如是名、如是姓、如是色、如是食、

▼.VI.104.
    如是受樂苦、如是壽量，歿於彼處、生於他處；於他處；如是名、如是姓、如是色、

    如是食、如是受樂苦、如是壽量，歿於他處、生於此處。如是具行相、名稱，隨念

    宿住。

    一一  比丘！如是對四神足修習、多修者，則以清淨超人之天眼，見有情之死生，

    知有情隨業而受劣、勝、美醜、善趣、惡趣。

    一二  比丘！如是對四神足修習、多修者，則由諸漏盡，無漏心解脫、慧解脫，於

    現法自證知、現證，具足而住。」

V,267.

S.51.12.大果

 ※ 二  「諸比丘！對四神足修習、多修者，則有大果、大功德。諸比丘！云何對四神足

    修習、多修者，則有大果、大功德耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，如是，於欲不過分退縮、

    不過分精勤，於內不收、於外不敬，有前後想而住，後如前、前如後，上如下，下

    如上、夜如晝，晝如夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

    四~五  勤三摩地…乃至…心三摩地……

    六  修習觀三摩地勤行成就之神足，如是，於觀不過分退縮、不過分於精勤，於內

    不收、於外不敬，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝、晝

    如夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

        諸比丘！如是對四神足修習、多修者，則有大果、大功德。

    七~一一  諸比丘！比丘如是對四神足修習、多修者，則領受多端神變：以一身成

    多身…乃至…至梵世以身威而及…乃至…

V,268. 一二  諸比丘！比丘如是對四神足修習、多修者，則由諸漏盡，而無漏心解脫、慧

    解脫，於現法自證知、現證，具足而住。」

S.51.13.欲

 ※ 二  「諸比丘！比丘若依欲修三摩地，獲心一境性，此名為欲三摩地。

        彼為令未生之惡不善法不生，起欲、精進、發勤，策心而持。為令已生之惡不

    善法予斷，起欲、精進、發勤，策心而持。為令未生之善法生，起欲、精進、發勤，

    策心而持。已生之善法為令住、不忘失，倍修習、廣修習、圓滿之、起欲、精進、

    發勤，策心而持。此名為勤行
。

▼.VI.106.
        以欲，修三摩地，而是勤行，諸比丘！此名為欲三摩地勤行成就之神足。

    三  諸比丘！比丘若依於勤修三摩地，獲心一境性，此名為勤三摩地。

        彼對未生之惡…乃至…對已生之善法為令住、勿忘失，倍修習、廣修習、

    圓滿之，起欲、精進、發勤、策心而持。此名之為勤行。

        以勤，修三摩地，而是勤行，諸比丘！此名為勤三摩地勤行成就之神足。

V,269. 四  諸比丘！比丘若依心修三摩地，獲心一境性，此名之為心三摩地。

        彼未生之…乃至…已生之善法為令住、勿忘失，倍修習、廣修習、圓滿之，

    起欲、精進、發勤，策心而持。此名之為勤行。

        依心修三摩地，而勤行，諸比丘！此名為心三摩地勤行成就之神足。

    五  諸比丘！比丘若依觀修三摩地，獲心一境性者，此名為觀三摩地。

        彼對未生之惡不善法，為令不生…乃至…對已生之善法，為令住、勿忘失、

    倍修習、廣修習、圓滿之，起欲、精進、發勤，策心而持。此名之為勤行。

        依觀修三摩地，而是勤行，諸比丘！此名為觀三摩地勤行成就之神足。」

S.51.14.目犍連

    一  如是我聞。一時，世尊住舍衛城東園鹿子母堂。

    二  其時，眾多之比丘，住於鹿子母堂下，掉舉、憍慢、輕薄、饒舌、出雜語、失

    念、不正知、不能入定、心迷亂、根低劣。

    三  時，世尊對具壽大目犍連告曰：

V,270.  「目犍連！彼同梵行者住鹿子母堂下，掉舉、憍慢、輕薄、饒舌、出雜語、失念、

    不正知、不入於定、心迷亂、根低劣。目犍連！往嚇彼諸比丘。」

        「唯唯！大德1．」

        具壽目犍連應諾世尊，現神力行，以足指動鹿子母堂搖震。

    四  時，彼諸比丘恐懼得身毛豎立，立於一面曰：．

        「稀有哉！未曾有哉！實則，此鹿子母堂乃善防風，且基深善埋，該是不震不搖，

    何得動搖震耶？」

    五  時，世尊，至彼諸比丘之處。至已，世尊告彼諸比丘曰：

        「諸比丘！云何汝等恐懼得身毛豎立，立於一面耶？」

        「稀有哉！大德！未曾有哉！大德！實則，此鹿子母堂乃善防風，且基深善埋，

▼.VI.108.
    該是不震不搖，何得動搖震耶？」

    六  「諸比丘！目犍連比丘欲嚇汝等，乃以是指使鹿子母堂動搖震。

        諸比丘！汝等於意云何？對何法修習、多修，故目犍連比丘有如是大神通、大

    威德耶？」

        「大德！我等於法以世尊為根本，以世尊為眼…乃至…諸比丘聞世尊之所說

    受持。」

V,271. 七  「諸比丘！然則且諦聽。

        諸比丘！對四神足修習、多修故，目犍連比丘有如是大神通、大威德。以何為

    四神足耶？

    八  諸比丘！於此目犍連比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足……修習勤三摩地

    ……心三摩地……觀三摩地勤行成就之神足，如是於欲不過分退縮，不過分精勤，

    於內不收、於外不散，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝、

    晝如夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

    九  諸比丘！對此四神足修習、多修，目犍連比丘有如是大神通、大威德。

    一0  諸比丘！對此四神足修習、多修故，目犍連比丘領受多端神變…乃至…

    至梵世以身威所及。

    一一  諸比丘！對此四神足修習、多修故，目犍連比丘由諸漏盡，無漏心解脫、慧

    解脫，於現法自證知、現證，具足而住。」

    一二  如是六神通亦應廣說。

         S.51.15.第五 婆羅門

《雜阿含561經》
    一  如是我聞。一時，具壽阿難住拘睒彌瞿師羅園。

V,272. 二  時，婆羅門來至具壽阿難之處。至已，與具壽阿難俱相交談歡喜、感銘之語，

    而坐於一面。坐於一面之婆羅門對具壽阿難言曰：

    三  「友阿難！為何之義，於沙門瞿曇之處修梵行耶？」

        「婆羅門！為斷欲，於世尊之處修梵行。」

    四  「友阿難！於斷欲，有道、有跡否？」

        「婆羅門！斷欲，是有道、有跡。」

    五  「友阿難！斷欲，有何之道、有何之跡耶？」

▼.VI.110.
        「婆羅門！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足……修習勤三摩地……心

    三摩地……觀三摩地勤行成就之神足。婆羅門！此為斷欲之道、之跡。」

    六  「友阿難！若然，則為無邊而非有邊，以欲斷欲者，無有是處。」

        「婆羅門！然則，我問汝，隨所好應答。

    七  婆羅門！於汝意云何？汝先前有往阿蘭若之欲，已至阿蘭若，則其所生之欲止

    滅耶？」

        「如是，友！」

        「汝前有往阿蘭若之勤，已至阿蘭若，則其所生之勤止滅耶？」

V,273.     「如是，友！」

        「汝前有往阿蘭右之心，已至阿蘭若，則其所生之心止滅耶？」

        「如是，友！」

        「汝前有往阿蘭若之觀，已至阿蘭若，則其所生之觀止滅耶？」

        「如是，友！」

    八  「婆羅門！如是諸比丘成為阿羅漢，漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得

    己利、盡有結、成為正悟之解脫者。前有獲阿羅漢果之欲，已獲阿羅漢果，則其所

    生之欲止滅。前有獲阿羅漢果之勤，已獲阿羅漢果，則其所生之勤止滅。前有獲阿

    羅漢果之心，已獲阿羅漢果，則其所生之心止滅。前有獲阿羅漢果之觀，已獲阿羅

    漢果，則其所生之觀止滅。

    九  婆羅門！於汝意云何？若然，為有邊耶？為無邊耶？」

        「友阿難！若然，則為有邊，非無邊。

    一0  希有哉！友阿難！…乃至…自今日起，乃至命終，當予歸依。」

S.51.16.沙門婆羅門(一)

 ※ 二  「諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，有大神通、大威德者，皆因對此四神足修習、

    多修。

    三  諸比丘！未來世之沙門、婆羅門，有大神通、大威德者，皆因對此四神足修習、

    多修。

    四  諸比丘！現在世之沙門、婆羅門，有大神通、大威德者，皆因對四神足修習、

    多修。

▼.VI.112.
        何為四神足耶？

V,274. 五  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足、修習勤三摩地……、心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

    六  諸比丘！過去世之諸沙門、婆羅門，有大神通、大威德者……大神通、大威德

    者……有大神通、大威德者，皆依此四神足之修習、多修。」

S.51.17.沙門婆羅門(二)

 ※ 二  「諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，領受多端神變；以一身成多身、以多身成一

    身；或現或隱；過牆壁山崖無礙如於虛空；出沒地中如於水、行於水上不沈如於地

    上；於虛空結跏趺坐如飛鳥；有大神通、大威德，以手捫摸日月；乃至以身威及於

    梵世；皆因對此四神足之修習、多修。

    三  諸比丘！未來世之沙門、婆羅門，領受多端神變；以一身成多身、以多身成一

    身；或現或隱：過牆壁山崖無礙如於虛空；出沒地中如於水、行於水上不沈如於地

V,275. 上；於虛空結跏趺坐如飛鳥；有大神通、大威德，以手捫摸日月；乃至於以身威及

    於梵世；皆因對此四神足之修習、多修。

    四  諸比丘！現在世之沙門、婆羅門，領受多端神變：以一身成多身、以多身成一

    身；或現或隱；過牆壁山崖無礙如於虛空；出沒地中如於水；行於水上不沈如於地

    上；於虛空結跏趺坐如飛鳥；有大神通、大威德，以手捫摸此日月；乃至以身威及

    於梵世皆因對此四神足之修習、多修。

        何為四神足耶？

    五  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足、修習勤三摩地……、心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

    六  諸比丘！過去世之沙門、婆羅門，領受多端神變……未來世之……現在世之：

    皆因對此四神足之修習、多修。」

S.51.18.比丘

 ※ 二  「諸比丘！比丘對四神足之修習、多修者，則依諸漏盡，無漏心解脫、慧解脫，

    於現法自證知、現證，具足而住。何為四神足耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地……、心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

▼.VI.114.
        諸比丘！比丘對此四神足修習、多修者，則依諸漏盡，無漏心解脫、慧解脫，

V,276. 於現法自證知、現證，具足而住。」

S.51.19.說示

 ※ 二  「諸比丘！為汝等說神力與神足，及順神足修習之道，且諦聽。

    三  諸比丘！以何為神力耶？

        諸比丘！於此有比丘，領受多端神變：以一身為多身…乃至…以身威及於

    梵世。

        諸比丘！此名之為神力。

    四  諸比丘！以何為神足耶？

        諸比丘！得神力，於獲得神力所資之道跡。

        諸比丘！此名之為神足。

    五  諸比丘！以何為神足之修習耶？

        諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足、修習勤三摩地……、心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

        諸比丘！此名之為神足之修習。

    六  諸比丘！以何為神足修習之順道耶？

        此八支聖道是，謂：正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、正定

    是。

        諸比丘！此名之為神足修習之順道。」

S.51.20.分別

，一

 ※ 二  「諸比丘！對四神足之修習、多修者，則有大果、大功德。諸比丘！云何對四神

    足之修習、多修，有大果、大功德耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，如是，於欲不過分退縮

277 、不過分精勤，於內不收、於外不散，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、

    下如上，夜如晝、晝如夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

        勤三摩地……心三摩地……

        修習觀三摩地勤行成就之神足，如是於觀不過分退縮，不過分精勤，於內不收、

▼.VI.116.
    於外不散，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝、晝如夜，

    如是以廣大無纏之心，修習光耀心。」

，二

    四  「諸比丘！以何為欲，過分退縮耶？

        諸比丘！欲，與懈怠俱行、與懈怠相應。

        諸比丘！此名之為欲過分退縮。

    五  諸比丘！以何為欲，過分精勤耶？

        諸比丘！欲，與掉舉俱行、與掉舉相應。

        諸比丘！此名之為欲為過分精勤。

    六  諸比丘！以何為欲，於內為收耶？

        諸比丘！欲，與惛眠俱行、與惛眠相應。

        諸比丘！此名之為欲，於內為收。

    七  諸比丘！何為欲外散耶？

        諸比丘！欲，依外之五妙欲而擴散。

        諸比丘！此名之為欲，於外為散。

    八  諸比丘！以何為比丘有前後想而住，後如前、前如後耶？

V,278.   諸比丘！於此有比丘，對前後想善持、善作意、善觀、於慧善通達。

        諸比丘！如是比丘有前後想而住，後如前、前如後。

    九  諸比丘！比丘以何為上如下、下如上而住耶？

        諸比丘！於此有比丘，觀察由足蹠以上、由髮頂以下至皮為邊際，充滿種種不

    淨之此身，此身為髮、毛、爪、齒、皮、肉、筋、骨、骨髓、腎、心、肝、肋、膜、

    脾、肺、腸、腸間膜、胃、排泄物、膽汁、痰、膿、血、汗、脂、淚、漿、唾、鼻

    液、髓、尿是。

        諸比丘！如是比丘為上如下、下如上而住。

    一0  諸比丘！比丘以何為夜如晝、晝如夜而住耶？

        諸比丘！於此有比丘，於晝修習欲三摩地勤行成就之神足，以行相、特相、因

    相，同於夜修習欲三摩地勤行成就之神足。於夜修習欲三摩地勤行成就之神足，以

    行相、特相、因相，同於晝修習欲三摩地勤行成就之神足。

▼.VI.118.
        諸比丘！如是比丘為夜如晝、晝如夜而住。

    一一  諸比丘！何為比丘以廣大不纏之心，修習光耀心耶？

        諸比丘！於此有比丘，善持光明想、善攝持光明想(善住立於晝想(divasabba svadhitthita))。

        諸比丘！如是比丘為以廣大不纏之心，修習光耀心。」

V,279.       三

    一二  「諸比丘！以何為勤，過分退縮耶？atilinam viriyam
        諸比丘！勤，與懈怠俱行、與懈怠相應。

        諸比丘！此名之為勤，過分退縮。

    一三  諸比丘！以何為勤過分精勤耶？

        諸比丘！勤，與掉舉俱行、與掉舉相應。

        諸比丘！此名之為勤過分精勤。

    一四  諸比丘！以何為勤，於內為收耶？

        諸比丘！勤，與惛眠俱行、與惛眠相應。

        諸比丘！此名之為勤，於內為收。

    一五  諸比丘！以何為勤，於外為散耶？

        諸比丘！勤，依外之五妙欲擴散。

        諸比丘！此名之為勤，於外為散。

    一六~一九  …乃至…

        諸比丘！何為比丘以廣大不纏之心，修習光耀心耶？

        諸比丘！於此有比丘，善持光明想，對晝日想善攝持。

        諸比丘！如是比丘為以廣大不纏之心，修習光耀心。」

，四

    二0  諸比丘！以何為心過分退縮耶？

        諸比丘！心，與懈怠俱行、與懈怠相應。

        諸比丘！此名之為心過分退縮。

    二一  諸比丘！以何為心過分精勤耶？

        諸比丘！心，與掉舉俱行、與掉舉相應。

        諸比丘！此名之為心過分精勤。

▼.VI.120.
    二二  諸比丘！以何為心，於內為收耶？

        諸比丘！心，與惛眠俱行、與惛眠相應。

        諸比丘！此名之為心，於內為收。

V,280. 二三  諸比丘！以何為心，於外為散耶？

        諸比丘！心，依外之五妙欲而擴散。

        諸比丘！此名之為心，於外為散。

    二四~二七  …乃至…諸比丘！如是比丘以廣大不纏之心，修習光耀心。」

，五

    二八  「諸比丘！以何為觀過分退縮耶？

        諸比丘！觀，與懈怠俱行、與懈怠相應。

        諸比丘！此名之為觀過分退縮。

    二九  諸比丘！以何為觀過分精勤耶？

        諸比丘！觀，與掉舉俱行、與掉舉相應。

        諸比丘！此名之為觀過分精勤。

    三0  諸比丘！以何為觀，於內為收耶？

        諸比丘！觀，與惛眠俱行、與惛眠相應。

        諸比丘！此名之為觀，於內為收。

    三一  諸比丘！以何為觀，於外為散耶？

        諸比丘！觀，依外之五妙欲而擴散。

        諸比丘！此名之為觀，於外為散。

    三二~三五  …乃至…諸比丘！如是比丘為以廣大不纏之心，修習光耀心。

    三六  諸比丘！對四神足如是修習、對四神足如是多修者，則有大果、大功德。

        諸比丘！比丘對四神足如是修習、如是多修時，則領受多端神變：以一身成多

    身、以多身成一身…乃至…以身威及於梵世…乃至…。

V,281. 三七  諸比丘！對此四神足如是修習、如是多修時，則依諸漏盡，無漏心解脫、慧

    解脫，於現法自證知、現證，具足而住。」

    三八  六神通亦可廣說。

 第二鹿母殿震動品[終]

▼.VI.122.
        此品之攝頌曰：

，前與大果欲   目連婆羅門

，沙門婆羅門   比丘與說示

，分別共為十

第三 鐵丸品

S.51.21.道

    一  舍衛城。

    二  「諸比丘！我先前未成等覺、現等覺，為菩薩時，曾思念：

        「有何道、何跡，可修習神是耶？」

        諸比丘！其時，我如是思念：

    三  「(諸比丘！)於此，修習欲三摩地勤行成就之神足，如是我於欲不過分退縮……

    乃至……修習光耀心。

    四、五  勤三摩地……心三摩地……

    六  修習觀三摩地勤行成就之神足，如是我於觀不過分退縮、不過分精勤，於內不

    收、於外不散，有前後想而住，後如前、前如後，上如下、下如上，夜如晝、晝如

    夜，如是以廣大不纏之心，修習光耀心。」

V,282. 七  諸比丘！比丘對四神足如是修習、如是多修者，則領受多端神變：以一身成多

    身、以多身成一身…乃至…以身威及於梵世。

    八  諸比丘！比丘對四神足如是修習、如是多修者，則依諸漏盡，無漏心解脫、慧

    解脫，於現法自證知、現證，具足而住。」

    九  六神通亦可廣說。

S.51.22.鐵丸

    一  舍衛城。

    二  時，具壽阿難來至世尊之處。至已，敬禮世尊，坐於一面，坐於一面之具壽阿

▼.VI.124.
    難白世尊曰：

    三  「大德！世尊稱為依神力以意所成身至於梵世者耶？」

        「阿難！我稱為依神力以意所成身至梵世者。」

    四  「大德！世尊稱為依神力以此四大所成身至梵世者耶？」

        「阿難！我稱為依神力以此四大所成身至梵世。」

V,283. 五  「大德！世尊能依神力以意所成身至梵世。大德！世尊稱為依神力以此四大所成

    身至梵世。大德！此於世尊乃稀有、未曾有。」

        「阿難！諸如來成就稀有法，而稀有。阿難！諸如來成就未曾有法，而未曾有。

    六  阿難！如來時而攝身於心、攝心於身，置樂想、輕想於身而住。阿難！其時，

    如來之身成輕軟堪任清淨。

    七  阿難！譬如將鐵丸晝日加熱，乃成輕軟堪任清淨。阿難！如是，如來時而攝身

    於心，攝心於身，置樂想、輕想於身而住，阿難！其時，如來之身乃成輕軟堪任清

    淨。

    八  阿難！如來時而攝身於心、攝心於身，置樂想、輕想於身而住。阿難！其時，

    如來之身無所作為，而能由地騰於虛空，領受多端神變：以一身成多身…乃至…

    以身威而及於梵世。

V,284. 九  阿難！譬如棉花葉、輕棉，受風吹拂，縱無所致力，亦能由地騰於虛空。阿難！

    如是如來時而攝身於心、攝心於身，置樂想、輕想於身而住。阿難！其時，如來之

    身無所作，亦能由地騰於虛空，領受多端神變而住，以一身成多身…乃至…以

    身威而及於梵世。

S.51.23.比丘

 ※ 二  「諸比丘！有四神足。何為四神足耶？

        諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足……修習勤三摩地……心

    三摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

        諸比丘！此為四神足。

    三  諸比丘！比丘對此四神足修習、多修者，則依諸漏盡，無漏心解脫、慧解脫，

    於現法自證知、現證，具足而住。」

S.51.24.清淨

▼.VI.126.
※ 二  「諸比丘！有四神足。何為四神足耶？

        諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足、修習勤三摩地……心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

        諸比丘！此為四神足。」

V,285.

S.51.25.果(一)

 ※ 二  「諸比丘！有四神足。何為四神足耶？

        諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足、修習勤三摩地……心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

        諸比丘！此為四神足。

    三  諸比丘！對此四神足修習、多修者，則有二果之隨一果可期之，於現法得開悟、

    或為餘依得不還果。」

S.51.26.果(二)

 ※ 二  「諸比丘！有四神足。何為四神足耶？

        諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足、修習勤三摩地……心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

        諸比丘！此為四神足。

    三  諸比丘！對此四神足修習、多修者，則有七果、七功德可期。何為七果、七功

    德耶？

    四  於現法已得開悟。若於現法未得開悟者，則於命終時得開悟。若於命終時不得

    開悟者，則依五下分結盡，得中般涅槃。若依五下分結盡，不得中般涅槃者，則依

    五下分結盡得損害般涅槃。若依五下分結盡，不得損害般涅槃者，則依五下分結盡，

    得無行般涅槃。若依五下分結盡，不得無行般涅槃者，則依五下分結盡，得有行般

    涅槃。若依五下分結盡，不得有行般涅槃者，則依五下分結盡，為上流至色究竟天。

    五  諸比丘！對此四神足修習、多修者，則有此七果、七功德可期。」

S.51.27.阿難(一)

    一  舍衛城因緣。

    二  時，具壽阿難來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面，坐於一面之具壽阿

    難白世尊曰：

▼.VI.128.
V,286.   「大德！何為神力、何為神足、何為神足之修習、何為神足修習之順道耶？」

    三  「阿難！於此有比丘，領受多端神變：以一身成多身…乃至…以身威而及於

    梵世。阿難！此名之為神力。

    四  阿難！何為神足耶？阿難！得神力、獲得神力所資之道跡。阿難！此名之為神

    足。

    五  阿難！何為神足之修習耶？阿難！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神

    足，修習勤三摩地……心三摩地……觀三摩地勤行成就之神足。阿難！此名之為神

    足之修習。

    六  阿難！何為神足修習之順道耶？即八支聖道是，謂：正見、正思惟、正語、正

    業、正命、正精進、正念、正定是。阿難！此名之為神足修習之順道。」

S.51.28.阿難(二)

 ※ 二  時，具壽阿難來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面，坐於一面時，世尊

    向具壽阿難言曰：

        「阿難！何為神力、何為神足、何為神足之修習、何為神足修習之順道耶？」

        「大德！我等於法，皆以世尊為根本、以世尊為眼…乃至…」

    三~六  「阿難！於此有比丘，領受多端神變…乃至…阿難！此名之為神足修習

    之順道。」

V,287.

S.51.29.比丘(一)

※ 二  時，眾多比丘來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面，坐於一面之彼諸比

    丘，白世尊曰：

        「大德！何為神力、何為神足、何為神足之修習、何為神足修習之順道耶？」

    三~六  「諸比丘！於此有比丘，領受多端神變：以一身…乃至…至梵世……乃

    至……諸比丘！此名之為神足修習之順道。」

S.51.30.比丘(二)

 ※ 二  時，眾多比丘來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。時世尊對彼諸比丘

    曰：

        「諸比丘！何為神力、何為神足、何為神足之修習、何為順神足修習之道耶？」

        「大德！我等於法皆以世尊為根本，以世尊為眼…乃至…」

▼.VI.130.
    三  「諸比丘！何為神力耶？諸比丘！於此有比丘，領受多端神變：以一身為多身

    …乃至…以身威而及於梵世。諸比丘！此名之為神力。

    四  諸比丘！以何為神足耶？諸比丘！得神力、獲得神力所資之道跡。諸比丘！此

    名之為神足。

    五  諸比丘！以何為神足之修習耶？諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就

    之神足，修習勤三摩地……心三摩地……觀三摩地勤行成就之神足。諸比丘！此名

    之為神足之修習。

V,288. 六  諸比丘！以何為順神足修習之道耶？即八支聖道是，謂：正見、正思惟、正語、

    正業、正命、正精進、正念、正定是。諸比丘！此名之為順神足修習之道。」

S.51.31.目犍連

    二  於此，世尊告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！汝等於意云何？對何法修習、多修故，目犍連比丘有如是大神通、大

    威德耶？」

        「大德！我等於法皆以世尊為根本、以世尊為眼…乃至…」

    四  「諸比丘！對四神足修習、多修故，目犍連比丘有如是大神通、大威德。何為四

    神是耶？

    五  諸比丘！於此目犍連比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，如是於欲不過分退

    縮…乃至…修習光耀心。

    六、七  勤三摩地……心三摩地……

    八  修習觀三摩地勤行成就之神足，如是於觀不過分退縮、不過分精勤，於內不收、

    於外不敬…乃至…如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

    九  諸比丘！對此四神足修習、多修故，目犍連比丘有如是大神通、大威德。

    一0  諸比丘！對此四神足修習、多修故，目犍連比丘領受多端神變：以一身成多

    身、以多身成一身…乃至…以身威而及於梵世。

V,289.一一  諸比丘！對此四神足修習、多修故，目犍連比丘依諸漏盡，無漏心解脫、慧解

    脫，於現法自證知、現證，具足而住。」

▼.VI.132.
S.51.32.如來

 ※ 二  於此世尊告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！汝等於意云何，對何法修習、多修故，如來有如是大神通、大威德耶？」

    「大德！我等於法，皆以世尊為根本…乃至…」

    四  「諸比丘！對四神足修習、多修故，如來有如是大神通、大威德。何為四神足耶？

    五  諸比丘！於此，如來修習欲三摩地勤行成就之神足，如是，我於欲不過分退縮、

    不過分精勤…乃至…以廣大不纏之心，修習光耀心。

    六、七  勤三摩地……心三摩地……

    八  修習觀三摩地勤行成就之神足，如是，我於觀不過分退縮、不過精勤……乃至

    ……如是以廣大不纏之心，修習光耀心。

    九  諸比丘！對此四神足修習、多修故，如來有如是大神通、大威德。

V,290. 一0  諸比丘！對此四神足修習、多修故，如來領受多端神變：以一身成多身……

    乃至……以身威而及於梵世。

    一一  諸比丘！對此四神足修習、多修故，如來依諸漏盡，無漏心解脫、慧解脫，

    於現法自證知、現證，具足而住。」

            第三 鐵丸品[終]

，此中攝頌曰：

，道鐵丸比丘

，清淨與二果

，以及二阿難

，乃至二比丘

，目犍連如來。

第四 恆河廣說

S.51.33.第一

 ※ 二  「諸比丘！譬如恆河趣向於東、傾向於東、臨入於東。諸比丘！如是，比丘對四

▼.VI.134.
    神足修習、對四神足多修者，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何對四神足修習、對四神足多修者，則趣向涅槃、傾向涅槃、

    臨入於涅槃耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地……、心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

V,291.   諸比丘！比丘如是修習四神足、多修四神足者，則趣向於涅槃、傾向於涅槃、

    臨入於涅槃。」

S.51.34~44.第二~十二

         攝頌：

，趣向東者六

，趣向海者六

，共有一十二

，以說恆河品

，依神足可廣說恆河廣說。

第四品[終]

第五 不放逸品

S.51.45.~54.第一~十

    二  諸比丘！諸有情之無足、二足、四足…乃至…可廣說。

，攝頌曰：

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句

        依神足可廣說不放逸品。

              第五品[終]

▼.VI.136.
第六 力所作品

S.51.55~66.第一~十二

    二  諸比丘！譬如作諸力所作之事業…乃至…可廣說。

，攝頌曰：

，力與種子龍     樹與瓶及芒

，虛空與二雲     船舶與客河

，依神足可廣說力所作品。

             第六品[終]

第七 尋覓品

S.51.67~76.第一~十

    二  諸比丘！有三種尋覓。何為三種尋覓耶？…乃至…可廣說。

，攝頌曰：

V,292.       尋覓次第漏     有以及二苦

，礙與垢及捨     受乃至渴愛

        依神足可廣說尋覓。

第八 瀑流品

S.51.77.瀑流

▼.VI.138.
    二  諸比丘！有四種瀑流。何為四種瀑流耶？謂：欲流、有流、見流、無明流是……

    乃至……可廣說。

S.51.78~85.第二~九

S.51.86.上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五種上分結。何為五上分結耶？謂：色貪、無色貪、慢、掉舉、無

    明是。諸比丘！此為五種上分結。

    三  諸比丘！對此五上分結，為證知……徧知……徧盡……予斷，應修習四神足。

    何為四神足耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，修習欲三摩地勤行成就之神足，修習勤三摩地……、心三

    摩地……觀三摩地勤行成就之神足。

    五  諸比丘！對此五上分結，為證知……徧知……徧盡……予斷，應修習此四神足。

        依神足可廣說瀑流品。」

V,293.   如念處(相應)，可廣說神足相應。

，攝頌曰：

，瀑流與軛取     繫以及隨眠

，妙欲乃至蓋     蘊與上下分

   第七 神足相應[終]

▲Top回目錄
▼.VI.140.   V,294.

S.52.第八 阿那律相應

第一 獨一品

S.52.1.獨一 (一)

《雜阿含535經》
    一  如是我聞。一時，具壽阿那律住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  時，具壽阿那律，獨於一靜處，生如是心念：

        「若對四念處有失者，則正如失順苦盡之聖道。若對四念處有得者，則正如得順

    苦盡之聖道。」

    三  時，具壽大目犍連心知具壽阿那律之心念，譬如力士之屈腕伸展、伸腕屈，以

    如是之速，現於具壽阿那律之前。

    四  時，具壽大目犍連對具壽阿那律言曰：

        「友阿那律！云何比丘得四念處耶？」

V,295. 五  「友！於此有比丘，於內身觀集法、於內身觀滅法、於內身觀集滅法，以熱誠、

    正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    六  於外身觀集法、於外身觀滅法、於外身觀集滅法，以熱誠、正知、正念，對世

    間之貪憂調伏而住。

    七  於內外身觀集法、於內外身觀滅法、於內外身觀集滅法，以熱誠、正知、正念，

    對世間之貪憂調伏而仕。

    八  彼若於非違逆，欲以違逆想而住者，即以違逆想住；若於違逆，欲以非違逆想

    住者，即以非違逆想住；若於非違逆與違逆，欲以違逆想住者，即以違逆想住；若

    於違逆與非違逆，欲以非違逆想住者，即以非違逆想住；若將非違逆與違逆俱遮，

    欲以捨、正念、正知住者，即捨、正念、正知而住。

    九  於內受觀集法、於內受觀滅法、於內受觀集滅法，以熱誠、正知、正念，對世

    間之貪憂調伏而住。

    一0  於外受觀集法、於外受觀滅法、於外受觀集滅法，以熱誠、正知、正念，對

    世間之貪憂調伏而住。

V,296. 一一  於內外受觀集法、於內外受觀滅法、於內外受觀集滅法，以熱誠、正知、正

▼.VI.142.
    念，對世間之貪憂調伏而住。

    一二  彼若…乃至…

    一三  於內心…乃至…

    一四  於外心…乃至…

    一五  於內外心觀集法、於內外心觀滅法、於內外心觀集滅法，以熱誠、正知、正

    念，對世間之貪憂調伏而住。

    一六  彼若…乃至…

    一七  於內法、乃至……

    一八  於外法、乃至……

    一九  於內外法觀集法、於內外法觀滅法、於內外法觀集滅法，以熱誠、正知、正

    念，對世間之貪憂調伏而住。

    二0  彼若於非違逆，欲以違逆想而住者，即以違逆想住…乃至…以捨、正念、

    正知住。

    二一  友！如是，比丘得四念處。」

    註1 雜阿含一九、三二(大正藏二、一三九a)。

S.52.2.獨一1(二)

《雜阿含536經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，具壽阿那律獨一靜處，生如是心念：

        「若對四念處有失者，正如失順苦盡之道。若對四念處有得者，正如得順苦盡之

    道。」

V,297. 三  時，具壽大目犍連心知具壽阿那律之心念，譬如力士之將屈腕伸、或將伸腕屈，

    如是之速，出現於具壽阿那律之前。

    四  時，具壽大目犍連對具壽阿那律言曰：

        「友阿那律！云何比丘得四念處耶？」

    五  「友！於此有比丘，於內身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        於外身觀身……於內外身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

▼.VI.144.
    六  於內受觀受，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        於外受觀受……於內外受觀受，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    七  於內心……於外心……於內外心觀心，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調

    伏而住。

    八  於內之諸法、於外之諸法、於內外之諸法觀法，以熱法、正知、正念，對世間

    之貪憂調伏而住。

    九  友！如是，比丘得四念處。

    註1 雜阿含一九、三三(大正藏二、一三九b)。

S.52.3.手成浴池

《雜阿含537經》，S.47.28.Loka(千)世界
    一  一時，具壽阿那律住舍衛城手成浴池之側。

    二  時，有眾多比丘來至具壽阿那律住處。至已，與阿那律俱相交談慶慰、歡喜、

    感銘之語後，坐於一面。

V,298. 三  坐於一面之彼諸比丘，對具壽阿那律曰：

        「具壽阿那律！對何法之修習、多修故，得大神通耶？」

    四  「友等！我對四念處之修習、多修故，得大神通。何為四念處耶？

        友等！於此我於身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。於受

    ……於心……於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友等！我對此四念處修習、多修故，得大神通。

    五  友等！我對此四念處修習、多修故，悟劣法為劣法，悟中法為中法，悟勝法為

    勝法。」

S.52.4.(裟祇城)坎它契(林) (一)

《雜阿含542經》
    一  一時，具壽阿那律與具壽舍利弗及具壽大目犍連住於裟祇城坎它契林。

    二  時，具壽舍利弗與具壽大目犍連，夕時由宴默起，來至具壽阿那律住處。至已，
▼.VI.146.
    與具壽阿那律俱相交談慶慰、歡喜、感銘之語後，坐於一面。

    三  坐於一面之具壽舍利弗，對具壽阿那律曰：

        「友阿那律！有學之比丘，應具足何法而住耶？」

        「友舍利弗！有學之比丘，應具足四念處而住。何為四念處耶？

V,299. 四  友！於此有比丘，於身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    於受……於心……於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友舍利弗！有學之比丘，應對此四念處具足而住。」

    註1 雜阿含二0、六(大正藏二、一四0c)。

S.52.5.坎它契 (二)

《雜阿含543經》
    一~二  裟祇城因緣……坐於一面之具壽舍利弗，對具壽阿那律言曰：

    三  「友阿那律！無學之比丘，應具足何法而住耶？」

        「友舍利弗！無學之比丘，應具足四念處而住。何為四念處耶？

    四  友！於此有比丘，於身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    於受……於心……於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友舍利弗！無學之比丘，應對此四念處具足而住。」

    註1 雜阿含二0、七(大正藏二、一四一a)

S.52.6.坎它契 (三)

《雜阿含538經》
    一~二  裟祇城因緣……坐於一面之具壽舍利弗，對具壽阿那律曰：

    三  「具壽阿那律！對何法修習、多修故，得大神通耶？」

        「友！我對四念處修習、多修故，得大神通。何為四念處耶？

    四  友！於此，我於身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。於受

    ……於心……於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友！我對此四念處修習、多修故，得大神通。

    五  友！我對此四念處修習、多修故，悟千世間
。」

▼.VI.148.
    註1 雜阿含538經(大正藏2.140a)。

      2 「千世間」。此乃說長老之殊勝住。長老早晨洗顏，憶念過去未來一千劫，現在思念一千鐵圍山 (出原註)。

V,300.

 S.52.7.愛盡

    一  舍衛城因緣。

    二  於此，具壽阿那律對諸比丘告曰：…乃至…

    三  「友等！對四念處之修習多修者，則資於渴愛之滅盡。何為四念處耶？

    四  友等！於此有比丘，於身觀身……於受……於心……於諸法觀法，以熱誠、正

    知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友等！對此四念處之修習多修者，則資於渴愛之滅盡。」

S.52.8.松林精舍

S.45.160./V,53.；cf.《雜阿含545經》
    一  一時，具壽阿那律住舍衛城松林精舍。

    二  於此，具壽阿那律對諸比丘告曰：…乃至…

    三  「友等！譬如恆河趣向於東、傾向於東、臨入於東。時有眾人持鋤與筐來，謂曰：

    「我等作此恆河，使趣向於西、傾向於西、臨入於西。」友等！於汝等之意云何？

    彼眾人得作將恆河，使趣向於西、傾向於西、臨入於西否？」

    「友！不也。」

    「何以故耶？」

    「友！恆河乃趣向東、傾向東、臨入東，而欲將之趣向西、傾向西、臨入西者為非易

    事，彼眾人唯蒙困苦損惱而已。」

    四  「友等！如是，比丘對四念處修習、對四念處多修者，縱令王、王臣、友、朋

V,301. 、親戚、親族，以財物相伴而引誘云：「當今，汝意云何，於此袈裟衣為煩耶？云

    何作剃髮往來者耶？不如還俗受用財物作福業。」友等！彼比丘對四念處修習、對

    四念處多修者，則無棄學還俗之理。何以故？友等！其心若長夜趣向遠離、傾向遠

    離、臨入遠離，則絕無還俗之理。

    五  友等！云何比丘對四念處修習、對四念處多修耶？

▼.VI.150.

        友等！於此有比丘，於身觀身……於受……於心…．於諸法觀法，以熱誠、正

    知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友等！如是，比丘對四念處修習，對四念處多修。」

    註1 相應部經典原典五、五三頁(漢譯南傳大藏經第十七卷一九九頁)，cf.《雜阿含545經》(大

        正藏二、一四一b)。

S.52.9.一切(菴婆婆梨園)

    一  一時，具壽阿那律與具壽舍利弗，住毘舍離城，菴婆婆梨園。

    二  時，具壽舍利弗於夕時分由宴默起，至具壽阿那律住處。至已，與具壽阿那律

    俱相交談慶慰、歡喜、感銘之語後，坐於一面。

    三  坐於一面之具壽舍利弗，對具壽阿那律曰：．

        「友阿那律！汝之諸根是清澄，顏色是清淨皎潔，具壽阿那律！今多依何而住、

    令住耶？」

        「友！我今多於四念處，善能將心繫住。何為四念處耶？

V,302. 四  友！於此我於身觀身……於受……於心……於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，

    對世間之貪憂調伏而住。友！我今多對此四念處，善能將心繫住。

    五  友！若比丘成阿羅漢，諸漏盡、梵行已立、所作已辦、捨重擔、逮得己利、盡

    有結、正悟、解脫者，則多對此四念處，善能將心繫住。」

    六  「友！幸哉、甚幸哉！我等得聞具壽阿那律之親說雄辯。」

S.52.10.重患

《雜阿含540、541經》
    一  一時，具壽阿那律住舍衛城安陀林，因病困苦重患。

    二  時，有眾多比丘，來至具壽阿那律住處。至已，對具壽阿那律言曰：

        「具壽阿那律，依何而住、令住故，已生之身苦受，永盡於心而不住耶？」

        「友等！我對四念處，善能繫心而住故，則已生之身苦受，永盡於心而不住。何

    為四念處耶？

    三  友等！於此我於身觀身……於受……於心……於諸法觀法，以熱誠、正知、正

▼.VI.152.
    念，對世間之貪憂調伏而住。友等！我對此四念處，善能繫心而住故，已生之身苦

    受，則永盡於心而不住。」

    註1 雜阿含540、541經(大正藏2.140b)。

           第一 獨一品[終]

，此中攝頌曰：

V,303.       二種之獨一

，與手成浴池

，坎它契愛盡

，松林一切患。

第二品

S.52.11.千

    一  一時，具壽阿那律住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二~三  時，有眾多比丘來至具壽阿那律住處。至已，與具壽阿那律俱相交談慶慰、

    歡喜、感銘之語後，坐於一面。坐於一面之彼諸比丘，對具壽阿那律曰：

        「具壽阿那律！對何法修習、多修故，得大神通耶？」

        「友等！我對四念處修習、多修故，得大神通。何為四念處耶？

    四  友等！於此，我於身觀身，熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。於受

    ……於心……於諸法觀法，熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

        友等！我對此四念處修習、多修故，得大神通。

    五  友等！我對此四念處修習、多修之故，憶念一千劫也。」

    註1 雜阿含二0、三(大正藏二、一四0a)。

▼.VI.154.
S.52.12.神變

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，領受多端神變：以一身成多身……乃至

    ……至梵世以身威而及。」

V,304.

S.52.13.天耳界

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，以清淨超人之天耳界，對遠近天人之聲俱

    得聞。」

S.52.14.心

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對他有情、他人之心，以心可徧了知，對

    有貪心者，了知為有貪心…乃至…了知為解脫心。」

S.52.15.處

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對處為處，非處為非處，如實可了知。」

S.52.16.業

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對過去、未來、現在業報之異熟，其處與

    因，可如實了知。」

S.52.17.道

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對徧行道，得如實了知。」

S.52.18.世間

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對多界、種種界之世間，得如實了知。」

305.

S.52.19.種種勝解

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對眾生之種種勝解，得如實了知。」

S.52.20.根

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對他有情、他人之根上下，得如實了知。」

S.52.21.靜慮

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，對靜慮、解脫、等持、等至之雜染、清淨、

    出離，得如實了知。」

S.52.22.明(一)

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，隨念種種之宿住，謂一生、二生……乃至

▼.VI.156.
    ……具如是行相、名稱，隨念宿住。」

S.52.23.明(二)

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，以清淨、超人之天眼…乃至…有情隨

    業……而受者，可了知。」

S.52.24.明(三)

 ※ 五  「友等！我對此四念處修習、多修故，依諸漏盡而對無漏之心解脫、慧解脫，於

V,306. 現法自證知、現證，具足而住。」

，此中攝頌曰：

，千神變天耳

，心處業1與道

，世間種勝解

，根靜慮三明

    註1 括弧內相當於原文部分，不明瞭。

▲Top回目錄
V,307.

S.53.第九 靜慮相應

第一 恆河廣說

S.53.1.初清淨

    一~二  舍衛城。

        「諸比丘！有四靜慮。以何為四靜慮耶？

    三  諸比丘！於此有比丘，離諸欲、離諸不善法，有尋有伺，於由離生喜與樂之初

    靜慮具足而住。

    四  尋伺止息故，則內淨，心則一趣，於由無尋、無伺三摩地，生喜與樂之第二靜

    慮具足而住。

    五  離喜故，於捨而住，正念正知、身於樂正受，如諸聖之所宣，有捨與念而住於

    樂，具足第三靜慮具足而住。

    六  斷樂斷苦故，滅先之喜與愛故，為不苦不樂、對捨念清淨，具足第四靜慮而住。

▼.VI.158.
    七  諸比丘！此為四靜慮。

    八  諸比丘！譬如恆河趣向於東、傾向於東、臨入於東。諸比丘！如是，比丘修習

V,308. 四靜慮、多修四靜慮者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入於涅槃。

        諸比丘！比丘云何修習四靜慮、多修四靜慮者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入

    於涅槃耶？

    九  諸比丘！於此有比丘，離諸欲、離諸不善法，有尋有伺，於由離生喜與樂之初

    靜慮具足而住。

        尋伺止息故……具足第二靜慮……第三靜慮……第四靜慮而住。

        諸比丘！比丘如是修習四靜慮、多修四靜慮者，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入

    於涅槃。」

靜慮相應之初清淨經[終]

        如念處(相應)可廣說。

S.53.2~12.第二~十二

         恆河廣說

，攝頌曰：

，趣向東者六

，趣向海者六

，共有十二

，廣說恆河品

第二 不放逸品

S.53.13~22.第一~十

         攝頌曰：

，如來與足跡

，屋頂與根核

，夏生花王月

，日衣等十句

▼.VI.160.
  第二 不放逸品[終]

第三 力所作品

S.53.23~34.第一~十二

        諸比丘！譬如作諸力所作之事業…乃至…可廣說。

V,309.       攝頌曰：

，力與種子龍     樹與瓶及芒

，廣空與二雲     船舶與客河

 第三 力所作品[終]

第四 尋覓品

S.53.35~44.第一~十

        諸比丘！有三種尋覓。以何為三尋覓耶？謂：欲尋、有尋、梵行尋是……乃至

    ……

，攝頌曰：

，尋覓次第漏      有以及三苦

，礙與垢與捨      受與二渴愛

第五 瀑流品

S.53.45.第一

▼.VI.162.
        諸比丘！有四種瀑流。以何為四瀑流耶？欲流、有流、見流、無明流是……乃

    至……可廣說。

S.53.46~53.第二~九

 S.53.54.上分結

 ※ 二  「諸比丘！有五上分結。以何為五上分結耶？色貪、無色貪、慢、掉舉、無明是。

    諸比丘！此為五上分結。

        諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習四靜慮。何

    為四靜慮耶？

    三~六  諸比丘！於此有比丘，離諸欲、離諸不善法，有尋有伺，由離生喜與樂具

    足初靜慮……第二靜慮……第三靜慮……第四靜慮而住。

V,310. 七  諸比丘！為對此五上分結證知……徧知……徧盡……予斷，應修習此四靜慮。」

，攝頌曰：

，瀑流與軛取      繫以及隨眠

，妙欲乃至蓋      蘊與上下分

             第五 瀑流品[終]

        如道相應，可廣說靜慮相應。

           第九 靜慮相應[終]

▲Top回目錄
▼.VI.164.    V,311.

S.54.第十 入出息相應

第一 一法品

S.54.1.一法1

《雜阿含803經》，一卷本《雜阿含15經》
    一  舍衛城……園。

    二  ……說曰：

    三  「諸比丘！修習於一法、多修者，則有大果、大功德。以何為一法耶？

        入出息念是。

        諸比丘！於入出息念，云何修習、云何多修者，則有大果、大功德耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋，結跏趺坐，以身正持，修

    念普前，正念而入息，正念而出息。

    五  於長入息，了知「我長入息」；於長出息，了知「我長出息」；於短入息，了知

    「我短入息」；於短出息，了知「我短出息。」

    六  學「我覺徧身入息」，學「我覺徧身出息」，學「我止身行入息」，學「我止身行

    出息。」

V,312. 七  學「我覺喜入息」，學「我覺喜出息」，學「我覺樂入息」，學「我覺樂出息。」

    八  學「我覺心行入息」，學「我覺心行出息」，學「我止心行入息」，學「我止心行

    出息」，學「我覺心入出息」，學「我覺心出息。」

    九  學「我心喜歡之入息」，學「我心喜歡之出息」，學「我心得定之入息」，學「我

    心得定之出息」，學「我心解脫之入息」，學「我心解脫之出息。」

    一0  學「我觀無常入息」，學「我觀無常出息」，學「我觀離貪入息」，學「我觀離

    貪出息」，學「我觀滅盡入息」，學「我觀滅盡出息」，學「我觀定棄入息」，學「我

    觀定棄出息。」

    一一  諸比丘！對入出息如是之修習、如是多修者，則有大果、大功德。」

    註1 雜阿含二九、七(大正藏2.206a)，別雜阿含一五(大正藏2.497a)。

▼.VI.166.
S.54.2.覺支

《雜阿含804經》
    一~二  舍衛城。

    三  「諸比丘！對入出息念修習，多修者，則有大果、大功德。諸比丘！對入出息念

    云何修習、云何多修者，則有大果、大功德耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，修習迴向於捨之入出息念俱

V,313. 行之念覺支……擇法覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支……依遠離、依離

    貪、依滅盡，修習迴向於捨之入出息念俱行之捨覺支。

    五  諸比丘！對入出息念如是修習、如是多修者，則有大果、大功德。」

    註1 雜阿含二九、九(大正藏2.206b)。

S.54.3.清淨

《雜阿含804經》
    一~二  舍衛城。

    三  「諸比丘！對入出息念修習、多修者，則有大果、大功德。諸比丘！云何於入出

    息念修習、多修者，則有大果、大功德耶？

    四  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋，結跏趺坐，以身正持，修

    念於現前，正念而入息、正念而出息：

    五~一0  乃至廣說……學「我觀定棄而入息」，學「我觀定棄而出息。」

    一一  諸比丘！如是修習入出息念、如是多修者，則有大果、大功德。」

    註1 參照上第一經

S.54.4.果(一)

《雜阿含804經》
 ※ 三  「諸比丘！對入出息念修習、多修者，則有大果、大功德。諸比丘！云何修習入

    出息念、云何多修者，為有大果、大功德耶？

    四~一0  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋，結跏趺坐，以身正

    持，修念於現前，正念而入息、正念而出息……乃至廣說……學「我觀定棄入息」，

    學「我觀定棄出息。」

▼.VI.168.
    一一  諸比丘！對入出息念如是修習、如是多修者，則有大果、大功德。

V,314. 一二  諸比丘！對入出息念如是修習、如是多修者，則有二果中之隨一果可期，於

    現法開悟，或為餘依得不還果。」

S.54.5.果(二)

《雜阿含804經》
 ※ 三  「諸比丘！對入出息念修習、多修者，則有大果、大功德。諸比丘！云何修習入

    出息念、云何多修者，有大果、大功德耶？

    四~一0  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋……乃至廣說……學

    「我觀定棄出息。」

    一一  諸比丘！對入出息念如是修習、如是多修者，則有大果、大功德。

    一二  諸比丘！對入出息念如是修習、如是多修者，則有七果、七功德可期。何為

    七果、七功德耶？

    一三  於現法已得開悟；若於現法不得開悟，則命終時得開悟；若於命終時不得開

    悟，則依五下分結盡，得中般涅槃……得損害般涅槃……得無行般涅槃……得有行

    般涅槃……成為上流至色究竟天。

    一四  諸比丘！對入出息念如是修習、如是多修者，則有此七果、七功德可期。」

S.54.6.阿梨瑟吒

《雜阿含805經》
    一~二  舍衛城。

        於此世尊……說曰：

        「諸比丘！汝等應對入出息念修習。」

    三  如是說示已，具壽阿梨瑟吒白世尊曰：

        「大德！我修習入出息念。」

V,315.   「阿梨瑟吒！汝云何而修習入出息念耶？」

    四  「大德！我於過去之諸欲，斷欲欲；於未來之諸欲，離欲欲；於內外之諸法，善

    調伏對礙想，以正念而入息、以正念而出息。大德！我如是修習入出息念。」

    五  「阿梨瑟吒！如是之入出息念者，我不說有。然而，阿梨瑟吒！有廣大圓滿之入

    出息念，且諦聽，善作意，我當說。」具壽阿梨瑟吒應世尊曰：--

        「唯唯！大德！」

    六  世尊說示曰：

▼.VI.170.
    「阿梨瑟吒！云何之入出息念，為廣大圓滿耶？

    七~一三  阿梨瑟吒！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋，結跏趺坐……乃

    至……學「我觀定棄出息。」

    一四  阿梨瑟吒！如是之入出息念，為廣大圓滿。」

    註1 雜阿含二九、九(大正藏二、二0六b)。

S.54.7.罽賓那

《雜阿含806經》
    一~二  舍衛城。

    三  其時，具壽大罽賓那於不遠處，結跏趺坐，以身正持，修念於現前。

    四  世尊見具壽大罽賓那於不遠處，結跏趺坐，以身正持，修念於現前。見已，告

    諸比丘曰：

        「諸比丘！汝等見此比丘之身有傾動否？」

V,316.五  「大德！我等見彼具壽於大眾中端坐，獨居而坐，不見彼具壽之身有傾動。」

    六  「諸比丘！於定修習、多修故，身無傾動，心無傾動。故彼比丘得定隨樂欲、得

    無艱難、得無梗澀。

    七  諸比丘！修習何定、多修故，身無傾動、心無傾動耶？

        諸比丘！修習入出息念定、多修故，身無傾動、心無傾動。

    八  諸比丘！云何修習入出息念定、多修者，則身無傾動、心無傾動耶？

    九~一五  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋……乃至廣說……學

    「我觀定棄出息。」

    一六  諸比丘！如是修習入出息念定，如是多修者，則身不傾不動、心不傾不動。」

    註1 雜阿含二九、一0(大正藏二、二0六c)

S.54.8.燈

《雜阿含814經》
    一~二  舍衛城。

    三  「諸比丘！修習入出息念定、多修者，則有大果、大功德。諸比丘！云何修習入

▼.VI.172.
    出息念定、云何多修者，則有大果、大功德耶？

V,317. 四~一0  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋，結跏趺坐……乃至

    廣說……學「我觀定棄出息。」

    一一  諸比丘！如是修習入出息念定，如是多修者，則有大果、大功德。

    一二  諸比丘！我先前尚未成等覺、現等覺，為菩薩時，多依此而住。諸比丘！我

    依此而住，於身、於眼不疲倦，無取而由諸漏心解脫。

    一三  「諸比丘！故比丘若欲：「身、眼不疲倦，無取而由諸漏心解脫」者，應對此

    入出息念定善自作意。

    一四  諸比丘！故比丘若欲：「斷諸在家之思念」者，則應對此入出息念定善自作

    意。

    一五  諸比丘！故比丘若欲：「於非違逆作違逆想而住」者，則應對此入出息念定

    善自作意。

    一六  諸比丘！故比丘若欲：「於違逆作非違逆想而住」者，則應對此入出息念定

    善自作意。

    一七  諸比丘！故比丘若欲：「於違逆與非違逆，作違逆想而住」者，則應對此入

    出息念定善自作意。

V,318. 一八  諸比丘！故比丘若欲：「於違逆與非違逆，作非違逆想而住」者，則應對此

    入出思念定善自作意。

    一九  諸比丘！故比丘若欲：「非違逆與違逆俱遮遺遣，以捨、正念、正知而住」

    者，則應對此入出息念定善自作意。

    二0  諸比丘！故比丘若欲：「離諸欲、離不善法、有尋有伺、具足對由離所生喜

    與樂之初靜慮而住」者，則應對此入出息念定善自作意。

    二一  諸比丘！故比丘若欲：「尋伺止息故，為內淨，心是一趣，無尋無伺，具足

    由三摩地所生喜與樂之第二靜慮而住」者，則應對此入出息念定善自作意。

    二二  諸比丘！故比丘若欲：「離喜故，於捨而住，正念、正知，以身正受於樂，

    如諸聖者之所宣，具足有捨與念樂住之第三靜慮而住」者，則應對此入出息念定善

    自作意。

    二三  「諸比丘！故比丘若欲：「斷樂斷苦故，及先前已滅之憂與喜故，具足不苦不

▼.VI.174.
    樂捨念清淨之第四靜慮而住」者，則應對此入出息念定善自作意。

    二四  諸比丘！故比丘若欲：「徧超色想、滅有對想、於種種想不作意，具足「空

    為無邊」於空無邊處而住」者，則應對此入出息念定善自作意。

V,319. 二五  諸比丘！故比丘若欲：「徧超空無邊處，具足「識為無邊」，於識無邊處而住」

    者，則應對此入出息念定善自作意。

    二六  諸比丘！故比丘若欲：「徧超識無邊處，具足「為無所有」，於無所有處而住」

    者，則應對此入出息念定善自作意。

    二七  諸比丘！故比丘右欲：「徧超無所有處，具足非想非非想處而住」者，則應

    對此入出息念定善自作意。

    二八  諸比丘！故比丘若欲：「徧超非想非非想處，具足想受滅而住」者，則應對

    此入出息念定善自作意。

    二九  諸比丘！如是修習入出息念定、如是多修者，則感受樂受時，了知「此為無

    常」、了知「不可耽著」、了知「於我無歡悅」。感受不苦不樂時，了知「此是無常」、

    了知「不可耽著」、了知「於我無歡悅。」

    三0  感受樂受以離繫而感受於此，感受苦受以離繫而感受於此，感受不苦不樂受

    以離繫而感受於此。以身為邊際感受受，了知「以身為邊際感受受」，以命為邊際感

    受受，了知「以命為邊際感受受」，了知「身壞命終後，於此一切之所受、所歡悅，

    將為冷卻。」

    三一  諸比丘！譬如緣油、緣炷而油燈燃。油與炷盡時，則食無而消滅。諸比丘！

V,320. 如是比丘，以身為邊際感受受，了知「以身為邊際感受受」，以命為邊際感受受，了

    知「以命為邊際感受受」。了知「身壞命終後，此處一切之所受、所歡悅，將為冷卻。」」

    註1 雜阿含二九、一八(大正藏二、二0九a)。

S.54.9.毘舍離

《雜阿含809經》；《律藏》Para.III,68~71.

    一  如是我聞。一時，世尊住毘舍離大林重閣講堂。

    二  其時，世尊為諸比丘，以種種方便說示不淨論，讚歎不淨[觀]，並讚歎對不淨

    [觀]之修習。

▼.VI.176.
    三  時，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！我欲行半月之宴默，除持膳食者一人之外，任何人希勿至吾處。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊，除持送膳食者一人之外，任何人未至世尊住處。

    四  時，彼諸比丘！以「世尊以種種方便說不淨論，讚歎不淨[觀]，讚歎不淨[

V,321. 觀]之修習。」，乃以行種種相差別不淨之修習而住。彼等以此身為羞、為慚、愧恥，

    求執刀者，一日十比丘執刀，一日二十比丘執刀，一日三十比丘執刀，以自害。

    五  時，世尊過半月後，由宴默起，對具壽阿難曰：

        「阿難！云何諸比丘眾已減少耶？」

    六  「大德！世尊為諸比丘，以種種方便說不淨論，讚歎不淨[觀]，讚歎不淨[觀]

    之修習。大德！彼諸比丘以：「世尊以種種方便說不淨論，讚歎不淨[觀]，讚歎不

    淨[觀]之修習。」對種種相差別不淨之修習奉行而住。彼等以此身為羞、為慚、

    愧恥，求執刀者，一日十比丘……二十比丘……三十比丘執刀自害。大德世尊！願

    對其他之方便說示，以使比丘眾留住令開悟。」

    七  「阿難！然則，將住於毘舍離城附近之一切比丘，集會齊聚於講堂。」

        「唯唯！大德！」

        具壽阿難應諾世尊，將住於毘舍離城附近之一切比丘，集會於講堂後，來至世

    尊之處，至已，白世尊曰：

        「大德！比丘大眾已集會矣。」

    八  時，世尊往至講堂。至已，就所設座。就座之世尊對諸比丘曰：

    九  「諸比丘！於此入出息念定，修習、多修者，則寂靜、殊妙、無染、樂住，而惡、

    不善法生，隨忽消滅。

    一0  諸比丘！譬如夏季之最後月起塵介，忽有大之非時雲將此消滅。諸比丘！如

V,322. 是，於入出息念定，修習、多修者，則寂靜、殊妙、無染、樂住，而惡、不善法生，

    隨忽消滅。

    一一  諸比丘！對入出息念定，云何修習、云何多修者，則為寂靜、殊妙、無染、

    樂住，而想、不善法之生，隨忽消滅耶？

    一二~一八  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若，往樹下，往空屋……乃至廣說……

▼.VI.178.
    學「我觀定棄出息。」

    一九  諸比丘！於入出息念定，如是修習、如是多修者，則寂靜、殊妙、無染、樂

    住，而惡、不善法生，隨忽消滅。」

    註1 雜阿含二九、一三(大正藏二、二0七b)。

S.54.10.金毘羅

《雜阿含813經》
    一  如是我聞。一時，世尊住金毘羅之竹林。

    二  於此，世尊對具壽金毘羅曰：

        「金毘羅！於入出息念定，云何修習、云何多修者，則有此大果、大功德耶？」

        如是說已，具壽金毘羅則默然。

    三  二度世尊…乃至…

    四  三度世尊對金毘羅曰：

        「金毘羅，於入出息念定，云何修習、云何多修者，則有此大果、大功德耶？」

    三度具壽金毘羅仍默然。

V,323. 五  如是說已。具壽阿難白世尊曰：

        「世尊！時矣，善逝！時矣。世尊請調示入出息念定，諸比丘對世尊所說將受持。」

        「阿難！然則，諦聽！善作意，我當說。」

        「唯唯！大德！」

        具壽阿難應諾世尊。

    六  世尊說示曰：

        「阿難！於入出息念定，云何修習、云何多修者，則有大果、大功德耶？

    七~一三  阿難！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋…乃至…學「我觀

    定棄出息。」

    一四  阿難！於入出息念定，如是修習、如是多修者，則有大果、大功德。

    一五  阿難！若比丘行長入息，則知為「長入息」；行長出息，則知為「長出息」；

    行短入息，則知為「短入息」；行短出息，則知為「短出息。」學「覺徧身入息」，

    學「覺徧身出息」，學「止身行入息」，學「止身行出息」，阿難！其時，比丘於身觀

▼.VI.180.
    身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。何以故耶？

    一六  阿難！我說入出息乃隨一之身。阿難！故其時，比丘於身觀身，以熱誠、正

    知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一七  阿難！若比丘，學「覺喜入息」，學「覺喜出息」，學「覺樂入息」，學「

V,324. 覺樂出息」，學「心行入息」，學「覺心行出息」，學「止心行入息」，學「止心行出

    息」，阿難！此時，比丘於受觀受，以熱誠正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。何

    以故耶？

    一八  阿難！我說入出息之善作意，乃隨一之受。阿難！故其時，比丘於受觀受，

    以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一九  阿難！若比丘，學「覺心入息」，學「覺心出息」，學「心歡喜之入息」，學「心

    歡喜之出息」，學「心入定之入息」，學「心入定之出息」，學「心解脫之入息」，學

    「心解脫之出息」，阿難！其時，比丘於心觀心，以熱誠、正知、正念，對世間之貪

    憂調伏而住。何以故耶？

    二0  阿難！我對忘念、不正知者，於入出息定之修習，不說示。阿難！故其時，

    比丘於心觀心，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    二一  阿難！若比丘，學「觀無常入息」，學「觀無常出息」，學「觀離貪入息」，學

    「觀離貪出息」，學「觀滅盡入息」，學「觀滅盡出息」，學「觀定棄入息」

V,325. ，學「觀定棄出息」，阿難！其時，比丘於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，對世間

    之貪憂調伏而住了對貪憂之斷，以慧觀善觀察。阿難！故其時，比丘於諸法觀法，

    以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    二二  阿難！譬如於四衢路有大土堆，由東方來之車輿，於其土堆踐蹈，由西方……

    由北方……由南方來之車輿，於其堆踐蹈。阿難！如是比丘、於身觀身而住，則將

    惡、不善法踐蹈，於受……於心……於諸法觀法而住，則將惡、不善法踐蹈。」

    註1 雜阿含二九、一七(大正藏二、二0八c)。

入出息相應第一一法品[終]

，此中攝頌曰：

▼.VI.182.
    一法覺支清淨

，二果阿梨瑟吒

，罽賓那以及燈

，毘舍離金毘羅。

第二品

S.54.11.一奢能伽羅

《雜阿含807-808經》
    一  一時，世尊住一奢能伽羅之一奢能伽羅林中。

    二  於此處，世尊對諸比丘曰：

        「諸比丘！我欲行三月宴默，除持食者一人外，任何人希勿至吾處。」

        「唯唯！大德！」

        彼諸比丘應諾世尊，除持食者一人外，無任何人至世尊之處。

V,326. 三  時，世尊過三月後由宴默起，對諸比丘曰：

        「諸比丘！若異學修行者向汝等如是問：「友等！沙門瞿曇多依何而住，住雨安

    居耶？」諸比丘！若如是問者，汝等對很異學修行者應如是答：「友等！世尊多依

    入出息念定，住於雨安居。」

    四  諸比丘！我於此處以正念入息，以正念出息。

    五~一0  行長入息，知為「長入息」；行長出息，知為「長出息」…乃至…知

    「觀定棄入息」，知「觀定棄出息。」

    一一  諸比丘！謂：正說是聖住、是梵住、是如來住。應以入出息念定為正說，謂：

    是聖住、是梵住、是如來住。」

    一二  諸比丘！比丘若有學而未得心希求安穩而住者，以修習，多修習入出息念定，

    以資諸漏之滅盡。諸比丘！若比丘是阿羅漢，斷盡有結滅盡諸漏(梵行)已立、所作

    已辦、捨棄重擔，逮得到己利，證悟而解脫者，修習、多修習入出息念定，可資現

    法樂住及正念、正知。

    一三  諸比丘！言：正說聖住、梵住、如來住者，是正說入出息念定而謂聖住、梵

    住、如來住。

▼.VI.184.
    註1 雜阿含二九、一一(大正藏二、二0七a)。

V,327.

S.54.12.盧夷強耆

《雜阿含808經》
    一  一時，具壽盧夷強耆住釋氏國迦毘羅衛城，尼拘律樹園。

    二  時，釋氏摩訶男來至具壽盧夷強耆住處。至已，敬禮具壽盧夷強耆後，坐於一

    面。坐於一面之釋氏摩訶男，向具壽盧夷強耆曰：

    三  「大德！有學之住即是此如來住耶？或有學之住與如來住為異耶？」

        「友摩訶男！有學之住並非如來住；友摩訶男！有學之住與如來住為異。

    四  友摩訶男！有學之比丘，尚未得心，對無上安穩為求而住，為斷五蓋住。何為

    斷五蓋住耶？

        斷欲欲蓋而住，斷瞋恚蓋而住，斷惛眠蓋而住，斷掉悔蓋而住，斷疑惑蓋而住。

    友摩訶男！有學之比丘，尚未得心，對無上安穩希求而住，為斷此五蓋而住。

    五  友摩訶男！比丘成為阿羅漢，則諸漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得

    己利，有結盡，正悟、解脫、已斷五蓋，斷根如截多羅樹之頭，令歸於無，未來不

    能生。何為斷五蓋耶？

        欲欲蓋已斷，斷根如截多羅樹之頭，令歸於無，未來不能生。瞋恚蓋……惛眠

V,328. 蓋……掉悔蓋……疑惑蓋已斷，斷根如截多羅樹之頭，令歸於無，未來不能生。

        友摩訶男！比丘成為阿羅漢，則諸漏盡、梵行已立、所作已辦、棄重擔、逮得

    己利，有結盡，正悟、解脫、五蓋已斷，斷根如截多羅樹之頭，令歸於無，未來不

    能生。

    六  友摩訶男！依此理可知，有學之住並非如來住；有學之住與如來住為異。

    七  友摩訶男！一時，世尊住一奢能伽羅之一奢能伽羅林中。

    八~一九  ……[前經第二~一三節]……

    二0  友摩訶男！依此理可知，有學之住並非如來住；有學之住與如來住為異。」

    註1 雜阿含二九、一二(大正藏二、二0七b)。

▼.VI.186.
S.54.13.阿難 (一)

《雜阿含810經》
    一~二  舍衛城……

        時，具壽阿難來至世尊住處。至已，敬禮世尊後，坐於一面。坐於一面之具壽

    阿難白世尊曰：

V,329. 三  「大德！對一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法圓滿；

    對七法修習、多修者，則二法有圓滿者耶？」

        「阿難！對一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法圓滿；

    對七法修習、多修者，則二法有圓滿者。」

    四  「大德！對何之一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法

    圓滿；對七法修習、多修者，則二法圓滿耶？」

        「阿難！於入出息念定之一法修習、多修者，則四念處圓滿；對四念處修習、多

    修者，則七覺支圓滿；對七覺支修習、多修者，則明、解脫圓滿。」

，一

    五  「於入出息念定云何修習、云何多修者，則四念處圓滿耶？

    六~一二  阿難！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋……乃至廣說……學「我

    觀定棄出思」。

    一三  阿難！若比丘行長入息，知為「長入息」；行長出息，知為「長出息」……乃

    至……學「止身行入思」，學「止身行出息」，阿難！其時，比丘於身觀身，以熱誠、

    正知、正念，對世間之食憂調伏而住。何以故耶？

V,330. 一四  阿難！我謂入出息為隨一之身。阿難！故其時於此比丘，於身觀身，以熱誠、

    正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一五  阿難！若比丘學「覺喜入息」……覺樂……覺心行……學「止心行入息」，學

    「止心行出息」，阿難！其時，比丘於受觀受，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂

    調伏而住。何以故耶？

    一六  阿難！我謂入出息善作意，為隨一之受。阿難！故其時於此比丘，於受觀受，

    以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一七  阿難！若比丘學「覺心入息」…乃至…心歡喜……心入定……學「心解

    脫之入息」，學「心解脫之出息」，阿難！其時，比丘於心觀心，以熱誠、正知、正

▼.VI.188.
    念，對世間之貪憂調伏而住。何以故耶？

    一八  阿難！我對忘念、不正知者，不說入出息念定之修習。阿難！故其時，比丘

    於心觀心，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一九  阿難！若比丘學「觀無常……觀離貪……觀滅盡……觀定棄入息」，學「觀定

    棄出息」，阿難！其時，比丘於諸法觀法，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調

V,331. 伏而住，對貪憂之斷，以慧觀善予觀察。阿難！故其時，比丘於諸法觀法，以熱誠、

    正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    二0  阿難！於入出息念定，如是修習、如是多修者，則四念處圓滿。

，二

    二一  阿難！云何對四念處修習、多修者，則七覺支圓滿耶？

    二二  阿難2
！比丘於身觀身、繫念住時，比丘之念不忘失。

    阿難！比丘繫念不忘失時，比丘得念覺支，修習念覺支，念覺支修習圓滿。如

    是正念而住，以慧對諸法決擇、伺察、觀察。

    二三  阿難！比丘如是以正念而住，以慧對彼法決擇、伺察、觀察時，比丘得擇法

    覺支，修習擇法覺支，擇法覺支修習圓滿。以慧對彼法決擇、伺察、觀察，則得不

    退之精進。

    二四  阿難！比丘以慧對彼法決擇、伺察、觀察，得不退之精進時，比丘得精進覺

V,332. 支，修習精進覺支，精進覺支修習圓滿。發精進者，則得離財之喜。

    二五  阿難！比丘發精進，得離財之喜時，比丘得喜覺支，修習喜覺支，喜覺支修

    習圓滿。意喜者，則身輕安而心經安。

    二六  阿難！比丘意喜而身經安、心輕安時，比丘得輕安覺支，輕安覺支修習，輕

    安覺支修習圓滿。身經安則得樂、得心定。

    二七  阿難！比丘身輕安得樂、得心定時，比丘得定覺支，對定覺支修習，定覺支

    修習圓滿。如是得心定，善予觀察。

    二八  阿難！比丘如是得心定、善觀察時，比丘得捨覺支，對捨覺支修習，捨覺支

    修習圓滿。

    二九  阿難！比丘於受……於心……於諸法觀法，繫念而住時，比丘之念不忘失。

V,333. 三0   阿難！比丘繫念不忘失時，比丘得念覺支，對念覺支修習，念覺支修習圓滿。

▼.VI.190.
    ……(如初念處廣說)……如是得心定，善予觀察。

    三一  阿難！比丘如是得心定、善觀察時，比丘得捨覺支，對捨覺支修習，捨覺支

    修習圓滿。

    三二  阿難！對四念處如是修習、如是多修者，則七覺支圓滿。

，三

    三三  阿難！云何對七覺支修習、多修者明，則圓滿解脫耶？

    三四  阿難！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，於捨迴向於念覺支……擇法

    覺支…精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支……捨覺支之修習。

    三五  阿難！對七覺支如是修習、如是多修者，則明、解脫圓滿也。」

    註1 雜阿含二九、一四(大正藏二、二0八a)。

      2 以下之文，原典六七以下(漢譯南傳大藏經第十七卷二二一頁)比較之。

S.54.14.阿難(二)

《雜阿含810經》
 ※ 二  時，具壽阿難來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。世尊對坐於一面之

    阿難曰：

    三  「阿難！對一法修習、多修者，則四法圓滿：對四法修習、多修者，則七法圓滿；

    對七法修習、多修者，則二法有圓滿者耶？」

        「大德！在我等於法皆以世尊為根本…乃至…」

V,334.     「阿難！對一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法圓滿；

    對七法修習、多修者，則二法有圓滿者。

    四  阿難！對何之一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法

    圓滿；對七法修習、多修者，則二法圓滿耶？

        阿難！於入出息念定之一法修習、多修者，則四念處圓滿；對四念處修習、多

    修者，則七覺支圓滿；對七覺支修習、多修者，則明、解脫圓滿。

，一~三

    五  「阿難！云何於入出念定修習、多修者，則七覺支圓滿耶？

    六~三四  阿難！於此有比丘，往阿蘭若、…乃至…

▼.VI.192.
    三五  阿難！對七覺支如是修習、如是多修者，則明、解脫圓滿。

S.54.15.比丘(一)

《雜阿含811-812經》
 ※ 二  時，有眾多之比丘，來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之

    彼諸比丘白世尊曰：

    三  「大德！對一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法圓

    滿；對七法之修習、多修者，則二法有圓滿者耶？」

        「諸比丘！對一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法圓

V,335. 滿：對七法修習、多修者，則二法有圓滿。

    四  大德！對何之一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法

    圓滿；對七法修習、多修者，則二法圓滿耶？

        諸比丘！於入出息念定之一法修習、多修者，則四念處圓滿；對四念處修習、

    多修者，則七覺支圓滿；對七覺支修習、多修者，則明、解脫圓滿。

，一~三

    五  「諸比丘！云何於入出息念定修習、多修者，則四念處圓滿耶？

    六~三四  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若…乃至…

    三五  諸比丘！對七覺支如是修習、如是多修者，則明、解脫圓滿。

S.54.16.比丘(二)

《雜阿含811-812經》
 ※ 二  時，有眾多之比丘來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。世尊對坐於一

    面之彼諸比丘曰：

    三  「諸比丘！對一法修習、多修者，則四法圓滿：對四法修習、多修者，則七法圓

    滿；對七法修習、多修者，則二法有圓滿者否？」

        「大德！在我等於法乃以世尊為根本…乃至…」

        「諸比丘！對一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七法圓

    滿；對七法修習、多修者，則二法有圓滿。

    四  諸比丘！對何之一法修習、多修者，則四法圓滿；對四法修習、多修者，則七

    法圓滿；對七法修習、多修者，則二法圓滿耶？

        諸比丘！於入出息念定之一法修習、多修者，則四念處圓滿；對四念處修習、

    多修者，則七覺支圓滿；對七覺支修習、多修者，則明、解脫圓滿。

▼.VI.194.
V,336.       一

    五  「諸比丘！云何於入出息念定修習、多修者，則四念處圓滿耶？

    六~一二  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋，結跏趺坐，以身正

    持，修念現前，正念入息、正念出息…乃至…學「我觀定棄入息」，學「我觀定

    棄出息」。

    一三  諸比丘！若比丘行長入息，知為「長入息」：行長出息，知為「長出息」；行

    短入息…乃至…覺徧身…乃至…學「止身行入息」，學「止身行出息」，諸

    比丘！其時，比丘於身觀身，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。何以

    故耶？

    一四  諸比丘！吾謂入出息乃隨一之身。諸比丘！故其時，比丘於身觀身，以熱誠、

    正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一五  諸比丘！若比丘學「覺喜……覺樂……覺心行……止心行入息」，學「止心行

    出息」，諸比丘！其時，比丘於受觀受，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而

    住。何以故耶？

    一六  諸比丘！吾謂入出息之善作意，乃隨一之受。諸比丘！故其時，比丘於受觀

V,337. 受，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一七  諸比丘！若比丘學「覺心……心歡喜之……心解脫之入息」「學「心解脫之出

    息」，諸比丘！其時，比丘於心觀心，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    何以故耶？

    一八  諸比丘！吾對忘念、不正知者，不說入出息念定之修習。諸比丘！故其時，

    比丘於心觀心，以熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    一九  諸比丘！若比丘學「觀無常……觀貪……觀滅盡……觀定棄入息」，學「觀定

    棄出息」，諸比丘！其時，比丘於諸法觀法，熱誠、正知、正念，對世間之貪憂調伏

    而住，以慧觀貪憂之斷，善予觀察。諸比丘！故其時，比丘於諸法觀法，以熱誠、

    正知、正念，對世間之貪憂調伏而住。

    二0  諸比丘！對入出息念定如是修習、如是多修者，則四念處圓滿。」

，二

    二一  「諸比丘！云何對四念處修習、多修者，則七覺支圓滿耶？

▼.VI.196.
    二二  諸比丘！比丘於身觀身，住於繫念時，比丘之念不忘失。諸比丘！比丘繫念

V,338. 不忘失時，比丘得念覺支，修習念覺支，念覺支修習圓滿。如是正念而住，以慧對

    彼法決擇、伺察、觀察。

    二三  諸比丘！比丘如是正念而住，以慧對彼法決擇、伺察、觀察時，比丘得擇法

    覺支，修習擇法覺支，擇法覺支修習圓滿。以慧對彼法決擇、伺察、觀察，則得不

    退之精進。

    二四  諸比丘！比丘以慧對彼法泱擇、伺察、觀察，得不退之精進時，比丘得精進

    覺支，修習精進覺支，精進覺支修習圓滿。發精進者，則得離財之喜。

    二五  諸比丘！比丘發精進得離財之喜時，比丘得喜覺支，修習喜覺支，喜覺支修

    習圓滿。意喜者，則身輕安而心輕安。

V,339. 二六  諸比丘！比丘意喜而身輕安、心輕安時，比丘得輕安覺支，修習輕安覺支，

    輕安覺支修習圓滿。身輕安則得樂、得心定。

    二七  諸比丘！比丘身輕安得樂、得心定時，比丘得定覺支，修習定覺支，定覺支

    修習圓滿。如是得心定，善予觀察。

    二八  諸比丘！比丘如是得心定、善觀察時，比丘得捨覺支，修習捨覺支，捨覺支

    修習圓滿。

    二九  諸比丘！比丘於受……於心……於諸法觀法，繫念而住時，比丘之念不忘失。

    三0   諸比丘、比丘繫念不忘失之時，比丘得念覺支，修習念覺支，念覺支修習圓

    滿…乃至…如是得心定，善予觀察。

    三一  諸比丘！比丘如是得心定、善觀察時，比丘得捨覺支，修習捨覺支，捨覺支

    修習圓滿。

    三二  諸比丘！對四念處如是修習、如是多修者，則七覺支圓滿。」

V,340.       三

    三三  「諸比丘！云何對七覺支修習、多修者，則明、解脫圓滿耶？

    三四  諸比丘！於此有比丘，依遠離、依離貪、依滅盡，修習迴向於捨之念覺支……

    擇法覺支……精進覺支……喜覺支……輕安覺支……定覺支……依遠離、依離貪、

    依滅盡，修習迴向於捨之捨覺支。

    三五  諸比丘！對七覺支如是修習、如是多修者，則明、解脫圓滿。

▼.VI.198.
S.54.17.結

 ※ 二  諸比丘！於入出息念定修習、多修者，則資於斷結。

S.54.18.隨眠

 ※ 二  ……資於隨眠之永斷……

S.54.19.行路1

 ※ 二  ……資於行路之徧知……

    註 1「行路」。參照漢譯南傳大藏經第十七卷一六0頁)。

S.54.20.漏盡

 ※ 二  「……資於諸漏之盡……

    三  諸比丘！云何於入出息念定修習、多修者，則資於斷法耶？……資於隨眠之永

    斷耶？……資於行路之徧知耶？……資於諸漏之盡耶？

    四~一0  諸比丘！於此有比丘，往阿蘭若、往樹下、往空屋…乃至…學「觀

V,341. 定棄1入息」，學「觀定棄出息」。

    一一  諸比丘！對入出息念定如是修習、如是多修者，則資於斷結……資於隨眠之

    永斷……資於行路之徧知……資於諸漏之盡。」

        以上是四經。

    註1 原文剩餘一行，非屬本文故省略之。

         第十 入出息相應第二品[終]

，此中攝頌曰：

，此奢能伽羅

，與盧夷強耆1

，阿難與比丘

，結以及隨眠

，行路與漏盡。

▼.VI.200.
    註1 本文經名，參照註。

V,342.

S.55.第十一 預流相應

第一 鞞紐多羅品

S.55.1.王

《雜阿含835經》
    一~二  舍衛城。

    三  「諸比丘！轉輪王主宰四洲，予以統治，身壞命終後，生善趣、天世，為忉利天

    之朋輩。於歡喜園為天女眾所圍遶，天之五欲豐足全備而住，但亦四法不得成就，

    不能解脫地獄，不能解脫畜生，不能解脫餓鬼趣，不能解脫惡生、惡趣、墮處。

    四  諸比丘！聖弟子依搏食而活，著弊壞衣，然成就四法，於解脫地獄，於解脫畜

    生，於解脫餓鬼趣，於解脫惡生、惡趣、墮處。何為四法耶？

V,343. 五  諸比丘！此處有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊也。」

    六  於法成就證淨，曰：「世尊之法為善說、現見、不時、來見、引導、智者應自

▼.VI.202.
    知也。」

    七  於僧成就證淨，曰：「世尊之聲聞眾為妙行者，世尊之聲聞眾為直行者，世尊

    之聲聞眾為應理行者，世尊之聲聞眾，為和敬行者，謂四雙八輩者是。世尊之聲聞

    眾，為應請、極應請、應供養、應合掌、世間無上福田。」

    八  對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發

    三摩地之戒。

    九  此乃成就四法。

    一0  諸比丘！於獲得四洲及獲得四法，獲得四洲是不及獲得四法之十六分之一。」

    註1 雜阿含三0、六(大正藏二、二一四a)。

▲Top回目錄
S.55.2.預流

《雜阿含1127經》
 ※ 三  諸比丘！聖弟子如成就四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。何為四

    法耶？

    四  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

    五~六  於法……於僧……

    七  對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發

    三摩地之戒。

V,344. 八  諸比丘！聖弟子成就此四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    九  如是世尊說示。如是善逝說已，師說曰：

，有信有戒有淨信

，若以如是觀法者

，時經安樂之梵行

，而於究盡可得至

    註1 雜阿含四一、七、八(大正藏二、二九八c)。

▼.VI.204.
S.55.3.長壽

《雜阿含1034經》
    一  一時，世尊住王舍城竹林迦蘭陀園。

    二  其時，長壽優婆塞因病而困苦，得重患。

    三  時，長壽優婆塞告乃父樹提居士曰：

        「居士！去至世尊住處，至已，以我語向世尊之足行頭面禮，云：「大德！長壽

    優婆塞因病而困苦，得重患，彼向世尊之足行頭面禮。」并白：「願大德世尊哀愍，

    去至長壽優婆塞住宅。」」

        「唯唯！吾兒！」

        樹提居士應諾長壽優婆塞，來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一方。

    四  坐於一方之樹提居士，白世尊曰：

        「大德！長壽優婆塞因病而困苦，得重患。彼向世尊之足行頭面禮，彼白曰：「願

    大德世尊哀愍之，請至長壽優婆塞住宅。」」世尊默然聽許。

V,345. 五  時，世尊著下衣、持衣缽，來至長壽優婆塞住宅。至已，就設座。坐已，世尊

    對長壽優婆塞言曰：

        「長壽！能忍否？能耐否？苦受有退不進、知減退不知增進否？」

        「大德！難忍，難耐，病苦有進無退，知增進而不知減退。」

    六  「長壽！然則汝當如是學：「我於佛成就證淨，謂：彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。於法……於僧……

    對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。」長壽！汝當如是而學。」

    七  「大德！世尊所說之四預流支，於我而有，我亦與此法俱有。大德！我於佛成就

    證淨，謂：彼世尊為應供、正等覺、明行足，善逝、世間解、無上士、調御丈夫、

    天人師、佛、世尊。於法……於僧……對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離

    脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。」

        「長壽！然汝依此四預流支，更當修習六順明分法。

    八  長壽！汝於此一切諸行，當作無常觀，無常即苦想，苦即無我想，斷想、離貪

    想、滅想而住。長壽！汝當如是學。」

        「大德！世尊所說之六順明分法，於我有之，我亦與此法俱有。大德！我於一切

▼.VI.206.
    諸行，以無常而觀。無常即苦想，苦即無我想，斷想、離貪想、滅想而住。

    九  大德！然則我滅後，但念令此樹提居士滅困惑。」

【巴】api ca me bhante evam hoti ： “ma hevayam Jotiko gahapati mamaccayena vighatam apajji !”ti. (S V 345)
【意】然而，大德！我這麼想：「但願樹提長者在我去世之後，不要陷入苦惱之中！」
V,346.     樹提居士曰：

        「吾兒長壽！勿作如是念。吾兒長壽！唯對世尊之所說，當善作意。」

    一0   時，世尊如是對長壽優婆塞教誡後，即從座起離去。

    一一  時，長壽優婆塞於世尊離去未久，即告命終

    一二  時，有眾多之比丘，來至世尊之住在處，至已，敬禮世尊，坐於一面。坐於

    一面之彼諸比丘，白世尊曰：

        「大德！長壽優婆塞略受世尊教誡後，即已命終。彼往何趣？受何之生耶？」

        「諸比丘！長壽優婆塞為賢明，於法隨法行，以法事不惱於我。

    一三  諸比丘！長壽優婆塞依五下分結盡，為化生者也，於彼處般涅槃，由彼世得

    不還之法。」

    註1 雜阿含三七、一二(大正藏二、二七0a)。

S.55.4.舍利弗(一)

《雜阿含844經》
    一  一時，具壽舍利弗與具壽阿難，住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  時，具壽阿難於夕時分由宴默起，至具壽舍利弗住處，至已，與具壽舍利弗俱

    相交談慶慰、歡喜、感銘之語後，坐於一面。坐於一面之具壽阿難，言具壽舍利弗

    曰：

    三  「友舍利弗！對依何法成就之彼眾生，世尊予以作「是預流，墮法滅、決定、趣

    向等覺」記別耶？」

V,347.     友！對依四法成就之彼眾生，世尊予作「是預流，墮法滅、決定、趣向等覺」

    之記別。何為四法耶？

    四  友！於此有聖弟子，於佛成就證淨，謂：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。於法……於僧……對聖者

    之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。

    五  友！對依此四法成就之彼眾生，世尊予作：「是預流，墮法滅、決定、趣向等

▼.VI.208

    覺」之記別。」

    註1 雜阿含三0、一五(大正藏二、二一五c)。

S.55.5.舍利弗 (二)

《雜阿含843經》
 ※ 二  時，具壽舍利弗來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。時世尊對坐於一

    面之具壽舍利弗曰：

    三  「舍利弗！預流支、預流支之謂者，舍利弗！以何為預流支耶？」

        「大德！親近善士為預流支，聽聞正法為預流支，如理作意為預流支，法隨法行

    為預流支。」

        「善哉！舍利弗！善哉！舍利弗！親近善士為預流支，聽聞正法為預流支，如理

    作意為預流支，法隨法行為預流支。

    四  舍利弗！謂流、流者，舍利弗！以何為流耶？」

        「大德！八支聖道為流也，謂：正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正

    念、正定是。」

        「善哉、善哉！舍利弗！八支聖道為流，謂：正見、正思惟、正語、正業、正命

    正精住、正念、正定是。

V,348. 五  舍利弗！謂預流者、預流者，舍利弗！以何為預流者耶？」

        「大德！成就此八支聖道者，名之為預流者，某甲名、某甲姓之具壽。」

        「善哉！善哉！舍利弗！成就此八支聖道者，名之為預流者，某甲名、某甲姓之

    具壽。」

    註1 雜阿含三0、一四(大正藏二、二一五b)。

S.55.6.第六 工匠

《雜阿含860經》
    一  舍衛城因緣。

    二  其時，眾多之比丘作世尊之衣，思念：「於三月後，世尊將整衣出外遊行。」

    三  其時，有工匠
梨師達多與富蘭那，因所需要而住於薩道卡(Sadhuka)村。

▼.VI.210.
    工匠梨師達多與富蘭那聞說：「眾多之比丘為世尊做衣服，思念：「於三月後，世尊

    將整衣出外遊行」。」

    四  時工匠梨師達多與富蘭那令一男子佇立一旁，并告之曰：

        「男子！汝若見世尊、應供、正等覺者到來，即告我等。」

    五  彼男子佇立二三日，始見世尊由遠方來，見已，來至工匠梨師達多與富蘭那住

    處。至已，向工匠梨師達多與富蘭那曰：

        「大德！世尊、應供、正等覺者來矣。」

    六  時，工匠梨師達多與富蘭那，來至世尊住處。至已，敬禮世尊，隨從於世尊之

    後。

    七  時，世尊離道路來至一樹下。至已，就坐設座。工匠梨師達多與富蘭那，再次

V,349. 敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之工匠梨師達多與富蘭那，白世尊曰：

    八  「大德！聞世尊離舍衛城欲往拘薩羅遊行時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。大

    德！聞世尊離舍衛城至拘薩羅遊行時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。

    九  大德！聞世尊離拘薩羅欲往摩羅遊行時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。大德！

    聞世尊離拘薩羅遊行至摩羅時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。

    一0  大德！聞世尊由摩羅遊行欲往跋耆時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。大德！

    聞世尊由摩羅遊行至跋耆時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。

    一一  大德！聞世尊由跋耆遊行欲往伽尸時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。大德！

    聞世尊由跋耆遊行至伽尸時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。

V,350. 一二  大德！聞世尊由伽尸遊行欲往摩竭陀時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。大

    德！聞世尊由伽尸遊行至摩竭陀時，以世尊遠離我等而不悅、有憂。

    一三  大德！聞世尊由摩竭陀遊行欲往伽尸時，以世尊接近我等，歡悅而喜。大德！

    聞世尊由摩竭陀遊行至伽尸時，以世尊接近我等，歡悅而喜。

    一四  大德！聞世尊由伽尸……至跋耆…乃至…

    一五  ……由跋耆……至摩羅…乃至…

    一六  ……由摩羅……至拘薩羅…乃至…

    一七  大德！聞世尊由拘薩羅遊行往舍衛城時，以世尊接近我等，歡悅而喜。大德！

    聞世尊住舍衛城祇樹林給孤獨園時，以世尊接近我等，大悅而大喜。」

▼.VI.212.
    一八  「工匠！然則在家為憒撓，是塵垢處；出家為空閑。工匠！應勿放逸。」

    一九  「大德！比我等之憒撓，更為憒撓、更憒撓之類尚有。」

V,351.     「工匠！何為比汝等之憒撓，更為憒撓、更憒撓之類耶？」

    二0  「大德！拘薩羅王波斯匿欲往遊園時，我等調御拘薩羅王波斯匿乘用之象，并

    將拘薩羅王波斯匿可愛可意之宮女，載之一人在前、一人在後。大德！彼姊妹有如

    是香，猶如掀開之香篋、亦如香莊嚴之王女。大德！彼姊妹若是身觸則如綿，猶如

    綿花、亦如生長於安樂之王女。大德！其時，應護象，應護彼姊妹，自亦應相護。

    二一  大德！我等於彼姊妹，并不認有起惡心。大德！然此憒撓為比[在家]更為

    憒撓、更憒撓之類。」

    二二  「工匠！然而在家為憒撓，是塵垢處；出家為空閑。工匠！應勿放逸。

    二三  工匠！聖弟子成就四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四

    法耶？

    二四  工匠！於此有聖弟子，於佛成就證淨，謂：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊」。

        於法……於僧……

        以離慳吝、垢穢之心於家而住，常布施、自布施。以棄捨為喜，於乞應施，以

    布施、以部分布施為喜。

V,352.     工匠！聖弟子對此四法成就者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。

    二五  工匠！汝等於佛成就證淨，謂：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、

    世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

        於法……於僧……

        在家如有少分之施物者，則皆於具戒者、善法者，無有差別
。

    二六  工匠！於汝等之意云何？於布施，與汝等同等者，於拘薩羅國中有若干耶？」

    二七  「大德！幸哉！福哉！世尊如是對我等之示知。」

    註1 雜阿含三0、三一(大正藏二、二一八c)。

      2 「工匠」此原語thapati有異解，今依原註(協會本三、七九頁)vaddhaki jetthak0。

      3 「無有差別。」沒有「此是我們的，那是諸比丘的」之分別，其義為一切皆是布施物。

▼.VI.214.
S.55.7.鞞紐多羅

《雜阿含1044經》
    一  如是我聞。一時，世尊與大比丘眾俱，遊行拘薩羅國，入一名曰：鞞紐多羅之拘

    薩羅婆羅門村。

    二  鞞紐多羅之婆羅門居士聞：「釋子沙門瞿曇，乃由釋種出家，與大比丘眾俱，遊

    行拘薩羅國至鞞紐多羅。又彼尊者瞿曇揚如是善名稱，謂：「彼世尊為應供、正等

    覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」彼於天、

    魔、梵世、沙門、婆羅門、人天眾，說自證知、現證，彼對初善、中善、後善，說

    示義理文句具足之法，顯示純一圓滿清淨之梵行，善哉！得見如是之應供者。」

V,353. 三  時，彼鞞紐多羅之婆羅居士，來至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面者有

    之，與世尊俱相交談慶慰、歡喜、感銘之語者有之，向世尊合掌坐於一面者有之，

    於世尊面前，告以姓名，坐於一面者有之，或默然坐之者亦有。

    四  坐於一面之彼鞞紐多羅婆羅門居士，白世尊曰：

        「尊瞿曇！我等有如是之欲、之志、之意趣，曰：於有多兒之憒亂處而住，受有

    迦尸衣、栴檀，持有華鬘、香、塗香，享有金銀，死後命終，生於善趣天世。尊瞿

    曇！請為有如是之欲、之志、之意趣之我等，說示法要，以使我等，得住於多兒之

    憒亂處，受有迦尸衣、稱檀，持有華鬘、香、塗香，享有金銀，死後命終，得生善

    趣天世。」

    五  「居士等！我對汝等說自利之法門
，且諦聽，當善作意，我即當說。」

        「唯唯！大德！」

        彼鞞紐多羅之婆羅門居士應諾世尊。

        世尊說示曰：

        「居士等！何為自利法門耶？

    六  居士等！於此，聖弟子當如是思擇：「我欲生、不欲死，欲樂而厭苦。我欲生、

    不欲死，欲樂而厭苦，若有奪我命者，則於我為不可愛、不可意。他亦欲生、不欲

    死，欲樂而厭苦，若我奪其命者，則我為不可愛、不可意。於我為不可愛、不可意

V,354. 之法，於他亦為不可愛、不可意之法。於我為不可愛、不可意之法，我云何加諸於

    他耶？」如是思擇，則自離殺生，并勸他亦離殺生，讚歎離殺生。如是身行之邊際

▼.VI.216.
    清淨
。

    七  居士等！復次，聖弟子如是思擇：「於我所不與而盜取者，則於我為不可愛、

    不可意。若我，對他之所不與而盜取者，則我非為可愛、可意。於我為不可愛、不

    可意之法，於他亦為不可愛、不可意之法。將於我為不可愛、不可意之法，我云何

    加諸於他耶？」如是思擇，則自離於不與取，并勸他亦離不與取，讚歎離於不與取。

    如是身行之邊際清淨。

    八  居士等！復次，聖弟子如是思擇：「若有與我妻交者，則於我為不可愛、不可

    意。若我與他妻交者，則我不為可愛、可意。於我為不可愛、不可意之法，於他亦

    為不可愛、不可意之法。將於我為不可愛、不可意之法，我云何加諸於他耶？」如

    是思擇，則自離於欲邪行，并勸他亦離於欲邪行，讚歎離於欲邪行。如是身行之邊

    際清淨。

    九  居士等！復次，聖弟子如是思擇：「若有以虛誑語損我利者，則於我為不可愛、

    不可意。若我以虛誑語損他之利者，則我為不可愛、不可意。於我為不可愛、不可

V,355. 意之法，於他亦為不可愛、不可意之法。將於我為不可愛、不可意之法，我云何加

    諸於他耶？」如是思擇，則自離虛誑語，并勸他亦離虛誑語，讚歎離虛誑語。如是

    語行之邊際清淨。

    一0  居士等！復次，聖弟子如是思擇：「若有以離間語，使我與友背離者，則於

    我為不可愛、不可意。若我以離間語，使他與友背離者，則我為不可愛、不可意。

    於我為不可愛、不可意之法，於他亦為不可愛、不可意之法。將於我為不可愛、不

    可意之法，我云何加諸於他耶？」如是思擇，則自離離間語，并勸他亦離離間語，

    讚歎離離間語。如是語行之邊際清淨。

    一一  居士等！復次，聖弟子如是思擇：「若有對我出麤惡語者，則於我為不可愛、

    不可意。若我對他出麤惡語者，則我為不可愛、不可意。於我為不可愛、不可意之

    法，於他亦為不可愛、不可意之法。將於我為不可愛、不可意之法，我云何加諸於

    他耶？」如是思擇，則自離麤惡語，並勸他亦離麤惡語，讚歎離麤惡語。如是語行

    之邊際清淨。

    一二  居士等！復次，聖弟子如是思擇：「若有對我出雜穢語者，則於我為不可愛、

    不可意。若我對他出雜穢語者，則我為不可愛、不可意。於我為不可愛、不可意之

▼.VI.218.
    法，於他亦為不可愛、不可意之法。將於我為不可愛、不可意之法，我云何加諸於

    他耶？」如是思擇，則自離雜穢語，并勸他亦離雜穢語，讚歎離雜穢語。如是語行

    之邊際清淨。

    一三  彼時，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、世間

    解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

V,356. 一四  於法成就證淨，曰：「世尊之法為善說、現見、不時來、見、引導、智者應

    自知。」

    一五  於僧成就證淨，曰：「世尊之聲聞眾為妙行者，世尊之聲聞眾為直行者，世

    尊之聲聞眾為應理行者，世尊之聲聞眾為和敬行者，此謂四雙八輩者是。世尊之聲

    聞眾為應請、極應請、應供養、應合掌、世間無上福田。」

    一六  於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能

    發三摩地之戒。

    一七  居士等！聖弟子成就此七正法故，依此四願處若欲者，則自記別，得：「地

    獄盡、畜生盡、餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，成預流，墮法滅、決定、趣向等

    覺。」」

    一八  如是說示已。鞞紐多羅之婆羅門居士，白世尊曰：

        「稀有哉！尊瞿曼！…乃至…我等歸依世尊瞿曇與法及比丘眾。尊瞿曇！容

    我等，自今日始，至命終止，終生歸依為優婆塞。」

S.55.8.繁耆迦精舍 (一)

《雜阿含852經》
    一  如是我聞。一時，世尊住那梨迦村之繁耆迦精舍。

    二  時，具壽阿難來至世尊住處，至已，白世尊曰：

        「大德！一名遮樓之比丘命終矣，彼往何之趣，受何之生耶？大德！一名難陀之

    比丘尼命終矣。彼往何之趣，受何之生耶？大德！一名須達之優婆塞命終矣，彼往

    何之趣，受何之生耶？大德！一名善生之優婆塞命終矣，彼往何之趣，受何之生耶？」

    三  「阿難！遮樓比丘命終，依諸漏盡，於無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、

▼.VI.220.
V,357. 現證，具足而住。阿難！難提比丘尼命終，彼五下分結徧盡，而為化生於彼處般涅

    槃，不還比世。阿難！須達優婆塞命終，三結徧盡，貪瞋癡弱而為一來，唯一之來

    此世，作苦之邊際。阿難！善生優婆夷命終，依三結徧盡，而為預流，墮法滅、決

    定、趣向等覺。

    四  阿難！為人，命終并非稀有事，各各命終時，來我處問此義，阿難！此對如來

    是憒亂。阿難！故命名曰：法鏡，而說法門。

【巴】 anacchariyam kho panetam Ananda, yam manussabhuto kalam kareyya. tasmim tasmim ce mam kalakate upasavkamitva, etam attham patipucchissatha, vihesa pesa Ananda assa Tathagatassa. tasmatihananda dhammadasam nama dhammapariyayam desissami. (S V 357)

【意】然而，阿難！人會死亡，這並非什麼奇特稀有的事。如果每當有人去世，你們都來我這兒，詢問(往生哪裡)這樣的事，阿難！這對如來而言，實在倍感煩擾！因此，阿難！我將開示名為「法鏡」的法門。
聖弟子成就於此，若欲者，則自記別，

    得：「地獄盡、畜生盡、餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、

    趣向等覺。」

    五  阿難！聖弟子成就何之法鏡法門，若欲者，則自記別，得：「地獄盡、畜生盡、

    餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺」耶？

    六  阿難！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……於聖

    者之所樂不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之

    戒。

    七  阿難！聖弟子成就此法鏡法門，若欲者，則自記別，得：「地獄盡、畜生盡、

    餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺」。」

    註1 雜阿含三0、二三、二四(大正藏二、二一七a)。長部經典原典第二卷九一頁以下參照。

V,358.

S.55.9.繁耆迦精舍 (二)

《雜阿含852經》
 ※ 二  坐於一面之具壽阿難，白世尊曰：

        「大德！曰：阿育之比丘已命終矣，彼往何趣？受何之生耶？大德！曰：阿育之比丘

    尼已命終矣，彼往何趣？受何之生耶？大德！曰：阿育之優婆塞已命終矣，彼往何趣？

    受何之生耶？大德！曰：阿育之優婆夷已命終矣，彼往何趣？受何之生耶？」

    三~六  「阿難！阿育比丘命終，依諸漏盡，對無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、

    現證，具足而住……(同前經之因緣)

    七  阿難！如成就此法鏡法門，若欲者，則自記別，得：「地獄盡、畜生盡、餓鬼

    趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺」。」

▼.VI.222.
    註1 參照前經。

S.55.10.繁耆迦精舍 (三)

《雜阿含853經》
 ※ 二  坐於一面之具壽阿難，白世尊曰：

        「大德！曰：罽迦舍之那梨迦優婆塞已命終矣，彼往何之趣？受何之生耶？大德！

    曰：佉楞迦羅之那梨迦優婆塞……曰：尼迦吒之那梨迦優婆塞……曰：迦多梨沙婆……曰：

    他梨舍菟……曰：藪達利舍第……曰：跋陀羅……曰：須跋陀羅之那梨迦優婆塞，已命終

    矣，彼往何之趣？受何之生耶？」

    三  「阿難！罽迦舍優婆塞命終，五下分結盡，而為化生，於彼處般涅槃，自彼世

V,359. 不還。阿難！佉楞迦羅……尼迦吒……迦多梨沙婆……他梨舍菟……藪達利舍菟

    ……跋陀羅……須跋陀羅優婆塞命終，五下分結盡，而為化生，於彼處般涅槃，自

    彼世不還。

    四  阿難！五十餘之優婆塞於那梨迦命終，五下分結徧盡，為化生，於彼處般涅槃，

    自彼世不還。阿難！九十餘之優婆塞於那梨迦命終，三結徧盡，貪瞋癡弱，而為一

    來，唯一來此世，住苦之邊際。阿難！五百六之優婆塞於那梨迦命終，依三結徧盡，

    為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。

    五  阿難！為人，命終并非稀有事，各各命終時，來我處問此義，阿難！此對如來

    是憒亂。阿難！故為說名曰：法鏡之法門。聖弟子成就於此，若欲者，則自記別，以

    得：「地獄盡、畜生盡、餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、

    趣向等覺。」

    六  阿難！聖弟子成就何之法鏡法門，若欲者，則自記別，得：「地獄盡、畜生盡、

    餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺」耶？

V,360. 七  阿難！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛，世尊。」於法……於僧……於聖

    者之所樂不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所樂，不執取，成就能發三摩地之

    戒。

    八  阿難！聖弟子如成就此法鏡法門，若欲者，則自記別，得：「地獄盡、畜生盡、

▼.VI.224.
    餓鬼趣盡、惡生惡趣盡、墮處盡，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺」。」

    註1 雜阿含三0、二五(大正藏二、二一七b)。

第一 鞞紐多羅品[終]

，此中攝頌曰：

，王以及預流

，長壽舍利弗

，工匠鞞紐羅

，繁耆迦精舍

第二 千品(王園品)

S.55.11.千

    一  一時，世尊住舍衛城王園。

    二  時，千比丘尼眾來至世尊住處。至已，敬禮世尊，立於一面。

    三  時，世尊告立於一面之諸比丘尼曰：

        「諸比丘尼！聖弟子如成就四法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為

    四法耶？

    四  諸比丘尼！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

V,361. 五~六  於法……於僧……

    七  於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所樂，不執取，成就能發

    三摩地之戒。

    八  諸比丘尼！聖弟子如成就此四法者，則為預流，墮法滅、決定趣向等覺。」

S.55.12.婆羅門

《雜阿含842經》
    一~二  舍衛城因緣。

    三  「諸比丘！諸婆羅門施設有名曰：向上之道，以勸導弟子曰：「男子！晨朝起，往

▼.VI.226.
    赴於東面，不避坑坎、不避堆阜、不避橛、不避荊地、不避污水溜、不避下水路，

    於墮處可遇死。男子！如是身壞命終，往生善趣、天世。」

    四  諸比丘！此諸婆羅門之愚道、癡道，而不資於厭患、離貪、滅盡、寂靜、證智、

    等覺、涅槃。諸比丘！我亦於聖者之律，施設向上之道，且資於一向厭患、離貪、

    滅盡、寂靜、證智、等覺、涅槃。

        諸比丘！何種向上之道，一向資於厭患、離貪、滅盡、寂靜、證智、等覺、涅

    槃耶？

V,362. 五  諸比丘！於此有聖弟子，對佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」對法……對僧……

    對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。

    六  諸比丘！此為向上之道，一向資於厭患、離貪、滅盡、寂靜、證智、等覺、涅

    槃。」

    註1 雜阿含三0、一三(大正藏二、二一五b)。

S.55.13.阿難

    一  一時，具壽阿難與具壽舍利弗住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二  時，具壽舍利弗夕時由宴默起，來至具壽阿難住處。至已，與具壽阿難俱相交

    談感銘、歡喜之語，坐於一面。坐於一面之具壽舍利弗，言具壽阿難曰：

    三  「友阿難！安住斷幾何之法？成就幾何之法？世尊對如是此等眾生記別為預

    流，墮法滅、決定、趣向等覺耶？」

    四  「友！依斷四法、成就四法，世尊對如是此等眾生記別為預流，墮法滅、決定、

    趣向等覺。

    五  友！若對佛成就誹謗之無聞異生，身壞命終生於惡生、惡趣、墮處、地獄，聖

V,363. 弟子對佛不作如是誹謗。友！對佛成就證淨之有聞聖弟子，身壞命終生於善趣、天

    世，彼對佛如是證淨，謂：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、世間解、無

    上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

▼.VI.228.
    六  友！若對法成就誹謗之無聞異生，身壞命終後生於惡生、惡趣、墮處、地獄，

    聖弟子對法不作如是誹謗。友！對法成就證淨之有聞聖弟子，身壞命終生於善趣、

    天世，彼對法如是證淨，謂：「世尊之法乃善說、現見、不時、來見、引導、智者

    應自知。」

    七  友！若對僧成就誹謗之無聞異生，身壞命終後生於惡生、惡趣、墮處、地獄，

    聖弟子對僧不作如是誹謗。友！對僧成就證淨之有聞聖弟子，身壞命終生於善趣、

    天世，彼對僧作如是證淨，謂：「世尊之聲聞眾為妙行者，世尊之聲聞眾為直行者，

    世尊之聲聞眾為應理行者，世尊之聲聞眾為和敬行者，此謂四雙八輩。此世尊之聲

    聞眾為應請、極應請、應供養、應合掌、世間無上福田。」

    八  友！若成就破戒之無聞異生，身壞命終後生惡生、惡趣、墮處、地獄，聖弟子

    不作如是破戒。友！若成就聖者之所樂戒，有聞聖弟子身壞命終後生善趣、天世，

    彼作如是聖者之所樂戒持，謂：不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執

    取，能發三摩地。

V,364. 九  友！依於斷除此四法、成就此四法者，世尊對如是此等眾生記別為預流，墮法

    滅、決定、趣向等覺。」

S.55.14.惡趣(一)

 ※ 三  「諸比丘！成就四法之聖弟子，超越一切惡趣之怖畏。以何為四法耶？

    四~七  諸比丘！於此有聖弟子，對佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」對法……對僧

    ……對聖者之所樂不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發

    三摩地之戒。

    八  諸比丘！成就此四法之聖弟子，超越一切之惡趣怖畏。」

S.55.15.惡趣(二)

 ※ 三  「諸比丘！成就四法之聖弟子，超越一切惡趣、墮處之怖畏。以何為四法耶。

    四~七  諸比丘！於此有聖弟子，對佛成就證淨…乃至…

    八  諸比丘！成就此四法之聖弟子，超越一切惡趣、墮處之怖畏。」

S.55.16.朋友 (一)

《雜阿含836經》，cf. S.56.26.
 ※ 三  「諸比丘！汝等思念有應所哀愍、應所聽聞之朋友、親戚、血族，諸比丘！汝等

▼.VI.230.
    則應對彼等勸導於習住四預流支。以何為四預流支耶？

V,365. 四  對佛，應勸導於習住證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、世

    間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」對法……對僧……對聖者之所樂

    不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所樂，不執取，能發三摩地之戒，勸導習住。

    五  諸比丘！汝等思念有應所哀愍、應所聽聞之朋友、親戚、血族，諸比丘！汝等

    則應對彼等勸導於習住此四預流支。」

    註1 雜阿含三0、七(大正藏二、二一四b)。

S.55.17.朋友 (二)

《雜阿含836經》，cf. S.56.26.
 ※ 三  「諸比丘！汝等思念有應所哀愍、應所聽聞之朋友、親戚、血族，諸比丘！汝等

    應對彼等勸導於習住四預流支。以何為四預流支耶？

    四  對佛，應勸導習住證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、世間

    解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」諸比丘！地界、水界、火界、風界

    之四大或有變異，但對佛成就證淨之聖弟子無有變異。此中，對佛成就證淨之聖弟

    子，生於地獄、畜生、餓鬼趣之變異者為無有此理。

    五~六  對法……對僧……

    七  對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，於能發三

    摩地之戒，勸導習住。諸比丘！地界、水界、火界、風界之四大或有變異，但成就

V,366. 聖者之所樂戒之聖弟子無有變異。此中，成就聖者之所樂戒之彼聖弟子，生於地獄、

    畜生、餓鬼趣之變異者為無有此理。

    八  諸比丘！汝等思念應所哀愍、應所聽聞之朋友，親戚、血族，諸比丘！汝等則

    應對彼等，勸導對此四預流支之習住。」

    註1 參照前經。

S.55.18.天上遊行 (一)

《雜阿含1135經》
    一  舍衛城因緣。

▼.VI.232.
    二  時，具壽大目犍連譬如力士之屈臂伸、伸臂屈，以如是之快速沒於祇樹林，現

    於忉利天。

    三  時，眾多之忉利諸天，來至具壽大目犍連處。至已，敬禮具壽大目犍連，立於

    一面。時，具壽大目犍連對立於一方之彼諸天曰：

    四  「友等！善哉！對佛以成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、

    世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」友等！對佛因成就證淨，如是，

    於此有一類之有情，身壞命終後生於善趣、天世。

    五~六  友等！善哉！對法……對僧……

    七  友等！善哉！對聖者之所樂不破、不穿、不雜，離脫，智者所讚，不執取，成

V,367. 就能發三摩地之戒。友等！因成就聖者之所樂戒，如是，於此有一類之有情，身壞

    命終後生於善趣、天世。」

    八  「尊者目犍連！善哉！對佛以成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」尊者目犍連！對佛因成

    就證淨，如是，於此有一類之有情，身壞命終後生於善趣、天世。

    九~一一  尊者目犍連！善哉！對法……對僧……對聖者之所樂不破、不穿、不雜，

    不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。尊者目犍連！因成就聖者

    之所樂戒，如是，於此有一類之有情，身壞命終後生於善趣、天世。」

    註1 參照其次之二經

S.55.19.天上遊行 (二)

《雜阿含1135經》
    一  一時，具壽大目犍連住舍衛城祇樹林給孤獨園。

    二~一一 時，具壽大目犍連、譬如力士之…乃至…於此有一類之有情，身壞命

    終後生於善趣、天世…乃至…

    註1 同前經。但「生善趣、天界」，改為「生善趣、天世。」

S.55.20.天上遊行 (三)

《雜阿含1135經》
▼.VI.234.
※ 二  時，世尊譬如力士之屈伸臂、伸臂屈，以如是之速，沒於祇樹林，現於忉利天。

    三  時，眾多之忉利諸天，來至世尊處。至已，敬禮世尊，立於一面。時，世尊對

V,368. 立於一面之彼諸天曰：

    四~七  「友等！善哉！對佛以成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」友等！對佛因成就證淨，

    如是，於此有一類之有情，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。

        友等！善哉！對法……對僧……對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，

    智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。友等！因成就聖者之所樂戒，如是，於

    此有一類之有情，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    八~一一  「尊者！善哉！對佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」尊者！因於佛成就證淨，

    如是，於此有一類眾生為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。

        尊者！善哉！對法……對僧……對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，

    智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。尊者！因成就聖者所樂之戒，如是此眾

    生為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    註1 雜阿含四一、一五(大正藏二、二九九b)。

            第二 千品[終]

，攝頌曰：

，千與婆羅門

，阿難二惡趣

，二朋支乃至

，三天上遊行

V,369.

第三 百手品

S.55.21.摩訶男 (一)

《雜阿含930經》
▼.VI.236.
    一  如是我聞。一時，世尊住釋氏國迦毘羅衛城尼拘律園。

    二  時，釋氏摩訶男至世尊住處。至已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之釋氏摩

    訶男，白世尊曰：

    三  「大德！此迦毘羅衛城乃富饒、豐樂而民多、人集，是憒鬧。大德！我對世尊或

    意修習*之比丘奉仕已，日夕時分，入迦毘羅衛城，

【巴】 so khvaham bhante Bhagavantam va payirupasitva manobhavaniye va bhikkhu, sayanhasamayam Kapilavatthum pavisanto … (S V 369)

【意】大德！我去拜訪禮敬世尊或令人尊敬的比丘之後，於下午時分，進到迦毗羅衛城 ……
(*「意修習之比丘」，其中「意-修習」，原文為 “mano-bhavaniya”，“mano”是「意、心」，但“bhavaniya”有「應修習」及「應尊敬、令人尊敬」二義，此處是後一個意思，
譯文取的卻是前一意思。此詞意思應是「讓人內心尊敬的(比丘)」。)
遇狂奔之象、遇狂奔之馬、遇狂

    奔之乘、遇狂奔之車、遇狂奔之人。大德！其時，忘失世尊之念、忘失法之念、忘

    失僧之念。大德！我思念：若我其時命終者，將往何之趣？享何之生耶？」

    四  「摩訶男！勿恐，摩訶男！勿怖。於汝無惡死、惡命終。摩訶男！若於長夜，其

    心對信徧修、其心對戒徧修、其心對所聞徧修、其心對施捨徧修、其心對慧徧修者

V,370. ，則此有色，四大所成、父母所生、飯粥所集、無常破壞、粉碎斷絕、壞滅法之身，

    則為鴉所噉、為鷲所噉、為鷹所噉、為狗所噉、為野干所噉、為種種生類所噉。然

    於長夜，對信徧修、對戒徧修、對所聞徧修、對施捨徧修、對慧徧修者，則心為上

    昇、勝進。

    五  摩訶男！譬如有人，將酥瓶、油瓶投入深水池壞之，其破片瓦石雖沈，其酥、

    油則上昇、勝進。摩訶男！如是，若於長夜，其心對信徧修、其心對戒徧修、其心

    對所聞徧修、其心對施捨徧修、其心對慧徧修者，則此有色，四大之所成、父母所

    生、飯粥所集、無常破壞、粉碎斷絕、壞破法之此身，為鴉所噉、為鷲所噉、為鷹

    所噉、為狗所噉、為野干所噉、為種種生類所噉。然於長夜，對信徧修、對戒徧修、

    對所聞徧修、對施捨徧修、對慧徧修者，則心為上昇、勝進。

    六  摩訶男！汝於長夜，其心對信徧修、其心對戒徧修、其心對所聞徧修、其心對

V,371. 施捨徧修、其心對慧徧修。摩訶男！勿恐，摩訶男！勿怖。於汝無惡死、惡命終。」

    註1 雜阿含三三、一二(大正藏二、二三七b)，別雜阿含八、二四(大正藏二、四三二b)，

        增一阿含四一、一(大正藏二、七四四a)。

S.55.22.摩訶男(二)

《雜阿含930經》，《別譯雜阿含155經》
    一  如是我聞…乃至…

    二  時，釋氏摩訶男…乃至…

▼.VI.238.
    三  大德！此迦毘羅衛城…乃至…

    四  「摩訶男！勿恐，摩訶男！勿怖。於汝無惡死、惡命終。摩訶男！成就四法之聖

    弟子趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃。以何為四法耶？

    五  摩訶男！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……

    於聖者之所樂不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。

    六  摩訶男！譬如有樹，其向東、傾東、臨東，若將其根截之則倒向何方耶？」

        「大德！必是其所向傾臨之方。」

        「摩訶男！如是，成就此四法之聖弟子，則趣向涅槃、傾向涅槃、臨入涅槃。」

    註1 參照前經。

S.55.23.沙陀

《雜阿含935經》，《別譯雜阿含159經》
    一  迦毘羅衛城因緣。

    二  時，釋氏摩訶男來至釋氏沙陀處，至已，對釋氏沙陀曰：

V,372. 三  「沙陀！可知於人成就幾何之法，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺耶？」

        「摩訶男！是知於人成就三法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為三

    法耶？

    四  摩訶男！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧成就

    證淨，曰：「世尊之聲聞眾為妙行者、世尊之聲聞眾為直行者、世尊之聲聞眾為應

    理行者、世尊之聲聞眾為和敬行者，此謂四雙八輩。世尊之聲聞眾，為應請、極應

    請、應供養、應合掌、世間無上福田。」

        摩訶男！是知於人成就此三法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。

    五  摩訶男！汝知於人成就幾何之法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺耶？」

        「沙陀！我知於人成就四法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。何為四法耶？

        沙陀！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺者、明行

▼.VI.240.
    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……

    於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。

        沙陀！我知於人如成就此四法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    六  「稍待，摩訶男！稍待，摩訶男！世尊方知此法之成就不成就。」

        「沙陀！走！往世尊住處，至已，向世尊將此義奉告。」

V,373. 七  時，釋氏摩訶男與釋氏沙陀，來至世尊住處。至已，禮敬世尊，坐於一面。坐

    於一面之釋氏摩訶男，白世尊曰：

    八  「大德！我來至釋氏沙陀住處，至已，對釋氏沙陀言曰：「沙陀！可知於人成就

    幾何之法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺耶？」大德！作如是言，釋氏沙陀

    對我言曰：「摩訶男！當知於人成就三法，則為預流，墮法滅、決定、趣向涅槃。

    摩訶男！汝可知於人成就幾何之法，則為預流，墮法滅、決定、趣向等趣耶？」

    九  大德！作如是言，我對釋氏沙陀言曰：「沙陀！我知於人成就四法，則為預流，

    墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四法耶？沙陀！於此有聖弟子，於佛成就證淨，

    曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人

    師、佛、世尊也。」於法……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離

    脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。沙陀！我知於人如成就此四法，則

    為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

        大德！作如是言，釋氏沙陀對我言曰：「稍待，摩訶男！稍待，摩訶男！世尊

    方知此法之成就不成就。」

V,374. 一0   大德！於此法事之起，如一方為世尊，一方為比丘眾者，我則隨順世尊。大

    德！我如是信為記。

    一一  大德！於此法事之起，如一方為世尊，一方為比丘眾、比丘尼眾者，我則隨

    順世尊。大德！我如是信為記。

    一二  大德！於此法事之起，如一方為世尊，一方為比丘眾、比丘尼眾、優婆塞者，

    我則隨順世尊。大德！我如是信為記。

    一三  大德！於此法事之起，如一方為世尊，一方為比丘眾、比丘尼眾、優婆塞、

    優婆夷者，我則隨順世尊。大德！我如是信為記。

▼.VI.242.
    一四  大德！於此法事之起，如一方為世尊、一方為比丘眾、比丘尼眾、優婆塞、

    優婆夷、天、魔、梵世、沙門、婆羅門、人、天之眾者，我則隨順世尊。大德！我

    如是信為記。」

    一五  「沙陀！對如是言之釋氏摩訶男，汝作何言耶？」

        「大德！對如是言之釋氏摩訶男，我無何所言，但除妙與善。」

    註1 雜阿含三三、一七(大正藏二、二三九b)。別雜阿含八、二八(大正藏二、四三四a)。

V,375.

S.55.24.百手 (一)  

《雜阿含936經》，《別譯雜阿含160經》
    一  迦毘羅衛城因緣。

    二  其時，釋氏百手命終，世尊對彼，作「是預流，墮法滅、決定、趣向等覺之記別。

    三  於此有眾多之釋氏集合，作私語，憤怒、毀議曰：

        「是稀有、未曾有者，今此處誰非為預流者？所以釋氏百手命終，世尊對彼作「是

    預流，墮法滅、決定、趣向等覺」之記別。而釋氏百手曾犯戒飲酒
。」

    四  時，釋氏摩訶男來至世尊之住處。至已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之釋

    氏摩訶男，白世尊曰：

    五  「大德！於此，釋氏百手命終，世尊對彼作「為預流，墮法滅、決定、趣向等覺」

    之記別。大德！於此，眾多之釋氏集合，作私語，憤怒、毀議，而謂：「是希有、

    未曾有者，今此處誰非預流者？所以釋氏百手命終，世尊對彼作「是預流，墮法滅、

    決定、趣向等覺」之記別，而釋氏百手曾犯戒飲酒。」」

        「摩訶男！若於長夜為優婆塞，歸依佛、歸依法、歸依僧者，則云何往墮處耶？

    六  摩訶男！若予正說，於長夜為優婆塞，謂應歸依佛、歸依法、歸依僧。釋氏百

V,376. 手應如是正說，摩訶男！釋氏百手於長夜為優婆塞，歸依佛、歸依法、歸依僧，云

    何往墮處耶？

    七  摩訶男！於此有一類之人，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……

    成就捷慧、速慧而解脫。彼依諸漏盡，對無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、現

    證，具足而住。摩訶男！此人已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趣、解脫惡生惡趣、

▼.VI.244.
    墮處。

    八  摩訶男！於此又有一類之人，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧

    ……雖成就捷慧、速慧而不得解脫。彼依五下分結盡成為化生，於彼處則解脫，由

    彼世不歸還。摩訶男！此人已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趨、解脫惡生惡趣、

    墮處。

    九  摩訶男！於此又有一類之人，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧

    ……不得捷慧、不得速慧而不得成就解脫。彼三結盡，貪瞋癡弱，為一來，而唯一

    來此世作苦之邊際。摩訶男！此人已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼越、解脫惡生

    惡趣、墮處。

V,377. 一0  摩訶男！於此又有一類之人，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、等正

    覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……

    於僧……不得捷慧、不得速慧而不得成就解脫。彼依三結盡，而得預流，墮法滅、

    決定、趣向等覺。摩訶男！此人已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趣、解脫惡生惡

    趣、墮處。

    一一  摩訶男！此處又有一類之人，於佛不得成就證淨、於法不得成就證淨、於僧

    不得成就證淨，不得捷慧、不得速慧，不得成就解脫。然彼具信根、精進根、念根、

    定根、慧根之諸法，又能對如來所說之法，以慧少分觀察。摩訶男！此人則不往地

    獄、不往畜生、不往餓鬼趣、不往惡生惡趣、墮處。

    一二  摩訶男！此處又一類之人，於佛不得成就證淨、於法不得成就證淨、於僧不

    能成就證淨，不得捷慧、不得速慧，不得成就解脫。然彼具信根、精進根、念根、

    定根、慧根，又以如來為唯所信、唯所愛樂。摩訶男！此人不往地獄、不往畜生、

    不往餓鬼趣、不往惡生惡趣、墮處也。

    一三  摩訶男！若彼諸大眾了知善說與惡說，則我為彼諸大眾記別為預流，墮法滅、

    決定、趣向等覺，況釋氏百手耶？摩訶男！釋氏百手臨命終時受戒也。」

    註1 雜阿含三三、一八(大正藏二、二三九c)。別雜阿含八、二九(大正藏二、四三四b)。

▼.VI.246.
V,378.

S.55.25.百手 (二)

    一  迦毘羅衛城因緣。

    二  其時，釋氏百手命終，世尊對彼以「預流，墮法滅、決定、趣向等覺」記別之。

    三  此處眾多之釋氏集合，作私語，憤怒、毀議曰：

        「是稀有、未曾有者，於今此處任何人誰非預流者？所以釋氏百手命終，世尊對

    彼以「預流，墮法滅、決定、趣向等覺」記別之。釋氏百手於戒并未成圓滿。」

    四  時，釋氏摩訶男來至世尊住處。至已，禮敬世尊、坐於一面。坐於一面之釋氏

    摩訶男，白世尊曰：

    五  「大德！於此，釋氏百手命終，世尊對彼以「預流，墮法滅、決定、趣向等覺」

    記別之。大德！於此，眾多之釋氏集合，作私語，憤怒、毀議曰：「是稀有、未曾

    有者，今此處誰非預流者？所以釋氏百手命終，世尊對彼以「預流，墮法滅、決定、

    趣向等覺」記別，而釋氏百手於戒并未成圓滿。」」

        「摩訶男！若於長夜為優婆塞，歸依佛、歸依法、歸依僧，云何往墮耶？

    六  摩訶男！若予正說，謂於長夜為優婆塞，歸依佛、歸依法、歸依僧，則釋氏百

    手正說應如是而言，摩訶男！釋氏百手於長夜為優婆塞，已歸依佛、歸依法、歸依

    僧，云何往墮處耶？

    七  摩訶男！於此有一類之人，於佛一向篤信，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊也。」於法……於

    僧……捷慧、速慧而成就解脫。彼依諸漏盡，無漏心解脫、慧解脫，於現法自證知、

    現證，具足而住。摩訶男！此人則已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趣、解脫惡生

    惡趣、墮處。

    八  摩訶男！於此又有一類之人，於佛一向篤信，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧

    ……捷慧、速慧，但不得成就解脫。彼依五下分結盡，得中般涅槃……得損害般涅

    槃……得有行般涅槃……得無行般涅槃……得上流而至色究竟天。摩訶男！此人已

    解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趣、解脫惡生、惡趣、墮處。

    九  摩訶男！於此又有一類之人，於佛一向篤信，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、

▼.VI.248.
    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧

    ……不成捷慧、不成速慧，不得成就解脫。彼三結盡，貪瞋癡弱，為一來而唯一來

V,379. 此世作苦之邊際。摩訶男！此人已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趣、解脫惡生、

    惡趣、墮處。

    一0  摩訶男！於此又有一類之人，於佛一向篤信，而曰：「彼世尊為應供、正等

    覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……

    於僧……不成捷慧、不成速慧，不得成就解脫。彼依三結盡，得預流，墮法滅、決

    定、趣向等覺。摩訶男！此人已解脫地獄、解脫畜生、解脫餓鬼趣、解脫惡生、惡

    趣、墮處。

    一一  摩訶男！此處又有一類之人，於佛不成篤信、於法不成篤信、於僧不成篤信，

    不成捷慧、不成速慧，不得成就解脫，然彼具信根、精進根、念根、定根、慧根之

    諸法，又能對如來所說之法，以慧少分予觀察。摩訶男！此人不往地獄、不往畜生、

    不往餓鬼趣、不往惡生、惡趣、墮處。

    一二  摩訶男！於此文有一類之人，於佛不成篤信、於法不成篤信、於僧不成篤信，

    不成捷慧、不成速慧，不得成就解脫。然彼具信根、精進根、念根、定根、慧根之

    諸法，又以如來為所唯信、唯所愛樂。摩訶男！此人不往地獄、不往畜生、不往餓

    鬼趣、不往惡生、惡趣、墮處。

    一三  摩訶男！譬如未除農作根碴之惡田、惡地，種子為壞、腐、為風熱所損，無

    核，未善予貯藏，又逢天不降雨，彼種子得能生長增廣耶？」

        「大德！不能。」

        「摩訶男！如是，於此惡說、惡示之法，不成出離、不資寂靜，非正等覺者之

V,380. 所說，稱為惡田。於此法之弟子，法隨法行、和敬行、隨法行而住，稱為惡種子。

    一四  摩訶男！譬如已除農作根碴之良田、良地，種子不壞、不腐、不為風熱所損，

    有核，善為貯藏，又正逢天雨，彼種子能生長增廣耶？」

        「大德！實然。」

        「摩訶男！如是，於此法之善說、善示、出離、資於寂靜，為正等覺者之所說，

    稱為良田。於此法之弟子，法隨法行、和敬行、隨法行而住，稱為良種子。況釋氏

    百手耶？摩訶男！釋氏百手臨命終時，圓滿戒行。」

▼.VI.250.
    註1 參照前經。

S.55.26.破戒 (一)

    一  舍衛城因緣。

    二  其時，給孤獨居士因疾病而困苦重患。

    三  時，給孤獨居士告一男子曰：

        「男子！往具壽舍利弗住處，至已，以我語對具壽舍利弗之足行頭面禮，言：「大

    德！給孤獨居士因疾病而重患困苦，彼向具壽舍利弗之足行頭面禮。」又曰：「大

    德！願具壽舍利弗來給孤獨居士住處，以哀愍故。」」

V,381.     「唯唯！大德！」

        彼男子應諾給孤獨居士後，前往具壽舍利弗住處。至已，禮敬具壽舍利弗，坐

    於一面。

    四  坐於一面之彼男子，向具壽舍利弗言曰：

        「大德！給孤獨居士因疾病而重患困苦，彼向具壽舍利弗之足行頭面禮。又曰：

    「大德！願具壽舍利弗來給孤獨居士住處，以哀愍故。」」

        具壽舍利弗默然允許。

    五  時，具壽舍利弗晨朝時分，著下衣、持衣缽，以具壽阿難為隨從沙門，往給孤

    獨居士家。至已，就設座。坐已，具壽舍利弗語給孤獨居士曰：

        「居士！能忍否？可耐否？苦受退而不進，知減退而不知增進否？」

        「大德！難忍、難耐，痛苦有進而無退、知增進而不知減退。」

    六  「居士！若於佛成就不信之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地

    獄。汝於佛，則無如是之不信。居士！汝於佛具證淨，曰：「彼世尊為應供、正等

    覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」汝自思於

    佛具此證淨，則苦受將忽止。

    七  居士！若於法成就不信之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地

V,382. 獄。汝於法，則無如是不信。居士！汝於法具證淨，曰：「世尊之法為善說、現見、

    不時、來見、引導、智者應自知。」汝自思於法具此證淨，則苦受將忽止。

▼.VI.252.
    八  居士！若於僧成就不信之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地

    獄。汝於僧，則無如是不信。居士！汝於僧具證淨，曰：「世尊之聲聞眾為妙行者、

    世尊之聲聞眾為直行者、世尊之聲聞眾為應理行者、世尊之聲聞眾為和敬行者，此

    謂四雙八輩。世尊之聲聞眾為應請、極應請、應供養、應合掌、世間無上福田。」

    汝自思於僧具證淨，則苦受將忽止。

    九  居士！若成就破戒之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是破戒。居士！汝於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，

    不執取，能發三摩地之戒，汝自思具聖者之所樂此戒，則苦受將忽止。

    一0  居士！若成就邪見之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪見。居士！汝具正見，汝自思此正見，則苦受將忽止。

    一一  居士！若成就邪思惟之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地

    獄。汝無如是邪思惟。居士，汝具正思惟，汝自思具此正思惟，則苦受將忽止。

V,383. 一二  居士！若成就邪語之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪語。居士！汝具正語，汝自思具此正語，則苦受將忽止。

    一三  居士！若成就邪業之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪業。居士！汝具正業，汝自思具此正業，則苦受將忽止。

    一四  居士！若成就邪命之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪命。居士！汝具正命，汝自思具此正命，則苦受將忽止。

    一五  居士！若成就邪精進之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地

    獄。汝無如是邪精進。居士！汝具正精進，汝自思具此正精進，則苦受將忽止。

    一六  居士！若成就邪念之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪念。居士！汝具正念，汝自思具此正念，則苦受將忽止。

    一七  居士！若成就邪定之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪定。居士！汝具正定，汝自思具此正定，則苦受將忽止。

V,384. 一八  居士！若成就邪智之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地獄。

    汝無如是邪智。居士！汝具正智，汝自思具此正智，則苦受將忽止。

    一九  居士！若成就邪解脫之無聞異生，身壞命終後，生於惡生、惡趣、墮處、地

    獄。汝無如是邪解脫。居士！汝具正解脫，汝自思具此正解脫，則苦受將忽止。」

▼.VI.254.
    二0   時，給孤獨居士之苦受忽止。

    二一  時，給孤獨居士向具壽舍利弗與具壽阿難，自將釜中飲食予以供養。

    二二  時，給孤獨居士見具壽舍利弗食訖，手離缽，乃取一低床几，坐於一面。

    二三  時，具壽舍利弗對坐於一面之給孤獨居士，以此偈隨喜：

，於如來之信心

，於不動善安立

，稱讚聖者之樂

，於戒當自善持

，於僧伽生信樂

，於所見之直人

，其活命為不空

，得名之為不貧

，故賢者僅以佛

，念念持佛之教

，精勤信心持戒

，勉勵淨信法見

    二四  時，具壽舍利弗以此偈隨喜給孤獨居士，乃從座而起離去。

V,385. 二五  時，具壽阿難來至世尊住處，至已，禮敬世尊，坐於一面。時，世尊言坐於

    一面之具壽阿難曰：

    二六  「阿難！汝晨朝由何處來耶？」

        「大德！具壽舍利弗對給孤獨居士作如是教誡。」

        「阿難！舍利弗為賢者、大慧者，所以以四預流支予分別十相。」

    註1 雜阿含三七、一0(大正藏二、二六九c)。

S.55.27.破戒 (二)

《雜阿含1031經》
    一  舍衛城因緣。

    二  其時，給孤獨居士因疾病而重患困苦。

▼.VI.256.
    三~四  時，給孤獨居士告一男子曰：

        「男子！往具壽阿難住處，至已，以我語向具壽阿難之足行頭面禮曰：「大德！

    給孤獨居士因疾病而重患困苦，彼向具壽阿難之足行頭面禮。」又曰：「大德！願

    具壽阿難能來給孤獨居士住處，以哀愍故。」」

        「唯唯！大德！」

        彼男子應諾給孤獨居士，往具壽阿難住處，至已，禮敬具壽阿難，坐於一面。

        坐於一面之彼男子白具壽阿難曰：

        「大德！給孤獨居士因疾病而重患困苦，彼向具壽阿難之足行頭面禮。又曰：「大

    德！願具壽阿難能來給孤獨居士住處，以哀愍故。」」

        具壽阿難默然許諾。

    五  時，具壽阿難晨朝時分著下衣、持衣缽，往給孤獨居士住處。至已，就所設座。

    坐已，具壽阿難言給孤獨居士曰：

        「居士！能忍否？可耐否？苦受退而不進，知減退而不知增進否？」

V,386.     「大德！難忍、難耐，痛苦有進無退、知增進而不知減退。」

    六  「居士！於成就四法之無聞異生，有驚懼、怖畏之後世，故畏命終。以何為四法

    耶？

    七  居士！於此有無聞之異生，於佛成就不信，又自思於佛具此不信故，有驚懼、

    怖畏之後世，故畏命終。

        居士！又無聞之異生，於法成就不信，又自思於法具此不信故，有驚懼、怖畏

    之後世，故畏命終。

        居士！又無聞之異生，於僧成就不信，又自思於僧具此不信故，有驚懼、怖畏

    之後世，故畏命終。

        居士！又無聞之異生，成就破戒，又自思具此破戒故，有驚懼、怖畏之後世，

    故畏命終。

        居士！對此四法成就之無聞異生，有驚懼、怖畏之後世，故畏命終。

    八  居士！於成就四法之有聞聖弟子，無驚懼、怖畏之後世，故不畏命終。以何為

    四法耶？

        居士！於此有聞之聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

▼.VI.258.
    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」又自思於佛具此

    證淨故，無驚懼、怖畏之後世，故不畏命終。

        居士！又有聞之聖弟子，於法……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、

V,387. 不穢，離脫，智者所讚，成就不執取之戒。又自思具聖者所樂之戒故，無驚懼、怖

    畏之後世，故不畏命終。

        居士！對此四法成就之聖弟子，無驚懼、怖畏之後世故，不畏命終。」

    九  「大德阿難！我不畏懼。云何而畏耶？大德！我於佛成就證淨，而曰：「彼世尊

    為應供、正等覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

    於法……於僧……大德！在家和敬之戒，世尊之所說，我自觀未少有所缺。」

    一0  「居士！幸哉！居士！福哉！居士！汝當記別為預流果。」

    註1 雜阿含三七、九(大正藏二、二六九b)。

S.55.28.怨讎

《雜阿含846經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，給孤獨居士來至世尊住處。至已，禮敬世尊，坐於一面。時，世尊言坐於

    一面之給孤獨居士曰：

    三  「居士！聖弟子當止息五種怖畏、怨讎，成就四種預流，以慧善觀聖理，善通達

    時，若心欲者，則自得記別，而曰：「於我地獄滅盡、畜生滅盡、餓鬼趣滅盡、惡

    生、惡趣、墮處滅盡，而得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

        以何為五種怖畏、怨讎之止息耶？

    四  居士！殺生者，緣殺生而於現法生怖畏、怨讎，於來世生怖畏、怨讎，心中受

V,388. 苦憂。離殺生者，則如是之怖畏、怨讎止息。

        居士！不與取者，緣不與取而於現法生怖畏、怨讎，於來世生怖畏、怨讎，心

    中受苦憂。離不與取者，則如是之怖畏、怨讎止息。

        居士！邪淫者，緣邪淫而於現法生怖畏、怨讎，於來世生怖畏、怨讎，心中受

    苦憂。離邪淫者，則如是之怖畏、怨讎止息。

        居士！妄語者，緣妄語而於現法生怖畏、怨讎，於來世生怖畏、怨讎，心中受

▼.VI.260.
    苦憂。離妄語者，則如是之怖畏、怨讎止息。

        居士！飲酒者，緣飲酒而於現世生怖畏、怨讎，於來世生怖畏、怨讎，心中受

    苦憂。離飲酒者，則如是之怖畏、怨讎止息。

        此為五種怖畏，怨讎之止息。

    五  以何為成就四種預流支耶？

        居士！於此有望弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……

    於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。

        此為成就四種預流支。

    六  以何為慧善觀聖理，善通達之耶？

        居士！於此有聖弟子，對緣善作意，而曰：「彼有故此有，彼生故此生，彼無

    故此無，彼滅故此滅。」謂：緣無明生行，緣行生識，緣識生名色，緣名色生六處，

    緣六處生觸，緣觸生受，緣受生渴愛，緣可愛生取，緣取生有，緣有生生，緣生生

    老死愁悲苦憂惱。如是，此為一切苦蘊之集起。又：無明無餘離滅故行滅，行滅故

    識滅，識滅故名色滅，名色滅故六處滅，六處滅故觸滅，觸滅故受滅，受滅故渴愛

    滅，渴愛滅故取滅，取滅故有滅，有滅故生滅，生滅故老死愁悲苦憂惱滅。如是，

    此為一切苦蘊之滅。」

V,389.   此為以慧善觀聖理，善通達。

    七  居士！聖弟子於此五種怖畏、怨讎當止息，成就此四種預流支，以慧善觀聖理，

    善通達時，若心欲者，則自得記別，而曰：「於我地獄滅盡、畜生滅盡、餓鬼趣滅

    盡、惡生惡趣、墮處滅盡，而得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」」

    註1 雜阿含三0、一七(大正藏二、二一六a)。增支部經典十集第九二經略為一致

S.55.29.怖畏

《雜阿含845經》
    一  舍衛城因緣。

    二  時，有眾多之比丘來至世尊住處。至已，禮敬世尊，坐於一面。時，世尊言坐

▼.VI.262.
    於一面之彼諸比丘曰：

    三~六  「諸比丘！於聖弟子…乃至…(準前經)

    七  諸比丘！聖弟子於五種怖畏、怨讎當止息，成就此四種預流支，以慧善觀聖理，

    善通達時，若心欲者，則自得記別，而曰：「於我地獄滅盡、畜生滅盡、餓鬼趣滅

    盡、惡生惡趣、墮處滅盡，而得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」」

    註1 參照前經。雜阿含三0、一六(大正藏二、二一五c)。

S.55.30.離車

《雜阿含833經》
    一  一時，世尊住毘舍離城大林重閣講堂。

    二  時，離車大臣難陀來至世尊住處，至已，禮敬世尊，坐於一面，時，世尊言坐

    於一面之離車大臣難陀曰：．

V,390.  「難陀！成就四法之聖弟子，為得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四法

    耶？

    三  難陀！於此有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、

    善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……於聖

    者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之

    戒。

        難陀！成就此四法之聖弟子，為得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。

    四  難陀！又，成就此四法之聖弟子，與天、人之壽相應，與天、人之色相應，與

    天、人之樂相應，與天、人之稱相應，與天、人之增上力相應。

    五  難陀！此非我聞於他之沙門、婆羅門所說之，乃我自知、自見、自悟而說。」

    六  如是說時，有一男子對離車大臣難陀曰：--

        「大德！是沐浴之時矣。」

        [難陀答曰：]「無須於外面之沐浴，以內自之沐浴為已足。此乃謂於世尊之信

    心。」

    註1 雜阿含三0、四(大正藏二、二一三c)

▼.VI.264.
            第三 百手品[終]

，此中攝頌曰：

，二之摩訶男

，沙陀二百手

，二破戒怨讎

，怖畏與離車

，以十說此品。

391.

第四 福德潤澤品

S.55.31.潤澤 (一)

《雜阿含838經》，cf. 《雜阿含1131經》
    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！有四種福德潤澤、善潤澤、安樂食。以何為四耶？

    三  諸比丘！於此處聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

        此為第一之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

    四  諸比丘！又，聖弟子於法成就證淨，而曰：「世尊之法為善說、現見、不時、

    來見、引導、智者應自知。」

        此為第二之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

    五  諸比丘！又，聖弟子於僧成就證淨，而曰：「世尊之聲聞眾為妙行者、世尊之

    聲聞眾為直行者、世尊之聲聞眾為應理行者、世尊之聲聞眾為和敬行者，謂四雙八

    輩。世尊之聲聞眾為應請、極應請、應供養、應合掌、世間無上福田。」

        此為第三之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

    六  諸比丘！又，聖弟子於聖者之所樂不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，

    不執取，成就能發三摩地之戒。

    七  諸比丘！此為第四之福德潤澤、善潤澤、安樂食。」

▼.VI.266.
    註1 雜阿含三0、九(大正藏二、二一四c)，四一、一一(大正藏二、二九九a)。

S.55.32.潤澤(二)

《雜阿含840經》，cf. 《雜阿含1132-1133經》
 ※ 二  「諸比丘！有四之福澤潤澤、善潤澤、安樂食。以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

V,392. 行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

        此為第一之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

    四~五  諸比丘！又，聖弟子於法……於僧……

    六  諸比丘！又，聖弟子以離慳吝之垢穢心住於家，常施、親手施、喜棄捨、應乞、

    喜於分與布施。

        此為第四之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

    七  諸比丘！此為四種福德潤澤、善潤澤、安樂食。」

    註1 雜阿含三0、一一(大正藏二、二一五a)、四一、一二、一三(大正藏二、二九九a)。

S.55.33.潤澤 (三)

《雜阿含1134經》
 ※ 二  「諸比丘！有四種福澤潤澤、善潤澤、安樂食。以何為四耶？

    三~五  諸比丘！此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

        此為第一之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

        諸比丘！又，聖弟子於法……於僧……

    六  具慧以聖泱擇而順正苦盡，成就生滅慧。

        此為第四之福德潤澤、善潤澤、安樂食。

    七  諸比丘！此為四種福德潤澤、善潤澤、安樂食。」

    註1 雜阿含三0、一一(大正藏二、二一五a)、四一、一四、一五(大正藏二、二九九b)。

S.55.34.天道 (一)

《雜阿含847經》
▼.VI.268.
    一  舍衛城因緣。

    二  「諸比丘！諸天之天道有四，能令未清淨之眾生得清淨，未潔白之眾生得潔白。

    以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」

        此為諸天之第一天道，能令未清淨之眾生得清淨，未潔白之眾生得潔白。

V,393. 四~六  諸比丘！又，聖弟子於法……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、

    不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。

        此為諸天之第四天道，能令未清淨之眾生得清淨，未潔白之眾生得潔白。

    七  諸比丘！諸天之天道有此四種，能令未清淨之眾生得清淨，未潔白之眾生得潔

    白。」

    註1 雜阿含三0、一八(大正藏二、二一六a)。

S.55.35.天道 (二)

《雜阿含847、850經》
 ※ 二  「諸比丘！諸天之天道有四，能令未清淨之眾生得清淨，未潔白之眾生得潔白。

    以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」彼思擇：「以何

    為諸天之天道耶？」知：「我聞說，諸天以無恚為最上。我亦於或無怖或能安者，

    不起瞋恚，必成就天道之法而住。」

        此為諸天之第一天道，能令未清淨之眾生得清淨，未潔白之眾生得潔白。

    四~五   諸比丘！又，聖弟子於法……於僧……

    六  於聖者之所樂不破、[不穿、不雜、不穢、離脫、智者所讚、不可執取，]成就

    能發三摩地之戒。彼思擇：「如何為諸天之道耶？」知：「我聞諸天以無恚為為最上。

    我於或怖或安者，不起瞋恚，必成就天道之法而住。」

V,394.     此諸天之天道有四，未清淨之眾生而令清淨；未潔白之眾生而令潔白。

    七  諸比丘！於諸天之道有此白，未清淨之眾生而令清淨；未潔白之眾生而令潔

▼.VI.270.

    白。」

    註1 雜阿含三0、一九、二一(大正藏二、二一六b)。

S.55.36.朋輩

《雜阿含1124經》
 ※ 二  諸比丘！若成就四法者，諸天歡喜，而稱說為朋輩。何者為四耶？

    三  諸比丘！此處有聖弟子，於佛成就證淨，曰：「彼世尊是應供、正等覺者、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」彼諸天於佛成就證淨，

    此處歿後，往生彼處者，如是思惟：「我等於佛成就證淨，於彼處歿，而生來此處，

    聖弟子亦如是，於佛成就證淨，當來
諸天之處。」

    四~五  諸比丘！又於法……於僧……

    六  成就聖者所樂不破、[不穿、不雜、不穢、離脫、智者所讚、不可執取、]能發

    三摩地之戒。諸天成就聖者所樂戒，於此處歿，往生彼處者，如是思惟：「我等成就

    聖者所樂之戒，於彼此處歿，來生此處，聖弟子亦如是，成就聖者所樂之戒，當來

    諸天之處。」

    七  諸比丘！成就此四法者，諸天歡喜，稱說為朋輩。

    註1 《雜阿含經》四一、四(大正藏二、二九八b)。

      2 「來」原本及暹羅本俱作ehi ti(ehiti)，改為ehiti(eti)之未來形。原本其語之前之hoti

        是衍字。

V,395.

S.55.37.摩訶男

《雜阿含927經》、《別譯雜阿含152經》
    一  一時，世尊住釋氏國迦毘羅衛城尼拘律園。

    二  時，釋氏摩訶男來至世尊住處，至已，敬禮世尊，坐於一面。坐於一面之釋氏

    摩訶男，白世尊曰：

    三  「大德！云何為優婆塞耶？」

        「摩訶男！歸依佛、歸依法、歸依僧故，摩訶男！依此為優婆塞。」

    四  「大德！云何為優婆塞戒具足耶？」

▼.VI.272.
        「摩訶男！優婆塞離殺生、離不與取、離邪淫、離虛誑語、離飲酒故，摩訶男！

    依此為優婆塞戒具足。」

    五  「大德！云何為優婆塞信具足耶？」

        「摩訶男！於此有信之優婆塞，信如來之菩提，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」摩訶男！依此

    為優婆塞信具足。」

    六  「大德！云何為優婆塞棄捨具足耶？」

        「摩訶男！於此有優婆塞，以離慳吝垢穢之心住於家，常施、親手施、喜棄捨、

    應乞、喜分與布施。摩訶男！依此為優婆塞棄捨具足。」

    七  「大德！云何為優婆塞慧具足耶？」

        「摩訶男！於此有優婆塞，具慧以聖決擇而順正苦盡，成就生滅慧。摩訶男！依

    此為優婆塞慧具足。」

    註1 雜阿含三三、九(大正藏二、二三六b)。別雜阿含八、二一(大正藏二、四三一b)

V,396.

S.55.38.雨

A.3.93、A.4.147、A.10.61
 ※ 二  「諸比丘！譬如山上降大雨時，水流往低處，展轉山巖溪澗而滿。山巖溪澗滿則

    小池滿，小池滿則大池滿，大池滿則小河滿，小河滿則大河滿，大河滿則大海滿。

    三  諸比丘！如是聖弟子，於佛證淨、於法證淨、於僧證淨，成就聖者所樂之戒、

    法，為流至彼岸，資於諸漏之盡。」

    註1 此譬如出增支部經典(原典一、二四三頁、二、一四0頁、五、一一四頁)。

S.55.39.沙陀

《雜阿含1036經》
    一  一時，世尊住釋氏國迦毘羅衛城尼拘律園。

    二  時，世尊於晨朝時分，著下衣、持衣缽，去往釋女沙陀住宅，至已，就所設座。

    三  時，釋女沙陀來至世尊住處，至已，禮敬世尊，坐於一面。時世尊對坐於一面

    之釋女沙陀曰：

▼.VI.274.
        「沙陀！成就四法之聖女弟子，得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四法

    耶？

    四  沙陀！於此有聖女弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧…

V,397. …以離慳吝垢穢之心住於家，常施、親手施、喜棄捨、應乞、喜於分布布施。

        沙陀！成就此四法之聖女弟子，得預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    五  「大德！世尊所說之此四預流支之法，於我為有，我亦與此法俱。大德！我於佛

    成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調

    御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……於家若有少分之應施物者，則皆

    於具戒善法者無差別。」

    六  「沙陀！幸哉！沙陀！福哉！沙陀！汝當記別為預流果。」

    註1 雜阿含三七、一四(大正藏二、二七0七b)。

S.55.40.難提

《雜阿含855經》
    一  一時，世尊住釋氏國迦毘羅衛城尼拘律園。

    二  時，釋氏難提來至世尊住處。至已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之釋氏難

    提，白世尊曰：

    三  「大德！若於聖弟子，徧一切處皆無具四預流支者，則聖弟子名為住於放逸。」

        「難提！若徧一切處皆無具四預流支者，我則將此另名為異生之數。

    四  難提！對聖弟子之住於放逸與不住放逸，我將說，且諦聽，善自作意。」

V,398.     「唯唯！大德！」

        釋氏難提應諾世尊，世尊說曰：

    五  「難提！云何聖弟子，住於放逸耶？

        難提！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」彼如是於佛滿足證

    淨，對更精進而不為，於晝不遠離，於夜不宴默。彼如是住於放逸，則無勝喜，無

    勝喜則無歡喜，無歡喜則無輕安，無輕安則住於苦，有苦則不得心定，不得心定則

▼.VI.276.
    諸法不顯現，諸法不顯現則入住放逸數。

        難提！又，聖弟子於法……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，

    離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。彼如是以聖者之所樂戒為滿足，

    對更精進而不為，於晝不遠離，於夜不宴默。彼如是住於放逸，則不得勝喜，無勝

    喜則無歡喜，無歡喜則無輕安，無輕安則住於苦，有苦則不得心定，不得心定則諸

    法不顯現，諸法不顯現則入住放逸之數。難陀！如是之聖弟子，住於放逸。

    六  難提！云何之聖弟子，住於不放逸耶？

        難提！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行

    足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」彼如是於佛滿足證

    淨，更精進而於晝遠離，於夜宴默。彼如是住於不放逸，則生勝喜，有勝喜則生歡

    喜，意歡喜則身輕安，身輕安則受樂，有樂則心得定，得心定則諸法顯現，諸法顯

    現則入住於不放逸之數。

V,399.     難提！又，聖弟子於法……於僧……對聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，

    離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。彼如是對聖者之所樂戒不滿足，

    更精進於晝遠離，於夜宴默。彼如是住於不放逸則生勝喜，有勝喜則生歡喜，意歡

    喜則身輕安，身經安則樂受，有樂則得心定，得心定則諸法顯現，諸法顯現則入住

    於不放逸之數。

        難提！如是之聖弟子，住於不放逸。」

    註1 雜阿含三0、二六(大正藏二、二一七c)。

  第四 福德潤澤品[終]

，攝頌曰：

，三種之潤澤

，二種之天道

，朋輩摩訶男

，雨沙陀難提

▼.VI.278.
第五 有偈福德潤澤品

S.55.41.潤澤 (一)

《雜阿含841經》
 ※ 二  「諸比丘！福德潤澤、善潤澤、安樂食有四種，以何為四耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」此為福德潤澤、

    安樂食之第一。

        諸比丘！又，聖弟子於法……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，

    離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。此為福德潤澤、善潤澤、安樂食

    之第四。

V,400.   諸比丘！福德潤澤、善潤澤、安樂食有此四種。

    四  諸比丘！稱量成就此四種福德潤澤、善潤澤之聖弟子之福德，彼成就如是量之

    福德潤澤、善潤澤、安樂食，其稱量是為不易。謂入無數無量大福德聚之數。

    五  諸比丘！譬如稱量大海水，以幾瓶、幾百瓶、幾千瓶、幾百千瓶之稱量，是為

    不易。謂入無數無量大水聚之數。諸比丘！如是稱量成就此四種福德潤澤、善潤澤

    之聖弟子之福德，彼成就如是量之福德潤澤、善潤澤、安樂食，其稱量實不易。謂

    入無數無量大福德聚之數。」

    六  世尊如是說示。善逝如是說已，師更說曰：
：

，大海洋為無量

，藏寶有大怖畏

，人皆用諸河川

，廣注入於大海

，飲食衣床座具

，施智者亦似此

，入此福德之流

，如川流之入海。

    註1 雜阿含三0、一二(大正藏二、二一五a)。

▼.VI.280.

      2 次偈出增支部四集第五一經。

V,401.

S.55.42.潤澤 (二)

《雜阿含841經》
 ※ 二  「諸比丘！福德潤澤、善潤澤、安樂食有四種。何為四種耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」此為福德潤澤、

    善潤澤、安樂食之第一。

        諸比丘！又，聖弟子於法……於僧……以離慳吝、垢穢之心住於家，常施、親

    手施、喜棄捨、應乞、以布施之分布為喜。此為福德潤澤、善潤澤、安樂食之第四。

        諸比丘！福德潤澤、善潤澤、安樂食有此四種。

    四  諸比丘！稱量成就此四種福德潤澤、善潤澤聖弟子之福德，彼成就如是之福德

    潤澤、善潤澤、安樂食，其稱量是為不足。謂入於無數無量大福德聚。

    五  諸比丘！譬如彼諸大河俱，其流之合流，謂：恆河、耶符那河、伊羅跋提河、

    薩羅遊河，摩醯河。於彼水之稱量，雖以幾瓶、幾百瓶、幾千瓶、幾百千瓶，其稱

    量實為不易。是謂入於無數無量大水聚之數。諸比丘！如是稱量成就此四種福德潤

    澤、善潤澤之聖弟子之福德，彼成就如是量之福德潤澤、善潤澤、安樂食，其稱量

    實為不易。謂入於無數無量大福德聚之數。」

    六  世尊如是說示。善逝如是說已，師更說曰：

，大海洋為無量

，藏寶有大怖畏

，人皆用諸河川

，廣注入於大海。

，飲食衣床座具

，施智者亦似此

，入此福德之流，

，如川流注入海

    註1 參照前經。

▼.VI.282.
S.55.43.潤澤(三)

 ※ 二  「諸比丘！福德潤澤、善潤澤、安樂食有四種。何為之四耶？

V,402. 三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛……於法……於僧……具慧以聖決擇，而順正苦

    盡，成就生滅慧。此為福德潤澤、善潤澤、安樂食之第四。

        諸比丘！福德潤澤、善潤澤、安樂食有此四種。

    四  諸比丘！稱量成就此四種福德潤澤、善潤澤聖弟子之福德，彼成就如是福德潤

    澤，善潤澤、安樂食，其稱量實為不易。謂入於無數無量大福德聚之數。」

    五  世尊如是說示。善逝如是說已，師更說曰：

，欲得福者須立善

，為得不死應修道

，若證法核則盡樂

，死王來時不顫懼1。

    註1 此偈第四行尋原註皆不獲，漢譯北傳亦未詳，故暫以原本譯之。

S.55.44.大寶 (一)

《雜阿含834經》
 ※ 二  「諸比丘！成就四法之聖弟子，得富饒而有大寶、大財之大名稱。以何為四法耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……

    於聖者之所樂不破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。

    四  諸比丘！成就此四法之聖弟子，得富饒而有大寶、大財之大名稱。」

    註1 《雜阿含經》三0、六(大正藏二、二一四a)。

S.55.45.大寶 (二)

《雜阿含834經》
▼.VI.284.

    註 原本及遲羅本俱與前經完全一致，故不別出。

V,403.      S.55. 46. 第六 比丘1

 ※ 二  「諸比丘！聖弟子成就四法者，則成預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四

    法耶？

    三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨……於法……於僧……於聖者之所樂不

    破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。

    四  諸比丘！聖弟子成就此四法者，則成預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    註1 雜阿含四一、六(大正藏二、二九八c)。

S.55.47.難提

《雜阿含856經》
    一  迦毘羅衛城因緣。

    二  時，世尊言坐於一面之釋氏難提曰：

        「難提！聖弟子成就四法者，則成預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四法

    耶？

    三  難提！於此有聖弟子，於佛成就證淨……於法……於僧……於聖者之所樂不

    破、不穿、不難、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。

    四  難提！聖弟子成就此四法者，則成預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    註1 雜阿含三0、二七(大正藏二、二一八a)。

S.55.48.跋提

《雜阿含1123經》
    一  迦毘羅衛城因緣……(述說來詣之次第)

    二  時，世尊對坐於一面之釋氏跋提曰：

        「跋提！聖弟子成就四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四法

    耶？

    三  跋提！於此有聖弟子，於佛成就證淨……於法……於僧……於聖者之所樂不

▼.VI.286.
    破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。

    四  難提！聖弟子成就此四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    註1 雜阿含四一、三(大正藏二、二九八b)。

V,404.

S.55.49.摩訶男

《雜阿含928經》，《別譯雜阿含153經》
    一  迦毘羅衛城因緣……

    二  時，世尊言坐於一面之釋子摩訶男曰：

        「摩訶男！聖弟子成就四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四

    法耶？

    三  摩訶男！此處有聖弟子，於佛成就證淨……於法……於僧……於聖者之所樂不

    破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。

    四  摩訶男！聖弟子成就此四法者，則為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    註1 雜阿含三三、一0(大正藏二、二三六c)。別雜八、二二(大正藏二、四三一b)。

S.55.50.支
《雜阿含1125經》
 ※ 二  「諸比丘！有四種預流支。以何為四預流支耶？

    三  諸比丘！親近善士，聽聞正法，如理作意，法隨法行是。

    四  諸比丘！此為四種預流支。」

    註1 雜阿含四一、五(大正藏二、二九八c)。

第五 有偈福德潤澤品[終]

，此中攝頌曰：

，三種之潤澤

，二種之大寶

，比丘與難提

▼.VI.288.
，跋提摩訶男

，以及支之十

第六 有慧品

S.55.51.有偈

 ※ 二  「諸比丘！成就四法之聖弟子，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。以何為四法

    耶？

V,405. 三  諸比丘！於此有聖弟子，於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明

    行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……

    於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩

    地之戒。

        諸比丘！成就此四法之聖弟子，為預流，墮法滅、決定、趣向等覺。」

    四  世尊如是說。善逝如是說已，師更說曰：--

，於如來之信心

，不動而善安立

，聖者之樂稱讚

，於戒善自受持

，於僧伽具信樂

，所見之直心人

，其活命名之為

，不空以及不貧

，故賢者唯以佛

，之教而誠持念

，精勤信心持戒

，勉勵淨信法見

S.55.52.雨安居

    一  一時，世尊住舍衛城祇樹林給孤獨園。

▼.VI.290.
    二  其時，有一比丘於舍衛城，住雨安居已，因事至迦毘羅衛城。

    三  迦毘羅衛城之諸釋氏得聞：「有一比丘於舍衛城，住雨安居已，因事至迦毘羅

    衛城。」

    四  時，迦毘羅衛城之諸釋氏，來至彼比丘處。至已，禮敬彼比丘，坐於一面。坐

    於一面之迦毘羅衛城之諸釋氏，對彼比丘言曰：

    五  「大德！世尊無病強健否？」

        「友等！世尊無病強健。」

V,406.     「大德！舍利弗、目犍連無病強健否？」

        「友等！舍利弗、目犍連無病強健。」

        「大德！比丘眾無病強健否？」

        「友等！比丘眾無病強健。」

    六  「大德！於此雨安居中，有於世尊之所親聞、親受否？」

        「友等！我由世尊所親聞、親受為：「諸比丘！依諸漏盡，而無漏心解脫、慧解

    脫，於現法自證知、現證，具足而住之比丘少；依五下分結盡，而成為化生者，當

    於彼處般涅槃，由彼世得不還法之比丘多。」

    七  友等！又，我由世尊所親聞、親受為：「諸比丘！依五下分結盡，而成為化生

    者，於彼處般涅槃，由彼世得不還法之比丘為少：三結盡，貪瞋癡弱，成為一來，

    唯只一來此世，作苦邊際之比丘為多。」

    八  友等！又，我由世尊之所親聞、親受為：「諸比丘！三結盡，貪瞋癡弱，成為

    一來，唯只一來此世，作苦之邊際之比丘為少；依三結盡成為預流，墮法滅、決定、

    趣向等覺之比丘為多。」」

S.55.53.第三 達摩提那

《雜阿含1033經》
    一  一時，世尊住波羅捺國仙人墮處鹿野園。

407 二  時，優婆塞達摩提那與五百優婆塞來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    坐於一面之優婆塞白世尊曰：

    三  「大德！世尊請教授我等，大德！世尊請教授我等，以使長夜得利益安樂。」

        「達摩提那！然則汝等應如是學：「如來所說之經為甚深、義甚深、出世間、空

    性相應，時時將此具足而住。」達摩提那！汝等應如是學。」

▼.VI.292.
    四  「大德！住於有兒童憒亂之臥處，用迦尸衣、栴檀，持鬘香、塗香，享受金銀之

    我等，對如來所說之甚深、義甚深、出世間、空性相應之經，能時時具足而住為不

    易。大德世尊為依住五戒之我等，請說示上法。」

    五  「達摩提那！然則汝等應如是學：「我等於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、

    正等覺、明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法

    ……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，

    成就能發三摩地之戒。」達摩提那！汝等應如是學。」

        「大德！世尊所說四預流支之法，我等有之，我等當與此法俱存。

    六  大德！我等於佛成就證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、明行足、善逝、

408 世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」於法……於僧……於聖者之所

    樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，不執取，成就能發三摩地之戒。」

    七  「達摩提那！汝等幸哉！達摩提那！汝等福哉！達摩提那！汝等當記別為預流

    果。」

    註1 雜阿含三七、一一(大正藏二、二七0a)。

S.55.54.疾病

《雜阿含1122經》
    一  一時，世尊住釋氏國迦毘羅衛城尼拘律園。

    二  其時，眾多之比丘，為世尊做衣，為三月後，世尊整衣外出遊行。」

    三  釋氏摩訶男聞得眾多之比丘，為世尊做衣，為三月後，世尊整衣將出遊行。」

    時，釋氏摩訶男來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。坐於一面之釋氏摩訶

    男白世尊曰：

    四  「大德！聞眾多比丘，為世尊做衣，為三月後，世尊整衣將出遊行。」大德！

    曾於世尊處有親聞親受「有慧之優婆塞，因疾病而重患困苦，應對有慧之優婆塞教

    誡。」」

    五  「摩訶男！有慧之優婆塞，因疾病而重患困苦，對有慧之優婆塞，應以四蘇息法

    令得活命，而曰：「具壽，當得活！於佛有證淨，而曰：「彼世尊為應供、正等覺、

    明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、佛、世尊。」具壽，當得活！

▼.VI.294.
    具壽！於法……於僧……於聖者之所樂不破、不穿、不雜、不穢，離脫，智者所讚，

    不執取，成就能發三摩地之戒。」

V,409. 六  摩訶男！有慧之優婆塞，因疾病而重患困苦，對有慧之優婆塞，以此四蘇息法

    令得活已，應如是言：

    七  「具壽顧戀父母耶？」若彼如是言：「我顧戀父母。」於彼當如是答言：「具

    壽，有死法；若具壽顧戀父母亦唯死，若具壽不顧戀父母亦唯死，具壽願斷父母之

    顧戀。」

    八  若彼如是言：「我斷父母之顧戀。」於彼當如是答言：「具壽顧戀妻子耶？」

    彼若如是言：「我顧戀妻子」，於彼當如是答言：「具壽，有死法；具壽若顧戀妻子

    亦唯死，具壽若不顧戀妻子亦唯死。具壽願斷妻子之顧戀。」

    九  彼若如是言：「我斷妻子之顧戀」。於彼當如是答言：「具壽，對人之五妙欲顧

    戀耶？」彼若如是答言：「我顧戀人之五妙欲」，於彼應如是答言：「友！天之欲比

    人之欲為更勝、更妙，具壽唯願心由人欲遠離，心當於勝解四大天王天。」

    一0  彼若如是言：「我心由人欲遠離，心勝解於四大天王天」，於彼當如是答言：

V,410.  「友！忉利天比四大天王天為更勝、更妙，具壽唯願心由四大天王天遠離，心當勝

    解於忉利天。」

    一一~一六  彼若如是言：「我心由四大天王天遠離，心勝解於忉利天」。於彼應如

    是答言：「友！比忉利天，耶摩天……兜率天……化樂天……他化自在天……

    一七  ……友！梵世比他化自在天為更勝、更妙，具壽唯願心由他化自在天遠離，

    心當勝解於梵世。」

    一八  彼若如是言：「我心由他化自在天遠離，心勝解於梵世」，於彼當如是答言：

    「友！梵世亦無常、無恆，為有身所攝，具壽唯願心由梵世遠離，攝心於有身之滅

    盡。」

    一九  若彼如是言：「我心由梵世遠離，攝心於有身之滅盡。」摩訶男！如是心解

    脫之優婆塞，與百歲心解脫之比丘無有少異，我謂：依解脫而解脫。」

    註1 雜阿含四一、二(大正藏二、二九七c)。

▼.VI.296.
S.55.55.果 (一)

《雜阿含1125、1128-1129經》
 ※ 二  「諸比丘！對此四法修習、多修者，則資於預流果現證。以何為四法耶？

V,411. 三  乃：親近善士、聽聞正法、如理作意、法隨法行是。

    四  諸比丘！對此四法修習、多修者，則資於預流果現證。」

S.55.56.果(二)

《雜阿含1128經》
 ※ 二  諸比丘！對此四法修習、多修者，則資於一來果現證……

S.55.57.果(三)

《雜阿含1128經》
 ※ 二  ……資於不還果現證……

S.55.58.果(四)

《雜阿含1128經》
 ※ 二  ……資於阿羅漢果現證……

S.55.59.獲得

 ※ 二  ……資於智慧獲得……

S.55.60.增長

 ※ 二  ……資於智慧增長……

S.55.61.廣大

 ※ 二  ……資於智慧廣大……

            第六 有慧品[終]

，攝頌：

，有偈與雨安居

，達摩提那疾病

，四果以至獲得

，增長以及廣大

V,412.

第七 大慧品

S.55.62.大

 ※ 四  ……資於大慧……

S.55.63.廣

▼.VI.298.
※ 四  ……資於廣慧……

S.55.64.廣大

 ※ 四  ……資於廣大慧……

S.55.65.深

 ※ 四  ……資於深慧……

S.55.66.無等

 ※ 四  ……資於無等慧……

S.55.67.宏慧

 ※ 四  ……資於宏慧……

S.55.68.多多

 ※ 四  ……資於慧之多多……

S.55.69.迅

 ※ 四  ……資於迅慧……

S.55.70.輕

 ※ 四  ……資於輕慧……

S.55.71.捷

 ※ 四  ……資於捷慧……

V,413.

S.55.72.速

 ※ 四  ……資於速慧……

S.55.73.利

 ※ 四  ……資於利慧……

S.55.74.決擇

 ※ 二  ……資於決擇慧。以何為四耶？

    三  乃親近善士，聽聞正法，如理作意，法隨法行是。

    四  諸比丘！對此四法修習、多修者，則資於決擇慧。

，攝頌：

，大廣與廣大

，深無等與宏

▼.VI.300.
，多多迅輕捷

，速利與決擇

     預流相應中、第七大慧品[終]

 第十一 預流相應[終]
V,414.

S.56.第十二 諦相應

第一 定品

S.56.1.定

《雜阿含429經》
    一  舍衛城。

    二  「諸比丘！定當修習！諸比丘！得定之比丘，了知如實。以何為了知如實耶？

    三  此為苦，了知如實；此為苦集，了知如實；此為苦滅，了知如實；此為順苦滅

    道，了知如實。

    四  諸比丘！於定當修習！諸比丘！得定之比丘，了知如實。是故，諸比丘應以此

    為苦，勉勵！以此為苦集，勉勵！以此為苦滅，勉勵！以此為順苦滅之道，勉勵！

    註1 雜阿含一六、二三(大正藏二、一一二a)

▲Top回目錄
▼.VI.302.
S.56.2.宴默

《雜阿含428經》
 ※ 二  「諸比丘！應精勤於宴默！諸比丘！宴默之比丘，了知如實。以何為了知如實

    耶？

    三  此是苦，了知如實；此是苦集，了知如實；此是苦滅，了知如實；此是順苦滅

    之道，了知如實。

V,415. 四  諸比丘！應精勤於宴默！諸比丘！宴默之比丘，了知如實。是故，諸比丘！以

    此是苦，應勉勵！以此是苦集，應勉勵！以此是苦滅，應勉勵！以此是順苦滅之道，

    應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、二二(大正藏二、一一二a)

S.56.3.善男子 (一)

《雜阿含393經》
 ※ 二  「諸比丘！於過去世，善男子離家出家，皆為對此四聖諦現觀如實。

    三  諸比丘！於未來世，善男子離家出家，皆為對此四聖諦現觀如實。

    四  諸比丘！於現在世，善男子離家出家，皆為對此四聖諦現觀如實。以何為四聖

    諦耶？

    五  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    六  諸比丘！於過去世，善男子離家出家……於未來世，善男子離家出家……於現

    在世，善男子離家出家，皆為對此四聖諦之現觀。是故，諸比丘！此是苦，應勉勵！

    此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、二九(大正藏二、一0六a)。

S.56.4.善男子 (二)

《雜阿含393經》
 ※ 二  「諸比丘！於過去世，善男子離家出家，如實現觀者，皆為對此四聖諦現觀如實。

V,416. 三  諸比丘！於未來世，善男子離家出家，如實現觀者，皆為對此四聖諦現觀如實。

    四  諸比丘！於現在世，善男子離家出家，如實現觀者，皆為對此四聖諦現觀如實。

    以何為四聖諦耶？

▼.VI.304.
    五  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    六  諸比丘！於過去世，善男子離家出家，如實現觀者……於未來世，善男子離家

    出家，如實現觀者……於現在世，善男子離家出家，如實現觀者，皆為對此四聖諦

    現觀如實。是故，諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉

    勵！此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 參照前經。

S.56.5.沙門婆羅門 (一)

《雜阿含393經》
 ※ 二  「諸比丘！於過去世，沙門、婆羅門如實現等覺者，皆對此四聖諦如實現等覺。

    三  諸比丘！於未來世，沙門、婆羅門如實現等覺者，皆對此四聖諦如實現等覺。

    四  諸比丘！於現在世，沙門、婆羅門如實現等覺者，皆對此四聖諦如實現等覺。

    以何為四聖諦耶？

        乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    五  諸比丘！於過去世，沙門、婆羅門如實現等覺者……於未來世，沙門、婆羅門

V,417. 如實現等覺者……於現在世，沙門、婆羅門如實現等覺者，皆對此四聖諦如實現等

    覺。是故，諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此

    是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、二六(大正藏二、一0五b)。

S.56.6.沙門婆羅門 (二)

《雜阿含390-391經》
 ※ 二  「諸比丘！於過去世，沙門、婆羅門如實現等覺之所宣說，皆對此四聖諦如實現

    等覺所宣說。

    三  諸比丘！於未來世，沙門、婆羅門如實現等覺之所宣說，皆對此四聖諦如實現

    等覺所宣說。

    四  諸比丘！於現在世，沙門、婆羅門如實現等覺之所宣說，皆對此四聖諦如實現

    等覺所宣說。以何為四聖諦耶？

▼.VI.306.
        乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    五  諸比丘！於過去世，沙門、婆羅門如實現等覺之所宣說……於未來世，沙門、

    婆羅門如實現等覺之所宣說……於現在世，沙門、婆羅門如實現等覺之所宣說，皆

    對此四聖諦如實現等覺宣說。是故，諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！

    此是苦滅，應勉勵！此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、二七(大正藏二、一0五c)。

S.56.7.尋

《雜阿含390-391經》
 ※ 二  「諸比丘！勿尋思惡不善之尋。謂：欲尋、瞋尋，害尋。何以故耶？

    三  諸比丘！此等之尋不引義利，非初梵行，不資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證

V,418. 智、等覺、涅槃。

    四  諸比丘！汝等尋思時，「此是苦」應尋思，「此是苦集」應尋思，「此是苦滅」應

    尋思，「此是順苦滅之道」應尋思。何以故耶？

    五  諸比丘！此等之尋引於義利，成初梵行，資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證智、

    等覺、涅槃。是故諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉

    勵！此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、三、四(大正藏二、一0九b)。

S.56.8.思

《雜阿含408經》
 ※ 二  「諸比丘！勿思惟惡不善之思，謂：「世間為常，世間為無常，世間為有邊，世

    間為無邊，命即身，命與身為異，如來死後為有，如來死後為無，如來死後亦有亦

    無，如來死後非有亦非無。」何以故耶？

    三  諸比丘！此等之思不引義利，不達初梵行，不資於厭患、離貪、滅盡、寂止、

    證智、等覺、涅槃。

    四  諸比丘！汝等思惟時，以「此是苦」應思惟！「此是苦集」應思惟！「此是苦

    滅」應思惟！「此是順苦滅之道」應思惟！何以故耶？

▼.VI.308.
    五  諸比丘！此等之思惟引於義利，成初梵行，資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證

V,419. 智、等覺、涅槃。是故諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，

    應勉勵！此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、二(大正藏二、一0九a)。

S.56.9.諍

《雜阿含412》
 ※ 二  「諸比丘！勿論諍論，謂：「汝不知此法、律，我知此法、律，汝云何知此法、

    律耶？汝為邪行者，我為正行者：汝將應說為前者，說為後，將應說為後者，說為

    前；我言為相應，汝言為不相應：汝長時所思為所覆；汝為逃他論而立論；汝將墮

    負處，若能者，當應答。」

    【巴】ma bhikkhave viggahikakatham katheyyatha ： “Na tvam imam dhammavinayam ajanasi, aham imam dhammavinayam ajanami. … acinnan te viparavattam. aropito te vado, cara vadappamokkhaya. niggahito si, nibbethehi sace pahosi !”ti. (S V 419)
【意】比丘們！不要講說諍論的話語，如：「你不懂得這法與律，我懂得法與律；……你歷來奉行的已被推翻；你的論點已被駁倒，替你的言論開脫吧！你已經敗下陣了，有辦法的話，就解釋清楚！」
何以故耶？

    三  諸比丘！此論不引義利，非成初梵行，不能資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證

    智、等覺、涅槃。

    四  諸比丘！汝等論時，以「此是苦」應論，「此是苦集」應論，「此是苦滅」應論，

    「此是順苦滅之道」應論。何以故耶？

    五  諸比丘！此論引於義利，成初梵行，資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證智、等

    覺、涅槃。是故諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！

    此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、六(大正藏二、一0九c)。

S.56.10.論

《雜阿含411經》
 ※ 二  「諸比丘！勿論種種之畜生論、謂：王論、盜賊論、大臣論、軍論、怖畏論、戰

    爭論、食論、飲論、衣服論、臥具論、華鬘論、香論、親族論、車乘論、村里論、

V,420. 聚落論、都城論、地方論、女人論、男人論、勇士論、街路論、池邊論、亡靈論、種

    種論、世間譚、海譚，如是之有無論是。何以故耶？

    三  諸比丘！此論不引義利，不達初梵行，不能資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證

    智、等覺、涅槃。

▼.VI.310.
    四  諸比丘！汝等論時，以「此是苦也」應論，「此是苦集」應論，「此是苦滅」應

    論，「此是順苦滅之道」應論。何以故耶？

    五  諸比丘！此論為引於義利，成初梵行，資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證智、

    等覺、涅槃。是故諸比丘！以「此是苦」應勉勵！「此是苦集」應勉勵！「此是苦

    滅」應勉勵！「此是順苦滅之道」應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、五(大正藏二、一0九c)此經列舉論之項目，是長部經典第一卷七頁、一

        七八頁，第三卷三六頁、五四頁，中部經典第一卷五一三頁，第二卷一頁、二三頁、三0

        頁，第三卷一一三頁，增支部經典第五卷一二八頁，律藏第一卷一一八頁，第四卷一六四

        頁等(皆指原典)。

 第一 定品[終]

，此中攝頌曰：

，定以及宴默

，二之善男子

，沙門婆羅門

，尋與思諍論

第二 轉法輪品

S.56.11.如來所說 (一)

《雜阿含379經》，大正No.109《佛說轉法輪經》、No.110《佛說三轉法輪經》，《律藏》.〈大品〉Vin. I，10-12，《四分律》卷32(大正22.788)，《五分律》卷15(大正22.104)；《法蘊足論》(大正26.479-482)經》，M.141. Saccavibhavgasuttam 諦分別經
    一  如是我聞。一時，世尊住波羅捺國仙人墮處鹿野園。

V,421. 二  於此處，世尊言五比丘曰：

        「諸比丘！出家者不可親近於二邊。以何為二邊耶？

    三  (一)於諸欲以愛欲貪著為事者，乃下劣、卑賤、凡夫之所行、非聖賢，乃無義相

    應。(二)以自之煩苦為事者，為苦，非聖賢，乃無義相應。諸比丘！如來捨此二邊，

    以中道現等覺。此為資於眼生、智生、寂靜、證智、等覺、涅槃。

    四  諸比丘！云何乃能如來於中道現等覺，資於眼生、智生、寂靜、證智、等覺、
▼.VI.312.
    涅槃耶？乃八支聖道是。
【巴】katama ca sa bhikkhave majjhima patipada Tathagatena abhisambuddha, cakkhukarani banakarani, upasamaya abhibbaya sambodhaya nibbanaya samvattati ? ayam eva ariyo atthavgiko maggo. (S V 421)

【意】比丘們！如來所徹底覺悟的，能(讓人)打開眼睛、生起智慧，能(引人)趣向寂靜、智證、正覺、涅槃的中道(之行)是什麼呢？就是這賢聖八支之道。
謂：正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、

    正定是。諸比丘！此乃如來所現等覺之中道，此乃資於眼生、智生、寂靜、證智、

    等覺、涅槃。

    五  諸比丘！苦聖諦者，即是此，謂：生苦、老苦、病苦、死苦、愁悲憂惱苦、遇

    怨憎者苦、與所愛者別離苦、所求不得苦，略說為五取蘊苦。

    六  諸比丘！苦集諦者，即是此，謂：後有起、喜貪俱行、隨處歡喜之渴愛，謂：

    欲愛、有愛、無有愛是。

    【巴】idam kho pana bhikkhave dukkhasamudayam ariyasaccam. yayam tanha ponobbhavika nandiragasahagata tatra tatrabhinandini. Seyyathidam kamatanha bhavatanha vibhavatanha. (S V 421)

【意】比丘們！這就是苦集聖諦，也就是那會引生後有、伴隨喜貪、到處喜愛貪染的渴愛。－－亦即欲愛、有愛、無有愛。
    七  諸比丘！苦滅聖諦者，即是此，謂：於此渴愛無餘、離滅、棄捨、定棄、解脫

    而無執著。

V,422. 八  諸比丘！順苦滅道聖諦者，即是此，所謂八支聖道是。謂：正見、正思惟、正

    語、正業、正命、正精進、正念、正定是。

    九  諸比丘！苦聖諦者，即是此，於先前未聞之法，我眼生、智生、慧生、明生、

    光明生。諸比丘！應對此苦聖諦徧知…乃至…已徧知，於先前未聞之法，我眼

    生，智生、慧生、明生、光明生。

    一0  諸比丘！苦集聖諦者，即是此，於先前未聞之法，我眼生、智生、慧生、明

    生、光明生。諸比丘！對此苦集聖諦應斷…乃至…已斷，於先前未聞之法，我

    眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    一一  諸比丘！苦滅聖諦者，即是此，於先前未聞之法，我眼生、智生、慧生、明

    生、光明生。諸比丘！對此苦滅聖諦應現證…乃至…已現證，於先前未聞之法，

    我眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    一二  諸比丘！順苦滅道聖諦者，即是此，於先前未聞之法，我眼生、智生、慧生、

    明生、光明生。諸比丘！對此順苦滅道聖諦應修習…乃至…已修習，於先前未

    聞之法我眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    一三  諸比丘！我於四聖諦以如是三轉十二行相之如實智見尚未達悉皆清淨時，諸

V,423. 比丘！我於天、魔、梵世、沙門、婆羅門、人、天眾生中，不被稱之為無上正等覺

    之現等覺。

    一四  諸比丘！然而我於此四聖諦，如是三轉十二行相之如實智見已達悉皆清淨

    故，諸比丘！我於天、魔、梵世、沙門、婆羅門、人、天眾生中，稱之為無上正等

▼.VI.314.
    覺之現等覺。

        又，我智生與見，我心解脫不動，此為我最後之生，再不受後有。

 【巴】banabca pana me dassanam udapadi ： “akuppa me cetovimutti, ayam antima jati, natthidani punabbhavo”ti. (S V 423)

【意】並且，我生起了(這樣的)智慧與洞見：「我的心解脫不會動搖，這是(我)最後一次誕生，如今不會再有再一次的(生老病死苦的)生命存在。」
    一五  世尊如是說示已，五比丘歡喜、信受於世尊之所說。又說示此教時，具壽憍

    陳如生遠塵離垢之法眼：「有集法者，悉皆有此滅法。」

【巴】imasmim ca pana veyyakaranasmim bhabbamane ayasmato Kondabbassa virajam vitamalam dhammacakkhum udapadi ： “yam kibci samudayadhammam, sabban tam nirodhadhamman”ti. (S V 423)

【意】而正當(世尊)說示這教法時，尊者憍陳如生起了遠塵離垢的法眼：「任何具有集起性質的事物，全都具有壞滅的性質。」
    一六  世尊轉如是法輪時，地居之諸天發聲言曰：

        「世尊如是於波羅捺國仙人墮處鹿野苑，轉無上之法輪，沙門、婆羅門、天、魔、

    梵或世間之任何者，皆不能覆。」

    一七  聞得地居諸天之聲之四大天王諸天，發聲言曰：

        「世尊如是於波羅捺國仙人墮處鹿野苑，轉無上之法輪，沙門、婆羅門、天、魔、

    梵、或世間之任何者，皆不能覆。」

    一八  聞得四大天王諸天聲之忉利諸天……焰摩諸天……兜率諸天……化樂諸天

    ……他化自在諸天……梵身諸天發聲言曰：

V,424.     「世尊如是於波羅捺國仙人墮處鹿野苑，轉無上之法輪，沙門、婆羅門、天、

    魔、梵、或世間任何者，皆不能覆。」

    一九  如是於其剎那，其頃刻，其須央之間，乃至止於梵世之聲已達。又，此十千

    世界涌震動，示現於無量廣大光明之世間，超越諸天之天威力。

    二0  時，世尊稱讚而曰：

        「憍陳如悟矣，憍陳如悟矣！」

        自此即名具壽憍陳如，稱為阿若憍陳如。

    註1 律藏大品一、六(原典一0頁以下)。雜阿含一五、一五(大正藏二、一0三c)。轉法輪

        經(大正藏二、五0三)、三轉法輪經(大正藏二、五0四)，四分律三二(大正藏二二、

        七八八)、五分律一五(大正藏二二、一0四)，法蘊足論六(大正藏二六、四七九b)等。

        其他亦有梵本。

S.56.12.如來所說 (二)

《雜阿含379經》，大正No.109《佛說轉法輪經》、No.110《佛說三轉法輪經》，《律藏》.〈大品〉Vin. I，10-12，《四分律》卷32(大正22.788)，《五分律》卷15(大正22.104)；《法蘊足論》(大正26.479-482)經》，M.141 Saccavibhavgasuttam 諦分別經
 ※ 二  「諸比丘！苦聖諦者，即是此，於先前未聞之法，如來眼生、智生、慧生、明生、

    光明生。諸比丘！應對此苦聖諦徧知…乃至…已徧知，於先前未聞之法，如來

▼.VI.316.
    眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    三  諸比丘！苦集聖諦者，即是此，於先前未聞之法，如來眼生、智生、慧生、明

    生、光明生。諸比丘！應對此苦集聖諦斷除…乃至…已斷，於先前未聞之法，

    如來眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    四  諸比丘！苦滅聖諦者，即是此，於先前未聞之法，如來眼生、智生、慧生、明

V,425. 生、光明生。諸比丘！應對此苦滅聖諦現證…乃至…已現證，於先前未聞之法，

    如來眼生、智生、慧生、明生、光明生。

    五  諸比丘！順苦滅道聖諦者，即是此，於先前未聞之法，如來眼生、智生、慧

    生、明生、光明生。諸比丘！應對此順苦滅道聖諦修習…乃至…已修習，於先

    前未聞之法，如來眼生、智生、慧生、明生、光明生。」

    註1 參照前經。

S.56.13.蘊

※ 二  「諸比丘！有四聖諦。以何為四聖諦耶？苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅

    道聖諦是。

    三  諸比丘！云何為苦聖諦耶？謂五取蘊是，謂：色取蘊、受取蘊、想取蘊、行取

    蘊、識取蘊是。諸比丘！此名為苦聖諦。

    四  諸比丘！云何為苦集聖諦耶？後有起而喜貪俱行、隨處歡喜之渴愛，謂：欲愛、

    有愛、無有愛是。諸比丘！此名為苦集聖諦。

    五  諸比丘！云何為苦滅聖諦耶？將此渴愛無餘離滅、棄捨、定棄、解脫，是無執

    著。諸比丘！此名為苦滅聖諦。

    六  諸比丘！云何為順苦滅道聖諦耶？八支聖道是，謂：正見、正思惟、正語、正

    業、正命、正精進、正念、正定是。諸比丘！此名為順苦滅道聖諦。

V,426. 七  諸比丘！此為四聖諦。是故諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此

    是苦滅，應勉勵！此是順苦滅之道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、二四(大正藏二、一0五a)。

▼.VI.318.
S.56.14.處

《雜阿含388經》
 ※ 二  「諸比丘！有四聖諦。以何為四聖諦耶？苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅

    道聖諦是。

    三  諸比丘！云何為苦聖諦耶？謂：六入處是。以何為六入處耶？眼處、耳處、鼻

    處、舌處、身處、意處是。諸比丘！此名為苦聖諦。

    四  諸比丘！云何為苦集聖諦耶？後有起而喜貪俱行，是隨處歡喜之渴愛、謂：欲

    愛、有愛、無有愛是。諸比丘！此名為苦集聖諦。

    五  諸比丘！云何為苦滅聖諦耶？將此渴愛無餘離滅、棄捨、定棄、解脫，是無執

    著。諸比丘！此名為苦滅聖諦。

    六  諸比丘！云何為順苦滅道聖諦耶？八支聖道是，謂：正見、正思惟、正語、正

    業、正命、正精進、正念、正定是。諸比丘！此名為順苦滅道聖諦。

    七  諸比丘！此為四聖諦。是故諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此

    是苦滅，應勉勵！此是順苦滅道，應勉勵！」

    註1 參照前經。

S.56.15.受持 (一)

《雜阿含416經》
 ※ 二  「諸比丘！汝等對我所說之四聖諦，曾受持否？」

    三  如是言已，有一比丘，白世尊曰：

V,427.   「大德！我對世尊所說之四聖諦，予以受持。」

        「比丘！汝對我所說之四聖諦，云何受持耶？」

    四  「大德！世尊所說之第一聖諦--苦，我予受持。大德！世尊所說之第二聖諦

    --苦集，我予受持。大德！世尊所說之第三聖諦--苦滅，我予受持。大德！世

    尊所說之第四聖諦--順苦滅道，我予受持。大德！我如是對世尊所說之四聖諦，

    予受持。」

    五  「善哉！善哉！比丘！汝對我所說之四聖諦，予受持。比丘！苦為我所說之第一

    聖諦，如是對此受持。比丘！苦集為我所說之第二聖諦，如是對此受持。比丘！苦

▼.VI.320.
    滅為我所說之第三聖諦，如是對此受持。比丘！順苦滅道為我所說之第四聖諦，如

    是對此受持。

    六  比丘！如是對我所說之四聖諦，應受持。是故比丘！此是苦，應勉勵！此是苦

    集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順苦滅道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、一0(大正藏二、一一0b)。

S.56.16.受持 (二)

《雜阿含418、836經》，S.55.26.
 ※ 二  「諸比丘！汝等對我所說之四聖諦，曾受持否？」

    三  如是言已，有一比丘，白世尊曰：

        「大德！我對世尊所說之四聖諦，予以受持。

        「比丘！汝對我所說之四聖諦，云何受持耶？」

V,428. 四  「大德！苦為世尊所說之第一聖諦，我予受持。大德！若沙門、婆羅門如是言：

    「沙門瞿曇之所說，乃非第一苦聖諦，我捨此第一苦聖諦，立他之第一苦聖諦。」

    無有此理。

    五~六  大德！苦集為世尊所說之第二聖諦，我予受持……苦滅為世尊所說之第三

    聖諦，我予受持。

    七  大德！順苦滅道為世尊所說之第四聖諦，我予受持。大德！若有沙門、婆羅門

    如是言：「沙門瞿曇之所說，乃非第四順苦滅道聖諦，我捨此第四順苦滅道聖諦，

    而立他之第四順苦滅道聖諦。」無有此理。

    八  大德！我如是對世尊所說之四聖諦，予受持。」

    九  「善哉、善哉！比丘！善哉！比丘！汝對我所說之四聖諦，予受持。比丘！苦為

    我所說之第一聖諦，如是對此受持。比丘！若有沙門、婆羅門如是言：「沙門瞿曇

    之所說，乃非第一苦聖諦，我捨此第一苦聖諦，而立他之第一苦聖諦。」無有此理。

    比丘！苦集…乃至…苦滅…乃至…順苦滅道，為我所說之第四聖諦，如是

V,429. 對此受持。比丘！若有沙門、婆羅門如是言：「沙門瞿曇之所說，乃非第四順苦滅

    道聖諦，我捨此第四順苦滅道聖諦，而立他之第四順苦滅道聖諦。」無有此理。

    一0  比丘！如是對我所說之四聖諦予受持。是故比丘！此是苦，應勉勵！此是苦

▼.VI.322.
    集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順苦滅道，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、一二(大正藏二、一一0c)。

S.56.17.無明

 ※ 二  時，有一比丘來詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！所謂無明、無明者。大德！云何為無明耶？云何為隨無明耶？」

    四  「比丘！苦之無智，苦集之無智，苦滅之無智，順苦滅道之無智，此名為無明；

    如是者為隨無明。

    五  是故比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順

    苦滅道，應勉勵！」

         S.56. 18. 第八 明

 ※ 二  時，有一比丘詣世尊住處。詣已，禮敬世尊，坐於一面。

    三  坐於一面之彼比丘，白世尊曰：

        「大德！所謂明、明者。大德！云何為明耶？云何為隨明耶？」

V,430. 四  「比丘！苦之智，苦集之智，苦滅之智，順苦滅道之智，此名之明；如是者為隨

    明。

    五  是故比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順

    苦滅道，應勉勵！」

S.56.19.辯

 ※ 二  「諸比丘！「此是苦聖諦」，為我所立。此中之謂「此是苦聖諦」者，含有無量

    之字、無量之文、無量之辯。

    三  ……「此是苦集聖諦」……

    四  ……「此是苦滅聖諦」……

    五  諸比丘！「此是順苦滅道聖諦，」為我所立。此中之謂：「此是順苦滅道聖諦」

    者，含有無量之字、無量之文、無量之辯。

    六  是故比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順

▼.VI.324.
    苦滅道，應勉勵！」

S.56.20.如

《雜阿含417經》
 ※ 二  「諸比丘！有四種之如，為不離如、不異如。以何為四耶？

    三  諸比丘！「此是苦」，為如，為不離如、不異如。

    四  「此是苦集。」，為如，為不離如、不異如。

V,431. 五  「此是苦滅。」，為如，為不離如、不異如。

    六  「此是順苦滅道」，為如，為不離如、不異如。

    七  諸比丘！此四者，為如，為不離如、不異如。是故諸比丘！此是苦，應勉勵！

    此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是順苦滅道，應勉勵！」

    註1 《雜阿含經》一六、一一(大正藏二、一一0b)。

          第二 轉法輪品[終]

，此中攝頌曰：

，二之如來說

，蘊節與處節

，二節之受持

，無明明辯如

第三 拘利村品

S.56.21.跋耆(一)

《雜阿含392、403經》，《增壹阿含25.1經》
    一  如是我聞。一時，世尊住跋耆國拘利村。

    二  於此處，世尊告諸比丘曰：

        「諸比丘！因對四聖諦不了悟、不通達，如是，我與汝等將永久流轉輪迴。以何

    為四聖諦耶？

    三  諸比丘！因對苦聖諦不了悟、不通達，如是，我與汝等將永久流轉輪迴。因對

V,432. 苦集聖諦…乃至…對苦滅聖諦…乃至…因對順苦滅道聖諦，不了悟、不通

▼.VI.326.
    達，我與汝等將永久流轉輪迴。

    四  諸比丘！如今，對苦聖諦了悟、通達，對苦集聖諦了悟、通達，對苦滅聖諦了

    悟、通達，對順苦滅道聖諦了悟、通達，則斷有愛、盡有索、更不受後有。」

    五  世尊如是說。善逝如是說已，師更如是說：

，因對四聖諦

，不能如實觀

，則久受生處

，輪迴所及者

，對此等聖諦

，觀於此等者

，於滅則有索

，乃至苦根斷

，更不受後有。

    註1 長部經典(原典二、九0頁)，律藏大品(原典二三0頁)，雜阿含一五、三九(大正藏二、

        一0八a)，其他長部經典(原典二、一二二頁)。

S.56.22.跋耆 (二)

《雜阿含390、392經》
 ※ 二  「諸比丘！若諸沙門、婆羅門，於「此是苦。」不能如實了知，於「此是苦集」

    不能如實了知，於「此是苦滅」不能如實了知，於「此是順苦滅道」不能如實了知，

    諸比丘！彼沙門、婆羅門，為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門，我不予認許。又，

    彼具壽對沙門之義、婆羅門之義，於現法自證知、現證，具足而住者，為無有。

    三  諸比丘！若諸沙門、婆羅門，於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實了

    知，於「此是苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知，諸比丘！彼沙門、

    婆羅門，為沙門中之沙門、婆羅門中之婆羅門，我予認許。又，彼具壽對沙門之義

V,433. 、婆羅門之義，於現法自證知、現證，具足而住。」

    四  世尊如是說。善逝如是說已，師更如是說：

，苦苦生無殘

▼.VI.328.
，徧苦應須滅

，應達苦滅處

，不知道者人

，則無心解脫

，無慧之解脫

，不得苦際盡

，受是生與老

，苦苦生無殘

，徧苦應須滅

，應達苦滅處

，知道者之人

，則對心解脫

，乃至慧解脫

，具足盡苦際

，不受生與老。

    註1 雜阿含一五、二八(大正藏二、一0五c)。

      2 此偈與經集第七二四~七二七同。

S.56.23.正等覺者

《雜阿含402、393經》
    一~二  舍衛城。

        「諸比丘！有四聖諦。以何為四聖諦耶？

    三  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅聖諦是。

        諸比丘！此為四聖諦。

    四  諸比丘！對此四聖諦如實現等覺故，名為如來、應供、正等覺者。

    五  是故諸比丘！此是苦，應勉勵！此是苦集，應勉勵！此是苦滅，應勉勵！此是

    順苦滅道，應勉勵！」

▼.VI.330.
    註1 雜阿含一五、三八(大正藏二、一0七c)。

S.56.24.阿羅漢

《雜阿含402經》
    一  舍衛城。

    二  「諸比丘！過去世之應供、正等覺者，如實現等覺者，皆對四聖諦如實現等覺。

V,434. 三  諸比丘！未來世之應供、正等覺者，如實現等覺者，皆對四聖諦如實現等覺。

    四  諸比丘！現在之應供、正等覺者，如實現等覺者，皆對四聖諦如實現等覺。以

    何為四聖諦耶？

    五  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    六  諸比丘！過去世之應供、正等覺者，如實現等覺者……應現等覺為……現等覺

    者，皆對此四聖諦如實現等覺。

    七  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 前經參照。

S.56.25.漏盡

《雜阿含384經》
 ※ 二  「諸比丘！我於知見者說漏盡，并非於不知見者。諸比丘！何為知見者之漏盡

    耶？

    三  諸比丘！知見「此是苦」，為漏盡；知見「此是苦集」，為漏盡；知見「此是苦

    滅」，為漏盡；知見「此是順苦滅道」，為漏盡。

    四  諸比丘！如是知見為漏盡。是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦

    集」，應勉勵！於「此是苦滅」，應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！

    註1 《雜阿含經》一五、二0(大正藏二、一0四b)。

S.56.26.友

cf. 《雜阿含836經》，cf. S.55.16-17.
 ※ 二  「諸比丘！汝等若有應所哀愍、應所聽聞、思念之朋友、親戚、血族，諸比丘

▼.VI.332.
V,435. ！汝等對彼等應將四聖諦之如實現觀，勸導使習住。何為四聖諦耶？

    三  苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅聖諦也。

    四  諸比丘！汝等若有應所哀愍、應所聽聞、思念之朋友、親戚、血族者，諸比丘！

    汝等對彼等應將此四聖諦之如實現觀，勸導使習住。

    五  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含三0、七(大正藏二、二一四b)。

S.56.27.如

《雜阿含417經》
 ※ 二  「諸比丘！有四聖諦。以何為四聖諦耶？

    三  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是

    四  諸比丘！此四聖諦為如，為不離如、不異如，是故名為聖諦。

    五  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、一一(大正藏二、一一0b)。

S.56.28.世間

 ※ 二  「諸比丘！有四聖諦。以何為四聖諦耶？

    三  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    四  諸比丘！於天、魔、梵世、沙門、婆羅門、人、天、眾生中，如來為聖。是故

    名之為聖諦。

    五  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

V,436.

S.56.29. 應徧知

《雜阿含382經》,《雜阿含427經》
 ※ 二  「諸比丘！有四聖諦。以何為四聖諦耶？

    三  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

▼.VI.334.
    四  諸比丘！此四聖諦中，有應徧知之聖諦、有應斷之聖諦、有應現證之聖諦、有

    應修習之聖諦。

        諸比丘！何為應徧知之聖諦耶？

    五  諸比丘！苦聖諦應徧知，苦集聖諦應斷，苦滅聖諦應現證，順苦滅道聖諦應修

    習。

    六  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、二一(大正藏二、一一二a)

S.56.30.伽梵婆提

《雜阿含383經》
    一  一時，眾多之長者比丘，住於支提國薩罕奢尼卡。

    二  其時，眾多之長老比丘，食後由乞食歸，於講堂集會聚坐，作如是之談話：「友

    等！見苦者，亦見苦集、亦見苦滅、亦見順苦滅道耶？」

    三  作如是言，具壽伽梵婆提對長老比丘曰：

        「友等！我自世尊處，曾親聞、親受：

V,437. 四  「諸比丘！見苦者，亦見苦集、亦見苦滅、亦見順苦滅道。見苦集者，亦見苦、

    亦見苦滅、亦見順苦滅道。見苦滅者，亦見苦、亦見苦集、亦見順苦滅道。見順苦

    滅道者，亦見苦、亦見苦集、亦見苦滅。」」

           第三 拘利村品[終]

，此中攝頌曰：

，二節之跋耆

，及正等覺者

，阿羅漢漏盡

，友與如世間

，乃至應徧知

，及伽梵婆提。

▼.VI.336.
第四 申恕林品

S.56.31.申恕林

《雜阿含404經》
    一  一時，世尊住拘睒彌國申恕林。

    二  時，世尊手持少許之申恕葉，告諸比丘曰：

        「諸比丘！汝等於意云何？我手中所持之少許申恕葉，與在申恕林上所有者，何

    者為多耶？」

V,438.   「大德！世尊手中所持之申恕葉為少，申恕林上所有為多。」

    三  「諸比丘！如是，我證知而對汝等不說之處為多，所說之處為少。

    四  諸比丘！以何之故，我不說耶？諸比丘！此不相應於義利，非達初梵行，不能

    資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證智、等覺、涅槃。是故我不說。

    五  諸比丘！我以何說之耶？諸比丘！於「此是苦」，說之；於「此是苦集」說之，

    於「此是苦滅」說之；於「此是順苦滅道」，說之。

    六  諸比丘！以何之故，我說之耶？諸比丘！此於義利相應，達初梵行，資於厭患、

    離貪、滅盡、寂止、證智、等覺、涅槃。是故我為說。

    七  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應

    勉勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、四0(大正藏二、一0八a)。

S.56.32.佉提羅(樹葉)

《雜阿含397經》
 ※ 二  「諸比丘！若作如是言：「我對苦聖諦，不能如實現觀；對苦集聖諦，不能如實

    現觀；對苦滅聖諦，不能如實現觀；對順苦滅道聖諦，不能如實現觀，作正苦之

    邊際。」無有此理。

    三  諸比丘！若作如是言：「我以佉提羅葉、婆羅葉、阿摩勒葉，作器，將水以多

V,439. 羅葉持之行。」無有此理。諸比丘！如是，若作如是言：「我對苦諦，不能如實現

    觀；對苦集聖諦，不能如實現觀；對苦滅聖諦，不能如實現觀；對順苦滅道聖諦，

    不能如實現觀，作正苦之邊際。」無有此理。

▼.VI.338.
    四  諸比丘！又，若作如是言：「我對苦聖諦，如實現觀；對苦集聖諦，如實現觀；

    對苦滅聖諦，如實現觀；對順苦滅聖諦，如實現觀，作正苦之邊際。」為有此理。

    五  諸比丘！譬如，若作如是言：「我以缽頭摩葉、婆羅葉、摩樓迦葉，作器，將

    水以多羅葉持之而行。」為有此理。諸比丘！如是，若作如是言：「我對苦聖諦，

    如實現觀；對苦集聖諦，如實現觀；對苦滅聖諦，如實現觀；對順苦滅道聖諦，如

    實現觀，作正苦之邊際。」為有此理。」

    註1 雜阿含一五、三三(大正藏二、一0七a)。

S.56.33.杖

《雜阿含430-431經》, S.15.9.
    二  「諸比丘！譬如將杖擲向空中，則或由頭墮、或由中墮、或由尾墮。諸比丘！如

    是有無明蓋、有愛結之眾生，流轉輪迴，或由此世往他世、或由他世來此世。何以

    故耶？諸比丘！乃不見四聖諦故。以何為四聖諦耶？

    三  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

V,440. 四  是故諸比丘！於「此是苦。」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦

    滅」，應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、二五(大正藏二、一一二b)。

S.56.34.衣

《雜阿含400經》
 ※ 二  「諸比丘！若衣、若頭燃，應作何耶？」

        「大德！若衣、若頭燃，為撲息衣或頭，應起增上之志欲，精進、勉勵、勢猛、

    不退、正念、正知。」

    三  「諸比丘！[可]捨置燃衣或頭而不作意，[然]對尚未如實現觀之四聖諦，為

    現觀，應起增上之志欲，精進、勉勵、勢猛、不退、正念、正知。以何為四聖諦耶？

    四  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    五  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

▼.VI.340.
    註1 雜阿含一五、三六(大正藏二、一0七b)。

S.56.35.百槍

《雜阿含401經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如有男子，有壽百歲、命百歲，有人對彼曰：「男子！汝於晨時分，

    以槍衝刺百次；日中時分，以槍衝刺百次；日夕時分，以槍衝刺百次。男子！

V,441. 汝每日被槍衝刺三百次，保有壽百歲、命百歲。百歲之後，對尚未現觀之四聖諦，

    予現證。」諸比丘！知義趣之善男子，應善受之。何以故耶？

    三  諸比丘！輪迴自無始有之，為槍所衝、為劍所衝、為斧所衝，不知其前際。諸

    比丘！雖如是者，諸比丘！我非說有苦有憂四聖諦之現觀。諸比丘！我說有樂有喜

    四聖諦之現觀。以何為四聖諦耶？

    四  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    五  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、三七(大正藏二、一0七c)。

S.56.36.生類

《雜阿含438經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如有男子，將此閻浮提中之草木枝葉，截集於一處，集之一處作成

    串，大海中之大生類貫成大串，大海中之中生類貫成中位之串，大海中之小生類貫

    成小串。諸比丘！然大海中麤大生類尚未攝者有之，若此閻浮提中之草木枝葉雖盡

    攝之，諸比丘！大海中仍有更多之小生類，不易貫串。何以故耶？

V,442. 三  諸比丘！其自體微小故。諸比丘！如是眾生界之惡趣為大。諸比丘！由如是大

    惡趣解脫之人，為見具足，於「此是苦」，如實了知；於「此是苦集」，如實了知；

    於「此是苦滅」；如實了知；於「此是順苦滅道」，如實了知。

    四  是故，諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦

    滅」，應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

▼.VI.342.
    註1 雜阿含一六、三二(大正藏二、一一三b)。

S.56.37.日喻 (一)

《雜阿含394、395經》
 ※ 二  「諸比丘！日輪上升時，前驅之前相，為有明相。諸比丘！如是對四聖諦、如實

    現觀時，前驅之前相為正見。

    三  諸比丘！於有正見之比丘，於「此是苦」，如實了知；於「此是苦集」，如實了

    知；於「此是苦滅」，如實了知；於「此是順苦滅道」，如實了知，是為可期。

        是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、三0(大正藏二、一0六b)。

S.56.38.日喻 (二)

《雜阿含394、395經》
 ※ 二  「諸比丘！若日月尚未出於世間，則大光明、大光耀尚未現，以致闇黑、闇冥而

    晝夜不分，不分月成半月、不分時節歲數。

    三  諸比丘！日月出時，則大光明、大光耀現，無闇黑、無闇冥，分晝夜，分月、

V,443. 半月、分時節歲數。

    四  諸比丘！如是者，若如來、應供、正等覺者尚未出，則大光明、大光耀猶不現，

    闇黑、闇冥而無四聖諦之教說，亦不說示、施設、建立、開演、分別、顯了。

    五  諸比丘！如來、應供、正等覺者出時，則大光明、大光耀現，無闇黑、無闇冥，

    有四聖諦之教說，則有施設、建立、開演、分別、顯了。以何為四耶？

    六  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    七  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、三一(大正藏二、一0六c)。

S.56.39.因陀羅柱

《雜阿含398經》
▼.VI.344.
※ 二  「諸比丘！諸沙門、婆羅門，於「此是苦」不如實了知，於「此是苦集」不如實

    了知，於「此是苦滅」不如實了知，於「此是順苦滅道」不如實了知。觀他沙門、

    婆羅門之面云：「此尊者，是知而知、見而見者耶？」

    三  諸比丘！譬如棉、棉花之輕而受風吹時，置於平坦地面上，東風來則吹拂向西

V,444. 、西風來則吹拂向東、北風來則吹拂向南、南風來則吹拂向北。何以故耶？諸比丘！

    綿花輕之故。

    四  諸比丘！如是諸沙門、婆羅門，於「此是苦」不如實知，於「此是苦集」不如

    實知，於「此是苦滅」不如實知，於「此是順苦滅道」不如實知。觀他沙門、婆羅

    門之面云：「此尊者為知而知、見而見者耶？」何以故耶？諸比丘！未觀四聖諦故。

    五  諸比丘！諸沙門、婆羅門，於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實了知，

    於「此是苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知。不觀他沙門、婆羅門之

    面云：「此尊者為知而知、見而見者耶？」[不觀他面、不隨他語。]
不視他面：S.56.39.作：不用尋找(其他的沙門、婆羅門的)臉(na…mukham ullokenti)。《長部注釋》中就有「凡夫」的定義之一，為「尋找眾多大師的臉。」(puthu sattharanam mukhullokikati )(D.A.I,59.)
    六  諸比丘！譬如鐵柱、因陀羅柱之根深善埋而不動不搖。若從東方大風雨來，亦

    不震、不動、不搖，若從西方大風雨來，亦不震、不動、不搖「若從北方大風雨來，

    亦不震、不動、不搖，若從南方大風雨來，亦不震、不動、不搖。何以故耶？諸比

    丘！根深之因陀羅柱善埋故。

    七  諸比丘！如是諸沙門、婆羅門，於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實

    了知，於「此是苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知。不觀他沙門、婆

    羅門之面云：「此尊者為知而知、見而見者耶？」何以故？諸比丘！善觀四聖諦故。

    以何為四聖諦耶？

V,445. 八  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    九  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、三四(大正藏二、一0七a)。

S.56.40.論師

《雜阿含399經》
 ※ 二  「諸比丘！若比丘於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實了知，於「此是

▼.VI.346.
    苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知者，若從東方有沙門、婆羅門來，

    欲議論、求議論，為具他法而震動搖撼彼者，無有此理。若從西方……若從北方……

    若從南方有沙門、婆羅門來，欲議論求議論，為具他法而震動搖撼彼者，無有此理。

    三  諸比丘！譬如有長十六肘之石柱，由根往下八肘，由根向上八肘。若從東方大

    風雨來，亦不震、不動、不搖，若從西方……若從北……若從南方大風雨來，亦不

    震、不動、不搖。何以故耶？諸比丘！根深而石柱被善埋故。

    四  諸比丘！如是，若比丘於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實了知，於

V,446.「此是苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知者，若從東方有沙門、婆羅

    門來，欲議論、求議論，為具他法而震動搖撼彼者，無有此理。若從西方……若從

    北方……若從南方有沙門、婆羅門來，欲議論、求議論，為具他法而震動搖撼彼者，

    無有此理。何以故耶？諸比丘！善觀四聖諦故。以何為四聖諦耶？

    八  乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    九  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、三五(大正藏二、一0七b)。

            第四 申恕林品[終]

，此中攝頌曰：

，申恕佉提羅

，杖與衣百槍

，生類二日喻

，因羅柱論師

第五 深嶮品

S.56.41.思惟

《雜阿含407經》
    一  一時，世尊住竹林迦蘭陀園。

▼.VI.348.
    二  於此處，世尊告諸比丘曰：

V,447.     「諸比丘！往昔，有一男子，以「應於世間作思惟」，而往須摩竭陀池。來至須

    摩竭陀池之岸邊坐，進入世間思惟。

    三  諸比丘！彼男子於須摩竭陀池之岸，見四部軍之入藕根。見已，思念：「我發

    狂矣，我狂亂矣，我見世間之所無者。」

    四  諸比丘！時，彼男子走入都城，告大眾曰：「諸大德！我發狂矣，諸大德！我

    狂亂矣，我見世間之所無者。」

        「男子！汝云何發狂耶？云何狂亂耶？汝見世間所無者耶？」

    五  「諸大德！於此，我出王舍城，以「應於世間作思惟」，而往須摩竭陪他。來至

    須摩竭陀池之岸邊坐下，入於世間作思惟。諸大德！我於須摩竭陀池之岸，見四部

    軍之入藕根。諸大德！如是，我發狂，如是，我狂亂，我見世間之所無者。」

        「男子！汝實發狂矣，實為狂亂，汝之所見為世間所無者。」

    六  諸比丘！然則，彼男子為見真實，非非實。諸比丘！往昔，天與阿修羅酣戰。

V,448. 諸比丘！於彼戰役，諸天勝，阿修羅敗。阿修羅因敗而懼，怖畏
諸天由藕根入阿

    修羅宮。

    七  是故諸比丘！勿於世間思惟，曰：「世間為常、世間為無常、世間為有邊、世

    間為無邊、命即是身、命與身為異、如來死後為有、如來死後為無、如來死後為亦

    有亦無、如來死後為亦非有亦非無。」何以故耶？

    八  諸比丘！此思惟與義不相應，不達初梵行，不資厭患、離貪、滅盡、寂止、證

    智、等覺、涅槃。

    九  諸比丘！汝等思惟時，於「此是苦」應思惟，於「此是苦集」應思惟，於「此

    是苦滅」應思惟，於「此是順苦滅道」應思惟。何以故耶？

    一0  諸比丘！此思惟與義相應，為初梵行，資於厭患、離貪、滅盡、寂止、證智、

    等覺、涅槃。

    一一  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦

    滅」，應勉勵！於「此是順苦滅道」應勉勵！

    註1 雜阿含一六、一(大正藏二、一0八c)。

▼.VI.350.
      2 「怖畏」，從原本之讀法。異本有m0hayamana原註由此譯為「欺諸天之心。」

S.56.42.深嶮

《雜阿含421經》
    一  一時，世尊住王舍城耆闍崛山中。

    二  時，世尊告諸比丘曰：，

        「諸比丘！往辯才峰2，行晝日坐。」

    彼諸比丘應諾世尊曰：

        「唯唯，大德！」

V,449. 三  時，世尊與眾多比丘俱往辯才峰。有一比丘，於辯才峰見大深嶮。見已，白世

    尊曰：

        「大德！大哉！此深嶮。大德！深嶮可怖畏。大德！可有比此深嶮更大、更怖畏

    之深嶮耶？」

        「比丘！亦有比此深嶮更大、更怖畏之深嶮者。」

        「大德！比此深嶮更大、更怖畏之深嶮為何耶？」

    四  「比丘！於諸沙門、婆羅門，於「此是苦」不如實了知，於「此是苦集」不如實

    了知，於「此是苦滅」不如實了知，於「此是順苦滅道」不如實了知者，則於生本

    之諸行樂著，老本之諸行樂著，死本之諸行樂著，愁、悲、苦、憂、惱本之諸行樂

    著。因樂著於生本諸行，樂著於老本諸行，樂著於死本諸行，樂著於愁、悲、苦、

    憂、惱本之諸行，則生本之諸行增長，老本之諸行增長，死本之諸行增長，愁、悲、

    苦、憂、惱本之諸行增長。因生本之諸行增長，老本之諸行增長，死本之諸行增長，

    愁、悲、苦、憂、惱本之諸行增長，則墮於生之深嶮，墮於老之深嶮，墮於死之深

V,450. 嶮，墮於愁、悲、苦、憂、惱之深嶮，不得解脫生，老，死，愁、悲、苦、憂、惱。

    吾云不得苦之解脫。

    五  比丘！然諸沙門、婆羅門，於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實了知，

    於「此是苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知者，則不樂著於生本之諸

    行，不樂著於老本之諸行，不樂著於死本之諸行，不樂著於愁、悲、苦、憂、惱本

    之諸行。因不樂著於生本諸行，不樂著於老本諸行，不樂著於死本諸行，不樂著於

    愁、悲、苦、憂、惱本諸行，故生本諸行不增長，老本諸行不增長，死本諸行不增

▼.VI.352.
    長，愁、悲、苦、憂、惱本諸行不增長。是以不墮生之深嶮，不墮老之深嶮，不墮

    死之深嶮，不墮愁、悲、苦、憂、惱之深嶮，而解脫生，老，死，愁、悲、苦、憂、

    惱。吾云得苦之解脫。

    六  是故，諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應

    勉勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、一五(大正藏二、一一一a)。

      2 「辯才峰」原註言似於山之一大巖石。非固有名詞，我取其字義之試譯。

S.56.43.熱煩

《雜阿含422經》
 ※ 二  「諸比丘！有名大熱之地獄。於彼處，眼所見之色，唯見非可愛相、不見可愛

V,451. 相，唯見非可樂相、不見可樂相，唯見非可意相、不見可意相。耳所聞之聲……鼻

    所嗅之香……舌所味之味……身所觸之所觸……意所知之法，唯知非可愛相、不知

    可愛相，唯知非可樂相、不知可樂相，唯知非可意相、不知可意相。」

    三  如是說示已。有一比丘白世尊曰：．

        「大德！大哉！此熱煩。大德！甚大哉！此熱煩。大德！可有比此熱煩更大、更

    怖畏之熱煩耶？」

        「比丘！亦有比此熱煩更大、更怖畏之熱煩。」

        「大德！比此熱煩更大、更怖畏之熱煩為何耶？」

    四  「比丘！諸沙門、婆羅門，於「此是苦」不如實了知，於「此是苦集」不如實了

    知，於「此是苦滅」不如實了知，於「此是順苦滅道」不如實了知者，於生本諸行

    樂著，於老本諸行樂著，於死本諸行樂著，於愁、悲、苦、憂、惱本諸行樂著。因

    樂著於生本諸行，樂著於老本諸行，樂著於死本諸行，樂著於愁、悲、苦、憂、惱

    本諸行，則生本諸行增長，老本諸行增長，死本諸行增長，愁、悲、苦、憂、惱本

    諸行增長。由生本諸行增長，則老本諸行增長，死本諸行增長，愁、悲、苦、憂、

    惱本諸行增長，故燃起生之熱煩，燃起老之熱煩，燃起死之熱煩，燃起愁、悲、苦、

    憂、惱之熱煩，而不得解脫生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱。吾云不得苦之解脫。

    五  比丘！然而諸沙門、婆羅門，於「此是苦」如實了知，於「此是苦集」如實了

▼.VI.354.
    知，於「此是苦滅」如實了知，於「此是順苦滅道」如實了知者，則不樂著於生本

    諸行，不樂著於老本諸行，不樂著於死本諸行，不樂著於愁、悲、苦、憂、惱本諸

    行。因不樂著於生本諸行，不樂著於老本諸行，不樂著於死本諸行，不樂著於愁、

    悲、苦、憂、惱本諸行，故生本諸行不增長，老本諸行不增長，死本諸行不增長，

    愁、悲、苦、憂、惱本諸行不增長。由生本諸行不增長，老本諸行不增長，死本諸

    行不增長，愁、悲、苦、憂、惱本諸行不增長，是以生之熱煩不燃，老之熱煩不燃，

    死之熱煩不燃，愁、悲、苦、憂、惱之熱煩不燃，而生、老、死、愁、悲、苦、

V,452. 憂、惱，得解脫。吾云得苦之解脫。

    六  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

    勵！此是「順苦滅道」，應勉勵！

    註1 雜阿含一六、一六(大正藏二、一一一b)

S.56.44.重閣堂

《雜阿含436-437經》
 ※ 二  「諸比丘！若作如是言：「我對苦聖諦未如實現觀，對苦集聖諦未如實現觀，對

    苦滅聖諦未如實現觀，對順苦滅道聖諦未如實現觀，而作正苦之邊際。」無有此理。

    三  諸比丘！譬如作如是言：「我尚未作重閣堂之下層，即欲建築其上層。」無有

    此理。諸比丘！如是，若作如是言：「我對苦聖諦未如實現觀，對苦集聖諦未如實

    現觀，對苦滅聖諦未如實現觀，對順苦滅道聖諦末如實現觀，而作苦之邊際。」無

    有此理。

    四  諸比丘！若作如是言：「我對苦聖諦如實現觀，對苦集聖諦如實現觀，對苦滅

    聖諦如實現觀，對順苦滅道聖諦如實現觀，而作正苦之邊際。」有此道理。

    五  諸比丘！譬如作如是言：「我既作重閣堂之下層已，再建立其上層。」有此道

    理。諸比丘！如是，若作如是言：「我對苦聖諦如實現觀，對苦集聖諦如實現觀，

    對苦滅聖諦如實現觀，對順苦滅道聖諦如實現觀，而作正苦之邊際。」有此道理。

V,453. 六  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

    勵！此是「順苦滅道」，應勉勵！

▼.VI.356.
    註1 雜阿含一六、三0、三一(大正藏二、一一三a)。原本節號重復，訂正之。

S.56.45.毛

《雜阿含405經》
    一  一時，世尊住毘舍城大林之重閣講堂。

    二  時，具壽阿難於晨朝時分，著下衣、持衣缽，入毘舍城乞食。

    三  具壽阿難見眾多之離車童子，於會堂作弓射，自遠處以矢柄射透小鍵孔，而箭

    箭相繼不誤。

    四  見已，思念而言：「實則，此等離車童子為巧，實則，此等離車童子為極巧，

    所以能自遠方以矢柄射透小鍵孔，而箭箭相繼不誤。」

    五  時，具壽阿難，步至毘舍離乞食，食後由乞食歸，來詣世尊住處。詣已，禮敬

    世尊，坐於一面。坐於一面之具壽阿難白世尊曰：

    六  「大德！於此，我晨朝時分，著下衣、持衣缽，入毘舍離乞食。大德！我見眾多

    之離車童子，於會堂作弓射，由遠方以矢柄射透小鍵孔，而箭箭相繼不誤。見已，

    思念言曰：「實則，此等離車童子為巧，實則，此等離車童子為極巧，所以能由遠

    方以矢柄射透小鍵孔，而箭箭相繼不誤。」」

V,454. 七  「阿難！於汝之意云何？自遠方以矢柄射透小鍵孔，而箭箭相繼不誤。若將一根

    毫毛，分為百分，由其一端貫穿另一端，當以何者為難作難成耶？」

        「大德！將一根毫毛分成百分，由其一端貫穿另一端，為更難作難成。」

    八  「阿難！「此是苦」，如實通達，「此是苦集」，如實通達，「此是苦滅」，如實通

    達，「此是順苦滅道」，如實通達者，是通達更難之通達。

    九  是故阿難！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉勵！

    「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、四一(大正藏二、一0八b)。此經名參照品末之攝頌。

S.56.46.第六 闇黑
《雜阿含423-426經》
 ※ 二  「諸比丘！有無蓋、無底之闇黑，具如是大神力、大威力之日月光，亦不能及於

    其中間。」

▼.VI.358.
    三  如是說示已，有一比丘白世尊曰：

        「大德！大哉，闇黑。大德！甚大哉，闇黑。大德！可有其他比此闇黑更大、更

    怖畏之闇黑者耶？」

        「比丘！比此闇黑更大、更怖畏之闇黑者，亦有。」

        「大德！其他比此闇黑更大、更怖畏之闇黑者，為何耶？」

    四  「比丘！於諸沙門、婆羅門，「此是苦」不如實了知，「此是苦集」不如實了知，

V,455. 「此是苦滅」不如實了知，「此是順苦滅道」不如實了知者，則樂著於生本諸行，樂

    著於老本諸行，樂著於死本諸行，樂著於愁、悲、苦、憂、惱本諸行。因樂著於生

    本諸行，樂著於老本諸行，樂著於死本諸行，樂著於愁、悲、苦、憂、惱本諸行，

    「故生本諸行增長，老本諸行增長，死本諸行增長，愁、悲、苦、憂、惱本諸行增長。

    由生本諸行增長，老本諸行增長，死本諸行增長，愁、悲、苦、憂、惱本諸行增長，

    而墮於生之闇黑，墮於老之闇黑，墮於死之闇黑，墮於愁、悲、苦、憂、惱之闇黑，

    而不得解脫生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱。我云不得苦之解脫。

    五  比丘！然諸沙門、婆羅門，於「此是苦」如實了知，「此是苦集」如實了知，「此

    是苦滅」如實了知，「此是順苦滅道」如實了知者，則不樂著於生本諸行，不樂著於

    老本諸行，不樂著於死本諸行，不樂著於愁、悲、苦、憂、惱本諸行。因不樂著於

    生本諸行，不樂著於老本諸行，不樂著於死本諸行，不樂著於愁、悲、苦、憂、惱

    本諸行，故生本諸行不增長，老本諸行不增長，死本諸行不增長，愁、悲、苦、憂、

    惱本諸行不增長。由生本諸行不增長，老本諸行不增長，死本諸行不增長，愁、悲、

    苦、憂、惱本諸行不增長，而不墮於生之闇黑，不墮於老之闇黑，不墮於死之闇黑，

    不墮於愁、悲、苦、憂、惱之闇黑，而生、老、死、愁、悲、苦、憂、惱解脫。吾

    云得苦之解脫。

    六  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

    勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、一七(大正藏二、二一b)

S.56.47.孔 (一)

《雜阿含406經》
▼.VI.360.
※ 二  「諸比丘！譬如有人，將一有孔之軛，投於大海中。有一盲龜，游行海中，百年

    上浮一次。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？彼百年上浮一次之盲龜，其頭得入彼有一孔之軛

    否？」

        「大德！或於某時亦可得然，但需經長時。」

V,456. 四  「諸比丘！彼百年上浮一次之盲龜，其首入彼有一孔之軛，諸比丘！可速於愚者

    一度至墮處，再得人身者。何以故耶？

    五  諸比丘！於彼墮處，了無法行、平等行、善業、福業，諸比丘！彼等互噉、噉

    弱者。何以故耶？

    六  諸比丘！不見四聖諦故。何為四聖諦耶？乃：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、

    順苦滅道聖諦是。

    七  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

    勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一五、四二(大正藏二、一0八c)中部經典原典三、一六九頁。漢譯南傅大藏經

        第十二頁)。

S.56.48.孔 (二)

《雜阿含406經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如此大地，悉是水
。於此有人，將一有孔之軛投下，東風拂之向

    西，西風拂之向東，北風拂之向南，南風拂之向北。於此有一盲龜，游行海中，百

    年上浮一次。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？彼盲龜百年浮起一次，其首得入彼有一孔之軛否？」

V,457.   「大德！彼盲龜百年浮起一次，其首入彼有一孔之軛，實為難得
。」

    四  「諸比丘！如是，得人身為難得。諸比丘！如是，如來、應供、正等覺者之出世

    為難得。諸比丘！如是，如來所說法、律出現於世為難得。

    五  諸比丘！如今，已得人身；如來、應供、正等覺者既出世；如來所說之法、律，

    既現於世。

    六  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

▼.VI.362.
    勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 參照前經。

      2 「悉是水」，漢譯北傳相當於此，有大地悉成大海。

      3 難得。adhicca是有緣而生，原註：若軛不腐、海水不乾、龜不死者。

S.56.49.第九 須彌 (一)

《雜阿含439經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如有人，於須彌山王之上，放置大如豆粒之石礫七個。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？放置其上豆粒大之七礫石，與須彌山王，何者為多

    耶？」

        「大德！須彌山王為多，放置其上豆粒大之七礫石為少。於須彌山王上所置之豆

    粒大七礫石，乃不成算數、不成譬類、不成一分。」

V,458. 四  「諸比丘！如是聖弟子，於見具足而現觀者，已滅盡之苦為多、殘者為少，於前

    之已滅盡之苦蘊，不成算數、不成譬類、不成一分。此是極七返。彼對「此是苦」，

    如實了知；於「此是苦集」，如實了知；於「此是苦滅」，如實了知；於「此是順苦

    滅道」，如實了知。

    五  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、三三(大正藏二、一一三b)。

S.56.50.須彌(二)

《雜阿含439經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如須彌山王滅盡，而唯獨豆粒大之七石礫殘存。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？須彌山之滅盡，與所殘存之豆粒大之七礫石，何者

    為多耶？

        大德！須彌山之滅盡者為多，所殘存豆粒大之七礫石為少。此於須彌山之滅盡

    者，與所殘存之豆粒大七礫石，非成算數、非成譬類、非成一分。

    四  諸比丘！如是聖弟子，於見具足而現觀者，則已滅盡之苦為多、所殘存者為少

▼.VI.364.
V,459. ，於前之已滅盡之苦蘊，不成算數、不成譬類、不成一分。此是極七返。彼對「此

    是苦」，如實知；「此是苦集」，如實知；「此是苦滅」，如實知；「此是順苦滅道」，

    如實知。

    五  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

    勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

第五 深嶮品[終]

，此中攝頌曰：

，思惟與深嶮

，熱煩重閣堂

，毛闇黑二孔

，二節之須彌

第六 現觀品1

S.56.51.爪尖

《雜阿含442經》
 ※ 二  時，世尊將少許之塵，置於爪端，告諸比丘曰：

        「諸比丘！於汝等之意云何？我爪端所置之少許塵，其與大地土，何者為多耶？」

        「大德！大地土為多，世尊爪端所置之塵為少，於大地相比，世尊爪端所置之少

    許塵，非成算數、非成譬類、非成一分。」

    三  「諸比丘！如是聖弟子，於見具足而現觀者，則已滅盡之苦為多、所殘存者為

V,460. 少，於前之已滅盡之苦蘊，非成算數、非成譬類、非成一分。此是極七返。彼對「此

    是苦」，如實知；「此是苦集」，如實知；「此是苦滅」，如實知；「此是順苦滅道」，

    如實知。

    四  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

▼.VI.366.
    註1 本品十經，比較第八現觀相應(漢譯南傳大藏經典)相應部二13.

      2 雜阿含一六、三六(大正藏二、一一四a)。

S.56.52.湖池

《雜阿含440經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如有湖池，長五十由旬、廣五十由旬、深五十由旬，水盈滿及岸。

    有人用草之尖端將水掬汲。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？用草尖所掬之水與湖池之水，何者為多耶？」

        「大德！此湖池之水為多，草尖所掬之水為少，於湖池之水相比，用草尖所掬之

    水，非成算數、非成譬類、非成一分。

    四~五  「諸比丘！如是聖弟子…乃至…勉勵！」

    註1 雜阿含一六、三四(大正藏二、一一三c)

S.56.53.合流 (一)

《雜阿含440經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如於諸大河、恆河、耶符那、伊羅跋提、薩羅遊、摩企之合流會合

    處，有人掬汲二三滴之水。

V,461. 三  諸比丘！於汝等之意云何？所掬之二三滴水，與彼合流之水，何者為多耶？」

        「大德！合流之水為多，所掬之二三滴水為少，於合流之水相比，二三滴之掬水

    乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是聖弟子…乃至…應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、三五(大正藏二、一一三c)

S.56.54.合流(二)

《雜阿含440經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如諸大河、恆河、耶符那、伊羅跋提、薩羅遊、摩企之水滅盡，唯

    殘存二三滴水。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？滅盡之合流水，與彼二三滴殘水，何者為多耶？」

        「大德！滅盡之合流之水為多，彼二三滴之殘存水為少。於滅盡之合流水相比，

▼.VI.368.
    二三滴之殘存水乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是聖弟子…乃至…應勉勵！」

V,462.

S.56.55.地 (一)

《雜阿含441經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如有人，於大地上置七個大如棗核之土團。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？放置大地七個棗核大之土團，與此大地之土，何者

    為多耶？」

        「大德！大地土為多，放置之七個棗核大土團為少，於大地土相比，放置之七個

    棗核大之土團，非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是聖弟子…乃至…應勉勵！」

    註1 雜阿含一六、三五(大正藏二、一一四a)。

S.56.56.地(二)

《雜阿含441經》
 ※ 二  「諸比丘！譬如大地滅盡，唯殘七個棗核大之土團。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？大地之滅盡，與所殘存之七個棗核大之土團，何者

    為多耶？」

        「大德！大地之滅盡者為多，所殘存之七個棗核大之土團為少，於大地之滅盡相

    比，所殘存之七棗核大之土團，乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是聖弟子…乃至…應勉勵！」

V,463.

S.56.57.海(一)

 ※ 諸比丘！譬如有人，於大海中汲掬二三滴水。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？彼二三滴汲掬之水與大海之水，何者為多耶？」

        「大德！大海之水為多，彼二三滴之掬水為少，於大海之水相比，二三滴之掬水

    乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是，聖弟子…乃至…應勉勵！」

S.56.58.海(二)

 ※ 二  「諸比丘！譬如大海之水滅盡，唯殘存二三滴之水。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？滅盡之大海水，與彼二三滴之殘水，何者為多耶？」

▼.VI.370.
        「大德！滅盡之大海水為多，彼二三滴之殘水為少，於滅盡之大海水，彼二三滴

    之殘水，乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是、聖弟子…乃至…應勉勵！」

V,464.

S.56.59.山喻(一)

 ※ 二  「諸比丘！譬如有人，於雪山王之上置放七個芥子粒大之石礫。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？置放之七個芥子粒大之石礫，與雪山王相比，何者

    為多耶？」

        「大德！雪山王為多，放置其上之七個芥子粒大石礫為少，於雪山王，放置其上

    之七個芥子粒大石礫，為非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四~五  「諸比丘！如是，聖弟子…乃至…應勉勵！」

S.56.60.山喻(二)

 ※ 二  「諸比丘！譬如雪山王滅盡，唯獨殘存七個芥子粒大之石礫。

    三  諸比丘！於汝等之意云何？雪山王之滅盡與所殘存七芥子粒大之石礫，何者為

    多耶？」

        「大德！雪山王之滅盡為多，所殘存之七個芥子粒大之石礫為少，於雪山王之滅

    盡，所殘存七芥子粒大石礫，非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四  「諸比丘！如是聖弟子，於見具足，而已現觀，則已滅盡之苦為多，所殘存之

V,465. 苦為少，於前之已滅盡之苦蘊，為非成算數、非成譬類、非成一分。此是極七返。

    彼於「此是苦」，如實了知；於「此是苦集」，如實了知；於「此是苦滅」，如實了知；

    於「此是順苦滅道」，如實了知。

    五  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵！「此是苦集」，應勉勵！「此是苦滅」，應勉

    勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！」

              第六 現觀品[終]

，此中攝頌曰：

，爪頂與湖池

，二節之合流

，二地與二海

，二節山之喻

▼.VI.372.
第七 生穀廣說品1(一)

S.56.61.餘處

《雜阿含442經》，S.56.51
 ※ 二  時，世尊將少許之塵，置於爪端，告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！於汝等之意云何？我爪端所置之少許塵，與大地土相比，何者為多

    耶？」

V,466.     「大德！大地土為多，世尊爪端所置之少許塵為少，於大地土，世尊爪端所置之

    少許塵，非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四  「諸比丘！如是，再生於人中之眾生為少，由人再生他處之眾生為多。何以故耶？

    五  諸比丘！不觀四聖諦故。以何為四聖諦耶？乃苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、

    順苦滅道聖諦是。

    六  是故諸比丘！「此是苦」，應勉勵；「此是苦集」，應勉勵；「此是苦滅」，應勉

    勵！「此是順苦滅道」，應勉勵！

    註1 以下，品之名目從暹羅本。

      2 以下至卷末皆是雜阿含一六、三六(大正藏二、一一四b)。

S.56.62.邊地

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 二  時，世尊將少許之塵，置於爪端，告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！於汝等之意云何？我爪端所置之少許塵與大地土相比，何者為多

    耶？」

        「大德！大地土為多，世尊爪端所置之少許塵為少，於大地土，世尊爪端所置少

    許塵，乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

    四  「諸比丘！如是，再生於中國之眾生為少，再生於邊地、無知夷狄中之眾生為多

    …乃至…」

V,467.

S.56.63.慧

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，成就聖慧眼之眾生為少，隨無明愚癡之眾生為多…乃至…

▼.VI.374.
S.56.64.酒

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，遠離飲酒之眾生為少，不遠離飲酒之眾生為多…乃至…

S.56.65.水

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，陸生之眾生為少，水生之眾生為多…乃至…

S.56.66.母

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，孝於母之眾生為少，不孝於母之眾生為多…乃至…

S.56.67.父

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，孝於父之眾生為少，不孝於父之眾生為多…乃至…

V,468.

S.56.68.沙門

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，尊重沙門之眾生為少，不尊重沙門之眾生為多…乃至…

S.56.69.婆羅門

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，尊重婆羅門之眾生為少，不尊重婆羅門之眾生為多…乃至…

S.56.70.尊重

《雜阿含442經》，S.56.51.
 ※ 四  諸比丘！如是，尊重族姓中最勝者之眾生為少，不尊重族姓中最勝者之眾生為

    多…乃至…

第七 生穀廣說品(一)[終]

，此中攝頌曰：

，餘處與邊地

，慧與酒與水

，母父與沙門

，婆羅門尊重

第八 生穀廣說品(二)

S.56.71.生

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離殺生之眾生為少，不遠離殺之眾生為多。何以故耶……乃

    至……

V,469.

S.56.72.不與

        第十二 諦相應              三七五

        相應部經典六               三七六

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離不與取之眾生為少，不遠離不與取之眾生為多…乃至…

S.56.73.欲

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離欲邪行之眾生為少，不遠離欲邪行之眾生為多…乃至…

S.56.74.妄語

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離妄語之眾生為少，不遠離妄語之眾生為多…乃至…

S.56.75.離間語

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離離間語之眾生為少，不遠離離間語之眾生為多…乃至…

S.56.76.麤惡語

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離麤惡語之眾生為少，不遠離麤惡語之眾生為多…乃至…

S.56.77.雜穢語

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離雜穢語之眾生為少，不遠離雜穢語之眾生為多…乃至…

V,470.

S.56.78.種子

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離損壞草木之眾生為少，不遠離損壞草木之眾生為多……乃

    至……

S.56.79.非時

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離非時食之眾生為少，不遠離非時食之眾生為多…乃至…

S.56.80.薰香塗香

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離華鬘、薰香、塗香之所持、莊嚴之眾生為少，不遠離華鬘、

    薰香、塗香、之所持、莊嚴之眾生為多…乃至…

 第八 生穀廣說品(二)[終]

，此中攝頌曰：

，生及不與欲      妄語離間語

，麤惡雜穢語      種子與非時

，薰香與塗香

▼.VI.378.
第九 生穀廣說品(三)

S.56.81.舞蹈

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離舞蹈、歌謠、音樂、觀劇之眾生為少，不遠離舞蹈、歌謠

V,471. 、音樂、觀劇之眾生為多…乃至…

S.56.82.床

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離高床、大床之眾生為少，不遠離高床、大床之眾生為多……

    乃至……

S.56.83.銀

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離金銀收受之眾生為少，不遠離金銀收受之眾生為多……乃

    至……

S.56.84.穀

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離生穀收受之眾生為少，不遠離生穀收受之眾生為多……乃

    至……

S.56.85.肉

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離生肉收受之眾生為少，不遠離生肉收受之眾生為多……乃

    至……

S.56.86.童女

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離婦女童女收受之眾生為少，不遠離婦女童女收受之眾生為

    多…乃至…

V,472.

S.56.87.婢

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離奴婢收受之眾生為少，不遠離奴婢收受之眾生為多……乃

    至……

S.56.88.山羊、羊

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離收受山羊、羊之眾生為少，不遠離收受山羊、羊之眾生為

    多…乃至…

S.56.89.雞、豬

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離收受雞、豬之眾生為少，不遠離收受雞、豬之眾生為多……

▼.VI.380.
    乃至……

S.56.90.象

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離收受象、牛、馬、騾馬之眾生為少，不遠離收受象、牛、

    馬、騾馬之眾生為多…乃至…

第九 生穀廣說品(三)[終]

，此中攝頌曰：

，舞蹈與床銀     穀肉與童女

，婢與山羊羊     雞豬以及象

V,473.

第一0 生穀廣說品(四)

S.56.91.田

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離收受田地之眾生為少，不遠離收受田地之眾生為多……乃

    至……

S.56.92.買賣

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離買賣之眾生為少，不遠離買賣之眾生為多…乃至…

S.56.93.使

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離遣使與行使業之眾生為少，不遠離遣使與行使業之眾生為

    多…乃至…

S.56.94.偽秤

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離偽秤、偽貨、偽斗之眾生為少，不遠離偽秤、偽貨、偽斗

    之眾生為多…乃至…

S.56.95.賄賂

 ※ 四  諸比丘！如是，遠離賄賂、虛偽、騙詐、欺瞞之眾生為少，不遠離賄賂、虛偽、

    騙詐、欺瞞之眾生為多…乃至…

S.56.99~101.第六十一 掠奪強盜1

▼.VI.382.
※ 四  「諸比丘！如是，遠離割截、殺、縛、埋伏、掠奪、強盜之眾生為少，不遠離

V,474. 割截、殺、縛、埋伏、掠奪、強盜之眾生為多…乃至…

        諸比丘！乃不觀四聖諦故。以同為四聖諦耶？

    五  即：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦。

    六  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！

    註1 見原本省去六經，而舉此一經，據會令誤解品末之攝頌，今怕增麻煩，不敢改經號，但實

        可數為一經。

S.56.102.第十三1 五趣(一)

 ※ 二  時，世尊將少許塵，置於爪端，告諸比丘曰：

    三  「諸比丘！於汝等之意云何？我爪端所置之少許塵與大地土相比，何者為多

    耶？」

        「大德！大地土為多，世尊爪端所置之少許塵為少，於大地土，世尊爪端所置之

    少許塵，乃非成算數、非成譬類、非成一分。」

 ※ 四  「諸比丘！如是，由人死歿，再生於人中之眾生為少，由人死歿，再生於地獄之

    眾生為多…乃至…」

    註1 原本以下為第十一「五趣品，以暹羅分之，後者亦然」。

S.56.103.五趣(二)

 ※ 四  諸比丘！如是，由人死歿，再生於人中之眾生為少，由人死歿，再生於畜生之

    眾生為多…乃至…

V,475.

S.56.104.五趣(三)

 ※ 四  諸比丘！如是，由人死歿，再生於人中之眾生為少，由人死歿，再生於餓鬼趣

    之眾生為多…乃至…

S.56.105~107.第十五~十七 五趣(四~六)

 ※ 四  諸比丘！如是，由人死歿，再生於人中之眾生為少，由人死歿，再生於地獄……

▼.VI.384.
    再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多…乃至…

S.56.108~110.第十八~二十 五趣(七~九)

 ※ 四  諸比丘！如是，由人死歿，再生於人中之眾生為少，由人死歿，再生於地獄……

    再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多…乃至…

S.56.111~113.第二十~二十三 五趣(一0~一二)

 ※ 四  諸比丘！如是，由人死歿，再生於人中之眾生為少，由人死歿，再生於地獄……

    再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多……乃至…

S.56.114~116.第二十四~第二十六 五趣(一三~一五)

 ※ 四  諸比丘！如是，由地獄死歿，再生於人中之眾生為少，由地獄死歿，再生於地

    獄……再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多…乃至…

V,476.

S.56.117~119.第二十七~二十九 五趣(一六~一八)

 ※ 四  諸比丘！如是，由人、地獄死歿，再生於中之眾生為少，由地獄死歿，再生於

    地獄……再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多…乃至…

S.56.120~122.第三十~三十二 五趣(一九~三一)

    四  諸比丘！如是，由畜生死歿，再生於人中之眾生為少，由畜生死歿，再生於地

    獄……再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多…乃至…

S.56.123~125.第三十三~三十五 五趣(二二~二四)

 ※ 四  諸比丘！如是，由餓鬼趣死歿，再生於天中之眾生少，由畜生死歿，再生於地

    獄……再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生多…乃至…

S.56.12六~一二8.第三十六~三十八 五趣(二五~二七)

 ※ 四  諸比丘！如是，由餓鬼趣死歿，再生於人中之眾生為少，由餓鬼趣死歿，再生

    於地獄……再生於畜生……再生於餓鬼趣之眾生為多……乃至…

S.56.129.第三十九 五趣(二八)。

 ※ 四  諸比丘！如是，由餓鬼趣死歿，再生於天中之眾生為少，由餓鬼趣死歿，再生

    於地獄之眾生為多…乃至…

V,477.

S.56.130.第四十 五趣(二九)

 ※ 四  諸比丘！如是，由餓鬼趣死歿，再生於天中之眾生為少，再生於餓鬼趣之眾生

    為多…乃至…

▼.VI.386.
S.56.131.第四十一 五趣(三0)

 ※ 四  「諸比丘！如是，由餓鬼趣死殘，再生於天中之眾生為少，由餓鬼趣死歿，再生

    於於餓鬼趣之眾生為多。何以故耶？

        諸比丘！乃不觀四聖諦故。何為四聖諦耶？

    五  即：苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、順苦滅道聖諦是。

    六  是故諸比丘！於「此是苦」，應勉勵！於「此是苦集」，應勉勵！於「此是苦滅」，

    應勉勵！於「此是順苦滅道」，應勉勵！」

    七  世尊如是說示已，彼諸比丘喜悅，對世尊之所說歡喜。

          生穀廣說輪廣說[終]

，攝頌曰：1：

，田與買賣使     偽秤與虛偽

，對掠奪強盜     遠離者為少

，不者有情多     及依於五趣

，從而說此品

    註1 此攝頌暹羅本沒有。

          第一二 諦相應[終]

V,478.       道覺支念處      根與正勤力

，神足阿那律      靜慮入出息

，預流以及諦      世尊所說示

              大篇相應[終]

~ (相應部共56卷2889經)~

▲Top回目錄
� 世間執著(loke visattikam)執著於世間，是指渴愛。但亦有被解釋為有關毒(visa)(visava) 之意義(Atthasalini殊勝義 P.364)(Dhammasavgani-atthakatha《法集論注釋》)。


�解脫(nimokkha)是道。令解脫(Pamokkha)是果。遠離(viveka)是涅槃。關於令解脫之譯，則依梵漢辭典。


� 五是五蓋。Spk︰Pabca chindeti chindanto pabca orambhagiyasamyojanani chindeyya. 斷五︰斷當斷的五下分結。


�五是五(上分)結。Pabca jaheti jahanto pabcuddhambhagiyasamyojanani jaheyya. 棄五︰棄當棄的五上分結。


�五是五無漏根。


�五是五蓋。


�五是五無漏根。


�五是五蓋。


�五是五無漏根。


�法，是指四諦法。


�原文為sucetaso(持善心)。其註釋於去慢屬戒，靜心屬定，而此sucetaso，則配屬於慧，以此解釋，今則譯為智慧明。


�依(upadhi)則有四種依：欲依、五蘊依、五欲依、行依等如註釋，一般指人之所依著。


�大林之鳴sakamano讀為，sanamano而譯。


�大林之鳴sakamano讀為，sanamano而譯。


�眾人paninam=sattanam.


�離煩惱parinibbuto=kilesaparinibbanena parinibbuto.


�離非難而悟nindam appabodhati=garaham apaharanto bujjhati.


�於此「時」有二種解釋：其初時是死時，故云不知死時，云無是處；其後之時，則修行時，故云畏怖空費。


� S.1.20.︰「此法是自見，即時，來看，引導，智者各自證知的。」Spk:S.1.20./I,43.︰Sanditthiko ayam dhammoti ayam lokuttaradhammo yena yena adhigato hoti, tena tena parasaddhaya gantabbatam hitva paccavekkhanabanena sayam datthabboti sanditthiko.(自見此‘法’︰證得這出世間法，信‘他’(指聖者)的可去(見證)，之後，以省察智自己親見到為‘自見’。)Attano phaladanam sandhaya nassa kaloti akalo, akaloyeva akaliko.(關於自己的給予‘果’是沒有時間(的間隔)，即立刻，就這樣無時間(的間隔)，為‘即時’。)Yo ettha ariyamaggadhammo, so attano pavattisamanantarameva phalam detiti attho.  “Ehi passa imam dhamman”ti evam pavattam ehipassavidhim arahatiti ehipassiko. (於此，任何聖道法，他自己的轉起立即地給予‘果’之義，‘來看這法’，如此值得轉起來看的方法為‘來看’。)Adittam celam va sisam va ajjhupekkhitvapi bhavanavasena attano citte upanayam arahatiti opaneyyiko.(甚至於火燒衣與頭，都要在上旁觀，專注在心上用功，值得帶近來(取證)，為‘引導’。)Sabbehi ugghatitabbu-adihi vibbuhi “bhavito me maggo, adhigatam phalam, sacchikato nirodho”ti attani attani veditabboti paccattam veditabbo vibbuhiti.(所有的敏智者等諸行者，“修習我的道，證得果，現證滅”，皆是自知自證，為‘智者各自證知’(緣自覺悟)。) (廣說，見Vism.213~218)


�顯人、天、獸名之本體，不外於五蘊。無有實體，以起執著者，即是被惡魔所囚拘。


�了知(parinna)即遍知。在此分為知遍知(bata-parinna)、度遍知(tirana-paribba)、斷遍知(pahana-paribba)等三種。


�思念(savkha)在註釋，則標出三種savkha。於此pabbatti即施設義，今則譯為思念。


�於此觸有二義：前者之觸是指造業：後者之觸是指得其業果，應見為此意義(註釋)。


�於此之修心者，即指修定。


�天神乃言各方面制止其心，世尊對此布施心，持戒心不予制止，宣示須制止惡心。(註釋)。


�原文mammam vadanti應譯為「眾人皆語我」，但在註釋，則釋為屬格，故從之。英譯亦同。


�底本yamatam應讀為yammatam。錯誤之思考，即謬想。


�流sara=samsara-sara輪迴之流。


�由此，其流乃不流ato nivattanti=nibbanato na pavattanti。


�天神問：「諸大富大財主，甚至於領國的剎帝利，互懷覬覦，貪得無厭，他們活躍於生活圈，隨逐於‘有’流，何以能棄絕渴愛，何以能與世無爭？」世尊說：「如捨子、捨牲口，捨家後出家，捨染、瞋，離無明，漏盡阿羅漢，他們與世無爭。」


�四車輪者，即是四威儀(註釋)


�九種門孔navadvara=nava vanamukha.


�污穢充滿punnam=asuci-puram。


�在底本有nandim應讀作naddhim。


�原文pabcakamaguna乃五欲德。生起五欲之功能。


� Satullapa-kayika=satam dhammam samadanavasena ullapetva sagge nibbata善人，即執持佛陀之法語以生天界之諸天。在註釋中，出於此一因緣者，有七百商人乘船遇水難，持五戒者生於忉利天，今來至世尊處。


�善人「佛陀等善人」之意義。


� 正法(saddhamma)為五戒、十戒、四念處等之正法。


� evam者，解釋作：與名譽施、與得達施、與樂施等如是之施。


� 慳貪︰maccheram慳，「慳貪」不可能合用，「慳」為瞋根心，「貪」為貪根心，此二心不能同時生起。


� S.1.32./I,18.︰“Tasma vineyya maccheram, dajja danam malabhibhu; Pubbani paralokasmim, patittha honti paninan”ti.(是故引離慳，布施勝垢穢；於後世功德，有息者立足。)


� 正(sama)者，乃對九之「誤」(visama)。可譯為正與誤。


�歡喜偈(udana)如油之漏篩，水之漏網，歡喜充滿於懷而不外露，是為歡喜偈。


� Vetarani入地獄前應渡之河川。譯作撓撈河、灰河等。


�辨別(viceyya)喻辨別受施者之如何。


�法句(dhammapada)稱為止觀或稱作涅槃者，法之(dhamma kotthasa)部分者(Jataka.III.p.472)而一向稱為三十七道分者(同)。今註釋為涅槃之法句。


�禍(agha)Pabcakkhandha dukkha註釋為(五蘊之苦)。


� 思念之貪(savkapparaga=savkappita raga)在此所舉非事之愛欲(vatthu kama)，乃煩惱之愛欲(kilesa kama)，故註有此語。


� 無任何物(akibcana)在此註釋為raga kibcanadi virahitam(遠離貪等煩惱)之意。


� Mogharaja Bavari之弟子，與其他十五人俱奉師命見佛，北上遇佛而歸依佛。今於座上而請問此事。


� 利行人行大眾利益之人。


� 法者指四諦之法。


� 嫌責天(Ujjhanasabbika)此天群乃對世尊之四依受用，懷有不平而來責。世尊命其樹下石上而住、托缽、著糞掃衣、用腐床藥，而責自違背此，嫌責天之譯語，乃依《雜阿含經》之用語。


�原文為dutiya乃第二自己之意。


� 橫柱=貪欲。閂銓=瞋恚。柵門=愚癡。


� 在底本雖作bhusa(非常的)可讀作bhusa。


� 以下一、龍象(naga)喻依有balavantatthena力之義：二、獅子(siha)喻依asantasanatthena 無有恐怖之義：三、良駿(ajaniya)喻依bhatta-paricariyatthena karana karana-jananena了知御者所作義：四、牡牛(nisabha)喻依appatisamatthena無可比擬義，而牡牛者尚有：usabha (百牡牛之最勝)vasabha(千牡牛之最勝)nisabha(百千牡牛之最勝)等三種，此乃依最後者。五、忍耐強之牛(dhorayha)喻依dhuravahanatthena負重運載義。


�於有行法，為非抑制na sasankharaniggayha=na sappayogena niggayha(於有加行，非抑制)。


�於底本之caritavatam讀作varitavatam。


�於底本之pabcavedasatam讀為pabca veda vassa satam。


�五吠陀 指四吠陀與第五之Itihasa(傳說)。 在漢譯《雜阿含經》誤作「五百歲讀誦吠陀」。


�小紅蓮(Culla-kokanada)前者乃紅蓮之妹。


�善意kammam=magga-cetana(道思)、智明vijja=magga-pabba(道慧)、法定dhammo=samadhi-pakkhika dhamma(定分之法。)  


� 生於他化自在天。


� 陶師 世尊之前生於迦葉佛世，為Jotipala陶師之友，為陶師所導引而歸依佛，見事跡經典。


� 無煩天Aviha


� 天之軛(dibbayoga)註釋作五上分結。


�底本之hariyan讀為ahariyan。


�底本之Addha-vagga在註釋為Anva-vagga。乃由第一經之anvabhavi,anvagu，所採取之品名。採取anvabhavi之勝名為品名。


�在底本為addhabhavi依註釋讀為anvabhavi。在註釋上，此語解釋為abhibhavati(殊勝、優異)及anupatati(於上落)之兩義，均謂：凡物無不有名，無名者，亦稱無名，故名勝一切，乃從屬一切之義。


� S.1.62.作：“Kenassu  niyati  loko,  kenassu  parikassati.Kissassu  ekadhammassa,  sabbeva  vasamanvagu”ti.(世間依何導？依何物所牽？以何之一法？一切隨控制。)《中阿含172經》心經： 「誰將世間去？誰為染著？誰起自在？」《佛說意經》作：「以何故世間牽？以何故受於苦？以何故生已，生已人隨從？」(大1.901下)


� “Cittena  niyati  loko,  cittena  parikassati; Cittassa  ekadhammassa,  sabbeva  vasamanvagu”ti.世間依心導，依心之牽引；以心之一法，一切隨控制。parikassati: 牽引(drags about)。vasa: 影響力，權威，控制，anvagu:(anugacchati之3p.pl.aor.) 跟隨。


� vicrana=caranapada.


�繼續addito=ullangito


�於何物之生kismim=kismim uppanne


�依upadaya=agamma, paticca


� 六者，註為六內處。


�伴忿之快感，喻於蜜。


� sadutaram=madhurataram


�以天神上偈問佛，其餘之天神從旁以此偈作答。先前之天神則以：「我非問汝」而更問佛。 


�為了者不語雙親不利之語，故所語為最上。


�明(vijja)此指智慧。


�原文bahvannapanam gharam(多飲食之家)。在註釋作：如須達給孤獨長者之家。


�如佛陀之姓、名。


� sajivanam︰具有生命者。


� Gavo kamme sajivanam, sitassa iriyapatho.(牛乃具有生命者，走路乃威儀路)


�無諍arana=nikkilesa無煩惱。   


�沙門samana=khinasava.samana指無漏之沙門。


�不知其名時，稱為devata，已知其名時，稱為devaputta。


�此大子於佛昇三十三天說示「對法」時，曾聽閒。今來述其自督。


�四諦、十論事、三十七菩提分、四善語。


�行原文為upasana三十八業道。


�八等至。


� “ce” 原作 “ca”，今依Somaratne《相應部》新版改。


�同諸天相應[二十六]經之偈


�婆羅門者，為今之阿羅漢


� 


�天子於障礙中讚嘆入覺者之禪定。佛陀宣示：豈可唯知禪定焉，更應知達涅槃之道


�得paccaladdhamsu


�此多耶那天子，原為外道之師，信仰業論而作種種善，後生天上，如今來詣佛，歌頌讚偈。





�禪定ekattam=jhanam


� S.2.11./I,52.：“Te hi sotthim gamissanti, kacche vamakase maga; Jhanani upasampajja, ekodi nipaka sata”ti.(專一以明智，具念入禪定，如草叢走獸，無蚊平安行。)


S.2.11./I,52.：“Te hi param gamissanti, chetva jalamva ambujo; Jhanani upasampajja(upa+sam+pad), appamatta ranabjaha”ti.(不放逸離罪，成就諸禪定，猶如破網魚，將行到彼岸。)


� 侍payirupasiya=payirupasitva 學sikkhare=sikkhanti


� 所教化satthipade=anusatthipade


� 此偈出於天子相應第一品第一經


�在底本雖作nandibhava(喜有、喜於有)，但在錫蘭版及註釋，則作nandiraga。漢譯又作喜貪，


因此今取nandiraga


�此二偈出諸天相應第三品第一經


�此天子在忉利天之難陀林晝度樹下，與天女等嬉戲，天女攀至樹上，散花歌頌。當其善業盡時，即於彼處沒而墮地獄。天子受此衝擊，來至世尊處請益


�修行tapasa


� arati nabhikirati=ukkanthika nabhibhavati。


�此二偈，出諸天相應第一品第三經。


�此七偈，出諸天相應第四品第一經。


�此等數偈，出諸天相應第五品第三經


�此等數偈，出諸天相應第五品第十經


�此偈出諸天相應第一品第四經。


�此偈出諸天相應第三品第九經


�原文uccavacam panitam-uccam hinam=avacam，今勝劣二字相重疊，而特用勝字 (註釋)


� 亦害、亦奪(hatajanisu) hata=pothanesu Janisu=dhanajanisu


�厭離者jegucchi=tapena papa-Jigucchako


�四種之制御其身(catuyama-susamvuta)一、sabba-vari-varito hoti=varita-sabba-udako,


       patikhitta-sabba-sitodako(不受用一切水)；二、sabba-vari-yutto=sabbena papa-varanera


       yutto(從於遠離一切惡)；三、sabba-vari-dhuto=sabbena papa-varanena dhuta-papa(以遠


       離一切惡為己任)；四、sabba-vari-phuttho=sabbena papa varapena phuttho(達於遠離一切


       惡)。





� dittham sutab ca acikkham=dittham dittham me’ti,sutam sutam me’ti acikkhanto, na


       niguhanto(依我所見，依我所聞，開顯而不隱匿。)


�底本之sagaravenapi讀為saharavenapi


�底本之kutthako讀為kotthuko


�守遠離生活palayam pavivekiyam =pavivckam palayanta


�注心於物質rupe nivittha=tanhaditthihi rupe patitthita


�眾人matiya=macca


�救濟者 titthakara註釋為laddhikara(作見解者)


�薪 upadana譯之


�於子孫云云 dayada vindare dhanam=tassa dayada pi dhanam na vindanti


�於道之外 atisaram=atikkamam


�係蹄 kutam=pasam


�彼等之後 pacchasam=paccha tcsam


�賢面(bhadramukho)幾謂我良友之意。指國王之將軍Bandhula。此將軍後來專司裁判。請閱《印度佛教個有名詞辭典》之Bandhula之下。


� 此處以「網底」區隔出譯文中4個不同的「語段」(意義相對完整而獨立的小段落)。參注9及 §3.1.7.節的討論。


�迦尸國之栴檀 kasika-candanam=sanha-candanam


�說 samvoharena=kathanena


�確立 thamo=banathamo人若不確立慧，生遇不幸時，不知所為，恰如直入無門戶之家屋故云喻其狼狽


�偵察者 ocaraka=hettha caraka(人背囊而行)


�立即得見 ittara-dassanena=lahuka-dassanena(依輕易得見)。


�心情愉悅之程度 manapa-pariyantam=manapa-nipphattikam, manapa-kotikam


� donapaka 陀那乃量度名稱，此云一陀那量之飯食。donapaka(dona桶+paka烹調),【陽】一桶烹調的飯菜。


�當然之子 thanam=karanam


� 得 abhisamaya=patilabha


�日中 divadivassa=divasassa diva,majjhantika samaya


�卑賤之人 asappuriso=lamakapuriso


�底本之 udakam vasitam讀為udakam va sitam


�在註釋中有 rathakarakula=cammakarakula


�怪軀 duddasiko=vijatamatuya pi amanapadassano


�駝背 okotimako=lakuntako


�血暗(lohitamala)視一切物，皆見紅色


� Natthiko Natthi可解釋為人，今na-atthiko，解作(不思作為)。


� 心不混亂 abyagga-manaso=ekagga-citto


� 原文 Jinna vuddha mahallika addhagata vayo anuppatta之邁向衰老(jarajinna)年事增長(vayo vuddha)老大(jati-mahallika)渡過漫長生涯(addham cirakalam atik-kanta)達於人生最後時期(pacchima-vayam sampatta)雖有五辭之敘列，但頗難為譯，故此只簡易作「老」。





�此偈出相應第一品第二經


�忙碌 ussukkam=vyaparam(職務、從事)


�手段 gati=nibbatti餘地visayo=okaso


�滿於地階 bhumigatam=mahalohakumbhiyo puretva bhumiyam thapitam(裝入大銅


       壺置於地上者)，布滿上階者vehasattham=cammapasmbake puretva tula savghatadisu       laggetva ceva niyyuhadisu ca puretva thapitam(裝入皮袋掛於天上之棋木或


       梁，留在上樓者。)





�苦行(dukkara-karikaya)指六年之苦行(註釋)


�不死。底本之aparam讀為amaram


�如陸舟之驢舵piyarittam va dhammani-aranne thale piy’arittam viya。


�於戒含：正詣、正業、正命；於定含：正精進、正念、正定；於慧含：正見、正思，此謂八正道；


�黑巖anttthako mani=kalako pasano


�弟子。在底本作paccagu；註釋為baddhagu。


�依upadhi=khandha-upadhi五蘊即指此身體，佛謂恐怖而逃入洞穴，但猶不能保護此身。(註釋)





�如死dubbhayo讀為dubbhago=mato viya


�盡一切有依sabba-upadhnam paririkkhaya=sabbesam khandha-kilesa-abhisan khara-





�覺者。底本之Budho讀為Buddho


� vicakkhukammaya=parisaya panna-cakkhum vinasetu-kamvataya(欲滅會眾之慧眼)





�註釋：沈緬於思考，想應說法。


� sampacura=bahavo


�為煩惱箭所傷之眾生。


�意指：如或有眾人於獅子道等傍徨怖畏，而我卻不躊躇。(註釋)


�一葦Ekasala


�貪與瞋anurodha-virodha=raga-patigha





�繫縛sajjittha=laggittha


�五葦Pancasala


�良家子弟，男、女各自相聚，歡敘致意，並贈物與子女同事之祭儀。


� “asajja nam”(兩字)原作“asajjanam”(合為一字)，今依Somaratne《相應部》新版改。


� yam vadanti mamam ti(以之謂我有)。te vadanti mamam ti(彼等謂我有)。


� 決心 adhimucceyya=cinteyya


� 在底本vutta之前，漏脫kama一詞


�一時。底本之samadhikam讀為samayikam。於心志集中之剎那剎那，由所對之法解脫，又註解為境。此世俗之三摩底，名為一時之心解脫。譯作：所謂時解脫者，即指此。


�抱肩vivatta-kkhandha=parivatta-kkhandha。仰臥semanam=uttanam hutva sayitam hoti。如斯即稱作：頭向北，面向西之師子臥。





�離去！pehi在註釋，如一本讀為apehi，解釋作apayahi。


�離去！pehi在註釋，如一本讀為apehi，解釋作apayahi。(vipphanditani)此指或如象王，或如蛇王惡魔之變形。


�氣餒 nibbejaniya=ukkanthiniya


�失落 cittam nu讀為vittam nu。


�眼耳鼻舌身五門之煩惱瀑流。


�第六意門之煩惱瀑流。


� 心解脫：suvimuttacitto。(Spk(S.4.25)CS.pg.1.172)Suvimuttacittoti arahattaphalavimuttiya sutthu vimuttacitto.(心得善解脫：阿羅漢解脫是善心解脫)


� 遠離三業之為作asankharano=tayo kammabhisankhare anabhisankharonto(不行於三業之行)。


�不貪著 anoko=analayo。


�不貪著 anoko=analayo。


�阿羅毘(Alavi)生之比丘尼。


�出離(nissarana)者，此指涅槃。


�道足(pada)導向涅槃足與涅槃之道足。


� khandhasam adhkuttana=khandha tesam adhkuttana-gandika


�日住者，指日中飯後入禪之謂。


�二指之智慧者，佛音解釋為婦人以二指取線，而予割斷。《長老尼偈》之註者解釋為：婦女自幼小即看顧於米，以二指探試米之熟與未熟。


� “samma dhammam”(兩字)原作 “sammadhammam”(合為一字)，今依Somaratne《相應部》新版改。


�八種之世間得達。今則心不為彼等所執，而謂之解脫。


�此句之前，尚有idhagata tadisika bhaveyyum一句，應將混入其次之《蓮華色偈》之第二句。


       然註釋者許此句，而解釋為：「如汝來此之不具知己或友誼，而彼等亦然。」今如可除去





�依漢譯，此作為惡魔之偈。


�教見pasanda一語，出自pasa係蹄之語。此義即人類心中懷有異學異見之係蹄，指佛教以外之異見。


� S.5.10./I,135.作：“Kim nu sattoti paccesi, mara ditthigatam nu te;  Suddhasavkharapubjoyam, nayidha sattupalabbhati. “Yatha hi avgasambhara, hoti saddo ratho iti; Evam khandhesu santesu, hoti sattoti sammuti.	“Dukkhameva hi sambhoti, dukkham titthati veti ca; Nabbatra dukkha sambhoti, nabbam dukkha nirujjhati”ti.(云何緣有情，豈非為魔見？唯諸行堆聚，有情不可得。如組合材料，乃名之為車，如有諸蘊在，稱之為有情，若痛苦生起、及痛苦止沒，苦不由他生，苦不由他滅。) cf.《論事》Kv.p.66；《大義釋》MNd.p.439；Mil.p.28.


�原文alaya，音譯作阿賴耶，有住家、欲望等義。今指五欲。眾生耽樂(alliyati)於五欲，故註釋      稱阿賴耶。


� brahma sahampati原本為世尊之弟子，名Sahaka，初修禪定，生於一劫壽之梵天，名為梵天沙      巷婆提。


�六師外道之事。


�於以前之個己信仰，遠離！摒棄。


�原文mahattam abhikahkhata註釋為期望於大之狀態。


�原文saram buddhanasasanam註釋為：憶念佛陀之教。


�原文nirupadhiko註釋作：悉離於煩惱、行與欲等之依。


�註釋為：到達於梵天以上之聖境。


�謂無有妻子。


�如依vedagu字義，乃達於四吠陀之意。今作依於聖道而達於苦邊。(註釋)


�後者，指過去事；前者，指未來事。意謂：於過去未來之諸蘊無欲。(註釋)


�弱者(tasa)，指凡夫；強者(thavaro)，指漏盡者。七有學，雖末稱作tasa，但亦非thavaro。(註釋)


�原文visenibhuto註釋作銷除煩惱之魔軍。


�七十二人者，或係指梵天界之諸天數。


�讀為tasma.


� vatasila vattam(禁戒與[善]行)(註釋)


�婆迦梵天。前生住恆伽河岸為一出家眾，曾依神通解救五百商隊之渴苦。


�在耶尼河岸，村民受到群盜之劫掠，依神通曾予解救。


�恆伽河上流之一家族與下流之一家族相交往，並順流泛舟遊覽。千蓋牙卡龍王興怒此，乃分水作二分以覆其舟。婆迦以神通化加魯它島，破龍王救助眾人。上述三則故事出自南傳藏三二、三三五頁(婆迦梵梵大本生故事)。


�古昔名婆迦凱沙瓦，釋尊於其弟子稱劫波，認弟子其正智，進薦凱沙瓦弟子於國王，其此善根。出


� paccekabrahma同於辟支佛，獨有梵位，非如梵眾天、梵輔天之孤獨梵天。


�此宮殿在梵天座落處之北方，故稱輝耀北方。(註釋)


�動亂(pavedhitam)，謂為寒暑等所擾


�無可度量是漏盡者。漏盡者如斯之戒行定等不可度量。不能了知、分別其不可量度之漏盡者。瞿迦利迦計量此漏盡者，只有混亂而已。


� 都頭梵天原為瞿迦利迦比丘之師，今見比丘貶毀舍利弗、目犍連而得罪，而未警告。


�穩和。原文pesala註釋為piya-sila。


�二句作一句。


�垓(nirabbuda)是將零再加三十六之數。


�秭(abbuda)是將零附加五十六之數。Jataka 111,P.360參閱《梵漢辭典》二0七頁。


�五髻童子修靜慮生梵界。常以童子形遊方，故稱常童子。


�原文jatu me dittham註釋為ekamsena maya dittham.


� na itiha ititham ti並非如斯之言傳而來。


�原語ekasmim brahmacariyasmim在註解中解釋作ekaya dhammadesanaya(作於一種教法)


�原語maccuhayinam註釋作marana pariccaginam khinasavanam(脫死漏盡者)


�此經偈只在增一阿含37.2經 (大正藏2.708c)


�此末羅族之沙羅囿園之沙羅行樹，乃迎向東方而排列，而向北方迴轉，故稱Upavattana。


�沙羅雙樹者，乃兩棵沙羅樹，其根幹枝葉皆如縫合而盤錯在一起。


� D.16./II,156.：「由非非想定起而入滅想定。」


�得力者balappatto=dasavidhahana balappatto證得十力之士。


�此偈出自(諸天相應)第七十一經。


� sambhunjati=ekato bhunjati之共食，作vitiharati=katassa patikayam karoti之返還者。


�明 vijja=tayo veda 行 carana=gotta-carana


�原語ajaniyo乃駿馬之義。今在註釋中解為karana-akarapa-jananako，(作不作了知人)


� vedantagu原為達於吠陀之支分義，今為達於聖道之智義。


� kalena=kalo bhante nitthitam bhattam(尊者！告知飯菜已準備妥當。)


�依於常火，依一切智之火而燃燒。


�重擔(kharibharo)穀物之數量，將之負肩背而一步一步行走時，其重量直如重壓大地。關於汝


       生慢心，於人眾起嫉垢而墮獄。


� S.7.13.說：“Pubbenivasam yo vedi, saggapayabca passati; Atho jatikkhayam patto, abhibbavosito muni. “Ettha dajja deyyadhammam, ettha dinnam mahapphalam. Evabhi yajamanassa, evam ijjhati dakkhina”ti.(若了知宿命，見天界惡趣，達生命滅盡，圓通力牟尼；此應施施法，此施有大果，如是而供奉，如是施繁榮。)


�原語visukam且作樹叢之譯。


�底本之sucarurupam讀作sundararupam註釋為atisundararupam。


�此處之tidivam乃指梵天界。梵天界乃由梵天，梵輔天，梵眾天三者所成立故。


�欲kankha=tanha。


�不接近於anupayo=anupagamano。


�底本之visam dhamman讀作vissamd。


�修功德期求生天界之俗人之境界。超越此境之比丘，則捨棄此類功德。


� sankhaya=nanena


� pacceti=icchati, pattheti


�集會之法，謂眾人集會時，進入其殿堂，大眾須振作精神，不可從正門入，須從邊門進入。今則世尊為教化大眾降雨以作進入殿堂之口實，特從正門進入。


�師今不在故我不能止。


�如斯之人，到達viharagaruko屋室。


�直至翌晨托缽時，猶在室中。


� vanatha=kilesamahavana(煩惱大林)


�底本之anato讀作arati=tapharati rahito


� mutatta=visnnanattabhava


�依upadhi=khandha-kilesa-abhisankhara諸蘊、煩惱行之諸依。


�底本之satthitarita讀作satthi nissita。註釋為執著於六境之凡常不如法覺。其六境之一一各有十


       覺。


� paticca在註釋中則解釋為nibbanam paticca。


� vijjayantakaro=vijjaya kilesa-antakaro


� samitavi=ragadnam samitataya samitavi


�原文parato passa如依字義為見他，在註釋則作見無常解。


� sati kayagata身念住，乃觀身不淨


�慢無間等：manabhisamaya。Spk (S.8.4.) Manabhisamayati manassa  dassanabhisamaya ceva pahanabhisamaya ca.(慢無間等：見到慢的止滅，或斷慢的止滅。)(CS.pg.1.249)在此，abhisama-ya，有時被誤譯作「現觀」(abhi-samaya)。


�在底本雖作asitam，在註釋中則讀作anissitam。漢譯亦作清白之法，今譯作無所著之清白法。


�依註示，見處者，乃指識處之四識住，七識住，亦指我人之輪迴。


�依註示，見處者，乃指識處之四識住，七識住，亦指我人之輪迴。


�億波提(upadhi)指成為再有者。依著。


�原文niyamagataddasa=niyamagata c’eva niyamadasa ti ca(決定得入、決定得見)。


�底本之sarayamase讀作sarayamamase。我等記憶在心。在註中讀作sadayamase。


�此偈以下，究為天神偈或比丘偈，不得而知。在註釋亦謂不明其所以，其第四句，出有兩種解釋。


�此比丘雖是漏盡者，自遠地乞食歸疲倦而入眠。原文patalaraj0在註中作appatitthatthena patala-sankhato kilesa raj0(依無支持義，稱作地


      獄之煩惱垢。)


�此偈以下，究為天神偈或比丘偈，不得而知。在註釋亦謂不明其所以，其第四句，出有兩種解釋。


�為喚起獵師之注意，乃舉十指以神通放光明。


� 依註所示：此乃釋尊滅後，阿難告別大迦葉，懷持世尊之衣缽，來至拘薩羅國入林中，將欲思惟悟證。且於出而乞時，人人見得阿難，皆聞世尊之入滅，而以之詢問並信感悲


� vatamiga為風所吹動之樹葉，鹿聞其音而生怖。


� 聽得世間之騷動音聲，慨嘆生起於浮世之心。


� S.9.9./I,202.︰「我們獨住阿蘭若，猶如森林之棄木；像這樣的夜晚，有誰比我們更受罪？」


� S.9.9./I,202.︰「你獨住蘭若，像森林棄木，眾人羨慕你；像墮地獄者，羨慕生天者。」他聽了之後，隔天去佛陀提及此事。佛陀說偈鼓勵他。


� S.9.9./I,202.那時這位比丘受天神的激勵而悚懼(samvegamapadi)，沒有提到他證得阿羅漢果。但是DhA.v.302./CS:pg.2.289.說，隔天他去拜見佛陀提及此事。佛陀說偈鼓勵他。他厭倦五處之苦，切斷了五下分及五上分結，而證得阿羅漢果。


� 此比丘以前常時誦經，於五蘊起觀而得應果。既然已得，自認即不再須誦經，從而耽樂於得果之樂。


� 骨(atthi)中所含者有三百肉片，肉(Yakavinda)中所含者有九百肉片。


�童子，繫縛鳥足放之，鳥乍飛又落，惡心於心中生起，旋又歸於心。


�通往墓地之城門，走過此城門，便有通往墓地之道路。


� amanussa非人。


�底本之assasari-ratha,讀為assatari-ratha。


�原文appativaniyam佛音解釋為：雖一直飲用，卻不覺得飽(Punappunam bhunjantana na-


       ruccati)。護法則提出不還果解之。《長老偈註》六十一頁。


� tam me Sakka varam disam=Sakkadevasettha tam me varam uttamam thanam okasam


      disam acikkha kathehi(為我說其最勝地點)


� sapassu=mayi adunbbhattaya sapatham karohi(我誓不質詢譎詐。)


�在註中作如瞿迦利比丘(Kokalika)。


�如有關於Mahakapi-jataka者。


�如提婆達多。


� Sujampati Suja之夫之意義，乃帝釋天之稱名。Suja乃波質底阿修羅王之妹。


�註作恰如看守門尸之人


�利(attha)註為應作之事(kicca)。


�天帝釋之妻須闍，如係吠波質底阿修羅王之妹，則成為親戚。因時而一起作戰，時而一起遊步。


� ciradikkhitanam=cira samadinna vatanam(長時執持禁戒)


� payata-papi為行布施，洗手清淨。


� S.11.11.：satta vatapadani(七誓約)：1Yavajivam matapettibharo assam, 2yavajivam kule jetthapacayi assam, 3yavajivam sanhavaco assam, 4yavajivam apisunavaco assam, 5yavajivam vigatamalamaccherena cetasa agaram ajjhavaseyyam muttacago payatapani vossaggarato yacayogo danasamvibhagarato, 6yavajivam saccavaco assam, 7yavajivam akkodhano assam--sacepi me kodho uppajjeyya, khippameva nam pativineyyan”ti.(1.願終生孝養父母。2.願終生禮敬長輩。3.願終生語柔和。4.願終生不誹謗。5.願終生守住離慳垢；鬆手施、樂捨施、有求必應、樂分配施。6.願終生說真實語。7.願終生不生氣，若生氣則速制伏。)


� 摩怯婆(Maghava)乃屬於摩怯(Magha)者之義。


� purindada原為城市之破壞者之意義，今則轉化為街市之主施者義。


� 由Sakkaccam至Sakka。


� pubbe manussabhuto samano pure danam adasi(以前為人時，施與相同的布施(即布施住處。)


� 婆娑婆(Vasava)擁有住處者。


� 一剎那間：須臾間：muhutta。《翻譯名義集》：「五十牟呼栗多，為一時。六時合成一日一夜。」(大正54.1092.2) 一須臾間約五分鐘。


� 千眼者Sahassakkho


� 須闍之夫：舍脂鉢低：Sujampati(舍脂之夫)


� 天之王Devanam indo


� cetya=cetiya=cittikatatthena cetyam veditabbo(為各種顏色所裝飾之美麗。)


�乃梵天沙杭巴提之語。


�此二偈，出諸天相應七十一經。


�邪道跡(micchapatipada)不導涅槃之道跡(aniyyanika-patipada)謂緣起法之順觀。(SA.P19)


�方便(upaya)於方便有愛見之二。愛與見則由我，我所等之相，以囚於三界之法。謂之方便


� 「我之我云云」於原文“attamam eti“應讀為“atta na me ti“．


�法隨順法(dammanudamma)者，謂含括大小之法。


�若云云雜阿含一五(大正藏二、一0一a)。


�身者「自己之有識身」外之名，色者「他外之有識身」。


�說隨順說(vadanunvada)原文雖有vadanupata此段之意是vadanuvada？「然無難結者耶？」


�觸云云，即謂「緣觸為經驗」是無如此道理之意。


�佛陀品第一，再出第二經「分別」者。


�見(ditthi)見道之意，(SA II,P.59)次之見(dassana)亦然。


�原文「以知老死」重複。


�波羅延那[經]於原文有parayana為parayana。parayanavagga是含於經集(sutta-nipata)。


�「於此」者「於此教」之意(SA.P.60)。 


�威儀(iriya)者，謂「達善行住」之意(SA.II,P.60)。


�此原文之idanti讀為idami ti.


�不生者(bhuta)謂五蘊，(SA.II,p.61)。


�舍利弗云云此重複可不要。


�於[因]盡云云，重複可略。


�  「見」者，以智眼見，「知」者，以慧知之。「沒入」者，依慧而入(SA.II,P.67)。


�  法者，謂四諦法，或道智法(magga-hana-dhamma)，四諦法或導智法不能導過未之道。更要觀


�雜亂等皆與邪見同義語


� 繫著(nati)為渴愛。(SA.II,P.72)。


�聖法(artya naya)naya謂八正道及緣起法。


�飲酒(Sura-maraya-majja-pamadatthayi)sura(窣羅)「釀酒以飲」(俱舍論一四)meraya(迷


       麗耶)謂醱酵酒。


�順世派(Lokayatika)謂巧詭辯法之Lokayata。詭辯法之師(Vltandasatta)(SA.II,P.76)。


�世間之領域(lokayata)是loka+ayata(關於世間者)愚凡世間之領域，認為大也深也所行有見。


�住味觀者，原文雖有adinavanupassin0是assadanupassin0之誤。


�肉片乾(vallura)取堅肉部份乾之，多液汁之肉片(sondika)取骨或腱之部份為酒肉。(SA.II


�老死云云 原文重複可不要。


�取耶？否？原文(sammasatha no)但註為(sammasatna nu)。


�億波提(upadhi)註為五蘊。(SA.II,P.119)。


�我」於原文Atthato，但英譯“as good“此應為之attato。


� 完全智(abba)是阿羅漢果。(SA.II,126.)。


� 


�以下之偈同。Theragatha 147、148。


�原文脫落此句以暹羅本補譯之。


� 「示知」原文pannayati是pannayati之誤。


�入在家原文有kulupak0應為kulupag0才對。


�鼙提訶之聖者是第二世尊，為尼眾所嘉之尊稱。


�漏(sana)註為sakileso


�依信所與之食原文雖有ratthapinda，今依原註


� 2 以含毒 原文為dittham是diddham吧。


� Vitacchika(cp.*Sk.vicarcika),【陰】疥瘡(scabies Nd2 3041 )


� ditthadhammasukhaviharati  phalasamapattisukhavihara.( 現法樂住：於果三摩地樂住)


� 12 參考S.v1.2.233.


� 2 此句、原文脫落以暹羅本補譯之。


�啄 原文vitacchenti依註(11.218)讀為vitudenti


� S.19.1.：Pubbeva me so, bhikkhave, satto dittho ahosi, api caham na byakasim.Ahabcetam byakareyyam, pare ca me na saddaheyyum.Ye me na saddaheyyum, tesam tam assa digharattam ahitaya dukkhaya.( 諸比丘！我曾見那些眾生，但我未為說明，我雖說此，彼對我亦未必信。對我不信者，長夜不利、苦痛。) Spk:S.19.1./II,218.：Pubbeva me so, bhikkhave, satto ditthoti bodhimande sabbabbutabbanapativedhena appamanesu cakkavalesu appamane sattanikaye bhavagatiyonithitinivase ca paccakkham karontena maya pubbeva so satto ditthoti vadati.( 我曾見那些眾生：我於菩提樹下得一切智，我見無量無邊不可思議世界眾生住處(，猶如手掌中見阿摩勒果--本句《善見律》添加)。這就是說「我曾見那些眾生」。)


�教(vutthana)於原註desana之意(11,p,231)。


�從釋子者於原註為提婆達多


�顯現與覺俱生之想思惟：vitakkasahagata sabba manasikara samudacaranti”(經常出現與尋俱生之想與作意)


�阿難 原文為舍利弗是阿難之誤。


�意修習之諸比丘。若見其比丘時心增長故名之。言舍利弗、目犍連等大長老。


�變易。pari依暹本vipari改之。


�變易。pari依暹本vipari改之。


� 「說何」原本kimvada以暹羅本kimvadi改之。


� 「說何」原本kimvada以暹羅本kimvadi改之。


� 「善法」原本akusale是kusale之誤。


� 「拘留歡喜山曲」。原本pavatte以papate改之


� 「義品經」經集第八四四偈。


� 「無希望」(apurakkharana)原文之意為「(無)向前寄望」。但漢譯相當此文有「還滿」。此應語根pr來的。


� 流出。原本sara暹羅本visara，原註釋為「所轉相」pavattitabhava。


�長部經典原典卷二、二八三。


� 「想」。原本略去想和識。


� 「法之生起」於原註，釋為「不善法之生起」。


� 2 變易原本parmpama 是 viparinama 之誤


� 「有情」一語原本逸失。


� 「不歡喜苦者」一句原本逸脫。


� 「若有所執者」云云，原註漢譯有各各別解，今依本文譯出。


� 「比丘！」原本bhikkhave依暹羅本bhikkhu maya改之。


� 「比丘！」原本bhikkhave是bhikkhu之誤。


� 「如理」原本yoni yeva從暹羅本yoniso'va改之。


� 「令解脫故」原本vimuttata由暹羅本vimuttatta改之。


� 「前邊」「後邊」。六十二見前分之十八及後分之四十四(原註)。


�執拗妄取」。原本thamaso paramaso由暹羅本thamasa-paramaso改之。


� 「不離」原本adhigatam由暹羅本avigatam改之


� 「無明界」原本vijjadhatu由暹羅本avijjadhatu改之


� 「受集」原本有重復。


� 「得」，原本yayam由暹羅本sa'ssa改之。


� 「有堅核」(saradayini)用原註之讀法，原本及暹羅本均作saradani．


� 「諸比丘」此節暹羅本缺。


� 「無堅核」原本無否定辭。


� 「四識住」業識所緣之色受想行的四蘊。


� 「食」者緣也。


� 「非我」原本n0 cassa由暹羅本n0 cassam改之。


� 「應無我」原本na bhavissati由暹羅本na bhavissami。


� 「離想」原本逸脫。


� 「識集」原本重復「識滅」之誤。


� 「食」此處與俱欲貪言為搏食(原註)。


� 「善向」原本supatipatipanna是supatipanna之誤。


� 「轉」解作輪迴繫縛。


� 「法」之語，原本逸失。


�原本之節號碼錯誤，今不改訂。


� 「此色」rupam ca hidam 之中，最後一語，原本逸失。


� 「眾生」之語，原本逸脫。


�原本節號錯誤，今不改訂。


� 「行右繞」原本逸脫。


� 「不動」云云，原本anejanto由暹羅本及原註anejante改之。


� 「七正法」，信、慚、愧、多真、發勤、在念、慧之七種(原註)。


� 「七寶」，謂七覺支(原註)。


� 「十分」謂無學位十之分(原註)。


� 「上下左右」原註有三釋1.上為頭髮頂、下是蹠、左右是中央，2.是過去、未來、


        現在，3.是配稱天界、惡趣、人界。


� 「甘」原本madhukam由暹羅本madhuram改之。


� 「我等」云云，原本tenabhijanama由暹羅本te nabhijanama改之。


� 「獨」云云，原本ekavihakaya由暹羅本ekadvihikaya改之。


� 以下次節至最終，與如是語經九一同文。


� 如是禁咒原本abhisapayam由暹羅本abhisap0'yam改之。


� 「苦於活命」原本jivikapakata由暹羅本ajivika'pakata改之


� 「我等」云云，原本atinnamhi由暹羅本atinna'mha改之


� 此喻出增支部經典原典二、九五，本生經原典一、四八二。


� 「心」原本citassa是cittassa之誤。


�常，原本samkhittam由暹羅本niccam改之


� 「無二」adutiy0原本逸失。


� 「四」Cattaro原本逸失。


� 「說法」原本desite……dhamme由暹羅本desito……dhamm0改之。


� 「比丘」原本bhikkhave是bhikkhu之誤。


� 「彼」原本 ti 是 te 之誤。


� 「色」原本rupa是rupam之誤。


� 「如應」原本thetato 是 tathato之誤。


� 「信」原本及暹羅本皆daheyya由原註saddaheyya改之。


� 「攝持」原本adhittati是adhitthati之誤。


�原本 idam ce 是 idam ca 之誤。


� 「順正說」原本和暹羅本俱為vadanupato由異本讀為vadanuvad0


�善解脫，原本vimutto由暹羅本suvimutto改之。


� 「跋迦梨！」原本逸脫。


� 「前我未」。原本pubbe……gelannam(由暹羅本gelanhe改為pubbe……gelanna)。


� 「我」原本so tam 由暹羅本so’ham 改之。


� 「退失」原註由「教之過失」漢譯云「由三昧退失。」


�莖原本及暹羅本俱為 vannassa 由異本 vantassa 改之。


� 「欲嬈亂而問」原本vihesa apekha pucchimha 由暹羅本 vihesapekkha apucchimha 改


� 「恐懼取著」由暹羅本及註之原本的句讀點改之。


� 「隨眠」原本 anusaya 是 anusayam 之誤。


� 「陽燄流動」maricika由暹羅本讀為marici phandati。phandati流動、震顫。


� 「無核心」原註akukkajata，由「內部無堅固杖」而譯之。


� 「衢道」原本mahapathe暹羅本為catummahapathe


� cf.It.22.Pubba，S.22.96.Gomaya牛糞；《中阿含61經》牛糞喻經（大正1.496中）；《中阿含138經》福經（大正1.645下）；《增壹阿含10.7經》（大正2.565中~下），《雜阿含264經》


� 「相似永住」相似須彌山頂、大地、日月等之永住，而譯(原註)。


� 「比丘」原本bhikkhave是bhikkhu之誤。


� 「名為行之畫」。「是遊方之畫」，名為數論婆羅門外道。彼等以布作褲，由善趣惡趣畫種種


        幸、不幸，說若行是業必得是果，持此而遊方(原註)。


� 「所思」原本cittata由暹羅本cintita改之。


�以下至本經之終，和增支部經典原典四、一二五以下刖文。


� 「霑」原本abhippavatthani由暹羅本abhippavutthani改之。


�原本-sambhayam以暹羅本-savhayam改之。


� 2 以下原本有省略由暹羅本補之。


� 《相應部》S.22.122.：aniccato dukkhato rogato gandato sallato aghato abadhato parato palokato subbato anattato ((由)無常、苦、病、癰、剌(=箭)、痛、病、他、壞、空、無我)。Spk：abhavakarena aniccato, patipilanakarena dukkhato, abadhatthena rogato, antodosatthena gandato, tesam tesam gandanam paccayabhavena va khananatthena va sallato dukkhatthena aghato, visabhagamahabhutasamutthana-abadhapaccayatthena abadhato, asakatthena parato, palujjanatthena palokato sattasubbatatthena subbato, attabhavena anattato.Evamettha “aniccato palokato”ti dvihi padehi aniccamanasikaro, “subbato anattato”ti dvihi anattamanasikaro, sesehi dukkhamanasikaro vuttoti veditabbo.(由無常：以成為烏有；由苦：以成為壓迫；由病：疾病之義；由癰：以身內腐敗之義；由剌(=箭)：各種諸癰以因緣存在或以挖之義；由痛：以苦之義；由病：以四大種異常因素、病因緣之義；由外(=他)：以非自己的之義；由壞：以崩潰之義；由空：以眾生空性之義；由無我：以非個性、非個體之義。如是在此，‘由無常、由壞’兩句是從無常作意。‘由空、由無我’兩句是從無我作意。其他的是從苦作意。) (CS.pg.2.306)


� 「如實」原本誤為「如法」。


� 「住」原本viharati是viharanti之誤。


� 「無明」原本逸失。


� 「味、過患」之二語原本逸失。


� 「具壽」原本逸失。


�友！之下原本有kotthita是衍字。


�原本有缺失，以前經補之。


�原本有缺失，以前經補之。


�註2 「不取」。底本api me tam……是api nu tam……之誤。


� 「大德！不也」一句原本逸失。


�原本vijja samudayan由暹羅本dhamma-kathikavijja改之。


� 「甚過」原本assa由暹羅本accasara。


� 「眾生」(satta)於巴利語形和「染著」同。


� 「有綱、有綱」，於原本有「有綱、有綱滅。」今改之。


�以下出長部經典(原典一、五五頁)，中部經典(原典一、五一五頁)。


� 「輿床」。原本ayanti pahcama是asandi-pancama之誤。


� 「決定」一語，原本逸失。


� 「煮、令煮」。原本vadhato vadhapayata以pacato pacayato改之。


�原本節號碼有誤，不改之。


� 「七天」原本satta dibba以satta deva改之。


� 「七嶮」之前語pavudha完全不明白，於長部經典原註可說是pavuta ti ganthika


� 「知」原本pajanamiti是pajanatiti之誤。


� 「鼻識所生之受」，及「身觸所生之受」。原本缺失


� 「事明」原註「事明」知胡蘆、南瓜、蘿葡等事之果、成、因、的方便，又長部經典原註(一、


        九三頁)云相「宅地、園地」等得失之明。


� 「滅九」由暹羅本nirodh0 navam0 vutto讀之。


�原本「命終」之語缺失。


� 「我、汝等」云云由暹羅本讀為valahakayike deve ov bhikkhave desissami.


� 「比丘！」原本誤為諸比丘。


� 「尊瞿曇！」原本缺失。


�原本在此下有一文，當有八經之廣說而成，暹羅本沒有，恐怕是衍文。


� 「世尊之所說」原本bhasitam之前缺失bhagavato一語


� photthabba譯為「所觸者」較正確，但倣舊來之譯例，唯譯為觸。


�除此世尊所說之「一切」，而說示其他之「一切」


�參照漢譯南傳大藏經中部經典一、一一0頁後三行之五種欲分。


� PTS本是mancake samancopi暹羅本寫mancake samatesi於前之腳註舉samadhosi,samidhosi兩語。


� 1 lujjati,to be broken up,to break,to be destroyed破壞之意，漢譯「雜阿含」於卷九第三


        經，以此，有「危脆敗壞」之字，普通「世」釋為「流轉」之義


�對諸佛以教示人之意。


�依註釋於兩處加上「渴愛」之文字。


�為自殺。


�暹羅本此一句，作尊者闡陀令持來刀刃。舍利弗之語如次「尊者闡陀續存活……」為以下。


� an-upavajja-appavattika,appatisandhika「又不得有」之意，彼今罹重病，恢復無望故斯言。


�由渴愛、憍慢、邪見而依止、依賴之意(註)。


� PTS本作nati(徧向)，暹羅本及註釋作nandi。


� PTS本作agatigati(惡趣處)暹羅本及註釋作agatigati(往來)，為來和往。


�一四節，闡陀自言：「此應無再有矣」。


� anupajja之詔以解闡陀「此應無再有矣」之意(一四)，世尊：「更不受此身」之意，(闡陀


        同意)解之(二四)，舍利弗之upavajja「令親往來」(upasamkamitabba)之意解之。


�自盡同時入涅槃(samasisi)之意。


�暹羅本(新版)於此之次，富樓那！由此，汝，如是說彼遠離此法、律，「有一比丘白世


        尊言」云云，由七一經之二節之文脈推之，更從最後三節四節更加上長文。但對此在PTS


        本沒言什麼而推之，可見完全是衍文。





�持此之餘，持此生命之餘而求死，「持刀者」謂持刀來殺自己的人。


�暹羅本我是求其執刀者。


� 動著是言渴愛。


� 參照三0經。


� 暹羅本此亦說四種思量。


�於眼之色，於耳之聲等，謂對境隨有二法，不然者謂非境(a-visaya)


�譯依PTS本Saddhadutiya viharantanavassuta漢譯《雜阿含經》卷十一篇七經之偈此


        中，謂「正信心不二諸漏不漏心」相當此。暹羅註釋本有Saddhadutlya vihar-


        antenapasuta。「信心為副而專住」之意。


� S.35.95.︰Yato tvam, Malukyaputta, na tena; tato tvam, Malukyaputta na tattha.  Yato tvam, Malukyaputta, na tattha; tato tvam, Malukyaputta, nevidha, na huram, na ubhayamantarena.  Esevanto dukkhassa”ti.「摩羅迦子！你從那裡(色等)，沒有欲、染、愛(chando va rago va pemam va)，摩羅迦子！你從這裡(見聞覺識)，沒有欲。摩羅迦舅！你從那裡(色等)，沒有欲，因此，摩羅迦子！你從這裡(見聞覺識)，不在此世，不在來世，不在兩界之中間，這是苦的滅盡。」


� S.35.95.︰“Rupam disva sati muttha, piyam nimittam manasi karoto; Sarattacitto vedeti, tabca ajjhosa titthati. “Tassa vaddhanti vedana, aneka rupasambhava; Abhijjha ca vihesa ca, cittamassupahabbati. Evam acinato dukkham, ara nibbanamuccati.(見色(相)之後失念，作意可愛相，體驗心有執著，也黏住於此。他的感受增長，許多色(相)的交會，(產生)貪婪和惱亂，心的被傷害，如是正累積苦，遠離涅槃解脫。)


� S.35.95./IV,76.︰“Na so rajjati rupesu, rupam disva patissato; Virattacitto vedeti, tabca najjhosa titthati. “Yathassa passato rupam, sevato capi vedanam; Khiyati nopaciyati, evam so carati sato. Evam apacinato dukkham, santike nibbanamuccati.「他在諸色(相)不染，見色而回到正念，體驗心無執著，也不黏住於此。他如此見色(相)，和正被交會的感受，被滅盡，沒有被累積，如是他具正念而行，如是正散失苦，靠近涅槃解脫。」


� S.35.97./IV,78-9.：「諸比丘！不遮掩眼而住者(Cakkhundriyam asamvutassa, bhikkhave, viharato cittam byasibcati)，則心被污；其心為眼所識之色境所污，則無悅；無悅則無喜；無喜則無輕安；無輕安則有苦；有苦者之心則不得定；心不得定則諸法不顯現，諸法不顯現，則稱為放逸住者(Dhammanam apatubhava pamadavihari tveva savkhyam gacchati)。」「諸比丘！遮掩眼根而住者，其心不為眼所識之色境所污，則有悅；有悅則有喜；有喜則輕安；有輕安則無苦；無苦者之心則得定；心得定者，則諸法顯現，諸法顯現則稱為不放逸住者。」(耳、鼻、舌、身、意根亦同) (亦見：S.42.13./IV,351.；S.55.40./V,398.(《雜阿含855經》T2.217 .3)；《長部》D.33./III,242.)


�原語idam是「此」之意，註釋謂此是虛字，若為「余」即易解。註釋亦如是註之，參照下


        文。


� 「[由欲、有、見、無明之]四軛之[脫離]為安穩因，」(註)。


� 「法教者乃法因。」


�依註之「世間之終」(lokassa anto)，謂輪迴世界之終，即言終結輪迴之轉生。


�對loka-sanni,loka-mani註有lok0 ti sanjanati c'eva mannati ca，乃「以為世想


▼.IV.130.


        者，以為世思者」。


� 1 為心之防護，應不放逸，應常正念，謂非於過去之已知境(ayatana-vidita)是於未來當


        知境(ayatana-veditabba)之意。


� 「對色之想」乃色之概念。對香、味、觸、法亦然。


�以下本經(一一七)和一一六經之異，唯此「中」之文句而已。


�於原典：「離欲」換用nirujjhati「滅」。余倣六節以下之文而用「離欲」暹羅字作virajjati。


�參照一一六經七。


�六處(處於上面譯為境，同一原語)之滅盡謂涅槃。


� avarana=nivarana，謂指貪欲、瞋恚、惛沈、掉悔，疑等五種。


�夜間之十二小時三分而稱為初分、中分、後分。


�參照一0九經。


�參照一一0經。


�以下一二二經之三同以下。


▼.IV.146.


IV,109.


� Khuddakapatha (Kh.)《小誦》(3.Dvattimsakaro三十二身分)︰Atthi imasmim kaye-- 1kesa 2loma 3nakha 4danta 5taco, 6mamsam 7nharu 8atthi 9atthimibjam 10vakkam, 11hadayam 12yakanam 13kilomakam 14pihakam 15papphasam 16antam 17antagunam 18udariyam 19karisam 20 matthaluvgam, 21pittam 22semham 23pubbo 24lohitam 25sedo 26medo, 27assu 28vasa 29khelo 30sivghanika 31lasika 32muttan’ti.(在此身有：1.諸髮（m. kesa﹐台語：頭鬃thau5 cang）。2.諸毛（體毛n. loma）。3.諸指甲（m. nakha﹐台語：指甲cainn2 ka）。4.諸齒（m. danta﹐喙齒chiu3 khi2）。5.皮（m. taco）。6.肉（n. mamsam, 台語：bah）。7.筋（m. naharu）。8.骨（n. atthi）。9.髓（f. atthi-mibja）。10.腎（n. vakkam﹐台語：sin7﹐腰子io ci2）11.心（n. hadayam）。12.肝（n. yakanam）。13.肋膜（n. kilomakam；英 pleura）。14.脾（n. pihakam）。15.肺（n. papphasam）。16.腸（n. antam）。17.腸膜（n. antagunam）。18.胃中物（n. udariyam）。19.屎（n. karisam）。20.腦(n. matthaluvgam)。21.膽汁(n. pittam)。22.痰(n. semham) 23.膿(m. pubbo)。24.血(n. lohitam)。25.汗(m. sedo)。26.脂肪(m. medo, 台語chi hong)。27.淚(n. assu﹐台語：目屎bak8 sai2)。28.油膏(f. vasa；英 tallow)。29.唾(m. khelo﹐口水﹐台語：喙瀾chiu3 nua7)。30.涕(f. sivghanika鼻水)。31.關節液(f. lasika；英 synovic fluid)。32.尿(n. muttam)。


� 「此為如是」於此謂色之可意。PTS本及暹羅本「眼識」之次有「當感樂」之語。依註釋所示之


    意，照另一異本之所示，此語應可省略。





�以下同一一八經四~九。


�以下同一一八經一一~一六


� 《雜阿含255經》卷九，於三十一經為「獼猴室」。


� PTS本為selissaka暹羅本為seleyyaka在暹羅本的註釋為selokassaka互相捕背而跳起，註為彼此於行苦熱的(？tapana)「遊戲」。如蛙跳。


� PTS本雖為jappamase照暹羅本之註解為jahamhase，以jahama,sajjhama之語註


        之，以採用此。


�此八偈和Sn.759-765幾乎同樣，唯此一句二三言不同，故變成相反之意義，即於此成


        為santikena vijananti mahadhamma-kovida於Sn.為santikena vijananti maga


        dhammass'akovida可以取為「不熟」[如]獸之徒，不知近涅槃。


�以下同上之三節。


�以下同上之三節。


�參照一三七經之第九節。


�同一經之第九節。


�同一經之第九節。


�同一經之第九節。


�見一經之九節。


�見一經之九節。


�以下參照三二經


�有內住、有師範，於註解，註為有內住之煩惱，有規範行之煩惱。於《雜阿含經》卷八之四0、


        四一兩經，譯為「有近住弟子、有師」，無內住、無師範之意，應隨此而解。意義於六節以


        下即明白。內住弟子及師範之有無，以通諸惡不善法有無之意。


�本經三節vussati有(修)，此二0節有(稱)vuccati。雖認為那一個都可以，後者較


        佳，即「此稱為無內住、無師範之梵行。」


�於此落失眼識一條。


� pariyaya一般譯為「方便」，此英譯為method，余依註釋karana譯為因由。


�於此可譯為應捨汝之欲。


� 《雜阿含經》卷八、三八經：「眼是人大海，彼色為濤波，若能堪色濤波者，得度眼大海竟。」


        (參照大正藏二、五四c)


� 《雜阿含216經》：「悉於其中貪樂沈沒，如狗肚藏，如亂草蘊，此世彼世，絞結纏銷亦總如是。」S.35.188.作：yebhuyyena samunna tantakulakajata kulaganthikajata mubjapabbajabhuta(大部份的人(阿羅漢之外)，像紊亂又浸濕的線球一樣，像吊球形的鳥窠又覆以纖毛甘蔗、蘆葦一樣。samunna：已潮濕。kulaganthikajata 讀作gula-gunthika-jata(如吊球形的鳥窠)。


�原語Khira-rukkha余直譯之，如護謨樹之一種，以下列舉樹，皆如分泌之護謨樹。


�此數字似缺正確，以從協會本之原典。


� 《雜阿含經》卷九，二六經：「眼繫色耶？色繫色耶？」


�以下同一九一經之四


�以下同一九一經之五


�以下同三0經二節之末文。


� PTS本作vanjha(不生產)余採用暹羅本vajja(過誤之意)


� 同二八經之九節


�原文yoni cassa araddha hoti asavanam khayaya「諸漏滅盡，始為彼之起源。」「原


        由」云云，是依註釋之karanan c'assa paripunnam．


�以下同一二0經六節。


�調御可能馬之馭者。


�同一二0經之七節。


�於原典示為「龜」以kumma,kacchapa二語，於註釋解此為同義語，故單一語譯出。


        kacchapa者kaccha即從腋，Pa是飲義。即信為從前肢腋之附著點而飲水。於名義燈，


        此二語外還有nakka一語。


� 《雜阿含經》卷四三、四經有「龜蟲見來即藏六」之句。言龜為藏六即由此句而云。六是頭尾加


        四肢。然原典用sondipancamani ahgani之語，「首為第五支分」之意，這想是尾之一除


        外。


�參照一二0經之六節，一九八經之九節。


� 《雜阿含1174經》卷四三，一一經「不閡洲渚。」


�《雜阿含1174經》：「1不著此岸，2不著彼岸，3不沈水底，4不閡洲渚，5不入洄澓，6人亦不取，7非人不取，8又不腐敗。」(大正2.314.3)《增壹阿含43.3經》：「1.此岸者身也。2.彼岸者身滅耶。3.中沒者欲愛耶。4.在岸上者五欲也。5.為人所捉者。如有族姓子發此誓願，持此功德福祐，作大國王，若作大臣。6.非人所捉者，如有比丘有此誓願，生四天王中而行梵行，今持功德生諸天之中，是謂名為非人所捉。7.為水所迴轉者，此是邪疑也。8.腐敗者。邪見、邪治、邪語、邪業、邪命、邪方便、邪念、邪定，此是腐敗也。」(大正2.759.1)。


� PTS本二語ekacco ekacco重疊，是衍字。


� 原文「著此岸」是衍字。


� 參照67經之一七節。


�以下同二00經之四~一一節。


� PTS本單有vutthana，依此，以「想不犯而止者，即有脫出之道」義譯之，但暹羅本此加na，因此意為「不關知若犯罪者，將無脫出之道」。


�同一三二經之一0節。


� cakkhuto於註釋cakkhubhavena「依眼」，為「眼」。


�同一三二經之一八節下。


� anuseti,anusayati隨眠、止住，如是存在之意。取原典三節終anusavati,anusayati之


        意。


� 參照一三二經之一0~一七節。


� 參照一三二經之一八~二四節。


�參照九六經之四節。


� kimsuka甄(堅)叔迦、緊祝迦、緊獸(《雜阿含經》卷四三之一二經。)「為何」之意，花


        樹名。


� panhavyakarana「質問釋答」之意，以應質問之反答。在《雜阿含經》卷四三之一二經為「記


        說」。


� 《雜阿含經》四三卷六經：「眼識色因緣生，若欲若貪，若昵若念，若決定著處，於彼諸心善


        自防護。」


� kittha有稻或稻田之意。


� upari ghataya(m)suniggahitam nigganheyya此段之意稍稍不明瞭，照此譯待後日之


        研究。


� 《雜阿含1169經》，過去世時，有王聞未曾有好彈琴聲。琴及琵琶皆相當於vina。唯依我們之通常觀念，說琴，無寧較接近琵琶vina


�於英譯，譯為a swampy jangle(濕地之森)註釋書，註為kantavana(棘之森)。此較自然。


�參照一三二經之一0~一五經。


� visaya目的物，對象體，對境，境界。gocara有種種之意，於此是置動物餌之處，即


        餌處，餌之意。


�參照一三二之一八~二三節。


�縛兩手兩足，更繁首故，首為第五繩所縛。


�原典raga雖有染欲，《雜阿含經》四二卷六經有為「病」。註亦有roga，看raga是roga之


        誤，故譯為病。於漢譯大約為「病、癰刺。」


� 註為patala「十分足於墮落，言此為無立足處patala，」於大海中常起之渦漩之類，以言為險崖亦說不定。這本來不存在而誤認為存在。《雜阿含經》469經譯為「深險」。


� 《雜阿含經》469經：「長淪沒溺，無止息處。」


� paticca prati+i……。由於「甚麼，」以甚麼為基礎之意。


� vayanupassin 為以觀消滅。


�參照七經二部，以下各節參照前經之各節，兩經之不同、於七經之六~八節有樂、苦、非


        苦非樂之三受，言為緣身。於八經言此等諸受為緣「觸」。


�參照一二五~一二九經之四節。


�註1 《雜阿含經》一七卷二二經「又復說諸所有受，悉皆是苦。」


      2 《雜阿含經》一七卷二二經「初禪正受時，言語寂滅，第二禪正受時，覺觀寂滅，第三禪正受


        時，喜心寂滅，第四禪正受時，出入息寂滅云云。」


� 《雜阿含經》一七卷二二經「初禪正受時，言語寂滅，第二禪正受時，覺觀寂滅，第三禪正受


        時，喜心寂滅，第四禪正受時，出入息寂滅云云。」


�四、五兩偈參照三經之六節四、五偈。雜阿含一七卷一六經有「正知不傾動」。


�以下五、六兩節，同一一經五、六兩節、七節稍為不同。


�參照一五經之四、五、六、七之四節


�以下三~六之四節同一五經之三~六節。


�同一一經之七節。


� 以下三~八節同一六經之三~八節。


� 中部五九經Bahu-vedanya-sutta同「多受經」。參照漢譯南傳大藏經二第十卷一四九~一五四頁。


�以下各種受，於二二經說明。


�此一節同一九經九節之後部。


�此一文於原典被抄入的，和一九同樣，似是為本節之末文。


�三、四兩節同一五經之三、四兩節，但本經之四節有「渴愛達受生起之道」之一句，此在一


        五經沒有。


�註1 參照一五經之三節，二三經之三節。


�參照一五經之四節，二三經之四節。


�參照一五、二三、二四經之三、四節。


�以下參照相應部因經品一三經沙門婆羅門。


�以下參照二六經之三、四節。


�有食樂(sa-amisa)無食樂(nramisa)之語既出於一四經四節。三節以下之喜是piti，


        樂是Sukha﹑捨是upekha'解脫是vimokkha。


�參照一九經一一節


�參照一九經一二、一三節。


�參照一九經一一節，二九經四節。


�參照一九經一一節，二九經四、七節。


�參照一九經一五節。


�《一卷.雜阿含19經》︰「人有五力令女人欺男子，何為五力？一者色，二者端正，三者多男兄弟，四者家豪，五者多財產。」


� a-sapati「無伴夫之妻者，」意為夫之唯一之妻。


� Puttavati assam「無兒之女人」。


�食閻浮果之意，於《雜阿含經》一八卷一經有「閻浮車」。於註釋，註為長老(可能是舍利弗)


        之甥Jambukhadaka普行沙門，是名闡怒沙門。即舍利弗長老之甥普行沙門嗜好食閻


        浮果而得是名。


� dhammavadin,supatipanna,sugata說法者，善實行，善到達(善逝)之意，《雜阿含經》


        一八卷一經為：「善說法者，世間正向，世間善逝。」


� assasa是入息之意，看次節之文，在此可取為安息(breathing easily；relief consolation)


        之意。《雜阿含經》一八卷一經有「蘇息」以paramassasa為止蘇息。


�以下除「安息」和「最上安息」之不同外，其他皆同第五經。


�於《雜阿含經》有：「欲愛、色愛、無色愛。」


� cf.《雜阿含490經》


� dhamma-vinaya,Doctrine and Discipline法與律，教法和規律，綜合佛教之教理行規，


        解為「佛教」之意。即「教」之意義。此一文於《雜阿含經》一八卷一經為：「賢聖法律中有何難


        事。」


� abhirati言樂出家生活。


� 佛弟子在嚴密之意義：若到了預流，一來不還，阿羅漢道以後，總稱為四雙，此四各有向和果，而稱為四雙八輩。


�於PTS本，此數字誤寫為六0，最後之數字是六三，第十一旃檀天子以下之五經亦皆為六三，正確都應為六二。


� Macchikasanda於《雜阿含經》二一卷一四經有摩師山Ambatakavana同二一卷八經為


        菴羅林。


�參照相應部(三五)六處相應之一九一經三~五節。


�如唯言食事，而感為熱苦之意。


�參照中部四四有明小經。


�參照36.受相應一九般奢康伽經之一八節。


�此一文於此有「吾等」之語，還是質多居士之言。


� 《雜阿含經》二一卷一六經：「若無一問一說一記論乃至十問十說十記論，云何能誘於我而來


        至此菴羅林中欲誘誑我。」


� patiharati,PTS辭典譯為to strike in return。


� PTS辭典譯為「拔髮」，然亦解為以馬尾(之拂塵)拂塵埃之意。


�原典出於Kimhi n0 pi siya bhante「大德！於何無此耶？」之文有一本之腳註作Gihin0


        pi siya bhante故，而如是譯之。


� 《雜阿含575經》


� 《雜阿含經》三二卷六經「兇暴聚落主，」別譯《雜阿含經》七卷四經「聚落主名曰：惡性。」註有「由法結集長老，有一人之聚落主名為暴惡。」非固有名辭，以下同各經之聚落主。Canda-gamani「暴惡村長」、「名暴惡村長」。


� S.42.1./IV,305.︰「大德！以何因、何緣，某人被稱為暴惡、暴惡(Cando)？而以何因、何緣，某人被稱為柔和、柔和(Sorato)？」


� S.42.1./IV,305.︰「聚落主！在此，某人未斷染欲，因未捨染欲，則他人令怒，(或)他人現怒(相)，他就忿怒起來，他就稱為暴惡。未斷瞋恚，因未斷瞋恚，則他人令怒，(或)他人現怒(相)，他就忿怒起來，他就稱為暴惡。未斷愚癡，因未斷愚癡，則他人令怒，(或)他人現怒(相)，他就忿怒起來，他就稱為暴惡。」


�註1 Pahasa deva《雜阿含經》三二卷三經「觀喜天，」別譯《雜阿含經》七卷一經「光照天。」出生於喜笑天之義。


�「戰鬥活聚落主」《雜阿含經》三二卷四經，「善鬥將」(別譯雜阿含七卷二經)。


� Sarajita deva以取具(sa)十所(rajita)是余之私譯。「箭降伏天」《雜阿含經》三二卷四經。「箭莊嚴天」別譯《雜阿含經》七卷二經。天與地獄同一名，參照下六節。若依註，此為阿鼻地獄之一部份。


� assa,haya「調馬聚落主」《雜阿含經》三二卷五經。「善調馬師聚落主」別譯《雜阿含經》七卷三經


� asi(刀)bandhaka(手結)putta(兒)。想意是「鍛刀工之兒子」雜阿含三二卷一一經有「刀師氏」於英譯為snake-charmer是很大錯誤。


� 每日早上從西瓦羅水中，取青蓮花環著於身上，為水淨信者。


� 原三語於英譯為they lift him 0ut and carry him 0ut,call on him by name and speed him heaven wards者．為不正確，第二語sannapenti註為samma napenti余見為appease之意。


�雜阿含三二卷之一二經「以多行故則將至彼，」別譯雜含七卷一0經「隨作時多，必墮地


▼.V.20.


        獄。」英譯according as a man habitually lives,so g0es he forth to his destiny.


�此二文於P.T.S.本缺失，由暹羅本補之。此例他處續出。


�參照四一品第七牛達多經第四節。


� yam pamanakatam kammam 英譯 whatsoever finite thing there be.


� 《雜阿含經》三二卷一0經「我憶九十一劫以來，不見一人施一比丘，有盡有減」。


� 同「汝觀今日有人家大富，多錢財、多眷屬，多僕從，當知其家長夜好施，真實寂止故，致斯福利。」


�不為者，不務力於家務，家產潰敗。


� P.T.S.本句有讀誤。《雜阿含經》，「我說無常為」第九句。別譯《雜阿含經》「我今更說第九之破，言第九者所謂無常。」


� 「不防無障礙」之意，英譯為they are permitted佛滅後一百年之時，為「淨」。(kappati)第二結集(亦云七百結集)沙門可受金銀之問題被決，「受蓄金銀錢淨。」(五分律三0卷「得受金銀」(四分律五四卷)。


�雜阿含三二卷九經「善哉世尊為我說現法苦集苦沒。」


�雜阿含三二卷九經「若眾生於此郁鞞羅聚落住者，是若縛、若打、若責、若殺，汝心當起憂悲惱苦不？」


� jani為掠辱。


�郁如耶羅人遇到殺害捕縛，因此有人如汝心之憂、悲耶之意。


� P.T.S.本有一行衍文，此不譯出。


� S.42.13./IV,342.︰Mayam caham, gamani, pajanami, mayaya ca vipakam, yathapatipanno ca mayavi kayassa bheda param marana apayam duggatim vinipatam nirayam upapajjati tabca pajanami”.((婆多利耶)村長(Pataliyo gamani)！倘若我知道於幻，幻的果，也知道施幻術，身壞命終之後，墮於無幸處、惡趣、險難處、地獄。)


�暹羅本於此之前宣說：「如是我聞。一時，世尊住舍衛城祇陀林給孤獨長者之遊園。其時


        世尊言諸比丘：「諸比丘！」彼等諸比丘應諾世尊曰：「大德！」世尊乃如次日」之文。


�於PTS原典取anuppanna「出生」之原語，於暹羅本有anupapanna，然此兩語皆是反


        對之意，此如原典之註anuppatta為正。英譯不附註以取意譯為rises up。


�英譯註為Abhikkante,lit．'in the g0ing beyond'or'for．'Comy.channa kata(secret


        things),但原典之註[chinna katta(channa kata)是錯誤，secret things勿論是錯。]


▼.V.114.


        是註原典註之k0 pana vad0，「何語耶」之意，真是言語導絕無一言，況如何耶之意。


�此一行之意不明。P.T.S.本有Sariputto ti Kotthik0於暹羅本有Sariputta ti Kotthik0


        暹羅本之意想是「拘絺羅呼舍利弗！」舍利弗--拘絺羅四經之中，是由拘絺羅呼舍利


        弗


� 「修習八支聖道。」ariyam atthangikam maggam bhaveti之四語，原本本缺失由暹


        羅本補之。


� 「迴向於捨。」(vossagga-parinamin)以從漢譯之相當此文「向於捨。」原別的地方有釋，


        參見漢譯南傳大藏經第十二卷一七六註40。


� 「比丘」。原本bhikkhave是bhikkhun0之誤。


� 「鎧。」原典dhammasannaha以vammasannaha訂正之。


� 「為何。」原本為kimatthi yam應讀為kim atthiyam。


� 「諸比丘！」原本缺失。


� 正方便：sammavayamo，即正精進。S.45.8./V,9.：「諸比丘！什麼是正精進？諸比丘！在此，比丘為不生未生之惡不善法，而1起欲、2精進、3發奮、4策勵心；為斷已生之惡不善法，而1起欲、(2精進、3發奮、4策勵心)；為生起未生之諸善法，而1起欲(、2精進、3發奮、4策勵心)；為延續已生之諸善法，無混亂、倍修習、廣修習，令圓滿，而1起欲、2精進、3發奮、4策勵心。諸比丘！是稱為正精進。」「未生之惡不善法」之意，注解書說，這不是針對自己而言，而是見到他人的惡法，發出：「哎呀！真是的，像這樣惡法不應生。」(SA.45.8./III,125.) (“aho vata me evarupa papaka dhamma na uppajjeyyun”ti)若是對自己的而言，已生出惡法之念，就及時自制，不要發惡言，不要行惡行。「未生之善法」之意，即未得初禪等(之善)。


� 「世間之」云云原本vineyyaloke讀為vineyya loke以下亦然。


�原本第十一節不分段。


� 「持食者。」niharaka之字義為除去者，原註云：「為我於信者之家運調理之食供養我。」


� 「精進。」原本ayamam以暹羅本vayamam訂正之。


�原本Ananda一語缺失。


� 「三」。原本tissannam一語缺失


�原本bhikkhave一語缺失。


� 「白」原本kanham是sukkam之誤。


�原本magg0一語缺失。


�原本ariyam atthangikam maggam bhaveti缺失。


�原本ariyam atthahgikam maggam bhavento缺失


� 「若斷根者」，原本mule chinn0訂為mule chinne。


� 「正向於見」，sammapanihitaya ditthiya本缺失。


� 「修習八支聖道。」ariyam atthsngikam maggam bhavento原本缺失。


� 「譬如」以下，參照之十九經以下。


� 原本「徧智」parinnaya缺失。


�中部經典原典一、二一四、二一五頁(參照漢譯南傅大藏經第九卷二九一頁)





�註1 「不安心、被壞心、憎惡心」，此三之原註配釋貪、瞋、癡。尚破壞心原本為adinamanasa


        暹羅本為adinnamanasa意亦不通，今以adinna改之。


� 「比丘」之一語原本缺失。


� 「耳……鼻」沒有附省略之記號。暹羅本有「耳……鼻……舌」，俱不出「身」。


� 「所作已辦」katam karaniyam原本缺失。


� 「了知」原本pajanissami ti由遏羅本改為pajanissasi ti。


� 「金之煩惱」。為金之夾雜物。乃對後之心隨煩惱，今同原語，故用同譯語。


� 「為無目、為無智。」原本順次顛倒。


�原本pamsukana是pamsukena之誤


� 「上解脫」。(uttarim vimuttim)出世間法。「世間慧」者(讀為idhapannassa)不起出此


        世間之慧。(以上依原註)。


� 「此一乘道」。ekaya no ayam讀為ekayano ayam


� 「運猿猴」。原本為katthakatangare應從暹羅本之makkatam uddharitva


� 心解脫(vimuttacittatta)：cittam virajjati, vimuccati anupadaya asavehi(心離染，無所取，由諸漏而解脫)。


� 「緣幢伎師」。在竹竿上演典藝之藝人。「幢」若直譯，為「旃陀羅族之竹竿」。用於藝之竿。


        原註缺。


�阿那律原本寫Anuruddha，由暹羅改為Anuruddho。


� 「由此岸到彼岸。」原本aparaparam由暹羅本改為apara param。


� 


�身體感覺不苦不樂受(捨受)，其實是微弱苦受或樂受，其中，善業的果報是樂受，惡業的果報是苦受。


� S.48.39./V,213.︰“Seyyathapi, bhikkhave, dvinnam katthanam savghattanasamodhana usma jayati, tejo abhinibbattati; tesamyeva katthanam nanabhavavinikkhepa ya tajja usma sa nirujjhati sa vupasammati.”(諸比丘！譬如以二木互相摩擦，生熱，出火；將那木頭分離，對於這個的熱，它就滅，它就止息。)


� 「信根即信力。」由原註。依勝解相之增上義的信根，不動於不信故為信力。比較過洲而東


        流之河，洲之東西水，唯一流水，而此南北之水，即如見為二流。


�《增壹阿含29.7經》(大正2.658a)。


�神足之一分：iddhipadesam。Spk(S.51.5.)：iddhipadesanti tayo ca magge tini ca phalani.神足的區域：三道與三果。


�神足之全分：samattam iddhim。Spk(S.51.5.)：samattam iddhinti arahattaphalameva.神足全分：三道與三果。


�勤行：Spk(S.51.13.)：Padhanasavkharati padhanabhuta savkhara, catukiccasadhakasammappadhanaviriyassetam adhivacanam.(勤行：變更勤行，這是完成四事勤(四正勤)的精進的同義詞。)


�註1 參照上第十五經目犍連之後半。


� 「千世間」。此乃說長老之殊勝住。長老早晨洗顏，憶念過去未來一千劫，現在思念一千鐵圍山，(出原註)。


V,300.


�以下之文，原典六七以下(漢譯南傳大藏經第十七卷二二一頁)比較之。


� 「工匠」此原語thapati有異解，今依原註(協會本三、七九頁)vaddhaki jetthak0。


� 「無有差別。」沒有「此是我們的，那是諸比丘的」之分別，其義為一切皆是布施物。


� 自通之法：S.55.7./V,353.作：attupanayiko dhammapariyayo(即以己度(ㄉㄨㄛˋ測量)他情)。Attupanayikanti attani tam upaneti “mayi atthi”ti samudacaranto,  attanam va tattha upaneti “aham ettha sandissami”ti samudacarantoti attupanayiko,  tam attupanayikam.(自通之法：以自己的呈現這樣--在心裡出現“以我的立場”，自己設身處地呈現“以自己在此同意”在心上自通。)(Dvematikapali﹐CS.pg.124)


�不自作、不教他作、不讚嘆作殺、盜、淫、妄語、離間語、麤惡語、綺語，如此得身行、語行的三際清淨(tikotiparisuddha)。


� 見PED, p.503a及CPED, p.199a 該詞目。


� 證初果者尚有酒癮，而受人毀謗。


� 「來」原本及暹羅本俱作ehi ti(ehiti)，改為ehiti(eti)之未來形。原本其語之前之hoti


        是衍字。


�次偈出增支部四集第五一經。


�此偈與經集第七二四~七二七同。


� 「怖畏」，從原本之讀法。異本有m0hayamana原註由此譯為「欺諸天之心。」


� 「悉是水」，漢譯北傳相當於此，有大地悉成大海。


�難得。adhicca是有緣而生，原註：若軛不腐、海水不乾、龜不死者。
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